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序

成田ニュータウン建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査は，昭和 44年 9月から同 46年 8月まで実

施され，その間集落跡，古墳群，埴輪窯跡等多数の遺跡、が発掘調査されました。そして，この成果は

集落跡 15遺跡を残し，昭和 50年 12月千葉県企業庁・(財)千葉県地域振興公社において調査報告書「公

津原」として発行されてきたところであります。

その後，諸般の事情により未整理であった残余の 15遺跡の報告書の刊行について，千葉県企業庁と

千葉県教育委員会が数次にわたる協議を行い，昭和 53年 10月企業庁の好意と理解により「公津原」

に続く調査報告書の刊行が具体化しました。刊行にあたっては，千葉県教育委員会が事業主体となり，

事業の実際の実施は財団法人千葉県文化財センターが受託し，ここに続調査報告書ともいうべき「公

津原IIJを発刊するはこびとなりました。

成田ニュータウンは，新東京国際空港の設置に伴う成田市周辺の急増する人口を受け入れるため計

画されたもので，発掘調査の着手当時から 10余年を経た今は，緑と太陽の街というスローガンどおり

のニュータウンに変貌してきております。こうした開発の進展とともに，一方失なわれゆく文化財を，

後世の人々のため広保存していくことも現代に生きる我々の責務であることはいうまでもありません。

成田ニュータウン内には，発掘調査を実施し，記録保存を図った遺跡のほか，緑におおわれた古墳群

のある公園等として現状保存された遺跡も数多くあります。

本報告書に収録された遺跡は，さきに刊行された「公津原」に未収録であった遺跡を昭和 53年 11月

から同 56年 3月までの聞に当財団法人千葉県文化財センターが整理し，とりまとめて報告したもので

あります。その結果，縄文時代から奈良~平安時代以降に至るまでの各種の遺構・遺物等貴重な資料

を収録することが出来ました。

つきましては，さきに刊行された「公津原」ともども，学術・研究の資料として役立つことを願う

とともに，地域住民をはじめ県民の文化財保護思想の緬養に活用されることを願ってやみません。

終りに，本報告書刊行にあたり，発掘調査に当られた関係機関及び従事された調査員並びに調査補

助員等の労苦をしのぶとともに，本報告書作成について，御指導，御協力を賜わりました千葉県教育

委員会，千葉県企業庁，千葉県立房総風土記の丘をはじめ関係各位に対し，深く感謝の意を表する次

第であります。

昭和 56年3月

財団法人千葉県文化財センター

理 事 長 今 井 正



例 仁コ

1.本報告書は，千葉県成田市成田ニュータウン造成地域に所在する遺跡の昭和 44年9月より同 46年

8月まで行った発掘調査の報告書であり，昭和 50年 12月に発行された発掘調査報告書 「公津原」

に続くものである。

2.発掘調査は，千葉県開発庁が財団法人北総公社に委託し，千葉県教育庁文化課の指導のもとに，

財団法人千葉県北総公社内に設置された成田ニュータウン文化財調査班によって実施された。

3.本報告書の作成業務は，千葉県企業庁の協力をうけて千葉県教育委員会が事業主体者となり，昭

和 53年 11月1日から同 56年3月31日までの 3か年計画で「成田ニュータウン造成地発掘調査整

理・報告書刊行事業」として財団法人千葉県文化財センターが受託し，実施したものである。

4.本報告書の作成にあたっては，千葉県教育庁文化課，千葉県立房総風土記の丘，財団法人千葉県

文化財センターの三者により，報告書の体裁や整理一執筆一編集に至る基本的な事柄について話し

合いがもたれた。

また，発掘調査の諸記録及び遺物等資料については，千葉県立房総風土記の丘から貸出し等の便

の協力を得た。

5.本報告書は 3分冊とし， I公津原」では末収載であった集落跡 15遺跡 (Loc9， 9-II， 14， 15， 16， 

17， 19， 20， 29， 30， 32， 33A， 33B， 39， 40)を収録している。

6.本報告書とりまとめのための整理作業は主に天野努が担当(昭和 54年4月~同 56年3月)し

たが，ほかに杉山晋作，種田斉吾が一部分担(昭和 53年 11月~同 54年3月)，千葉県立房総風土

記の丘(当時)高木博彦氏，市原市教育委員会須田 勉氏等の御協力を得た。また，一方遺物実測，

写真撮影などでは多くの方々の御援助を得た。

8.本報告書の執筆分担は以下のとおりであ

白石竹雄第 I章 1

天野努第I章 2，第II章，第III章，あとがき

9.本報告書の編集は白石竹雄，天野努が行った。

10.本報告書の刊行に至るまでには，千葉県企業庁，千葉県教育庁文化課，千葉県立房総風土記の丘

の諸機関及び発掘調査に関与された調査員の方々をはじめとして多くの方々に御協力，御指導いた

だいた。記して，深甚なる謝意を表するものである。
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I章序 説

1. r公津原IIJ刊行に至る経過

昭和 44年9月から 2年有半を費やして実施した成田ニュータウン造成事業予定地内の埋蔵文化財

発掘調査から約 10年が経過した。成田ニュータウンは，新東京国際空港の関連により，成田市周辺の

急増する人口を受け入れるため計画されたものであり，その問，幾多の府余曲折を経ながら，昭和 53

年5月には，日本の新しい空の表玄関として新東京国際空港が開港された。以来，約 500ヘクタール

にも及ぶ静かな農村は，今や緑と太陽の街というスローガンどおりのニュータウンに変貌した。中心

地区には中，高層ビルが，周辺には個人住宅が建ち，さわやかな街路樹と保存された古墳群公園の緑

のベールをとおして垣間見られ，世帯数約 5，000戸，人口約 20，000人余の国際文化都市に生まれ変

わっている。

山を削り，谷を埋めるといった自然地形を変えてしまう，これまでの長い歴史で例を見ない大規模

な開発が端を発したのは，昭和 30年代後半であった。所謂，高度経済成長期からで，なかでも首都圏

に位置し，半島性を脱却して躍進しようとする本県にとって，特に新東京国際空港公団による国際空

港建設をはじめ，千葉県開発庁の成田ニュータウン，千葉ニュータウン等の造成は，当時の諸般のす

う勢から考え，急務かつ重要な課題で、あった。このことは開発と埋蔵文化財保護との調和が非常に重

要な課題であり，また，新しい問題として提起された。

このため，県では，全国に先がけて調査専門職員によるプロジェクトチームを編成し，全国初の大

規模調査に対処した。即ち，財団法人千葉県北総公社内に設置された成田ニュータウン文化財調査班

が，綿密，周到な計画と，でき得る限りの動員体制を整えて，発掘調査を実施した。この間の経緯及

び関係者の労苦，努力については，昭和 50年 12月 27日刊行の「公津原」に詳しいので参照された

し亙。

しかし， I公津原Jの刊行に当っては，昭和 46年8月末，現地調査の終了に伴って，成田ニュータ

ウン内の現場事務所を引払って千葉市南町に移り，昭和 47年3月まで遺物の整理，実測等の作業を続

けたが， 3月末に諸般の事情により，文化財調査班は解散され，従ってこれに係わる報告はなにもな

いままに経過した。そのため，昭和 50年になって，千葉県教育庁文化課，財団法人千葉県地域振興公

社(北総公社の後身組織)は立場を超えて話し合い，協力した。実際の報告書刊行のための事業立案

には，編集委員会を組織し，刊行に漕ぎ着けることができるというものである。しかし報告書はそれ

でも全調査対象遺跡のうち，集落跡の Loc1， 3， 4， 5， 6， 7， 19-II，古墳 60基，埴輪窯跡

1基を集録，公表したに とどまった。つまり「公津原」に未収載の遺跡，遺構は 15遺跡， 600遺構に

及び，このぼう大な資料の取扱いについては， I記録保存」という趣旨から，残る整理及び続く報告書

ー・'"噌，



の刊行が望まれるのであった。

ところで，昭和 50年 11月には，県の方針が各公社の統廃合及び県企業庁(県開発庁の後身)の内

部組織の改変を同時に打ち出した。このため，報告書刊行の懸案問題の解決を図るべく ，事業主体者

である県企業庁と県教育委員会との問で人を変え，また，数次にわたる協議をした。さて，非常に困難

な状況ではあったが，企業庁の好意と理解により，昭和 53年 10月 31日付けで， I成田ニュータウン

造成地発掘調査整理費負担に関する覚書」がようやく締結された。ここにはじめて続公津原調査報告

書ともいうべき「公津原IIJの刊行が具体化したのである。

報告書刊行の事業主体者は，千葉県教育委員会で，事業の実際の実施は，財団法人千葉県文化財セ

ンターが受託した。その事業は，昭和 53年 11月1日~昭和 56年3月31日の 3か年計画で調査，整

理し，その結果をとりまとめて，報告書「公津原IIJを作成するというものであった。

しかし，当時の遺物，諸記録及び資料等は県立房総風土記の丘に収納されており，また，当時の調

査員諸氏も県内外にあって，それぞれの職場で仕事等に従事しているため，当該事業に参加すること

は望めないものであった。そこで「公津原IIJ作成の基本方針としては，房総風土記の丘の資料貸出

し等の便の協力を得ながら，県文化財センターが行う。勿論体裁及び原稿掲載方法等は「公津原」に

準ずるものとし，原稿については調査員諸氏の教示等を得ながら執筆依頼はしない，また，内容は，

事実記載を中心とした調査データの提出を主として，資料編的性格の報告書にすることとした。

従って，I公津原IIJは，以上のような性格をもっ報告書であるが，所謂，必要最小限の諸記録を客

観的に網羅，収録しているものと自負している。本書を基に，各研究者等の「歴止」への止場を切に

期待するものである。

2.整理の方法及び報告書の作成

昭和 53年 11月1日から同 56年3月31日までの 3か年にわたる「成田ニュータウン造成地発掘調

査整理 ・報告書刊行事業」の内容は次のとおりであった。

すなわち，さきに刊行されている調査報告書「公津原」に末収載の 14遺跡 (Loc9， 9 -II， 

10~14， 15， 16， 17， 19， 20， 28~29， 30， 32， 33， 39， 40)一一これは結果的には Loc33遺跡が

Loc 33 A及び33B遺跡に分割されており ，15遺跡として報告することになったーーについて，すで

に作業の終了していた遺物の水洗 ・注記を除く基本的な整理作業を行い，その結果をとりまとめ，報

告書を作成するというものであった。

また，一方，千葉県教育庁文化課及び当時の遺物，諸記録等資料一切を収納している県立房総風土

記の丘並びに当財団法人千葉県文化財センターの三者により，遺物，諸記録等資料の取扱いをはじめ

として報告書の体裁，原稿掲載方法等の基本方針が検討された。

さて，以上の事柄を踏え実際に作業を進めるにあたっては，各遺跡とも各々発掘調査の方法に準拠
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しつつ，最も基本的な問題として，より客観的な資料の提示を第一義的な目標に置き整理作業を実施

した。

実測図は，遺跡全体図，各遺構の平面図，土層断面図，遺物出土状況図，それにカマド等実測図を

第一原図とし，各々の図と各調査員の記録をもとにして整理した後，挿図として活用出来るよう第二

原図を作成した。各遺跡の調査はその時々の状況や遺跡の把握の仕方等により調査方法が異っている

とともに，全く末整理のままの姿で保管されていたこともあり，図面の整理等十分に出来たとは云い

難いが，具体的な整理作業は次のとおりである。

(1) 平面図に遺物の出土状況を投影させた合成図の作成

(2) 埋土断面図ないしはピットの見通しを含む断面図に遺物の出土状況を投影させた合成図の作成

(3) ピットの見通しを含む断面図の作成

(4) カマドの平面図と土層断面図の修正図の作成

(5) 遺構全測図と地形図を平面直角座標で組み合わせ合成した遺跡全体図の作成

(1)， (2)， (3)は図面が煩蹟になるが，遺構はもとより，遺構と出土遺物及び出土遺物間相互の関係の

立体的な把握を考慮したものである。これらは，第一原図が縮尺 1/20であったが，特殊な部分を除

き，縮尺 1/40で第二原図を作成し，挿図にあっては遺物等は記号化を併用した。また，別個に遺物の

出土状況を縮尺 1/5，1/10，あるいは 1/1等で実測しているものについては，遺構平面図にその実測区

域を図示するとともに，適宜縮尺を変え，挿図に活用した。なお，埋土等断面図においては，土層名

を省略し，層序の図化に留めた。

(4)は，調査員の記録をもとにしながら，出来る限り簡潔にカマドの構造が把握出来るように，スク

リーントーンを{吏用し図化した。

(5)について，成田ニュータウン文化財調査班では，各遺跡とも基準点測量は，公共座標を使用した

トラパース測量で、実施するとともに，地形図については，千葉県開発庁北総開発局(調査当時)で作

成した縮尺 1/500の原図から第二原図を作成した。そして，遺跡全体図は，縮尺 1/500で作成して遺

構全測図の基準点の公共座標で地形図と組み合わせる方法をとった。今回の整理も全く同様である。

また，今回の整理作業においては，成田ニュータウン内に所在する遺跡の全体的な把握のために，千

葉県企業庁から調査当時の縮尺 1/2500の地形図を借用し，第二原図を作成するとともに，その 1/2500

の地形図 4枚を縮尺合成した， 1/5000の地形図を作成して，遺跡をドッティングして成田ニュータウ

ン内遺跡所在図とした。

図面の整理概要は以上であるが，作業の際は調査者の付記した記録をもとに，挿図として使用する

各図面を作成あるいは修正し，データを記載し，記録した。

遺物の整理作業は，次のとおりである。

(1) 復元 ・遺物の抽出

(2) 実測 ・ト レース
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(3) 写真撮影

遺物の水洗 ・注記は前述したように，すでに終了しており ，(1)の復元から開始した。なお，遺物の

注記におけるコード化については，さきの報告書「公津原」を参照されたしユ。復元は，15遺跡の遺物

量からみて時間的な制約もあり ，実測可能な段階で良としたものも多い。同時に，これら復元の過程

では墨書，刻書(印)など認められるものは小破片のものでも別に抽出した。また，(1)については，

遺物を収納していた県立房総風土記の丘に協力いただ、いた。追って，鉄製品については，調査時点で

保存処理を施したものも含め，10余年の歳月によりその大半が鋳のためボロボロになり ，出土時点で

の原形をも留めていなかった。このため，実測可能なもののみに保存処理を施し，接合等復元した。

(2)の遺物の実測においては，以下の点に留意した。まず第 1に，原則としては遺存が 1/3ないしは

1/4以上のものを実測し，また，それ以下のものでも出土量に応じて図化すること，第 2に，とくに坪

に多いが墨書，刻書(印)等認められるものは小破片であってもすべて図化，掲載すること。このた

め，挿図に掲載した遺物の実測図は出土量を含め，その遺構の出土遺物の姿を反映しているものであ

ると理解して差しっかえない。第 3に坪，皿等の類に多いが整形などの特徴について記号化を併用す

るとともに，土師器以外の土器については出来るだけ図化する段階において区別することなどである。

なお，鉄製品については鏡と破損で原形を留めるものが少なく ，推定可能な点を含めて実測したもの

が多い。

なお，遺物番号については記載のないものが若干あるが，これは出土の遺構は判明しているが，土

器そのものにナンバリングされていないものであり，あえて無番号のまま掲載した。

(3)の写真撮影は，土器については完形品，またはそれに近い状態の遺物を中心とした。墨書土器等

は小破片でトも出来るだけ撮影し，写真図版として掲載するよう努めた。

以上が，図面及び遺物の整理概要である。これらの資料を基礎に挿図を作成した。挿図は，基本的

に遺構ごとに，遺構平面図 ・同断面図 ・埋土断面図 ・遺物出土状況 ・カマド平面図 ・同断面図 ・遺物

実測図を掲載した。このうち，別途縮尺を変えて作図している遺物出土状況図を除いては，遺構平面

図中に遺物出土状況を組み込んだ。その際，出土遺物はドットで記号化し，また，実測図に掲載した

遺物を中心にした。

写真図版は，挿図と同じく ， 1つの遺構において遺構全景・埋土断面図 ・カマド全景・カマド断面・

遺物出土状況 ・出土遺物を掲載するよう努めたが，各遺跡における相違や諸般の事情から，各々選択

して掲載した。なお，出土遺物の番号は挿図と合わせているが，遺物写真は挿図に示したものより相

当少なくなっている。

原稿執筆にあたっては，本報告書はまず事実記載を中心とした調査データーの提出を主とするもの

であり ，資料編的性格の報告書とするという基本方針に基づき，検出された遺構 ・遺物についての客

観的な記載に重点を置いた。そして，遺構及び遺物出土状況の記載は主として各調査員が図面に付記

した所見をもとに，図面から読みとれる範囲でのデータを記載し不明な点は省いた。 出土遺物につい



ては，多くの人々の御協力をうけ実測を行ったが，実測に際しては，主として土器を中心に観察記録

を含め，事前に諸観点についての凡例を作成し，それに基づき実施した。図化及びデータの記載にあ

たっては逐一実物と実測図及び観察記録を照合し，加筆，修正を加え一覧表として作成した。

また，各遺跡の遺構 ・遺物を除く原稿執筆については，前回報告されている「公津原」に掲載され

ている概要をもとにして記載するとともに，まとめはあえて省略した。

なお，本報告書に掲載した 15遺跡のほか「公津原」で未報告であった Loc27， 34， 35， 36， 37の

5遺跡については，遺構の検出はなく ，分布調査で採集されているものと同様の土器の小破片若干が

認められているのみであり ，ここに略記するに留める次第である。

以上，整理作業，及び報告書の作成について簡単に例記したが，一言で云うならば本報告書の内容

は，諸記録を客観的に網羅するよう努めたものである。整理作業から報告書の作成までを担当した筆

者も当時の一調査員であるが，各々の遺跡の調査を担当した各調査員諸氏に，本報告書の記載内容に

ついての批判を仰ぐとともに，別途調査成果のまとめをぜひお願いしたいと切に願うところである。

p
h
u
 



Loc 9遺跡



II章遺 跡各説

1 Loc 9 (米野向台)遺跡の調査(1図， 1- 1 ~10 図，図版 1-1~3)

(1)立地

本遺跡は、米野向台に所在し、根古名川のー支流小橋川によって形成された北東から入りこむ支谷

に南北を挟まれた細長い台地上の基部近くに位置する。遺跡の所在する台地平坦部の標高は 36.50m 

を測り，北面する支谷との比高は約 17m，南面する支谷とは約 16.50m を測る。

遺跡は，瓢塚古墳群の H25 ~ 36号墳が密集する地域で、遺跡内にも H28， 29， 30 A， 30 B， 32 

号の古墳が存在していた。また西約 200mの台地基部には Loc9-II (米野赤坂)遺跡が所在してい

る。

発掘調査に入る時点での，台地上の地目は畑地と杉林が混在していたが，調査区域の大半は落花生

畑であった。

(2) 調査の経過と概要

発掘調査を実施したのは，昭和 44年 11月16日から昭和 45年 2月22日までの期間であった。この

期間には，遺跡内に所在する H28~30 B号の 4基の古墳の調査も含まれていたが，古墳の調査につ

いては，すでに前回の「公津原」で報告した。また，調査区域は，台地上を南北に縦断する小径の東

側の畑地及び杉林の一部であった。

調査は， H 29-30 B号の 3基の古墳の墳丘中央部にかけて各々直交トレンチを延長したほか，台地

南側では東西方向に台地端部にまでかかるトレンチを設定し，古墳の調査と併せて，土層の堆積状態，

遺構の存在を調査した。その後表土層，褐色土層を重機で削平し，ローム層軟質部上面まで発掘した。

調査区域内における土層の堆積状態は，表土(耕作土)層 20~30 cm，褐色土層 20~30 cm，ロー

ム層軟質部 30cm，以下ローム層硬質部の順であった。ただ台地端部においては，ローム層軟質部が

やや厚く 40cm前後に達するのが認められた。

調査の結果は，台地中央部で古式土師器出土の 4軒の住居祉を台地東端部で2基の方形周溝遺構を

検出したほか，南側で台地上を東西に延びる断面V字状の溝遺構を検出した。 4軒の住居牡のうち 3

軒は H29， 30 A号墳の周溝によりその一部を切断されていた。

当初の調査区域内で検出された遺構は以上であるが，後日，調査区域の西側に所在する H32号墳

の調査の際，周溝に一部切られて住居牡 (005)が 1軒検出され，さらに墳丘直下でも 2軒の住居杜が

トレンチにて確認されている。 H32号墳調査の段階では周囲はすでに削平されていたため，それ以上

の住居祉の存在は確認されていないが，このところから本遺跡における住居祉は台地中央部から，方

形周溝遺構の検出された台地東側とは逆の台地西側に広がっていたことが推定される。



(3) 検出された遺構と遺物

001号壮一竪穴住居壮一(1-1図，図版 1-1) 

遺 構

形状一不整方形。規模-4.20m X 4.15 mo (主軸方向-N-230-Wo)炉の位置一中央北寄に 2か

所。壁一ほぽ垂直。 15cm。壁溝一全周。幅・深さは 5..--...，10cm・-10cm。床面一構築面はソフトロー

ム層中。軟弱。柱穴-4個。備考一瓢塚 29号墳の周溝によって南側を切られている。遺物の出土は土

器の小破片が若干出土したのみである。

002号壮一竪穴住居壮一(1-2・3図，図版ト 2) 

遺 構

形状一方形。規模 6.10 m x 6.00 mo (主軸方向-N-200-Wo)炉の位置一中央北西寄。壁一ほぽ

垂直。 25cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 25..--...，30cm・-10cm。床面構築面はハードローム層上部。

堅固。柱穴-4個。他にピット 1個あり。備考一瓢塚 29号墳の周溝により南側一部切られている。床

面全体に焼土及び木炭が多量に検出され火災にあったものと考えられる。文，北壁寄りに板状の木炭

も検出された。南西コーナーには径 70cmx77 cm，深さ 30cmの方形 Pitが所在する。遺物は南，

西，北壁下から多く出土している。

002号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位箇

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出上 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 !画位

l 宜金¥! 口径 18.5 折り返しをもっ口縁部 折り返し口縁部ーへラ 口縁部ーへラナデ 焼成 口縁部y3

器高 (6.4) の破片 削り後へラナデ 外暗褐色 弱

519 底径 折り返し帯直下にハケ 内暗褐色

517 メが残る

口縁部下部ー横位のへ

ラナデ

2 蜜 球形の体部の破片 体部上半ー縦位のへラ 体部ー斜位のへラ 良 胴下半部

(23.5) 削り 削り 外褐色 のみ%弱

511 7.5 下半横位のへラ削り 体部下端と底部会 内暗褐色

後縦位の部分的へラナ 面ーへラナデ

ア

3 査 10.8 体部は強く内毎し屑部 全面横位のへラナデ 口縁部一朱塗 密 良 胴上部の 朱塗り

(10.0) が張り，口縁部はわず 全面朱塗 仕上げは全面へラ 外 み

512 かに外反しながら立ち ナデ 内褐色

あがる

頚部で肥厚，やや上げ

底

4 J，I 17.8 体部は内密しながら立 口唇部ーハケメ後横ナ 口唇部ー績ナデ 窓、 良 完形

16.0 ちあがり「く」字状に ア 口縁~頑ー横位の 石英，長 外黒褐色部

509 5.5 外反する口縁部をもっ 口縁~肩ー斜位のハケ ハケメ後検位のへ 石粒を含 分的に褐色

メ ラナデ む 内褐色

体部一ナテ.でハケメを 体部全国一ナデ

消す

体部下端ー斜位軽し3へ

ラ削り

底部全面ー軽い削り

ハU
唱
E
ム



法 設 特 徴 位置

番号 名 祢 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器商・底径 器 時3 外 面 内 面 層位

5 褒 7.6 偏球形の体部より，口 口縁部一機ナデ 口縁部ー横ナデ %残
7.5 縁部が外情しながら立 体部上半ー縦位後横位 体部ーナデ

509 4.2 ちあがる のへラ削り

底部肥厚，ややあげ底 下半一縦位のへラ削り

段大径体部中位

6 楚 9.9 偏球形の体部より口縁 内外面朱塗 口縁部ー横ナデ 密 良 'フl'eJEノノ 内外面

6.2 部が「く」字状に外反 口縁部一機ナデ 体部全面ーナデ 石英粒を 外褐色 朱塗

514 2.9 する 体部ナデ 朱塗 含む 胴下部より

最大径一口縁部 体部下端と底部ーへラ 黒褐色

やや上げ底気味 削り 内褐色

7 士甘 9.9 偏球形の体部から口縁 内外面へラナデ 口縁部朱塗り 石英粒を 良 完形 朱塗り

5.3 部が内望号しながら立ち 全面朱塗り 含む 外暗褐色

403 丸 あがる 内赤褐色

最大径は口縁部

口縁部高:体部高

-1 1くらい

8 椀 8.2 体部は内望号しながら， 体部上半ーナデ 体部上半ー朱塗， 密、 不良 内面朱塗

5.0 口縁部でほぼ垂直に立 下半ー横位及び斜位の ナデ 石英粒を 外暗褐色

403 3.4 ちあ古fる へラ削り 下半ー斜位のへラ 含む 内暗褐色

やや上げ底気味 底部ーへラ削り 削り

003号壮一竪穴住居壮一(1-4図，図版 1-2) 

遺構

形状一方形。規模-4.75 m X 4.65 mo (主軸方向-N-100-Wo)炉の位置一中央南寄。壁一削平の

ためほとんど残存しない。 5cm。壁溝一北壁に痕跡らしきものが検出されたのみ。床面一軟弱。柱穴

-2個。その他にピット 2個。備考一瓢塚 30A号墳の周溝に南西隅を切られている。床面中央部に

焼土が大小 7か所検出されて，あるいは火災にあったものとも考えられる。遺物は北東，南東コーナ一

等から土器破片が少量出土している。

004号祉一竪穴住居壮一(1-5・6図，図版 1-3) 

遺構

形状一方形。規模-4.45m X 4.30 mo (主軸方向-N-420-Eo)炉の位置一中央北東寄。壁一削平

のため，わずかに残存する。垂直。 10cm。壁溝一無。床面一軟弱。柱穴-2個。備考一一部西コーナー

が撹乱をうけている。遺物は西側コーナー付近に破損した土器が多く出土。

004号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

l 登 口径 底部は体部より突出し 底部全面一木業痕 体部上位ー斜位へ 粗 焼成良 yz弱
器高(254) 外に聞く，体部は直線 体部下位一斜位へラナ ラ両日り 石英，長 外褐色

407 底径 9.7 に立ちあがり，体部中 ア 体部ーへラ削り 石，雲母 内赤褐色

位で内望号する 中位下半ー償位へラナ 粒を含む

ア

中位上半以上ー斜位へ

ラナデ

二次焼成を受けている

噌
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法 -ri1主 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出上 備考
lJi圭・開高・底fE 器 形 タト 面 内 面 l爵位

2 宣 11.7 体部は球形をなし，口 口縁部ー磨き後縦位の 口縁部ー縦イ立のへ 密 良 yz残
(24 0) 縁部はゆるやかに外反 ヘラナデ ラ磨き後ナデ 石英，長 外明褐色

408 して立ちあがる 体部上半ー横位の磨き 体部横ナデ 石を含む 内明褐色

後斜イ立のナデ，黒斑あ 下端ー斜位のハケ

り メ痕

下半一横f立の磨き後ナ 口縁部と体部の境

デ，煤付着 にi4jし 3稜線あり

3 査 備球形の体部の破片 全面に朱塗り 口縁部朱塗り 粗 良 朱塗り

(6 5) 体部内面と口縁部内面 横位へラナデ 体部一横イ立の木口 石英，長 外

407 の境に明確な稜 状工具によるナデ 石，雲母 内明褐色

405 粒を多量

に含む

4 婆 球形の体部に底部が凸 体部上半 クシ状工具 全面横位へラナデ 密 良 』岡部y:i弱

(13 6) 状につく 施行後へラナデ 石英など 外暗褐色

405 4.8 底部は平底 下半ー斜位のへラ削り の微砂粒 内褐色

を含む

5 器台 脚部の破片， 4孔を有 脚部ー縦位へラナデ 脚部横位へラ削 石英粒を 脚部のみ 朱塗り

(6 7) する 全面朱塗り り 含む 外赤褐色

401 9.0 体部下端に鈍い稜をも 裾部ナデ 内黄褐色

つ 体部 ・底部ーへラ

脚部はやや外反しなが ナデ，朱塗り

ら開き裾部で大きく外

反し，裾部端で水平近

くに開く

6 器台 脚部の破片，裾部に四 全面朱塗り 体部・底部一朱塗り， 密 良 脚部のみ 朱塗り

(6 1) 孔を有す 脚部ー縦{立へラナデ後 磨き 石英，長 タト

405 8.5 脚部はやや外反しなが へラ磨き 脚部横位削り 石粒を含 内

ら開き，裾部下位で大 裾部ーナデ む

きく外反し裾部端で水

平に近く開く

7 器台 脚部の破片，ゆるやか 全面朱塗り 器受部一朱塗り， 密 良 朱塗り

(5.5) に外反しながら開く 脚部へラナテー後縦位へ 磨き 石英，雲 外

502 俸状工具で穿孔 ラ磨き 脚部横位へラ削り 母粒を合 内明褐色

脚部下端で肥厚 む

005号祉-竪穴住居祉一(1-7・8図)

遺構

形状一方形。規模一残存部一辺 3.5mo 炉一不明。壁 ほぽ垂直。 20cm。壁溝西側の一部が残

存。床面 ほぽ平坦。柱穴 無。その他にピット 2個あり。備考瓢塚 32号墳周溝及び撹乱により 西

側の一部が残存するのみであった。西側周溝にかけて焼土がーか所認められる。遺物の出土は少なく ，

土甘， 2個が下層から床面にかけて出土している。

005号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

l 柑 口径 偏球形の体部よりやや 全面朱塗り 口縁部朱塗り 焼成 朱塗り

499 器高 内轡しながら口縁が立 口縁部と体部の境 外

底径 ちあがる に稜を有す 内

67 上げ底

2 柑 ゆるやかな偏球形の体 全面朱塗り 口縁部朱塗り 朱塗り

499 部よりわずかに内管し 頑部と体部下位に

ながら口縁が立ちあが 接合痕

68 る

上げ底，底部周辺肥厚

つ臼
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006号祉一方形周溝遺構一(1-10図，図版 1-3) 

遺 構

形状一方形。規模-9.50m X 10.00 mo (主軸方向-N -590
- Eo)壁溝-全周。幅・深さは 1m・北

1.1 m，南西 0.7mo周溝内側の台上部分 平坦。備考 007号主止と重複。

007号壮一方形周溝遺構 ( 1-10図，図版 1-3)

遺構

形状一方形。規模-10.00mo (主軸方向-N-3T-Eo)壁溝一全周。幅・深さは 1m--2.1m。周

溝内側の台上部分 平坦。備考 006号牡と重複。中央部北寄りに，長楕円形を呈して 4mX 1.2 mほ

どの範囲に暗褐色土のしみ状のものが，わずかに認められた。(図の点線部分)。しかし，性格等明ら

かにし得なかった。

008号祉-v字溝 (1-9図)

遺 構

形状一上幅約1.5m，深さ1.0~1.5 m。断面V字状を呈する溝である。瓢塚 30A号墳を切ってお

り，墳丘下の住居祉はもとより古墳よりも時期的に新しいものである。性格不明。

q
J
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Loc 9-I1遺跡



2. Loc 9 -II (米野赤坂)遺跡の調査(別図 2図， 2 -1 ~25 図，図版 2- 1 ~8)

(1) 立地

本遺跡は Loc9遺跡の西約 200m の地に所在する。この地は，北東より侵蝕する 2つの支谷の谷

頭に近く，細長い台地の基部にあたる。更に，遺跡の占地する台地をこまかくみれば，北側の支谷は

台地西側にまでめぐって入り込み，東側には支谷から樹枝状にのびる小支谷が入り込んで、三方を谷津

に固まれた小舌状台地を構成している。

また， 本遺跡の所在地は「瓢塚古墳群」の密集地域でもあり H17~21， 23， 43号墳が台地上に所在し，

北側の谷をへだてた対岸には成田ニュータウン区域内に所在した古墳のなかで唯一の前方後方墳であ

る舟塚古墳が所在している。

(2) 調査の経過と概要

本遺跡の所在地は，瓢塚古墳群の所在地として古くから知られており，かつ現状が山林であったこ

ととあわせ，ニュータウン内の調査の開始当初は，集落跡が所在することについては全く予想すらさ

れ得なかった。

しかるに，瓢塚 17号墳発掘調査の際，墳丘下に古式土師器を出土する住居祉が所在することが判明

し，古墳群の所在するこの台地は，また，集落遺跡が埋蔵されている地であることが確認された。

このため，まず瓢塚 17号墳の調査が終了した後，墳丘及び周辺の調査を実施し，住居祉5軒の検出

をみた。その後瓢塚 18号墳の調査の際にも墳丘下及び周辺の調査を実施し，事柄が得られたため瓢塚

18~21， 23号墳の調査終了後，遺構の検出に努めた。この調査は昭和 45年 7月下旬から同年8月上旬

にかけて，あわただしい中で、の調査であった。調査の結果，住居祉9軒が検出され，本遺跡では瓢塚

17号墳の直下及びその周辺から検出された 5軒と合せ計 14軒が検出された。

(3) 遺構と遺物

101号祉-竪穴住居壮一(2-1・2図，図版2-1) 

遺 構

形状 方形。規模-3.50mX 3.75 m。主軸方向-N-150-W。炉の位置一中央部北寄り。径 40x57

cm。良く焼けている。壁一ほぽ垂直。 15cm。壁溝-西壁を除き全周。幅 ・深さは 10cm・-8cm。

床面一硬いが一部不明確。柱穴一無。その他にピット 1個あり。備考ー←北東コーナー及び南壁東寄り

床面より焼土及び木炭検出。火災に遭遇したものと考えられる。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。ほぽ完形の増の他は少破片である。

-17 -



101号祉遺物一覧表

法 正戸邑 特 徴
番号 名称

LJ径・器高・底径 器 背3 タト 面 内 面

1 宜コ台E 口径 11.9 偏球形の体部より「く j 口縁~体部上半ー縦位 口縁ていねいな

器高 14.1 字状に外反する口縁部 のていねいなへラ削り ヘラ削り

401 底径 4.5 が立ちあがる 下半ー斜位及ひ横f立の 体部と口縁部の境

底部やや肥厚 へラ削り に稜を有す

底部へラ削り

2 斐 12.3 「く」字状に外反する口 口縁部横ナデ後縦位 全面へフナデ

(5 0) 縁をもっ斐の口縁~肩 のへラ削り 頚部一横位のへラ

402 部の破片 体部横位のへラ削り ナデ

102号祉-竪穴住居壮一(2-3・4図，図版 2-1) 

遺構

{立iU

胎土 焼成 ・色調 迫存度 出土 備考
!司位

石英，雲 焼成{憂 ほぼ完形 炉中

母粒を多 外赤褐色

量に含む 内赤褐色

密 良 口縁部% 北側床

石英粒を 外赤褐色 面

含む 内赤褐色

形状一方形。規模 4.60 m X 4.75 m。主軸方向-N-28'-W。炉の位置 中央部北寄。径 79cmx 

70 cm。良く焼けている。壁 ほぼ垂直。 25cm。壁溝全周。幅 ・ 深さは 10~25 cm・ 10 cm。床

面ーハードロームで硬い。柱穴 3個。備考一西壁下，南西コーナー，中央部各床面から木炭検出。

火災に遭遇したものと考えられる。

遺 物

出土遺物は少量の土器のみである。南東コーナ一周溝上から出土した小形の鉢 2個の他はいずれも

破片である。北西コーナー床面上から炭化した桃の実が出土している。

102号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 翌 口径 16.0 ゆるやかに外反する口 口縁部ー横ナデ後斜位 口縁部よ半横ナ 徹密 焼成 口縁部lf 501 北

器高 (5.5) 縁部の破片 のハケメ ア 細砂粒を 外明灰茶褐色 ?主 東コー

501 底径 口縁部でやや肥厚 体部斜位のハケメ 下半ー削り後横方 含む 内 ナー壁

502 向のナデ 面

体部へラ状工具 502 

によるナデ 覆土

2 椀 7.4 ゆるやかに内轡しなが 口縁~体部上半ー縦位 口縁部一横位へフ 密 良 完形 南コー

4.5 ら頚部でやや内傾する のへラ削り後部分的に 状工具によるナデ 雲母，石 外褐色 ナ一周

504 3.5 体部からゆるやかに外 ヘラナデ 体部上半横位下半 英粒を含 内褐色 溝上

反する口縁部が立ちあ 下半ー斜位のへラ削り 斜位のへラ状工具 む

カfる 後部分的にへラナデ によるナデ

最大径体部上位

3 椀 7.0 体部は内脅しながら立 口縁部と体部の接合痕 口縁~屑ー横方向 粗 良 ほぽ完形 南コー

4.7 ちあがり口縁部で外反 を意識的に残している のへラナデ 石英，雲 外褐色 ナ一周

504 4.2 する 口縁部は主に横方向の 体部下半ナデ 母粒を含 内褐色 溝上

底部周辺と口縁部肥厚 へラ削り後へラナデを む

施す

体部は主に縦方向のへ

ラ削り後へラナデを施

す

底部全面へラ削り
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103号祉-竪穴住居壮一(2-5・6図，図版2-2) 

遺構

形状一方形。規模 5.50 m X 4.95 m。主軸方向-N-l1O-W。炉の位置 中央部北寄り。 径 46x50 

cm。良く焼けている。壁 ほぽ垂直。 70cm。壁溝一全周。 幅・深さは 1O~20 cm・ 15 cm。床面一堅

固。 中央部に貼 り床。柱穴 4個。備考 西壁中央部，南壁東側に多量に焼土を検出。さらに床面全

体に木炭を多量に検出。火災に遭遇したものと考えられる。南東コーナーに径 60cmx60 cmの不整

方形ピ ット(貯蔵穴か)が存在する。

遺物

出土遺物は土器のみである。 出土量は多いが小形柑3個を除き，いずれも破片である。警の破片が

多い。

103号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 進 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 持5 外 面 内 面 !自位

I 斐 口径 18.8 外轡しながら立ちあが 口縁部上半ーハケメの 口唇部横ナデ 微細砂粒 焼成良 口縁部メ 506 

器高 (4.4) り，口唇部でさらに外 上に横ナデ 口縁部ー磨き様の を含む 外黒茶褐色 床直よ

506 底径 反する口縁の破片 下半ーハケメ又は横ナ ナデ 内 住居社中

505 デの後縦方向の磨き及 ハケメわずかに残 央附近

510 びへラナデ る部分がある
505 

体部ーナデ
覆土中

510 
床直上

西壁中央

講唱付近

2 斐 19.2 「く」字状に外反する口 口縁部ハケメの後縦 口縁部横ハケメ 密 良 口縁部の 509 

(7.0) 縁部の破片 方向のへラ削り の後軽い横ナデ 石英含む 外暗褐色 み 床直上

509 体部ノ、ケメの後へラ 体部ナデられて 内褐色 西壁中央

405 削り はし》るがわずか凹 溝附近

402 ハケメの後各所をへラ 凸が弱められ指お 405 

503 ナデ さえの痕と思われ 覆土中

406 る 402 

口縁部との接合部 張床中

下は軽い削りが入 403 

る部分あり 床直上

3 Z草 17.6 「く」字状に強く外反す 口縁部横ナデ後斜位 口縁部ー横方向の 結ま密 良 口縁部%

(12 5) る口縁をもっ体部上半 のハケ目 ハケメ後横ナデ タト

508 の破片 体部全面斜位及び縦 口縁部下半ーハケ 内

402 ロ縁部でやや肥厚 伎のハケ目 メがきえずにのこ

509 る

体部全面ナデ

4 査 15.5 「く」字状に外反し折返 折返口縁部ー横ナデ 口縁部ーへラ状工 客、 良 口縁部の

(6.0) 口縁をもっ口縁部 口縁部下半ー板状工具 異による横ナデ 石英，長 外 褐 色 み

510 頚部に指頭による凹部 による縦方向のナデ 頚部一指頭痕をそ 石粒と少 内褐色

408 がめぐる 体部ーナデ のまま残す 量の雲母

体部ーナデ を含む

5 宮古 球形の体部をもっ 全面ハケメの後へラ削 全面ていねいなへ 密 良 口縁部を

407 (22.1) 底部肥厚 り ラ削り 石英，雲 外暗褐色 除きほぽ

510 6.6 母粒を含 内 褐 色 完形

408 む

505 

6 士宮 15.5 体部は内轡しながら頚 ロ縁部一縦へラナデ 口縁部一横へフナ 密 良 完形

7.2 部では垂直に立ちあが 体部へラ削り後磨き ア 石英，雲 外褐色

404 4.0 り口縁部で外反する 様のナデ 体部一板状工具に 母粒を含 内褐色

最大径口縁部 底部一削り後ナデ よる横方向のナデ む

底部肥厚

口
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法 旦円王 特 徴
番号 1'， 事ト

7 

490 

8 

401 

ui.圭掃局・底i壬 器 苦手 タト 面 内 面

地 13.4 体部は内管しながら立 ロ縁~体部上半ーへフ 口縁部ー磨き様の

5.8 ちあがり，外轡しなが 削り後ナデ ナデ

2.5 ら口縁部が開く 下半削りをそのまま 体部ー縦方向の削

あげ底 残す部分多し り

底部周辺と頚部やや肥

厚

士甘 12.0 体部は内管しながら垂 内外面全面赤彩 口縁ー磨き様のナ

5.2 直に立ちあがりやや外 最IJ離が著しい 7 

4.8 反して口縁部が開く 口縁部ーナデ 体部ーナデ

ややあげ底 体部は部分的にへラ削

りが先行しているもの

と思われる

体部下端ー横方向のへ

ラ削り

104号祉一竪穴住居杜一(2-7図， 図版2-2) 

遺構

f止せ
胎土 焼成・色調 進 存 度 出ヒ 備'%

附1亙

密 良 ほぽ完形

石英，長 外褐色

石，雲母 内暗褐色

粒を含む

組 良 ほぽ完jf; 内外朱塗

石英，長 外

石，雲母 内暗褐色

粒を多量

に含む

形状 方形。規模一南壁部分 4.10m。主軸方向 N-120-E。炉一不明。壁一ほぼ垂直。 25cm。

壁溝一現存した部分で，幅 ・深さは 10'""'-"20cm・-5cm。床面一硬い。柱穴一無。備考一中央部より

南東コーナーにかけて木炭と焼土多く，火災に遭遇したものと考えられる。北側をH17号墳の周溝に

よって切られている。

遺 物

出土遺物は若干の土器のみである。いずれも器形をうかがい知れぬ程の少破片である。

105号壮一堅穴住居壮一(2-8図，図版 2-3) 

遺構

形状一方形。規模 4.00 m X 4.10 m。主軸方向-N-120-W。炉の位置一中央部北寄。径 42cmX 

38 cm。良く焼けている。壁 ほぽ垂直。 30cm。壁溝一全周。幅・深さは 10cm・ 10 cm。床面軟

弱。柱穴一無。備考一西壁直下床面，周溝上に焼土多量に検出。北側床面上からは木炭多く検出。火

災に遭遇と考えられる。

遺 物

出土遺物は土器のみである。出土量は多いが小形増 2点を除き，いずれも破片及び破損品である。

破片であるが，壷の出土量が多い。
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105号社遺物一覧表

法 H 長主 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 背3 外 面 内 面 層位

1 婆 口f圭 20.7 「く」字状に外反する口 全面縦方向のへラナデ 全面横方向のへラ 密 焼成良 口縁部y3

器高(11.0) 縁部と球形の体部の肩 ナデ 石英，長 外暗褐色 ?虫
502 底径 までの破片 石，雲母 内暗褐色

粒を含む

2 t 宝E 12.7 球形の体部からやや外 全面縦位のへラナデ 口縁部ー横方向の 密 良 胴上部の

(17 7) 反して口縁部出あ| へラナデ 石英，雲 外明褐色 み

502 がる 体部一横方向のへ 母.少量 内明褐色

ラ削り 含む

3 士宮 球形の体部の破片 体部上半斜位のへラ 肩部横位へラ削 密 良 腕%残

(17 5) 削り り 石英，長 タト

503 中位下半横位へラナ 体部一へラナデ 石，雲母 内

ア 粒を含む

下位縦位のへラ削り

4 'ff 球形の体部の下半部の 横位のへラナデ 横位のへラナデ 密 良 底部のみ

(12.0) 破片 石英，長 外赤褐色

503 6.6 底部がやや突出する 石，雲母 内褐色

ややあげ底 粒を含む

5 士宜E 体部はゆるやかに内轡 体部下端ー斜位のへラ 体部下端ー斜位の 底部のみ

(4 9) しながら立ちあがる 削り ヘラナデ 外暗褐色

501 5.8 ややあげ底 二次焼成を受けている 内暗褐色

6 宜'ff 11.1 口縁部は「く」字状に外 口縁部斜位のへラナ 口縁部赤彩 密 良 口縁部の 内外朱塗

(5 0) 反しやや内管しながら ア 横位へラナデ 石英粒を 外赤色 み

501 立ちあがる 全面赤彩 少量含む 内赤色

和l離が著しい

7 査 やや偏球形の体部 全面赤彩 屑部まで赤彩 密 良 胴部のみ 内外朱塗

(10.0) やや上げ底 斜位のへラナデ 横位のへラナデ 微砂粒を 外 赤 色

401 4.5 二次焼成を受けたと忠 含む 内赤色

われる 褐色

8 士甘 9.8 体部内轡しながら立ち 全面赤彩 口縁部一へラナデ 密 良 完形 内外朱塗

6.9 あがり口縁で大きく外 口縁部ナデ 体部ーへラナデ 外赤色

403 1.7 反する 体部斜位のへラナデ 内赤色

底部やや肥厚

最大径口縁部

9 柑 13.8 体部内脅しながら立ち 内外面全面赤彩 口縁部ー縦方向の 密 良 ほぽ完形 内外朱塗

6.4 あがり，口縁で外反し 口縁部横方向のへラ へラナデ 石英粒を 外赤褐色

402 4.4 やや内管して開く ナデ 体部ーへラナデ及 合む 内赤褐色

最大径口縁部 体部下半ー横方向及び び削り

口縁部高体部高 斜位のへラナデ

2 : 1 口縁部中位以下剥離著

しい
L一一一一

111号土止 竪穴住居祉 (2 -9・10図，図版 2-4) 

遺 構

形状方形。規模-6.60m X 6.50 m。主軸方向 N-240-W。炉の位置北側中央部。径 80cmx

70 cm。良く焼けている。壁 ほぽ垂直。30cm。壁溝南西コーナ一部分欠く。幅・深さは 14'"'-'30cm・

10 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。その他にピット 2個あり。備考←柱穴は四隅に対称的に位置し

ている。北東及び南東隅には支柱穴とも考えられるピットが所在する。

遺 物

出土遺物は少量の土器である。いずれも小破片であり ，投棄されたものと考えられる。
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111号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 官手 外 面

~ 口f圭 19.8 わずかに外費して開く 縦方向のへラナデ

器高 (4.0 口縁部の破片

502 底径

2 E車 18.9 ゆるやかに外反し口唇 横ナデ

(3.5) 部でさらに外反する口

502 縁部の破片

3 饗 ゆるやかに内管して立 斜位のへフ削り

(3.0) ちあがる体部下端とや ススが付着

403 3.6 ゃあげ底気味の底部を 二次焼成を受ける

もつ斐の破片

4 翌E わずかに内管しながら 体部下端ー斜位のへラ

(2.6) 立ちあがる体部をもっ 削り

401 6.2 底部周辺が肥厚 底部全面一荒いへラ削

ややあげ底 り

5 増 12.0 ゆるやかに内管しなが ロ縁部横ナデ

(4 5) ら立ちあがる体部とや 体部一斜位のへラナデ

403 や外反する口縁部をも

つ

6 高原 原部下半の破片 全面赤彩

(15) 体部下端縦方向のへ

402 ラナデ

脚との接合部斜位の

へラナデ

112号壮一竪穴住居壮一(2-11・12図)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 山土 備考
内 面 層位

横方向のへラ削り 手且 焼 成 良 口縁部ys
石英，長 外暗褐色 残

石，雲母 内褐色

を多量に

含む

横ナデ 密 良 口縁部Jぜ
微砂粒を 外黒褐色 残

含む 内褐色 {也に口縁

部辺若干

横位のへラナデ 密 良 底部のみ

石英，長 外暗褐色

石，雲母 内褐色

粒を合む

底部のみナデ 密 良 底部のみ

微砂粒を 外暗褐色

含む 内褐色

体部横位のへラ 粗 良 }ぜ残

ナデ 微砂粒を 外暗褐色

多量に合 内暗褐色

む

全面赤彩 密 良 ys残 内外朱塗

へラナデ 外赤色

内赤色

形状一方形。規模一東壁 4.50m。主軸方向-N-210-W。 炉の位置一中央部。径 39cmx45 cm， 

深さ 3.5cm。壁 ほぽ垂直。 27cm。壁溝一無。床面一ほぽ平坦。柱穴一無。備考西側半分が削ら

れている。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器である。いずれも小破片で器形をうかがい知るものは少ない。

112号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 薗 層位

I 宜II ロf圭 23.3 ゆるやかに外轡する口 折返部横ナデ 横方向のへラナデ 密 焼成良 ys残

器高 (52) 縁部で折返口縁をもっ 口縁部下半縦のへラ 微砂粒を 外明褐色

504 底径 削り 含む 内褐色

2 斐 12.8 ゆるやかに外反する口 ハケメのあと縦へラナ 横方向のハケメ ?{o残

(2.3) 縁部の破片 ア

501 
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113号土止-竪穴住居牡 (2 -13・14・15・16図，図版2-4・5) 

遺構

形状 方形。規模-3.55m X 3.60 m。主軸方向 N-14S-W。炉の位置一西壁南西コーナー寄。径

35 cmx45 cm，深さ 12cm。良く焼けている。壁 ほぽ垂直。 10cm。壁溝西壁の大半を欠く。幅・

深さは 10cm・-5cm。床面一ほぼ平坦。柱穴 4個その他にピ ット 1個あり。備考撹乱のため西

側壁の大半を欠く 。

遺物

出土遺物は土器と砥石 1点である。土器は多量に出土している。特に，床面上南寄りに，散乱した

状態で完形のものから破片にいたる土器群が検出され，なかでも手控ね土器が多数を占めていた。

113号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 タト 面 内 面 層位

l 斐 口径 18.9 体部は球形で口縁部が 口唇部頂部ーへラナデ 口縁部 横イ立へラ 密 焼成良 口縁部の

器高(12.5) ゆるやかに外反する 口唇部断面一四角 ナデ 微砂粒を 外 み

506 底径 頚部下端で肥厚 口唇部稜直下一横ナデ 体部一斜位へラナ 含む 内

503 口縁部ー縦位へラナデ ア

451 体部ー斜位のハケメ後

縦位のへラナデ

2 斐 15.3 体部は球形で「く j字状 口縁部~体部上位縦 全面横位へラナデ 密 良

16.9 に外反する口縁をもっ イ立へラナデ 微砂粒を 外

434 5.6 頚部と底部周辺肥厚 中位横位へラ削り 多量に含 内

ややあげ底 下位一縦位へラ削り む

3 E草 10.2 ゆるやかに外反する口 口唇部にハケメが比較 口縁部一磨き様の 砂粒を含 良 口縁部y:i

(2.4) 縁部の破片 的明瞭に残る ナデ む 外灰茶褐色 残

435 口唇部上面に稜を形成 体部ナデ 内

436 する端部外側に刻み目

4 斐 9.4 口縁部は「く」字状に外 口唇部断面が成形され 口縁部一横ナデ 細砂粒を 良 円縁体部

(6.5) 反する ている 体部ー横ナデ 含む 外灰茶褐色 半周の破

525 口縁部ーハケメ後横ナ 内 片

519 デ及び縦方向の磨き様

504 のナデ

435 体部ーハケメ後磨き犠

522 のナデ

5 査 20.2 頚部で「コ」字状に外反 口縁上端ー横ナデ 口唇部横ナデ 密 良

523 (8.0) し，口縁部でやや内脅 口縁部へラ削り部分的 口縁部~頚部ー横 微砂粒を 外褐色

501 しながら聞き口唇部で にへラナデ f立のへラナデ 含む 内褐色

522 わずかに外反する 頚部一縦位へラナデ

451 
548 
501 

6 宝!:'f 18.0 「く」字状に外反する折 折返部横ナデ 全面縦位のへラナ 密 良

531 (9.2) 返をもっ口縁部 口縁部下半ーハケメ後 ア 外明褐色

548 部分的にへラナデ 内明褐色

512 
514 
524 

7 宝士豆 17.7 直線状に開き口唇部で 赤彩 赤彩 密 良 口縁y:i残 内外朱塗

447 (6.4) 若干内望号する口縁部の 口唇部内外ー横ナデ 微砂粒を 外

503 破片 口縁部内外縦位のへ 含む 内

449 ラナデ

502 
525 

-23-



1去 i量 特 徴 位i出
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 :ill存度 出土 備考

III圭・器高・底径 器 青5 タト 面 内 面 l西{立

8 小形斐 8.3 体部は内轡しながら立 口縁部頂部商取される 口縁部ー横位のノ¥ 微砂粒混 良 約80%残
436 6.9 ちあがり円縁部は直線 口縁部ー縦位のノ、ヶメ ケメ後横ナデ ずる 外茶褐色
418 4.4 的に外反する 後横ナデ 口縁部と体部の境 内
416 頚部やや肥厚 体部ハケメ後ナデ一部 に稜がある

437 ハケメの残る部分あり

9 小形~ 8.6 体部は内管しながら立 口縁部一横ナデ 体部中位にマキア 微砂粒を 堅徽 体部上位

8.0 ちあがり口縁苦11はやや 頭部縦位のハケメ ゲ痕 わずかに 外灰褐色 以上%欠
420 3.9 内轡気味に外反する 体部上位ナデ 合む 内 体部K欠
548 やや上げ底 中位磨き後ナデ

547 下位ー削り後ナデ

底部ーナデ

10 小形斐 やや偏球形の体部の破 体部ー斜位のへラナデ 横位のへラナデ 密 良 あるいは
(7 8) 片 下端で横位のへラ削り 微砂粒を 外明褐色 査か

445 4.5 合む 内明褐色

11 小形褒 7.4 体部は内轡しながら立 底部ナデ 口縁部ー横ナデ 微砂粒を 堅徽 口縁部半

6.5 ちあがり ，口縁部は直 頚部ー棒状工具による 体部ナデ わずかに 外明黄茶褐色 欠

422 3.8 線的に外反する ナデか? 含む 内
頚部底部肥厚 口縁部ー横ナデ

体部一横位のへラ削り

後ナデ

12 小形主主 7.6 体部は内轡しながら立 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 細砂を含 y3欠

531 7.0 ちあがり，口縁部が外 頚へラ先にて横ナデ 体部ナデ む 外灰黄褐色

(J) 2.6 反する 体部ー右→左軽い削り 内

548 口縁部肥厚 底部一軽い削り

529 

(J) 

533 

13 小形斐 8.8 体部は内轡しながら頚 口縁部ークシ状工具施 口縁部ー横ナデ 密 良 %残

6.4 部でやや内傾し口縁部 行後横ナデ 体部へラナデ 微砂粒を 外褐色

506 5.3 で外反する 体部斜位のクシ状工 含む 内褐色

最大径口縁部 具施行後へラナデ

14 小形婆 {本部は内轡しながら立 全面へラ削り 全面ナデ 密 良

(3.5) ちあがる 輪積痕がはっきりと残 石英，雲 外褐色

424 3.6 る 母粒を含 内褐色

む

15 小形斐 偏球形の体部 体部上半ーナデ先行す 頚部上半ーハケメ 微砂粒を 塁徽 口縁部欠

(5 9) るハケメ残る部分あり 痕 合む 外灰黄褐色 く

448 4.1 下半ーナデ下端細かい 内

ハケメが残す

底部ナデ

16 小形婆 体部ゆるく内管しなが 底部調整なし 全面ナデ一部木口 砂粒を含 ややしまり欠く 体部以下

(5.5) ら立ちあがり ，中位で 体部下端ーマキアゲ痕 む 外灰黄褐色 の破片

506 3.5 内屈する 顕著 内

507 

17 t甘 10.6 体部内管しながら頭部 全面赤彩 口縁部一赤彩 微砂粒を 堅徽 口縁部y3 内外朱塗

6.2 でやや内傾して立ちあ 口縁~体部上半ー黒斑 全面磨き後ナデ 合む 外黄褐色 欠

408 6.0 がり口縁部がわずかに あり 内

409 内管しながら大きく外 口縁~体部磨き後ナ

反する 7 

仁げ底 底部ー削り

口縁高体部高 1 1 

18 局 t平 17.5 脚部を欠失 全面赤彩 全面赤彩 宮、 良 内外朱塗

451 (5 5) 体部はゆるやかに内轡 横位のへラナデ 口縁ー横ナデ 微砂粒を 外

447 して立ちあがる 含む 内

446 

501 

548 

19 高原脚 やや外に開く 脚部で， 縦位のへラナデ 横位のへラ削り 徹密 良

(14.0) 中位以下より中空にな 外 褐色

449 る 内褐色
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法 r・量.生 特 徴 位百量

番~ 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
[HI・器高・底作 器 形 空ト 両 内 面 I昌也

20 椀 9.6 体部は内管しながら口 休部下端に7 キアゲ痕 体部上半ー比較的 砂粒を合 堅鰍 体部)I:i残

4.7 唇部で垂直に立ちあが がみられる ていねいなナデ む 外暗赤褐色

449 4.9 る 全面やや粗雑なナデ 下半ナデ 内

底部周辺やや肥厚

ややあげ底気味

21 椀 8.6 体部は内轡しながら立 内外面ナデ 微砂粒を ややしまり欠〈 口縁部ほ

4.4 ちあがり口唇部で内傾 体部下端上部の粘土の 混ずる 外灰黄褐色 とんど欠

425 3.4 する 余った部分とマキアゲ 内 く

底部肥厚 痕がみえる

22 椀 ロf宝 7.5 体部は内省しながら口 体部下端マキアゲ痕残 縦位の調整痕 微砂粒を ややしまり欠〈

器高 4.1 縁部で垂直に近く立ち る 混ず 外

416 底径 3.7 あがる 縦位のナデ 内

底部やや肥厚

23 椀 7.6 体部は直線的に立ちあ 縦位ナデ 償位ナデ 微砂粒を ややしまり大〈 体部・ー口

4.2 がり，口唇部で垂直に 体部中位にマキアゲ痕 合む 外赤茶掲色 縁部大半

454 4.6 立ちあがる 残る 内 欠〈

体部下端肥厚

24 椀 10.4 体部は内問しながら立 体部上位ー償ナデ 体部斜位のへラ 密 良

4.3 ちあがる 下半部に斜位のへラ削 削り 微砂粒を 外褐色

449 5.5 り 合む 内褐色

底部一方向からのへ

ラ両日り

25 続 7.9 底部を突出させたよう 体部下端に凸凹のある 全面ナデ 砂粒を含 全体がやや甘い 口縁端部

4.1 に底部周辺が肥厚 部分があるオサエの痕 む 外暗黄褐色 はほとん

411 3.9 体部は内管しながら立 か? 内 ど欠く

ちあカtる 上層からの粘土が余っ 体部1f欠

て段を作る部分がある く

体部は縦に軽くナデる

26 椀 7.7 体部は内望号しながら立 体部下半~底部全面 全面ナデ やや粗 全体が甘い 体部の%

3.8 ちあカtる 一黒斑あり 砂粒を多 外明茶褐色 欠く

431 3.1 体部に左まわりの粘土 :!i1に含む 内

紐マキアゲ痕が残る

体部底部とも軽いナデ

により調整

27 椀 8.0 体部は内轡しながら立 体部一木口状工具によ 全面ナデ やや組 全体が甘い 体部口縁

4.3 ちあがり口縁部でやや る縦のナデ 砂粒を多 外明茶褐色 部%欠く

440 3.9 内傾する 底部ーナデ 電に含む 内 底部は全

ややあげ底気味 部残

28 椀 7.7 底部肥厚 全体を粗いナデによる 全面比較的ていね 砂粒を比 口縁端部

4.9 体部は内管しながら口 仕上げるが体部中位は いなナデ 較的多量 外暗黄褐色 ほとんど

401 4.0 縁部で垂直に立ちあが ナテ.又はへラ削りが先 に含む 内 欠いてい

る 行していたと思われる る

体部下端に余分な粘土

がみられる

凹凸しているのはオサ

エのあとか?

29 椀 口1圭 7.3 体部内轡しながら立ち 体部ナデ 斜位の削り後部分 細粒を{筆 焼成良 口縁部一

器高 3.8 あがる 底部木口状工具によ 的に磨き様のへラ かに含む 外灰褐色 部残

442 底径 5.0 底部肥厚 る一定方向のナデ ナデ 内

30 小形土器 5.9 体部は内管しながら口 体部削り後縦位のナ 全面ナデ 微砂粒を ややしまり欠〈 口縁部大

3.6 縁部で垂直に立ちあが 7 体部下位ーナデ痕 含む 外灰黄褐色 半欠く

438 3.4 る 体部下位~底部ーナデ 内

439 底部肥厚

31 小形土器 体部ゆるく内轡しなが 体部下位わずかにマキ 横ナデ 細砂粒を ややしまり欠く 体部上位

(3.4) ら立ちあがる アゲ痕が残る 合む 外灰黄褐色 以上を欠

417 3.5 全面ナデ 内 く

32 小形土器 4.8 体部は内管しながら立 体部下半~底部ー黒斑 全面赤彩 砂粒わず ややしまり欠〈 口縁部大 内外朱塗

3.3 ちあがる あり 体部下半小さな凸 かに含む 外灰黄褐色 半を欠く

2.1 底部肥厚 全面赤彩 凹あり 内

ナデ 全面ナデ
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法 量 特 徴 位凶

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 ill存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 タト 面 内 面 陪位

33 小形土器 4.7 体部は内管しながら口 体部上位にマキアゲ痕 横ナデ 砂粒をわ 良 口縁端部 内外朱塗

3.1 縁部で垂直に立ちあが 全面赤彩 体部下位にマキア ずかに含 外灰黄褐色 を若干欠

406 1.8 る 全面ナデ ゲ痕 む 内 く

全面赤彩

34 小形土器 5.4 体部は直線的に立ちあ 体部ーナデ ナデ 砂粒を多 ややしまり欠く ロ縁部%

3.2 ヵtる 量に含む 外明茶褐色 欠く

405 3.0 器肉やや肥厚 内

35 小形土器 4.5 体部は内管しながら立 全面ナデ 全面ナデ 微砂粒を ややしまり欠く 口縁部と

3.4 ちあがる ごくわず 外灰黄褐色 体部下部

404 かに含む 内 底部のー

部を欠く

36 小形土器 口径 4.3 体部は直線的に立ちあ 体部横ナデ 全面横に削る 微砂粒を 焼成良 略完形

器高 3.3 カfる 体部下位縦にナデる 合む 外明黄茶褐色

415 底径 3.0 余った粘土で2重口縁 底部一軽く削り後周辺 内

にしている をナデる

37 小形土器 3.7 体部は直線的に立ちあ 底部一全面ナデ 全面ナデ 微砂粒を 良 略完形

2.3 古tる 体部一指によるナデ わずかに 外赤茶褐色

453 2.7 合む 内

38 小形土器 体部は内脅しながら立 全面ナデ 全面磨き 微砂粒を ややしまり欠〈 略完形

ちあがる ごくわず 外灰黄褐色 口縁部若

523 底部は小さい かに含む 内 干欠く

114号祉-竪穴住居壮一(2-17図， 図版 2-6)

遺構

形状一方形。規模一東壁 3.35mo主軸方向-N-6.5'-W。炉の位置 中央部北西寄。径約 40cmx

80 cm不整形。深さ 8cm。壁一西側部分確認されていない。ほぽ垂直。 25cm。壁溝 無。床面一ほ

ぽ平坦。柱穴一無。備考一西壁部分は古墳調査及び周溝等のため削平され，確認出来なかった。

遺物

出土遺物なし。

115号祉-竪穴住居壮一(2-18・19図，図版 2-6) 

遺構

形状一方形。規模-3.60m X 3.95 m。主軸方向-N-12.5'-W。炉無。壁 ほぽ垂直。 7cm。壁溝

全周。幅・深さは 5"-'12 cm・-10cm。床面 ほぽ平坦。柱穴-4個。

遺物

出土遺物は数点の査の小破片のみである。

115号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 査 口f至 24.8 外壁雪に開き折返し口縁 折 返 し 部横ナデ 横ナデ 密 焼成良 小破片

器高 3.0 をもっ口縁部の破片 下半縦方向のへラナ 微砂粒を 外暗褐色

501 底径 ア 含む 内褐色

po
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116号祉-竪穴住居牡 (2 -20・21図)

遺構

形状一方形。規模-2.40m X 3.35 m。主軸方向-N-80-W。炉の位置一中央部西寄。径 49cmx60 

cm，深さ 8cm。良く焼けている。壁一ほぼ垂直。 4cm。壁溝一南壁一部欠く。幅・深さは 10'"'-'13 cm・-

3cm。床面一中央部 2.5mxO.9 mの範囲でかなり踏み固められていて，この部分の床面は他の床面よ

りやや高い感がある。柱穴一無。その他のピ ットl個あり。備考一東側の壁がやや胴張るが，他の三

辺は形の整った住居牡である。

遺物

出土遺物は若干の土器である。いずれも破片であり，手提土器の破片が 1点、ある。

116号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備 考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 商 層位

1 護 口径 13.7 球形の体部で口縁が 口縁部一縦方向のへラ 横位のへラナデ 密 焼 成 良 yz残
器高 14.2 「く」字状に外反する ナデ 微砂粒を 外 褐 色

404 底径 4.5 底部にl.5cmの穿孔あ 体部中位ー横方向のへ 多量に含 内明褐色

り ラナデ む

体部下半ー斜位のへラ

ナデ

2 斐 体部はゆるやかに立ち 体部下端ー横位のへラ 横{立のへラ削 り 密 良 底部yz
(3.2) あカtる 削り 石英，長 外 褐 色

404 6.0 石，雲母 内暗褐色

粒を多量

に含む

117号士止-竪穴住居壮一(2-22図，図版 2-6) 

遺 構

形状 方形。規模-5.60m X 4.70 m。主軸方向 N-1T-W。炉の位置一中央部北西寄に 3個所。

ともに良く焼けている。壁 ほぼ垂直。 19cm。壁溝一検出された壁下をめぐっている。幅・深さは 10

'"'-'18 cm・ 4cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-2個のみ確認。備考一北西隅から南東隅にかけて H18号

墳周溝により切られている。柱穴は北東，南西隅に対称する南東，北西岡が古墳周溝に切られている

ため 2か所に検出されたのみである。

遺物

出土遺物はなし。

118号土止 竪穴住居社 (2 -23図，図版2-7・8)

遺構

形状一正方形。規模 6.80 m X 6.85 m。主軸方向-N-190-E。炉の位置一中央部北寄り，及び中央

部南西寄りに 2か所。ともに良く焼けている。壁 ほぼ垂直。 25cm。壁溝一全周。幅・深さは 10'"'-'30

cm・-12cm。床面 壁周辺が幅 1m内外にわたってテラス状に高まっている。柱穴 4個。備考一壁

弓
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周辺がテラス状に高まっており ，(中央部より約 5cm位高い)，柱穴は中央部床面とこのテラスの境の

四隅に位置している。南西コーナーには径 65cmX 80 cm程の不整形のピットが存在する。

遺物

出土遺物は土器と土玉である。土器の量はそう多くないが，完形のものや破損品がみられ，土甘や壷

類が多しユ。土玉は北壁中央部直下の床や壁にかけて総数 22個が一括して出土し，いずれも完形であっ

た。

118号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青長 外 面 内 面 層位

l 宜t 口径 16.3 口径と体部最大径がほ 全面赤彩 口縁部へラナデ 密 焼成良 完形 南西隅 朱塗

器高 19.3 ぽ同じ 体部劇l離が著しい 頚部に稜をもっ 微砂粒を 外褐色 ピット

419 底径 4.0 体部は偏球形で「く j字 口縁部ーへラナデ 口縁部赤彩 含む 内褐色 中

状に外反する口縁部を 体部ーハケメ後へラナ

もつ ア

あげ底

2 査 球形の体部をもっ 体部横位のへラナデ 横位のへラナデ 密 良 胴部%残 床面ピ 外面朱塗

413 (15.2) 下端ー斜位のへラナデ 微砂粒を 外 ッ卜中

403 4.4 底部周辺横位のへラ 含む 内褐色

402 ナデ

404 二次焼成受ける

408 

410 

406 

3 地 14.2 体部はゆるやかに内費 全面赤彩 口縁部赤彩斜位の 密 良 YJ残 ピット 朱塗

6.0 しながら口縁部で外反 口縁部ーへラナデ ヘラナデ 微砂粒を 外褐色 中周溝

412 3.0 して立ちあがる 体部ー縦位のへラナデ 含む 内明褐色

417 口縁部と体部の内面の 底部ー横ナデ

418 境に稜を有す

上げ底

4 柑 12.0 偏球形の体部で「く」字 口縁部縦方向のへラ 横位のへラナデ 密 良 完形 下部

9.9 状に外反する口縁をも ナデ 長石，石 外黒褐色

416 2.8 つ 体部へラナデ 英，雲母 内褐色

上げ底 を含む

5 柑 11.3 体部は内管しながら立 口縁部上半ー横ナデ 横位へラナデ 密 良 %残 床面

8.0 ちあがり頚部で内傾し 口縁部下半~体部横 石英，長 外褐色

415 2.5 口縁部で外反して直線 位へラナデ 石等を含 内褐色

的に開く む

体部と口縁部の内面境

に稜を有す

上げ底

6 柑 体部は内管しながら垂 全面赤彩 口縁部赤彩磨き 細砂粒を 堅徽 底部口縁 朱塗

(3.3) 直に立ちあがり口縁部 体部一磨き 体部全面ナデ 含む 外暗黄灰色 部欠く

414 丸J底 はさらに外反する 内

7 柑 体部はゆるやかに内管 全面赤彩 全面へラナデ 密 良 胴部のみ

(3.4) して立ちあがり ，体部 体部ーへラナデ 口縁部赤彩 微砂粒を 外暗褐色

421 3.3 中位でやや内屈する 合む 内褐色

上げ底

8 小形土器 6.4 体部は内管しながら立 内外 面 ナデ 密 良 南西隅

2.7 ちあがる 体部下端ー横位へラ削 外褐色 ピット

420 底部肥厚 り 内褐色 中

9 土玉 完形 北壁中 総数22個

外褐色 央部 出土

15 内 壁直下

口百ヮ“



119号土止-竪穴住居社 (2 -25図，図版2-8) 

遺構

形状一方形。規模 6.40 m X 6.30 mo主軸方向-N-230-W。炉の位置 中央部北寄。径 78cmX 

46 cm。良く焼けている。壁 ほぽ垂直。 34cm。壁溝全周。幅 ・ 深さは14~29 cmo -30 cm。床面

一壁周辺が幅 1m内外，テラス状に高まる。 中央部堅固。テラス部分やや軟かい。柱穴-4個。その

他にピット 6 個あり。備考-118 号住居社と同様， 壁周辺がテラス状に中央部床面より約 5~6cm 高

まっている。北東側は撹乱をうけ，不明瞭でトある。又東側は溝状の境界となっている。壁周辺は一度

深く掘ってから貼床している。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。

119号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

備考 |番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土
しl径・器商・底径 器 形 外 面 内 面 層住

I 壷 口径 11. 2 「く j字状に外反する口 全面赤彩 口縁部赤彩 密 焼成良 胴上部の 朱塗

401 器高 (7 7 縁部破片 口縁部横位へラナデ 口縁部ーへラナデ 外 み

404 底径 肩部横位へラナデ 体部ナデ 内褐色

406 体部中位ー縦位のへラ 頚部下端に指頭痕

407 ナデ あり

2 柑 12.8 体部はゆるやかに内管 口縁部上から下のへ 横位の磨き的なへ 窓、 良 口縁部%

(6 5) し大きく外反する口縁 ラ削り後ナデ ラナデ 微砂粒を 外褐色 残

402 部をもつ 体部下から上のへラ 合む 内褐色

403 削り後ナデ

頚部ーへラ先で横にナ

デる

3 小形土器 3.8 体部は直線的に立ちあ 内外商ナデ 密 良 口縁部y，;

2.4 方fる 微砂粒を 外 褐 色 欠く

415 2.2 含む 内褐色
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Loc 14遺跡



3. Loc 14 (中台)遺跡の調査(別図 3図， 3 -1 ~283 図，図版 3 -1 ~92) 

(1)立地

本遺跡は成田ニュータウン内遺跡群の存在する台地のうち、最も南東部の台地上にある。

この台地は、ニュータウン東側を画している小橋}IIと、その支流が形成する複雑な溺れ谷に固まれ

た広大な舌状台地となっている。遺跡の所在する台地の周辺は、西側が北より侵入する深い谷となり、

東側は同じく浅い谷が入り込んでいる。台地平坦部の幅は北側及び南側が幅約 200m、中央部が幅約

70mで、南北に細長くなり、遺構はこの平坦部に南北に連なって検出された。台地の標高は平坦部で

約 35mを測り、北側の深い谷との比高は約 20mである。なお、本遺跡から南西約 300mの地点に

前回報告した Loc7遺跡が、同じく約 600mの地点に Loc1遺跡が各々所在する。また、東側の浅

い谷をへだ、てた約 200mの地には、本遺跡とほぼ同時期の住居牡32軒他多数の遺構が検出されてい

る囲護台 No.10遺跡他の遺跡群が所在している。また、本遺跡は当初 Loc10~Loc 14の5地区に分

けられていたが、一つの遺跡として把握されるため、調査に際しては Loc14遺跡として統ーした。

遺跡地の地籍は、成田市字中台及び同字南囲護台である。

(2) 調査の経過

調査はまず，台地を縦断する幅 2m長さ約 300mのトレンチ 2本及び横断する長さ 100m及び 50

m のトレンチを 3本設定し、遺構の分布及び層序を確認した。その後，調査地区の台地全面にわた

り、重機により表土及び暗褐色土層を削平し、遺構の検出作業を実施した。

これらの作業において確認された遺構は，住居祉と考えられる落込みが約 120を数えた。だが、約

120の遺構を調査するに際し、その時点で期日が成田ニュータウン内遺跡の調査終了期日(昭和 46年

8月31日)の約 2カ月前という状態であったこと、さらに、本遺跡の存在する台地一帯の造成工事が

7月21日より着工されるという緊迫した状況にあり、本調査班の人員ではこのような状況の中でこれ

ら約 120にのぼる遺構を調査終了させることは不可能なことであった。そのため、この状況を打開す

ることについて，県文化課と協議がもたれ，文化課の指導により ，文化課調査班，千葉ニュータウン

文化財調査班，成田新空港文化財調査班、京葉四期文化財調査班の各調査員全員が調査の応援をする

という非常事態がとられた。

これにより，調査は昭和 46年 7月1日から 20日までの 20日間にわたって，調査員延べ約 350名，

同補助員延べ約 2，400名を費やし実施された。また、各遺構の調査は、期間的な制約から大半がいわ

ゆる丸掘りとなったが，遺物の出土状況等は出来る限り図化する方法をとった。なお，本遺跡の調査

対象面積は約 30，000m2 で，調査に入った時点では発掘区の南側は造成工事により削平されていた。

また，北側は山林であり調査対象区域外であった。
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(3) 遺構と遺物

調査により検出された遺構は，土師時代後期(鬼高期)から同晩期(真問~国分期)にかけての堅

穴住居祉 143軒、掘立柱建物牡6棟，その他2である。

このうち，鬼高期の住居祉は発掘区域の台地北側に所在しており，さらに北側の山林区域に住居祉

の分布が予想されたが，調査期日及び対象区域外ということで調査出来なかった。しかし，本成田

ニュータウンの調査終了後，この山林区域の造成工事において，鬼高期と考えられる堅穴住居壮等遺

構が多数認められ，鬼高期の住居祉は調査において検出された 001号祉を南限として北側に分布して

いることが確認されている。次に，真間~国分期の住居杜は発掘区域のうち、北側の鬼高期の 001号

祉の所在する付近から南側に濃く分布している状態がうかがわれた。

各遺構及び遺物については以下の通りである。

001号祉 竪穴住居祉一(3-1~4 図，図版 3-3)

遺 構

形状一正方形に近い，よく整った方形。規模 7.70mx7.50m。主軸方向-N-460-W。カマドの

位置十北西壁中央部。壁一ほぼ垂直。 45cm。壁溝一全周。幅・深さは 10"'-'15cm・ 10 cm。床面ーハー

ドローム層中に構築。ほぼ平坦で堅固。柱穴-6個の他，周溝中その他に柱穴と同規模のものが3個認

められる。備考一北コーナーに，大きさ 82cmx85 cm，深さ 70.5cmを測る方形ピット(貯蔵穴か?) 

が所在する。埋土は大略 5"'-'6層に分けられ，自然堆積の状態を呈していた。なお，本社は床面上に

て多量の木炭が検出された。木炭は特に板状のものが多く，壁に直交する状態で検出され，北東壁直

下のものは遺存が良かった。また，なかには周溝中にて，やや細めの丸太状の木炭が壁にそって直立

する状態で，遺存していたものも見うけられた。床面からは焼土粒も多く検出されており，火災を受

けたものと考えられる。

カマド

大きさ-140cmX 130 cm。構材砂質粘土。壁への切込三角形。 55cmx80 cm。袖部各 35

cm。焚出部 なし。燃焼部一幅 70cm。煙道部-50cm。約 500で直線的に上昇。天井部 前方に流

出。備考火床は良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器，土玉，土製支脚，絹雲母片岩，鉄淳がある。土器は多量に出土し，多くは破片及

び破損品であるが，なかでもI不等には完形品が多い。出土状況は，埋土下部から床面にかけて顕著で

あり，カマド右側の北東コーナー付近に坪等の完形品が多く出土した。土玉は床面直上から 2点，土

製支脚はカマド内から 1点、，絹雲母片岩はカマド左脇から出土している。また，鉄津は埋土上層から

下層にかけて 7点，南東コーナー近く床面上から 4点の計 11点が出土した。
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001号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 15.2 長胴を呈する 口縁~頚部横ナデ 口縁部~胴部上位 密 焼 成 良 % 下層

底径 胴部縦位のへラ削り 一横ナデ 長石を合 外褐色

405 器高 胴部中位へラに む 内褐色

よる横ナデ

2 護 16.4 大きく外反する口縁部 横ナデ 横ナデ 密 良 口縁部%i plt内

を形成する 砂粒を含 外濃褐色

417 む 内濃褐色

3 斐 やや上げ底の底部より 粗 不良 底部 下層

内管して立ちあがる 砂粒を含 外褐色

406 7.8 む 内褐色

4 窪 15.0 肩に稜をもち，外反し 横ナデ 横ナデ 密 良 ロ縁部y，; 405 

つつひらく 微砂粒を 外褐色 上層

405 口縁部にも稜をもっ 含む 内褐色 425 

425 下層

5 護 11. 0 大きく外反する口縁部 口縁~頚部ー横ナデ 口縁部~頚部一横 密 良 口縁部か 下層

を形成する 胴部上位ー縦方向のへ ナデ 微砂粒を 外赤褐色 ら胴部上

417 ラ削りの後横方向への 胴部上位に指頭に 含む 内赤褐色 位y，;

516 へラナデ よる

6 斐 12.2 短頚である 口縁~頚部横ナデ 横ナデ 密 良 ロ縁部か 下層

腕部上位縦位ヘラ削 微砂粒を 外褐色 ら胴部上

511 り 含む 内褐色 イ立y，;

504 

7 鉢 12.0 内管ぎみに立ちあが 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 底部% 下層

6.6 り，体部上位でゆるく 体部横あるいは斜位 砂粒を合 外赤褐色 口縁部は

511 7.7 外反して口縁に至る のへラ削り む 内赤褐色 部分的

底部ー全面へラ削り

8 t手 13.5 須恵器のI不模倣 口辺部横ナデ 横ナデ 密 良 底部完形 床面 内黒土器

丸底 稜をもつ 底部 ・体部ーへラ削り 微砂粒を 外黒色 口縁部泌

414 5.2 の後磨きに近いへラナ 合む 内黒色

ア

9 F手 13.7 向上 口縁部ー横ナデ 横ナテ'後へラナデ 密 良 ほぽ完形 床面 内黒土器

丸底 底部・体部ーへラ削り 微砂粒を 外黒色

426 5.0 後へラ磨き 含む 内黒色

419 

10 工手 14.1 向上 口辺部ナデ ナデ 密 良 完形 床面 内黒土器

丸底 底部 ・体部ヘラ によ 微砂粒を 外赤褐色 大部分割j

426 5.2 るナデ 含む 内赤褐色 離

11 I平 13.4 向上 口辺部横ナデ 口縁から体部下位 密 良 口縁部y，; 床面 内黒土器

丸底 底部 ・体部へラ削り 一横ナデ 良質 外黒色 底部完形

419 4.4 後へラ磨き 底面ーナデ 内黒色

12 坪: 12.2 向上 口縁部一横ナデ 口辺部一横ナデ後 密 良 完形 床面

丸底 底部 ・体部一磨きに近 へラナデ 微砂粒， 外赤褐色

421 4.6 い丁寧なへラナデ 体部から底部にか 石英粒を 内赤褐色

けて丁寧にへラナ 含む

デされている

13 勾〈 13.2 向上 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 完形 床面 内黒土器

丸底 底部 ・体部横位 へラ 微砂粒を 外黒色

419 削り後へラナデ 合む 内黒色

14 町、 12.9 向上 口辺部横ナデ 口縁部~体部下位 密 良 完形 床面

410 丸底 底部 ・体部ー横位へラ 横ナデ 微砂粒を 外濃褐色

414 5.0 削り 底面ー不定方向の 含む 内濃褐色

420 ナデ

15 ，t不 14.1 向上 口辺部ナデ ナデ 密 良 居フ士~JEノノ 床面

丸底 底部 ・体部一斜位へラ 微砂粒を 外赤褐色

410 5.2 削り 含む 内赤褐色

16 坪: 12.8 向上 口辺部ー横ナデ 磨いている 密 良 完形 床面

丸底 底部・体部ーへラ削り 微砂粒を 外濃褐色

402 4.7 後磨いている 含む 内濃褐色
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 尭ラ 外 面 内 面 l冒位

17 J{ 14.6 向上 口辺部一横ナテ'後へラ 磨きに近いへラナ 密 良 % 下層

丸底 ナデ 7 微砂粒を 外滅褐色

418 4.8 底部 ・体部へラ削り 含む 内濃褐色

415 後磨きに近いへラナデ

18 I干、 13.3 向上 口辺部横ナデ部分的 横ナデ 客、 良 ほぽ完形 床面

丸底 に輪積み痕を残す 砂粒含む 外濃褐色

401 5.0 底部 ・体昔話 ナデ 内濃褐色

19 I手 14.2 丸みをもって立ちあが 口縁部ーへラ削り後横 ヘラナデ 密 ほぽ完形 中層

丸底 り内管して口縁に至る ナデ 微砂粒を 外黒色

403 4.5 体部~底部雑なへラ 含む 内赤褐色

502 削り後斜位へラナデ

20 I不 14.3 丸みをもって立ちあが 口 辺 部 ナデ 磨かれている 客、 良 ほぼ完形 中層 内黒土器

丸底 る 底部 ・体部へラによ 微砂粒を 外赤褐色

403 4.8 るナデ 含む 内黒色

21 I不 11.3 深みがあり，丸みを 口縁部ーナデ ロ縁部ーナデ 密 良 完形 床面

丸底 もって立ちあがりやや 底部・体部ーへラ削り 石英粒を 外赤褐色

420 5.0 内管して口縁に至る 含む 内赤褐色

22 椀 12.4 外反ぎみに立ちあがり ヘラ削り ナデ 密 良 yz 床面 底部

7.0 体部中位から内管しつ 体部に部分的輪積痕を 長石粒を 外褐色 木葉痕

514 5.0 つ口縁に至る 残す 含む 内褐色

底部木葉痕

23 椀 11.8 外反ぎみに立ちあがり ロ縁部横ナデ ヘラナデ 密 良 底部yz 下層

6.9 体部中位から内管しつ 体部ーナデ(指頭かつ) 砂粒含む 外褐色 口縁部は

512 5.3 つ口縁に至る 部分的に輪積痕が体部 内褐色 部分的

に残る

24 品I下 12.6 I不部 ゆるく内轡しつ ヘラ磨き 杯部へラ磨き 密 良 I手部〉昔 上層

9.0 つ口縁に至る 脚部縦位，裾部下端 脚 裾 部 へ ラ ナ デ 微砂粒を 外赤褐色 脚部完形

422 9.6 脚部はやや外反ぎみに 一償ナデ 合む 内赤褐色

開きやや内脅しつつゆ

るい稜を形成して下端

に至る

25 I干蓋 つまみを有する ロクロ目 密、 良 破片 下層 つまみ径 l

微砂粒を 外明褐色 3.7cm 

409 含む 内明褐色 須恵器

26 長頚護 9.4 頚部は外反しつつ立ち ロクロ目 ロクロ目 密 {憂 鯛部欠損 上層 須恵器

あがり稜を形成して口 微砂粒を 外明灰色

506 縁部に至る 合む 内明灰色

口縁部はやや外反ぎみ

に開き角度をかえてつ

まみあげられたような

形で立ちあがる

002 号祉-竪穴住居壮一(3 -5~7 図， 図版 3-5) 

遺構

形状 正方形に近い整った方形。規模一一6.15m X 6.00 m。主軸方向 N -24.50
- E。カマドの位置

一北壁中央部。壁 ほぼ垂直。遺存良好。 60cm。壁溝全周。幅・深さ 20cm・ 15 cm。床面ーハー

ドローム層中に構築。堅固。ほぼ平坦。柱穴-4個。掘り方は大きいが，いずれも根固めと思われる

ローム塊がつめられていた。備考一埋土は大きくは 4層に分かれるが，自然堆積の状態を示していた。

カマドの一部分と思われる焼土と粘土の塊りが南西コーナー床面上に投棄されていた。

カマド

大きさ 135 cm。構材砂質粘土。やや不良。壁への切込小半円形。 30cmx70 cm前後。袖部一不

明瞭。焚出部ーなし。 燃焼部一幅 50cm。煙道部-50cm。直線的。天井部一後面一部遺存。 備考一燃
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焼部内壁及び火床ともに良く焼けている。

遺 物

出土遺物は土器，土製支脚，鉄製品，鉄津がある。土器は埋土上部から下部及び床面上，カマドか

ら各々出土しているが，量はそう多くなしいずれも破片である。土製支脚はカマド内に 1点，鉄製

品は埋土中部から釘 1点及び不明鉄器 1点が出土。鉄淳は埋土中から 3点，床面上から 4点の計7点

が出土。

002号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 面 層位

斐 口径 大きく外反する口縁部 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 焼 成 良 口縁部 カマド

底径 をもつ 胴部上位一斜方向のへ 微砂粒を 外褐色 破片 近く

518 器高 ラ削り 含む 内 褐色 上層

2 王手 8.8 内管しつつ立ちあが へラナデ ナデに近いへラ磨 密、 良 口縁部7.:i 下層

り，体部上部より直線 き 微砂粒を 外明褐色

510 的に口縁に至る 合む 内明褐色

3 I不 14.8 丸みをもって立ちあが 口縁部一横ナデ 磨きに近いへラ削 密 良 口縁部 ys上層

る 体部ー横位のへラ削り り 微砂粒を 外暗褐色

503 体部下端縦位のへラ 含む 内明褐色

削り

4 I不 14.0 内管しつつ口縁に至る 口縁部一横ナデ 磨きに近いへフナ 密 良 口縁部7.:i 床面

体部へラ削り後雑な ア 微砂粒を 外褐色

へラナデ 含む 内明褐色

413 輪積み痕を残す

5 勾t 11.8 ゆるく内轡しつつ開き ヘラナデ ヘラ磨き 客、 良 口縁部% 中層

体部上位によわい稜を 微砂粒を 外褐色
401 もつ 含む 内赤褐色

6 釘 長 5.7 先端部欠損 中層

中直 0.5 

201 厚 0.5 

7 鉄製品 長 4.5 一端を欠損する 中層

不明 中高 0.5 

201 厚 0.25 

003 号土止-竪穴住居壮一(3-8~10 図，図版 3 -5) 

遺構

形状一正方形に近い整った方形。規模 7.90 m X 7.60 m。主軸方向 Aカマド，N-40o-Eo Bカ

マド，N-50o-W。カマドの位置-Aカマド北壁中央部。 Bカマド西壁中央部。壁 ほぽ垂直。 29

cm。壁溝一全周。幅・深さは 20----35cm・-8-----15 cm。南半分には小ピットが多く認められた。床

面ーハードローム層中に構築。暗褐色土とロームの混在土で貼り床している。柱穴-4個。ともに掘

り方は広く深い。備考一床面上，広範囲にわたって焼土ブロックが認められたが，木炭の検出はなく ，

住居廃絶後投棄されたものと考えられた。

カマド

新旧二つのカマドが存在する。 Bカマドが古く ，Aカマドが新しい。

Aカマド

巧，，nく
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大きさ-110cmX 150 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一煙道部のみ突出。袖部一約 20cm。不

良。焚出部ーなし。燃焼部 70 cmx65 cm。煙道部 45 cm。やや湾曲し、ゆるやかに上昇。天井部 流

失している。備考一燃焼部内壁及び火床は良く焼けている。

Bカマド

大きさ， 80 cmx85 cm位と推定されるが遺存状態悪 く，ほとんど壊れている。周溝がカマ ド両脇で

切れており，本カマドを使用したあと Aカマドを作ったものと考えられる。壁への切り込みは煙道部

のみ。火床は痕跡のみだが良く焼けている。

遺 物

出土遺物は土器，鉄製品，青銅製品である。土器は多量に出土しているが，須恵器I不蓋等を除き，

破片もしくは破損品である。1:3ないしは%以上の破片及び破損品は坪に多い。須恵器は坪及びヰ蓋の

他，斐の破片が若干出土しているだけである。鉄製品は万子(2点)，銑(1点)の他鉄片等 4点が埋

土中及び床面上から出土している。青銅製品は鉱尾(1点)である。

003号士止遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎士 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 ID 外 面 内 面 層位

l 褒 口f圭 12.8 強く外反する口縁部を ナデ ナデ 密 焼成良 上層

底径 形成。口唇部外側に稜 石英粒を 外淡褐色

503 器高 をもつ 合む 内淡褐色

2 E草 15.5 滑らかに外反する口縁 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 口縁部xi 中層

を形成。口唇がやや立 頚部~胴部ー縦位へラ 微砂粒を 外赤褐色

417 上り気味 削り後へラナデ 含む 内赤褐色

3 I不 15.8 底部からわずかに内轡 体部~底部一横位ある 横ナデから雑なへ 密 良 xi 下層

丸底 しつつ開き体部下位で いは斜位のへラ削りか ラ磨き 微砂粒を 外赤褐色

413 3.5 やや強く内脅して立ち ら軽いへラ磨き 含む 内褐色

あカfる

4 I不 15.0 丸みをもって聞く 口縁部ー横ナデ 横ナデからへラ磨 密 良 y:i 下層

丸底 底部 ・体部ー横あるい き 微砂粒を 外褐色

413 3.7 は斜位のへラ削り，部 合む 内褐色

509 分的に軽いへラ磨き

5 t不 14.2 底部は平底状を呈し， 口縁~体部横位へラ 横位の磨き 密 良 ~ 下層

4.8 ゆるく内脅しつつひら 削り1&へラナデ 微砂粒を 外明褐色

408 3.2 き口縁に至る 底部ー全面へラ削り後 含む 内赤褐色

ヘラナデ

6 t不 13.5 ゆるく内管ぎみにひら 口縁部横ナ デ 口縁部横ナデ 密 良 ~ 下層

丸底 き口縁に至る 底部 ・体部一横あるい 体部ナデ 長石粒を 外赤褐区

407 3.5 は斜位のへラ削り 含む 内

7 I不 13.1 わずかに内轡して体部 口縁~体部へラナデ へラ磨き 密 良 ~ 中層

丸底 に移り内轡しつつ立ち 底部ー全面へラ削り 微砂粒を 外黄褐色

512 3.3 あがる 含む 内黄褐色

8 I不 11.5 底部からやや内轡ぎみ 口縁部~体部下位ー横 密 良 ~ 中層

7.2 の体部が立ちあがる {立のへラナデ 微砂粒を 外赤褐色

414 3.9 体部下端手持ちへラ削り 含む 黒煙付着

底部一全面手持ちへラ削り 内赤褐色

9 I不 15.3 体部下位にふくらみを ロクロ目 ロクロ目 密 良 ~ 下層 須恵器

8.0 もち直線的に立ちあが 底部ー全面手持へラ削 長石粒を 外明灰色

410 4.3 る り 含む 内明灰色

(体部下端にも及ぶ)
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 売予 外 面 内 面 層位

10 E干蓋 14.6 中央が局くもり上がつ ロクロ使用横ナデ ロクロ目 密 良 完形 床面 須恵、器

たつまみをもっ ロクロ目強い 長石粒を 外明灰色

419 3.2 平坦な天井部から内管 含む 内明灰色

しつつ肥厚した口唇部

に至る

口唇部内倶IJはかえりな

し

11 万子 長 15.9 木質残存

幅 l.7 

201 厚 0.2 

12 鉄鉱 長 7.1 

中高 l.5 

205 厚 0.15 

13 刀子 長 7.2 刃部の破片

幅 l.4 

203 厚 0.15 

14 帯金具 長 2.2 三個の鋲で裏金具を止 ほぽ完形 詑尾

市高 l.8 めている

208 厚 0.7 

15 鉄製品 長 4.6 破片

市圏 0.45 

208 厚 0.25 

004号祉 竪穴住居壮一(3 -11~13 図，図版 3 -6) 

遺構

形状一方形。規模 3.35 m X 3.30 m。主軸方向-N-49.50-W。カマドの位置 北西壁中央部。壁

ーやや軟。 30cm。壁溝全周。幅 ・深さは 15cm・-3-------10cm。床面ハードローム層中に構築。

約 10cmの厚さで貼床している。柱穴-4個。ともに浅い。備考一南壁が強くふくらみ，全体に丸味

を帯びたプランを呈している。床面中央部には径 55cmx60 cm，深さ 13cmを測る炉が所在。

カマド

大きさ 95 cmx 120 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み 三角形。 45cmX 100 cm。袖部一約 30

cm。焚出部一深さ 15cm位で半円形。燃焼部一崩れており不明。煙道部 40 cm。わずかに階段状を

呈す。天井部一後面の一部を遺存。備考一袖部等補強に土器片を利用している。火床はロームを掘り

込んでいるが焼土はほとんど認められない。

遺物

出土遺物は多量の土器，鉄製品(1点)，鉄淳(5点)である。土器はすべて破片もしくは破損品で

あり ，埋土中及びカマド内から多く出土し，床面上のものは少ない。また，器種は個体的には坪が多

い。須恵器は警の破片が 4点出土。鉄製品は断面長方形を呈する環状のものである。鉄津はカマド内

から 1点，埋土中層から 1点，床面から 3点出土している。

n
y
 

q
J
 



004号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 背3 タト 面 内 面 層住

I 饗 口f圭 14.7 最大径を胴部のやや上 口縁部ナ デ 密 焼成良 y3 カ7 ド

底径 {立にもち口f圭よりもわ 胴部上位縦方向へラ 砂粒含む タト 内

450 器高 ずかに大きい ナデ 内
口唇部が立上りをみせ 胴部中位ー横方向へラ

る ナデ

胴部下位縦方向へラ

ナデ

2 婆 18.0 強く外反させた口縁部 ロクロ使用横ナデ ロクロ使用横ナデ 密 良 口縁部光 中層

をもち，口縁端はつま 微砂粒を 外褐色

507 み上げる様に仕上げて 合む 内褐色

いる

3 斐 14.8 はりが弱し〉胴部から 口縁部 ロクロ使用横 ロクロ使用横ナデ 密 良 口縁約!4 中層

「く」字形に外反し，端 ナデ 微砂粒を 外暗褐色

425 部に至って丸みのある 胴部縦方向のへラ削 含む 内暗褐色

凸面を形成する り

4 要 一定の厚さの広い底部 胴部中位ーロクロ使用 ロクロ使用の横ナ 密 やや不良 胴部中位 カマド 底部に焼

7.5 から内管しつつ立ちあ の横ナデ 7 微砂粒を 外 ~底部 内 成後の刻

437 がり胴部最大径の部分 含む 内 書側あり

に向かう i+J 

5 斐 30.0 頚部で強く外反する ロクロ目 ロクロ目 密 良 上層 須恵器

口縁部は中位で肥厚し 頚部に粕がかかってい 微砂粒を 外明灰色

404 凸部を作りより強く外 る 合む 内明灰色

反して口唇部で直立す

る，口唇部は外面に凹

面をもつ

6 I不 12.3 内望号ぎみに立ちあが 体部下端一手持へラ削 器面がざらついて 密 やや不良 口縁部% カマド 底部の切

7.0 り，一定の器厚を保ち り いる 砂粒と若 外褐色と 底部全周 内 り離し方

433 5.0 ながら口縁部でやや外 底部一全面手持へラ削 干の雲母 黒色の中間 不明

反する り 粒を含む 内暗褐色

器面がざらついている

7 f不 12.3 内轡して立ちあがり器 体部下端手持へラ削 ロクロ目 密 良 カマド

7.6 厚を減じつつひらき口 り 砂粒含む 外黄褐色 内

429 3.9 縁部でやや外反する 底部一全面手持へラ削 内黄褐色

り

8 I手 12.4 平底の底部からほぼー ロクロ日 ロクロ目 密 やや不良 底部全周 中層

6.6 定の厚さで直線的にひ 体部下端~底部全面 砂，石英， 外明灰色 口縁部は

427 3.9 らく 一回転へラ削り 長石粒を と明褐色 一部残存

含む 内明灰色

と明褐色

9 I不 13.0 上げ底の底部から内管 ロクロ目 ロクロ日 密 良 !4 下層 底部の切

7.0 して立ちあがり，体部 体部下端手持へラ削 微砂粒を 外明褐色 り離し方

412 3.7 は直線的にひらき口縁 り 含む 内明褐色 不明

部でやや外反する器厚 底部一手持へラ削り

はほぼ一定している ( 2方向)

10 I不 13.0 平底の底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部 下層 底部の切

6.6 みに立ちあがり，体部 体部下端手持へラ削 微砂粒を 外明褐色 ~底部!4 り離し方

409 3.9 中位からわずかに外反 り 含む 内明褐色 不明

しつつひらき口縁端部 底部一手持へラ削り

でやや内管する

11 I不 13.4 平底の底部から内管し ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部yz 中層

7.4 て立ちあがり体部中位 体部下端手持ヘラ削 微砂粒を 外明褐色

422 3.7 から外反しつつひらき り 合む 内明褐色

口縁端部で内傾する 底部一回転糸切り後手

持へラ削り

12 I不 13.4 平底の底部から内轡し 体部墨書あり ロクロ使用 密 やや不良 口縁~底 カマド 墨書土器

7.4 て立ちあがり口縁部で 体部ーロクロ使用横ナ 横ナデ 微砂粒を 外明褐色 部!4 内 体部外面

444 3.7 やや外反する ア 合む 内黄褐色 2字あり

447 体部下端手持へラ削 字体不明

り 「堕口J

」
底部一手持ちへラ削り
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 青Z 外 面 内 面

14 I干、 14.8 平底の底部から内管し ロクロ目 ロクロ目

7.4 て立ちあがり器厚をわ 体部下端一手持へラ削

435 3.7 ずかに減じつつ口縁部 り

に至りやや外反する 底部全面手持へラ削

り

底部の器面が荒れてい

る

14 t不 14.4 平底の厚い底部から内 ロクロ目 全面へラ磨き

431 3.9 脅ぎみに立ちあがり体 体部下位ー横方向の手

512 6.5 部中位から直線的にひ 持へラ削り

528 らきやや外反する口縁 底部ー全面手持へラ削

部に至る り

15 t不 13.0 上げ底の底部から内管 器面ややざらつく ロクロ使用横ナデ

5.8 して立ちあがり口縁端 体部 ロクロ使用横ナ

401 4.25 部でやや外反する ア

底部回転糸切無調整

16 荷台付 13.8 高台は内管ぎみの張り 皿部ロクロ目 口縁~体部中位

皿 7.5 をもって立つ 高台部外側一横ナデ ー磨き

424 3.1 皿部は下端に綾をも 底部~高台内側一回転

高台高 0.7 ち，外反ぎみに器厚を ヘラ削り

減じつつひらき肥厚す

る口縁に至る

17 鉄製品 長 4.3 
幅 0.6 

201 厚 0.3 

005 号祉 竪穴住居祉 (3-14~16 図，図版 3- 6 )

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 やや不良 口縁部xカマド 底部の切

微砂粒を 外褐色 底部yz 内 り離し方

合む 内暗褐色 不明

密 良 底部% 431 底部の切

微砂粒を 外黄褐色 口縁x 床面 り離し方

含む 内黄褐色に 512，528 不明

近い明褐色 カマド

内

密 やや不良 ほぽ完形 下層

砂申立含む 外明褐色 口縁一部

内明褐色 欠損

密 良 中層 皿底部回

砂粒含む 外褐色 転へラ削

内褐色 り

高台貼付

形状 方形。規模 3.25 cm X 3.20 m。主軸方向-N-18'-W。カマドの位置 Aカマド北壁中央部

やや東寄り。 Bカマド東壁北東コーナー寄り。壁ーやや軟，30 cm。壁溝 ほぽ全周。北東コ ーナーで

切れる部分あり ，幅・深さは 20cm・ 10 cm。床面 ハードローム面，堅固。 凹凸が認められる。柱

穴一小ピット多くあるも，柱穴とおぼしきもの不明。

カ マ ド

北壁 (Aカマド)及び東壁 (Bカマド)に各 1基存在する。 両者ともに袖部が短かく ，遺存状態か

らみて新田の区別は判別し難い。いずれも砂質粘土を構材としている。

Bカマド

大きさ 100 cm X 135 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形。 60cmX 100 cm。袖部一不

明。焚出部一浅い半円形。燃焼部 不明。煙道部 40cm。わずかに階段状を呈す。天井部一後面のー

部遺存。

遺物

出土遺物は土器のみである。土器は量は多いが，手担ね土器 1点、を除き，破片及び破損品である。

埋土中及びカマド中からの出土が多く ，床面上からの出土は数点である。

-41 



005号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位世
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 苦手 タト 面 内 菌 層位

l 饗 口径 13.4 頚部で外反しながら立 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 う4 カマド

底径 ちあがり口縁部でやや 胴部~頚部ー下から上 体部一斜位のナデ 雲母含む 外赤褐色 内
420 器高 広がる へ斜位へラ削り 内

2 護 13.2 頚部で強く外反する 口縁~胴部下位ーロク ロクロ使用の横ナ 密 良 y:i カマド

6.2 口縁部は口唇部で内傾 ロ使用横ナデ 7 微砂粒を 外褐色と 内

428 15.3 する面を作って終わる 胴部下位横あるいは 合む 赤褐色の中間

胴部はほぼ一定した厚 斜方向の手持へラ削り 内褐色と

さで内轡しつつ下り胴 底部全面手持へラ削 赤褐色の中間

部中位上方に最大径を り

もち内管を続け底部に

至る

3 聾 15.2 頚部で大きく外反する 密 良 中層 土師質

口縁部は肥厚して外面 微砂粒を 外黄褐色 須恵器

515 に内管する面を作り口 含む 内黄褐色

唇部でほぼ垂直に立ち

あがる

4 饗 頚部から器厚をほぼー 頚部ナデ 密 良 % 下層 土師質

402 14.7 定に保ちながら，内轡 胴部上位~下位一荒し〉 微砂粒を 外赤褐色 須恵器

424 して下り最大径を腕部 叩き目 含む 内赤褐色 内面黒斑

427 中位にもって平底の底 胴部下位一横位のへラ あり

406 部に至る 削り

421 

415 

5 斐 上げ底の底部から屈曲 横方向のへフ削り 横ナデ 密 やや不良 底部のみ 中層 土師質須

9.6 して立ちあがる 微砂粒を 外暗褐色 恵器

510 含む 内暗褐色

425 

6 長頚瓶 局台は厚い台形状を呈 体部下端回転へフ削 ロクロ目 徽密 良 底部及び 中層 灰粕陶器

9.4 する り 微砂粒を 外灰色 高台部の

414 0.6 底部は内面に凸凹な面 高台部一ロクロ目 含む 内灰色 み

をもち大きく内管して 底部ー全面回転糸切り

立ちあがる

7 月〈 13.5 上げ底ぎみで内面に凸 ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁 ・体 401 底部切り

401 6.0 凹をもっ底部から屈曲 体部下端一手持へラ削 微砂粒を 外明褐色 部}長 511 離し不明

511 3.7 して立ち，体部中位ま り 含む 内明褐色 底部全周 下層

402 でやや内管ぎみにのび 底部一全面手持ちへラ 402 

る，体部中位から直線 削り 床面

的にひらきわずかに外

反する口縁部に至る

厚さはほぼ一定

8 町、 13.8 底部から内轡して立 (R)ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部か カマド

7.5 ち，ほぽ直線的にひら 体部半位と下位に凸面 微砂粒を 外晴褐色 ら底部に 内

425 3.5 きわずかに外反する口 を有する 含む 内暗褐色 かけて帯

縁部に至る 体部下端手持へラ削 状に欠損

厚さは口縁部やや肥厚 り，接合痕残る する

する 底部手持へラ削り

9 J:f、 13.0 厚い平底の底部から内 ロクロ目 ロクロ目 密 良 床面

6.1 費して立ち，ほぽ直線 体部下部一手持へラ削 砂粒含む 外赤褐色

402 2.9 的にひらく り 内赤褐色

底部全面手持ちへラ削り

10 即 13.6 上げ底の底部から内望号 ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部% カマド

5.4 して立ち，体部中位で 体部下端手持へラ削 微砂粒を 外褐色 欠損 内

418 2.0 -E!_器厚を減じて外反 り 含む 内褐色

してひらき肥厚する口 底部全面手持へラ削

縁部に至る り

11 皿 13.0 やや上げ底の底部か ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁~体 中層 底部切り

6.0 ら，わずかに器厚を滅 体部下端手持へラ削 微砂粒を 外暗褐色 部y2 離し方法

408 l.7 じつつ外反して立ち口 り 含む 内暗褐色 底部全周 不明

510 縁部に至ってやや肥厚 底部一全面一方向への

する 手持へラ削り
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法 量 特 徴 位置

備考番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土

口径・底径・器高 器 形 タト 面 内 商 I冒位

12 手短ね 4.0 底部内側中央に凸面を 指頭による調整 指頭による調整 密 良 完形 上層

土器 丸底 もち内轡して立ちあが 微砂粒を 外暗褐色

506 2.5 り口縁近くで器厚を滅 含む 内晴褐色

じる
一 一

006号壮一竪穴住居壮一(3-17・18図，図版3一 7) 

遺構

形状一方形。規模 3.15 m X 3.50 m。主軸方向-N-330-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一東

壁に撹乱あり。 27cm。壁溝一無。床面一ソフトローム面。軟弱。柱穴- 4個。備考一隅丸の不整形な

プランであり，撹乱を受けている。西壁中央部直下に小ピットが4個認められた。

カマドの大きさは約1.2mX 1.0 mである。構材は砂質粘土で，壁への切込みは大きく半円形を呈し

ている。火床には多量の灰と焼土が認められた。

遺 物

出土遺物は土器のみである。出土量はそう多くなく 、坪の完形品 2点を除き，いずれも破片もしく

は破損品である。器種は個体的には杯が多い。聾はロクロ整形の小形警の他，小破片が多い。埋土中

及びカマド内からの出土が顕著で床面上のものは少ない。

006号j:.!l::遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

備考番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土

口径・底径・器高 器 形 外 商 内 面 層位

1 斐 口径 13.0 頭部で強く外反する口 口縁~胴部下位横ナ 口縁~胴部中位 密 焼成良 中層 ロクロ整 l

底径 7.9 縁部は口唇部で内管し ア 一横ナデ 長石粒を 外褐色 形の小形

404 器高 17 .1 て終わる 胴部下位横あるいは 合む 内褐色 婆

胴部は薄い器厚でる最大 斜位のへラ削り(左→

径を中位にもって内管 右)

しつつ下がり，立ちあ

がり部が肥厚する底部

に至る

2 護 11.8 頚部で強く外反する口 ロクロ目 ロクロ目 密 良 501上層 ロクロ

縁部は外面中位でやや 微砂粒を 外黒色 506下層 整形の

501 強い稜をもち，内管し 含む (一部褐色) 小形~

506 て立ち端部でほぼ垂直 内黒色と

に立って終わる 暗灰色の中間

3 要 やや上げ底の底部から 一部ロクロ目が残る ロクロ目 密 良 底部y:2 501 

立ちあがり部で肥厚し 胴部下端横位手持へ 凸凹な面をなす 微砂粒を 外褐色 上層

501 7.0 た後，器厚を減じつつ ラ削り 含む 内黄褐色 507 

507 内轡して立ちあがる内 下層

面は凸凹になっている

4 護 外面に凸凹をもっ底部 斜位の叩き目が一部 横ナデ 密 良 底部の泌 カ7 ド 土師質

14.0 から屈曲ぎみに立ちあ 残っている，その下は 微砂粒を 外褐色と明 内 須恵、器

409 カfる 横位のへラ削り 含む 灰色の中間

器厚は一定している 内褐色

5 E平 12.1 平底で内側がゆるやか ロクロ目 ロクロ自 密 良 カマド

6.1 な凹面をなす底部から 体部下端横位手持へ 砂粒含む 外赤褐色 内

411 3.8 強く内轡して立ちあが ラ削り 内赤褐色

り直線的にひらく口縁 底部全面一一定方向へ

部に至る の手持へラ削り

内
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法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 青芸 外 面 内 面 層位

6 t平 12.2 内側中央部が著しく肥 ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部 カ7 ド

6.3 厚し凸凹面をもっ平底 体部下端ー横位手持へ 底部が凸凹である 微砂粒を 外暗褐色 ~体部yz 内
411 3.6 の底部から器厚を減じ ラ削り 含む 内暗褐色 底部全周

て体部外面下位で稜を 底部全面一回転糸切り

もち屈曲ぎみに立ちあ 後手持へラ削り

がりわずかに外反する

ように口縁部に至る

7 I手 13.2 上げ底のうすい底部は ロクロ目 ロクロ目 密 やや不良 % 床面

7.4 肥厚しつつ立ちあがり 底部は回転糸切りのみ 砂粒含む 外褐色部 405カ

405 4.1 部に向い，屈曲して立 分と暗褐色 マド左

413 ちあがり，体部は器厚 部分がある 脇

を一定に保ち直線的に 内赤褐色 413カ

ひらく に近い褐色 マド内

8 E耳、 12.5 内面の中央がやや肥厚 ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁~体 403 
6.2 する平底の底部から内 体部下位~下端比較 微砂粒を 外褐色 部J<i 中層

403 4.2 管して立ちあがる体部 的丁寧な手持へラ削り 含む 内褐色 底部全周 505 
505 は口縁部でやや外反す 底部一回転糸切り後周 下層

る 辺手持へラ削り

器厚はほぼ一定である

9 I干 12.3 内面に凸凹をもっ平底 口縁~体部中位ロク ロクロ目 密 良 完形 中層 底部切り

5.4 の底部から器厚を減じ ロ目 微砂粒を 外明褐色と 離し方不

402 3.8 て体部に移り，ゆるく 体部中位~下端比較 合む 赤褐色の中間 明

内轡しつつひらき，口 的丁寧な手持へラ削り 内明褐色と

縁部でわずかに外反し 底部全面手持ちへラ 赤褐色の中間

肥厚する 削り

10 I干 12.1 やや上げ底ぎみの底部 ロクロ目 ロクロ目 密 良 完形 中層 刻書土器

5.5 から立ちあがり部でや 体部中位にゆるい凹凸 微砂粒を 外明褐色 焼成後の

401 4.05 や肥厚し内管して立ち をもつ 含む 内褐色と灰 刻書あり

あカtる 体部下端ー横位手持へ 褐色の中間 体部外商

体部はわずかに器厚を ラ削り 「馬井」
減じつつゆるやかな内 底部回転糸切り，無

轡を続け口縁部でやや 調整

外反する

11 f不 12.5 やや上底の底部から内 ロクロ目 ロクロ目 密 良 tプ'GJf:ノ~ 中層 9と共に

5.5 轡して立ちあがりその 体部下位ー左→右の手 砂粒含む 外褐色 西壁中央

402 3.8 ままゆるやかに内毎を 持へラ削り 内褐色 部下に 2
続け，口縁部でわずか 体部下端ー右→左の手 個重なっ

に外反する 持へラ削り て出土

底部立ちあがり部と口 底部全面一回転糸切り

縁部が肥厚する 後手持へラ削り

12 I手 13.9 上げ底の底から器厚を ロクロ目 ヘラ磨きを施して 密 良 口縁部か カマド 内黒土器

411 5.9 減じて内管して立ちあ 体部中位によわい凸糠 いる 微砂粒を 外明褐色 ら体部の 内

412 3.6 ヵtる を2ヶ所もつ 黒色処理をした痕 含む 内黒色部分 約%を欠

413 体部は中位によわい凸 体部下端横位手持へ が部分的に残る 以外は褐色 損する

414 面を 2ヶ所もちわずか ラ削り

な内脅を続けてひらき 底部回転糸切り後全

口縁部に至る 面手持へラ削り

13 t不 12.9 厚い平底の底部から外 ロクロ目 ロクロ目 密 良 床面

7.6 反ぎみ 体部下端一手持へラ削 砂粒含む 外褐色

406 2.7 器厚を減じつつ立ちあ り 内褐色

がり体部中位で内湾し 底部一回転へラ切り後

て口縁部に至る 全面手持へラ削り

14 局台付 内面がゆるやかに内管 底部一回転糸切り，無 密 良 床面

I不 6.9 して底部につながる張 調整 砂粒含む 外赤褐色

407 高台高 0.4 りの弱い三角形の高台 内赤褐色

である

体部はゆるやかに内管

して立ちあがる
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007号土止-竪穴住居壮一(3-19・20図，図版3-8)

遺構

形状一方形。規模 4.25 mx4.75 m。主軸方向-N-340-E (北カマド)0N-560-W (西カマ

ド)。カマドの位置一北壁中央部(古)，西壁中央部(新)。壁一ほぼ垂直。竪因。西壁撹乱。 37cm。

壁溝一全周。幅・深さは 10"，-，12cm・-3"'-'-8cm。床面一ソフトローム面。やや軟。ほぽ平坦。柱穴

-4個。備考 埋土下部から床面上にかけて炭化物及び焼土が一面に検出された。火災をうけたもの

と思われる。

カマド

北壁中央部と西壁中央部に各々存在する。北壁のものは大きさ約1.2m X 1.0 mを測るが，破損が著

しい。西壁のものは約1.25mxO.8 mで，火床や燃焼部等からみてあまり使用されていない状態であっ

た。

遺物

出土遺物は土器のみである。出土量の割に完形ないしは破損品が多い。警は素縁で小さく外反する

もの，坪は丸底風のものである。須恵器坪は上層から 1点出土している。

007号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

護 口f圭 10.6 頚部で強く外反する 口縁部~頚部ナデ 口縁部ナデ 密 焼成 床面

底径 5.5 口縁部は口唇で内傾す 肩部横位へラ削り 長石粒を 外暗赤褐色

401 器高 16.7 る面を形成する 胴部上位~下位縦へ 含む 内黒褐色

胴部は最大径を胴部上 ラ削り後縦方向のへラ

位にもち器厚を減じつ ナデ

つ内管して Fり平底の 腕部下位ーへラ削り

底部に向かう

外面にゆるやかな凹円

面をもっ

底部と口縁が平行しな

し、

2 ~ 14.5 張りの弱く内管する胴 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 客、 良 口縁部 上層面 3と同一

部から頚部で内傾する 胴部上位ー縦あるいは 胴部上位一横位の 微砂粒を 外 褐 色 ~網部上 個体と考

501 が-E!.直線的に立ち， 斜位のへラ削り ヘラナデその下は 合む 内褐色 位yz えられる

口縁部で外反する ナデ

3 翌 上げ底の厚い底部は外 胴部下位横あるいは 胸部下位ー縦ある 密 やや不良 上層面

7.1 面周辺に平坦な面をつ 斜位の雑なへラ削り いは横位のへラ削 微砂粒を 外 褐 色

501 くり，強く内管 底部全面ー木葉痕を残 り 含む 内暗黄褐色

胸部下位の器厚は一定 し，雑なへラ削り 胴部下端縦ある

している いは横位のへラ間1)

り

4 小形斐 10.6 頚部は凸面をもち直線 体部中位~下位縦位 口縁部一横ナデ 密 良 上層面

6.7 的に内傾する ヘラ削り 微砂粒を 外 黒 色

501 8.5 口縁部は器厚を減じて 体部下端横位へラ削 含む 黒斑あり

わずかに外反する り 内褐色

胴部は器厚を増しつつ 底部ーへラ削り

内笥して下り最大径を

中位にもって平底の底

部に向かう

5 椀 12.2 厚い底部より内傾して 体部中位~下位一縦位 密 良 表面

6.9 立ちあがりやや内管し ヘラ削り 微砂粒を 外明褐色

501 5.6 ながらひらく 体部下端ー横位へラ削り 含む 内明褐色

底部ーへラ削り

Fh
d
 

a生



法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 青芸 外 面 内

6 鉢 2l.8 丸底の底部から体部下 口縁部横ナデ ナデ

丸底 位で一旦器厚を減じ， 沈線はへラによる

405 10.6 内轡して立ちあがり肥 体部ーへラ削り後磨き

厚する体部上位に向か

つ
口縁下位に一条沈線が

めぐり口縁部は大きく

外反する

7 I不 14.1 中央部が薄い底部から 体部ーへ7削り

-EI.肥厚し内轡してひ 底部-4本の沈線とそ

406 3.4 らき，口縁部でゆるい れに垂直ぎみに交わる

稜をつくった後直線的 I本の沈線を刻んでい

に立ちあがり終わる る

8 I不 12.7 丸底の底部から一定の 口縁部ナデ

丸底 器厚を保ち内管してひ 体部~底部全面ーへラ

407 3.6 らき，口縁部でごくわ 削り

ずかな稜をつくった後

直線的に立ちあがる

9 I不 13.7 平底の底部から内望号し ロクロ目 ロクロ目

6.8 てひらき体部下位で大 体部下端~底部ー全面

404 3.7 きく内管して外商によ 回転へラ削り

わい稜をもちわずかに

器厚を減じつつ直線的

に立ちあがる

008号祉 竪穴住居牡 (3-21・22図，図版 3-8)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

密 良 下層

微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

密 良 ほぽ完形 床面 刻書土器

微砂粒を 外明褐色 底部外面

含む 内明褐色 焼成後

「冊」

密 良 カマド

微砂粒を 外暗褐色 内

含む 内暗褐色

客、 良 上層 須恵器

雲母粒を 外明灰色

合む 内明灰色

形状一方形。規模-4.10m X 3.95 m。主軸方向 N-46'-E。カマドの位置 北東壁中央部。壁一ほ

ぼ垂直。 21cm。壁溝一北東部と東側コーナーは検出されない。幅・深さは 10cm・ 10 cm。床面一ハー

ドロームで竪固。ほぽ平坦。柱穴-4個。ともに浅い。備考 西壁，南壁コーナー上には一部粘土が

広がっていた。

カマドは撹乱を受けているが，幅約1.2m，奥行約1.2mを測る。壁への切込みは，大きく半円形

を呈するものと思われる。煙道はなめらかな傾斜で立上っていたが，不明確な部分が多かった。火床

は幾分焼土が見受けられたのみで，燃焼部には焼けた跡がほとんどなかった。

遺物

出土遺物は土器のみである。出土量はそう多くなしいずれも破片もしくは破損品であり，午の出

土が顕著でトある。須恵器は聾の破片 1点のみである。

008号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

t不 口f圭 12.4 上げ底の底部から内轡 ロクロ目 ロクロ目 密 焼成良 口縁，体 506 

底径 6.4 して立ちあがり体部は 体部下位にゆるい凸面 体部中位によわい 微砂粒を 外暗褐色 部yz 下層

506 器高 3.6 わずかに外反しつつひ をもつ 稜をもっ 合む 及び赤褐色 底部全周 507 

507 らく 体部下端横位手持へ 内暗褐色 カ7 ド

ラ削り

底部全面一回転糸切り

後一方向への手持へラ

削り
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法 量 特 徴 位鐙

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 育長 外 面 内 面 層位

2 I不 12.8 平底の底部から内轡し よわいロクロ目を残す ロクロ目 密 良 カ7 ド

6.2 て立ちあがり ，体部は 体部下端ー横位手持へ 微砂粒を 外赤褐色 内

507 3.6 直線的にひらく ラ削り(4回) 含む 内赤褐色

底部全面へラ切り後

手持へラ削り

3 I不 13.6 上底の底部 体部にロクロ自による ロクロ目 密 良 !f カマド

6.9 体部はわずかに内轡し 凹凸をもっ 微砂粒を 外暗褐色 内

507 3.4 つつひらく 体部下端横位手持へ 合む 内暗褐色

508 ラ自IJり

底部全面一回転糸切後

へラ削り

4 E手 14.2 平底の底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁~体 カマド

507 6.8 みに立ちあがり直線的 体部上位によわい凸 体部中位と下位に 微砂粒を 外暗褐色 部!f 内

508 4.0 にひらく をもつ ゆるい凸面をもっ 含む 内暗褐色 底部全周

509 体部下端横位手持へ

ラ削り

底部全部一回転糸切り

後一方向の手持へラ削

り

長 町、 14.8 わずかに上底となって ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁~体 407 

6.8 いる底部から内管しつ 体部上位にわずかな凸 微砂粒を 外明褐色 部!f 下層

407 4.3 つ立ちあがる 面をもっ 含む 内明褐色 底部全周 502 

502 体部下端横位手持へ 中層

ラ削り

底部全面一回転糸切り

後一方向の手持へラ削

り

6 I不 14.0 平底の底部から内管し ロクロ目 へフ磨き 密 良 床面

6.2 てひらく 体部下位横あるいは 微砂粒を 外赤褐色

401 3.6 斜位の手持へラ削り 含む 内赤褐色

(右→左)

底部一糸切痕を残し外

は手持へラ削り

7 I不 16.2 体部下位ー横あるいは ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁~体 中層

斜位の手持へラ削り 体部上位と中位に 微砂粒を 外明褐色 部%
505 (右→左) 弱い凸面をもっ 含む 内明褐色

底部一糸切り痕を中央

に残し外は手持へラ削

り

8 皿 13.2 上底の底部から体部は ロクロ目 ロクロ目 密 良 !f 501 
501 6.4 器厚を減じて外反して 体部下端ー横位手持へ 微砂粒を 外褐色 表面
507 2.2 いる ラ削り 合む 内暗褐色 507 
508 底部←全面 2方向への 508カ

手持へラ削り マド内

009 A号壮一竪穴住居壮一(3-23・24図，図版 3-9) 

遺構

形状一方形。規模 3.80m X 3.95 m。主軸方向 N-58.5'-W。カマドの位置西壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 35cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 10"-'15 cm・-3 "-'-5 cm。床面ハードローム上に貼

床。中央部東側は堅固だが，西側は 009B号杜上に貼床しており ，軟弱。柱穴 4個。備考 009 B杜

を切り，その上に貼床し構築している。

カマドは巾約1.5m，奥行約1.2m で，焚口がやや左側に向っている状態がみうけられた。
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遺物

出土物は土器と鉄製品(万子 1点)である。土器はそう多くなしいずれも破片もしくは破損品で

ある。万子は周溝中より出土している。

009-A号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 函 層位

窪 口径 18.0 胴部から頚部にかけて 頚部にナデつけの痕を 口縁部~頚部ー横 密 焼成良 xi弱 カマド

底径 直線的に立ち，強く外 残す ナデ 微砂粒を 外暗褐色 内

505 器高 反する口縁をもっ 胴部上位縦{立の上→ 含む 内明褐色

胴部は内管して下がる 下へラ削り後ナデ

胴部中位一横位右→左

ヘラ削り後ナデ

2 要 15.6 頚部内外面に稜をもち 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 xi カ7 ド

外反する 胴部ー縦位へラ削り後 微砂粒を 外暗褐色 内

407 口縁は口唇部に凸面を 雑なへラナデ 含む 内濃暗褐色

もって終わる

3 楚 凹凸な底部から内脅し 胴部ー縦位へラ削り後 横ナデ 密 良 カマド

7.2 て立ちあがる へラナデ 輪積痕を残す 微砂粒を 外褐色 袖脇

408 底部木葉痕 含む 内暗褐色

4 婆 ゆるやかや凸面をなす 胴部一横位へラ削り 横位へラナデ 密 良 底部全周 床面

7.2 底部から大きく内管し 底部←へラ削り 石英含む 外黄褐色

402 て立ちあがる 内黄褐色

5 f不 12.8 やや上底の底部より内 底部全面回転へラ切 密 良 床面

8.8 管して立ちあがり口縁 り 石英含む 外黄褐色 上層

403 3.5 部でやや外反してひら ロクロ目 内黄褐色

く

6 I手 11. 8 平底の底部より内轡し 体部中ほどより口縁に ヘラ磨き 密 良 床面 黒斑あり

6.8 ながら立ちあがり器厚 かけ弱いロクロ目を残 微砂粒を 外褐色

404 3.4 を減じながらほぼ直線 す 含む 内褐色

的にひらき口縁部で肥 体部下部は下方より斜

厚する 位にへラ削り

底部←糸切後周縁手持

へラ削り

7 I干 11.6 平底の底部から強く内 ロクロ目を明瞭に残す ロクロ目 密 良 % 中層 墨書土器

7目4 轡して立ちあがり器厚 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外褐色 体部外面

601 3.8 を減じつつひらく 向日り 含む 内褐色 「鬼足」

8 t干 11.1 わずかに凸面をなす底 ロクロ目 ロクロ目 密 良 中層 墨書土器

6.4 部から強く内毎して立 体部に凹凸面を残す うず，凹凸面をも 微砂粒を 外褐色 体部外面

602 3.8 ち，体部中位から外反 底部手持へラ削り つ 合む 内褐色 底部内面

ぎみにひらく 体部に墨書 底面に墨書 「檎前」

9 t手 12.0 平底の底部から体部下 体部・底部ー横あるい 横ナテ.後へラ磨き 密 良 下層

6.6 端に稜をもち内管しつ は斜位のへラ削り 微砂粒を 外濃暗褐色

505 4.0 つ立ちあがる 口縁部横ナデ 含む 内濃暗褐色

口縁部内面によわい稜

をもつ

10 t1- 19.9 平底の底部より内管し 口縁部←ヘラ削り 体部へラ磨き 密 良 中層 外商一部

9.0 て立ちあがり体部上位 体部・底部ーヘラ削り 口縁部横ナデ 微砂粒を 外褐色 黒斑

401 8.5 で外面に強く稜をも 後へラナデ 含む 内褐色

ち，やや外反しながら

ほぽ垂直に立ち器厚を

減じて口縁に至る
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009 B号祉 竪穴住居牡 (3-25・26図，図版3-9) 

遺構

形状一整った方形。規模-4.75m X 5.05 m。主軸方向-N-50-E。カマドの位置一北壁中央部。

壁一ほぼ垂直。 55cm。壁溝全周。幅 ・深さは 10'"'-'15 cm • -10 cm。床面 ハードロームを掘込み

構築。ほぽ平坦で堅固。柱穴 4個。備考 009 A号杜により東側の一部を切られている。

カマドは幅約1.1m，奥行約 1.2mと思われるが，大部分崩れていた。

遺 物

出土遺物は少量の土器と石製品(砥片 1点)，鉄製品(万子 1点)である。土器はいずれも破片もし

くは破損品である。丸底の王手が顕著。万子は床面上から出土している。

009-B号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・底筏・器高 器 形 外 面 内 面

I f不 口径 18.8 丸底の底部より一定の 口縁部から底部にかけ 11縁部~体部赤

底径丸底 器厚で内姥しながらひ て赤彩後横位のへラ磨 彩後横位へラ磨き

407 器高 5.1 らき口縁部でやや器厚 き 底部ー赤彩後縦位

を減じる ヘラ削き

2 t不 15.0 丸底の底部よりやや器 口縁部横ナデ 体部下位~底部

丸底 厚を減じて内脅しなが 体部~底部にかけてへ ヘラナデ

412 4.0 ら立ちあがり一定の器 ラ削りと思われるが器 口縁~体部中位

厚で口縁部に至る 面がざらつき調整不明 横ナデ

瞭

体部上位に粘土紐痕残る

3 I不 19.0 丸底の底部より内脅し 口縁部横ナデ 体部下位~底部

丸底 ながらゆるやかに立ち 体部上位~底部ー績位 ーへラナデ

402 4.4 あがり体部上位でやや 又は斜位の手持ヘラ削 口縁~体部中位

器厚を減じてひらく り 一横ナデ

4 t手 12.2 平底の底部よりやや強 体部~底部ー横位へラ

6.5 く内轡しながら立ちあ 削り

401 4.0 がり円縁部でやや器厚 底部一手持へラ削り

を減じでほぼ垂直にひ

らく

5 砥石 長 6.5 上下 2面使用

市高 3.5 

101 厚 1.0 

010号祉-竪穴住居杜一(3-27・28図，図版3一10)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼成 ;'4 407 内外面共

外赤褐色 に朱塗

内赤褐色

半目 不良 約yz カマド 円縁部は

外赤褐色 遺存状態 内際 磨滅文は

に近い 悪し 欠損

内赤褐色 遺存悪い

に近い

密 良 中層

微砂粒を 外 褐 色

合む 内褐色

密 良 中層

微砂粒を 外 褐 色

含む 内赤褐色

砂岩質石

材

形状一方形。規模 3.40 m X 3.40 m。主軸方向-N-400-E。カマドの位置一北東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。しっかりしている。 38cm。壁溝ーカマドの右側が一部分切れている。幅・深さは 10'"'-'20cm・-

8'"'-'-10 cm。床面 ハードローム中に構築。暗褐色土，ソフトローム，砂質粘土等で貼床している。

平坦で竪固。柱穴 不明。ピット 1個あり。備考-西隅及び東隅は撹乱をうけている。カマドは幅約

1.0 m，奥行約1.2mである。煙道はゆるく立上り ，火床はしっかりしていた。燃焼部から小形警とそ

の上に坪三個が重なって出土した。支脚の代用として使用したものと思われる。
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遺物

出土遺物は土器と鉄製品(万子 3点)，鉄淳(2点)である。土器の量はやや多いが，t不，皿のほぼ

完形のものを除いて，他は破片もしくは破損品である。墨書土器午の小破片は 3点出土。万子は破片

3点あ るがそのうち 2点は同一個体とも考えられる。鉄津は2点，下層と中層から出土している。

010号社遺物一覧表

I去 E且 特 徴 位i百
番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 青5 外 面 内 面 踏位

斐 口f圭 器厚の薄い胴部は内外 』同部中位 ロクロの横 ロクロ日 密 焼成良 月間下位 カ7 ド ロクロ整

底径 7.5 面にゆるい凹門を持ち ナデ 微妙、粒を 外 ~底部 内 育長

410 器高 内匂して下り平底の底 胴部下位横位の手持 含む |村

音fjに至る ちへラ削り

底部全面二方向への

手持ちへラ削り

2 斐 胴部中位より需厚を滅 胴部中{立~底部にかけ ロクロ使用横ナデ 密 良 胴下位約 カマド ロクロ整

5.8 じて内笥しながら下り て横f立の手持ちへラ削 砂粒をや 外褐色 %底部 内 非5
510 平j忌の底部に至る内面 り や含む 内褐色

にゆるい凹凸面を持つ 底部 回転糸切無調整 一部赤褐色

近い

3 婆 17.2 頚内面に稜をもって外 口縁部ーナデ ナデ 密 良 口縁~頚 カマド 土師'I'f

反する口縁部は中位外 胴部叩きめ(縦に平 微砂粒を 外赤褐色 自日 上面 須恵質

502 面に稜をもちわずかに 行する) 含む 内赤褐色

内傾する面を形成

4 現DしE 20.6 内面に稜をもっ頚部で 口縁部ー横ナデ ナデ 密石英粒 外 褐 色 口縁~頚 床面 土師質

外反する口縁部は口 胴部縦に平行する叩 を含む 内褐色 青日 須恵質

406 きめ

5 I手 13.1 内面に凹凸面を持つ平 口縁~体部一ロクロ目 ロクロ目 密 良 カマド

6.9 底の底部より内轡して 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色 内

409 3.6 立ち上がり ，器厚を減 削り 含む 内明褐色

じて内外に凹凸面を持 底部全面手持ちへラ

ちながら直線的にひら 削り

く

6 I不 12 8 平底の底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 密 良 ほぽ完形 カ7 ド 図誤り ，

7.0 響して立ち上がり ，j本 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外暗褐色 内 底部全面

409 3.6 部下位に凹凸面をもち 借りり 含む 内暗褐色 手持ちへ

ほぽ直線的にひらく体 底部全面手持ちへラ ラ削り

部下位器肉やや薄い 削り

7 I手 12.8 内面に凹凸をもっ底部 ロクロ目 ロクロ目 密 良 カマド

6.8 から内脅して立ちあが 体部下端ー横位へラ削 微砂粒を 外明褐色 内

409-1 3.5 り体部は器厚を減じつ り 含む 内明褐色

つ直線的にひらく 底部←全面一定方向へ

の手持ちへラ削り

8 t手 14.6 、'fZ}，阜の底部から内管し ロクロ目 ロクロ目 密 良 カマド

6.5 て立ちあがり ，体部中 体部下端ー横位手持ち 微砂粒を 外褐色 内

409 2 3 9 位から直線的にひらき へラ削り 含む 内褐色

円唇部で外反する 底部全面一手持ちへラ

削り

9 I不 12.5 平底の底部から大きく ロクロ目 ロクロ目 密、 良 口縁~体 覆土

6.1 内管してひらく。器高 底部回転糸切り後周 微砂粒を 外淡暗褐色 部yo
505 3.8 はほぼ一定 辺と体部下端にかけて 含む 内褐色 底部全周

手持ちへラ削り

10 I不 体部一墨書 黒色処理 密 良 口縁部小 中!晋 墨書土器

微砂粒を 外明褐色 破片 「田」
601 含む |付黒色 体部外面

内黒土器

11 I不 体部墨 書 密 良 口縁部小 中層 墨書土器

微砂粒を 外褐色 破片 体部外面

602 含主f 内褐色 字体不明

12 I不 体部一墨書 密 良 口縁部小 中屑 墨書土器

微砂粒を 外褐色 破片 体部外面

603 含む 内褐色 字体不明
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法 f注 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出上 備考
口径・底径・器商 器 青5 外 面 内 面 層位

13 皿 12.8 上げ底から罷厚を減じ ロクロ目 ロクロ目 玄、 良 ほぽ完*3 カマド

409 6.0 つつ外反してひらく 体部一横位手持へラ向IJ 微砂粒を 外暗褐色 内

510 l.6 り 含む 内黒色

509 底部全面回転糸切り

後予持へラ削り

14 皿 13.0 上げ底の底部からほぼ 体部下端ーナデ 密 良 カマド

6.5 一定の骨量厚で外反しつ 底部全面削り 微砂粒を 外赤褐色 内

409-3 2.4 つひらく 含む 内赤褐色

15 万子 長 10.6 カマド

幅 l.0 内

205 厚 0.3 

16 万子 4.6 刃部先端部 下層 17と同一

l.0 個体か

201 0.2 

17 刀子 5.7 刃部基部 下回

0.9 

203 0.3 

011号壮一竪穴住居壮一(3-29・30図，図版 3-11) 

遺構

形状一正方形。規模-4.30m X 4.30 m。主軸方向-N-27.50-E。カマドの位置一北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 60cm。周構一全周。幅 ・深さは 20，，-，25cm・-10"-'-13cm。床面一ほぽ平坦。ハード

ロームを深く掘り込んでト構成している。堅固。一部貼床が認められた。柱穴-4個。他に南壁中央部

直下にピット 1個あり。備考一床面中央部に焼土が投棄されていた。カマドは北壁中央部に存在する

が，詳細不明。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(手鎌 1点)である。土器は少量で、完形の界 1点を除き，いずれも破片な

いしは破損品である。坪は丸底あるいは丸底に近い平底のものである。須恵器は坪 2点。

011号遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 面 層位

1 ~ 口径 16.6 頚部でゆるやかな凹凸 口縁~頚部横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 YJ カマド

底径 面をもち口縁は器厚を 胴部一縦{立のナデ 微砂粒を 外明褐色 内

406-2 器高 減じつつ外反する 含む 内明褐色

胴部は強い張りをもっ

2 費 16.8 頚部にわずかな稜をも 口縁部ー横ナデ ナデ 密 )4 カマド

つ強く外反する口縁部 胸部一縦方向のナデ 砂粒を含 外赤褐色 内

406-3 は口唇部で稜をもち直 む 内暗褐色

線的に外傾する面を形

成しておわる。

胴部は強い張りをもっ

3 E平 12.8 丸底から大きく内望号し 口縁~体部一丁寧なへ 全面丁寧なへラ磨 客、 良 )I:! 406カマ

406 て立ちあがる。 ラ削り き 微砂粒を 外暗褐色 ド内

507 4.8 口縁部外面と口唇内面 底部ー雑なへラナデ 合む 内赤褐色 507第 l

にわずかな稜をもっ 口縁部に輪積痕残る 及び濃赤褐 セクショ

色
ン内

4 I手 12.4 丸底の底部から器厚を 口縁一様ナデ 横ナデ 密、 良 YJ カマド

丸底 ほぽ一定にして内管し 体部~底部ー横位へラ 微砂粒を 外赤褐色 下層

403 4.6 て立ちあがり口縁部に 借りり 含む 内赤褐色

ごく弱い稜をもっ

ーιi
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法 止RE 特 徴 f立退
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

5 t手 10.1 平底の底部から内脅し 口縁部一横ナデ 口縁部ーナデ磨き 密 良 一部欠損 カマド

4.4 つつ立ちあがり口縁部 体部下端横位の手持 微砂粒を 外燭色 内
406-1 3.4 で号~~)稜をもち内傾ぎ ちへラ削り 含む 内褐色

みに立ち終わる 底部一木業痕

6 I手 18_5 底部から強く内省して 口唇部横ナデ 口縁部に磨き 密 良 完形 カマド

8.8 立ちあがり器厚を減じ 体部 ・底部横位へラ 長石粒を 外晴褐色 右袖前
409 3.8 つつ口唇部に至る 削り(右→左) 合む 内暗褐色

7 I手 16.2 底部内面に凹凸をもっ ロクロ日 ロクロ目 密 良 口縁~体 下層 須恵器

5.8 体部下位にふくらみを 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外暗白灰色 部}ぜ

404 4.6 もち口縁部でわずかに り 含む 内 暗自灰色 底部全周
外反する 底部一回転へラ切り

8 I手 14.6 平底の底部から体部下 ロクロ目 ロクロ目 密 良 % 床面 須恵器

8.6 端に稜をもち屈曲して 底部回転へラ削り 石英粒を 外灰色

401 4.4 立ちあがり直線的にひ 体部下端回転へラ削 含む 内灰色

らき口唇部はわずかに り

外反する

9 手鎌 長 (6 5) 両端部欠損

幅 1.5 

201 厚 0.15 

012号祉-竪穴住居壮一(3-31・32図，図版 3-12) 

遺構

形状一整った方形。規模 3.65 m X 3.60 m。主軸方向~N~180~E。カマドの位置一北壁中央部。

壁一ほぽ垂直。 46cm。壁溝全周。幅・深さは 15"-'20cm・ 7"-'-8 cm。床面 ソフトローム，ハー

ドロームを切り構築，ほぽ平坦。中央部は踏み固められているが，周辺は軟弱。貼り床。柱穴~4 個。

ともに浅い。備考ーカマドの大きさ，幅 0.9m，奥行1.15m。壁への切込みは半円形。煙道昇角 440

0

火床は約 10cmの深さをも っていた。

遺物

出土遺物は土器のみである。量はやや多いが，いずれも破片もしくは破損品である。杯は丸底のも

のや，須恵器の出土が顕著である。なお，特に番号 7の土器は平底の大形な杯であるが，体部内面に

斜位のていねいな暗文が二段に施され，底部にも一部弧状に及んでいる。底部外面には「太仁巳」の

墨書がみられる。胎土，焼成も他の土器と異っており，移入品と思われる。

012号遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 ~ 外 面 内 面 層位

1 整 14.7 外反する口縁よりくの ロ縁部一横ナデ 密 良 口縁~胴 カマド

字形に頚部はくびれー 胴部ーへラ削り 微砂粒を 外明褐色 中位 右袖中

414 定の器厚を保ちゆるや 含む 内明褐色 層

かに胴部に至る

2 斐 12.2 口縁部は肥厚して外反 口縁部横ナデ 密 良 下層

する 頚部へラ削り縦位 石英粒を 外褐色

413 合む 内褐色

3 斐 平底の底部から大きく 胴部下端へラ削り 事且 不良 下層

7_7 内管して立ちあがる 底部一木葉痕 微砂粒を 外赤褐色

415 合む 内赤褐色

4 婆 25.6 器厚を一定にして外反 口縁部ー横ナデ 横ナデ 密 良 下層

して立ちあがる口縁部 胴部下位ー横方向へラ 微砂粒を 外褐色

I 410 削り 含む 内褐色

つU
F
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法 量 特 出企 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 持長 外 面 内 面 層位

5 I不 15.2 JU志の底部からゆるや 全面へフ削り後ナデ ナデ 密 良 !4 下層

丸底 かに内管してひらく 。 微砂粒を 外赤褐色

407 4.3 口縁内側にごくわずか 含む 内暗褐色

な凹面をもっ

6 庁、 13.8 丸底の底部から内湾し 口縁ー横ナデ 横ナデ 密 良 !4 
丸底 て立ちあがり口縁部で 体部~底部横位持ち 微砂粒を 外赤褐色

4.0 器厚を減じておわる へラ削り 含む 内赤褐色

7 I手 15.8 平底の底部から強く内 口縁・体部ー磨き 宿文一斜位に 2 密 良 口縁YJ 埋土中 墨書土器底部

11.2 望号して立ちあがる体部 体部下端ー横位の手持 段，底面にラセン 微砂粒を 外明褐色 底部%
外面，3字のう

508 4.5 は器厚を減じつつひら ちへラ削り 状に一部細くてい 合む 内赤褐色
ち2字字体不

明「対n
き口唇内側に浅い沈線 底部全面一手持ちへラ ねい 胎土焼成も他
が一条めぐる 削りの後ナデ底部に墨 の土器と異な

書 り，移入品と

思われる

8 I不 14.8 強く内湾して立った体 ロクロ目 ロクロ目 密 やや不良 口縁部 下層 須恵器

部は外反ぎみにひらく 微砂粒を 外白灰色 ~体部YJ 内面一部

503 含む 内白灰色 剥離

9 局台付 14.1 両台は逆台形状を皇し ロクロ白 ロクロ白 密 良 % 中層 須恵器

I不 9.0 しっかりと立つ平底の 高台部ナデ， 微砂粒を 外 灰 色

402 3.6 底部を呈し体部下位で 高台貼り付部ナデ 含む 内灰色

高台高 0.3 屈曲して立ちあがり直 底部全面一回転へラ削

線的にひらく り

10 局台イ寸 丸底状をなす底部をも ロクロ目 ロクロ目 密 良 底部のみ 中層 須恵器

I手 10.1 ち，大きく内望号して立 底部全面一回転へラ削 微砂粒を 外白灰色

411 ちあカfる り 含む 内白灰色

高台高 0.3 高台目占りつけ

11 室 外径 16.4 傾いていて逆台形ぎみ 天井部一回転へラ削り ロクロ目 密 良 ほぽ完形 中層 須恵、器

内f圭 13.6 の中央に窪みをもっ鐙 →鎧貼りつけ， ~占りつ 微砂粒， 外褐色と

412 紐径 3.0 から明瞭な稜を 3所 け部ナデ 石英，雲 灰色の中間

銀高 0.7 もって口縁に至り外反 体部 ・口縁部ーロクロ 母粒含む 内褐色と

しておわる内面は凹凸 目 灰色の中間

である。口縁内側に身

受けのかえりを低く突

出させるはり出しをも

つ

12 重量 14.8 逆台形ぎみの紐から内 天井部一回転へフ削り ロクロ目 密 良 ほぽ完形 床面 須恵器

13.2 脅して下がり口縁で外 →紐貼りつけ，貼付部 砂粒を含 外明灰色

401 3.0 反してひらく天井部と ナデ む 内明灰色

3.3 体部との境はよわい稜 体部 ・口縁部ーロクロ

0.6 をもっている。口縁内 目

側に身受けのかえりを

低く突出させるはり出

しをもつ

013号壮一竪穴住居壮一(3-33~35 図， 図版 3 -13) 

遺構

形状 方形。規模 4.28 m X 4.35 m。主軸方向-N-1180-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 55cm。壁溝一北西コーナー、北東コーナーはピットによって切られている。幅 ・深さは 10

'"'-'20 cm・-7cm。床面 ほぽ平坦。柱穴-4個。備考 円形及び方形の大形ピット 5個によって撹乱

をうけていた。カマドは北壁中央部直下に袖部と火床の痕跡がうかがわれたのみである。

遺物

出土遺物は土器と土玉(2個)である。土器の量はやや多いが，いずれも破片もしくは破損品であ

る。坪は丸底のもの朱塗りのもの等あり ，また須恵器の出土も顕著で、ある。
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013号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・底径・器高 器 ID 外 面 内 面 層位

護 口径 23.1 頚部から強く外反する 口縁部一横ナデ ナデ 密 焼 成 良 床面
底径 口縁である胴部は張り 胴部ー縦へラナデ 微砂粒を 外褐色

401 器高 が弱く内管して下がる 含む 内褐色

2 護 14.5 頚部で肥厚し外反する 口縁部横ナデ ナデ 密 不良 床面
口縁である胴部は張り 胴部上位一縦方向へラ 微砂粒を 外褐色

406 がよわく最大径を中位 ナデ 含む 内褐色

上方にもって内管して

底部に向う

3 費 12.6 外反する口縁部から張 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 密 不良 口縁部 411 
411 りをもたずに下がる 胴部上位一縦方向へラ 胴部上位横位へ 微砂粒を 外褐色 ~胴上部 下層

504 削り ラナデ 合む 内暗灰色 約74 514 

上層

4 翠 13.7 頚部で外反する口縁部 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 口縁~胴 中層

は口唇部外面に稜をも 胴部縦位へラ削り→ 胴部←横位へラナ 微砂粒を 外赤褐色 部約74
401 ち外傾する商を形成し へラナデ ア 合む 及び褐色

て終わる口唇部内側に 内赤褐色

一条の沈線がめぐる胴 及び暗掲色

部は小さく張り出し器

厚を減じて内管しつつ

下がる

5 要 上げ底から強く内管し 胴部下位横位手持ち 雑な横ナデ 密 良 底部のみ 右カ 7

8.0 て立ちあがる へラ削り 砂粒を含 外明褐色 ド袖前

414 底部全面へラナデ む 内明褐色

6 斐 わずかに凸面をなす底 胴部下位ー横削りの後 横位へラナデ 密 良 底部のみ 床面カ

7目7 部から内脅して立ちあ 横ナデ 微砂粒を 外暗褐色 マド前

407 がる 底部全面ーへラ削りの 含む 内暗褐色

後へラナデ

7 I手 13.3 丸底の底部から内望書し 日縁部横ナデ 暗文一底面中央部 密 良 口縁部74 中層 内面暗文

丸底 て立ちあがり口縁下位 体部~底部へラナデ から口縁部に放射 微砂粒を 外褐色， 底部yz 1段やや

503 4.9 にわずかな稜をもっ稜 状，やや粗 含む 赤班あり 組

の下に粘土のつなぎめ 内 赤褐

を残す。 色，暗文

8 I手 10.9 平底の底から内管しつ 口縁部横ナデ 全面磨き赤彩 密 良 yz 床面 内面朱塗

5.5 つひらき口縁部でよわ 体部へラ磨き 微砂粒を 外赤褐色

404 3.4 い稜をもって立ちあが 底部へラ削り 含む 内赤色

る

9 t手 15.8 平底の底部からわずか ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部}昔 カマド 須恵器

5.4 に内管してひらき体部 体部下端~底部全面 砂粒を含 外灰色 底部yz 内右側

4.7 下位で屈曲ぎみに立ち 回転へラ削り む 内灰色 下層
413 あがり体部は器厚を減

じつつ直線的にひらく

10 t手 15.0 わずかに凸面をなす底 ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁一体 501 須恵器

9.2 部から体部下位で強く 体部中位に凹凸をもっ わずかな凹凸をも 砂粒，石 外灰色と 部74 表面

4目3 内管して立ちあがる内 底部全面ー縦横2方向 つ 英，長石 褐色の中間 底部ー全 504 
501 外面に凹凸面を形成す の手持ちへラ削り を含む 内暗灰色 周 上層
504 る

11 E司、 底部から内管して立ち 体部ロクロ目 ロクロ目 密 良 底部のみ 須恵器

6.4 あがる 体部下端~底部全面 微砂粒を 外白灰色

回転へラ削り 含む 内灰色と

514 褐色の中間

12 高 t不 脚部から外反して開く 外商赤彩 微砂粒を 良 中層 外面朱塗

(脚部) 裾をもつ 合む 外赤褐色

402 脚部内面は丸みをもっ (赤彩)

て窪む 内 淡赤褐色

13 土玉 3.6 偏球形を呈し短軸方向 密 良 中層

2.8 に穿孔 微砂粒を

301 穴径 0.5 含む

14 土玉 3.5 密 良 中層

2.8 微砂粒を

301 穴径 0.5 含む
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014号壮一竪穴住居祉一(3寸 6・37図，図版 3-13) 

遺構

形状不整方形。規模 3.60m X 3.35 m。主軸方向-N-63.50
- E。カマドの位置東壁中央部。

壁一不明確。 22cm。壁溝南西コーナーは切れている。 幅・深さは 15cm・ 3~- 7 cm。床面 ほ

ぽ平坦。堅固。北側は大きく撹乱をうけている。柱穴-2個。北側は撹乱のため不明。備考ーカマド

は崩れがひどく，詳細は不明確。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(3点)，鉄津(1点、)がある。土器は少量で、ある。鉄製品は倣，刀子，不

明な鉄片である。万子は床面，鉄片は下層か ら出土している。鉄淳はカ マ ド内か らの出土である。

014号遺物一覧表

法 監口廷 特 世主 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 i立 存 度 :P. t 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 隠位

斐 口f圭 11.7 頚部内面に稜をもち外 円縁~胴部下位までは 口縁部~胴部上位 密、 焼成良 床面 ロクロ整

底径 反する。口縁は口唇部 横ナデ(左→右) まで横ナデ 微砂粒を、 外 l情褐色 形

401 器高 外面に稜をつくり 内傾 胴部下位不定方向の 含む 内暗褐色

して立ち上る。 胴部は へラ削り

中位上に最大径をもち 横位及び斜位

内費して底部に向う

2 I不 12.6 平底の底部から内管し ロクロ目 ロクロ目 密 良 下層

6.1 て立ち上り口縁部でわ 底部下端一手持ちへラ 砂粒を含 外褐色

502 3.3 ずかに外反して終る。 削 り む 内褐色

底部全面一一方的の手

持へラ削り

3 I不 12.1 底部から大きく内管し ロクロ目 ロクロ目 密 不良 カマド

5.7 て立ちあがり 、直線的 体部下端手持ちへラ 石英を含 外褐色 内

407 4.3 にひらく 自IJり む 内褐色

底部一一方向へ手持ち

へラ削 り

4 I不 15.0 上げ底の底部から器厚 体部下端一手持ちへラ 黒色処理 密 良 下層 内黒土器

6.5 を減じて内脅して立ち 削り 石英を含 外褐色 墨書土器

402 5.1 ヒる 底部一回転糸切り後周 t; 内黒色 底部外面

縁部を手持ちへラ削 り 「基」
底部墨書

5 鉄鍛 長 10.9 中層

幅 2.1 
201 厚 0.45 

015号土止 竪穴住居牡 (3 -38・39図，図版3-14) 

遺構

形状方形。規模 2.85m X 3.00 m。主軸方向-N-610-E。カマドの位置東壁中央部。壁 ほ

ぼ垂直。 37cm。壁溝一東側半分は検出されず。幅 ・ 深さは 15~20 cm・ 6~- 1l cm。床面 ハード

ロームを深く掘り込んだあと厚く貼床している。貼床はロームと暗褐色土の混在土で約 30cmの厚さ

をもち，上面は割と堅く踏み固められていた。柱穴一北コーナー近くにピット一個検出されたのみ。

備考 ハードロームを深く掘り込んだ面は、方形に区割されており ，住居の重複ないし拡張も考えら

れたが，いずれも明らかにし得なかった。
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カマドは崩れがひどく不明な部分が多い。

遺 物

出土遺物は土器と石製品(紡錘車 1点、，砥石 1点一補足図 1)，鉄製品(手鎌 1点)がある。土器は

やや量が多く， :1:不，皿の類が多い。

015号祉遺物一覧表

法 '1守L 特 徴 位日立
醤号 名称 胎土 焼成 ・色調 i立存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 背5 外 薗 l付 面 踏位

l 亨~櫨4 ni圭 8.7 小型の婆である。口唇部 口縁~胴部 F位←横ナ ナデ 密 焼 成 良 下層 ロクロ整

底径 3.8 で内傾して立ちあが デ(右→左) 微砂粒を 外上部暗褐色 罪主

412 器高 10.3 る。胸部は最大径を中 胴部下位一横位手持ち 含む 下部赤褐色

位にもち、内管をつづ ヘラ削り底部会面一方 内よ部暗褐色

け厚い底部に至る 向の手持ちへラ削り 下部赤褐色

2 I手 12.6 平底から内毎して立ち ロクロ自 ロクロ目 密 良 ほぽ完形 中層

6.9 上り体部下位に稜を 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外黒色及

415 3.8 作った後，直線的にひ 削り 含む びi良晴褐色

らさ口縁部でわずかに 底部全面回転糸切り 内 濃暗褐色

外反する。 後一方向への手持ちへ

ラ削り

3 I手 12.2 あげ底の底部から内轡 ロクロ目 ロクロ目 密 良 完形 床面

5.9 して立ち仁り口縁部て占 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外暗褐色

406 4.0 やや外反する 削り 含む 内暗褐色

底部全面一一方向への

手持ちへラ削り

4 I不 1.38 平底の底部から内管し ロクロ目 ロクロ目 密 上層 刻書土器

7.5 て立ちあがり体部は直 体部下端一手持ちへラ 外暗褐 体部外面

414 4.7 線的にひらく 削り 色 焼成後

底部全両一回転へラ切 内 暗 褐 「玉」
り後一方向への手持ち 色

へラ削り。刻書(体部)

5 I手 12.6 平底の底部から内轡し ロクロ目 ロクロ目 微砂粒， 良 表面 墨書土器

6.4 て立ちあがる。ゆがみ 体部下端一手持ちへラ 石英を合 外赤褐色 体部外面

602 3.3 をもっている 削り む 内赤褐色 2字字体

底部全面ーへラ切り後 不明

一方向への手持ちへラ

削り。墨書(体部)

6 I手 12.4 平底の底部から器厚を ロクロ目 ロクロ目 砂粒を含 良 上層

6.1 減じつつ内管してひら 体部下端一手持ちへラ む 外褐色

410 3.6 く 削り 内褐色

底部全面一方向手持

ちへラ削り

7 町、 13.5 平底の底部からゆるや ロクロ目 ロクロ目 良 中層

6.4 かに内管してひらき口 体部下端手持ちへラ 外明褐色

419 4.3 縁部でわずか外反する 削り 黒斑

底部全面一一方向への 内赤褐色

手持ちへラ削り

8 I手 17.5 平底から大きく内管し ロクロ目 ロクロ目 丁寧な 密 良 y2 床面 内黒

6.5 て立ち上り口縁部で外 体部下端一手持ちへラ へラナデ内黒 微砂粒を 外黒色及

407 6.6 反する深い器形である 削り 合む び暗褐色

底部全面一二方向(直 内暗褐色，

交する様に)の手持ち 黒色と暗灰色

へラ削り の中間

9 I筒台付 12.5 中央が肥厚する底部か ロクロ目 全面へラ磨き 密 良 ほぽ完形 床面

lIll 不明 らゆるやかに内管して 底部全面一回転へラ削 微砂粒を 外黒色

409 2.3 ひらき，口縁部でわず り後ロクロ使用の横ナ 含む 内黒色

0.4 かに外反する逆三角形 ア

の高台がつくものと恩

われる

10 高台付 12.6 荷台は細い逆三角形を ロクロ目 ロクロ目のあとへ 密 良 ピフb巳zπ'" ノ 中層

lIll 6.6 呈する。器形はゆがん 底部回転へラ切り後高 ラナデ 微砂粒を 外褐色一

403 2.8 でいる 台貼りつけ，高台貼付 含む 部黒色

0.4 部横ナデ 内晴褐色
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法 電 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青芸 列ト 面 内 面 層位

11 r~l台付 12.0 高台は外面に稜を持つ ロクロ目 ヘラ磨き 密 良 口縁一体 417中

皿 6.5 て張りしっかりと立 底部 回転糸切り痕を 微砂粒を 部y. 層

508 2.6 つ。皿部はゆるやかに 残す 含む 高台部全 508カ

0.8 内費して開き口縁部で 高台貼りつけ後ロクロ 周 マド内

外反する 使用の横ナデ

12 荷台付 12.5 高台は一定の厚さで張 ロクロ目 全面へラ磨き 密 良 体部 y. 下層

皿 8.0 り出し、しっかりと立 底部一回転糸切り痕を 砂粒を含 外明褐色 高台及び

402 2.7 つ。皿部はゆるやかに 残す む 内明褐色 底部全周

1.1 内脅してひらき口唇部 高台貼りつけ後ロクロ

がわずかに肥厚する 使用横ナデ

13 高台付 13.0 高台は逆三角形を呈し (R)ロクロ日高台貼 ロクロ目 密 床面

lIIl 6.0 高いがしっかりと立 りつけを左→右へナデ 外 暗 褐

405 2.8 つ。皿部はわずかに凸 底部全面一回転へラ切 色

1.1 面をなす底部からゆる り後ナデ 内暗褐

やかに内管をつづけひ 色

らく。 (黒斑)

14 荷台付 13.1 向台は逆三角形を呈し ロクロ目 全面へラ磨き 密 良

皿 7.6 張りが少なく立つ。皿 底面一回転糸切り痕が 微砂粒を 外 黒 色，

404 2.7 部は平底の底部から内 中央に残る 含む 暗褐色

0.8 笥してひらき口縁部で 高台貼りつけ部をロク 内黒色一

外反しておわる。 ロ使用ナデつけ 部褐色

15 長頚瓶 高台部は外面が直線的 ロクロ目 ロクロ目 微密 ↑憂 高台のみ 上層 灰紬陶器

8.6 に張り出し広い接地部 底部全面ーロクロ目 微砂主立を 外灰色

416 をもち内面は内脅す 合む 内灰色

1.50 る。体部は強く内管し

て立ち上る

16 石製紡 上径 3.1 台形状を呈する孔はー ほぽ完形 中層

錘車 子L径 0.7 方向から穿っている様

101 厚 2.3 でふある

下径 3.7 

17 手鎌 長 7.6 一端を欠く

幅 1.7 

201 厚 0.1 

016A号士止一竪穴住居壮一(3-41・42図，図版 3-15) 

遺 構

形状不整方形。規模-3.65m X 4.10 m。主軸方向 N-35.50-E。カマドの位置北壁中央部。

壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝 西，南壁のみ確認。幅・深さは 15cm・-7cm。床面一ソフトローム上

に構築。残存する部分は平坦。柱穴一床面の大半をC号杜に切られているため不明。只，四隅及び壁

際にピットが認められ，これらが柱穴となる可能性もある。備考 C号牡に大半切られている。

遺 物

出土遺物は土器と石製品(砥石 1点)，鉄製品(手鎌 l点、)である。住居の大半をC号杜に切られて

いるため，出土量は少ない。

0168号祉 竪穴住居杜 (3-41・42図，図版 3-15) 

遺構

形状一不明。規模一不明。カマドの位置 北壁になるか ?壁一不明。壁溝一西壁で一部確認。幅は

10'""'-' 15 cm。床面ーソフトローム上に構築。柱穴不明。備考大部分をC号祉に切られている。床面

円

i
「

D



はA号牡よりやや深いが，確認面積が少ないためA号祉との新旧関係は不明である。

遺 物

出土遺物は少量の土器と土玉(1点)であるが、住居の大半をC号祉に切られており，不明な点が

多い。

016C号祉一竪穴住居壮一(3-41図，図版3-15) 

遺構

形状一方形。規模ー2.90m x 2.65 m。主軸方向-N-50-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 38cm。壁溝ーカマド右，北壁の部分が欠けている。幅・深さは 10.........20cm・-12cm。床面

一ほぽ平坦。柱穴一不明。ピット 3個あり。備考-016ω ・(B)号社を切って構築しており，最も新し

い。カマドはBと重複し，崩れもひどいため詳細不明。大きさは幅約1.25m，奥行約1.0m程度であ

る。

遺 物

出土遺物は土器と石製品(砥石 1点)，鉄製品(万子 1点)である。土器は量は多いが，破片が多

しh。

016A・B・C号牡遺物一覧表 ( )内は出土の住居社

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 護 口径 19.6 頚部で外反する口縁部 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼 成 良 床面

(A) 底径 は内毎ぎみにひらき， 胴部一縦位へラナデ 微砂粒を 外褐色

402 器高 口唇部外面に凹面を 含む 内褐色

もって終わる

胴部は内管してわずか

に張り出した後ほl;rぽ

直すぐに下がる

2 聾 25.5 外反する口縁部に強い 口縁部ー横ナデ 口縁部ーへラ削り 密 良 7s' 床面

(C) 11.5 穫をもち口唇部は外反 把手貼付後周辺をナデ 体部下位ナデつ 石英粒を 外暗褐色

418 21.8 ぎみに立ちあがる っけ け 含む 内暗褐色

頚部に断面三角形の把 体部縦位へラナデ

手を 2ヶ所もつ胴部は

張りがなくゆるやかに

内傾して下がる

3 塑 うすい上底の底部から.胴部下位横位へフ削 横ナデ 密 やや不良 底部活 床面

(C) 10.0 屈曲して立ちあがる り 微砂粒を 外黒色

416 底部全面ーへラナデ 含む 内褐色と暗

か? 褐色の中間

4 甑 底部の破片 密 良 カマド

(C) 穴径 多孔(5孔か?) 微砂粒を 外暗褐色 内

426 3.6-3.8 含む 内晴褐色

5 t手 15.0 薄い平底の底部より内 底部糸切後周縁部手 内黒 密 外掲色 上層 墨書土器

(B) 7.6 管しながらひらき口唇 持ちへラ削り 砂粒含む 口縁部黒色 体部外面

601 4.8 部で小さく外反する 体部下位~底部一手持 内黒色 「凡」
ちへラ削り 内黒土器

6 t手 15.0 上げ底の底部より内管 (R) ロクロ目 ロクロ目 密 良 床面 刻書土器

(C) 6.5 しながらひらき口縁部 底部一回転糸切後周縁 底部内面刻書 砂粒含む 外赤褐色 底部内面

417 4.6 で外反する 及び体部下端を手持ち 内赤褐色 焼成後

へラ削り 「田」
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 究ラ 外 面 内 面 層位

7 I手 15.4 やや上底の底部より内 (R)ロクロ自 ロクロ目 密 良 下層

(C) 6.4 望号しながら一定の器厚 体部下位手持ちへラ 石英含む 外暗赤褐色

421 4.4 でひらき，口縁部でや 削り 内暗赤褐色

や外反する 底部一回転糸切後周縁

手持ちへラ削り

8 I手 13.1 平底の底部より内脅し 口縁から体部へラ削 密 良 下層

(C) 5.8 ながらひらき口縁部で り後へラナデ 砂粒含む 外赤褐色 カマド

413 4.9 はやや器厚を減じる 底部全面一手持ちへラ 内赤褐色 右

削り

9 lIll 13.3 上げ底の底部からゆる (R) ロクロ目 ロクロ目 密 良 下層

(C) 5.5 やかに内管しつつひら 体部下端一手持ちへラ 長石含む 外赤褐色 カ7 ド

412 1.6 く 削り 内赤褐色 ~rJ 

底部全面一一方向の手

持ちへラ削り

10 土玉 長径 2.3 ほぽ球状を呈する 密 良 周溝上

(B) 短径 2.2 微砂粒を 外暗褐色

301 孔上径 0.7 含む 内晴褐色

中 0.2 

下 0.5 

11 砥石 長 1l. 2 

(A) 幅 4.7 

101 厚 4.7 

12 砥石 長 8.5 

(C) 中高 2.8 

102 厚 2.5 

13 万子 長 2.8 刃部破片

(C) (手鎌) 幅 2.1 

202 厚 0.15 

14 手鎌 長 7.8 一端が折り曲ってし3る 完形

(A) 幅 1.9 

201 厚 0.15 
一 一

017号壮一竪穴住居牡 (3 -43・44図，図版3-16) 

遺構

形状一方形。規模 4.50m X 4.35 m。主軸方向 N-530-W (西カマド)0N-360-E (北カマ

ド)。カマドの位置一西壁中央部・北壁中央部にもカマドの痕跡が認められた。壁一ほぽ垂直。 38

cm。壁溝全周だが，ピットの部分は切れる。幅 ・深さは 20-"-'25cm・-10-"-'20cm。床面ハード

ローム。ほぽ平坦。柱穴 不明。壁溝上に小ピット 8個検出。すべて内側に向って傾斜している。備

考ーカマドは新旧 2基が存在する。北壁のカマドが古く，西壁のカマドが新しい。北壁のカマドは壁

への切込み部分と直下の床面上に砂質粘土と焼土がわずかに確認されたのみである。西壁のカマドは

幅約1.3m，奥行き約 1.1m で，袖部の大半は崩れている。構材は砂質粘土を使用している。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品(鍬2個体以上 4点，万子 1点)である。土器は量は多いがいずれも破片

もしくは破損品である。鉄鍛破片 2点は中層及びカマド上部から，万子は下層から出土している。
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017号牡遺物一覧表

i宏 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 陪H立

I 易品商 口径 内面に凹凸をもっ胸部 胴部上位横ナデ 横ナデ 密 焼成良 胴部~底 上層 ロクロ整

底径 5.9 は器厚を一定にして下 胴部中位~下位一機位 砂粒含む 外暗褐色 部の% (1 G) 育長

511 器高 がれわずかに門面を ヘラ削り 内褐色

なす底部に至る 底部全面手持へラ削

り

2 J事民官民昼 21.5 頚部で強く外反する口 口縁部横ナデ 頚部へフ削り 密 良 下層 土師質

縁は肥厚してやや下が 胴部縦の叩き目 胴部上位横ナデ 微砂粒を 外明灰色 須恵器

406 りぎみの外面に稜をも 部分的にナデつけ 合む 内暗灰色

ちわずかに内轡して立 の痕を残す

ちあカtる

3 世証 底部から屈曲して上位 胴部中位 縦位日日き目 横ナデ 密 良 !4 カマド 須恵器

15.0 に向かう。多孔 胴部下位斜位へラナ 微砂粒を 外暗灰色 左脇

402 ア 含む 内暗灰色 床面

孔部ヘラ削り

4 I不 16.1 体部下端から器厚を減 ロクロ目 ロクロ目 密 良 カマド

8.2 じつつわずかに内管し 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色 内

411 5.0 て口唇部に丸みをもっ 削り 合む 内黒色

て終わる 底部手持ちへラ削り

5 I手 12.4 平底の底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部 上層 切り離し

6.9 みに立ちあがりわずか 体部下端子持ちへラ 微砂粒を 外明褐色 ~体部の (2 G) 方不明

509 4.05 に外反しつつひらく 削り 合む 内明褐色 一部

底部全面一手持ちへラ 底部全

削り

6 I不 12.3 上げ底の底部から強く ロクロ目 ロクロ目 密 不良 体部~口 404 

6.8 内脅して立ちあがり， 体部下位~T端ー横位 微砂粒を 外明黄褐色 縁は一部 下層

518 3.6 体部上位にロクロ痕に ヘラ削り 含む 内明黄褐色 残存 518 

404 よる枠をもち口縁部で 底部中央に回転糸切り 底部全周 カマド

外反する 痕を残し周縁を手持ち 袖下

へラ削り

7 I手 12.7 わずかに凸面をなす底 ロクロ目 ロクロ目 密 やや不良 % 504 底部切り

511 6.9 部から強く内轡して立 体部下端横位へラ削 口縁部に一部油煙 砂粒含む 外淡黄褐色 (4 G) 離し方不

504 3.6 ち，口縁部で外反する り 付着 に近い明褐色 覆土中 明

505 底部全面一手持へラ削 内淡黄褐色 505 口縁内外

り に近い明褐色 (4 G) 面に部分

口縁部に一部油煙付着 土層 的に油煙

511 

(1 G) 

土層

8 I不 13.0 内轡して器厚を減じつ ロクロ目 ロクロ目 密 良 床面

6.6 つ立つあがる 体部下端手持ちへラ 雲母含む 外明褐色

405 3.5 体部は中位から外反ぎ 削り 内明褐色

みにひらく 底部一中央に糸切り痕

を残し周縁を手持ちへ

ラ削り

9 王手 14.0 上底の底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 密 良 カマド

7.2 脅して立ちあがり体部 体部下端手持へラ削 雲母含む 外褐色 内

408 4.2 はゆるやかな内管をつ り 内褐色

づけ口縁部に至る 底部一中央に糸切り痕

を残し周縁部は手持ち

へラ削り

10 局台付 13.9 高い局台でゆるく外反 ロクロ目 全面へラ磨き 密 良 覆土中 内黒土器

l皿 6.2 して立つ。体部下位外 高台貼付け 内黒 砂粒含む 外明褐色

504 3.0 面に稜をもっ 内暗褐色

1.2 皿部は平底の底部で体

部下位で内管し器厚を

減じてやや外反ぎみに

終る

内面はゆるやかに内轡

してひらく

11 鉄鉱 長 12.7 床面

幅 0.7 

202 厚 0.3 
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法 円世 特 徴 位置

番号 名称 胎上 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 函 内 面 層位

12 鉄is_¥ 長 4.2 木質付着 周溝内

幅 0.9 
204 厚 0.5 

018号祉 竪穴住居牡 (3-45~47 図，図版 3 -17) 

遺 構

形状一方形。規模 5.30 m X 6.00 m。主軸方向一N-31.50-E。カマドの位置一北壁中央部やや東

寄り。壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 15-----3-----10cm。床面 ハードローム上に

貼り床。ほぽ平坦。柱穴 4個。備考一北西コーナー床面上に投棄されたと考えられる焼土のフ十ロッ

クが所在した。カマドは幅約1.95m，奥行約1.55m の大きさを測る。

遺物

出土遺物は土器，土製品(土玉 1点，支脚 1点)， 石製品(砥石 2点)，鉄製品(万子 2点，鉄片

1点)である。土器は多量に出土しており，坪の出土が顕著である。砥石 1点は下層，万子 1点はカ

マド前方下層，鉄片は南側周溝上から出土している。

018号泣遺物一覧表

法 R 塁主 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 巾土 備考
口径・器高・底径 器 背3 外 商 内 面 層位

1 ~ 口径 22.6 頭部でやや外反する口 口縁部横ナデ ナデ 密 焼 成 良 y. 中層

底径 縁部は口唇部で綾をも (右→左) 石英含む 外赤褐色

533 器高 ち直線的に立ちあがる 胴部一縦{立へラ削り 内赤褐色

2 婆 21. 0 頚部で強く外反する口 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 ys 上層

縁は外面に稜を有し， 桐部調整不明 雲母含む 外黄褐色

502 やや外反ぎみに立つ 内黄褐色

3 護 27.8 頚部で強く外反する口 口縁ー横ナデ(右→左) ナデ 密 良 y. カマド 土師質

縁部は口唇が凸帯状の 胴部横位の叩き目 微砂粒を 外赤紫色 左側 須恵器

402 面を形成して内傾ぎみ 含む 内赤紫色 上層

に立つ 断面明褐色

胸部は強く張り出す

4 I手 12.0 平底の底部から内脅し 体部横{立ーへラ削り後 口縁部横ナデ 密、 良 口縁部y. 上層

3.55 て立ちあがり口縁部で ヘラナデ 体部ナデ 微砂粒を 外明褐色 底部活

531 6.1 やや外反する 底部全面一手持ちへラ 含む 内明褐色

底部内面中央と立ち上 削り

がり部に押えによる凹 口唇部横ナデ

面を形成する

5 高台付 高台はゆるく張りしっ ロクロ自 ロクロ目 密 良 底部活 上層

椀 0.8 かりと立つ 高台貼付部をナデてい 微砂粒を 外淡赤褐色

502 5.8 体部は底部から大きく る 含む 内淡赤褐色

内脅して立ちあがり器 底部同転へラ削り

厚を減じつつゆるやか

に内脅をつづける

6 長頚瓶 4.2 直線的に立つ頚部は口 ロクロ目 ロクロ目 微砂粒を 優 口縁部yz 上層 内外面に

縁部で外反し口唇部は 含む 外暗灰色 手曲がか

512 外面に凹をもって立ち と暗縁色 かってい

あがる 内暗灰色 る

と暗縁色 灰粕陶器
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法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・穂高 器 育長 外 面 内 面 層位

7 t手 11. 7 底部と体部の境にわず 口縁ー横ナデ ナデ 密 良 % カマド 煤付着
3.9 かな稜をもっ 体部ー不定方向の手持 部分的にスス付着 微砂粒を 外明褐色 左側

404 7.2 体部は内管ぎみに立ち ちへラ削り 含む 赤褐色 下層
口縁部で直線的に立つ 底部全面一一定方向の 内明褐色

手持ちへラ削り

8 I手 13.0 平底の底部で体部は内 口縁部ー横ナデ 底面へラナデ 密 良 % 上層 黒斑
4.1 毎しつつ立ちあがる 体部一手持ちへラ削り 体部ーナデ 雲母含む 外暗褐色

502 7.2 底部全面手持ちへラ 口縁部横ナデ 内濃紫褐色

削り

体部に黒斑付着

9 t手 12.2 底部と体部の境にわず 口唇部一横ナデ ナデ 密 良 完形 中層

3.8 かな稜をもっ 体部ーへラ削り 黒斑をもっ 雲母含む 外赤褐色 カマド

411 7.5 体部は器厚を一定にし (黒斑) 左側

てゆるく内聖書して立ち 内赤褐色
あがり口唇部で丸みを

もって終る

10 E手 12.5 平底の底部で体部はゆ 口唇部横ナデ 全面磨き 密 良 YJ 501 

3.7 るやかに内脅しつつ立 体部横位手持ちへラ 微砂粒を 外淡赤褐色 表面

501 6.8 ちあがる 削り 含む 内淡赤縄色 504 
504 口縁は丸みをもって終 底部一手持へラ削り 一部暗褐色 上層

わる 体部に黒煙付着

11 t手 12.1 平底の底部より内毎し 体部ー横位及び斜位手 口縁部ー横ナデ 密 良 下層

7.0 ながら立ちあがり一定 持ちへラ削り 体部ーナデ 石英含む 外暗褐色

406 3.8 の器厚で口縁に至る 底部全面手持ちへラ 内暗褐色

削り

口縁部ー横ナデ

12 l(- 12.3 上げ底の底部から体部 ロクロ目 密 良 544 
4.3 下位に稜をもち，体部 体部下端一手持ちへラ 長石含む 外赤褐色 下層

544 6.7 は直線的にひらき丸み 削り 内赤褐色 525 
525 のある口唇部をつくる 底部一全面手持ちへラ 中層

削り

13 r(- 13.2 平底の底部で，体部は ロクロ目 ロクロ目 密 良 下層

4.2 器厚を減じつつ内毎し 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外暗褐色

405 7.3 て立ちあがり口縁部は 削り (左→右) 含む 内暗褐色

肥厚してわずかに外反 底部全面一手持ちへラ
する 削り (縦，横)

14 t手 11.9 平底の底部で体部は器 口縁~体部ー横ナデ 横ナデ 密 不良 中層

4.1 厚を減じつつわずかに 体部下端手持ちへラ 口縁部に黒斑有り 微砂粒を 外赤褐色

510 6.9 内毎しつつ立ち，口唇 削り 含む 内明褐色

部は尖りぎみに終わる 底部全面ー手持ちへラ

削り

15 t手 16.3 やや凸面状を呈す底部 口縁~体部中位一ロク 磨き 密 良 519 

519 5.0 から内毎して立ちあが ロ目 微砂粒を 外明褐色 中層

502 7.3 り口唇部は丸みをもっ 体部中位~下端-3段 含む 内明褐色 502 

525 て終わる の回転へラ削り 上層

底部全面一回転へラ削 525 

り 中層

16 t手 12.7 上底で内面中央に凸面 ロクロ目 ロクロ自 密 不良 下層 墨書土器

8.4 をもっ底部から強く内 体部下端一手持ちへラ 砂粒含む 外黄褐色 体部外商

ω2 3.6 脅して立ちあがり，体 削り 内黄褐色 字体不明

部は直線的にひらく 底部中央に糸切り痕

を残し周縁部は手持ち

へラ削り

17 杯 11.5 上げ底の底部である ロクロ目 ロクロ目 密 良 下層

3.7 体部は外面に強いロク 体部下端一手持ちへラ 砂粒含む カマド

403 6.8 ロ自を残し内毎しつつ 削り 左側

立ちあがる 底部ー中央に糸切り痕

を残し周縁部は手持ち

へラ削り(4回)

内
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r去 Ilt ヰ手 徴 1なii'l
ti ~} ず:科、 一 !桁 iJ'tlJ見・色調 i立 存 度 :tlト 備考

口径・底筏・器商 出; 庁5 合ト Ini |付 IlIl I\~(な

18 I千 11.2 卜ーややI:lnほ主"Z外ωJi王;ilS w吊~ r]立iし、ロク ul]を ロクロ n 1キJ 良 カマド

6.8 から強く|人j!均して u:九 銭寸 砂杭合ι、 外赤褐色 在側

403 3.75 あがり，体部は外面に 体部下端 F持ちへラ |付赤褐色 ドlct

強い口クロ LIを残し内 削り

脅しつつ11縁に生る I底部中央部に糸切り

痕を残し周縁部に手持

ちへラ削り

19 I手 11.5 わずかに上げ底ゴみの ロクロ日 ロクロ日 密 良 xi 517 

4.1 Jr<部から強く[付f守して 体部下端 手持ちへラ 微砂粒を 外司rl褐色 'N'，) 
517 4.8 、~'L r)あがり，体ffiSi.J:l!'( 削り 合む l人17リーム色 537 

537 線的にひらく 氏綿糸切り民の み 中!同

(無調整)

20 t{ 12.2 平f).~の!底部で{本部はわ i本部ハケ状工!1によ ロクロ臼 密 良 F陪
3.75 ずかに内向しつつひら る償(立ナデ 体部に黒E証 微砂粒を 外 I主亦褐色

544 6.7 き， 1 1 ~子部ごくわずか f本局Sf端 !日l転へラ荷1] 合む 内 l情渇色

に外反する 1) 

Ji~部全両糸切り 1民銭

す (!熊E調整)

21 tf 14.0 、ドI底の底部で， j宇部は ロクロ目 ロクロ円 主' 不良 t_]国

5.75 大主く I入j姥しつつ立ち !応部糸切り1良のみ 長Ti含む 外 l情褐色

531 6.5 あがり 11村IHLく終わ (無調瞥) |付偶色

る

椀に近い総形である

22 tf 12.8 2苦!'jを減じつつゆるや 体部fl;.¥;!}1"凹」 ¥'1'，' 良 仁1i1 !J.¥.!i土器

6.5 かに内角してひりく i本 微砂粒を 外 i主赤褐色 休部外面

603 4.0 部でI1縁部はわずかに 合む 内 I主亦褐色 「回」かつ

外反する

23 tf 12.0 内角しつつ立ちあがる 体部墨;!}I九」又は「只」 密 良 中f回 ~.!i土器

(宇部でI1将部がわずか 微砂粒を 外淡赤褐色 体部外面

607 lこ肥1'):する 合む |勾淡赤褐色 1" JLJ又は

「只」

24 tf ギ1怠の!応部からIfl線的 体部ド端 子持ちへラ 密 良 上限 選S土器

9.0 になちあがる 削り 微砂粒を 外 i真赤褐色 体部外面

604 I応部中央に糸切りJ11 合む 内淡赤褐色 字体不明

を残し周縁部に手持ち 「固jか

ヘラ削り

体部に，'nl'}

25 I手 、ド底のほ市より内向し Ji~ilfl に.r!，~ j，lJi!!J 存; 良 破片 上l凶 !J'¥'!H器

(底部) て立ちあカfる 微砂殺を 外淡赤褐色 底部外面

605 合む 内 i主赤褐色 「只」

26 tf わずかに上げ底状を笠 体部下端手持ちへラ 密 良 中層 墨書土器

(底部) 8.6 し内函中央に凸面をも 削り 酬を|外淡 西壁脇 底部外面

601 つ庇 !応部中央に糸切り伎を 含む 内淡赤褐色 「只」

残し周縁部手持ちヘラ

自1]り

成部にI1~l号IHJ

27 tf 底部中央がわずかに L ロクロ目 ロクロ目 密 良 fi併 墨書土器

7.3 げ底状を52する底部か 底部中央に糸切り痕 微砂粒を 外明褐色 底部外面

606 ら立ちあがりilfIで肥!'/- を残し周縁部手持ちへ 合む 内明褐色 「束」

し体育sはゆるく内向さ ラ削り

みに立ちあがる 底部に尽力1"¥jU 

28 tf 13.5 手応の底部より内向し (R) ロクロ FJ ロクロ日 密 良 下M 須恵器

7.2 ながら立ちあがり内外 体部下端手持ちへラ 長石含む 外明灰色 カ7 ド

409 3.9 面に凹凸商を持ちμ縁 削り 内灰色 右側

部でやや外反する 底部全面手持ちへラ

削り

20 I手 11.8 わずかにとげ底状の底 (R) ロクロ同 ロクロ目 密 良 上限 くすんだ l

3.6 部より強く内問して立 体部下端手持ちへラ 長石含L' 外暗褐色 須恵器

509 7.0 ちあがり ，体部はわず 削り 内暗褐色

かに内向して口縁部に f応部中央に糸切り泌を

歪り外反して終わる 残し周縁部は手持ちへ

ラ削り(4回)

q
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法 l:t( 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内

30 I不 12.8 底部から屈曲ぎみに立 ロクロ目 ロクロ自

7.6 ちあがる体部はわずか 体部下端一手持ちへラ

401 4.4 に内管してひらきは唇 削り

部で丸く終わる 底部全面一手持ちへラ

底部内面にゆるい凹凸 削り

をもつ

31 局台付 14.7 高い高台は細く直線的 ロクロ目

血 7.9 に立つ 高台目占イ寸部ーナデ

507 3.3 皿部は平底の底部から 底部ーへラ削り

1.6 体部下位に稜を有し外 底面墨書「九」又は「只J
反してひらき肥厚する 内黒

日唇部に至る

32 土玉 外径 2.2 
長 2.1 

810 孔上径 0.5
中 0.35
下 0.6 

33 砥石 長 3.9 
幅 2.4 

101 厚 1.1 

34 刀子 長

幅 1.6 
201 厚 0.25 

35 万子 長 15.1 
幅 1.6 

202 厚 0.25 
」

019号壮一竪穴住居壮一(3-48・49図，図版3-19) 

遺 構

位(世

胎土 焼成 ・色調 ill存度 出 1-- 備考
商 !剖(立

密 良 カマド 須恵器

微砂粒を 外明灰色 左側

含む 内晴灰色 上層

密 良 上層 図の造物

石英含む 外褐色 番号は誤

内褐色 言己

墨書土器

底部外面

「九」文は

「只」

内黒土器

上層

形状一整った方形。規模-6.65m X 7.00 m。主軸方向 N-36.50-W。カマドの位置一北西壁中央

部。壁 ほぼ垂直。 40cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 15，，-，20cm・-10cm。床面ーハードロームを掘

り込んだ上に貼り床，ほぽ平坦。柱穴一主柱穴 8個。他に支柱的なピット 6個あり。備考 西側コー

ナー壁にそって焼土を検出。東壁南寄りは，方形の大形ピットにより切られている。 北東コーナーに

は径1.0mxO.8 m，深さ 0.5mの方形ピット(貯蔵穴か)が所在する。

カマドは幅約1.2m，奥行約 1.35m で砂質粘土で構築している。焚口は床面より約 18cmの深さ

で掘られ，煙道はほぼ垂直である。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。坪は丸底のものが顕著である。

019号Jj上遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 持長 外 面 内 面 層位

I 斐 口径 20.8 頚部で強く外反する 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 焼成良 上層

底径 口縁器厚は一定してい (右→左) 雲母含む 外淡赤褐色

502 器高 る 胴部縦位へラ削り 内淡赤褐色

-64-



法 丘三 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・底径・器高 器 青5 外 面 内 面 層{立

2 E霊 15.2 頚部で外反し肥厚する 口縁ー横ナデ ヘラ横ナデ 事且 不良 カマド

6.7 口縁部は口唇部外面で 目同部 不定方向のへラ 円縁部~頚部一横 砂粒含む 外赤褐色 右側

407 わずかに零下して稜を 削り後ナデ ナデ 内黒色 下層

もち器厚を一定にして 底部全面一方向の子 すす付着

上げ底の底部に至る 持ちヘラ削り

3 護 11.6 小型てザある 口縁部横ナデ 横ナデ 密 不良 509 

1同部上位に綾をもち内 胴部斜位のへラ削り 口縁部にうすい黒 微砂粒を 外赤褐色 下層

509 傾して外反する口縁を 後へラナデ 斑 含む 内濃赤色 513 

513 もつ口唇部は丸く終わ 床面

る

胴部は内局して下がる

4 草5笛し 中央部がわずかに上が 胴部ー叩き日 密 良 上層 土師質

12.4 る。底部で立ちあがり 』同部下位ー不定方向へ 微砂粒を 外明褐色 須恵器

501 部分に押さえによる凹 のへラ削り 含む 内黒色

面をもって立ちあがる

5 手短ね 4.6 器厚が底部で厚く口唇 密 不良 西側壁

土器 部が尖って終わる 微砂粒を 外濃赤褐色 の下層

401 4.1 合む 内濃赤褐色

6 I不 15.4 丸底の底部からゆるや 円縁部横ナデ 全面へラ削り 密 良 カマド

丸底 かに内轡して立ちあが 体部~底部横位の予 微砂粒を 外暗褐色 右袖

406 4.0 り口縁部でよわい後を 持へラ削り 含む 内暗褐色 中層

形成して口唇部は尖り

ぎみに終わる

7 I手 14.6 丸底の底部から大きく 口縁横ナデ 磨き 密 良 中層

メL底 ゆるやかに内管して立 口縁部下位に一条のへ 微砂粒を 外赤褐色

505 3.6 ちあがり口唇部は丸く ラナデ痕がめぐる 含む 内赤褐色

終わる 体部~底部一横位を基

本とする手持ちへラ削

り(左→右)後へラナデ

8 I不 12.0 体部下位で強く内管し 口縁横ナデ 口縁部横ナデ 密 不良 中層 外面に輪

て立ちあがり口縁部は 体部ー斜位及び横位へ 体部へラナデ 微砂粒を 外赤褐色 積み積を

505 肥厚し内面によわい綾 ラ削り 含む 内明褐色 残す

を形成して終わる

020号壮一竪穴住居牡 (3 -5 0・51図，図版 3-20) 

遺構

形状一方形。規模 4.20 m X 4.00 m。主軸方向-N-IO-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 50cm。壁溝全周。幅 ・深さは 10'""'-'15cm・-10'""'-'-12cm。床面ハードロームを固く踏

み固めているが，壁周辺はやや軟。ほぽ平坦。柱穴-4個。他に小ピット 1個あり。備考ーカマドは

崩れがひどいが，推定で幅約1.1m，奥行約1.1m を測る。

遺 物

出土遺物は土器，土玉(1点)，石製品(砥石 1点一補足図 2-)，鉄製品(万子 1点)である。土

器は少量で，破片もしくは破損品である。坪は須恵器坪の破片が目につく。土玉は周溝上から出土。

020号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 斐 口f圭 17.2 頚部で外反し肥厚する 口縁部ー横ナデ ナデ 密 焼 成 良 404 

底径 口縁をもっ 胴部上位一縦位へラ削 石英含む 外赤褐色 中層

404 器高 胴部は上位に最大径を り 内赤褐色 507 

507 もちゆるやかに内管し 胴部中位~下位ー縦位 中層

つつ下がる ヘラナデ

F
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法 最 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

2 斐 16.1 頭部に一条の凸線をも 良 411 
ち器厚を減じて外反す 胴部斜位(右→左上)胴部縦位へラ削微砂粒を 外赤褐色 床面

411 る口縁で口唇部は丸く のへラ削り り 含む 内赤褐色 503 

503 終わる 中層

3 t手 12.1 底部と体部の境が明瞭 口縁部横ナデ 全面磨き 密 良 中層

5.3 でない 体部・底部斜位手持 微砂粒を 外暗褐色

409 3.9 体部はゆるやかに内管 ちへラ削り後へラナデ 合む 内淡赤褐色

しつつ立ちあがり口唇

部はわずかに尖るよう

に終わる

4 J{- 14.4 体部と底部の境が明瞭 体部ー弱いロクロ目 ロクロ目 密 良 bも 表面 須恵器

丸底 でない 底部全面 回転へラ削 石英雲母 外明灰色

501-1 4.8 体部下位で強く内管し り を含む 内明灰色

て立ちあがり，体部は

器厚をj威じつつ外反し

て終わる

底部内面に凹凸

5 J{- 14.0 わずかに凸面状をなす ロクロ目 ロクロ目 密 良 表面 土師質

9.1 底部で立ちあがり部が 体部下位・底部全面 石英含む 外濃黄褐色 須恵器

501-2 4.3 肥厚する 一回転ヘラ削り 内濃黄褐色

体部はほぼ直線的にひ

らき口唇部でよわく尖

りぎみに終わる

6 15.6 器厚はほぼ一定してお ロクロ目 ロクロ目 密 良 J.:i 土師質

り口縁部で外反する 微砂粒を 外灰色 須恵器

不明 含む 内淡明灰色

7 蓋 16.4 中央に凸部をもっ逆台 天井部 回転ヘラ削り ロクロ目 密、 良 須恵器

3.5 形状の紐をもっ 体部中位~口縁部 ロ 砂粒含む 外明灰色

408 鐙高 0.7 体部は内管して Fがり クロ目 内明灰色

鐙f王 3.6 口縁部で強く外反する

口縁内側に身受けのか

えりを低く突出させる

8 万子 長 9.5 先端部及び基部欠損 上層

幅 l.0 

201 厚 0.4 

021号祉

遺構とならず欠番とした。

022号祉一竪穴住居壮一(3~52 ・ 53図，図版 3 ~20) 

遺 構

形状一方形。規模-3.15mX 2.95 m、主軸方向 N-71.5"-W。カマドの位置-西壁中央部。壁一ほ

ぼ垂直。 52cm。壁溝一掘立柱建物祉の柱掘方により撹乱されているが，全周と思われる。幅・深さは

12'"'-' 15 cm・~4'"'-' ~ 10 cm。床面 ハードローム。ほぼ平坦。柱穴一不明。備考-150・200号牡掘立柱

建物社と重複し，直径 80'"'-'90cmの柱掘方に切られている。カマドは幅約1.0m，奥行約 0.85mを

測るが柱掘方により前方部が破壊されていた。火床は余り焼けていない。

遺物

出土遺物は土器と土製品(土玉 2点，支脚 1点)，鉄製品(鉄片 1点)である。土器は少量で，いず

れも破片もしくは破損品である。 t不-は須恵器が多く，土師器は丸底風の盤が顕著。支脚，鉄片ともに

po 
po 



埋土中の出土である。

022号祉造物一覧表

法 量 特 徴
番号 名祢

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面

l 斐 口径 11.1 平底の底部で胴部は内 口縁部横ナデ 口縁部~胸部中位

底径 7.8 轡ぎみに立ちあがる I阿部不定方向へラ削 機ナデ

403 器高 7.2 胴部最上位に5郎、後を り 底部~胴部中位

もち，器厚を減じて強 底部全面 一定方向の へラ ナデ

く外反する口縁を形成 ヘラ削り

する

2 鍍 16.5 大きく内句してひらき 体部 ・底部一横位(右 全面磨き

丸底 口縁は丸〈終わる →左)手持ちへラ削 り

502 3.5 後へラ磨き

503 

3 盤 17.7 底部にわずかな平坦面 ナデ

5.6 をもつ

402 3.5 体部は大きく内望号して

ひらく

4 if 底部は平坦となる。外 体部ロクロ目 ロクロ目

9.8 面中央が凹み内面にも 底部全面一一方向手持 底部と立ちあがり

503 凹凸をもっ ちへラ削 り 部に仰さえが見ら

体部は直線的に立ちあ れる

がる

5 高台付 13.7 荷台は低く太くしっか ロクロ目 ロクロ目

I手 9.5 りと立つ 体部下端へラ削 り

502 4.5 凸面をなす底部から体 高台貼付け後貼り付け

0.7 部下位で強く 内管した 部をナデ

後器厚を減じつつ直線

的に立ちあがる

6 盆 12.2 中央が大きく凹む鉛を 体部上位(天井部)一回 ロクロ自

3.4 もつ 転へラ削 り

401 0.55 体部は大きく内轡して 体部ー ロクロ目

3.4 下がり口縁部で強く外 紐部一ナデ

反する

口縁内側下位に身受け

のかえりを突出させる

7 土玉 I壬 2.3 球形を呈する 磨滅している部分あり

2.5 

301 子Ll圭 0.3 

8 土玉 2.1 球形を呈する 体部にニヶ所磨滅部分

2.0 あり

303 孔径 0.5 

023A号壮一竪穴住居壮一(3-54~56図，図版 3 -21) 

遺構

位箇

胎上 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
f画位

密 焼成良 カマド 巻き上げ

長石含む 外暗褐色 左側溝 痕が認め

内濃赤褐色 のよ られる

a、 良 502土

微砂粒を 外淡赤褐色 層表面

合む 内淡赤縄色 503 

宮、 良 下層 内外面剥

微砂粒を 外淡赤褐色 カ7 ド 離あり

合む 内 淡 赤褐色 左側

密 良 底部13 中層 須恵器

微砂粒を 外明灰色

含む 内明灰色

密 良 % 上層 須恵器

微砂粒を 外灰色 表面

含む 内灰色

密 良 % カマド 須恵、器

長石含む 外明灰色 右側

内明灰色

密 不良 埋土中

微砂粒を 外赤褐色

合む 内赤褐色

密 良 柱穴南

微砂粒を 外 濃赤褐色 壁中層

含む 内 濃 赤褐色

形状一南北に長い方形。規模-5.3mx4.3 m。主軸方向-N-610-W。壁一北壁はB号牡の埋土中

に構築しており明確でない。 38cm。カマドの位置一東壁中央部。床面ーハードロームを掘り込み構

築。堅固。B号祉と重複する部分は貼床。柱穴-4個。位置が不整。壁溝一北壁周辺は不明。幅 ・深

さは， 10-----18 cm・-6------14 cm。備考-B号祉を切って構築している。カマドは，幅約1.85m，奥

行約1.4m を測るが崩れがひどく不明な点が多い。

遺 物

出土遺物は土器，土製品(紡錘車 1点，土玉 1点)，石製品(砥石 1点，軽石 1点)，鉄製品(鍛1
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点)である。土器は多量に出土しており，原及び皿の出土が顕著でトある。軽石は下層から出土してい

る。

023(刈号土l上遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・底径・器商 器 青三 外 面 内 面 !自{立

'A 口f圭 20.0 ll'.s部で強く外反する口 口縁部ー横ナデ 円縁部ー横ナデ 密 焼成良 中!吾 土師質
底f圭 縁で口容部は内傾して 胴音11 叩き目 胴部ナデ 長石含む 外暗褐色 須恵器

522 器高 立つ 内明褐色

2 'A 18.5 全体的に器厚が薄いU 口縁部ー横ナデ 横ナデ 密 良 456 土師質
456 縁部は凸帯状をなす 胴 部 叩 き目 微砂粒を 外黄褐色 433 須恵器

433 含む 内黄褐色 431 
431 床面

513 513 
下層

3 主豊 23.0 口縁昔日は強く短く屈曲 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 カ7 ド 土師質

ぎみに外反し凸帯状に 胴 部 叩 き日 微砂粒を 外赤褐色 内 須恵器

471 なり口唇部はつまみ上 含む 内赤褐色

げている

胴部は一定の器厚で張

がなく下がる

4 甑 胴部はわずかに内毎し 岡部一叩き自 横ナデ 密 良 471 土師質

471 13.8 て底部に至る 胴部下位ー績位(左→ 凹凸な商を形成す 微砂粒を 外赤褐色 474 須恵器

474 底部は中央に l子L.周 右)のナデ る 含む 内赤褐色 カ7 ド

464 縁に 4子しをもっ 底孔部ーへラ削り 内

464 
カマド

内一括

5 I手 12.6 内面中央が凸面をなす ロクロ目 弱いロクロ目 密 良 512 
6.9 底部てe体部下端へラ削 体部下端一手持ちへラ 雲母含む 外赤褐色 下層

512 4.0 り部に綾をもち，体部 削り 内赤褐色 505 
505 は直線的に立ちあがり 底部全面一手持ちへラ 中層

口縁部でやや信反する 削り

6 I平 12.7 上げ底部から屈曲ぎみ ロクロ目 ロクロ回 密 良 上層

6.1 に立ちあがりゆるやか 体部下端手持ちへラ 石英含む 外赤褐色

508 4.1 に内轡しつつひらく。 削り 内赤褐色

体部は口縁部で弱く外 底部全面一手持ちへラ

反して終わる 削り

7 I手 12.8 上げ底の底部から体部 ロクロ目 密 良 上層

6.5 下端へラ削り部に稜を 体部下端一手持ちへラ 雲母含む 外赤褐色

438 3.8 もち，体部は直線的に 削り ( 4回) 内赤褐色

ひらく立ちあがり部内 底部全面一手持ちへラ

面に押さえがみられる 削り

8 J手 12.4 上底の底部で体部下端 ロクロ目 弱いロクロ目 密 良 表面

6.2 ヘラ削り部に稜をもち 体部下端←手持ちへラ 雲母含む 外赤褐色

501 3.1 体部は直線的に立ちあ 削り 内

古tる 底部全面一手持ちへラ

削り

9 Jt 13.2 上底の底部で体部下端 ロクロ自 ロクロ目 密 良 ピット 1

6.7 ヘラ削り部に稜をも 体部下端子持ちへラ 雲母含む 外赤褐色 上

446 3.6 ち，体部は外反して立 両日り 内赤褐色

ちあがる 底部全面へラ削り

体部立ちあがり部に強

い押さえが施されてい

る

10 I不 12.8 わずかに上げ底ぎみの ロクロ目 ロクロ目 密 良 完形 中層

6.6 中央に凸面をもっ底部 体部下端手持ちへラ 雲母含む 外赤褐色

410 3.8 から強く内望号して立ち 削り 内赤褐色

あがり体部は直線的に 底部全面手持ちへラ

ひらく 削り
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層f立

11 t平 7.0 と底の底部で強く内管 ロクロ目 ロクロ白 密 良 532カ

して立ちあがり体部は 体部下端手持へラ削 長石雲母 外明縄色 マド上

532 3.9 直線的にひらき口縁部 り(4回) を含む 内明褐色 456 

456 は外反する 底部全面一手持ちへラ 床面

削り

12 E平 12.9 やや上げ底ぎみの底部 ロクロ目 弱いロクロ目 密 良 528 

6.5 で体部は直線的に立ち 体部下端手持ちへラ 雲母長石 外赤褐色 下層

528 3.7 あがり口縁部から肥厚 削り(4回) を含む 内赤褐色 503 

503 する 底部全面一手持ちへラ 中層

削り

13 I不 12.2 底部中央内面に凸面を 弱いロクロ目 ロクロ目 密 良 中層

6.6 もつ 体部下端手持ちへラ 長石含む 外赤褐色

410 3.7 体部の器厚は薄く直線 削り(右→左) 内赤褐色

的にひらいて口唇部で 底部全面一一方向への

肥厚し丸く終わる 手持ちへラ削り

14 I不 12.9 内面中央が凸面をなす ロクロ目 ロクロ目 密、 良 ピット

6.8 底部で強く内轡して立 体部下端一手持ちへラ 雲母含む 外濃赤褐色 中

480 3.6 ちあがり体部中位から 削り 内濃赤褐色

外反ぎみにひらく 底部全面一手持ちへラ

削り

15 I不 13.7 上げ底の底部で体部下 ロクロ目 弱いロクロ目 宮、 良 411 

6.3 端へラ削り部に稜をも 体部下端一手持ちへラ 雲母含む 外赤褐色 下層

412 4.0 ち，体部はほぼ直線的 削り 内赤褐色 517 

517 に立ちあがる 底部全面手持ちへラ 床面

器厚は一定している 削り

16 I干 13.5 中央が肥厚する底部で ロクロ目 ロクロ目 客、 良 465 内黒土器

465 7.5 体部は外反ぎみに立ち 底部一回転へラ切り痕 雲母含む 外赤褐色 カマド

464 3.5 あがる (無調整) +黒煙 右袖

461 体部下端に凹面をなす 内明褐色 464カ

+黒煙 7 ド内

461 

カマド

前床面

17 I不 14.5 平底の底部で内費して 口縁~体部 ロクロ目 弱いロクロ目 密 良 床面

6.6 立ちあがり体部はほぼ 体部下端一手持ちへラ 雲母含む 外明褐色

435 4.5 直線的にひらく 削り 内明褐色

内面底部と立ちあがり 底部全面一手持ちへラ

部に押さえを行なって 削り

いる

18 E手 16.3 やや上げ底ぎみの底部 弱いロクロ目 密 良 y. 上層

7.0 から強く内管して立 雲母長石 外赤褐色

504 5.0 ち，体部中位に凹面を を合む 内赤褐色

形成した後直線的にひ

らき口唇部はやや角

ばって終わる

19 坪t 17.1 底部から大きく内管し 弱いロクロ目 弱いロクロ目 密 良 中層

7.4 て立ちあがり，体部下 体部下端手持へラ削 長石含む 外赤褐色

406 5.4 位へラ削り部に稜をも り 内淡赤褐色

ち体部は直線的にひら 底部一定方向への手

く 持へラ削り

20 I干、 16.6 上げ底の底部で体部外 ロクロ目 密 良 中層

6.6 面によわい稜をもち， 体部下端手持へラ削 雲母含む 外赤褐色 カ7 ド

442 64.5 内轡してひらき口唇部 り(右→左) 内赤褐色 右

で肥厚する 底部全面一定方向手

持へラ削り

21 E司、 14.7 上げ底の底部で体部は 体部下端一手持へフ削 弱いロクロ日 密 良 中層

5.4 ゆるく内管してひらき り(5回) 微砂粒を 外明褐色

439 3.8 口縁部で肥厚し外反す 底部全面回転糸切り 含む 内明褐色

る (無調整)
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 面 層位

22 t平 13.5 上げ底の底部から屈曲 ロクロ目 弱いロクロ目 密 良 下層
6.9 ぎみに立ちあがり体部 底部全面回転糸切り 長石含む 外褐色

440 4.1 は直線的にのび口縁部 のみ(無調整) 内褐色

にごくわずかに外反す

る

立ちあがり部内面に押

さえをfjなっている

23 I手 上げ底の底部からへラ 体部下端ー斜位(左上 密 良 下層 墨書土器

7.4 削り部に弱い稜をもっ →右下)のへラ削り 微砂粒を 外赤褐色 4G 底部外面
ω1 てあがる 底部に墨書 合む 内赤褐色 字体不明

24 t手 底部に墨書 密 良 下層 墨書土器

9.1 微砂粒を 外赤褐色 4G 底部外面
ω2 含む 内赤褐色 字体不明

25 t手 墨書「回j 密 良 下層 墨書土器
(片) 微砂粒を 外赤褐色 4G 底部外面

ω3 含む 内赤褐色 「回J
26 t手 13.6 上底の底部より内脅し ロクロ目 ロクロ目 密 良 カマド 土師質

6.6 て立ちあがり体部は器 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外赤褐色 内 須恵器

472-1 3.4 厚を減じてほぽ直線的 削り 含む 内赤褐色 2枚重

にひらく 底部一全面手持ちへラ

削り

27 t平 14.5 上げ底の底部より内毎 ロクロ目 ロクロ目 密 良 土師質

6.6 して立ちあがり，体部 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外赤褐色 須恵器

472-2 4.0 は器厚を減じてほぽ直 削り 含む 内赤褐色

線的にひらく 底部一全面手持ちへラ

削り

28 皿 13.3 内面中央が凸面をなす上 弱いロクロ目 弱いロクロ目 密 良 yz 下層

5.4 げ底の底部から内毎して 体部下端手持ちへラ 雲母含む 外赤褐色 カマド

470 1.9 立ちあがり口縁部で大き 削り(4回) 内濃赤褐色 左袖
く外反してひらく。口唇 底部全面手持ちへラ

部は丸〈終わる 削り

29 皿 13.5 内面で底部と体部の境 弱いロクロ目 弱いロクロ目 密 良 % カマド

6.0 がわずかに表われてい 。体部下端手持ちへラ 雲母含む 外 内

473 2.2 る 削り(4回) 内

体部は外面において外 底部全面手持ちへラ

反するが内面は直線的 削り

にひらく

30 皿 13.5 ごく浅い器形である 弱いロクロ自 弱いロクロ目 密 良 ロ縁ys セク

11.7 上げ底の底部で体部は 体部下端手持へラ削 雲母含む 外 底部全周 ション

527 1.2 外反し口唇部で肥厚し り 内 中層

丸く終わる 底部全面回転へラ切り

離し後手持ちへラ削り

31 血 12.3 上底の底部で体部は外 (R) ロクロ目? 長石含む 良 下層

5.7 反してひらく 体部下端手持ちへラ 外赤褐色 カマド

1.9 削り 内赤褐色 前

底部全面回転へラ切

後手持ちへラ削り

32 皿 13.0 上底の底部で体部は外 弱いロクロ目 弱いロクロ目 密 良 信フ士1; 437 

5.8 反してひらき口唇部で 体部下端手持ちへラ 雲母含む 外 中層

2.2 丸〈終わる 削り(右→左) 4回 内 532カ

内面はゆるやかに内管 底部全面一手持ちへラ マド上

してひらく 削り

3 3 高台付 12.3 高台は低い逆三角形を 弱いロクロ目 内黒(2次的に火 密 良 510 内黒土器

皿 6.8 呈しやや張り出しぎみ 底部へラ削り を受けたためにと 長石含む 外 中層

2.2 に立つ 高台貼付け んでいる部分があ 内赤褐色黒 501 

0.5 体部は外反しつつひら る) 表面

き口厄部で丸く終わる 522 

中層

535 
下層

34 高台付 高台は細い逆三角形状 底部ーへラ削り ヘラ磨き 密 良 底部及び 上層

血 6.9 を皇し，しっかりと張 高台貼付部ーナデつけ 微砂粒を 外赤褐色 高台部

0.5 り出して立つ 含む 内赤褐色

n
u
 

円
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法 主「且主 特 徴 位置

番号 名 称 胎上 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 l函 回位

35 土製 4.0 J阜商に凹面をもっ台形 密 良 中層

紡錘車 穴上 0.9 状のものである 微砂粒を 外赤褐色

中 0.8 子しは両方向から穿って 含む 内赤褐色

下 1.0 いる

5.3 

36 土玉 4.1 球形を呈す 密 良 床面

5.2 首位砂粒を 外赤燭色

303 穴上 0.7 含む 内赤褐色

下 0.6 

37 砥石 長 4.8 上下三面使用 上層 砂岩

幅 4.5 

101 厚 l.6 

38 鉄3抵 10.3 基部欠損

4.9 

202 0.4 

023 B号祉 竪穴住穴住居壮一(3-57・58図，図版3-24) 

遺 構

形状 方形。規模-3.6x3.5m。主軸方向-N-1000-W。壁一南側半分はA号牡に切られている。東

側は立上りほぼ垂直。 50cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 15"-'20cm・-5 cm。床面ーハードロームを

掘り込み，貼床している。柱穴 無。備考一大半をA号祉により切られている。カマ ドは大部分A号

祉に切られていたが，残存部分から推定する と、幅約 1.5m，奥行約1.4m を測る。火床はしっかり

しており ，よく焼けていた。構材は粘土を使用しているが，量は少ない。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(鎌2点)である。住居牡の大半をA号祉に切られているため，土器の量

は少ないが，カマド右脇から小形の整，甑，.l:不等が一括して出土している。

023(B)号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 タト 面 内 面 層位

1 婆 口径 10.9 小型である 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 Y白cJf}ノ 床面

底径 6.5 頭部下に凹凸面を形成 底部木葉痕 微砂粒を 外暗褐色

447 器高 9.4 する 体部斜位を基本とす 含む 内暗褐色

最大径を胴部中位にも るへラ削り

ち大きく 内管して上げ

底ぎみの底部に至る

2 斐 10.9 小型である 口 縁 部 横 位横ナデ 口縁部~胴部下位 密 不良 ほぽ完形 上層

4.7 口縁部は外反し，胴部 胴部ーへラ削り後縦方 一横ナデ 微砂粒を 外暗褐色

525 9.7 最上位に弱い稜をもっ 向のへラナデ 胴部下位~底部 含む 内暗褐色

胴部は内轡して下がり 底部に木葉痕をとどめ ヘラナデ

上げ底ぎみの底部に至 る

る

3 甑 19.7 口縁内面によわい稜を ロ縁部一横ナデ 口縁部 横ナデ 密 不良 完形 床面

8.4 もち，わずかに外反す 胴部ー縦位へラ削り後 細いへラ様工具に 微砂粒を 外赤褐色

451 17.2 る へラナデ よる荒い斜位のナ 含む 内赤褐色

胸部は器厚を一定にし 胴部下端ー斜位手持へ ア

て，わずかに内轡して ラ削り

下がる 底孔部へラ削り

可
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法 tn tl 特 徴 位lli
番号 名跡 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出! 備考

口径・底径・器高 掠 形 タト 面 内 函 l付位

4 Jf l4.4 底部と体部の境が明瞭 LI縁苦I~ 横ナデ(左 ， 機ナデ 2色、 』込 完形 床面

でない 右) 体部下位に指頭皮 長石含む 外淡赤褐色

452 7.0 体部と口縁の境に弱い 休部~底部ーへラ削り をもつ (黒煙付着)

後をもっ[[唇部は:hく 後斜位のナデ 底部黒煙付着 内淡赤褐色

終わる (黒煙付着)

ゆがんだ器形である

5 椀 10.0 司王坦な部分をもっ底151¥ 口縁部検ナデ 円縁部一横ナデ 密 良 完形 床面

5.3 から強く内傍して立ち 体部~底部一横位手持 体部へラナデ 長石含む 外

449 5.0 あがり ，I [縁部で内管 ヘラ削り後斜位(左上 I)~ 

の度を増して終わる →右下)へのへラナデ

6 椀 9.5 底部にわずかな平坦商 f本部輪積み痕を残す 横ナデ 密 良 完形 床面

5.0 を残すが丸底に近く底 底部ーナデよりきれい 微砂粒を 外褐色

450 5.4 部と体部が明瞭に区別 に調撃 含む 内編色

できない

体部は強く内轡して立

ちあがる

盤 14.9 広い底面をもち屈曲し ロクロ目 ロクロ目 密 良 完形 床面

12.0 て立ちあがり直線的に 体部下端回転へラ削 長石含む 外赤褐色

448 3.8 外傾して口唇部で丸く り後きれいに調整して 内赤褐色

終わる いる

底部-1"1転へラ切り離

し後丁寧な凶転へラナ

7 

8 鎌 長 7.25 一部先端欠損 上層

幅 1.7 

205 厚 0.3 

9 鎌 3.8 刃部破片 8と同一

1.7 {肉体か っ

0.3 

024号祉一竪穴住居祉一(3~59 ・ 60 図 ・ 図版 3 ~24) 

遺 構

形状一方形。規模-5.10m X 4.75 m。主軸方向-N-150-W。カマドの位置 北壁中央部。壁一良

好，ほぽ垂直。 50cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 10""15 cm ・ ~ 4"，， ~8cm。床面 ハードロームを掘

り込んだあと貼床している。ほぽ平坦で軟弱。柱穴-4個。他に小ピット 1個あり。備考 南側床面

上に投棄されたと思われる焼土ブロックが堆積していた。カマドは幅約 1.5m，奥行 1.05mで，砂質

粘土を構材としている。壁への切込みはわずかであるが，煙道は垂直に近かった。

遺 物

出土遺物は土器，土製品(土玉，2点，支脚 1点)，石製品(磨製石斧 1点)，鉄津(2点)である。

土器は少量で，いずれも破片もしくは破損品である。支脚は床面，土玉は床面と下層，鉄淳は埋土中

層から各々出土している。

024号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位世

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 背5 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 13.0 頚部からわずかに外反 口縁ー横ナデ(左→右) 口縁部横ナデ 密 焼 成 良 407 断面赤褐

407 底径 して立ちあがる口縁部 胴部一斜位へラ削 り後 砂粒を含 外晴褐色 下層 色

503 器高 である胴部は頚部から へラナデ む 内暗褐色 503 

一旦短く張り出し内轡 下層

して下がる
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r去 'H. 特 徴 {立誼

名問 : !治 t 主完成 ・色調 泣 存 度 H11-_ 備考
口径・底径・穂高 ~1! 形 ずト 時11 IJ~ 而 !叶位

2 ~ 14.8 頚部で肥l手して外反す 口縁部横ナデ Il緑燐ナデ 密 良 中!国覆 断面

5.6 る口縁部は外商に一旦 胴部丁寧なへラ削り 微砂粒を 外暗褐色 土中

502 15.1 後をもった後、口唇部 後ナデ 合む 内暗褐色

で丸みをもって終る腕 底部全面一手持ちへラ

部は器惇を減じつつ最 削り

大径を中位にもってド

がり平底の底部に至る

3 ~ 七げ底の底部で胴部は 1阿部ド位不定Jj向の 密 不良 底部のみ 床面 底部

8.9 内面で強く内管して立 斜位及び償位のへラナ 微砂粒を 外赤褐色 木葉痕

409 ちあカfる ア 合む 内暗補色

底部→木葉痕

4 続 9.6 平坦な底商をもち強く 体部一手持ちへラ削り 全面磨き 宮、 良 中層

5.8 内聾して立ちあがる。 微砂粒を 外暗褐色

406 4.7 口縁部にわずかな凹を 合む 内暗褐色

もち口縁部は尖るよう

に終る

5 If 12.8 底部と体部の境が明瞭 体部ロクロ目 底部にしっかりと 密 良 口縁泌底床面 須恵器

6.4 でない底部から大きく 底部一副転へラ切り離 ロクロ自を痕し体 微砂粒を 外明褐色 部全周

403 3.8 内笥して立ちあがり口 し後全商回転へラ削り 部は弱いロクロ百 合ts 内明褐色

縁部で外反して終わる|

底部内面に凹をもっ

6 t手 12.8 底部は凸面となり体部体部 ロクロ目 ロクロ目 密 良 う生 504 須恵器

504 丸底 との境が明瞭でない体 底部回転へラ切り離 凹凸面を形成す 微砂粒を 外灰色 下層 ~I;]:土器

412 4.5 部下位で大きく内惣し し後全面凶転へラ削り る。 含む 内灰色 412 底部外国

て立った後直線的にひ 底部に~W 上層 焼成前

らく ixJ? 

7 土玉 径 2.4 偏球形を呈す両方から 密 不良

302 長 2.1 穿孔したつ 微砂粒を 外暗黄褐色

ワ 孔土径 0.6 含む 内 暗黄褐色

中 0.4 

下 0.6 

8 磨製石 長 4.25 基部欠損 床面

斧 幅 2.6 

101 厚 1.5 

025号士止 竪穴住居祉一(3-61~63 図，図版 3 -24) 

遺構

形状一正方形に近い整った方形。規模-5.50m X 5.50 m。主軸方向-N-720-W。カマドの位置一西

壁中央部。壁一ほぽ垂直。 37cm。壁溝 全周。幅 ・深さは 15，，-，20cm・-10cm。床面一貼り床。ほ

ぽ平坦q 柱穴 4個。備考ーカマド北側に多量の焼土を検出。カマドは幅約1.0m，奥行約 0.9mで，

壁への切込みは深い。

遺 物

出土遺物は土器と土製支脚 1点である。土器は少量で、いずれも破片もしくは破損品である。支脚

はカマド左側床面から出土している。
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025号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 商 層位

1 墾 口径 21.0 頭部で強く外反する胴 口縁部一横ナデ 口縁横ナデ 密 焼成良 下層

底径 部はわずかに張り出し 胴部斜位(左上→右 胴部横位へラナデ 微砂粒を 外赤褐色

402 器高 つつ内管して下がる 下)方向のh ラ削り 含む 内赤褐色

2 甑 22目4 頚部に軽い稜を持ち口 口縁部ー横ナデ右→左 口縁ー横ナデ右→ 密 良 う4 床面

i縁は短く外反して口唇 胴部へラナデ(右上 左 雲母を含 外赤掲色

407 部で丸みを持って終る →左下) 頚部ヘラ削り む 内赤褐色

胴部は器厚を減じって

下がる

3 甑 28.5 口縁部が短かく外反して 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 % 床面

終る。胴部はわずかに器 胴部斜位不定方向の 胴部ーへラナデ 砂粒を含 外褐色

410 厚を減じつつ下がる へラナデ む 内褐色

4 I手 12.8 器厚を減じて大きく内 口縁部一横ナデ 口縁~体部中位 組 不良 下層

管して立ちあがる体部 体部ー横位へラ削り後 横ナデ 長石を含 外暗褐色

406 4.8 で口縁部外面に弱し冶稜 ヘラナデ む 内暗褐色

を持ち口縁部は直線的

に立つ

5 盤 20.3 底部から大きくゆるや 口唇部ー横ナデ 全面へラミガキ 密 良 下層

丸底 かに内管しつつ立ちあ 体部ー横位へラケズリ 微砂粒を 外明褐色

402 3.0 がる 後へラナデ 含む 内明褐色

底部全面斜位へラ削

り後へラナデ

6 I不 7.9 小型の杯である。平坦 口縁部一横ナデ 底部ナデ 密、 不良 中層

5.1 な底部から強く内管し 体部中位~底部全面 口縁~体部一横ナ 長石を含

504 2.3 て立ち上がり器厚を減 一手持ちへラ削り ア む

じて口縁部に至る。口

唇部は尖りぎみに終る

7 r(-、 13.8 わずかに凸面状となる 体部下位までロクロ目 丁寧なナデ 密 良 503 土師質

503 底部から屈曲して立つ 体部下位~下端一回転 微砂粒を 外淡赤褐色 中層 須恵器

506 4.0 体部は直線的にのびて ヘラ削り 含む 内赤褐色 506 断面灰色

口唇部で尖ぎみに終る 底部回転へラ削り 中層

8 高台付 14.0 高台は丸みを持ってわ ロクロ目 弱いロクロ目 密 良 床面 須恵器

t不 10.1 ずかに張り出し短かく 高台貼付部ーナデつけ 微砂粒を 外灰色

404 4.50 立つ底部は凸面状を呈 底部回転へラ削り 合む 内灰色

し畳付部が接地する体

部は強く内管して立ち

上がりわずかな内毎を

続け口縁部に至る

9 蓋 中央が尖る低い鉦を持 一部自然紬がかかって ロクロ目 密 良 床面 須恵器

紐高 2.8 つ体部はなめらかに内 いる 微砂粒を 外暗緑色

409 紐高 0.5 轡して下がる 含む の斑点

内明灰色

026号祉一竪穴住居牡一(3-64・65図，図版3-25) 

遺構

形状一方形。規模-2.10mX 2.95 m。主軸方向-N-69'-W。カマドの位置-西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 67cm。壁溝-全周。幅・深さは 10"-'15 cm・ 8"-'-10 cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考

一南北に長い長方形プランを呈する小形の住居牡である。カマドは幅約 1m，奥行約 0.85mで，砂

質粘土を構材としている。袖部には土器片を混在させていた。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみであり，そのほとんどはカマド中から出土している。
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026号土止遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 面 層位

l '1 口径 16.9 頚部から外反する口縁 口縁部~頚部ー横ナデ 横ナデ 密 焼成良 ~ カマド

底径 を持つ胴部は大きく張 (左→右) 微砂粒を 外赤褐色 内煙道

403 器高 り出す様に内望号して下 胴部一丁寧なヘラナデ 含む 内赤褐色 部

がり最大径に向う

2 斐 13.2 腕部最上位でわずかに 口縁~頚部横ナデ 横ナデ 密 良 y，; カワド

張り出して稜を形成し 月岡部ーへラナデ 微砂粒を 外赤褐色 右袖

402 口縁部は外反してひら 含む 内暗褐色

き口唇外面に直立する

面を作ってつまみ上げ

られた様に終る

3 斐 12.7 胴部最上位に稜を持つ 口縁部横ナデ(右→ 口縁部横ナデ 密 良 完形 カマド

6.0 た後外反する口縁部で 左) 体部黒色付着物あ 長石を含 外赤褐色 内

405 10.6 口唇部は丸みを持って 胴部ーへラナデ斜位 り む 内赤褐色

終る胴部は上位に最大 底部全面手持ちへラ

径を持ち内轡して下が 削り

り凸状となる底部に至

る

027号祉-竪穴住居牡 (3 -66・67図，図版3-25) 

遺構

形状 方形。規模 3.80 m X 3.25 m。主軸方向 N-38.50-W。カマドの位置-北壁中央部やや北

寄り。壁一ほぽ垂直。壁溝全周。幅・深さは 10cm ・ -2~-8 cm。床面堅固。貼床。平坦。柱穴

-4個。 他に小ピット 1個あり。備考 西側コーナー床面上に粘土塊が存在した。カマドは幅約 1.25

m，奥行 0.80mで白色粘土を構材としている。火床は約 15cmと掘り込み深く ，焼土が厚く堆積し

ていた。壁への切り込みはほとんどない。

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(万子一点，鉄片 1点)である。土器はいずれも破片もしくは破損

品である。万子は床面，鉄片は床直上から各々出土している。

027号牡遺物一覧表

法 塁H圭 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 面 層位

l 窪 口径 15.4 頭部で強く外反する。口 口縁ー横ナデ(左→右) 口縁ー頚部横ナデ 密 焼成良 床面

底径 縁部は口唇部に稜を形成 胴部縦位へラナデ 胴部一横位へラナ 微砂粒を 外暗褐色 東側

404 器高 して終る。胴部は最大径 ア 含む 内暗褐色

を中位にもって大きく内

脅しつつ下がる

2 盤 広い平坦面を持つ底部 胴部へラナデ 密 不良 カマド

9.0 から内管して立ち、ゆ 底部一木葉痕(2葉) 微砂粒を 外暗褐色 右脇

405 6.0 るやかにひらく口唇部 合む 内暗褐色

はそりぎみに終わる

3 斐 13.0 頚部で外反する口縁は 口縁部横ナデ(右→ 横ナデ 密 不良 ~ 下層

短く終わる胴部は強く 左) 微砂粒を 外暗褐色 カマド

406 張り出すように内管す 胴部一斜位(右上~左 含む 内暗褐色 右袖

る 下)へラナデ

F
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法 ιF且司 特 徴
番号 名 称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面

4 ~ 10.8 小型である口縁部は器 口縁部ー横ナデ 口縁部ー償ナデ

4.6 厚を減じてわずかに外 胴部←縦位へラ削り

402 8.1 反して終わる胴部はゆ 底部一全面手持ちへラ

るやかに内管して下が 削り

り平坦な底部に向かう

5 J不 16.0 中央が肥厚する底部か 全体を横位を基調とす 全面へラ磨き

丸底 ら大きく内轡して立ち るへラ削り(左→右)

406 4.5 あがり口唇部は丸く終 後へラナデ

る

028号祉-竪穴住居杜一(3-68・69図，図版 3-26) 

遺構

位i畳
胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

I曽位

密 不良 口縁yz底 床直上

微砂粒を 外暗褐色 部全周

合む 内暗褐色

客、 下層

微砂粒を カマド

含む 右袖

形状方形。規模 4.70m X 4.65 m。主軸方向-N-440-W。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。壁溝全周。幅 ・深さは 10'""'"'15cm・-7'""'"'-10cm。床面 ハードローム，多少の凹凸はあ

るが概して平坦。柱穴-4個。備考一南壁は，径約 80cmの大形ピット 2個により切られている。こ

の大形ピットは掘立柱建物社の柱掘方のようにも思えたが明確にし得なかった。カマドは幅約 1.4m， 

奥行き約1.5m を測るが，左袖部は崩れが著るしかった。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品(力子 1点，鎌 1点)である。土器は多量に出土しており，完形品も認め

られるが，その多くは破片もしくは破損品である。万子はカマド上，鎌はカマド右側周溝上部下層か

ら出土している。

028号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 タト 面 内 面 層位

1 婆 口f圭 22.7 頚部で強く外反する口 口縁ー頚部横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 焼成不良 401 

401 底径 縁部は一旦稜をもった 胴部上位一中位縦位へ 胴部上位へラナデ 砂粒を含 外濃赤褐色 上層

505 器高 あと凹みをもって内1頃 ラ削り後ヘラナデ 縦位中位へラナデ む 口縁部明褐色 カマド

する面をもって終る。 胴部下位一縦位へラナ 横位 その他赤褐色 左脇

胴部は器厚を一定にし 7 505カ

て内費して下がり最大 マド上

径を中位にもつ

2 斐 18.2 頚部で強く外反する口 口縁←頚部ー横ナデ 口縁ー頚部ー横ナ 車且 不良 カマド 外面輪積

縁部で口唇部外角に稜 服部ーナデ 7 長石を含 外赤褐色 内 痕が顕著

418 を持つ。角度を変えて 胴部へラナデ む 内明褐色

外反する胴部は張り出

して肩を持ち下がる

3 薙 13.9 頚部で強く外反する口 口縁頚部横 ナ デ 口縁部頚部績ナデ 密 良(黒斑あり) カマド

411 縁部は口唇部外面に稜 胴部上位一中位，斜位 胴部指によるナ 微砂粒を 外 赤褐 右袖前

414 をもった後やや外反ぎ (左上→右下)ヘラナ デ斜位及び横位 含む 色，黒斑あ

みに立つ。胴部は上位 7 り

に最大径をもちゆるや 胴部中位~下位一横位 内赤褐色

かに内脅して下がり長 へラ削り

胴を呈する
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面

4 墾 14.0 頚部に凸帯をもち外反 円縁部横ナデ 口縁部ー頚部一横

14.5 する口縁は口唇部で直 胴上位ー下位までーへ ナデ

419 7.4 立する面を形成して ラ削り後へラナデ胴部 胴部ーへラナデ

尖る。胴部はゆるく張 下位

り出し中位に最大径を 胴上位縦位，中位横

もって内脅して下がり 位

平底の底部でアる 底部ー全面手持へラ削

り

5 婆 18.7 頚部で強く外反する口 口縁部~頚部一横ナデ 口縁~頚部一様ナ

縁は口唇部外商に援を 胴部一縦位ヘラ ナデ ア

410 持つ。』阿部はゆるやか (上→下)

に張り出し内望号して下

がる

6 斐 8.9 小型で与ある口縁は外反 口縁部~頚部横ナデ 口縁~胴部上位

した後稜をもって立ち 胴部ー縦位へラ削り 一横ナデ

512 あがる。口唇外面に沈 後へラナデ 胸部ナデ

線をもっ胴部は上位で

肥厚し内面に稜をもっ

7 Jf 10.9 平坦な底部をもち体部 体部ー横位へラ削り ナデ

6.3 は内轡しつつ立ちあが (右→左)

407 3.9 る 底部ー全面へラ削り

8 I不 口f圭 12.4 わずかに上げ底ぎみの ロクロ目 ロクロ目

404 底径 6.9 底部から強く内脅して 体部下端手持ちへラ

405 器高 4.1 立ちあがる体部で口縁 削り(4回)

に至って外反する 底部一全面手持ちへラ

削り

底部に焼成時の重ねた

痕跡有り

9 I不 12.1 上げ底の底部で立ちあ 体部ーロクロ目 弱いロクロ目

7.1 がり部で肥厚した後， 体部下端手持ちへラ 黒斑をもっ

412 4.1 体部はほぽ直線的に立 削り

ちあがる 底部ー全面手持ちへラ

削り黒斑をもっ

10 I手 12.2 底部内面に凹凸面を持 ロクロ目 黒斑をもっ

7.2 ち大きく内轡して立ち 体部下端手持ちへラ

404 ιo あがる。体部で口縁部 削り(4回)

に至って外反し口唇部 底部全面一手持ちへラ

は丸く終る 削り(2回)

11 万子 現存長 5.6 

幅 0.85 

201 厚 0.25 

029号祉

遺構 とならず欠番とした。

030号祉

遺構 とならず欠番とした。

031号祉一竪穴住居壮一(3一70・71図，図版3-27) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 選 存 度 出上 備考
l首位

密 良 完形 カマド

微砂粒を 外上部暗褐色 内

含む 下部黒色

内上部暗褐色

下部黒色

密 不良 カマド

微砂粒を 外暗褐色 内

含む 内晴褐色

密 不良 下層

微砂粒を 外濃赤褐色

合む 内 濃赤褐色

密 良 下層，

長石を含 外褐色 カマド

む 底部ー黒 左脇

口縁部赤褐色

密 焼成良 404 須恵器

外明灰色 ピット脇

黒斑あり カマドの

内明灰色 間

黒斑あり 405 
ピット脇

カマドの

間

密 良 寝フ台137主主1ノノ カマド

長石を含 外上部黄褐色 内

む 下部黒斑

内上部暗褐色

下部黒斑

密 良 完形 第 I

微砂粒を 外明褐色黒斑 ピット

合む 内上部赤褐色 脇カマ

下部黒色 ドの問

身先端部 カマド

のみ残存 上

形状一形の整った方形。規模 4.55 m X 4.20 m。主軸方向一N-19.50-E。カマ ドの位置 北壁中
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央部。壁一ほぽ垂直。 40cm。壁溝一全周。幅・深さは 15cm・-10'"'-' -13 cm。床面一ハードローム

上に構築。貼床。平坦。柱穴-4個。備考ーカマドは幅約1.3m。奥行 0.8mで，白色粘土を構材と

して使用している。焚口，火床も明瞭に遺存していた。壁への切込みは半円形を呈する。

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(2点)である。土器は須恵器坪が 4個体分あり，顕著である。鉄

製品は 2点とも中層から出土。

031号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 背3 外 面 内 面 層位

l 墾 口径 13.3 頭部は直立ぎみに立ち 口縁~頚部ー横ナデ 口縁一横ナデ 密 焼 成 良 y. 下層

底径 上がり外反する口縁を (左→右) 外暗褐色

502 器高 持つ。口縁外面にわず 胴部縦方向(下→上) 上 部 黒

かな平たい面をもっ へラ削り 下部淡黄褐色

2 t手 13.0 内毎して立ちあがり口 口縁部ー横ナデ 磨き 密 良 下層

唇部で丸く終わる 体部一横位手持ちへラ 微砂粒を 外

504 削り 合む 濃赤褐色黒斑

内明褐色

3 t手 14.6 底部から強く内管して ロクロ目 ロクロ目 密 良 ).i 上層

9.4 立ちあがり器厚を減じ 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外明灰色

404 3.9 つつひらいて口縁部で り 合む 内明灰色

やや外反する 底部全面回転ヘラ削

り

4 土手 14.1 わずかに凸面状をなす 弱いロクロ目 ロクロ目 密、 良 口縁一部 床面 須恵器

8.3 底部から強く内費して 体部下端一回転へラ削 油煙がかかる 砂粒を含 外灰色 欠損

401 4.6 立ちあがる。体部は器 り 日経部ー体部中位 む 内

厚を減じつつ直線的に 底部回転ヘラ削り 体部下端 淡明，灰色，油

ひらき口縁に至る内面 煙

で底部と体部境を明瞭

に残す

5 14.0 やや上げ底ぎみの底部 ロクロ目 弱いロクロ目 密 良 % 402床 須恵器

402 7.7 から屈曲ぎみに立ちあ 底部回転へラ切りの 微砂粒を 外明灰色 面

403 4.1 がり体部は直線的にひ 後全面手持ちへラ削り 含む 内明灰色 403南

らく (体部下端調整なし) 側周溝

6 鉄製品 現存長 8.8 大きく管曲しているが 片側端部 中層

幅 0.7 用途不明，先端部は鋭 のみ残存

201 厚 。目4 角的に尖る

032号祉-竪穴住居壮一(3一72・73図，図版3-27) 

遺構

形状-北東コーナーがやや突出する方形。規模-4.95m x 4.90 m。主軸方向-N-770-W。カマド

の位置一西壁中央部。壁一ほぽ垂直，良好， 44cm。壁溝一全周。幅・深さは 10cm・-4'"'-' -6 cm。

床面一多少凹凸が認められる。カマド前面は堅固。平坦。柱穴-4個。他に小ピット 1個あり。備考

ーカマドは幅約1.1m，奥行 0.85mで両袖部の遺存は良。火床はかなり焼けており，また，燃焼部に

は焼土が堆積していた。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。

口白
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032号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 造 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 ~ 口径 12.6 わずかに外反する口縁 口縁ー横ナデ(左→右) 口縁胴部上位ヨ 半E 焼成良 中層

底径 6.7 部で胴部はいったん直 胴部へラケズリ後へ コナデ 長石を含 外晴褐色

401 器高 10.6 線ぎみに下がる。中位で ラナデ上位縦位，中位 む 内赤褐色

わずかに張り出し最大 斜位

径となり厚く平たんな

底部に至る

2 椀 14.0 丸底の底部より内管し 円縁部ー横ナデ 口縁ー横ナデ *、 良 下層

丸底 ながら立ち上がり一定 体部~底部上からの 体部ー上からの斜 長石を合 外赤褐色

406 6.5 の器厚を保ち口唇部で 斜位のへラ削り後ナデ 位のナデ む 内赤褐色

器厚を減じる 調整

3 I不 11.9 強い孤状をなす底部か 口縁部横ナデ 全面磨き 密 良 下層

402 丸底 ら内管して立ち上がり 体部 ・底部一磨き 微砂粒を 外赤褐色

4.0 口唇部は尖りぎみに終 合む 内暗褐色

わる

4 I干 11. 9 孤状の底部から内智し 口縁部一横ナデ(右→ 全面へラ磨き 密 良 下層 内面朱塗

丸底 て立ちあがり口縁部外 左) 丹彩全面 微砂粒を 外赤褐色

503 3.5 面に軽い稜をもった後 体部~底部一手持ちへ 含む 内赤褐色

直立して終わる ラ削り後へラナデ

5 荷台イ寸 14.8 両台は接地部に凹を ロクロ目 ロクロ目 密 良 中層 須恵器

I不 9.7 もって低くわずかに張 高台貼付部ーナデつけ 長石を含 外明褐色

403 4.3 り出して立つ。わずか 底部一回転へラ削り ん 内 淡赤褐色

0.2 に凸面をなす底部から

体部下端で稜を形成し

直線的にひらいて口縁

に至る。口縁内面に凹

面を形成する

033号祉-竪穴住居社一(3一74・75図，図版)

遺構

形状-整った方形。規模-3.05m X 3.00 m。主軸方向 N-7T-W。カマドの位置-西壁中央部。

壁 ほぽ垂直で、良好。 42cm。壁溝全周。 幅・深さは 15-----20cm・ 10 cm。床面ハードローム上

に構築。堅固，平坦。柱穴一不明。東壁中央部直下に径 25x27 cm，深さ 24cmの小ピット一個所

在。備考ーカマ ドは幅約1.0m，奥行 0.85mを測る。火床は良く焼け，燃焼部には焼土が約 13cmの

厚さで堆積していた。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製支脚 1点，鉄津 1点、である。土器はにずれも破片である。支脚は床面

から，鉄淳はカマド中から出土している。

033号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

l 宜II 口f圭 14.9 頚部下によわい稜を 円縁部横ナデ(右→ 口縁ー横ナデ 密 焼成不良 401カ 断面一赤

底f圭 もった後口縁は強く外 左) 微砂粒を 外明褐色 マド右 褐色

401 器高 反して口唇部で直立す 胴よ部一中位ーナデ縦 含む 内明褐色 脇周溝

る。胴部は大きく張り 位 405カ

出して下がり中位に最 胴中位下位横位へラ 7 ド前

大径をもっ 自IJり
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法 F日H. 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 青5 外 面 内 面

2 ~ 12.8 頚部から短く外反して 円 縁 ~ 頚部横ナデ 口縁部ー償ナデ

終わる口縁である胴部 (左→右) 胴下位一へラ削り

403 は内轡しつつ下がりわ 胴部一縦位へラ削り

ずかに上げ底状の底部 胴部下端斜位へラケ

に至る最大径を中位に ズリ

もつ 底部ーへラ削り

3 習E 8.5 胴部下半ー縦薗削り へラ削り

胴部下端ー斜位のへラ

402 削り

034号祉-竪穴住居社 ( 3 一76~78 図，図版 3 -28) 

遺構

位i也
胎土 焼成 ・色調 i温存度 出ト 備考

国位

密 不良 床面 断面

微砂粒を 外暗褐色 402濃赤

含む 内暗褐色 褐色

403赤褐

色

2と同一

個体と思

われる

形状一北側が多少広くコーナーも角 に近い方形。規模-3.75mx3.35 m。主軸方向-N-74.

50-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほぽ垂直。壁溝 全周。幅 ・深さは 10cm • -2..--....-5 cm。

床面 貼床だが堅固。平坦。柱穴 4個。備考一北東コーナーが大きく突出するプランを呈している。

カマドは幅約 0.9m，奥行 0.75mで遺存は良好。焚口，火床，煙道部も明瞭であった。

遺物

出土遺物は土器，鉄製品(鉱1点)，鉄津 1点である。土器は少量でトいず、れも破片もしくは破損品で

ある。鉄津は埋土中からの出土である。

034号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

備考番号名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

I 斐 口t室 16.6 口縁は器厚を減じつつ 口縁~頚部ー横ナデ 口縁~頚部ー横ナ 密 焼成良 下層

底径 外反し口唇部で直立し 胸部上位一斜位へラ削 7 砂粒含む タト 淡赤褐色

404 器高 て終わる り後横位へラナデ 胸部中位~下位 内淡赤褐色

胴部は大きく張り出し 胴部中位横位へラ削 ーナデ(方向不定)

内費して下がる り後斜位へラナデ

最大径を胴部中位にも

つ

2 護 14.6 頚部で器厚を増して口 口唇部一横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 胴下位及 中層

縁は外反し口唇部に凹 口縁部ーへラによる横 微砂粒を 外淡赤褐色 び底部欠

401 聞をもって終わる ナデ 合む 内暗褐色 f員
胴部はゆるやかに内管 胴部縦位へラ削り

して下がる

3 斐 厚くて小さい底部で胴 胴部下位へラ削り後 密 良 よ層

7.7 部は内管しつつ大きく ナデ 微砂粒を 外暗褐色

403 ひらく 下端ー縦位斜位のへラ 含む 黒斑

削り 内淡赤褐色

4 斐 わずかに凸面状をなす 体部一横位手持ちへラ ナデ 密、 良 上層

5.9 底部で体部は内轡しつ 削り 微砂粒を 外濃黄褐色

502 つ立ちあがる 底部一全面手持ちへラ 含む 黒斑

体部の器厚が著しく薄 削り 内濃黄褐色

しミ 黒斑

5 椀 14.8 口縁から体部にかけて 口縁部ー横ナデ ナデ 密 良 y. 上層

断面がゆるやかなrSJ (友→右) 微砂粒を 外濃赤褐色

503 字状をなす 体部一斜位へラナデ 含む 内濃赤褐色
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法 亙目王 特 徴 位置

備考 |番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土
口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 商 I皇位

6 蓋 16.7 天井部と体部との聞に 天井部一回転へフ削り ロクロ自 密 良 y3 上層 須恵、器

天井部径 綾をもっ 体部ロクロ目 石英雲母 外明灰色

502 9.3 体部は直線的にひらい 口唇部外面一回転へラ を合む 内明灰色

2.9 て下がり口縁部で外反 削り

する

口縁内外に身受けのか

えりを突出させる

7 鉄鍛 現存長13.4 2本がま秀により結合し 茎端部欠 埋土中

5.5 ている t員
201 幅 0.55 両端部欠

0.6 f員
厚 0.5 

0.5 

035号土止-竪穴住居牡 ( 3-79・80図，図版 3-29) 

遺構

形状方形。規模 4.95mX 5.95 m。主軸方向 N~52.50~W。カマドの位置西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 73cm。壁溝 カマドの右，北側は検出されない。幅・深さは l().------25cm・ 5-------10 cm。床

面一平坦。柱穴~ 4 個。北側コーナーの柱穴には小ピットが付随する。備考一正方形に近い大形のプ

ランを呈する住居杜であり ，掘込みも深く。カマドは幅約 1.15m，奥行約 1.3mで砂質粘土を構材と

している。右側袖はローム塊を基盤としていた。壁への切込みはやや浅いが，煙道は壁にそって垂直

に近い立上りを示す。火床は良く焼け，燃焼部には焼土が約 12cmの厚さで堆積していた。

遺物

出土遺物は土器のみである。量はやや多いが，いずれも破片もしくは破損品である。須恵器の出土

が顕著。

035号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

l 要 口t圭 22.3 大きく外反する口縁部 横ナデ左→右 横ナデ右→左 密 焼 成 良 ys 下層

底径 微砂粒を 外濃赤褐色

502 器高 合む 内暗褐色

2 主聖 22.4 強く短かく外反する口 横ナデ左→右 横ナデ右→左 密 良 ys 下層

縁部は口唇外面に稜を 砂粒含む 外暗褐色

506 もち外傾する面を形成 内暗褐色

して終わる

3 護 胴部は小さく平坦な底 胴部一斜位へラナデ 横ナデ 車E 良 402 

402 9.0 部から大きく内管して 底部一全面一定方向の 底面にスス付着 微砂粒を 外暗褐色 直上

504 立ちあがる ヘラナデ ナデ 含む 内褐色 504 

505 505 

508 508 
下層

4 霊童 14.0 頚部でやや内傾する面 ロ縁~頚部ー横ナデ左 ナデ 密 良 7.i 下層

をなし口縁は強く外反 →右 微砂粒を 外濃赤褐色

506 する 胴部一縦位(下→上)へ 合む 内

ラ削り

5 t手 21.0 体部下位より内毎しな 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 底部を欠 覆土上

がら一定の器厚でひら 体部ー横位へラ削り後 体部ー横位又は斜 微砂粒を 外赤褐色 く7.i 層

501 く 横位へラ磨き 位のへラ磨き 合む 内赤褐色

口唇部で器厚を減じる

唱
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法 主問よ 特 徴
番号 名 称

口径・底径・器高 器 背長 外 面 内 面

6 I手 14.3 平坦な底部から外面下 ロクロ目 ロクロ目
6.5 位に四面をつくり強く 体部下端回転へラ削

504 4.5 内湾する り

体部は口縁部でわずか 底部一全面回転へラ削

に外反して終わる り

7 I手 16.0 体部は下位で内轡した 体部下端回転へラ削 よわいロクロ目
7.6 後外反ぎみにひらき口 り

507 4.6 唇端が丸く終わる 底部回転へラ削り

8 I不 15.6 体部下位によわい稜を ロクロ目 よわいロクロ日
もつ 体部下端回転へラ削

501 体部は外反ぎみにひら り

く

9 I不 わずかに上げ成状の底 ロクロ目 ロクロ目
8.4 部で体部は下位で内管 体部下端回転へラ削

508 した後直線的にねびる り

内面立ちあがり部に凹 底部全面回転へラ削

凸をもつ り

10 蓋 14.8 上部に平坦面をもち中 紐貼り付部←ナデつけ よわいロクロ目
紐径 l.2 位に稜をもって強く内 天井部←回転へラ削り

507 3.3 轡する鎧をもっ 体部ーロクロ目

紐 0.9 体部はゆるやかに内管

して下がり口唇部で直

立する

11 蓋 中央が凸面をなす紐を 紐貼り付部 ナデつげ よわいロクロ目
紐径 3.2 もつ 天井部回転へラ削り

401 紐径 0.9 体部はゆるやかに内管 体部ロクロ目

して下がる

036号士止 竪穴住居壮一(3-81・82図，図版 3-28)

遺 構

胎土 焼成 ・色調 遺存度
位白

山上 備考
l菖位

密 良 口縁部の 下層
長石含む 外白灰色 み残存

内白灰色 底部全周

密 良 !4 下層 須恵器

微砂粒を 外明灰色

含む 内明灰色

密 良 覆土上 須恵器

砂粒含む 外暗褐色 層

内黄褐色

密 良 yz 下層 須恵、器

石英含む 外明灰色

内明灰色

密 良 下層 須恵器

微砂粒を 外明灰色 部分的に

含む 内明灰色 紬が付着

密 良 直よ 須恵器

砂粒含む 外明灰色

内明灰色

形状 西コーナーがやや突き出した不整方形。規模-5.30m X 4.65 m。主軸方向 N-40.50-W。

カマドの位置一北壁中央部やや北寄り。壁 ほぽ垂直。 59cm。壁溝一全周。幅・深さは 14""'-'25cm・

2""'-'-4 cm。床面一堅固，平坦。柱穴-4個。備考 カマドは幅約 1.2m，奥行約 1.5mで，ロームと

粘土を構材としている。火床は良く焼けている。

遺 物

出土遺物は土器のみである。量はそう多くなしいずれも破片もしくは破損品である。警の出土が

多い。

036号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 売予 外 面 内 面 層位

t 宜E 口径 2l.0 頚部で強く外反する口|口縁~頚部横ナデ 口縁~頚部ー横ナ 密 焼成良 口縁若干 覆土下 体部外面

底径 縁である 胴部上位斜位へラ削 7 微砂粒を 外明褐色 胴部約yz 層 に黒斑

401 器高 胴部は中位に最大径を り(右下→左上) 胴部上位ーナデ 合む 内明掲色

もち内脅して下がる 中位ー横位へラ削り (輪積み痕を残

(右→左) す)

下位斜位 へラ削り 下位丁寧なナデ

(左上→右下)

-82 



法 呈日主 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 面 層位

2 褒 19.7 1頚部で外反する口縁部 口縁部横ナデ(左→ 口縁部横ナデ 密 良 % 覆土下

は口唇部で稜をもった 右) (右→左) 砂粒含む 外黄褐色 層

501 後外反する面を形成し 胴部ーへラナデ(斜位) 胴部横位へラナ 内暗褐色

て終わる ア

胴部は大きく張り出し

て内管しつつ下がる

3 婆 15.5 頚部に稜をもち外反す 口縁部ー横ナデ(左→ 口縁部ー横ナデ 密 良 口縁部欠 下層

る口縁部は口唇部外面 右) (右→左) 長石含む 外暗褐色 損

404 に凹面を形成して立ち 胴部ー縦位へラ削り後 胴部ー横位へラナ 内暗褐色

あカtる ヘラナデ ア

胴部はゆるやかに内管

しつつ下がる

4 斐 15.5 頚部から外反してやや 口縁~頚部一様ナデ 口縁部横ナデ 密 良 xi 下層

肥厚する口縁である (左→右) (左→右) 微砂粒を 外濃赤褐色

403 胴 部 縦 位 へ ラ削り 含む 内暗褐色

(下→上)

5 斐 13.4 ゆるく外反する口縁部 口縁ー横ナデ(左→右) 口縁部ー横ナデ 密 良 覆土下

5.8 をもち胴部はゆるやか 胴部上位~下位一縦位 胴部指頭による 微砂粒を 外暗褐色 層

401 12.0 に内管しつつ下がって ヘラ削り ナデ 含む 内濃赤褐色

平坦な底面に至る 胴部下位一斜位へラ削

り

底部一全面手持ちへラ

削り

6 重孟 上面が凹凸をなす紐を 紐目占付部ーナデつけ ロクロ目 密、 良 カマド 須恵器

鐙f圭 3.1 もつ 体部上位(天井部) 回 砂粒含む 外白灰色 内

505 鐙高 0.7 体部はゆるやかに内管 転へラ削り 内白灰色

しつつ下がる

037号壮一竪穴住居壮一(3-83~85 図， 図版 3 -29) 

遺構

形状 正方形に近い整った方形。規模 3.60 mx3.75 m。主軸方向 N-650-W。カマドの位置一西

壁中央部。壁 ほぽ垂直。30cm。壁溝南東コーナーは検出されない。床面貼り床。平坦。柱穴 4 

個。他に小ピ ッド1個あり 。備考ーカマドは幅約1.2m，奥行 1.05m。白粘土を構材としているが量

は少ない。火床は良 く焼けている。

遺 物

出土遺物は土器のみである。土器の量はそ う多くないが，完形の杯や，大形の破片，破損品が顕著

である。

037号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位箇

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 面 層位

I 斐 口f圭 15.2 頭部に凸面をもって外 口縁部一横ナデ(右→ 口縁ー横ナデ 密 焼成良 y， 上層

底径 7.5 反する 左) 胸部 ・底部へラ 微砂粒を 外晴褐色

402 器高 19.0 口縁部は口唇部外面に 胴部上位一丁寧なナデ ナデ 含む 内暗褐色

直立ぎみの面を形成し 』阿部下位ーへラ削り後

て終わる 縦位へラナデ

胴部は大きく内管して

下がり最大径を中位に

もって厚い平坦な底部

に至る

q
J
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法 ~~色
番号 名称

特 徴

2 

404 

501 

504 

3 

502 

504 

4 

403 

5 

503 

504 

505 

6 

412 

502 

7 

411 

8 

401 

9 

413 

10 

410 

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面

翠 16.0 頚部で大きく外反する ロ縁~頚部一横ナデ 口縁部一横ナデ

口縁をもっ (右→左) 胴部ーナデ

胴部はわずかな張りを 胴部ー縦位へラ削り

もって内轡しつつ下が

る

王室 13.6 頚部で強く外反する口 口縁部横ナデ 口縁~頚部横ナ

縁部である 胴部ー縦位へラ削り ア

胴昔日は内管ぎみに張り 胴部ナデ

出す

斐 11.1 小型である 口縁部~頚部 クシ様 横ナデ

5.7 頚部から器厚を減じて 工具による横ナデ(左

8.7 外反する口縁をもっ →右)

胴部上位に最大径をも 胴部一手持ちへラ削り

ち大きく内脅して平坦 (不定方向)

な底部に至る 底部ー全面手持ちへラ

削り

盤 17.2 凸面状をなす底部で， 体部ー縦位へフ磨き へフ磨き

丸底 体部は内管しつつ立ち 底 部全面横位手持ち 体部縦位

3.85 あがり口唇部は尖りぎ へラ削り

みに終わる

I不 14.4 孤状の底部から大きく 口縁部ー横ナデ 横ナデ

丸底 内管しつつ立ちあがる。 体部一手持ちへラ削り

3.1 口唇部は尖りぎみに終

わる

I手 13.7 孤状をなす底部で内轡 口唇部横ナデ 全面磨き

丸底 しつつ立ちあがり口唇 体部~底部ー手持ちへ

3.8 部でわずかに内傾して ラ削り後へラナデ

終わる

I不 15.1 ゆるい孤状をなす底部 口唇部横ナデ 磨き

丸底 で体部との境によわい 体部~底部一手持ちへ

4.4 稜をもつ ラ削り後へラナデ

体部はわずかに内管し

つつひらき口唇部外面

に内傾する面を形成し

て終わる

盤 16.9 広い平坦な底部から屈 体部一横位へフナデ 底部ーナデ

12.2 出的に立ちあがる体部 底部全面手持ちへラ 体部横ナデ

3.6 はわずかに内管ぎみに 削り 体部下端指頭痕

のびて口唇部は尖りぎ の強い押圧

みに終わる

立ちあがり部内面に強

い押さえが見られる

Eヰ 15.0 内面中央に凹面をもっ ロクロ目 ロクロ目

7.2 あげ底ぎみの底部から 底部一回転へラ切り離

4.5 強く内脅して立ちあが し後へラナデ

り曲線部でわずかに外

反し尖りぎみに終わる

038号祉-竪穴住居牡 (3 ~86 ・ 87 図， 図版 3 ~30) 

遺構

位誼

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 良 404 

微砂粒を 外淡赤褐色 中層

含む 内暗褐色 501 

表面

504 

中層

密 良 yz 502 

微砂粒を 外褐色 上層

含む 内黒褐色 504 

中層

密 良 中層

微砂粒を 外暗褐色

合む 内暗褐色

密 良 % 503 内外面共

微砂粒を 外赤褐色 上層 に油煙が

合む 内赤褐色 504 かかって

中層 いる

505 

下層

密 良 yz 412カ

微砂粒を 外赤褐色 マド内

合む 内赤褐色 502 

上層

密 良 完形 上層

微砂粒を 外赤褐色

含む 内赤褐色

密 良 上層

微砂粒を 外赤褐色

含む 内赤褐色

密 良 yz カマド

微砂粒を 外赤褐色 内

含む 内赤褐色

密 良 中層 須恵、器

微砂粒を 外臼灰色

合む 内白灰色

形状一不整方形。規模-4.00m X 4.15 m。主軸方向-N-260
- E。カマドの位置 北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 25cm。壁溝一全周。幅 ・深さは10cm ・ ~ 10cm。 床面 平坦。柱穴 4個。備考ーカ

マドは幅約 1.2m，奥行約1.15m，粘土を構材としている。
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遺 物

出土遺物は土器と鉄製品(鎌 1点)である。土器は少量でいずれも破片である。警が大部分を占め

る。

038号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 非5 タ十 商 内 面 層位

斐 口径 27.0 頚部で強く外反し口唇 口縁部ー横ナデ(右→ 口縁部一横ナデ 密 焼成良 う4 床面

底径 部は角ばって終わる 左) 頚部ー横位へラナ 微砂粒を 外赤褐色

404 器高 胴部はわずかに張り出 胴部斜位へラ ナデ ア 含む 内赤褐色

しぎみに内管する (右下→左上) 胴部横位ナデ

2 甑 19.0 ゆるやかに外反ぎみに 口縁部一横ナデ(右→ 口縁部一横ナデ 密 良 ys 402 

のびる胸部で口縁部は 左) 胴部ナデ 微砂粒を 外暗褐色 床面

402 短く外反する 胴部一丁寧な縦位へラ 含む 内暗褐色 502 

502 ナデ(下→上) 上層

3 斐 小型である 胴部下位ーへラ削り 下位一へラ削り 密 良 床面

5.3 上げ底で器厚を減じて (不定方向) 微砂粒を 外暗褐色

403 内脅しつつ立ちあがる 合む 内濃黄褐色

4 鎌 現存長 4.7 手鎌の端部と思われる 端部のみ 上層

厚 0.2 先端は丸味をもっ 残存

201 申直 1. 75 

039号祉 竪穴住居祉一(3-88・89図，図版3-31) 

遺 構

形状一南北に長い長方形。規模-2.50mx3.15 m。主軸方向 N-2T-E。カマドの位置一北壁中

央部。壁一ほぽ垂直 35cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 15"-'20cm・ 3"-'-5 cm。床面一平坦。堅固。

貼り床。柱穴ーナシ。南壁下西寄りに径 52x43cm，深さ 25cmのピッ ト一個所在。カマドは幅約1.

1m，奥行約 1.15m で，壁への切込みはコの字状に大きく切込んで、いる。砂質粘土を構材としてい

る。

遺物

出土遺物は土器，石製品(紡錘車1点)，鉄製品(鎌1点)である。土器は出土量の割に小破片が多

い。 警の出土が多い。鎌は埋土中部から出土している。

039号壮遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 膏き 外 面 内 面 層位

1 斐 口f圭 15.7 口縁は内外面に凹凸面 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 ほぽ完 405床面 土師質

405 底径 を持ちながら「く」字状 胴部下から上へ4段 胴部横ナデ 微砂粒を 外赤褐色 底部欠損 505中層 須恵器

505 器高 に外反する の叩き目 含む (黒斑有) 506中層
506 胴部下位ー横位のへラ 内赤褐色 510床面
510 削り(右『左)

2 斐 22.3 口縁は強く短かく外反 口縁部ー横ナデ(右→ 口縁部ー横ナデ 密 良 ys 下層 須恵器

し口唇部は凸帯状とな 左) 胴部ーナデ 微砂粒を 外暗灰色 カマド

402 り口唇端部で尖って終 胴 部 叩 き 目 含む 内明灰色 左脇

わる

「
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・底径・器高 器 非主 外 面 内 面

3 鉢 20.3 口縁が最大径をなす 口縁部叩 き目 丁寧な横ナデ

11. 4 口縁はわずかに外反し 胴部ー横ナデ(左→右) 体部下端一指ナデ

404 15.2 胴部はゆるやかに内管 部分的に叩き目を残す

412 しつつ下がり上げ底の 胴部下位一へラ削り

底部に至る (右→左)

4 士手 12.3 やや上げ底ぎみの底部 よわいロクロ目 よわいロクロ目

408 5.8 で体部は下位で軽い稜 体部下端一手持ちへラ

505 3.6 をもった後外反してひ 削り(左→右)

511 らく 底部全面手持ちへラ

削り

5 I干 体部下端へフ削り 底部墨書「吉J 底部墨書「吉J
底部片

602 

6 I不 墨書

体部 体部下端ーへラ削り

ω1 

7 石製 上部 2.1 台形状を呈し孔は一方

紡錘車 下部 3.8 から穿っている

101 穴上 0.8 

下 0.5 

040 A号祉-竪穴住居牡一(3-90・91図，図版3-32) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 良 tヌ'cif:ノノ 404 片口をも

微砂粒を 外暗褐色 下層 つ

含む 内暗褐色 412 土師質

床面 須恵、器

密 良 408床面
砂粒含む 外濃赤褐色 505中層

内濃赤褐色 511 

カマド

内

密 良 底部破片 カマド 墨書土器

長石含む 外明褐色 内右袖 底部内外

内明褐色 面「吉J

密 良 小片 上層 墨書土器

微砂粒を 外赤褐色 体部外面

含む 内赤褐色 字体不明

完形 床面

形状一方形。規模-4.45m X 3.80 m。主軸方向-N-480-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 B号牡を切る南壁部分は不明瞭。 42cm。壁溝一全周。幅・深さは 5'"'-'10 cm・-5'"'-'ー 10

cm。床面一貼り床，平坦。柱穴 4個。備考-040B号祉の西側を大きく切って構築している。カマ

ドの幅高約1.3m，奥行1.15m を測る。火床は床面から約 18cmと深く，良く焼けていた。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品(鍛1点)である。土器は少量であるが，界，須恵器坪蓋の完形品の出土

がある。

040 B号祉-竪穴住居壮一(3-90・91図，図版3-32) 

遺構

形状 方形。規模一東壁部分， 3.35 m。主軸方向-N-36.50-E。カマドの位置一北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 26cm。壁溝一西側は不明。幅・深さは， 12 cm・-3'"'-' -5 cm。床面一貼り床。柱穴一不

明。南壁中央部直下に径 27x35cm，深さ 7cmの浅い小ピットが所在。備考-西側を大きく A号祉に

切られている。カマドは左袖部をA号祉に切られているが，推定で幅約 80cm，奥行約 70cmを測

る。壁への切込みは浅く，煙道の昇角は 450。火床は床面より約 10cmと深く，良く焼けている。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。坪 2点を除き，いずれも破片である。
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040A. B号祉遺物一覧表( )内は出土住居祉

法 量 特 徴
番号 名称

1 

(A) 

406 

407 

2 

501 

3 

501 

502 

4 

(B) 

401 

5 

(B) 

402 

6 

(B) 

601 

7 

(A) 

403 

8 

(A) 

201 

口径・底径・器高 器 形 タト 面 内 面

斐 U径 16.4 頚部で肥厚して外反す 口縁部横ナデ ロ縁部横ナデ

底径 る口縁部である 胴部一縦位へラ削り後 脂部斜位へラナ

器高 胴部は巾位に最大径を 横位へラナデ(下→よ) ア

もち内管して下がる 胴部下位斜位( 左上

→右下)へラ削り

婆 15.2 小型である 口縁部償ナデ 横ナデ

頚部で肥厚して外反す 胴部上→下へのへラ

る口縁部は口唇で尖っ 削り後縦位へラナデ

て終わる 胴部上位に輪積み痕残

す

斐 12.2 小型でbある 口縁部ー横ナデ 横ナデ

頚部で肥厚してゆるく 胴 部 斜 位 へ ラ 削り

外反する口縁部である (左下→右上)

胴部は器厚を減じつつ 後へラナデ

内脅して下がる

Eヰ 9.0 椀に近い器形をなす 口縁部横ナデ 横ナデ

5.2 わずかに上げ底ぎみの 体部ー斜位へラ磨き

4.4 底部で体部は内智しつ 体部下位ー横位へラ削

つ立ちあがる り

底部全面へラ磨き

J不 1l. 7 平坦な底部で体部との 口縁部横ナデ ヘラナデ

6.8 境に軽い稜をもち体部 体部ー全面へラ削り後

4.1 は内脅して立ちあがる ヘラ磨き

底部←全面へラ削り

刻書

I手 11.2 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目

7.5 みに立つ体部は直線的 底部墨書「只」

3.3 にのぢて口縁に至る 体部下端一手持ちへラ

削り

底部一中央部に回転糸

切り痕を残し周縁を手

持ちへラ削り

盆 14.7 上面が凹巴をなす鐙で (R) ロクロ目

鐙高 0.4 ある 天井部回転へラ削り

鐙径 4.0 体部は上位に稜をもち 体部ー ロクロ目

2.5 直線的にのびて口縁は

外反して終わる

口縁内面に身受けのか

えりを低く突出させる

鉄鉱 現存長 6.7 広根

幅根 4.5 腸扶の返りは強い

差 0.7 根は両丸造りである

厚 0.4 

041号壮一竪穴住居壮一(3-92・93図，図版 3-3 4) 

遺 物

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出上 備考
層位

密 焼 成 良 !4 406カマ

微砂粒を|外赤褐色 ド右袖

含む 内赤褐色 中

407中層

周溝上A

カマド

左袖脇

密 良 ;五 上層

微砂粒を 外赤褐色

含む 内赤褐色

密 良 ~ 501 

微砂粒を 外暗褐色 上層

含む 内赤渇色 502 

中層

密 良 完形 床面

微砂粒を 外赤褐色 カマド

含む 内赤褐色 右脇B

密 良 完形 床面 刻書土器

微砂粒を 外赤褐色 カマド 底部外面

合む 内赤褐色 前 B 焼成前に

刻書「ー」

密 良 ~ 床面 墨書土器

微砂粒を 外赤褐色 体部外面

合む 内赤褐色 「只」

密 良 完形 下層A 須恵器

長石含む 外淡紫灰色

内淡紫灰色

茎一部欠 中層

損

形状一比較的整った方形。規模 3.75 mx3.65 m。主軸方向 N-24'-E。カマドの位置 北壁中

央部。壁一ほぽ垂直。壁溝一全周。底部に小さな凹凸あり。幅・深さは 20cm ・ - 5~-11 cm。床面

一ハードロームであるが部分的に暗褐色土とソフトロームの混在土で貼床している。平坦。柱穴 4 

個。備考ーカマドは幅約1.45m，奥行約1.1m。壁への切込みは深い半円形。

遺物

出土遺物は土器，鉄製品(鉄片 2点)，鉄淳がある。土器は出土量は多いが，いずれも破片及び破
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損品である。鉄片 2点、は周溝内及び埋土下部，鉄津はカマド左脇下層から各々出土している。

041号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 育3 外 商 内 面 層位

l 褒 口径 20.0 頚部が肥厚し口縁部は 口縁部横ナデ 口縁部へラ横ナ 密 焼 成 良 yz 507 
507 底径 強く短かく外反し口唇 胴部ー縦位及ひ'横位へ ア 微砂粒を 外明褐色 中層
516 器高 部は外面に凹面を形成 ラナデ 胸部ナデ 含む 内明褐色 516 
ll7 して立ちあがる 117 

覆土中

2 斐 13.4 頚部で外反する口縁部 口縁部ー横ナデ 横ナデ 密 良 覆土中 内外面に
は口唇部外面に沈線を 胴部上位ー縦位(下→ 微砂粒を 外淡褐色 522 一部スス

517 もって終わる 上)へラ削り後へラナ 合む 内赤褐色 下層 付着
522 ア

3 き聖 底部中央に凹凸面をも 胴部下端縦位へフナ 床面に半載竹管様 密 良 yz 中層
8.4 つ 7 なもので押圧を加 石英含む 外暗褐色

404 底部一木葉痕 えている 内黄褐色

4 E喜 39.5 広い口縁である ロクロ目 ロクロ目 密 良 ys 下層 土師質
折り返し口縁で外面に 微砂粒を 外赤色 須恵器

510 凸帯を形成して終わる 含む 顔料塗布

内赤色

顔料塗布

5 I手 11.8 底面中央が凹面状とな ロクロ目 弱いロクロ目 密 良 yz 403 
403 7.2 る底部から強く内脅し 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色 床面
516 4.0 て立ちあがる 削り 含む 内明褐色 516 
407 体部はゆるやかに内轡 底部中央に回転糸切痕 覆土中

を続け口唇部で肥厚し を残し周縁部に回転へ 407 
丸く終わる ラ削り痕を残す 下層

6 I手 11.8 平坦な底部で体部はゆ ロクロ目 ロクロ目 密 良 yz 407下層
407 7.0 るく内轡して立ちあが 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外赤褐色 507中層
507 3.95 り口縁部で外反して終 り 含む 内赤褐色 516 
516 わる 底部一回転糸切り痕の 覆土中

み(無調整)

7 I手 11.8 上げ底状の底部から強 ロクロ目 密 良 口縁部YJ 522 
6.0 く内費して立ちあがる。 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外赤褐色 底部全周 下層

522 3.9 体部は直線的にのびて 削り 合む 内赤褐色 524カ

524 口唇部で丸く終わる 底部中央一回転糸切り マド内
痕

周縁一手持へラ削り

8 f不 11.8 やや上げ底ぎみの底部 ロクロ目 よわいロクロ目 密 良 下層 墨書土器
6.5 で体部はゆるく内管し 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色 体部外面

ωl 3.8 て立ちあがり口唇部で 削り 含む 内明褐色 「六」
肥厚して外反する 底部ー中央に回転糸切

り氏周辺手持ちへラ削り

体部墨書「六J

9 I不 11.5 やや上げ底ぎみの底部 ロクロ目 よわいロクロ日 密 良 ほぽ完形 522下層
522 6.0 から大きく内轡して立 体部下位~下端一手持 石英，長 外褐色 502上層
502 3.3 ちあがり底部と体部の ちへラ削り 石の微砂 内褐色 402下層
402 境が明瞭でない 底部中央に糸切り痕 粒を含む

周縁に手持ちへラ削り

10 I手 わずかに内轡ぎみに立 体部墨書「六j 密 良 y:i 下層 墨書土器

破片 ちあがる体部で口唇部 微砂粒を 外褐色 (2 G) 体部外面
ω2 でわずかに肥厚し丸く 合む 内褐色 「六」

終わる

11 I不 11. 0 体部中位に稜をもって ロクロ目 ロクロ目 密 良 y.i 下層 須恵器

5.6 口縁部で外反する 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外紫灰色 (1 G) 

509 4.0 り 合む 内明灰色

底部一手持ちへラ削り

88 



042号祉-竪穴住居祉 ( 3~94 ・ 95 図，図版 3 ~35) 

遺構

形状 方形。規模-3.60x 3.95 m。主軸方向-N-420
- E。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほぽ垂

直。 67cm。壁溝 北隅右コーナーで壁にそわず，東壁で一部欠。幅・深さは 15cm・ 8cm。床面ー←ハー

ドロームを浅く掘り込んだあと，貼り床。平坦。柱穴-4個。備考 埋土は小ブロックを含んだ黒褐

色で自然堆積。備考 カマドは幅約1.4m，奥行約 1.3m で，砂質粘土を構材としている。

遺物

出土遺物は土器，鉄製品(万子 1点、，鉄片 1点)，鉄淳(l3点)，羽口(2点)である。土器は少量

であるが，量のわりに完形品や大形の破片が認められる。万子は埋土下部，鉄片は埋土中部から各々出

土。鉄津は住居壮一面に散在し，埋土中~下部に多かった。羽口は 2点、ともに下部から出土している。

042号壮遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

斐 口径 16.4 頚部から肥厚して強〈 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼 成 良 % カマド

底径 8.5 外反する口縁である 胴部上位縦位へラ削 胴部ーへラナデ 多量の微 外暗褐色 内

404 器高 22.7 胴部は内轡しつつ張り り 砂粒を合 内暗褐色

出し中位上方の最大径 胴部中位ー横及び斜位 む

を経て，ゆるくすぽま のへラ削り

るように内轡を続け平

坦な底部に至る

2 饗 14.5 頚部で外反してひらく 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 )4 中層 器菌が減

日縁部は口唇部で内傾 胴部へラナデ 胴部へラナデ 微砂粒を 外暗褐色 している

502 して丸く終わる 含む 内褐色

腕部はゆるく張り出し

て下がる

3 護 10.2 わずかに外反ぎみに立 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 ，YdEbF 百11三ノ カマド

7.0 つ口縁部で，口唇部は 胸部ーナデ(輪積痕を 胴部へラナデ 微砂粒を 外 褐 色 の中

405 9.6 丸くおさまる 残す) 含む 内褐色

球状に近く平坦な突出 底部木葉痕

ぎみの底部をもっ

4 I不 14.2 凸面となる底部から大 体部~底部一横及び斜 へラ磨き 密 良 完形 カマド

丸底 きく内脅して立ちあが 位のへラナデ 微砂粒を 外明褐色 内

406 4.1 る 合む 内褐色

体部と底部の境が明瞭

でない

5 E手 13.8 凸面となる底部から大 全面斜位及ひ、横位へラ ヘラ磨き 密 良 信フ士¥olf'ノ4 カマド

丸底 きく外反して立ちあが ナデ 微砂粒を 外明褐色 内

407 3.9 る 含む 内明褐色

体部と底部の境が明瞭

でない

6 蓋 上面が凹凸面となる紐 ロクロ目 ロクロ目 密 良 下層 須恵器

鐙径 3.5 をもつ 微砂粒を 外青灰色

403 紐高 0.8 体部はゆるく内轡ぎみ 合む 内青灰色

に下がる

7 羽口 8.4 横ナデ 徽密 良 う4 下層

微砂粒を 外黄褐色

301 含む 内黄褐色

8 羽口 密 良 小破片 下層

微砂粒を 外明褐色

302 含む 内明褐色
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 A宇 外 面 内

9 万子 現存長身4.5 関は刃部のみにあり，

茎4.0 峰部にはない

210 幅 身0.95

茎0.75

厚 身0.35

茎0.35

043 A号-竪穴住居壮一(3-96・97図，図版3-37) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

先端部 中部

欠損

ーー..1.ー

形状一正方形に近いが二コーナーが隅丸の方形。規模-3.60mx 3.65 m。主軸方向-N-290-E。カ

マドの位置-北壁中央部。壁一ほぽ垂直で良好。 30cm。壁溝-全周。幅・深さは 10cm・-4，，-，-10

cm。床面貼り床でほぼ平坦。柱穴-4個。他に小ピット 1個あり。備考-043B号牡を切って構

築。 B号祉の西側壁溝に貼り床している。カマドは幅約1.3m，奥行き約1.1m で，砂質粘土を構材

としている。火床はあまり焼けていない。

遺 物

出土遺物は土器と鉄津(3点)である。土器はごく少量でいず、れも破片である。鉄津は埋土下部か

ら出土している。

043A号牡遺物一覧表

番号

l 

505 

法 量 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内

t不 口径 11.9 体部下位よりやや内管 斜位へラナデ ロクロ目

底径 ぎみにひらく ヘラ磨き

器高

043 B号-竪穴住居牡一(3-98・99図，図版3-37) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

密 焼 成 良 YJ カマド

微砂粒を 外暗褐色 近く

含む 内褐色

形状一東西に長い不整方形。規模-3.60m x 6.10 m。主軸方向 N-330- E。カマドの位置 北壁

中央部。壁一垂直に立ち上り良好。 28cm。壁溝一西側はA号牡に切られ不明。幅・深さは 10"-'15 cm・

6，，-，-10 cm。床面一貼り床。 A号社より堅固。平坦。柱穴 4個。ともに浅い。備考-A号祉に西側

を切られている。カマドは幅約1.25m，奥行 0.6mで，砂質粘土を構材とする。火床及び燃焼部は良

く焼けている。壁への切込みは浅い。

遺物

出土遺物は土器のみである。少量でいずれも破片である。
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043B号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・底径・器高 器 背3 外 面 内 面 層位

1 費 口径 胴部はわずかに内管し 胴部下位縦位へラナ ナデ 密 焼 成 良 うも 505カマ

505 底径 10.0 つつすぽまり，平坦な 7 輪積痕を残す 微砂粒， 外暗褐色 ド近く

508 器高 底部に至る 雲母を多 内靖褐色 508カマ

510 量に含む ド右袖

510カマ

ド内

2 I不 15.6 大きく内管して立ちあ 口縁部横ナデ ヘラ磨き f.E! 良 ys 下層

がる体部で口縁部は直 体部ー横位へラ削り 砂粒含む 外黒褐色

503 立ぎみとなり口唇部は 内褐色

やや尖って終わる

3 童 17.7 口縁部外面に直立する ロクロ目 ロクロ目 微密 優 ys 下層 須恵器

面を形成して口唇をつ 微砂粒を 外明褐色

504 まみ上げたようにして 含む 内明褐色

終わる

044 A号士止 竪穴住居壮一(3-100・101図，図版 3-38) 

遺 構

形状一方形。規模 4.40 m X 4.00 m。主軸方向-N-61.50-W。カマドの位置 西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 43cm。壁溝-044B号祉によ って切られ，南東コーナーは検出されなし瓦。幅・深さは 15"--'18

cm・-4"--' -10 cm。床面ーハードローム上に構築。柱穴 4個。備考一南東側コーナーを 044B号祉

によって切られている。カマドは幅約1.4m，奥行1.15mで，構材は粘土。火床及び燃焼部は良く焼

けている。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片であるが，須恵器が顕著である。

044 8号祉-竪穴住居牡一(3-100・101図，図版 3-38) 

遺構

形状東側部分は撹乱のため不明確。方形。規模西壁部分，2.20 m。主軸方向 N-620-W。カ

マドの位置一西壁中央部。壁 ほぽ垂直。 30cm。壁溝一南壁下にのみ検出。幅・深さは 10"--'15cm・

5cm。床面一ハードローム上に構築。柱穴 不明。備考-044A号牡を切って構築している。カマドは

幅約1.05m，奥行約 0.9mを測るが，撹乱著るしく，粘土がわずかに認められた程度である。

遺 物

出土遺物は若干の土器であり，いずれも小破片で、ある。

043A・B号社遺物一覧表( )内は出土住居祉

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 官会 外 面 内 面 層位

1 婆 口径: 24.6 頚部内面に軽い稜をも 口縁部輪積痕残る 横 口縁部ー横ナデ 良 焼 成 良 y，; 501 
(A) 底径 ち外反する口縁である ナデ 胴部ー斜位へラナ 微砂粒を 外赤褐色 上層
501 器高 胴部は内望号してわずか 腕部一縦位へラ削り ア 含む 内赤褐色 503 
503 に張り出し下がる 上層

1
1ム

円
吋
u



法 量 特 徴
番号 名称

2 
(A) 

503 

505 

3 

(A) 

401 

4 

(B) 

506 

5 

(B) 

503 

口径・底径・器高 器 再長 外 面 内 面

盤 16.8 大きく内費して立ちあ 横位へラ削り ヘラ磨き

がる体部で口唇部は丸

く終わる

高台付 11.8 体部は外反ぎみに立ち 口縁部横ナデ ロクロ目

勾〈 あがり口縁部で直立ぎ 体部横位へラ磨き

みに終わる 体部下端一回転へラ削

り

I不 11.0 平坦な底部をもち体部 ロクロ目 よわいロクロ日

6.6 はゆるやかに内管して 体部下位~下端手持

3.6 口縁に至る ヘラ削り

底部全面手持ヘラ削

り

f不 わずかな凹凸をもっ底 ロクロ目 ロクロ目

9.2 部をもつ 体部下端回転へラ削 内黒

り

底部中央回転糸切り痕

周縁回転へラ削り

045号壮一竪穴住居壮一(3-102・103図，図版3-38) 

遺 構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 良 y:i 503覆

微砂粒を 外暗褐色 土上層

含む 内暗褐色 505 

下層

微密 優 カマド 須恵器

微砂粒を 外濃青灰色 右袖下

合む 内青灰色

密 良 yz 下層

石英長石 外明褐色 底部全周

雲母粒を 内明褐色

含む

密 良 !4 覆土上 内黒土器

微砂粒を 外明褐色 層

含む 内黒色

形状一南西方向に広がりを有する不整方形。規模 4.20 m X 4.55 m。主軸方向 N-46.50-W。カ

マドの位置一西壁中央部。壁 ほぼ垂直。 36cm。壁溝ーナシ。 床面 やや軟。平坦。柱穴-4個。備

考ーカマドは幅約1.4m，奥行約 0.7m程だが，破損著るしい。壁への切込みはほとんどない。

遺 物

出土遺物は土器，砥石(1点)，鉄淳 (1点)である。土器は小破片数点である。

045号祉遺物一覧表

法 量 特 徴

番号 名 称
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面

I 砥石 口径 5.8 

底径

101 器高 6.0 

046 A号祉-竪穴住居壮一(3-104・105図，図版3-38) 

遺構

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度

yz残

位置

出土 備考
層位

中央部 表裏面と

床面 側面のー

直上 部を使用

形状一正方形に近いやや丸味のある方形。規模-4.30m X 4.40 m。主軸方向-N-84.50-W。カマ

ドの位置一西壁中央部。壁 ほぽ垂直。 63cm。壁溝ーカマドを有する西壁下は不明確。幅・深さは 14

------15 cm・-1-------8cm。床面一ハードロームを床面としている。平坦。柱穴-4個。備考-046B号

祉に西南部を切られている。カマドは幅約1.15m，奥行約1.0mである。壁への切込みはわずかであ

る。
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遺 物

出土遺物は少量の土器である。図示した丸底の坪4点を除いてはいずれも小破片である。

046A号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

I I手 口径 12.3 孤状の底部から器厚を 口縁部横ナデ へラナデ(部分的 密 焼成良 % 覆土中

底径丸底 増しつつ内管して立ち 体部~底部一斜位へラ に横位) 微砂粒， 外褐色 層

401 器高 4.9 あがり口唇部で丸く終 削り 長石砂粒 内褐色

わる を含む

2 I不 10.2 強Ol孤状をなす底部か 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 組 良 ほぽ完形 カマド

丸底 ら内管して立ちあがり 体部~底部ー横位を基 体部ー横位へラナ 微砂粒を 外暗褐色 右袖下

506 4.9 口縁部外面して積をも 調とするへラ削り ア 多量に含 内暗褐色

ち内傾ぎみに立って終 む

わる

3 I手 11.5 わずかに平坦面をもっ 口縁部ー横ナデ ヘラナデ 粗 良 ほぽ完形 カ7 ド

6.0 底部から内管して立ち 体部~底部横及び斜 微砂粒を 外暗褐色 左

403 4.4 あがり，口縁部外面に i.1I.へラ削り 合む 内褐色

軽い積をもった後外反

ぎみに終わる

4 f手 12.0 孤状の底部で器厚をー 磨滅しているため不明 ヘラナデ 組 良 yz弱 カ7 ド

丸底 定に保ち内脅して立ち 微砂粒を 外暗褐色 右

402 4.1 あがる 含む 内暗褐色

046 B号壮一竪穴住居牡 (3 -106・107図，図版 3-38) 

遺構

形状一方形。規模-1.50m X 1.45 m。主軸方向-N-5"-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 30cm。壁溝一東側は確認されず。幅・深さは 20cm・ 1-------2 cm。床面ーソフトロームを

掘込み構築。東側はA号祉の埋土に貼床している。柱穴 不明。備考 A号祉の南西部を切って構築

している。

遺 物

出土遺物は若干の土器のみである。いずれも破片であるが，図示した 2点の警の破片を除いては図

示し得ぬ程の小破片である。

046B号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 護 口f圭 13.0 頚部で屈曲ぎみに強く 口縁部ー横ナデ 口縁~頚部横ナ 密 焼成良 J4 上層

底径 短かく外反する口縁で 胴部上位ー縦及び斜位 ア 微砂粒， 外褐色

502 器高 外面に外傾する面を形 ヘラ削り 胴部ーへラ削り 石英，長 内暗褐色

成して終わる 石を含む

2 Z重 小さく平坦な底部で胴 胴部雑なへラ削り下位 横位へラナデ 粗 良 yz カマド

5.0 部ゆるやかに内脅しつ 縦位(上→下)下端斜 微砂粒を 外赤褐色 右袖下

506 つ立ちあがる 位 含む 内褐色

507 底部一全面丁寧なへラ

削り

q
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047 A号壮一竪穴住居壮一(3-108・109図，図版3-38) 

遺構

形状一方形。規模-4.20m X 4.40 m。主軸方向-N-78.50-W。カマドの位置 西壁中央部。

壁 ほぽ垂直。 40cm。壁溝一全周。幅・深さは 5"-'10 cm・-2，，-，-5cm。床面一平坦。部分的にかな

り厚くロームブロックが貼られており堅固。柱穴 4個。備考-047B号祉を切って構築している。カ

マドは幅約1.5m，奥行約1.7m で，構材は粘土。火床は良く焼けており，燃焼部には焼土と灰が充

満していた。

遺物

出土遺物は若干の土器と金銅製品(蛇尾裏金具 1点)である。土器は図示した須恵器坪蓋を除いて

は，いずれも小破片でトある。

047 A号牡遺物一覧表

番号

1 

(A) 

401 

2 

(A) 

402 

3 

(A) 

201 

法 量 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面

蓋 口径 14.9 中央がゆるやかな凸面 天井部及び体部上位 ロクロ目

天井径 7.6 となる紐をもっ 一回転へラ削り

鐙径 3.3 天井部と体部の境に稜 体部ロクロ目

器高 2.9 をもち体部はゆるやか

鐙高 0.5 に内脅して下がり口縁

部で強く外反する

内面体部に身受けのか

えりを突出させる

蓋 14.2 中央が凸面となる鐙を 天井部回転ヘラ削り ロクロ目

紐径 3.5 もつ 体部ロクロ目

2.7 体部は内脅しつつ下が

鐙高 0.6 り口縁部で外反して終

わる

口縁内面に身受けのか

えりを低く突出させる

金銅製 長 2.8 非常に薄く轡曲する，

帯金具 厚 0.6 二次的に曲げた可能性

幅 2.5 がある

小孔が3か所。やや大

き自の孔が中心からず

れて位置する
L 

047 8号祉-竪穴住居祉一(3-108・109図，図版3-38) 

遺 構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

粗 焼 成 良 鉦天井部 床面上 須恵器

長石，石 外青灰色 完形

英粒，微 内青灰色 口縁部yz
細な雲母

を多量に

含む

粗 良 % 床面 須恵器

砂粒含む 外青灰色

内青灰色

完存 カマド 錠尾の裏

右側 金具と恩

コーナー われる

下部

一一L一一

形状一南北に長い方形。規模-3.40m X 4.50 m。主軸方向一不明。カマドー不明。壁 ほぽ垂直。

15cm。壁溝ーナシ。床面ーソフトロームまでの掘り込み。平坦。柱穴ーナシ。備考一北東コーナーを

047 A号祉によって切られている。性格不明。

遺物

出土遺物なし。
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048号祉-竪穴住居壮一(3-110・111図，図版 3-39) 

遺構

形状一方形。規模 3.00 m X 3.00 m。主軸方向 N-15'-E。カマドの位置 北壁中央部。壁

ほぽ垂直。 36cm。壁溝 北西コーナー，南壁，西壁の一部にのみ検出。幅・深さは 12cm・ - 2~-

3cm。床面一堅固，平坦。柱穴十ナシ。ピット 2個あり。備考一北東コーナ一部分で 049号牡を切っ

ている。カマドは幅約1.0m，奥行約 1.15mで，構材は砂質粘土。壁への切込みは深く 約 40cm。火

床は掘込みほとんどなく ，あまり焼けていない。

遺物

山土遺物は少量の土器と鉄製品(万子 1点)である。土器はいずれも破片もしくは破損品であり ，

小破片が多い。

048号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 :w; 外 面 内 面

l 斐 口径， 20.0 強く外反する口縁で口 口唇部横ナデ . ナデ

底径 唇部でゆるやかな凹凸 口辺部縦位(下→上)

502 器高 をもって終わる ヘラ削り

2 町、 15.1 平坦な底部?体部はゆ ロクロ目 全面へラ磨き

402 9.0 るやかに内管してひら 底部中央糸切り痕

503 4.9 き口縁部で外反して終 周縁一回転へラ削り

506 わる

049 
511 

3 刀子 現存長身9.9 関は刃部のみにあり峰

茎7.4 部にはない

201 厚 身0.35
茎0.3

幅 身l.2
茎0.95

049号祉 竪穴住居牡一(3-110・112図，図版3-39) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土

層位

手E 焼成 ↑憂 !;.; 上層 甑の可能

微砂粒を 外褐色 性も有り

多量に含 内褐色

む

密 良 402カマ 内黒土器

微砂粒を 外明褐色 ド中

含む 内黒色 503中層

506中層

049-511 
床面

身先端部 床面

欠損

茎完存

形状 隅丸方形。規模-4.20m X 4.25 m。主軸方向 N-18'-W。カマドの位置 北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 33cm。壁溝 南西コーナーは048号杜に切られ，一部欠ける。 幅・ 深さは 20cm・ 7 

cm。床面ーローム十褐色土の貼床。平坦。柱穴 4個。備考-048号祉に南西コーナーを切られてい

る。本社は，埋土下部から床面ヱ一面に木炭と焼土が散在しており ，火災にあったものと思われる。

木炭は径 10cm前後と 5cm 前後の丸太状のものが顕著にみられた。カマドは幅 0.9m，奥行 0.9m

程と思われるが，崩壊著るしく ，基部に粘土がわずかに認められた程度である。

遺物

出土遺物は土器，石製品(砥石 1点)，鉄製品(手鎌 1点，鉄片 I点)である。土器は多量に出土し

ており ，完形のものや大形の破片，破損品が顕著である。大~中形の警は厚手で素縁のもので，甑や
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丸底の坪が特徴的である。

049号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

l E聖 口4圭 15.0 頭部で強く外反する口 口縁部上位横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼 成 良 ほぽ完形 上層

底径 9.5 縁をもち，胴部は内管 胴部中位まで縦位(下 胴部上半←縦へラ 微砂粒を 外明褐色

器高 19.6 して大きく張り出し中 →上)へラ削り 削り 合む 内明褐色

位に最大径をもちゃや 胴部下位一横及び斜位 下半横・斜位へ

凸面状となる底部に至 のへラ削り ラ削り

る

2 王室 12.4 口縁部は短かく外反し 口縁部ー横ナデ ナデ 密 良 % 410中

410 7.2 て経わる胴部は内轡し 腕部ー上位横位へラ削 微砂粒を 外暗褐色 層

416 19.6 て下がり最大径を中位 り，中位斜位，下位横 含む 部分的黒褐色 51 床

506 下方しでもち下ぶくれ 位および斜位，下端横 内褐色 面

510 となる。 位へラ削り 50 中

層

510床

面

3 褒 14.7 頚部で強く外反する口 口縁~頚部一横ナデ 口縁部償ナデ 密 良 503上

503 8.5 縁である胴部は内轡し 胴部斜位を基調とす 胴部ナデ 微砂粒を 外褐色 層

507 16.2 て下がり下位しえて最 るへラ削り 含む 内晴褐色 507中

大径をもった後あげ底 層

状の底部に至る

4 婆 12.8 胴部最上位に稜をもち ロ縁ー横ナデ 横ナデ 密 良 yz 411カ

411 外反する口縁部は口唇 胴部一縦位へラナデ 微砂粒を 外暗褐色 7 ド右

504 部で急に器厚を減じ外 含む 内暗褐色 侭l
面に凸面を形成する 504中

胴部は内望号して張り出 層

す

5 斐 12.4 胴部最上位に軽い稜を 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 yz 505中

505 もち強く外反する口縁 胴部ー縦位へラナデ 微砂粒を 外赤褐色 層

510 である。胴部はゆるや 合む 内赤褐色 510床

かに内轡してすぽまる 面

ように下がる

6 智E 28.0 口縁は強く外反し角 口縁部一横ナデ 口縁部償ナデ 密 良 412下

412 9.4 ばって終わる胴部はゆ 胴部下位まで縦位へラ 胴部ナデ(部分 微砂粒を 外褐色 層

501 26.8 るやかに内管してすぽ 削り 的へラナデ) 合む 内淡褐色 501上

503 まり単孔を有する底部 胴部下位一斜位へラ削 胴部下位ー斜位へ 層

504 に至る り ラ削り 503上

510 下端横位へラ削り 層

504中

層

510床

面

20，7 口縁は大きく外反し口 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 414下|

414 8，0 唇部外面に凹凸をも 胴部下位縦位へラ削 胴部ナデ 微砂粒を 外茶褐色 層

503 17.9 つ。 り 下端へラ削り(横 合む 内褐色 503上

胴部はゆるやかに内管 胴部中位ー斜位へラ削 位) 層

してすぽまって単孔を り

有する底部に至る 胴部下端斜位へラ削

り

8 百K 20.0 口縁は肥厚して外反す 口縁部横 ナデ 口縁ー横ナデ 密 良 y. 404上 口縁と腕

404 る胴部はすぼまりぎみ 胴部斜位及び縦位へ 胴部上位及び中位 微砂粒， 外淡褐色 層 部上位の

507 に下がる ラ削り 縦位へラ削り 石英，長 内淡褐色 507中 ため斐の

口縁部に輪積み痕が残 石霊母粒 層 可能性も

る を含む あり
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番号

9 
402 
504 

10 

406 

11 
407 
507 

12 

406 

13 

405 

14 
409 
507 

15 

203 

法 量 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 青手 外 商 内 面

鉢 14.0 平坦な底部で体部は内 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ

5.5 脅して立ちあがり口縁 体部横位へラ削り及 体部へラナデ

8.0 部で外反する び斜位

椀 9.1 平坦な底部で体部は球 ロ縁部横ナデ 横ナデ

6.0 形状に立ちあがり口縁 体部ー斜位へラ削り

6.1 部は内傾ぎみに終わる 底部ーへラ削り

鉢 14.6 平坦な底部で体部はゆ 口縁部横ナデ 横ナデ

5.4 るやかに内望号してひら 体部縦一横位へラ削り

5.4 き口縁部で外反する 体部下端ー横位へラ削

り

底部全面一手持へラ削

り

鉢 11. 0 薄くやや凹凸面をなす 口縁部一横ナデ へラナデ

5.5 底部で体部はわずかに 体部ーへラ削り横およ

5.0 内脅してひらく び縦下端斜位へラ削り

口縁にゆがみがある 底部全面ーへラ削り

I手 13.2 弧状を呈する底部から 口縁部横ナデ 横ナデ

丸底 大きく内管して立ちあ 体部から底部へラ削り 底面へラナデ

5.0 がり，ロ縁部で，わず 後斜位

かに外反する へラナデ

E手 11.8 ゆるやかな弧状をなす 全面ーへラナデ 全面へラ磨き

丸底 底部から大きく内管し

3.2 て立ちあがる

手鎌 現存長8.85 2子しを有する刃部は僅

厚 0.45 かに内脅する

幅 1.65 

050 A号祉-竪穴住居祉一(3-113図，図版3-41) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 良 % 402 

微砂粒を 外暗褐色 中層

含む 内黒褐色 504 
中層

答、 良 完形 下層

微砂粒を 外暗褐色

含む 内褐色

密 良 yz 407下

石英，長 層

石，雲母， 507中

微砂粒を 層

含む

密 良 宅プ全"'1工f:ノノ 下層

微砂粒， 外褐色

石英，長 内褐色

石を含む

客、 良 % 上層

微砂粒微 外暗褐色

細な雲母 内暗褐色

を多量に

含む

密 良 ほぽ完形 409中

微砂粒を 外淡褐色 層

含む 内淡褐色 507中

層

身完存 床面

形状一方形と思われる。規模一南壁 2.70m。主軸方向-N-260-E。カマドの位置一北壁中央部。

壁不明確。 10cm。壁溝南側に認められるが，北側は不明。幅・深さは 10~15 cm・ 2cm。床

面一平坦。柱穴一検出されず。ピット一個あり。備考-B・C号祉に切られており，南側の床面等が

確認出来たのみである。

遺物

B・C号牡に大半を切られており，出土遺物はなし。

050 B号祉-竪穴住居壮一(3-113・114図，図版3-41) 

遺構

形状一方形。規模 北壁， 4.60m。主軸方向-N-120-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一南側

は C号祉に切られ不明。ほぽ垂直。 60cm。壁溝ーカマ ドの左右で切れる。幅・深さは 15~20cm・-

3~-4cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考南側はC号祉に切られている。カマドは，幅約 0.85 m， 

奥行 0.80mで，壁への切込みは浅い半円形を呈する。
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遺 物

出土遺物は土器と石製品(砥石 1点 補足図 3-)である。土器は出土量は多くないが，大形の警

の破片や須恵器坪が顕著である。砥石は床面から出土。

050 C号壮一竪穴住居壮一(3-113・114図，図版3-41) 

遺構

形状一方形。規模 4.25 m X 3.85 m ( ? )。主軸方向-N-250-E。カマドの位置一北壁中央部。壁

ほぽ垂直。 45cm。壁溝 南半分のみ確認。幅・深さは 10，.....__15 cm・-3，.....__-6cm。床面一南

側はローム土，北側は黒色土による貼り床。この黒色土はA・B号祉の埋土をそのまま床面としたも

のと思われる。柱穴ーナシ。備考 A・B号社を切って構築している。北側の壁及び周溝等は明確に

し得なかった。カマドは幅約1.0m，奥行 0.95m程度と把握される。

遺物

出土遺物は土器と須恵器坪の底部利用の紡錘車 1点がある。

050 B・C号牡遺物一覧表( )内は出土住居牡

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 再長 外 面 内 面 層位

1(8) 斐 口径 17.0 頭部で強く外反する口 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 焼 成 良 410下 外面磨滅

410 底径 縁部は口唇外商に軽い 胴部へラナデ 胸部へラナデ横 微砂粒， 外暗褐色 層 している

412 器高 稜をもって終わる 位 石英，長 内暗褐色 412中

505 石，雲母 層

を多量に 505床

合む 面

2(8) 要 18.2 短かい「コ」字状を呈 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 415カ

415 する口縁で外面に凸帯 胴部上半ーへラナデ 頚部ーへラナデ 砂粒を含 外 明褐 7 ドの

416 状の面をもち口唇端は 胴部下半へラナデ縦 胴部横位へラナ む 色，胴部中 中

502 小さく立って終わる 位 ア 位より下ら 416カ

503 胴部は大きく張り出し 暗褐色 マド右

て内管しつつ下がる 内明褐色 慣リ

502中

層

503下

層

3(C) 饗 21.0 頚部で屈曲ぎみに外反 口縁部~頚部ー横ナデ 口縁部ナデ 密 良 73 下層 外面に輪

する口縁部は口唇外面 胴部縦位へラ削り 胴部ーへラナデ横 微砂粒を 外明掲色 積みがみ

409 に稜をもった後外側に 位 合む 内褐色 られる

つまみ上げるように仕

上げられている

胴部は強く張り出すよ

うに内脅して下がる

4(C) 斐 16.2 「く」字形に外反する 口唇部へラナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 417カ 頚部に輪

417 6.5 口縁で口唇部で直位ぎ 頚部ー横ナデ 頚部一横ヘラナデ 微砂粒を 外赤褐色 マド中 積痕が残

407 18.2 みの面を形成して終る 胴部上位ー縦位へラ削 胴部ー横ナデ? 含む 内赤縄色 407カ る

胴部は内轡しつつ張り り マド前

出し中位に最大径を 胴部上位~下端横位

もった後すぽまってや ヘラ削り(左→右)

や凸面となる底部に至 底部外面へラ削り

る

5(8) 墾? 23.0 口縁部は強く外反し口 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 上層 要か甑か

411 唇部で丸くおさまる 胴部一縦位を基調とす 頚部ー横位へラナ 微砂粒を 外明褐色 判別不可

胴部はゆるやかに内毎 るへラ削り ア 含む 内褐色 自E
しすぽまって下がる 胴部ー縦位へラナ

ア
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法 量 特 徴

番号 名称
口径・底径・器高 器 汗長 外 面 内 面

6(C) E不 12.6 平坦な底部で体部はゆ 体部へラ削り ヘラナデ

7.6 るく内脅しつつ立ちあ 底部全面一方向から

408 4.1 カtる 手持ちへラ削り

7(C) 杯 13.2 平坦な底部で体部は下 よわいロクロ目 弱いロクロ目

8.6 端へラ削り部に稜を 体部下端回転へラ削

403 4.2 もった後直線的にひら り

き口唇部で丸く終わる 底部全面一回転へラ削

り

8(B) 工手 13.0 わずかに凸面状をなす ロクロ目 ロクロ目

6.8 底部で体部は内外面に 体部下端回転へラ削

404 5.0 強いロクロ痕を残して り

外反し℃立ちあがり口 底部全面回転へラ削

唇部でわずかに肥厚す り

る全体的に器厚が薄い

9(B) I不 13.0 外囲中央が凹を底部で ロクロ目 ロクロ目

415 6.5 体部は直線にのびて口 体部中位回転へラ削

416 4.8 縁部に至る り

底部全面回転へラ削

り

O(B) I不 13.6 内外面共に凹凸面をな ロクロ目 弱いロクロ目

415 

416 

l1(B) 

414 

507 

12(C) 

601 

13(C) 

301 

5.6 す底部で体部はわずか 体部下端回転へラ削

4.1 に内管してひらく り

底部 回転へラ切り離

し(無調整)

高台付 14.6 ひくくしっかりとした ロクロ目 弱いロクロ目

王平 10.0 高台をもっ底部は内外 底部全面回転ヘラ削

3.8 面共に凹凸状となり体 り

高台高 0.2 部はゆるやかに内轡し

つつ立ちあがる

杯 墨書体部

土製 幅 6.9 

紡錘車

孔径 0.9 

051号祉-竪穴住居壮一(3-115・116図，図版3-42) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 良 y:i 下層

微砂粒を 外暗褐色

含む 内暗褐色

密 良 下層 切り離し

微砂粒を 外暗褐色 方不明

含む 内暗褐色

手E 良 ほぽ完形 床面直 須恵器

微砂粒， 外灰色 上

石英，長 内灰色

石粒を含

む

密 良 415カ 須恵器

石英を含 外青灰色 マドの

む 内青灰色 中

416カ

マド右

倶1

密 良 % 415カ 須恵器

雲母を含 マドの

む 中

416カ

マド右

伊l

密 良 ほぽ完形 414カ 須恵器

微砂粒を 外明灰色 7 ド右

含む 内明灰色 507カ

マド右

侭l

小破片 上層 墨書土器

体部外面

字体不明

粗 良 下層 須恵杯の

微砂粒， 外灰色 底部を利

長石，雲 内灰色 用したも

母を含む のと思わ

れる

形状 よく整った方形。規模-3.70mX 3.55 m。主軸方向-N-190-E。カマドの位置北壁中央

部。壁 ほぽ垂直。 51cm。壁溝一全周。幅・深さは 15'""'-'25cm・-4'""'-'-3cm。床面一良好，堅固。ハー

ドローム面。柱穴ーナシ。小ピット 1個あり。備考ーカマドは幅約 1.4m，奥行約 1.05mで，構材は

粘土。壁への切込みはほとんどなし。火床は良く焼けている。

遺 物

出土遺物は土器，石製品(紡錘車 1点)，土製支脚(1点)である。土器は少量でいず、れも破片であ

る。
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51号祉遺物一覧表

番号

l 

503 

504 

2 

501 

3 

401 

4 

503 

5 

401 

501 

6 

301 

7 

101 

法 且日ゴL 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 背3 外 面 内 面

'A 口t圭 10.8 頭部外面に軽い稜をも 口縁部一横ナデ 横ナデ

底径 ち肥厚して外反する口 胸部下位へラナデ

器高 縁である

'A 21. 0 大きく外反する口縁は ロクロ目 ロクロ自

綾をもった後口唇部で

凸帯状の簡を形成し上

下端が突出して終わる

盤 17.0 ゆるやかな弧状を呈す 横位及び斜位のていね 横位へラ磨き

る底部から大きく内管 いなへラ削り後へラナ

して立ちあがる ア

盤 15.0 大きく内管して立ちあ 横位ーへラ削り 横位ーへラナデ

がる体部である

J手 15.0 体部下位にふくらみを 弱いロクロ目 弱いロクロ目

もち外反して口縁部に

至る

土製支 1圭 8.2 

胸l 長 16，2 

石製 上部径 3.3 角がやや丸みをおびた

紡錘車 孔径上 0.8 台形状を呈する両面か

中 0.6 ら穴を穿っている

下 0.8

高さ 1.4 

F部径 4.6

052号祉 竪穴住居壮一(3-117・118図，図版3-42) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
庖位

密 焼成良 503 

微砂粒を 外暗褐色 504カ

含む 内暗褐色 マド内

微密 優 AI 覆土上 須恵器

微砂粒を 外青灰色 層

含む 内青灰色

省、 良 yz弱 覆土中

微砂粒を 外晴褐色 下層

合む 内褐色

密 良 AI カマド

微砂粒を 外明褐色 内

合む 内褐色

革担 良 yz弱 401覆 須恵器

微砂粒， 外暗褐色 土中下

多量の雲 内暗褐色 層

母，石英， 501覆

長石を含 土上層

む

外褐色 完形 カマド

内褐色 右袖脇

完形 蛇紋岩

形状一不整方形。規模-4，15m X 3.65 m。主軸方向-N-390-E。カマドの位置-北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 40口n。壁溝ーナシ。床面一平坦。柱穴-4個と考えられるが，他にピットが北西隅ど西

側中央に各 1個所在する。備考 床面中央部に粘土塊が検出された。カマドは幅1.5m，奥行 1.4m程

と思われるが，崩壊が著るしい。

遺 物

出土遺物は土器と土製支脚 1点、である。土器は若干でいずれも破片もしくは破損品である。

052号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位誼

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 育長 外 面 内 面 層位

l 褒 口径 13.2 小型である頚部で外反 口唇部ー横ナデ 横ナデ 密 良 401カ

401 底径 5.1 する口縁部は口唇外面 口縁ー頚部へラ削り 底部一胴部下位ナ 微砂粒を 外赤褐色 マド右

501 器高 12.4 に残り沈線をめくり端 後横ナデ。 7 合む 内赤褐色 袖下

503 部は丸く終わる。胴部 胴上位斜位へラ削り 501覆

は内轡しつつ張り出し 胴下位ー横位へラ削り 土下層

た後中位からすぽまり 底部ーへラ削り(左→ 503下

平坦な底部に至る 右)全面手持ち 層

-100 



法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 形 タト 面 内 面

2 盤 16.0 ゆるやかな凸面状をな 口縁部横ナデ ヘラ磨き

丸底 す底部から内野して立 体部~底部ーへラ削り

401 3.3 ちあがる。口縁は直立 後へラナデ

ぎみに立ちあがる

3 椀 7.6 中央が薄い平坦な底部 口縁横ナデ 口縁横ナデ

5.3 で体部は内轡して立ち 体部~底部ーはく離が 体部へラナデ

402 4.4 あがり上位でわずかな 激しく不明

稜をもった後内傾して

口縁端に至る

4 土製支 現存長 14.9
脚

301 

053号祉-竪穴住居社一(3-119・120図，図版3-42) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出上 備考
庖位

密 良 !4 カマド

微砂粒， 外明褐色 右袖下

砂粒を含 i村明褐色

む

密 良 カマド

微砂粒を 外褐色 右袖下

若干含む 内明褐色

粗 不良 シ6 カマド

微砂粒を 内

合む

形状一不整方形。規模-4.20m X 4.05 m。主軸方向 N-100-E。カマドの位置 北壁中央部やや

東寄り。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝 ナシ。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個他にピット 1個あり 。備考

ーカマドは幅約1.4m，奥行約 1.15m を測る。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品(1点)である。土器は少量で坪 1点を除き，いずれも破片もしくは破損

品である。午は丸底のものである。

053号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

備考 |番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

I Z草 口径; 14.0 「コ」字状を呈する口 横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 501覆

501 底径 縁部である 頚部ー横位へラ削 微砂粒， 外褐色 土上層

502 器高 り 石英，長 内褐色 502下

石を含む 層

2 護 13.0 肥厚して「く」字状に 横位へラナデ ナデ 粒 良 ;"e 405カ

405 外反する口縁である 微砂粒， 7 ド右

501 砂粒を含 袖脇

む 501覆

土上層

3 斐 2l. 9 頚部で屈曲ぎみに強く 口縁横ナデ 口縁部一胴上位横 密 良 う4 カ7 ド

外反する口縁部で口唇 腕部ー斜位へラナデ ナデ 微砂粒， 外褐色 右袖脇

405 外面に凸帯状の面を形 胴部ナデ 微細な石 内褐色

成し上端で突出しぎみ 英，長石

に終る。胴部は張り出 を含む

しぎみに下がる

4 鉢 19.0 大型である平坦な底部 口縁部ー横ナデ 口縁ー横ナデ 粗 良 ;"e弱 404覆

404 8.5 から強く内管して立ち 体部~底部ー粗しミヘラ 体部~底部磨滅 微砂粒， 外褐色 土上層

501 6.4 あがり口縁部で強く外 ナデ のため不明 多量の砂 内褐色 501覆

反して終わる 横位および斜位 粒を含む 土上層

5 杯 23.0 底部から口縁部にかけ 口縁部横ナデ 横位へラナデ 密 良 % カ7 ド

て大きな弧状を呈する 体部及び底部ー横及び 微砂粒を 外暗褐色 内

503 斜位へラナデ 含む 内暗褐色

6 I不 13.5 ゆるやかな凸面状の底 口縁部一横ナデ 横位へラナデ 密 良 完形 カマド

6.0 部から内轡して立ちあ 体部~底部及び横位へ 微砂粒を 外暗褐色 内

406 3.7 がる ラ削り 含む 内暗褐色
」
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 膏多 外 面 内

7 t不 13.1 ゆるやかに内管して立 横及び斜位へフ削り へフナデ

ちあがり口唇部は丸く

401 終わる

8 万子 現存長16.9 大型。関は刃部，峰部

幅 2.2 とも明確でない。刃部

201 厚身 。.3 はゆるやかに湾曲する

厚径 0.45 

054号祉-竪穴住居壮一(3-121・122図，図版3-43) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

密 良 覆土下

微砂粒， 外明褐色 層

石英，長 内明褐色

石を含む

身及び茎 埋土中 万子とあ

一部残存 るいは鎌

の2点か

? 

形状一方形。南東コーナーがやや突出でる。規模 4.35 m x 4.00 m。主軸方向-N-860-W。カマ

ドの位置一西壁中央部。壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝ーナシ。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。他に小ピッ

ト1個あり。備考ーカマドは幅 0.9m，奥行 0.7m程である。崩壊著るしく，左袖は大部分崩れてい

た。壁への切込みは浅い半円形。火床は若干掘り窪めた程度。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。坪 2点を除き，いずれも破片もしくは破損品である。

054号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 聾 口径 11，2 頚部で強く外反する口 口縁~頚部横ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼 成 良 );，i 覆土上

底径 縁で口唇部外面に外傾 胴部ー縦位へラ削り 胴部へラナデ 微砂粒を 外赤褐色 層

502 器高 する凹面を形成して終 含む 内赤褐色

わる。胴部は張り出し

て下がる。

2 蔓 17.4 頚部で肥厚して外反す 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 7ii弱 501覆

501 る口縁部で丸く終わ 胴部ー縦位へラ削り 微砂粒を 外赤褐色 土上層

508 る。胴部はゆるく張り 含む 内赤褐色 508上

出しぎみに内管して下 層

がる

3 整 16.8 肥厚して外反する口縁 胴部に一部タタキメを ナデ 粗 良 y3 506上 須恵器

506 である腕部は強く張り 残す他は磨滅のため不 胴部に指頭痕を留 多量の石 層

403 出す肩をもち最大径と 明 める 英，長石， 504下

404 なった後すぽまって底 上位一部 雲母を含 層

405 部に至る。 む 502覆

402 土上層

502 402. 

504 403. 

404床

面直上

405覆

土上層

4 ま手 11.7 ほl;f平坦な底部は内管 体部ーへラ削り ヘラナデ ほぽ完形 下層 墨書土

6.5 して立ちあがる。内面 底部一手持ちへラ削り 底面墨書 器，体部|

602 4.0 において底部と体部の 墨書 外面，底

境が明瞭である。 部内面 | 

「檎前」

5 杯 12.2 わずかに上げ底部で体 よわいロクロ目 よわいロクロ目 密 ほぼ完形 ほぽ完形 401下層

401 6.6 部下端へラ削り部に稜 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 502覆土

502 3.35 をもった後わずかに外 削り 含む 上層

507 反して口縁に至る。 底部一全面手持ちへラ 507下層

削り
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番号

6 

601 

7 

603 

法 量 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 ID 外 面 内 面

主ヰ 7.0 外面中央がわずかに凸 ロクロ目 よわいロクロ目

面状をなす底部で体部 体部下端回転へラ削

は下端へラ削り部で稜 り

をもってのびる 底部全面回転糸切り

離し後手持ちへラ削り

墨書(底部)

主手 墨書

055号士止 竪穴住居壮一(3-123・124図，図版 3-44) 

遺 構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

微密 優 底部 覆土中 墨書「私

微砂粒若 外明褐色 層 得J(底

干の雲母 内明褐色 部外面)

末を含む

小破片 下層 墨書土器

体部外面

「中」か

形状方形。規模 4.05m X 3.80 m。主軸方向 N-190
- E。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 35cm。壁溝ーカマドの左右で切れる。幅 ・深さは 15'""'-'20cm・ 5'""'-'-10 cm。床面一堅固。

平坦。処々粘土が見られる。柱穴-4個。備考床面中央部に径 110crn x 60 cm程の粘土塊が所在し

た。カマドは幅約 1.6m，奥行約 0.9mで，構材は粘土。火床は良く焼けていた。

遺物

出土遺物は土器と土製品(埴輪片 1点)である。土器は量は多くはないが，完形土器や大形の破片

及び破損品が顕著である。坪は丸底のものである。円筒埴輪の破片が一点床面直上から出土している。

055号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青手 外 面 内 面 層位

l Z聖 口径~ 17.6 頚部から外反する口縁 口縁部ー縦位ノ、ヶ整形 横ナデ 密 焼 成 良 y. 401覆

底径 部は器厚を減じて口唇 後横ナデ 胴中位に一撃指頭 微砂粒を 外赤褐色 土下層

401 器高 部内面にわずかな凹を 胴部ーへラ削り後縦位 様の圧痕を有する 合む 内赤褐色 404 
404 もち，丸くおさまる 刷毛目，一部油煙が付 下層

胴部は内毎して張り出 着する

す

2 饗 17.4 胴部最上位にわずかな 口縁部一横ナデ，上位 口縁部ー横ナデ 密 良 y，; 402覆

稜をもち，口縁は肥厚 ヘラナデ 胴部一斜位へラナ 微砂粒を 外褐色 土下層

402 して外反する 胸部中位縦位へラナ ア 含む 黒斑有 503床

503 胴部はわずかに張って ア 内暗褐色 面直上

下がる

3 饗 13.0 頚部内外面にわずかな 口縁~頚部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 y. カマド

稜をもち外反する口縁 胴部ー縦位へラ削り 胴部ー横位へラナ 微砂粒を 外赤褐色 左直上

405 で，口唇部は角ばりぎ ア 含む 内暗褐色

みに終わる

胴部はわずかに張り出

しぎみに下がる

4 墾 15.2 小型である 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 ほぽ完 503床

503 7.0 胴部最上位に軽い稜を 胴部斜位へラ削り 胴部一横位へラナ 微砂粒を 外赤褐色 面直上

407 12.0 もち，口縮部は強く外 底部全面へラ削り ア 合む 内赤褐色 407 408 
408 反する 粘土上

502 胴部は内轡しつつすぽ 502覆

まって下がり平坦な底 土下層

部に至る
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法 塁R圭 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 背5 タト 面 内 面

5 裂 10.2 小型である 口縁部ー横ナデ 口縁部一様ナデ
403 6.9 肩部に稜をもち，口縁 胴部一横{立及び斜位の 胴部ーへラナデ
502 9.8 部は直立して立つ 不定方向へラ削り

503 胴部は内管しつつすぽ 底部ー全面一方向から

まりわずかに上げ底の の手持ちへラ削り

底部に至る

6 甑 32.0 胴部最上位に軽い稜を 口縁部検ナデ 口縁部一横ナデ

9.5 もち強く外反する口縁 鯛部上位斜位へラナ 胴部上位ー斜位へ

503 28.5 部で口唇部は角ばって ア ラ削り

405 終わる 中位ー横位へラナデ 中位~下位縦位
胴部はゆるやかに内轡 下位縦及び斜位へラ ヘラ削り

しつつすぽまり，単孔 ナデ 下端ー横位へラ削

を有する底部に至る 下端 横位手持ちへラ り
削り

7 甑 30.4 胴部最上位に稜をもち ロ縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ

10.4 肥厚して外反する口縁 胴部上位一縦位へラ削 胴部ー斜位へラナ

406 2l. 8 部で，口唇部で軽い突 り ア

帯状の面を形成して終 中位ー斜位へラ削り 下端ーへラナデ

わる 下位一縦位を基調とす

胴部はゆるく内管ぎみ るへラ削り

にすぽまり，底部孔縁 孔部へラナデ

が尖って終わる単孔で

ある

8 椀 9.6 わずかに凸面状をなす 口縁部一横ナデ 体部ー横ナデ

5.2 底部から内轡して立ち 休部上位ー横位へラ削 底部ーナデ

405 5.3 あがり口縁部で強く内 り

費する 体部下位縦位へラ削

内外面共ゆるやかな凹 り

凸をなす 底部ー全面手持ちへラ

両日り

9 J不 11. 7 孤状を呈する底部から 口唇部一横ナデ 口縁部横ナデ

401 丸底 そのまま内管を続けて 体部 ・底部横位へラ 体部 ・底部一横位

409 404 立ちあがり口縁に至る 削り へラ磨き

503 

10 埴輪 2l. 5 口縁部内面に軽い稜を 口縁部ーノ、ヶ様工具に 口縁部ーノ、ヶ様工

もち外反する口縁部 よる調整後横ナデ 具による調整後横

301 で，口唇端外面が凹面 胴部ー縦位のハケ目 ナデ

をなして終わる 胴部ー横位のハケ

胴部はわずかに外反の 目

傾向をみせてすぽまる

056 A号祉-竪穴住居牡 (3 -125図，図版3-45) 

遺 構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
!百位

密 良 完形 403 
微砂粒を 外褐色 下層

含む 黒斑有 502覆

内褐色 土下層

黒斑有 503床

面直上

密 優 ほぽ完形 503床

微砂粒を 外褐色 面直上

含む 内褐色

密 良 yz 床直上

石英を含 外赤褐色

む 内赤褐色

事且 良 yz カマド

微砂粒を 外赤褐色 左直上

合む 内晴褐色

密 良 完形 401覆

微砂粒を 外赤褐色 土下層

含む 内赤褐色 409 

粘土上

(中央部)

503床

面直上

密 良 ys 床面直 円筒埴輪

微砂粒を 外褐色 上 ロ縁部破

含む 内褐色 片

形状一方形。規模 4.95mx4.70m。主軸方向一不明。カマ ドー不明。壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝

一南壁のみ検出。幅 ・深さ は 10"-'20cm・-4"-'-7cm。床面一ハー ドローム。平坦。柱穴-2個確

認。 他は不明。恐らく 4個と思われる。備考一大部分を 056B号杜及び 057号祉に切られている。

遺物

056 B及び057号住居祉に大部分切られており、出土遺物はなし。
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056 B号祉-竪穴住居社一(3-125・126図，図版3-45) 

遺 構

形状 方形。北東コーナーがわずかに突出する。規模 4.30 m X 4.40 m。主軸方向-N-4'-E。

カマドの位置 北壁中央部。壁 ほぽ垂直。 42cm。壁溝ーカマドの左右で切れている。 幅・深さは 8

""'-'15cm・-2""'-'-7cm。床面 ハードローム上に構築。平坦。柱穴-4個。他に小ピット 2個あり。

備考 A号社の西側大部分を切って構築している。カマドは幅約 1.3m，奥行約1.85m で構材は粘

土。 壁への切込みは深い三角形状。火床は良く焼けている。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。

056B号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 JF; 外 面 内 面

l 斐 口径 19.0 頚部でやや肥厚し外反 口 縁 ~ 頚 部 横 ナデ 口縁部ー横ナデ

底径 する口縁で口唇部で丸 (部分的にへラナデ痕 頚部へラナデ

506 器高 く終わる を残す) 胴部ナデ

胴部は円轡しつつ張り 胴部ー斜位及び横位へ

出し中位に最大径を ラ削り

もった後内轡し続けす

ぽまって下がる

全体にかなりゆがむ

2 斐 12.0 外反する口縁部で口唇 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ

端が丸く終わる 胴部ー縦位へラ削り 胴部一横位へラナ

502 小形の斐 7 

3 婆 11.0 小型である 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ

胴部最上位に軽い稜を 胴部ー斜位へラ削り 胸部ー横位へラ削

501 もちわずかに外反する り

口縁である

胴部は直線的に下がる

4 椀 7.8 薄い平坦な底部から強 口縁部ー横ナデ ヘラナデ

4.6 く内脅して立ちあが 体部へラナデ

502 5.8 り，ひらきをもたずに 底部ーへラナデ

505 ロ縁に至る

5 盤 14.2 やや平坦ぎみの底部で 横位へラナデ 横位へラ磨き

(5.0) あるが体部との境をも

401 3.7 たない

体部は大きく内脅して

立ちあがり口唇端部で

丸く終わる

057号土止 竪穴住居壮一(3-125.127図，図版 3-45) 

遺構

胎土

市且

微砂粒を

多量に含

む

密

微砂粒，

雲母を若

干含む

密

微砂粒を

合む

密

微砂粒を

含む

密

微砂粒を

含む

位置

焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼 成 良 y:i カマド

外 内

内

良 );，;強 覆土上

外褐色 層

内暗褐色

良 );，;強 覆土上

外褐色 層

内黒褐色

良 !f 502覆 内外面磨

外明褐色 土上層 滅が著し

内褐色 505覆 、a、
土上層

良 ほぽ完形 床面直

外褐色 上

内暗褐色

形状 南西コーナーが突出する方形。規模-3.60m X 3.90 m。主軸方向 N-20'-E。カマドの位

置一北壁中央部。壁 ほぽ垂直。35cm。壁溝一南西コーナー及びカマ ド右側は検出されない。 幅・深
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さは 10"-'12 cm・-3"-' -4 cm。床面ームハードローム上に構築。平坦。柱穴-4個。備考-056A号牡

の東側を大きく切って構築している。南東隅の床面上に粘土塊所在。カマドは幅1.1m，奥行1.1m程

のものである。壁への切込みは浅い。

遺 物

出土遺物は若干の土器と鉄製品(鎌 1点)である。土器はいずれも破片である。

057号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面

1 聾 口径 大きく張り出して丸み 胴部上位ー斜位へラ削 横位へラナデ

401 

2 

501 
502 

3 

201 

底径 6.8 をもっ底部は凸面状と り

器高 なる 中位一横位ヘラ削り

下位一横位へラ削り

底部ー全面一方向から

のへラナデ

紐付蓋 17.0 上面が凸面をなす鐙を ロクロ目 ロクロ目

3.2 もつ 体部上位(天井部) 回

3.6 体部はゆるやかに内管 転へラ削り

鐙高 0.9 して下がり口縁部でわ

ずかに外反した後口唇

部は短かく内傾して終

わる

鎌 現存長13.1 基端部に折り返しを有

厚 0.55 する

幅 3.5 

058号祉-竪穴住居壮一(3-128・129図，図版3-45) 

遺 構

胎土 焼成・色調

粗 焼 成 良

微砂粒を 外暗褐色

多量に含 内暗褐色

む

密 優

微砂粒を 外青灰色

含む 内青灰色

位置

遺存度 出土 備考
層位

胴下部% 床面直

上

yz 501 須恵器

下層

502カ

マド内

基部残存 床面出

土

形状一東西に長い長方形。規模-4.30m X 3.25 m。主軸方向-N-120-E。カマドの位置一北壁中

央部やや西寄り。壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝一全周。幅・深さは 10"-'15 cm・-3"-' -5 cm。床面一平

坦。柱穴-4個。他に南壁中央部直下に浅いピット所在。カマドは幅1.2m，奥行 0.7m程のもので，

壁への建込みは浅い。火床は余り焼けていない。

遺 物

出土遺物は土器のみである。小破片数点の出土量である。

058号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 ~ 口径 17.0 口唇部外面に凹面を形 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 % 501覆

底径 成して終わる 胴部縦位へラナデ 胸部一横位へラナ 微砂粒を 外褐色 土上層

501 器高 胴部はゆるく張り出し ア 含む 内褐色 502カ

502 ぎみに下がる マド周

辺下層
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059号壮一竪穴住居牡 (3 -130・131図，図版3-45) 

遺構

形状 方形。形が良く整っている。規模 4.50 m X 4.70 m。主軸方向 N-29'-E。カマドの位置

北壁中央部やや東寄り。壁 ほぽ垂直。 43cm。壁溝全周。幅・深さは 15cm・-10cm。床 面平

坦。柱穴-4個。備考ーカマドは幅1.9m，奥行1.0m程度で，壁への切込みは浅い半円形。

遺 物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片である。須恵器が顕著である。

059号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 時Z 外 面 内 面

1 委 口径: 23.8 頚部で強く短かく外反 口縁~頚部一横ナデ 口縁部横ナデ

底径 する口縁部は口唇部外 胴部へラナデ 胴部斜位へラナ

501 器高 面に凸帯状の面を形成 ア

して終わる

胴部は大きく張り出す

2 鉢 21. 9 内望号ぎみの胴部から口 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ

縁で大きく外反し，口 胴部一縦位の丁寧なへ 胴部一横位へラナ

505 唇部は凸状に日申る ラ削り ア

3 町、 13.5 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目

7.6 て立ちあがり体部は直 体部中位にはっきりと

504 3.8 線的にひらいて口縁に した凹凸面を残す

至る 体部下端手持ちへラ

底部内面と立ちあがり 削り

部に強い押圧が加えら 底部全面一一方向から

れている の手持ちへラ削り

4 蓋 16.0 大きく内望号して下がる ロクロ目 ロクロ目

体部で口縁に至り強く 体部上位(天井部) 回

501 屈曲ぎみに外反する 転へラ削り

口縁部内面に身受けの 体部ロクロ目

かえりを突出させる

5 高台付 局台は台形状を呈して ロクロ目 ロクロ目

盤 高台径14.0 立つ 底部回転ヘラ削り

501 高台高 0.4 わずかに凸面状となる 体部下端回転へラ削

底部からゆるく内脅し り

て大きくのぴ体部下端

に稜をもった後立ちあ

がる

060 A号壮一竪穴住居牡 (3 -132・133図，図版 3-46) 

遺構

胎土 焼成 ・色調

密 焼 成 良

微砂粒 外赤褐色

多量の雲母 内明褐色

，石英，長石

を含む

密 良

微砂粒を 外明褐色

合む 内明褐色

密 良

微砂粒を 外褐色

合む 内褐色

密 優

微砂粒を 外 灰 色

含む 内灰色

密 優

微砂粒， 外灰色

雲母を含 内灰色

む

位置

遺 存 度 出土
層位

口縁部泌 覆土上

層

% 覆土下

層

Yz~~ カマド

周辺

y:i 覆土上

層

y:i弱 覆土上

層

備考

須恵器

須恵器

須恵器

形状一方形。南東コーナーがやや突出する。規模-3.40m X 3.40 m。主軸方向-N-16'-E。カマ

ドの位置 北壁中央部。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝 カマドの東側は検出されない。幅・深さは 7------25

cm・-2-------10cm。床面 ハードローム上に構築。柱穴-4個。備考-060B号杜の南東コーナーを

大きく切って構築している。カマドは幅1.05m，奥行 1.0m程度で，構材は粘土。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。内黒土器が顕著である。
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060A号祉遺物一覧表

番号

l 

(A) 

407 

503 

2 
(A) 

403 

3 
(A) 

502 

4 
(A) 

404 

5 
(A) 

603 
ω2 

6 
(A) 

601 

7 
(A) 

402 

法 量 特 徴
名 称

口径・底径・器高 器 *~ 外 面 内 面

整 口径 18.0 頚部で強く外反しやや 口縁~頚部横ナデ 口縁部僕ナデ

底径 肥厚する口縁部は口唇 胴部ー縦位ヘラ削り 胴部ーナデ

器高 部で中央に凹みをもっ

凸帯状となり立ちあが

る

胴部は張り出して下が

る

I手 12.0 わずかに上げ底となる 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ

7.5 底部で体部はゆるやか 体部ー横位へラ削り 体部へラナデ

4.0 に内管しつつひらく 底部一全面へラ削り

I不 12.1 平坦な内面に凹凸をも よわいロクロ目 よわいロクロ目

7.2 つ底部で体部はゆるや 体部下端手持ちへラ

3.5 かに内轡しつつひらき 削り

口縁部で外反して終わ 底部ー全面一方向から

る の手持ちへラ削り

底部墨書

I不 12.2 平坦な底部で体部は下 ロクロ目 内黒

7.0 位でわずかなふくらみ 体部下端一手持ちへラ ロクロ目

3.8 をもった後直線的にの 削り

びて，口唇部が外反し 底部中央一回転糸切り

て丸く終わる 痕

周縁一手持ちへラ削り

I手 16.0 平坦な底部て1 体部は ロクロ目 よわいロクロ目

9.0 ゆるやかに内轡しつつ 体部一下半近くまで回 内黒

4.7 立ちあがり口縁部で外 転へラ削り

反する 底部手持ちへラ削り

体部と底部に墨書

I不 平坦な底部である ロクロ使用 ロクロ目

8.0 体部下端回転へラ削

り

底部一全面手持ちへラ

削り

底面墨書

高台付 13.2 高い外反してひらく局 ロクロ目 放射状の暗文をも

I手 7.8 台をもつ 体部墨書「只Jか? つ内黒

4.0 体部はわずかに内管ぎ 底部に煤付着

みにひらく

060 B号祉-竪穴住居牡 (3 -132・134図，図版 3-46) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼 成 良 yz弱 407積

微砂粒雲 外暗褐色 土中層

母を含む 内褐色 503覆

土下層

密 良 ほぽ完形 南壁際 内外面に

微砂粒を 外褐色 一部油煙

含む 内褐色 付着

密 良 覆土下 墨書土器

微砂粒を 外 層 底部外面

含む 内 字体不明

密 良 東壁際 内黒土器

微砂粒を 外明褐色

含む 内黒色

密 良 う4 602 内黒

微砂粒を 外明褐色 603覆 墨書土器

含む 内黒色 土上層 体部外面

「足」

底部外面

字体不明

密 良 底部yz 覆土上 内黒

微砂粒を 外明褐色 層 墨書土器

合む 内黒色 底部外面

から体部

字体不明

密 良 ほぽ完形 東南際 墨書土器

微砂粒を 外褐色 体部外面

含む 内黒色 「只」

(内黒)

形状 方形。全体的に膨らみを有する。規模-4.90m X 5.20 m。主軸方向-N-13.50-E。カマド

の位置 北壁中央部。壁 ほぽ垂直。 40cm。壁溝一東壁中央部，カマドの右側はまわっていない。幅・

深さは 15------20cm・-4-------7cm。床面一ハードローム中に構築。柱穴-4本。備考-A号祉に南東コ ー

ナーを大きく切られている。カマドは幅 1.0m，奥行 1.0m 程度で，構材は粘土。火床は良く焼けて

おり ，燃焼部には厚さ 10------15 cm程で焼土が堆積していた。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器，鉄製品(万子 2点)，鉄津(1点)である。土器はいずれも破片もしく

は破損品である。万子は西壁寄り埋土下部及び同床面直上から出土している。鉄浮は埋土上部からの

出土である。
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060B号牡遺物一覧表

番号

1 
(B) 

505 

2 
(B) 

503 

3 
(B) 

504 

法 量 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 背5 外 面 内 面

饗 口t圭 12.2 口縁部で外反して丸味 口縁ー横ナデ 口縁ー績ナデ

底径 をもっ口唇をもっ 胴部ー縦位(上→下)の 胴部ナデ

器高 胴部は張りをもたず内 ていねいなへラ削り

湾ぎみに下がる

椀 10.0 平底の底部より内轡し 口縁ー横ナデ ナデ

3.6 て立ちあがり口縁部で 体部~底部一粗い横位

4.8 ややすぽまり外反する へラ削り

I手 11.8 底部より内轡して立ち 口縁ー横ナデ

4.0 あがりほぼ直線的にひ 体部~底部一全面斜位

4.0 らき口縁はやや外反す へラ削り

る

061号壮一竪穴住居社 (3 -135・136図，図版3-46) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼成良 y:i カマド

微砂粒を 外褐色 内

含む 内黒褐色

密 良 yz 覆土下

微砂粒 外褐色 口縁x 層

石英，長石 内褐色 底部ほぽ

類を含む 残

密 良 ほぽ完形 カ7 ド

微砂粒 外褐色 右袖中
石英，長石 内褐色
類を含む

形状一正方形。規模 4.60 m X 4.60 m。主軸方向-N-50-E。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぼ垂直。 56cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 15'"'-'25cm・ 5'"'-'-7 cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考

カマドの構材は暗褐色土混在白粘土。壁への切込みは浅い半円形。火床は良く焼けていた。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器と鉄淳(1点)である。土器はいずれも破片もしくは破損品である。小

破片が多い。鉄津は埋土中部から出土している。

061号I止遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遥 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 汗三 外 面 内 面 層位

要 口径 16.5 「コ」字状に強く外反す 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼成良 口縁部% 下層

底径 る口縁部で口唇端は丸 微砂粒を 外暗褐色

502 器高 く終わる 合む 内暗褐色

2 甑 24.8 口縁部は肥厚して外反 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 口縁部y:i 上層

する 胴部斜位丁寧なへラ 胴部一横位へラナ 微砂粒 外褐色

501 胴部はわずかに内管ぎ 削り ア 砂粉雲母 内褐色

みにすぽまって Fがる を含む

3 I手 12.8 体部は大きく内轡して 横位へラナデ 横位へラナデ 密 良 y:i 下層

立ちあがり口縁部外面 微砂粒， 外靖褐色

502 にゆるい凹面をもち口 雲母を含 内暗褐色

唇端部は丸く終わる む

4 重 上面は凹凸面となる紐 ロクロ目 ロクロ目 密 良 ほぽ完形 下層 須恵器

8.4 をもつ 体部上位~中位一回転 微砂粉を 外青灰色

502 3.1 体部はわずかに内轡し ヘラ削り(天井部) 含む 月灰色

紐高 0.5 て下がり口縁部でやや

鐙径 2.9 外反ぎみとなる

口縁内面に身受けのか

えりを突出させる

天井部内面が凸面状と

なる

一 109-



062号壮一竪穴住居壮一(3-137~139 図，図版 3 -47) 

遺構

形状一方形。正方形。規模-5.30m X 5.20 m。主軸方向-N-50-E。カマドの位置一北壁中央

部。壁一ほぽ垂直。壁溝一全周。幅・深さは 15'"'-'20cm・-8'"'-' -9 cm。床面一平坦。柱穴 4個。備

考 カマドは幅約1.2m，奥行約1.35mで，壁への切込みゃや深くコの字状。火床は床面から約 7cm

の深さで掘り窪まっており，よく焼けている。

遺 物

出土器物は土器，土製品(1点)，石製品(砥石 1点)，鉄製品(鉄片 2点)である。土器は少量で

杯 1点を除き，いずれも破片である。鉄製品は埋土中からの出土である。

062号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

聾 口径 26.0 頚部が肥厚し強く短か 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 粗 焼成良 YJ弱 402 

402 底径 く外反する口縁部は口 胴部ーへラ削り後部分 胴部へラ削り後 微砂粒 外褐色 下層

405 器高 唇部で直立ぎみの面を 的に縦位のへラナデ痕 横位ナデ 石英，長 内明褐色 405 

505 形成して端部が上方に を残す 石粒を含 下層

突出しぎみに終わる む 505 

胴部は大きく張り出し カマド

上位に最大径をもった 内床面

後内管しつつすぽまっ

て下がる

2 婆 24.0 口縁部は強く屈曲ぎみ 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 )1;弱 カマド 刻書土器

に外反し，口唇部はわ 胴部ー横位へラ削り後 胸部ー横位へラナ 微砂粒， 外褐色 中 頚部外面

401 ずかに外傾する凹面を ヘラナデ ア 石英，長 内明褐色 「大」焼成

もち凸帯状となり端部 肩部に刻書 石，雲母 後刻書

はやや外方に突出しぎ を含む

みに終わる

胴部は大きく内脅して

張り出す

3 t:j- 11.2 凸面状をなす底部で体 口縁部ー横ナデ へフ磨き 密 良 完形 中層

丸底 部との境にわずかな稜 体部・底部ー斜位へラ 微砂粒を 外明褐色

404 4.0 をもつ 削り 含む 内明褐色

体部は内管ぎみに立ち

あがり口縁部で器厚を

減じて外反する

4 t手 13.8 底部にわずかに平坦面 口縁部一横ナデ 横位へフナデ 密 良 )1;弱 504 

504 丸底 をもつが体部と底部の 体部ー横位へラナデ 微砂粧， 外明褐色 下層

+ 3.7 境が明瞭でない 底部ーへラ削り後へラ 雲母粒を 内明褐色 502 

502 体部は大きく内管して ナデ 含む 中層

立ちあがり口縁部でわ

ずかに外反する

5 王手 14.8 上げ底状の底部 ロクロ目 ロクロ目 密 良 底部約% 503 

9.2 体部は外反ぎみにひら 底部ー全面手持ちへラ 微砂粒を 外暗褐色 口縁部% 下層

503 3.4 く 削り 含む 内赤褐色 504 

下層

6 E不 底部全面手持ちへラ へフ磨き 中層 土師質

(底部) 削り 外 須恵器

502 内褐色 刻書土器

底部外面

焼成後刻

書rXJ
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法 量 特 徴 位置

備考番号 名称 始土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土

口径・底径・器高 器 育会 タト 面 内 面 層位

7 庁、 平坦な底部で屈曲して ロクロ目 ロクロ目 密 {憂 yz弱 中層 須恵器

7.0 直立ぎみに立つ体部を 体部下位に浅い沈線が 微砂粒を 外青灰色

502 もつ めぐる 合む 内青灰色

底部 回転ヘラ切り離

し後周縁手持へラ削り

8 土製品 長 7.0 片側端部は尖る 完存 カマド

幅 2.1 断面は三角形に近い 中

301 厚 2.1 

9 砥石 現存長18.0 3商使用痕 下層

幅 7.1 

102 

063号壮一竪穴住居壮一(3-140・141図，図版3-48) 

遺構

形状一方形。規模-3.60mx3.90 m。主軸方向-N-18。←E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。立上りほぼ垂直。 50cm壁溝全周。幅・深さは 20cm・-3'"'-" -5 cm。床面 ハードロームを

踏み固め堅固。平坦。柱穴 4個。備考 カマドは左側半分以上撹乱をうけ破壊されているため，詳

細不明。

遺物

出土遺物は土器と砥石(1点)である。土器はやや多いが，ほとんど破片もしくは破損品である。

063号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 饗 口径 2l.0 頚部ごく強く外反する 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 13 下層

底径 口縁部は口唇部でわず 胴部上位一縦位へラ削 胸部へラナデ 微砂粒を 外暗褐色

407 器高 かに内脅して終わる り 合む 内暗褐色

胴部はやや張り出して 中位ー横位へラ削り

肩をもった後内管ぎみ

に下がる

2 婆 14.6 嫉厚を減じつつ外反す 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 口縁部yz 上層

る口縁部で口唇部は直 胸部一縦位へラ削り 胴部ーナデ 微砂粒を 外褐色 5主
401 立ぎみの面を形成して 含む 内褐色

終わる

胴部はわずかに張り出

しぎみに内轡しつつ終

わる

3 斐 胴部はわずかに内電ぎ 胴部ー斜位へラ削り へラナデ後ナデ 密、 優 カマド 二次的加

7.0 みにすぽまり平坦な底 底部一一方向のへラ削 微砂粒を 外茶褐色 右 熱を受け

410 部に至る り 含む 内茶褐色 ている

4 甑 胴部は直線的にすぽま 胴 部 叩 き 目 ハケ様工具による 中層壁 土師質

14.0 る 胴部下位横位を基調 整形後ナデ 領リ 須恵器

403 中央に円子L，周縁に半 とするへラ削り

円形の孔を 4つもつ底

部である

5 長頚査 10.8 器厚を減じつつ大きく 頚部下端ーナデ 密 優 13 床面 須恵器

外反する口縁部で，口 分割l整形後の接合のナ 微砂粒を 外濃青灰色

411 唇部は凸帯状となり上 デと思われる 含む 内青灰色

方に突出して尖りぎみ

に終わる

噌
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 育長 外 面 内 面 !百位

6 t不 11. 5 薄くやや凹凸面状の底 よわいロクロ目 よわいロクロ目 床面直

8.2 部から体部は屈曲ぎみ 体部下端一手持ちへラ 上

408 4.1 に立ちあがりほぼ直線 削り

的にのびる 底部全面手持ちへラ

削り

7 I不 12.0 やや上げ底ぎみの底部 ロクロ目 ロクロ目 密 優 ほぽ完形 下層

7.8 から強く内管して体部 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色

406 3.9 に移り，器厚をわずか 削り 含む 内明褐色

に減じつつ外反ぎみに 底部一回転糸切り後周

ひらく 辺手持ちへラ削り

8 工不 11.7 やや上げ底ぎみの底部 ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部% 墨書土器

7.6 から体部は器厚を減じ 体部下半手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色 欠損 体部 ・底

301 4.0 つつわずかに内脅し口 削り 含む 内明褐色 部外面

縁に至る 底部回転糸切り後周 底部は

縁を手持ちへラ削り 「田」
墨書

9 E手 12.0 体部はやや器厚を減じ ロクロ目 よわいロクロ目 密 良 上層

7.0 つつわずかに内轡して 体部下端~底部周縁回転 微砂粒を 外明褐色

501 4.0 立ちあがる ヘラ削り，中央回転糸切り 合む 内明褐色

10 王平 11.6 底面中央がやや上げ底 ロクロ目 よわいロクロ目 密 良 床面 内黒土器

7.7 ぎみとなる底部から強 体部下端手持ちへラ 内黒 微砂粒を 外赤褐色

405 3.2 く内費して立つ体部は 削り(4回) 含む 底部黒斑有

中位からやや外反ぎみ 底部一回転糸切り後周 内赤褐色

にひらく 辺手持ちへラ削り 黒斑有

体部下端~底部ー黒斑

11 高台付 15.1 低くしっかりと立つ局 ロクロ目 ロクロ目 密 良 うも 下層 須恵、器

I不 8.2 台である 底部一回転へラ削り 微砂粒 外暗青灰色

404 5.5 底部はわずかに内脅し 砂粒含む 内青灰色

0.7 つつひろがり，体部は

直線的に立ちあがり口

縁部で外反する

12 砥石 現長 7.6 四面を使用して，各面 東側j周 砂岩質

最大幅 6.3 とも中央で一番磨滅が 外明褐色 溝内

101 激しい 内明褐色

断面は正方形に近い

064号土止 竪穴住居壮一(3-142・143図，図版3-49) 

遺構

形状一不整方形。北側やや広がり ，南西側は張り出している。規模-3.20m X 2.80 m。主軸方向 N 

90-E。カマドの位置-北壁中央部。壁 ほぽ垂直。 25cm。壁溝ーナシ。床面周辺貼床。中心部

だけ堅固，平坦。柱穴 ナシ。備考ーカマドは幅1.45m，奥行 0.95m程で，構材は粘土。火床は良

く焼けていた。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品である。

内
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064号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名祢 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・標高 器 苦手 外 面 内 面 風位

l ~ 口径 14.0 頚部で強く外反する口 口縁~頚部一償ナデ 密 焼成良 y，; 

底f圭 縁部は口唇部で外商に 胴部一縦位のへラナデ 微砂粒と 外暗褐色

508 器高 わずかな凹面をもって 若干の雲 内暗褐色

直立ぎみに立つ 母粒含む

胸部は強く張り出して

肩を形成する

2 費 14.0 頚部で強く外反する口 口縁~頚部一横ナデ 口縁~胴部上位 密 不良 403 
5.7 縁は内望号して立ちあが 胴部上位~中位ー縦位 一横ナデ 微砂粒を 外濃赤褐色 床面

403 14.0 る ヘラ削り後ナデ 胴部ーへラナデ 含む 内濃赤褐色 406 
406 胴部は内轡しつつ下が 胴部下位績位へラ削 黒斑

り，中位からすぽまっ り

てやや上げ底ぎみの底

部に至る

3 ~ 胴下部破片 縦位へラナデ 績位の雑なへラナ 密 良 中層 墨書土器

胴下部 盛IDあり ア 微砂粒， 外 褐 色 胴部外面

502 片 石英，長 内明褐色 「文j

石を含む

4 t手 13.7 凹凸面をもっ底部から よわいロクロ目 へラ磨き 密 優 % 床面 刻書土器

5.4 大きく内略して立ちあ 体部下端一手持ちへラ 体部と底部に刻舎 微砂粒を 外明褐色 内面焼成

402 4.6 がる体部はぞ位でゆる 削り 合む 内黒色 後刻舎

い凹面をつくり口縁に 底部ー全面手持ちへラ 「中口j

至る 両日り (内黒)

5 t.(，、片 体部破片 刻書 密 優 上層 ~J書土器

微砂粒を 外明褐色 体部内面

501 含む 内黒色 焼成後刻

省「中」か

(内黒)

065号祉-竪穴住居祉一(3 -144・145図，図版3-49) 

遺構

形状一東西方向に長い長方形。規模-6.40m X 4.80 m。主軸方向-N-3.50-E。カマドの位置一北

壁中央部。壁一ほぽ垂直。 60cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 10------20cm・-10cm。床面一貼床。平

坦。柱穴-4個。カマド脇に小ピット 1個あり。備考 埋土はロームブロックを含む褐色土層が主体

を占めていた。カマドは幅1.4m，奥行1.1m程である。

遺物

出土遺物は土器，石製品(凹石 1点，砥石 1点一補足図 4-)，鉄製品(1点)である。土器はそう

多くないが，完形品や大形の破片が顕著である。土師器坪は丸底及びそれに近いものである。

065号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

l 費 口径 19.0 強く短かく外反する口 口縁部~頚部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 )12強 503 
503 底径 縁で口唇部外面に内傾 胴部ーナデ 胴部ーへラナデ 微砂粒石 外褐色 下層
504 器高 する面をもち端部は丸 英長石粒 内褐色 504カ

507 く終わる を含む マド内

508 胴部は大きく張り出す 507 
ようにゆるく内管して 下層
下がる 508 

床面

内

t
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 育長 外 面 内 面

2 費 14.3 口縁は肥厚して外反す 口縁部ー横ナデ 横ナデ

る 胸部へラ削り

501 頚部から短い肩を形成

し稜をもった後張り出

して下がる

3 聾 14.0 頚部で強く外反する口 口縁部~頚部ー横ナデ 口縁部~頚部ー横

6.0 縁部は口唇部外面で軽 胴部上位縦位へラ削 ナデ

503 15.0 い凸帯状の面を形成し り 胴部一横位へラナ

て終わる 胴部下位一横及び斜位 ア

胴部は大きく内費して へラ削り

球形状を呈し平坦な底 底部ーへラ削り

部に至る

器形が著しくかたむく

4 要 12.0 口縁は強く外反し口唇 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ

部でやや外傾ぎみの凹 胴部縦位へラ削り

501 面を形成し端部は丸く

終わる

5 I手 12.0 ほぽ平坦な底部で体部 口縁部ー横ナデ へラナデ

7.6 は内脅してあがる 体部ーへラ削り

401 4.3 底部全面へラ削り

6 I手 12.0 体部と底部の境に軽い 口縁部ー横ナデ ヘラ磨き

7.4 稜をもち大きく内管し 体部・底部全面へラ

601 4.6 て立ちあがる 削り

底部に墨書「甲」

7 t手 12.1 平坦な底部で体部は大 口縁部ー横ナデ へラ磨き

6.5 きく内管して立ちあが 体部へラ削り

503 4.0 る 底部全面へラ削り

墨書「有」

8 fr; 12.8 やや上げ底状の底部か ロクロ目 ロクロ目

502 7.5 ら屈曲ぎみに立つ体部 体部下端一手持ちへラ

503 4.2 は器厚を減じつつ外反 両日り

505 してひらき口唇部でや 底部ー全面手持ちへラ

508 や肥厚して丸く終わる 削り

内面立ちあがり部に強

い押圧を加えている

9 t手 13.8 わずかに平坦面を残す ロクロ目 ロクロ目

301 8.8 底部で体部はわずかに 底部全面手持ちへラ

502 3.8 内毎して立ちあがり口 削り

503 縁部に至りわずかに外

反する

10 凹石 中央に浅い凹をもっ

101 

066号壮一竪穴住居壮一(3-146・147図，図版3-50) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 良

微砂粒を 外明褐色

含む 内明褐色

密 良 ~ 下層

微砂粒を 外晴褐色

含む 内暗褐色

密 良

微砂粒を 外赤褐色

合む 内赤褐色

密 良 % 下層

微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

密 良 完形 カマド 墨書土器

微砂粒を 外褐色 右 底部外面

含む 内明褐色 北壁側 「甲」

密 良 口縁部y.i 下層 墨書土器

微砂粒を 外 欠t員 底部外面

合む 内 「有J?

粗 良 ほぼ完形 502中層 須恵器

微砂粒， 外暗灰色 503下層

石英，長 内灰色 回5下層

石多量に 508床面

含む

粗 良 %残 301 須恵器 | 
微砂粒を 外青灰色 502中層

多量に含 内 切3下層

む

覆土中

形状ーやや東西に長い長方形。規模-5.25m x 4.95 m。主軸方向 N-690-W。カマドの位置一西

壁中央部よりわずかに南寄り。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝全周。幅・深さは 15，，-，20cm・-3"-'-

8cm。床面ーロームで堅固，平坦。柱穴-4個。備考ーカマドは幅1.2m，奥行1.6m程で，構材は白

粘土。火床は良く焼けているが，掘込みはほとんどなし。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片及び破損品である。
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066号社遺物一覧表

法 塁四王 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 婆 口径: 16.7 外反してひらく口縁部 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼成良 下層

底径 は口唇部外面に稜を 胴部一縦位へラ削り 胴部ナデ 微砂粉を 外茶褐色

402 器高 もった後凹面を形成し 含む 内茶褐色

て終わる

胴部はわずかに張り出

し内脅して下がる

2 護 13.5 口縁部は肥厚し外反し 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 yz強 402下層

402 7.8 口唇端で丸く終わる 鯛部上位縦位へラ削 胴部ナデ 微砂粉を 外褐色 403西壁

403 17.3 胴部は強く張り侵大径 り 合む 内黒褐色 カマド

503 を中位上方にもち内轡 胴部上位~下位一斜位 左中層

してすぽまり凸面状の へラ削り 503下層

底部に至る 底部へラ削り

3 勾t 13.8 内管して立ちあがる体 ヘラナデ 横位へラナデ 密 良 yz弱 上層

部で口唇部で器厚を滅 微砂粉を 外明褐色

501 じて終わる 含む 内明褐色

4 町、 11.8 ゆるく内管してひらく 口縁部ー横ナデ ヘラナデ 密 良 )'4 上層

体部で口縁部外面に直 体部ー斜位へラナデ 微砂粉を 外 褐 色

501 立ぎみの面を形成し口 合む 内褐色

唇端部が尖りぎみに終

わる

067号祉 竪穴住居壮一(3-148・149図，図版3-51) 

遺 物

形状一不整方形。規模-3.55m X 3.45 m。主軸方向 N-15.5'-E。カマドの位置一北壁中央部。壁

ほぽ垂直。 33cm。壁溝 南東コーナーには検出されない。幅・深さは15'"'-'20cm・-3'"'-'-7cm。床

面平坦。柱穴 ナシ。備考東 ・西壁に直交する形で木炭が検出されているが，焼土はあまり認め

られなかった。また，東壁際には小さな円陳 10数個が所在した。カマドは幅 1.4m，奥行 0.95m程

だが，崩壊著るしい。

遺 物

出土遺物は土器のみである。出土量はそう多くはないが，土師器坪の出土が顕著で、ある。

067号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考 |
口径・底径・器高 器 ID 外 面 内 面 層位

I E手 口f圭 11.6 体部と底部の境にわず 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 焼成良 %弱 中層

底径 7.2 かな稜をもち体部は内 体部ー横及び斜位へラ 微砂粉を 外暗褐色

403 器高 3.7 轡して立ちあがり口唇 削り(右左) 含む 内褐色

部でやや内傾ぎみに終 底部全面手持ちへラ

わる 削り

2 I手 11.7 ややゆるやかな凸面状 口縁部横ナデ ヘラナデ 密 良 完形 床面直 墨書土器

7.5 に近い底部で体部は内 体部手持ちへラ削り 微砂粉を 外 褐 色 上 体部外面

601 3.8 脅して立ちあがる 底部一全面手持ちへラ 含む 内褐色 「只」
削り

3 町、 11.8 わずかに凸面状となる 口縁部ー横ナデ 横ナデ 密 良 とY土t;π11ノノ 床面

7.4 底部で体部は直線にひ 体部一横位へラ削り 底部ーへラナデ 微砂粉を 外暗褐色

401 4.0 らいた後口縁部で緩や 底部一一方向からのへ 含む 内暗褐色

かに内轡して立つ ラ削り

ra 

司
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法 量 特 徴
番号 名 称

4 

404 

5 

406 

6 

402 

7 

407 

8 

601 

口径・底径・器高 器 育長 タト 面 内 面

I不 11.5 厚い平坦な底部で体部 ロクロ目 よわいロクロ目

7.1 は下端へラ削り部に稜 体部下端回転へラ削

3.8 をもち器厚をわずかに り

減じつつ直線的にひら 底部ー全面回転へラ削

く り

I不 11.6 ほぽ平坦な底部で体部 ロクロ目 よわいロクロ目

7.3 はわずかに内轡しつつ 体部下端一手持ちへラ

4.0 立ちあがる 削り

底部全面へラ削り

I不 12.6 ほぽ平坦な底部で体部 ロクロ目 ロクロ目

7.2 はわずかに内轡しつつ 体部下端手持ちへラ

4.3 立ちあがる 削り

立ちあがり部において 底部ー回転糸切り後周

器厚を減じている 縁手持ちへラ削り

I不 12.5 やや上げ底状の底部で ロクロ目

7.2 体部は器厚を減じつつ 体部下端一手持ちへラ

3.7 内管して立ちあがる 削り

底部回転糸切り後周

縁を手持ちへラ削り

I手 11.9 平坦な底部で体部は直 ロクロ目 ロクロ目

7.2 線的にひらき口唇部で 体部下端回転へラ削

3.5 丸くく終わる り

底部一回転糸切り後周

縁手持へラ削り

068号祉 竪穴住居壮一(3-150・151図，図版 3-5 2) 

遺構

位世

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 良 完形 中層

微砂粉を 外褐色

合む 内褐色

密 良 中層カ

若干の微 外褐色 マド右

砂粉を含 内褐色

む

密 良 フ'dEフI百Eノノ 床面直

微砂粉を 外黒褐色 上

合む 内褐色

密 良 口縁部y" 床面直

微砂粉を 外褐色 底部全周 上

含む 内褐色

密 良 ほぽ完形 床面直 墨書土器

微砂粒を 外明褐色 上 体部外面

合む 内明褐色 「只j

形状 ほぽ正方形。規模 6.65 m X 6.70 m。主軸方向-N-26"-E。カマドの位置一北壁中央部。

壁一ほぼ垂直。 48cm。壁溝一全周。幅・深さは 12""'40cm・-4""'-5cm。床面平坦。柱穴-4

個。他に，壁溝中に小ピット 14個あり。備考 カマドは幅1.35m，奥行1.2m 程で，壁への切込み

はくの字状。火床は良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器と土製支脚(1点)である。土器は出土量のわりにはいずれも破片である。警の破

片が多い。

068号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層住

I 饗 口径 25.1 大きく外反する口縁部 口縁部横ナデ 横ナデ 密 焼 成 良 覆土上

底径 で口唇端部で角ばって 胴部ー縦位へラ削り 雲母を合 外赤褐色 層

401 器高 終わる む 内赤褐色

2 婆 25.1 頚部から大きく外反す 口縁部ー横ナデ 口縁部~頚部ー横 密 良 上層

る口縁部で口唇部外面 胴部ー縦位へラ削り ナデ 微砂粒を 外褐色

501 に外傾する面を形成し 腕部ナデ 含む 内明褐色

て終わる

胴部は大きく張り出し

て下がる
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

3 饗 2l.0 頚部から強く外反する 口縁部~頚部横ナデ 口縁部~頚部横 半E 良

口縁部は口唇部外面に 胴部ナデ ナデ 微砂粒を 外明褐色

404 ゆるやかな凹面を形成 胴部ナデ 多量に含 内褐色

して終わる む

胸部は大きく張り出す

4 墾 20.2 頚部で強く外反する口 口縁部~頚部一横ナデ 口縁部~頚部横 密 良

縁部は口唇部外面に凹 胴部斜位へラ削り ナデ 微砂粒を 外茶褐色

409 面をもち外傾ぎみに立 胴部ナデ 合む 内茶褐色

ち端部で丸く終わる

胴部はゆるく張り出し

つつ下がる

5 窪 12.0 強く外反して立ちあが 口縁部~頚部横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 中層

る口縁部で口唇部は外 胴部一斜位へラ削り後 胸部ナデ 微砂粒を 外 褐 色

507 面が凹面となり上方に 部分的にへラナデ 含む 内暗褐色

つまみあげるように仕

上げられている

頭部で外に強く張り出

す稜をもち胴部はゆる

やかに内署して下がる

6 斐 23.0 頚部で稜をもち外反す 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 ys 底部欠損

る口縁部をもっ 胴部一縦位へラ削り 胴部へラナデ 雲母石英 外明褐色 のため斐

胴部はわずかにすぽま 長石若干 内明褐色 か甑か確

るように下がる の微砂粒 認できず

を含む

7 手控ね 6.6 内外面共凹凸が著しく 部分的に圧痕をとどめ 密 良 プ-さEョ 上層

器厚を減じた口縁部は る 微砂粒を 外

501 2.9 角ばって終わる 合む 内

8 I手 14.6 ゆるく内脅しつつひら 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 504 内黒土器

く体部である 体部へラ削り 体部へラ磨き 微砂粒を 外暗褐色 503 
504 内黒 合む 内褐色 上層

503 

9 土手 14.8 わずかに凸面状をなす ロクロ目 ロクロ目 密 良 底面%弱 503 須恵、器

底部から大きく内脅し 底部全面一手持ちへラ 多量の微 外灰色 口縁部x; 504 
503 3.6 て立ちあがる。 体部中 両日り 砂粒を含 内黒灰色 上層

506 位に軽い稜をもった後 む

外反して口縁に至る

10 王手 15.8 体部はほぼ直線的にひ ロクロ目 密、 良 512覆土 須恵器

512 らくが外面はゆるやか 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外明灰色 下層

507 な凹凸面状となる り 含む 内明灰色 507中層
514 口唇部内面にわずかな 514カマ

沈線をもっ ド周辺

11 局台付 細いがわずかに張り出 密 良 504 須恵器
E不 9.8 してしっかりと立つ 長石を含 外灰色 上層

504 む 内灰色

12 蓋 9.8 大きく内管して器厚を よわいロクロ目 よわいロクロ目 密 十憂 ほぽ完形 406カマ 須恵器

406 減じつつ下がる体部で 体部%C上方) 回転へ 微砂粒を 外暗灰色 ド右袖

512 2.9 ある ラ削り 合む 内灰色 上層
402 512下層

402中層

13 盆 15.6 口縁部はわずかに外反 よわいロクロ目 よわいロクロ目 密 良 513 須恵器

ぎみとなり内面に強い かえしの部分ナデ 石英を含 外明灰色 下層

513 かえしをもっ っけ む 内明灰色

14 土製 現存長19.5 良 カマド
支脚 外 左袖下

301 内

069号祉-竪穴住居壮一(3-152・153図，図版3-52) 

遺構

形状一整った正方形。規模-5.50m X 5.50 m。主軸方向-N-730-W。カマドの位置西壁中央

ウ
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部。壁一ほぽ垂直。壁溝ーカマド左袖部が切れる。幅・深さは 25cm・-6"-'-7cm。床面一平坦。柱

穴 4個。備考一南壁中央部附近に撹乱あり。カマドは幅1.5m，奥行 0.95m程で，構材は粘土。壁

への切込みは浅い半円形。火床は良く焼けており，燃焼部には焼土が約 20cm堆積していた。

遺 物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。界は丸底ないしは平底に近い

ものである。

069号牡遺物一覧表

番号

l 

502 

2 

502 

503 

506 

3 

503 

4 

501 

301 

5 

505 

6 

502 

法 最 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 官5 外 商 内 面

~ 口径 13.0 外反してひらく口縁部 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ

底径 は口唇部外面でわずか 胴部一縦位へラ削り 胴部一横位へラ削

器高 に凹面を形成して終わ り

る。胴部はわずかに張

りをもって下がる

袈 7.0 胴部は内轡しつつ下が 胴部，短か く区切った へラ削り

りわずかにすぽまって 縦位へラ削り底部へ

平坦な底部で至る ラ削り

き車 5.9 胴部から大き く内轡し 胸部磨滅が激しく不 胴部磨滅が激しく

てすぽまり平坦な底部 明 不明

に至る 底部ー木業痕

鉢 23.0 大きく内向して立ちあ 口縁部一自然粕 よわいロクロ目

がる体部で口縁部で内 体部ー上位につやをも

傾し口唇部内面に稜を つ

もち、角ばって終わる よわいロクロ日

椀 12.2 外面中央が凹む底部か 体部ナデ ナデ

6.4 ら大きく内望号して立ち 体部下位斜位へラ削り

5.3 あがる。口縁部内面に 底部ー木菜痕

緩い稜をもちゃや尖り

ぎみに終わる

I手 11. 0 やや平坦面を残す底部 幅のせまいへラ削り 磨き

であるが体部との境を

3.0 もたない体部は大きく

内轡して立ちあがる

070号士止 竪穴住居壮一(3-154・155図，図版3-52) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
届位

密 焼成良 y.i弱 上層

微砂粒を 外褐色

含む 内暗褐色

密 良 502上

雲母，微 外褐色 層

砂粉を含 内暗褐色 503下

む 間

506下

層

密 良 下層 底部木業

微砂粒を 外赤褐色 痕

含む 内赤褐色

密 良 y.i 501上 須恵器

微砂粒を 層

含む

富、 良 % カマド 底部木薬

微砂粒を 外褐色 内 痕

会む 内褐色

窓、 良 上層

微砂粒を

含む

形状一正方形に近いが，南東コーナーがわずかに突出する。規模-4.40m X 4.40 m。主軸方向-N

-220
- E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ垂直。 36cm。壁溝一西壁下の大部分はナシ。幅・深

さは 20"-'25cm・-4"-'-5cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考ーカマドは幅 1.15m，奥行 0.95m程

で，構材は粘土。火床は良く焼けていた。

遺 物

出土遺物は土器と鉄津(2点)である。土器は少量でト，いずれも破片もしくは破損品である。図示

した番号7の手控ね土器は他に 2点出土したが調査中盗難にあってしまった。鉄津は南西側柱穴付近

の床面上から出土している。
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070号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 育長 外 面 内 面

1 E華 仁11圭 15.0 頚部で外反する口縁部 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ

底径 は直線的に外傾して立 胴部ー縦位から斜位の

405 器高 ちあがる。胴部は大き へラ削り

く内毎して張り出す

2 窪 8.0 わずかに凸面状を呈す 胴部下端斜位へラ削

底部 る底部である り

506 底部へラ削り

3 Z霊 11.7 「く」字形に外反する 口縁部ー横ナデ

口縁で口唇部は丸く終 頚部ーへラ様の工具に

506 わる。胴部はわずかに よる押圧痕めぐる

張り出しぎみに下がる 胴部縦及び斜位へラ

自リり

4 t不 16.8 ゆるく大きく内管して 口縁部ーへラ磨き ヘラ磨き

ひらく体部で口縁部に 体部ーへラ削り 黒色処理

502 綾をもち内轡して立ち

あがり口唇端部は丸く

終わる

5 I不 11. 9 弧状をなす底部から大 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ

丸底 きく内管して立ちあが 体部 ・底部ーへラ削り 体部 ・底部ーへラ

506 4.6 り口縁部内，外面に稜 ナデ

をもった後外反して終

わる

6 I不 13.0 弧状をなす底部から大 口縁部横ナデ 磨き

4.4 きく内轡して立ちあが 体部 ・底部ーへラ削り

405 4.4 る

7 手担ね 平坦な底部で体部はほ 胴部下端ーナデ ていねいなナデ

土器 6.4 ぽ直線的に立ちあがる 底部ー木葉痕

703 

071号祉 竪穴住居杜 (3-156・157図，図版3-53) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 造 存 度 出土 備考
層位

粗 焼成良 % 床面

砂粒を合 外明褐色

む 内褐色

事且 良 カマド

砂粒を含 内

む

1.lJ. 良 )1 カマド

砂粒招合 外赤褐色 内

む 内黒色

密 (憂 上層 内黒

長石を含 外

む 黒色(褐色)

内

黒色(明褐色)

粗 良 y，弱 カ7 ド

砂粒，長 外 褐 色 内

石，雲母 内褐色

を合む

密 良 y，~~ 床面

砂粒，長 外明褐色

石を含む 内明褐色

密 良 床面

砂粒を含 外明褐色

む 内暗褐色

形状 方形。規模 3.50 m X 3.85 m。主軸方向-N-44.50-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぼ垂直。 47cm。壁溝 カマド右袖で切れる。幅・深さは 20~25 cm ・ -3~-6cm。床面一平坦。柱

穴-4個。他にピット 1個あり。備考 中央部東側にて貝のフ、ロ ックが検出された。貝フゃロックは約

10 cmの厚さで，キサゴを主体とし， ハマグリ ，カキ，赤貝が少量認められた。ハマグリは小形のも

のが多い。

遺物

出土遺物は少量の土器と貝類(ハマグリ，キサゴ等)である。土器はいずれも破片もしくは破損品

である。員は量は多くないが，北東側埋土中部からブロック状に出土している。

071号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

備考 |番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土
口径・底径・器高 器 青5 外 面 内 面 層位

I 斐 口径 8.1 口唇部で急に器厚を減 横ナデ 横ナデ 密 焼成俊 口縁，頚 下層

底径 じてわずかに外方につ 微砂粒， 外赤褐色 部小破片

402 器高 まみ上べるように仕上 砂粒を含 内黒色

げられている む
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・底筏・器高 器 形 タト 面 内 面

2 登E 胴部は内脅しつつすぽ 胴部横位へフ削り

底部 まってゆるい凸面を呈 底部一部分的にへラ削

402 6.7 する底部に至る り痕をとどめる。

3 I手 13.4 浅い形状で体部は大き 口唇部横ナデ 口唇部横ナデ

く内轡して立ちあがる 体部一横位へラ磨き 体部一横位へラ磨

502 き

4 I手 15.0 大きく内費して立ちあ 口唇部一横ナデ 磨き。内黒

がる体部で口唇部でわ 体部一横位を基調とす

506 ずかな稜をもち外面に るへラ削り

内傾する面をもって終 底部ーへラ削り

わる

5 高台付 15.4 局台は幅も広くしっか ロクロ目 ロクロ目
I不 9.8 りと張り出して立つわ 底部一切りはなし不明

403 5.6 ずかに凸面状となる底 外部底面ー焼成前のへ

0.9 部から屈曲して立ちあ ラ刻書(印)

がる。体部は外面下位

に稜をもってやや外反

して口縁に至る

072号祉-竪穴住居牡 (3 -158・159図，図版3-54) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 良 底部， n同 下層

微砂粒， 外明褐色 下半部

石英，長

石を含む

密 良 )4 上層

微砂粒を 外赤褐色

合む 内赤褐色

密 優 うも 下層 内黒

砂粒，石 外黄褐色

英を含む 内黒色

微密 優 口縁部73 上層 須恵器

微砂粒， 外灰色 高台部% 刻書土器

長石を含 内灰色 底部外面

む 焼成前へ

ラ 刻書

I=J 

形状一方形。規模-3.05m X 3.40 m。主軸方向-N-3S-E。カマドの位置北壁中央部。壁 ほ

ぼ垂直。 38cm。壁溝 全周。幅 ・深さは 10""，20cm・-1""， -9cm。床面一ハードローム。堅固，平

坦。柱穴-4個。備考 カマドは，幅1.3m，奥行 0.75mで，構材は粘土。壁への切込みは深い半円

形。

遺物

出土遺物は少量の土器と土玉(1点)である。土器は須恵器坪 1点を除きいずれも破片である。

072号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 背5 外 面 内 面 層位

I 褒 口f圭 14.4 頚部で強く短かく外反 口縁部~頚部ー横ナデ 口縁部~頚部ー横 密 焼成良 )4 上層

底径 する口縁は口唇部でや 目同部 へラナデ ナデ 微砂粒を 外褐色

502 器高 や凸帯状となり外反し 胴部ーへラナデ 合む 内褐色

て立つ胴部はゆるく内

轡しつつ大きく張り出

す

2 聾 12.5 「コ」の字形に近い口 口縁部一横ナデ 横ナデ 粗 良 う生 カマド

縁である。胴部はわず 頚部に一条の浅い沈線 砂粒，長 外褐色 左袖上

401 かに張り出しぎみに内 をめぐらせる 石を含む 内 黒色 面

管して下がる 頚部ー鯛部一縦位へラ (赤褐色)

削り

3 f不 12.0 平坦な底部から屈曲ぎ 口縁部ーへラ磨き へラ磨き 密、 優 )4 床面直

9.0 みに立ちあがる体部は 体部へラ磨 き 砂粒，雲 外黄褐色 上

402 4.3 器厚を減じつつ外反し 底部ー全面手持ちへラ 母を含む 内赤褐色

て口縁に至る 削り

4 E司、 底部破片 墨書「中J ヘラ磨き 密 良 底部% 上層 墨書土器

底部 長石を含 外褐色 底部外面

601 む 内褐色 「中」
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 ID 外 面 内 面

5 I不 14.2 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目

9.9 みに立ちあがりわずか 体部下端回転へラ削

4.2 に器厚を減じつつ直線 り

的にひらき口縁に至る 底部残存部手持ちへ

ラ削り

6 I手 13.1 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 強いロクロ目

7.8 みに立つ体部は外反し 体部下端手持ちへラ

43 4.1 てひらく立ちあがり部 削り

に押圧が加えられてい 底部ー全面手持ちへラ

て内側に強いロクロ痕 両日り

をとどめる

7 土玉 ほぽ球形を呈する孔の

幅は一定している

301 

073号土止 竪穴住居牡 ( 3 -160・161図，図版 3-54) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

客、 優 ya弱 上層 須曹、器

砂粒を含 外青灰色

む

密 良 位Y三~IDノ 上層 須恵、器

砂粒，長 外灰色

石，雲母 内灰色

を含む

外黄褐色 完形 埋土中

内黄褐色

形状一不整方形。規模-2.95m X 2.75 m。主軸方向 N-240-E 。カマドの位置 北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。壁溝←ナシ。床面平坦。柱穴 ナシ。 備考 床 面 を掘りすぎたため壁溝， ピットの確

認は出来なかったO カマドは，幅 1.05m，奥行 0.7mで，構材は砂質粘土。火床は焼土少なしあま

り焼けていない。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。カマド内から出土した小形の聾 1点を除き，いずれも破片

もしくは破損品である。

073号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 選存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 再3 外 面 内 面 層位

1 饗 口径 12.3 「く」字状を呈する口 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼 成 良 ほぽ完形 カ7 ド

底径 5.8 縁部で口唇部が外反し 胴部上位一縦位へラ削 砂粒を含 外暗褐色 内

504 器高 11.6 て終わる。胴部は球形 り む 内赤褐色

に近く最大径を上位に 下位一斜位へラ削

もつ底部はほぼ平坦で り

ある 底部一ヘラ削り

2 護 11. 7 頚部で強く外反する口 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 事且 良 % 502， 

502 縁部で口唇部は外面に 胴部一縦位を基調とす 砂粒を含 外褐色 503床
503 稜をもち外方にひらく。 るヘラ削り む 内明褐色 面直上

504 胴部は上位で張り出し 504カ

内管して下がる マド内

3 I不 14.2 平坦な底部で体部はわ ロクロ目 弱いロクロ目 密 不良 %弱 カマド

8.2 ずかに内管しつつ立ち 体部下端一手持ちへラ 砂粒，雲 外暗褐色 内

504 4.3 あがり ，口縁部で外反 削り 母を含む 内赤褐色

し口唇端部が丸く終わ 底部残存部手持ちへ

る ラ削り
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074号壮一竪穴住居壮一(3 -162・163図，図版 3-54) 

遺構

形状一不整方形。規模-3.35m X 3.00 m。主軸方向-N-70-E。カマドの位置 北壁北西コーナー

寄り。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝全周。幅・深さは 10.........25cm・-2.........-3cm。床面一堅固だが凹

凸が多い。ローム塊あり。柱穴-4個。備考ーカマド西側にほぼ完形の聾を出土，カマドは幅1.4m， 

奥行 0.7m程で，構材は粘土とローム。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品である。

074号杜遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 ID 外 面 内 面

聾 口径 15.2 頚部で肥厚して外反す 口縁部ー横ナデ 口縁部←横ナデ

底径 7.9 る口縁部は口唇部で凸 頚部一部分的にへラ磨 胴部ナデ

402 器高 16.9 帯状となりわずかに内 き

傾して立ちあがる 胴部上位縦位へラ削

胴部は中位に最大径を り

もちゆるやかに内管し 胴部中位下方一斜位へ

てややすぽまり凸商状 ラ削り

の底部に至る 胴部下位横位へラ削

り

底部へラ削り

2 護 平坦な底部で胴部は大 胴部下位斜位へラ削

11.3 きくひらいて立いあが η 

501 る 底部全面へラ削り

3 I手 13.5 平坦な底部で体部は大 口唇部横ナデ へ7磨き

7.5 きく内管して立いあが 体部ヘラ削り

402 3.6 る 底部へラ削り

075号祉-竪穴住居祉一(3-164・165図，図版3-55) 

遺構

胎土 焼成・色調

粗 焼 成 良

砂粒，長 外暗褐色

石を含む 明褐色

内

濃暗褐色

密 良

砂粒，長

石，石英

を含む

密 不良

砂粒，石 外赤褐色

英，雲母 内赤褐色

を含む

位置

遺存度 出土 備考
層位

% 覆土上

層

u弱 表面

Yz~~ 覆土上

層

形状方形。南東側半分が若干大きく梯形状を呈する。規模-4.90m X 4.30 m。主軸方向 N 

-450-E。カマドの位置-北東壁中央部。壁一ほぽ垂直。 40cm。壁溝一全周。幅・深さは 15.........20cm・-

3.........-6cm。床面一貼り床。堅固，平坦。柱穴-4個。備考ーカマドは幅1.7m，奥行1.1m程で，構

材は粘土とローム。火床はやや窪んでいる。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品である。
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075号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器商 器 形 外 面 内 面 層位

1 要 口径 19.0 頚部から強く外反する 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成不良 ; .. m 下層

底径 口縁部は口縁部は口唇 胴部ー縦位へラ削り 砂粒，長 外黄褐色

503 器高 部外面に凹面を形成し 石，石英 内黒色

て直立ぎみに立つ を含む

胴部は強く張り出して

下がる

2 窪 17.2 外反してひらく口縁部 横ナデ 横ナデ 粗 良 〉ぜ弱 上層

で口唇部外面に稜をも 砂粒，石 外 褐 色

502 ち急に器厚を減じてや 英，雲母 内明褐色

や外方につまみ上げる を合む

ように仕上げられてい

る

3 斐 ほぽ平坦な底部である 胴部ー縦位へラ削り 粗 不良 底部のみ 上層

底部 底部ーへラ削り 微砂粒を 外暗褐色 % 
302 8.6 含む 内赤褐色

4 I不 12.5 大きく内脅して立ちあ 雑なへラ磨き 丁寧なへラ磨き 事且 良 ys弱 上層

がり口縁に至る 長石，石 外明褐色

402 英を含む 内黄褐色

5 t手 15.1 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 市且 良 % 401上 須恵器

401 7.7 脅して立ちあがる 底部ー全面手持ちへラ 微砂粒， 外青灰色 層

403 4.3 体部は直線的にひらき 削り 長石，石 内青灰色 403上

口縁部に至る底部内面 体部下端一手持ちへラ 英を含む 層

に凹凸をもっ 削り

6 蓋 15.2 大きくゆるやかに内管 体部上位一回転へラ削 粗 良 yz 上層 須恵器

しつつ下がる体部は口 り 微砂粒， 外青灰色

403 縁部で外反する口縁部 ロクロ目 長石，石

内面にわずかなかえし 英を含む

をとどめる

7 長頚壷 10.6 口縁部が中央に凹をも ロクロ目 ロクロ目 微密 良 )i弱 下層 須恵器

つ凸帯状となり口唇部 雲母，微 外灰色

503 は上下共に尖出する 砂粒を含 内灰色

む

076号祉-竪穴住居壮一(3-166・167図，図版3-55) 

遺構

形状 方形。規模 2.85 m X 3.10 m。主軸方向-N-61'-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一立

上りほぼ垂直。 18cm。壁溝 全周。幅・深さは 15~23 cm・ -3~-5 cm。床面ーハードローム層中に

構築。平坦。柱穴 4個。他にピット 2個あり。備考ーカマドは幅1.1m，奥行 0.8m程で，構材は

砂質粘土。袖部基礎に暗褐色とロームブロックが認められた。火床はあまり焼けておらず，カマド内

部にもわずかな焼土が認められた程度である。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。坪一点を除き，いずれも破片ないしは破損品である。
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076号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 再手 外 面 内 面

1 楚 口径 21. 9 頚部から強く外反する 口縁部~頚部一横ナデ 口縁部~頚部ナデ

底径 口縁部は口唇部で凸帯 胴部縦位ーへラ削り

505 器高 状となり端部はわずか

に外方につまみ上げる

ように仕上げられてい

る

2 墾 16.5 頚部から直立ぎみにな 口縁部~頚部ー横ナデ 口縁部~頚部横

った後強く外反する。 胸部一縦位へラ削り ナデ

410 ロ縁部は口唇部外面に

凹凸面を形成し端部は

丸く終わる。胴部はわ

ずかに張り出しぎみに

下がる

3 I不 14.5 やや凸面をなす底部で 口縁部ー横ナデ 磨き

8.0 体部はゆるやかに内毎 体部ーへラ削り

502 5.8 しつつ立ちあがり口縁 底部一全面へラ削り

部がわずかに外反す

る。

4 I不 10.8 ほぽ平坦な底部で体部 ロクロ自 ロクロ目

6.4 はわずかに内脅しつつ 体部下端手持ちへラ

403 3.6 立ちあがる 削り

底部一回転糸切り後周

縁手持ちへラ削り

5 Jf 13.3 やや上げ底状の底部で ロクロ目 弱いロクロ目

402 8.6 体部はゆるやかに内轡 体部下端一手持ちへラ

601 3.8 しつつ立ちあがり口縁 削り

部でゆるく外反する 底部回転糸切り後周縁

手持ちへラ削り

底部墨書「只」

6 I不 13.5 上げ底の底部で体部は ロクロ目 ロクロ目

7.3 わずなに内管しつつ立 体部下端手持ちへラ

402 4.0 ちあがり口縁部でゆる 削り

く外反する 底部一回転へラ切り後

周縁手持ちへラ削り

077号祉 竪穴住居牡一(3-168・169図，図版3-56)

遺構

位誼

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼 成 良 x;弱 カマド

砂粒を合 外明褐色 内

む 内明褐色

半E 良 % 
砂粒を含 外褐色

む 内明褐色

粗 良 ほぽ完形 覆土上

長石，砂 外褐色 層

粒を含む 内赤褐色

(黒色)

粗 良 口縁部 カマド

微砂粒， 外褐色 一体部泌 内

砂粒，長 内明褐色 底部全周

石を含む

密 良 72 ω1，ω2 墨書土器

微砂粒， 外黄褐色 カ7 ド 底部外面

砂粒，雲 内黄褐色 右袖上 「只」

母，長石 面

を含む

密 良 カマド 土師質

微砂粒， 外靖褐色 右袖 須恵器

砂粒，長 内濃暗褐色 (くすべ)

石，石英

を含む

形状 方形。規模-4.80m X 4.90 m。主軸方向 N-64'-W。カマドの位置西壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 22cm。壁溝ーカマドの左右， 北東コーナーには検出されず， 幅 ・ 深さは4~5cm ・ - 5cm。

床面一平坦。柱穴-4個。備考一北東コーナーは 078B号祉に接している。新旧不明。カマドは幅1.

25m，奥行 0.90m程で，構材は砂質粘土と白粘土。砂質粘土を基盤としている。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製支脚(破片 1点)である。土器はいずれも破片であれほとんどが埋

土中からの出土である。
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077号牡遺物一覧表

番号

1 

403 

2 

405 

3 

405 

4 

301 

法 量 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 育長 外 面 内 面

甑 口径 25.7 口縁部が大きく外反 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ

底径 し，胴部はわずかに内 胴部ー斜位へラ削り

器高 管しつつすぽまる

要 内脅してすぽまり平坦 胴部一斜位へフ削り

6.5 な底部に至る 底部ーへラ削り

椀 13.4 わずかに平坦面を残す 口縁部ー横ナデ 磨き

6.8 底部から大きく内轡し 体部一斜位へラ削り

7.0 て立ちあがり体部上位 底部ーへラ削り

に軽い稜をもち口縁部

は外反する。

土製支 現存長 7.5
脚

078 A号祉-竪穴住居壮一(3 -170・171図，図版 3-56) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

粗 焼 成 良 y， カマド

外明褐色 前

内明褐色

粗 良 図の部分 柱穴内

微砂粒， 外赤褐色 完形

砂粒を含 晴褐色

む 内褐色

来E y:i 柱穴内

微砂粒，

砂粒，雲

母を含む

密 不良 y:i カマド

微砂粒を 外明褐色 中

含む

形状一床面の残存部僅かであるが，方形と考えられる。規模 不明。主軸方向 N-210-E。カマ

ドの位置一北壁中央部。壁一不明，壁溝 不明。床面一平坦。柱穴一不明。備考 078 B号祉を切り ，

重複する部分を貼床しているが，床面は撹乱が著るしく，プラン，床面とも概して不明。カマドは破

壊著るしく ，ほとんど原形をとどめていないが，構材は砂質粘土と白色粘土が認められた。

遺 物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。

078 B号祉-竪穴住居壮一(3-170・171図，図版3-56) 

遺構

形状一方形。規模-2.60m X 2.75 m。主軸方向-N-48.50-E。カマドの位置東壁中央部。壁 ほ

ぼ垂直。 25cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 10"-'15 cm・-3"-'-5cm。床面一平坦。柱穴一不明。備考

一大部分をA号祉により切られている。カマドは幅 0.95m，奥行 0.5mを測るが半分以上A号牡によ

り削られている。火床は焼土が認められる程度である。

遺物

出土遺物は図示し得ぬ程の若干の土器小破片でドある。

078号牡遺物一覧表 ( )内は出土住居牡

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 官手 外 面 内 面 l昌位

l(A) ~ 口径 14.4 頚部から外反する口縁 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 焼成良 J;，i弱 カマド

底f圭 部は口唇外面に凹面を 胴部ー縦位へラ削り 微砂粒を 外褐色 前

501 器高 知成してわずかに外に 合む 内褐色 床面直

ひらいて立つ 上
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面

2(A) t手 11.3 わずかに上げ底状とな ロクロ目 弱いロクロ目

6.7 る底部で体部はわずか 体部下端回転へラ削

601 3.8 に内毎して立ちあがり り

口縁部内面に軽い稜を 底部一回転糸切り後周

もつ 縁回転へラ削り

3(A) I手 11.6 やや凸面状となる底部 ロクロ目 弱いロクロ目

6.8 で体部は直線的にひら 体部下端一回転へラ削

602 3.7 き口唇部は丸く終わる り

底部一回転糸切り後周

縁回転へラ削り

4(A) t:r; 12.2 わずかに上げ底となる ロクロ目

501 6.8 底部から大きく内管し 体部下端手持ちへラ

502 3.3 て立ちあがり口縁部で 削り

502 やや外反ぎみに終わる 底部一回転糸切り後周

縁手持ちへラ削り

5 砥石 現存長5.5 四面使用されたと恩わ

幅 4.6 れる断面は方形

101 

079号壮一竪穴住居祉一(3-172・173図，図版3-57) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 良 床面 墨書土器

微砂粒を 外晴褐色 体部外面

含む 内黒色 「景」
底部外面

「井」

密 良 体部y.欠 カマド 墨書有す

微砂粒を 外明褐色 底部全周 前床面 も判読不

含む 内明褐色 直上 官E

密 優 % 078一切l 前床面直

微砂粒， カマド 上

砂粒を含 075-502 上層一層

む 覆土

ω8-503 

2G 

形状-長方形。規模-4.75mx4.30 m。主軸方向-N-24.50-E。カマドの位置-北壁中央部。壁

一垂直 26cm。壁溝-南壁中央部は 080A号杜に切られているが，一部分欠損する。幅・深さは 10----15

cm・-7-----10cm。床面-貼り床。平坦。柱穴-4個。他に小ピット 1個あり。備考-南側部分を 080

A号祉に切られ，壁溝がその部分切れている。埋土の状態はロームプロックを含む黒褐色土層を主体

とする。カマドは幅1.4m，奥行1.45m程を測るが，崩壊著るしい。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。

079号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 聾 口f圭 20.6 強く短かく外反する口 口縁部ー横ナデ 横ナデ 密 焼成良 ~弱 上層

底径 縁部は口唇部で直立し 胴部縦位へラ削り 微砂粒を 外赤褐色

501 器高 凸帯状となり端部は丸 (下→右) 合む 内赤褐色

く終わる

2 聾 内脅しつつすぽまりゅ 胴部ーへラ削り 密 良 下部底部

7.0 るやかな凸面状の底部 底部ーへラ削り 微砂粒を 外明褐色 % 
501 に至る 合む 内明褐色

3 蓋 17.7 上面が凹面状となる低 ロクロ目 ロクロ目 密 良 ほ1:完形 上層 須恵器

3.7 い銃をもっ体部は大き 微砂粒を 外暗褐色

401-1 3.1 く内脅して下がり口縁 合む 内暗褐色

鑑高 0.6 部で大きく外反する

口縁内面にわずかなか

えしをもっ

4 E手 15.3 ゆるやかな凸面状とな 体部下端及び底部全面 磨き 密 良 y. 上層 断面一明

る底部から大きく内毎 一手持ちへラ削り 微砂粒を 外赤褐色 褐色，明

401-2 3.5 して立ちあがる体部は 含む 内赤褐色 灰褐色

器厚を増して口縁に至 土師質

る底部と体部の境が明 須恵器

瞭でない
L 一一

-126 -



080 A号祉 竪穴住居壮一(3-174・175図，図版3-57) 

遺構

形状一方形。規模 3.30 m X 3.30 m。主軸方向-N-9'-W。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 35cm。壁溝ーピット及び土墳によって切られるが，全周すると思われる。幅・深さは1O~18

cm・ 3~-7 cm。床面 ローム面，堅固。平坦。柱穴ーナシ。他に小ピット I個。備考ーカマドの

部分が 079号祉の南壁をわず、かに切って構築。また，カマド左脇は撹乱をうけ，南西コーナーはB号

I止により切られている。カマドは幅 0.85m，奥行 0.95m程で，壁への切込みは深いコの字状。火床

は床面から 7cm前後掘り窪んでおり，焼土が堆積していた。

遺物

出土遺物はごく少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品であり ，小破片が多い。

080A号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位誼

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

l 斐 口f圭 15.0 胴部上位で肥厚した後 口縁部横ナデ 口縁部~胴部中位 密 焼成良

底径 ゆるく外反する口縁を 胴部縦位へラ 削り 一横ナデ 微砂粒を 外褐色

411-2 器高 もつ 胴部中位~下位 含む 内褐色

胴部はわずかに張りを 一横位へラナデ

もち内管しつつすぽ

まって下がる

2 I手 J4.6 孤状となる底部から大 口唇部横ナデ 口唇部ー横ナデ 密 良

丸底 きく内望号して立ちあが 体部~底部ーへラ削り 体部~底部ー磨き 微砂粒を 外淡赤褐色

411-1 4.0 る 後フラナデ 含む 内淡赤褐色

080 B号祉 土墳一(3-174図，図版3-57) 

遺構

大きさ 2.10m X 1.15 m，深さ約1.53m 0長方形を呈する大形ピットである。埋土は褐色土で単純土

層，軟質であった。遺物は認められなかった。

遺物

出土遺物なし。

081号壮一竪穴住居牡 (3 -176図・ 177，図版3-58) 

遺構

形状一方形。規模 2.95 m X 2.85 m。主軸方向-N-0.5'-E 。カマドの位置一北壁中央部やや東寄

り。壁一立上り垂直。削平のため遺存悪い。 10cm。壁溝 なし。床面一平坦。柱穴 3個。北東コー

ナ一部分には検出されず。備考ーカマドは幅1.2m，奥行き 0.6m程で，壁への切込みはほとんどな

しユ。
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遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(鉄片 1点)である。土器はいずれも破片である。要の破片が大部

分を占める。鉄片は床面から出土している。

081号祉遺物一覧表

法 主r正E 特 徴
番号 名称

口径・底径・器商 器 形 外 面 内 面

I 整 口径 22.7 強く短かく外反する口 横ナデ 口縁部ー横ナデ
底径 縁部は口唇部でわずか 胴部横位へラナ

402 器高 に外傾する凹面を形成 デ(右→左)

し凸帯状となって端部

は丸く終わる

胴部は大きく張り出し

て下がる

2 婆 13.4 頚部で肥厚して外反す 口縁部横ナデ 横ナデ

る口縁部は口唇部外面 胴部ー縦位へラ削り

503 に稜をもった後内傾す

る凹面を形成して終わ

る

胴部はゆるく張り出し

て下がる

3 斐 胴部は大きく内轡して 胴部 ・底部ーへラ削り ヘラナデ

7.4 すぽまりゆるやかな凸

502 面状をなす底部に至る

全体的に器厚が薄い

082号壮一竪穴住居牡一(3 -178.179図，図版 3-58) 

遺 構

胎土 焼成 ・色調 遺存度
位置

出土 備考
層位

密 焼 成 良 }ず 下層

微砂粒を 外精褐色

含む 内淡赤褐色

密 良 % 床面

微砂粒を 外濃黄褐色

合む 内赤褐色

密 不良 % 床面

微砂粒を 外暗褐色

合む 内赤褐色

形状 隅丸方形。 規模-3.90m X 4.00 m。主軸方向-N-85.50-W。カマドの位置一西壁中央部。

壁一ほぽ垂直。 17cm。壁溝一全周。床面 ロームフゃロックを浅く貼り堅固，平坦。柱穴-4個。備考

カマドは幅 1.45m，奥行 1.4m程で，構材は粘土。壁への切込みは深く ，コの字形。火床は良く焼

け，焚口，燃焼部には焼土充満。

遺 物

出土遺物は少量の土器，砥石(1点)，鉄鉱(1点)である。土器は出土量の割に完形品や大形の破

片及び破損品が顕著である。坪は丸底のものや，須恵器が目立つ。 砥石は埋土上部から出土している。

082号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 苛3 外 面 内 面 層位

1 ~ 口径 23.7 強く短かく外反する口 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 下層

底径 10.2 縁部は口唇部外面にや 胴部上位ー横位へラナ 頚部横位へラ削 長石を合 外明褐色

401 器高 31.6 や外傾する凹面を形成 7 り む 内明褐色

し凸帯状を呈しわずか 胴部中位~下位ー縦位 胴部ー横位へラナ

に受け口状となって終 へラナデ ア

わる 底部一木葉痕

1阿部は大きく張り出し

上位で最大径をもった

後わずかに内管しつつ

すぽまり上げ底状の底

部に至る
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

2 費 26.5 強く短かく外反する口 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 密、 良 完形 401下層

401 8.2 縁部は口唇外面に外{頃 胴部上位ー斜位へラナ 頚部~胴部下端 微砂粒を 外赤褐色 506カマ

506 31.3 する面を形成し受け口 ア ー斜位 含む 内赤褐色 ドの脇

410 状となって終わる 胴部中位~下位ー縦位 底部ーナデ 410 

胴部は大きく張り出し へラナデ

上位で最大径をもった 底部木葉痕

後わずかに内脅しつつ

すぽまりやや上げ底状

の底部に至る

3 士不 13.6 ゆるやかな孤状となる 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 カマド

丸底 底部から大きく内脅し 体部 ・底部←全面へラ 体部・底部へラ 微砂粒を 外暗褐色 中

402 3.6 て立ちあがる 削り 磨き 含む 内暗褐色

4 I不 13.7 中央がわずかに上げ底 ロクロ目 ロクロ日 密 良 上層 須恵器

7.9 状となる底部から屈曲 体部下端手持ちへラ 石英を含 側部淡赤褐色

501 4.0 ぎみに立ちあがる体部 削り む 外底部灰色

は器厚を減じつつやや 底部全面手持ちへラ 側部明褐色

外反して口縁に至る 内底部灰色削り

5 I不 13.9 わずかに上げ底状の厚 ロクロ目 ロクロ目 密 良 床面 須恵、器

8.1 い底部から屈曲して立 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外明灰色

504 4.5 ちあがる体部はほぼ直 削り 含む 内明灰色

線的にひらいた後口縁 底部一全面手持ちへラ

部でゆるやかに外反す 削り

る

6 鉄鍬 長根 12.8 斧箭式広根鍬 根完存 上層

箆被 6.6 板は対称形をなさない 箆被一部

201 幅根 6.0 残

箆被 0.9 

厚根 0.95

箆被 0.55 

083号壮一竪穴住居牡 (3 -180・181図，図版3-59) 

遺構

形状一方形。規模-3.35m X 3.40 m。主軸方向 N-790-W。カマドの位置 西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 42cm。壁溝一ほぽ全周。東側が住居社内に大きく食い込んでいる。幅・深さは 10~20 cm・-

3~-6cm。床面一平坦。柱穴 4個。備考ーカマドは幅 1.5m，奥行 1.2m程を測るが，崩壊著るし

い。構材は白色粘土。火床は浅く掘られ，焼土が残存していた。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品である。

083号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 売予 外 面 内 面 層位

I 斐 口径， 25.6 頚部で強く外反する口 口縁部ー績ナデ 横ナデ 密、 焼成良 口縁部光 カマド

底径 縁部は口唇端部で角 胴部ヘラナデ 微砂粒を 外暗褐色 内

506 器高 ばって終わる 含む 内暗褐色

胴部は強く張り出して

下がる

2 甑 27.0 大きく外反する口縁を 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 客、 良 口縁部%

もち体部はわずかに内 腕部へラナデ 胴 部 へラナデ 砂粒を含 外明褐色

雪ぎみにすぽまる む 内褐色黒色

日
可
dv

内

f
u

旬
E
よ



法
番号 名称

量 特 徴

口径・底径・器高 器 苦手 外 面 内 面

3 要 胴部は球状に近く底部 胴部上位ー縦位へフ削 横ナデ

6.5 は平坦である り

504 胴部下位ー横位へラ削

り

4 t手 14.6 ゆるやかな凹面をも 口縁部一横ナデ 横ナデ後雑で部分

5.5 ち，あげ底状となる底 体部・底部へラ削り 的なへラ磨き

501 3.4 部から大きく内脅しつ 後へラ磨き 底面に焼成前の線

502 つ立ちあがる 刻を有す

5 t手 12.8 平坦な底部で強く内笥 ロクロ目 口縁部ロクロ目

8.2 して立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 体部・底部ーロク

3.8 外面がゆるやかな凹凸 削り ロ使用へラナデ

面をなし，口縁部内面 底部一残存部手持ちへ

に軽い稜をもち，口唇 ラ削り

部は小さく外反して終

わる

6 rr- 12.7 ほぽ平坦な底部で体部 ロクロ目 ロクロ目

8.7 下端に稜をもち体部は 体部下端一手持ちへラ

402 4.2 ゆるやかに内毎しつつ 削り

立ちあがる 底部ー全面一方向から

のへラ削り

7 t:r- 11.6 内面中央が凸面状とな ロクロ目 ロクロ目

7.1 る平坦な底部から強く 体部下端手持ちへラ

401 3.9 内聾して立ちあがる体 削り

部は器厚を減じつつ内 底部一全面手持ちへラ

外面にロクロ使用時の 削り

稜をもち口線に至る

084号壮一竪穴住居牡一(3-182・183図，図版3-60) 

遺 構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
膚位

密 良 胴中位 床面 内面が剥

砂粒を合 外 底部 落してい

む 内 るために

ロクロ使

用か否か

について

は確認で

きず

密 良 口縁ya 501 底部内面

微砂粒を 外黒色 体部% 上層 焼成前の

含む 内濃暗褐色 502 刻書「一」

床面

密 良 口縁体部

微砂粒を 外黒色 7.¥周遺存

含む 内暗褐色

微密 優 口縁部約 上層 須恵器

微砂粒 外灰色 )1!強

長石含む 内灰色 底部全周

密 やや不良 % 床面 須恵器

微砂粒を 外灰色

含む 内灰色

形状一方形。規模-5.10m X 4.95 m。主軸方向-N-200-E。カマドの位置一北壁中央部やや東寄

り。壁一ほぽ垂直。 56cm。壁溝一全周。幅・深さは 12..-....，25cm・-4..-....，-5cm。床面一平坦。ハード

ロームまで掘り下げ貼り床。柱穴-4個。他に小ピット 3個あり。備考ーカマドは幅1.4m，奥行1.

4m程で，構材は砂質粘土。焚口及び火床は良く焼けていた。カマド右側には不整形な浅い凹みがあ

り，そこには，焼土，灰，木炭片等が埋っていた。

遺 物

出土遺物は土器，砥石(1点)，鉄製品(4点)である。土器はやや量が多いが，いずれも破片もし

くは破損品である。鉄製品 4点は西側床面上及び壁際から出土している。
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084号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青Z 外 面 内 面 層位

1 ~ 口f圭 17.8 頚部で強く外反して立 口縁部績ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼 成 良 口縁部y:! 上層

底径 ちあがる口縁部は口唇 胴部一斜位へラ削り 胴部横位へラナ 微砂粒を 外明褐色

405 器高 部内外面に軽い稜を形 ア 含む 内明褐色

成し口唇端部はやや尖

りぎみに終わる

胴部は大きく張り出し

て下がる

2 ~ 20.4 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 ロ縁部)4 410 
口唇端部が丸く終わる 胴部ーへラ削り後へラ 胴部償位へラナ 微砂粒を 外褐色 周 下層

410 胴部は強く張り出して ナデ 7 含む 内褐色 501 

501 下がる 上層

3 査 17.0 頚部に綾をもちわずか 口縁部機ナデ 口縁部横ナデ 密 不良 口縁部泌 上層 外面が赤彩

に外反して立ちあがる 胴部ーへラナデ 胴部へラナデ 砂粒を含 外黄褐色 周 されていた

501 口縁をもっ む 内黄褐色 肩部~胴 可能性があ

胴部はゆるやかに内轡 上部一部 るが器面が

しつつ大きく張り出し 分 剥落してい

て下がる るため明確

でない

4 手控ね 7.0 高原の模放と思われる ナデ ナデ 密 良 i1-部% 上層

土器 6.5 裾部内面にへラ様工具 微砂粒を 外明褐色 高台部泌

404 5.5 による圧痕を施す 含む 内明褐色 強

1.1 

5 手控ね 6.0 指頭によるナデ へラナデ及びナデ 宮、 良 完形 上層

土器 5.6 微砂粒を 外 褐 色

403 4.9 合む 内褐色

6 軽石製 床面

砥石

101 

085号壮一竪穴住居壮一(3-184・185図，図版 3-60) 

遺構

形状一ほぽ正方形。規模 7.10 m X 7.05 m。主軸方向-N-31.50-W。カマドの位置一北西壁中央

部。壁一ハードロームを切り込んで、いる，ほぽ垂直。 50~75 cm。壁溝一全周。 幅・深さは 20~25 cm・-

4~-10 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 4個。他に浅い小ピ ット 2個あり。 備考ーカマドは幅1.5m， 

奥行1.4m程で，構材は砂質粘土とローム。火床は床面より 5cm位の深さで良く焼けていた。

遺物

出土遺物は少量の土器と軽石 1個である。土器はいずれも破片である。軽石は床面から出土してい

る。

085号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

I 建 口f圭 16.0 強く短かく外反する口 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼 成 良 口縁~胴 中層

底径 縁部をもっ 胴部一斜位へラ削り後 胸部へラナデ 砂粒石英 外濃赤褐色 部上半の

403 器高 胴部は大きく張り出し 軽いへラナデ ，長石粒 内暗褐色 % 
内脅しつつ最大径に至 を含む

る

句
E
ム

内
べ

d

句
1
4



法 見且1 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考口径・底径・器商 器 形 外 面 内 面 層位

2 '}Jl 11.4 強〈外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 口縁部J4
(推定) 口唇外面に稜をもった 胴部上位一縦位へラ削 微砂粒を 外明褐色

後，外傾する凹面を形 り 含む 内明褐色
成しやや受け口状とな

る

3 I不 12.0 ゆるやかな凸面状の底 へラナデ 横ナデ 口縁部J4

(推定) 部から強く内管して立 外褐色

4.0 ちあがる 内濃赤褐色

口縁は波状を呈する

4 I不 8.8 体部は内外面にロクロ 強いロクロ目 強いロクロ目 微密 優 約J4 上層 須恵器

(推定) 整形時の凹凸をもち内 微砂粒を 外暗灰色
501 轡気味に立ちあがり口 含む 内暗灰色

縁部でわずかに外反す

る，口縁内面に大きく

突出するかえしをもっ

086号壮一竪穴住居社 (3 -186~188 図，図版 3 -61~63) 

遺 構

形状一方形。東西方向にやや長い。規模 3.80 m X 3.25 m。主軸方向-N-310-E。カマドの位置

北壁中央部。壁一南西コーナーに撹乱。ほぽ垂直。 40cm。壁溝一西側コーナーは撹乱気味で明確で

はなしユ。幅・深さは 15"-'20cm・-3cm。床面 ハードロームを掘り下げて構築。平坦。堅固。柱穴

-4個。備考一焼土及び木炭が多量に検出され，焼土は 20"-'30cmの厚さに堆積する部分も認め られ

た。火災をうけたものとも思われる。カマドは幅 1.55m，奥行1.0m程で，構材は砂質粘土。 袖部に

は土器片を埋込んでいる。火床は床面から約 13cm程掘込まれ，良 く焼けていた。

遺物

出土遺物は土器，石製品(砥石 1点)，鉄製品(鎌2個体3点，万子 1点、)である。土器は多量に出

土しているが，破片及び破損品が大多数を占める。

086号祉遺物一覧表

法 R 主主 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 !薗位

l 整 口径: 24.8 強く外反した後肥厚す 口縁部横 ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼 成 良 口縁部~ 408 二次的な

底f歪 る口縁部は凸帯状とな 腕部一丁寧な縦位へラ 胴部ナデ 微砂粒を 外黄褐色 胴中位 床面 熱を受け

408 器高 る ナデ 合む 及び暗褐色 425 ている

425 胴部はゆるやかに内轡 内暗褐色 床面

して張り出し，中位に 及び濃黄褐色

最大径をもっ

2 Z喜 14.8 頚部で強く外反する口 口縁部 ロクロ目 ロクロ目 微密 優 口縁部~ 409 土師質

8.8 縁部は凸稽状の口唇部 胴部上位横位へラ削 微砂粒を 外暗灰及灰色 胴上部% 床面 須恵器

409 16.3 を形成し，外面に 3ヶ り 合む と褐色の中間 胴中部~ 506 ロクロ整

506 所の稜を有する 胴部中位縦位へラ削 内灰色と 底ほぽ全 中層 育会

胴部は中位上方に最大 り 褐色の中間

径となる稜をもち栂形 胴部下位一横位へラ削

状ジ呈する り
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法 主問旦 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

3 婆 15.8 強く外反する口縁部は 日縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 }長弱 中層

(推定) 口唇外面に稜をもった 胴部上位縦位へラ削 胴部へラナデ 微砂粒を 外暗褐色

418 後外傾する凹面を形成 り 含む 内褐色

し受け口状となる 胴部中位~下位横位

胴部は内管しつつやや ヘラ削り

張り出して下がり，中

位に最大径をもっ

4 婆 13.8 「く」字状に外反する口 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 口縁部J;，i カマド

縁部は外面に凹凸面を 胴部ー縦位へラ削り 微砂粒を 外明褐色 内

426 もちわずかに受け口状 含む 内明褐色

となり口唇端部は小さ

く丸みをもって終わる

1同部はゆるやかに内管

しつつ下がり最大径に

向かう

5 斐 10.2 小型である ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部yz 502土 ロクロ整

頚部内面に稜をもち外 胴部下位へラ削り 微砂粒を 外明褐色 胴上部J;，i 層 2G 苛会

502 反する口縁部は口唇外 合む 内明褐色 506中

506 面に稜をもち内傾する 層 3G

面を形成して端部はや

や尖りぎみに終わる

6 斐 胴部はわずかに内脅し 胴部下位斜位及び横 横Jナデ 密 良 底部% 下層 須恵器

底部 8.4 つっすぽまる 位へラ削り わずかにへラあて 微砂粒を 外濃暗灰色

405 (推定) 底部は平坦でbある 底部調整不明 痕をとどめる 含む 内濃暗灰色

一部灰色

7 甑 33.8 口縁部は屈曲ぎみに外 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 微密 {憂 口縁部ズ 上層 土師質

(推定) 反し，凸帯状となり口 胴部叩き目 胴部へラナデ 微砂粒を 外暗灰色 須恵器

507 唇端部が上方に尖って 含む 内暗灰色

終わる

腕部はやや凹凸面とな

りすぼまって下がる

8 甑 胴部は直線的にすぽま 胴部下位まで叩き目 胴部下位まで横ナ 微密 優 底部M周 421 土師質

13.8 り孔縁が角ばって終わ 胴部下位横位へラ削 7 微砂粒を 外暗灰色 中層 須恵器

421 り底部に至る り 1同部下位横位へ 含む 内暗灰色 426カ

426 ラ削り 7 ド内

9 長頚瓶 低く立つ幅の広い局台 ロクロ目 ロクロ日 微密 優 胴下半 中層 灰紬陶器

復元径12.0 をもつ 赤褐色の称をかけてい 微砂粒を 外赤褐色(施秘 底部のJ;，i 外商に施紬

506 凹白面をもっ底部で胴 る 含む 淡暗黄緑色 がみられ部

部はゆるやかに内湾し 部分的に自然粕がかか 内自然柏崎灰色 分的に粕が

つつ立ちあがり最大径 る かかる

に向かう

10 長頚瓶 高台は台形に近く張り ロクロ目 ロクロ目 微密 優 胴下半底 。筋412 灰粕陶器
。18412 9.8 出してしっかりと立つ 胴部下位回転へラ削 強い凹凸を残す 微砂粒を 外暗灰色 部のみ 下層 外面に施
十 0.8 !底部はほぼ平坦で胴部 り 含む 内暗灰色 506中層 平由あり

506 はゆるやかに内轡しつ
底叫に回開り| 。節目5 (018号祉出

505 つ立ちあがり最大径に 痕を残す 上層 土の小破片

向かう 。18412 と接合)

床面

11 勾t 12.5 平坦な底部で体部はゆ ロクロ日 ロクロ目 密 良 完形 床面

5.5 るやかに内管しつつ立 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色

402 4.3 ちあがり口縁部に至っ 削り 含む 明黄褐色

てわずかに外反する 底部ー全面手持ちへラ| 内淡暗褐色
削り

12 可、 12.5 ほぽ平坦な底部から強 ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁のー 床面 刻書土器

6.8 く内轡して立ちあがる 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外暗褐色 部を欠損 底部外面
401 3.9 体部は中位からゆるや り 含む 内暗褐色 する 焼成前

かに外反して口縁に至 底部ー全面へラ削り iXJ 
る 底部一刻書有り

13 王手 12.4 やや上げ底の底部より ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁体部 下層

6.1 内脅して立ちあがりほ 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色 J;，i 
403 4.3 ぽ直線的にひらく口縁 削り 含む 内明褐色

でわずかに外反する 底部回転糸切り後周

縁手持ちへラ削り
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 }f3 外 面 内 面

14 t手 12.4 内面中央が凸面となる ロクロ目 ロクロ目

6.8 平坦な底部で体部はわ 体部下端(体部の半分近

407 3.4 ずかに内管しつつ立ち く) 手持ちへラ削り

あがり口縁部でわずか 底部一回転糸切後周縁

に外反する 手持ちへラ削り

15 土手 12.4 ほl:f平坦な底部で体部 ロクロ目 ロクロ目

5.9 は強く内管して立ちあ 体部下端一手持ちへラ

414 4.0 がった後ほぽ直線的に 削り

ひらき，口縁部でわず 底部回転糸切り後周

かに外反する 縁手持ちへラ削り

16 t手 11.4(推) 平坦な底部から強く内 よわいロクロ目 よわいロクロ目

5.4(推) 襲撃して立ちあがる体部 底部←回転糸切り(無 底部墨書

603 3.1 (推) は中位からわずかに外 調整)

反しつつひらき，口唇 底部内外面に墨書

端部で丸く終わる

17 I干 13.2(推) 平坦だと恩われる底部 ロクロ目 よわいロクロ目

7.2(推) で体部はゆるやかに内 体部下端一回転へラ削

602 3.5(推) 轡しつつひらく り，墨書あり

底部ー回転糸切り後周

縁回転へラ削り

18 I不 外面墨書「中甲」

601 

19 t手 1O.5(推) 平坦な底部で体部はゆ ロクロ目 よわいロクロ目

4.8(推) るやかに内脅しつつ立 体部下端手持ちへラ

429 3.9(推) ちあがり口縁部で外反 削り

して口唇部が肥厚して 底部一残存部全面手持

丸く終わる ちへラ削り

20 高台付 12.7 局台は外面によわい稜 ロクロ目 へラ磨き

皿 6.8 をもちわずかに内轡し 墨書

403 2目7 て立つ逆三角形状を呈 高台貼付

1.0 する 底部回転へラ削り

1底部はわずかに上げ底

状となり体部は下端に

稜をもちゆるやかに外

反しつつふらく

21 砥石 現存長 7.2 表面と側面の 2ヶ所に

使用痕を残し，他は自

105 然面である

22 鎌 現存長13.3 基端部に折返しを有す

幅 2.5 る

202 厚 0.25 

23 鎌 長 7.35 先端部へ向けて急激に

幅 2.6 幅を減じる

201 厚 0.15 

24 鎌 5.4 端部がやや曲っている

1.35 

201 0.1 

25 万子 長身 6.8 関は刃部峰部両方に見 柄の木質を僅かに残す

茎 5.5 られる

203 幅身 1目5

茎 0.85

厚身 0.3 

茎 0.4 

087号壮一竪穴住居祉 (3-189・190図，図版3-63) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 良 % 床面

微砂粒を 外明赤褐色

含む 内明赤褐色

密 良 日縁部)4 中層

微砂粒を 外明赤褐色 底部%

含む 内明赤褐色

密 良 ys 焼土中 墨書土器

微砂粒を 外淡黄褐色 底部内面

含む 内淡黄褐色 「中」か?

底部外面

字体不明

密 良 口縁~体部 上層 墨書土器

微砂粒を 外明褐色 底部%周 体部外面

含む 内明褐色 字体不明

密 良 小破片 土層 墨書土器

微砂粒を 外明褐色 体部外面

含む 内明褐色 「中甲」

微密 優 ys カマド 須恵、器

微砂粒を 外灰色 内

合む 内灰色

密 良 企Yま'G冒IDノ 下層 墨書土器

砂粒を含 外明褐色 体部外面

む 内明褐色 「仲甲」

砂岩質

先端部欠 下層

損

基端部及 中層 24と同一

び先端部 個体か?

欠損

先端部の 中層 23と同一|

み遺存 個体か?I 

身中央部 下層

欠損

形状一菱形に近い方形。 規模-2.65m x 2.90 m。 主軸方向-N-6T-E。カマドの位置一北東側
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コーナー。壁ー東壁は撹乱。ほぽ平坦。 52cm。壁溝 撹乱の為東壁下は不明。幅・深さは 10------15cm・

4-------5 cm。床面ーハードロームを掘り込んで堅固。平坦。柱穴一不明。小ピット 3個あり。備考 カ

マドは幅1.2m，奥行 0.7m程である。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器と鉄製品(1点)である。土器はいずれも破片である。鉄製品は埋土下

部から出土している。

087号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 面 層位

1 護 口径15.0推 強く外反する口縁部は ロ縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 ロ縁部yz 502上

502 底径 口唇部で外面が凹む凸 胴部よ位~中位まで縦 胴部一横位へラナ 微砂粒を 外淡明褐色 胴部J;，i 層

503 器高 帯状となり受け口状に 位へラ削り後へラナデ ア 含む 内淡明褐色 503上

立つ胴部は上位に最大 胴部下位~横位へラ削 層

径をもち内脅しつつ下 り13'<へラナデ
カfる

2 斐 24.6 (推) 外反して大きくひらく 口縁部ー上位横ナデ 横ナデ 密 良 口縁部% カマド

口縁部である 口縁部一下位縦位へラ 微砂粒を 外褐色 内

403 ナデ 含む 内褐色

3 王平 13.2 (推) 平坦な面をもっと思わ 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 Ys~~ カマド

丸底 れる底部から大きく内 体部・底部へラ削り 部分的に軽い磨き 微砂粒を 外褐色 内

403 復元現存 轡して立ちあがり口縁 後軽いナデ 含む 内褐色

3.3 (推) 部外面，口唇部内面に

稜をもち端部で丸く終

わる

4 月t 12.8 ほぽ平坦な底部で体部 ロクロ目 ロクロ目 密 やや不良 yz 401中 須恵器

401 7.0 はゆるやかに内湾しつ 体部下端手持ちへラ 微砂粒若 外暗灰色及 層

403 3.7 つ立ちあがり，口縁部 削り 干雲母含 び白灰色 403カ

で外反して端部は丸く 底部会面手持ちへラ む 内暗灰色及 マド内

終わる 削り ぴ白灰色

088号祉 竪穴住居牡 (3-191・192図，図版3-64)

遺構

形状方形。規模 3.90m X 4.30 m。主軸方向-N-23.50-E。カマドの位置-北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 44cm。壁溝全周。幅 ・深さは 15------20cm・ 1-------3 cm。床面平坦。柱穴-4個。備考

ーカマドは幅 0.9m，奥行 0.75m程であるが，揖乱をうけていた。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(1点)である。土器は多量に出土しているが，いずれも破片もしくは破

損品である。土師器坪は丸底であり特に須恵器坪及び坪蓋が顕著である。鉄製品は埋土下部から出土

している。
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088号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 汗三 外 面 内 面 層位

1 葱 口径21.7推 口縁はゆるやかに外反 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼成良 口縁部 402中 底部欠損
402 底径 する胴部は上位に最大 胴部ー縦位へラ削り 腕部ーへラナデ 砂粒(含 外明褐色 (口縁 層カマ のため甑
505 器高 径をもちゆるやかに内 胴部下位横及び斜位 小石)石 一部黒色 端))4 ド右 の可能性

管気味にすぽまって下 へラ削り一部ナデ痕有 英，長石 内明褐色 胴部yz弱 505上 もあり
がる 粒を含む 層

2 費 12.5 胴部最上位へラ削り部 口縁部横ナデ 口縁部償ナデ 密、 焼 成 良 口縁部 下層
7.5 に軽い稜をつくり口縁 胴部上位縦位へラ削 胸部一横位へラナ 微砂粒を 外暗褐色 ~胴下半

412 12.7 部は強く外反する胴部 り ア 含む 内暗褐色 約yz強
は中位上方で最大径と 胴部中位~下位横位 底部全
なった後内管気味にす へラ削りを基調とする

ぽまり平坦な底部に至 へラ削り

る 底部ーへラ削り

3 饗 頚部から外反し外面が 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 口縁部の 408下
408 13.4(推) 凹凸面となる口縁部は 胴部ー縦位へラ削り後 胴部輪積痕有 微砂粒を 外濃暗褐色 YJ周 層
507 口唇部で外面に直立ぎ 軽いナデ 合む 内暗褐色 597中

みに立つ面を形成して 層
終わる胴部はごくわず

かな張りをもって下が

る

4 斐 11. 3 頚部内面に軽い稜を 口縁部一横ナデ 口縁部←横ナデ 密 良 口縁部ー 409床

409 もって外反する口縁部 胴部一斜位へラ削り 1同部ナデ 微砂粒を 外暗褐色 肩部のYJ面

503 で外面においては粘土 含む 内濃暗褐色 503上
紐のつなぎ自でー坦ひ 層

らく角度を変える胴部

はわずかに張り出して

下がる

5 要 12.0 口唇部で軽い段を形成 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 口縁部の 中層

し受け口状となる 胴部ー縦位へラ削り 微砂粒を 外明褐色 yz 
506 含む 内明褐色

6 I不 13.6 弧状の底部から大きく 口縁部ー横ナデ ヘラ磨き 密 良 % 507中

507 丸底 内轡気味に立ちあがり 体部~底部ーへラ削り 微砂粒を 外暗褐色 層

508 4.1 口縁部内面に軽い稜を 後軽いへラ磨き 含む 及び褐色 508中

もつ 内明褐色 層

7 f手 13.8(推) ゆるやかな弧状を呈す 口縁部横ナデ 横ナデ全体に軽い 密 良 yz弱 中層

丸底 る底部から大きく内管 体部~底部へラ削り後 へラ磨き 微砂粒を 外淡明褐色

508 3.55 して立ちあがる 部分的に軽いへラナデ 含む と黄褐色の中

間

内淡明褐色

と黄褐色の中

問

8 I不 14.6(推) 大きく内管してあがる 口縁部ー横ナデ 横ナデ後軽い磨き 密 良 口縁部 506中

506 体部で口縁部内面に軽 体部~底部一全面へラ 微砂粒を 外褐色及 ~体部の 層

507 い稜をもっ 削り 合む ぴ暗褐色 )4 5 0 7 

内褐色 褐色 507 

9 盤 17.2 (推) ゆるやかに内脅して立 ヘラ削り後へラナデ へラ磨き 密 やや不良 口縁部体 507中

507 ちあがる体部で口縁内 微砂粒を 外淡暗褐色 部のyz弱 層

508 面に軽い稜をもっ 含む 内 淡暗褐色 508中

層

10 I手 墨書 小破片 表面 墨書土器

外明褐色 体部外面

ω1 内明褐色 字体不明

11 I不 15.6 凸面状となる底部から 体部ーロクロ自 ロクロ目 密 やや不良 % 中層 須恵器

9.8 強く内轡して立ちあが 底部ー全面回転へラ削 微砂粒若 外灰色及

405 4.2 る体部は器厚を減じつ り 丁雲母含 び白灰色

つわずかに外反して口 む 内白灰色

縁に至る

12 I不 16.0 凹凸面をなす底部から ロクロ目 ロクロ目 密、 良 口縁一部 中層 須恵器

8.0 強く内望号して立ちあが 体部下端手持ちへラ 微砂粒， 外黒色に 分底部約

ω8 3.6 る体部は事位から直線 削り 雲母粒を 近い濃E音灰 3生
的にひらいて口縁に至 底部一回転へラ切り後中 含む 色

る 央部を除き回転へラ削り
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法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

13 好、 17.3(推) 上げ底状の底部で体部 ロクロ目 ロクロ目 密 良 ロ縁部 413下 須恵器

413 9.4(推) は内轡しつつ立ちあが 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外黒色に ~体部x層 切り離し

503 3.65 り口縁部で器厚を減じ 削り 含む 近い暗灰色 503上 方不明

て外反する 底部一残存部全面手持 内灰色 層

ちへラ削り

14 局台付 14.0(推) 荷台は台形状となりひ ロクロ目 ロクロ目 微密 1憂 口縁~体 下層 須恵器

杯 9.9 らいでしっかりと立つ 底部全面回転へラ削 微砂粒を 外淡灰色 部x
410 3.8 凹凸な底部から強く内 り 含む 内淡灰色 底部yz

0.85 轡して立ちあがる体部

で口縁部に至り強く小

さく外反して終わる

15 室 口径 16.6 中央が凸面状で周りが ロクロ目 ロクロ目 微密 優 ブタ部欠 413下 須恵器

413 底径 8.7 凹面状となる釦をもっ 天井部~体部上端一回 微砂粒， 外暗灰色 損 層

511 鐙高 3.2 天井部と体部の境に軽 転へラ削り 雲母含む 内濃暗灰色 511下

513 天井径 2.8 い稜をもち体部は内望号 層

鉦 9.8 しつつ下がり口縁部で 513下

軽く外反する口縁内面 層

にわずかなかえしをも

つ内面は強い凹凸をも

つ

16 蓋 16.8 宝殊形の鐙をもっ体部 ロクロ目 微密 優 フタYz5.皇 下層 須恵器

5.9 はゆるやかに内管しつ 天井部~体部上端一回 微砂粒を 外白灰色

401 つ下がり口縁部は直立 転へラ削り 合む 内白灰色

3.9 ぎみで端部は尖りぎみ

1.0 に終わる

17 蓋 中央が突出する凸面と 紐部ロクロ目 ロクロ目 微密 優 yz 下層 須恵器

天井径 7.6 なる低い鐙をもっ体部 天井部~体部回転へ 微砂粒を 外暗灰色

417 鐙t圭 3.6 は大きく内脅して下が ラ削り 合む 内暗褐色

0.8 る と暗灰色の

中間

18 蓋 16.0(推) わずかに外反しつつひ 天井部一回転へラ削り ロクロ目 微密 良 フタ体部 中層 須恵、器

らく体部で口縁部は直 体部ー ロクロ自 微砂粒を 外暗灰色 x周

509 立ぎみとなって終わる 合む 内灰色

089 A号土止-竪穴住居壮一(3 -193・194図，図版3-64) 

遺 構

形状一方形か。カマドー不明。壁一ほぽ垂直。 30cm。周溝一南側部分で幅・深さは 15cm・ 1"-' -

3cm。床面一ハードロームを掘り込んで作られている。平坦。柱穴 不明。備考北側大半を 089B 

号祉によって切られている。

遺物

出土遺物は土器のみである。大半をB号祉に切られているため出土量は数点である。

089 B号壮一竪穴住居祉 (3 -193・194図，図版3-65) 

遺構

形状 方形。全体に壁が膨む。規模-5.15m X 5.40 m。主軸方向-N-ll'-E。カマドの位置一北

壁中央部。壁一ほぽ垂直。 52，，-，72cm。壁溝一全周。幅・深さは 15，，-，20cm・-2，，-， - 13 cm。床面ーハー

ドロームを掘り込んでつくられている。平坦。堅固・柱穴-4個。備考-089A号牡を切って構築。カ

マドは幅1.5m，奥行 1.1m程で，構材は砂質粘土。火床の掘込みは約 5cm位で焚口もカマド手前
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から掘込まれていた。煙道は約 43.5。の傾きを示す。火床，燃焼部，煙道ともに焼土，灰等多く，良く

焼けていた。

遺 物

出土遺物は，土器，鉄製品(鍛 1点，万子 1点)，鉄津(6点)である。土器は出土量やや多く，完

形土器や大形の破片が目立つ。土手はA号牡と類似し丸底のものや朱塗りの平底のものがある。鉄津は

埋土上~下部にわたって出土している。

089 A・B号祉遺物一覧表( )内は出土住居牡

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

1 J，I! 口径 21.8 強く短く外反し凸帯状 口縁部ー横ナデ 口縁部 組 焼 成 良 7.4 中層
底径 となり受け口状を塁す 外黄褐色 (B) 

512 器高 る胴部は張り出すよう 内黄褐色

に下がる

2(B) 斐 25.9 強く短かく外反する口 口縁部横ナデ 口縁部ナデ 組 良 y:i 515床
515 縁部は口縁部は口唇部 胴都中位~下位一縦へ 外黄褐色 面 (B)
402 外面にゆるい凹面を形 ラナデ 内黄褐色 402床

507 成し受け口状となる胴 面(B)
508 部は内管しつつ大きく 507下

張り出し中位上方に最 層

大径をもった後ゆるや 508床
カ斗こ 面

3(B) 要 胴部下位荒いへラナデ 荒いへフ削りとナ 粗 良 床面 底い木葉

7.8 底部木葉痕 7 外褐色 (B) 痕

513 内黄褐色

わずかに暗

褐色

4(B) 斐 15.8 「く」字状に外反する 口縁部ー横ナデ 口縁部ナデ 粗 良 ほぽ完形 床面 外面はす

7.8 口縁で口唇部外面に凹 胴部斜位へラ削り 外赤褐色 すけて黒

407 18.0 面を形成して終わる胴 内暗褐色 ぼっく

部は大きく張り出し中 なってい

位に最大径をもっ底部 る部分有

は平坦である り

5(B) 要 14.0 頚部内面に稜をもち強 ロ縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 粗 口縁及び上 床面

く外反する口縁部で端 胴部縦位へラ削り 胴部ナデ 良 腹部yz
405 部は丸く終わる 外 暗 褐

色

内口唇

部及び褐色

一部暗褐色

6(A) 斐 12.0 口唇端部が丸く終わる 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 粗 良 7.4 中層

胴部←縦位へラ削り 外赤褐色 (A) 

506 内口唇部

赤褐色その他

暗褐色

7(A) I手 13.0 ゆるやかな弧状となる 口縁部一横ナデ へフナデ 粗 良 信フ士~1f3 上層

丸底 底部から強く内管して 体部~底部ーへラ削り 外褐色 (A) 

502 4.45 立ちあがり口唇部内面 の後軽いへラナデ 内褐色底

に稜をもちゃや角ばっ 部の一部赤褐

て終わる 色

8(B) t手 3.4 弧状となる底部から強 口縁部一横ナデ ていねいなへラナ 組 良 %1f3 床面

丸底 く内脅して立ちあがり 体部~底部ーへラケズ デ 外褐色

404 4.6 口唇部端でやや尖りぎ ル後軽いへラナデ 内褐色

みに終わる

9(B) 王手 13.8 ゆるやかな弧状となる 口縁部一横ナデ ていねいなナデ 粗 良 完形 下層

丸底 底部から大きく内管し 体部~底部ーへラ削り 外褐色 (カマ

410 4.0 て立ちあがり口唇部内 後へラナデ 内褐色 ド 左

面に軽い稜をもって終 側)

わる
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 官会 列ト 面 内 面 層位

10(A) I手 13.4 平吋刊部は直|ロクロ目 ロクロ自 密 良 )'4 504上 内外面朱

504 8.2 線的に立ちあがり口唇体部下端手持ちへラ 外赤褐色 底部7:i 層(A) 塗

506 3.8 端部で丸く終わる 削り 内赤褐色 506中

底部全面手持ちへラ 層(A)

削り

I1(B) I手 13.5 平坦な底部で体部はわ ロクロ目 ロクロ目 密 良 )'4 上層 内外面朱

8.6 ずかに内管しつつ立ち 体部下位(体部の泌近 外赤褐色 (B) 塗り

510 4.0 あカfる く)手持ちへラ削り底 内赤褐色

部残存手持ちへラ削り 一険暗褐色

12 E手 12.9 平坦な底部で体部は直 ロクロ目 ロクロ目 組 優 % 507下 須恵器

507 8.4 線的に立ちあがり口縁 体部下端一手持ちへラ 長石粒若 外灰色 層(A)

513 3.9 に至る 削り 干含む 内黄灰色 513床

底部一全面手持ちへラ 面(B)
削り

13(A) 局台付 高台は逆台形状を塁し ロクロ日 ロクロ目 粗 優 うも 中層 須恵器

I不 9.0 しっかりと立つ平坦な 体部下端一回転へラ削 外灰色

505 底部で体部は下端に稜 り 内灰色

をもち直線的に立ちあ 底部一全面回転へラ削

カ1る り

14 荷台付 逆三角形の高台をもっ 底部回転ヘラ削り 事且 (憂 中層 須恵、器

505 皿 11.0 平坦と思われる底部か 外灰色

504 ら体部は弱い角度でひ 内灰色

らく

15(B) 鉄鉱 箆被 4.0 箆被，茎 上層

茎 l.2 とも一部

204 箆被 0.75 残存

茎 0.45 
箆被 0.45 
茎 0.35 

16(B) 万子 身 5.2 刃部は内脅する 身，茎と 下層

茎 l.6 も一部残

206 身 l.55 存

茎 l.05 
身 0.45 
茎 0.3 

090号壮一竪穴住居壮一(3 -195・196図，図版3-66)

遺構

形状一方形。規模-5.00m X 4.95 m。主軸方向-N-240-E。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぼ垂直。深く ，ハードロームを切り込んでいる。 52cm。壁溝全周。幅・深さは 20'"'-'25 cm・-1'"'-'

7cm。床面一ハードロームを掘込み，貼床している。堅固。平坦。柱穴-4個。備考ーカマドは幅 1.

15m，奥行 0.85m程で，構材は砂質粘土。煙道部昇角約 300。焚口，燃焼部 ・火床とも良く焼けてい

た。

遺物

出土遺物は土器，土製支脚 (1点)，羽口(1点一補足図 5-)，鉄津(4点)である。土器はやや

多いが，いずれも破片もしくは破損品である。破片であるが朱塗りの盤や，須恵器王手の出土が顕著で

ある。支脚はカマド右側床直上，羽口は同じくカマド右側床直上から出土している。鉄津は埋土上部

から出土している。
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090号牡遺物一覧表

番号

1 

514 

2 

404 

3 
501 
514 
502 

4 

504 

5 

513 

6 

514 

7 

505 

8 

507 

9 

505 

法 量 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面

Z聖 口f圭 25.0 強く外反する口縁で口 口縁部横ナデ 横ナデ

底径 唇部が凸帯状を呈し受

器高 け口状になる胴部は強

く張り出して下がる

盤 16.3 ゆるやかな弧状となる 横位へフナデ へフ磨き

丸底 底部から大きく内轡し

3.2 て立ちあがる

盤 16.8 広い底部をもち体部は 体部丁寧な削りのあ ヘラ磨き

15.0 ずかに内毎気味に立ち とナデ

2.6 あがる 底部ー全面やや荒いへ

ラ削り

盤 2l. 0 ゆるやかな弧状となる 体部ー横位へラナデ ヘラ磨き

16.0 底部から大きく内轡し 体部下端 ・底部残存部

2.0 てひらく ーやや荒いへラ削り

王手 13.6 平坦な底部で体部はわ ロクロ目 ロクロ目

9.5 ずかに内轡気味に立ち 体部下端手持ちへラ

3.5 あカfる 削り

底部一残存部全面手持

ちへラ削り

坪: 13.6 上げ底状の底部で体部 ロクロ目 ロクロ目

8.6 はほぼ直線的に立ちあ 体部下端手持ちへラ

3.4 がり口線に至る 削り

底部回転へラ切り離し

後全面手持ちへラ削り

底面に刻書(印)

町、 12.6 平坦な底部で体部の立 ロクロ目 ロクロ目

7.8 ちあがり部に強い押え 体部下端手持ちへラ

3.6 を施し屈曲ぎみに立ち 削り

あがる体部はわずかに 底部ー残存部全面手持

器高を減じつつ直線的 ちへラ削り

に伸びて口線に至る

I不 13.4 平坦な底部で強〈内脅 ロクロ目 ロクロ目

8.2 して玄ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ

3.8 中位からやや外反ぎみ 削り

となり口縁に至る内面 底部全面手持ちへラ

底部が凹凸となる 削り

F手 平坦な底部から強〈内 ロクロ目 よわいロクロ目

8.8 望号気味に立ちあがる 底部ー全面回転へラ削

り

体部下端回転へラ削

り

091号壮一竪穴住居牡 (3 -197・198図，図版 3-67) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

*.13. 焼成良 口縁部破 カマド

外黄褐色 片ys 内

内黄褐色

密 良 口縁部一 床面

微砂粒を 外褐色 部欠婦

多く含む 内褐色

組 優 y，強 501上 内外朱塗

外暗赤色 層

内暗赤色 514 
502 

粗 優 }ぜ よ層 内外朱塗

外やや暗

赤色

内やや暗

赤色

車E 優 )4 カマド 須恵器

外灰色 内下層

内灰色

粗 優 体部% 第一 ・ 須恵器

外灰色一 三SE 底部に焼

部黄褐色 C内カ 成後の刻

内黄褐色 マド内 書(印)

一険灰色 字体不明

粗 優 上層 須恵器

外暗灰色 (4 G) 
内黄褐色

組 優 底部y， 中層 須恵器

外暗灰色 YJ 
内暗灰色

半E 良 底部y， 上層 須恵器

外底部暗

灰色その他

灰色

内灰色

形状一不整方形。規模-2.60m X 2.60 m。主軸方向 N-190
- E。カマドの位置 北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 20cm。壁溝 カマド左袖で切れる。幅 ・深さは 10，，-，25cm・-1"-' -7 cm。床面一ハー

ドローム中に構築。暗褐色土とローム塊で 7"-'8cmの貼床。平坦，堅固。柱穴一無。南壁中央部直下

に小ピット 1個。 備考 カマドは幅 0.75m，奥行 0.55m程だが，崩壊著るしい。壁への掘込みはほ

とんどなく ，火床は浅い掘込みでわずかに焼けていた。構材に粘土の使用は認められなかった。

遺物

出土遺物はごく少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。
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091号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位誼

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

l 婆 口f圭 13.0 口縁は強く外反してひ 口縁部横ナデ 横ナデ 粗 焼成良 xi 覆土上

器高 らく胴部は最上位へラ 胴部一斜位へラ削り 外暗褐色 層

502 底径 削り部に稜を持ち張り 腹部に黒色

をもたずに下がる 呈する

内暗褐色

2 t不 15.0 弧状となる底部から大 口縁部ー横ナデ セラ磨き 粗 良 y:i 床面

丸底 きく内轡して立ちあが 底部部分的にへラナ 外褐色

401 3.8 る デ，へラ削りの後 暗褐色

内暗褐色

3 I不 16.0 平坦な底部である体部 (R) ロクロ目 ロクロ目 粗 優 床面 須恵器

9.2 は下端がゆるやかな凹 体部下端一手持ちへラ 外灰色

401 6.2 面となった後わずかに 削り 内灰色

内管しつつ立ちあがる 底部ー全面手持ちへラ 口縁部一部

削り 欠失のみ

092号祉 竪穴住居牡 (3-199図，図版3-67) 

遺構

形状一方形。規模-3.60m X 3.55 m。主軸方向-N-190
- E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぼ垂直。 30cm。壁溝全周。幅 ・深さは 10cm・-4，，-，-7cm。床面 平坦でト堅固。柱穴-4個。備

考ーカマドは幅1.1m，奥行 0.75m で，構材は砂質粘土。火床はやや掘込まれ，焼土は少なかった

が，灰がかなり堆積していた。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも小破片であり ，図示し得る程度の大きさのものはない。

093号祉-竪穴住居牡 (3 -200・201図，図版3-68) 

遺構

形状一方形。規模-5.40m X 5.30 m。主軸方向-N-23.50-W。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 10cm。壁溝ーカマド両脇と北西コーナーにかけて一部検出されたのみ。深さ -2，，-，-3cm。

床面一平坦。柱穴 4個。備考ーカマドは幅1.1m，奥行 0.8mで，構材は砂質粘土。火床はほとん

ど掘込みないが，燃焼部とも良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器のみである。出土量はやや多いが，いずれも破片もしくは破損品である。坪は丸底

を呈すものだが量は少ない。警，甑の出土が多い。
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093号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・底筏・器高 器 形 外 面 内 面

l 婆 口径 15.0 強く大きく外反する口 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ

503 底径 縁をもち，胴部は内轡 胴部へラ削り後丁寧

401 器高 しつつ大きく張り出す なナデ

502 

2 獲 12.6 口縁が最大径となり胴 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ

部は内襲撃気味にすぽま 胴部荒い縦位へラ削

413 る り

510 

3 葱 11.0 口縁からなめらかに胴 口縁部一横ナデ 日縁部一横ナデ

部に移り最大径に向っ 胴部ー縦位へラ削り 胴部一斜位へラ削

510 て下がる り

4 甑 27.6 強く外反して大きくひ 口縁部横ナデ，部分 口縁部一横ナデ

24.0 らく口縁部をもっ 的に指頭痕を残す 胴部一丁寧な横位

403 10.0 胴部は内管気味にすぽ 胴部一縦位へラ削り ヘラナデ

まり単孔の底部に至る

器厚は一定してしっか

りしている

5 甑 28.4 ゆるやかに外反し大き 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ

25.4 くひらく口縁である 頚部一指頭圧痕 胴部へラナデ

503 7.5 胴部はほぼ直線的にす 胴部一荒い縦位へラ削

ぽまり下位からやや内 り

湾ぎみとなって単孔の

底部に至る

6 窪 胴部上位に最大径をも 頚部横ナデ へラナデ

406 ちゆるやかに内脅気味 胴部一縦位へラ削り

405 にすぽまる

506 

7 t手 14.0 ゆるやかな孤状の底部 横位へラ削り後へラ磨 ヘラ磨き

丸底 で口縁近くでやや強く き

413 3.0 内毎しわずかな稜を持

ち口唇内面に稜をもっ

て尖りぎみに終わる

8 t手 14.0 孤状の底部からゆるや へラ磨き へラ磨き

かに内管しつつ立ちあ 内黒

504 がり口縁近くでやや強

く内管してわずかな稜

をもち口唇端部は尖り

ぎみに終わる

9 手控ね 約6.0

土器

410 

10 手担ね 平坦な底部から強く内

土器 替し短かく立つ

402 6.0 

094号祉-竪穴住居壮一(3-202・203図，図版3-68) 

遺 構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

組 焼 成 良 上部% 503 
外褐色 上層

及び赤褐色 401 
一締音褐色・黒色 床直上

内暗褐色 502覆

土上層

組 良 L生 413カ

石英，長 外赤褐色 マド内

石粒多く 暗褐色 510カ

含む 内黄褐色 マド内

一部暗褐色

粗 良 % カマド

石英，長 外掲色 内

石粒多く 暗褐色

含む 内暗褐色

粗 良 % 床面

石英，長 外黄褐色

石粒多く 一部黒色

含む 内黄褐色

粗 良 % 上層

長石少量 外黄褐色

含む 褐色，一部

黒く焼けて

いる

内褐色

粗 良 ~~);，í 406床面 l甑か?

石英，長 外褐色 405床面

石粒多く 一撃ススの為 506上層
含む 黒色を呈する

内褐色

密 良 % カマド

外暗褐色 内

内底部黒色

その他褐色暗褐色

密 良 );，i 上層 内黒

外黒色

内黒色

粗 床面

外褐色わ

ずかに黒色

内褐色わ

ずかに黒色

粗

外底部暗褐色

その他に褐色

内褐色

形状一方形。規模-4.65m X 4.85 m。主軸方向 N-66.50-W。カマドの位置-西壁中央部。壁一ほ
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ぽ垂直 40 cm。壁溝南東コーナー検出されず。幅 ・深さは 15"-'20 cm・-1"-' -6 cm。床面一平

坦。柱穴 4個。備考ーカマドは幅1.25m，奥行1.2m程で，構材は砂質粘土だが量は少ない。煙道

部昇角約 450。火床の掘込は約 16cmで，良く焼けている。

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(万子 1点)である。土器はいずれも破片もしくは破損品である。

094号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

l 要 口径 22.4 強く外反して大きくひ 日縁部綴ナデ 口縁部横ナデ 籾 焼成優 % 094 402 

器高 らく口縁部で口唇端部 胴部縦位に丁寧なへ 外褐色 床面

402 底径 に凹面を形成する ラナデ 内褐色 098判5

507 胴部は内轡しつつ張り 上陪

出して下がる 関4507 
下層

2 I手 12.5 平坦な底部をもち大き へラ磨き ヘラ磨き 密 良 % 中層 内外面に

3.2 く内轡して立ちあがる 外赤褐色 朱塗の痕

401 7.4 内褐色 跡をとど

める

3 I千 13.6 平坦な底部で体部はほ ロクロ目 ロクロ目 徽密 良 ys 中層

3.7 ぽ直線的に立ちあがる 体部下端手持ちへラ 外赤縄色

508 8.0 削り 内赤褐色

底部一残存部全面手持

ちへラ削り

4 刀子 現存長身4.8 刃部関は欠損している 身茎とも カマド

茎2.4 がかなり鈍角化してい 一部残存 左中層

201 幅 身1.3 ると恩われる

茎0.9
厚 身0.35

茎0.3

095号土止-竪穴住居社一(3-204・205図，図版3-69)

遺 構

形状一方形。規模-5.00mx4.95 m。主軸方向-N-21.50
- E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 45cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 10，，-，15cm・-3"-'-4cm。床面一ハードロームを浅く掘込

んだ面に所在。堅固。柱穴-4個。備考ーカマドは幅1.4m，奥行1.2m 程で，構材は砂質粘土。煙

道昇角約.250。火床は掘込みほとんどないが，左袖部にかけて良く焼けている。

遺 物

出土遺物は少量の土器と土製支脚 (1点)である。土器は須恵器坪 1点を除き，いずれも破片もし

くは破損品である。土師器界は数点の出土であるが丸底を呈すと思われる。
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095号社遺物一覧表

番号

l 

405 

2 

503 

3 

505 

4 

401 

法 量
名称

特 徴

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

Z喜 口t圭 13.4 外反してひらく口縁部 口縁部ー横ナデ 口縁部~頚部一横

器高 12.7 は口唇部外面に凹面を 胴部荒いへラ削り ナデ

底径 7.3 形成し受け口状となっ 底形はほぼ五角形を呈

て立つ する

I不 15.8 大きく内脅して立ちあ 口縁部ー横ナデ 丁寧なナデ

がる体部である 体部ー横位へラ削り

口縁部内面に軽い稜を

もつ

I不 14.0 大きく内費して立ちあ 口縁部横 ナデ へフ磨き

がる 休部~底部へラ削り

後丁寧なナデ

庁、 13.8 やや上げ底状の底部か ロクロ目 ロクロ目

4.2 ら体部下位にふくらみ 体部下端ー横ナデ

6.6 をもって立ちあがりわ 底部一回転へラ切り離

ずかに外反しつつ口縁 し後全面回転へラ削り

に至る

096号祉-竪穴住居壮一(3-206・207図，図版3-69) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

粗 焼成良 口縁部ya カマド

長石，石 外底部は黄 欠 脇下

英粒多し 褐色他はほぼ

全体に赤褐色

内底部口唇部

赤褐色他は暗

褐色

組 良 ロ縁K 覆土上

外褐色 層

内褐色

密 良 口縁部~ 中層

外褐色

内褐色

粗 優 ほぽ完形 床面 須恵器

長石，石 外暗灰色

英多量に 内暗灰色

合む

形状一正方形。規模-3.20m X 3.20 m。主軸方向 N-3f-W。カマドの位置一北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 43"'-'53cm。壁溝全周。床面一平坦。柱穴-4個。備考 カマドは幅・奥行ともに 1m

程で，構材は砂質粘土。火床は浅く掘込まれ，良く焼けている。

遺 物

出土遺物は数点の土器と鉄製品(釘 1点)である。土器はいずれも小破片である。釘はカマド右側

埋土中部から出土している。

096号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・底径・器高 器 斉5 外 面 内

J:j¥、 口径 17.0 大きく内脅して立ちあ 丁寧なへラ削り 丁寧なナデ

器高 がる

502 底径

097号壮一竪穴住居壮一(3-208・209図，図版3一70)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
面 !曹位

粗 焼成良 口縁部~ 埋土中

微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

形状方形。規模-2.65mX 3.05 m。主軸方向-N-ll"-E。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぼ垂直。 35"'-'45cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 15cm・-5"，-，-10cm。床面 ほぽ平坦。柱穴-2個。

備考ーカマドは幅 1.25m，奥行 1.0m程で，構材は粘土。壁への切込みは深いくの字状。煙道部昇角

約 45"0
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遺物

出土遺物は土器のみである。出土量は多くほぽ完形のものや大形の破片が存在する。

097号牡遺物一覧表

法
番号 名称

量 特 徴

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

l 婆 口径 21.8 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ

器高 口唇部外面にわずかに 胴部一器商が荒れてい

408 底径 内傾する凹面をもっ凸 て不明

帯状となり端部は上方

に尖りぎみに終わる

鯛部は内脅しつつ張り

出して下がる

2 斐 20.8 口唇部外面に内傾する 口縁部一横ナデ 口唇部に 2条の微

凹面をもって立ちあが 沈線をもっ

404 る 口縁部に墨痕らし

胴部は大きく張り出し きものあり

て下がる

3 婆 12.1 不鮮明であるが「コ」字 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ

形の口縁で口唇端部に 胴部ー縦位へラナデ

416 凹面を形成してわずか

に受け口状となる

胴部は大きく内轡して

張り出す

4 土手 12.0 薄い平坦な底部で体部 口縁部繍ナデ へフ磨き

3.7 はゆるやかに内管しつ 体部一横位の荒いへラ

401 6.9 つ口縁に至る 削り

底部ー全面へラ削り

5 I不 12.5 わずかに上げ底ぎみの 口縁部ー横ナデ 横ナデ

3.8 底部で体部l甚大きく内 体部へラ削り

503 7.0 轡して立ちあがり口縁

部でわずかに外反する

6 E手 11.8 平坦な底部で立ちあが ロクロ目 ロクロ目

4.2 り部内面に強い押えを 体部下端一回転へラ削

406 8.4 施し屈曲ぎみに立ちあ り

がり体部はほぼ直線的 底部一全面回転へラ削

に口縁に至る り

7 I不 11. 4 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目

4.7 脅して立ちあがる体部 体部下端回転へ ラ削

405 6.8 は器厚を減じつつ口縁 り

に至る 底部一回転糸切り後周

内面において底部と体 縁を幅広く回転へラ削

部の境を明瞭につけて り

いる

8 E手 12.1 わずかに凸面状となる ロクロ目 ロクロ目

4.7 底部で体部下端がわず 底部一中央にわずかに

408 7.6 かな稜を形成した後わ 回転糸切り痕を残し他

ずかに内脅しつつ器厚 は回転へラ削り

を減じて立ちあがる

9 王手 11. 2 上げ底の底部で体部と ロクロ目 ロクロ目

3.8 の器厚が著しく異なる 体部下端一手持ちへラ

601 8.0 体部は器厚を減じつつ 削り

直線的に立ちあがり口 底部ー静止糸切り後周

縁に至る 縁手持ちへラ削り

098号壮一竪穴住居壮一(2-210・211図，図版)

遺構

胎土 焼成 ・色調 遺存度

粗 焼成良 下部%を

長石石英 外褐色外面多分 欠失

粒多く含 にススけている

む 内褐色内面は下

部へいくにつれ

て黒ずんでいる

寺E 良 口縁破片

外 黒 色 ();2欠失)

内褐色

粗 良 下腹部及

外褐色一部 び底部の

ススけている み欠失

内褐色一部

ススけている

事E 良 約);2欠失

外褐色

内褐免

粗 良 ほff完形

外暗褐色 ロロロ

内暗褐色

粗 不良 体部

外黄褐色半分ほ (J;，;欠失)

どススけて暗褐

色を呈する

内黄褐色暗褐色

京且 不良 ほぽ完形

微砂粒を 外褐色 口口口

含む 内褐色

粗 良 口縁部付

外黒色 近%欠失

内褐色

粗 良 口縁部一

外褐色 部欠失

内褐色

位置

出土 備考
層位

胴部外面

にススイ寸

着

中層

カマド

火床奥

下層

下層

下層

床面

下層

床面 墨書土器

体部外面

「中」

形状一方形。正方形に近い整ったプラン。規模←3.50m X 3.60 m。主軸方向 N-290-E。カマド
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の位置一北壁中央部。壁一ほぽ垂直。 35'"'-'45cm。壁溝 全周。幅・深さは 15cm・-4'"'-' -8 cm。床

面ーハードロームを切り込んでいる。平坦で堅固。柱穴ーなし。小ピット 1個あり。備考ーカマドは

幅1.1m，奥行1.0m程で，構材は砂質粘土。火床は掘込み約 5cmで良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(1点)である。土器の量はやや多く，警の出土が著るしい。鉄製品は埋

土中からの出土である。

098号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 再長 外 面 内 面

l 斐 口径~ 25.0 強く外反してひらく口 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ

器高 縁 頚部に指頭圧痕をとど 胴部横位へラナ

504 底径 める ア

405 

2 要 15.2 口縁は外反してひらき 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ

口唇部外面に直立ぎみ 胴部斜位へラ削り 胴部ーへラナデ

504 となる凹面を形成し上

401 方に尖って終わる

胴部は強く張り丸みを

もつ

3 婆 15.4 口唇部がやや受け口状 口縁部横ナデ ナデ

となる 胴部一縦位へラ削り

505 

4 墾 16.0 頭部内面に稜をもち外 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ

反する口縁は口唇部で 胴部斜位へラ削り 胴部ーへラ削り後

406 やや内傾ぎみに立って ナデ

506 終わる

胴部は器厚を減じつつ

大きく張り出す

5 墾 12.8 口唇部が受け口状とな 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ

12.3 る 胴部下位一横位へラ削 胴部下位ヘラナ

404 4.6 胴部は強く張り出し中 り 7 

位で最大径をもっ

底部は上げ底状となる

6 饗 15.0 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ

口唇部でわずかに外傾 頭部にわずかな指頭痕 胴部へラナデ

407 ぎみに立って終わる を残す

胴部は張りをほとんど 胴部縦位へラ削り

もたずに下がる

7 擦 13.0 わずかに上げ底状とな 体部横位へラナデ へラ磨き

2.8 る底部から大きく内湾 体部下端へラ削り

503 4.8 して立ちあがる 底部ーへラ削り

099号祉

遺構とならず欠番とした。

100号祉-竪穴住居牡一(3-212・213図，図版3-71) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

粗 焼 成 良 404 
微砂粒を 外褐色 405 
含む 内褐色 上層

組 良 );，i 504 

石英，長 外暗褐色褐色 401 

石粒を少 の部分がいく 中層 2

量 分見られる

内褐色頚のつけ

根のところが帯

状に横へ暗褐色

となっている

粗 良 上層

微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

事且 良 残存約y:3 406 

石英，長 外褐色 カマド

石を含む 内口縁部褐色 袖中層

腹部暗褐色 506 

粗 良 y:3 カマド

微砂粒を 外褐色 左袖下

含む 内褐色 層

組 良 % カマド

微砂粒を 外褐色 焚口

含む 内褐色

答、 良 );，i 上層 内外朱塗

微砂粒を 外暗赤色

合む 内暗赤色

形状-不整方形。南東部が強く張出る。規模-3.40m X 3.50 m。主軸方向-N-160- E。カマドの位
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置-北壁中央部。壁一ほぽ垂直。 42cm。壁溝全周。幅・深さは 20cm・-4.....___-12cm。床面一平

坦。柱穴-4個。他に小ピット 1個あり。備考 カマドは幅1.2m，奥行1.0m 程で，構材は砂質粘

土。壁への切込みほとんどなく，煙道部昇角約 550。火床はごく浅い掘込みである。

遺物

出土遺物は土器のみである。出土量はそう多くないが，完形に近いものや大形の破片が目立つ。

100号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称
外

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 面 内 面 層位

1 斐 口t圭 12.4 頚部で強く外反する口 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 焼成優 口縁部頚 カマド

器高 縁部は口唇部外面に凹 胴部一縦位へラ削り 胴部軽いヘラナ 微砂粒を 外赤褐色 部胴部上 中心部

408 底径 面を形成して終わる ア 含む 内赤褐色 位を遺存

胴部は強く張り出して

下がる

2 要 胴部ー縦位へラナデ ヘラナデ 粗 良 底部泌弱 下層

底部 胴部下端~底部へラ 雲母を含 外暗褐色 胴下位).f

502 7.8 削り む 内暗褐色 弱を遺存

する

3 要 20.2 強く外反する口縁部は 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 優 底部・胴部 下層

11.7 口唇部で受け口となる 胴部ー縦位へラ削り後 胴部一斜位ナデ 微砂粒を 外暗褐色スス 中下位をほ

401 8.2 胸部は内管しつつすぽ ナデ 合む が付着し黒色 ぽ100%

まりわずかに凸面状と 胴部下端斜位へラ削 となっている 胴上位・頚

なる底部に至る り 部分も多い 部を右遺存

底部一一定方向のへラ 内濃赤褐色

削り

4 町、 10.7 凸面状となる底部を持 よわいロクロ目 きわめてよわいロ 鰍密 優 ほl:f完形 墨書土器

4.5 つ 体部下端回転ヘラ削 クロ目 微砂粒を 外黒色(体部) 口縁部を 底部外面|

402 6.4 体部は下位に稜をもっ り後ナデ 底面にラセン状の 含む 褐色(底部) 少し欠く 「辛甲J?I 
た後直線的に立ちあが 底部ー全面回転へラ削 凹凸を残す 内褐色

る り後軽いナデ

5 J:j- 14.4 わずかに上げ底状とな つよいロクロ目 磨き 密 優 ほl:f完形 床面 内黒

9.0 る底部で体部はわずか 体部下端回転へラ削 雲母，石 外暗褐色 口縁部を

410 7.6 に内管しつつ立ちあが り 英，長石 内黒色研磨 少し欠く

り口縁部でやや外反し 底部一回転糸切り後周 を含む 断面褐色

て終わる 縁回転へラ削り

6 E手 12.6 凸面状となる底部から つよいロクロ目 強いロクロ目 徽密 優 口縁部y:i カマド 須恵器

4.1 屈曲して立ちあがる体 体部下端一手持へラ削 微砂粒を 外暗灰色 底部%遺 左袖下

403 8.0 部は直線的にひらき口 り 含む 内暗灰色 存する 償q
縁に至る 底部一回転へラ切り離

体部の立ちあがり部に し後手持ちへラ削り

押圧を加えている

101号祉-竪穴住居壮一(3-214・215図，図版3-71) 

遺構

形状一方形。規模-4.25m X 3.95 m。主軸方向-N-950-W。カマドの位置-西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 34.....___48cm。壁溝全周。幅・深さは 15.....___20cm・-5.....___-8cm。床面一平坦。柱穴-4個。

備考ーカマドは幅1.2m，奥行1.15m程で，構材は砂質粘土。壁への切込みは浅いコの字状。煙道部

昇角は垂直に近い。火床は掘込み約 5cmで良く焼けている。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片である。坪は丸底のものである。
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101号祉遺物一覧表

番号

1 

401 

2 

402 

3 

506 

4 

404 

5 

403 

6 

511 

7 

403 

8 

502 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底f壬 器 形 外 面 内 面

要 口径 19.8 強く外反する口縁部は 横ナデ 口縁部ー横ナデ

器高 口唇部外面にわずかな 胴部ー横位へラナ

底径 凹面を形成して終わる 7 

斐 胴部はゆるやかに内轡 胴部中位縦位へラ削 斜位へラナデ

しつつすぼまりやや凸 り

面状となる底部に至る 胴部下位ー斜位へラ削

り

底部一一定方向のへラ

削り

Il 11. O(推) 胴部最大位に強い稜を 口縁部一横ナデ 横ナデ

もち外反する口縁部は 胴部斜位へラ削り後

口唇部外面にゆるやか 斜位へラナデ

な凹商状を形成し受け

ロ状となる

胴部はわずかに張りを

もって下がる

椀 8.9 体部は強く内轡して立 口縁部一横ナデ 丁寧なナデ

ちあがり強い稜を形成 体部←へラ削り

して口縁に移り器厚を

減じつつ内傾し端部は

尖りぎみに終わる

I手 13.0 ゆるやかな孤状となる 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ

4.0 底部から大きく内管気 体部~底部へラ削り 体部~底部磨き

丸底 味に立ちあがる 後磨き

t手 13.0 弧状となる底部から大 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ

4.0 きく内脅しつつ立ちあ 体部~底部手持ちへ 体部~底部ーへラ

丸底 がり口縁内面に軽い稜 ラ削り ナデ後まばらなへ

を形成して終わる ラ磨き

t手 12.8 ゆるやかな孤状となる 口縁部一横ナデ 横位磨き

3.9 底部で体部上位に稜を 体部~底部一ヘラ削り

丸底 形成し口縁は器厚を減 後ナデ

じつつ直線的にひらく

蓋 16.4 体部はゆるやかに内脅 天井部回転へラ削り ロクロ目

しつつ下がり口縁部で 体部←ロクロ目

外反し端部で丸く終わ

る

日縁内面にかえしをも

つ

102号壮一竪穴住居壮一(3-216・217図，図版3-72) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼成良 J.:¥ 上層

雲母を含 外暗褐色 カマド

む 内褐色 上

密 良 胴下部を 下層

微砂粒を 外濃赤褐色 }ぜ遺存

合む 内褐色

密 良 口縁一部 中層

微砂粒を 外暗褐色 胴上半M
含む 内黒色 遺存

粗 良 口縁部を 下層 内外面部

微砂粒を 外濃赤褐色 %弱 カマド 分的に朱

含む 内黒色部分 体部を% 中ほっ 塗痕残す

的に丹塗の 弱遺存す た中

痕跡が残る る

密 f憂 底部を% 下層 内外面に

微砂粒を 外暗褐色 体部を);3 朱塗の痕

合む 内暗褐色 遺存する を若干残

す

密 優 底部体部 下層

長石を合 外暗褐色 とも%を

む 内暗褐色 遺存する

徽密 優 底部を泌 下層

微砂粒を 外淡赤褐色 体部をy:2

含む 内淡赤褐色 遺存する

徽密 優 上層 須恵器

微砂粒を 外白灰色

含む 内白灰色

形状一方形。規模-4.15m X 4.90 m。主軸方向-N-21.50-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一東

壁部揖乱あり。ほぽ垂直。 53，，-，65cm。壁溝一全周。幅・深さは 10"-'15 cm・ 3，，-，-4cm。床面一ハー

ドロームを掘り込んだあと貼り床。平坦で堅固。柱穴-4個。備考-西側及び南側の壁近く中央

部に投棄された焼土ブロックが存在。カマドは幅1.05m，奥行 1.1m程で，構材は白色粘土と暗褐色

土。壁への切込みは、浅く，煙道部昇角は垂直に近い。火床は良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器，土製品(支脚破片 1点)，石製品(紡錘車， 1点)，鉄製品(鉄鎖 3点，鉄片 1

点)，鉄津(2点)である。土器は中量で，いずれも破片もしくは破損品である。杯は丸底ないしはそ
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れに近いものである。鉄鍛の 1点は埋土下部，鉄片は床面，鉄津は床面及び埋土下部から各々出土し

ている。

102号牡遺物一覧表

法 1Il 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 背3 外 面 内 面

1 護 口径 15.3 口縁部はゆるやかに外 口縁部績ナデ 口縁部横ナデ

器高 反して立ちあがる胴部 胴部一斜位のへラ削り 胴部へラナデ

502 底f圭 最上位に稜をもっ の後ナデ

2 I手 12.3 強い弧状となる底部か 口縁部強い横ナデ 口縁部一横ナデ

402 5.0 ら内管をつづけ立ちあ 体部~底部ーへラ削り 体部~底部ー放射

403 丸底 古tる 状の暗文

3 f手 13.2 体部から軽い稜を形成 口縁部強い横ナデ 軽いナ デの後放射

し口縁部に移り外面に 体部一手持ちへラ削り 状の暗文を施す

505 凹凸面をもって直立ぎ の後軽い磨き

みに立つ

4 勾: 11. 6 ゆるやかな弧状を皇す 口縁部ー横ナデ 丁寧な磨き

3.8 る底部から大きく内湾 体部~底部一手持ちへ

515 丸底 して立ちあがり口縁部 ラ削り後軽いナデ

は直立ぎみとなり内画

に稜をもって端部で尖

りぎみに終る

5 町、 11.6 丸底状の底部から大き 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ

く内管して立ちあがり 体部~底部一器面が荒 体部~底部丁寧

513 口縁部内面に軽い稜を れて調整痕が不明であ なナデ

もつ る

6 I不 10.3 器厚が厚いやや凸面状 体部上位ーへラ磨き 磨き

ι1 となる底部から強く内 体部下位~底部手持

506 6.0 脅して立ちあがり体部 ちへラ削りの後丁寧な

外面にゆるやかな凹凸 ナデ

面を形成して口縁に至

る

7 土製支 指頭による押えが全体

脚 に残る

301 

8 石製 上部 2.6 よく磨かれ光択をもち

紡錘車 孔径上 0.7 わずかに擦痕を残す

101 中 0.6

下 0.7

下部 3，8 

9 鉄鉱 現存長 7.9 棒状を呈す細身である

幅 0.45 

201 厚 0.35 

10 鉄鍬 12.0 一本が折れ重なったも

0.6 のか

203 0.45 

103号祉 竪穴住居牡 (3-218・219図，図版 3-73) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成優 口縁部胴 上層 断面褐色

微砂粒を 外赤褐色 部上位を

含む 暗褐色 x;強遺存

内黒色に する

近い

密 良 口唇部を 402中 断面褐色

微砂粒を 外淡赤褐 x;程欠く 層

含む 色と黒色が 403中

半々 層

内淡赤褐

色と黒色が

半々

密 優 体部はx; 下層 断面赤褐

微砂粒を 外黒色 底部をわ 色

含む 内赤褐色 ずかに遺

存

密、 良 底部をx床面 断面黄褐

微砂粒を 外黄褐色 強体部を 色

合む 内暗褐色 x;弱遺存

する

密 良 x; 上層 内外面朱

微砂粒を 外濃淡褐色 塗

合む 内濃赤褐色

一部器面褐色

となる

密 不良 底部をほ 床面 断面褐色

微砂粒を 外褐色 ぽ完存体

含む 内暗褐色 部x;強遺

存

密、 良 床面

微砂粒， y3 

雲母を含

む

フ7'GJf:ノノ 床面

茎部端欠 下層

損

茎部端欠 下層

t員

形状一方形。北西コーナーがやや突出る。規模-2.95m X 2.70 m。主軸方向-N-120-W。カマド
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の位置 北壁中央部。壁一ほぽ垂直で良好。 47'"'-'53cm。壁溝一全周。幅・深さは 10'"'-'15 cm・-2'"'-'-

12 cm。床面ーハードロームを掘り込み暗褐色土+褐色土+ソフトロームブロックの貼り床。軟弱。柱

穴一不明。備考ーカマドは幅1.1m，奥行 0.7m程である。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも破片である。

103号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I 要 口径 21.5 口縁部が強く外反して 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ

器高 ひらき口唇部外面に凹 胴部一軽いへラナデ 胴部一横位へラナ
401 底径 面を形成して終わる ア

104号祉竪穴住居壮一(3-220・221図，図版3-73)

遺 構

位置
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

層位

密 焼成優 口縁部， 下層 断面濃赤

長石を含 外濃赤掲色 胴部上部 褐色

む 内濃赤褐色 を%遺存

する

形状一整った方形。規模-4.00m X 4.05 m。主軸方向-N-llO-E。カマドの位置一北壁中央部。

壁一ノ¥ードロームを切り込んで構築。ほぽ垂直。 36'"'-'43cm。壁溝一全周。幅・深さは 15cm・-5'"'-'-

7cm。床面一堅固良好。柱穴-4個。備考ーカマドは幅1.35m，奥行1.0m程で，構材は砂質粘土と

暗褐色土。火床は良く焼けている。

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(鉄片 1点)である。土器は警と杯で少量であるが，完形に近いも

の，大形の破片がある。坪は丸底のものや口径及び底径の大きな須恵器杯が顕著。鉄片はカマド中か

ら出土している。

104号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称
口径・器高・底径|

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
器 Jfj 外 面 内 面 層位

1 蜜 口t圭 15.3 頭部に軽い稜をもち口 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 焼 成 良 口縁部を 401 

401 器高 15.2 縁は大きく外反する胴 胸部横位へラ削り 胴部ーへラナデ 長石を含 外赤褐色と %底部を 406下

+ 底径 5.8 部は中位で張りをもち 底部一一定方向へラ削 む ころどころに ほ，;r完全 層カマ

406 内管しつつすぽまり上 り 黒斑あり に遺存す ド中

げ底の底部に至る 内淡黒色褐 る

色断面赤褐色

2 I手 12.0 弧状となる底部から内 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 ほ，;r完形 床面 内面・外

3.9 脅をつづけて立ちあが 体部~底部一手持ちへ 体部~底部一軽~) 微砂粒を 外暗褐色 面ー朱塗

407 丸底 る口唇端部はやや角 ラ削りの後へラ磨き 磨き，朱塗り 含む 内黒色褐

ばって経わる 朱塗り 色断面赤褐色

3 I不 14.7 わずかに凸面状をなす よわいロクロ目 よわいロクロ目 鰍密 優 底部をyz 上層 須恵器

4.7 底部で体部は外反しつ 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外明灰色 体部を~

403 9.8 つ立ちあがり口唇端部 り 含む 内明灰色 遺存

で丸く終わる底部内面 底部全面回転へラ削 断面は灰色

に軽い押圧を加える り

4 士手 13.5 中央部が上げ底となる よわいロクロ目 ロクロ目 鰍密 良 体部を% 下層 土師質

4.0 底部で体部はわずかに 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外黒褐色 底部をほ カマド 須恵器 | 
405 10.2 器厚を減じつつほぽ直 り 含む 内黒褐色 ぽ完存す 中

線的に立ちあがり口縁 底部全面回転へラ削 断面赤褐色 る

に至る り
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105号壮一竪穴住居社一(3~222"""_224 図，図版 3 -74) 

遺構

形状一方形。規模-4.75mx3.75 m。主軸方向-N-17.50-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 35'"'-'40cm。壁溝一全周。幅・深さは 10，，-，20cm・-4'"'-' -8 cm。床面一平坦。柱穴-4個。

備考ーカマドは幅1.25m，奥行 0.9m程で，壁への切込みは浅い半円形。煙道部昇角約 300。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品(鉄片 1点)である。土器の量はやや多いが，いずれも破片もしくは破損

品である。頭部がすぽまり，胴部は丸味の強く最大径を有する警の出土が顕著である。坪は丸底及

びそれに近いものである。鉄片はカマド内から出土している。

105号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 事 口径 19.4 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼成良 口縁部 下層 二次焼成

器高 口唇部で凹面をもっ凸 胴部ー斜位へラ削り後 胴部ー横位へラナ 微砂粒を 外暗褐色 ~胴中位 の可能性

402 底径 帯状を呈しやや受け口 丁寧なナデ ア 含む 内暗褐色 をほぼ遺 有

状となる胴部は内脅し 存する

つつ大きく張り出して

下がる

2 聾 24.0 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 良 口縁部頚 上層 断面暗褐

受け口状となって終わ 胴部へラナデ 石英，長 外暗褐色 部を~強 色

403 る 石を含む 内褐色 を遺存

3 委 20.8 外反して立ちあがる口 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 口縁部， 405下 断面褐色

405 縁部をもっ 胴部一丁寧な斜位へラ 胴部へラナデ 微砂粒を 外褐色 頭部をyz 層

501 削り 含む 内淡黒褐色 弱遺存 501表

面

4 要 20.8 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 口縁部， 下層

口唇部に稜をもった後 胴部ーへラナデ 胴部ーへラナデ 微砂粒を 外淡赤褐色 頚部を~

404 短かく外反し受け口状 含む 内 淡赤褐色 弱遺存

となる 断面褐色

5 聾 19.4 強く外反する口縁で外 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 不良 口縁部を カマド 断面褐色

面に紐積時の凹凸を残 頚部ーへラナデ 胴部ヘラナデ 長石，雲 外淡黒褐色 %頚部を 右

408 す 母を含む 黄褐色 ほif完存

内暗褐色と

淡黒褐色のま

だら状

6 王手 12.5 弧状となる底部から内 口縁部ー横ナデ 口唇部ーへラ削り 鰍密 良 体部をyz カマド 断面明赤

4.7 湾を続けて立ちあがり 体部上位指頭による 体部~底部ー横ナ 微砂粒を 外暗褐色と 弱底部を 右 褐色

407 丸底 口縁部内面に稜をもち 連続的な押さえ T 合む 黒色のまだら %遺存

端部は尖りぎみに終わ 体部中位~底部丁寧 状

る な手持ちへラ削り 内赤褐色と

黒褐色のまだ

ら状

7 I手 1l.6(推) 弧状を呈する底部から 口縁部一横ナデ へフ磨き 密 良 yz 上層

3.6 内毎を続け立ちあがり 体部~底部へラ削り 微砂粒を 外暗褐色

508 丸底 口縁部は直立ぎみとな 後へラ磨き 含む 内暗褐色

り口唇端部は尖りぎみ

に終わる

噌

E
A

F
同

υ
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106号壮一竪穴住居牡ー(3-225・226図，図版3-75) 

遺構

形状一方形。全体に丸みを有する。規模-6.25m X 6.10 m。主軸方向-N-630-W。カマドの位置

一西壁中央部。壁一ほぽ垂直。 16'"'-'21cm。削平のため遺存悪い。壁溝一南東コーナーは検出されず。

幅・深さは 15cm・-2'"'-'-6cm。床面一貼り床。堅固。南東コーナ一一部に撹乱。柱穴-4個。北側

は不整方形ピットに切られている。また，カマドに対称する東壁中央部直下に小ピット存在。備考ーカ

マドは幅1.1m，奥行1.2m 程で，構材は白色粘土。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品である。大半が埋土中に散在して

いた。

106号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

斐 口f圭 16.0 大きく外反して立ちあ 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ

器高 がる口縁部をもっ 1阿部へラナデ 胴部へラナデ

502 底径

2 饗 15.6 頚部で肥厚して外反す 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ

403 る口縁部をもち胴部は 頚部~胴部一斜位へラ 胴部ーへラナデ

501 内毎して張り出す 削り

507 

3 1t 11.0 丸味のある底部から内 口縁部一横ナデ 磨き

3.8 管気味に立ちあがり口 体部~底部丁寧なへ

401 丸底 縁部で内傾して終わる ラ削り

107号壮一竪穴住居壮一(3-227・229図，図版3-75) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成優 口縁部頚 上層 断面淡褐

微砂粒を 外淡赤褐色 部をyz遺 色

含む 内淡赤褐色 存

密 良 体部を~ 403カ 断面褐色

微砂粒を 外赤褐色黒 強底部を 7 ド右

合む 色褐色が半々 %遺存 床面

内赤褐色褐 501上

色黒色のまだ 層

ら状 507中

層

徽密 良 体部を~ 中層 断面掲色|
微砂粒を 外黒色黒褐 強底部を

含む 色のまだら状 %遺存

内赤縄色褐

色黒色のまだ

ら状

形状一不整方形。規模-2.30mX 2.45 m。主軸方向-N-940-E。カマドの位置-東壁中央部。壁

一軟弱であるがほぼ垂直。 15'"'-'20cm。壁溝一全周。幅・深さは 10cm・-2'"'-" -5 cm。床面一貼り

床。軟弱。平坦。柱穴ーなし。小ピット一個，西壁中央部直下に存在。

カマド

大きさ-105cmX 115 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形突出。 45cmx65 cm。袖部一各

25cm。燃焼部-65cmx60cm。煙道部一殆ど削平。天井部一不明。備考一煙道口から土器片多数出

土。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(1点)である。土器は少量で大半がカマド内から出土している。いずれ
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も破片もしくは破損品である。鉄製品はカマド内出土である。

107号牡遺物一覧表

法 f立 特 徴 位置

番号 名祢 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・総高・底i壬 器 形 外 面 内 面 l唖位

~ 口f圭 19.9 頚部で強く外反する口 口縁部償ナデ 日縁部償ナデ 密 焼成不良 口縁部お 413カ

413 器高 縁部は口唇部外語で綾 胴部へラナデ 胴部一縦位へラナ 雲母を合 外淡赤褐色 よび胴上 マド内

414 底径 をもちゃや外Jjにひら 7 む 内 淡赤褐色 位にかけ 414カ

いて立ちあがる 断面褐色 て}f弱遺 マド内

存

2 ~ 12.2 頚部内面に稜をもって 口縁~頚部一横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 良 ロ縁部を カマド ロクロ整

12.5 外反する口縁は外面に 胴部ー斜位へラ削り 胸部一へラナデ 長石を含 外赤褐色 %強胴部 内 形

419 6.0 稜をもって立ちあがる 底部一全面へラ削り む 内赤褐色 %胴中位

胴部は上位に最大径を 以下を完

もちゆるやかに内管気 全に遺存

味にすぽまり平坦な底

部になる

3 登 10.0 胴部下位へラ削り ヘラナデ 級密、 良 底部のみ カ7 ド 土師質須恵

底部へラ削り 微砂粒を 外赤褐色 遺存 内 器二次焼成

418 合む 内赤褐色 を受付た可

能性有

4 t手 15.8 ほぽ平坦な底部から強 ロクロ目 磨き 密 良 体部をYJ カマド

4.8 く内望号して立ちあがる 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色 底部を}f 内

413 7.2 体部は下位から直線的 削り 合む 内淡黒褐色 遺存

にひらき口縁に至る 底部ー全面手持ちへラ

削り

5 I手 15.6 平坦な底部から強く内 ロクロ目 へラ磨き 密 良 約YJ強 上層床

4.6 望号して立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 暗褐色 面

503 7.6 は口縁部でわずかに外 削り 含む 内暗褐色

反する 底部ー残存部全面手持

ちへラ削り

6 I手 13.6 わずかに凹凸面となる ロクロ目 磨き 紋密 1憂 体部}f弱 中層 内黒

4.5 底部で体部はゆるやか 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外褐色 底部%遺 体部外面

ωl 7.1 に内轡しつつ立ちあが 削り 合む 内黒色黒色 存 墨書

り口縁部でわずかに外 底部ー全面手持ちへラ 研磨断面褐色 判読不明

反する 削り体部に至る

7 高台付 高台高 1.1 高台はやや張り出し 高台貼付け部ーナデ ヘラ磨き 鰍密 優 底部を% カマド

J.(、 7.4 しっかりと立つ 微砂粒を 外褐色 程を遺存 内

404 合む 底面黒色

内褐色

108号壮一竪穴住居祉一(3-230・231図，図版 3一76)

遺構

形状 方形。規模-4.75mx5.10 m。主軸方向-N-1.50-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一ソ

フトローみを切り込みほぽ垂直。 30"'-'36cm。壁溝ーカマド左脇が切れている。幅・深さは 15cm・-

7"'-'-8 cm。床面一平坦で堅固，貼り床。柱穴-4個。備考ーカマドの幅は1.25m，奥行1.15m 程

で，構材は砂質粘土と褐色土。火床は良く焼けている。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片で，床面から 1点出土した他は，すべて埋土上部及び

カマド内から出土している。
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108号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 ~ 外 面 内 面 層位

I 窪 口径 16.8 強く外反してひらく口 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 口縁部お 401床

406 器高 縁をもっ胴部は内脅し 胴部斜位へラ削り 胴部へラナデ 微砂粒を 外淡黒褐色 よび胴部 面

+ 底径 つつ最大径に向かう 合む 内黒色褐色 上位を7.< 506カ

506 断面褐色 遺存 マド附

近

2 斐 11. 5 胎部最上位に『郎通稜を 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 口縁部を

505 もちゆるく外反して立 胴部ー斜位へラ削り 微砂粒を 外淡黒褐色 y:i弱胴部

506 ちあがり口唇部外面に 含む 内明褐色 上位を泌

507 凹面を形成して終わる 遺存

胴部はやや張りをもち

内管して下がる

109号祉-竪穴住居祉ー (3-232・233図，図版3-76・77)

遺構

形状一方形。全体に丸みを有する。規模-3.75mx3.90 m。主軸方向-N-180-E。カマドの位置

一北壁中央部。壁一ほぽ垂直。 32'"'-"41cm。壁溝一南壁下は切れている。やや内側をめぐっている。幅・

深さは 10'"'-"15 cm・-5'"'-" -10 cm。床面一一部貼り床。ハードローム上面に構築。ほぼ平坦。柱穴-4

個。他にピット 1個あり。備考ーカマドは幅1.5m，奥行 0.8m程で，構材は粘土。火床は良く焼け

ている。

遺物

出土遺物は土器のみである。出土量は多いが破片もしくは破損品である。カマド内から出土した少

量の土器片を除いて他はすべて埋土上部から中部にかけて出土している。

109号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

斐 口径 18.2 強く短かく外反する口 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 徽密 焼成優 カマド 二次焼成

器高 縁部は口唇部で内傾ぎ 胴部ーへラナデ(斜位) 胴部縦位へラ削 微砂粒を 外赤褐色 内 を受ける

403 底径 みに立つ胴部は内脅気 り 含む 内赤褐色

味に張りをもって下が

る

2 要 20.8(推) ゆるやかに外反する口 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 口縁部の 504上

504 縁部は外面にー坦稜を 胴部へラナデ 胴部へラナデ 砂粒，・石 外褐色 約% 層

516 もち直立ぎみとなって 英粒，雲 内褐色 516カ

終わる 母を含む マド内

3 要 胴部はわずかに内管気 ロクロ目 ロクロ目 徽密 優 カマド ロクロ整

味にすぽまって下がり 胴部下位横位のへラ 微砂粒を 外濃赤褐色 左袖 形

405 6.6 ほぽ平坦な底部に至る 削り 含む 内 濃赤褐色

底部一静止のへラ削り

4 斐 胴部はわずかに内湾気 ロクロ目 ロクロ目 密 良 胴中位底 カマド ロクロ整

味にすぽまって平坦な 胴部下端ーへラ削り 微砂粒を 外褐色 部遺存 内 形

403 6.5 底部に至る 底部一切り方不明全面 含む 内褐色

手持ちへラ削り
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

5 f不 口径 12.6 平坦な底部から強く内 よわいロクロ目 よわいロクロ自 密 良 ほぽ完形 上層 内面朱塗

器高 3.8 轡して立ちあがり体部 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外淡褐色と

401 底径 7.1 はわずかに器厚を減じ 削り 含む 淡赤褐色淡黒

つつほぽ直線的にひら 底部 回転へラ切り離 褐色のまだら

2 き口縁に至る し後全面手持ちへラ削 状

り 内赤褐色と

淡黒褐色との

まだら状

6 I不 12.8 平坦な底部で体部下端 ロクロ使用後軽い横位 ロクロ使用後横位 密 良 口縁部体 中層

3.8 へラ削り部に稜をもち へラ磨き へラ磨き 微砂粒を 外明褐色 部%底部

507 6.4 直線的にひらいて口縁 体部下端手持ちへラ 含む 内明褐色 7:i遣存

に至る 削り

底部一全面手持ちへラ

削り(切り方不明)

7 界 14.0 平坦な底部で体部下端 口縁部ー横位へラ磨き ロクロ使用後へラ 密 良 約xi 上層

4.2 へラ削り部に稜をも っ 体部ロクロ目 磨き 微砂粒を 外明褐色

502 干2 た後直線的にひらいて 体部下端一手持ちへラ 含む 内明褐色

口縁部でわずかに外反 削り残存部全面

して終わる 底部一手持ちへラ削り

8 町、 13.5 上げ底状の底部から強 ロクロ目 磨き 密 良 体部をy， 508 断面褐色

508 4.3 く内管して立ちあがり 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外 褐 色 欠〈 中層

504 6.3 ほぽ直線的にひらいて 削り 合む 内明褐色 514 

515 口縁に至る 底部一全面手持ちへラ 上層

削り 515カ

マド内

9 t手 12.2 上げ底状の底部で体部 よわいロクロ目 へラナデ 密 良 % 上層

4.0 はわずかに内管しつつ 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外淡赤褐色

504 6.5 ひらいて口縁部でわず 削り 含む 外淡赤褐色

かに外反する口縁は若 底部一全面手持ちへラ

干ゆがみをもっ 削り

10 I不 14.5 わずかに上げ底状の底 ロクロ目 丁寧な磨き 粗 良 % 403カ 内黒土器

403 4.4 部で体部はわずかに内 体部下位~下端手持 微砂粒を 外淡黒褐色 マド内

516 7.1 望号して口縁に至る ちへラ削り 含む 淡赤褐色，褐 516カ

底部ー全面手持ちへラ 色 7 ド内

削り 内黒褐色

11 ~、 12.8 平坦な底部から強く内 ロクロ目 よわいロクロ目 徽密 優 中層 墨書土器

4.2 管して立ちあがり口縁 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 体部外面

601 7.0 部でわずかに外反する 削り 含む 字体不明

口唇部が肥厚し丸みを 底部ー残存部全面手持

もって終わる ちへラ削り墨書

12 I不 墨書 綴密 優 破片(口 上層 墨書土器

微砂粒を 外赤褐色 縁部) 体部外面

ω5 含む 内赤褐色 字体不明

13 耳、 よわいロクロ目 よわいロクロ目 鰍密 優 破片(口 606 墨書土器

606 墨書 微砂粒を 外赤褐色 縁部) 上層 体部外面

503 合む 内赤褐色 503 字体不明

上層

14 I不 ほぽ平坦な底部で体部 よわいロクロ目 よわいロクロ目 徹密 優 602 墨書土器

602 は大きく内脅して立ち 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外淡褐色 中層 体部外面

502 5.5 あがる 削り 含む 内淡褐色 502 字体不明

底部一全面手持ちへラ 上層

削り(墨書)

15 町、 体部下端一指によるナ よわいロクロ目 頼主密 優 破片(底 603カ 刻書土器

603 ア 微砂粒を 外褐色 部) マド内 底部外面

515 底部一手持ちへラ削り 含む 内褐色 515カ 焼成後

マド内 iTJ 

16 t不 体部下端一手持ちへラ 徽密 1憂 破片(体 カマド 墨書土器

削り 微砂粒を 外赤褐色 部下位) 内 体部外面

604 墨書 含む 内赤褐色 字体不明
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面

17 t手 体部下端回転へラ削

508 り

514 7.2 底部一全面回転ヘラ削

り

18 t手 体部下端ー手持ちへラ

削り

503 底部回転糸切り離し

後周縁手持ちへラ削り

110号祉ー(3-234・235図，図版3-77) 

遺 構

位置
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

内 面 層位

鰍密 優 底部全周 508中 土師質

微砂粒を 外暗赤褐色 層 須恵器

合む 底部赤褐色 514上

と淡黒褐色の 層セク

まだら状 ンョン

内赤褐色 中

鰍密 優 底部yz弱 上層 土師質

微砂粒を 須恵器

含む

形状一方形。規模-4.10m X 4.20 m。主軸方向-N-3.50-W。カマドの位置北壁中央部。壁南

西側コーナーは撹乱。ほぽ垂直。 28'"'-'60cm。壁溝一南西側は不明確。幅・深さは 12'"'-'13 cm・-3'"'-'-

7cm。床面一平坦。柱穴-3個。南東コーナ一部分は貼床のため不明。他に，南壁中央部直下に小ピッ

ト存在。備考ーカマドは幅・奥行ともに1.0m程で，構材に砂質粘土。壁への掘込みは浅い半円形。

煙道部昇角は直角に近い。 111号牡を切っている。

遺物

出土遺物はごく少量の土器である。ほとんど小破片である。

110号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 彩 外 薗 内 面

l t手 口径 12.2 ゆるやかな孤状となる底 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ

器高 4.0 部から強く内管気味に立 体部~底部一手持ちへ 体部~底部ーへラ

401 底径丸底 ちあがり口縁に至る ラ削り ナデ

2 護 6.8 棄の底部破片を再利用 体部ーナデ ナデ

底部 2.65 したものと考えられる 底部ー木薬痕

402 3.8 

111号祉-竪穴住居壮一(3-234・236図，図版3一78)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成良 中層

微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

粗 不良 床面直 底部木葉

微砂粒を 外褐色 上 痕

含む 内褐色

形状一正方形に近い整ったプランと思われる。規模-4.40m x 4.40 m。主軸方向-N-13.50-E。

カマドの位置-北壁中央部。壁一ほぽ垂直。30'"'-'52cm。壁溝一西側は不明確。幅・深さは 15'"'-'20cm・-

5'"'-'-7 cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考-北西コーナーを 110号祉の南東コーナーに切られてい

る。カマドは幅1.5m，奥行1.05m程で，構材は砂質粘土。壁への切込みは浅い半円形。煙道部昇角

は垂直に近い。
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遺物

出土遺物は土器と鉄製品(万子 1点)である。 土器はいずれも破片もし くは破損品である。埋土上

部から床面にかけて散在しており，量はそ う多くない。 警の破片が大部分を占める。

111号牡遺物一覧表

法 f量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・穂高・底径 器 膏会 外 函 内 面 風位

1 褒 口径 23.5 強く外反してひらく口 口縁部ー横ナデ 口縁部一繍ナデ 密 焼成良 ~ 501 底部木業

器高 31.8 縁部をもっ 胸部上位一ナデ 胴部ーへラナデ 砂粒石英 外 表面 痕

501 底後 10.8 胴部は内望号して強く張胴部中位~下位縦位 長石雲母 内 507 

507 り出し中位上方に最大 へラナデ 粒を含む 床面

径をもち内望号を続けて 底部一木葉痕

すぽまり平坦な底部に

:至る

2 建 17.7 頚部が中位に後をもっ 口縁部ー績ナデ |口縁部一横ナデ 密 良 床面

て直立ぎみとなり口縁 胴部ー縦位へラ削り 胴部一縦位へラ削 微砂粒を 外暗褐色

513 部は強く外反する り 合む 内 暗褐色

腕部はわずかに張りを

もって下がる

3 甑 19.0 大きく外反してひらく 口縁部一横ナデ 磨き 密 良 ~ カマド

口縁をもっ 胴部ーへラ削り 微砂粒を 外暗褐色 内

512 含む 内暗褐色

4 Jf. 14.4 内轡しつつ立ちあがる (R)よわいロクロ日 よわいロクロ目 頼主密 優 YJ カマド 須~器

体部で口唇部がわずか 微砂粒を 外明灰色 上 3G
505 に外反して終わる 合む 内明灰色

5 万子 現存長身7.9 万部は内望号している 身ほぽ完 床面

茎1.5 関は万部峰部両方に見 存

201 幅 身1.3 られる 茎一部残

茎0.85 存

厚 身0.3
茎

112号壮一竪穴住居壮一(3-237・238図，図版3一78・3一79)

遺 構

形状一方形。規模-3.25m X 3.10 m。主軸方向-N-4.50-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。17cm。壁溝一南側は不明。幅 ・深さは 15'"'-'17 cm・-10cm。床面-113号祉と重褐する部

分は貼床。柱穴-不明。備考-113号祉を切って構築している。カマ ドは幅 1.3m，奥行 0.75mで，

壁への切込みは浅い。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器である。 いずれも破片もし くは破損品であり ，護の破片が大部分である。

112号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

備 考番号 名 祢 胎土 焼成 ・色調 遺 存度 出土
口径・底径・器高 器 彩 外 面 内 面 届位

I 費 口径 15.4 類部で強く外反する口 口縁部 横ナデ 償ナデ 密 焼成良 底部欠損 床面
ーォ

器高 18.1 縁部は口唇外菌に稜を 胴部上半ー斜位へラ削 微砂粒を 外

401 底径 8.2 もち受け口状となる り 合む 内

胴部は上位に最大径を 胴部下半ー横位へラ削

もち内婚しつつ下がり り

平坦な底部に至る 底部ーへラ削り

巧

trD
 

唱

E
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法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

2，3 要 12.7 頭部で外反する口縁部 ロ縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密

はわずかに受け口状と 胴部上位一縦位へラ削 胴部上位ー縦位へ 長石を含

505 なって終わる り ラ削り む

底部はやや丸味をもっ 胴部下位一横あるいは 胴部下位ナデ

斜位へラ削り

底部一全面へラ削り

4 聾 22.3 ロ縁部は強く外反して 口縁部ー検ナデ 丁寧なナデ 密

ひらきゆるやかに内毎 胴部ー縦位へラ削り後 微砂粒を

503 しつつ下がる 横位へラナデ 含む

113号壮一竪穴住居壮一(3-237・239図，図版3-78・3一79)

遺構

位置

焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

カマド

外 左袖下

内暗褐色

上層

外明褐色

内明褐色

形状一方形。規模-5.00mx4.70 m。主軸方向N-38.50-E。及びN-61.50-W，。カマドの位置一北

壁北東コーナー寄りと西壁中央部の 2ケ所。壁一ほぽ垂直。 22""56cm。壁溝一全周。幅・深さは 10

"，，15cm・-7"，，-10cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考-112号祉に切られている。カマドは北壁の

ものが古く，西壁のものは新しい。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品(万子2点)である。土器は少量でいずれも破片であり，床面から出土し

た若干の奮の破片を除いて，埋土上~下部にかけて出土している。

113号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備 考
口径・棒高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 壷 口径 19.0 口唇部外面に稜をもち 横ナデ 横ナデ 密 焼 成 良 口縁部約 中層

器高 大きく受け口状にひら 微砂粒を 外 K周

切5 底径 〈 合む 内暗褐色

2 聾 体部下位ーへラ削り 体部下位一横ナデ 密 良 床面

底部一全面へラ削り 底部ーへラ削り 雲母を含 外

511 12.0 む 内褐色

3 窪 14.0 わずかに外反して立ち 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 口縁部約 下層

あがる口縁部をもっ 胴部ー縦位へラ削り 胴部ー横位へラナ 微砂粒を 外 J4遺存

505 デ 合む 内

切9

4 聾 12.2 肥厚して内面に稜をも 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 口縁部， 上層

ちゆるやかに外反する 胴部一ナデ 腕部ーへラナデ 微砂粒を 外濃暗褐色 胴上部約

503 口縁部をもっ 含む 内 J4遺存

胴部は張りをもたずに

下がる

5 E手 17.0 ゆるやかに内脅しつつ 口縁部ー横ナデ ロ縁部ー横ナデ 密 良 下層

立ちあがり口唇端部は 体部へラ削り 体部ー磨き 長石を含 外褐色

505 やや尖りぎみに終わる む 内褐色

6 万子 現存長14.75 身と茎を明確に区画す 柄と恩われる部分に木 身先端欠 下層

幅 1.0 る部分を持たない 質を残す 損

201 厚身 0.25

茎 0.45

7 万子 現存長 8.3 刃部，峰部両方に闘を 身一部残 下層

幅身1.05 持つ 存

202 茎 0.9 茎ほ1:1.'完

厚身 0.3 存

茎 0.5
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114号祉-竪穴住居壮一(3-240・241図，図版3-80)

遺構

形状一方形。規模-4.00mx3.70 m。主軸方向-N-2"-E。カマドの位置 北壁北西コーナー寄

り。壁一ソフトロームを切り込みほぼ垂直。 17'"'-'65cm。壁溝ーカマド左側が欠ける。幅・深さは 10

'"'-'15cm・-6'"'-'-12cm。床面一良好でト堅固，平坦。柱穴-4個。備考一火災にあったらしく床面全般

に木炭散布が著しい。カマドは幅1.5m，奥行き 0.7m程で，壁への切込みはやや深い半円形。

遺 物

出土遺物は土器のみである。出土量は多いが，いずれも破片もしくは破損品である。警の破片が多

し)0

114号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
|口径・器高・底径 器 膏会 外 面 内 面 層位

I 費 |口径 17.7 頚部で肥厚して強く外 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼 成 良 口縁部~ 中層

401 l 器高 反する口縁部は，口唇 胴部ナデ 胴部横位へラナ 砂粒石英 外褐色 胴中位約 カマド

412 i@径 外面に稜をもちゃや受 ア ，長石，雲 内暗褐色 %強遺存 上層

413 け口状にひらいて終わ 母を含む カマド

る 上層

胴部は内管しつつ張り

出して下がる

2 斐 19.1 口唇部が凸帯状となり 口縁部一横ナデ 口縁部~胴部上位 密 良 J;，i 東側床

端部が尖って終わる 胴 部 縦 位 へ ラ 削り 横ナデ 微砂粒を 外赤褐色 面

408 最大径を口縁にもつ 胴部へラナデ 含む 内赤褐色

胴部はゆるく張り出し

て下がる

3 斐 17.5 最大径を口縁にもつ 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 胴~底部 周溝上

17.0 口縁部は強く外反し口 胴部上位斜位へラ削 胴部へラナデ 砂粒を含 外暗褐色 一部欠損 上層

403 7.3 唇部外面に稜をもった り(上→下) む 内暗褐色

後凹面を形成し受け口 胴部中位~下位横位

状となり端部は丸みを へラ削り(右→左)

もって終わる 底部へラ削り

胴部は中位上方に張り

をもった後内管しつつ

すぽまり平坦な底部に

至る

4 要 14.4 「コ」字状に外反する口 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 口縁部全 カマド

15.6 縁部は口唇部で肥厚し 胴部上半斜位へラ削 胴部~底部ナデ 微砂粒を 外褐色 周 内

417 6.5 外商が凹凸面となる りf圭へラナデ 含む 内褐色 胴上~下

胴部は球形状を呈し最 腕部下半横位へラ削 部約yz
大径を中位にもつ り後ヘラナデ 底部全周

底部はわずかに凸面状 底部一へラ削り

となる

5 整 12.2 口縁部は口唇部外面に 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 口縁部の 下層

稜をもちゃや受け口状 胴部縦位へラ削り 微砂粒を 外暗褐色 約J;，i遺存

506 に立ちあがる 含む 内濃暗褐色

6 斐 13.2 強く短かく外反する口 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 口縁部~ 下層

縁部で口唇部外面に稜 胸部ー横位へラ削り 胸部ー横ナデ 微砂粒を 外暗褐色 肩部約yz 上層

404 をもった後内傾する面 含む 内褐色 弱遺存

503 を形成し端部は尖りぎ

みに終わる

胴部は内脅しつつ張り

出す

7 I不 11.8 ほI;f平坦な底部から強 ロクロ目 よわいロクロ目 密 良 東側床 二次焼成

4.5 く内毎気味に立ちあがる 底部ー全面手持ちへラ 微砂粒を 外濃赤褐色 面 (? )によ

407 7.5 怖は 騨 捕 じ て 口 | 削 り 合む 内濃赤褐色 り内面変

縁部に至り口唇端部は 質

尖って終わる
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 彩 外 面 内

8 高台付 局台は張り出して立ち 体部下端一回転へ7削
I手 端部は丸みをもっ り

401 高台貼付部ナデ

402 底部一回転へラ削り

9 蓋 つまみ径 3.5 鐙はやや高さをもつが 天井部~体部上位回 ロクロ目

鐙高 1.2 宝珠形の退化した形で 転へラ削り

405 器 3.3 ある 体部~口縁部 ロクロ

天井径 8.0 天井部はゆるやかな凹 目

18.1 面状となり体部はゆる

やかに内襲撃して下がり

口縁部は外反ぎみとな

り口唇部に稜をもって

外傾してひらく

115号壮一竪穴住居壮一(3-242・243図，図版3-81) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出士 備考
面 層位

密 良 底部のみ 中層 須恵器

長石を合 外灰色 中層

む 内灰色

密 良 口縁y.欠 下層 須恵器

長石を含 外灰色

む 内灰色

形状一方形。規模-2.50m X 2.45 m。主軸方向-N-31.50-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 24，，-，33cm。壁溝一全周。幅・深さは 15"-'17cm・-3"-'-10cm。床面ーハードローム中に構

築。平坦。柱穴ーなし。南壁中央部下に小ピット 1個。備考ーカマドは幅1.2m，奥行き 0.7m程で，

壁への切込みは浅い半円形。煙道部昇角約 300。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。

115号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

甑 口径 25.0 口縁部は凸帯状となり 口縁部ー横ナデ 横ナデ

5 器高 口唇部は尖りぎみに終 胴部上位一叩き目

402 底径 わる 胴部下位一横位へラ削

502 胴部はゆるやかに内管 り

しつつすぽまる

2 t手 11.6 平底の底部より内管し ロクロ目

3.8 て立ちあがり器厚を減 体部下端手持ちへラ

6.4 じながらほぼ直線的に 削り

ひらく 底部回転糸切り後周

縁手持ちへラ削り

3 rr- 11.5 わずかに上げ底状とな ロクロ目 よわいロクロ目

3.5 る底部で体部はゆるや 体部下端手持ちへラ

印1 6.8 かに内管しつつ立ちあ 削り

がり口縁部でわずかに 底部回転糸切り離し

外反し口唇部は肥厚し 後周縁手持ちへラ削り

て丸みをもって終わる

116号祉-竪穴住居牡一(3-224・245図，図版3-81) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

徽密 焼成優 約y.弱遺 カマド 須恵器

微砂粒を 外 存 内覆土

含む 内明灰色 中層

口縁一部

外明褐色 欠

内 上部~

密 良 ーフE配11ノ 北側床 墨書土器

石英，長 外赤褐色 面 体部外面

石，雲母 内赤褐色 「中甲j

を合む

形状一方形。北西コーナーが大きく突出する。規模 3.70 m X 3.70 m。主軸方向-N-70-W。カ

マドの位置一北壁中央部。壁一北東壁の大部分は擾乱を受けている。他はほぼ垂直。 35cm。壁溝一全
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周。幅 ・深さは 10"'-'12 cm・-4"'-' -6 cm。床面一平坦。柱穴 4個。備考ーカマドは幅 l.0m，奥行

0.55m 程と思われるが揖乱をうけ判然としない。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と砥石(1点)である。土器は図示した須恵器 1点を除き，いずれも小

破片である。

116号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

1 杯 口f圭 13.1 底部内面が凹凸面とな ロクロ目 ロクロ回

器高 3.9 る 体部下端一手持ちへラ

401 底径 8.2 体部は底部から屈曲ぎ 削り

みに立ちあがりわずか 底部一回転へラ切り離

に器厚を減じつつ口縁 し後全面手持ちへラ削

に至る り

底部内面と立ちあがり

部に押圧を加えている

2 砥石 現存長15.2 四面使用

101 

117号壮一竪穴住居社一(3-246・247図，図版3-82) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

密 焼成良 % 中層 須恵器

石英を含 外灰色

む 内

床面周 砂岩質

溝上

形状一整った方形。規模 4.40 m X 4.05 m。主軸方向 N-130-W。カマドの位置 北壁中央部。

壁一ほぽ垂直で良好。 42"，-，50cm。壁溝全周。幅 ・深さは 10"'-'17 cm・-3"'-' -7 cm。床面ーハード

ローム面に貼り床。平坦で、良好。堅固。柱穴-4個。備考 カマドは幅l.45m，奥行l.25m 程で，

構材は砂質粘土。壁への切込みは深い半円形。煙道部昇角約 450

0

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(万子 2点，鉄鎖 2点，鉄片 1点)である。土器はいずれも破片及

び破損品で，埋土中からの出土である。

117号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l Z華 口径 16.3 口縁はゆるやかな「く」 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 下層

器高 字状となってひらき口 胴部ーハケ目のあとナ 微砂粒を 外赤褐色

503 底径 唇端部は角ばって終わ ア 含む 内

る

2 主主、 11.4 ゆるやかな孤状となる 口縁部ー横ナデ 横ナデ 粗 不良 % 覆土上 底部外面

501 底部から内省気味に立 体部横位へラ削り後 微砂粒を 外暗褐色 層 にスス付

506 ちあがり口縁部に稜を へラナデ 含む 内 上層 着

508 もった後外面が内傾ぎ 底部へラ削り後へラ カマド

みに立って終わる ナデ 内

取りは

ずした

中

覆土中
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法 量 特 徴
番号 名 称

3 

201 

4 

201 

5 

201 

6 

202 

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面

刀子 現存長1.7 身の残片と思われる

幅 1.15 
厚 0.2 

万子 5.6 刃が砥ぎだしてあり身

0.75 の一部と恩われる

0.15 

鉄鎖 9.3 棒状を呈す

5.5 
0.35 

鉄鍬 15.2 棒状を呈す

0.6 中央で肉厚を減じる

最大 0.4 

以ι」ーとー

118号壮一竪穴住居壮一(3-248・249図，図版3-82・83)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

身一部残 覆土下

存 層

身一部残 下層

存

下層

下層

....... 

形状一方形。やや膨をもっ。規模 3.60 m X 3.55 m。主軸方向-N-240-W。カマドの位置一北壁

中央部。壁一ほぽ垂直で良好。 40"""'-'48cm。壁溝一全周。幅・深さは 20"""'-'25cm・-6"""'-'-10cm。床面

ーハードローム面に貼床。平坦でカマド前面は良く踏み固めまれているが，周辺部は軟弱。柱穴-4

個。備考 カマドは幅1.45m，奥行1.25m程で，構材は砂質粘土。火床は余り焼けていない。

遺物

出土遺物は土器と鉄j宰 (11点)である。土器は多量に出土しているが，坪 1点を除き，いずれも破

片であり，小破片が多い。鉄津はカマド周辺の埋土上部からカマド内にかけて出土している。

118号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 傭考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 整 口径 19.4 「く」字状に外反して大 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼 成 良 口縁破片 床面

器高 きくひらく口縁部をも 頚部~胴部縦位へラ 胴部ーへラナデ 微砂粒を 外褐色%ほど % 
402 底径 つ 削り 含む ススけて黒色

(胴部は中位上方に張り をおびる

をもちゆるやかに内毎 内底部付近

しつつすぽまる を中心にスス

長胴である けている

2 饗 15.2 強く外反し口唇端部が 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 組 良 口縁破片 床面カ

丸みをもって終わる 胴部縦位へラ削り 胴部ー横位へラナ 外褐色 ~ マド前

401 ア 口縁部スス付着

内黒色

3 要 15.0 頚部で→坦立ちあがり 口縁部横ナデ 横ナデ 粗 良 口縁破片 下層

を見せた後強く外反す 胴部ー縦位へラ削り 外掲色 )4 

507 る口縁である 内黄褐色

4 主聾 13.0 「く」字状に外反する口 口縁部ー横ナデ 横ナデ 粗 優 うも 中層

縁部は口唇部でわずか 胴部縦位へラ削り 微砂粒を 外褐色 床面

503 に肥厚し外面にゆるい 合む 内黄褐色

411 凹面を形成して終わる 大部分は灰色

5 護 11.2 ゆるやかに外反して立 口縁部一横ナデ 横ナデ 組 良 口縁破片 中層

ちあがる口縁をもっ 胴部ー縦位へラ削り 微砂粒を 外掲色 )4 

503 含む 内黒色

口唇部は黄褐色
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法 量 特 徴

番号 名称
持長 外 面 内

6 

507 

7 

415 

8 

511 

505 

501 

口径・器高・底径 器

費 9.6 口縁部はゆるやかに外 口縁部横ナデ 繍ナデ

反する 胴部一縦位へラナデ

口縁下部で肥厚し内面

にこ段の稜を形成する

胴部はわずかに内管し

つつ下がる

I不 13.4 ゆるやかな丸底となる 口縁部ー横ナデ へラナデ

丸底 底部から内望号気味に立 体部一横位へラ削り

3.8 ちあがる 底部ーへラ削り

口縁部に至ってわずか

に外反する

I不 17.2 上げ底状の底部からゆ ロクロ目 ロクロ目

4.7 るやかに内轡して立ち 底部一回転へラ切り離

6.8 あがる体部は下位に稜 し後手持ちへラ削り

を形成した後ほぽ直線 体部下端一手持ちへラ

的にひらいて口縁に至 削り

る

口唇内面にわずかな凹

をもつ

119号祉-竪穴住居牡一(3-250・251図，図版3-83)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 選 存 度 出土 備考

面 層位

平E 良 口縁破片 下層

外暗褐色 y，; 

内暗褐色

口縁のご カマド

外褐色 く一部が 内

一部黒色 欠失して

内褐色 いるのみ

ほぽ完

粗 優 YJ 中層上 土師質

長石粒多 外灰色 層 須恵、器

し 内灰色 覆土上

層

形状一不整方形。規模-2.40m X 2.35 m。主軸方向-N-360-E。カマドの位置一北東コーナー。

壁一ほぽ垂直。 20------32cm。壁溝ーカマド部分は不明確。幅・深さは 12cm・-5cm。床面一平坦。柱

穴ーなし。ピット 1個あり。備考ーカマドは幅 0.7m，奥行 0.3m程で，壁への切込みはない。 120A 

号祉と北西コーナ一部分がわずかに接するが，新旧関係は不明。

遺物

出土遺物はごく少量の土器である。いづれも破片である。

119号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 汗長 外 面 内 面 層位

1 委 口径 13.4 「く」字状に外反する口 口縁部ー横ナデ ロ縁部ー横ナデ 粗 焼成良 口縁部 床面

器高 縁部は口唇端部で角 胴部ーへラ削り 胴部一横ナデ 外褐色いく分 完存

切2 底径 ばって終わる 暗褐色の個

胴部はゆるやかに内管 所・黒色を呈

しつつ張り出す する個所あり

内褐色

2 E干 13.8 わずかに上げ底状の底 ロクロ目 ロクロ目 粗 優 yz 床商 須恵器

4.8 部から屈曲して立ちあ 体部下端一手持ちへラ 長石粒若 全体に灰色

401 7.8 がる体部は直線的にひ 削り 干

らいて口唇部で肥厚し 底部ー全面手持ちへラ

て終わる 削り

底部内面と立ちあがり

部に強い抑圧を加えて

いる

3 E手 13.6 平坦な底部で体部は底 ロクロ目 ロクロ目 粗 優 YJ 周溝中 須恵器

3.9 部から屈曲して立ちあ 体部下端手持ちへラ 長石粒若 外灰色

505 7.8 がりほぼ直線的にひら 削り 干 一部暗灰色

いて口唇部がわずかに 底部一全面手持ちへラ 内灰色

肥厚して終わる 両日り 一部暗灰色

底部内面と立ちあがり

部に強い押圧を加えて

いる
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120 A号壮一竪穴住居牡 (3 -250・252図，図版 3-83) 

遺 構

形状一不整方形。規模-3.70mx3.10 m。主軸方向 N-3ロ E。カマドの位置 北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 26"-'32cm。壁溝全周。幅 ・深さは 10cm・ 3"-'-6 cm。床面一平坦。柱穴-4個。

備考-120B号祉を大きく切って構築している。 119号±止と南東コーナーで一部接するが，新旧関係は

不明。カマドは幅1.0m，奥行1.1m程で，壁への切込みは深い半円形。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは小破片で、ある。

120A号牡遺物一覧表

番号

l 

502 

2 

502 

3 

401 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 育3 外 面 内 商

整 口f圭 13.0 頚部外面に軽い稜を 口縁部横 ナデ 横ナデ

器高 もった後外反する口縁 胴部斜位へラ削り

底径 である

胴部は内轡しつつ張り

出して下がる

盤 平坦で広い底部で体部 体部ー横位へラ削り 磨き

はゆるやかに内轡しつ 底部ーへラ削り

11. 0 つ立ちあがる

I不 13.5 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目

3.7 て立ちあがる体部は直 体部下端回転へラ削

8.2 線的にひらき口唇部で り

わずかに肥厚して終わ 底部一回転へラ切り離

る し後全面軽く回転へラ

立ちあがり部に強い押 削り

圧を力日えている

120 8号壮一竪穴住居壮一(3-250・252図，図版 3-83) 

遺構

胎土 焼成 ・色調

粗 焼成良

微砂粒を 外褐色

含む (内面よりい

く分黒味を帯

ぴる)

内褐色

密 良

外褐色

底部黒味帯びる

内褐色

組 優

長石若干 外暗灰色

内晴灰色

位箇

遺 存 度 出土 備考
層位

口縁部破 上層

片 2G 

Y:3~)4 

底部破片 上層 内外面に

(腕))4弱 2G 朱塗り痕

体部一部 下層 須恵器

欠のみ 周溝上

形状一方形。規模一不明。主軸方向-N-29'-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほぽ垂直。 15

"-' 16 cm。壁溝一検出されず。床面一不明。柱穴 不明。備考 120 A号祉の下部に検出され，大部分

をA号祉によって切られているためカマド及び南西コーナーが検出されたのみである。カマドは右袖

部をA号牡カマドに切られている。

遺 物

出土遺物は若干の土師器小破片が出土したのみである。図示し得る程の大きさのものはなし。

121号祉-竪穴住居壮一(3-253・254図，図版3-83)

遺構

形状 方形。撹乱のため南西側不明。規模 3.50 x3.35 m。主軸方向-N-14.5'-E。カマドの位

置一北壁中央部。壁一あまり明確ではない。 26cm。壁溝一明確でない。幅 ・深さは 15cm・-12
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cm。床面 ハードロームブロック，ソフトローム，暗褐色土，砂質粘土の混在土で貼床し，堅固に踏

み固めている。平坦。柱穴ーなし。ピット 2個あり。備考一上部及び一部南西コーナーは撹乱を受け

ているため壁や壁溝は明確ならず，わずかに床面や溝によってプランを判明出来る程度。カマドは幅

0.95 m，奥行 0.85m程で，壁への切込みは深い半円形。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と鉄津(1点)である。土器はいずれも破片であり，王手2点と斐の小破

片である。鉄淳は床面から出土している。

121号社遺物一覧表

法 童 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 事会 外 面 内 面 層位

1 I手 口径 14.8 上げ底状となる底部で ロクロ目強い ロクロ目 粗 焼成良 );3~y' 下層

器高 4.4 体部はゆるやかに内轡 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 内外面とも赤褐

401 底径 6.2 しつつ立ちあがり口縁 削り 合む 色を基として褐

に至る 底部一周縁手持ちへラ 色培褐色とで

削り なっている

2 王手 13.0 平坦な底部で体部は下 ロクロ目 ロクロ目 粗 良 カマド

3.5 端へラ削り部に稜を 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外赤褐色 内

407 6.0 もった後ゆるやかに外 削り 含む 内褐色

反しつつ立ちあがり口 底部一回転糸切り離し 底部を中心に黒

縁に至る 後周縁手持ちへラ削り 〈焼けている

122 A号祉-竪穴住居壮一(3-255・256図，図版3-84) 

遺構

形状一方形。大部分を他の住居祉によって切られている。規模-3.85m X 3.00 m。主軸方向-N

-610-W。カマドの位置 西壁中央部。壁一ほぽ垂直で良好。 27，，-，42cm。壁溝一西側及び南側部分で

幅・深さは 10"-'15 cm・-4"-' -6 cm。床面一貼床。良く踏み固められ平坦。柱穴-2個。備考一南コー

ナーを 123号祉に，東半分を 122B号祉によって切られている。東側の柱穴は 122B号祉により切ら

れ不明。カマドは幅 0.7m，奥行 0.45m程と思われるが崩壊している。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも小破片である。

122 B号祉-竪穴住居壮一(3-255・256図，図版3-84) 

遺構

形状 方形。規模←5.00m X 4.80 m。主軸方向-N-30.50-W。カマドの位置一北壁中央部。壁ーカ

マドの部分は撹乱。他はほぼ垂直。 50cm。壁溝 カマドの左袖で切れる。幅・深さは 15"-'20 cm・-

7，，-，-15 cm。床面一貼り床。平坦。柱穴-4個。備考-A号祉を切り ，東コーナーの大部分をC号牡

によって切られている。カマドは擾乱のため，火床と焚口の掘込みを確認したのみで詳細は不明。火

床は焼土堆積，良く焼けていた。
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遺物

出土遺物は土器と鉄製品(鎌 1点)である。土器はごく少量でいずれも小破片である。

122A・B号祉遺物一覧表( )内は出土住居社

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 苛手 外 面 内 面

I 窪 口径 20.1 頚部で直立ぎみに外反 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ

(A) (推定) しややひらきながら口 胴部ー横位へラナ

501 器高 唇部に至る ア

底径

2 I手 わずかな凹面をもっ底 ロクロ目 ロクロ目

(8) 部で体部は直線的に立 体部下端一回転へラ削

516 7.9 ちあがる り

底部回転へラ切り離

し後全面雑なへラ削り

3 鎌 現存長11.0 基端部を欠損するため

(8) 幅 3.15 折り返しの有無は不明

202 厚 0.3 

122 C号祉-竪穴住居壮一(3-257・258図，図版3-84) 

遺構

胎土 焼成・色調 遺存度

組 焼 成 良 J4~Ys 

微砂粒を 外赤褐色

含む 内赤褐色

内外面共ススけ

て黒味を帯びる

密 優 % 
微砂粒を 外灰色

含む 内灰色

基部及び先

端部欠損

位置

出土 備考
層位

上層

下層 須恵器

中層

形状-不整方形。規模-3.90m X 2.95 m。主軸方向-N-510-W。カマドの位置-北壁中央部。壁

一削平のため，遺存部わずか。立上りはほぽ垂直。 17，，-，23cm。壁溝-122B号祉を切っている西側コー

ナ一部分は不明。幅・深さは 10，，-，15cm・-6cm。床面 南側半分は堅固。北東壁下は貼り床か。凹

凸がはげしい。柱穴-4個と考えられるが西側コーナ一部分は貼床で， B号社と重複のため確認出来

なかった。他に東壁中央部下に小ピット 1個。備考-122B号牡を切り，重複する部分に貼床してい

る。カマドは幅1.3m，奥行 0.95m程である。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(鉄斧 1点)である。土器は少量でいず、れも破片もしくは破損品である。

122C号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

聾 口径 17.8 口唇部外面に稜をもっ 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 焼 成 良 %を失損 上層 土師質

(C) 器高 た後内傾する凹面を形 胴部ー叩き目 胴部一わずかにへ 外褐色，頭部 している 須恵器

501 底径 成して立つ ラナデ痕をとどめ 以下はススけて

胴部はゆるやかに内管 る 黒味を呈する個

しつつ張り出し中位上 所が多い

方に最大径をもった後 内褐色

ゆるやかにすぽまる

2 甑 底部は中央に円孔周縁 へラ削り 粗 良 底部破片 カマド 土師質

(C) に半円形の孔を四個も 微砂粒を 外 褐 色 内 須恵器

521 8.0 つものと思われる 含む 内褐色

3 I手 平坦な底部で立ちあが よわいロクロ目 全面へラ磨き 密 良 % 中層

(C) り部が肥厚し体部はほ 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色

507 7.9 ぽ直線的に立ちあがる 削り 合む 内褐色

底部一手持ちへラ削り
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面

4 E平 15.0 体部下位でわずかに内 よわいロクロ目 績位磨き

(C) 望号した後直線的に立ち

514 あがる

5 皿 16.4 平坦な広い底部で体部 ロクロ目 ロクロ巨

(C) 2.4 はゆるやかに内湾しつ 体部下端一手持ちへラ

513 9.0 つひらき口縁部で外反 削り

する 底部手持ちへラ削り

6 高台付 13.2 逆三角形の向台をもっ ロクロ目 ロクロ目

(C) 皿 2.7 内面中央が凸面となり 体部下端回転へラ削

521 6.8 体部はゆるやかに内管 り

してひらく 底部全面回転へラ削

り

7 鉄斧 現存長 7.1 有袋無屑

中高 3.6 銭化欠損が激しい

201 厚 0.4 

123号祉 竪穴住居壮一(3-259・260図，図版3-85・86)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 優 破片で復 床面 内黒土器

微砂粒を 外黄褐色 JC 

合む 上端のみ黒色

内黒色(漆色)

客、 良 ys 上屑

外黄褐色いく

分ススけている

内黄褐色底部

を中心にススけ

ている

密 不良 一部欠損 カマド 体部は強

微砂粒を 外赤褐色 ys 内 い火を受

合む 内赤褐色 けている

刃部%欠 上層

損

形状一方形。全体的に胴張りの丸みを有する。規模 5.20 m X 5.20 m。主軸方向 N-49'-Wo (N 

-41-Eo)カマドの位置一西壁中央部，北壁中央部の 2ケ所。壁一ほぽ垂直。 23'""'-'40cm。 壁 溝 全

周。幅・深さは 10'""'-'25cm. ~ 10 cm。床面ーハードローム中に構築し，貼床。柱穴 4個。備考ーカ

マドは西壁及び北壁の 2か所に存在するが，西壁のものが古く，北壁のものが新しい。西壁のカマド

は幅 1.35m，奥行 0.8m程だが前方部を壊され，火床，焚口は床面下に埋込れていた。北壁のカマド

は幅 1.55m，奥行 1.3m 程で，構材は白色粘土。 122A号杜を切っている。

遺 物

出土遺物は土器，土製品(支脚 2点，土玉 l点)，鉄製品(鎌2点，鉄片 1点)である。土器は多量

に出土しているが，大多数が破片もしくは破損品である。支脚はカマド内から，土玉は埋土中部から，

鉄片は埋土上部から各々出土している。

123号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 窪 口f圭 31.0 頚部で強く外反し外面 口縁部ー横ナデ 横ナデ 粗 焼成良 口縁破片 上層

器高 に凹凸面を形成する口 胴部縦位へラ削り 微砂粒を 全体に褐色 7:i 
503 底径 縁部は口唇部が凸帯状 合む

となり端部は直立して

角ばって終わる

受け口状を呈す

2 要 15.4 口唇部が凸帯状となり 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 京E 良 口縁及び 中層

直立し端部は尖って終 胴部上位~中位ナデ 胴部ー縦位へラ削 微砂粒を 全体に褐色 腹部の破

412 わる 胴部下位横位へラ削 り 含む 片.xi

目同部は強〈張り出し球 り

状となる
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

3 整 26.0 強く「く」字状に外反す 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 良 J;，; 中層 土師質
る口縁部は口唇部外面 胴部叩き目 胴部指頭による 全体に暗褐 須恵、器

412 に凹面を形成して終わ 圧痕か 色

る

胴部はわずかな張りを

もちゆるやかに内轡し

て下がる

4 葱? 33.0 凸帯状の口縁をもっ 口縁部一横ナデ 横ナデ 粗 良 う4 カマド 土師質

胴部叩き目 微砂粒を 全体に黄褐 内 須恵器

123 含む 色

5 婆 27.6 肥厚して凸帯状となる ロクロ目 ロクロ目 粗 良 口縁破片 524 断面チョコ

口縁部をもっ 微砂粒を 外全体に ys 中層 レート色

524 器面が凹凸する 合む 暗褐色 須恵器

内暗褐色

6 斐 胴部下位叩き目 紐積み痕を残す 粗 良 底部y:i残 下層 土師質

胴部下端ー斜位へラ削 微砂粒を 外暗褐色 存 須恵器

404 19.6 り 含む 内赤褐色

7 局台付 10.8 底面の広い台形状の局 ロクロ目 ロクロ目 密 {憂 底部破片 下層 灰粕陶器

長頚瓶 台をもつ 微砂粒を 外暗褐色

403 (? ) 胴部は直線的に立ちあ 含む 内灰色

がる

8 t不 12.2 平坦な底部から強く内 ロクロ目 よわいロクロ目 組 良 y:i残存 511 

4.0 管して立ちあがる体部 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外黄褐色を 中層

511 6.8 は口縁部でわずかに外 削り 合む ベースに底部暗 515 

515 反ぎみとなって終わる 底部全面手持ちへラ 褐色口縁部黒色 中層

削り 暗褐色

内黄褐色口縁

にそって一部暗

褐色

9 I不 12.0 平坦な底部から強く内 ロクロ目 よわいロクロ目 粗 良 y:i残存 511 

3.9 管して立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 長石石英 外黄褐色 中層

511 6.8 は直線的にひらいて口 削り 粒多し 内褐色 527 
527 縁に至る 底部一全面手持ちへラ 中層

削り

10 E干 12.4 平坦な底部から強〈内 強いロクロ目 ロクロ目 粗 良 yz残存 405 

4.0 管して立ちあがる体部 体部下端子持ちへラ 微砂粒を 外黄褐色 口縁部X 中層

523 7.8 は外面に強いロクロ痕 削り 含む 一部暗褐色 底部ほぽ 523 
405 を残しほぽ直線的に口 底部一全面手持ちへラ 内黄褐色 フ由ロ 下層

縁に至る 削り 一部晴褐色

11 I不 12.0 平坦な底部で体部はゆ ロクロ日 ロクロ目 粗 良 yz残存 上層 墨書土器

3.7 るやかに内管気味に立 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外全体に 底部完 体部外面

601 6.6 ちあがり口縁部でわず 削り 含む 黄褐色 「五」又は

かに外反して終わる 底部回転へラ切り離し 内全体に 「玉」か?

後全面手持ちへラ削り 黄褐色

体部に墨書

12 I不 12.8 平坦な底部で体部はわ ロクロ目 よわいロクロ目 粗 良 J;，; 414 

3.8 ずかに内轡気味に口縁 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 全体に暗褐 下層

414 6.2 に至る 削り 含む 色 カマド

530 底部ー全面手持ちへラ 円IJ

削り 530 

カマド

目り

13 I不 15.2 平坦な底部で体部はゆ ロクロ目 へラナデ 密 良 J;，;残存 上層

4.7 るやかに内雪しつつ立 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外黄褐色

510 7.8 ちあがり口縁に至る 削り 含む 底部付近わず

底部手持ちへラ削り かに赤褐色

内全体に

黄褐色
ーー」・ーー
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法 霊 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 汗芸 外 面 内 面 層住

14 E手 12.8 平坦な底部で体部はゆ ロクロ目 よわいロクロ目 密 良 13残存 506 

504 4.2 るやかに内管しつつ立 体部下端手持ちへラ 全体に黄褐 底部完 525 

506 5.8 ちあがり口縁部でわず 削り 色 上層

511 かに外反して終わる 底部全面手持ちへラ 504 

525 底部内面が凹凸である 削り 中層

511 

下層

15 杯 12.8 平坦な底部で体部はゆ ロクロ目 ロクロ目 中E 良 復冗完形 503 

503 3.8 るやかに内脅しつつ立 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外全体に褐色 一部欠損 504 

504 6.6 ちあがり口縁部に至っ 削り 含む 内全体に褐色 上層

514 て軽く外反して終わる 底部全面手持ちへラ 514 

削り 中層

16 王手 11.8 平坦な底部で体部はほ ロクロ目 ロクロ目 組 良 右フ土~~ノ 406 

3.1 ぽ直線的に立ちあがり 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外褐色をベー 下層

406 7.6 口縁に至る り 含む スに赤褐色及び

底部一回転糸切り離し 暗褐色がまだら

後周縁回転へラ削り
状になっている

内褐色いく分

まだら状に暗褐

色

17 E手 12.0 平坦な底部から強く内 (R)ロクロ目 よわいロクロ目 密 良 13残存 413 

3.7 脅して立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 全体に黄褐 中層

413 6.6 は口縁部で外反して口 削り 含む 色

唇部はやや肥厚ぎみと 底部一回転糸切り後周

なり丸みをもって終わ 縁手持ちへラ削り

る

18 勾t 12.3 平坦な底部で体部はゆ (R)ロクロ目 ロクロ目 密 良 %残存 カマド

(B) 4.0 るやかに内脅しつつ立 体部下端←手持ちへラ 微砂粒を 外全体に 底部完 内(8)

416 6.6 ちあがり口縁巳至る 両日り 含む 黄褐色

底部一回転糸切り後周 内全体に

縁手持ちへラ削り 黄褐色

19 I不 11.8 平坦な底部で体部はわ ロクロ目 よわいロクロ目 粗 良 ほぽ完形 418カ

3.8 ずかに内管しつつ立ち 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外暗褐色黄褐 マド内

418 6.4 あがり口縁部でわずか り 合む 色黒褐色が入り

に外反して終わる 底部一回転糸切り離し 乱れまだら紋様

後周縁回転へラ削り になっている

内暗褐色黄褐

色褐色がまだら

*:1:様に認められ

る

20 局台付 細い逆ニ角形の向台を ロクロ目 へフ磨き 組 良 底部破片 上層

皿? 高台高 1.1 持つ 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外褐色暗褐

503 6.8 り 含む 色がまだら

底部全面回転へラ削 内褐色暗褐

り 色がまだら

21 局台付 局い逆ニ角形状の局台 局台部ー横ナデ へフ磨き 粗 良 底部完 下層

皿つ 高台高1.5 をもつ 底部一全面回転へラ削 微砂粒を 外黄掲色

411 7.2 り 合む 内黄褐色暗

褐色がまだら

になっている

22 鎌 現存長17.1 基端部に折り返しを有 基部残存 下層

幅 2.9 する 二つに分

201 厚 0.35 離

23 鎌 長 8.7 基端部を欠損する為折 基部先端 下層

幅 2.3 り返しの有無は不明 部欠損

203 厚 0.25 二つに分

離
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124号壮一小竪穴状遺構一(3-261~263 図，図版 3-86 ・ 87)

遺構

形状一楕円形。規模-2.75mX  2.55 m。深さ一削平面から約 30cm。備考浅い凹み状の遺構である

が，中からわれた土器が多量に出土し，下部から底面には木炭，焼土が多く検出された。

遺物

出土遺物は土器のみである。多量に出土しており，器種は聾類のみである。特に色調等土師質を呈

し，タタキ目をもっ大形の聾，甑の類が多い。

124号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 斐 口径 13.1 強く外反する口縁部は 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼成良 口縁一部 422中層 ロクロ整

422 器高 15.3 口唇部で内傾し端部は 胴部上位~中位ーロク 胴部ロクロ目 微砂粒を 外褐色 欠損 501上層 形

501 底径 6.7 尖りぎみとなって終わ ロ目 下端一指横ナデ 含む 内褐色 胴泌欠損 509上層

509 る 胴部下位一横位へラ削 455中層

455 胴部は中位上方に最大 り 409中層

409 径をもった後ゆるやか 507上層

507 に内管をつづけ平坦な

底部に至る

2 斐 12.6 強く外反する口縁部は ロクロ目 ロクロ目 密 良 石膏で完 508上層 ロクロ整

508 14.3 口唇部外面に稜を形成 胴部下端横位へラ削 底部指頭で整形 微砂粒を 外縄色 形に復元 409上層 形

409 6.4 した後端部は上方に尖 り 含む 内褐色 しである 446上層

446 りぎみとなって終わる 408中層

408 胴部は中位上方に最大

含む 径をもちゆるやかに内

管してすぽまり平坦な

底部に至る

3 聾 13.6 強く外反する口縁部は ロクロ目 口縁部ー横ナデ 密 優 % 504 ロクロ整

口唇部で内傾して終わ 頚部ー横位へラナ 外黄褐色 上層 青三

504 る ア 内黄褐色 501 

501 内外面共一部 上層

焼けて黒〈

なった所があ

る

4 整 20.0 口縁部は外面が凹凸と 横ナデ 横ナデ 粗 良 口縁部破 438中層 土師質

438 なる凸帯状となり端部 微砂粒を 外褐色 片 447中層 須恵器

447 は上下方向に尖出して 含む 内褐色 444中層

444 終わる

5 要 18.0 口縁部は外面に軽い稜 横ナデ 横ナデ 粗 良 yz強有り 507 土師質

507 をもっ凸帯状となり口 微砂粒を 外褐色 上層 須恵器

508 唇内面は直立ぎみと 含む 内褐色 508 

405 なって終わる 上層

405上層

6 聾 19.0 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 組 良 下半分欠 503上層 土師質

503 肥厚して外面が凸面と 胴部叩き目 胴部上位ー横位へ 微砂粒を 外褐色 損 405上層 須恵器

405 なる凸帯状となり口唇 ラナデ 合む 内褐色 口縁yz 501上層

501 端部は直立ぎみに終わ 胴部中位ー叩き目 胴部yz 502上層

502 る と指頭による押え 504上層

504 胴部は内管しつつ大き を行う

く張り出して下がる

7 斐 20.0 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ，部分 口縁部ー横ナデ 粗 良 口縁部破 409 土師質

外商に稜をもった後口 的に叩き目を残す 胴部ーへラナデ 微砂粒を 外暗褐色 片泌残存 上層 須恵器

409 唇部外面がやや内傾ぎ 胴部一叩き目 含む 内暗褐色 507 

507 みの凹面となって立ち 上層

端部は丸みをもって終

わる

胴部はゆるやかに内轡

しつつ張り出して下が

る
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青長 外 面 内 面 層位

8 甑 28.6 口縁部は肥厚して凸帯 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 半E 良 %残存 410上層 土師質

410 状となり口唇部は直立 胴 部 叩 き 目 胴部指頭による 微砂粒を 外褐色 503上層 須恵器

503 して終わる 横位押圧を加えて 含む 内褐色 504上層

504 いる 507上層

507 501上層

501 502上層

502 

9 甑 24.4 口縁部は外反して肥厚 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 車E 良 451中層 内面に輪

451 25.5 し凸帯状となり口唇端 1同部叩き目 目同部 指頭による 外黒色 428中層 積痕

428 14.0 部は上方に小さく尖き 胴部下位ー叩き目の後 押圧の後横ナデ 内黒色 509上層 土師質

509 出して終わる 横位へラ削り 内外面共いく分 510上層 須恵器

510 胴部上位に二個の把手 まだら状の有機

をもった1&わずかに内 物(スス)が付着

管しつつすぽまって下 している

がり，中央に円孔をー

つ周縁に半円孔を四つ

めぐらす底部に至る

10 甑 27.0 口縁部は肥厚して凸帯 口縁部横ナデ ロ縁部横ナデ 粗 良 YJ 509上層 土師質

509 状となる 胴部 叩 き 目 胴部一指頭による 微砂粒を 外褐色 408上層 須恵器

408 胴上位に低い抱手を二 横位の圧痕をとど 合む 内褐色 502上層 内外面に

502 個もつ める スス付着

128 

11 甑 26.0 口縁部は外反して肥厚 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 中且 良 72強 416中層 土師質

416 し凸帯状となり外面に 』同部叩き目 胴部指頭による 外褐色 411上層 須恵器

411 軽い稜を形成し口唇端 押圧痕輪積痕が残 内褐色 501上層

501 部は尖りぎみに終わる る 内外面共ほぽ全 450 
450 胴部上位に二ヶ所把手 面にまだら状に 403上層

403 をもつ 黒色を呈するス 414上層

414 スが付着してい

る

12 鉢 19.3 口縁部に片口をもっ 口縁~胴部下位までは 横位ナデ キ且 良 底部欠損 504よ層 土師質

504 胴部はゆるやかに内管 叩きの後にナデ及びロ 輪積痕がみられる 外褐色 506上層 須恵器

506 しつつすぽまって下が クロによる整形によっ 内褐色 505上層 両面とも

505 がる て叩き目を消している 両面ともススが 507上層 ススが付

507 胴部下位ー斜位へラ削 付着して細く黒 511よ層 着して細

511 り 色のまだらがみ 447中層 かい黒の

447 られる 508上層 まだらが

508 みられる

13 斐 口縁部直下から胴部に 叩き目 土師須

かかる部分の破片 i 須恵器

502 刻書土器

505 』向上部

(肩部)外

面焼成前

「下総国

口一」

125 A号壮一土墳 (3 -264・265図，図版 3-88) 

形状 方形。規模 1.8 mX 1.2 m。深さ 90cm。備考埋土は暗褐色土で，底面には木炭がしきつめ

られていた。 125B号牡カマド等を切っている。遺物は底面近くから石製紡錘車，鉄製品 (鍛)，埋土

中から素焼の小皿が出土している。

遺物

出土遺物は小皿(1点)と鉄鉱(1点)，石製紡錘車(1点 補足図 6一)である。
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125 B号祉-竪穴住居壮一(3-264・265図，図版3-88) 

遺構

形状一方形。北東コーナーがやや突出す。規模-4.40m X 4.45 m。主軸方向-N-28。ーE。カマド

の位置ー北壁中央部。壁一西壁は擾乱の為不明。他はほぼ垂直。 25"-'30cm。壁溝一全周していたもの

と思われる。幅・深さは 10，，-，15cm・-5"-'-6cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考ーカマド西側をA

号杜，東壁を径 80"-'1 00 cm程のピット 2個に各々切られている。

遺物

出土遺物は土器と銅製品(蛇尾裏金具 1点)である。土器は少量で，須恵器坪蓋 1点を除いて小破

片である。

125A・B号祉遺物一覧表 ( )内は出土住居牡

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 聾 口径 30.0 頭部で強く外反する口 ロ縁部ー横ナデ 横ナデ

(8) 器高 縁部は口唇部外面に凹 胴部縦位へラ削り

503 底径 面をもちわずかに外方

にひらくように立ちあ

がる

2 聾 11.2 胴部最上位に稜をもっ 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ

(8) た後強〈外反する口縁 胴部一丁寧な縦位へラ 胴部一斜位へラナ

509 部は口唇部外面に稜を 削り ア

形成し受け口状となる

胴部は球状となる

3 蓋 つまみ径 2.2 宝珠形の鑑をもっ 天井部~体部上端一回 ロクロ目

(8' 11 天井部と体部との境に 転へラ削り

404 天井部 5.8 明瞭な稜をもち体部は 体部ーロクロ目

外反した後口唇外面に

やや内傾する面を形成

し端部は尖って終わる

4 E手 7.9 中央が上げ底状となる ロクロ目 ロクロ目

(8) 底部から強く内脅して 底部ー全面手持ちへラ

503 立ちあがる 削り

底部に墨書(印)

5 皿 12.0 わずかに上げ底状の底 (R) ロクロ目 ロクロ目

(A) 1.7 部で体部はゆるやかに 底部一手持ちへラ削り

406 5.2 内毎しつつひらく

6 鉄製品 現存長13.2 棒状を呈す 一片は全面に木質を残

(A) 幅 0.95 端部は尖る す

202 厚 0.7 

7 銅製 現存長(1.3)破片であり，鉄穴 1か

(8) 帯金具 幅 (0.8) 所の部分が遺存

201 

126号祉-竪穴住居牡一(3-266・267図，図版3-88・89)

遺構

位置

胎土 焼成・色調遺存度 出土 備考
層位

組 焼成優 口縁部破 503 

微砂粒を 外褐色 片w. 中層

含む 暗褐色の個所

も見られる

内暗褐色

濃淡あり

組 良 口縁部腹 509カ

微砂粒を 全体にほぼ 部ほぽ% マド内

含む 暗禍色 残存

密 優 完形 404 須恵器

ι砂粒を 外口縁付近の 第 4pit

含む み灰色外は暗褐 間上層
色

内 %は灰%は

暗灰色

粗 優 底部%残 ω3 底部外面

外灰色 存 中層 に~J書側

内暗灰色 (焼成前)

「メ」
須恵器

粗 良 406 

全面禍色 カマド

左大

pit中

層

片側端部 大 pit

欠損 内

破片 錠尾裏

金具

形状一正方形に近い方形。規模-4.40m x 4.35 m。主軸方向-N-80-E。カマドの位置ー北壁中

央部。壁一垂直。 35"-'60cm。壁溝一全周。幅・深さは 15"-'18 cm・ー5"-'ー10cm。床面一ハードロー

ムの上面。ほぽ平坦。柱穴-4個。備考ーカマドは幅1.4m，奥行1.0m程で，壁への切込みはわず
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かに浅い半円形。煙道昇角は垂角に近い。焚口から火床にかけては約 20cm位の掘込みとなり ，底面

は良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(鉄環?1点，鉄鉱2点)，青銅製帯金具(蛇尾 1点)である。土器はいず

れも破片もしくは破損品である。鉄鉱は埋土下部から出土している。

126号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青3 外 面 内 面 層位

1 窪 口f圭 22.0 強 く外反する口縁部は 横ナデ 検ナデ 粗 焼成良 ロ縁破片 中層

底径 口唇外面に稜をもった 微砂粒を 外淡靖褐色 ごく一部床面

407 器高 後凹商をつ くり端部は 含む 内淡暗褐色 のみ残存

507 外方にひらいて受け口

状となる

2 費 13.0 器厚を減じつつ強く外 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 良 口縁部腹 周溝上

反する口縁をもっ 胴部ー縦位へラ削り 胴部ーへラナデ 微砂粒を 外褐色いく 部破片%

513 含む ぶん暗褐色か 残存

かった所あり

内褐色

3 t手 16.8 平坦な底部で体部はゆ ロクロ目 ロクロ目 粗 優 体部口縁 上層

10.5 るやかに内轡しつつ立 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外赤褐色 YJ 上層

505 5.5 ちあがって口縁に至る 削り 合む 内赤褐包

506 底部内面凹凸が著しい 底部ー全面手持ちへラ

削り

4 Eヰ 12.0 平坦な底部で体部は器 ロクロ目 ロクロ目 粗 良 残存部~ 床面 須恵器

7.8 厚を減じつつほぽ直線 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外口縁部付近

403 3.8 的に立ちあがり口縁に 両日り 合む は灰色底部中IL'

至る 底部一全面手持ちへラ に黒

削り 内底部付近は

付着物で黒味を

帯ぴる

5 蓋 鐙径 2.0 宝珠の退化した型の鐙 体部(天井部)上位一回 ロクロ自 粗 優 下層 須恵器

口f圭 15.6 をもつ 転へラ削り 長石若干 外

404 鉦高 3.5 体部はゆるやかに内管 体部~口縁部ーロクロ 含む 灰色口縁

12 しつつ下がり口唇部直 日 部褐灰色

立ぎみとなり端部は 内

尖って終わる

6 青銅製 現存長l.85 鋲は 3本とも完存する 全体に緑背が浮出して 側面一部 下層 詑尾

手管金具 幅 l.9 いる 欠損

202 厚 0.15 

高 0.55 

7 鉄製品 長径 4.6 一部切れた環状を呈す %残存 皇室下層

断面直径 0.8 断面は構円形を示す

204 

127号祉-竪穴住居壮一(3-268・269図，図版3-89) 

遺 構

形状一北半分がやや大きい方形。規模-4.65m X 4.70 m。主軸方向-N -123.50
- E。カマドの位置

一東壁中央部。壁一ほぽ垂直。 35~55 cm。壁溝一全周。幅 ・ 深さは 15~20 cm ・ -3~-8cm。床面

一ハードロームを掘り込んだ貼床。柱穴-4個。他に壁溝中に小ピット 10個。備考ーカマドは幅 1.5

m，奥行 0.95m程で，構材は粘土。火床の掘込みは浅い。

qtυ 
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遺 物

出土遺物は土器のみである。出土量は少量であり，大部分は小破片である。いずれも埋土中から出

土している。

127号枇遺物一覧表

番号

1 

513 

2 

509 

法 量 特 徴
名称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内

口径 131 頚部で強く外反する口 口縁部横ナデ 横ナデ

底径 縁部は外面が凹凸状と 胴部一縦位へラ削り

器高 なり端部に至る

胴部はゆるやかに張り

出しぎみに下がる

I不 15.0 平坦な底部で体部は下 ロクロ目 ロクロ目

8.4 位に稜をもった後外反 体部下位ー横ナデ

3.6 して立ちあがり口縁に 底部回転へラ切り離

至る し後手持ちへラ削り

底部内面の凹凸が著し

~， 

128号祉-竪穴住居牡一(3-270・271図，図版3-89) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

粗 焼成良 J;i口縁破 カマド

微砂粒を 外褐色 片 内

含む 内黄褐色

密 良 y2欠 上層 土師質

微砂粒を 外褐色 須恵器

含む 内褐色

形状一不整方形。規模 3.10 m x 2.10 m。主軸方向-N-120- E。カマドの位置一北壁中央部。壁

西側半分は不明確。他はほぽ垂直。 15cm。壁溝一ほぽ全周。幅・深さは 15cm・-7'""'-'-8cm。床

面一ソフトローム。軟弱。平坦。柱穴 なし。備考撹乱を受けカマドを中心に左側は不明な所もあ

る(点線図示)。撹乱拡はプランの西寄り南北に入る。 250cmx55 cm。また，カマド左側は径 40'""'-'50

cmの円形ピットが壁を切っている。

遺 物

出土遺物は土器のみである。出土量は多いが，いず、れも破片もしくは破損品である。大形の叩き目

を有する聾や小形のロクロ整形の聾が顕著である。

128号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

聾 口f圭 20.8 「コ」字状に近い口縁で 口縁部~頚部一横ナデ 口縁部横ナデ 粗 焼 成 良 口縁部大 410カマ

410 底径 11.2 口唇部外面に凹面を形 胴部斜位へラ削り 胴部ーへラナデ 微砂粒若 外黄褐色大部 半が欠失 ド内

501 器高 26.6 成してわずかに受け口 頚部に指頭痕残る 干 分ススけて黒色 501 表面

409 状となって終わる
灰色を帯びる 406カマ

406 胴部は中位に最大径を
内黄褐色外面 ド右袖

408 もち内脅しつつすぽ
より多くほとん 下

403 まってほぽ平坦な底部
どススけて黒か 409カマ

411 に至る
ら灰色帯びる

ド内

408カマ

ド内

403床面
411カマ

ド内
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

2 饗 11.0 小型でむある ロクロ目 ロクロ目 半E 良 上部破片 507 ロクロ使

頚部で強く外反する口 外 褐 色 y:i 表面 用

507 縁部は外面に軽い稜を 内黄褐色 508 

508 もって口唇部が内傾し 表面

て終わる

胴部は中位上方に最大

径をもち内轡しつつす

ぽまる

3 ~ 12.2 小型である ロクロ目 ロクロ自 組 良 上部泌の 507 ロクロ使

頚部で強〈外反する口 外褐色一部 破片 表面 用

507 縁部は外面に稜をもち 赤褐の所有り 501 

508 口唇部外面に内傾する 内黄褐色 表面

面をつくり端部は尖っ

て終わる

胴部は内轡しつつ張り

出して下がる

4 斐 19.0 強く外反する口縁部は 口縁部~頚部横ナデ 口縁部~頭部横 組 良 口縁%強 505 土師質

肥厚して凸帯状となり 胴 部 叩 き 目 ナデ 外褐色 胴部y:i 表面 須恵器

505 口唇部は直立ぎみと 胴部一指頭による 表面にいく分煤 501 

501 なって終わる 押へ が付着している 表面

胴部は強く張り出し内 内褐色

脅しつつ下がる

5 袈 18.9 強く外反する口縁部は 口縁~頚部横ナデ 口縁~頚部横ナ 組 良 口縁部ほ 402上層 土師質

508 肥厚して中央が凸面と 胴 部 叩 き 目 ア 外 f:f完 504上層 須恵器

505 なり上下に小さく尖出 胴部一指頭による 内 胴部y:i 508表面

503 する凸帯状となる 押へ 505表面

胴部は内管しつつ張り 503表面

出して下がる

6 整 18.0 強く外反する口縁部は 口縁部~頚部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 良 上部破片 503表面 土師質

503 肥厚して凸帯状となり 胴 部 叩 き 目 外褐色 yz 507表面 須恵器

507 端部で尖りぎみとなっ 内褐色 506表面

506 て終わる

胴部は内管しつつ張り

出して下がる

7 甑 26.6 口縁部は外反した後肥 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 車E 良 口縁部破 506 土師質

厚し凸帯状となり上下 胴 部 叩 き 白 胴部わずかに指 外 片 表面 須恵器

506 に小さく尖出して終わ 頭による押えがみ 内

る られる

胴部はわずかに内管ぎ

みに下がる

8 甑 内外面に凹凸を持ちな 胴部叩き日が斜めに 粗 良 うも 405 土師質

13.4 がらほぼ直線的に立ち まばらに残る 外褐色 東側壁 須恵器

405 あがる 胴部下端一横及び斜位 内褐色 中層

503 中央に I孔まわりに半 へラ削り 503 
月形4子しをもつものと 下位一へラ削り，指頭 表面

思われる 痕

9 月〈 16.5 平坦な底部で体部はゆ ロクロ目 ロクロ目 粗 良 体部%残 406 土師質

6.6 るやかに内轡しつつ立 微砂粒を 外褐色， 存 カマド 須恵器

406 4.9 ちあがり口縁部でわず 含む 暗褐色がま 底部完 右袖下

かに外反して終わる ざる

内暗褐色

10 I不 14.0 平坦な底部で体部はわ ロクロ目 組 良 y.i残存 411カ 土師質

6.3 ずかに外反しつつ立ち 体苦s下端一手持ちへラ 微砂粒を 外暗褐色 底部完 マド内 須恵器

411 5.0 あがる 削り 合む 褐色が混 406 
406 底部一回転糸切り後周 じっている カマド

縁手持ちへラ削り 内暗褐色 右袖

(均一)

11 I不 13.6 平坦な底部で体部は内 ロクロ目 ロクロ目 キE 良 底部完 409カ 土師質

6.2 脅しつつ立ちあがり口 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外晴褐色 体部% マド内 須恵器

409 4.4 縁部でわずかに外反し 削り 含む と褐色が混

て終わる 底部一回転糸切り離し じっている

後周縁手持ちへラ削り

p
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129祉-竪穴住居牡一(3 -272"-'274図，図版3-90)

遺構

形状一正方形。規模-5.50m X 5.55 m。主軸方向-N-60-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 60cm。壁溝一全周。幅・深さは 10"-'15 cm・-7，，-，-10 cm。床面一貼床で堅固。ほぽ平坦。

柱穴-4個。他に西側中央部及び南壁中央部下に小ピットあり。備考一南西隅は径 80cm程の円形

ピットに切られている。カマドの幅は1.65m，奥行1.5m程で，構材は砂質粘土。火床は良く焼けて

いた。

遺 物

出土遺物は土器，土製品(土玉 21点)，石製品(たたき石 1点，軽石 1点)，鉄製品(1点)，鉄津

( 2点)である。土器は量が多いが，大部分破片もしくは破損品である。出土状況は大半が埋土中か

ら出土している。土玉は西壁中央部直下及び中央部から南東部の床面上から各々出土している。鉄製

品は埋土上部，鉄津は埋土中部から各々出土している。

129号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

要 口径 25.0 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 焼 成 良 口縁付近 下層

底径 口唇部外面に稜をもっ 胴部ーへラナデ 胴部ー横位へラナ 長石，石 外黄褐色 ~残存
419 器高 た後やや外傾する凹面 ア 英粒多い 内口縁付近

を形成して受け口状と 一部黄褐色他

なって終わる は暗褐色

胴部は内轡しつつ大き

く張り出す

2 聾 22.4 強く外反する口縁部は 横ナデ 横ナデ 粗 良 口縁破片 下層

口唇部外面にゆるやか 長石，石 外全体褐色

416 な凹面を形成し受け口 英粒を多 内全体錆色

状となってひらく く含む

3 聾 21.8 強く外反する口縁部は 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 良 口縁~残 下層表

510 口唇部外面に稜をもっ 長石，石 外褐色赤褐色 存 面

508 た後直立ぎみとなり端 英粒多い 暗掲色などがま 上腹部J!，i

509 部は丸みをもって終わ じり合っている 残存

る 内口縁部ベン

胴部は内毎しつつ強く ガラを塗るその

張り出す
他掲色

4 要 18.8 口縁部は強く外反し短 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 良 上層カ

かく終わる 胸部ー縦位へラ削り 腕部ナデ 長石，石 外褐色 マド近

509 胴部は内毎しつつ張り 英多量 内褐色(付着 く

505 出して下がる 物の痕を思わせ

る暗褐色のまだ

らがみられる)

5 建 15.0 口縁部はゆるく外反す 横ナデ 粗 良 下層 | 
る 胴部ー横位へラナ 微砂粒を 外暗褐色

409 胴部は球形を呈す ア 含む 混赤褐色

内暗褐色

混赤褐色

6 要 15.0 頚部に細かい凹凸面を 口縁部一様ナデ 口縁~胴部ーナデ 粗 良 上部破片 下層

もち口縁部は強く外反 胴部一縦位へラ削り 外

409 する 内

7 護 16.2 頚部内面に稜をもち強 口縁部横ナデ 横ナデ 粗 良 口縁破片 下層

〈外反する口縁部は外 腕部一斜位へラ削り 外褐色 x 
511 面がゆるい凹凸状とな 内暗褐色

る
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 ~ 外 面 内 面 層位

8 護 12.0 頚部内面に軽い稜をも 横ナデ 横ナデ 市且 良 口縁付近 上層 外面~J離

ち強く外反する 外褐色 );，i残存 著しい

501 口縁部は端部が丸く終 内暗褐色 内面スス

わる 付着

9 斐 11. 0 外反する口縁部は口唇 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 良 口縁部)4 表面

端部で丸みをもって終 胴部ー縦位へラ削り 砂粒含む 全体にほぼ の破片

507 わる 暗褐色

10 窪 23.0 頚部下位に稜をもち強 口縁部横ナデ 横ナデ 京且 良 口縁部破 上層

く外反する口縁部で口 胴部横位へラ削り 砂粒含む 外褐色 片

504 唇部外面に凹面をもち 内褐色，

やや受け口状となる 暗褐色が混

り合ってい

る

11 護 23.0 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ(部分 横ナデ 手E 良 口縁部破 南側外

口唇部でわずかに肥厚 的に叩き目を残す) 砂粒を合 外褐色 片 の穴

515 し丸みをもって終わる 』同部叩き目 む 内褐色

12 I不 10.8 強い孤状となる底部か 口縁部横ナデ ヘラ磨き 車E 良 下層

ら内管を続けて立ちあ 体部~底部横位へラ 外褐色と

411 がり口縁部下に強い稜 削り 暗褐色が混

を形成して口縁部外面 り合ってい

が内傾する面となって る

立ちあがる 内暗褐色

の濃淡

13 I不 10.6 丸底の底部より内毎し 口縁部一横ナデ 全面へフ磨き 手E 良 yz 
丸底 て立ちあがり口縁部で 体部 ・底部ー横位へラ 外褐色

418 4.0 は器厚をやや減じて直 削り後へラナデ わずかに黒

立する 色あり

内褐色

14 坪、 12.2 孤状となる底部から内 口縁部償ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 良 ほぽ完形 中層下 外面剥離

404 丸底 警警を続けて立ちあがり 体部~底部ー横位へラ 体部一丁寧なへラ 外底部中 層上層 あり

419 4.2 稜を形成した後口縁部 削り後へラナデ ナデ 心に褐色 カマド

509 外面にゆるやかな凹面 内口縁部を 近く

を形成して端部は丸み 中心に暗褐色

をもって終わる 底部褐色

15 椀 13.0 ゆるやかに内轡しつつ ロ縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 手且 良 口縁部付 上層表

立ちあがり口唇端部が 体部ーへラ削り後へラ 体部ーへラ磨き 全体的に褐 近);，i残存 面カマ

507 丸く終わる ナデ 色 ド上

506 

16 椀 9.9 わずかに平坦に近くな 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 良 yz 下層
丸底状 る底部から強く内湾し 体部~底部ー横位へラ 体部ーへラ磨き 外褐色が基調

413 5.2 て立ちあがり口縁部下 削り後へラナデ 底部中心に黒色

位に稜をもち口縁部は がまざる

わずかに内傾ぎみに立 内

つ

17 町、 12.0 ゆるやかな孤状となる ロクロ目 ロクロ目 粗 優 口縁部破 整形不備

底部から体部下位に軽 底部一回転へラ切り離 全体に灰色 片う4 のために

402 い稜をもった後直線的 し後軽くへラ削りを行 粘土が付

に立ちあがり口縁に至 い体部下位にまで及ぶ 着してい

る るまま焼

きとって

いる

、須恵器

18 主主 10.8 ゆるやかに内脅しつつ 天井部一回転へラ削り ロクロ目 粗 良 %破片 須恵器

下がり口縁部でわずか 体部ーロクロ目 長石含む 外明灰色

に外反する 内

口縁部内面に弱いかえ

しをもつ

19 盤 28.0 平坦な広い底部から強〈 ロクロ目 ロクロ目 粗 優 x;;破片 上層 須恵器

内管気味に立ちあがり口 体部下端~底部回転 外暗灰色

505 唇部内面に稜をもちゃや ヘラ削り 内暗灰色

尖りぎみに終わる
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・底径・器高 器 形 外 面 内

20 軽石 長径 7.5 握挙大のものである

4.5 
103 

21 たたき 現存長 8.0 偏平な円礁の 2面を打

石 幅 8.2 割している

104 厚 3.2 

130号祉 竪穴住居壮一(3-275・276図，図版3-90) 

遺 構

位置
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

面 層位

柱穴中

下層

形状一正方形。規模 3.30 m X 3.30 m。主軸方向-N-104.5'-E。カマドの位置一東壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 44cm。壁溝一全周。幅・深さは 10------15cm・ 4-------6cm。床面一柱穴間，カマドの前

面は堅固。他は軟弱。凹凸がある。柱穴 4個。備考 カマドは幅1.25m，奥行1.45m程で，構材

は白色粘土。

遺 物

出土遺物は少量の土器と土玉(1点)である。土器はいずれも破片である。

130号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 青三 外 面 内 面 層位

要 口径 13.1 胴部最大位に軽い稜を 口縁部一横ナデ 横ナデ 組 焼成良 口縁部破 覆土中

底径 もち口縁部は強く外反 胴部縦位ヘラ削り 微砂粒を 外黒色 片xi残存

503 器高 する 合む 内黒色

2 ff， 11.6 孤状となる底部から内 口縁部ー横ナデ 全面ヘラ磨き 粗 1憂 カマド

丸底 湾を続けて立ちあがり 体部~底部一丁寧なへ 長石若干 外暗褐色 右袖中

402 4.9 口縁内面に軽い稜を ラ南IJり 合む 内黄褐色 層カマ

504 もった後端部はやや尖 ド上

りぎみとなって終わる

3 蓋 16.0 わずかに内湾しつつひ ロクロ目 ロクロ目 密 1憂 ys 床面 須恵器

らく体部は口唇部外面 微砂粒を 外灰色

502 で直立する面を形成し 含む 内灰色

端部は尖って終わる

4 高台付 低く角ばってしっかり 体部ロクロ目 全面灰紬がかかっ 密 優 ys 覆土中 灰紬陶器

t手 6.5 と立つ高台をもっ 高台貼付後底部全面を ている 微砂粒を 灰色付着物

503 0.5 底部はわずかに上げ底 ナデ 含む のためいく

ぎみとなり体部は大き 分褐色のま

く内湾しつつ立ちあが だら

る

150号祉-掘立柱建物壮一(3-278・279図，図版 3-91) 

桁行を北東から南西にもつ 3問 (5.4m) X 2間 (4.2m)のものである。柱聞は桁行各1.6m (6 

尺)，梁行各 2.1m (7尺)である。主軸方向はN-40'-E。掘り方は円形及び楕円形を呈し，径 90

cm------120 cmである。 200号牡及び 300号牡と重複する。 020号住居祉を切っている。
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200号祉 掘立柱建物壮一(3 ~278 ・ 279 図，図版 3 ~91) 

桁行を北東から南西にもつ 3間 (6m) X 3間 (4.5m)のものである。柱聞は桁行 2.1m ( 7尺)-1. 

8 m (6尺)-2.1 m (7尺)，梁行各1.5m (5尺)である。主軸方向はN-400
- E 。掘り方は円形あ

るいは楕円形を呈し，径 60cm"-' 100 cmである。 150号牡と重複する。 020号住居祉を切っている。

250号壮一掘立柱建物壮一(3~278 ・ 280 図，図版 3 ~91) 

桁行を北東から南西にもつ 3間(1.5m)X 2間 (4.2m)のものである。柱聞は桁行1.8m ( 6尺)-1. 

5 m (5尺)-1.8 m (6尺)，梁行各 2.1m (7尺)である。主軸方向はN-450-E。掘り方は円形

及び楕円形で，径 80cm"-' 120 cmである。150号祉と重複する。

300号祉 掘立柱建物杜 (3~278 ・ 281 図，図版 3 ~91) 

桁行を北東から南西にもつ 3間 (6.6m)x 2間 (4.2m)のものである。柱聞は桁行2.1m (7尺)-2. 

4 m (8尺)-2.1 m (7尺)，梁行各 2.1m (7尺)である。主軸方向N-39"-E。掘り方は主に円形

を呈し，径 50cm"-' 70 cmのものが多い。

350号祉 掘立柱建物壮 (3 ~278 ・ 282 図，図版 3 ~91) 

桁行を北東から南西にもつ 3間 (4.5m) X 2間(3.0m)のものである。柱聞は桁行，梁行ともに各1.

5 m (5尺)である。主軸方向はN-41"-E。掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 70cm，，-，90 cm 

程のものが多い。 013号住居祉を切っている。

400号壮一掘立柱建物祉 (3 ~278 ・ 283 図)

桁行を北西から南東にもつ 2間 (4.2m)x2間 (3.0m)の建物牡とも考えられるが西側の桁行長は 3.

7m程であり，他の建物牡と較べ不整形なプランを呈する。主軸方向はN-440-Wである。

※ なお，以上の掘立柱建物社のほかにも柱掘り方と思われるピットが多数認められたが，諸般の事

情で掘立柱建物祉としての確認なし得なかった。

その他の遺物 (3~277 図，補足図)

本遺跡において包含層等から検出・採集された遺物は土器片等多数あるが，墨書土器等特徴的なも

のに下記表の 4点がある。瓦塔の破片は軒先部分の小破片であり， 1点のみ検出されている。スタン

プ状の土製品は完形で，表面こまかな刻みが入っている。
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LOC 14遺跡採集遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・底径・器高 器 形 外 面 内 面 層位

I Eヰ 口径 12.8 平底の底部より内管し ロクロ目 口縁から体部にか 密 焼 成 良 ほぽ完形 墨書土器

底径 6.8 て立ちあがりほぼ直線 体部下端一手持ちへラ けて油煙付着 微砂粒を 外淡褐色 体部外面

601 器高 3.7 的にひらき口縁部でや 削 り 含む 内淡褐色 「牛」

や外反する 体部に墨書 「牛J

2 亙塔 亙塔の屋根の部分 半且 良 小破片 軒先部分

小破片である 外 いく ぶん

301 灰色がかった

黄褐色

内褐色

3 スタン 上位巾 1.2 体部に連続して文様? 砂粒を含 良 完形

プ状 下位巾 1.9 が存在 む 外明茶褐色

304 土製品 長さ 2.6 内

補足図
I不 墨書 小破片 墨書土器

体部下端及び底部ーへ 体部外面

L2_ ラ削り 「住」
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Loc 15遺跡



4. Loc 15 (郷部・加良部)遺跡の調査(別図 4・5・6図， 4 -1 """"191図，図版 4-1 """"68) 

(1) 立地

ニュータウン区域の東側は根古名川に注くつj、橋川によって画されている。この小橋川の源流は，南

西から東北方向に流れる 4本の小河川となり，狭くて深い谷が複雑な樹枝状に入り込んでいる。谷と

谷との聞は尾根状の台地となり，成田周辺の特徴ともいえる起伏の多い地形を形成している。

本遺跡は，このような狭くて深い谷が樹枝状に入り込む台地の奥部に近く位置している。遺跡の所

在する地は東側が深い谷となり，南・北側はこの谷からのびる小支谷が，さらに西側は北側の小支谷

が， Loc 16遺跡の所在する台地と画するが知く延びてきて浅い谷を形成している。このため遺跡地

は，あたかも四周を谷に固まれるかのような長方形状に近い小台地となっている。

台地上面の標高は約 35m，東側の谷の水田面の標高は約 15mを測り，比高は約 20mであった。

台地上はほぼ平坦に近かったが，縁辺から急傾斜をなして水田面に続いている。台地上は約半分が畑

地として利用されていたが，残りの半分は，雑木林及び荒蕪地であった。

なお，本遺跡の現状は，ショッピングセンター及び周辺の集合住宅近辺である。

(2) 調査の経過

本遺跡の調査は，昭和 44年 10月30日から翌 45年9月3日まで，途中若干の断続はあったが実施

され，約 25，000m2の範囲について発掘調査した。

調査着手時の表面的観察によれば土器片等の散布は薄く，また分布調査報告書によれば，縄文時代

及び国分期の遺跡とされていた。このため全域にわたってトレンチを設定し，遺跡の性格等の確認か

ら始めることにした。

これらのトレンチは，Loc 15遺跡の台地中央を縦横断するほか， Loc 16遺跡の所在する台地にか

けて幅 2mのトレンチを延長 600mにわたって設定した。

これらのトレンチによる調査は， 11月15日に終了し，その結果竪穴住居牡と思われる遺構を 5か所

検出した。いずれも国分式土器を出土するものであった。

この結果から，本遺跡では，西側の雑木林及び荒蕪地を含む台地のほぼ全面にわたって遺構が分布

する可能性が予想された。だが， Loc 16遺跡へと続く，浅い谷の入る西側の区域からは遺構の検出は

なく，また遺物の出土がほとんどなかった。

一方，本遺跡における土層の堆積状態についてみると，第 1層は厚さ 20........25 cmで耕作土である。

第 2層は暗褐色土で 35........40cmであった。第3層はローム層軟質部である。以上は全般的な傾向であ

るが，本遺跡においては，北側 Loc17遺跡で確認された第2層上部に存在した褐色土層は，ほとん

ど検出されなかった。あるいは耕作の深さ等にも関係したものと考えられる。

前述のごとく，遺跡の範囲は台地全面にわたるものと予想されたが，当初南側の雑木林及び荒
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蕪地は，遺跡調査地域に含まれていなかったため，これを含めて全面的に調査するには第 1，2層を

人力により排土することは，時間的に到底できないと判断された。このため重機によ り，第2層上半

までを削平排土し，以下の精査を人力によることとして 12月 22日より排土を始め，本格的な調査に

着手し，Loc 16・Loc17遺跡と共に調査が進行したが，翌年2月に Loc19-II遺跡の調査を先行さ

せる必要が生じたので， 2月 21日に発掘作業を一時中断した。

その後， 5月 31日より発掘作業を再開したが，遺構として竪穴住居祉の他に，掘立柱建物祉が検出

され，調査に新たな課題が加わった。発掘作業は 8月 11日に終り，以後実測作業を行って， 9月3日

に全作業を終了した。

なお，本遺跡は，当初 Loc16遺跡の所在する台地の一部区域までが含まれていた。だが，調査の

結果， Loc 16遺跡の所在する台地聞にはあたかも両遺跡を画するがの知く，遺構が全く検出されな

かった区域が広範囲にわたって認められた。このため， Loc 16遺跡の所在する台地で検出された

15001-----15007の遺構番号をつけた 7軒の住居祉は，むしろ Loc16遺跡に含めるべきものとして，本

報告では 16029-----16035の番号に改めて， Loc 16遺跡に含めた。それゆえ本遺跡の遺構番号は， 008か

ら始まることを付す。

(3) 遺構と遺物

本遺跡で検出された遺構は，竪穴住居牡 66軒・掘立柱建物社 16棟 ・溝状遺構 1条 ・土境多数に大

別出来る。 このうち溝状遺構は台地南端に近く所在しており，調査前から溝状に浅く 凹んだ遺構と し

て認められており，おそらく近世以前に作られた地境的なものと考えられる。この他には，あるいは

掘立柱建物祉の柱掘り方に類する土壌や，風倒木の痕とおぼしき土墳等が若干認められたが，報告では

省略した。

遺構 ・遺物については，以下の通りである。なお掘立柱建物祉の遺構番号については，住居祉等と

の区別と，さらに柱掘り方に各々番号をつけた関係上，各建物祉ごとに 150号社から順に 50番単位に

わけで区分した。

001--007号祉

Loc 16遺跡へ含め，欠番とした。

008 号壮一竪穴住居壮一(4 - 1 ~ 3 図，図版 4 -2) 

遺構

形状 方形。規模 450 mx3.90 m。主軸方向-N-18'-E。カマ ドの位置-北壁中央部。壁一ほぽ

垂直， 40cm。壁溝ーカマドの左右が一部分切れている。幅深はさ 20cm・-6cm。床面一ほぽ平坦。

柱穴 4個。
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カマド

大き さ-70cmx90 cm。構材一粘土(砂質)。壁への切り込み一ほとんどなし。袖部-15'"'-'20cmと

幅狭。焚出部ーなし。 燃焼部-50'"'-'60cm x 20 cm以上。煙道部 長さ 40cm。直角から焼出口でやや

開く。 天井部 後面一部が遺存。備考ーカマ ド下埋土施設あり。火床はあまり焼けておらず深く掘り

込んで黒土とロームブロック を敷きつめた ものと思われる。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と鉄津(1点)である。土器はいずれも破片ないしは破損品である。鉄

津はカマド内から出土している。

008号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 非長 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 15.4 頚部でゆるく外反する 口縁部~頚部横ナデ u縁部横ナデ 密 焼成良 12片接合 カマド

器高 24.3 口縁部は口唇部近くで 桐部上半縦位へラ削 砂粒を多 外暗褐色 yz弱 内

401 底筏 外反の度を強め，外面 り 含む 内褐色

に綾を形成し，口唇部 胴部下半ー横あるいは 長石粒若

は受け口状となって端 斜位へラ削り 干

部は尖って終わる

胴部は内管しつつ下が

り中位に最大径をもっ

2 婆 16.4 頚部で強く外反する口 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 10片接合 カマド

8.4 縁部で口唇部は丸みを 胴部上位ー縦位へラ削 胴部ーへラナデ 砂粒含む 外 褐 色 ys 内

401 もって終わる り 内褐色

胴部は内管しつつ下が 胴部中位一斜位へラ削

る り

3 饗 やや凸面状となる底部 全面横位へラ削り 胴部中位ーナデ 密 良 4片接合 カマド

7.0 をもつ 胴部下位~底部 砂粒含む 外 褐 色 図の部完 内

501 6.5 指頭痕が残る 内暗褐色

4 t不 15.4 平坦な底部から強く内 ロクロ目 全面ロクロ目 密 1憂 y:i 床面 体部と底

5.9 脅して立ちあがる体部 体部下端~底部一回転 外 褐 色 部に焼成

601 7.8 はゆるやかな内轡を続 へラ削り 内黒色 後の刻書

けて伸び，口縁部でわ ixJ 
ずかに外反し，端部は 内黒土器

尖って終わる

5 I不 平坦な底部からやや内 体部ナデ 体部横位磨き 底部yz 床面 底部外面

管して立ちあがる 底部回転糸切後底部周 底部磨き に墨書

602 辺と体部下端回転へラ 字体不明
7.4 削り 内黒土器

6 I不 12.6 わずかに凸面状となる よわいロクロ目 全面よわいロクロ 密 良 口縁y:i 床面 須恵器

3.9 底部から屈曲ぎみに立 体部下端一手持ちへラ 日 砂粒を含 外青灰色 底部タイ

502 8.6 ちあがる体部は，わず 削り む 内青灰色

かに外反しつつ伸び口 底部一全面手持ちへラ

縁に至る 削り

009 号祉 竪穴住居牡 (4 - 4 ~ 6 図， 図版 4 - 3 ) 

遺構

形状一方形。規模 3.10mx2.70m。主軸方向-N-80-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直，10 cm。壁溝ーカマ ドの左右わずかに切れる。 幅 ・深さは5'"'-'15cm・-5cm。床面一ほぽ平

坦。柱穴-4個。備考一北東隅がやや突出するプランO

r

、υ
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カマド

大きさ-90cm x 105 cm。構材一粘土(不良)。壁への切込みーカマド主体壁外，半円形大きな切込

み。袖部一各 35cm，，-，40 cm。内壁良好。焚出部ーなし。燃焼部-50"-'70cmx40 cm。煙道部一長さ

30cm。ほぽ直線的。昇角 550。天井部一後面若干遺存。備考一煙道口に坪を 2個載せた支脚遺存。支

脚及び杯は良く焼け，坪の中に焼土が充満していた。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と土製支脚 (1点)である。土器はいずれも破片もしくは破損品である。

土製支脚はカマド中，燃焼部奥に直立していた。

009号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I不 口径 12.3 平坦な底部から開き気 よわいロクロ目 よわいロクロ目

器高 3.7 味に立ちあがる体部 体部下端手持ちへラ

402 底径 6.6 は，上位からわずかに 向。り

外反ぎみとなり口縁に 底部回転へラ切離し

至る 後手持へラ削り

2 I手 11.4 わずかに上げ底状の底 よわいロクロ目 よわいロクロ目

3.6 部から強く立ちあがる 体部下位一手持ちへラ

403 6.0 体部は下位へラ削り部 削り

に軽い稜を形成した後 底部回転糸切り離し

ほぽ直線的に伸び口縁 後周縁手持ちへラ削り

に至る

3 局台付 高台貼付部の横ナデが ヘラ磨き

I手 底部にも及ぶ

404 6.4 

4 土製支 現存長17.9 上部は熱を受けたため

脚 径 5.7 もろし〉

301 白色の付着物がある

010号祉ー竪穴住居壮一(4 一 7~9 図，図版 4-4 ・ 5 ) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成良 2片接合

微砂粒を 外褐色

合む 内褐色

密 良 5片接合 内黒土器

微砂粒含 外褐色

む 内褐色

鰍密 良 2片接合

長石，石 外褐色

英を含む 内褐色

良好

外褐色

内

形状一方形。規模-2.50m x 2.40 m。主軸方向-N-430-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 25 cm。壁溝 カマドの左右で切れている。幅・深さは 5"-'15 cm・-7cm。床面一ほぽ平

坦。柱穴ーなし，小ピット一個あり。

カマド

大きさ-80cmx80 cm。構材-粘土(砂質)。壁への切込みーカマド主体壁外。四角形。袖部一不

明。焚出部ーなし。燃焼部 不明。煙道部一長さ 35cmo Iくj字形。昇角一450"-'700。天井部一後面

遺存。備考一火床は焼土なく，焚口付近や燃焼部と考えられる付近もほとんど焼けていない。

遺物

出土遺物は，数点の土器のみである。図示した墨書土器2点を除き，いずれも少破片である。
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010号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 汗三 外 面

l E手 口f圭 12.0 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ白

器高 4.0 みに立ちあがる体部 体部下端ーへラ削り

602 底径 7.2 は，わずかに内管して 底部一全面手持ちへラ

伸び口縁に至る 削り

2 右 12.4 平坦な底部から強く内 ロクロ目

14.1 望号して立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ

601 6.7 は，ゆるやかな内管を 削 り

続けて伸び，口縁部に 底部一全面子持ちへラ

至ってわずかに外反す 削り

る

底部内面の凹凸が著し

し3

011号壮一竪穴住居杜一(4-10・11図)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備 考
内 面 層位

ロクロ目 粗 焼 成 良 完形 壁下 底部外面

外赤褐色 墨書土器

内赤褐色 「私得」

ロクロ目 級密 {憂 % 東壁 墨書土器

微砂粒含 外黄褐色 直下 底部外面

む 内黄褐色 床面 「男」

形状一方形。規模 3.00 m X 3.00 m。主軸方向-N-9030'-E。カマドの位置一北壁中央部やや東

寄り。壁 ほぽ垂直， 45 cm。壁溝ーカマド西側は，カマドの手前で切れる。幅・深さは 10------20cm・

5cm。床面 ほぽ平坦。柱穴-4個。住居牡外の北壁と南壁の両コーナー寄りに 2個づつ位置する。

備考 カマド西側より坪出土。

カマド

大きさ-85cmX 80 cm。構材 白色粘土(砂質)。壁への切込み浅い半円形。袖部各 20cm。高

さ 18cm。焚出部一長さ 25cm。深い半円形。燃焼部-50 cm X 45 cm X 20 cm。煙道部長さ 60cm

脅曲的。昇角 400------650。天井部後面のみ若干遺存。備考火床は余り焼けていないが灰，木炭がつ

まっていた。

遺物

出土遺物なし。

012号壮 竪穴住居牡 (4 -12~14 図，図版 4 ← 6 ) 

遺構

形状 方形。規模-3.30m X 3.00 m。主軸方向-N-410-E。カマドの位置一北東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 20cm。壁溝全周。幅深さは 15------20cm・-10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 2個。他に小

ピット2個(住居社内，外に各 1個ずつ)あり。備考焼土が南西壁から住居牡中央部にかけて大き

く広がって存在した。

カマド

大きさ 90 cmx 100 cm。構材一白色粘土(砂質)。壁への切込み一極く浅い半円形。袖部一左幅 40

cm，右幅 30cm。焚出部ーなし。燃焼部-40cmx50cm。煙道部一長さ 45cm。響曲的。昇角一22。

------550。天井部一後面若干遺存。備考 火床はあまり焼けていないが，上部には灰，木炭が充満してい
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た。

遺物

出土遺物は土器のみである。ごく少量で，小形の窒 1点を除き，いずれも破片である。

012号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面

要 口f圭 14.4 最大径を口縁にもつ 口縁部一横ナテ.後へラ 全面へラナデ

器高 12.2 胴部はゆるやかに内管 ナデ

401 底径 6.6 して下がり凸面状とな 胴部一縦位へラ削り後

る底部に至る へラナデ

2 護 12.8 小型である 口縁部横ナデ 口縁~屑ー横ナデ

頚昔日で強く外反する口 胴部ー縦あるいは斜位

410 縁部は口唇部で直立し ヘラ削り

て終わる

胴部は内望号して一旦張

りをもった後.，すぽ

まって下がる

3 鉢形土器 24.6 ゆるやかに内毎しつつ 全面ロクロ目 口縁部一横ナデ

11.4 立ちあがる体部は口縁 体部一縦位へラ削

402 最大径27.3 部外面に軽い稜をもっ り後へラナデ

て強く内管して，端部

は角ばって終わる

4 I不 14.0 平坦な底部で体部はゆ 体部ー横位へラ削り後 全面へラ磨き

5.0 るやかにひらきつつ伸 lへラナデ

501 7.8 び，口縁部に至って端 底部ー全面へラ削り

部は尖って終わる

5 I干 11.6 平坦な底部から立ちあ ロクロ目 ロクロ日

4.4 がる体部はわずかに内 体部下端一回転へラ削 底部に擦痕を有す

408 6.2 轡を続けて伸び，口縁 り

に至る 底部一回転糸切り離し

後周縁回転へラ削り

013号壮一竪穴住居壮一(4-15~17 図， 図版 4 - 7)

遺構

胎土 焼成 ・色調 遺存度

石英粒合 焼 成 良 15片接合

む 外褐色 虚フロ血ltノロロロ

内晴褐色

砂粒含む 良 口縁部y，;

外褐色

内褐色

鰍密 優 2片接合

外灰色 y，; 

内灰色

砂粒含む 良 y，; 

外暗褐色

内暗褐色

徽密 良 底部完

微砂粒含 外暗褐色 体部YJ
む 内褐色

位置

出土 備考
層位

胴最大直

径 13.0

須恵器

カマド

形状一方形。規模 4.10 m X 3.60 m。主軸方向-N-320-E。カマ ドの位置 北壁中央部。壁一垂

直， 30cm。壁溝 全周。幅・深さは10cmo -5 cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考一整ったプランで

柱穴も同位置に所在する。

カマド

大きさ-60cm X 105 cm。構材一粘土(不良)。壁への切込み なし。袖部一左幅 20cm。右幅 40

cm。焚出部 なし。燃焼部幅 55cm。煙道部一不明。天井部遺存なし。備考一火床はほとんどや

けていない。火床は暗褐色土の埋込みの上につくられている。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損である。破片は小破片が多い。
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013号牡遺物一覧表

番号

1 

401 

2 

3 

4 

506 

5 

503 

6 

504 

7 

503 

8 

602 

9 

503 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

饗 口径 14.0 頚部で強く外反する口 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ

器高 縁部は端部でやや尖り 胴部ー縦位へラ削り後 胴部へラナデ

底f圭 ぎみとなって終わる ナデ

胴部は大きく内轡して

張りをもって下がる

警 17.1 口縁部はやや強く外反 口唇部ー横ナデ 口縁部横ナデ

する 口縁部~胴部中位縦 胴部横位へラ削

胸部は中位に最大径を 位へラ削り り

もち，内脅しつつすぽ 胴部中位~下位横位

まる 及び斜位へラ削り

盤 18.5 体部はゆるやかに立ち 口縁部一横ナデ ヘラ磨き

あがり口縁に至る 体部横位ヘラ削り後

雑なへラナデ

土手 14.2 椀に近い形態である 口縁部一横ナデ 細かいへラ磨き

5.1 内管しつつ立ちあがる 体部横位へラ削りの

体部は口縁端部でやや 後へラナデ

尖りぎみとなって終わ 中位にへラのあて痕あ

る り

I手 15.0 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ヘラ磨き

4.8 みに立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ

は，わずかに内轡しつ 削り

つ伸び口縁に至る 底部手持ちへラ削り

I手 14.4 わずかに上げ底状のや 口縁部~体部横ナデ へラ磨き

4.3 や狭い底部から屈曲し 体部下端一手持ちへラ

6.0 て立ちあがる体部は， 削り

わずかな内脅を続けて 底部←回転糸切り後周

伸び口縁に至る 辺手持ちへラ削り

I手 12.4 体部は直線的にひらき ロクロ目 ロクロ目

口縁に至る 体部下端横位へラ削

り

I手 墨書あり

局台付 「ハ」字状に開く高台を 局台貼付部一横ナデ へラ磨き

E手 l.8 もつ 底部向転糸切り離し 墨書(底部)

7.8 

014号祉 竪穴住居杜 (4 -18~20 図，図版 4 - 7)

遺 構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

少量の砂 焼成優 13片接合

粒含む 外褐色 % 
内褐色

鰍密 良 10片接合

長石，石 外褐色 % 
英粒含む 内褐色

密 優 ~ 
外黒色

内褐色

砂粒含む 良 2片接合 床面

外明褐色

内明褐色

括主密 良 ~ 床上

外褐色

内縄色

砂粒含む 良 ~ 床上

外褐色 2片接合

内褐色

砂粒含む 良 ~ 床上

外暗褐色

内暗褐色

体部小破 墨書土器

片 体部外面

字体不明

砂粒含む {憂 底部y， 床上 内面に墨

外褐色 書あり

内褐色 字体不明

形状 方形。規模 3.40 m X 2.70 m。主軸方向-N-320-W。カマドの位置一北壁中央部。壁-15

cm。壁溝一全周，10 cm・-3cm。床面 ほぽ平坦。柱穴-4個。ともに浅い。

カマド

大きさ-100cmX 120 cm。構材粘土(砂質)。壁への切込み殆んどなし。袖部各 30cm。焚

出部 なし。燃焼部-60cmx60 cm。煙道部一長さ 50cm。響曲的。昇角 250 X 500。天井部後面若

干遺存。備考 火床は大きく深い。底面は焼けていないが，上部に焼土が所在し，煙道部には灰混り

の焼土が残存していた。

遺 物

出土遺物は少量の土器のみである。坪 1点を除き，いずれも破片もしくは破損品である。墨書土器

(坪)の出土が顕著で、ある。
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014号杜遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I 聾 口f圭 22.8 頚部で強く外反する口 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ

器高 14.7 縁部は口唇部外面に稜 胴部一斜位へラナデ 胴部一指による押

401 底径 をもった後，やや外方 圧

501 にひらく凹面を形成

し，受け口状となって

終わる

胴部は内管しつつ張り

出して下がる

2 要 縦位へラナデ へラ削り

9.9 底部木葉痕

501 7.6 

406 

3 f(. 11.3 わずかに凸面状となる 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ

3.35 底部で体部はゆるやか 体部へラ削り後へラ 体部~底部ーへラ

ω1 に内毎しつつ伸び口縁 ナデ ナデ

に至る 底部ーへラ削り

4 杯 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目

みに立ちあがる 体部下端一手持ちへラ

ω5 7.2 削り

底部一全面手持ちへラ

削り

5 t手 (13.7) 平坦な底部から立ちあ 体部一手持ちへラ削り

3.8 がる体部はゆるやかに 底部ー残存部全面手持

ω3 8.3 内脅しつつ伸び口縁部 ちへラ削り

で僅かに外反する

6 墨書杯 11.6 歪をもっ底部から屈曲 ロクロ目 ロクロ目

3.8 して立ちあがる体部は 底部一静止糸切り離し

ω2 7.5 わずかに外反しつつ伸 後周辺手持ちへラ削り

ぴ口縁に至る 底部墨書

7 I手 12.2 平坦な底部から立ちあ ロクロ目 ロクロ目

4.0 がる体部は，中位から 体部下端一手持ちへラ

601 7.4 わずかに外反ぎみとな 削り

り口縁に至る 底部一回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

015祉-竪穴住居牡一(4-21.......23図，図版4-8) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

長石，石 焼 成 良 口縁部% 401 
英粒多く 外褐色 7片接合 501 
含む 内褐色 床面

長石，石 良 底部)1; 406 内面蜘j離

英粒多く 外暗褐色 胴部ya 501 有り

含む 内褐色 床面 底部木葉

痕

密 良 )1; 床上 墨書土器

砂粒含む 外褐色 底部外面

内褐色 「口土」

微砂粒含 良 2片倭合 15-014 墨書土器

む 外褐色 )1; 501か 底部外面

内褐色 ら来た 「私得」

物

床上

床西カ 墨書土器

マド 体部外面

「回」

底部外面

字体不明

徽密 良 % 床上 墨書土器

外褐色 底部外面

内褐色 「私得」

鰍密 良 信Y金c 床上 墨書土器

外褐色 底部外面

内褐色 「私得」

形状一方形。規模-3.30m x 2.80 m。主軸方向-N-590-W。カマドの位置-西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。壁溝ーカマドの左右で切れる。幅・深さは 5"--10cm・一2"---10cm。床面一ほぽ垂直。柱穴

-4個。

カマド

大きさ-80cm x 120 cm。構材一白色粘土(土器片補強)。壁への切込みーカマド主体。壁外。四角

形。袖部一各 35cm。焚出部ー深い半円形。長さ 20cm。燃焼部-60cm(以上)x60 cm。煙道部一長

さ30cm。湾曲的。昇角一350"--600。天井部一前，後面とも一部遺存。備考一火床は深いが底面あまり

焼けていなしヨ。只，上部と煙道部には焼土が充満しており，あるいは火床の焼土はかき出され，捨て

られたものとも考えられる。焼土のつまった杯が 1点(墨書土器「私得J)，内部中央から出土してい

る。
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遺物

出土遺物は土器のみである。出土量はやや多いが，坪，一点を除き，いずれも破片もしくは破損品

である。

015号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

備考番号 名称 胎士 焼成 ・色調 遺存度 出土

口径・器高・底径 器 膏会 外 面 内 面 層位

l 婆 口f圭 18.2 頚部で強く外反する口 口縁部ーへラナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 2片接合 502 土師質

器高 5.0 縁部は外面に稜をもっ 頭部~胴部叩き自 頚部~胴部ーへラ 砂粒含む 外暗褐色 );，i 覆土 須恵器

502 底径 た後，内傾する面を形 ナデ 内暗褐色

成し口唇部は尖って終

わる

2 婆 胴部は内脅しつつすぽ 胴部上半縦位へラナ 横ナデ 砂粒含む 良 8片接合 40lhマド 胴最大直

401 まって下かり凸面状の ア 外暗褐色 たき口左 径 14.0

407 6.2 底部に至る 下半ー横位へラナデ 内褐色 407 / 

501 底部ー全面へラ削り 501床面

502 5日2覆土

405 415 / 

3 婆 腕 部 叩 き 目 体部一指もしくは 密 1憂 図の部分 404 / 須恵器

404 15.4 胴部下端横位へラ削 手による押圧 微砂粒含 外明灰色 '7三1'; 407 / 

407 り む 内明青灰色 501床面

501 401hマド

401 たき口左

405 405 / 

4 I不 12.4 わずかに上げ底状の底 口縁部横ナデ ナデ 微砂粒含 良 yz 床面

4.8 部で，体部はゆるやか 体部←横位へラ削り む 外暗褐色 4片接合

501 5.4 に内管しつつ伸び口縁 底部へラ削り 内暗褐色

405 に至る

5 J不 13.0 内管しながら立ちあが 口縁部ナデ へラ磨き yz 
る体部はわずかに器肉 体部へラナデ

405 を滅じつつ口縁に至る

6 q; 屈曲して立ちあがる体 ロクロ目 ロクロ目 覆土 墨書土器

部は直線的に伸び円縁 体部下端一手持ちへラ 底部外面

601 に至る 削り 字体不明

底部全面一手持ちへラ

削り

7 I不 12.4 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 密 {憂 5片接合 602カ 墨書土器

4.7 みに立ちあがる体部は 体部下端手持ちへラ 砂粒含む 外褐色 白フE血)[ジ口ロ口 マド内 底部外面

602 6.8 直線的に伸び口縁に至 削り 内褐色 「私得」
る 底部全面手持ちへラ削り

8 高台付 16.4 丸みをもった断面逆三 よわいロクロ目 底部全面ーへラ磨 徹密 優 6片接合 501床面 内黒
E耳、 6.9 角形の低い高台をもっ 体部下端回転へラ削 き 微砂粒を 外 褐 色 % 502覆土 底部外面

501 高台高 0.3 ほぽ平坦な底部から立 り 体部ーロクロ目 含む 内黒色 底部完 剥l離が著

502 9.0 ちあがる体部は，下端 底部全面回転へラ削 しい

ヘラ削り部に稜をもっ り

た後，わずかに器厚を

減じつつ直線的に伸び

て口縁に至る

9 I不 体部 墨書土器

小破片 休部外面

609 「甲」

10 上手 体部 墨書土器

小破片 体部外面

609 字体不明

11 I不 体部

小破片 体部外面

609 字体不明

'Eよ
口
同
d

噌
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番号

12 

501 

406 

706 

13 

502 

408 

14 

404 

15 

502 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 青三 外 面 内 面

I不 13.6 内外面に凹凸をもっ底 (L)ロクロ目 よわしミロクロ目

4.7 部から屈曲ぎみに立ち 体部下端一回転へラ削

7.6 あがる体部は下端へラ り

削り部に稜をもった後 底部回転へラ切り離

直線的に伸びて口縁に し

至る

F手 12.2 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目

4.5 みに立ちあがる体部は 体部下端手持ちへラ

7.0 直線的に伸びて口縁に 削り

至る 底部全面一手持ちへラ

削り

t不 13.1 平坦な底音!)から屈曲し ロクロ目 ロクロ目

4.1 て立ちあがる体部は直 体部下端手持ちへラ

6.7 線的に伸びて口縁に至 削り

る 底部全面手持ちへラ

体部の立ちあがり部内 削り

面に押圧を加えている

高台付 断面が台形状となる低 底部全面一回転ヘラ削 灰粕がかかってい

椀 い高台をもっ り る

9.0 底部からなめらかに内

管して立ちあがる体部

は口縁部に至り外反す

る

016号壮一竪穴住居社 (4 -24~26 図，図版 4 -9) 

遺構

位置

胎士 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

徽密 良 3片接合 501床面 須恵器

石英，長 外茶福色 yz 406 / 
石粒含む 内茶褐色 706 / 

密 (憂 3片接合 502覆土 土師質

微砂粒含 外暗褐色 yz 408 / 須恵器

む 内暗褐色

頼主密 優 3片接合 404 / 須恵器

微砂粒含 外灰色 y. 
む 内明灰色

密 優 y. 502覆土 灰粕陶器

外灰色

内淡緑色

形状方形。規模-3.10mx2.80 m。主軸方向-N-9'-W。カマドの位置北壁中央部壁ほ

ぽ垂直，20cm。壁溝一全周。幅・深さは 10，，-，15cm・-3cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 4個。かなり

壁寄りに位置し，間隔はほぼ均衡だが浅い。

カマド

大きさ 100 cm X 180 cm。構材一白色粘土(砂質)。壁への切込み半円形。袖部各 40cm位。

焚出部浅い半円形。長さ 20cm。燃焼部-40cmx55 cm。煙道部長さ 50cmo Iく」字形。昇角

15'''-'40'0天井部一遺存なし。備考一燃焼部には焼土が充満しているが，火床底面はあまり焼けてい

ない。火床は深く掘込んでおり ，あるいは焼土をかき出したものか。燃焼部奥に焼土のつまった坪が

逆になって出土。支脚として代用されたものと考えられる。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。ほぽ完形の坪 1点を除き，いずれも破片もしくは破損品で

ある。 埋土中からの出土はわずかで，床面及びカマド中からの出土が大半を占める。
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016号枇遺物一覧表

番号

l 

410 

2 

401 

3 

407 

405 

4 

403 

5 

501 

6 

401 

7 

402 

法 量 特 徴
名物t

口径・器高・底径 器 官会 外 面 内 面

費 口f圭 19.3 頚部で強く短かく外反 口縁部一績ナデ 口縁部横ナデ

器高 する口縁部は口唇部外 胸部ーナデ 胴部ーへラナデ

底径 面に沈線様の狭い凹面

を形成し，受け口状と

なり端部は外方に尖っ

て終わる

網部は内管しつつ張り

出して下がり口縁部で

折り返す

要 21.9 頚部下位に軽い綾を 口縁部横ナデ 口縁部一機ナデ

10.3 もった後「く」字状に外 胸部ー縦位へラ削り後 頚部へラ削り

反する口縁をもっ へラナデ 胸部へラナデ

胴部はゆるく内轡しつ

つ張り出して下がる

褒 13.7 頚部下位に稜をもち， 口縁部~頚部ー償ナデ 横ナデ

強く屈曲ぎみに外反す 胴部一縦位へラ削り

る口縁をもっ

斐 19.0 小型である 口縁部一償ナデ ナデ

11.3 頚部で強く外反する口 胸部上位~中位ー縦位

8.4 縁部は大きくひらいて へラナデ

終わる 1同部下位ー繍位へラナ

胴部は内管しつつすぽ ア

まり平坦な底部に至る 底部へラ削り

I手 12.4 上げ底状の底部から屈 ロクロ目 ロクロ目

3.9 曲ぎみに立ちあがる体 体部下端一手持ちへラ

7.9 部は中位からわずかに 削り

外反して立ちあがる 底部一手持ちへラ削り

主手 11.5 平坦な底部から屈曲し ロクロ目強い ロクロ目

4.5 て立ちあがる体部は， 体部下端一手持ちへラ

7.6 ほ1;['直線的に伸び口縁 削り

部でわずかに外反する 底部全面一手持ちへラ

削り

Eヰ 11.2 上げ底状となる底部か ロクロ目 ロクロ目

4.2 ら強く屈曲して立ちあ 体部下端手持ちへラ

8.3 がる体部はわずかに器 削り

厚を減じつつ直線的に 底部一静止糸切り後周

伸び口縁に至る 縁手持ちへラ削り

017号祉ー竪穴住居牡 (4 -27~29 図，図版 4 -10) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

長石，石 焼 成 良 ys 410カ

英，絹雲 外 褐 色 マド中

母粒含む

砂粒を多 良 y，; 401 胎土は中

く含む 外暗褐色 床面 心が黒色

内 明褐色 でサン ド

ウィッチ

状である

砂粒含む 良 ほぽ完 407カ

外 褐 色 マド中

内褐色 405周

海ワキ

砂粒含む 良 y. 403 

外暗褐色 床面

内暗褐色 カマド

北側

密 優 YJ 501 

外赤褐色 覆土

内赤褐色

密 優 10片接合 401 

長石，石 外 褐 色 床面

英粒含む 内褐 色

砂粒含む 良 ほぽ完形 402 内面剥離

外黒色 周溝上 有 り

内褐色 ワキ 外面剥離

少々

形状一方形。規模-4.10mx4.70 m。主軸方向-N-210-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直，30 cm。壁溝ーカマドの左右でわずかに切れる。幅・深さは 5--....-20cm・-10cm。床面一ほぽ

平坦。柱穴 4個。備考一整った住居祉であり，柱穴が対称的に位置する。

カマド

大きさ-100cmX 120 cm。構材 粘土。壁への切込み一殆んどなし。袖部一不明。焚出部ーなし。

燃焼部一75cmx60 cm。煙道部一不明。天井一遺存なし。備考一燃焼部に焼土と灰が所在。火床は掘

込み深いが，あまり焼けていない。

遺物

出土遺物は若干の土器のみである。図示した，要及び坪各 1点を除いた他は小破片である。
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017号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称 胎土

口径・器高・底f壬 器 非主 外 面 内 面

斐 口径 12.4 頚部で強く外反する口 口縁部横ナデ 口縁部~胴部下位 密
器高 11. 8 縁部は直線的にひらい 胴部縦位へラ削り 横ナデ 石英粒多

402 底径 7.4 て終わる 胴部下端ー横位へラ削 胴部下位横位へ く含む

胴部は内管して下がり り ラ削り

中位に最大径をもって 底部全面ヘラ削り

平坦な底部に至る

2 I不 13.2 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 徹密

3.9 みに立ちあがる体部は 体部下端手持ちへラ

503 9.0 直線的に伸びて口縁に 削り

至る 底部全面一手持ちへラ

底部肥厚 削り

底部周縁端で浅く凹む

018 A号祉-竪穴住居壮一(4 -30----32図，図版4-11・12・13)

遺構

位置

焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼成良 ほぽ完形 床面

外褐色

内褐色

良 体部%欠 床上 内外朱塗

外赤掲色 4片接合

内赤褐色

形状一方形。規模-4.50m X 4.20 m。主軸方向-N-590- E。カマドの位置一東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 65cm。壁溝全周。幅・深さは 15'""'-"'25cm・-10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 4個。他に

ピット 2個あり。備考-018B号祉により北側上部半分を切られている。遺物はカマド周辺部に検出。住

居祉中央部より木炭検出。

カマド

大きさ 140cm。構材一白色粘土。暗褐色土。壁への切込み一殆んどなし。袖部各 40'""'-"'45cm。焚

出部一不明。燃焼部 70 cmx70 cm。煙道部一長さ 25cm。直線的。昇角-65。天井部一遺存なし。備

考 火床直上のローム混り暗褐色土の上には焼土及び灰がつまっている。火床は床面より 15cm程掘

り込まれている。

遺 物

出土遺物は土器のみである。出土量はやや多く，警が顕著である。ほぽ完形の小形の聾を除いては

いずれも破片もしくは破損品である。

018A号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青手 外 面 内 面 層位

護 口径 24.25 頚部で強く屈曲ぎみに 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 雲母粒含 焼成良 % 407 底部木葉

407 器高 35.0 外反する口縁部は口唇 胴部上位~下位ー縦位 胴部へラナデ む 外暗褐色 カマド 痕有り

408 底径 7.6 部外面にやや外傾する ヘラナデ 内暗褐色 前 二次焼成

409 胴最大径 凹面を形成し，受け口 下位一横位へラナデ 408 により煤

26.4 状となって終わる 下端ー縦位へラナデ カマド 付着

底部木葉痕 目1) 事l離有り

409 (外面)

カ7 ド

前

2 斐 25.4 頚部で強く外反する口 口縁部一横ナデ 日縁部ー横ナデ 密 良 % 405 
30.6 縁部は口唇部外面に直 胴部一縦位ヘラ削り後 胴部へラナデ 絹雲母粒 外褐色 カマド

405 立するゆるい凹面を形 へラナデ 含む 内黄褐色| 409 
409 成し，端部は受け口状 カマド

となって終わる
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備 考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

3 整 26.2 頚部で強く外反する口 ロ縁部横ナデ 横ナデ 長石，石 良 yo 411床

8.0 縁部は口唇部外面に直 胴部ナデ 英粒多量 外褐色 面カマ

411 立ぎみの凹面を形成 合む 内褐色 ド前

し，受け口状となって

終わる

4 獲 16.1 頭部で「く」字状に外反 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 砂粒含む 良 ほぽ完 カ7 ド 全体に二

16.4 する口縁をもっ胴部は 1同部斜位へラ削り後 外褐色 日リ 次焼成を

404 6.8 中位上方に最大径をも ヘラナデ 内明褐色 受け剥離

ち，内轡しつつすぽま 底部ーへラ削り 有り

り平坦な底部に至る

5 斐 12.4 ゆるやかに外反して立 口縁部横ナデ ヘラナデ 砂粒含む 良 xi 口縁部輪

ちあがる口縁をもっ 胴部縦位へラ削り 外 褐 色 積痕あり

内褐色

6 斐 13.0 頚部で「コ」字状に外反 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 砂粒含む 良 % 412 内面斑点

する口縁部は，口唇部 胸部上半縦位へラ削 胴部一横及び斜位 外晴褐色 床面 状の新l離
412 外面にやや外傾する凹 り ヘラ削り 内暗褐色 カマド あり

面を形成し，受け口状 胴部下半横位へラ削 西側

となって端部は尖って り

終わる

胴部は球形に近い

7 I平 12.2 わずかに凸底状の底部 口縁部横ナデ 全面へラ磨き % 墨書土器

7.4 から屈曲して立ちあが 体部一横位へラ削り後 底部外面

601 る体部はゆるやかに内 へラナデ 「辛甲」
管しつつ口縁に至る

8 不 1l. 8 わずかに上げ底状の底 ロクロ目 よわいロクロ目 砂粒合む 良 yz 405~ 

4.2 部から屈曲して立ちあ 体部下端手持ちへラ 外赤褐色 409 

409 8.0 がる体部はゆるやかに 削り 内赤褐色 一括分

内管しつつ伸び口縁に 底部一回転糸切り離し

至る 後周縁手持ちへラ削り

9 t不 13.8 わずかに上げ底状の底 ロクロ目 ロクロ目 石英，長 良 4片接合 土師質

3.9 部から屈曲して立ちあ 体部下端一手持ちへラ 石多し 外 褐 色 % 須恵器

9.0 がる体部は直線的に伸 削り 砂粒含む 内褐色

び口縁部でわずかに外 底部一全面手持ちへラ

反して終わる 削り

10 王手 13.0 やや凹凸をもっ底部か ロクロ目 ロクロ目 石英，長 優 % 408カ 須恵器

4.2 ら屈曲して立ちあがる 体部下端手持ちへラ 石，雲母 外 灰 色 7 ド前

408 7.5 体部は直線的に伸びて 削り を含む 内灰色

口縁に至る 底部一回転へラ切り離

体部立ちあがり部内面
し後全面手持ちへラ削

に押圧を加えている
り

底部内面周縁で凹む

018 B号祉-竪穴住居壮一(4-33図，図版4-11・12)

遺 構

形状方形。規模-4.30m X 4.40 m。主軸方向 N-32'-W。カマドの位置-北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 45cm。壁溝 南東コーナーは一部切れる。幅 ・深さは 10'"'-'20cm・ 10 cm。床面一ほぽ平

坦。柱穴-4個。他にピット 5個あり。備考-018Aを切って 018Aの上部に構築。

カ マド

備考 カマド残存状態はあまり良くない。壁への切込みはない。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器である。いずれも窒の小破片である。

FH
d
 

n叫
d

可

E
i



019 A号士止 竪穴住居牡 (4-34~36 図，図版 4-14)

遺構

形状一方形。規模-3.40m X 4.00 m。主軸方向 N-38'-W。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほぽ

垂直。 40cm。壁溝全周。幅・深さは 20cm・ 5"--'-7 cm。床面一ほぽ平坦，中央部はロームを堅

く踏み固めているが周辺に近づくにつれ，ややあまくなる。柱穴-4個。他に小ピット 1個あり。備

考 019B号牡の南西壁を切って構築している。部分的に残っている土層断面から A号祉が B号祉

を切っていることが判明した。ちょうど A号杜と B号祉の壁溝は同位置となるが， A号祉の方がレ

ベルが低い。

カマド

大きさ-90cm X 100 cm。構材粘土(砂質)。壁への切込み一極く浅い半円形。 袖部一各 20，，--，25

cm。高さ 20cm。焚出部ーなし。燃焼部-60cmx55 cm。煙道部一長さ 60cm。ほぽ直線的。天井部

一後面一部若干遺存。備考一火床上部に焼土が多量。

遺 物

出土遺物は僅少の土器のみである。いずれも破片である。

019 B号祉-竪穴住居壮一(4-34~36 図，図版 4 -15) 

遺構

形状一方形。規模-3.50m X 3.50 m。主軸方向-N-43'-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぼ

垂直。 35cm。壁溝一遺存部分に関しては壁溝が認められる。幅・深さは 20cm・-3"--'-4cm。床面

一ほぼ平坦。 A号土止と同様周辺に近づくに従いややあまくなる。柱穴-4個。他にピット 2個あり備

考一南西壁を 019A号祉に切られている。

カマド

大きさ-90cm x 120 cm。構材粘土，暗褐色土。壁への切込み一三角形。袖部各 40cm。高さ

30cm。焚出部ーなし。燃焼部一40cmx50 cm。煙道部一長さ 60cm。やや笥曲的。昇角 35'，，--，50' 天

井部←後面一部遺存。備考一煙道口に支脚直立。備考一火床は良く焼け，焼土が充満。燃焼部中央に

土製支脚直立。その上に土器片が2片乗っていた。共に良く焼けている。

遺 物

出土遺物は僅少の土器である。須恵器王手と小形聾等が出土している。
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019 A • B号泣遺物一覧表 ( )内は出土住居社

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 費 口径 16.5 頚部で強く外反する口 口縁部ー横ナデ 横ナデ 砂粒含む 焼 成 良 y.i 508 

(A) 器高 縁部は内脅して立ちあ 胴部一縦位へラ削り 外暗褐色 床上

508 底径 がり ，端部は尖りぎみ 内暗褐色

に終わる

2 斐 13.4 頚部で強く外反する口 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 砂粒多く 良 y.i 401床

(A) 縁部は口唇部外面に直 胸部ー縦位へラ削り 胴部ーへラナデ 含む 外赤褐色 面中央

401 立する面をもった後や 内褐色

や外方に尖って終わり

受け口状となる

3 要 16.2 小形である 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 砂粒含む 良 10片接合 501床面 底部木葉

(B) 8.4 口縁部に最大径をもっ 胴部斜位を基調とす 胴部へラナデ 外褐色 カマド 痕

501 5.5 腕部は上位に張りを るへラ削り 内 近B

502 もって内轡して下がり 5 0 2 

508 やや上げ底状の底部に ピット

至る 中

508床上

4 均〈 14.0 体部は内管しながら口 ヘラナデ ヘラ磨き 鰍答、 良 ほぽ完 YJ 
縁に至る 外褐色 403カ

403 内褐色 マド内

南

5 E手 1l. 8 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 石英粒多 良 プ凸E 601 墨書土器

3.8 みに立ちあがる体部 体部下端回転へラ削 く含む 外褐色 不明 「背」

601 7.7 は，わずかに内費して り 砂粒多く 内褐色 体部内外

伸び口縁に至る 底部一回転へラ削り 含む 面に部分

底部墨書 的に油煙

カfかかる

6 要 底部ーへラ削り 底部ーへラ削り 砂粒含む 良 401床 内面剥離

体部ーへラ削り 外褐色 面中央 が著しい

401 7.2 内褐色

7 t不 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 図の部分 墨書土器

脅して立ちあがる 体部下端←手持ちへラ 体 部 下 端 擦 痕 あ 外褐色 y由u 底部外菌

509 7.0 削り り 内褐色 底部一部 「中口」

底部手持ちへラ削り 欠

底部墨書

8 工手 18.0 体部は直線的にのびて ロクロ目 へラ磨き 徽密 良 2片接合 402カ

3.9 口縁に至る 外 褐 色 マド内
402 口唇部でわずかに外反 内褐色

する

9 勾: 14.5 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 微砂粒含 不良 ほぽ完 403カ 須恵器

(B) 3.9 て立ちあがる体部は直 底部回転へラ切り後 む 外口唇淡灰色 5片接合 7 ド内

403 9.4 線的に伸びて口縁に至 手持ちへラ削 り(若干 体胴暗灰色 南

501 る 底部下端にも及ぶ) 内口唇淡灰色

502 体胴暗灰色

10 高台付 14.2 低く角ばった荷台をも ロクロ目 ロクロ目 石英含む 良 % 403カ 須恵器

E平 4.8 つ平坦な底部から強く 体部下端一回転へラ削 外灰色 マド内

403 9.4 内管して立ちあがる体 り 内灰色 南

部は下位に稜をもった 底部一回転へラ削り

後直線的に伸びて口縁

に至る

020号祉 竪穴住居壮一(4-37~39 図，図版 4 -16) 

遺 構

形状一方形。規模-2.95m X 2.50 m。主軸方向-N-330-W。カマドの位置-北壁中央部。壁 ほぽ

垂直。 30cm。壁溝一全周。幅・深さは 15cm・-5cm。床面一ほぽ平坦。柱穴一不明。北西隅と南壁

中央直下にピ ットあり。
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カマド

大きさ 100 cmX 100 cm。構材一暗褐色土，粘土粒。壁への切込み一浅い三角形。袖部一不明。焚

出部ーなし。燃焼部 45 cmx50 cm。煙道部一不明。天井部一遺存なし。備考一火床は掘り込みなく

平坦。燃焼部焼土充満。火床そのものはあまり焼けていない。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品である。

020号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

l 要 口径 19.6 頭部で強く外反する口 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ

器高 縁部は口唇部外面にゆ 胴部一縦位へラ削り 胴部ー縦位へラ削

401 底径 るい凹面を形成し受け り後へラナデ

口状となって終わる

2 整 19.0 頚部で強く外反する口 口縁部一横ナデ 横ナデ

縁部は口唇部外面に凹 胴部一縦位へラ削り

405 面を形成しわずかに外

方にひらいて立ちあが

る

3 要 10.5 頭部で強く外反する口 ロクロ目 ロクロ目

9.3 縁部は口唇部でわずか 胴部下位斜位へラ削

404 6.8 に内傾ぎみに立って終 り

tコる 底部ーへラ削り

胴部は上位に最大径を

もち，ゆるやかに内轡

して下がり平坦な底部

に至る

4 翌 胴部は直線的にすぽま 胴部下位へラ削り 横ナデ

り平坦な底部に至る

502 10.8 

5 )j- 13.4 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 細かいへラ磨き

4.3 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 底部ー紐巻痕を有

403 7.0 わずかに内管して伸び 削り す

口縁部で軽く外反して 底部一回転へラ切り離

終わる し後手持ちへラ削り

底部内面周縁に浅い凹

みをもつ

6 I手 12.6 体部は内管気味に立ち ロクロ目 ロクロ目

あがり口縁に至る

402 

7 上手 12.0 底部から屈曲ぎみに立 ロクロ目 ヘラナデ

3.6 ちあがる体部はわずか 体部下端手持ちへラ

503 8.4 に内管しつつ伸ひψ口縁 削り

に至る 底部ー回転糸切り離し

後周辺手持ちへラ削り

021号祉竪穴住居壮一(4-40~42 図，図版 4 -17) 

遺構

胎土 焼成・色調

砂粒含む 焼成良

外褐色

内褐色

砂粒含む 良

外褐色

内暗褐色

砂粒多く 優

含む 外褐色

内褐色

砂粒含む (憂

外褐色

内褐色

砂粒含む 良

外体部褐色

底部灰色

内褐色

砂粒含む 良

外褐色

内褐色

砂粒含む 良

外褐色

内褐色

位置

遺存度 出土 備考
層位

% 床面

口縁部12 カマド

内

口縁部% カマド ロクロ整|

内 形

北カマ 土師質

ド 須恵器

% カマド 内黒(大

内 部分とん

でいる)

% カマド

内

yz 覆土

形状一方形。規模-5.15mX 5.10 m。主軸方向-N-31-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 40cm。壁溝 カマドの袖部で切れる。幅・深さは 10---...25cm・-5cm。床面一ほぽ平坦。柱穴

-4個。備考-750A， B号掘立柱建物祉と重複しているが，新旧関係は不明。
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カマド

大きさ 130 cmX 120 cm。構材一粘土，暗褐色土。壁への切込み一深い三角形。 60cmx80 cm。袖

部左右各 30cm。高さ 30cm。焚出部なし。燃焼部 60cmX 70 cmX 15 cm以上。煙道部長さ

80cm。屈曲的。昇角 25'，，-，45'天井部一後面遺存。備考一全体に遺存良好。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも小破片である。

021号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

l 斐 口径 「く j字状にやや外反す 胴部下位ー斜位のへラ ヘラナデつけ

器高 る ナデ

403 底径 11. 3 底部木葉痕

2 婆 10.3 頚部で強く外反する口 ロクロ日 ロクロ日

縁部は口唇部外面に内

404 傾する面をもち端部は

尖って終わる

3 盤 (18.6) 平坦な底部から屈曲し 底部へラ削り 底部全面へラ磨

(2.6) て立ちあがり口縁に至 き

501 (15 2) る

4 JT- 13.1 体部は下位で強く内管 口縁部~体部中位一横 磨き

して立ちあがる ナデ

401 体部中位~下位手持

+ ヘラ削り

406 

5 町、 11.2 平坦な底部から強く内 口縁部横ナデ 全面横ナデ

3.5 轡して立ちあがる体部 体部ーていねいな磨き

401 7.7 はわずかに内管して伸 底部ーへラ削り後磨き

び口縁に至る

6 勾: 12.5 体部はゆるやかに外反 口縁部ー横ナデ 全面横ナデ

体部ー横ナデ

404 

022号祉ー竪穴住居祉ー(4-43~45 図，図版 4 -18) 

遺構

胎土

小粒石が

内部にめ

だっ

微砂主立や

や目立つ

微石粒が

害1]と目立

つ

粗

密

微砂粒含

む

位置

焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼成不良 JjffC.部y. カマド

外茶褐色 内

内

良 M口縁 カマド ロクロ使

外淡黄褐色 胴部下部 中 用

内 y. 

良 口縁部yz 床面 内外朱塗

外赤褐色

(黄味かかっ

ている)

内

良 口縁部yz 401カ 内外朱塗

外赤褐色 マド左 内面磨滅

内 袖近く 著しい

406北

側周溝

良 口縁部yz カマド 内外面朱

外赤褐色 底部yz 左袖近 塗

内赤褐色 く

良 口縁部y. カマド

外淡黄褐色 中

内淡黄褐色

形状一方形。規模-4.00m X 3.90 m。主軸方向 N-56'-W。カマドの位置西壁中央部。壁 ほぽ

垂直， 60 cm。壁溝全周。幅・深さは 10"-'15 cm・ 5"-'-3 cm。床面一ほぼ平坦。柱穴 4個。他

に住居祉内に 2個，住居社外に 4個存在する。備考一南隅を撹乱されている。

カマド

大きさ-110cmX 120 cm。構材 白色粘土(不良)。壁への切込み煙道部のみ切り込む。袖部左

幅 20cm。右幅 30cm。焚出部ーなし。燃焼部 60cmx70 cm。煙道部長さ 70cmo Iく」の字形。

昇角 20'，，-，50。天井部 なし。備考一火床は良く焼け，上には焼土が充満。

遺物

出土遺物は少量の土器である。小形聾，界各 1点、を除き，いずれも破片もしくは破損品である。
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022号祉遺物一覧表

法 Z量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 ~ 外 面 内 面

l 斐 口径 胴部は強"張りをもっ 胴部斜位へラ削り 横位及び斜位へラ

器高 23.8 て内管しつつすぽまり 底部全面へラ削り 削り

402 底径 9.1 平坦な底部に至る

2 斐 11.9 「く j字状に近い口縁部 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ

12.5 でbある 胴部上位斜位へラ削 胴部指によるナ

401 6.8 胴部は中位に最大径を り 7 

403 もち球状に近い 中位~下位横位へラ

底部は凸面状となる 削り

3 斐 13.5 頚部に一条の沈線を 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ

もって「く」字状に外反 胴部ー斜位へラ削り 胴部指によるナ

401 する口縁部をもっ デつけ

胴部はゆるやかに内管

しつつ張り出して下が

る

4 小形婆 1l. 0 胴部下位にふくらみを 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ

8.8 もち最大径となり平坦 胴部一横位へラ削り 胴部ー斜位へラ削

404 8.2 な底部をもっ 底部全面ーへラ削り り

5 I不 12.5 平坦な底部から立ちあ ロクロ目 ロクロ目

4.0 がる体部は，中位から 体部墨書

601 6.5 直線的に伸びて口縁に 体部下端一手持へラ削

至る り

底部一全面手持ちへラ

削り

6 町、 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目

脅気味に立ちあがる 体部下端一手持ちへラ

502 7.0 削り

底部一回転糸切り離し

後周縁手持ちへラ削り

7 I不 13.3 平坦な底部から立ちあ ロクロ目 ロクロ目

4.0 がる体部はほぼ直線的 底部全面ー手持ちへラ

501 8.5 に伸びて口縁に至る 削り

8 町、 12.5 体部はわずかに内轡し ロクロ目 ロクロ目

て伸び口縁に至る 体部下端一手持ちへラ

506 削り

底部周縁手持ちへラ

削り

9 局台付 荷台前 0.5 丸みをもった低い高台 ロクロ日 ロクロ目

I不 8.1 をもつ 底部一回転へラ削り 厚く灰粕がかかる

502 体部は平坦な底部から うすく灰粕がかかる

強く内管気味に立ちあ

がる

10 I不 平坦な底部 底部ー擦痕%にあり ロクロ目

506 

023 A号祉-竪穴住居壮一(4-46'"'-'48図，図版 4-19) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層イ立

砂粒含む 焼成(憂 口縁部及 カ7 ド

外褐色 び阿部% 脇

内褐色 欠損

22片接合

徽密 優 完形品 401 胴部乾燥

外褐色 15片接合 カマド 後に部分

部分的暗褐色 403カ 的に調

内褐色 マド脇 整?

部分的暗褐色

砂粒含む y:i カ7 ド

砂粒含む 優 口縁y:i カマド

外褐色 底胴部yz 脇

内黒色 2片接合

砂粒含む (憂 完形品 床面 墨書土器

外褐色 「中甲」

内褐色 意識的に口

縁を一部欠

いている

口縁部内

外面部分

的に油煙

砂粒含む 優 底部% 上層

外褐色

内褐色

砂粒含む 不良 口縁部一 床面 須恵器

外灰色 部欠損

内灰色 9片接合

長石，石 優 口縁部y，; 床直上 須恵器

英含む 外灰色

内灰色

徽密 優 ys 上層 灰紬陶器

外灰紬

内灰秘

砂粒多し 良好 床直上 砥石に使

外灰色 用かつ

内灰色 須恵I不底

部

形状一方形。規模-3.80m X 3.65 m。主軸方向-N-380-W。カマドの位置一北西壁北コーナー寄

り。壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝一全周。但，南コーナー撹乱。幅 ・深さは 15""'20cm・-6""'-7

cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 2個。ピット 2個あり備考 北東壁大部分を，023B号祉に切られてい

る。
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カ マ ド

北壁北隅近くに位置するが， 023B号祉のカマドに切られ，重複しており，詳細不明。構材は粘土。

遺物

出土遺物は数点の土器のみである。

023 B号壮一竪穴住居壮一(4-46~48 図， 図版 4 -19) 

遺 構

形状一方形。規模-2.90mx3.00 m。主軸方向-N-500-W。カマドの位置。西側コーナー。壁一ほ

ぽ垂直。 14cm。壁溝 カマド右袖部が切れている。幅・深さは，5"""'-'10 cm・-3"""'-'-5cm。床面一ほ

ぽ平坦。柱穴 3個。備考-023A号祉の北東壁の大部分を切って構築している。この二つのプランは

レベルに大差ない。

カ マド

大きさ-100cmX 140 cm。構材一粘土。壁への切り込みーカマド主体は壁外。半円形。袖部一不

明。焚出部ーなし。燃焼部 50cm。煙道部一長さ 55cm。直線的。昇角-40'。天井部ーなし。備考

火床は深く大きい。焼土が良く つまっている。 023A号杜のカマドと重複し，A号牡のカマドを大

部分切って構築している。

遺物

出土遺物は数点の土器のみである。

023A・B号泣遺物一覧表 ( )内は出土住居社 (なお， 4は1と同一，図は誤り)

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 タト 面 内 面 層位

l I不 口径 12.0 中央の器厚が薄くやや ロクロ目 ロクロ目 鰍密 焼成良 % 501 墨書土器

(A) 器高 3.7 上げ底状となる底部か 体部下端一手持ちへラ 外淡褐色 床面 底部外面

501 底径 7.5 ら屈曲して立ちあがる 削り 内淡褐色 601カ 「私得」
601 体部は直線的に伸びて 底部一回転糸切り離し マド焚

口縁に至り ，端部は尖 後周縁手持ちへラ削り 口

りぎみに終わる 底部墨書 床面

2 t不 1l. 4 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む (憂 完形品 カマド 墨書土器

(A) 3.8 て立ちあがる体部は器 体部下端回転へラ削 外淡褐色 焚口 底部外面

601 7.3 厚を減じつつわずかに り 内淡褐色 床面 「私得」
内脅して伸び，口縁部 底部回転糸切り離し

に至ってやや外反して 後周縁幅広く回転へラ

終わる 削り

底部墨書

3 I不 1l. 5 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 砂粒，石 優 口縁部YJ ピット 墨書土器

(B) 3.6 て立ちあがる体部は器 体部下端手持ちへラ 底部の焼成後の刻 英含む 外褐色 欠損 中 底部外面

ω2 7.0 厚を減じつつわずかに 削り 書 内 褐 色 「東J
内脅して伸び，端部は 底部回転糸切り離し 刻書土器

尖りぎみに終わる 後周縁幅広く手持ちへ 底部内面

ラ削り 「サ」
底部墨書

5 I不 回転糸切り痕 徽密 優 底部破片 ピット 墨書土器

墨書 外淡褐色 中 底部外面

ω2 内淡褐色 字体不明
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024号祉-竪穴住居壮一(4 -49""'51図，図版4-20) 

遺構

形状一方形。規模-3.80m X 3.75 m。主軸方向-N-390-W。カマドの位置 北壁中央部やや東寄

り。壁一ほぽ垂直。 40cm。壁溝一全周。幅・深さは， 7--.....-18cm・-3--.....-一7cm。床面一ほぽ平坦。柱

穴-3個。北東隅は柱掘り方に切られ不明。備考-7.50A・B号掘立柱建物祉に切られている。

カマド

大きさ幅 95cm。構材一粘土，暗褐色土。壁への切り込み一浅く大きな半円形。袖部一左 25cm。

右 35cm。高さ 30cm。焚出口一不明。燃焼部一幅 45cm。煙道部一長さ 85cm。響曲的。昇角一250

--.....-550。天井部ーなし。備考一焚口は柱掘り方によって撹乱。煙道部を壁の外に切り込んで、構築したも

のと考えられる。火床は良く焼け，煙道部に至る部分は特に真赤に焼けていた。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも小破片である。

024号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 護 口径 14.8 強く短かく外反する口 ロクロ目 ロクロ目

器高 縁部は口唇部外面に内

501 底径 傾するゆるやかな凹面

を形成し尖りぎみと

なって終わる

2 I不 平坦な底部から屈曲ぎ 強いロクロ目 ロクロ目

みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ

501 6.9 外面に強いロクロ痕を 削り

残す 底部残存部全面手持

ちへラ削り

025号祉-竪穴住居壮一(4 -52""'54図，図版4-21・22)

遺構

胎土

微小石が

多量にあ

る

密

焼成・色調

焼 成 優

外茶褐色

内

優

位置

遺存度 出土 備考
層位

ロ縁部ya 覆土

残存

底部%残 覆土 内黒土器

存

形状一方形。規模-4.50m x 4.65 m。主軸方向-N -19030'-E。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 50cm。壁溝一全周。幅・深さは15cm・-10cm。床面一ハード・ロームを踏み固め堅い。ほ

ぽ平坦。柱穴-4個。

カマド

大きさ-90cm x 120 cm。構材一白色粘土。壁への切り込み一三角形。袖部一左右各 40cm。焚出部

一浅い半円形。燃焼部-60cmx40cm。煙道部一長さ 55cm。直線的。一部に粘土補填。昇角-60。

"-'65。天井部一後面遺存。備考一火床は小さくあまり焼けていないが，黒色の灰が残存している。両

袖部の外側に白粘土が広がっていた。

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(鉄斧 1点)である。土器はいずれも破片ないしは破損品である。
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025号社遺物一覧表

法 霊 特 徴

番号 名称
口径・器高・底径 器 青三 外 面 内 面

1 饗 口径; 26.0 頭部で強く外反する口 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ

402 器高 縁部は，口唇部外面に 胴部上位~中位ー縦位 胴 部 斜 位 へ ラ 削

502 底径 外傾するゆるやかな凹 へラ削り り

503 面を もち受け口状と 胴部下位縦位へラナ

な って端部は外方に ア

尖って終わる

胴部は上位に最大径を

もち内脅し つ つすぽ

まって下がる

2 f不 13.0 わずかに上げ底状とな ロクロ目 ロクロ目

3.3 る底部から強く内轡し 体部下端手持ちへラ

502 8.0 て立ちあがる体部は器 削り

厚を減じつつほぽ直線 底部一手持ちへラ削り

的に伸びて口縁に至る

3 I不 わずかに上げ底状とな ロクロ目 ロクロ目

る底部から強く内管気 底部 回転へラ切り離

401 8.4 味に立ちあがる し後へラ削り(磨滅し

ており削り方は不明)

4 鉄斧 現存長 8.9 有袋式無屑

市宮 4.5 刃角20.

201 厚 0.25 袋部に木質を残す

026号壮一竪穴住居牡一(4-55・56図，図版4-22) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

微砂粒を 焼成良 % 402 

多く含む 外晴褐色 502 

内灰褐色 カマド

503 

床面

微砂粒を 良 );3 カマド 土師質

含む 外灰褐色 内 須恵器

内灰褐色

砂粒を多 良 % 須恵器

く含む 外 灰 色

内灰色

完形

形状-不整方形。規模-2.65m X 2.40 m。主軸方向 S-230-E。カマ ドの位置-南壁中央部やや東

寄り 。壁一掘り込み浅 く 15，，-，25cm。壁溝ーなし。床面一ほぽ平坦。柱穴ーなし。備考-701号建物

社と重複。新旧不明。

カ マド

削平著しく火床の残存のみ。火床は良 く焼けている。

遺 物

出土遺物は数点の土器である。いずれもカマド内から出土している。

026号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 背三 外 面 内 面

l ま干 口径 13.5 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 細かい砂

器高 3.7 費気味に立ちあがる体 体部はへラ様のもので 粒を含む

501 底径 6.3 部はほぼ直線的に伸び 線刻

て口縁に至る 体部下端手持ちへラ

削り

底部一回転糸切り離し

後周辺手持ちへラ削り

2 杯 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 石英含む

管気味に立ちあがる体 体部下端回転へ ラ削

501 7.0 部は，下端へラ削り部 り

に軽い稜を形成する 底部全面 回転へラ削

り

3 JT- 14.6 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 砂粒，石

3.7 て立ちあがる体部はわ 底部一回転糸切り離し 英を含む

501 7.2 ずかに内轡しつつ伸び (無調整)

口縁に至る
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位置

焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼成優 }ぜ カマド 内面斑点

外淡褐色 底面 状に新l離
内淡褐色 焼成前体

部外面に

ヘラ描き

1憂 口縁部す カマド 内面斑点

外褐色 べて欠く 底面 状に!tIJ離

内褐色 );f 著しい

2片接合

不良 口縁部を カマド 内面斑点

外 褐 色 一部欠く 底面 状に剥離

内褐色 がほぽ完 須恵器

苦手

6片接合



027号祉一竪穴住居社一(4-57--""59図，図版4-23)

遺構

形状一長方形。規模-4.15m X 3.05 m。主軸方向-N-400-E。カマドの位置一東側コーナー。壁一ほ

ぽ垂直。 25cm。壁溝ー全周。幅・深さは 5""'18cm・-2""， -3 cm。床面一ハードロームを掘り込んだあ

とロームブロック+暗褐色土で貼床。軟弱。ほぽ平坦。柱穴-3個

カマド

大きさ 90cmx100 cm。構材-粘土，暗褐色土。壁への切り込み一壁隅利用。切り込まず。袖部一不

明。焚出部一浅い半円形。燃焼部-50cmx60cm以上。煙道部一長さ 40cm。直線的。昇角-40.。天

井部一後面遺存。備考一火床は概して小さく床面より約 10cm掘り込まれている。あまり焼けておら

ず焼土は少ない。

遺物

出土遺物は数点の土器のみである。いずれも坪で破片もしくは破損品である。

027号杜遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

l t手 口径， 13.5 ゆるやかな凹面状とな ロクロ目 ロクロ目

器高 3.5 る底部から屈曲して立 底部全面一手持へラ削

401 底径 10.0 ちあがる体部はわずか り

に器厚を減じつつ直線

的に伸び口縁に至る

2 t手 平坦な底部から強〈内 体部下端一回転へラ削 ロクロ目

1.5 管気味に立ちあがる り

501 8.6 底部全面一回転へラ削

り

028号祉-竪穴住居壮一(4-60--""62図，図版4-24) 

遺構

胎土 焼成・色調
面

少量の砂 焼成優

粒を含む 外赤褐色

内赤褐色

!砂粒，石 優

母を多内淡灰色

含む

位置

遺存度 出土 備考
層位

口縁部% 床面 内外朱塗

欠損 り

底部のみ 須恵器

形状一方形。規模-4.00m X 3.95 m。主軸方向-N-53・-w。カマドの位置-西壁中央部やや北寄

り。壁一ほぽ垂直。壁溝一全周。幅・深さは 5""，20cm・-5""，-10 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4

個。

カマド

大きさ-105cmX 110 cm。構材-砂質粘土。壁への切り込みー煙出口のみ切込み。袖部-左右各 30

cm。高さ 30cm。焚出部ーあり。燃焼部-60cmx60 cmx20 cm。煙道部一長さ 60cm。響曲的。昇

角一30・""'55・""，70・。天井部一後面遺存。(土器片補強)。備考ー火床は概して小さく床面より 15cm程

掘り込まれている。燃焼部は灰と焼土が充満していた。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。
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028号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 汗三 外 面 内 面

1 婆 口径 24.4 頚部で強く外反して伸 口縁昔日~頚部横ナデ 口縁部~頚部横

器高 11. 5 びる口縁部は外面に稜 胴部横位叩き目 ナデ

402 底径 を形成した後口唇部外 胴部指による押

面に強い稜を形成して 圧痕を とどめる

内傾する面をも って終

わる

2 甑 29.4 口縁部は強 ど外反して ロ縁部横ナデ 口縁部横ナデ

40 25.1 ひらく 把手ーへラ削り 胴部ー縦位へラ磨

405 8.4 口縁下に 3個の把手を 胸部上位~下位縦位 き

401 もつ へラ削り 胴部下端ー横位へ

501 胴部はわずかに内管し 胴部下位ー横位へラ削 ラ削り

て下がり単孔の底部に り

至る

3 甑 長胴である 胴部上端ー横ナデ 横位へラナデ

26.7 胴部はわずかに内轡ぎ 胴部上位ー縦位へラ削

506 10.4 みに下がり単孔の底部 り

に至る 胴部中位~下位一縦位

へラナデ

4 I手 15.2 孤状となる底部から内 口縁部ー横ナデ 全面へラ磨き

4.5 雪を続けて立ちあがる 体部~底部全面ーへラ

403 丸底 体部は口縁端部で丸み ナデ

みをもって終わる

5 I手 11. 8 ほぽ平坦な底部から強 口縁部一横ナデ 全面へラ磨き

3.6 く内管気味に立ちあが体部横位へラ削り

409 7.4 る体部はゆるやかな内 底部一手持ちへラ削り

望号を続けて伸び口縁に

至る

体部下端に稜をもっ

6 I不 12.4 体部は上位から外反し ロクロ目 ロクロ自

4.0 て伸び口縁に至る 体部下位一手持ちへラ

410 7.2 削り

底部一回転糸切り離し

後周縁を幅広く手持ち

へラ削り

7 月〈 底部ーへラ削り

底部墨書

601 

8 高台付 15.0 太くしっかりと立つ向 ロクロ目 ロクロ目

I不 5.5 台をもつ 体部下端一回転へラ削

501 高台高 0.6 平坦な底部から強く内 り

9.3 費気味に立ちあがる体 高台貼付部一横ナデ

部は下位へラ削り部に 底部全面回転へラ削

稜を形成した後直線的 り

に伸び口縁部でわずか

に外反ぎみとなって終

わる

029号壮一竪穴住居杜一(4-63~65 図， 図版 4 -25) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

砂粒含む 焼成優 口縁及び 床面 須恵器

(雲母) 外灰色 頚部は全 20cm 胴部内外

内灰色 周するが 面剥離が

胴部より 激しい

下を欠損

している

砂粒含む (憂 胴部y:i欠 404カ

外褐色 損 7 ド上

内褐色 405カ

マド左

脇

401カ

マドた

き口

501床

上15m

砂粒，石 優 口縁部は カマド 外面智l離
英，長石 外淡黄褐色 欠損して 一括 あり

多く含む 内淡黄褐色 いる

予4

石英を多 優 % 床面

く含む 外褐色 口縁及び

内褐色 体部一部

欠損する

がほぼ完

青手

石英含む 優 口縁%欠 中層

外褐色 損

内褐色

徽密 優 口縁部y:i 中層

外褐色 欠損

内褐色

底部yz カマド 墨書土器

上 底部外面

字体不明

頼主密 優 y:i 床上 須恵器

石英，長 外灰色 15cm 

石粒を若 内灰色

干含む

形状一不整方形。規模 3.20 m X 2.95 m。主軸方向 N-350-E。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直，12 cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 10cm・-2-------3cm。床面一ほぽ平坦 柱穴-4個。 他に

ピット 1個あり。備考一北東隅が突出する不整プラン。
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カマド

大きさ 幅 100cm。構材一暗褐色土，粘土。壁への切込み一深い三角形。 55cmxl00 cm。袖部一不

明。焚出部一不明。燃焼部-70cmx65cm。煙道部長さ 45cm。ゆるやかに立上る。昇角一25。前

後。天井部 後面一部遺存。備考一壁をかなり深く切り込んで構築している。燃焼部にフイゴの羽口

が横転して出土の他に焚口手前で鉄津3点出土。

遺物

出土遺物は少量の土器，鉄製品(紡錘車 1点)，羽口(1点)，鉄津 (3点)である。土器はいず、れ

も破片もしくは破損品である。鉄津は 3点ともにカマド前方の床面上から出土している。

029号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 :1fj 外 面 内 面 層位

婆 口径 19.0 頚部で強く屈曲ぎみに 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 砂粒含む 焼成優 ys 
器高 5.0 外反する口縁部は，口 胴部ナデ 頚部横位へラ削 外褐色

ワ 底径 唇部外面にやや外傾す り 内褐色

るゆるやかな凹面を形 胴部ー斜位へラ削

成し受け口状となり， り

端部は尖って終わる

2 斐 13.6 頚部から外反して立ち 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 砂粒含む 優 ya カマド

5.5 あがる口縁部は口唇端 胴部上位←斜位へラ削 胴部上位ー横位へ 外褐色 中

405 部で小さく丸みをもっ り ラ削り 内褐色

て終わる

3 I手 12.6 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 徽密 優 口縁をー 床面

3.5 轡気味に立ちあがる体 体部下端手持ちへラ 外侮色 部欠損 カマド

401 6.0 部は，ゆるやかに内轡を 削り 内褐色 ほぼ完形 右前

続けて伸び口縁に至る 底部回転糸切り離し

(無調整)

4 I干 13.2 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 優 口縁及び カマド

4.0 管気味に立ちあがる体 体部下端一手持ちへラ 外淡褐色 体部をだ 上

404 6.8 部はゆるやかなふくら 削り 内淡褐色 欠損して

みをもった後外反して 底部回転糸切り離し いる

伸び口縁に至る 後周縁手持ちへラ削り 底部完

5 t手 15.0 平坦な底部から強く内管 ロクロ目 細かいへラ磨き 砂粒含む 優 口縁% カマド 内黒土器

5.1 気味に立ちあがる体部 体部下位手持ちへラ (部分的にロクロ 外淡褐色 底部y，; 内

406 8.4 は，ほ11直線的に伸びて 削り 目が残存する) 内黒色

口縁部に至りやや外反 底部全面一手持ちへラ

し，端部は外方に尖りぎ 削り

みとなって終わる

6 荷台付 しっかりとふんばって ロクロ目 細かいへラ磨き 砂粒含む 優 口縁部及 床面 墨書土器

皿 2.1 立つ高台をもっ 体部下端一回転へラ削 外褐色 び体部の 東南の 体部外面

402 7.2 平坦な底部からゆるや り 内褐色 欠損 間 字体不明

かに内毎してひらく体 高台貼付部ナデ 「口園」
部で，下端へラ削り部 底部一回転糸切り離し

に軽い稜を形成する 体部墨書

7 羽口 現存長 6.8 不正な円形で，子しは楕 指による押圧痕 ヘラ様工具による 密 カマド

子L径幅 2.4 円形となる 削り 外褐色 内

301 長 3.4 先端黒色

8 鉄製 現存長 6.3 3片に分離している

紡錘車 紡輪径 4.7 芯棒が折れ曲がってい

201 紡輪厚 0.7 る
L一一一一
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030 A号土止-竪穴住居壮一←(4-66~68 図，図版 4 -26・27)

遺構

形状 方形。規模-4.50m X 3.95 mo主軸方向 N-2T-E。カマドの位置北壁中央部。壁一ほぼ

垂直 45cm。壁溝 北東コーナーより東壁にかけて壁より 15~25 cm離れた地点をめぐり ，南壁部は

切れている。幅 ・ 深さは 20cm ・ -2~3 cm。床面 ほぼ平坦。柱穴主柱穴は 4個と考えられるが，

他にピットがカマド脇，南壁下等に 8 個，周溝内に 4~5 個所在する。備考 30B号牡の北側を切っ

て構築している。

カマド

大きさ 90 cmX 120 cm。構材 粘土(不良)。壁への切り込み一一殆んどなし。袖部一左右高さ各 35

cm前後。焚出部ーなし。燃焼部-50cmx60 cmx35 cm。煙道部長さ 55cmo IくJ字形。昇角 25。

~700。天井部 後面若干遺存。備考一火床は良く焼けている。燃焼部に直立して支脚出土。火床上部

には灰が厚く堆積。

遺物

出土遺物は土器，土製品(支脚 1点)，鉄製品(万子 1点)である。土器は少量で，いずれも破片もし

くは破損品であり，小破片が多い。

030 B号壮一竪穴住居壮一(4-66・68図，図版 4-26) 

遺構

形状 方形。規模 3.80 m X 3.90 m。主軸方向 N-380-E。カマドの位置 030A号祉との重複部

分に二か所の焼土が検出されている。そのうちの 1か所は本住居祉のカマドの火床の跡と考えられる。

大部分は A号祉に切られた模様。壁 ほぼ垂直。壁溝-A号牡に切られている部分以外は全周。幅・

深さは 20cm ・ -5~-10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考-北側を 030A号祉に切られてい

る。このため，カマドについては痕跡のみ確認。

遺物

出土遺物は数点の土器のみであり，いずれも小破片である。

030A. B号祉遺物一覧表 ( )内は出土住居社

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 罪主 タト 面 内 面 層位

1 警 口径 24.0 頚部で屈曲ぎみに外反 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 石英，長 焼 成 良 );，i カマド

器高 9.4 する口縁部は口唇部で 胴部ーへラ削り 胴部ー横位へラナ 石を多く 外褐色 東側

403 底径 直立ぎみとなり端部は ア 含む 内褐色

丸みをもって終わる

胴部は内脅しつつ張り

出して下がる
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

2 整 13.8 「く」字状に外反する口 口縁部ー横ナデ 横ナデ 砂粒含む 優 う4 覆土 内面部分

縁部で口唇端部は外方 胴部ー縦位へラ削り 外褐色 的に剥離

502 に尖って終わる 内褐色

胴部は内管しつつ張り

出して下がる

3 婆 12.0 頚部下位に軽い稜をも 口縁部一横ナデ 横ナデ 砂粒含む 優 口縁ya カ7 ド
(A) ち強く外反する口縁部 胴部縦位ヘラ削り 外褐色 3片接合 内
407 をもつ 内褐色

4 斐 13.8 ゆるく外反する口縁部 横ナデ 横ナデ 石英，砂 優 図のyz カマド

(B) で口唇端部は丸みを 粒を含む 外褐色 2片接合 東側

409 もって終わる 内暗褐色

5 t手 平坦な薄い底部から立 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 優 L生 406カ
(A) ちあがり部で器厚を増 体部下端一手持ちへラ 外褐色 2片接合 マド内

406 9.8 して屈曲ぎみに立ちあ 削り 内褐色 407カ

407 がる体部は下端へラ削 底部全面手持ちへラ マド内

り部に軽い稜をもって 削り

伸びる

6 褒 胴部下端ー横位へフ削 指によるナデつけ 砂粒含む 優 % 須恵器

(A) り 外褐色 2片接合

404 12.0 底部全面へラ削り 内褐色

7 I手 17.8 平坦な底部から強く内 口縁端部ーへラ磨き 全面細かいへラ磨 砂粒含む 優 底部% 床面上

(A) 6.0 湾気味に立ちあがる体 口縁部ー横ナデ き 外褐色 口縁部% 東南コ

505 9.4 部はゆるやかな内脅を 体部斜位へラナデ 内褐色 ーナー

続けて伸び口縁に至る 体部下端手持ちへラ

削り

底部全面一手持ちへラ

両日り

8 t手 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 砂粒粒含 f憂 口縁部の カマド 須恵器

(A) て立ちあがる体部は下 体部下端←回転へラ切 む 外灰色 欠損 東側

401 8.8 端へラ削り部に軽い稜 り離し後回転へラ削り 内灰色

を形成して伸びる

立ちあがり都内面に強

い押圧を加えている

9 t不 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 口縁部体 カマド 墨書土器

(A) て立ちあがり直線的に 体部下端一回転へラ削 外灰色 部欠損 脇 底部外面

602 9.0 伸びる体部である り 内灰色 「甲」

底部全面一回転へラ削 須恵器

り

底部墨書「甲」

10 高台付 断面逆二角形状の高台 ロクロ目 ロクロ目 砂粒，雲 優 底部体部 下層 須恵器

(A) t不 高台高 0.8 をもつ 底部全面一回転へラ削 母を含む 外灰色 yz 
402 7.6 平坦な底部から高台鮎 り 内灰色

付部に稜をもち，屈曲

して立ちあがる体部で

ある

11 蓋 13.4 ゆるやかに内笥して下 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 優 % 覆土 須恵器

天上部13.6 がる体部は強い稜を形 外暗い灰色 体部外菌

502 成して口縁部に移り， 内暗い灰色 $J離
直線的に立つ

12 t手 墨書 砂粒含む 良 床上 墨書土器

(底部 底部一手持ちへラ削り 外褐色 底部外面

603 破片) 内褐色 字体不明

内面剥離

13 土製 現存長20.2 全体によく熱を受けて 粒子荒く 外淡褐色を カマド

(A) 支脚 径 8.0 いる 砂が多い 基調一部赤褐 内

301 色

14 力子? 現存長 5.3 刃部は内管し，先端部 身端部の

幅 l.4 は丸味をもっ み残存

201 厚 0.25 
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031号祉-竪穴住居壮一(4-69~71 図，図版 4 -28・29・30)

遺 構

形状一不整長方形。規模-4.10mx2.90 m。主軸方向 N-420-E。カマドの位置一東側コーナー。

壁一ほぼ垂直。 70cm。壁溝ーナシ。 床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。壁外。備考 カマド周辺部に遺物

は少なし住居杜西側床面上に遺物の出土が非常に顕著であった。 他の住居に比して，特に深い住居社

である。

カ マド

備考 壁の外，床面より 65cm程上段にあり ，あまり焼けていない。火床直上に焼土がみられた。

火床をかこんで三方に白粘土がつまっており ，壁外カマ ドと考え られる。袖部は壁内まで存したか否

か不明。ただ粘土がカマドより壁外までくだって存する。構造不明。

遺物

出土遺物は多量の土器と青銅製帯金具(詑尾 1点)である。土器は坪が多く ，完形品，大形品が顕

著で，なかでも墨書土器が多数出土している。

031号牡遺物一覧表 ※他に， 墨書土器 3 点(補足図 8 ~10) あり。

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 売長 外 函 内 面 層位

I 工不 口f圭 12.1 平坦な底部から強 く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 焼成良 口縁一部 カマド

器高 4.1 脅気味に立ちあがる体 体部下端一手持ちへラ 外褐色 欠損 焚口部

412 底径 7.4 部はゆるやかな内轡を 削 り 内褐色 ほぽ完

続けて伸び，口縁部で 底部一回転糸切り後周

外反して終わる 縁手持ちへラ削り

2 E不 12.1 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 優 口縁y3欠 床面 内面部分

3.8 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 外褐色 損 的に!/<IJ離

408 6.9 ほぽ直線的に伸びて口 削り 内褐色

縁部でわずかに外反 底部全面一手持ちへラ

し，端部で丸みをも っ 削り

て終わる

3 f干、 12.6 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 6片接合 床面北

3.9 管して立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 外褐色 倶iJ

406 6.4 は，下位にわずかなふ 削り 内褐色

くらみをもった後やや 底部全面手持ちへラ

外反ぎみに伸びて口縁 削り

に至る

4 杯 12.6 わずかに上げ底状とな ロクロ目 ロクロ自 長石，石 良 。フj5jf:ノノロ口口 床面

3.7 る底部から屈曲ぎみに 体部下端一手持ちへラ 口縁部に一部油煙 英粒含む 外淡褐色

411 6.8 立ちあがる体部は直線 削り 付着 内淡褐色

的に伸びて口縁に至る 底部全面一手持ちへラ

削 り

5 E手 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 墨書土器

7.4 みに体部は立ちあがる 体部下端一手持ちへラ 底部外面

601 削り 「私得」

底部ーへラ切り後ヘラ

削り

底部墨書

6 I手 12.7 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 aブ!ejf:ノノ 床面 墨書土器

4.3 轡気味に立ちあがる体 体部下端手持ちへラ 外淡褐色 体部外面

621 6.0 部は口縁部で軽く外反 削 り 「中甲J
して終わる 底部全面一手持ちへラ 内面部分

削 り 的に剥離
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法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
11筏・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

7 t手 12.2 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 完形品 カマド 墨書土器

4.3 みに強く内管して立ち 体部下端一手持ちへラ 外淡褐色 下 体部外面

607 6.6 あがる体部は中位から 削り 内淡褐色 「中甲」

外反して伸び口縁に至 底部全面一回転へラ切 口縁部に

る り離し後手持ヘラ削り 一部油煙

体部墨書 が付着

8 t手 12.9 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 徽密 良 y3 床面南 墨書土器

4.35 みに立ちあがる体部は 体部下端手持ちへラ 外淡褐色 角 体部外商

616 6.6 器厚を減じつつわずか 削り 内淡褐色 「新口J
に内脅して伸び，口縁 底部全面一手持ちへラ

部で軽く外反して終わ 削り

る 体部墨書

9 I手 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 体部一横位磨き 墨書土器

みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 底部一磨き 体部外面

618 ほぽ直線的に伸びて口 削り 字体不明

縁に至る 体部墨書 内黒

10 t手 14.5 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 優 完形 床面 墨書土器

4.8 みに強く内管して立ち 体部下端手持ちへラ 全面細かいへラ磨 外淡褐色 体部外面

608 9.0 あがる体部はわずかな 削り き 内黒色 「中甲」

内重撃を続けて伸び，口 底部全面一回転へラ切 底部外面

縁部で軽く外反して終 り離し後手持へラ削り に焼成前

わる 体部墨書 の刻 書

底部剥離 i+J 

11 庁、 15.2 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 口縁部% 床面 墨書土器

5.2 轡して立ちあがる体部 体部下端手持ちへラ 外淡褐色 15-031 体部外面

620 7.4 は，わずかな内替を続 削り 内黒色 409の 「中甲J

けて伸び，口縁部に至 底部全面手持ちへラ 中上り

り軽く外反して終わる 削り 発見

体部墨書

12 I平 体部下端回転へラ削 ロクロ目 微砂粒合 良 床上 墨書土器

(底部 り む 外淡褐色 底部外面

610 破片) 7.7 底部回転へラ削り 内淡褐色 「得」か?

底部墨書

13 t手 体部下端手持ちへラ 細かいへラ磨き 徽密 良 削平面 墨書土器

自IJり 外淡褐色 (床 体部外面

615 7.4 底部一回転へラ切り離 内黒色 +80) 字体不明

し

体部墨書

14 t干 体部に墨書 徽密 良 カマド 墨書土器

口縁部 外淡褐色 上 体部外面

613 破片 内淡褐色 字体不明

15 t手 体部に墨書 鰍密 良 覆土上 墨書土器

口縁部 外淡褐色 「中甲」

611 破片 内淡褐色

16 I下 ロクロ目 ロクロ目 体部 墨書土器

体部に墨書 小破片 字体不明

ω4 

609 

17 t手 体部下端回転へ7削 微砂粒含 良 底部 墨書土器

り む 外淡褐色 小破片 底部外面

619 底部回転へラ削り 内淡褐色 字体不明

底部墨書

18 t手 体部下端手持ちへラ 内黒 徹密 良 底部 覆土上 墨書土器

削り 外褐色 小破片 字体不明

614 底部手持ちへラ削り 内淡褐色 内黒土器

底部墨書

19 f{-、 12.4 平坦な底部から強く内 よわいロクロ目 よわいロロクロ目 砂粒含む 良 % 壁下 須恵器

4.3 管して立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 外淡褐色

505 6.7 はゆるやかな内管を続 削り 内淡褐色

けて伸び口縁部に至っ 底部全面一手持ちへラ

て外反して終わる 削り
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青Z 外 面 内 面 層位

20 皿 13.7 平坦な底部で体部は下 ロクロ目 全面へラ磨き 外半分褐色 口縁部yo カマド 墨書土器

2.8 商品へラ削り部に稜を 体部下端一手持ちへラ 半分暗褐色 欠損 上 「中甲」

606 もった後外反して伸び 削り 内暗褐色 内黒土器

口縁に至る 底部全面一手持ちへラ

削り

体部に墨書

21 局台イ寸 13.2 張り出してしっかりと ロクロ目 全面へラ磨き 徽密 良 完形品 床面 墨書土器

皿 3.0 立つ高台をもっ体部は 底部一回転糸切り離し 外褐色 「中甲」

604 高台高0.9 わずかに外反して伸び 後周縁回転へラ削り 内本来は黒色 内黒土器

7.7 口縁に至る 体部に墨書 大部分が剥離し 部分的に

ているため褐色 剥離

22 荷台付 13.0 わずかに内管ぎみに立 体部ロクロ目 全面ヘラ磨き 徽密 良 床面 墨書土器

皿 3.0 つ高台をもっ 底部一回転糸切り離し 外褐色 「中甲j

602 高台高 3.2 体部はゆるやかに外反 後周縁回転へラ削り 内褐色 内黒土器

7.4 して伸び口縁に至る 体部に墨書 ほとんど

~J離

23 皿 体部に墨書 括主密 良 墨書土器

外淡褐色 字体不明

612 内淡褐色

24 青銅製 現存長3.05 鋲は 3本とも完存 表面に緑青が浮出する ほぽ完存 詑尾表金

帯金具 幅 2.5 具，裏金

201 厚 0.25 具とも有

高 0.75 す

032号壮一竪穴住居壮一(4 一72~74 図，図版 4 -31) 

遺構

形状方形。規模-3.10m X 2.90 m。主軸方向 N-400-W。カマドの位置-北壁中央部やや東寄

り，壁一ほぽ垂直， 30cm。壁溝一全周。幅・深さは 15cm・ 5"-'-8 cm。床面 ほぽ平坦。柱穴 4 

個

カマド

大きさ 80 cmx115 cm。構材一砂質粘土(土器片を埋込む)。壁への切込み 煙出口のみ切り込

み。袖部左袖 35cm。右袖 20cm。焚出部不明。燃焼部 40cmx60 cm。煙道部長さ 45cm。湾

曲的。昇角一350
，，-，600天井部一後面一部遺存。備考一火床は掘り凹められて床面より約 12cm程低い。

底面はあまり焼けていないが上部に焼土堆積。

遺 物

出土遺物は僅少の土器のみである。いずれも破片ないしは破損品である。

032号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 % 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 2l.6 頭部で強く外反する口 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 砂粒含む 焼成良 口縁部xo床面

器高 縁部は口唇部が外傾し 胴部一縦位ヘラ削り 胸部ーへラナデ 外褐色

401 底径 て立ち，端部は尖って 内褐色

終わる

胴部は内管して強く張

り出して下がる
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番号

2 

602 

3 

603 

4 

50l 

法 量
名 称

特 徴

口径・器高・底径 器 青5 外 菌 内 面

I不 11.9 平坦な底部から直線的 ロクロ目 全面へ7磨き

4.5 に外反する 体部下端一手持ちへラ

7.6 削り

底部一回転糸切り離し

後周縁手持ちへラ削り

t不 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ呂

て立ちあがる体部は体 体部下端一手持ちへラ

部下端へラ削り部に稜 削り

をもつ 底部ーへラ削り

底部に墨書

I手 胴部ーへラ削り ヘラナデ

底部一全面へラ削り

6.6 

033号土止 竪穴住居杜一(4-75~78 図， 図版 4 -32) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

鰍密 良 % 床面 墨書土器

外暗褐色 底部外面

内褐色 「辛甲」

墨書土器

字体不明

徽密 良 底部 床上

外暗褐色

内褐色

形状一方形。規模-5.50m X 5.80 m。主軸方向-N-700-W。カマドの位置 西壁中央部。壁一ほぼ

垂直。 45cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 5"-'"20cm・-5"-'"-10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 4個。他

にIJ¥背3のピット 2イ固あり。

カマド

大きさ-600cmX 140 cm。構材一白色粘土。壁への切り込み一殆んどなし。 袖部一左 50cm，右 30

cm。焚出部一不明。燃焼部-60cmx60 cmx20 cm。煙道部長さ 60cm。一部に粘土補填し，直線

的。天井部 後面遺存。備考 火床は大きく深く掘り込み良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器のみである。出土量はそう多くないが，破損品や大形の破片が多い。丸底風の坪の

破片や須恵器界が顕著である。

033号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 罪5 タト 面 内 面 間位

整 口f圭 24.4 口唇部が外傾して立ち 横ナデ 横ナデ 石英，長 焼成良 口縁YJ カマド

器高 5.0 受け口状となる口縁を 石，雲母 外褐色 2片接合 内

406 底径 もつ 粒含む 内褐色

2 ~ 24.2 口唇部外面にやや外傾 横ナデ 口縁部一横ナデ 雲母粒含 良 2片接合 床面

6.0 するゆるい凹面を形成 胴部ヘラナデ む 外褐色 ys 
502 し，受け口状となり端 内褐色

部は尖って終わる

3 要 20.0 口唇部が外傾して立ち 口縁部~頚部一横ナデ 口縁部~頭部横 粗 良 口縁M カマド

10.5 受け口状となる口縁を 胸部一縦位へラナデ ナデ 石英，長 外褐色 内

406 もつ 胴部ー横位へラナ 石，雲母 内褐色

ア 粒多量

4 斐 14.0 頚部で強く外反する口 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 砂粒含む 良 2片接合 床面

5.0 縁部は口唇端部が直立 胴部ー縦位へラ削り 胴部へラナデ 外晴褐色 ;五
503 する面となって終わる 内暗褐色

5 要 胴部中位縦位へラ削 指頭によるナデつ 微砂粒含 良 胴部ヨリ カマド

り け む 外黒褐色 底部

403 7.8 胴部下位一斜位へラ削 内淡褐色 3片接合

り
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土

口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

6 I手 16.6 平坦な底部からなめら 全面横位へラ削り後へ 全面へ7磨き 砂粒含む 良 内面劇l離 カマド

5.5 かに強く内轡気味に立 ラナデ 外褐色 が激しい 内

404 7.4 ちあがる体部はゆるや 内褐色 % 
かな内管を続けて口縁 8片接合

に至る

7 工手 底部から内轡気味に立 口縁部横fデ ヘラ磨き 砂粒含む 体胴部破 床面 内外面朱

ちあがる体部は口縁近 体部~底部ーへラナデ 外赤褐色 片y. 塗

503 くで内毎の度を増して 内赤褐色

口縁に向かう

8 I不 12.4 ゆるやかな凸面状とな ロクロ目 ヘラ磨き 砂粒含む 3片接合 カマド 内外面朱

3.5 る底部から強く内望号し 体部下端一手持ちへラ 外赤褐色 yi底部 内 塗

404 て立ちあがる体部は直 削り 内赤褐色 {本部y. 墨書土器

線的に伸びて口縁に至 底部一手持ちへラ削り 底部外面

る 字体不明

9 I不 16.0 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 全面へラ磨き 砂粒含む 良 内面の剥 床面 内外面朱

5.9 て立ちあがる体部はわ 体部下端手持ちへラ 外赤褐色 離が激し 塗

502 9.4 ずかに内轡して伸び口 削り 内赤褐色 し〉

縁に至る 底部全面一手持ちへラ % 
削り

10 坪: 12.4 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 口縁部yz 床面

4.2 費気味に立ちあがる体 体部下端一手持ちへラ 外褐色 底部完

402 6.0 部は器厚を減じつつ伸 削り 内褐色

びロ縁部でわずかに外 底部全面一手持ちへラ

反ぎみとなって終わる 削り

11 E耳、 強く屈曲して立ちあが ロクロ目 ロクロ目 墨書土器

る体部は，体部中位で 体部下端回転へラ削 底部外面

ωI 器肉が一部減厚し，日 り 「恭」

縁まで直線的に伸びて 体部に墨書

いる

12 I不 12.8 やや上げ底状となる底 ロクロ目 ロクロ目 石央，長 良 口縁部}五 カ7 ド 須恵器

3.5 部から強く内管気味に 底部一回転へラ切り離 石，雲母 外灰色 欠損 内

405 7.8 立ちあがる体部はゆる し後周縁手持ちへラ削 粒含む 内灰色

やかな内管を続けて伸 り
び，口縁部で外反して

終わる

13 E手 13.6 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 雲母粒含 良 口縁部yz 須恵器

4.0 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ む 外灰色 欠

409 9.0 直線的に伸びて口縁に 削り 内灰色 底部完

至る 底部全面一回転へラ切り

離し後手持ちへラ削り

14 I手 13.2 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 石失，長 良 3片接合 須恵器

4.0 て立ちあがる体部はわ 底部全面手持ちへラ 石粒含む 外青灰色 ほぽ完形

410 8.4 ずかに内轡ぎみに伸び 削り 内青灰色

口縁に至る

15 J不 14.2 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 長石，石 良 口縁部泌 須恵器

4.5 て立ちあがる体部は直 体部下端手持ちへラ 英粒含む 外灰色 欠

418 8.6 線的に伸び口縁に至る 削り 内灰色 底部完

底部全面一回転へラ切

り離し後へラ削り

034号土止-竪穴住居壮一(4-79~81 図，図版 4 -33)

遺構

形状方形。規模-4.90m X 4.65 m。主軸方向-N-450-W。カマドの位置北東壁やや東寄り。壁

一ほぽ垂直。 40cm。壁溝一全周。幅・深さは 20cm・-5，，-，-20cm。床面一ほぽ平坦。堅固。柱穴 4 

個。
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カマド

大きさ一不明。構材一白色粘土(砂質)。壁への切り込み一殆んどなし。備考殆んど撹乱消失。かつ

ての火床の左側より右袖全て撹乱を受けておりハードローム一部のみ残っている。壁とカマドの聞に

ソフトロームをつめ込んだ形跡がある。左側の溝はカマド手前で止まり，カマド下は固いロームであ

る。カマド前庭部床面はやや掘り凹んでいる。

遺物

出土遺物は土器，石製品(紡錘車 1点)，小磯(1点)，鉄津(2点)である。土器はいず、れも破片も

しくは破損品で，坪の出土量がやや多い。鉄津はいずれも埋土中から出土している。

034号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

斐 口径 25.0 屈曲ぎみに強く外反す 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 微砂粒， 焼 成 良 口縁部yz 床面 401の甑

器高 12.5 る口縁部は口唇部外面 胴部ー横位へラナデ 胴部一横位へラ削 石英，長 外灰褐色 3 6接合 と色調胎

501 底径 にわずかに外傾する凹 り 石，雲母 内灰褐色 土同一

面を形成し，受け口状 粒含む

となり端部は丸く終わ

る

胴部は内毎しつつ強く

張り出して下がる

2 甑 24.6 強く短かく外反する口.口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 長石，石 良 口縁より カマド

22.5 縁部は，口唇部外面に 胴部一縦位へラ削り 胴部斜位へラナ 英，雲母 外灰褐色 胴部 yz 中

401 外傾するゆるやかな凹 ア 粒若干含 内褐色 4片接合
胴部最大直径 面を形成し受け口状と む

21.9 なり外方にひらいて終

わる

胴部はゆるやかに内轡

してすぽまって下がる

3 要 18.4 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 砂粒少量 良 口縁部y.i カマド

13.8 口唇部外面にゆるい凹 胴部縦位へラ削り 胴部ー横位へラナ 含む 外褐色 10片接合 付近

505 面を形成し，受け口状 ア 内褐色

となり端部は丸く終わ

る

胸部はゆるやかに内管

して張り出しぎみに下

がる

4 t手 13.0 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 口縁部%

4.2 管気味に立ちあがる体 体部下端手持ちへラ 体部に刻書 外暗褐色 欠損 体部内面

602 7.8 部は，わずかに器厚を 削り 内褐色 焼成後

減じつつ直線的に伸び 底部全面手持ちへラ 「巾J
て口縁に至る 削り

5 士事 13.0 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 微砂粒含 良 y.i 床面

4.3 みに立ちあがる体部は 体部下端手持ちへラ む 外褐色 ピット

403 8.2 下端へラ削り部に軽い 削り 内褐色 中左脇

稜をもった後直線的に 底部回転糸切り離し

伸びて口縁に至る 後周縁手持ちへラ削り

6 t手 11目8 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 微砂粒合 良 y3片接合 覆土

4.5 みに立ちあがる体部は 体部中位~下端一手持 む 外褐色 カマド

504 7.5 中位へラ削り部に軽い ちへラ削り 内褐色 付近

505 稜をもった後器厚を減 底部手持ちへラ削り

じつつわずかに外反し

て口縁に至る

7 tT- 13.0 ほぽ平坦な底部かざ屈 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 口縁部y.i

4.5 曲ぎみに立ちあがる体 体部下端一回転へラ削 外褐色 欠損

405 8.2 部はわずかに器厚を減 り 内褐色 5片接合

じつつゆるやかに内管 底部一回転糸切り離し

して伸び口縁部で外反 後周縁回転へラ削り

して細く終わる
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法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

8 I不 12.8 ほぽ平坦な底部から原 ロクロ目 ロクロ日 微砂粒含 良 口縁部14 床面

4.55 曲して立ちあがる体部 体部下位手持ちへラ む 外暗褐色 欠損

403 8.75 はわずかに外反ぎみに 削り 内黒褐色 9片接合

伸びて円縁に至る 底部回転糸切り離し

後手持ちへラ削り

9 E干 平坦な底部から内脅し 底部墨書 砂粒含む 良 底部14 カマド 墨書土器

て体部は立ちあがる 体部下端手持ちへラ 外淡褐色 底部外面

601 8.0 削り 内淡褐色 「私圃」
底部一回転糸切り離し

後手持ちへラ削り

10 勾く 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 体部より カマド 墨書土器

笥して体部は立ちあが 体部下端一手持ちへラ 外淡褐色 底部破片 底部外面

603 る 削り 内淡褐色 )i 字体不明

底部一手持ちへラ削り

11 I不 13.0 わずかに上げ底状とな ロクロ日 ロクロ目 石英，長 良 口縁部% 床面 須恵器

3.85 る底部から強く内管し 体部下端手持ちへラ 石粒多量 外灰色 欠慢のみ

402 7.2 て立ちあがる体部はゆ 削り 合む 内灰色

るやかに内管しつつ伸 底部全面一回転ヘラ切り

び口縁に至る 離し後手持ちへラ削り

12 両台付 角ばってしっかりと立 ロクロ目 ロクロ目 徽 f憂 口縁は欠 覆土

盤 つ高台をもっ 底部全面一回転へラ削 外灰色 損してい

504 12.7 り 内灰色 る}長

13 (長頚瓶) 断面が台形状のしっか ロクロ目 ロクロ目 徹密 良 床面 灰粕陶器

つ 4.8 りした高台をもっ 底面に灰粕がかか 外赤褐色

503 8.7 体部はわずかに内管し る 内灰色

つつ伸びる

14 石製 間 1.6 擦痕とどめる 東側周 蛇紋岩質

紡錘車 上径 3.1 • 溝

101 孔径上 0.9

下 0.7

底径 4.6 

15 小磯 長 6.8 先端部に一部擦痕

幅 1.6 基部に敵打面がある

101 厚 0.8 

035号壮一竪穴住居壮一(4-82-----84図，図版 4-34) 

遺構

形状一方形。規模 3.20 m X 3.40 m。主軸方向 N-1T-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 45cm。壁溝ーカマドの西側部分は一部切れる。幅・深さは 15cm・-3'"'-'-10cm。床面 ほぽ

平坦。柱穴-4個。他にピット 2個あり。

カ マド

大きさ-120cmX 140 cm。構材粘土，暗褐色土。壁への切り込み半円形。45cmX 120 cm。袖

部左 40cm。右 30cm。焚出部一不明。燃焼部 70cm X 70 cm X 25 cm。煙道部長さ 70cm。直

線的。昇角 420。天井部 なし。備考火床は大きく掘り込みも深く，床面より約 15cm計る。やけ

ていないがその上に焼土が良くつまっている。底面と焼土はかき出されたとも考えられる。

遺物

出土遺物は数点の土器のみである。いずれも破片で，カマド内から出土している。

戸
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035号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

饗 口径 胴部一横位へフ削り 底部ーナデつけ

器高 6.0 底部木葉痕 胴部一輪積痕残る

403 底径

2 I手 12.4 平坦な底部から屈曲ぎ ヘラ磨き ヘラ磨き

3.7 みに立ちあがる体部は

401 10.2 直線的に伸びて口縁に

至る

036号壮一竪穴住居壮一(4-85~87 図，図版 4 -35) 

遺構

位置

備考 I胎土 焼成・色調 遺存度 出土

層位

砂粒含む 焼成良 カマド 底部木葉

外褐色 内 痕

内褐色

微密 良 口縁部ya カマド 内外面朱

微砂粒を 外赤褐色 塗

含む 内赤褐色 内外面斑

点状に剥

離

形状一方形。規模-3.60m X 3.15 m。主軸方向-N-480-E。カマドの位置-東側コーナー。壁一ほ

ぽ垂直。 27cm。壁溝一全周。幅・深さは 7"'-'18cm・-2"，-，-10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。

カマド

大きさ-80cm x 100 cm。構材一粘土，暗褐色土。壁への切込み一壁隅利用，殆んどなし。袖部一不

明。焚出部ーなし。燃焼部-40cm以上x60cm。煙道部一長さ 40cm。湾曲的。昇角一300
"，-，500。天

井部ーなし。備考一火床奥部に支脚が検出されたが支脚は不整八角柱の石で焼けており，その左にや

やずれてカメ片が逆に立てられ不足分は高台付の皿を横転させて補い，さらにその上に須恵器小片を

のせ，またその上に坪を下向きにかぶせて支脚としていた。火床の底面はあまり焼けていないが，上

部に焼土堆積。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品(支脚 1点)である。土器は坪，高台付皿各 1点を除きいずれも破

片である。カマド内からの出土が大半を占めている。支脚はカマド内から杯，皿と共に出土。

036号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 苦手 外 面 内 面 層位

I I干 口径 12.6 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 粗 焼成良 3昔 カマド

器高 4.0 みに立ちあがる体部 体部下端一手持へラ削 砂粒を多 外褐色

403 底径 6.6 は，下位へラ削り部に り く含む 内褐色

稜を形成した後直線的 底部全面手持へラ削

に伸びて口縁に至る り

2 司、 12.8 上げ底状の底部から屈 ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 ほぽ完 カマド

4.3 曲ぎみに強く内管気味 底部一回転糸切り離し 外褐色

404 6.4 に立ちあがる体部は口 のみ(無調整) 内褐色

縁部に至り外反して終 体部下位一手持ちへラ (濃灰褐色)

わる 削り

3 t手 12.6 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 組 良 口縁部J.<i 床(下 外面剥離

3.6 みに立ちあがる体部は 体部下端手持ちへラ 砂粒含む 外褐色 向きに 口縁部ー

401 5.4 下位へラ削り部に軽い 削り 内褐色 出土) 部油煙付

稜をもった後直線的に 底部全面一手持ちへラ 着

伸び口縁部で外反して 削り

l終わる
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

4 高台付 14.4 底部外面に凹をもっ ロクロ同 全面へラ磨き 砂粒含む 良 口縁部% 墨書有

皿 3.3 底部からゆるやかに外 体部に墨書 内黒 外褐色 字体不明

602 7.4 反してひらき口縁に至 底部ご回転へラ削り後 内褐色 内黒

る 横ナデ

5 高台付 13.7 直立ぎみとなる逆三角 ロクロ目 全面へラ磨き 微密 良 7古E カマド 墨書有

皿 3.2 形の高台をもっ 体部に墨書 内黒 微砂粒を 外褐色 中 「中甲」

601 7.2 底部からゆるやかに外 底部一回転へラ削り 含む 内褐色 内黒

反して伸び口縁に至る

高台から体部への移行

はなめらかである

037号祉-竪穴住居壮一(4-88~90 図，図版 4 -36)

遺構

形状一方形。規模 3.40 m X 3.90 mo主軸方向 N-330-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 40cm。壁溝ーカマド左西袖部はピットで切れる。幅・深さは 10----20cm・-5cm。床面 ほぽ

平坦。柱穴 4個。他にピット 3個あり。

カマド

大きさ-60cm----70 cm x 95 cm。構材粘土(不良)。壁への切り込み殆んどなし。袖部左右高

さ各 25cm----30 cm。焚出部一不明。燃焼部-40cmx50 cm。煙道部一長さ 40cm。響曲的。昇角-400

____660。天井部 なし。備考一火床は小さく貧弱であまり焼けていない。煙道部は壁を利用。壁溝は両

袖根部で切れる。両袖基部は床面よりやや高い。両袖根部壁よりにうめ込みあり(ローム)。焚口部の

ピットは住居牡に伴うか疑わしい。

遺物

出土遺物は土器のみである。いずれも小破片で、僅少である。カマド内から大部分出土している。

037号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器

* 外 面 内 面 層位

窪 口f圭 2l.0 頚部で強く外反する口 横ナデ 横ナデ 砂粒含む 焼 成 良 う4 カ7 ド

器高 縁部は，口唇部外面に 外褐色 前

501 底径 やや外傾する凹面を形 内赤褐色

成し，受け口状となっ

て終わる

2 I不 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 微密 良 底部y:i カ7 ド 須恵器

9.0 て立ちあがる 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外灰色 目日

501 立ちあがり部に押圧を 削り 含む 内灰色

b日えている 底部全面一回転へラ削

り後手持ちへラ削り
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038 号祉-竪穴住居牡一(4-91~93 図，図版 4 -37) 

遺 構

形状 方形。規模-3.35m X 3.25 m。主軸方向-N-150-E。カマドの位置-A北壁中央部。 B南東

コーナー壁溝。壁一高く垂直。西壁は二段になっている。 50""'-'60cm。壁溝一全周。幅・深さは 5""'-'20

cm.-5""'-'-10 cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考一南東コーナー柱穴に焼土塊が検出された。西壁

部分は二段になっており，あるいは改築したものか。

カマド A

大きさ-115cmX 105 cm。構材一白色粘土，暗褐色土。壁への切り込み一三角形。 30cmx90 cm。

袖部左右各 25cm。高さ 30cm。焚出部ーなし。燃焼部一75cmx55 cm。煙道部一長さ 70cm。響

曲的。昇角一350""'-'600。天井部 なし。備考一火床は比較的大きく掘りが深い。底面はあまり焼けてい

ないが煙道部に焼土がつまっていた。壁溝は両袖部で切れる。袖部基底は底面よりやや高い。煙道は

壁を約30cm程切り込んで作られており，煙道口より壁までの煙道上部は表面を暗褐色土で整形した

のではないかと考えられる。

カマド B

燃焼部一火床の一部遺存。備考一前面破壊，消失。

遺 物

出土遺物は土器のみである。僅少でいずれも小破片である。

038号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面

I 聾 口径 20.0 頚部で強く外反する口 横ナデ 横ナデ

器高 縁部は口唇部外商にゆ

501 底径 るやかな凸面を形成し

端部は上方に尖って終

わる

2 t手 平坦な底部から屈曲し 底部に墨書

て内管ぎみに立ちあが

601 る体部である

3 I手 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目

て立ちあがり直線的に 体部下端手持ちへラ

502 伸びる体部である 削り

底部一手持ちへラ削り

4 高台付 低くしっかりとした高 ロクロ目 ロクロ目

t手 台をもつ 底部回転へラ削り

501 

-218-

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

砂粒含む 焼 成 良 ys 上部

外褐色

内淡褐色

墨書土器

底部外面

「私得」か
フ

砂粒含む 良 下部 須恵器

外灰色 底部外面

内灰色 に焼成後

の刻書

「中J?

砂粒含む 良 底部x 上部 須恵器

外灰色

内灰色



039 A号壮一竪穴住居壮一(4-94~97 図，図版 4 -38・39・40)

遺構

形状一方形。規模 4.50 m X 3.70 m。主軸方向-N-400-W。カマドの位置 039C号祉のカマドを

切り，重っている(北壁中央部)。壁 掘り込み浅く明確でない。 15cm。壁溝一不明。床面 ソフト

ローム層上部面に構築。 039B，C号杜と重複する部分は貼床。軟弱。柱穴一不明。備考-039B・C号

社を切って構築している。

カマド

大きさ-105cmX 140 cm。構材一暗褐色土。粘土。壁への切込一深い三角形。 65cmX 105 cm。袖

部一左 40cm。右 30cm。焚出部ーなし。燃焼部-45cmx75 cm。煙道部 65cm。直線的。昇角

250。天井部一後面一部遺存。備考一煙道口に支脚直立。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品 (1点)である。土器はいずれも破片もしくは破損品である。カマド内か

ら大半が出土している。調査の手違いから， B. C号祉のものと十分に分離し把握出来なかった。

039 B号祉-竪穴住居祉一(4-94~96 図，図版 4 -38・39・40)

遺構

形状一方形。規模-3.70m X 3.40 m。主軸方向-N-430-W。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 60cm。壁溝一全周。幅・深さは 20cm.-5.........-7 cm。床面一硬質で良好。ほぽ平坦。柱穴一不

明。ピットは住居祉内に浅い 1個が，壁外に 5個が所在する。備考-039C号牡を切り， A号祉に切ら

れている。

カ マド

大きさ-100cm X 130 cm.........140 cm。構材一暗褐色土・粘土。壁への切り込み一浅い三角形。袖部一左

右各 35cm。焚出部ーなし。燃焼部-60cmx80 cm。煙道部長さ 60cm。ほぽ直線的。昇角-400。

天井部一後面遺存。流れ著しい。備考 火床は良く焼けているが，火床直上は良好粘土は存しない。

掘り凹められておらずほとんど床のレベルに近い。壁溝は両袖部近くで切れる。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品である。

039 C号祉-竪穴住居壮一(4-94・96図，図版4-38・39・40)

遺構

形状一方形。規模-3.80m X 2.80 m。主軸方向-N-420-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一西側

はB号祉に切られ不明。 30cm。壁溝一部分的に検出されるにとどまる。幅・深さは 15cm・-5cm。

床面一ほぽ平坦。ハードローム掘り込んでおり，堅固。柱穴ーなし。備考 A号牡及び B号祉に切



られている。

カ マド

火床のみ確認。よく焼けている。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。邦 1点を除き，いずれも破片である。

039A・B・C号牡遺物一覧表 ( )内は出土住居社

法 量 特 徴
番号 名 称 胎土 焼成・色調

口径・器商・底径 器 形 外 面 内 面

l 要 口径 31.6 折り返し口縁で，口唇 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 細い砂粒 焼 成 良

器高 部内面に凹面を形成し 胸部ー叩き目 胴部一横位へラナ を含む 外暗褐色

415 底径 受け口状となる デ 内褐色

胴部は内管しつつわず

かに張り出して下がる

2 要 胴部下位斜位及ぴ検 横ナデ 砂粒含む 良

位へラ削り 外褐色

413 11.6 底部全面ーへラ削り 内褐色

3 長頚壷 403と同一 角ばった台形状の高台 ロクロ目 ロクロ目 徹密 良

(A) 個体と恩わ をもつ 頚部~面に灰粕 体部内面に灰粕 外灰色

407 れる 頚部は屈曲してゆるや 体部下位に部分的に灰 (緑色)がかかる やや赤い部分あり

403 頚部 5.7 かに外反して伸びる 粕 内灰色

4 t手 12.2 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良

(A) 4.3 みに立ちあがり口縁部 体部下端一手持ちへラ 底部に焼成後の刻 外暗褐色

602 6.4 で軽く外反する 削り 書 内暗褐色

底部全面一手持ちへラ

削り

5 lr- 12.2 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 よわいロクロ目 砂粒含む 良

(8) 4.1 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 外褐色

418 6.2 口縁部に至り外反して 削り 内褐色

終わる 底部一手持ちへラ削り

6 lr- 13.4 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良

(8) 4.8 みに立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 外暗褐色

403 7.0 は，わずかに内毎気味 削り 内褐色

417 に伸び口縁部に至って 底部全面一手持ちへラ

417A 外反して終わる 削り

7 t手 11.8 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良

(8) 3.9 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 外淡褐色

415-1 6.1 わずかに内笥して伸び 削り 内褐色

口縁に至る 底部全面一手持ちへラ

削り

8 t手 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目

みに立ちあがる体部は 体部下端一回転へラ削

関4 わずかに器肉を滅厚し り

つつ直線的に伸び口縁 底部

に至る 体部に墨書

9 lr- 13.5 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良

(A) 6.0 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 外褐色

408 6.4 わずかに器厚を減じっ 削り 内褐色

つわずかに内聾を保つ 底部一手持ちへラ削り

て伸び，ロ縁部で軽〈

外反ぎみとなって終わ

る

10 t不 13.2 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良

(A) 4.3 て立ちあがる体部はわ 体部下端一手持ちへラ 外褐色

414 6.0 ずかに内毒気味に伸び 削り 内褐色

口縁部に至って外反し 底部全面一手持ちへラ

て終わる 削り
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位置

遺存度 出土 備考
層位

% カマド 須恵器

内 (断面

柴掲色)

カ7 ド 須恵器

内 外面部分

的に剥離

407カ 灰粕陶器

マド下

403覆

土上層

完形 床上 内面部分

的に剥離

刻書土器

底部内面

焼成後

字体不明

~ ヲ

2片接合

~ 403覆

4片接合 土上層

417カ

マド下

417A 

なし

口縁部% カマド

欠損 内

5片接合

覆土 墨書土器

体部外面

「井J

う生 床面 内面部分

9片接合 (粘土中) 的に剥離

~ カマド

6片接合 内



法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 売予 外 面 内 面 層位

11 I手 12.4 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ自 砂粒含む 良 口縁部yo つ

4.4 みに立ちあがる体部は 体部下端手持ちへラ 外褐色 欠損

412 5.8 内管気味に伸びロ縁部 削り 内褐色 4片接合

で軽く外反して終わる 回転糸切り後周縁を幅

広く手持ちへラ削り

12 I不 12.6 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 全面へラ磨き 砂粒含む 良 x; 406 内黒土器

406 4.3 みに立ちあがる体部は 体部下端手持ちへラ 内黒 外褐色 3片接合 覆土 内面部分

417 A 7.0 下端ヘラ削り部に軽い 削り 417 A 的にま引l離
404 稜をもった後直線的に 底部全面一手持ちへラ| なし

伸び口縁に至る 削り 417カ

マド下

13 I不 13.6 平坦な底部から強く内 ロクロ目 へラ磨き 砂粒含む 良 yo 436 ? 内黒土器

4.4 轡して立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 内黒 外晴褐色 2片接合 413カ

436 7.2 は口縁部に至りわずか 自リり 内本来は黒色 7 ド内

413 に外反して終わる 底部一手持ちへラ削り 大部分が剥離

して暗褐色と

なる

14 I不 15.5 口唇部強く外反 体部下端一回転へラ削 ヘラ磨き 覆土上 内黒土器

破片 り 部

601 

15 E手 体部に墨書 内黒土器

口縁部 墨書土器

602 破片 体部外面

「新」かつ

16 I手 大形である ロクロ目 ヘラ磨き !砂粒含む 良 ys 床面 墨書土器

(C) 体部中位に手持ちへラ 内黒 外淡褐色 4片接合 体部外面

612 削りが及ぶ 内黒色 「中甲」

底部一手持ちへラ削り 内黒土器

体部に墨書

17 月: 体部に墨書 床面 墨書土器

口縁部 字体不明

ω7 破片 「新井jか

? 

18 I不 体部に墨書 覆土上 内黒土器

口縁部 部 墨書土器

601 破片 「中J

19 I不 墨書 砂粒含む 良 覆土 墨書土器

口縁部 外褐色 字体不明

616 破片 内褐色

20 E平 墨書 カ7 ド 墨書土器

口縁部 内 「新井J?
613 破片

21 f不 体部に墨書 覆土上 墨書土器

口縁部 部 「中甲J
601 破片

22 ，J不 体部に墨書 墨書土器

口縁部 字体不明

ω6 破片

23 E手 体部に墨書 墨書土器

口縁部 「新j

603 破片

24 勾t 墨書 砂粒含む 良 覆土 墨書土器

口縁部 外褐色 字体不明

614 破片 内褐色

25 I不 体部に墨書 覆土上 墨書土器

口縁部 部 字体不明

601 破片

26 t不 墨書 砂粒含む 良 2片接合 覆土 墨書土器
体部 外褐色 字体不明

615 破片 内褐色
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 育会 外 面 内 商

27 I不 体部下端一手持ちへフ 磨き

底部 削り

601 破片 底部に墨書

28 I手 体部に墨書 磨き

底部

601 破片

29 t手 平坦な底部より内脅し 体部に墨書

て立ちあがる体部であ

609 る

30 I手 底部に墨書

底部

605 破片

31 高台付 断面逆三角形の局台部 体部に墨書

t手 である

610 

32 I不 12.8 口縁部が軽く外反して ロクロ目 ロクロ目

(C) 3.9 終わる 体部下端手持ちへラ

415 削り

406 

33 高台付 13.8 端部が丸みをもっ ロクロ目 口唇部端まで全面

(A) 皿 高台高 0.8 平坦な底部からゆるや 底部全面一回転糸切り ヘラ磨き

416 2目8 かに屈曲してひらく体 離し後回転へラ削り

8.4 部は直線的に伸び口縁 高台目占付部 横ナデ

部でわずかに外反して

終わる

34 鉄製品 現存長10.7 「コ」字状の製品

(A) 市直 0.9 端部形状不明

202 厚 0.45 

040号祉

遺構とならず欠番とした。

041号祉-竪穴住居壮一(4-97・98図，図版4-41) 

遺構

位置
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

層位

覆土上 内黒

部 墨書土器

「中」

覆土上 墨書土器

部 字体不明

層 墨書土器

字体不明

「口上」

墨書土器

字体不明

上層 墨書土器

字体不明

砂粒含む 良 口縁部% 415カ 須恵器

外灰褐色 2片接合 マド内

内灰褐色 406 

床面

カマド前

密 良 口縁%欠 カマド 内黒

外褐色 損 たき口

内淡褐色

両足端部 床面

欠損

形状一方形。規模-2.30mX 2.45 m。主軸方向-N-540-E。カマドの位置 東壁中央部。壁一削平

のためほとんどなし(ロームの一部のみ認められる)05 cm。壁溝ーなし。床面一ほぽ平坦。ロー

ムを踏み固めてあり堅しユ。柱穴-4個。浅い。

カマド

大きさ-85cm X 110 cm。構材一粘土。壁への切り込み一浅い半円形。袖部一左 20cm。右 40cm。

焚出部一不明。燃焼部-60cmx55cm。煙道部一長さ 35cm。やや脅曲的。昇角一350。天井部ーな

し。備考一火床は軟く，ほとんど焼けていない。

遺物

出土遺物は土器のみである。いずれも破片であれ僅少な出土量だが，墨書土器が顕著である。
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041号牡遺物一覧表

番号

1 

602 

2 

604 

3 

602 

4 

603 

5 

601 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 育会 外 面 内

I手 体部に墨書

I不 体部に墨書

破片

I不 平坦な底部から屈曲し 体部下端回転へラ削

て立ちあがる体部は直 り

線的である 底部全面回転ヘラ削
7.2 り

体部墨書

I不 口径 外面が凹面となる底部 ロクロ目 ロクロ目

器高 から強〈内管気味に立 体部下端一回転へラ削

底径 7.0 ちあがる り

底部回転糸切り後周

縁回転へラ削り

体部墨書

I不 平坦な底部から体部が 体部下端ー凶転へラ削 底部墨書

屈曲ぎみに立ちあがる り

底部 回転糸切り後周
6.2 縁回転へラ削り

042号壮一竪穴住居牡 (4 -100~102 図，図版 4 -41) 

遺 構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

墨書土器

字体不明

砂粒含む 焼 成 良 床面 墨書土器

外褐色 字体不明

内褐色

墨書土器

字体不明

砂粒含む 良 床面 墨書土器

外暗褐色 体部下端

内淡褐色 「得」

墨書土器

底部内面

「寺」

形状 不整方形。規模-2.65m X 2.25 m。主軸方向 N-580-W。カマドの位置-西壁中央部。壁

立上りほぼ垂直。削平のため不明。 7cm。壁溝全周。幅 ・深さは 3"-'10 cm・ 2，，-，-3 cm。床面

ほぼ平坦。柱穴 4個。ともに浅い。

カマド

大きさ一不明。壁への切り込み 深い四角形。備考 削平著しく底部が残存しているにすぎない。

右袖部はテラスをなすのか，粘土で固められていた。火床は壁の外にありほとんど焼けていない。

遺物

出土遺物は僅少の土器のみであり ，いずれも小破片である。墨入れないしは筆先をそろえる際に利

用したものか，内面が墨で黒くなった杯が出土している。

042号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 ID タト 面 内 面 層位

I I不 口径 12.2 平坦な底部から屈曲ぎ 口縁部一横ナデ 底部全面と体部の 砂粒含む 焼 成 良 口縁%欠 カマド 墨受けか
器高 3.7 みに立ちあがりわずか 体部手持ちへラ削り 一部に墨が付着 外褐色 損 上部 墨入れに

603 底径 7.2 に内管気味に伸び口縁 (下端も同様) 内黒色 用いたも

に至る 底部一全面手持ちへラ のと恩わ

削り れる

2 I不 12.2 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 良 Yz4片 カマド

3.8 みに立ちあがる体部は 体部下端一回転へラ削 口縁部に油煙付着 外褐色
503 6.0 わずかに内管して伸び り 内褐色

口縁部で軽く外反して 底部一回転へラ削り

終わる
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法 量
番号 名称

特 徴

3 

602 

4 

601 

5 

601 

口径・器高・底径 器 膏き 外 面 内 面

f不 (12.2) 口縁部ーナデ ナデ

体部ーへラ削り

I不 墨付着

仮片

I手 墨付着

破片

043号祉 竪穴住居牡 (4 -103~105 図，図版 4 -42・43)

遺構

位置
胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

層位

昼書土器

「福」

砂粒含む 良 5と同一

外淡褐色 個体とも

内淡褐色 考えられ

る

砂粒含む 良

外褐色 個体と

内褐色 考えら

る

形状方形。規模-3.95m X 3.60 m。主軸方向-N-46'-W。カマドの位置一西壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直 35cm。壁溝全周。幅・深さは 15-----25cm・-5-----一7cm。床面堅固，ところどころにロー

ム塊が混る。ほぽ平坦。柱穴-4個。

カマド

大きさ-90cmX 145 cm。構材一白色粘土。壁への切り込み一半円形。 45cmX 110 cm。袖部一左 30

cm。右 50cm。焚出部 なし。燃焼部-60cm X 70 cm X 25 cm。煙道部一長さ 45cm。響曲的。昇角

40。前後。天井部ーなし。備考 火床は良く焼けており，直上に焼土及び灰が残存していた。割に小

さい。中央部の土は落ち込んでいたが，粘土の袖の基部等は非常に良好である。

遺 物

出土遺物は土器のみである。出土量はそう多くないが，完形品や大形の破片等がみられる。警の出

土は僅少で，大部分が王手である。墨書土器の出土が顕著。

043号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 婆 ロf圭 14.5 口唇部外面で直立する 横ナデ 横ナデ 砂粒含む 焼 成 良 口縁xi カマド

器高 ゆるやかな凹面を形成 外赤褐色 近く

501 底径 して，端部はやや角 内赤褐色

ばって終わる

2 I不 12.1 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 精良 優 口縁%欠 墨書土器

3.4 みに立ちあがる体部は 体部下端回転へラ削 外褐色 損 体部外面

407 7.3 器厚を減じつつ直線的 り 内淡褐色 底部完 字体不明

に伸びる 底部ー全面回転へラ削

り

体部墨書

3 t不 11.0 わずかに上げ底状とな ロクロ目 ロクロ目 密 良 墨書土器

3.6 る底部から強く内望号気 体部下端手持ちへラ 精良 外赤褐色 体部外面

405 6.2 味に立ちあがる体部は 削り 内赤褐色

ゆるやかな内管を続け 底部全面手持ちへラ

内外面に稜を形成して 削り

口縁に至る 体部に墨書
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 jf~ 外 面 内 面 届位

4 t手 1l.4 平湿な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 細い砂粒 良 口縁YJ欠
4.0 みに立ちあがる体部は 体部下端一回転へラ削 を含む 外灰褐色 f員

403 6.5 下端へラ削り部に軽い り 内灰褐色

稜を形成した後，直線 底部一全面回転へラ削

的に伸びる り

口縁部は内面にわずか

な稜を形成し尖りぎみ

となって終わる

5 E司、 12.3 わずかに上げ底状とな ロクロ目 ロクロ目 砂粒，石 優 口縁%欠

3.9 る底部から強く内管気 体部下端一回転へラ削 英を含む 外褐色 t員
404 6.6 味に立ちあがる体部は り 内褐色

ゆるやかな内管を続け 底部ー全面回転へラ削

ロ縁に至る り

6 I不 11.8 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 組 良 口縁%欠

4.0 費電気味に立ちあがる体 体部下端手持ちへラ 砂粒含む 外褐色 f員

408 5.3 部はゆるやかな内管を 削り 内褐色

続け口縁に至る 底部一全面回転へラ削

り

7 I干 平坦な底部から体部が 体部下端一回転へフ削 底部のみ 床面 墨書土器

強く内望号気味に立ちあ り フ由じ 底部外面

ω3 カfる 底部全面回転へラ削 「私得j

7.1 り

底部墨書

8 !f、 1l. 2 平坦な底部から屈曲し ロクロ自 ロクロ目 微密 優 墨書土器

3.5 て立ちあがる体部は直 体部下半一手持ちへラ 口縁部一部分的に 微砂粒を 外淡褐色 底部外面

406 7.8 線的に伸び中位へラ削 削り 油煙付着 含む 内淡褐色 「私得J
り部に稜を形成して口 底部一回転糸切り離し 口縁部に

縁に至る 後周縁手持ちへラ削り 油煙付着

底部墨書

9 I不 12.2 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 績ナデ 微密 優 完形 墨省土器

4.0 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ ほぽ全面に墨の付 微砂粒を 外縄色 「中甲」

605 6.6 わずかに内健気味に伸 削り 若が見られる 含む 内黒色 硯(墨入

びロ縁部で軽く外反す 底部一回転糸切り離し れ)に使

る 後周縁手持ちへラ削り 用か?

10 t手 (12.2) 屈曲ぎみに立ちあがる 口縁部ーナデ 残存部全面ナデ 良 墨書土器

体部は直線的に伸びる 体部下半ーへラ削り 外淡褐色 体部外面

409 底部一残存部へラ削り 内淡褐色 「中甲」

体部墨書

11 t干、 11.2 ほぽ平坦な底部から屈 ロクロ目 ロクロ目 微密 良 底部完 カマド

3.4 曲ぎみに立ちあがる体 体部下端一回転へラ削 部分的に油煙が付 微砂粒を 外褐色 ロ縁%欠 近く

501 6.0 部はわずかに器厚を滅 り 着 合む 内黒色 f員
じつつ内管して伸び口 底部一回転糸切り離し 淡褐色

縁部で外反して終わる 後周縁回転へラ削り

12 E手 11.5 内管して立ちあがる体 ロクロ目 ロクロ目 微密、 優 口縁部よ カマド

部は口縁部で外反する 体部中位一指によるナ 微砂粒を 外淡褐色 り体部YJ 近〈

501 口縁部下に凹面をもっ デつけ 合む 内淡褐色

502 体部下端一手持ちへラ

削り

13 I干、 15.5 平坦な底部から強く内 ロクロ自 体部一横位へラ磨 微密 良 床面 内黒土器

5.1 電気味に立ちあがる体 体部下端回転へラ削 き 微砂粒を 外淡得色

401 7.6 部は下位に軽い稜をも り 底部ーへラ磨き 含む 内黒色

ちわずかに内管を続け 底部ー全面回転へラ削 光択を有す

て口縁に至る り

14 I手 16.8 平坦な底部から強く内 ロクロ目 細いへラ磨き 微密 良 YJ 内黒土器

5.1 望号気味に立ちあがる体 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外暗褐色

402 8.6 部は，下端へラ削り部 り 含む 内黒色

に稜を形成した後直線 底部ー残存部全面回転

的に伸びロ縁部で外反 へラ削り

して終わる

15 町、 屈曲ぎみに立ちあがる ロクロ自 ロクロ自 良 墨書土器

体部は器厚を減じつつ 体部下端一回転へラ削 外褐色 字体不明

610 直線的に伸びる り 内褐色

体部墨書
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法 量 特 徴
番号 名称

16 

601 

17 

602 

18 

ω9 

19 

611 

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

~t 体部墨書

t手 墨書有り うすく墨が付着

I手 平坦な底部をもっ 体部下端回転へフ削 ロクロ目

り

底部一残存部全面回転

へラ削り

底部墨書

t不 平坦な底部から体部は 体部下端一回転へラ削 ロクロ目

内毎気味に立ちあがる り

底部回転糸切り後全

面回転へラ削り

|底部墨書
」

044号祉-竪穴住居壮一(4 -106'" 108図，図版4-44) 

遺構

胎土 焼成・色調 遺 存 度
位置

出土 備考
層位

体部 墨書土器

小破片 咽得」か

砂粒含む 良 体部 床面 硯(墨入

外褐色 小破片 れ)に用

内褐色 いられた

ものか

墨書土器

体部外面

字体不明

底部 墨書土器

小破片 底部外面

字体不明

良 底部 墨書土器

外褐色 小破片 底部外面

内褐色 字体不明

形状一方形。規模-5.60m X 5.40 m。主軸方向-N-330-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 60cm。壁溝一全周。幅・深さは 15'"'-'25cm・一10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考

ープラン中央部に長径 12.5mX短径 95cmの粘土プロックが検出された。

カマド

大きさ-135cmX 115 cm。構材一粘土。壁への切り込み一三角形。 40cmx90 cm。袖部一各 30

cm。焚出部ーなし。燃焼部-75cmx65 cm。煙道部一長さ 85cm。響曲的。昇角一850
0 天井部一後面

一部遺存。備考一火床は良く焼けており，その直上に灰が良好に残存していた。前面崩れ著しい。

遺 物

出土遺物は土器，鉄製品(万子 1点)，土製品(士玉 1点)である。土器は多量に出土しているが，

いずれも破片もしくは破損品である。杯は須恵器が多い。出土状況は下層から床面にかけて多く出土

している。

044号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 甑(?) 口f圭 27.0 口縁部は器厚を減じて 口縁部ー横ナデ 横ナデ 砂粒含む 焼 成 良 口縁% 覆土

器高 外反し，端部は尖りぎ 胴部縦f立へラ削り後 外褐色

501 底径 みに終わる へラナデ 内褐色

2 蔓 胴部はゆるやかに内轡 胴部下位一斜位へラナ 胴部中位一斜位へ 砂粒を多 良 口縁部及 床面

9.8 してすぽまり平坦な底 デ ラナデ く長石， 外褐色 胴部~欠

401 部に至る 底部一木葉痕 胴部下位ー横位へ 石英を含 内褐色

ラ削り む
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備 考
口径・器高・底径 鋸 青3 外 面 内 面 層位

3 褒 19.8 強く外反してひらくロ ロ縁部横ナデ 口縁部横ナデ 砂粒含む 良 口縁)1 覆土

縁部でロ唇端部は丸み 胴部一縦位へラ削り 胴部一績位へラナ 外褐色

502 をもって終わる デ 内 褐 色

4 婆 2l.4 強く外反する口縁部は 横ナデ 口縁部横ナデ 砂 粒 多 良 口縁ys 床面

口唇部外面に外傾する 胴部ー横位へラナ く，長石， 外褐色

405 面を形成し受け口状と ア 石英を含 内暗褐色

なり，端部はやや尖り む

ぎみに終わる

5 費 19.8 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 砂粒含む 良 ロ縁)1 503 
口唇部外面に直立ぎみ 胴部一縦位へラ削り 胴部一横位へラナ 石英，長 外 褐 色 床面

503 となるゆるやかな凹面 ア 石 内 褐 色 407中

407 を形成して受け口状と 央床面

なる

6 町、 14.0 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 砂粒，石 良 カ7 ド 須恵、器

4.0 て立ちあがる体部は下 体部下端一回転へラ削 英，長石 外褐色 断面柴褐

412 8.0 端にわずかなふくらみ り ，雲母， 内褐色 色

413 をもった後，直線的に 底部ー全面回転へラ削 を含む

伸び口縁部に至り端部 り

は尖って終わる

7 I不 14.2 平坦な底部から内聖母気 ロクロ自 ロクロ目 砂粒含む 良 底部完 床面 須恵器

4.5 味に立ちあがる体部 体部一焼成後刻舎 外暗褐色 刻書土器

411 8.0 は，下位にふくらみを 体部下端一回転へラ削 内暗褐色 体部外面

もった後直線的に伸び り 焼成後

て口縁に至る 底部ー全面回転へラ削 i+J 
り

8 Eヰ 14.8 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 砂粒を多 良 床面 須恵器

4.3 轡気味に立ちあがる体 体部下端一手持ちへラ く長石， 外 灰 色

503 7.2 部は口縁部で外反する。 削り 雲母，石 内灰色

体部下端を幅広くへラ 底部一全面手持ちへラ 英を含む

削りしている 削り

9 I不 14.8 ほぽ直線的に伸びる体 ロクロ目 ロクロ目 砂粒，雲 良 )1 床面 須恵器

部は口縁部で若干外反 体部下端一手持ちへラ 母を含む 外 灰 色

406 して終わる 削り 内 灰 色

10 土玉 径 2.2 ほぽ球状である 床面

孔径 0.9 
301 

045号祉-竪穴住居壮一(4-109~111 図，図版 4 -45) 

遺構

形状一方形。規模-3.30m X 3.50 m。主軸方向-N-600-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 30cm。壁溝一部分的に不明瞭な個所がある。幅 ・深さは 10cm・-2......_，-5cm。床面一ほぽ平

坦。北東壁，南西壁周辺は固いが，カマド前部から南東方向にかけて，撹乱を受けていた。柱穴ーナ

シJ備考一焼土が南東壁附近にブロ ック状に(径 30cm程)検出された。 450A・B号掘立柱建物祉

に切られている。

カ マ ド

大きさ-85cm X 110 cm。構材一白色粘土(砂質)壁への切り込み一浅い三角形。袖部一左 40cm。

右 30cm。焚出部ーなし。燃焼部-50 cmx55 cm。火床良好。煙道部一長さ 50cm。脅曲的。昇角

一200"""_'700。天井部一後面一部遺存。備考一火床は良く焼け，焼土，灰が厚く残っていた。

遺物

出土遺物は坪の小破片がわずかに 4点出土したのみである。
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045号牡遺物一覧表

法 量 持 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 非5 外 面 内

l t不 ゆるやかな孤状となる 手持ちへフ削り へフ磨き

底部 底部である 刻書

403 破片

2 t手 口径 平坦な底部から強く内 (L)ロクロ目 ロクロ目

器高 8.8 管気味に立ちあがる 体部下端手持ちへラ

403 底径 削り

底部全面手持ちへラ

削り

046号壮一竪穴住居壮一(4-1l2~1l 4 図，図版 4 -46) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

カマド 外面焼成

外褐色 後刻書

内褐色 ixJ 

組 焼成{憂 xi カ7 ド 須恵器

外灰色

内灰色

形状一方形。規模-3.60m X 3.05 m。主軸方向 N-640-W。カマドの位置西壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 30cm。壁溝 カマドの左右で切れる。幅・深さは 15------20cm・ 5cm。床面一ほぽ平坦。良

好。柱穴-4個。他にピット 1個あり。

カマド

大きさ-120cmX 125 cm。構材 暗褐色土，粘土。壁への切り込み一三角形。 40cmX 110 cm。袖

部各 35cm------40 cm。焚出部一四角形。長さ 35cm。燃焼部 55 cmX 55 cm。煙道部一長さ 40cm。

昇角 350前後。天井部ーなし。備考一両袖基部は床よりも高まりを持つ。火床は壁のラインより

も外側にのびている。あまり焼けていないが，上部に焼土堆積。火床左側上部より墨書土器(坪)が

火床奥部より坪が出土。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品であり ，坪'がほとんどを占める。

墨書土器の出土が顕著である。

046号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

I I手 口径 12.3 平坦な薄い底部で立ち 口縁部横ナデ ナデ fll. 焼成良 床面

器高 4.4 あがり部が肥厚する 体部一横位へラ削り 外赤褐色

401 底径 6.8 体部はゆるやかに内管 底部一全面手持ちへラ (暗褐色)

気味に伸び，口縁部外 削り 内赤褐色

面にわずかな凹面を形 (暗褐色)

成して終わる

2 I不 11.7 平坦な底部から屈曲ぎ 口縁部横ナデ ナデ 良 12 カマド

3.9 みに立ちあがる体部は 体部一横位を基調とす 外暗褐色 底部完

503 7.0 ゆるやかな内脅を続け るへラ削り 内暗褐色

て口縁に至る 底部ー全面手持ちへラ

削り

3 I手 平坦な底部で中央及び 体部下端一手持へラ削 ロクロ目 良 墨書土器

立ちあがり部で肥厚す り 外褐色 体部「中甲J
401 る 底部全面手持へラ削 内褐色 底部「卒J

強く内毎気味に立ちあ り

がる体部はゆるやかな 底部及び体部に墨書

内轡を続けて伸び臼縁

に至る
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法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

4 t不 平坦な底部で立ちあが 体部下端上半へラ削 ロクロ目

り部が肥厚する り，下半静止へラ削り

603 ゆるやかに内轡気味に 底部一回転糸切り後残

伸び口縁部で軽く外反 存部全面へラ削り

する 体部に墨書

5 I手 平坦な底部から屈曲ぎ 体部下端手持へラ削 ロクロ目

体部下 みに立ちあがる体部は り

602 位破片 ゆるやかな内轡を続け 底部一手持へラ削り

て伸び口縁に至り ，端 体部及び底部に墨害

部は尖がる

6 好、 15.8 平坦な底部から強く内 ロクロ目 細かいへ7磨き 密

4.8 費気味に立ちあがる体 体部下端回転へラ削 黒色処理

503 8.2 部は下端へラ削り部に り

稜を形成し，直線的に 底部全面回転へラ削

伸びて口縁に至り軽く り

外反する

7 句、 体部墨書

破片
604 

8 t不 体部下端手持ちへフ

破片 両日り

ω2 底部残存部手持ちへ

ラ削り

体部墨書

9 I手 体部下端手持ちへフ

削り

605 底部残存部全面手持

ちへラ削り

底部墨書
'--・E・-

047 A号壮一竪穴住居社一(4-115~117 図，図版 4 -47・48)

遺 構

位置

焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

良 墨書土器

外褐色 「私得」

内褐色

覆土 墨書土器

体部「中甲J
底部不明

良 底部yz カマド 内黒

外暗褐色

内黒色

(光沢有)

墨書土器

「甲j

体部 覆土 墨書土器

小破片 字体不明

底部 覆土 墨書土器

小破片 字体不明

「得」か?

形状方形。規模 3.30m X 3.50 m。主軸方向-AカマドN-590-Wo BカマドN-3f-E。カマ

ドの位置 Aカマド西壁中央部， Bカマド北壁中央部。壁一削平のため明確で、はない。25cm。壁溝一全

周。幅・深さは 15----25cm・-5cm。床面 ほぽ平坦。柱穴ーなし。備考-047B号祉の北壁を切って

構築している。

Aカマド

大きさ←100cm x 100 cm。構材一粘土，暗褐色。壁への切り込み一殆んどなし。袖部一不明。焚出

部ーなし。燃焼部 深い床下。煙道部一不明。天井部ーなし。備考 両袖部は床面に比してやや高い。

火床は大きく床面より約 10cm程掘り込んで作られている。壁溝との関係上， Bカマドより先に構築

されたものと考えられる。

Bカマド

大きさ一不明。壁への切込み一殆んどなし。燃焼部←幅 45cm。備考 火床が壁溝を切っている。

火床は小さしあまり焼けていない。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも破片であるが，小破片が多い。
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047 8号祉-竪穴住居壮一(4-115'"'-'117図，図版4-47・48)

遺構

形状一方形。規模-4，75mx4.10 m。主軸方向-N-3f-E。カマドの位置一北壁中央部やや東寄

り。壁一削平のためほとんどない。北壁 7cm。壁溝-北側は切られている。幅・深さは 20，，-，30cm・-

5cm。床面 ほぽ平坦。柱穴ーなし。他にピット 2個あり。備考一北壁を 047号A牡によって切られて

いる。このため，カマドはわずかに火床，焚口等の痕跡を残すのみである。

遺 物

出土遺物は土器のみであり，出土量は僅少である。いずれも破片で，小破片である。

047A・B号牡遺物一覧表 ( )内は出土住居牡

番号

I 

501 

2 

(B) 

603 

3 

602 

4 

601 

5 

601 

法 量 特 徴
名 称

口径・器高・底径 器 膏会 外 面 内

聾 口f圭 17.6 口唇部外面に外傾する 横ナデ 横ナデ

器高 面を形成して浅い受け

底径 口状となる

I不 12.6 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目

4.0 みに立ちあがる体部は 体部下端一回転へラ削

8.0 下端へラ削り部に稜を り

もった後わずかに内管 底部一回転へラ切り離

気味に口縁に至る し後全面回転へラ削り

t干 1l. 7 平坦な底部から屈曲ぎ 体部下端回転へラ削

3.4 みに立ちあがる体部は り

7.5 ゆるやかに内脅し器厚 底部ー残存部全面回転

を減じつつ口縁に至る ヘラ削り

t手 口縁部で肥厚する

破片

I手 体部下端手持ちへラ ロクロ目

破片 削り

底部残存部全面手持

ちへラ削り

048号祉-竪穴住居壮一(4-118'"'-'120図，図版4-49)

遺構

胎土 焼成・色調 遺 存 度
面

粗 焼 成 良 口縁7.i

外褐色

(暗褐色)

内褐色

(暗褐色)

約yz
外褐色

(赤褐色)

内

体部

小破片

底部

小破片

位置

出土 備考
層位

覆土中

床面 外面墨書

「私圃」

墨書土器

底部外面

「園得」か

墨書土器

体部外面

字体不明

床面 墨書土器

底部外面

「私得」か

形状一方形。規模-3.70mx3.80 m。主軸方向-N-620-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 35cm。壁溝ーカマド右側は撹乱されており不明。幅・深さは 10，，-，25cm・-3"-'ー 5cm。床面

一ほぽ平坦。カマドの北側部分と住居社中央部やや北東寄り一帯は撹乱されている。柱穴-2個。他

に東壁中央部直下にピット 1個あり。

カマド

大きさ 95 cmx150 cm。構材一粘土。暗褐色土。壁への切り込み一煙道のみ切り込み。袖部一左 60

cm，右 50cm。焚出部 なし。燃焼部-50cmx55cm以上。煙道部一長さ 50cm。直線的。天井部

一後面遺存。備考一火床の底面あまり焼けていないが，燃焼部内壁，煙道は良く焼けている。煙道下
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埋土補填修理。

遺 物

出土遺物は少量の土器と土製品(支脚 1点)である。土器はいずれも破片もしくは破損品である。

支脚は西壁下床面より出土している。

048号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

要 口径 2l.2 直立ぎみとなる短かい 口縁部~頭部一横ナデ 口縁部頚部ー横 組 焼 成 良 7:i 西側床

器高 頚部から屈曲ぎみに外 胴部ナデ ナデ 微砂粒含 外褐色と暗 面

404 底径 反する口縁部は口唇部 胴部一縦位へラナ む 褐色の中間 カマド

が直立して終わる ア 長石，雲 内褐色と 脇(左)

胴部は内毎して強い張 母粒多 暗褐色

りをもって下がる

2 聾 17.6 屈曲ぎみに強く外反す 口縁部ー横ナデ 横ナデ 密 良 約12 床面

る口縁部は口唇部外面 胴部一縦位へラ削り後 微砂粒を 外黄褐色 口縁部と (西側)

402 が外方にひらく凹面と 縦位ナデ 合む 内黄褐色 腹部の破

なり受け口状となって 片

終わる

胴部は内脅して張り出

しぎみに下がる

3 曹E 18.8 口縁部は屈曲ぎみに強 口縁部ー横ナデ 横ナデ 密 良 7:i 502 

く外反してひらく 胴部ー縦位へラ削り 微砂粒を 外暗褐色 口縁と腹 覆土

502 胴部はわずかに肩を 含む 一部黒色 部の破片 407カ

407 はりつつ下がる 内暗褐色 マドの

口径部褐色 たき口

4 費 15.6 口縁部は屈曲ぎみに強 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 M残存 覆土

く外反してひらく 胴部ー縦位へラ削り後 頭 部 横 位 へ ラ 削 微砂粒を 外暗褐色 口縁と上

501 胴部はわずかに肩が 残存部下半ナデ り 含む 内明暗褐色 腹部の破

はって下がる 胴部ナデ ~褐色 片

5 I不 13.2 わずかに凸面状となる ロクロ目 ロクロ目 粗 良 日縁部一 カ7 ド

4.7 底部から屈曲ぎみに立 体部中位~下端一手持 微砂粒を 外褐色と 部欠損 中

409 8.1 ちあがり，口縁に至る ちへラ削り 含む 暗掲色

底部ー全面手持ちへラ 内黄褐色

削り 暗褐色

6 Eヰ 13.7 外面中央がわずかに凹 ロクロ目 ロクロ目 粗 良 口縁部一 西側床 墨書土器

4.7 面となる底部から屈曲 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外褐色口縁部 部欠損 面 底部外面

601 9.0 ぎみに立ちあがる体部 り 含む 中心に一部黒色 「甲J
はほぼ直線的に伸びて 底部静止糸切り離し が帯状に走る

口縁部に至る 後周辺回転へラ削り 内褐色

7 ま平 14.2 平坦な底部から屈曲し (R) ロクロ目 ロクロ目 粗 優 ほf:f完形 カマド 須恵器

4.3 て立ちあがる体部は直 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外全体に黄 ロロロ 袖前

405 8.3 線的に伸びて口縁に至 り 含む をおびた灰色

る 底部一回転へラ切り離 内灰色

し後全面回転へラ削り

8 高台付 13.7 端部が肥厚して丸みを ロクロ自 ロクロ目 粗 優 12 覆土 須恵器

t不 5.7 もつ高台を有する 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外青灰色

502 高台高 0.6 ゆるやかな凸面状とな り 含む 内青灰色

8.8 る底部から屈曲ぎみに 底部会面回転へラ削

立ちあがる体部は外反 り

しつつ口縁に至る

049号祉-竪穴住居壮一(4-121~123 図，図版 4-50)

遺構

形状-不整方形。規模-3.15m x 3.25 m。主軸方向-N-540-W。カマドの位置-西壁中央部。壁

一ほぽ垂直。ソフトロームを掘り込んで構築。軟弱で浅い。 25cm。壁溝一部分的に北・東と南及び西
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の一部に存在する。南東コーナ附近は壁溝なくロームブロックが存する。幅・深さは 10---....15cm・-

5cm。床面一ほぽ平坦。やや軟弱である。柱穴-4個。備考-300号掘立柱建物牡柱掘り方(円形ピット)

に切られている。

カマ ド

大きさ-85cm X 105 cm。構材 粘土。暗褐色土。壁への切込み一浅い半円形。袖部一不明。焚出部

ーなし。燃焼部一不明。煙道部一不明。天井部一遺存なし。

遺物

出土遺物は少量の土器，土器底部利用の紡錘車(1点)，鉄片(1点)である。土器はいずれも破片

もしくは破損品である。鉄片は埋土中から出土している。

049号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 野多 外 面 内 面 層位

1 聾 口f圭 21.0 屈曲して外反する口縁 口縁部一績ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 焼 成 良 口縁% 覆土

器高 部は口唇部外面にわず 胴部ーナデ 頚部ー横位へラ削 外褐色

501 底径 かに外傾する凹面をも り 内褐色

ち，やや受け口状と 胸部ーへラナデ

なって終わる

2 I手 12.2 中央が上げ底状となる ロクロ目 ロクロ目 粗 良 カマド

3.7 底部から強く内管気味 体部下端回転へラ削 外褐色 中

403 6.9 に立ちあがる体部は直 り 内褐色

線的に伸びて口縁に至 底部一回転へラ切り離

る し(無調整)

3 I手 12.4 ロクロ目 ロクロ目 粗 良 }昔 カマド

体部下端手持ちへラ 外褐色 中

402 削り (暗褐色)

底部残存部手持ちへ 内褐色

ラ削り (暗褐色)

4 I手 平坦な底部で，体部は 体部下端手持ちへラ 墨書土器

内轡気味に立ちあがる 削り 体部外面

602 (5.1) 底部残存部全面手持 「口井」
ちへラ削り

5 t不 口縁部で僅かに外反す 体部破片 墨書土器

る 体部外面

601 「中甲J

6 I手 11.8 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 粗 良 カマド 内黒

4.4 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 外暗掲色 中

401 5.8 ゆるやかに内轡して伸 削り (黒色)

び口縁部で軽く外反す 底部全面手持ちへラ 内褐色

る 削り

7 品台付 断面逆三角形の太い台 墨書土器

皿 部をもつ 体部外面

604 体部は直線的に伸びる 「口井」

8 高台付 断面逆三角形の高台を ロクロ目 細かいへラ磨き 密 良 底部完 覆土

皿 高台高 0.5 もつ 底部全面回転へラ削 外褐色

501 6.8 り 内褐色

9 荷台付 断面逆三角形の低い局 ロクロ目 細かいへラ磨き 密 良 底部のみ 体部墨書

皿 高台高 0.3 台をもつ 底部全面回転へラ削 外褐色 完在 「口井」

603 高台底径 り 内褐色 i 内黒

6.5 

10 土製 外直径 5.9 両慣Ijから穿孔される 表面ーへラ磨き 床面

紡錘車 孔直径0.85 高台をもっ尽か皿の底 裏面回転へラ削り 外褐色

301 中央厚1.0 部の再利用と思われる 内褐色
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050号祉 竪穴住居壮一(4-124~126 図，図版 4 -51) 

遺構

形状一方形。規模 4.60 m X 4.50 m。主軸方向-N-550-W。カマドの位置 西壁中央部。壁一削

平のため 5------10cmの高さを残すのみ。壁溝一幅 10cm前後で認められる。深さは-2 -------5 cm。

床面良好。ほぽ平坦。柱穴-4個。

カ マド

削平のため，その痕跡を残すのみであった。火床は良く焼けていた。

遺 物

出土遺物は数点の土器と石製品(砥石 1点)である。土器はいずれも破片である。

050号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位箇

番号 名称 胎士 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 長頚牽 口径 11.0 ゆるやかに外反して伸 ロクロ日 ロクロ目 密 焼成優 頚部破片 床面南 須恵器

頚部 器高 びる頚部は口縁部下位 部分的に灰粕がか 微砂粒を 外灰色 口縁約!/:i 倶Ijピツ 403と同

402 破片 底径 に強い稜を形成し口縁 かる 含む 内灰色 ト脇 一個体

部に至る か?

口縁部は内面する端面

をもって終わる

2 士宜主 局台底径 しっかりと張り出して ロクロ目 ロクロ目 密 優 底部，下 床面南 須恵器

12.8 立つ台形状の高台をも 体部下端回転へラ削 底部の一部に紬が 微砂粒を 外 腹部 侭l 402と同

403 つ り かかっている 合む 内灰色 ほぽ完存 ピット 一個体か

体部はゆるやかに内轡 底部ー全面回転へラ削 脇

気味に下がり凸面状と り

なる底部に至る

3 I不 13.4 平坦な底部から屈曲し よわいロクロ目 雑なへラ磨き 密 良 底部yz弱 床面 内外面朱

3.7 て立ちあがる体部は， 体部下端回転へラ削 外赤色 口縁}ィb 塗り

501 9.1 わずかに器厚を減じて り 内赤色

ほぽ直線的に伸び口縁 底部一残存部全面回転

に至る ヘラ削り

内面口唇下に一条の凹

みを持つ

4 砥石 現存長 (130) 置き砥石の破片か

101 幅 (7.8) 
厚 (7 6) 

051号壮一竪穴住居社一(4-127~129 図， 図版 4 -51図)

遺構

形状一方形。規模 3.90x3.95 m。主軸方向-N-330-W。カマドの位置 北壁中央部。壁 ほぼ垂

直。 20cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 10------15cm・-3-------5cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。

カマド

大きさ 75 cmx80 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一浅い半円形。 袖部 各 15------20cm。焚出

部ーなし。燃焼部-50cmx50 cm。煙道部一長さ 35cm。上端で開 く形。天井部 なし。 備考一火床

及び燃焼部内壁はほとんど焼けていない。

遺 物

出土遺物は数点、の土器のみであり ，いずれも小破片で、ある。
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051号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内

I 盤 口径 14.6 平坦な底部から強く内 体部ーへフ磨き ヘァ磨き

510 

器高 2.7 脅気味に立ちあがる体

底径 10.0 部はゆるやかな内管を

続けて口縁に至る

052号祉-竪穴住居壮一(4-130図，図版4-51) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

粗 焼成良 74 
外褐色

内褐色

形状一方形。規模-3.50m X 3.60 m。主軸方向 N-300-E。カマドーなし。壁一北壁部分は後世

の撹乱を受けている。西壁は割合しっかり残っているが東壁はけずられている。ほぽ垂直。 15cm。壁

溝一全周。幅・深さは 10"-'20cm・-3"-'ー 5cm。床面 高低差あり。ハードロームのブロックを敷い

たように一定していない。柱穴-4個。他に小ピット一個あり。

遺 物

出土遺物は数点の土器と鉄製品(鎌 1点)である。土器はいずれも小破片である。鎌は床面から出

土している。

053号祉-竪穴住居壮一(4-131~133 図，図版 4 -52) 

遺構

形状一方形。規模-4.20m X 3.85 m。主軸方向-N-570-W。カマドの位置 西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 20cm。壁溝一全周。幅・深さは 5"-'15 cm・-5"-' -10 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。

備考-床面中央部に径 55cm程の炉が存在する。

カマド

大きさ 100 cm x 110 cm。構材一白色粘土。壁への切り込み 煙道部のみ切り込み。袖部一左 25

cm。右 35cm。焚出部一半円形。長さ 20cm。燃焼部-50x55cm。煙道部長さ 45cm。響曲的。

昇角 200"-'550。天井部ーなし。

遺物

出土遺物は土器と瓦塔小破片 l点である。土器は僅少で，いずれも図示し得ぬ程の小破片である。

瓦塔は軒の部分であろう。
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053号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 ID タト 面 内 面 層位

l 護 口径 11.8 強く外反して大きくひ 口縁部ー横ナデ 横ナデ 市且 焼成良 ys 覆土 二次焼成

器高 らく口縁部は口唇部外 胴部一縦位へラ削り 外褐色 受ける

501 底径 面にわずかな凹面を形 内明暗褐色

成して終わる

胴部はわずかに肩を

はって下がる

2 両 I手 ナデ ナデ 車且 良 );，i 覆土 外面朱塗

脚部 (推定)12.0 砂粒含む 外赤色 り

501 内黄褐色

3 瓦塔片 屋根軒部破片 磨滅が著しい 覆土 須恵質

501 

054号壮一竪穴住居祉 (4 -134'"'-'136図， 図版 4-52) 

遺構

形状 方形。規模 4.00 m X 3.80 m。主軸方向 N-550-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。良好。20cm。壁溝一全周。幅・深さは 10'""'-'20cm・-3'""'-'-10cm。床面一よく踏み固められ

ており良好。ほぽ平坦。柱穴 4個。備考一本住居祉は火災を受けたものと思われ南壁附近，北東コー

ナ附近，中央部に焼土及び木炭が残存する。

カ マド

大きさ-110cmX 145 cm。構材一白色粘土(不良)。壁への切込み一煙道部を深く切り込む。袖部左

35cm。右 50cm。焚出部 なし。燃焼部-65cm X 60 cm X 40 cm以下。煙道部一長さ 80cm。直線

的。昇角 300。天井部ーなし。備考 火床はあまり焼けていないがその上には焼土及び灰が良好に残存

していた。火床は割に大きく 床面から15cm程掘り凹められている。カマド左袖基部は床面に比して

やや高い。

遺物

出土遺物は土器と石製品(砥石 1点)である。 土器は少量で，要 1点を除き，いずれも破片であり，

大部分が小破片である。

054号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 I自位

l 翠 口f圭 14.8 口唇部外面にわずかに 口縁部横ナデ 横ナデ 半E 焼成良 1向上半部 床面
器高 外傾する凹面を形成し 胴部ー斜位へラ削り 外褐色 % 

503 底径 受け口状となる 内 褐 色

2 斐 12.5 小型である 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 車E 良 ほぽ完 床面

14.7 胴部は中位に最大径を 胴部一斜位へラ削り 胸部へラナデ 外暗褐色

401 5.5 もち球状に近い 胴部下端ー横位へラ削 赤褐色・褐色

り 内暗褐色

底部ー木葉痕
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r-
法 量 特 徴

番号 名 称
口径・器高・底径 器 形 外 面 内

3 fl- 13.7 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目

3.2 て立ちあがる体部は， 体部下端回転へラ削

405 8.4 下端へラ削り部に稜を り

もち器厚を減じつつ直 底部一全面回転へラ削

線的に伸びて口縁に至 り

る

4 t不 平坦な底部から周幽ぎ ロクロ目 ロクロ目

みに立ちあがる 体部下端回転へラ削

502 7.6 り

底部←全面回転ヘラ削

り

5 砥石 現存長 8.7 四面を使用している

幅 3.6 

101 

055号祉-竪穴住居壮一(4-137""'-'140図，図版4-53) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

粗 良 yz カマド 内外面朱

外朱赤色 円IJ 塗り

内朱赤色

粗 良 底部% 覆土 内外面朱

外朱赤色 塗り

内朱赤色

形状一方形。規模-3.00m X 2.90 m。主軸方向-N-90-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 20cm。壁溝なし。床面一ほぽ平坦。柱穴ーなし。

カマド

大きさ-90cm X 105 cm。構材一粘土，暗褐色土。壁への切り込みー深い三角形。 40cmX 100 cm。

袖部一不明。焚出部ーなし。燃焼部-50cmx60cm。煙道部一長さ 40cm。直線的。昇角一300。天井

部ーなし。備考 煙道口に警が倒立していた。中には焼土が充満し，聾も焼けていることから，支脚

として代用されたものと考えられる。火床は掘り込み浅く，あまり焼けていないが，焼土の堆積がみら

れる。

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(鎌 1点)である。土器はいずれも破片もしくは破損品である。

055号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 饗 口f圭 13.0 小型である 口縁部~胴部下位ロ ロクロ目 粗 焼 成 良 復原完形 床面 ロクロ使

器高 11.5 強く外反する口縁部は クロ目 外褐色 用

504 底径 6.2 口唇部外面にゆるやか 胴部下位ー斜位へラ削 内褐色

な凸面を形成し，端部 り

は上方に尖って終わる 胴部下端ー横位へラ削

胴部最大径を上位にも り

ち内管しつつすぽまり 底部ーへラ削り

平坦な底部に至る

2 整 11.6 小型である 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 良 7.i 覆土

強く外反する口縁部は 胴部一縦位へラ削り 胴部ーナデ 外濃暗褐色

502 口唇部外面にやや外傾 口縁部赤褐色

する凹面を形成し，端 内濃暗褐色

部は尖りぎみに終わる 腹部褐色

胴部は内脅しつつ張り

出して下がる
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法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 汗3 外 面 内 面 層位

3 E平 大型の尽の破片 ヘラナデ 細かく丁寧なへラ 床面 墨書土器

磨き 体部外面

602 「口回」

4 E耳、 12.5 上げ底状の底部から強 ロクロ目 よわいロクロ目 良 復原完形 407 

3.9 く内望号気味に立ちあが 体部下端一手持ちへラ 外黄褐色 カマド

407 6.4 る体部は口縁部に至り 削り 暗褐色 右袖

540 軽く外反して終わる 底部一全面子持ちへラ 内黄褐色 540 

削り 明暗褐色

5 E手 体昔前下端 回転へラ削 小破片 床面 墨書土器

り 体部外面

603 底部一残存部回転へラ 「福jか?

削り

6 鎌 長 11.5 基端部に折返しをもっ 床面

幅 4.2 

201 厚 0.6 

7 鉄製品 長 8.2 さびがひどく ，実体の 床面 056号祉

鎌か? 幅 3.6 把握が困難である 南西隅 出土遺物

201 厚 0.7 ピット

脇

056 号祉-竪穴住居壮一(4 -141~143 図， 図版 4 -54) 

遺構

形状方形。規模 4.30m X 4.50 m。主軸方向-N-230-E。カマドの位置北壁中央部。壁 ほぽ

垂直。 35cm。壁溝全周。幅・深さは 25------20cm・-5-------10 cm。床面 ほぼ平坦。カマドの火床附

近に大きく撹乱がある。床面は固く踏まれており ，比較的良好。柱穴-4個。他にピット 2個あり 。

備考 南西方向に粘土の散布が認められた。

カマ ド

大きさ-100cmX 130 cm。構材一褐色土・粘土。壁への切込み 半円形。 20cmx80 cm。袖部一各

40cm。焚出部一浅い半円形。燃焼部-45cmX 55 cm。火床やや良好。煙道部 長さ 60cm。響曲的。

昇角一350______550。天井部 なし。備考一火床は非常に良く焼けている。

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品 (1点4-140図 7)である。土器はいずれも破片もしくは破損品で

あり ，小破片が多い。

056号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底筏 器 非手 外 面 内 面 層位

1 翠 口径 11.7 強〈外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 半E 焼成良 復原完形 東側
器高 16.2 口唇部端面が直立する 胴部上半縦位へ ラ削 微砂粒を 内外褐色暗褐色 カマド

401 底径 7.8 わずかな凹菌となる り 含む 赤褐色が混 り

胸部は内管して張り出 胴部下半横位へラ削 あっている

し最大径を中位上方に り

もった後内轡を続けす 底部ーへラ削り

ぽまってわずかに凸面

状となる底部に至る

円
，

a
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法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 持3 外 面 内 面

2 整 9.6 狭い口縁で口唇部外面 口縁部一横ナデ 横ナデ 粗

に外傾する面をもち端 胴部一丁寧な斜位へラ 微砂粒を

501 部は尖って終わる 削り 含む

胴部は強く張り出して

下がる

3 饗 10.2 小型である 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 粗

口縁はゆるく外反し端 胴部一斜位へラ削り 胴部ナデ 微砂粒を

403 部はやや尖りぎみに終 含む

わる

胴部の張りは弱い

4 t不 13目 1 わずかな凸面状となる ロクロ目 粗

4目3 底部から屈曲して立ち 底部一全面手持ちへラ 石英長石粒

406 10.2 あがる体部は，器厚を 削り (大)多量雲

減じつつ直線的に伸び 母若干含む

て口縁に至る

5 f手 15.0 広い平坦な底部をも ロクロ目 粗

36 ち，体部はわずかに内 底部一回転へラ切り離 石丸長石粒

503 10.2 脅気味に伸び口縁に至 し(無調整) 雲母，長石，

る 石英桂を多

量に含む
」ー

057 A号壮一竪穴住居壮一(4-144・145・147図，図版4-54・55)

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

良 %残存 床面

外褐色全面

ススけている

内口縁付近ー

部褐色他は暗

褐色

良 口縁部腹 床面

外ススけて 部y，;

黒色を呈す

内褐色

及び暗褐色

優 復原完形 床面 須恵器

外白灰色

内白灰色

優 ya 覆土 須恵器

外灰色

一部褐色

内明灰色

一部褐色

形状一方形。規模 2.80 m X 2.60 m。主軸方向-N-280-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一25cm

.........35cm。壁溝全周。幅 10.........15cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-1個。他に小ピット 2個あり。備考-057B

号祉を切って構築している。

カマド

大きさ-80cmx100。構材一砂質粘土。壁への切込み一大きく，深い。袖部一不明。焚出部ーな

し。燃焼部一不明。煙道部一長さ 60cm。屈曲的。 057B号杜の壁溝を埋土補填。昇角一300.........600。天

井部一後面一部遺存。備考一火床底面はあまり焼けていないが焼土がつまっている。 057B号祉を切

れ煙道部が壁にまで達している。

遺物

出土遺物は土器のみである。出土量はそう多くないが，完形品や大形の破片が顕著。墨書土器(坪)

の出土が多い。底部外面を硯に代用している須恵器の高台付坪の底部破片が 1点出土している。

057(A)号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 時多 外 面 内 面 層位

窪 口径 11.3 口縁部は肥厚して外反 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 焼 成 良 復原完形 床面上

(A) 器高 14.1 する 胴部上半ー縦位へラ削 微砂粒を 外底を中心に帽 南西間

406 底径 7.0 胴部~底部にかけては り 含む 色腹部は主に暗褐

器厚が薄く最大径を胴 胴部下半ー横位へラ削
色頚部は褐色~暗

部中位にもつ り
褐色
内底を中心に揖

底部へラ削り 色腹部が補色(ー
部暗褐色)口融部
暗暗色黄褐色褐色

など
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

2 Z霊 11.1 小型である 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ キ且 良 dブ'GJEノノ 床面上

(A) 9.5 口縁径と胴部最大径 胴部上位ー縦位へラ削 微砂粒を 外全体にほぼ 南西間

406 5.1 (中位にもつ)がほぼー り 含む 黄褐色明暗褐色

致する 胴部中位~下端横位 の箇所あり

器厚が薄く一定してい へラ削り 内全体にほぼ

る 底部へラ削り
黄褐色一部明暗

褐色の箇所

3 F手 12.2 外面中央がわずかに凹 ロクロ目 ロクロ目 粗 良 完形品 カマド 墨書土器

(A) 4.0 商状となる底部から屈 体部下端一部分的には 微砂粒を 外 褐 色 中 体部外面

605 6.2 曲ぎみに立ちあがる体 体部の%近くまで手持 含む 一部暗褐色 「中甲」

部はわずかに内轡して ちへラ削り 内褐色

伸び口縁部で軽く外反 底部全面手持ちへラ

して終わる 削り

4 勾: 11.6 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 中E 良 復原完形 床面 墨書土器 l

(A) 3.7 望号気味に立ちあがる体 底部一全面手持ちへラ 微砂粒を 外全体に 西南間 体部外面

603 6.4 部は中位から直線的に 削り 含む 黄褐色 「中甲」

伸びて口縁に至る 内全体に

黄褐色

5 I不 12.2 口縁部外反ぎみに立ち 体部下端及び底部一回 口縁~体 床面 墨書土器

(A) 3.5 あがる 転へラ削り 部% 体部外面

604 7.1 「中甲」

6 I不 11.8 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 :f.E[ 良 dフ'Git冗ノノ口ロ口 床面上

(A) 3.3 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外全体に褐色 南西間

404 7.3 わずかに内轡ぎみに伸 自IJり 合む 内全体に褐色

びて口縁に至る 底部一回転糸切り離し

後周縁手持ちへラ削り

7 I不 12.6 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 車且 良 Jj 覆土

(A) 3.5 管気味に立ちあがる体 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外褐色

501 6.1 部は，下位へラ削り部 削り 含む 内褐色

に軽い稜をもち直線的 底部一残存部全面手持

に伸び口縁部でわずか ちへラ削り

に外反する

8 I不 平坦な底部から体部が 体部下端回転へラ削 墨書土器

(A) 内管気味に立ちあがる り 底部外面

602 7.4 底部ー全面回転へラ削 「程圏」か

り

9 I不 直線的に開く口縁で端 覆土 墨書土器

(A) 部がやや尖る 体部外面

601 「中甲Jか

10 I手 上げ底状の底部から強 ロクロ目 ロクロ目 中E 良 底部完存 床面 墨書土器

(A) く内轡して立ちあがる 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色 西南間 体部外面

603 削り 含む 内黄褐色 字体不明

底部 回転糸切り後周

縁手持ちへラ削り

11 I不 平坦な底部から体部は 体部下端手持ちへフ 体部 覆土 墨書土器

内轡して立ちあがる 削り 小破片 体部外面

602 底部残存部手持ちへ 字体不明

ラ削り

12 I不 底部 覆土 墨書土器

小破片 底部外商

602 字体不明

13 局台付 台部は端部で肥厚し外 ロクロ自 磨滅している 半E 優 底部完形 床面上 須恵器

月L に稜をつくり，先端面 底部一回転へラ削り， 微砂粒を 外全体に灰色 南西間 硯として

401 は平坦 全面が研磨され墨痕を 含む 内全体に灰色 使用され

残す ている
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057 B号祉-竪穴住居壮一(4-144・146・148図，図版4-54・55)

遺溝

形状ー全体にふくらみのある方形。規模-4.10m X 3.80 m。主軸方向-N-220-E。カマドの位置

一北東コーナー。壁一ほぽ垂直。 25---.....35cm。壁溝一全周。幅・深さは 5---.....10 cm・-5---..... -10 cm。床

面一ほぽ平坦。柱穴-3個。その内 2個はA号牡南側周溝に切られている。備考 057A号牡に中央部

を切られている。

カマド

大きさ一不明瞭。構材一白色粘土(砂質)。壁への切込み一壁隅利用。煙道部を切込む。袖部一不

明。焚出部ーなし。燃焼部一不明。煙道部一長さ 65cm。響曲的。昇角一330---.....450
---.....550

0 天井部ーな

し。備考一火床はある程度焼けており上に焼土及び木炭片存す。コーナーの壁を三角形に切り込み煙

道としている。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも土師器の小破片である。

057(防号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I 斐 口f圭 21.8 強〈短かく外反する口 横ナデ 横ナデ

(B) 器高 縁部は口唇部外商に外

503 底径 傾する凹面を形成し受

409 け口状となって終わる

2 要 15.5 口縁部は強く外反して 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ

(B) ひらく 胴部一縦位へラ削り 胴部へラナデ

503 

3 椀 15.6 口縁部ー横ナデ へラナデ

(B) 体部横位へラ削り

407 

4 t手 13.8 わずかに凸面状となる底 口縁部一横ナデ ヘラ磨き

(B) 4目 1 部から強く内毎気味に立 体部一手持ちへラ削り

502 9.7 ちあがる体部は，口縁部 底部一残存部全面手持

外面に凹面を形成して端 へラ削り

部は丸く終わる

058号祉一竪穴住居壮一(4-149'"'"'151図，図版4-56) 

遺構

胎土 焼成・色調

粗 焼 成 良

雲母粒を 外褐色

含む 内褐色

粗 良

微砂粒を 外口縁部付

含む 近は暗褐色

内!) !) 

粗 良

微砂粒を 外全体に褐色

含む 内全体に褐色

粗 良

微砂粒を 外明暗褐色

含む 内底を中心に

大半が暗褐色

他褐色

位置

遺 存 度 出土 備考
層位

口縁部~ 503カ

マド上

床面

409カ

マド中

口縁部% カマド

上床面

上部x 床面上

東カマ

ド前

x 覆土

形状一方形。規模-4.60m X 4.95 m。主軸方向-N-660-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 35cm。壁溝一全周。幅・深さは 15---.....25cm・-5---..... -10 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。他

に，南壁中央部直下にピット 1個あり。

カマド

大きさ-125cmX 130 cm。構材一粘土。壁への切込み一浅い三角形。袖部一各 30---.....35cm。焚出部
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一不明。燃焼部一70cm x 70 cm x 20 cm。煙道部長さ 80cm。やや響曲的。昇角 300~450。天井部

後面遺存。(土器片補強)。備考一火床は大きく ，良く焼け焼土も残存し，床よりやや掘り凹めて作

られている。 袖部基盤のハードロームは床面よりやや高い。

遺 物

出土遺物は土器，石製品(砥石 1点)，鉄製品(万子2点)である。土器はやや多いが，いずれも破

片であり，小破片が多い。土器のなかでは，ロクロ整形の鉢形土器(4)やロクロ目の強い坪(6)の2点が

ともに内外面朱塗りされており ，類例の少ないものである。砥石は床面から，万子は埋土中と床面か

ら各々出土している。

058号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 甑 口f圭 33.0 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 微密 ;焼成良 口縁約ys カマド

器高 口唇部外面にやや外傾 胴部ー縦位へラ削り 胴部一縦位へラ削 砂粒を多 外赤褐色 内

401 底径 するよわい凹面を形成 把手へラ削り り く含む 暗褐色

して受け口状となって 内褐色

終わる

口縁部下位に 2個の把

手をもつ

2 甑? 26.8 強《外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 横ナデ 粗 良 う4 カマド

口唇部外面にわずかな 胴部一縦位へラ削り 微砂粒を 外褐色 内

406 凹凸をもっ面を形成 合む 内褐色

し，やや受け口状と 雲母，長

なって終わる 石含む

3 斐 29.8 口縁部は屈曲して外方 口縁部 ロクロ目 口縁部 ロクロ目 密 優 Ji 覆土北 須恵器

にひらき口唇部外面が 胸部 叩 き 目 1同部横ナデ 微砂粒を 外明灰色 領IJ

508 外傾する面を形成し凸 含む 内明灰色

帯状となる

胴部はゆるやかに内毎

ぎみにすぽまって下が

る

4 鉢 21.0 口縁部は強く外反して 強いロクロ目 強いロクロ目 微密 良 口縁ys 床面南 内外面と

口唇部外面が凸面帯状 胴部下位一横位へラ削 微砂粒を 外赤褐色 mlJ も朱塗り

504 となる り 合む 内赤褐色

胴部はわずかにすぽ

まって下がる

5 苦手 13.8 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 よわいロクロ目 密 良 口縁x 床面北

3.8 みに立ちあがる体部は 体部下端手持ちへラ 立ちあがり部に刻 微砂粒を 外褐色 償IJ あがり部

509 8.1 下位が凹面状となった 削り 書を有する 含む 内褐色 に焼成後

後直線的に伸び口縁に 底部一回転へラ切り後 の五IJ書

至る 全面手持ちへラ削り 字体不明

6 I不 16.0 体部は器厚を減じつつ 強いロクロ目 ロクロ目 微密 良 Ji 床面北 内外面朱

直線的に伸び口縁に至 体部下端ーへラ削り 微砂粒を 外赤褐色 侭l 塗り

510 る 含む 内赤褐色

7 王手 15.6 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 密 不良 復原して 床面北 須恵器

4.6 て立ちあがる体部は外 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外黒色 ほぽ7割 倶リ

509 9.8 面に小さな凹凸をもっ 削り 含む 内褐色

て直線的に外方に伸び 底部一回転ヘラ切り離し 暗灰色

口縁に至る 後全面手持ちへラ削り

8 品台付 平坦な底部から局台目占 ロクロ目 ロクロ目 粗 良 うも 床面北 底部外面
t手 付部に広い面を形成し 底部に刻書 微砂校長石， 外紫灰色 恨IJ 焼成前の

512 9.6 た後屈曲して立ちあが 底部ー全面回転へラ削 石英小石を 内暗灰色 刻書(印)

る り 合む 字体不明
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059号祉-竪穴住居牡一(4 -152"-' 154図，図版 4-56・57)

遺 構

形状一方形。規模-3.05m X 3.25 m。主軸方向-N-21"-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 25cm。壁溝ーなし。床面一中央部が 2.1mx2.35 mにわたって浅く凹んでいる。このため，壁

周辺は幅 40'"'-'50cmにわたり，テラス状になっている。ほぽ平坦。柱穴一不明。北東隅にピット 1個

あり。

カマド

大きさ-110cmx90 cm。構材一暗褐色土，粘土。壁への切り込み一深い半円形。 40cmX 100 cm。

袖部一不明。焚出部ーなし。燃焼部一幅 56cm。煙道部長さ 60cmo Iく」字形。昇角一200'"'-'60。

天井部ーなし。備考一火床の底面は余り焼けていないが，直上には焼土の堆積がみられる。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と砥石 1点である。土器はいずれも破片であり，少破片がほとんどであ

る。

059号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 ~ 外 面 内 面 層位

斐 口径 胴部縦 位叩き目 指頭によるナデつ 密 焼成良 覆土 土師質

器高 胴部下位横位へラ削 ~t 微砂粒を 外暗褐色 須恵器

502 底径 18.0 り 紐積み痕を残す 合む 赤褐色

内濃赤褐色

2 円、 13.8 わずかに上げ底状とな ロクロ目 ロクロ目 密 良 %弱 覆土(A)

3.9 る底部から強く内管気 体部下端←手持ちへラ 微砂粒を 外灰色

402 7.5 みに立ちあがる体部は， 削り 含む 明褐色

わずかに器厚を減じっ 底部一回転へラ切り離し 内明褐色

つ中{立から外反ぎみに 後全面手持ちへラ削り

伸び口縁に至る

3 I手 12.2 わずかに上げ底状の底 ロクロ目 ロクロ目 密 良 予4 カマド

3.6 部から屈曲ぎみに立ち 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外赤褐色 内

403 7.0 あがる体部は下端へラ 削り 含む および褐色

削り部に軽い稜をもっ 底部一回転糸切り離し 内赤褐色

た後ゆるやかに外反し 後周縁手持ちへラ削り

て口縁に至る

4 I手 12.7 平坦な底部から内管気 ロクロ目 よわいロクロ目 密 不良 y. カマド

4.1 味に立ちあがる体部 体部下端一回転ヘラ削 微砂粒を 外 内

403 6.8 は，口縁部で軽く外反 り 合む 内褐色

する 底部一回転糸切り離し

後周縁回転へラ削り

5 町、 12.0 外面がゆるやかな凹面 ロクロ目 よわいロクロ目 密 良 y. 床面上

3.7 となる底部から内管気 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外褐色

501 6.0 味に立ちあがる体部 削り 合む 内褐色

は，口縁部で軽く外反 底部残 存部全面手持

して終わる ちへラ削り

6 砥石 現存長 5.4 四方全面を使用してい 床面(B)

幅 3.8 る

101 厚さ 1.2 

7 只、 墨書「中甲」 口縁部 床面 墨書有

破片 体部外面

601 「中甲」

242 -



060号祉-竪穴住居壮一(4-155~157 図，図版 4 -57) 

遺構

形状一方形。規模-3.60m X 3.45 m。主軸方向-N-650-W。カマ ドの位置一西壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 20cm。壁溝ーカマ ドの左右でわずかに切れている。幅・深さは 10.......__15cm・-10.......__-15cm。

床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。

カ マド

大きさ-80cm X 100 cm構材一暗褐色土。粘土。壁への切込み一浅い半円形。袖部一左 25cm。左 40

cm。焚出部ーなし。燃焼部-45cmx45 cm。煙道部一長さ 40cm。直線的。昇角一300。天井部一後面

一部遺存。備考一火床は床面とほぼ同レベル。良く焼けている。

遺物

出土遺物は 10数点の土器のみであり，いずれも破片もしくは破損品である。郎が大部分を占めてお

り，なかでも須恵器が顕著である。

060号祉遺物一覧表

番号

l 

405 

406 

2 

401 

3 

404 

4 

403 

法 最 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 野長 外 面 内 面

盤 口径 17.5 ゆるやかな丸底風の底 横位へラ削り後へラ磨 丁寧な細かいへラ

器高 3.6 部から内毎気味に立ち き 磨き

底径丸底 あがり，口縁端部は尖

りぎみとなって終わる

.q; 14.4 ほぽ平坦な底部から内 ロクロ目 ロクロ目

4.4 管気味に立ちあがる体 底部一回転へラ切り離

8.6 部は，下位に稜をもっ し(無調整)

た後直線的に外方に伸

ぴ，口縁端部が尖って

終わる

町、 やや上げ底状となる底 ロクロ目 ロクロ目

部から体部が屈幽ぎみ 底部一回転へラ切り離

9.0 に立ちあがる し後全面手持へラ削り

工手 上げ底状となる底部か ロクロ自 ロクロ目

ら屈曲ぎみに立ちあが 体部下端一回転へラ削 底部に刻舎

9.4 る体部は，器厚を減じ り

つつ伸びる 底部一回転へラ切り離

体部下端へラ削り部に し後全面回転へラ削り

部分的に綾を有する

061号壮一竪穴住居壮一(4-158~160 図，図版 4-58)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
届位

微密 焼成良 復原完形 405 

微砂粒を 外褐色 東溝脇

含む 内褐色 406 

赤褐色 東壁コ

ーナー

密 不良 ya 左カマ 須恵器

微砂粒を 外灰色 底部完存 ド脇

含む 内口縁部灰色

底部褐色

密 不良 須恵器

微砂粒を 外灰色

含む 内灰色

密 不良 床面 須恵器

微砂粒雲 外灰色 底部内面

母を含む 内灰色 焼成後の

刻害rXJ

形状 方形。規模-3.50m X 3.20 m。主軸方向-N-550-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 20cm。壁溝一全周。幅・深さは 5.......__20cm・-5.......__-10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備

考一床面中央部に径 60cm程で深さ 26cmの炉が存在していた。

カマド

大きさ-100cmX 110 cm。構材一粘土(砂質)。壁への切込み一煙道部のみ切込み。袖部一各 30
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cm。焚出部ーなし。燃焼部-65cmx60cm。煙道部一長さ 50cm。階段状。昇角一350。天井部ーな

し。備考一火床は楕円形に掘り込まれている。壁溝は両袖部で切れ両袖部の基盤は床よりやや高い。

火床は底面あまり焼けていないが，直上には焼土が堆積。奥部よりまっ赤に焼けた支脚が出土。

遺物

出土遺物は土器，土製品(支脚 1点)，石製品(砥石 1点)である。土器はいずれも破片もしくは破

損品であれ出土量は少ない。支脚はカマド内からの出土である。

061号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

整 口径 14.0 強く外反する口縁部は 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 口縁完存 床面カ

器高 口唇部外面に直立する 胴部一縦位へラ削り 胴部ー横位へラナ 砂粒含む 外赤褐色 マド近

501 底径 面を形成し受け口状と ア 暗褐色

なって終わる 内赤掲色

胴部はゆるやかに内管 暗褐色

しつつ張り出して下が

る

2 長頚瓶 底面の広いしっかりと ロクロ目 ロクロ目 密 優 底部% 502 灰粕陶器

503 立つ高台をもっ体部 灰紬がかかる 底部中央に灰紬が 微砂粒を 外灰色 床面

502 8.9 は，わずかに内管して かかる 含む 内褐色・灰色 401東

401 下がり内面中央が凸面 側ピッ
状となる底部に至る ト脇

503 

3 I不 13.0 ゆるやかな丸底気味の 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 % カマド

底部から内管気味に丸 体部~底部ーへラ削り 体部~底部ーへラ 微砂粒を 外褐色・暗褐 底部大半 ~Ij 

410 底口縁に至る 後へラナデ 磨き 含む 色黒色 欠損

墨痕有り 内暗褐色

4 t手 12.3 平坦な底部から内襲撃気 ロクロ目 ロクロ目 密 良 破片}イ カマド

3.8 味に立ちあがる体部 体部下端回転ヘラ削 微砂粒を 外濃暗褐色 右前

405 8.0 は，下端へラ削り部に り 含む 内 褐色

稜をもった後器厚を減 底部一残存部回転へラ

じつつ直線的に外方に 削り

{申び口縁に至る

5 t不 12.6 平坦な底部から屈曲ぎ 体部下端回転ヘラ削 L生 墨書土器

3.7 みに立ちあがる体部は り 底部外面

604 7.9 直線的に伸び口縁部で 底部ー全面回転へラ削 「私圃」
やや外反して終わる り

6 t手 12.2 外面がわずかに凹面状 (R)ロクロ目 ロクロ目 密 良 カマド 墨書土器

3.8 となる底部から屈曲し 体部下位回転へラ削 微砂粒を 外褐色 内 底部外面

ω3 7.1 て立ちあがる体部は下 り 含む 内褐色 「私得」
位へラ削り部に軽い稜 底部全面回転へラ削

をもった後直線的に外 り

方に伸び口縁に至る

7 I手 上げ底状の底部から体 体部下端回転へラ削 墨書土器

6.5 部が内管気味に立ちあ り 体部外面

602 がる 底部ー残存部全面回転 字体不明

へラ削り

8 t手 底部一糸切り後周縁を 砂粒含む 良 底部 床面 墨書土器

手持ちへラ削り 小破片 底部外面

ω2 字体不明

9 t手 底部残存部回転糸切り 底部 床面 墨書土器

痕のみ残す 小破片 住居社 底部外面

604 中央部 「刺亘」

10 砥石 長 4.0 破片 床面

幅 6.2 2面に使用痕がある

101 厚 4.2 
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062号祉 竪穴住居壮一(4~ 161・162図，図版4~59) 

遺構

形状一方形。規模-3.00m X 2.80 m。主軸方向 N-460-W。カマド位置一西側コーナー。壁 ほぽ垂

直。 15cm。壁溝 深さ幅共に一定でな く，特にカマ ド附近にてダラダラ と自然に消滅する様である。

幅 ・深さは， 5------10 cm ・ ~ 3------ ~ 10 cm。床面 ハー ドロームの竪撤な面。但し凹凸がある。柱穴-4

個。(住居祉壁外)備考 カマドが西側隅にあ り，柱穴(? )が壁外に存する特異な住居牡である。

カマド

大きさ-80cmx70 cm。構材不明瞭。壁への切込み壁隅利用。袖部不明。焚出部なし。燃

焼部 40cmX ?。煙道部一長さ 60cm。屈曲的。昇角 300前後。天井部 なし。備考火床はあま

り焼けていないが， 右袖基部の焼土は良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器の小破片が数点出土したのみである。

063号祉-竪穴住居壮一(4~163~165 図， 図版 4 ~59) 

遺 構

形状一方形。規模-3.80m X 3.50 m。主軸方向 N-230-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。20cm。 壁溝ーカ マ ドの左右でわずかに切れてい る 。 幅 ・ 深さ は 15cm ・ ~5cm。床面 ほぽ平

坦。柱穴 4個。備考 住居社中央部から南西側にかけて多量の木炭を検出。東壁北東コーナー寄り

に焼土塊を検出(直径 20cm)。さらに木炭に混って小さな焼土塊も検出されている。火災をうけたも

のと思われる。

カマド

大きさ 65 cm------75 cm X 120 cm。構材 白色粘土。暗褐色土。壁への切込み殆んどなし。袖部各

35 cm------40 cm。焚出部なし。燃焼部-50cmx60 cm。煙道部長さ 35cm。直線的。昇角一550。天

井部ーなし。備考一火床は小さくあまり焼けていない。床面より約 10cm程掘り下げて作っている。

カマド両袖根部は床面に比べてやや高い。

遺 物

出土遺物は若干の土器のみである。いずれも小破片の土師器である。

063号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l E聖 ロf圭 11.4 ロ縁部は強く外反して 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼成良 口縁付近 覆土

器高 5.3 ひらく 胴部一縦位へラ削り後 胴部一指頭痕及び 微砂粒を 外褐色 彼片

501 底径 ナデ 紐積み痕が残る 含む 明暗褐色 口縁泌周

内褐色 残存

ph
d
 

A
q
 

円
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064号祉

風倒木痕であり省略した。

065号壮

遺構とならず欠番とした。

066号祉-竪穴住居壮一(4-166'"'-'168図，図版4-60) 

遺構

形状一方形。規模-2.85m X 2.20 m。主軸方向-N-18'-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 25cm。壁溝一全周。幅・深さは 15cm・-5---....-10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。壁外四

隅に存在する。

カマド

大きさ-90cm---.... 100 cm X 110 cm。構材一白色粘土。暗褐色土。壁への切込み一三角形。袖部一左 40

cm。右 30cm。焚出部一不明。燃焼部一45cmx50cm。煙道部一長さ 50cm。直線的，煙出口で開

く。昇角一35'。天井部一後面一部遺存。備考一火床は大きいが，あまり焼けていない。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器のみである。図示した 3点を除き，いずれも小破片である。

066号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 時3 外 面 内 面 層位

l fj¥ 口径 12.5 ゆるやかな丸味のある 口縁部横 ナデ 磨き 密 焼 成 良 8脅l残 カマド

器高 3.5 底部から強く内管気味 体部~底部一手持ちへ 微砂粒を 外褐色 中左袖

403 底径 (8.5) に立ちあがる体部であ ラ削り 含む 赤褐色・暗褐色 下層

丸底風 るが，強いへラ削りを 内縄色

施して部分的に丸みを

欠〈

口縁部は外面に稜を形

成しやや内傾ぎみに立

つ

2 王ヰ 13.5 ゆるやかな孤状となる 口縁部一横ナデ ヘラ磨き 微密 良 dフHノノ 北側カ

4.0 底部から強く内管気味 体部~底部へラ削り 微砂粒を 外暗褐色 7 ド右

401 丸底 に立ちあがる体部で， 含む 内褐色 側床面

口縁部は外面に軽い稜

をもった後わずかな凹

面を形成し，やや外方

にひらいて端部は丸く

終わる

3 t手 15.0 ほぽ平坦な底部から内 ロクロ目 ロクロ目 密 優 8寄J残 カマド 須恵器

4目1 湾気味に立ちあがる体 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外灰色 左袖下 168図3

404 8.0 部は，口縁部で外反し り 合む 内灰色 層 i+Jは誤

端部は丸く終わる 底部一回転へラ切り離 り

し後周辺回転へラ削り
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067号祉-竪穴住居壮一(4-169~171 図，図版 4 -61) 

遺 構

形状一方形。規模-3.30m X 3.50 m。主軸方向-N-630-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一あま

り明確ではなしユ。 7cm。壁溝一南東コーナーが切れている。幅・深さは 10"'-'15 cm・-15"'-'-20 cm。

床面一ほぽ平坦。柱穴ーなし。備考一南側コーナーは撹乱をうけている。

カ マド

大きさ-110cmX 140 cm。構材一粘土。暗褐色土。壁への切込み一深い三角形。 55cmx80 cm。袖

部不明。焚出部一不明。燃焼部一幅 70cm。煙道部一不明。天井部ーなし。備考火床は割に大き

いがあまり焼けておらず，火床奥部付近に焼土が残る。火床奥部は壁よりも外にある。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器である。いずれも土師器の破片もしくは破損品であり，小破片がほとん

どである。

067号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎士 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 官手 外 面 内 面 層位

I 庁、 口径 わずかな上げ底状の底 ロクロ目 ロクロ白 密 焼 成 良 底部予言 床面

器高 部で，体部は内管気味 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外褐色

502 底径 5.7 に器厚を減じて立ちあ 削り 含む 内褐色

カtる 底部一回転糸切り離し

後周辺手持ちへラ削り

2 I不 外面がゆるやかな凹商 ロクロ目 ロクロ目 密 良 底部完存

となる底部から体部は 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外褐色
フ 5.4 屈曲ぎみに立ちあがる り 含む 内褐色

底部一回転糸切り離し

後周辺回転へラ削り

068号祉-竪穴住居祉一(4-172~174 図，図版 4 -61・62)

遺構

形状一方形。規模 3.60 m X 4.10 m。主軸方向-AカマドN-450-Eo BカマドN-450-W。カマド

の位置-Aカマド東壁中央部。 Bカマド北壁中央部の二ケ所に検出。壁 ほぽ垂直。 30cm。壁溝-A

カマドの下に明瞭にまわる。幅・深さは 20cm・-10"'-'-15 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。他に

ピット 1個あり。

カ マド

Aカマドの大きさは 115cmX 73 cm。火床はほとんどやけていないがその上に暗褐色土混りの焼土

あり。%程壁溝上の暗褐色の埋込みの中にあるがほとんど焼けていない。煙道は壁より内側に存して

いたものと考えられる。 Bカマドより後に構築。

Bカマドは直径 60cm程の円形状の火床のみ確認出来た。周溝が両脇で切られていることから， B

カマドが最初に作られ，その後壊して， Aカマドを新たに作ったものと考えられる。

ヴ
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遺物

出土遺物は土器，石製品(砥石 1点，その他 1点)，鉄製品(万子 1点)である。土器は少量で杯2

点を除いては，いずれも破片である。須恵器高台付杯(7)は内面底部が磨滅し，底部及び体部に墨痕が

著るしく，硯に使用されたものと考えられる。万子は床面上から出土している。

068号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 26.0 屈曲ぎみに強く外反す 口縁部←横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 x 床面 口縁部

器高 る口縁部は口唇部外面 胴部上位ーナデ 胴部上位一横位へ 大粒の砂 外 赤褐色

404 底径 に外傾する凹面を形成 胴部中位縦位へラナデ ラ削り 粒を含む 内褐色

しわずかに受け口状と 胴部一斜位へラ削

なって終わる り

胴部は内管しつつ強く

張り出した後すぽまっ

て下がる

2 饗 20.6 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 口縁約% カマド

口唇部外面に外傾する 胴部縦位へラ削り 胴部一丁寧なナデ 微砂粒を 外褐色 内

405 凹面を形成し，わずか 含む 暗褐色

に受け口状となってひ 内暗褐色

らく

胴部は軽く肩をもった

後，内襲撃しつつ張り出

して下がる

3 室 21.0 口縁部は肥厚して屈曲 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 口縁約ya カマド

ぎみに強く外反し，口 胴部縦位へラ削り 微砂粒を 外褐色 内
405 唇部外面に外傾する面 含む 内褐色

をもち受け口状となっ

て終わる

胴部は張りをもたずに

下がる

4 窪 10.8 小型である 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 約YJ 覆土

9.1 最大径を胴部中位にも 胴部ー横位へラ削り 胴部下端ー横位へ 微砂粒を 外赤褐色

501 7.0 つ 底部へラ 削り ラ削り 含む 暗褐色

口径と底径の差が少な 内濃暗褐色
L、 赤褐色

5 墾 10.8 小型である 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 口縁約x覆土

口縁部は弱く外反して 胴部←横位へラ削り 微砂粒を 外暗褐色

501 立つ 含む 内濃暗褐色

胴部はやや内毎して張

り出して下がる

6 I干 12.5 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 密 良 ほ，;f完形 周溝カ 底部外面

4.4 て立ちあがる体部は下 体部下端回転ヘラ削 微砂粒を 外褐色 マド面 中央焼成

401 7目5 端へラ削り部に稜を り 含む 内褐色 前の刻書

もった後直線的に伸び 底部一回転糸切り後周 (印)iXJ
て口縁に至る 辺回転へラ削り

底部中央に刻書(印)

7 高台付 13.2 断面が舌状となって張 ロクロ目 ロクロ目 密 優 ほぽ完形 床面 須恵、器

I手 4.7 り出して立つ高台をも 高台貼付部に回転へラ YJ近く墨痕を残す 微砂粒を 外灰色 硯として

402 高台高1.0 つ 削りを行なった後高台 底部磨滅 含む 暗灰色 利用して

7.5 厚い底部は周縁に向 を貼付け→横ナデ 内灰色 いる

かつて器厚を減じ体部 底部回転へラ削り

は強く内管気味に立ち 体部下端回転へラ削

あがり口縁部で外反し り後ロクロナデ

て終わる

8 砥石 8.3 上下面に使用したため 床面 硬質砂岩

2.7 に凹んだ部分がある

101 1.2 一部砥石に使用した擦

痕あり

9 石製品 4.4 先端一部打割痕あり 床面 使用した

(? ) 1.7 のかどう

102 1.1 か不明
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069号祉

風倒木痕であり省略した。

070号祉 竪穴住居社 (4-175~177 図，図版 4 -63) 

遺構

形状一方形。規模-2.80mX 2.50 m。主軸方向-N-230-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一削平

のため不明瞭。 10cm。壁溝一全周。幅・深さは 10'"'--'25cm・ 4cm。床面 ほぼ平坦。柱穴-壁外に

5個存在。床面のものは浅しν'J¥ピット 3個のみ。

カ マ ド

大きさ 90 cmX 110 cm。構材一暗褐色士。壁への切込み一浅い半円形。袖部一不明。備考 全体に

不明瞭。火床はやや焼けている程度であり小さし」煙道は壁を約 20cm程切込んでト作られている。床

面は凹凸があり不安定であるがカマド両袖基部は底面に比してやや高い。火床奥部左側に下向きに

なって坪(墨書土器 「中甲J)が 1点出土。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器のみである。図示した坪 5点を除き，いずれも小破片で、ある。

070号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I I手 口f圭 11.0 平坦な底部で体部はゆ 口縁部ー横ナデ ナデ 密 焼 成 良 y:i 覆土中

器高 4.0 るやかに内轡気味に伸 体部ー全面手持ちへラ 微砂粒を 外褐色 央

501 底径 6.3 び，口縁部はわずかに 削り 含む 内褐区

内傾ぎみに終わる 底部全面手持ちへラ

削り

2 I不 10.9 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 密、 良 7f 床上

3.8 みに立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外 褐 色 10cm 

401 6.8 は，下端へラ削り部に 削り 含む 内褐色 下向き

軽い稜をもった後直線 底部ー全面手持ちへラ

的に外方に伸び口縁に 削り

至る

3 町、 13.2 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 密 良 y:i 床面 墨書土器

3.8 電気味に立ちあがる体 底部ー全面手持ちへラ 微砂粒を 外 褐 色 底部7f強 左カ7 体部外面

403 6.6 部は中位から外反ぎみ 削り 含む 赤褐色 ド脇 字体不明

に伸び口縁に至る 内赤褐色

4 E手 12.1 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ自 ロクロ目 密 (憂 8寄l カマド 墨書土器

3.5 みに立ちあがる体部は 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外赤褐色 中 体部外面

ωl 7.6 ゆるやかに伸び，口縁 り 含む 内赤褐色 「中甲」

部で外反して終わる 底部一全面回転へラ削

り

5 勾t 16.0 平坦な底部から強く内|ロクロ目 細かいへラ磨き 微密 良 y:i 床面 内黒土器

5.2 轡気味に立ちあがる体 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外黒色

405 7.6 部はゆるやかに伸び口 り 含む 暗褐色

縁部で緩く外反する 底部ー全面回転へラ削 内黒色

り
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150号祉-掘立柱建物壮一(4-178・179図，図版4-64) 

桁行を北東から南西にもつ 4間(10.2m) X 2間 (4.8m)の建物牡であり，柱聞は桁行 2.7m及び

2.4 m。梁間 2.4mである。主軸方向はN-4r-E。掘り方はほぼ円形を呈し，径 85cm"-' 105 cm程

である。全体的に整った柱掘り方であり，いずれもハードロームを深く掘り込んでいる。埋土は暗褐

色土やソフトローム，ロームブロックであり一様でない。柱の根方は全く残っていなかったが，径 25cm

程の柱痕跡が確認された掘り方が 3個検出された。

200号祉-掘立柱建物壮一(4-178・180図，図版4-64・65)

桁行を北東から南西にもつ 5間 (10.2m) X 5間(7.5m)の四面府の建物である。品会は桁行3間(7

2 m)，梁間 3間 (4.2m)で，柱聞は桁行 2.4m，梁間は1.5mである。廟の柱聞は，桁行が 2.4m及

び1.5mで，梁聞は1.5mである。主軸方向はN-4r30'-E。柱掘り方は円形ないしは楕円形を呈

し，径 85"-'120 cm程である。なお，身舎と廟の柱掘り方の深さは，概して 20"-'30cm，身舎の方が

深くなっている。

250号壮一掘立柱建物壮一(4-181図，図版 4-65) 

桁行を北東から南西にもつ 3間 (6.0m)x2間 (3.9m)の建物牡であり，柱聞は桁行 2.1m及び1.

8m，梁間 2.1m及び1.8mである。主軸方向はN-38030'-E。北側梁行中間の柱掘り方は検出出来

なかった。掘り方はほぼ円形を呈し，径 50"-'70cmと他に比してやや小さしまた，やや浅い。埋土

は暗褐色土が主体で，ロームの混在は少ない。

300号祉-掘立柱建物牡一(4-182図，図版4-65) 

桁行を北東から南東にもつ l間 (3.0m) X 1間 (2.7m)の建物社と考えられる。東側桁行の南に柱掘

方と考えられるピットが検出されたが，それに対応するピットは検出されず，また柱聞の距離，掘り方

の形状，深さも異なるため， 1間x1間で構成された建物祉を想定した。主軸方向はN-29030'-E。

掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 85cm"-' 100 cm程で，ハードロームを掘り込み，深さは削平

面から 35cm，，-，50 cmである。埋土は暗褐色土を主体とし，ロームや若干の焼土粒を含むもの，上部

に白色粘土粒が混在しているものも認められた。 049号住居社を重複しているが，新旧関係は確認出来

なかった。

350号祉-掘立柱建物社一(4-183図，図版4-65・67)

桁行を北東から南西にもつ建物社であり，ピットが重複していることから，建て替えを行っている

と考えられる。建物の新旧は，埋土断面の観察からすると， A棟が古く， B棟が新しいかとも思わ

れたが，明確にはし得なかった。
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A 棟

3間 (7.5m) X 3間 (5.1m)の建物祉であり，柱聞は桁行 2.7m及び 2.1m，梁間は1.8m及び1.

5mである。主軸方向はN-23030'-E。掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 1m前後で，深さ

はB棟より 10'"'-'20 m浅い。埋土は暗褐色土を主体としている。

B 棟

3問 (7.8m) X 3間 (5.1m)の建物牡であり，柱聞は桁行 2.7m及び 2.4m，梁間は1.8m及び、1.

5mである。主軸方向はN-28030'-Eo A棟を南北に幾分か大きくした形のものである。掘り方はA

棟の掘り方のやや南に重複し，規模は大差ないが，やや深く，南側の 2個には底面に一部柱痕跡が確

認された。埋土は暗褐色と茶褐色が主体であった。

400号祉-掘立柱建物壮一(4-184図，図版4-66・67)

桁行を北東から南西にもつ 2間 (3.6m) X 2間 (2.4m)の建物牡であり，柱間は桁行1.8m，梁間1.

2mである。主軸方向はN-40030'-E。掘り方は円形及び楕円形を呈し，径 80'"'-'90cm程である。

深さは四隅のものが削平面より 30'"'-'40cmで，中間のものに比して約 10'"'-'20cm深くなっている。

埋土は暗褐色土にロームブロック等の混在したものであった。柱痕跡が 2個所検出された。

450号祉-掘立柱建物牡一(4-185図，図版4-66) 

桁行を北東から南西にもつ建物社であるが，掘り方が重複していることから建て替えないしは，一

時期にわたって構築されたものと考えられる。建物の新旧は明確にし得なかった。

A 棟

桁行を北東から南西にもつ 4問 (8.4m) X 2間 (4.2m)の建物社である。柱聞は桁行，梁間ともに

各 2.1m で，主軸方向はN-40030'-E。掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 100'"'-'120 cmと考

えられる。埋土は暗褐色土にロームブロック等が混在している。柱痕跡は 2個の掘り方から確認された。

B 棟

A棟と同規模で同柱間寸法の建物祉である。主軸方向はN-460-Eで、 A棟よりやや東にふれてい

る。掘り方の規模，形状は大差ないが，南側の掘り方は重複せず，別個に設けられている。埋土もA

棟と大差ない。

なお，以上のA・B棟ともに 045号住居祉と重複しているが，調査の手違いから，新旧関係を明ら

かにし得なかった。

500----600号社

欠番とした。

650 A号祉-掘立柱建物壮一(4-186図)

桁行を北西から南東にもつ建物社であるが，掘り方が重複していることから建て替えないしは，二
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時期にわたって構築されたものと考えられる。建物の新旧は明確にし得なかった。また，本建物祉は

650 B号建物社とも重複している。新旧関係は， 650 B号牡の掘り方が本建物祉のものを切っており，

明らかに本建物祉が古く， 650号祉が新しい。

A 棟

3間 (6.3m) X 2間 (4.2m)の建物牡であり，柱聞は桁行，梁間ともに各 2.1cmである。主軸方

向はN-35030'-W。掘り方は円形ないしは楕円形で，径 70"'-'90cm程と考えられる。

B 棟

A棟よりー廻り大きい 3間 (6.9m)x 2間 (4.8m)の建物社であり，柱聞は桁行 2.4m及び 2.1m， 

梁間 2.4mである。主軸方向はNー3T-W。掘り方は円形ないしは楕円形を呈す。大きさは径 80"'-'100

cm程と考えられ， A棟のものに比し，やや大きく，深い。

650 B号祉-掘立柱建物牡一(4-186図)

桁行を北東から南西にもつ 2間 (4.2m) x 2間 (3.6m)の建物社であり，柱間寸法は桁行2.1m，梁

間1.8mである。主軸方向はN-51"-E。掘り方は円形を呈し，径 35"'-'40cmと小形である。深さ

は，削平面より 30"，-，40cmであるが，中には浅いものも認められる。埋土は暗褐色土と褐色土であ

る。

なお，本建物社は，規模，形状，棟方向等A号杜と異なり，また， A号社のあとに構築しているた

め。 A号祉の建て替えでなく，別の建物社として把握した。

700号祉-掘立柱建物壮一(4-187図)

桁行を北西から南東にもつ 3問 (7.7m)x 2間 (4.8m)の建物社である。柱間寸法は桁行，梁間と

もに各 2.4mで，主軸方向はN-400-W。掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 85"'-'110 cm程で，

削平面から 50"'-'60cmの深さをもっている。埋土は暗褐色土にロームプロック，さ'らに焼土粒，木炭

粒，白色粘土などが混入のほか，土器片が多数含まれていた。

なお，本建物社は 026号住居祉と重複しているが，新旧関係は明らかにし得なかった。

750号祉一掘立柱建物一(4-188図)

桁行を北東から南西にもつ建物社である。棟方向が多少異なっているが，掘り方が一部重複し，規

模，形状，所在位置を同じくするため，建て替えないしは，二時期にわたって構築されたものと考え

られる。建物の新旧は，重複する掘り方埋土断面の観察から， A棟が古く， B棟が新しいものと把握

した。

A 棟

3間 (7.2m) x 2間 (4.8m)の建物社である。柱間寸法は桁行，梁間ともに 2.4mで主軸方向はN
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-580
- E。掘り方はほぼ円形を呈し，径 90"-'100 cm程で，深さは削平面より 40"-'50cmである。

埋土は茶褐色土にローム，ロームブロックが混在している。 B棟との関係は前述した如く ，本建物祉が

古く ，B棟が新しい。また，021号住居社及び 024号住居社とも重複している。 021号住居祉との新旧

関係は確認出来なかったが， 024号住居祉とは，住居祉のカマドを本建物祉の掘り方が切っており ，024

号住居祉が古く ，本建物祉が新しいことが判明している。

B 棟

規模，形状ともにA棟と同じであるが，主軸方向はN-35030'-Eと，西側にずれている。掘り方は

円形ないしは楕円形を呈し，径 80"-'120 cm程であるが，深さはA棟のものよりやや深めである。埋

土は暗褐色ないしは褐色土に若干の焼土粒，木炭粒，粘土粒，ローム粒，さ らに土器片を含み， 700号

建物祉の掘り方埋土に類似している。A棟のあと構築している。

800号祉-掘立柱建物壮一(4-189図，図版 4-67) 

桁行を北東から南西にもつ4間 (6.6m) X 2間 (3.9m)の建物牡である。柱間寸法は桁行 1.8m及

び 1.5m，梁行 2.1m及び1.8mで，主軸方向はN-32030'-E。掘り方はほぼ円形に近く ，径 40"-'65

cm と小形である。深さは削平面より 40"-'55cm程 である。埋土は暗褐色土を主体としてソフトロー

ムが少量混在する。 二個の掘り方に柱痕跡が残っていた。 本建物社は 250号祉及び650B号牡と同様

掘り方の小さな建物祉であり 梁間の奥の一聞がー尺分長 くなっている ことは 250号祉に類似する。

掘立柱建物祉出土遺物 (4-190図)

掘立柱建物祉の柱掘り方内から出土した遺物は少量の土器と，鉄製品(釘 1点，他2点)である。

土器は坪 l点を除いては，大部分が小破片で、ある。 鉄製品は釘 1点，その他 1点が450号祉B棟の掘

り方埋土中部から各 1点ずつ出土し，他の1点は， 7 0 0号牡から出土している。土器はほとんどの

建物牡から出土しているが，墨書土器及び器形をうかがえる土器を出土した。 350号・450号・650号・

700号 ・750号祉の土器については下記のとおりである。

掘立柱建物祉 (350・450・650・700・750号祉)出土遺物一覧表

法 畳 特 徴 位置

番号 名称 胎上 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

l nも ロf圭 平坦な底部から体部屈 体部下端凶転へラ削

総高 曲ぎみに立ちあがる り 体部外

(357) 底径 7.6 底部一全面回転へラ削 字体不

ωl り

2 t平 12.3 平坦で厚い底部から屈 ロクロ目 ロクロ目 密 焼 成 良 口縁部が 北東隅の掘

4.1 曲ぎみに立ちあがる体 体部下端回転へラ削 外赤茶褐色 ほんの少 り方内から

(455) 7.0 部は，下端へラ削り部 内赤茶褐色 し欠損の 出土

601 に軽い綾を形成した 底部全面回転へラ削 み 口縁部にー

後，わずかに器厚を滅 り 部油煙がみ

じつつ直線的に伸び口 られる

縁端部は尖って終わる 底部外面墨

書「私得J
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法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青長 外 面 内 面 層位

3 f" 11. 3 わずかに内管気味にひ ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁部y.i 墨書土器
らいて伸びる体部は口 体部下端手持へラ削 白粒子が 外黄褐色 体部外面

(658) 縁部で外反し肥厚して り 多く混入 内黄褐色 「新」

601 終わる

4 t平 ロクロ白 ロクロ目 体部破片 墨書土器

体部外面

(762) 字体不明

601 

5 I手 底部墨書 底部破片 墨書土器

底部外面

(705) 「私圃」か

601 

6 I手 底部全面手持ちへラ 磨き 底部破片 墨書土器

削り 底部外面

(706) 「園陣」か

601 内黒

7 t不 14目6 やや上げ底状の底部か ロクロ目 ロクロ目 密 良 % 
4.5 ら屈曲ぎみに立ちあが 体部下端回転へラ削 外赤褐色 底部完存

(707 5.8 る体部はほぼ直線的に り 内赤褐色

501 伸び口縁部で肥厚して 底部一回転糸切り後周

終わる 縁回転へラ削り

8-1 t不 墨書 黒色処理 体部破片 墨書土器

(707) 体部外面

601 字体不明

8-2 t干 底部墨書 底部破片 墨書土器

(707) 底部外面

601 字体不明

9 t手 体部墨書 体部破片 墨書土器

体部外面

(707) 字体不明

601 

10 士手 底部一回転糸切り離し 底部破片 墨書土器

痕 底部外面

(709) 墨書 字体不明

601 

11 I不 底部一回転糸切り後周 底部破片 ピット 墨書土器

縁手持ちへラ削り 内 底部外面

(713) 墨書 「園得」か

601 

その他の遺物

本遺跡内で採集あるいは検出された遺物のうち墨書土器等については以下のとおりである。

LOC 15遺跡表採等遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 若手 外 面 内 面 層位

1 司、 口f圭 15.7 体部はほぼ直線的に伸 墨書 口縁部% 体部外面

器高 び，口縁部で肥厚する 残存 墨書二文

152 底径 字，とも

に「真」

2 E平 墨書 口縁部 体部外面

破片 墨書

601 字体不明

3 I手 墨書 口縁部 体部外面

破片 墨書

602 字体不明
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

4 E手 体部外面

墨書

(000) 字体不明

612 

5 Z不 体部外面

墨書

(000) 「新井J
611 

6 工不 体部外面

墨痕

(000) 

601 

7 王司、 体部外面

墨書

(000) 字体不明

613 

8 I不 墨書 体部外面

体部 墨書

602 破片 字体不明

9 坪〈 わずかに上げ底状の厚 ロクロ目 ロクロ目 密 良 底部完存 体部外面

い底部から屈曲して立 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外褐色 墨書土器

504 6.4 ちあがる体部をもっ り 含む 赤褐色 字体不明

底部一全面回転へラ削 内赤褐色

り

10 町、 底部外面

墨書

(000) 「私圏」か

610 

11 可: 底部外面

墨書

(000) 「程圏jか

614 

12 F下 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 底部活 トレン 底部外面

脅気味に立ちあがる 体部下端一回転へラ削 外赤褐色 チ内 墨書土器

(071) 7.0 器厚は薄く一定してい り 内赤褐色 字体不明

601 る 底部 回転糸切り後周

縁回転へラ削り

13 I不 底部外面

墨書

(000) 「私得」

602 

14 月〈 平坦な底部から体部が 体部下端一回転へラ削 底部外面

内管ぎみに立ちあがる り 墨書

601 7.0 底部ー全面回転へラ削 字体不明

り

墨書

15 界 底部外面

墨書

000 字体不明

601 

16 月: 底部外面

墨書

000 「私圃」か

603 

17 長頚瓶 両台は低く，内面が凸 ロクロ目 ロクロ白 密 焼成優 底部破片 Aトレ 灰粕陶器
(? ) 面となる 底部に灰紬がかか 微砂粒を 外灰色 !4 ンチ中

501 8.7 立ちあがり部内面が段 る 含む 内灰色

状となり強い稜をもっ

18 ゆるやかに外反する品 ロクロ目 ロクロ自 密 優 荷台!4周 灰紬陶器

台は稜をもった後直立 灰粕がかかる 灰紬がかかる 微砂粒を 外灰色 残
502 16.0 する面を形成し端部 含む 内灰色

尖って終わる
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5. Loc 16 (郷部・堀尾)遺跡の調査(別図 5図， 5 -1 -----162図，図版 5-1 -----35) 

(1) 立 地

本遺跡は， Loc 15遺跡及び次に記す Loc17遺跡と共に一連の同一台地上に所在している。これら

三遺跡の所在する台地は，東西を北東から入り込む深い谷により挟まれているが，本遺跡は西側の深

い谷に面して所在しており， Loc 17遺跡と Loc15遺跡の中間に各々と隣接している。

台地平坦部の標高は，約 34.5mを測り，西側の深い谷との比高は，約 16.5mある。また平坦部面

の面積は，約 20，000m2の広さをもっているが，住居牡等遺構は中央部から台地南側に集中する傾向

がうかがわれた。

調査区域の地目は，平坦部の約半分が畑地で，残りは，山林及び荒蕪地であった。

(2) 調査の経過

昭和 44年 10月 30日から翌 45年 3月 20日まで途中若干の断続はあったが実施され，約 20，000m2

の範囲について発掘調査した。

調査は，まず遺跡として確認されていた畑地の部分，約 12，400m2の範囲に，幅 2mのトレンチを

5本，延べ 400mにわたって設定し，遺構の広がり，性格等の確認から開始した。

トレンチ調査の結果からは，遺構の検出は少なく，竪穴式住居牡と思われる遺構が 2か所検出され

たのみであった。これらは，いずれも，国分式土器を出土するものであった。

土層の堆積状態についてみると，第 1層怯， 20cm前後の厚さの耕作土である。この下に，第 2層と

して褐色土が 10cm前後で堆積しているが，地点によっては，全く堆積の認められない区域もある。

第 3層は，暗褐色土で 25-----30cmの厚さであり，次いで立}IIローム軟質部へと続いていた。

さて，トレンチ調査の段階では，住居牡等遺構の分布状況は希薄であったが， 12月15日から重機を

使用して，第 3層上部まで削平し，遺構の検出作業を進めたところ，予想に反して，住居牡等遺構が

24か所に検出された。

一方，本遺跡の所在する台地の南側の一部区域は，当初， Loc 15遺跡に含まれており，調査の結果

7軒の竪穴式住居牡が検出されていた(本報告では， Loc 16遺跡に含めて報告している。)。 このた

め，この区域(当初の Loc16遺跡との間に所在した山林の区域，約 5，000m2)にも遺構の分布が予

想されたため，急拠，関係機関と協議し，この山林地区も調査を実施することになった。その結果，

この区域から 19軒の竪穴住居祉が検出され，最終的には，本遺跡において竪穴住居祉等遺構が 50基

を数え，昭和 45年 3月 20日まで調査を要することになった。

なお，本遺跡は，当初，南側の一部が， Loc 15遺跡に含まれており，さらに，前記した山林部は，

Loc 15 -II遺跡として取扱われていた。すなわち， 50基を数えるこれらの遺構のうち， 029-----035号

祉が Loc15(001 -----007号祉)， 036-----055号社が Loc15 -II (101 -----119号社)， 001-----028号祉が， Loc 16 
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遺跡(001........028号牡)として， 3分割されていた。しかし，調査結果からみると，これらは一連の遺跡

であり，別の遺跡名を付し分割する必要もないため， Loc 16遺跡として包括した。このため，止むを

得ず遺物番号は当初のものを使用しているが，遺跡・遺物番号は， Loc 16遺跡の連続番号に変更して

いる。

(3) 遺構と遺物

竪穴住居祉 54軒，土境 1基の他，風倒木痕と考えられる土墳が数か所検出されたが，本稿では省略

した。各遺構・遺物については以下の通りである。

001 A号壮一竪穴住居壮一(5-1・2・5図，図版 5-2) 

遺 構

形状一南東コーナーが大きく突出する歪んだ方形。規模-2.55 m X 2.50 m。主軸方向- N

-1l80-E。カマドの位置-東壁中央部。壁一ほぼ垂直。 18cm。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右でわ

ずかに切れる。幅・深さはl2........24cm・-2........-7cm。床面一西側部分は 001B号牡上に貼り床。平

坦。柱穴ーナシ。備考 西側部分 001B号牡を切っている。遺物は土器のみである。いずれも破片で，

僅少である。

カマド

大きさ-110 cm X 90 cm。構材一粘土(砂質不良)。壁への切込み一半円形。 40cm X 95 cm。袖

部一各 20cm前後。燃焼部-70cm X 60cm。煙道部一長さ 50cm。ほぽ直線的。昇角一300。備考

ーカマド下全体に凹みあり。焼土少なく，底面もあまり焼けていない。

001 B号祉竪穴住居壮一(5-3'""'5図，図版5-2) 

遺構

形状-西半分不明確でトゆがんだ方形。規模一東壁 4.00m。主軸方向-N-200-E。カマドの位置-北

壁中央部。壁一西側削平の為不明。 15cm。壁溝ーカマドの左右で切れる。幅 25cm。床面一西側不

明。柱穴ーナシ。備考-A号祉に切られている。遺物は土器のみ。いずれも破片で，僅少である。

カマド

大きさ-100 cm X 100 cm。構材一黒色土・粘土。壁への切込み一半円形。 40cmX 95cm。燃焼

部-70cm。天井部一土器片で補強している可能性がうかがわれた。備考ーカマド下埋土施設あ

り。底面はあまり焼けていない。基礎はロームを固めて作る。削平のため，遺存悪く，煙道不明。
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001号社遺物一覧表

法 主自旦 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 % 外 面 内 面 層位

I 斐 口f圭 13.0 口縁を最大径とする小 口唇部横ナデ 横ナデ 客、 焼成優 !4 A号枇

器高 (6.8) 形の斐 口縁部ー横へラ削り 微砂粒を 外赤色 カマド

407 底径 胴部ー縦へラ削り 含む 内赤色

2 I手 13.2 平底の底部より内轡し 体部下端子持ちへラ 密 優 y， 体部外面

4.6 て立ち上がり直線的に 削り 外淡褐色 に墨書

602 6.6 ひらく 底部全面手持ちへラ 内淡褐色 「和/幡」
削り

3 F手 11. 9 内傾気味に立ち上が 底部手持ちへラ削り 微密 (憂 !4 
4.7 る底の深い I不 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外淡褐色

401 6.2 削り 含む 内淡褐色

4 可、 12.8 内傾気味に立ち上が 底部 回転糸切り後底 密 焼成良 完形

3.8 り，次第に外反する 部周辺手持ちへラ削り 石英，長 外淡褐色

410 6.1 底部が凹んでいる 体部下端一手持ちへラ 石を含む 内淡褐色

削り

5 耳、 14.1 内傾気味に立ち上がる 底部全面一手持ちへラ ヘラナデ 密 (憂 口縁部y:i カマド 内黒土器

4.5 削り 微砂粒を 外赤色 底部yz
402 6.8 体部下端←手持ちへラ 含む 内赤色

削り

411 

6 工手 16.6 内傾気味に立ち上がる 底部全面一手持ちへラ へフナデ，黒色彩 密 優 口縁部yz カマド 内黒土器

4.3 底部凹んでいる 削り 色 微砂粒を 外褐色 底部完形

401 8.9 体部下端手持ちへラ 含む 内黒色

削り

7 I手 わずかに上げ底気味の 底部ー全面へラ削り 底面ー墨書 密 良 底部破片 底部内面

底部 外淡褐色 墨書

601 5.4 内淡褐色 「口幡」

002号祉ー竪穴住居牡 (5- 6 ~8 図， 図版 5-2) 

遺構

形状 隅丸方形。規模-3.50m X 3.50 m。主軸方向-N-550-E。カマ ドの位置一北東壁中央部。壁

一立上り直立。 15~25 cm。壁溝一全周。幅・深さは 7~25 cmo -7~-10 cm。床面一平坦。柱穴 4 

個(ともに浅い)。備考 出土遺物は土器のみである。いずれも破片もしくは破損品である。

カマド

大きさ-110cmx120cm。構材 白色粘土(砂質)。壁への切込み 浅い半円形。袖部一左 35cm。

右 25cm。焚出部三角形。長さ 20cm前後。燃焼部-60cmx65 cm。煙道部長さ60cm。脅曲的

に煙出口で開く。昇角一20"~50oo

天井部一後面一部遺存。備考一底面はあまり焼けていない。焼土も少量。立派なカマドの割にはあ

まり使われていない。
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002号牡遺物一覧表

法
番号 名称

且日生 特 徴

口径・器高・底径 器 青手 外 面 内 面

I 饗 口f圭 2l.0 口縁部は短く外反し， 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ

器高(22.0) 再び垂直に立ちあが 胴部へラナデ所々に 胴部へラナデ

414 底径 る。胴上半に最大径を スス付着

有する 胴部下位ー横位へラ削

り

2 甑 23.0 口縁部が大きく外反 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ

(5 6) し，口唇近くで垂直に 胸部一縦位へラ削り 胸部へラナデ

412 立ちあがる，長胴の裂

胴部上位に把手がつく

3 I不 12.3 内傾気味に立ちあが 底部全面手持ちへラ

3.7 り，次第に外反する 自リり

411 6.6 体部下端一手持ちへラ

削り

4 I不 11.7 内傾気味に立ちあが 底部一手持ちへラ削り 口縁部にスス付着

3.7 り， 口唇昔日近くで外反 体部下端手持ちへラ

409 6.7 する 削り

やや上げ底気味

5 I平 12.5 直線的に立ちあがり， 底部一回転糸切り後底

4.2 口唇部近くで外反する 部周辺手持ちへラ削り

408 7.3 体部下端手持ちへラ

自リり

6 J不 12.5 平底より内望号気味に立 体部下端回転へラ削 ナデ

3.5 ち上がり口唇部で短く り

602 7.0 外反する。器厚は薄い 底部一回転糸切り後底

部周辺回転へラ削り

7 I手 16.0 内傾気味に立ちあが 体部下端へラ磨き ヘラ磨き，黒色処

5.4 り，次第に外反する 底部一回転糸切り後底 理

403 7.4 部周辺回転へラ削り

502 

体部下端回転へラ削

り

8 I手 14.0 内傾気味に立ちあが 底部一回転糸切り後底 へフ磨き，黒色処

4.2 り，次第に外反する。 部周辺手持ちへラ削 理

404 7.5 口唇部に向って器厚が り

減ずる 体部下端手持ちへラ

削り

9 I不 12.5 I手口縁部 墨書

4.2 

601 7.3 

003 号祉-竪穴住居社一(5-9~1l図，図版 5 -2) 

遺構

位償

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
!百位

密、 焼 成 優 )I:i 床面

微砂粒含 外暗褐色

む，雲母 内暗褐色

合む

密 俊 ys 
微砂粒含 外淡赤褐色

む 内淡赤褐色

密 優 シi カマド

微砂粒含 外暗褐色

む 内暗褐色

粗 良 体部y. 周構内

微砂粒含 外赤褐色

む 内淡褐色

密 (憂 口縁一部

砂粒を合 外暗褐色 欠

む 内暗褐色

市且 良 底部完 床上 体部外面

微砂粒を 外赤褐色 体部~口 墨書[中

含む 内赤褐色 縁y. 甲J

密 優 口縁部)I:i 覆土 内黒土器

微砂粒含 外淡赤褐色 底部完形

む 内黒色

密 優 )I:i 内黒土器

砂粒含む 外淡褐色

内黒色

密 優 破片 床面上 墨書土器

砂粒含む 外淡黄褐色 字体不明

内淡黄褐色

形状一南北に長い長方形。規模-2.60m X 3.50 m。主軸方向 N-5T-E。カマドの位置一東壁中央

部。壁 ほぽ垂直。 5cm。壁溝 ほぽ全周 ・カマドの左袖部が切れる。幅 ・深さは 5'"""'10cm・-5

cm。床面 部分的に貼り床。ほとんどソフトローム面。平坦。柱穴ーナシ。備考 出土遺物は土器・

鉄製品である。土器はいずれも破片で，少量でトある。

カマド

大きさ-90cmX 80 cm。壁への切込み一半円形。 40cmX 100 cm。備考一削平著しい為詳細不明。

火床もあるがはっきりしない。粘土は上の方にわずかにあるのみであとは褐色土。煙道も不明。
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003号祉遺物一覧表

番号

1 

402 

2 

501 

+ 
502 

3 

202 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 育長 外 面 内

t不 口径 13.0 上げ底の底部より内管 体部下端手持ちへラ

器高 4.0 して立ち上がり，体部 削り

底径 7.0 上方で器厚を減じ，口 底部一全面手持ちへラ

縁部は外反しながら厚 削り

みを増す

I手 底部が凹んでーいる 底部全面及び体部下端 へラ磨き

手持ちへラ削り

10.6 底面一墨書

手鎌 長

川 2孔一一幅 1.9 る

厚 0.25 

004 号祉ー竪穴住居祉一 (5-12~14 図，図版 5 -3) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

密 焼成 1憂 底部% 床面

砂粒を含|外赤褐色

む 内淡褐色

密 (憂 底部のみ 床面 墨書土器

微砂粒含 外黄褐色 字体不明

む 内淡赤褐色

鉄製品

木質がー

部残る

形状一方形。規模 3.45 m X 3.65 m。主軸方向-N-250-W。カマドの位置-北壁中央部。壁溝一全

周。幅・深さは 10"-'15cm・ 5"-'-7 cm。床面一ソフトローム層中に構築。軟弱。柱穴 ナシ。備考

-出土遺物は土器のみである。いずれも破片で少量である。

カ マド

大きさ-135cmX 110 cm。構材粘土(砂質)。壁への切込み半円形。 35cmX 100 cm。袖部一各

30cm。燃焼部-55cm。煙道部一長さ 70cm。ほぽ直線的。昇角一250
，，-，350。天井部 後面一部遺

存。備考-土器片を煙道の天井及び底において補強したものと思われる。ブリッジが残る。

004号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 要 口{室 19.1 ロ頚部で外反し，口縁 口縁部ナデ 口縁部ナデ 宮、 焼成不良 y:2 床面

器高(26.8) 部の中程で垂直に立ち 胴上半縦位のへラ削 石英，長 外口縁部

402 底径 あがる り 石，雲母 明褐色，胴

胴上半に最大径 腕下半横位のへラ削 を含む 部暗褐色

り後縦位のへラナデ 内淡暗褐色

2 要 21.8 口縁部で強く外反し， 口縁部ーカデ 口縁部ナデ 密、 不良 % 11 

(22) 口唇部で垂直に立ちあ 胴部下半ー横位のへラ 胴部横位ヘラ削 石英，長 外口縁部

403 がる。胴部上位でやや 削り後縦位のへラ磨き り，スス付着 石，雲母 明褐色，胴

張りすlままる を含む 部暗褐色

内褐色

3 斐 16.0 口縁部でくの字状に外 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 優 % 覆土

(5.7) 反する 胴部ーへラ削り 胴部へラ削り 微砂粒を 外黒褐色

405 含む 内褐色

4 I手 11. 4 内傾気味に立ちあがる 口縁部横ナデ ナデ 密 優 信7主t主7正巴ノノ 11 口縁部を

4.1 体部ーへラ削り 砂粒含む 外暗褐色 一部意識

409 6.5 底部全面手持ちへラ 内暗褐色 的に欠損

削り させてい

る

5 I手 12.5 底部中心から口唇部に 口縁部横ナデ ナデ 密 優 口縁一部 床面 墨書土器

4.1 向かつて内傾気味に立 体部，底部一手持ちへ 砂粒，雲 外黄褐色 欠損 底部外商

602 7.4 ちあがる，丸底に近い ラ削り 母を含む 内黄褐色 「私得」
平底
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法 量 特 徴
番号 名 称

6 

406 

7 

601 

8 

408 

口径・器高・底径 器 形 外 面

I手 12.0 内傾気味に立・ちあが 口縁部ーへ7ナデ

4.1 り，次第に外反する， 底部全面及び体部下端

7.2 底部が凹んでいる 一手持ちへラ削り

I手 11. 5 内傾気味に立ちあがり 底部一回転糸切り後底

3.7 次第に外反する 部周辺 回転へラ削

り

体部下端一回転へラ削

り

I手 13.0 内傾気味に立ちあが 底部手持ちへラ削り

4，6 り，次第に外反する 体部下端一手持ちへラ

5.5 削り

005号壮一土墳一(5-15"'-'17図，図版5-3) 

遺構

位置

飴土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
内 面 層位

粗 {憂 底部完形 1/ 

砂粒を含 外暗褐色 体部xi
む 内暗褐色

密 優 yz 床面上 墨書土器

砂粒雲母 外淡褐色 底部外面

を含む 内淡褐色 「法」

へフ磨き，黒色処 密 優 }ぜ 覆土 内黒土器

理 微砂粒含 外褐色

む 内褐色

形状一円形。規模-4.10m x 4.20 m。備考-断面すり鉢状を呈している。深さは削平面から約 2mを

測る。

出土遺物は土器と鉄製品がある。土器は坪 1点を除きいずれも破片もしくは破損品である。完形の

杯1点は，埋土下部から出土し，体部外面に「加J，内面に「神奉」の墨書が記載されている。

005号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

察 口f圭 16.3 口頚部でくの字状に外 口縁部ーナデ 口縁部ナデ 徽密 焼成優 % 中層

器高 (l3) 反する 胴部ー上位縦位のへラ 胴部一ナデツケ 微砂粒含 外暗褐色

401 底径 口縁部上半はナデによ 削り，中位横位のへラ む 内褐色

り帯状に凹んでいる 削り後ナデツケ

2 曹E 22.4 口縁部で外反し，口唇 口縁部一横ナデ 磨滅のため不詳 粗 良 口縁のみ 下層

(6) 部近くで垂直に立ちあ 腕部一縦位へラ削り 砂粒含む 外濃赤褐色 xi 
403 がる 内濃赤褐色

3 整 23.3 口縁部で帯状に貼土組 横ナデ 横ナデ 密 良 口縁部}i 下層 4買恵器

(4.9) が貼付されている 長石含む 外暗灰色

501 内暗灰色

4 t手 13.4 平底の底部より直線的 体部一墨書「加」 密 良 うも 墨書土器

3.5 にひらき，口唇部で短 体部下端回転へラ削 砂粒含む 外赤褐色 体部外面

601 7.2 く外反する り (口縁) 「加」

底部ー全面回転へラ削 淡褐色

り (底部)

5 t手 13.0 内傾気味に立ちあが 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 底部 yz 
13.3 り，次第に外反する 底部ー全面手持ちへラ 微砂粒を 外淡赤褐色 ロ縁部%

505 7 削り 含む 内淡赤褐色

体部下端手持ちへラ

削り

6 I手 12.0 体部は直線的に立ちあ 底部回転糸切り後底 底部墨書 組 良 完形 下層 墨書土器

4 古tる 部周辺部手持ちへラ削 長石を含 外淡赤褐色 体部外面

602 6.7 り む 内淡赤褐色 「加」

体部下端手持ちへラ

削り 「神奉

7 t手 12.0 休部はゆるやかに外反 体部下端手持ちへラ ナデ 密 良 口縁部xi 下層

(3.8) する 削り 微砂粒含 外淡赤褐色

503 む 内淡赤褐色

+ 
504 
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法 量 特 徴

番号 名称
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内

8 I干、 13.2 ゆるやかに外反する 口縁部ー横ナデ ナデ

4.1 底部が凹んでいる 底部全面手持ちへラ

501 6.2 削り

体部下端手持ちへラ

削り

9 刀子 長 9.1 峰の部分でかなり肥厚

幅 1.1 する

201 厚 0.4 

006号祉-竪穴住居壮一(5-18~20 図，図版 5 -4) 

遺 構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
面 届位

組 優 口縁部泌 下層

長石雲母 外黒褐色 底部~
を合む 内黒褐色

形状一不整方形。規模-2.70m X 2.50 m。主軸方向-N-2T-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一立

上り直立。 15cm。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右で一部切れる。幅・深さは 10"，-，20cm・-5cm。床

面一平坦。柱穴-4個。ともに浅い。備考一出土遺物は土器破片数点のみである。

カ マド

大きさ-80cmX 100 cm。構材一粘土。壁への切込み一半円形。 30cmx95 cm。袖部一左 30cm.

右 20cm。燃焼部-50cmx50 cm。煙道部長さ 40cm。ほぽ直線的。昇角-400。天井部一後面若干

遺存。備考ーかなり良く使われたカマドである。小型で袖が短い。火床が深く焚口が狭い。煙道は比

較的しっかりしている。

006号祉遺物一覧表

法 輩 特 徴
番号 名称

口径・穂高・底径 器 形 外 面 内

l 材: 口径 (2) 平底より内望号して立ち ロクロ (L)，横ナデ ロクロ痕

器高 8.0 上がる 底部一静止糸切り後底

401 底径 部周辺手持ちへラ削り

体部下端一手持ちへラ

削り

007号祉

遺構と認め難い落込みのため欠番とした。

008号祉-竪穴住居牡一(5-21~23 図，図版 5 -4) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
面 I園位

. 密 焼 成 良 YJ 床面

長石を含 外淡赤褐色

む 内淡赤褐色

形状 南側が北側より大きく ，北東コーナーがわずかに突出する不整方形。規模-2.55mx2.80 m。

主軸方向-N-1200-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一立上り直立するが，削平の為不明。 5cm。

壁溝ーカマド左袖で切れている。幅 ・深さは 10cm・-5cm。床面 平坦。柱穴ーナシ。備考一出土

遺物は土器のみである。いずれも破片もしくは破損品であり，僅少でFある。
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カ マド

大きさ-90cm X 130 cm。構材一粘土(砂質)。壁への切込み一わず、かに半円形。袖部各 30cm。

燃焼部 70 cmx70 cm。煙道部 長さ 30cm。直線的。昇角一500。天井部一後面一部遺存。備考一焼

土少なくあまり焼けていない。ローム面をたたいて基礎を作りその上に粘土をぬり整形している。天

井が落ち込んでおりその中に土器片が若干混じている。

008号社遺物一覧表

番号

l 

404 

2 

403 

3 

402 

4 

401 

法 量 特 徴
名 称

口径・器高・底径 器 晋S 外 面 内 面

饗 口径 20.4 口縁部で外反し，口唇 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ

器高 (6) 部近くで垂直に立ちあ 胴部一ナデ 胴部ーナデ

底径 がる

'i 16.4 同上 口縁部横ナデ 口縁部縦位横ナ

(8.8) 胴部縦位へラ削り ア

胴部横位へラナデ

I手 12.3 直線的に立ちあがり， 横ナデ 横ナデ

3.6 次第に外反する 底部全面手持ちへラ

7 削り

体部下端手持ちへラ

削り

t干 12.5 内傾気味に立ちあがる 底部静止糸切り後底

4 部周辺手持ちへラ削り

5.7 体部下端手持ちへラ

削り

009号祉一竪穴住居牡一(5-24~26 図，図版 5 -5) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成良 ys カマド

長石を含 外暗褐色

む 内暗褐色

密 良 ys カマド

長石を含 外淡褐色

む 内淡褐色

密 良 口縁部yz埋土中

長石を含 外明褐色 底部完形

む 内明褐色

密 良 % 床面

長石を合 外淡褐色

む 内淡褐色

形状一西側及び北側が幅広の不整方形。規模-3.90m X 3.80 m。主軸方向 N-1160-E。カマドの

位置一東壁中央部。壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝 ほぽ全周。カマドの左右で切れる。幅・深さは 10

"-'20 cm・-5"-'一7cm。床面平坦。柱穴 4個。ともに浅い。備考 出土遺物は土器と石製品(砥

石)である。土器は出土量は多いが，いずれも破片もしくは破損品である。

カマド

大きさ-90cm X 100 cm。構材一白色粘土(砂質)。壁への切込み一半円形。 20cmx80 cm。袖部一各

30cm前後。燃焼部 50 cm X 50，，-，60 cm。煙道部一長さ 55cm。雪曲的。昇角一250
，，-，350

，，-，550。天井部

一後面遺存。備考一黒褐色土の混った粘土で基礎を作りその上に茶褐色の粘土を盛り上げ白粘土で整

形している。粘土内には砂がかなり多い。
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009号牡遺物一覧表

法 畳 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備 考
υ径・器高・底径 器 青5 外 菌 内 面 庖位

l 聾 口径 19.0 口頭部でくの字状に折 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 焼成不良 y.i カマド

器高 1l. 3 れ，肥厚しながら外反 胴部一斜位へラ削り 外灰褐色

402 底1圭 し，口唇部近くで垂直 内灰褐色

に立ちあがる

胴上半に最大径を有す

る

2 褒 12.0 口縁部がゆるやかに外 口縁部一横ナデ 向上 密 優 y.i カマド

(4 3) 反する 胴部縦位へラ削り 微砂粒を 外赤褐色

404 口唇部近くで垂直に立 合む 内赤褐色

ちあカfる

3 褒 12.6 口頚部でくの字状に折 向上 口縁部横ナデ 密 不良 図の部分 " 
(6 9) れる 胴部ナデ 微砂粒を 外赤褐色 完フ全EAノ4 

416 口唇部近くで垂直に立 含む (ー部黒褐色)

ちあ力fる 内 RB

4 ~ 10.4 同上 口縁部横ナデ 横ナデ 密 優 y.i 床直上

(5 3) 胴部縦位へラ削り 微砂粒を 外赤褐色

412 含む 内赤褐色

5 E重 11.3 向上 口縁部一償ナデ 口縁部一横ナデ 不良 YJ 床直上

(4.1) 口縁部が短く部厚い 胴部縦{立へラ削り 胴部ーナデ 外暗褐色

406 内 E音褐色

6 I手 13 体部一直線的に立ちあ 底部一回転糸切り後底 密 優 口縁部y.i 床直上 墨書土器

4 ヵtる 部周辺回転へラ削 り 微砂粒を 外赤褐色 欠 底部外商

ω5 6.5 体部下端一回転へラ削 含む 内 赤褐色 「‘A
り

底部ー墨書

7 I手 12 内傾気味に立ちあが 体部下端手持ちへラ 徽密 優 y.i H 

3.8 り，次第に外反する 削り 微砂粒を 外赤褐色

414 含む 内赤褐色

8 I不 1l.4 ゆるやかに外反する， 底部周辺一線止へラ削 密 不良 y.i カ7 ド

3.6 底部が凹んでいる り 微砂粒を 外 iO赤褐色

410 6.8 体部下端静止へラ削 含む 内濃赤褐色

9 I不 12.8 内傾気味 に立ちあが 体部下端及び底部周辺 密 優 YJ " 
4.8 り，次第に外反する 一手持ちへラ削り 微砂粒を 外赤掲色 床直上

415 6.2 含む 内赤褐色

10 I手 底部一回転糸切り後底 密 優 底部片 床面 墨書土器

部周辺部及び体部下端 微砂粒を 外赤褐色 底部外面

ω3 7.2 手持ちへラ削り 含む 内明褐色 「私得」

11 I手 底部全面及び体部下端 密 優 底部 床面 須恵器

一手持ちへラ削り ，墨 外灰色 墨書土器

602 6.5 ~t 内灰色 底部外面

「大」又は

[木jか?

12 t手 体部下端一手持ちへラ 組 良 床面 墨書土器

削 り 外淡褐色 底部外面

ωI 7.2 底部一回転糸切後周辺 内淡褐色 「私得」

手持ちへラ削 り，昼書

13 t手 底部回転糸切り後底 密 優 xo 床直上 墨書土器

部周辺部及び体部下端 微砂粒を 外赤褐色 底部破片 底部外面

ω4 手持ちへラ削 り 含む 内赤褐色 「中甲」

底部一墨書 か?

14 石製品 8.4 4面使用 床面 水成岩

砥石 8.4 外縁灰色 砂岩系 ?

101 3.6 内
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010号祉-竪穴住居壮一(5 -27"-'29図，図版6-6) 

遺構

形状一方形。規模-3.45m X 3.50 m。主軸方向-N-520-W。カマドの位置-西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 15cm。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右で一部切れている。幅・深さは 15cm・-5，，-，-10

cm。床面一平坦。柱穴-4個。ともに浅い。備考一遺物は土器の破片が少量出土したのみである。

カマド

大きさ-70cmX 100 cm。構材一粘土(不良)。壁への切込み一殆んどなし。袖部一左 20cm。右 30

cm。燃焼部-50cmx55cm。煙道部一長さ 30cm。轡曲的。昇角一300。天井部一後面若干遺存。備考

-破壊がはげしく粘土はわずかである。火床はやっととらえたにすぎない。ロームで基礎を作り粘土

を盛り上げたものと思われる。

010号牡遺物一覧表

番号

406 

2 

407 

3 

401 

4 

404 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

要 口径 21.0 口頚部でくの字状に外 ナデ 口縁部ーナデ

器高 (6.5) 反し，口縁部近くで垂 胴部ーへラナデ

底径 直に立上がる

長頚 局台付の長頚瓶ががっ 胴下半ー回転へラ削り

瓶? (6) しりした高台である 底部回転へラ削り

10.0 

士手 14.0 内傾気味に立ちあが ロクロ整形 ススが付着

4.7 り，次第に外反する 体部下端及び底部一手

8 持ちへラ削り

t手 13.0 外傾気味に立ちあがる 体部下端及び底部一手 ススが全面近く付

4.0 持ちへラ削り 着

7.0 ススが付着

011号祉ー竪穴住居壮一(5 -30"-'32図，図版5-6) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 優 ys 
砂粒を含 外褐色

む 内褐色

密 優 J.:i 床直上 灰紬陶器

砂粒を含 外灰色

む 内灰色

密 優 ys 11 

砂粒を含 外褐色

む 内褐色

密 優 J.:i 床面

砂粒を含 外褐色

む 内黄褐色

形状一方形。規模-3.60m X 3.55 m。主軸方向-N-640-W。カマドの位置 西壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 30cm。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右で一部切れている。幅・深さは 10cmo -2"-'-3 cm。床

面一中央部は堅く壁近くは軟弱。床面はうすく剥がれその下はまた固い。ハードロームの床面の上に

さらに貼り床。柱穴ーナシ。備考一本住居杜は床の張りかえを行っている可能性あり。遺物の出土は

北壁附近，北東コーナー，カマド周辺部より土師器邦が出土，土器の量はそう多くない。他に，石製

紡錘車が南コーナー床面上から 1点と万子が 1点鉄片 2点が各々床面上から出土している。

カマド

大きさ-120cmX 160 m。構材一白色粘土(土器片補強)。壁への切込み一浅い三角形。袖部一左右

各 40cm、高さ 30cm。燃焼部一75cmx80 cm。煙道部一長さ 70cm。直線的。昇角350
，，-，400。天井部

一後面一部遺存。備考一焼土はかなり多く含んでおり底面も良く焼けている。
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011号枇遺物一覧表

番号

1 

401 

2 

41i 

3 

407 

4 

414 

5 

408 

6 

411 

7 

409 

8 

101 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

饗 口径 9.4 口縁部が外反する小形 口縁部ナデ 口縁部ーナデ

器高 (45) 空 胴部一縦位へラ削り

底径

I手 12.0 内傾気味に立ちあが 体部下端手持ちへラ

4.6 り，次第に外反する 削り

7.0 底部ー全面手持ちへラ

削り

I干、 11. 4 同上 底部一回転糸切り

3.5 底部周辺一手持ちへラ

7.0 削り

体部下端手持ちへラ

削り

I手 12.2 同上 底部全面及び体部下端

4.0 口縁部がわずかに肥厚 手持ちへラ削り

6.8 する

勾: 12.5 向上 同上

3.9 スス付着

7 

王手 11.9 向上 向上

4.1 

6.0 

月t 12.2 内傾気味に立ちあが 底部及び体部下端一手

3.6 り，次第に外反する 持ちへラ削り

6.3 口縁部わずかに肥厚す

る

紡錘車 口径 2.8 断面台形状を呈す

底f圭 4.0 

器高 1.3 

012号祉 竪穴住居壮一(5-33~35 図，図版 5-7)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成優 )i，i カマド

微砂粒を 外暗褐色

含む 内暗褐区

密 良 体部%欠 カマド

石英，長 外褐色

石を含む 内褐色

密 {憂 体部15欠 カマド

砂粒を含 外濃褐色

む 内暗褐色

密 不良 体部)i，i欠 床真上

微砂粒を 外暗褐色

含む 内暗褐色

密 {憂 体部)i，i欠 カマド

微砂粒を 外褐色

含む 内赤褐色

密 微密 体部%欠 床直上

微砂粒を 外暗褐色

含む 内黒褐色

密 優 )i，i 床直上

微砂粒を 外淡赤褐色

含む 内淡赤褐色

滑石製

形状一方形。規模 3.15 m X 3.05 m。主軸方向 N-81'-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 20cm。壁溝←全周。幅 ・深さは 7"-'15 cm・ 5"-'-7 cm。床面一比較的軟。平坦。柱穴ーナ

シ。備考一遺物は土器片が数点出土したのみである。

カマド

大きさ 65 cmX 100 cm。構材一粘土(砂質)。壁への切込み 殆んどなし。 袖部 25 cm。燃焼部-45

cmx60 cm。煙道部長さ 30cm。響曲的。昇角一25'，，-，60'。備考火床の底面はあまり焼けていず，

焼土も少ない。褐色土(ローム)で基礎を作り粘土を盛り上げている。煙道の破損がはげしい。

012号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

1 王手 口径 底部ー全面回転へラ削 密 焼成良 底部完形 カマド

器高(1.5) り 外赤褐色

401 底径 7 体部下端一回転へラ削 内赤褐色

り

-269-



013号祉竪穴住居壮一(5 -35'""37図，図版5一7)

遺構

形状方形。規模-3.90m X 3.65 m。主軸方向 N-92"-E。カマドの位置一東壁中央部。壁立上

りほぼ垂直。 20cm。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右で切れている。幅・深さは 10'""-'25cm・-5'""-'-

10cm。床面一比較的軟。平坦。柱穴-4個。備考一出土遺物は土器のみである。いずれも破片で僅少

である。

カマド

大きさ-100cm X 100 cm。構材一粘土。壁への切込み一半円形。 30cmx85 cm。備考一削平著しい

床面は良く焼けており焼土もかなり多くつまっている。

013号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

婆 口径 20 日縁部がくの字状に外 口縁部ーへラナデ ヘラナデ

器高(10.0) 反し口唇部近くでやや 胴部ナデ

404 底径 外反して立ちあがる

502 

2 窪 12.0 口縁部が「コ」字状に外

(4.5) 反し口唇部近くで上方

403 へ立ちあがる

3 I干 16.0 内傾気味に立ちあがる 底部回転糸切り後体

5.0 部下端回転へラ削り

407 8.6 

4 I手 直線的にひらく 体部墨書

3.4 体部下端手持ちへラ

601 5.8 削り

底部 回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

014号祉-竪穴住居壮一(5 -38'""40図，図版5-8) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

組 焼成優 % カマド

砂粒を含 外暗褐色

む 内暗褐色

密 良 ys 床面

砂粒を含 外黒色

む 内黒色

密 優 y:i 床面

砂粒を含 外淡黄褐色

む 内淡赤褐色

密 優 ?(o 床面 墨書土器

外褐色 体部外面

内褐色 ，-J 

形状一方形。規模-3.20m X 3.60 m。主軸方向-N-30"-W。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 20cm。壁溝一ほぽ全周。カマド左側が一部切れる。幅・深さは 10'""-'20cm・-2'""-'-5cm。床

面一堅固。柱穴 なし。備考一出土遺物は土器のみである。いずれも破片であり僅少で、ある。

カマド

大きさ-105cmX 110 cm。構材一白色粘土(土器片補強)。壁への切込み 深い三角形。 55cmX 110 

cm。袖部左 20cm。右 30cm。煙焼部-60cmx55cm。燃道部一長さ 55cm。やや湾曲的。昇角一30。

'""-'350。備考一底面はかなり良く焼け焼土がつまっている。火床は比較的深い。袖部はロームで基礎を

作り粘土を盛り上げている。
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014号牡遺物一覧表

番号

1 

403 

2 

402 

401 

4 

501 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 青5 外 面 内

婆 口径 17.2 口縁部がくの字状に外 口縁部横ナデ 横ナデ

器高(10.5) 反し，肥厚する 胴部上位縦位へラ削

底径 り，中位横位へラ削り

要 12.5 口縁部がくの字状に外 口縁部ー横ナデ 向上

(6.9) 反し，口唇部近くで垂 胴部ー縦位へラ削り

直に立ちあがる

1l. 2 向上 向上 向上

(3.1) 

庁、 底部が凹んでいる 底部回転糸切り後底

(1.5) 部周辺及び体部下端手

7 持ちへラ削り

015号祉-竪穴住居壮一(5-41~43 図，図版 5 -9) 

遺 構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

粗 焼 成 良 y:3 カマド

微砂粒を 外赤褐色 袖上

含む 一部黒褐色

内赤褐色

粗 良 % 床直上

微砂粒を 外赤褐色

含む 一部黒色

内赤褐色

粗 良 y:3 カマド

微砂粒を 外赤褐色

含む 内赤褐色

密 優 底部のみ 床直上 刻書土器

微砂粒を 外赤褐色 底部外面

含む 内赤褐色 焼成後

ixJ 

形状 不整方形。規模-3.50m X 3.60 m。主軸方向-N-42ロ-w。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぼ垂直。 20cm。壁溝ーカマド左，西側コーナー欠ける。幅・深さは 10'"""-'20cm・-7'"""-'-15cm。床面

一平坦。柱穴ーナシ。備考一埋土下部から床面にかけて多量の焼土が検出されたが，木炭は少量であっ

た。遺物の出土は土器片がごくわずかに出土したのみである。

カマド

大きさ 110 cm X 100 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一浅い三角形。袖部一左 20cm、右 30cm

以下。焚出部一三角形。長さ 25cm。燃焼部-50cmx55 cmx25 cm。煙道部長さ 50cm。直線的，

昇角 40"天井部一後面若干遺存。備考一焼土がかなりつまっており底面もかなり良く焼けている。火

床が深く焚口は小さい。

015号牡遺物一覧表

j去 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層{立

l 要 口径 19.0 口縁部が外反し，口唇 口縁部横ナデ 横ナデ 粗 焼 成 良 xi 床面

器高 (7.2) 部近くで垂直に立ちあ 胴部ーナデ整形 石英，長 外暗褐色 床直上

402 底径 がる大形の斐 石を含む 内暗褐色

501 

2 甑 中心部に I孔及びその 叩き目 胴 部 下 端 横 位 へ 密 優 y:3 カマド 須恵器

(9目 7) 周囲に四孔の透しがあ ラ削り 石英，長 外暗灰色

404 15.5 る 石を含む 内暗灰色

271一



016号祉-竪穴住居牡一(5-44""'__47図，図版 5-10) 

遺構

形状一方形。規模-3.60m X 3.10 m。主軸方向-AカマドN-130-Eo BカマドN-810-W。カマド

の位置-Aカマド北壁中央部やや東寄り。 Bカマド西壁中央部。壁一ほぽ垂直。壁溝一ほぽ全周。 A

カマド左袖部が一部切れている。幅・深さは 10cm・-3，，-，-8 cm。床面一比較的軟弱。平坦。柱穴

-4個。ともに浅い。備考一東壁中央部付近より木炭を出土。出土遺物は土器と鉄製品(万子)であ

る。土器は出土量多いが完形の皿 l点を除き，いずれも破片もしくは破損品である。

カマド

Bカマドを廃棄し， Aカマドを作っている。

Aカマド

大きさ-100cmX 110 cm。構材一粘土。壁への切込み一三角形。 40cmx90 cm。袖部一各 25cm。

燃焼部-50cmx60cm。煙道部一長さ 55cm。直線的で煙出口で開く。天井部一後面一部遺存。備考

一焼土も少なく底面もあまり焼けていなしミ。粘土の中に土器片がぬり込まれている。

Bカマド

大きさ-105cmX 120 cm。構材一粘土。褐色土。壁への切込み一半円形。 60cmx100 cm。燃焼部

-70cmx60cm。煙道部一長さ 40cm。響曲的か。昇角200
，，-，450。天井部一後面若干。備考ー前面破壊

消失。袖が完全に切られているのでAカマドより古いものと思われる。火床は良く焼けており焼土も

つまっている。火床の上には壁溝が走る。煙道は褐色土及び黒土の混在土が充満しており，埋めた感

じがする。

016号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 罪主 外 面 内 面 層位

l 護 口径 17.2 口唇部近くで垂直に立 口縁部横ナデ 横ナデ 密 焼成優 ys 床面

器高 (5) ちあがる整 胴部一縦位へラ削り 微砂粒を 外赤褐色

407 底径 含む 内赤褐色

2 饗 14.0 口縁部がくの字状に外 ロクロ整形 ロクロ痕 密 良 口縁~体 北カマ ロクロ使

8.4 反し口唇部近くで垂直 胴上半部ロクロ痕 微砂粒を 外赤褐色 部)i ド 用

503 14.0 に立ちあがる 胴部下端横位へラ削 含む 内赤褐色

胴上半に最大径を有す り

る

3 翠 11.8 向上 口縁部ー検ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 % 北カマ

(3.5) 胴部ー縦位ヘラ削り 微砂粒を 外暗褐色 ド

409 含む 内黒褐色

4 斐 胴 部 叩 き目 ナデ 密、 優 底部完 床面 土師質

(13.7) 胴部下半横位へラ削 外明褐色 体部~ 須恵器

510 12.5 り 内明縄色

底部へラ削り

5 甑 31. 2 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部ー横ナデ 横ナデ 徽密 f憂 うも 床面 土師質

(10.4) がる 胴部一叩き目 微砂粒を含む 外黒色 須恵器

412 胴の張りがない 台状の把手が貼付され 内黒色

胴部上位に但手をもっ 周囲に沈線

6 E手 11.7 内傾気味に立ちあがり ロクロ痕 ロクロ痕 密 優 % ~tカマ

3.9 次第に外反する 底部回転へラ削り後体 微砂粒を 外暗褐色 ド

404 7 部下端手持ちへラ削り 含む 内褐色

-272-



法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 元ラ タト 面 内 面 層位

7 局台付 13.8 両台f寸 ロクロ痕 ヘラ磨き 徽密 良 底部完 床直上 内黒土器

皿 3.3 底部回転糸切り後底部 内黒 微砂粒を 外け褐色 皿部yo
413 7.5 周辺回転へラ削り 含む 内明褐色

8 向台付 低い高台付の皿 底部回転糸切り後，底 ヘラ磨き 徽密 良 % 床面

皿 (2.0) 部周辺回転へラ削り 微砂粒を 外赤褐色

514 7.7 含む 内赤褐色

9 四 体部墨書 徽密 優 体部破片 墨書土器

微砂粒を 外明褐色 体部外面

601 含む 内明褐色 字体不明

10 皿 体部ー墨書 へラ磨き 徽密、 良 口縁破片 西カ 7 墨書土器

外赤褐色 ド 体部外面

603 内赤褐色 字体不明

11 Eヰ 体部墨書 内黒 密 優 口縁破片 西カマ 墨書土器

外褐色 ド 体部外面

602 内褐色 字体不明

12 万子 長 15.9 完存 柄の木質

幅 1. 25 部を残す

201 厚 0.4 

017号祉 竪穴住居牡一(5-48~50 図， 図版 5 -11) 

遺構

形状ーやや胴張りの方形。規模 3.85 m X 3.80 m。主軸方向 N-420-W。カマドの位置一北壁中央

部。壁 ほぼ垂直。 15cm。壁溝一ほぼ全周。カマドの左右やや広く切れる。幅・深さは 5'"'"'20cm・

5'"'"'-10 cm。床面一比較的軟弱。平坦。柱穴-4個。備考一遺物は土器のみである。量は他に比して

多く，カマド右袖附近，カマド前方部，南壁南西コーナー，南壁中央部，南東コーナーから各々出土

しているが，いずれも破片である。

カマ ド

大きさ 120 cm X 120 cm。構材粘土。壁への切込み カマド主体壁外。 80cmX 120 cm。袖部一各

20cm以上。燃焼部一幅 70cm。煙道部響曲的。昇角一200。備考火床，煙道部下に埋土施設あり。ロー

ムが上層に混っている。底面はあまり焼けていない。天井部は落ち込んでトいる。火床内は焼土より黒

色土が多い。火床は壁よりかなり奥にある。

017号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

1 護 口f圭 12.3 口縁部が外反し，口唇 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成優 yo 
底径 (5.3) 部近くで垂直に立ちあ 胴部ー縦位へラ削り 胴部ーへラ削り 微砂粒を 外濃赤褐色

416 器高 がる 含む 内濃赤褐色

2 要 12.8 口縁部が外反し口唇部 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 客、 優 y. カマド

(8.3) 近くで垂直に立ちあが 胴部縦位へラ削り 胴部へラ削り 微砂粒を 外暗褐色

416 る 含む 内黒褐色

3 護 20 口縁部が外反し口唇部 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 良 ys カマド 土師質

(13.7) 近くで垂直に立ちあが 胴 部 叩 き 目 胴部ナデ 長石，微 外赤褐色 須恵器

416 る 砂粒を含 内赤褐色

403 最大径が胴中葉にある む

qa 
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法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 官主 外 面 内 面 層位

4 護 1641口縁ーし口唇部 口縁部ー横ナデ 横ナデ 密 {憂 % 床面 土師質

(6.0) 近る くで垂直に立ちあが 胴部叩き 目 微砂粒を 外暗褐色 須恵器

413 含む 内黒褐色

口縁部に最大径を有す

る

5 I手 14.6 内傾気味に立ちあがり 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 {憂 }ぎ カマド 内黒土器

4.4 次第に外反する 体部下端及び底部一手 内黒 微砂粒を 外明褐色灰色

417 10.0 持ちへラ削り 含む 内明褐色灰色

6 I不 13.7 内傾気味に立ちあがる 体部下端子持ちへラ ロクロ痕 密 (憂 }合 床直上 くすんだ

(3.7) 削り 微砂粒を 外明灰色 土師質

406 合む 内黒褐色 須恵器

7 I手 平底より内管して立ち 体部下端，底部全面 ロクロ痕 密 良 底部完 床直上 須恵器

あカtる 手持ちへラ削り 外明褐灰色

408 7.2 内明褐灰色

018号壮一竪穴住居壮一(5-51~53 図，図版 5 -12) 

遺構

形状 方形。規模-3.30m X 3.25 m。主軸方向-N-260-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぼ垂直。 35cm。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右で切れる。幅・深さは 10'""'-'23cm・-5'""'-'-10cm。床

面 平坦。柱穴-4個。ともに浅い。備考一遺物は土器と鉄製品(鎌刃先部分 1点)である。土器は

いずれも破片で少量で、ある。

カマド

大きさ-125cmX 150 cm。構材一白色粘土。壁への切込み 半円形。 50cmX 130 cm。袖部一左25

cm。右50cm。燃焼部 65 cmx75 cm。煙道部一長さ 80cm。管曲的。昇角一200
，""，-，300

，""，-， 500。天井部一後

面遺存。備考 火床下のみ埋土施設。焼土はかなりつまっているが底面はあまり焼けていない。袖部

はロームをたたいて基礎を作り粘土を盛り上げている。粘土をかなり豊富に使っており，土器片を粘

土の中に混ぜてぬり込んでいる。

018号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

r.Ji王・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I手 口径 12.4 内傾気味に立ちあがる 底部一全面回転へラ削 ヘラナデ 密 焼成 (憂 体部% 床直上

底径 3.9 り 微砂粒を 外暗褐色

409 器高 7.3 体部下端回転へラ削 含む 内晴褐色

2 I手 11. 6 内傾気味に立ちあがる 底部及び体部下端一手 密 優 ~ カマド 墨書土器

3.8 持ちへラ削り 砂粒を含 外明褐色 附近 二文字あ

601 6.5 体部ー墨書 む 内暗褐色 床直上 るも字体

不明
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019号祉-竪穴住居杜 (5 -54~56 図，図版 5 -13) 

遺構

形状方形。規模-3.00m X 3.05 m。主軸方向-N-21"-E。カマドの位置北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。壁溝 全周。幅・深さは10------15 cm・ 3-------10cm。床面一平坦。柱穴ーナシ。 備考一住居社

中央部から南壁附近にかけて焼土を検出。南壁中央部より坪を出土。北西コーナーより木炭を検出。

遺物は土器のみで少量である。

カマ ド

大きさ 90 cm X 105 cm。構材一白色粘土。壁への切込み浅い半円形。袖部左 15cm。右 30

cm。燃焼部 60cm X 60 cm X 20cm以上。煙道部長さ 50cm。屈曲的。昇角-40"------55"。天井部後

面一部遺存。備考一煙道口に聾倒立 ・火床が深く良好。焼土が充満し，よく焼けている。

019号壮遺物一覧表

法 量 特 徴 位箇

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 造存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 *3 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 16.9 薄手の土器 口縁部に接合痕が認め ナデ 徽客、 焼成優 YJ カマド 器肉うす

器高(14.8) 口縁部がくの字状に外 られる E沙車立を含 外口縁部赤褐色 し、

407 底径 反し，口唇部近くで垂 口縁部ーナデ む 体部濃赤褐色

直に立ちあがる 胴上半部一縦位のへラ 内濃赤偶色

胴中部が最大径である 削り

胴下半部横位のへラ

削り

2 斐 21.3 口縁部がくの字状に外 口縁部ナデ ナデ 撤密 イ憂 YJ カマド

(4.8) 反する 胴部縦位のへラ削り 微砂粒 外淡赤褐色

406 内暗褐色

3 斐 14.2 口縁部の外反が少ない 横ナデ 口縁部上半部横 粗 良 )五 カマド

(3.5) ナデ 石英，微 外暗褐色

407 下半部ーナデ 砂粒を含 内暗褐色

む

020 号祉 竪穴住居牡 (5-57~59 図，図版 5-14)

遺構

形状一不整方形。規模-3.15m X 2.95 m。主軸方向-N-18"-E。カマドの位置-Aカマド北壁中

央部。 Bカマド西壁側中央部。壁一ほぽ垂直。 10cm。壁溝 東壁下及びAカマド東側に一部検出。幅・

深さは 15cm・-6cm。床面一旧い下の固い床面の上にさらに貼床し新しい床面をつくっている。柱

穴 3個。備考-Bカマドが住居社内に所在する。遺物は土器のみである。埋土中から床面上及びカ

マド中から多量に出土したが坪I点を除きいずれも破片もしくは破損品である。

カ マ ド

Aカマドと住居牡内に所在する Bカマドがある。

Aカマド

大きさ 95 cmX 115 cm。構材 粘土，褐色土。壁への切込み一浅い三角形。 袖部一各35cm。燃焼

部幅 35cm。備考煙道部中に斐倒立。
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Bカマド

大きさ一幅 100cm。構材 白色粘土。備考削平著しい。

020号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

1 費 口径 底部より胴(径22.&m) 胴部中位ー縦位のへラ ナデ 徽密 焼成優 図 の%

器高(14.7) へ器厚を減じて大きく 削り後，H同部下位横位 砂粒を含 外暗褐色

502 底径 (8.7) 広がる のへラ削り む 内暗褐色

2 斐 13.0 口縁部が最大径の小形 口縁部ーナデ 口縁部ーナデ 密 優 口縁~胴

11.1 斐 胴部一縦位へラ削り 胴部ーへラナデ 砂粒を含 外暗褐色 部x
433 7.2 胴の張りが少ない 底部へラ削り む 内暗褐色 底部完形

3 ~ 11.0 口縁部が最大径の小形 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 (憂 % 
8.3 の斐 胴部ー縦位へラ削りの iH同部 へラナデ 砂粒を合 外赤褐色

16 6.2 のちナデ む 内赤褐色

底部ーへラナデ

20 

4 婆 6.0 小形の斐 胴部上半部ーナデ ナデ 密 優 % 
(6 3) 下半部一縦位へラ削り 微砂粒を 外淡褐色

425 底部ーへラ削り 合む 内淡褐色

5 査 13.0 』同部が最大径の壷 ロクロ痕 ロクロ痕 密 優 ys 須恵器

(6.0) 砂粒を含 外暗灰色

418 む 内暗灰色

6 斐 23.0 口唇部近くで垂直に立 口縁部ーナデ ナデ 密 優 J-4 床 須恵器

(12.5) ちあカfる 胴部叩き 砂粒を含 外淡黒褐色

430 口縁部と胴中部の径が む 内暗灰色

ほぼ同じ

7 I不 13.0 内傾気味に立ちあが ロクロ痕 ロクロ痕 密 優 yz 西カマ

4.1 り，次第に外傾する 底部及び体部下端手 砂粒を含 外黒褐色 ド

426 6.4 持ちへラ削り む 内黒褐色

8 I不 12.4 内f頃気味に立ちあが ロクロ痕 ロクロ痕 半E 優 体部以欠

3.9 り，次第に外反する 底部回転へラ削り 砂粒を合 外淡褐色

422 6.1 体部下端一回転へラ削 む 内淡褐色

り

9 I手 14.2 向上 ナデ へラ磨き 密 % 内黒土器

4.2 底部全面及び体部下端 黒色塗彩 外暗褐色

428 7.0 一手持ちへラ削り 底に籾痕 内暗褐色

10 I平 15.0 向上 ナデ ヘラ磨き 密 優 ほぽ完形 同上

5.2 底部全面及び体部下端 黒色塗彩 砂粒を含 外暗褐色

401 7.2 一手持ちへラ削り む 内暗褐色

+ 
407 

11 皿 荷台付の皿 底部一回転へ7削り へフ磨き 密 優 図の部分 内黒土器

(2 4) 高台目占付部 ナデ 内黒 砂粒を含 外褐色 ，フJtJEノノ

429 6.6 む 内褐色

12 血 12.4 向上 ロクロ痕 ロクロ痕 密 優 % 北カ 7

3.0 口縁部が肥厚する 底部一回転糸切り後ナ 砂粒を含 外褐色 ド

421 5.6 ア む 内褐色

13 皿 14.6 口縁部が外に反る荷台 へラ磨き ヘラ磨き 密 良 口縁部活 内外朱塗

3.2 付の皿 体部上半ー朱塗り 朱塗り 砂粒を含 外赤色 底部完形 り

424 6.4 底部及び底部周辺一回 む 内淡褐色

転へラ削り
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021号土止 竪穴住居牡 (5 ~60~63 図， 図版 5 ~15) 

遺構

形状一南北に長い長方形。規模 2.09 m X 3.45 m。主軸方向-Bカマド N-56'-W，Cカマド N

44'-E。カマドの位置Aカマド南壁中央部。 Bカマド西壁中央部より南西コーナー寄り。 Cカマド

北壁中央部。壁一立上りほぼ垂直。 20cm。壁溝全周。幅 ・ 深さは 5cm ・ ~ 2，，-， ~5 cm。床面ソフト

ローム層中に構築。 Bカマド前庭部から中央部にかけて貼り床。柱穴 ナシ。備考-A・Cカマドの

直下には壁溝がめぐり ，Bカマドでは両サイドで切れている。 BカマドのあとA及びCへと移行した

ものと考えられる。遺物は土器のみ。少量で、破片である。

カマド

3基のカマドがあり， B→A・Cへと移行したものと考えられる。

Aカマド

大きさ 幅 80cm以上。構材一白色粘土，暗褐色土。壁への切り込みーカマド主体壁外。 65cmX 70 

cm。煙道部一長さ 40cm。響曲的。昇角 25'，，-，40'。天井部一後面遺存。備考 煙道口に支脚直立。火

灰は軟弱であまり焼けていない。

Bカマド

大きさ 70 cmX 120 cm。構材一白色粘土。壁への切り込み 煙道部のみ切込み。袖部一左 20cm。

右 40cm前後。煙道部一長さ 40cm・直線的。昇角-40'。天井部一後面一部遺存。備考一火床は丸く

て深いがあまり焼けていない。袖は暗褐色土の上に白粘土を重ねて整形したものであろう。壁をやや

削ってカマドを構築している。

Cカマド

大きさー幅 85cm。 構材一白色粘土， 暗褐色土。 壁への切込み カマド主体壁外。 50cmx60 

cm。天井部一後面一部遺存。備考一南側の壁をけず、って構築。火床はかすかに焼けている程度。

021号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

l 斐 口f圭 16.3 口縁部近くで垂直に立 口縁部横ナデ 横ナデ やや粗 焼成良 ys カマド

器高 (5.0) ちあがる 胴部ナデ 砂粒雲母 外赤褐色

502 底径 を含む 内赤褐色

2 主不 上げ底の底部より内轡 体部下端一手持ちへラ 密 良 墨書土器

して立ち上がる 削り 砂粒含む 外褐色

601 7，0 底部回転糸切り後全 内褐色 「私得」
底部回転糸切り後全

面手持ちへラ削り

3 勾: 体部下端回転へラ削 密 {憂 % 上層

り 外黒褐色

504 7.4 底部一全面回転へラ削 内暗褐色

り

ウ

t
ウ

tつ臼



022号壮一竪穴住居壮一(5-64""'-'66図，図版5-15) 

遺構

形状一南北に長い長方形。規模-3.25m X 3.95 m。主軸方向-N-350-W。カマドの位置-北壁中

央部。壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝ーほぽ全周。カマドの左右で一部切れる。幅・深さは 10........25cm・-

3........-5cm。床面一比較的堅固。柱穴ーナシ。備考一出土遺物は土器と鉄製品(鉄鉄1点床面上)であ

る。土器はいずれも破片で，僅少である。

カマド

大きさ-85cm X 150 cm。構材一白色粘土，やや黒色土。壁への切り込み一煙道部のみ切り込み。袖

部一左 45cm。右 40cm。燃焼部一55cmx60 cmx20 cm。煙道部一長さ 45cm。直線的。昇角一450。

備考ーカマドは床面にロームを盛り，その上に白色粘土+黒色土で固めたものと思われる。

022号祉遺物一覧表

番号

405 

2 

403 

3 

405 

4 

ω1 

法 量 特 徴
名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

要 口f圭 28.8 口縁部が外反し，口唇 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ

器高(13.8) 部近くで立ちあがる 胴部ーナデ 胸部ナデ

底径 胴上半に最大径を有す

る

聾 11.4 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部一横ナデ 口縁上部一横ナデ

(5.0) がり，口唇部近くで外 頭部一縦位へラ削り 頚部縦位へラ削

傾する 胴部一ナデ り

土手 11.8 やや内毎気味にひらく ロクロ痕

(3.5) 

t手 平底より内管し，器厚 体部下端一回転へラ削

を減じて立ち上がる り

7.8 底部一回転へラ切り

底部ー墨書

023号祉-竪穴住居社一(5-67""'-'69図，図版5-16)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼 成 良 ~ カマド

石英，長 外淡赤褐色

石，雲母 (8) 

を含む 内淡赤褐色

密 良 ~ 床直上

長石含む 外暗褐色

内暗褐色

密 良 u カマド

長石含む 外濃赤褐色

内濃赤褐色

密 良 墨書土器

石英，雲 外赤褐色 底部外面

母含む 内赤褐色 「得」
か?不明

形状一方形。規模-2.85m X 2.60 m。主軸方向-N-2f-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 20cm。壁溝一ほぽ全周。カマド左袖部が一部分切れる。幅・深さは 10cm・-3........-4cm。

床面ーやや堅固。柱穴ーナシ。備考一北東コーナーより中央部にかけて木炭が散布している。カマド

前方部及び西壁中央部附近より土器破片出土。遺物は土器のみである。量は多いが，いずれも破片も

しくは破損品である。

カマド

大きさ-115cmX 120 cm。構材一褐色土+砂+粘土でカマドを構築。 45cmx90 cm。備考一削平著

しい。焼土少なく，底面ほとんど焼けていない。
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023号牡遺物一覧表

番号

1 

408 

2 

406 

3 

502 

4 

501 

5 

601 

6 

404 

7 

403 

8 

501 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・j亙径 器 形 外 面 内 面

E霊 口f圭 20.1 胴上半が最大径の長胴 口縁部へラナデ 胴中部以上ー横位

器高 7.3 の斐 胴上部縦位のへラ削 のナデ

底径 35.3 口唇部近くで垂直に立 り 胴 下 半 部 縦 位 の

ちあカtる 中位以下一縦位のへラ ナデ

ナデ 底部一巻上げ痕 7

か所

斐 2l.3 口唇部近くが垂直に立 口縁部一横ナデ 横ナデ

(5 8) ちあがる 胴部に指圧痕が認めら

れる

斐 16.2 口唇部近くでさらに立 口縁部横ナデ 横ナデ

(7 5) ちあがる 胴部縦位へラ削り

斐 胴中部 ロクロ整形横 ロクロ整形横ナデ

(9.8) ナデ

6.5 底部ーへラ削り

胸部下位ー横位へラ削

り

E手 13.1 外傾気味に立ちあがる 底部全面及び体部下端 ロクロ痕

4.0 一手持ちへラ削り

6.3 体部墨書

I不 14.0 内 傾気味に立ちあが 向上 司上

4.8 り，次第に外反する 体部下端，底部手持 黒色塗彩(わずか

7.0 ちへラ削り に残る)

I平 12.0 向上 ロクロ痕 ロクロ痕

3.9 底部及び体部下端一手

7.2 持ちへラ削り

E手 15.8 内傾気味に立ちあが 同上 ヘラナデ

5.3 り，次第に外反する 底部全面，体部下端 黒色塗彩(わずか

8.6 手持ちへラ削り に残る)

024号士止 竪穴住居壮一(5-70~72 図， 図版 5 -16) 

遺 構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼成良 % 床面 巻き上げ

石英，長 外明褐色 痕 7ヶ所

石を含む 内明褐色

密 1憂 ;生 床面上

砂粒を含 外濃赤褐色

む 内濃赤褐色

密 (憂 x カマド

微砂粒を 外暗褐色

合む 内暗褐色

密 {憂 図の% 向上 ロクロ整

微砂粒を 外暗褐色 底部完形 青手

含む 内暗褐色

密 優 底部完形 床面 墨書土器

微砂粒を 外褐色 体 部 % 体部外面

含む 内褐色 「中甲j

密 良 向上 内黒土器

微砂粒を 外暗褐色

合む 内暗褐色

密 優 床直上

微砂粒を 外暗褐色

含む 内晴褐色

密 (憂 % カ7 ド 内黒土器

微砂粒を 外晴褐色

含む 内暗褐色

形状丸味のある方形。規模 2.95 m X 2.45 m。主軸方向 N~490~W。カマドの位置 西壁中央

部。壁 ほぽ垂直。 12cm。壁溝ーなし。床面非常に軟。柱穴 4個。ともに浅い。備考ー出土遺物

は土器と杯底部利用の紡錘車 1点である。土器はいずれも破片で僅少で、ある。

カマド

大きさ ~80 cm + 100 cm。構材粘土，褐色土。壁への切込み浅い半円形。袖部各 30cm前後。

備考 削平著しし瓦。上部完全破壊。

024号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 非3 外 面 内 面 層位

1 護 口径 14.8 口縁は頚部よりやや外 横ナデ 横ナデ 密 焼成良 口縁部}ぜ カマド

器高 (2.5) 側に器厚を増して直線 微砂粒を 外暗褐区

401 底径 的にひらく 含む 内暗褐色

2 Eヰ 15.8 体部は直線的にひらく ロクロ痕 へフ磨き 密 優 ya 床直上

(4.5) 微砂粒を 外赤褐色

402 合む 内赤褐色
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法 量
番号 名称

特 徴

3 

501 

4 

301 

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

t手 局台付の係か 底部回転へフ削り

(1.7) 

6.5 

土製紡 径 7.3 土師器の底部を利用し 上面に線刻

錘車 周縁厚1.1 ている

中央厚 0.8

穴径 0.8 

025号祉-竪穴住居牡一(5-73~75 図，図版 5 -17) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

密 優 図部完形 カマド

微砂粒を 外淡赤褐色

含む 内淡赤褐色

良 周縁部磨

外明褐色 滅

内

形状-不整方形。規模-4.25m X 4.40 m。主軸方向-N-0.50-W。カマドの位置一北壁中央部。壁

一堅固。ほぽ垂直。 30cm。壁溝-全周。幅・深さは5"-'20cm・-5"-' -10 cm。床面一西半分は堅固。

貼床。柱穴-4個。他にピット 1個あり。備考-土器のみである。土師器坪1点を除き，いずれも破

片もしくは破損品であり量はそう多くない。

カマド

大きさ-135cmX 135 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一半円形。 55cmx115 cm。袖部一各 40

cm。焚出部一半円形。長さ 15cm。燃焼部一55cm X 60 cm X 20 cm。煙道部一長さ 70cm。直線的。

天井部一後面一部遺存。備考-火床，煙道部下に埋土施設あり。焼土は比較的よくつまっており，火

床底面も焼けている。

025号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

聾 口 径寸縁…する へラナデ 密 焼 成 良 7.i 床面

器高 (5.8) 胴上半斜位のへラ削 微砂粒を 外淡褐色

402 底径 り 合む 内黒褐色

2 t手 12.2 内傾気味に立ちあが ロクロ整形 密 優 体 部 % 刻書土器

3.6 り，次第に外反する 底部一回転糸切り後底 微砂粒を 外赤褐色 底部完形 底部外面

410 6.8 底部に焼成後刻印 部周辺部及ぴ体部下端 含む 内赤褐色 焼成後

手持ちへラ削り rXJ 

3 ま平 11 内傾気味に立ちあが 底部回転糸切り後周囲 密 優 完形 床面

3.4 り，次第に外反する 手持ちへラ削り 微砂粒を 外赤褐色

502 6.6 底部が凹んでいる 体部下端一手持ちへラ 含む 内赤褐色

削り

4 t手 11.4 内傾気味に立ちあがる 底部外面墨書 密 優 口縁~ 床直上 墨書土器

3.5 底部一回転糸切り後周 微砂粒を 外赤褐色 % 底部外面

ω1 7.3 辺回転へラ削り 含む 内赤褐色 「木」
体部下端一回転へラ削

り

5 t手 11.6 向上 底部一回転糸切後周辺 密 優 体部% 床面

4 やや上げ底 手持ちへラ削り 微砂位含 外赤褐色 底部完形

404 6.7 む 内赤褐色

6 t手 ロクロ痕 密 良 体部7.i 床面

(3.2) 底部全面及び体部下端 微砂粒を 外赤褐色 底部完形

409 6.8 回転へラ削り 含む 内赤褐色
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026号祉 竪穴住居壮一(5-76~78 図，図版 5 -18) 

遺 構

形状方形。規模 3.15m X 2.75 m。主軸方向 N-94'-E。カマドの位置 東壁中央部。壁一削

平の為不明。 5cm。壁溝ーカマド左側ナシ。幅 ・ 深さは 7~8cm ・ -2~-5 cm。床面一堅固。平坦。

柱穴-4個。(四隅に所在)。備考一出土遺物は土器のみである。いずれも破片で，坪 2点，護2点、の

他小破片数点である。

カマド

大きさ 80 cmX 100 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一浅い半円形。袖部左 20cm。右 30

cm。 燃焼部一幅 55cm。備考 削平著しい。上部は完全に破壊。火床は小さいが底部は良く焼けて

いた。

026号牡遺物一覧表

j去 主問且 特 徴
番号 名称

は径・器高・底径 器 再長 外 面 内 面

l 斐 口径 20.4 口縁部は， くの字状に 口縁部ナデ ナデ

器高 (54) 外反し，口唇部近くで 胴部ーへラ整形 胴部ー横位へラ削

401 底径 やや立ちあがる り

2 月〈 13.8 内傾気味に立ちあがる 口縁部ー横ナデ 二次焼成をうけ剥

3.7 体部ーへラナデ 離もひどい

402 7.6 底部一 手持ちへラ削り

3 E手 16.2 内傾気味に立ちあが ロクロ痕 ロクロ痕

5.0 り，次第に外傾する 底部全面及び体部下端 底部ーへラ磨き

501 9.5 一手持ちへラ削り 黒色塗彩

027号祉 竪穴住居壮一(5 一79~81 図，図版 5 -18) 

遺構

位誼

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
!曽位

粗 焼 成 良 図の部分 床面

砂粒，石 外暗褐色 完形

英，長石， 内暗褐麺

雲母を含

む

徽客、 良 /;i 床面

微砂粒を 外赤褐色

含む 内赤褐色

密 良 yz 床面 内黒土器

微砂粒合 外暗褐色

む 内暗褐色

形状 整った方形。規模 3.00x3.30 m。主軸方向 N-63'-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 12cm。壁溝一全周。 幅・深 さは 5~15 cm・ 7~- 10 cm。床面一良好。平坦。柱穴-4

個。ともに浅い。備考一出土遺物は土器のみである。いずれも破片であり ，聾 2点，坪 2点を数える

ほか，小破片若干である。

カマド

大きさ-100cmX 110 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一三角形。 40cmX 100 cm。袖部一各 25

cm前後。燃焼部 70 cmX 70 cmX 25 cm。 煙道部長さ 35cm。響曲的。昇角一25'~50'。天井部一後

面一部遺存。備考一火床は焼土が良くつまっており煙道もかなり焼土が認められた。火床は小さい。

両袖根部は両側に粘土が流れている。カマドは白粘土で固めて構築したものと思われる。
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027号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

聾 口径 18.8 口唇部近くで垂直に立 ナデ ナデ

器高 (3.5) ちあがる 二次焼成を受けている

501 底径

2 聾 27.8 口縁部が大きく外反す へラナデ ナデ

(3.5) る

501 口唇部が帯状を呈する

3 13.4 内傾気味に立ちあが 体部下端一手持ちへラ

3.6 り，次第に外反する 削りか

501 7.7 

028号祉-竪穴住居壮一(5-82・83図，図版 5-18) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

組 焼 成 良 3i' 床面

砂粒，雲 外明褐色

母を含む 内明褐色

密 良 y.i カマド 須恵器

微砂粒， 外白灰色

雲母を含 内白灰色

む

敏密 優 u カマド

微砂粒， 外明褐色

長石を含 内明褐色

む

形状一方形。規模-3.85m X 3.40 m。主軸方向-N-780-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 20cm。壁溝一全周。幅・深さは 10cm・-5"-'ー 10cm。床面一良好。平坦。柱穴-4個。備

考-出土遺物は土器のみである。いずれも少破片で僅少であり，図示し得ない。

カマド

大きさ-80cm X 140 cm。構材一白色粘土。壁への切込みー煙道部のみ切込み。燃焼部-60cmx20

cm。煙道部一長さ 25cm。直線的。昇角-600"-'650
0 天井部一天井崩落著しい。備考一火床は小さく，

右側は良く焼けていた。

029号祉(15-001)-竪穴住居牡一(5-84"""_86図，図版5-19)

遺構

形状ー整った方形。規模-4.30m X 4.55 m。主軸方向-N-350-E。カマドの位置一北壁中央部。

壁一ほぽ垂直， 50cm。壁溝一北壁下を欠く。幅・深さは 15，，-，25cm・-10cm。床面一比較的堅い。

柱穴ー 4個。備考一出土遺物は土器と石製品(滑石製有孔円板 1点)及び鉄製品(鉄斧 1点)である。

土器はすべて破片もしくは破損品であり，少量である。

カマド

大きさ-120cm X 135 cm。構材一白色粘土やや不良。壁への切込み一殆んどなし。袖部一各 40

cm。焚出部一不明。燃焼部-70cmx65 cmx20 cm。全体に火床良好。煙道部一長さ 70cm。脅曲

的。昇角一25・，，-，500。天井部一後面遺存良好。備考一煙出口遺存。火床近くに焼土がつまり底面もかな

り良く焼けている。床面をわずかにけずり，そのまま粘土を積上げたカマドである。
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029号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・詔高・底径 器 形 外 面 内 商

l ~ 12.8 小型である 口縁部ーヨコナデ 口縁部~胴部下位

残存高 (7.6) 頚部で強く外反する口 胴部上位から中位まで まで ヨコナデ

15001 縁部は口唇部外面に直 一縦位へラ削り 胴部下位横ナデ

501 立する函をもち，やや 胴部下位横位へラ削

尖りぎみに終わる り

胴部は球状となる

2 5車 口t圭 24.4 頚部で強く外反する口 口縁部 ヨコナデ 口縁部ーヨコナデ

器高 縁部は，口唇部外面に 胴部へラ削りの後へ 胴部ーへラ削りの

15001 底径 俊をもち，わずかに外 ラナデ 後へラナデ

503 にひらいて受け口状と

なる

3 態 21. 1 平坦な広い底部から体 口縁部~体部ーナデ ヘラナデ 1:干の石
2.5 部下端に稜をもち，屈 体部下端~底部全面 粒を含

15001 17.0 曲ぎみに立ちあがり， 一回転へラ削り む

507 直線的に伸びる

口唇部は丸みをもって

終わり，内面に一条の

沈線がめぐる

4 鍛 16.0 体部はゆるやかに内轡 口縁部一横ナデ 口縁部一績ナデ 微砂粒含

3.2 して立ちあがり，口唇 体部，底部 横位へラ 体部へラ磨き む

15001 端部で丸みをもって終 削り後へラナデ

511 わる

5 脚付き 脚部は器厚を減じつつ ロクロ目 ロクロ目 鰍密
接 ゆるやかに外反する 微砂粒を

15001 含む

514 

6 有孔円 径 3.1 

板 孔径 0.3 

15001 厚 0.3 

101 

7 鉄斧 長さ 7.0 

幅 3.4 

15001 

201 

030号祉 (15-002)一竪穴住居壮一(5-87~89 図，図版 5 -19) 

遺構

位置

焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼成良 )1;;弱 床面直 一次焼成

外暗褐色 上 をうけ剥l
内 褐 色 離が著し

~l 

夜土上

外 褐 色 i雪

内 褐 色

良 底部y3 上層 内外朱塗

外赤褐色 体部光

(丹塗が内

外面)

内赤褐色

良 x 覆土

外黒褐色

内 暗褐色

優 y3 覆土 須恵器

外灰 色

内灰 色

完形 滑石製

刃部を欠 有袋式無

く以外ほ 肩

Il'完形

形状一方形。規模-4.65cm X 4.55 m。主軸方向-N-240-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 35cm。壁溝ーほぽ全周。カマドの左右が一部分切れている。幅・深さは10"-'15 cm・一7"-'-

10 cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考一出土遺物は土器のみである。他に比して出土量は多いが，す

べて破片-もしくは破損品である。

カマド

大きさ-140cmX 110 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一浅い三角形。袖部一各 30cm。焚出部

一不明。燃焼部一煙道口付近で幅 50cm。煙道部 長さ 50cm。脅曲的。昇角一250
，，-，650。天井部一後

面一部遺存。備考一底面わずかに焼けている。粘土だけで構築。
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030号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 墾 口径 頚部で屈曲ぎみに外反 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼成良 床面

器高 24.4 する口縁部は，口唇部 胴部一縦位へラ削り 胴部へラナデ 砂粒を含 外褐色

15002 底径 9.80 外面に稜をもった後凹 む 内暗褐色

507 菌を形成し，受け口状

となる

胸部はゆるやかに内管

して下がる

2 甑 32.4 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 良 % 胴部中位

30.0 外面に稜を形成し，口 胴部ーナデ 胴部ーへラ削り後 長石，石 外明褐色 外面に擦

15002 13.4 唇部で外にひらき受け 胴部下位←斜位へラ削 ナデ 英多く含 内暗褐色 痕を残し

501 口状となる り 胴部下端ー荒いへ む ており，

505 胴部はゆるやかに内轡 ラ削り 整との接

しつつすぽまり単孔を 触部かと

もつ底部に至る 思われる

3 甑 2と同一

個体

15002 

505 

4 t手 11. 9 平坦な底部から強く内 体部下位手持ちへラ よわいロクロ目 密 良 )1 覆土上

3.9 管して立ちあがる 削り 砂粒を含 外褐色 部

15002 7.0 体部は口唇部でわずか 底部一回転糸切り(無 む 内褐色

506 に外反して終わる 調整)

5 t干 12.4 平坦な底部から強く内 体部下端一手持ちへラ ロクロ目 粗 優 )1:3 カマド

4.0 管して立ちあがる。体 削り 砂粒を合 外褐色 2号

15002 6.0 部は，ゆるやかに内管 底部 回転糸切り後周 む 内褐色

403 を続け口縁部に至って 辺手持ちへラ削り

504 外反し口唇端部は丸く

終わる

6 I手 13.3 ゆるやかに内管して立 体部下端一手持ちへラ ロクロ整形後へフ 鰍密 良 )1:3 カマド 内黒土器

4.5 ちあがる。体部は，口 削り 磨き 砂粒を含 外明暗褐色 2号

15002 7.2 唇部で外反し，端部は 底部周辺一手持ちへラ む 内稽縄色

403 l外方に尖って終わる 削り

7 t手 13.8 平坦な底部から屈曲ぎ 底部全面手持ちへラ よわいロクロ目 長石，微 良 )1:3 カマド 須恵器

3.8 みに立ちあがる。体部 削り 砂粒含む 外灰色

15002 9.0 は，直線的にのびて口 内灰色

402 縁に至る

8 t手 平坦な底部で，体部は ロクロ目 ロクロ目 砂粒含む 焼成良 口縁体部 床上 須恵、器

2.1 やや内毎ぎみに立ちあ 体部下端手持ちへラ 外暗褐色 欠損

15002 8.3 がる 削り 内暗褐色 l

508 底部全面一手持ちへラ

削り

9 高台付 12.8 高台は逆ニ角形状を呈 体部ー横ナデの後細か 細かいへラ磨き 密 良 |口縁部% 床上

皿 2.7 しひらいて立つ いへラ磨き 石英，長 外褐色欠損

15002 6.6 平坦な底部からゆるや 高台貼付部ー横ナデ 石，微砂 内赤褐色

604 かに内管しつつひらく 底部一回転へラ削り 粒含む

10 王手 平底 底部墨書 密 良 底部破片 墨書土器

底部一糸切り後周辺へ 外淡褐色 底部外面

15002 ラ削り 内淡褐色 字体不明

ω1 
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031号土止 (15一033) 竪穴住居壮一(5-90図，図版 5-20) 

遺構

形状 南側やや胴張りの方形。規模 4.10 m X 4.35 m。主軸方向-N-300-E。カマドの位置一北

壁中央部。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝全周。幅 ・深さは 10~25 cm・ 5~-10 cm。床面一平坦。

柱穴-4本。備考 出土遺物は土器と軽石 1点がある。土器は僅少でいずれも破片である。

カマド

大きさ-125cmX 105 cm。構材一白色粘土と暗褐色土。壁への切込み一浅い三角形。袖部 ?。焚

出部?。燃焼部-40cmx30 cm以上。火床遺存。煙道部長さ 50cm。響曲的。昇角 250~500。天井部

後面部厚遺存。備考一火床下埋土施設小規模。粘土で基礎を作りその上に暗褐色混りの粘土を積み

上げ白粘土で整形している。煙道部は割に大きし〉。

031号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

l 盤 口径 19.0 ゆるやかに内轡しつつ ヘラナデ へラ磨き 密

器高 ひらいて口縁に至る 砂粒含む

15003 底径

504 

2 I手 14.2 ほぽ平坦で広い底部か ロクロ目 ロクロ目 * 3.3 ら強く内轡気味に立ち 底部一回転へラ切り後 石英，雲

15003 9.6 あがる。体部は下端へ 底部全面及び体部下端 母粒多量

506 ラ削り部に稜をもった 手持ちへラ削り に含む

後わずかに外反ぎみに

のびて口縁に至る

3 軽石 長 10.2 
幅 7.4 

15003 厚 8.6 
102 

032号土止 (15ー004)一竪穴住居壮一(5-93~95 図，図版 5 -20) 

遺構

位置

焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼成良 14 
外褐色

内暗褐色

良 % 床直上 須恵器

タト日韓暗灰色

体部底明灰色

内明灰色

軽石

外黄褐色

内

形状一北西コーナーやや突き出す方形。規模 4.00 m X 4.45 m。主軸方向-N-4030'-E。カマドの

位置一北壁中央部。壁一ほぼ垂直。壁溝一全周。幅 ・深さは 10~15 cm・ 2~-3 cm (浅い)。床面

一平坦。柱穴 4個。備考一出土遺物は少量の土器である。破片及び破損品であるが大形のものが多

しユ。

カマド

大きさ 100 cm X 115 cm。構材 白色粘土と焼土。壁への切込み 浅い半円形。袖部一各 30cm。

高さ 30cm。焚出部長さ 15cm。浅い半円形。燃焼部 50cmx60 cm。火床全体に良好。煙道部長

さ45cm。直線的。煙出口で直角。昇角 4W。天井部一後面のみ若干遺存。 備考ーかなり良く使用されて

おり火床面に焼土がかなり多く含まれ，良く焼けている。袖部はロームをかため，その上に粘土を盛

上げている。
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032号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称 胎土

口径・器高・底径i 器 形 外 面 内 面

聾 口径 16.8 頚部から器厚を減じつ 口縁部ーへフ削り 口縁部横ナデ 砂粒含む

器高 つ強く外反する 胴部一縦位へラ削り 胴部ー横位へラナ

15004 底筏 口縁部は口唇部下位に ア

401 ゆるやかな凸部を形成

した後口唇部は小さく

外にひらき受け口状と

なって終わる

胴部はゆるやかに内毎

してやや張り出して下

がる

2 重 10.6 小型である 口縁部一横ナデ 口縁部~胴部中位 長石，石

7.7 ロ縁部はわずかに外反 胴部~底部横及び斜 ーナデ 英含む

15004 して短かく立ちあがる。 位へラ削り 胴部中位~下位 密

402 胴部は強い張りをもっ 一横位へラ削り

球形状となり底部に至

る

3 盤 16.5 ゆるやかに内骨しつつ 荒いへラ磨き へラ磨き 密

立ちあがり口縁に至る 砂粒，石

15004 英含む

405 

4 盤 15.6 ゆるやかな孤状となる 口縁部ー横ナデ へラ磨き 密

3.7 底部から強く内湾して 体部~底部横位へラ 砂粒含む

15004 立ちあがり口縁に至る 削り後へラナデ

401 

5 I手 13.6 孤状の底部から内管を 荒いへラ磨き ヘラ磨き 密

3.8 続けて口縁に至る 砂粒含む

15004 

404 

6 t手 14.4 平坦な広ち底部から強 横ナデ 横ナデ

3.5 く内毎して立ちあがる 体部下端回転へラ削 底部ーナデ

15004 体部は中位からゆるや り

403 かに外反してのび，口 底部全面一回転へラ削

縁に至る り

7 I手 15.2 平坦な底部から強く内 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密

4.3 轡して立ちあがり，口 体部~底部ーへラ削り 体部~底部ーへラ 砂粒，石

15004 7.8 縁部でわずかに外反ぎ 後部分的にへラナデ ナデ 英を含む

406 みとなって終わる

8 q;、 13.4 やや上げ底状となる底 ロクロ目 ロクロ目 長石，雲

4.0 部から屈曲して立ちあ 体部下端一手持ちへラ 母，石英

15004 8.0 がる体部は，外反しつ 削り 含む

407 つのびて口縁に至る 底部一回転へラ切り後 密

全面手持ちへラ削り

033号祉(15ー005)一竪穴住居壮一(5-96----98図，図版5-21)

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼 成 良 % 
外褐色

内褐色

良 ほぽ完形

外晴褐色

内暗褐色

良 底部欠損 カマド 内外朱塗

外赤褐色 % 
丹塗り

内丹塗り

良 うも 内外朱塗 l

外赤褐色

丹塗り

内褐色

丹塗り痕

良 床上 内黒土器

外晴褐色 内外黒色

内黒色 処理

口縁一部 カマド 内外面朱

外濃赤褐色 欠損 右袖部 塗

内議赤褐色 床直上

良 % 床面

外褐色

内暗褐色

良 底部完 床上 須恵器

外灰色 体部~口

内灰色 縁xi

形状-不整方形。規模-3.10m X 3.00 m。主軸方向-N-230-E。カマドの位置-北壁中央部やや

東寄り。壁一ほぽ垂直。 50cm。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右が切れる。幅深さは 10........20cm・ー3

........-5cm。床面一平坦。柱穴ーナシ。他にピット 1個あり。備考ー出土遺物は少量の土器である。い

ずれも破片もしくは破損品である。

カマド

大きさ-80cm X 110 cm。構材一白色粘土。壁への切込みー殆んどなし。袖部一左右各 35cm。高さ

俊英存高)40 cm。焚出部一長さ 25cm。深い半円形。燃焼部-50cmx50cm。煙道部一長さ 65cm。
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直線的。昇角一700。天井部一後面遺存良好。備考 右袖奥部に坪が埋込まれていた。火床底面に凹凸

が多い。袖部はロームをたたいて粘土を積み上げている。

03~ 号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

r1径・器高・底f王 器 昨3 外 面 内 面

l 斐 口径 18.5 頚部下位に軽い稜を|口縁部横ナデ(部分 口縁部一横ナデ 砂粒多く

器高 もった後強く外反して 的にへラのあて痕をと 胴部ーへラナデ 含む

15005 底径 ひらく口縁である どめる)

303 胴部は内管しつつゆる 胴部斜位下から上へ

やかに張出して下がる ヘラ削り

2 斐 16.8 胴部はゆるやかに内笥 胴部ー斜位の細かな叩 部分的に指頭によ 砂粒含む

14.0 しつつすぽまり平坦な き目 る圧痕をとどめる

15005 底部に至る 胴部下端横位へラ削

501 

底部ヘラ削り

3 斐 12.4 頚部が直立ぎみとなっ 口縁部~頚部横ナデ 口縁部横ナデ 少量の砂

12.1 た後，外反する口縁部 胴部一斜位へラ削り後 胴部ヘラナデ 粒含む

15005 6.6 は口唇部外面に穫を ヘラナデ

529 もった後，やや外にひ 底部へラ削り

らく凹面を形成。受け

口状となって端部は尖

りぎみに終わる

胴部は中位上方に最大

径をもちゆるやかに内

襲撃しつつすぽまり平坦

な底部に至る

4 I手 8.3 小型でトある 口縁部横ナデ 口縁部~体部中位 砂粒含む

4.5 孤状となる底部から内 体部~底部へラ削り 横ナデ

15005 善幸を続けて立ちあがる。 体部中位~底部

504 口縁部外面に軽い稜を ーへラ削り

もった後直立する商を

|形成。口唇端部はやや
尖りぎみとなって終わ

る

034号祉 (15-006)一竪穴住居壮一(5 -99""'" 101図，図版 5-21) 

遺構

位置

焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼 成 良 % 
外褐色で

部分的に暗

褐色

内暗褐色

で部分的に

褐色

良 胴上半部 床面 須恵器

外灰色 及び口縁 内面剥離

内灰色 は欠損し が著しい

ている

良 胴，底部

外暗褐色 一部欠損

内口縁部

暗褐色

底部褐色

良 x 
外淡い褐色

内褐色

形状一北側がやや胴張りの方形。規模-4.45m X 4.00 m。主軸方向-N-4030'-E。カマドの位置一北

壁中央部。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝一全周。幅・深さは 20cm・ 5-.....-10 cm。床面 平坦。柱穴

-4個。備考一遺物は南東コーナー，北西コーナー，東壁中央部に出土。土器と石製紡錘車がある。

土器は量的には多いがいずれも破片である。

カマド

大きさ 150 cm X 150 cm。構材一粘土。壁への切込み長さ 60cm。深い四角形。袖部一左 35

cm。右 60cm。焚出部不明。燃焼部-50cmx60cm。煙道部一長さ 85cmo Iく」字形に屈曲。昇

角一200-.....450

0 天井部 後面部厚く遺存。備考一右脇へ崩れ大。火床は良く焼け焼土がかなりつまって

いる。土器片は白色粘土層内が多く，焼土層の中にも若干含まれる。焼けた際に剥離し落ち込んだも

のか。

-287 



034号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I 聾 口径 20.8 強く外反する口縁部は ロ縁部ー横ナデ 横ナデ 密

器高 6.3 わずかな凹凸をもっ凸 胴部ー縦位へラ削り 砂粒含む

15006 底径 帯状となり直立して終

505 わる

2 'l/j 胴部叩き目 胴部下端へラナ 密

4.2 胴部下端ー横位へラ削 7 砂粒含む

15006 16.8 り 底部一指頭による

510 底部一年輪状スタン ナデ

プ? (まきあげ痕)

3 斐 胸部下端ー横位へラ削 ナデ 密

り 底部指によるナデ 砂粒含む

15006 3.5 底部ーへラ削り又指に

401 14.4 よる整形

4 I不 12.4 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 徽省、

3.3 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 砂粒含む

15006 外面に軽い稜とゆるや 削り

506 かな凹面を形成して口 底部ー全面手持ちへラ

縁に至る。わずかに外 削り

反して端部は丸みを

もって終わる

5 勾く 12.8 平坦な底部で，体部は ロクロ自 ロクロ自 密

3.9 ゆるやかに内轡しつつ 体部下端一手持ちへラ 砂粒含む

15006 6.6 伸び，口縁部でわずか 削り

508 に外反して終わる 底部一全面手持ちへラ

削り

6 f不 11.5 平坦で狭い底部から強 ロクロ日 よわいロクロ目 密

3.7 く内管して立ちあが 体部下端手持ちへラ 砂粒含む

15006 る。体部はゆるやかな 削り

503 内轡を続けて口縁に至 底部一手持ちへラ削り

る

7 f不 13.4 平坦な底部で，体部は ロクロ目 ロクロ目 密

4.0 ゆるく内管しつつ伸び 体部下端一回転へラ削 砂粒含む

15006 7.0 て口縁に至る り

509 底部一回転糸切り後周

辺を幅広く回転へラ削

り

8 局台付 両台貼付部一償ナデ 細かいへラ磨き 密

町、 底部回転へラ切り 石英含む

15006 

505 

9 I不 ロクロ目 密

口縁部 体部ー墨書 砂粒含む

15006 破片

601 

10 石製 径 3.7 断面台形状を呈す

紡錘車 高 1.4 

15006 子L径 0.5 

101 

035号祉 (15-007)一竪穴住居壮一(5-l02~l04 図，図版 5 -22) 

遺構

位置
焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

府位

焼成良 ys 
外赤褐色

内褐色

良 西コー 須恵器

外青灰色 ナー近

内青灰色 く床直

上

良 カマド 須恵器

外灰色 内

内青灰色

良 う生 住南西

外褐色 コー

内褐色 ナー柱

穴付近

床直上

良 底部 !f 覆土 体部中位

外褐色 体部泌 に墨痕か

内暗褐色 つ

良 y. カマド

外褐色

内褐色

良 % 東壁道 土師質

外暗褐色 下 須恵器つ

内晴褐色

優 底，台部 内黒土器

外褐色 のみ

内黒色光

沢を有する

良 覆土 墨書土器

外褐色 体部外面

内褐色 「私得」つ

!f 

形状一東西に長い方形。規模-5.00m X 4.30 m。主軸方向-N-80 5'-W。カマドの位置一北壁中

央部。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右が一部分切れる。幅・深さは 10，，-，25cm・-

7，，-，-10 cm。床面一平坦。柱穴 4個。備考一出土遺物は土器と砥石である。土器は量的には多いが

いずれも破片もしくは破損品である。

カマド
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大きさ-120cmX 150 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一殆んどなし。 袖部左 40cm右 50

cm。焚出部ーあり。燃焼部-45cmx60 cm (奥部)煙道部一長さ 80cm。直線的。昇角-400
，，-，450。天

井部一後面一部遺存。備考 火床底部は良く焼けており ，焼土も良くつまっている。土器はほとんど

白粘土と焼土面から出ている為カマド補強の為ぬり込んだ、ものと思われる。粘土をかなり豊富に使っ

ている。

035号枇遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青手 タト 面 内 面 層位

I 斐 口径 24.2 頚部で強く外反する口 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 y，弱 床直上

器高 縁部は外面に稜をも っ 胴部へラナデ 胴部へラナデ 長石，石 外褐色

15007 底径 た後一旦直立する面を 英多量含 内褐色

502 もって口唇部で外反 む

508 し，受け口状となる

胸部は内管しつつ張り

をもって下がる

2 斐 胴部下位縦位へラナ ナデ 密 良 底部y， 明示覆 底部木葉

ア 石英含む 外暗褐色 土上部 痕

15007 8.3 胴部下端一部分的に横 内暗褐色 班ト床 内面輪積

日5 {立へラ削り 直上 痕あり

508 底部ー木葉痕

3 饗 10.5 「く」字状に外反する 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 口縁ys 描 ー覆

口縁部で口唇部外面に 胴部ナデ 胴部へラ削り 砂粒含む 外暗褐色 胴下部， 土上部

15007 内傾する面を形成し， 内晴褐色 底部欠損 501カ

505 端部はわずかに尖出し マド内

501 て終わる

4 E平 14.0 大きく内轡して立ちあ 口縁部一横ナデ へラナデ 密 良 J-S カマド

がる体部である 体部一横位へラナデ 砂粒含む 外褐色 内

15007 内褐色

401 

5 t手 13.8 ゆるやかな孤状となる 口縁部ー横ナデ へフ磨き 鰍密 不良 5片接合 内黒土器

3.5 底部から内管を続けて 体部~底部へラナデ 内黒 微砂粒含 外暗褐色 内外面と

15007 立ちあがり口縁に至る む 内暗褐色 も二次焼

402 成のため

!folJ離が著

しい

6 王手 12.6 底部から強く内脅して 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 J-S カ7 ド

立ちあがる体部で，口 体部一横位へラナデ 体部ーへラナデ 長石粒， 外褐色 内

15007 縁部外面にわずかな凹 雲母少量 内褐色

401 面を形成し，端部は丸 合む

みをもって終わる

7 t干 14.0 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 密 良 一部欠損 周溝内 須恵器

4.3 て立ちあがる体部はわ 底部全面手持ちへラ 砂粒含む 外白灰色

15007 9.4 ずかに内管して伸び， 削り 内白灰色

503 口縁部でゆるく外反し

て終わる

8 王手 13.4 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 長石，石 良 底部% カ7 ド 須恵器

3.6 て立ちあがる体部は， 体部下端手持ちへラ 英粒多量 外 庖 色 体部J-S 内

15007 8.4 わずかに内轡しつつ伸 削り 含む 内灰色

405 び口縁に至る 底部 回転へラ切り後

全面手持ちへラ削り

9 勾t 14.5 平坦な底部から屈曲し 強いロクロ目 ロクロ目 長石，石 良 口縁部y， カマド 須恵器

4.4 て立ちあがる体部は外 底部 回転へラ切り後 体部に油煙付着 英砂粒少 外 灰 色 欠 内面油煙
15007 8.9~9.0 面に強いロクロ痕を残 一部へラナデ 量含む 内 灰 色 底部完 の付着
404 して直線的に伸び，口 (一部黒色

縁部で外反して終わる の点部有

り)

10 砥石 長 13.4 一面を使用 砂岩質

幅 12.6 
15007 厚 1.8 
101 
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036号祉 (15-101)一竪穴住居壮一(5-105"""107図，図版5-24)

遺構

形状一正方形に近い整った方形。規模-9.80m X 9.50 m。主軸方向-N-38Q-E。カマドの位置一北

壁中央部。壁一ほぽ垂直。 20cm。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右が切れている。幅・深さは 15'"'-20

cm・-2'"'--8cm。床面一平坦。柱穴-4個。備考一出土遺物は少量の土器である。いずれも破片で

あるが，床面から出土しているものが多い。

カ マ ド

大きさ-120cmX 115 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一殆んどなし。袖部一左 30cm右 20

cm。焚出部一不明。燃焼部一不明。備考一削平著しい。焼土がかなり良くつまり底面も良く焼けてい

る。カマド上面は完全に破壊され煙道の下部がやっと確認された程度である。

036号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口怪・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

聾 口径 22.9 強く外反する口縁部 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 焼 成 良 口縁部破 床面 内面剥雛

器高 は，口唇部外面にわず 微砂粒を 外褐色 片 が著しい

15101 底径 かな凹面を形成し，小 含む 暗褐色 口縁部%

506 さく受け口状となる 内暗褐色 周残

胴部は強〈張り出して ~黒色

下がる

2 窪 23.0 ゆるやかに内傾して伸 口縁部~頚部ー横ナデ 口縁部~頚部ー横 粗 良 口縁部破 床面

ぴる頚部から強〈外反 口縁上位一指頭痕残る ナデ 大粒の砂 外褐色 片

15lO1 する口縁部は凸帯状と 粒を含む 内褐色 口縁部y3

506 なる ~暗褐色 周残

わずかに内笥して張り

出す胴部をもっ

3 甑 26.8 口縁部はゆるやかに外 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 床面

反して伸びる口縁部下 胸部上位縦位へラ削 胴部横位へラ削 微砂粒を 外褐色

15101 位に 2個の把手をも り 含む 内褐色

505 ち，胴部はゆるやかに 胴部中位~下位一横位 赤褐色

内轡してすぽまる へラ削り (朱赤色)

4 J宛 16.5 強く内轡して立ちあが 体部ー横位へラ削り 丁寧なへラ磨き 微砂粒を 良 口縁部% 床面

る体部は口縁部で直立 含む 外赤褐色

15101 ぎみとなって終わる 内赤褐色

506 

5 I宛 18.3 ゆるやかな内轡を続け 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 微砂粒を 良 口縁部% 床面

て伸びる体部は，口縁 体部一横位へラ削り 体部ー磨き 合む 外赤褐色

15101 部で軽く外反して終わ 内赤褐色

504 る

6 I手 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 密 優 底部6割 床面 須恵器

て立ちあがる体部は， 体部下端ー狭く手持ち 微砂粒を 外暗灰色

15lO0 9.2 器厚を減じて伸びる へラ削り 含む 内暗灰色

506 底部全面回転へラ削

り
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037 号祉 (15一 102) 一竪穴住居壮一(5-108~110 図，図版 5 -24) 

遺構

形状 方形。規模-3.60m X 3.60 m。主軸方向-N-290-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一削平

のため不明。壁溝 全周。幅・深さは 15cm・-3cm。床面 4ヶ所のピットを結ぶ線の内側は固くしっ

かりしている。柱穴-4個。ともに浅い。備考 出土遺物は土器少量と砥石上点である。土器はいず

れも破片である。

カマド

大きさ 90 cmX 100 cmX 130 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一浅い半円形，袖部一左 30cm。

右 40cm。焚出部一不明。燃焼部一不明。煙道部一不明。天井部一不明。備考一削平著しい。大部分

破壊しており原形とどめず。火床と若干の粘土が検出。

037号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 草」笛潤い 口径 11.8 頚部から強く外反する 口縁部 ロクロ目 ロクロ日 密 焼成 {憂 口縁部yi カマド

器高 口縁部はわずかに内管 胴部一斜位へラ削り 微砂粒を 外明褐色

15102 底径 して口唇部に至り小さ 含む 内褐色

502 く外方にひらいて終わ 赤褐色

る

2 整 胴部一横位へラ削り 横ナデ 密 優 yi 床面 土師質

底部ナデ 胴部下位に指頭痕 微砂粒を 外褐色

15102 15.0 をとどめる 含む ~晴褐色

503 内明暗褐色

3 E手 中央がわずかに上げ底 ロクロ目 ロクロ目 密 良 ~ 床面 墨書土器

状となる 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色 体部外面

15102 7.3 底部から強く内脅して 削り 含む 内褐色 字体不明

001 立ちあがる体部は下端 (短かくへラ削りを行

へラ削り部に稜を形成 なった後，底部に近い

した後器厚を減じつつ 部分を長くへラ削り。)

伸びる 底部一回転糸切後周辺

手持ちへラ削り

4 砥石 現存長 8.8 一面使用

幅 5.6 
15102 厚さ 3.2 
101 

038号祉(15-103) 竪穴住居牡 (5-111~113 図，図版 5 -25) 

遺構

形状-比較的整った方形。規模-3.45m X 3.10 m。主軸方向-N-450-E。カマドの位置-北東壁中

央部。壁一立上りはほぼ垂直。 30cm。壁溝全周。幅・深さは 10cm・-2----..3cm。床面平担。柱

穴 4個。ともに浅い。備考 出土遺物はカマドから出土した少量の土器のみである。

カ マド

大きさ-125cm X 115 cm。構材 白色粘土。壁への切込み一浅い半円形。袖部一各 25cm以上。焚

出部一深い半円形。長さ 40cm。燃焼部-60cmx65 cm。煙道部 長さ 40cm。ほぼ直線的。昇角-450。
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天井部一後面若干遺存。備考一破壊はげしく粘土の流れが焚口をおおっている。煙道，火床ともに良

く焼け明瞭に残る。火床には支脚代りに使用した坪が二個逆向に重なって所在していた。また，右袖

部粘土中には補強材として須恵器坪が利用されていた。

038号牡遺物一覧表

法 室 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 罪主 タキ 面 内 面

1 I不 口{圭 1l.8 ほ(f平坦な底部から立 ロクロ目 ロクロ目 密

器高 4.0 ちあがり部で肥厚し， 体部下端一回転へラ削 石英長石

15103 底径 8.1 体部は屈曲して外面に り 微砂粒を

402 ゆるやかな凹凸面を形 底部ー全面回転へラ削 含む

成して口縁に至る

2 I手 12.0 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 密

4.2 て立ちあがる体部は下 体部下端一回転へラ削 微砂粒を

15103 7.3 端へラ削り部に軽い稜 含む

401 をもったf圭，ゆるやか 底部ー全面回転へラ削

に内脅して口縁に至る り，墨書

3 I手 13.7 凹凸をもっ底部から屈 ロクロ目 ロクロ目 半且

5.1 曲して立ちあがる体部 体部下端手持ちへラ 微砂粒を

15103 7.5 は直線的に伸び，口縁 削り 合む

403 部でわずかに外反ぎみ 底部一回転へラ切り後

となって終わる 全面手持ちへラ削り

039 号祉(15ー104 ) 一竪穴住居祉一(5-114~1l6 図，図版 5 -25) 

遺構

位置

焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼成良 完形 カマド 内外朱塗

外赤褐色 り

(朱赤色)

内褐色

優 完形 カマド 墨書土器

外褐色 底部外面

内褐色 「私得」

(憂 ほぼ完形 カマド 須恵器

口縁暗灰色 口縁一部

外灰色 欠損

内暗灰色

形状 やや胴張りの方形。規模 3.40 m X 3.00 m。主軸方向 N-2T-E。カマドの位置一北壁中

央部。壁一立上りほぼ垂直。壁溝ーほぼ全周。一部カマドの右袖で切れている。幅・深さは 20-25cm・-

7----8 cm。床面一堅固。 柱穴-3個。備考一出土遺物は土器と鉄製品である。土器の出土量は多い

が，いずれも破片もしくは破損品である。

カ マ ド

大きさ-115cm X 160 cm。構材 白色粘土。壁への切込み-50cmX 110 cm。深い半円形，袖部各

45cm。焚出部一不明。燃焼部 70 cmx80 cm。火床良好。煙道部 長さ 70cm， iく」字形。昇角 350 

___650。天井部一後面若干遺存。備考 煙道口付近に斐倒立。火床には焼土が多量に残る。

039号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 護 口f圭 22.1 頭部で強く屈曲ぎみに 口縁部~頚部横ナデ 口縁部一横ナデ 組 焼成良 yz弱 カマド

器高 外反する口縁部は，口 胴部ーへラナデ 胴部一へラナデ 絹雲母少 口縁部褐色

15104 底径 唇部外面に内傾する凹 量 外暗褐色

402 面を形成し，受け口状 石英，長 が混ってい

となる 石粒多量 る

胴部は内管しつつ強く 含む 内明暗褐色

張り出して下がる
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

2 ~ 20.0 頭部で屈曲して外反す 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ f.E! 良 口縁ys残 508 底部木葉

3l. 5 る口縁部は口唇部外面 胴部上半ーナデ 長石，石 外褐色， 胴~残 覆土 痕

15104 7.4 にゆるやかな凹面を形 胴部下半ー縦位へラナ 英，雲母 暗褐色入り 507 

508 成し，受け口状となっ 7 粒含む まざる 床上

507 て立つ 底部一木葉痕 内褐色，

胴部は強く張り出し肩 暗褐色入り

を形成し最大径となっ まざる

た後ゆるやかに内轡を

続けすぽまって底部に

至る

3 婆 19.8 頚部で強く屈曲ぎみに 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 半E 良 口縁部xi カマド

外反する口縁部は，口 胴部ナデ 胴部ナデ 微砂粒含 外褐色 ベンガラ

15104 唇部外面にゆるやかな む 内褐色 がわずか

502 凹面を形成し，受け口 に見られ

状となる る

胴部はゆるやかに内管

しつつ張り出して下が

る

4 杯 底部より内轡気味に立 へラ磨き ヘラ磨き 敏密、 良 底部ほぽ カマド 内黒土器

上る 胸部~底部一全面ヘラ 内面墨書 微砂粒含 外褐色， ，フ古E Tこき口 (剥離著

15104 9.7 磨き 内黒 む 赤褐色 体部活 附近床 しい)

501 ベンガラを 直上 墨書土器

全体に塗る 体部内面

内赤褐色 字体不明

及び培褐色

5 婆 16.8 口縁部は強く外反して 口縁部一回転台使用の 横ナデ 密 良 口縁部% 床上

ひらく 横ナデ 微砂粒含 外褐色 のみ

15104 胴部はわずかな肩をも 胴上位縦位のへラ削 む 内赤褐色

503 ち，張りをもたずに下 り後ナデ

がる

6 饗 17.8 口縁部は強く外反して ロ縁部一回転横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 口縁部xi 覆土

ひらき，口唇部外面にわ 頚部に紐積み痕を残す 胴 部 雑 な 横 位 へ 微砂粒含 外

15104 ずかな凹面を形成し，や 胴部ー縦位へラ削り ラ十ず む 内

508 や受け口状となる

7 要 12.2 頚部で強く外反する口 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 良 ほぽ完形 カマド

13.0 縁部はわずかに内轡ぎ 胴部上半ー縦位へラ削 外褐色

15104 6.2 みにひらき ，口唇部外 り 内褐色

403 面にゆるやかな凹面を 胴部下半一横位へラ削

形成し，やや受け口状 り

となる 底部ーへラ削り

胴部はゆるやかに内轡

しつつ張り出し，中位に

最大径をもった後すぽ

まって下がり ，わずか

に凹面となる底部に至

る

8 要 22.8 強〈外反する口縁部は 口縁部ナデ整形 ナデ整形 密 優 口縁部K 床上 須恵器

口唇部外面に内傾する 微砂粒含 外褐色

15104 面を形成し，端部は上 む 内

503 方にやや尖りぎみに終

わる

9 I干、 11.9 平底より内毎して立ち 底部手持ちへフ削り 密 良 y:i 墨書土器

4.0 上がり直線的にひらき 外黒色 底部外面

15104 7.0 口縁部でやや外反する 赤褐色 字体不明

605 内黒色

赤褐色

10 f干 16.9 平坦な底部から強く内 ロクロ目 口縁部ーロクロ目 密 良 う生 床上

4.6 脅して立ちあがる体部 体部下端一回転へラ削 体部~底部ーへラ 微砂粒合 外赤褐色
15104 8.5 は，ゆるやかな内建を り 磨き む 暗褐色

507 続けて伸び，口縁部内 底部一回転へラ削り 内明暗褐色

薗に軽い稜を形成し外 中央は欠損のため不明

反して終わる
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法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 持3 外 面 内 面

11 I手 12.0 上げ底状となる底部か ロクロ目 ロクロ整形 粗

3.5 ら屈曲して立ちあがる 体部下端ーごく狭く回 体部墨書「仲j

15104 7.2 体部は，ゆるやかな内 転へラ削り

602 管を続けて伸び，口縁 底部一回転糸切り後周

に至る 辺回転へラ削り

12 t手 12.8 わずかに内管して伸び ロクロ目 ロクロ目 密

る体部は上位で軽く外 体部下位一ナデ 微砂粒含

15104 反ぎみとなり口縁に至 む

503 る

13 I手 12.1 内毎気味にひらく 口縁部ー横ナデ 粗

体部へラ削り

15104 

601 

14 I手 6.8 内傾気味に立ちあがる ロクロ整形 ロクロ目 粗

底部が凹んでいる 底部回転糸切り後底

15104 部周辺部及び体部下端

602 回転へラ削り

体部墨書

15 I手 ロクロ目 ロクロ目 密

体部下端一手持ちへラ 微砂粒含

15104 5.8 削り む

606 底部一回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

16 t手 14.0 内外面にゆるい凹凸を ロクロ目 ロクロ目 密

もつ体部はわずかに内 体部下端回転へラ削 微砂粒含

15104 脅して伸び口縁に至り り む

端部は尖って終わる

17 I手 12.1 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 密

3.6 湾して立ちあがる体部 体部下端回転へラ削 微砂粒含

15104 7.7 は中位に凹凸をもち，口 り む

401 縁部は外反して端部は 底部全面回転へラ削

丸みをもって終わる り

18 I手 23.1 体部はわずかに内管し ロクロ目 へラ磨き口縁部に 徽密

て伸び口縁部で軽く外 体部下端手持ちへラ ロクロ目を留める 砂粒含む

15104 反する 削り

504 

19 万子 長 18.2 完存

幅 1.0 峰部が厚い

15104 厚 0.4 

201 

20 鉄製品 9.7 厚手の鉄製品であるが

1.2 鋳がひどく器種等不明

15104 ? 

201 

040号祉(15ー 105)一竪穴住居牡一(5-117""-'119図，図版 5-26) 

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

良 底部完 床面上 墨書土器

外褐色 日縁y.i 体部内面

内褐色 墨書「仲」

体部外面

下端墨書

字体不明

良 口縁部% 床上

外明褐色 残存

内暗褐色

良 体部破片 墨書土器

外淡褐色 体部外面

内淡褐色 「仲」か?

良 事部% 床上 墨書土器

外褐色 体部外面

内褐色 字体不明

良 底部完存 床上 墨書土器

外 体部外商

内 字体不明

やや不良 口縁部% 須恵器

外灰色 残存

及び褐色

内 灰が

かった明暗

褐色

やや優 8害j残存 カマド 土師質

外赤褐色 ほt;r完形 須恵、器

内暗褐色

良 破片垢 床面 内黒土器

外口縁部黒色

胴褐色

内黒色

鋳が著し

く断面不

明

形状-整った方形。規模-5.10m X 4.70 m。主軸方向-N-220-E。カマドの位置-北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。壁溝一全周。幅・深は 15"'"'-'25cm・-3"'"'-'-10cm。床面一堅固。柱穴-4個。備考-出

土遺物は土器と砥石(1点)である。土器はいず、れも破片もしくは破損品であり，少量であるが，破

損品，大形の破片が多い。

カマド

大きさ-100cmX 100 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一煙道口のみ切込み。袖部一各 25cm。
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焚出部不明。燃焼部 65 cmx55 cm。火床良好。煙道部一長さ・ 40cm。煙道口に埋込みし階段状とす

る。天井部不明備考 燃焼部内に聾横転。白粘土の上に粘土+暗褐色土を重ねて構築したと考えられ

る。

040号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 商 内 面 層位

l 斐 口f圭 15.8 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 1.1l. 焼成良 ほぽ完形 カマド

器高 17.2 口唇部外面に直立する 肩部ー斜位へラ削り 砂粒多い 外褐色， 燃焼部

15105 底径 8.0 面を形成し，端部は尖 胴部ー横位へラ削り 暗褐色，黒

507 りぎみとなって終わる。 底部ーへラ削り 色部分も認

胴部は上位に最大径を められる

もった後ゆるやかに内 内口縁の

轡してすぽまり，凸面 半分くらい

となる底部に至る は暗褐色

2 重 11. 7 強く外反する口縁部は 口縁部横ナデ 半E 良 腕)i欠 509南

12.5 口唇部外面に小さな凹 胴部上位斜位ヘラ削 砂粒多く 外明褐色 器形ゆが 壁西寄

15105 6.3 面を形成し，受け口状 り 含む 暗褐色，褐色 み多し 溝中

509 となって終わる 胴部中位~下位一横及 内明褐色 501床

+ 胴部はゆるやかに内管 び斜へラ削り 面上

501 して張り出し，中位上

方で最大径となった後

ゆるやかな内轡を続け

てす4ままる

3 斐 10.5 口縁は直立気味の頚部 口縁部横ナデ 横ナデ 事E 良 口縁完存 南壁西

より続きやや外反する。 胴部ー縦位へラ削り 外明褐色 寄溝中

15105 胴部は頚部よりやや広 ほぽ赤褐色

509 がり下がる 内ほぽ褐色

4 勾t 12.8 内望号気味にひらく へラ磨き へラ磨き 粗 良 口縁部)i カ7 ド 内外面朱

外赤褐色 残存 塗

15105 内黒褐色

505 及び暗褐色

部分的に丹

彩痕をとど

める

5 盤 17.2 やや凸面状となる底部 へフ磨き へフ磨き 密 良 復原完形 カマド 内黒土器

3.2 から強く内管して立ち 外晴褐色

15105 あがる体部はわずかな 黒色

507 内轡を保ち口縁に至る 内黒色

底部と体部の境をもた 暗褐色

ない

6 盤 17.6 ほぽ平坦な底部から強 へラ磨き 横位へラ磨き 粗 良 復原完形 床直上 内黒土器

2.7 く内轡して立ちあがる 外褐色

15105 体部は，わずかな内管 一部暗褐色

501 を保って口縁に至る 内褐色

一部暗褐色

7 盤 15.8 平坦な底部から強く内 体部，底部一横位へフ ヘラ磨き 半H 良 ya残存 床直上

3.0 脅して立ちあがる体部 削り 外明褐色

15105 はわずかな内笥を保ち へラ磨き 口重一部明

506 口縁に至る 暗褐色の所

底部と体部の境が明瞭 あり

でない 内全体に

明褐色

8 王手 13.8 わずかに凸面状となる ロクロ目 ロクロ目 粗 良 底部完 南東柱 須恵器

3.9 底部から屈曲して立ち 体部下端一手持ちへラ 外明灰色 口縁ya 穴附近
15105 8.5 あがる体部は，ゆるや 削り 内明灰色 床直上

503 かな内望号を続けて伸び 底部一回転へラ切り後

口縁に至る 手持ちへラ削り

9 砥石 9.2 四面を使用 四周全体 覆土 砂岩質

5.9 に磨耗し
15105 6.0 ている
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041号祉 (15-106) 竪穴住居牡 (5 -120~122 図，図版 5 -27) 

遺構

形状 方形。規模-3.10m X 2.60 m。主軸方向-N-530-W。カマドの位置一北西壁中央部やや北

コーナー寄り。壁 立上りほぼ垂直。 15cm。壁溝一全周。幅 ・ 深さは10~15cm・-5cm，床面 凸

凹が著しい。柱穴ーなし。備考 カマド外側付近に焼土散布。出土遺物は少量の土器である。いずれ

も破片である。

カマド

大きさ 100 cm x 160 cm。構材一粘土(不良)。壁への切込み 四角形。 60cmx90 cm。袖部右袖

のみ残存，焚出部 ・燃焼部一不明。煙道部一不明。天井部不明。備考一削平著しい。左袖部は完全に

破壊され火床まで出ていた。煙道が長い。底部はあまり焼けていない。

041号社遺物一覧表

法 霊 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

婆 口径 胴部はゆるやかに内轡 へラ削り ナデ 車且 焼成良 底部完 覆土

器高 してすぽまりわずかに 体部下位一横位手持ち 外明暗褐色

15106 底径 6.5 外面が凹面となる底部 へラ削り 内明暗褐色

503 に至る 底部一全面手持ちへラ

削り

2 甑 直線的にすぽまって下 胴部一縦位の叩き目 横イ立に雑なナデ 粗 優 下腹部泌 カマド 土師質

がる胴部は中央に円 胴部下位ー斜位へラ削 わずかに紐積み痕 外暗褐色 強 須恵、器

15106 13.8 子L.周縁に 4つの半円 り をとどめる 赤褐色

502 孔をもっ底部に至る 内暗褐色

赤褐色

3 I不 12.0 平坦な底部から強く内 ロクロ自 よわいロクロ目 半且 良 底部完 覆土

3.8 望号して立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 外褐色 体部%

15106 6.4 は，体部下位へラ削り 削り 内褐色

503 部に軽い稜をもった後 底部全面手持ちへラ

直線的に外方に伸び， 削り

口縁部で小さく外反し

て終わる

4 I不 12.8 上げ底状の底部から屈 ロクロ目 ロクロ目 手E 良 ys 覆土

3.4 曲ぎみに立ちあがる体 体部下端一回転へラ削 外暗褐色

15106 7.2 部は，わずかに内轡し り 底部褐色

503 て伸び，口縁部で軽く 底部一回転糸切り後周 内暗褐色

外反する 辺回転へラ削り 褐色

5 局台付 体部墨書 墨書土器

I不 体部外面

15106 「甲Jか?

601 

6 高台付 13.0 高台はやや張り出して ロクロ目 へフ磨き 粗 良 )1弱 覆土

llll 3.3 しっかりと立ち，外商 底部一回転糸切り後全 外褐色

15106 高台高1.0 下位にわずかな凹面を 面へラ削り 内褐色

503 6.0 形成する 高台貼付部一横ナデ

平坦な底部から浅い角

度で立ちあがる体部は

外面がゆるい凹凸面と

なり，ひらいてイ申び口

縁に至る

F
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042号祉 (15-107) 竪穴住居牡 (5 -123~125 図，図版 5 -27) 

遺構

形状整った方形。規模-2.50mX 2.70 mo主軸方向-N-1T-E。カマドの位置北壁中央部。壁

立上りほぼ垂直。 13cm。壁溝 ほぽ全周。カマドの左右で一部切れる。幅 ・深さは 15cmo-6 

cm。床面 堅固。柱穴一不明。ピット 2個あり。備考-出土遺物は僅少の土器と鉄製品(万子 1点)

である。土器はいずれも破片である。

カ マド

備考一削平著しい。残存状態は不良である。煙道は検出されなかった。焚口近くにソフトロームが

落ち込んで、いたが上から落ち込んだものと考えられる。煙道のあるべきあたりに土器(坪)出土。補

強の為であろう。壁より内側に構築。

042号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 7f3 外 面 内 面

l E干 口径 12.8 平底より内管して立ち ロクロ目 ロクロ目 市且

器高 4.4 上がり口縁部で短かく 体部下位手持ちへラ

15107 底径 7.0 外反する 削り

602 底部ー全面手持ちへラ

削り

2 町、 17.6 体部はわずかに内轡し よわいロクロ目 よわいロクロ目 車且

て伸び，口縁部で軽く

15107 外反して終わる

403 

3 勾〈 15.3 体部は下位にわずかな ロクロ目 ロクロ目 粗

4.8 ふくらみをもった後.， 体部下端一手持ちへラ

15107 7.8 中位からわずかに外反 削り

402 ぎみに伸び口縁に至る

4 I手 体部一直線的にひらき 体部墨書 粗

口縁部で外反する

15107 
601 

5 刀子 現存長 8.3 刃部は磨滅して轡曲す

刃部幅 2.1 る

15107 厚さ 0.8 大半欠損

201 0.4 

043号祉(15-108)一竪穴住居祉一(5-126~128 図， 図版 5 -28) 

遺構

位置

焼成・色調 遺存度 出土 備考
!量位

焼成良 一部欠 カマド 墨書土器 l

外褐色 上 体部外面

内褐色 「新」

良 % カマド

外褐色

内褐色

良 yz弱 カマド 内黒土器

外褐色・黒色 上

内黒色

良 破片 墨書土器

外褐色 体部外面

内褐色 「寺J

茎部に木

質が残る

形状一北東コーナーがやや突出する方形。規模 3.20 m X 3.00 m。主軸方向 N-16'-E。カマドの

位置-北壁中央部やや東寄り。壁 立上りほぼ垂直。壁溝一ほぽ全周。カマドの左右が一部分切れて

いる。幅・深さは 20'"'-'30cm・-1.2'"'-'-2.5 cm。床面ーしっかりしているがやや凹凸がある。柱穴 4 

個。ともに浅い。備考一出土遺物は少量の土器と砥石 1点，鉄鉱1点である。土器はいずれも少破片

である。

-297-



カマ ド

大きさ 90 cm X 120 cm。構材粘土。壁への切込み一煙道口のみ切込み。煙道部不明。天井

部一後面若干遺存。 備考 削平著しい。上部削平されているが下部の粘土は良く残っている。左袖の

白粘土はしっかりしており基部は良く残っている。カマド上部は残っていないが全て白粘土で構築し

たものと考えられる。

043号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

I 整 口径 18.8 強く外反する口縁部 口縁部横ナデ 横ナデ 粗 焼 成 良 % カマド

器高 は，口唇部外面にわず 外褐色

15108 底径 かに内傾する面を形成 内褐色

501 し上方に尖って終わる

胴部はゆるやかに内轡

してすぽまって下がる

2 要 13.8 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 横ナデ 粗 良 ys カマド

口唇部外面にゆるやか 胸部ー縦位へラ削り 外赤褐色

15108 な凹面を形成し，受け 内赤褐色

501 口状となり外方に尖っ

て終わる

3 t手 14.4 平坦な底部から立ちあ ロクロ目 ロクロ目 粗 良 % カマド

3.5 がり部が肥厚し，強く 体部下端手持ちへラ 外褐色

15108 8.4 屈曲ぎみに内轡して立 削り 内褐色

501 ちあがる体部はわずか 底部一回転糸切り後周

に外反して伸び口縁に 辺手持ちへラ削り

至る

4 I手 11.4 平坦な底部から強く屈 ロクロ目 ロクロ目 密 優 y， カマド

6.9 曲ぎみに内管する体部 体部下端手持ちへラ 外暗褐色

15108 4.0 はわずかに内管ぎみに 削り 内暗褐色

501 伸び，口縁に至る 底部一回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

5 E手 平底 底部一回転糸切り後周 組 良 底部 墨書土器

辺回転へラ削り 外淡褐色 小破片 底部外面

15108 底部墨書 内淡褐色 字体不明

601 

6 砥石 長 8.5 四面使用 カマド

幅1. 3~5 . 2 磨滅して分銅形になっ

厚1. 8~3 . 5 ている

101 

044号祉 (15-109) 竪穴住居壮一(5-129~131 図， 図版 5 -28) 

遺構

形状-北西コーナーがやや突出す方形。規模-3.35m X 3.60 m。主軸方向-N-380-E。カマドの位

置 北壁中央部。壁一立上りほぼ垂直。10cm。壁溝一全周。幅・深さ は15'""'-'18cm・-5cm。床面 東

半分は良く踏み固められているが西側はあまり良好ではない。平坦。柱穴 ナシ。 備考一出土遺物は

少量の土器と土製支脚 1点である。いずれも破片である。

カ マ ド

大きさ-160cmX 115 cm。構材一粘土(砂質)。暗褐色土。壁への切込み一煙道口のみ切込み。袖部

左 20cm，右 30cm。焚出部 あり 。 燃焼部一幅 65cm。煙道部 長さ 55cm。ほぽ直線的。昇
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角 25。前後。天井部一後面一部。備考一削平著しい。大分崩れて中央部に流れ込んでいる。焼土少く底

面も焼けていない。上部完全破壊。火床かなり深い。

044号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 時三 外 面 内 面

1 I手 口径 12.8 ロクロ目 ロクロ目 *11 
器高 3.5 体部下端一手持ちへラ

15109 底径 6.6 削り

502 底部一手持ちへラ削り

2 材'、? 体部外面墨書 客、

僻務軒)

15109 
601 

3 !I! 32.8 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 検十・デ 粗

肥厚して凸帯状とな 胴部ー縦位叩き自

15109 札口 唇 部 は 上 方 に

502 尖って終わる

045号祉 (15-110)一竪穴住居牡一(5-132~134 図，図版 5 -29) 

遺構

位置

焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼 成 良 YJ カマド

外褐色 上

内褐色

良 胴部破片 墨書土器

外 褐 色 体部外面

内褐色 字体不明

良 ya カマド 土師質

外 褐 色 上 須恵器

内褐色

形状一方形。規模-3.60m X 3.20 m。主軸方向-N-400-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一立上

りほぼ垂直。堅固。壁溝一全周。幅・深さは 10-----15cm・-2------3cm。床面一多少の凹凸はあるが概

して平坦。堅固。柱穴-4個。いずれも浅い。備考一出土遺物は土器 1点である。

カ マド

大きさ-80cmx90 cm。構材 白色粘土。壁への切込み 浅い半円形。袖部一各 25cm。焚出部一燃

焼部-50cmX 50 cm。煙道部一長さ 35cm。やや脅曲的。昇角 450。天井部一備考一火床には焼土が良

くつまっており底も良く焼けている。カマド上部の構築粘土も焼けている。

045号杜遺物一覧表

法 最 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 商

l 盤 口径 18.6 わずかに平坦な面をも 口縁端部ー繍ナデ 口縁端部一横ナデ 密

器高 3.3 つ底部から強く内管し 体部~底部一様{立へラ 体部~底部ーへラ

15110 底径 て立ちあがり口縁に至 削り後へラナデ 磨き

401 る

046号祉(15-111)一竪穴住居牡 (5-135~137 図，図版 5 -29) 

遺構

焼成 ・色調

焼成良

外明褐色

黒色

内明褐色

位置

遺存度 出土 備考
層位

% 床面

口縁一部

欠損

形状一方形。規模-5.30m X 5.20 m。主軸方向-N-80-E (Bカマド)， W-980-E (Aカマド)。

カマドの位置-Aカマド東壁中央部。 Bカマド北壁中央部。壁一立上りほぼ垂直。 23cm。壁溝一全

周。幅・深さは 15cm・-5cm。床面一壁固。一部貼床。柱穴 4個。備考一北東コーナー床面に聾が直
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立して埋込まれていたが(図参照)現物は現在所在不明。 BカマドからAカマドへと作りかえている。

出土遺物は土器と土製支脚 1点である。土器は埋聾 1点、を除き，他は少量ですべて破片もしくは破

損品である。

カマド

BカマドからAカマドへと作りかえている。

Aカマド

備考一上部はかなり 削られているが遺存は良好。火床には焼土はかなりよくつまっており底面はか

なり焼けている。

Bカマド

備考一わずかに壁外に切り込みあり，その直下の貼床下に焼土検出。カマドと推定される地点の前

方部に直径 1mの範囲で灰，焼土，粘土が散在している。

046号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面

l 士不 口f圭 17.6 ゆるやかな孤状となる 体部・底部一丁寧なへ 丁寧なヘラ磨き

器高 3.9 底部から強く内脅して ラ磨き

15111 底径丸底 立ちあがり口縁に至る

504 

2 I不 12.8 わずかに平坦な面をも 口縁部一横ナデ 細かいへラ磨き

3.7 つ底部であるが体部と 体部~底部一横位へラ

15111 丸底 の境が明瞭でない 削り

502 続く内管して立ちあが

る体部は口縁部外面に

わずかな外傾する面を

形成して終わる

3 I不 15.8 丸底 体部ー横位へラ削り後 へラ磨き

4.0 体部はゆるやかな内轡 へラナデ

15111 丸底 を続けて伸び，口縁に

403 至る

+ 
402 

047号祉(15-112)一竪穴住居壮一(5-138・139図，図版)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 進 存 度 出土 備考
層位

密 焼 成 良 % カマド

外 褐 色 jじ

内暗褐色

褐色

粗 良 カマド

砂粒含む 外濃赤褐色

内褐色

粗 良 x 402覆 内面剥離

外赤褐色 土 著しい

内赤褐色 403下

層

形状一方形。規模-3.40m X 3.30 m。主軸方向-N-2f-E。カマドの位置北壁中央部。壁 削

平の為ほとんど不明。壁溝一北壁部分と西壁 50cm，東壁1.5m までしか確認出来ず。床面 ハード

ローム層中に構築。堅固。南側大半を欠く。柱穴 4個。ともに浅い。備考一出土遺物はカマド内か

ら数点の土器小破片が出土したのみである。

カマド

大きさ-80cmx90 cm以上。構材一粘土。壁への切込み 殆んどなし。備考一削平著しく，基底部

の痕跡を残すのみ。火床には焼土が良く残っており底はかなりよく焼けている。煙道は確認出来ず。

-300 



完全に破壊されており火床の確認が出来た程度。

048号祉 (15-113) 竪穴住居牡 (5 -140~142 図， 図版 5 -30) 

遺構

形状一方形。 規模~3.00 m X 2.95 m。 主軸方向~N~2r~E。 カマドの位置 北壁中央部。壁立上

りほぼ垂直。25cm。壁溝ーほぽ全周。カマドの左右で一部分切れる。幅深さは7'"'-'10cm・-3'"'-'-5

cm。床面一堅い。 平坦。 柱穴~ 4 個。 ともに浅い。 備考一出土遺物は少量の土器である 。 いずれも破

片である。

カ マ ド

大きさ~1l3 cmX 100 cm。構材一粘土(砂質)。壁への切込み 深い四角形。60cmX 105 cm。袖部

一左右各 30cm。高さ 30cm。焚出部一不明。燃焼部 50 cm X 40 cm X 30 cm。煙道部一長さ 70cm。

階段状。昇角一300，"，-，180~550。 天井部一後面一部遺存。 備考 撹乱著しい。底は良く焼けているが焼土

の量は少ない。

048号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備 考
口径・器高・底径 器 官会 外 面 内 面 層位

I 斐 口f圭 17.4 口縁部は強く外反して 口縁部ー横ナデ 横ナデ 密 焼成良 約yz カマド

器高 ひらく 胴部一縦位へラ削り 紐積み痕を残す 微砂粒を 外暗褐色

15113 底径 胴部は張り出して下が 含む 内暗褐色

501 る

2 王室 25.6 ゆるやかに外反する口縁 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 約yz カマド

12.3 部は口唇部外商に剛頃す 胴部ー上半縦位，下半 目岡部 横位へラナ 微砂粒を 外暗褐色

15113 9.4 る面を形成し，fr紙日は上 横位へラ削り ア 合む 黒色

501 方に尖って終わる 底部一全面手持ちへラ 底部一指によるナ 内暗褐色

胴部はわずかに内轡し 削り ア 赤褐色

てすぽまり ，やや凸面

状となる底部に至る

3 盤 14.0 体部は器厚を減じてゆ 口縁部ー横ナデ 口縁部 横ナデ 密 良 口縁部約 カマド

るく内脅して伸び口縁 体部一粗雑な細かい横 体部一横位へラナ 微砂粒を 外褐色 %周残

15113 に至る 位へラ削り ア 合む 晴褐色

501 内褐色

暗褐色

4 E手 13.8 体部は内轡しつつ伸び 口縁部横ナデ ナデ 密 良 口縁部約 カマド 内面朱彩

口縁に至る 体部横位へラナデ 微砂粒を 外 褐 色 ys周残

15113 含む 内褐色

501 赤褐色

049号土止 (15-114)一竪穴住居壮一(5-143~145 図， 図版 5 -31) 

遺構

形状 方形。規模 2.50 m X 2.70 m。 主軸方向~N~290~ E( B カマド) 。 カマドの位置~Aカマド

西壁中央部。 Bカマド北壁中央部。壁一立上りほぽ垂直。 15cm。壁溝ーカマドを除き全周。幅・深さ

は10'"'-'15 cm・ 2'"'-'-5 cm。 床面ーソ フ トローム中に構築。 軟弱。 平坦。柱穴~ 2 個。 備考一出土遺

物はは土器と土玉(半欠， 1点)である。土器は量的には多いが，いずれも破片もしくは破損品であ

可
E
ム
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る。

カマド

2基のカマドが存在する。

Aカマド

大きさ-100cmx 110 cm。構材一粘土(不良)。壁への切込み一深い三角形。 35cmx80 cm。袖部

一各 30cm。焚出部一不明。燃焼部一幅 50cm。煙道部一不明。天井部一不明。備考一削平著しい。上部

は完全に破壊されていた。カマド下に壁溝を認めたこと壁の切込みのないことから Bカマドより Aカ

マドの方が新しい。焼土は比較的多いが底はあまり焼けていない。煙道は確認できない。

Bカマド

大きさ-100cm x 90 cm。構材一白粘土。壁への切込み一殆んどなし。袖部一各 25cm。焚出部・燃焼

部一不明。煙道部一不明。天井部一不明。備考一削平著しい。上部は完全に削り取られカマド形態

は知り得ない。焼土はつまっているが，底はあまり焼けていない。土器は焼土と粘土の境あたりから

出土。

049号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

窪 口径 19.6 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 焼 成 良 縦割に約 床面 底部木葉

器高 32.6 口唇部が内傾し，端部 肩部~胴部上位ナデ 胴部ー横位へラ削 微砂粒を 外褐色 )1e残存 (北壁 痕

15114 底径 8.3 に面を形成して終わる 胴部中位~下位←縦位 り 含む ~暗褐色 スミ)

503 肩部に最大径をもった へラナデ 内 1/ 

後，ゆるやかに内管し 底部木葉痕

てすぽまり，平坦な底

部に至る

2 墾 19.8 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 横ナデ 粗 良 口縁部少 北カマ

口唇部外面にわずかな 胴部一縦位へラ削り 微砂粒を 外全体に し ド

15114 凹面を形成し，受け口 含む 明暗褐色 腹上部y:i

508 状となって終わる 内全体に 残存

胴部はゆるやかに内管 明暗褐色

して張り出して下がる

3 費 16.0 頚部内面に稜をもち， 口縁部一横ナデ 横ナデ 粗 良 口縁部付 西カマ

強く外反する口縁をも 胴部ーへラ削り 微砂粒を 外赤褐色 近y. ド

15114 つ 含む 内褐色

505 ~明褐色

4 要 頚部内面に軽い稜をも ナデ ナデ 粗 良 頚部から ~tカマ

つ 微砂粒を 外褐色 胴上部に ド

15114 胴部はゆるやかに内管 含む 暗褐色 かけての

508 して張り出して下がる 内褐色 破片

5 窪 13.1 口縁部わずかに外反 胴部ー縦位へラ削り

15114 

405 

6 褒 9.8 小型である 口縁部一横ナデ 粗 良 口縁部K 北カマ

強く外反する口縁部は 胴部斜位へラ削り 微砂粒を 外明暗褐色 残存 ド

15114 口唇部外面に外傾する 含む 内口唇部

508 わずかな凹面と，内面 は主に黒色

にゆるやかな凹面を形 頚部から下

成し受け口状となり， は赤褐色

端部は尖って終わる

7 斐 くの字形頚部 口縁部横ナデ 横ナデ 粗 良 頚部付近 北カマ

胴部ーへラ削り後ナデ 微砂粒を 外明暗褐色 y:i残存 ド

15114 含む 内赤褐色

508 
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法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面

8 要 21. 7 強く外反して伸びる口 口縁部~頚部横ナデ 口縁部ー横ナデ 密

縁部は，口唇部で肥厚 桐 部 叩 き 目 頭部ー横位へラ削 微砂粒を

15114 し凸帯状となる り 含む

506 胴部は強く張り出して 胴部一ナデ

下がる

9 聾 胴部ー叩き目文様 胴部下位~底部 組

胴部下位一全面横位へ 指頭によるナデ

15114 13.2 ラ削り

509 

10 要 28.0 屈曲して外反する口縁 口縁部一横ナデ 横ナデ 組

部をもち口唇部は上方 胴部ー叩き目 微砂粒を

15114 に尖って終わる 含む

501 

11 椀 11.6 ゆるやかに内管して伸 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 粗

ぴる体部は口縁部で曲 体部ーナデ 体部ナデ 微砂粒を

15114 率を強め，端部は尖っ 含む

切5 て終わる

12 t手 11.8 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 組

3.7 みに立ちあがる体部 体部一%以上に横位へ 微砂粒を

15114 6.1 は，ゆるやかな内脅を ラ削り 含む

406 続けて伸び，口縁部で 底部一手持ちへラ削り

軽く外反して終わる

13 t手 11.5 平坦な底部から強く内 口縁端部一横ナデ 口縁端部一横ナ 粗

3.7 費して立ちあがる体部 体部ー横位へラ削り デ，磨き 微砂粒を

15114 6.2 はゆるやかな内管を続 底部一手持ちへラ削り 含む

508 けて伸び口縁に至る

14 Z手 10.8 体部はゆるやかに内毎 ロクロ目 ロクロ目 粗

して伸び口縁に至る 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を

15114 削り 含む

507 

15 t手 12.0 体部墨書 密

15114 

602 

16 主平 凹凸のある底部より内 底部回転糸切り後周 粗

費して立ちあがる 辺回転へラ削り

15114 6.0 

101 

17 土玉 欠けている面にx字状 微砂粒を

の穴 含む

15114 

401 

050号祉(15-115)一竪穴住居壮一(5 -146"-' 148図，図版5-32) 

遺 構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

不良 口縁完存 床上 須恵器

外明灰色 上胴部ご 北カマ

内明灰色 く一部の ド東側

み残存

優 底部ほぽ 下層 須恵器

外貨褐色 信7企¥'i 輪積

ところどころ灰色 胴下部~
内明灰色 強

賞褐色

明暗褐色

優 口縁部の 床面 須恵器

外全体に 破片

明褐色

内全体に

明褐色

良 口縁の破 西カマ 内外朱塗

外赤褐色 片M ド り

内赤褐色

良 Ji残存 西カマ 内外朱塗

外 褐 色 ド り

赤褐色

(ベンガラ)

内全面に

赤褐色(べ

ンガラを全

体にぬる)

良 復原完形 北カマ 内外朱塗

外赤褐色 ド り

内赤褐色

良 口縁付近 表土層

外 褐 色 Ji残存

内褐色

良 カマド 墨書土器

外 褐 色 体部外面

内褐色 字体不明 l

良 墨書土器

外褐色・黒色

赤褐色 「皇オ」
内赤褐色

良 ~ 
外明茶褐色

内

形状一方形。規模-4.40m X 4.40 m。主軸方向-N-280-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一立上

りほぼ垂直。 30cm。壁溝一全周。幅・深さは 15cm・-10cm。床面一堅固。平坦。柱穴-4個。と

もに浅い。備考一出土遺物は土器のみである。いずれも破片であり，少量である。

カマ ド

大きさ-110cmX 150 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一殆んどなし。袖部一左 45cm，右-35 
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cm。焚出部一不明。燃焼部一75cm x 70 cm x 20 cm。火床良好。煙道部長さ 40cm。直線的，昇角

600。天井部一後面一部遺存。備考一一部撹乱。上部はかなり削られている。焼土も多く底も良く焼け

ている。

050号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

l 斐 口f圭 13.5 強く外反する口縁部は 口縁部一横ナデ 横ナデ 組

器高 口唇端部が外傾する面 胴部一縦位へラ削り

15115 底径 となって終わる

504 

2 盤 13.7 わずかに孤状となる底 口縁部横 ナデ 細かいへフ磨き 粗

3.6 部から強〈内脅して立 体部~底部ーへラ削り

15115 ちあがる体部は口縁部 後へラナデ

501 で軽〈外反して終わる

3 盤 14.6 底部は平坦な面をもっ 口縁部ー横ナデ 口縁端部一横ナ 粗

4.0 が体部との境が明瞭で 体部~底部←へラナデ デ，磨き

15115 ない

502 

4 盤 13.6 わずかに孤状となる底 口縁部一横ナデ へラ磨き 粗

3.7 部から内管して立ちあ 体部~底部ーへラナデ

15115 がり口縁に至る

504 

5 盤 15.6 わずかに孤状となる底 口縁端部一横ナデ 口縁端部一横ナデ 粗

3.7 部から強〈内管して立 体部~底部へラ削り 細かい磨き

15115 ちあがり口縁に至る 後へラナデ

503 

051号祉(15-116)一竪穴住居壮一(5-149~152 図， 図版 5 -33) 

遺構

位置

焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼 成 良 口縁付近 覆土上

外晴褐色 !4残存 層

内ススけ

でほぼ黒色

良 %残存 木葉痕底

外全体に 部

褐色

内全体に

褐色

良 ys残存 上層

外全体に

赤褐色

内全体に

赤褐色

良 %残存 覆土上

外褐色 層

内黒色，大

半はススけて暗

褐色となってい

る

良 %残存 内外朱塗

外 口縁付近 り

環状にススけて

黒っぽいが焼成

により紫赤褐色

になったものと

考えられる

内 1/ 

形状一不整方形。規模-3.60m X 2.90 m。主軸方向-N-230-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一立

上りほぼ垂直。 30cm。壁溝一全周。幅・深さは 10，，-25cm・-3"--5cm。床面ーやや堅い。平坦。

柱穴-4個。ともに浅い。備考 出土遺物は土器と鉄製品(鎌1点)である。土器は他に比してやや

多いが，すべて破片もしくは破損品である。鎌はカマド左脇から出土している。

カマド

大きさ-110cmX 150 cm。構材 白色粘土。壁への切込み一深い三角形。 50cmx80 cm。袖部一左

右各 45cm。高さ 30cm。焚出部一不明。燃焼部-60cmx55 cm。煙道部長さ 60cm ，直線的。昇

角-400。天井部一後面一部遺存。備考一器掛口部分に聾一個体分の破片が所在。火床は焼土がかなりつ

まっており底はよく焼けている。
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051号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 要 口径 2l.8 強 く外反する口縁部 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 半且 焼成良 口縁部ys カマド

器高 は，口唇部外面にわず 胴部ナデ 胴部ナデ 微砂粒を 外ほぽ褐色 残存

15116 底径 かな凹面を形成し，受 合む 内ほぽ明

401 け口状となる 暗褐色

胴部は内望号して強く張

り出す

2 斐 20.6 強く外反する口縁部 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 組 良 完形 401カ 底部木葉

33.0 は，口唇部外面に凹面 胴部上位縦位へラ削 胴部ー横位へラナ 長石，石 外上部は マド 痕

15116 7.4 を形成し受け口状とな り後へラナデ T 英粒を合 主に褐色下 403カ

401 り，端部は外方に尖っ 胴部中位ー横位へラ削 む 部は主に暗 マド

403 て終わる り 褐色

胴部はゆるやかに内管 胸部下位一縦位へラナ 内褐色

して張り出し中位上方 ア

に最大径をもった後ゆ 底部ー木葉痕

るやかな内望号を続けす

f:fまり平坦な底部に至

る

3 護 22.2 強く屈曲ぎみに外反す 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 良 口縁y:3 402カ

る口縁部は，口唇部外 胴部・上位~中位ナ 1同部1 ナデつけ 微砂粒を 外褐色お 胴上部M マド

15116 面にゆるやかな凹面を ア 含む よび暗褐色 残存 (504) 

402 形成し，直立して終わ 胴部下位一横位へラ削 内褐色お ピット

(504) る り よび暗褐色 中

胴部はゆるやかに内管

して張り出して下がる

4 斐 胴部は内脅して強く張 頭部ー横ナデ 車且 良 胴上部残 土師質

り出し肩を形成した後 胴部ー叩き白 微砂粒を 外褐色と 存 須恵器

15116 ゆるやかな内管を続け 含む 暗褐色が

505 て下がる 半々

内褐色

5 甑 3l.0 強く外反する口縁部は 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 車直 良 縦に%残 カマド 土師質

27.0 肥厚して凸帯状とな 胸部上位~下位 まで 胴部ナデつけ 微砂粒を 外褐色 存 須恵器

15116 18.0 り，下方に小さい突出 叩き目 合む 内褐色

402 部をもつ 胴部下端へラ削り

胴部 は 内 管 し て す ぽ

まって下がり底部に至

る

6 長頚瓶 12.8 強く外反してひらく口 ロクロ目 ロクロ目 京E 良 覆土中 灰粕陶器

縁部は口唇部が凸帯状 微砂粒を 外全体に

15116 となり端部は上下に突 合む ほぽ灰色

506 出している 内 // 

7 f不 12.3 平坦な底部から強く屈 ロクロ目 よわいロクロ目 華且 良 y:3残存 覆土中

4.2 曲ぎみに内脅して立ち 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外暗褐色

15116 7.1 あがる体部はゆるやか 削り 合む 内褐色

503 な内轡を続げて伸び， 底部一回転糸切り後周 一部暗褐色

口縁部で軽く外反して 辺手持ちへラ削り

終わる

8 E早 13.0 やや上げ底状となる底 ロクロ目 ロクロ目 粗 良 復原完形 カマド 刻書土器

4.0 部から強く内管して立 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外ほぽ褐色 602か 底部外面

15116 7.3 ちあがる体部はゆるや り 合む 内褐色 ら転記 焼成後

405 かな内轡を続けて伸 底部一回転糸切り後周 ~暗褐色 へら書

び，口縁部で軽く外反 辺回転へラ削り ixJ 
して終わる

9 工手 12.9 わずかに上げ底状とな (R)ロクロ目 よわいロクロ目 粗 良 口縁体部 覆土中

3.7 る底部から強く内望号し 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外全体に %欠損

15116 7.5 て立ちあがる体部は， り 合む 褐色

506 ゆるやかな内電を続け 底部回転糸切り後周 内

て伸び口縁に至る 辺回転へラ削り

10 王手 1l.8 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 密 良 ys 床面 墨書土器

3.5 みに立ちあがる体部は 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色 502の 体部外面

15116 6.9 ゆるやかな内轡を続け 削り 合む 内 中より i+J 
602 て伸び口縁部で軽く外 底部一周辺手持ちへラ 発見

反する 削り
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法 量 特 徴
番号 名 称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 商 内 面

11 t手 14.8 底部は立ちあがり部に ロクロ目 ロクロ目 密

4.6 向かつて肥厚し，体部 体部下端一手持ちへラ へラ磨き 微砂粒を

15116 7.0 はわずかに内脅して伸 削り 含む

504 び口縁部で軽く外反し 底部一回転糸切り後周

て終わる 辺手持ちへラ削り

12 I不 平底 体部下端ーへラ削り 密

底部一手持ちへラ削り

15116 底部墨書「私圃j

601 

052号祉 (15-117)ー竪穴住居壮一(5-153'""'-'155図，図版5-34)

遺構

位置

焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

良 % ピット

外赤褐色 中

暗褐色

内赤褐色

良 底部y.i 墨書土器

外褐色 底部外面

赤褐色 「刺習」

内淡褐色

形状一方形。規模 3.50 m X 3.35 m。主軸方向-N-T-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一立上

りほぼ垂直。 10cm。壁溝一全周。幅・深さは 10..-...，20cm。ー5cm。床面一軟弱。多少の凹凸がある。

柱穴-4個。ともに浅い。備考一出土遺物は土器と砥石(1点)及び鉄製品(万子 1点)である。土

器はいずれも破片で，少量である。万子は西壁下床面上から出土している。

カマド

大きさ-100cm以下X?。構材一白色粘土。壁への切込み一殆んどなし。袖部一不明。焚出部一不

明。燃焼部一不明。煙道部一不明。天井部一不明。備考一削平著しい。上部ほとんど削平。底面あま

り焼けていない。不明な点が多い。

052号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

1 聾 口径 11.8 屈曲して外反する口縁 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 焼成良 口縁部y.i カマド

器高 部は口唇部外商に凹面 胴部ーナデ 胴部ーナデ 長石，石 外褐色いく 残存

15117 底径 を形成し，受け口状と 英粒を含 ぷん暗褐色

501 なる む 内褐色

胴部は内脅して強く張

り出す

2 要 11.4 小型である 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 粗 良 胴部以上

強く外反する口縁部は 胴部上半斜位へラ削り 胴部ーていねいな 微砂粒を 外暗褐色 で~残存

15117 口唇部外面にゆるやか 胴部下半ー横位へラ削 ナデ 含む 内褐色

509 な凹面を形成し，わず り ~暗褐色

かに受け口状となり，

端部は外方にやや尖り

ぎみとなって終わる

胴部は中位上方に強い

張りをもっ

3 t手 11.6 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 粗 良 ~残存 床面 墨書土器

4.0 みに立ちあがる体部 体部下端一回転へラ削 微砂粒を 外全体均 底部外面

15117 6.8 は，下端へラ削り部に り 含む ーに褐色 字体不明

関2 軽い稜をもった後，直 底部回転糸切り後周 内全体均

線的に伸びて口縁に至 辺回転へラ削り ーに褐色

る

4 界 やや上げ底の底部より 体部下端回転へラ削 粗 良 底部% 墨書土器

内毎して立ちあがる り 外暗褐色 底部外面

15117 7.4 底部回転へラ削り 内褐色，黒色 「私得J
601 底部外面墨書
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法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 膏事 外 面 内 面

5 坪 体部下端一手持ちへラ ロクロ目 粗

削り

15117 底部一手持ちへラ削り

602 底部墨書

6 砥石 長 8.1 破片

幅 5.7 I面のみ擦痕あり

15117 厚 4.0 
102 

053号祉 (15ー118)一竪穴住居牡ー(5 -156'" 158図，図版5-34)

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

良 底部 502の 墨書土器

外淡褐色 小破片 中から 底部外面

内淡褐色 抽出 字体不明

カマド

カマド

外緑灰色

形状一丸味を持つ不整方形。規模-3.00m X 2.60 m。主軸方向-N-320-E。カマドの位置-北壁中

央部。壁一削平の為不明。壁溝一ほぽ全周。カマドの右袖で一部分切れる。幅・深さは 5........10 cm・-

3........-5 cm。床面一削平の為不明確。柱穴-4個。ともに浅い。備考-出土遺物は少量の土器である。

いずれも破片もしくは破損品である。

カマド

大きさ-70cmX 100 cm。構材-粘土。壁への切込み一殆んどなし。袖部一基部わずかに残すのみ。

焚出部ー不明。燃焼部，煙道部一不明。天井部一不明。備考ー基底部を若干残すのみでほとんど削平

されている。火床のみ確認。

053号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 費 口径 11.8 屈曲ぎみに強く外反す 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗

器高 11.0 る口縁部は口唇部に外 胴部上半縦位へラ削 胴部ーへラ削り後 砂粒多し

15118 底径 4.4 傾するゆるやかな凹面 り ナデ

501 を形成し受け口状と 胴部下半ー横位へラ削

なって終わる り

胴部は中位に最大径を

もち，球形に近い

054号祉 (15ー 119)一竪穴住居壮一(5 -159'" 161図，図版5-35) 

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼成良 %残存 カマド

外赤褐色

内赤褐色

形状一方形。規模-2.70mx2.75 m。主軸方向-N-180-E。カマドの位置ー北壁中央部。壁一立上

りほぼ垂直。 15cm。壁溝一全周。幅深さはlOcm・-2........ー3cm。床面一平坦。柱穴-4個。ともに

浅い。備考一出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。

カマド

大きさ-100cmX 135 cm。構材一粘土。壁への切込みー深い半円形。 45cmx90 cm。袖部一左 25

cm。右 40cm。焚出部一燃焼部-55cmx70cm。煙道部一長さ 45cm。管曲的。昇角一30。前後。天
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井部不明。備考 削平著しい。大半は破壊され残りは少なかった。火床には焼土が良くつまっており

底面も良く焼けている。煙道は明確には確認出来なかった。

054号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 E草 口径 25.0 屈曲ぎみに外反する口 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 粗 焼成良 口縁付近 床面

器高 縁部は口唇部外面に凹 胴部ーナデ 胴部ーナデ 長石，石 外褐色 M残存

15119 底径 面を形成し，受け口状 英粒，雲 内

504 となる 母，微砂

胴部はゆるやかに内轡 粒含む

して下がる

2 I不 11.6 平坦な底部から強く内 ロクロ目 ロクロ目 *.El 良 80%残存 カマド 墨書土器

3.7 望号して立ちあがる体部 体部下端一手持ちへラ 日縁に油煙付着部 外全体に褐色 (口縁部 体部外面

15119 5.0 は口縁部で軽く外反し 削り あり 内 )4欠) 字体不明

601 て終わる 底部ー全面手持ちへラ

削り

3 I不 14.0 上げ底状となる底部か ロクロ目 へラ磨き 外褐色 %弱残存 床面 内黒土器

3.9 ら強く内轡して立ちあ 体部下端一手持ちへラ 口縁部一部黒色

15119 7.4 がる体部は，わずかな 削り 内黒色

502 内管を保って伸び，口 底部ー全面手持ちへラ

縁部に至る 削り

その他の遺物 (5 -162図)

Loc 16遺跡で採集された遺物のなかで，墨書土器が l点ある。土師器王手の破片であるが，底部外面に

「私得」と記載されたものと思われる。土器の調整は底部回転糸切り後，体部下端と底部周辺を回転

へラ削りしている。
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6. Loc 17 (郷部・八ツ又)遺跡の調査(別図 4・5・6図， 6 -1 -----48図，図版6-1ー9)

(1) 立地

本遺跡は Loc16遺跡の北西に隣接する遺跡である。その所在する台地は， Loc 15及び Loc16遺

跡と比べて平坦面の少ない馬の背状に近い形の台地である。台地の西側は， Loc 16遺跡の所在する台

地の西へと続く深い谷に面し，さらに東側は，北から入り込む多くの谷によって複雑な地形を呈し

ている。 Loc16遺跡との境には，両者を画するが如く，東西に谷が入り込んでおり，その谷によっ

て，北側を Loc17遺跡，南側を Loc16遺跡とした。

台地平坦面の標高は 35m，西側水田面の標高は 15m，比高差 20mである。台地縁辺は，標高 32.

5m位までは，ゆるやかに傾斜するがしだいに傾斜が強まり， 30m以下は急激に谷に向っておちこ

む。

調査時の台地平坦面は大半が畑地として利用されていたが，北側は杉林となっていた。

(2) 調査の経過

本遺跡の調査は，昭和 44年 11月7日から開始され，まず， トレンチを設定し，発掘作業にとりか

かった。トレンチは， Loc 16遺跡の北西方向に延びるトレンチに接続して台地東縁部を縦断するトレ

ンチのほか，これに平行して西側部に台地中央部を縦断するトレンチと，これに直交するトレンチを

設けた。トレンチは各々幅 2mで計4本，延 455mの長さにわたった。

この結果，台地中央部に設定したトレンチの，やや西側斜面に近い所で竪穴住居祉が2か所検出さ

れ，ともに国分式土器を出土するものであった。

また，土層の堆積状態については"第 1層は厚さ 20-----25cmの耕作土である。第2層は褐色土が 5

-----10 cmの厚きで堆積しており，この褐色土は， Loc 15， Loc 16遺跡に比して本遺跡では，かなり明

瞭に認められた。第3層は暗褐色土層で 20-----35cmの厚きであり，以下，ローム層に続く。

きて， トレンチ調査の終了後， 12月2日から重機を用い，第3層上半まで削平排土し，遺構の検出

作業を行った。その結果，竪穴住居杜 14軒と竪穴遺構 1基が検出された。これら遺構の調査は， Loc 

15・16遺跡の調査と併行して続けられ，翌年1月24日に終了した。

(3) 遺構と遺物

本遺跡で検出された遺構は，竪穴住居祉及び竪穴状遺構である。このうち竪穴住居祉は 14軒が検出

されたが，台地中央部から西側に偏在する。竪穴状遺構は， 1基であるが，長方形状を呈すやや浅い

竪穴であり，性格は不明である。
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001号壮一竪穴住居壮一(6-1'"'-'3図，図版6-1) 

遺 構

形状 方形。規模-5.10m X 4.90 m。主軸方向-N-14。←W。カマドの位置一北壁中央部。壁立

上りほぼ垂直。 50cm。壁溝一全周。幅・深さは 5---....20cmo -12 cm。床面一ハードローム層中に構

築。ほぽ平坦。堅徴。南側は一部分ロームブロック混りの暗褐色土で貼床している。柱穴 4個。備

考一埋土は大略3層に区分され，自然堆積の状態を呈していた。出土遺物は少量の土器である。いず

れも破片及び破損品である。

カマド

大きさ-140cmX 105 cm。構材粘土(砂質)。壁への切込み一深い四角形。 65cmx 105 cm。袖部

一各 25cm以上。焚出部一半円形。長さ 40cm。燃焼部-55cmx60 cmx30 cm前後。煙道部一長

さ 70cm。昇角一350---""650

0 Iくj字形。天井部一後面の一部が遺存。備考一火床下に浅い埋土施設。

001号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 jfj 外 面 内 面 層位

饗 口径 14.6 胴部に最大径を有する 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 焼成良 約yz 床面直 輪積痕が

器高 (9.0) 口縁は外反 胴部ーナデ 胸部ーへラ削り後 長石を含 外暗褐色 上 残る

504 底径 胴部はさほど強く張ら ナデ む 内黒褐色

ない

2 斐 13.0 口縁部は外反 口縁部一横ナデ 横ナデ やや組 やや良 約% カマド

(6.5) 口唇部は小さく立ち上 胴部縦位へラ削り 石英，長 外暗褐色

401 る 石を含む 内赤褐色

最大径は口縁部

胴部は少し膨らむ

3 婆 13.0 口縁部は外反 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 約xi 床面直

(4.0) 口唇部は小さく直立す 胴部一縦位へラ削り後 石英，長 外赤褐色 上

切4 る ナデ 石を含む 内暗褐色

4 t不 14.0 丸底を呈し，体部は内 口唇部ーへフ削り後へ へフ磨き 密 良 約yz カマド ロクロ

3.9 轡気味に立ち上る ラナデ 雲母，長 外明褐色

401 丸底 石を含む 内明褐色

5 t不 14.4 平底を呈するが体部へ 朱塗り 朱塗り 密 良 約xi 上層 内面にス

3.1 は滑らかに移行 体部へラ削り後へラ へラナデ ス付着

504 7.2 体部は内毎気味に立ち ナデ 朱塗り

上る 底面へラ削り

6 t不 14目。 へラ削り ヘラナデ 粗 良 約xi 上層

現存高 (2.6) スス付着 微砂粒 外赤褐色

507 内赤褐色

002号祉-竪穴住居壮一(6-4・5図，図版)

遺構

形状一方形。規模 3.30 m X 3.60 m。主軸方向-N-170-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 12cm。壁溝一全周。幅・深さは 3---....15cm， -5 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴一無。備考一出土

遺物は少量の土器であり，いずれも小破片である。

カマド

壁への切込み一半円形 25cmx70 cm。備考一殆んど削平され，実体不明確である。
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002号祉遺物一覧表

法 量 特 徴

番号 名称
口径・器高・底径 器 持5 外 面 内 商

l 斐 ロfit 14.0 口縁に最大径 横ナデ 口縁部横ナデ

器高 (53) 口唇部は小さく立ち上 口頭部へラ削り

401 底径 る 胸部横ナデ

胴部は少し膨らむ

2 要 平底を呈し胴部は直線 胴下部ー叩き目痕あり 横ナデ

(8 0) 的に外方へ開く 底部へラ削り後ナデ

402 10.2 

003号土止 竪穴住居牡 (6-6~8 図，図版 6 -1) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼成良 約}ず

長石を含 外淡褐色

む 内晴褐色

密 良 約);，; 土師質

長石を含 外濃黄褐色 須恵器

む 内淡黄褐色

形状一方形。規模 3.70 mx3.50 m。主軸方向 N-60-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一立

上りほぼ垂直。 40cm。壁溝全周。幅・深さは 10~20 cm・-7cm。床面 ほぽ平坦。柱穴一無。そ

の他に浅いピット 1個あり。備考一出土遺物は土器と鉄製品(鉄鍛1点)がある。土器は少量で、午1

点、を除き，いずれも破片もしくは破損品である。鉄鍛1点は床面から出土。

カマド

大きさ 120 cm X 140 cm。構材一白色粘土。壁への切込み 深い三角形。 50cmX 120 cm。袖部一各

50 cm。高さ 40cm。燃焼部 55cm X 40 cm X 30 cm。火床良好。煙道部長さ 80cm。昇角-400

0

ほぽ直線的で煙出口で開く。天井部一後面良好。備考 西側袖崩れている。

003号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l E重 口f圭 25.2 口唇部が垂直に立ちあ ナデ ナデ 組 焼成良 約);，; カマド

器高 (5.3) 方まる 微砂粒を 外黄褐色灰色

402 底径 口縁は強く外反する 合む 内黄褐色

2 饗 22.4 口唇部が外面に凸部を 口縁部ナデ ナデ 粗 良 約% 須恵器 l 

(8 0) もつ 胴部ー叩き 微砂粒を 外青灰色

407 頚部がくの字状に広が 含む 内青灰色

る

3 E手 12.0 平底，体部は僅少な膨 へラ削り ロクロ痕 鰍密 良 tフIOi立Iノノ カマド

4.9 らみをもって立ち上る 底部一全面へラ削り 微砂粒を 外褐色

403 8.6 体部下端一手持ちへラ 含む 内

削り

4 F手 12.4 平底，体部は直線的に ロクロ痕 ロクロ痕 綴密 良 約%

4.0 外方へ開く 底部全面手持ちへラ 微砂粒を 外暗褐色

406 6.8 削り 含む 内淡褐色

体部下端手持ちへラ

削り

5 I不 13.6 平底，体部は直線的に ロクロ痕 ロクロ痕 鰍密 良 約% 須恵器

4.5 外方へ聞き，口縁部は 底部全面手持ちへラ 微砂粒， 外灰褐色

404 6.0 小さく外反 削り 長石を含 内灰褐色

体部下端←手持ちへラ む

削り

6 王手 体部は直線的に延びる ロクロ痕 ロクロ痕 密 良 約% カマド 須恵器

底部一回転へラ削り 微砂粒を 外灰褐色

403 体部下端回転へラ削 合む 内灰褐色

り

313 -



004 号祉-竪穴住居牡一(6-9~1l図，図版 6 -2) 

遺構

形状一方形。規模-3.80m X 3.90 m。主軸方向一N-170-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 35cm。壁溝一全周。幅・深さは 15cm・-15cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。ともに浅

い。他に浅いピット 2あり。出土遺物は土器のみである。埋土中及び床面上，カマド中から多量に出

土しているが，いずれも破片もしくは破損品である。器形をうかがわれる大形の破片及び破損品には

土師器坪が多い。

カマド

大きさ-180cmx 140 cm。構材一粘土(砂質)。壁への切込み一深い三角形。 70cmxll0 cm。袖部

一左 30cm，右 25cm。焚出部一半円形。長さ 50cm前後。燃焼部-60cmx70cm。煙道部一長さ

80cm。昇角一 50"-'200"-'400。屈曲的。天井部一後面良好。備考 天井部から坪4点出土。補強のため

埋込んだ、ものか。火床はかなりよく焼けている。

004号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 苦手 外 面 内 面 層位

1 饗 口f至 17.3 胴部上方に最大径 口縁部一横ナデ ナデ 半且 焼 成 良 ノ%' カマド

器高(30.0) 口縁径にくらべ長い胴 胴上半部ーへラ磨き 石英，長 外胴上半以

414 底径 部 胴下半部ーへラナデ 石，雲母 上明褐色胴下

口唇部は小さく垂直に を含む 半暗褐色

立ち上る 内胴上半以

口縁は外反 上明褐色胴下

胴部はさほど強く張ら 半暗褐色

ない

2 婆 12.0 小形の寮形土器 口縁部横ナデ 口縁部ーナデ 密 良 ys 
(5.5) 口縁は外反 胴部斜位へラ削り 口縁部ーへラ削り 長石を含 外黒褐色

? 胴部は少し膨らむ 胴部ーへラナデ む 内黒褐色

3 ま平 12.2 平底，体部は僅少に丸 ロクロ痕 粗 良 % カマド

4.1 味を持って開く 体部下端一手持ちへラ 石英，長 外褐色

424 7.2 口縁部上方が小さく外 削り 石を含む 内暗褐色

反 底部一回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

4 王手 13.0 平底，体部は僅少に丸 ロクロ痕 ロクロ痕 密 良 % 床直上

4.6 味を持って開く 底部糸切り痕 石英，長 外黄褐色

402 8.0 口縁部は僅少に外反す 石を含む 内黄褐色

+ る

501 

5 t手 12.8 平底，体部はほぼ直線 ロクロ痕 ロクロ痕 粗 良 口縁l1i 周溝上 墨書土器

3.9 的に外反する 底部全面手持ちへラ 微砂粒を 外黄褐色 底部yz 体部外面

602 7.6 口縁部内側が肥厚する 削り 含む 内黄褐色 「財備」

体部下端一手持ちへラ 底部内面

削り 「財備」

6 主手 12.2 平底だが体部へは滑ら ロクロ痕 密 良 底部完 床直上

4.0 かに移行 底部ー全面手持ちへラ 長石を含 外暗褐色 口 縁%

410 5.6 体部は少し丸味を持つ 白日り む 内貧褐色

て外方に開く 体部下端一手持ちへラ

口縁部は小さく外反す 削り

る スス付着

7 t手 12.0 平底 ロクロ痕 密 良 Lも 床直上

3.8 体部は丸味を持って外 底部回転糸切り後周 微砂粒を 外淡褐色

403 4.7 方に開く 辺手持ちへラ削り 含む 内淡褐色

口縁は外反する 体部下端手持ちへラ

削り
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 背芸 外 面 内

8 I手 12.4 平底だが体部へは滑ら ロクロ痕

4.7 かに移行 底部全面手持ちへラ

407 6.4 体部は丸味を持って外 削り

方へ聞く 体部下端一手持ちへラ

口縁部はやや長く外反 削り

9 I手 12.6 平底 ロクロ痕 ロクロ痕

3.9 体部は丸味を持って外 底部全面手持ちへラ

412 5.5 方へ開く 両日り

口縁部は外反する

口縁部内面は肥厚

10 杯 13.0 平底だが体部へは滑ら ロクロ痕 ロクロ痕

4.0 かに移行 底部一全面手持ちへラ

601 5.5 体部は僅少に丸味を 両日り

持って外方へ開く 体部下端←手持ちへラ

口縁部は少し外反する 削り

体部墨書

11 f手 15.0 平底 ロクロ痕 へラ磨き

4.5 体部は少し丸味を持つ 底部全面手持ちへラ

408 7.2 て外方へ開く 削り

口縁部は小さく外反す 体部下端手持ちへラ

る 削り

12 胃、 14.9 平底 ロクロ痕 ヘラ磨き

4.5 体部は少し丸味を持つ 底部ー全面手持ちへラ

405 7.7 て外方へ聞く 削り

口縁部は小さく外反す 体部下端手持ちへラ

る 削り

胴下半部にスス付着

13 t不 12.0 体部は直線的に開く 体部墨書「私得」

体部下端へラ削り

ω3 

005号祉-竪穴住居牡一(6-12-----14図，図版 6-3) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

密 良 7f カマド

石英，長 外淡褐色

石，雲母 内淡褐色

を含む

密 良 % カマド

石英，長 外淡褐色

石を含む 内淡褐色

密、 良 う生 床直上 墨書土器

長石を含 外明褐色 体部外面

む 内明褐色 「中甲」

密 良 口縁% カマド

長石を含 外淡褐色 底部%

む 内淡褐色

密 良 % 周溝

石英，長 外 褐 色

石，雲母 内褐色

を含む

墨書土器

体部外面

U私得」

形状-不整隅丸方形。規模-3.40m X 2.75 m。主軸方向-N-310-E。カマドの位置一北壁中央

部。壁一立上りほぼ垂直。 15cm。壁溝一無。床面一ほぽ平坦。柱穴一無。備考 出土遺物はごく少量

の土器であり，いずれも小破片である。

カ マド

大きさ-90cm x 110 cm。構材一粘土(砂質不良)。壁への切込み一浅い半円形。袖部一各 30cm前

後。燃焼部一間口， 50 cm前後。備考一破壊が著しい。火床の部分には黒色土がうまっていた。

005号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

要 口f圭 16.2 口唇部が垂直に立ちあ 口縁部ー横ナデ 横ナデ 組 焼 成 良 ~ 床面上

器高 (5.0) がる 胴部へラ削り 微砂粒を 外赤褐色

402 底径 含む 内赤褐色

2 費 2l.1 口唇部が垂直に立ちあ 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 ys 床面上

(3.4) がる 微砂粒を 外赤褐色

501 口縁は強く外反する 含む 内赤褐色
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番号

3 

402 

4 

501 

法 量 特 徴
名 称

口径・器商・底径 器 形 外 面 内 薗

聾 25.2 口唇部が垂直に立ちあ 横ナデ 横ナデ

(1.8) がる 磨耗が著しい

口縁は強く外反する

墾 12.9 口縁は上方が大きく外 口縁部横ナデ 横ナデ

(4.0) 方へ開く 胴部一縦位へラ削り

胴部は上方でやや強く

張るようである

006号祉-竪穴住居牡一(6-15........18図，図版6-3) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 良 7Ii 床直上

砂粒を含 外赤褐色

む 内赤褐色

密 良 74 床面

微砂粒を 外赤褐色

含む 内赤褐色

形状一方形。規模-4.35m X 4.20 m。主軸方向-Aカマド・ Nー20-WoBカマド・ N-890-W。

カマドの位置-Aカマド・北壁中央部。 Bカマド・西壁中央部。壁一立上りほぼ垂直。 80cm。壁溝ー全

周。幅・深さは 15cm・-8cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考ー出土遺物は土器と石製品(砥

石1点)及び鉄製品(万子 1点，鉄斧 1点，鉄鍛1点)である。土器はやや多量に出土しているが，

いずれも破片もしくは破損品である。

カ マド

新旧カマドA・Bがある。 Aが古く， Bが新しい。

Aカマド

大きさ-180cmX 150 cm。構材一粘土。壁への切込み一深い半円形。 110cmX 150 cm。袖部一各 50

cm。高さ 25cm以上。焚出部一半円形。長さ 30cm。燃焼部-100cm X 60 cm。火床良好。煙道

部一長さ 80cm。昇角一500。直線的。天井部一後面の遺存良好。備考一横断面の火床 (A)は改築以

前。火床，袖部がかなり焼け，壁面にも焼土がみられた。煙道付近から土師器の破片が敷かれたよう

な状態で出土。

Bカマド

大きさー180cmX 110 cm。構材ー粘土(砂質)。壁への切込み一深い三角形。 80cmx100 cm。袖部

一左 40cm。右 20cm以上。焚出部一四角形。長さ 30cm。燃焼部-70cmx50cm。火床遺存。煙

道部一長さ 100cm。昇角一600"'300。逆に屈曲。天井部一後面一部遺存。備考-A→Bへと移行。焼

土は多くはないが壁面のロームがかなり焼けていた。周溝を壊して構築している。
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006号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 jf; 外 面 内 面 層位

l 婆 口径 22.1 口唇部が垂直に立ち上 口縁部ー横ナデ ナデ 密 焼成良 % カ7 ド

器高 (22.5) る 胴上半部へラ削り後 砂粒，長 外暗褐色

409 底f圭 口頚部は「く j字状を呈 横ナデ 石，石英 内暗褐色

す 胴下半部へラナデ 粒多量に

胸部はやや上方で最大 含む

径をもっ

2 要 22.6 口唇部が外反気味に立 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 約% 北カマ

(4 7) ち上る 胴部ーナデ 胴部ーへラ削り後 石英，長 外明褐色 ド

406 口縁は強く外反 ナデ 石，雲母 内明褐色 上層

を含む

3 斐 16.2 口唇部が垂直に立ち上 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 半且 良 y. 
(6.9) る 胸部ナデ 胴部へラ削り後 長石，雲 外淡褐色

411 ロ縁は外反 ナデ 母を含む 内淡褐色

胴部は少し膨らむ程度

4 I不 12.0 平底 ロクロ痕 ロクロ痕 密 良 口縁%

3.6 体部は僅少に丸味を 底部ー全面手持ちへラ 長石，石 外明褐色 底部完

411 7.0 もって外方へ開く 削り 英，雲母 内明褐色

口縁は外反 体部下端一手持ちへラ 片

削り

5 主平 13.2 平底 ロクロ痕 ロクロ痕 密 良 y. カ7 ド 墨書土器

3.7 体部はわずかに丸味を 底部ー全面手持ちへラ 長石粒含 外明褐色 体部外面

602 7.0 もって外反する 両日り む 内明褐色 底部内面

口縁は小さく外反 体部下端手持ちへラ 字体不明

自リり

6 主手 12.0 体部が直線的に外反す 体部墨書 密 良 口縁破片 上層 墨書土器

る 外褐色 体部外面

601 内褐色 字体不明

7 砥石 現存長16.6 2面使用 床面

幅 6.5 

102 厚 4.5 

8 鉄斧 現存長 6.3 有袋無屑 袋部が折れ銭びついて 刃部欠損

幅 3.6 いる

204 厚 0.35 

9 万子 長 身 5.1 関は刃部峰部両方に見 両端部欠 ピット

茎 4.2 られる 損 内

201 幅身1.35

茎 0.95

厚身 0.35

茎 0.35

10 鉄鉱 長 3.95 雁股鍬 根一部残

幅 2.3 根の広がりは小さい 存

204 厚 0.3 

007号祉 竪穴住居士止 (6 -19~22 図，図版 6 -4) 

遺構

形状方形。規模~5.30 m X 5.40 m。主軸方向 N~220~W。カマドの位置北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 40cm。壁溝一ほぼ全周。カマドの左右で一部分切れている。幅 ・深さは 10cm'""'-'25 cm・-

6cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 4個。備考 覆土下部から床面にかけて一面に焼土，炭化材(木炭)

が多量に出土。特に炭化材は火災をうけ屋根上部がそのまま住居社内に焼け落ちた姿を呈していた。

出土遺物はごく少量の土器の小破片が出土したのみである。

カマド

大きさ 90 cmX 135 cm。構材白色粘土。袖部各 40cm。高 40cm以下。燃焼部 80cmx60 

ウ

t
可，ムq

J
 



cmx30cm。火床良好。煙道部一長さ 50cm。昇角一800。直線的。天井部一後面の遺存良好。備考一火

床がよく焼け，焼土が充満していた。

007号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 建 口径 14.0 最大径が口縁にある小 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ

器高 (5.2) 形の要 胴部一縦位へラ削り 胴部ーナデ

403 底径

008号祉-竪穴住居壮一(6-23........25図，図版6-5) 

遺 構

位置
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

層位

やや密 焼 成 良 y.i 
微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

形状一方形。規模-2.80mX 2.85 m。主軸部。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝一北壁側は認められな

い。幅・深さは 10'"'-'20cm・-5cm。床面一ほぽ平坦。柱穴一無。その他，床面中央部やや西側に楕

円形の浅い凹み状のピットが所在した。

出土遺物は埋土中から土器の小破片がわずかに出土したのみである。

カ マド

大きさ-120cm X 110 cm。構材一粘土(砂質)。壁への切込み一煙道部のみ切込み。袖部一各 35

cm。焚出部一四角形。長さ 25cm。燃焼部ー40cmx45cm。煙道部一長さ 60cm。昇角一250'"'-'500。

煙道口に段あり直線的。天井部一不明。備考一燃焼部に焼土が充満していたが，火床はあまり焼けて

いない。袖部はロームプロックで基礎をつくり，その上に粘土をのせている。

008号牡遺物一覧表

番号

1 

日2

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

Z手 口径 15.0 口縁部ー横ナデ ナデ

器高 (3.7) 体部へラ削り

底径

009号壮一竪穴住居壮一(6-26........29図，図版6-5) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

密 焼 成 良 }i' 覆土

長石，雲 外淡褐色

母を含む 内明褐色

形状一方形。規模-4.00m X 4.05 m。主軸方向-N-670-W。カマドの位置ー西壁中央部やや南

寄。壁一ほぽ垂直。 45cm。壁溝一全周。幅・深さは 13'"'-'20 cm・-15cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4

個。備考-出土遺物は土器と土製品(支脚の破片 1点，床面出土)と鉄製品(鍬先1点，)である。土

器は埋土中から床面上及びカマド内から多量に出土しているが，坪 1点、を除き破片もしくは破損品で

ある。
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カマド

大きさ-180cmX 180 cm。構材一粘土。褐色土。壁への切込み 深い台形。 85cmX 125 cm。袖部

一右 50cm。煙道部一長さ 90cm。昇角一300。直線的。天井部一後面の遺存良好。備考 破損著しく，

左袖部及び焚出部，燃焼部不明。

009号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 時3 外 面 内 面 層位

1 斐 口径 22.4 口唇部は小さく垂直に 口縁部一横ナデ ナデ 密 焼 成 良 ys 下層

器高(10.0) 立ち上る 胴部一縦位へラ削り 長石，雲 外黒褐色

424 底径 口縁は外方へ開く 母を含む 内暗褐色

最大径は胴部である

胴部は上方でやや強く

張る

2 斐 22.6 口縁「く」の字状に外反 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 事E 良 ys 床直上

(7.0) 口唇小さく内側に立ち 胴部ーナデ 胴部ーナデ 長石を含 外褐色

401 上る む 内褐色

胴部はやや強く張るよ

うである

3 婆 22.0 口唇部が垂直に立上が 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 % 下層

(6.4) る斐 胴部斜位ヘラ削り 胴部へラ削り後 長石，雲 外褐色

423 口縁に最大径 ナデ 母を含む 内褐色

胴部は若干の膨らみを

もつ

4 整 14目7 口縁部は垂直に立ち上 口縁部横ナデ 横ナデ 粗 良 % 覆土内

(6.0) がる窪 胴部ー縦位へラ削り 長石を合 外暗褐色

402 口縁は外反する む 内暗褐色

胴部はやや強く張る

5 要 27.4 口縁は外反し帝状を呈 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 ys 下層 須恵器

(10.0) す 胴部叩き目痕 胴部ーナデ 石英，長 外青灰色

425 口唇部は小さく直立す 石を含む 内青灰色

る

胴部はほとんど膨らみ

をもたない

6 I手 12.8 平底，僅少に上げ底気 口縁部ー横ナデ 密 良 1生 上層

3.8 味 体部へラ削り 石英，長 外淡褐色

417 7.0 体部はやや丸味をもっ 底部全面へラ削り 石，雲母 内明褐色

て外方に開く を含む

口縁部は整形による段

差をもつ

7 I不 13.2 平底(上げ底) 口縁部一横ナデ 密 良 y:3 カマド

3.6 体部は内管しつつ立ち 胴部へラ削り 長石を含 外明褐色

431 6.8 上る 底部へラ削り む 内明褐色

8 I手 11. 4 平底 口縁部ーロクロ回転に ナデ 組 良 完形 東壁寄

3.8 体部は丸味をもって外 よる横ナデ 長石，雲 外暗褐色 り周溝

401 5.5 方へ開く 胴部ーへラ削り 母を含む 内暗褐色 上部

底部全面手持ちへラ削り

9 t手 平底 ロクロ痕 ロクロ痕 密 良 yz 床面 須恵器

(3.6) 体部は直線的に外方へ 底部回転へラ削り 石英，長 外青灰色

437 7.0 開く 体部下端ー回転へラ削 石，雲母 内青灰色

り を合む

10 I手 12.0 平底，体部との境は若 器面が磨耗のため不詳 ロクロ回転による 密 やや不良 yz 賞土

3.3 子丸味をもっ 底部周辺へラ削り ナデ 長石を含 外褐色

407 6.6 体部は直線的に外方へ む 内褐色

開く

11 I手 12.2 平底，やや上げ底 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 優 )I.i 下層

3.6 体部はほぼ直線的に外 胴部ーロクロ痕 他ロクロ痕 長石を含 外淡褐色

409 6.6 方へ開く 底部回転糸切り後周 む 内暗褐色

口縁部は僅少に外反 辺手持ちへラ削り
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 函

12 t手 12.0 平底，僅少に上げ底 へフ削り後ナデ 横ナデ

3.6 体部は僅少に丸味を 底部一全面手持ちへラ

408 6.4 もって外方へ開く 削り

体部下端一手持ちへラ

削り

13 土手 11.8 平底，僅少に上げ底 底部回転糸切り後周 ロクロ痕

3.4 体部はやや丸味をもっ 辺手持ちへラ削り

410 6.4 て外方へ開く 体部下端手持ちへラ

口縁は外反 削り

14 王手 11.6 平底，僅かに上げ底気 体部下端一手持ちへラ ロクロ痕

3.3 味 削り

602 4.6 体部は僅少に丸味を 底部回転糸切り後周

もって外方へ開く 辺手持ちへラ削り

口縁は外反

15 f手 13.0 平底，体部との境は丸 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ

4.3 味が強い 胸部ーロクロ痕 他ロクロ痕

433 5.5 体部は直線的に開き口 底部全面及び体部下端

縁部が強く外反 手持ちへラ削り

16 I手 平底 底部墨書

体部下端，底部全面

ω1 6.1 一手持ちへラ削り

17 I手 平底 底部全面回転へラ削 ナデ

(1.7) 体部は若干丸味をもっ り

604 8.4 体部下端回転へラ削

り

18 I不 平底(底部破片) 底部一回転糸切り後周 ナデ

辺手持ちへラ削り

ω3 3.5 

19 荷台付 18.2 高台付の界 ロクロ痕 へフ磨き

430 の杯 6.3 高台は「八Jの字状に開 底部一回転へラ削り

+ 9.6 く 周辺回転へラ削り

413 体部はやや丸味をもっ 高台横ナデ

て外方へ開く

口縁は少し外反

20 鍬先 長 23.3 木を挟む部分を有する

幅刃 8.1 刃角9.5"

201 耳 2.7

厚刃1.2

耳 0.75

010号祉-竪穴住居壮一(6-30~33 図，図版 6 -6) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 良 yz 下層

長石，雲 外明褐色

母を含む 内明褐色

密 良 % 床直上

長石を含 外暗褐色

む 内明褐色

密 良 74欠 周溝上 墨書土器

長石を合 外明褐色 底部外面

む 内明褐色 「一」

密 良 74 上層

長石，雲 外明褐色

母を含む 内明縄色

密 良 底部のみ 墨書土器

微砂粒を 外淡褐色 底部外面

合む 内淡禍色 「一」

粗 良 yz 下層 墨書土器

長石を含 外淡褐色 体部外面

む 内淡褐色 「剃璽」

密 良 底部 床直上 墨書土器

長石を含 外赤褐色 底部外面

む 内赤褐色 「一」

密 良 yz 南側周

長石，雲 外明褐色 溝+床

母を含む 内明褐色 直上

ほ11'完存

形状一方形。規模-4.20mx 4.10 m。主軸方向-Aカマド・ N-780-WoBカマド・ N-1020-E。

カマドの位置-Aカマド・西壁中央部。 Bカマド・東壁中央部。壁 ほぽ垂直。 35cm。壁溝一全周。

幅・深さは 25"""'-'30cmo -10 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考-出土遺物は土器と鉄製品(万

子 1点)及び鉄津 1点である。土器は多量に出土しているが，土師器坪 1点を除き，いずれも破片も

しくは破損品である。また，土器では猿投窯で焼かれたと考えられる灰紬陶器(平瓶)の小破片が埋

土中から 1点出土している。

カマド

新旧二つのカマドが存在する。 Bカマドが古く， Aカマドが新しい。
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Aカマド

大きさ 140 cmX 120 cm。構材一粘土。黒褐色土。壁への切込み 半円形。65cmX 135 cm。袖部

一左 50cm。右 25cm。焚出部一四角形。長さ35cm。燃焼部-70cmx50 cm。煙道部一長さ 70cm。

昇角 300。直線的。天井部 後面の遺存良好。備考 A→Bへと移行。

Bカマ ド

大きさ-180cm X 100 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一深い半長円形。90cmx80 cm。袖部一各

30 cm。焚出部一半円形。長さ 25cm以上。燃焼部 60 cmX 50 cm。火床遺存。煙道部 長さ 110

cm。昇角 300。直線的。天井部一後面の遺存良好。備考 前面破壊消失している。

010号社遺物一覧表

法 塁日王 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備 考
口径・器高・底径 器 時3 外 面 内 面 層位

l 婆 口径 17.0 口唇部が垂直に立ちあ 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 焼成良

器高 (4.8) がる楚 胴部ー斜位へラ削り 微砂粒を 外淡黄褐色

404 底径 含む 内淡黄褐色

% 

2 護 16.2 口唇部が垂直に立ちあ 口縁部ー横ナデ 横ナデ やや粗 良 xi 床面

(8.0) がる墾 胴部縦位へラ削り 微砂粒を 外 音音褐色

401 網部は少し丸味をもっ 含む 内暗褐色

3 斐 1l. 0 口縁が垂直に立ちあが 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 ヲ4 床面上

(4.9) る斐 胴部ー縦位へラ削り 微砂粒を 外赤褐色

402 胴部は少し丸味をもっ 含む 内赤褐色

4 褒 胴下半部及び底部であ へラ削り 胴部にはへラ状工 密 良 % 床面上

(6.3) る 具，底部にはハケ 微砂粒を 外赤褐色

403 5.9 薄手の土器 目状工具による整 合む 内赤褐色

+ 平底 形痕が認められる

532 胴部は丸く膨らむ

5 甑 3l.4 口縁部直下に台形状の 口縁部ー横ナデ 磨耗が著しく不詳 事且 良 ys 上層 土師質

(2l.0) 突起が貼付される 鯛部叩き目痕が残る 微砂粒を 外淡青灰色 須恵器

524 口縁は外反，帯状を呈 合む 内灰赤褐色

す

腕部は口縁下より漸次

収束する

6 甑 3l. 4 こしきか 口縁部一横ナデ 横ナデ 粗 良 ~ 上層 !土師質

419 口縁が垂直に立ち上が 胴部横位の叩き後縦 叩きの時に裏から 微砂粒を 外濃赤褐色 須恵器

十 る帯状に呈す 位の叩き 押さえた跡らしき 合む 内赤褐色

525 胴部は，口縁下より漸 もの

+ 次収束する

524 

7 t司、 12.4 平底，体部との境はや ナデ ナデ 密、 良 口 縁 % 床面上

3.9 や丸味をもっ 底部一全面回転へラ削 微砂粒を 外暗褐色 底完形

424 7.5 体 部は僅 かに丸味を り 含む 内暗褐色

もって外方へ開 く 体部下端一回転へラ削

日縁は外反 り

8 ま手 12.5 平底 ロクロ痕 ロクロ痕 鰍密 1憂 % 下層

516 4.0 体部は僅かに丸味を 底部全面手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色

十 6.7 もって外方へ開 く 削り 合む 内明褐色

519 口縁は少し外反 体部下端一手持ちへラ

+ 削 り

429 

9 杯 12.6 平底，僅かに上げ底気 ロクロ痕 ロクロ痕 鰍密 不良 底部完 覆土上

431 4.2 味 底部ーへラ切り後底部 朱塗りの痕跡あり 微砂粒を 外暗褐色 口縁泌 面

+ 6.6 体部は僅かに丸味を 全面及び体部下端手持 含む 内暗褐色

517 もって外方へ開 く ちへラ削り

十 口縁は少し外反

510 
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法 量 特 徴 位置

番 号名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 王争 外 面 内 面 層位

10 t手 12.2 平底 ロクロ痕 ロクロ痕 鰍密 優 口縁一部 床面

406 3.7 体部は僅少に丸味を 底部一全面手持ちへラ 微砂粒， 外明褐色 欠損
十 6.5 もって外方へ開く 削り 石英，雲 内明褐色 % 
401 体部下端手持ちへラ 母含む

削り

11 I手 13.4 平底 横ナデ 横ナデ 密 良 % 床面

407 4.1 体部は直線的に外方へ 底部一全面手持ちへラ 微砂粒を 外赤褐色
十 6.9 開く 削り 含む 内赤褐色

511 口縁は長く少し外反す 体部下端手持ちへラ

る 削り

12 I手 12.4 平底 ナデ ナデ 密 良 完形

409 4.0 体部は僅かに丸味を 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外赤褐色

+ 6.0 もって外方へ開く 削り 合む 内赤褐色

532 口縁は外反する 底部←回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

13 I平 13.0 平底 横ナデ 横ナデ 密 良 ~ 覆土

3.9 体部はやや丸味をもっ 底部一回転糸切り後周 微砂粒を 外赤褐色

412 7.5 て外方へ聞く 辺及び体部下端手持ち 含む 内赤褐色

口縁は小さく外反 へラ削り

14 t手 13.0 平底より内管気味に立 底部回転糸切り後周 密 良 ys 墨書土器

4.0 ち上がり直線的にひら 辺及び体部下端手持ち 外口縁暗褐色 体部外面

601 7.0 き口縁部は外反する へラ削り 底部明褐色 「門」

内明褐色

15 I手 13.0 平底の底部より器厚を 体部墨書「ー」 体部破片 墨書土器

3.7 減じながらひらき口唇 体部下端手持ちへラ 体部外商

6 7.6 部に外反する 削り 字体不明

16 f手 14.3 平底 ロク口調整 へ7磨き後黒色化 良好 ほぽ完形 上層 内黒土器

4.9 体部は僅かに丸味を 体部下半手持ちへラ 処理 外淡褐色 (口縁ー

427 7.61もってーく 削り 内黒色 部欠損)

口縁は小さく外反 底部ー全面手持ちへラ

削り

17 I手 15.8 平底 (R) 黒色処理 徽密 1憂 口縁% 床直上 内黒土器

4.4 やや内轡して立ちあが 底部←回転糸切り後周 外体部暗褐色 底部完

428 8.3 る体部は口縁部で外反 辺及び体部下端回転へ 底部明褐色

して終わる ラ削り 内黒色

18 t不 14.4 平底 ロクロ痕 黒色処理 徽密、 優 ~ 上層 内黒土器

5.0 体部は僅かに丸味を 底部周辺手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色

515 7.4 もって外方へ開く 削り 含む 内黒色

口縁部は少し外反 体部下端←手持ちへラ

削り

19 t手 14.4 体部墨書 底部欠 墨書土器

体部下端手持ちへラ 体部外面

605 削り 字体不明

「一」か

20 I手 15.0 体部は直線的に外方へ 墨書 密 良 底部欠 墨書土器

開く 体部下端手持ちへラ 外赤褐色 口縁% 体部外面

602 削り 内赤褐色 字体不明

21 只、 15.1 体部は僅少に丸味を ナデ ナデ 密 良 % 下層 墨書土器

(3目6) もって外方へ聞く 体部 F端手持ちへラ 微砂粒を 外明赤褐色 体部外面

602 口縁は小さく外反 削り 含む 内赤褐色 字体不明

22 土手 ロク口調整 雲母少量 良好 墨書土器

(3.6) 体部下端手持ちへラ 含む 外明赤褐色 体部外面

603 削り 内明赤褐色 「中甲J

23 t手 体部墨書 良好 体部片 墨書土器

(2.6) 外明赤褐色 体部外面

605 内明赤褐色 字体不明

24 1t 体部墨書 墨書土器

体部外面

606 字体不明

25 句、 体部墨書 良 体部片 墨書土器

(1.6) 外明褐色 体部外商

604 内明褐色 字体不明
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 非5 外 面 内 面 層位

26 王耳、 ロク口調整 良 墨書土器

(2.8) 体部下方一手持ちへラ 外明褐色 体部外面

607 削り 内明褐色 字体不明

27 主主 (19.5) 口縁部横ナデ 横ナデ 密 良 上層 須恵器

4.5) 胴部不詳 長石を含 外青灰色

408 む 内青灰色

28 刀子 現存長 茎に木質が残り詳細不 上層

全長 14.5 明

202 身 5.5 関は刃部峰部両方に有

幅身l.45 ると思われる

厚身 0.4

011号祉 竪穴住居牡 (6-34~36 図，図版 6 -7) 

遺構

形状 長方形。規模-3.50m X 4.65 m。主軸方向 N-290-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 5cm。壁溝全周。幅・深さは 7"-'15 cm・-6cm。床面 ほぽ平坦。柱穴一無。備考一出土

遺物は少量の土器のみである。

カマ ド

大きさ 85 cmx85 cm。構材粘土(砂質)。壁への切込み一殆んどなし。袖部一左 30cm。右 20

cm。燃焼部ー間口，40cm。備考一削平著しく煙道部等不明。

011号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 苦手 外 面 内 面 層位

l Eヰ 口径 14.4 丸底 へラナデ ヘラ磨き 密 焼成良 完形 カマド

403 器高 3.5 体部は内管しつつ外方 底部ーへラ削り 口縁に油煙付着 微砂粒含 外淡褐色

+ 底径 7.5 へ聞く 口縁に油煙付着 む 内淡褐色

404 

2 垂 8.8 須恵器王手の叢部 上部回転糸切り後周辺 ロクロ痕 密 優 % 須恵器

2.0 天井部は平坦 及び肩部回転へラ削り 微砂粒を 外青灰色

407 5.5 体部は直線的 含む 内青灰色

口縁はやや内傾し口唇

部端が小さく外方に関

く

012号祉 竪穴住居壮一(6-37~39 図，図版 6 -8) 

遺構

形状一方形。規模 4.85 mX 4.75 m。主軸方向-N-480-W。カマドの位置一西壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 20cm。壁溝一全周。幅・深さは 5，，-，20cm・-4cm。床面 ほぽ平坦。柱穴 4個。備考一出

土遺物はカマド内から数点の土師器小破片が出土したのみである。

カ マド

大きさー100cm X 150 cm。構材粘土。壁への切込み浅い半円形。袖部左 50cm。右 30cm。

燃焼部一間口 60cm。備考一削平著しく，煙道部等不明。
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012号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 菌 内 面 層位

l 護 口径 11. 0 小形の窪 口縁部ー横ナデ 横ナデ 粗 焼 成 良 ys カマド

器高 (3.5) 口縁は下方に垂直に立 胴部ー斜位へラ削り 長石，砂 外濃赤褐色

501 底径 ち上り上方で少し外 粒を含む 内暗褐色

反.H同部との境は稜を

なす

胸部は上方で最大径と

なり以下収束する

' 

013号壮一竪穴住居牡 (6 -40~43 図，図版 6 -18) 

遺構

形状一方形。規模-3.75m X 3.80 m。主軸方向 Aカマド ・N-700-Wo Bカマド ・N-1100-E。

カマドの位置-Aカマ ド・西壁中央部。Bカマド ・東壁中央部。壁 ほぽ垂直・ 35cm。壁溝一全周。

幅・深さは 10'"""30cm・ 6cm。床面 ほぽ平坦。柱穴-無。 備考一出土遺物は土器と須恵器窒底部

利用の砥石 1点，石器 (磨石 1点)，鉄製品(万子 1点)である。土器は埋土中， 床面上， カマ ド内か

ら多量に出土しているが，すべて破片もしくは破損品である。

カ マ ド

新旧二つのカマドが存在する。 Aカマドから Bカマ ドへと移行。

Aカマド

大きさ 130 cm X 115 cm。構材 粘 土 (砂質)。壁への切込み三角形 40cmx85 cm。焚出部 半

円形。長さ 30cm。燃焼部 60cmX ?。煙道部長さ 50cm。昇角-300'"""500。雪曲的。天井部 後

面崩落。備考前面破壊消失。

Bカマド

大きさ-120cmX 140 cm。構材一白色粘土 (良好)。壁への切込み一三角形 50cmX 100 cm。袖部

左 40cm。右 50cm。高さ 35cm。燃焼部-50cmx60 cm以上。 煙道 部 高 さ 80cm。昇角一150

'"""350。屈曲的。天井部一後面一部遺存(土器混入)。 備考-B→Aへと移行。

013号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土
日径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 TI 口径 16.2 ロ縁の垂直に立上がる ロクロ整形 磨耗が著しい 密 焼成良 y3 西カマ

502 器高 (15) 宝士呈 微砂粒を 外淡明褐色 ド

+ 底径 口縁部の形状は斐に類 含む 内淡明褐色

503 例が多い

薄手(器厚2~3mm) の土

器

胴部は球形を呈す

2 褒 15.8 口縁が垂直に立あがる ロ縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密、 良 yz 床面

(12.3) 小形の~ 胸部一縦位へラ削り 胸部ーへラ削り後 長石含む 外濃赤褐色

403 胴部はやや丸味をもっ ナデ (口縁部)

暗褐色(胴上半)

黒褐色(胴下半)

内 暗褐色
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

3 斐 14.2 口縁が垂直にJ.Lあがる 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 }昔 床面上

(5.3) 小形の婆 胴部ーへラ削り 口頚部ーへラ削り 石英，長 外黒褐色

404 口縁は強く外反 胴部横ナデ 石，雲母 内暗灰褐色

を含む

4 E草 13.4 口縁部が孤状に害Jって 横ナデ 横ナデ 密 良 ~ 床面

(5.0) ある，割れめは磨かれ 長石，雲 外赤褐色

422 ている 母を含む 暗褐色

口唇部は垂直に立ち上 内暗褐色

る

口縁は外方に開く

胴部は少し丸味をもっ

5 斐 13.0 口唇部は小さく直立す 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 ~ 商カマ 須恵、器

(3.8) る 胸部横位へラ削り 口頚部ーへラ削り 長石を合 外淡青灰色 ド

406 口縁は外方に開く 胴部横ナデ む 内淡青灰色

胴部は少し丸味をもっ

ょうである

6 斐 22.8 複合口縁の大形婆 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 !1:3 床面 土師質

(8.8) 口縁は長く，外反する 胴部叩き 石英，長 外褐色

407 石，雲母 断面暗褐色

を含む 内褐色

7 甑 2l. 0 口縁が垂直に立ちあが 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 % 覆土

(1l. 4) る 胴部一縦位へラ削り 胴部ナデ 長石を含 外明褐色

401 胴部は口縁下より漸次 む 内明褐色

収束する

8 I手 12.8 平底 ロクロ痕 ロクロ痕 組 良 yz 床面

3.9 体部は僅かに丸味を 底部全面及び体部下端 石英，長 外黒褐色

414 7.0 もって外方に開く 回転へラ削り 石，雲母 内暗褐色

口縁は僅少に外反 を含む

9 E手 12.6 平底 ロクロ痕 ロクロ痕 密 優 % 床面

3.8 体部は僅かに丸味を 底部全面及び体部下端 石英，長 外濃黄褐色

415 5.9 もって外方に開く 手持ちへラ削り 石，雲母 内濃黄褐色

口縁は僅少に外反 を含む

10 坪、 13.4 平底，僅かに上げ底気 ロクロ痕 ロクロ痕 密 良 口縁~欠 東カマ

4.6 味 底部ー糸切り後周辺子 長石，雲 外暗褐色 ほぽ完形 ド

417 5.8 体部は僅少に丸味を 持ちへラ削り 母を含む 内明褐色

もって外方に開く 体部下端子持ちへラ

口縁は少し外反 削り

11 界 15.0 平底 ロクロ痕 ヘラ磨き 車E 良 yz 西カ 7 内黒土器

4.1 体部は僅かに丸味をも 底部一全面回転へラ削 内黒 石英，長 外暗褐色 ド 底部外面

413 7.0 ち外方に開く り 石，雲母 内黒色 焼成後刻

口縁は少し外反，内側 体部下端回転へラ削 を含む 書[-J 
に肥厚する り

底部刻書

12 土手 16.0 平底 ロクロ痕 へフ磨き 密、 優 よ4 床面 内黒土器

ι1 体部は下方で丸味をも 底部回転糸切り後周囲 内黒 長石，雲 外褐色

412 7.2 ち以後直線的に開く 及び体部下端回転へラ 母を含む 内黒色

口縁は小さく外反 削り

13 王手 14 平底 ロクロ痕 へラナデ 密 良 yz 覆土 内黒土器

5 体部は僅かに丸味を 底部一糸切り後周辺回 内黒 長石を含 外明褐色

416 6.4 もって外方に開く 転へラ削り む 内明褐色

口縁は外反 体部下端回転へラ削

り

14 I不 口縁部破片 墨書 密 焼成良 墨書土器

長石を合 外明褐色 体部外面

601 む 内明褐色 字体不明

15 I手 体部は僅かに丸味を 体部墨書 密 優 床上 墨書土器

もって外方へ開く 外明褐色 「財」
136 口縁は小さく外反 内明褐色 休部外国

603 

16 荷台付 体部墨書 密 良 墨書土器
皿 外淡褐色 内面

6 内淡褐色 字体不明
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

17 皿 体部破片

602 

18 砥石

須恵器

301 聾底部

利用

19 磨石 現存長 9.0 端部に磨滅部を残すが

幅 7.0 他は風化が激しい

101 

20 万子 現存長 茎がやや湾曲する

身 12.3 関部は残存せず

201 茎 6.65 有無不明

幅身 2.0

茎 1.2

厚身 0.35

L主」二4

014号祉-竪穴住居壮一(6-44----47図，図版6-9) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

粗 良 墨書土器

微砂粒を 外褐色 外面

含む 内淡褐色 字体不明

密 良 床面 砥石代りに

外青灰色 使用された

内 痕跡あり

砂岩質

関部及び

茎端部欠

損

形状一方形。規模ー3.85m X 4.00 m。主軸方向-Aカマド・ N-160-EoBカマド・ N-1090-E。

カマドの位置-Aカマド・北壁中央部。 Bカマド・東壁中央部。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝一全周。

幅深さは 15cmo -8 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考-西壁の北寄りと南寄りの二ヵ所に焼土

を検出。遺物は，北西コーナー壁直下，北壁カマド前床面，南西コーナー側床面から土器の出土がや

や顕著に認められた。土器の量は多いが，ほとんど破片もしくは，破損品である。

Aカマド

大きさ-190cmX 160 cm。構材一白色粘土(砂質)。壁への切込み一浅い半円形。 40cmX 155 cm。

袖部一左 45cm。右 55cm。燃焼部一幅 65cm。煙道部一脅曲的。天井部一後面崩落。備考ー火床下

埋土施設あり。 B→Aへと移行。

Bカマド

大きさ-210cmX 140 cm以上。構材一白色粘土(砂質)。壁への切込み一深い半円形。 90cmX 130 

cm。煙道部一長さ 90cm。昇角一150"""'450。屈曲的。天井部一後面の遺存良好。備考一前面破壊消失。

014号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 聾 口径 21.4 口唇部は重立する 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 焼 成 良 口縁部~ 土師質

穂高 (8.8) 複合口縁を呈し，口縁 胴部ー叩き 微砂粒を 外淡褐色 胴部のみ 須恵器

422 底径 は外反 合む 内淡褐色

胴部は丸味をもつよう

である

2 杯 21.8 平底 やや荒いへラ磨き へラ磨き 密 良 >6 床直上 内黒土器

7.8 体部は僅かに丸味を 底部全面及び体部下半 微砂粒を 外淡黄褐色

426 10.2 もって外方に聞く 一手持ちへラ削りとへ 含む 内暗褐色

ラ磨き

-326-



法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

3 Eヰ 15.4 平底，体部との境は丸 横ナデ 横ナデ 手且 良 口縁部y3 床直上 墨書土器

4.1 味をもつ 底部一回転糸切り後周 微砂粒を 外赤褐色 底部y，; 体部外面

604 7.6 体部は直線的に開く 辺及び体部下端手持ち 含む 内赤褐色 「酒」

口縁は外反 へラ削り

4 界 14.5 平底 横ナデ 横ナデ 密 不良 体部y3欠 床面

4.7 体部はやや丸味をもっ 底部全面及び周囲手 微砂粒を 外明褐色

416 8.2 て外方へ開く 持ちへラ削り 含む 内暗褐色

口縁は外反

5 土手 12.6 平底 ロク口調整 ロク口調整 やや組 良好 完形 東カマ

5.2 体部は下方で屈折する 体部下半一手持ちへラ 外暗赤褐色

410 5.4 口縁は少し外反 削り 内暗褐色

底部ー全面手持ちへラ

削り

6 巧t 12.2 平底 横ナデ 横ナデ 密 良 体部y3欠

411 4.1 体部は僅かに丸味を 底部全面及び体部下端 微砂粒を 外赤褐色

十 G.3 もって外方に開く 手持ちへラ削り 含む 内赤褐色

401 口縁は少し外反

7 I不 12.8 平底より内轡しつつひ 墨書「申甲J ナデ 粗 良 体部% 体部外面

4.4 らき口縁部で外反する 底部ー全面手持ちへラ 石英，長 外口縁褐色 底部% 墨書

602 6.0 削り 石を含む 底部淡褐色 「申申J
体部下端手持ちへラ 内淡褐色

削り

8 主手 15.7 平底 横ナデ 横ナデ 宮、 良 体部活 床面

4.5 体部は直線的に外方へ 底部全面及び体部下端 微砂粒を 外淡黄褐色

417 7.3 開く 手持ちへラ削り 含む 内淡黄褐色

口縁は少し外反

9 I手 15.0 平底 横ナデ 横ナデ 粗 良 y3 床面

4.6 体部は直線的に外方へ 底部全面及び体部下端 ヘラ磨き 微砂粒を 外濃青灰色

415 7.8 開く 手持ちへラ削り 含む 内青灰色

口縁は外反

10 I手 16.2 平底 横ナデ 横ナデ 粗 良 口縁% 北カマ 内黒土器

4.8 体部は僅かに丸味を 底部全面及び体部下端 黒色処理 微砂粒を 外淡黄褐色 底部完 ド

414 7.4 もって外方へ開く 一手持ちへラ削り 放射状のへラ磨き 含む 内黒色

ロ縁は外反

11 工手 13.7 平底 横ナデ 横ナデ 粗 良 口縁y3 上層 内黒土器

4.1 体部は僅かに丸味を 底部一回転糸切り後周 黒色処理 微砂粒を 外黄褐色 底部y，;

408 6.8 もって外方へ開く 辺手持ちへラ削り 放射状のへラ磨き 含む 内黒色

体部下端手持ちへラ削り

12 Z不 11.8 底部より，器厚を減じ 体部墨書[-J 組 良 ys 墨書土器

3.6 ながら直線的にひらく 底部周辺及び体部下端 外淡褐色 体部外面

601 5.6 手持ちへラ削り 内口縁淡褐色 「一」

底部黒色

13 E平 平底 底部全面及び体部下端 磨き 車E 良 底部y3 内黒土器

一手持ちへラ削り 黒色処理 長石含む 外褐色 底部外面

7.2 底部墨書「丈J 内黒色 墨書「丈」

14 王手 11.8 平底 体部墨書「一」 密 良 ys 体部外面

体部は直線的に開く 体部下端，底部周辺 長石含む 外赤褐色 墨書土器

606 6.8 口縁は若干外反 一回転へラ削り 内赤褐色 「一」

15 局台付 17.7 荷台付の界 横ナデ へフ磨き 粗 良 ys 床直上 内黒土器
412 主手 6.6 高台は「ハ」の字状に開 底部全面及び体部下端 黒色処理 微砂粒を 外淡赤褐色

+ 9.6 く 一回転へラ削り 合む 内黒色

425 体部はやや丸味をもっ 高台脚部ーへラ削り

て外方に聞く

口縁は若干外反

16 I不 体部墨書 良 口縁部 墨書土器

外明赤褐色 破片 体部外面
603 内明赤褐色 字体不明

17 I手 体部墨書 良 体部破片 墨書土器

外明黄褐色 体部外面

603 内明黄褐色 字体不明
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法 量 特 徴 位誼

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 持5 外 商 内 面 層位

18 勾く 体部墨書 ヘラ磨き 砂粒少量 良 体部破片
体墨字内書体部黒土外不土器面明器黒色処理 合む 外明茶褐色

603 内黒色

015号土止 竪穴状遺構 (6 -48図)

遺 構

形状一方形。規模-1.55mX 1.25 m。深さ，削平面より 25cm。底面 ほぽ平坦。やや堅い。備考一性

格不明。出土遺物なし。
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Loc 19遺跡



7. Loc 19 (郷部，石橋台 1)遺跡の調査 (別図 7図， 7 -1 ----12図，図版 7-1) 

(1)立地

本遺跡は，ニュータウン東側を画している小橋川と，その支流が形成する複雑な溺れ谷に固まれた

台地上に位置する。この台地は北東側を小橋川に，東側をその支流に，西側と南西側を更に別の支流

に固まれ，三方が谷に面して，真北に伸びた舌状台地となっていた。この舌状台地先端部のやや広い

台上には鬼高期を中心とする住居社約 70軒が検出された Loc19-II遺跡が所在したが，本遺跡はこ

の南側の台地基部，平坦部の少ない馬の背状の尾根に近い台地上に所在する。台地先端部の Loc19-II 

遺跡とは東側から入る浅い谷によって画されている。台上の最高部の標高は 35.2m，谷の標高は約 13

mで，比高 22m余を有する。北側の浅い谷を除いては東西の谷とは急傾斜をなしていた。台地上は

平坦部が畑地として利用されていた。

(2) 調査の経過

本遺跡の調査は，昭和 44年 11月末から翌 46年 2月中旬まで，途中若干の断続はあったが実施さ

れ，約 5，800m2の範囲について発掘調査した。

調査着手時の表面的観察によれば，土器片等の散布は薄く ，また，分布調査報告書によれば，縄文

式土器及び土師器の散布する遺跡とされていた。このため，全域にわたってトレンチを設定し，遺跡

の性格等の確認から始めることとした。

これらのトレンチは，台地上の平坦部から北東側のゆるやかな斜面にかけて幅 2mで4本，計 190

m にわたって設定した。

この結果，遺構は検出されず，縄文式土器及び土師器の破片が少量出土したのみであった。また，

土層の状態は，第 1層は厚さ 15----25cmの耕作土，第2層はやわらかな褐色土で 15----20cm，第3層

は暗褐色土で 15----25cm第 4層はソフトローム層であった。

以上のトレンチ発掘の成果をもとに，第3層下部まで重機で削平排土し，その後の精査を人力によ

り実施した。その結果，国分期の住居牡4軒の他，風倒木痕等の土墳を若干検出した。遺物は土師器

の他， 縄文時代早期の土器片等が出土した。

検出した遺構，遺物は次のとおりである。なお，風倒木痕等については省略した。

(3) 遺構と遺物

001 号壮一竪穴住居壮一 (7-1~3 図， 図版 7 -1) 

遺構

形状一方形。規模-5.10m x 4.95 m。主軸方向-N-18'-W。カマドの位置 北壁中央部やや右寄。



壁一ほぼ垂直。壁高約 30'"'-'50cm。壁溝全周。幅 15'"'-'25cm。深さ 7cm。床面一ほぽ平坦。堅固。

柱穴 4個。備考 カマドの北東側に壁に沿って焼土検出。又，その付近に丸太状の木炭が検出され，

床面に焼土，木炭等が粒子状となって出土しており，火災にあった住居祉と考えられる。

カ マ ド

大きさ 110 cm X 125 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一浅い半円形。 20cmx80 cm。袖部-60

cmx35 cm。焚出部-20cm。燃焼部幅 60cm。煙道部響曲。70cm。天井部一後面一部遺存。備

考 燃焼部には焼土と黒色土が充満。火床は約 10cmの深さで、良く焼けている。袖部等補強材として

土器片が利用されている。

遺物

出土遺物は数点の土器と鉄製品(1点)である。土器はいずれも図示し得ぬ程の小破片で，カマド，

床面及び床面直上から各々出土している。鉄製品は片刃で万子状のものであるが，一部欠損している。

西側周溝中から出土している。

001号杜遺物一覧表

番号

l 

501 

2 

201 

法 量 特 徴

名 称
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

翠 口径 18.8 頚部は「く」字状に外 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ

器高 反する 頚部ーへラ削り後へラ 服部へラナデ

底径 ナデ

鉄器 現存長 9.1
最大巾 1.7

厚 0.35 

002号壮一竪穴住居壮一 (7-4図，図版 7-1) 

遺構

位篭

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼 成 良 口縁泌 カマド

外暗褐色 内

内暗褐色

周溝

形状 方形。規模一西壁 4.20m。プランの東側半分は削平されている。主軸方向-N-9'-E。カマ

ドの位置一北壁中央部。壁一垂直。 15cm。壁溝一幅15'"'-'30cm。深さ-10cm。東側壁，壁溝共に削

平のため確認できない。床面 ほぽ平坦。部分的にやや軟弱。柱穴 4個。備考東側が削平されて

いるため，プラン等明確でない。柱穴の位置から東西に長い長方形に近い形と考えられる。

カ マ ド

大きさ-80cmx90cm。構材一白色粘土。壁への切込み ややくの字状。 30cmx65 cm。袖部-25

cmx40cm。焚出部 15cm。燃焼部-40cm。煙道部-40cm。直線的。昇角約 45'。天井部一後面遺

存良好。備考一燃焼部には焼土が充満し，火床は掘り込みないが，良く焼けている。

遺物

出土遺物は数点の土器のみである。いずれも小破片で、ある。住居祉の大半を削平されているためも

あってか，埋土中及び床面からの出土はない。
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002号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 護 口径 平底の底部から内電気 胴部ー縦位へラ削り 横ナデ 密 焼成良 底部のみ カマド 二次焼成

器高 味に胴部が立上る 胴下位横位へラ削り 外暗褐色 内 を受けた

502 底径 9.9 底部一一定方向のへラ 内暗褐色 可能性あ

削り り

003号祉-竪穴住居社 ( 7一 7図，図版 7-1) 

遺 構

形状 長方形と想定される。カマドの位置 北西壁の西寄り。壁 西側の一部を除いて明確でトない。

壁溝不明。床面 ソフトローム中，軟弱。柱穴一不明。小ピット 1個。備考一床面上に炭化材

が住居祉の北寄りを中心に出土し，焼土も多く見られることから火災を受けた住居祉と考えられる。

カマド

大きさ-95cmx85 cm。構材一砂質粘土とローム。壁への切込み一深い半円形。 35cmx85 cm。袖

部-35cmx30 cm。焚出部-30cm。燃焼部幅 40cm。煙道部-45cm。直線的。昇角 約400。天井

部一後面一部遺存。備考一燃焼部は焼土と黒色土が充満。内壁は良く焼けている。火床は掘り込みほ

とんどなし。

遺物

出土遺物は数点の土器である。いずれも図示し得ぬ程の小破片である。

003号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 斐 口径 22.0 口縁は外反し，外側に 横ナデ 横ナデ 密 焼 成 良 口縁ys 北側

器高 稜をもつ 外明褐色 床直上

503 底径 内明褐色

2 I不 12.6 内轡しながら立ちあが ロクロ使用 ロクロ痕 密 良 !イ 北側 内黒土器

り，ほぽ直線的にひら 体部下端ーへラナデ へラ磨き 外暗褐色 床直上

503 く 内黒 内黒色

3 長頚瓶 屑の一部が遺存する 明るい灰粕 ロクロ痕 密 良 }ィL 北側 灰紬陶器

薄手 外淡緑色 床直上

503 内黄白色

004号祉 竪穴住居壮 ( 7-10図，図版 7-1) 

遺構

形状不明。規模一明確でない。主軸主向 (N-740-Wo) カマド位置東壁。壁溝不明。床面

ーローム層まで深く掘り込んでいない。焼土のある部分の前方にa床面と思われる踏み固められた部分

が認められたが，他ははっきりと区別できない。柱穴一不明。ピットは貯蔵穴的なものが 2個検出さ

れた。備考 削平のため，プラン等不明瞭。カマドは浅い掘り込みの火床の部分が残存し，中の焼土中

q
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から土器小破片と土製支脚の破片が出土した。また，東側の小形のピット内からは坪が2個下向きに

重なって出土している。北側の方形のピットはやや浅いが，土師器坪の破片が埋土中から出土してい

る。

遺物

出土遺物は土器と土製支脚(1点)である。土器はピット内から出土した坪 2点を除き，数点の小

破片である。支脚はカマド火床内から破片が出土。

004号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 官主 外 面 内 面 層位

1 t手 口径 13.3 平底の底部から内管し ロクロ痕 ロクロ痕 密 ;焼成良 信フ土~tf3ノ ピット

器高 4.2 ながらひらく 体部下端手持ちへラ 外赤褐色 内

401 底径 6.0 削り 内赤褐色

底部一回転糸切り後二

方向の手持ちへラ削り

2 t手 13.7 平底の底部から外反ぎ ロクロ痕 ロクロ痕 密 良 佐7'GJf:ノ:/， ピット 焼成は他の

4.4 みにひらく 体部下端一手持ちへラ 外明褐色 内 土師器より

402 5.8 削り 内明褐色 良く土師質

底部一切り方不明 須恵器とも

一方向の手持ちへラ削 考えられる

り後へラナデ

LOC 19遺跡内遺物一覧表 (7-12図)

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

縄文式 口径 尖底より内管しながら 密 焼成良 底部のみ

土器 器高 ひらく 繊維含む 外暗褐色

001 深鉢 底径 17.3 内暗褐色

2 t手 12.4 平底より内毎しながら ロクロ痕 ロクロ痕 密 不良 口縁ys
4.2 ひらく 体部下端手持ちへラ 長石細粉 外明赤褐色 底部yz

501 5.8 削り 含む 内明赤褐色

底部一切り方不明，手

持ちへラ削り

3 杯 上げ底の底部より内管 体部下端一回転へフ削 ナデ 密 良 底部のみ 二次焼成

して立ちあがり直線的 り 外明赤褐色 を受けた

501 7.9 にひらく 底部一回転糸切り後一 内明赤褐色 可能性あ

部回転へラ削り り
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Loc 20遺跡



8. Loc 20 (山口)遺跡の調査(8図， 8 -1 ~272 図，図版 8 -1 ~113) 

(1)立地

成田ニュータウン内遺跡群の所在する地域は，西は印据沼及びそれに注ぐ江川に，東は利根川に注

ぐ根古名川及びその支流である小橋川によって画され，標高 30m前後の複雑な台地状の地形を呈し

ている。

本遺跡はこの成田ニーウタウン区域のほぽ中央に位置し，北東の根古名/11から浸入するこつの樹枝

状の小支谷にはさまれた細長い尾根状の台地の基部近く，標高 33mの地に所在しており，中央部に

は南側の小支谷からさらに小さく浅い谷が入り込んでいる。北側及び南側の谷はともに狭く，調査時

点では，北側の谷は湿地で，南側の谷は新田池と呼ばれる溜池となっていた。

本遺跡の所在する台地上と谷との比高は，北側の谷が 13m，南側のそれは 15mを測り，斜面は急

傾斜をなしている。

なお，本遺跡の地籍は，成田市山口字船塚台及び同字石塚，同字池之台の 3地籍にわたる。また，本

遺跡は当初 Loc20~Loc26 の 7 区域に細分されていたが，各々連続して位置しており，調査に入る

時点では，同一の遺跡として把握し， Loc 20を代表として呼称した。

(2) 調査の経過

本遺跡の調査は，昭和45年7月下旬から開始され，当初は，調査区域全域にグリッドをまばらに設

定し，坪掘り的に試掘を実施した。その結果，台地上の土層は大略第 l層一表土(耕作土)，第2層一暗

褐色土層，第3層ーソフトローム層，第4層一ハードローム層の順であり，遺構は大部分が，第2層一暗

褐色土層の中ほど，ないしは，下部以下の面で確認された4そして 11月から若干の期間を置いて，試

掘で得られた成果をもとに試掘のグリッド及び台地の横断セクション土手を残し他は重機で第2層中

~下部まで削平した後，遺構の確認作業を行い本格的な発掘調査に入った。

遺構の検出作業の結果は，竪穴住居牡等 80余の数にのぼる遺構の他，更に掘立柱建物牡群や，墳丘

の削平されていた古墳4基が検出され，調査は翌 46年8月まで約 1年を要した。なお，本遺跡の調査

にあたっては，次のようないくつかの調査方法を行った。竪穴住居祉を例にとれば，まず基本として

埋土の観察用に十文字形にセクション土手を残すとともに，壁及び床面の状態を観察するため，セク

ション土手から続く両側の壁外及び床面にさらに小トレンチを設け合せて発掘する方法をとった。柱

穴等ピットについては，確認された面での平面プラン及び埋土の状態，さらに，発掘後の平面プラン

等別に図化するとともに，柱穴及び床面等の確認のため，床面下の調査を行い，カマドについては，

別途精査し図化した。また，遺物の出土状況については，縮尺 1/20で出来る限り図化することとし，

必要に応じて別途作図することとした。
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このような調査方法は，竪穴住居祉等遺構について，構築一使用一廃絶-埋没という一連の過程が

どれほど復元出来るかという目的意識に基づいて試みたものであった。しかしながら，本遺跡でとっ

た調査方法の成果も，調査後 10年余の歳月と実質的な整理期間の関係から，十分生かすことが出来

ず，ここに報告することを残念に思う次第である。

(3) 遺構と遺物

検出された遺構は古墳時代竪穴住居祉4軒，同滑石製模造品工房社9軒，奈良~平安時代の竪穴住

居牡54軒，掘立柱建物社9棟，製鉄関係の遺構 10基，溝その他6，古墳4基である。このうち，古

墳については，前回報告済である。遺跡・遺物の各々の概要は以下の通りである。

001号祉-竪穴住居壮一(8-1・2図，図版8-3) 

遺構

形状一不整方形。規模-4.35m X 3.80 m。主軸方向-N-980-E。カマドの位置一東壁中央部。壁

一ほぽ垂直・ 35cm。壁構一全周。幅・深さは 20，，-，25cm・-6"-'ー10cm。床面一部分的に凹凸あり。

柱穴ー 4個。他にピット 1個あり。備考一南西コーナーから北壁中央部にかけて，溝状遺構が壁の

一部，覆土を切って走っている。

カマド

大きさ一揖乱を受け不明。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形。 25cmx80 cm。備考ーカマド

の前面部が著しく擾乱を受け，右半分の粘土がわずかに遺存しているのみ。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品であり，小破片が多い。床面から

数点小破片が出土したほか，埋土中から大半が出土している。

001号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考 l

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 蜜 口f圭 17.6 体部はゆるく内脅しな 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 口縁部~ 402床

402 器高 がら立ちあがり，口縁 胴部一縦位へラ削り 胴部積位へラナ 砂粒含む 外暗褐色 残 上10cm

407 底径 部は「く」字状に外反す デ 内赤褐色 上

408 る 407 
409 最大径は胴部上位 覆土中

切1

2 綿 16.4 体部は内脅しながら立 口縁部ー横ナデ 横方向のへラナデ 砂粒長石 % 401覆 内黒

401 7.3 ちあがり口縁部でほぼ 体部一横ナデ後横方向 後横位と斜位のへ 粒含む 外明褐色 土中層

405 10.4 垂直 のへラ削り ラ磨き 内黒色 405覆

406 器肉肥厚 黒色処理 土上層

407 406 

407 
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 罪主 外 面 内 面

3 王平 22.2 体部はゆるやかに立ち 体部下半一手持へラ削 全面へラ磨き

あがり口縁部で外反す り 黒色処理大半消失
501 る している
410 

4 杯 14.0 体部直線的に立ちあが 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ

4.0 る 体部下端と底部全面

502 8.7 一回転へラ削り

5 坪 体部は直線的に立ちあ 底部一手持へラ削り 全面ロクロナデ

がる 体部ーロクロナデ

115 8.0 底部と体部下半肥厚

002号祉-竪穴住居牡ー(8-3.......5図，図版8-3・4) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 優 3生 501覆 内黒

砂粒長石 外褐色 土上層

合む 内褐色 410覆

土上層

密 優 y.i 覆土上 須恵器

砂粒長石 外灰色 層

内灰色

密 優 u 覆土中 須恵器

砂粒長石 外灰色

含む 内灰色

形状一方形。規模-3.25mx2.75 m。主軸方向-N-47030'-W。カマドの位置-北西壁中央部。壁

一ほぽ垂直，40cm。壁溝一無。床面ーノ、ードローム層に構築。ほぽ平坦。カマドから中央にかけては堅

固。柱穴より壁側はやや軟。柱穴-3個。北西隅は検出されず。他に壁際に小ピット多数あり。備考

ープラン全面に土師器聾・坪片が多数出土。隆平永宝が床面にくいこむ状態で出土。

カマド

大きさ-140cmX 120 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形。 65cmx85 cm。袖部一左右共

幅 35cm・高さ 40cm。焚出部一半円形。長さ 25cm。燃焼部-60cmx50cm。煙道部一長さ 50cm。

昇角 600-400。煙道口に段あり。天井部一後面の遺存は良好。

遺物

出土遺物は土器，土製品，鉄製品，銅製品がある。土器は埋土上部から床面にかけて多量に出土し

ているが，いずれも破片もしくは破損品であり，小破片が大半を占める。土師器要のほか須恵器蜜の

破片も数点認められるがいずれも器形をうかがいしれぬ程の小破片である。土製品は支脚の破片が1

点，カマド内から出土している。鉄製品は万子 1点の他に，カマド内埋土中から鉄鉄1点，埋土中部

から鉄片 1点が出土している。銅製品は銅銭(隆平永宝一図版8-4)であり，床面に密着した状態

で出土した。なお，銅銭については鋳と風化により実測及び採拓は困難であったため写真図版のみに

留めた。

002号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層日立

1 王平 口径 13.0 やや上げ底状の底部か 底部は回転糸切り後周 密 焼成優 ~ 墨書土器

器高 4.2 ら体部は内脅ぎみに立 辺部を回転へラ削りし 微砂粒を 外淡明褐色 底部完存 「仔j

462 底径 6.4 ちあがり口縁部で肥厚 体部下端も回転へラ削 含む 内淡明褐色

602 する りが施される

口径と底径の比は約 体部に「仔Jの墨書

2 ; 1である
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

2 I不 13.8 偏平な底部ながら体部は 底部全面及び体部下端 全面にへフ磨きが

4.5 内毎気味に立ちあがり口 は回転へラ削りが行わ 行われる

414 6.7 縁部でやや外反する れる 内黒一部残存

ω8 口径と底径の比は約2: 以上はロクロのナデが

みられる

3 高台付 13.7 高台は外反し張り付け 全面にロクロのナデが 全面にへラ磨きが

452 皿 3.5 られ先端は丸い 行われる 行われる

453 6.5 体部は直線的に大きく 内黒一部残存

505 開き口縁部で肥厚する

457 

4 皿 内建ぎみに大きく関い 体部に墨書あり「冊」 ヘラ磨き

た体部は口縁部で肥厚

462 し外反する

601 

5 万子 現存長 5.6

幅 1.55 

203 厚 0.3 

銅銭

202 

003号祉-竪穴住居壮一(8-6'"'-'8図，図版8-5・6・7) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 優 %欠 414 内黒土器

微砂粒を 外暗褐色 下層

含む 内暗褐色 508カ

マド内

口縁%欠 452中層 内黒土器

外淡明褐色 453中層

内淡明褐色 505表面

457下層

密 優 下層 墨書土器

微砂粒を 外淡褐色 体部外面

含む 内淡褐色 「俳」

身一部残 床面

存

完形 床面 図版8-4

隆平永宝

形状一方形。規模-2.25mX 2.35 m。主軸方向-N-120-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 60cm。壁溝一全周。幅深さは， 15cm， -5.........10 cm。床面一ハードローム層に構築。ほぽ平

坦。暗褐色土・ソフトローム・ハードロームブロックを 15.........20cmの厚さで貼床する。柱穴-検出さ

れず。備考一遺物は土師器，査(完形)，鉄津等。

カマド

大きさ-90cmx75cm。構材一砂質粘土。壁への切込みーカマド主体が壁外に構築されている。 60

cmx75cm。袖部一不明。焚出部ーなし。燃焼部一長さ 45cm。煙道部一長さ 65cm。昇角 45。前後。

屈曲的に立ち上がる。天井部一後面の遺存は良好。備考一火床には灰がかなり厚く堆積していた。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品及び鉄津である。土器は長頚瓶2点及び坪2点を除き，破片もしくは破損

品であり，出土量の割に聾については形をうかがえる程の破片はなしh。坪は土師器のみである。長頚

瓶 2点は埋土の最上面で検出されたものである。この検出面は暗褐色土の下部で，住居牡プランが明

瞭でなく，カマドの上面も検出されていない段階での発見であった。鉄製品は鉄片等 2点で埋土上部

及び中部から，鉄津は 2点で，上部から各々出土している。
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003号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 進存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 届位

1 長類瓶 口径 5.4 台部は低く外反し，端 底部は回転糸切り痕が 口縁部に粕がかか 歓密 焼成良 完形 覆土上

器高 13.2 部はやや丸い みられ，台部はロクロ る 外暗灰色 面

401 底径 5.5 胴上部に最大径をもち 使用のナデが行われる 内暗灰色

肩が強く張る 類部下より胴上部まで

頚部は外反して開き口 粕がかかる

縁部は肥厚し外側に凹 一部銀色に発色してい

商をつくる る

2 長頚瓶 4.5 高台は外反して貼り付 粕が多量にかかる 口縁内側に粕 密 ほぽ完形 覆土よ

12.8 けられ，端部は偏平で 粕多量にか 口縁部及 面

402 6.4 ある かる ぴ高台が

胴中央に最大径をもち 一部欠

肩は強く張る

外望号する頚部から大き

く開いた口縁は肥厚

し，外側に凹面をつく

る

3 I手 12.4 偏平な底部から若干内 底部は全面手持ちへラ 全面にロクロのナ 密 良好 cフ'eJf:ノJ 覆土上 刻警土器

4.0 管気味に体部が立ちあ 削りを行い，体部下端 デがみられる 細砂粒を 外淡茶褐色 層 底部外面

6.9 がり口縁部で減厚し外 も手持ちへラ削りする 含む 内淡茶褐色 焼成後

反する 底部「合」の焼成後の 「合J
刻寄あり

4 f不 12.0 偏平な底部から内管気 底部残存部全面と体部 ロクロ整形痕がみ 密 良好 YJ 覆土中 底部内面

4.1 味に立ちあがる体部は 下端に回転へラ削りが られる 若干砂粒 外淡赤褐色 層 墨書「圃J
ωl 6.3 ロ縁部で若干肥厚し外 みられる 底部墨書「圏」 合む 内淡赤褐色

反する 他にはロクロ整形が残

る

5 司、 12.4 底部はやや上げ底状で 底部は回転糸切り後周 全面にロクロナデ 細砂粒を % 416覆 刻魯

4.2 ある 辺部を回転へラ削りす が行われる 含む 外淡赤褐色 土上層 焼成前

416 6.6 体部はやや内管し器厚 る 内淡赤褐色 404覆 底部外面

404 を減じつつ立ちあがる 体部下端を回転へラ削 土中層 「メ」

りしている

以上にはロクロナデが

行われる

底部に「メ」の焼成前

刻書あり

6 E手 12.2 やや上げ底状の底部を 底部全面及び体部下端 全面にロクロナデ 細砂粒含 ほぽ完形 床面 墨壷代り

3.9 もち体部は若干内管気 を回転へラ削りしてい がみられる む 外淡縄色 に用いた

407 6.7 味に立ちあがり口縁部 る 器面の泌に墨痕が 内淡褐色 ものと思

で外反する 以上はロクロナデがみ 付着している われる

られる

7 I不 12.4 上げ底状の底部をも 底部全面と体部下端を 全面にロクロナデ 密 良好 う生 覆土上

3.9 ち，若干内毎ぎみに立 手持へラ削りし，以上 がみられる 細砂粒を 外淡茶褐色 層

410 6.7 ちあがる にはロクロナデがみら 含む 内一部黒

体部は口縁部でやや外 れる 色皇す

反する

口径と底径の差は小さい

8 胃、 底部は若干上げ底状を 底部中央はへラ磨きが 底部にへラ磨きが 密 良好 床面 内黒土器

呈す なされ，底部周辺から 行われる 外明赤褐色 墨書

412 体部にかけては回転へ 内黒 内黒色 底部外面

ω4 6.7 ラ削りが行われる 「羊」

底部に「羊」の墨書あ

り

底部静止糸切り

9 Eヰ ほぽ偏平な底部から体 底部残存部と体部下端 内黒でへラ磨きが 密 良好 YJ残 覆土上 内黒土器

部はやや内轡して立ち に手持へラ削りが行わ 行われる 細砂粒を 外淡黒褐色 層

502 17.2 あがる れる 内黒 含む 内淡黒褐色

10 I不 体部はほぼ直線的に立 体部に墨書あり 密 良好 覆土正 墨書

ちあがっている 若干の砂 外赤褐色 層 体部外面

ω5 

一
粒含む 内赤褐色 字体不明
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法
番号 名称

量 特 徴

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

11 Z手 体部はやや内脅して立 ロ縁部は横ナデされ以 口縁部は横ナデき

ちあ古tる 下はへラ削りが行われ れ以下はナデが行

603 る われる

体部に墨書あり「延 指紋と思われる跡

忠?J がみられる

12 I手 体部は内毎している 墨書がみられる「成」

511 

004号祉

遺構とならず欠番とした。

005号祉-竪穴住居牡一(8-9・10図，図版8-7・8) 

遺 構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 良好 武土上 内面に指

若干細砂 外淡褐色 層 紋の跡あ

粒含む 内淡褐色 り

墨書

体部外面

~園」か

密 良 底部~ 覆土上 墨書

細砂粒を 外暗褐色 層 体部外面

含む 内明褐色 「成」

形状一方形。規模-2.00m X 2.05 m。主軸方向-N-460-E。カマドの位置-東側コーナー上。壁

一ほぽ垂直， 18 cm。壁溝一無。床面-ソフトローム上部に構築。やや軟。柱穴-4個。

カマド

大きさ-70cmx55 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一東側コーナ一部分に構築。袖部一不明。

焚出部ーなし。燃焼部，煙道部共に不明。天井部一後面が若干遺存。備考-削平著しい。カマド下に

埋土施設。火床は良く焼けていた。

遺物

出土遺物はごく少量の土器である。いずれも土師器の小破片で，大部分が奮の破片である。器形を

うかがえるものはない。

006号壮一竪穴住居壮一(8-1l---13図，図版8-8) 

遺構

形状一方形。規模-3.50m X 2.90 m。主軸方向-N-470- W。カマドの位置-北西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 38cm。壁溝一全周。幅・深さは 20"""30cm・-8""，，12cm。床面-ほぽ平坦，堅固な貼床。柱

穴一主柱穴無し。他にピット 6個あり。備考ーカマド左脇より刀子出土。

カマド

大きさー90cmx90 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形。 30cmx80 cm。袖部一右幅 15

ロn。左幅 20cm。焚出部ーなし。燃焼部-40cm X 60 cm，深き 20cm以上。煙道部-60cm。昇角

35・"""700。直線的で煙出口で立ち上がる。天井部一後面一部遺存。備考ーカマド下全体に埋土施設。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(万子 1点)である。土器は量的には多いが，いずれも破片ないし破損
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品で，小破片が大半を占める。大部分が埋土中からの出土である。

006号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 要 口径 14.0 胴中部上位に最大径を 口縁部及び頭部を横ナ 口縁部から頭部ま

器高 もち，肩は張らない デする でを横ナデし，以

413 底径 頚部下に段をもち，頚 胴部には斜位のへラ削 下を横位のへラナ

405 部は肥厚し口縁部は外 りを施す デとしている

反する

2 獲 13.0 屑の張りは弱く頚部で 口縁部から頭部までを 摩滅が激しく不詳

屈曲し外反する 横ナデし，胴部に横位

423 口縁は端部で更に強く のへラ削りを施す

外反する

3 杯 10.0 底部は丸底状を皇し， 口縁部は横ナデされ， 全面を横ナデして

3.2 体部は内毎気味に立ち 体部は横位のへラ削り いる

429 丸底 あがる がなされる

口縁部端は細くとがる 底部は手持へラ削りが

行われる

4 q;、 13.2 底部は偏平で，体部は 底部は全面へラ削り後 全面にナデが行わ

4.1 ほぽ直線的に器厚を滅 ナデが行われる れる

421 8.0 じながら立ちあがる 体部下端は横位のへラ 朱が塗られている

口径と底径の差は小さ 削り後ナデられている

~， 

5 t手 13.6 底部は外側は偏平だが 底部全面及び体部下端 全面をロクロナデ

410 3.7 内面は大きな凹凸があ は手持へラ削りがなさ している

510 8.4 る れる，また底部にはー

422 体部は直線的に立ちあ 部へラ磨きが認められ

がる る

口径と底径の差は小さ 体部及び口縁部はへラ

しミ 削り後ナデられている

6 正平 偏平な底部をもち体部 底部は全面手持へラ削 残存部全面にへラ

はやや内笥ぎみに立ち りされている 磨きが施される

427 9.0 あ古tる 体部下端は手持へラ削

り後ナデが行われる

7 万子 現存長10.0 刃部はわずかに内毎し

幅 1.45 ている

201 厚 0.35 先端は丸味をもっ

途中で折れ重なってい

る

007号祉-竪穴住居壮一(8-14""""16図，図版 8-9) 

遺 構

胎土

粗

砂粒長石

粒含む

密

密

砂粒長石

石英を含

む

密

砂粒長石

密

砂粒長石

密

砂粒石英

を含む

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼成良 x 413覆

外暗褐色 土下層

内暗褐色 405覆

土中層

良 x カマド

外褐色 内

内暗褐色

良 うも カマド

外明褐色 内

内明褐色

良 口縁)I，i カマド

外明褐色 底部~ 左脇

内赤褐色

優 口縁~ 410覆 内外面朱|

外半分黒色 底部~ 土下層 塗

半分赤褐色 510覆

内赤褐色 土上層

422 

カマド

右脇

良 )I，i カマド 内外面朱

外褐色 内 塗

内赤褐色

身端部残 カマド

存 左脇

床面

形状一方形。規模-3.10m x 2.90 m。主軸方向-N-470-W，。カマドの位置-北西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 30cm。壁溝一全周。幅・深さは 20，，-，25cm・-4"-'8cm。床面ーハードローム層を 10"-'20cm 

掘り下げ構築。 5"-'20cmの厚きで貼床する。ハードローム面は凸凹ぱはげしい。柱穴-3個。

カマド

大きさ-100cmx 100 cm。構材一砂質白色粘土。壁への切込み一三角形。 35cmx80 cm。袖部一左

右共幅 25cm。焚出部一半円形。長さ 20cm。燃焼部-40cmx50 cm。火床遺存。煙道部-45cm。

昇角 150"-'400。電曲的に立ち上がる。天井部一後面の遺存は良好。

遺 物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも小破片で，わずかに 4点を図示し得た程である。土師
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器要の小破片が大半を占める。

007号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

要 口f圭 22.2 頚部で強く屈曲し口縁 残存部は全面横ナデさ 口縁部から頚部ま

器高 3.5 部は大きく外反する れる でを横ナデし，以

410 底径 口縁部端で器厚を減 下にへラ削り後ナ

じ，外反をゆるめて立 デを施す

上げているため外側に

凹面をつくる

2 護 (23.0) 屑の張りは弱い 口縁部から頚部まで横 口縁部から頚部ま

4.5 頚部で屈曲し大きく外 ナデし以下は斜位のへ でを横ナデし以下

411 反する ラ削り後ナデられてい にはナデを行う

口縁は端部で急に器厚を る

減じ口唇部を立ちあがら

せ外面に凹面をつくる

3 t不 14.4 底部は上げ底状を呈す 底部残存部はへラ磨き 残存部全面にへラ

2.9 体部はほぼ直線的に大 後ナデが行われる 磨き後ナデが行わ

413 きく開いて立ちあがる 体部下半はへラ削り後 れる

ナデが行われ，上半も 朱塗り

ナデが行われる

朱塗り

4 蓋 15.2 天井部で極度に肥厚

2.0 し，端部に向い減厚し

501 て行く

端部は角度を増しやや

開きぎみに治まる

008号祉ー竪穴住居社一(8 -17-"'--19図，図版8-9) 

遺 構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成良 ys 覆土中

径1~2mm 外赤褐色 層

の長石粒 内赤褐色

石英多く

含む

密 良好 ~ 覆土上

細かい長 外赤褐色黒色 層

石粒含む 内赤褐色黒色

密 良好 下4 覆土中 内外面朱

細かい長 外赤色 層 塗り

石粒多く 内赤色

含む

細かい石 良好 ys 覆土上 須恵器

英長石粒 外灰白色 層

含む 内灰白色

大きさ一方形。規模-4.30m X 4.10 m。主軸方向-N -37030'-E。カマドの位置-北東壁中央部。

壁一ほぽ垂直， 60cm。壁溝ー全周。幅・深さは 20cm・-7""""10 cm。床面ーハードローム層に構築。

2""""4 cmの厚さで暗褐色土を貼床する。柱穴 4個。他に壁溝内に小ピット 16個あり。備考一東側コー

ナーの壁溝は幅広で内部より多量の遺物が出土。

カマド

大きさー110cm X 105 cm。構材一暗褐色土を含む黄色粘土。壁への切込み一半円形。 30cmx70

cm。袖部一左右幅 30cm。焚出部ーなし。燃焼部-65cmx60cm。煙道部-80cm。昇角 500。直線的

に立ち上がる。埋土を補填して修正。天井部一後面の遺存は良好。備考ーカマド下に埋土施設。

遺物

出土遺物は土器，石製品，鉄製品である。土器は埋土上部から床面にかけて住居祉内一面に散在し，

多量に出土しているが，いずれも破片である。土師器聾，坪，須恵器杯があるが，いずれも小破片で，

わずかに聾2点を図示し得る程である。坪は小破片であるが須恵器が多くみられる。石製品は砥石 1

点であり，床面から出土している。鉄製品は鉄斧 1点，万子 1点のほか，器種不明の鉄製品 1点が床

面から出土している。
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008号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 苛Z 外 面 内 面 層位

1 婆 口f圭 25.0 胴上部に最大径をもっ 口縁部から胴上部まで 口縁部から頚部ま 車且 焼成良 ys カマド

器高 頚部で肥厚し強く屈曲 横ナデし，以下はヘラ でを横ナデと以下 砂粒長石 外褐色 内

437 底径 する ナデである へラナデとなり下 粒含む 内暗褐色

口縁部は外反し端部で 方をナデとしてい

器厚を減じ立ちあがる。 る

受口状 口縁部から胴上部

まで炭化物が付着

し，以下に灰の付

着がみられる

2 要 25.0 胴上部に最大径をもっ 口縁部及び頚部を横ナ 口縁部から頚部ま 密 優 % 414カ

頚部で強く屈曲し，口 デし以下胴中部までへ で横ナデし，以下 砂粒雲母 外暗褐色 マド前

414 縁部は大きく外反する ラナデである。 をへラナデし下方 粒含む 内褐色 442 

442 端部で器厚を減じ，口 ではナデに変更し カマド

唇部を立上げる ている 附近

3 鉄斧 現存長9.55 有袋式無屑 刃部一部 覆土中

幅 4.0 刃角24.50 欠損 層

201 

4 刀子 現存長身3.9 関部は残存せず 身及び茎 床面

茎5.7 の一部残

202 幅 身1.2 存

茎0.95
厚 身0.4

茎0.3

009号壮 竪穴住居牡一(8-20~22 図，図版 8 -10・11)

遺構

形状一長方形。規模-3.80m X 4.80 m。主軸方向-N-46030'-W。カマドの位置 北西壁北コーナー

寄。壁 ほぼ垂直， 40 cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 20cm・ 10~13 cm。床面ーハードローム層上

部に構築。ほぽ平坦，堅固。ハードロームブロックで貼床する。柱穴 住居社内に 2個。四壁の対称

地に 6個。壁溝内小ピット 9個。備考 021号牡溝に切られている。床面中央部に，投棄されたものと

考えられる木炭 ・焼土がブロック状に存在。

カマド

大きさ-115cmx90 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み 浅い半円形状。 袖部一右幅 20cm，左幅

25 cm。焚出部一長さ 20cm。燃焼部-50cmx50 cm。火床部遺存。煙道部-50 cm。昇角 400~800。

「く J字状に立ち上がる。天井部一後面崩落。

遺物

出土遺物は土器と土製品(支脚 1点)である。土器は多量に出土しているが，いずれも破片であり，

大部分が小破片で、ある。土師器坪の破片が顕著で，墨書土器も多い。大部分が埋土中から出土してい

る。
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009号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・標高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 聾 口径 21.0 肩の張りは弱い 口縁部から頭部までを 密 焼成良 J4 覆土中

器高 頚部で強〈屈曲し，口 横ナデし以下を縦位の 砂位長石 外暗褐色 層

412 底径 縁部は大きく外反し， へラ削りとしている 石英含む 内暗褐色

端部で肥厚し複雑な凹

凸をつくる

2 t不 10.0 体部は内笥気味に立ち 底部及ぴ体部は手持ち 全面横方向のへラ 密 優 % 覆土下

3.4 あがる へラ削りを行う ナデが行われる 砂粒含む 外赤褐色 層

418 5.3 口縁部は績ナデである 内赤褐色

3 王ヰ 体部はやや内毎気味に 墨書「成」 徹密 優 墨書

立ちあがる 体部ーへラ削り 外赤褐色 体部外面

610 内赤褐色 「成」

4 E平 12.0 底部は偏平で体部はほ 底部残存部及び体部底 残存部全面ロクロ 密 u カマド

ぽ直線的に立ちあがる 縁は手持へラ削りが行 ナデがみられる 砂投含む 外明褐色 上

435 8.0 われ，以上にはロクロ 内明褐色

ナデがみられる

5 Z手 12.0 偏平な底部は中央で肥 底部は回転糸切り後周 全面にロクロナデ 密 良 ~ 425 墨書

3.6 厚する 辺を手持へラ削りし， がみられる 砂粒長石 外赤褐色 床面 体部外面

425 7.6 体部は内毎ぎみに立ち 体部下端も手持へラ削 粒含む 内赤褐色 切6覆 「寺成」

506 あがり口縁部で若干外 りしている 土中層

反する 以上にはロクロナデが

みられ，墨書「寺成」

6 王ヰ 12.6 偏平な底部は中央で肥 底部は回転糸切り後周 全面にロクロナデ 密 優 ~ 覆土上

3.7 厚する 辺を手持へラ削りし， がみられる 砂粒長石 外明褐色 層

428 9.0 体部はほぼ直線的に立 体部下端をへラ削りし 石英粒含 内明褐色

ちあがる ている む

口径と底径の差はきわ 以上はロクロナデがみ

めて少ない える

7 王ヰ 11.8 底部は偏平で，中央で 底部は回転糸切り後周 ロクロナデがみら 密 優 % 墨書

3.2 肥厚する 辺を手持へラ削りし， れる 外赤褐色 体部外面

ω2 7.6 体部はほぼ直線的に立 体部下端をへラ削りし 内 「寺成J
ちあがり口縁部で肥厚 ている

する 以上にはロクロナデが

みえる

8 t手 10.6 底部はほぼ偏平で，体 底部残存部は糸切り後 残存部は全面ロク 徹密 優 ~ カマド 墨書

3.5 部はほぼ直線的に立ち 手持ちへラ削りを行う ロ痕がみられる 外赤褐色 袖側上 体部外面

601 6.8 あがり，口縁部で肥厚 体部下端も手持ちへラ 内赤褐色 部 「圏成」

する 削りを行う

口径と底径の差は小さ 体部に圃成」の墨書

、温主

9 I手 底部は偏平で厚く，体 底部は回転糸切り後周 残存部全面にロク 密 優 底部完 覆土上

部は車線的に開き薄い 辺部を手持へラ削り ロナデがみられる 砂粒長石 外暗褐色 層

401 7.2 し，体部下端も手持へ 栓を含む 内暗褐色

ラ削りが行われる

10 杯 偏平な底部は中央で若 底部回転糸切り後体部 密 優 底部完 覆土上

干肥厚する 下端と底部周辺手持へ 砂粒を含 外明褐色 層

413 5.8 体部はやや内管ぎみに ラ削り む 内明褐色

聞く

11 ま手 口縁部でわずかに外反 「寺Jの墨書がみられる 微密 優 破片 覆土中 墨書

する 外 褐 色 層 体部外面

606 内褐色 「寺」

12 主手 「成」の墨書がみられる 徹密 優 破片 セク 墨書

外褐色 ション 体部外面

603 内褐色 下部 「成」

13 坪 口縁部は軽〈外反 残存部全面にロクロナ 口縁部に油煙が付 密 優 覆土中 内外油煙

デがみられる 着する 白色粒 外暗灰色 層 付着

509 一部油煙付着 内暗灰色

14 杯 「成Jの墨書がみられる 敏密 優 破片 覆土下 墨書

外褐色 層 体部外面

ω9 内褐色 「成J
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 jf;ち 外 面 内 面 層位

15 t手 「寺成」の墨書がみられ 鰍密 優 破片 カマド 墨書

る 外褐色 袖側上 体部外面

605 内褐色 部 「寺成」

16 tr; 口縁部で外反する 墨書がみられる「園」か 鰍密 優 破片 覆土中 墨書

外褐色 層 体部外面

607 内褐色 「圃」

17 tr;、 底部に墨書がみられる 内黒 撤密 優 底部破片 カマド 内黒土器

厄DJ 外褐色 左上 墨書

604 手持へラ削り 内褐色 底部外面

「匿口

18 王手 底部に墨書がみられる 徽密 優 底部破片 覆土中 墨書

「家」か 外褐色 層 底部外面

608 体部下端と底部手持へ 内褐色 「家」

ラ削り

19 I手 偏平な底部をもち体部 底部全面をへラ削り ロクロナデがみら 密 良 口縁部欠 カマド 須恵器

は直線的に開く し，体部下端を手持へ れる 砂粒長石 外灰色 く 右袖下

442 6.6 ラ削りする 石英含む 内灰色

010号祉-竪穴状遺構一(8-23図，図版8-11) 

遺 構

形状 不整方形。規模-2.00mx2.00 m。カマド無。壁一緩やかな立ち上がり。 20cm。壁溝一無。床

面ーロームフ+ロック等を踏み固めて貼床する。柱穴-4個。備考一遺構内から北壁，南壁，東壁にか

けて投棄されたと思われる焼土堆積。小形で、カマドもなく住居牡というよりも他の施設として使用さ

れた可能性も考えられる。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも土師器の破片で，埋土中から大部分が出土してい

る。器形をうかがいし得る程の破片はない。

011号壮一竪穴住居壮一(8 -24"-'26図，図版8-11012) 

遺構

形状一方形。規模-5.10m X 4.90 m。主軸方向-N-650-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 57 cm。壁溝一全周。幅・深さは 15"'-'30cm・-9"'-'12 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備

考-100号牡掘立柱建物祉に切られている。

カ マド

大きさ-120cmX 115 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一浅い三角形状。袖部一右幅40cm。左幅

20cm。焚出部ーなし。燃焼部-60cmx55cm。火床の遺存良好。煙道部-65cm。昇角 650"'-'400。湾

曲的に立ち上がり煙出口で開く。天井部一後面の遺存良好。備考一火床下に埋土施設。備考一火床は

かなり焼けている。

遺物

出土遺物は土器，石製品，鉄製品である。土器は中量であるが，いずれも破片もしくは破損品であ

月
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り，小破片が大部分を占める。須恵器坪の出土が顕著でトある。石製品は砥石 1点。鉄製品は万子2点

のほか器種不明の鉄製品が 1点，各々床面から出土している。

011号牡遺物一覧表

番号

I 

506 

2 

516 

403 

3 

430 

508 

422 

4 

428 

5 

411 

6 

101 

7 

202 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

聾 口径 24.0 屑は張りが弱い 残存部全面横ナデ 残存部全面横ナデ

器高 頚部で強く屈曲し，口

底径 縁部は大きく外反し肥

厚する。受口状

I不 13.8 底部は丸底状を呈す体 底部は回転へラ切り後 全面にロクロナデ

4.5 部はほぼ直線的に開き 全面回転へラ削りが行 がみられる

(8.4) 口縁部端は若干肥厚し われる

外反する 体部及び口縁部はロク

ロナデがみられる

主手 14.4 底部はやや上げ底状を 底部は回転へラ切り痕 全面にロクロナデ

4.6 呈し中央で滅厚する が残る がみられる

8.9 体部は直線的に立ちあ 体部及び口縁部はロク

がる ロナデがみられる

口径と底径の差は小さ

しミ

t手 底部はほぼ偏平 底部は全面回転へラ切 残存部全面ロクロ

体部はやや内毎ぎみに り後手持へラ削りが行 ナデがみられる

8.0 立ちあがる われる 底面に焼成後の刻

体部にはロクロナデが 書(印)

みられる

蓋 16.0 天井部に向って肥厚す 底部回転へフ切り後

る 全面手持へラ削り

口縁部は一度水平近く

外反し，端部で再び傾

斜をもたせる

砥石 現存長 6.1 上面に刃を直角にあて

幅 4.0 たような僚痕がある

四面が砥石として使用

され，すれて平坦面に

なっている

刀子 現存長 5.7 鋳化が激しい

幅 0.85 

厚 0.4 
L一一

012号祉-竪穴住居壮一(8-27""-'29図，図版8-12・13)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

粗 焼 成 良 }五 覆土上

砂粒長石 外褐色 層

石英粒含 内褐色

む

密 優 ほぽ完 土師質

砂粒長石 外暗赤褐色 須恵器

粒含む 内暗赤褐色

密 優 ほif完 須恵器

砂粒長石 外明灰色

石英粒含 内灰色

む

密 優 須恵器

外灰色 刻書(印)

内灰色 焼成後

字体不明

密 優 7i 覆土中

砂粒長石 外明灰色 層

石英粒含 内明灰色

む

床面

身先端部 床面

のみ残存

」ー

形状一方形，規模-3.60m x 3.50 m。主軸方向-N-640-W。カマドの位置-西壁中央部。壁一ほぽ

垂直， 40 cm。壁溝ー全周。幅・深さは 20cm・-7""'11cm。床面ーハードローム層を掘り込んだあと

貼り床する。中央部が特に堅固。柱穴-4個。

カマド

大きさ-110cmx95 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一半円形。 25cmx75 cm。袖部-右幅 20

cm，左幅 30cm。焚出部ーなし。燃焼部-40cmx60cm。火床の遺存良好。煙道部-55cm。昇角 70。

""，400。煙道口に埋土して段をつくる。天井部一後面の一部遺存。備考一前面が破壊されている。火床
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は良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器と鉄津である。土器はいずれも破片もしくは破損品であり ，小破片が大半を占める。

埋土上部から床面にかけて出土しているが，いず、れも投棄されたものと考えられる。鉄津は 3点出土

し，いずれも埋土中部から下部にかけて出土している。

012号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 要 口径 22.0 肩の張りは弱い 口縁部及び頚部は横ナ 口縁部から頚部ま 密 焼成 }ず カマド 土師質

器高 頚部で強く屈曲し大き デされ.H同部には叩き でをへラナデして 砂粒金雲 外赤褐色 内 須恵器

421 底径 く外反する口縁は端部 自がみられる おり ，胴部にへラ 母粒含む 内赤掲色

を肥厚させ立上げたた の押圧痕らしきも

め2つの凹面を外側に のがみられる

つくる

胴部で器厚が減少する

2 鉢 24.0 口縁部は内望号し，口縁 口縁部は横ナデきれ， 残存部全面積ナデ 密 優 ys カ7 ド

部下で肥厚し，体部は 体部中位まで横位のへ 微砂粒を 外褐色 内

422 内費ぎみに底部方向へ ラ削り，以下は縦位の 含む 内濃褐色

向い，滅厚して行く ヘラ削りが行われる

3 F手 13.0 底部は内面中央に凹凸 底部は回転糸切り後， 全面にロクロナデ 密 優 YJ カマド

4.2 を持つ 周縁に手持へラ削りを がみられる 微砂粒を 外淡褐色 内

412 6.5 口縁部でわずかに肥厚 施し，更にへラナデを 含む 内淡褐色

し外反する 行う

口径と底径の比は 2: 体部下端は手持へラ削

lである り後へラナデを行う

以上にはロクロナデが

みられる

4 I不 13.0 体部は若干開き口縁部 底部は糸切り後，周縁 全面にロクロナデ 密 優 YJ 床面

3.7~3.8 で外反する に手持へラ削りを施す がみられる 微砂粒を 外淡褐色

407 7.0 体部下端も手持へラ削 合む 内淡褐色

りがなされる

以上にはロクロナデが

みられる

5 I手 13.0 底部は上げ底状を呈す 底部は回転糸切り後， 全面にロクロナデ 密 良 YJ 430 

4.0 体部はやや内轡気味に 周縁部を手持へラ削り がみられる 微砂粒を 外灰色 カマド

340 6.0 開き口縁部で肥厚し外 され，体部下端も手持 含む 内灰色 付近

418 反する ヘラ削りが行われる 418カ

以上にはロクロナデが マド内

みられる

6 I手 15.2 底部は中央で器厚を減 底部は回転糸切り後周 全面にロクロナデ 密 良 口縁一部 カマド

5.1 じ上げ底状となる 辺部を手持へラ削り がみられる 微砂粒を 外淡明褐色 欠 内

414 6.6 口縁部は若干肥厚し外 し，体部下端も手持へ 含む 内淡明褐色

反する ラ削りされる

口径と底径の差は大き 以上にはロクロナデが

し〉 みられる

7 士不 13.0 底部残存部及び体部下 残存部全面にロク 密 YJ 412カ

(3.2) 端に手持へラ削りがな ロナデがみられる 微砂粒を 外淡褐色 マド内

412 (6.2) される 含む 内淡褐色 506覆

506 以上にはロクロナデが 土下層

みられる

8 I手 14.0 体部は大きく開き口縁 底部残存部及び体部下 残存部全面にロク 密 優 % 東側周 墨書

4.15 部は肥厚し外反する 端を回転へラ削り後ナ ロナデがみられる 微砂粒を 外淡褐色 溝上 体部外面

ωl (6.5) デている 合む 内淡褐色 「東J
以上にはロクロナデが

みられる

体部に「東jの墨書が

みられる
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 噴き 外 面 内 面

9 王手 14.8 底部は若干上げ底状で 底部は回転糸切り後周 全面をへフ磨きさ

4.6 器厚が厚く，体部は直 辺部を手持ちへラ削り れている

604 7.0 線的に開き口縁部でや し，体部下端も手持ち

や外反する へラ削りを施す

以上はロクロナデさ

れ，体部に墨書がみら

れる

10 杯 体部は内管し立ちあが 体部上位に墨書がみら

り口縁部で肥厚しやや れる「冊J
603 外反する

11 主手 体部は内笥し立ちあが 体部に墨書がみられる

り口縁部で肥厚し外反 「叶」

ω2 する

12 皿 15.5 底部は上げ底状を呈 底部は回転糸切り後周 残存部全面にへラ

2.1 し，周辺部で肥厚する 辺部を手持へラ削り 磨きがなされる

430 7.0 体部は直線的に大きく し，体部下端も手持へ

413 開〈 ラ削りを施す

013号祉一竪穴住居祉一(8-30........32図，図版8-13・14)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 位7士¥5 カマド 墨書

微砂粒を 外 内 体部外面

含む 口縁部内面に丹 17J 
彩古E認められる 底部外面

「羊」

密 優 破片 東側周 墨書

微砂粒を 外淡褐色 溝上 体部外面

含む 内淡褐色 「朴」

密 優 東側周 墨書

微砂粒を 外淡褐色 溝上 体部外面

含む 内淡褐色 「骨」

密 優 ya 430 内黒

砂位含む 外明褐色 カマド

内暗褐色 付近

413カ

マド内

形状一方形。規模-4.60m X 4.05 m。主軸方向-N-760-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 23cm。壁溝一全周。幅・深さは 15---.....20cm・-7---.....10cm。床面一ほぽ平坦。堅固。全面に貼床

するが，西壁から南壁下にかけて，特に堅固である。柱穴-4個。

カマド

大きさ 110 cm x 105 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一煙道部のみ切込んでいる。袖部一右幅

40 cm，左幅 40cm以上。焚出部一不明。燃焼部-60cmx45cm以上。煙道部-65cm。昇角 50。

---.....300。逆に屈曲して立ち上がる。天井部一後面の一部遺存。備考一煙道口に聾倒立。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品である。土器は埋土上部から床面にかけて多量に出土しているが，窒及び

坪各 1点を除いてはいずれも破片ないしは破損品であるLカマド内に支脚の代用として倒立し置かれ

ていた小形の聾 1点を除いては，いずれも住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。鉄製品は釘 1

点が埋土上部から，万子 1点が床面から各々出土している。なお，I忠JI忠寺JI延忠」等の墨書土器

が顕著である。

013号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

要 口径 13.4 口縁部は「く」字状に外 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼 成 良 ほぽ完 カマド

器高 14.6 反し，口唇部内外商に 頚部~体部中位縦方 体部一全面横方向 石英長石 外赤褐色 内

476 底径 5.9 回線をめぐらす 向へラ削り ヘラナデ 細粒及び 黒褐色

最大径体部中位，頚部 胴都中位以下横方向へ 小石を含 内赤褐色

でやや肥厚 ラ削り む

底部一一方向へのへラ

削り

-350一



法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青手 外 面 内 面 層位

2 要 12.0 口縁部はゆるやかな 口縁部ー横ナデ 全面横ナデ 密 優 y3 475カ

「く」字状に外反し頚部 胴部縦方向へラ削り 外暗褐色 マド内

475 でやや肥厚 内暗褐色 475カ

マド内

3 甑 29.0 体部は口縁部近くで垂 口縁部ーナデ 全面ロクロナデ やや密 優 ys 北側床 須恵、器

直に立ちあがり，口縁 胴部叩き後へラナデ 底部一回転糸切り 外青灰色 面

425 部は大きく外反する 痕 内青灰色

口縁部肥厚

4 I手 13.0 体部はわずかに内管気 口縁部一横ナデ 全面ナデ 組 良 口縁%欠 iカマド

4.5 味に立ちあがる 体部・底部へラ削り 細かい長 外 底部完 内

474 6.0 底径:口径 1: 2 石粒雲母 内

口縁部やや肥厚 片含む

5 土手 11.6 体部はゆるやかに内管 口縁部一横ナデ 全面ナデ 粗 優 ほぽ完 カマド

4.2 気味に立ちあがる 体部・底部ー全面手持 雲母粒合 外褐色 内

467 5.7 器肉肥厚 へラ削り む 内褐色

6 E手 12.0 体部はゆるやかに内管 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 組 良 完形 北側壁 墨書

4.2 気味に立ちあがる 体部一全面横位へラ削 体部一全面へラ削 長石石英 外淡褐色 中層 体部外面

418 6.0 器肉肥厚，口縁部外面 り り後ナデ 多く含む 内淡褐色 「忠J
に凹線めぐらす 底部全面手持へラ削

底径:口径=1 : 2 り

体部に「忠」の墨書

7 t干 13.0 体部ゆるやかに立ちあ 体部ーロクロナデ 内黒 やや組 良 )1; 北側床 内黒

3.5 がり，口縁でやや外反 体部下端手持ヘラ削 全面ロクロナデ 細かい長 外褐色 面 墨書

424 8.0 する り 石粒含む 内黒色 体部外面

体部に「忠寺」の墨書 「忠寺」

底部一回転糸切り無調

整

8 I不 12.0 体部は直線的に立ちあ 体部下半一手持へラ削 一部横ナデ 密 優 ys カマド

4.1 がり，口縁部でわずか り 外褐色 内

474 7.3 に外反する 底部全面へラ削り 内褐色

9 f手 13.0 体部はゆるやかに内管 体部下端手持へラ削 全面ナデ やや密 良 口縁)1; 覆土中 墨書

4.2 しながら立ちあがり， り 外淡褐色 底部% 層 体部外面

610 6.6 口縁部でやや外反する 底部一全面手持へラ削 内淡褐色 字体不明

底径:口径そ 1: 2 り 底部外面

体部と底部に墨書 「骨」

10 E手 13.0 体部は直線的に立ちあ 体部ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 良 y3 床面 墨書

4.2 がり口縁部で少し外反 体部下端一手持へラ削 長石粒含 外明褐色 体部外面

407 7.0 する り む 内明褐色 字体不明

ω7 底部糸切り後周辺手 「園」

持へラ削り

体部に墨書

11 I不 12.6 体部は直線的に立ちあ 体部 ロクロ回転によ 全面ロクロ回転に 密 優 口縁部泌

4.0 がり口縁部で外反する るナデ よるナデ 長石石英 外褐色 欠

149 6.5 体部下半ーへラ削り後 粒雲母片 黒斑あり

一部へラナデ 含む 内焼けむら

底部一回転糸切り後周

辺手持へラ削り後へラ

ナデ

12 I手 14.0 体部わずかに内脅気味 体部一ロクロナデ 全面へラ磨き 密 優 y3 覆土上 内黒

に立ちあがる 体部下端・底部周辺 内黒 外薄褐色 層

423 一回転へラ削り 内黒色

底部回転糸切り

13 t不 体部はゆるやかに内管 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ後 良 良 7.i カマド 墨書

しながら立ちあがる 体部下端一手持へラ削 赤彩 外淡褐色 上 体部外面

401 体部下端で肥厚 り 内淡褐色 正:mJ
608 7.9 底部ー全面手持へラ削

り

体部に墨書2文字

14 I不 体部はゆるやかに内管 体部ーロクロナデ ロクロナデ 良 良 7.i 墨書

気味に立ちあがる 体部下端手持へラ削 細かい長 外明褐色 体部外面

ω1 り 石粒含む 内明褐色 字体不明

底部へラ削り

体部に墨書 2文字

句

E
i

F
h
d
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法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 罪主 外 面 内 面 層位

15 t手 体部はゆるやかに内毎 体部下端手持へラ削 密 良 底部完 墨書

気味に立ちあがる り 細かい長 外淡褐色 体部外面

606 6.0 底部一回転糸切り痕 石石英粒 内淡褐色 字体不明

体部に墨書 多く含む

16 王手 体部はゆるやかに内毎 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 良 良 信Y土15 北側床 墨書

気味に立ちあがる 体部下端・底部周辺 外淡褐色 面 体部外面

418 6.6 一手持へラ削り 内淡褐色 曙皇jか?

611 底部一回転糸切り痕

体部に墨書

17 土手 体部に焼成後刻書 良 良 覆土中 刻書

体部下端ーへラ削り 細かい長 外明褐色 層 焼成後

612 石粒雲母 内明褐色 体部外面

片含む 字体不明

18 t手 ヘラ削り後ナデ ナデ 密 良 床面 墨書

体部に「延忠」の墨書 長石粒雲 外褐色 体部外面

602 母片含む 内褐色 「延忠」

19 lr- 密 優 小破片 覆土上 墨書

雲母粧含 外褐色 層 体部外面

604 む 内褐色 字体不明

20 t手 体部に墨書「忠」 良 良 破片 北側床 墨書

細かい長 外明褐色 面 休部外面

ω3 石粧含む 内明褐色 字体不明

418 

21 土手 底部で肥厚 体部ーロクロナデ ロクロナデ 良 良 墨書土器

底部ーへラ削り 細かい長 外掲色 体部外面

604 体部に「忠口」の墨書 石粒含む 内褐色 「忠仁]

014号壮一竪穴住居壮一(8-33"""'-'35図，図版8-14) 

遺構

形状一方形。規模-3.45m X 3.45 m。主軸方向-N-1080-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 52 cm。壁溝一全周。幅・深さは 15"-'17 cm， -8"-' 11 cm。床面一ハードロームに構築。ほぽ

平坦。中央部は部分的に薄く貼床し，周辺にいく程，貼り床が厚くなり特に壁溝附近は著しい。柱穴

-4個。備考一遺物はプラン全面に散在し，特に南側部分に密である。覆土上層~中層に，土器片が

集中して出土。

カマド

大きさ-135cmX 105 cm。構材一砂質白色粘土。壁への切込み一三角形。 50cmx75 cm。袖部一右

幅 20cm，左幅 30cm，高さ 20cm。焚出部一半円形。長さ 20cm。燃焼部-65cmx60cm。煙道

部-65cm。昇角 40"。直線的に立ち上がる。天井部一後面の遺存良好。備考ーカマド下全面に埋土施

設。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品等がある。土器は出土量のわりに小破片が大部分を占めており，器形をう

かがえる程の破片は図示した 4点と鉄片 1点である。いずれも埋土中からの出土である。鉄製品は鎌

1点である。鎌は床面から出土しているが破損品である。鉄片は埋土下部からの出土である。他に，

絹雲母片岩が1点と際片が l点出土している。

円

L
F
同
u

q
d
 



014号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

1 護 口径~ 25.0 口縁部は強く外反し， 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 粗 焼成優 J;，i 覆土下

器高 口唇部を外反させてつ 体部ナデ 体部ーへラナデ 金雲母石 外暗褐色 層

424 底径 まむ 口縁部に凹線をめぐら 英粒含む 内淡暗褐色

最大径は体部上位 す

2 整 23.0 口唇部で肥厚，ロ縁部 密 優 ys 覆土下 須恵器

外面中位に稜をもぐら 金雲母含 外青灰色 層

416 す む 内青灰色

3 I平 18.0 体部はゆるやかに内管 体部ーへラナデ へラ磨き 密 {憂 yz 504 内外朱塗

504 6.15 しながら立ちあがる 底部ーへラナデ 朱塗り 金雲母含 外赤褐色 501 り

501 11. 0 器肉肥厚 朱塗り む 内赤褐色 上層

429 429 
407 407覆

土上層

4 I手 体部は直線的に立ちあ 体部ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 yz 覆土上 須恵器

力tる 底部回転へラ切り後 金雲母含 外青灰色 層

405 9.0 手持ちへラ削り む 内青灰色

432 

5 鎌 現存長12.45 刃部はわずかに内轡す 先端部の 床面

幅 2.7 る み残存

202 厚 0.35 

015号祉-竪穴住居牡一(8-36・37図，図版 8-15) 

遺構

形状一方形。規模-2.90mx3.20 m。主軸方向-N-60'-W。カマドの位置 西壁中央部。壁一ほぽ

垂直，47.5 cm。壁溝全周。幅 ・深さは 15"-'20cm・-6"-' 11.5 cm。床面ハードローム上層に構

築。ほぽ平坦，堅固。柱穴 4個。他に壁溝内に小ピット 12個が不規則に散在。備考一遺物は，カマ

ド前方部から中央部にかけて集中して出土。

カマド

大きさ 不明。構材一砂質粘土。備考撹乱を受け袖部が一部遺存しているのみで詳細は不明。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品 1点である。土器は多量に出土しているが，いずれも破片もしくは破損品

として出土したものであり ，小破片が大半を占める。器形をうかがえる程度のものとしては土師器坪が

多い。これらは，ほとんど埋土中から出土しており，出土状況から住居廃絶後に投棄されたものであ

る。

015号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土、 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

1 斐 口径 15.0 口縁は「く j字状に外反 内外面にロクロ目 ロクロ目 密 焼成優 yz 覆土中 ロクロ

器高 し，口唇部でやや内轡 内外面とも横ナデ 砂粒含む 外暗褐色 層 整形

444 底径 しながら立ちあがる 内暗褐色

2 t手 14.4 体部は下端で内望号気味 底部 回転糸切り後周 全面へラ磨き 密 優 ほf:f完 459カ 内黒の可

4.9 に直線的に立ちあがる 辺と体部下半手持へラ 砂粒含む 外明褐色 マド内 能性

459 6.5 削り 内明褐色 402覆

402 土上層

q〈
U

F
h
u
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 タト 面 内 面 層位

3 I手 13.8 体部は直線的に立ちあ 体部上半 ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 % 覆土下

4.3 がる 底部回転糸切り後体 微砂粒を 外暗褐色 層

411 6.0 口縁部でやや外反肥厚 部下半と底部周辺手持 合む 内暗褐色

412 へラ削り

体部に「墨書 ?J

4 t手 14.4 体部はやや内管気味に 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 % 墨書

4.3 立ちあがる 底部一回転糸切り後体 砂粒含む 外明褐色 体部外面

6.0 口縁部断面球形 部下端と底部周辺手 内明褐色 I+J 
底径:口径 持ちへラ削り

体部に墨書

5 rf 13.0 体部は下端で内管気味 体部←ロクロナデ 全面ロクロナデ 密、 優 完形 カマド 墨書

4.6 に口縁まで直線的に立 底部と体部下端手持 砂粒含む 外明褐色 内 体部外面

459 4.5 ちあがる ヘラ削り 内明褐色 11-J 
602 口縁部断面は球形

6 高台付 16.2 体部は下端で内管気味 底部回転糸切り後高 ヘラ磨き 微砂粒を 優 床直上 内黒

I手 に口縁部近くまで直線 台周辺ナデ 内黒大部分消失し 合む 外暗褐色

428 的に立ちあがり口縁部 ている 内暗褐色

で水平近くまで外反す

る

7 I手 14.0 体部ーロクロナデ 全面ヘラ磨き 密 優 うも 502覆

502 体部下半と底部ー手持 微砂粒を 外赤褐色 土上層

405 へラ削り 合む 内赤褐色 405覆

408 土中層

501 408覆

土中層

501覆

土上層

8 I手 13.0 直線的に外反 体部上半 ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 y3 441 

441 下半一手持へラ削り 砂粒含む 外明褐色 カマド

416 内明褐色 前下層

504 416覆

土上層

9 町、 14.0 内外面ロクロナデ 密 )4 覆土中

砂粒含む 外黒褐色 層

447 内黒褐色

10 I手 体部に墨書 密 覆土上 墨書

微砂粒を 外明褐色 層 字体不明

504 合む 内明褐色 市旧」か
つ

11 墨書杯 体部に墨書 密 優 破片 覆土中 墨書

微砂粒を 外明褐色 層 字体不明

601 含む 内明褐色

12 墨書杯 底部と体部下端へフ 密 優 破片 覆土中 墨書

削り 微砂粒を 外明褐色 層 字体不明

504 体部に墨書 合む 内明褐色

13 墨書作 体部に「寺」の墨書 密 優 覆土上 墨書

微砂粒を 外褐色 層 「寺」

601 合む 内掲色

14 墨書士手 底部に墨書 密 優 破片 覆土上 墨書

砂粒含む 外明褐色 層 底部外面

603 内明褐色 字体不明

15 鉄製品 現存長 6.5 断面が長方形となる棒 両端部欠 上層 用途不明

幅 0.95 状製品 損

201 厚 0.5 iLJ字状に曲がる
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016号土止一竪穴住居壮一(8-38~40 図，図版 8 -16) 

遺構

形状一方形。規模-3.65m X 4.20 m。主軸方向-N-310-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ

垂直， 37 cm。壁溝一全周。幅・深さは 15..........20cm， -12 cm。床面ーハードロームに構築。ほぽ平坦。

暗褐色土，ロームブロック，ソフトロームで貼床する。柱穴 4本。他に壁溝内に小穴 37個。備考ーカ

マド前方部に須恵器片が多量に出土。南東コーナー，壁溝上から，床面直上にかけて焼土プロック検

出。投棄されたものと考えられる。

カ マ ド

粘土流失，崩落のため詳細不明。

遺物

出土遺物は土器である。出土量は多量で、あるが，いずれも破片もしくは破損品であり，大部分が小

破片である。これらは，住居壮一面に埋土上部から下部にかけて大半が出土しており，住居廃絶後に

投棄されたものである。なお，小破片が多いが墨書土器の出土が顕著である。また，小破片ではある

が，須恵器高台付盤 (8-40図 23)の内部底面には墨痕が濃く残り，さらに一面に研磨痕跡が認めら

れている。硯として代用されたものと思われる。

016号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 要 口径 12.0 口縁部は「コ」字状に外 口縁部内外ー横ナデ 体部ーへラナデ やや粗 焼成優 13 カマド

器高 反，口唇部を垂直につ 体部ー横位へラ削り 石英粒含 外暗褐色 右袖表

511 底径 まみあげる む 内暗褐色 採

最大径体部上位

2 要 体部下端でやや肥厚 体部一叩き後横ナデ 全面叩き後横ナデ きめこま 良好 胴部y.残 カマド 須恵器

下端斜位~横位へラ 台、h、 外茶灰色

466 削り 内茶灰色

3 I手 13.0 体部は内智し，口縁部 口縁部一横ナデ 全面へラナデ 密 優 }ぎ 覆土中

でほぼ垂直に立ちあが 体部へラ削り後へラ 外掲色 層

438 る ナデ 内褐色

509 口縁部でやや肥厚

口縁部と体部の境に稜

が存在

4 lf- 12.0 体部は内管気味に立ち 口縁部横ナデ 全面丁寧なナデ やや粗 良 % カマド

4.0 あカfる 体部全面と底部全面 雲母含む 外暗褐色 中

459 7.0 一手持へラ削り 内暗掲色

5 主手 12.0 体部は直線的に立ちあ 体部に「梗」と他一文字 全面ロクロナデ 密 優 口縁部13 上層

505 3.9 がり口縁でゆるやかに 墨書 外褐色 欠 体部外面

602 8.1 外反する 底部回転糸切後手持へ 内褐色 ifJ[]J 
606 ラ削り

体部一全面ロクロナデ

6 杯、 12.0 体部は口縁部まで直線 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ やや良 7t 覆土上 墨書

4.3 的に立ちあがる 底部一回転糸切後周辺 細かい長 外褐色 底部y. 層 体部外面

432 6.0 と体部下端手持へラ削 石粒含む 内褐色 「代J
り 底部外面

体部に「代jと底部に墨 「回」か?

書「固」

F
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 彩 外 面 内 面 層位

7 t手 12.1 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁%欠 覆土下

3.7 がる 底部回転糸切後周辺と 外暗褐色 部

431 7.0 底部でやや肥厚 体部下端手持へラ削 内暗褐色

り

8 t手 16.0 体部は直線的に立ちあ 体部一横ナデ 全面横ナデ 密 優 口径% カマド

ヵtる 下端一手持へラ削り 雲母石英 外暗褐色 カマド

473 粒含む 内暗褐色

466 

9 杯 体部は直線的に立ちあ 体部に墨書「寺?J 内外面ロクロナデ 細かい長 優 上層 墨書

がる 石粒若干 外赤褐色 体部外面

604 含む 内赤褐色 字体不明

10 t手 体部下半で内管しなが 体部に墨書 細かい長 良 中層 墨書

ら口縁部へ直線的に立 石粒砂粒 外淡褐色 「寺」

602 ちあ古宮る 含む 内淡褐色

11 I手 口縁部でわずかに外反 体部に「成Jの墨書 密 良 覆土中 墨書

細かい長 外暗褐色 層 「成J
607 石粒雲母 内暗褐色

片若干含

む

12 t手 体部に墨書 やや密 良 覆土上 墨書

外明褐色 層 字体不明

613 内明褐色

13 t手 体部は直線状に立ちあ 体部に墨書 密 良 カマド 墨書

がる 石英粒雲 外明褐色 左脇周 字体不明

612 母片砂粒 内明褐色 溝上

若干含む

14 t手 体部はやや内脅して立 体部 ロクロナデ 全面ロクロナデ 細かい石 良 中層 墨書

ちあがる 下端と底部一回転へラ 英長石粒 外赤褐色 字体不明

602 削り 雲母片含 内赤褐色

体部に墨書 む

15 t7- 底部で肥厚 体部下端と底部へラ 密 良 覆土中 墨書

削り 細かい長 外赤縄色 層 字体不明

611 墨書 石粒含む 内赤褐色

16 t手 体部はゆるやかに内管 体部に「成」の墨書 密 良 体部片 上層 墨書

して立ちあがる 長石粒含 外 褐 色 「成」

601 む 内褐色

17 t平 体部はやや内管しなが 体部下半一回転へラ削 全面へラ磨き 密 優 上層 墨書

ら立ちあがる り 若干長石 外褐色 字体不明

601 体部に墨書 粒含む 内褐色

18 I不 体部はゆるやかに内脅 底部と体部下端手持 全面ロクロナデ やや密 良 底部% 覆土上 墨書

しながら立ちあがる へラ削り 細かい長 外赤褐色 層 「成」か?I 
608 底部でやや肥厚 体部に「成」の墨書 石粒含む 黒褐色

内赤褐色

19 t手 体部に墨書 やや密 良 覆土上 墨書 | 
体部下端と底部手持 細かい長 外明褐色 層 字体不明

610 へラ削り 石粒含む 内明褐色

20 I手 ロ縁部でやや肥厚 体部に墨書 細かい長 良 墨書

石粒含む 外褐色 字体不明

602 内褐色

21 t手 底部に墨書 密 優 上層 墨書

若干長石 外褐色 字体不明

601 粒含む 内褐色

22 蓋 15.0 体部はやや内脅し，口 天井部と屑部一回転へ 粗 優 ys 507覆 須恵器

4.0 縁部の先端は垂直に関 ラ削り 石英粒含 外青灰色 土中層

507 く む 内青灰色 445 

445 天井部は水平 上部

鐙は断面が台形で長辺

側に粘土でもりあげて

いる
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 背3 外 面 内 面 層位

23 局台付 26.0 底部で肥厚し，口縁部 底部に墨痕と研磨 やや粗 優 ys 433覆 硯に使用

盤 3.9 へ向かつて減厚し，体 痕がある 外青灰色 土上層 されたも

433 14.0 部は下端でやや内脅し 内青灰色 508覆 のと考え

508 中位でやや外反し口縁 土中層 られる

部は「く」字状に直線状

に立ちあがる

高台はやや外反して開

く

017号壮一竪穴住居壮一(8-41~43 図， 図版 8 -17) 

遺構

形状一方形。規模-3.90mx3.75 m。主軸方向 Aカマド-N-43030'-Wo Bカマド-N-460-E。

カマドの位置-Aカマド北西壁中央部， Bカマド北東壁中央部。壁 ほぽ垂直， 45 cm。壁溝一南西壁

及び南東壁南側コーナー寄りにのみ検出。床面一ほぼ平坦。一様に貼床され堅固。柱穴-4個。他に

壁溝及び壁直下に小ピット 21個がある。

カマド

Aカマド

大きさ-85cmx75 cm。構材砂質粘土。壁への切込み四角形。 20cmx50 cm。袖部不明。焚

出部ーな し。燃焼部一大きさ不明。火床遺存。煙道部-40cm。昇角 500~300 逆に屈曲しながら立ち

上がる。天井部一後面が若干遺存。

Bカマド

大きさ 110 cmx95 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み 三角形。 50cmX 10 cm。袖部一右幅 35

cm。左幅 30cm。焚出部 なし。燃焼部一幅 50cm。煙道部-55cm。昇角 20~550。寄曲的に立ち

上がる。天井部 後面崩落。備考一貼床面上に構築。 Aカマド→Bカマドへと移行。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品 1点である。土器は多量に出土しているが，杯 2点、を除きいずれも破片

ないし破損品であり，小破片が大半を占めている。埋土上部から下部にかけて大部分が出土している。

土師器坪が顕著。鉄製品は形態不明の小破片であり，埋土中部からの出土である。

017号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 官会 外 面 内 面 層位

1 it、 口径 12.6 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ やや粗 焼成優 y. 床面

器高 3.9 がり ，口縁部でわずか 体部下端と底部ー全面 石英粒含 外褐色 底部完形

427 底径 6.8 に外反する 手持へラ削り む 内褐色
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 ID 外 面 内 面 層位

2 士手 12.3 体部はゆるやかに立ち 体部ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 完形 覆土下

4.1 あがり，口縁部でやや 体部下端と底部全面 雲母片合 外褐色 部

426 5.9 外反，器肉肥厚 一手持へラ削り む 内褐色

外から内へ口縁部をー

部意識的にうちかいて

いる

3 杯 13.0 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ やや粗 優 x 覆土中

3.9 がり口縁部でやや外反 体部下端と底部全面 石英粒含 外薄褐色 底部完形 層

404 6.8 する 一手持ヘラ削り む 肉薄褐色

437 

4 13.0 体部はほぼ直線的に立 体部下端と底部全面 やや粗 優 完形 カマド 内外面に

4.3 ちあがり口縁部でやや 手持へラ削り 石英粒含 外褐色 一部油煙

438 5.8 外反する む 内褐色 付着

5 lT- 13.5 体部はゆるやかに内管 体部 ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁x 覆土上

3.7 しながら立ちあがり口 体部下端と底部全面 外薄褐色 底部完形 層

407 6.0 縁部で外反する 一手持へラ削り 内

6 t手 14.0 口縁部付近で大きく外 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ やや粗 優 口径ys 覆土中

4.1 反する 体部下端と底部全面 外褐色 底径~ 層

519 6.0 口縁部付近やや肥厚 手持へラ削り 内黒褐色

7 I手 14.0 体部はゆるやかに立ち 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口径泌 覆土上

3.8 あがり，口縁部で大き 底部糸切り後体部下端 石英 外褐色 底径~ 層

406 6.0 く外反 と底部周辺一手持へラ 内褐色

口縁部やや肥厚 削り

8 I手 14.0 体部はゆるやかに立ち 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ ~ カマド

4.5 あがり，口縁部で大き 体部下端と底部全面 付近

440 5.5 く外反 手持へラ削り

9 t手 体部はゆるやかに内管 体部下半へラ削り 細かい長 良 墨書

しながら立ちあがる 体部に i-IIIf. Jの墨書 石粒雲母 外褐色 体部外面

ω1 口縁部肥厚 片含む 内褐色 「俳」

10 t干 体部は直線的に開く 体部に墨書 スス付着 細かい長 良 覆土中 墨書

石粒含む 外褐色 層 体部外面

603 内褐色 「冊」

11 I手 口縁部やや外反気味に 体部に墨書 密 良 墨書

開く 細かい長 外淡褐色 体部外面

ω4 石粒ごく 内淡褐色 字体不明

わずかに

含む

12 I手 口縁部は直線上に開く 体部に「寺」の墨書 密 良 覆土中 墨書

細かい長 外赤褐色 層

417 石粒若干 内赤褐色 「寺」

603 含む

13 t手 体部はやや内管に立ち 体部に墨書 内黒 密 良 覆土上 墨書

あカtる 体部下半へラ削り 細かい長 外褐色 層 体部外面

607 石粒若干 内褐色 「冊J? 
含む

14 Jf 体部に「寺」の墨書 密 良 覆土中 墨書

細かい長 外褐色 上 体部外面

ω9 石粒含む 内褐色 字体不明

「口寺」

15 Jf 平底 体部下端と底部全面 長石粒多 良 墨書

回転へラ削り く含む 外褐色 底部外面

602 底部に墨書「大」その 内褐色 字体不明

他一字 「大口」

16 士手 13.0 体部は内毎気味に立ち 内外面ロクロナデ 密 優 口径% 覆土中

あがり口縁部でやや外 外褐色 底径% 層

423 反する 内黒褐色

17 皿 口縁部は外反して聞く 体部に墨書 密 良 覆土中 墨書

細かい長 外明褐色 層 字体不明

425 石粒含む 内明褐色
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番号

18 

ω6 

19 

ω5 

20 

418 

508 

法 量 特 徴
名 称

口径・器高・底径 器 膏手 外 面 内 面

皿 口縁部はやや外反して 体部に墨書

開く

皿 体部に墨書

不明 台の一部か? 内外面ロクロナデ

ロクロ成形底部で肥厚

7.2 

018号祉-竪穴住居杜一(8-44・45図，図版8-18・19)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 良 覆土上 墨書

細かい長 外淡褐色 層 字体不明

石粒若干 内淡褐色

含む

密 良 覆土上 墨書

細かい長 外 褐 色 層 字体不明

石粒雲母 内褐色

若干含む

密 優 418覆

外 褐 色 土中層

内褐色 508覆

土中層

形状一方形。規模-4.00m X 3.45 m。主軸方向-N-39030'-W。カマドの位置-北西壁中央部やや右

寄。壁一ほぽ垂直， 46cm。壁溝無。床面一ハードロームに構築。ほぽ平坦，堅固。部分的に貼床す

る。カマドの南側床面に粘土の流入あり。柱穴は検出されない。北東壁・南東壁下に小ピットが散在

する。備考一本住居祉は，北西コーナーより，中央部にかけて塵芥の穴で擾乱を受けている。

遺物

出土遺物は土器と青銅製品(帯金具 1点)及び鉄津である。土器は量は多いが，いずれも破片ない

しは破損品であり，小破片が大半を占める。大部分が埋土中からの出土である。鉄津は埋土下部から

1点出土している。

018号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 饗 口f圭 24.4 口縁は「く」字状に外反 口縁部一横ナデ 全面横ナデ 密 焼成良 % 床面 粗雑な作 l

器高 し，口唇部をややつま 体部ナデ 石英粒含 外淡褐色 りである

423 底径 みあげる 口唇部に凹線をめぐら む 内淡褐色

す

2 聾 18.6 口縁は「くJ字状に外反 口縁部はりつけ痕が認 口縁部内外ー横ナ 密 良 ys 覆土上 全体に見

しながら立ちあがり口 められる ア 外淡褐色 層 て粗雑な

関2 唇部はやや立ちあがり 体部ーへラナデ 頭部一粗いナデ 内淡褐色 作りであ

506 を強めている る

3 E手 11.3 体部はゆるやかに内轡 体部外面に「大」の暴 全面ロクロナデ 密 優 % 覆土上 墨書

3.5 し，口縁部まで直線的 書 外淡赤褐色 層 体部外面

601 6.4 に立ちあがる 体部下端と底部全面 内淡赤褐色 「大j

一回転へラ削り

体部ーロクロナデ

4 Eヰ 14.0 体部は直線的に立ちあ 体部下半と底部全面 内黒 良 x 覆土上 内面は黒|

4.35 がり口縁部でやや外反 一手持へラ削り 外淡褐色 層 色処理が

ω7 7.5 する 内黒色 施され内

514 面全体に

へラ磨き

が見られ

Iι二
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 背3 ヂ卜 面 内

5 I手 14.4 体部はゆるやかに内毎 底部一回転糸切後体部 全面内黒

7.2 し，口縁部で外反して 下端と底部周辺手持へ

506 4.0 立ちあがる ラ削り

402 

6 I手 口縁部でやや外反する 体部に「耐」の墨書

602 

7 I手 体部はゆるやかに内管 体部に墨書

601 

8 青銅製 現存長 4.2 鋲は 3本とも害l存
帝金具 市圏 2.8 

202 高 0.5 

019号祉

遺構とならず欠番とした。

020号壮一竪穴住居壮一(8-46~48 図，図版 8 -19) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

% 覆土中 内面は黒

外淡褐色 層 色処理が

内黒色 施され内

面全体に

へラ磨き

がみられ

る

密 優 体部破片 墨書

外淡赤褐色 「鼎J
内淡赤褐色

密 優 体部破片 覆土上 墨書

外淡赤褐色 層 字体不明

内淡赤褐色

ほ11完形 下層 書官尾の表

金具

形状一方形。規模-3.65mx 3.50m。主軸方向-N -30030'-W，。カマドの位置ー北西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 55 cm。壁溝ー東側コーナーを除き全周。幅・深さは 15'"'-'20cm・-4'"'-'5cm。床面ハードロー

ム層に構築。多少高低差あり。貼床。柱穴-4個。他に壁溝内に小ピット 25個あり。

カマド

大きさ -110cm x 95 cm。構材一白色粘土(砂質)。壁への切込み一深い三角形。 55cm x 75 

cm。袖部一右幅 30cm。左幅 40cm。焚出部ーなし。燃焼部-40cmx30 cm以上。煙道部一75cm。

昇角 350
，"，-，250'"'-'650'"'-'400'"'-'85。と変化。天井部一後面の遺存良好。備考ーカマド下全体に埋土施設。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。カマド内から出土した坪 1点を除いて，いずれも小破片で，

埋土中からの出土である。

020号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l t干 口径 15.0 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 % 覆土中

器高 5.0 ヘラ削り後へラナデ 体部ーへラ磨き 石英粒若 外淡褐色 層

602 底径 表面は非常に平滑 干含む 内淡褐色

に仕上げられてい

る

2 t不 11.0 体部は内脅気味に立ち 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 密 良 信フ士~Jf::ノg カマド

6.6 あがる 体部ナデ 体部へラ削り後 長石粒雲 外褐色 内

405 5.8 ややあげ底 体部下端縦位へラ削 ナデ 母末含む 内褐色

歪みが多い り輪積痕が明瞭

底部一木葉痕輪積痕明瞭
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021号祉 溝-

遺跡を縦断する幅 1m前後，深さは削平面から 20cm前後の浅い溝で，重複する住居牡等の遺構を

すべて切っていた。埋土は暗褐色土が主体でやわらかしユ。後世のものと考えられる。

022号祉

遺構とならず欠番とした。

023号士止-竪穴住居壮一(8-49~51 図，図版 8 -20)

遺 構

形状一方形。規模-3.65mx3.70 m。主軸方向-N-24'-W及びN-62'-E。カマドの位置 北壁

中央部。及び，東壁中央部。壁ーやや外側に傾斜。一部損乱。 44cm。壁溝一北壁中央部を除き全周。

床面 ほぽ平坦，壁固。 15'"'--'20cmの厚さで貼床する。柱穴 4個。他に壁溝内に小ピット 6個あり。

備考一北東壁カマド前方部は井戸(現代のもの)で撹乱を受けている。遺物は南側コーナー寄に完形

の坪を出土。

Aカマ ド

位置・大きさ 東壁中央部。 130cmx85 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形。 40cmX 105 

cm。袖部左右共幅 45cm。焚出部ーなし。燃焼部-45cmx45 cm。煙道部-70cm。昇角 50'。直

線的で煙出口で開く。天井部一後面の遺存良好。備考一天井部に補強のためと思われる土器片混入。

Bカマ ド

大きさ 不明。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形。備考 全体に破壊消失し，詳細不明。 B

カマド→Aカマドへ移行。

遺 物

出土遺物は土器と鉄津 1点である。土器は量がやや多いが坪1点を除き，いずれも破片であり，小

破片が大半を占める。出土状況は住居壮一面に散在し，埋土上部から下部にかけての出土が大部分で

ある。土師器王手及び墨書土器が多い。鉄津は埋土中部からの出土である。

023号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 饗 口径， 19.6 「くJ字状に外反する口 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 細かい長 焼成良 y. カマド

器高 7.6 縁部の破片 体部ー縦位へラ削り 体部ーへラ削り後 石粒多く 外暗褐色 内

461 底径 口唇部をやや外反させ ナデ 含む 内暗褐色

てつまみあげる

2 I不 体部はやや内管しなが 横位のへラ削り 横ナデ 密 良 覆土中 墨書

ら立ちあがる 体部に「件」の墨書 外赤褐色 層 「件」

606 内赤褐色 体部外面
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法 量 特 徴
番号 名 称

3 

601 

4 

433 

602 

5 

445 

6 

601 

7 

603 

416 

8 

605 

9 

604 

口径・器高・底径 器 若手 外 面 内 面

t手 12.9 体部は直線的に立ちあ 体部下端と底部全面

4.1 がり口唇部でわずかに 一手持へラ削り

6.9 外反する 底部に「在jの墨書

t手 12.0 体部は体部下端で内毎 体部ーロクロによるナ

4.0 し口縁部まで直線的に ア

6.0 聞く 底部回転糸切り後底部

口唇部でわずかに外反 周辺と体部下端一回転

へラ削り

体部に「千」の墨書

t手 13.0 体部は下端で内管しな 体部ーロクロ整形によ

4.4 がら直線的に立ちあが るナデ

7.0 る 底部回転糸切り後周辺

口縁部でやや肥厚 と体部下端一回転へラ

両日り

王ヰ 12.0 体部は内毎気味に立ち 体部下端と底部手持

4.2 あがり，外反する へラ削り

6.0 底部に墨書

主手 体部は内毎しながら立 体部に「忠」の墨書後 内黒へフ磨き

ちあがり口唇部でやや 刻書

外反する

t手 体部はゆるやかに内毎 体部に墨書

しながら立ちあがる

lf， 平底 底部一手持へラ削り

底部に墨書

024号祉-竪穴住居祉一(8-52""'-54図，図版8-21・22)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

細かい長 良 口縁y.i カマド 墨書「在」

石粒含む 外淡褐色 底部完 附近 底部外面

内淡褐色

密 良 完形 下層 墨書「千」

細かい長 外淡褐色 体部外面

石粒含む 内淡褐色

密 良 y.i残 下層

細かい長 外褐色

石粒含む 内明褐色

密 良 y.i カマド 墨書土器

外淡褐色 附近 底部外面

内淡褐色 字体不明

密 良 中層 墨書

細かい長 外淡褐色 咽 j

石粒雲母 内黒色 体部外面

片若干含 内黒

む

密 良 破片 覆土上 墨書

外明赤褐色 層 体部外面

内明赤褐色 字体不明

細かい長 破片 カマド 墨書

石粒含む 外淡縄色 内一括 底部外面

内淡褐色 字体不明

形状一方形。規模-5.15m X 5.90 m。主軸方向-N-370-W。カマドの位置-北東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 50cm。壁溝一全周，幅・深さは 10，，-，25cm・-5"-'10cm。床面ーハードローム層に構築，ほ

ぽ平坦，堅固。貼床する。柱穴-4個。他に壁溝内に小ピット 8個あり。備考一遺物は北西側・南東

側に集中して出土。土師器，須恵器・邦・高邦・壷片・鉄器片が出土。

カマド

大きさ-115cmx95 cm。構材一黄色粘土。壁への切込み一浅い半円形。 20cmx75 cm。袖部一右

幅40cm。左幅25cm。焚出部ーなし。燃焼部-50cmx55cm。煙道部-65cm。昇角 550。直線的に

立上がり煙道口に段あり。天井部一後面の一部遺存。備考-燃焼部に薯倒立。

遺物

出土遺物は土器，土製品(羽口 1点)，鉄製品である。土器は多量に出土しているが，カマド内から

出土した小形の聾 1点を除き，いずれも破片ないしは破損品であり，小破片が大半を占める。出土状

況は埋土中から大部分が出土している。土師器邦は量は少ないが朱塗りのものが認められ，須恵器邦

は大形破片であるが，出土量が多く，大形の高台付のものも出土している。羽口は小破片が埋土上

部から，鉄製品は万子が2点、破片で埋土上部から各々出土している。

-362-



024号祉遺物一覧表

法 震 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 商 贈位

1 聾 口径 26.0 口唇部で上方につまみ 口縁~頚部ナデ 口縁~頚部ーナデ 組 焼成優 )4 覆土中

器高 あげる受口状 体部ーへラナデ 体部ーへラナデ 外暗褐色 層

419 底径 内暗褐色

2 費 26.0 「く」字状に外反する口 口縁部一横ナデ 口縁~屑ー横ナデ 密 優 )4 覆土中 内面にス

縁部で口唇部を上方に 体部ーへラナデ 体部一横位へラナ 石英雲母 外褐色 層 ス付着

407 つまみあげる 7 粒含む スス付着

内褐色

3 小形護 11.6 体部は内望号し垂直に立 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 優 完形 カマド

9.7 ちあがり口縁部でやや 体部上半一斜位へラ削 体部へラナデ 外明褐色 内

460 5.8 外反して開く り 内明褐色

頚部肥厚 下半ー横位及び斜位の

ヘラ削り

底部ーへラ削り

体部粘土が付着

二次焼成を受ける

4 大婆 19.5 体部は周が張り「く」字 口縁部一様ナデ 口縁部ー横ナデ きめこま 優 459カ 須恵器

状に外反する口縁をも 肩~体部ー横ナデ後叩 頚部下位に叩きの 色、い 外貨褐色 マド内

459 つ き目を施す 時裏からおさえす 内黄褐色 458カ

458 口唇部に稜をもっ ぎて生じた凸凹で マド内

ある

体部大きい単位の

青海波絞がなされ

ている

5 町、 14.0 体部は直線的に立ちあ 体部ー横ナデ 全面横ナデ 密 優 )4 408覆 内外朱塗

4.4 がる 底部回転へラ削り 外丹彩 土中層 り

408 9.8 底部は丸底 内外全面朱塗り 内丹彩 405覆

405 土上層

6 王手 14.0 体部は直線的に立ちあ 内外全面丹塗 全面ナデ 密 優 う4 覆土上 内外朱塗

4.0 がる 体部ーへラナデ 雲母含む 外暗赤褐色 層 り

404 底部は丸底 底部ーへラ削り 内暗赤褐色

7 I不 13.0 体部は直線的に立ちあ 体部ーへフナデ 全面へラナデ朱塗 ¥t 優 YJ 覆土中 内外商朱

3.3 がり底部は丸底 全面朱塗 内外面ともやや雑 雲母含む 外赤褐色 層 塗り

408 9.7 底部に「⑧」の刻害あ な磨き 内赤褐色 刻書(印)

り 焼成後

「③」

8 町、 15.0 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 ys 覆土中 須恵器

3.8 がり体部中位で若干外 体部下端と底部一手持 外青灰色 層

436 10.0 反する へラ削り 内青灰色

底部内面周辺で凹む

9 I不 14.0 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 YJ 414覆 須恵器

3.9 がる 体部下端と底部一手持 金雲母含 外青灰色 土中層

414 9.0 体部下端で肥厚 ヘラ削り む 内青灰色 507覆

507 底部内面周辺で凹む 土中層

10 I手 15.0 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 〉イ残 覆土上 須恵器

3.9 がり口縁部でゆるく外 底部一手持へラ削り 石英粒多 外黒褐色 層

403 反する 量含む 内黒褐色

体部下半で肥厚

11 E干 14.0 体部はゆるやかに外反 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 )4残存 覆土下 須恵器

3.7 しながら役ちあがる 底部一回転へラ切り後 細かい長 外青灰色 層

413 (8.2) 底部周辺内面で凹む ヘラ削り? 石粒含む 内青灰色

12 if 14.4 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 微密 口縁}ず欠 覆土上

4.8 がり口唇部でやや外反 底部回転へラ切り後体 石英粒多 外灰白色 損 層

511 8.5 する 部下端と底部全面一回 量含む 内灰白色

底部はやや上げ底気味 転へラ削り

13 Eヰ 15.0 体部は垂直に立ちあが 体部一ロクロナデ 全面ロクロナデ 粗 優 口縁部){o 覆土中 須恵器

4.9 り体部下端~底部周辺 底部回転へラ切り後体 小石含む 外青灰色 欠 層 刻印

440 8.3 で肥厚 部下端と底部全面一回 内青灰色 焼成前

転へラ削り 「レ」

底部に「レ」のへラ記

号あり

q
t
u
 

p
h
v
 

内
《
U



法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 薗 内 面

14 高台付 19.2 体部は直線的に立ちあ 体部ロクロ水引き 全面粕がかかる

t手 8.4 由tる 体部の%に自然紬がか

445 12.0 内面底部周辺で凹む感 かっている

じあり 底部一回転へラ削り，

高台部は断面三角形で 「λJの刻印あり

やや外反して聞く

15 高台付 体部はゆるく立ちあが 体部~高台ーロクロナ 体部ーロクロナデ

ま手 5.5 り体部下端より直線的 ア

421 12.2 に立ちあがる 底部全面一回転へラ削

底部肥厚 り

高台部断面台形やや外

反して開く

16 盤 21.0 体部はゆるく内管しな 口縁部一横ナデ 全面ナデ

3.3 がら立ちあがり口縁部 体部ーロクロ水引き後

450 で上方に屈曲し外管し 回転へラ削り

462 ながら聞く

17 万子 現存長10.5 刃部は僅かに内脅する

幅 1.05 部分をもっ

202 厚 0.4 

025号壮一竪穴状遺構ー(8-55・56図，図版8-23)

遺構

位置
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

層位

鰍密 優 % 須恵器

石英粒多 外灰色 焼成前

量含む 内灰色 刻印「λJ

徹密 底部% 覆土下 須恵器

微砂粒を 外灰白色 体部% 層

含む 内灰白色

徹密 7.i残 450 須恵器

微砂栓を 外灰色 下層

含む 内灰色 462 
カマド

内一括

関及ぴ茎

欠損

一一

形状-楕円形。規模-2.94mx2.10 m。カマド無。壁一緩やかな傾斜， 60cm。壁溝一無。床面一ハー

ドロームを掘り込み，西側から東側にかけてゆるく傾斜するが，南北方向はほぽ水平に近い。柱穴

-無。備考-埋土は大略4層にわかれ自然堆積の状態を呈していた。

遺物

出土遺物は土器，土製品，鉄製品，鉄津である。土器はやや量が多いが，いずれも破片もしくは破

損品であり，小破片が多い。ほとんど埋土中からの出土である。土製品は輔羽口の小破片が底面から

1点出土している。鉄製品は飽 1点が埋土上部から、鉄片 1点が中部から各々出土している。鉄津は

2点が埋土上部と下部から各々出土している。

025号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I t手 口径 12.2 体部はゆるく内脅気味 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 良 焼成良 底部完 覆土上

器高 4.0 に立ちあがり口縁部で 体部下半一手持ちヘラ削り 外明褐色 口縁部.l{o 層

403 底径 6.0 やや外反する 底部一全面手持ちヘラ削り 内明褐色 残

底部やや上げ底気味

2 王手 12.9 体部はゆるやかに立ち 体部下縮と底部全面 密 良 口縁~残 下層 昼書

4.4 あがる 一手持へラ削り 外明褐色 底部完 字体不明

ω1 5.6 底部やや上げ底気味 体部に墨書 内明縄色 体部外面

3 Z手 13.7 休部はゆるく外脅しな 底部回転糸切り後底部 密 良 底部%

3.9 がら立ちあがる 周辺と体部下端一手持 外淡褐色 口縁~

401 底部上げ底 へラ削り 内

4 主手 17.6 体部はゆるく内毎しな 体部上位に接合痕残る 全面へラ削り後へ 密 良 u残 覆土上 墨書

4.2 がら立ちあがり口縁部 体部下位一手持へラ削 ラ磨き 外暗褐色 層 字体不明

切3 でやや外反する り 内暗褐色 体部外面

体部に墨書字体不明 「勉」
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番号

5 

407 

6 

402 

7 

602 

8 

603 

法 量 特 徴

名称
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

高台付 13.2 体部はゆるやかに内管 口縁部粕がかかる 全面紬がかかる

坪: 3.8 して立ちあがり口縁部 体部粕がうすい 底部一部二次的に

6.6 で外望号する 体部下位粕なし 磨滅している

底部で肥厚

高台部断面三角形垂直

に聞く

皿 13.5 体部直線的に聞き口唇 底部一回転糸切り後底 全面へラ磨き

2.1 部でやや外反する 部周辺手持へラ削り 煤状のもの付着

5.8 底部と口唇部でやや肥 体部下端粘土のあま

厚 りがみられる

皿 やや外反しながら立ち 体部に墨書

あがる体部

王手 体部はゆるやかに立ち 底部へラ削り

あがる 体部ーへラ削り

体部に墨書あり

026号壮一竪穴状遺構 ( 8-57・58図，図版8-23・24)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 優 y，;残 覆土中 灰粕陶器

外灰粕 層

内灰手由

密 良 y，;残 墨書

外明褐色 字体不明

内明褐色 体部外面

密 良 破片 覆土中 墨書

外明褐色 層 「叶」か

内明褐色

密 良 破片 覆土中 墨書

外淡褐色 層 字体不明

内淡褐色

形状 惰円形。規模-5.00 mX 3.40 m。カマド無。壁緩やかな傾斜， 35cm。壁溝無。床面一ソフ

トローム層下部に構築。最深部でハードローム層まで 5'"'-'7cm。緩やかな傾斜面。やや軟。柱穴一周

囲に 8個，内部に 2個のピットあり。備考埋土中~下部に投棄されたと思われる焼土が多量に堆積

していた。

遺 物

出土遺物は土器と鉄津 6点及び絹雲母片岩の小破片 2点である。土器は出土量がやや多いわりには，

いずれも破片であり，大部分が小破片である。埋土中上部から中部にかけて大半が出土している。鉄

淳は埋土上部，絹雲母片岩は上部と中部から各々出土している。

026号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 1f5 外 面 内 面 層位

1 要 口f圭 18.2 「く j字状に外反する口 口縁~頚部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼 成 良 y.残
器高 ι5 縁部で口唇部を外反さ 体部ー縦位へラ削り 体部ー縦位へラ削 細かい長 外赤褐色

404 底径 せてつまむ り 石粒含む 内赤褐色

口唇部にモミ痕つ

がある

2 不明 丸底で体部はゆるく内 全面斜位のへラ削り 斜位のハケ日後細 密 優 ys 覆土上 内黒土器

脅して立ちあがる かいへラ削り後へ 外淡赤褐色 層

403 ラ磨き 内黒色細かい

全面内黒 ヘラ磨きにより

ツヤがある

3 不明 29.4 直線的に外反し口唇部 内外面全面横ナデ 密 良 ?{c残 覆土上

5.5 で斜め下へつまむ 外淡褐色 層

410 内淡褐色

4 主主、 12.2 体部は若干内脅しなが 内外面全面ロクロ回転 油煙付着 密 良 !4残 内面

2.8 ら立ちあがり口唇部で によるナデ 長石粒含 外淡褐色 油煙付着

407 やや外反する む 内

口唇部でやや肥厚
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法 量 特 徴
番号 名称

5 

401 

6 

605 

7 

601 

8 

604 

9 

602 

10 

603 

11 

405 

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

t手 体部はゆるく内湾して 体部ーロクロ回転によ 全面ロクロ回転に

立ちあがる るナデ よるナデ

5.9 体部下端と底部全面

一回転へラ削り

t手 口縁部でやや肥厚 体部に墨書

墨書杯 体部はやや外笥して立 体部に「朴」の墨書

ちあカまる あり

器肉薄い

墨書t不 体部に墨書

t手 口縁部でやや肥厚 体部に「冊」の墨書

只、 手持へラ削り

体部に墨書

皿 14.8 体部はゆるく内脅し口 体部ーロクロ回転によ 細かいへラ削り

2.4 縁部やや外轡して立ち るナデ 全面内黒(大部分

6.4 あがる 底部回転糸切り後底部 とんでいる)

周辺と体部下端手持

へラ削り

027号壮一竪穴住居壮一(8-59--....-61図，図版8-24・25)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 底部完 覆土上 墨書

細かい雲 外淡褐色 体部ys残 層 字体不明

母片長石 内 体部外面

粒若干含

む

細かい長 良 破片 覆土下 墨書

石粒雲母 外淡褐色 層 「件」

片 内淡褐色

密 良 破片 覆土中 墨書

細かい長 外淡褐色 層 「品」

石粒若干 内淡褐色

含む

密 良 破片 覆土下 墨書

若干の細 外淡褐色 層 r.J-J? 
かい長石 内淡褐色

粒含む

密 良 破片 覆土中 墨書

細かい長 外淡褐色 層 「朴」

石粒 内

密 良 破片 覆土下 墨書

細かい長 外暗褐色 層 字体不明

石粒雲母 内 体部外面

片含む

密 bi残 覆土上 内黒土器

細かい雲 外黒褐色 層

母長石粒 内

若干含む

形状一方形。規模-5.20m X 5.05 m。主軸方向-N-350-W。カマドの位置-北西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 65cm。壁溝一全周。幅・深さは 10，，-，20cm・8，，-，12cm。床面一ハードローム層に構築。やや

凸凹。暗褐色土とロームフゃロックで一部，貼床する。柱穴-4個。他に支柱らしきピット 1個。壁溝

内に小ピット 6個あり。備考-南東コーナーは 400号掘建柱建物牡の柱掘り方に切られている。

カマド

大きさ 120 cmX 100 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形。 45cmx75 cm。袖部一左右共

30cm前後。焚出部一半円形。長さ 30cm，燃焼部-40cmx50cm。深さ 25cm以上。煙道部-80

cm。昇角 400。ほぽ直線的に立ち上がる。天井部一後面の一部遺存。備考-後部の擾乱著しい。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品及び鉄津等である。土器は多量に出土しているが，いずれも破片ないしは

破損品で，大部分が小破片である。埋土中からの出土が大半を占める。鉄製品は万子2点の他鉄鍬が

1点床面上から出土している。鉄津は 4点ともに埋土上部から下部にかけて出土し，他に，絹雲母片

岩の小破片が 1点カマドから，石製紡錘車が 1点埋土下部から出土している。
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027号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 非主 外 面 内 面

1 斐 口f圭 22.0 体部はゆるく内傾し口 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ

器高 10.2 縁部で「く」字状に外反 体部ナデ 体部横位へラ削

526 底f圭 し，口唇部を上方につ り後ナデ

まむ

2 F手 13.2 丸底で体部は内管しな 口縁部横ナデ ヘラ削り後へラナ

3.8 がら立ちあがる 体部横位へラ削り後 T 

498 丸J底 口唇部外面に凸部がめ ナデ

499 ぐる

3 I手 13.0 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロ回転によ 全面ロクロ回転に

4.2 がり口縁で若干外反す るナデ よるナデ

512 る 体部下端と底部手持

器肉肥厚 へラ削り

4 I手 15.0 体部は外管して立ちあ 体部ー横ナデ 全面内黒(大部分消

4.2 がる 体部下端手持へラ削 失)

404 り ヘラナデ後ヘラ磨

き

油煙付着

5 I不 12.4 体部は内管しながら立 体部ーナデ

4.0 ちあがり口縁部でわず 体部下端と底部全面

411 4.6 かに外反する 一手持へラ削り

402 

6 t手 体部は直線的に立ちあ 底部へラ切り後底部全

がる 面と体部下端手持へ

503 8.0 底部内面周辺凹む ラ削り

493 やや上げ底気味 体部ーへラナデ

7 荷台付 局台部は「八」字状に 底部回転へラ削り

I手 開く

489 9.0 

8 刀子 現存長身6.5 関は刃部のみに見られ

茎1.1 るがかなり鈍化してい

203 幅 身0.85 る

茎0.6 刃部はやや内毎する

厚 身0.35

茎0.3

9 万子 現存長3.75

。高 0.95 

207 厚 0.35 

028号祉-竪穴住居牡 (8 -62~64 図，図版 8-26 ・ 27)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

大粒の石 焼 成 良 ys残 覆土上

英粒多く 外淡褐色 層

含む 内淡褐色

密 良 % 東側壁

外淡褐色

内淡褐色

密 y.残 覆土上

細かい長 外淡褐色 層

石粒雲母 内淡褐色

片含む

密 YJ残 覆土上 内黒土器

細かい長 外褐色 層 内面

石粒雲母 内褐色 油煙付着

片含む

密 良 底部完 覆土上 内黒土器

細かい長 外黒褐色 口縁部以 層

石粒含む 内淡茶褐色 残

やや密 yz 覆土中

長石粒多 外灰白色 層床面

く含む 内灰白色

密 良 底部完 覆土中

細かい長 外青灰色 層

石粒を合 内青灰色

む

茎端部欠 中層

f員

身一部の 中層

み残存

形状一方形。規模 3.10m X 3.25 m。主軸方向-N-64'-W。カマドの位置西壁中央部。壁 や

や外側に傾斜， 40 cm。壁溝一全周。幅・深さは 7'"'-'15 cm・-6'"'-' 1 0 cm。床面 ソフトローム層に構

築。ほぽ平坦。柱穴 4個。

カ マド

大きさ-115cmx85 cm。構材一白色粘土。壁への切込み 三角形。 40cmx80 cm。袖部一左右共

幅 30cm，高さ 30cm。焚出部ーなし。燃焼部 50 cmX 55 cm，深さ 20cm。煙道部 55cm。昇角

50'。直線的に立ち上がる。天井部 後面の一部遺存。土器を補強に用いている。備考一燃焼部奥に支

脚直立。
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遺物

出土遺物は土器と土製品(支脚 1点)，鉄製品である。土器は出土量はそう多くないが，土師器坪等

に器形をうかがえる程度の破片や破損品が多く認められる。埋土中からの出土が大部分を占めている。

支脚はカマド内から出土し，鉄製品は鎌が 1点床面から，形態不明の棒状の鉄製品 1点はカマド上面

から出土している。

028号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

窪 口径 22.0 胴部はあまり張らない 口縁部ー横ナデ 雲母石英 焼成優 ys 覆土上

器高 口縁部で強く外反し， 体部ーへラナデ 粒含む 外暗褐色 層

402 底径 口唇部をやや内傾き 内暗褐色

せ，つまみあげている

2 要 20.9 体部はあまり張りない 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 密 優 ya 覆土中

409 口縁部で強く外反し口 体部ーへラナデ 頚部に輪積痕残る 雲母石英 外明褐色 層

唇部を上方へ屈曲させ カマドの粘土が付着 体部上位一横位の 粒含む 内明褐色

る ヘラナデ

中位縦位のへラ

ナデ

3 斐 17.6 体部はゆるく内傾しな 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 優 ~ 覆土上 1と同一

がら立ちあがり，口縁 体部ーへラナデ 頚部一横方向のへ 外暗褐色 層 個体

401 部で「く」字状に外反 頚部直下へラ削り後 ラナデ 内暗褐色

し，口唇部を内傾させ ナデ 体部一縦位のへラ

てつまみあげる ナデ

4 t手 12.2 体部はゆるく「く」字状 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁ya欠 覆土中

3.9 に立ちあがる 体部下端と底部全面 微砂粒雲 外淡褐色 層

407 7.0 底部肥厚 手持へラ削り 母含む 内淡褐色

411 

5 士手 12.0 体部はわずかに内脅し 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 % 
4.2 て立ちあがり口唇部で 体部下端と底部全面 微砂粒を 外褐色

603 6.9 若干外反する 手持へラ削り 含む 内褐色

413 

6 ま手 12.6 体部はやや内脅して立 体部←ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁76欠 体部外面

4.2 ちあがる 体部下半と底部全面 外茶褐色 墨書「有」

602 6.7 手持へラ削り 内茶褐色 底部外面

底部にへラ刻書(印)あ 焼成前刻

り「ーj 書「一」

体部に墨書

7 町、 14.2 体部はゆるく内脅しな 体部一ロクロナデ 全面へラ磨き 密 優 口縁ya欠 404覆

4.8 がら立ちあがり口唇部 底部全面と体部下端 微砂粒雲 外淡褐色 土上層

404 6.7 でわずかに外反する 回転へラ削り 母含む 内淡褐色 502覆

502 土上層

8 t手 15.3 体部はゆるく内管しな 体部ーロクロナデ 全面と外面口縁部 密 優 411覆 内黒

411 5.2 がら立ちあがり口唇部 体部下端と底部全面 に内黒 微砂粒を 外淡褐色 土中層 刻書土器

406 7.9 で外反する 左まわりの回転へラ 体部ー横位のへラ 含む 内黒色 406 焼成後

501 削り 磨き 中層 「ψ」

底部に焼成後ψ」の刻 底部ー暗文状に縦 501覆

書あり 位へラ磨き(放射 土中層

状) 3.4間

のセク

ション

中

9 杯 14.0 体部は内笥しながら立 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 ya 覆土上 体部外面

ちあがり口縁部でやや 底部回転糸切り後底部 金雲母含 外 褐 色 層 墨書「を」

604 外反する 周辺と体部下端一手持 む 内褐色

へラ削り

体部に墨書

10 主平 12.1 体部は直線的に立ちあ 体部に墨書あり 密 優 口縁76'欠 体部外面

3.9 がる 底部は回転糸切り後体 外 褐 色 墨書「八八」

601 6.5 部下端と底部周辺一手 内褐色

持へラ削り

368 -



法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 苦手 外 面 内 面 層位

11 勾t 11.0 体部はゆるく内管しな 体部ーロクロナデ 体部ーロクロナデ 微砂粒雲 1憂 口縁%欠 411カ

411 4.0 がら立ちあがる 底部回転糸切り後底部 底部ーナデ 母含む 外褐色 マド内

502 6.0 器肉やや肥厚 周辺と体部下端手持 内褐色 覆土中

407 へラ削り 層

502覆

土中層

407覆

土中層

12 王手 12.0 体部は内脅しながら立 体部 ロクロナデ 全面ロクロナデ 宮、 優 ys 覆土よ

3.7 ちあがり口縁部でやや 底部回転糸切り後底部 雲母粒含 外淡褐色 層

415 7.0 外反する 周辺と体部下端手持 む 内淡褐色

ヘラ削り

13 Eヰ 11.8 体部はゆるく内管し， 体部ロクロナデ 全面ロクロナデ 微砂粒を 優 % 407覆

4.35 口縁部で若干外反して 底部回転糸切り後体部 含む 外淡褐色 土中層

407 6.1 立ちあがる 下端と底部周辺一手持 内淡褐色 411カ

411 へラ削り マド内

覆土中

層

14 王手 13.0 体部はやや内脅して立 底部回転糸切り後体部 密 優 YJ 体部外面

4.1 ちあがる 下端と底部周辺一手持 雲母含む 外褐色 墨書nJ
602 7.0 ヘラ削り 内褐色

体部7墨書一部磨滅し

ている

15 工不 14.0 体部は内脅しながら立 体部に墨書 密 優 ys 中層 体部外面

ちあがる 外 褐 色 墨書「す」

603 内褐色

16 高台付 体部は内脅して立ちあ 体部下端へラ削り 密 優 底部完 東側壁 須恵器

王手 がる 底部へラ削り 外青灰色

405 9.6 高台部は断面は三角形 内青灰色

に近く，外反しながら

開く

17 鉄製品 現存長 断面が長方形の棒状製 用途不明

10.35 口口ロ

201 

029号祉

遺構とならず欠番とした。

030号祉-竪穴住居壮一(8-65・66図，図版8-27・28・29)

遺構

形状一方形。規模-3.80m X 3.65 m。主軸方向-N-1T-E。カマ ドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 55 cm。壁溝一全周。幅・ 深さは 15"-'17 cm・-10cm。床面一ハードローム層に構築。掘り

込み面は凸凹が激しい。深い部分では 20"-'25cmもの厚さで貼床する。貼床面は平坦で、堅固。柱穴-4

個。備考一東側から南西コーナーにかけて広範囲にわたって投棄されたと考えられる焼土が床面上に

堆積。

カマド

大きさ-120cmx 110 cm。構材砂質粘土。壁への切込み一深い台形。30cmx70 cm。袖部一右幅

35cm，左幅 25cm，高さ 35cm。焚出部半円形。長さ 20cm。燃焼部 45cmX 65 cm，深さ 25

n
uJ
 

po
 

q
t
u
 



cm。煙道部 85cm。昇角 500-----0 0_____60。と階段状に立ち上がる。天井部一後面の遺存良好。

遺 構

出土遺物は土器である。出土量は多量であるが，いずれもは破片ないし破損品で，小破片が大半を

占めている。これらは平面的には住居牡北及び西側に多く，埋土上部から下部にかけて大部分が出土

している。

030号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育芸 外 面 内 面 層位

I 斐 口径 20.1 体部はあまり張らず口 口縁部一横ナデ 全面横位のへフナ 微砂粒の 焼成 口縁完形 床面

器高 22.6 縁部が強く外反する 頚部縦位へラ削り ア 小石含む 外茶褐色i胴%残

460 底径 13.1 体部斜位へラ削り 内茶褐色底部先端

頚部~胴部二次焼成 のみ

みられる

2 斐 15.0 口縁部は水平に近く外 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ 事E 優 y:i 覆土上

403 反し口唇部が肥厚 体部縦位へラ削り 及粒含む 外褐色 層

内褐色

3 斐 10.5 体部は内脅気味に立ち 口縁部 ロクロ痕 口縁部ーロクロ痕 きめこま 優 458床面

14.6 あがり体部上位で内屈 体部上半縦へラ削り 体部へラナデつ 色、、、 外暗赤褐色 453覆土

458 7.0 し，口縁部ゆるく外反 体部下半ー斜位又は横 ft 内暗赤褐色 中層

427 する のへラ削り 427覆土

口縁部は一部内脅した 中層

あと外反する

4 斐 体部は球形で，体部下 体部上半縦位下半斜位 全面へラナデ 砂粒含む 優 胴下半完 カマド

端で肥厚 のへラ削り 外暗褐色 右袖下

472 6.2 底部一全面へラ削り 内暗褐色

5 鉢 30.0 口縁部外面に凹部がめ 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 優 ys 覆土中

ぐる 体部へラ削り後磨き 体部ーへラ磨き 微砂粒を 外薄褐色 層

436 含む 内薄褐色

6 I不 12.1 体部下端で内管気味に 口縁部ー横ナデ 全面へラ磨き 密 優 口縁一部 下層 墨書

4.9 立ちあがる 体部と底部一手持ヘラ 微砂粒を 外濃褐色 欠損 体部外面

602 6.9 器肉肥厚 借りり 含む 内濃掲色 「成」

体部に「成」底部に「厨 底部外面

厨厨」の墨書 「厨厨厨」

7 I手 12.2 体部は内管気味に立ち 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ 密 優 口縁一部 覆土上 墨書「成」

3.7 あがり口縁部で上方に 全面横位のへラ削り 体部ー横位へラナ 砂粒含む 外褐色 欠損 層 体部外面

418 6.8 開く 体部に「成」の墨書 ア 内明褐色

8 I手 12.2 体部はゆるく立ちあが 体部ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁y:i欠 覆土上

3.6 る 体部下端と底部全面 砂粒含む 外暗褐色 層

401 7.4 ーへラ削り 内暗褐色

9 I手 13.0 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁% 覆土下

3.8 がる 底部手持へラ削り 砂粒含む 外褐色 底部完 層

444 7.1 やや肥厚 内褐色

10 t手 12.4 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 底部完 430覆

3.6 がる 底部回転糸切り後体部 砂粒含む 外薄褐色 口縁% 土中層

430 7.0 下端と底部周辺一手持 内黒褐色 459覆

459 へラ削り 土下層

11 t平 11. 7 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 底部ys 下部 墨書17J
3.6 ヵtる 底部回転糸切り後体部 微砂粒雲 外濃縄色 底部外面

601 7.0 下端と底部周辺一手持 母含む 内濃褐色

ちへラ削り

底部に墨書 17Jあり

12 t手 12.0 体部は下端で内轡し口 体部ーロクロ整形 全面ロクロ整形 密 優 う生 覆土上

3.6 縁まで直線状に立ちあ 底部回転糸切り後体部 体部下位に一部油 砂粒含む 外褐色 層

451 6.2 がり口唇部で若干外反 下端と底部周辺手持 煙付着 内褐色

する ヘラ削り

-370-



• 
法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

13 E手 13.0 口縁部で若干外反する 内外面ロクロナデ 密 優 ~ 475カ

微砂粒を 外明褐色 マド内

475 含む 内褐色 474カ

474 マド内

14 Z手 17.6 口縁部ー横ナデ 全面細かいへラ磨 密 優 口 縁 % 466 内黒土器

体部ーへラ磨き き 微砂粒を 外薄褐色 床面

466 体部下端ーへラ削り後 全面内黒 合む 内黒色 510 

510 磨き カマド

附近

15 杯 15.0 ロクロナデ 全面へラ磨き 密 優 口径~ 床面周 内黒土器

体部一横位，下部 砂粒含む 外薄褐色 溝上

470 へラ磨き 内黒色

全面内黒

16 坪 8.3 体部はゆるやかに立ち 回転へラ削り 内黒 密 下層 内黒土器

あがる 底部回転糸切り後回転 全面磨き 外褐色 墨書「悌」

602 底部に「悌」の墨書 へラ削り 内褐色 底部外面

底部周辺と体部下端

回転へラ削り

17 E手 体部に墨書 密 優 破片 表面 墨書

砂粒含む 外 褐 色 字体不明

435 内褐色 体部外面

604 

18 t手 体部内笥の土器 体部に墨書 密 優 破片 下層 墨書í~
底部回転糸切り後体部 砂粒含む 外 褐 色 体部外面

455 下端と底部周辺一手持 内褐色

ω3 へラ削り

19 1不 底部に墨書 密 優 破片 下部 墨書

手持へラ削り 微砂粒を 外淡褐色 字体不明

417 含む 内淡褐色 底部外面

ω1 

031 A号祉-竪穴住居壮一(8-68・69・71・73図，図版8-30・31・32)

遺 構

形状一方形。規模-3.95m X 4.00 m。主軸方向-AカマドN-580-Wo BカマドN-320ーE。カマ

ドの位置ー北西壁中央部ω，北東壁中央部:B)，。壁一ほぽ垂直， 39cm。壁溝ー全周，幅・深さは 10"，25

cm・-8"'11cm。床面一高低差あり。特に壁溝周辺部に貼床する部分が多い。 Bカマドの火床の痕跡

が貼床下から認められたことから，床面を作りかえ二度にわたり貼床していると考えられる。柱穴-4

個(うち 2個は壁外)。他にピット 1個。壁溝内に小ピット 14個あり。備考一東壁部を 031B号牡に

よって切られ，貼床されている。

カマド

Aカマド

大きさー135cm X 125 cm。構材一暗褐色土を含む砂質粘土。壁への切込み一煙道部の突出する四角

形。 55cmX 120 cm。袖部一左右各 35cm。焚出部一四角形。長さ 25cm。燃焼部-50cmx65cm。

煙道部-70cm。昇角 500"'300。逆に屈曲して立ち立がる。天井部一後面の一部遺存良好。備考一煙道

口に支脚直立。

唱-円，.
内

J



• 
Bカマド

全体に破壊消失して詳細不明。壁への切込み一半円形。 15cmx45cm。袖部一左右各 25cm前後。

備考一貼床下に火床の痕跡わずかに認められた。 Bカマド→Aカマドへと移行。

遺 物

出土遺物は土器・石製品・鉄製品である。土器は多量に出土しているが，いずれも破片もしくは破

損品である。土師器坪の出土が多い。大部分は埋土上部から下部にかけて出土したものである。石製

品は紡錘車が 1点埋土中部から出土している。鉄製品は鉄斧 1点，万子 1点(8-73図， 19， 21)が

出土している。

031A号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 罪3 外 面 内 商 層位

1 饗 口径 20.0 体部はあまり張らず， 口縁部ー横ナデ 体部上半ー横ナデ 密 焼成優 7.¥ カマド

器高 16.3 日縁が「く」字状に外反 体部ーナデ 下半へラ削り 長石石英 外暗補色 内ω
499 底径 し，口唇部を垂直につ 粒雲母末 内暗褐色

(33) まむ 含む

2 t手 12.0 体部はやや内管しなが 口縁部ー横ナデ 全面ナデ 密 優 7.¥ 覆土上 灯明皿と

3.9 ら立ちあがる 体部一横位手持へラ削 口縁部の一部に泊 外褐色 層 して使用

405 6.0 り 煙付着 内褐色 されたも

底部手持へラ削り のと思わ

れる

3 t手 11.6 体部は下端で内脅し， 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁体部

5.05 口縁部まで直線的に立 底部回転糸切り後底部 砂粒含む 外褐色 一部欠

6.0 ちあがり口唇部でやや 周辺と体部下端一回転 内褐色

外反する へラ削り

4 t手 6.0 体部は内管しながら立 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 微砂粒を 優 底部% 覆土上

3.9 ちあがり口縁部で外反 底部回転糸切り後底部 含む 外濃暗褐色 層

401 6.6 する 周辺と体部下端回転 内濃暗褐色

底部やや凸底 へラ削り

5 I手 11.9 体部は内脅して立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 口縁一部 覆土上

4.0 がり口唇部でやや外反 体部下半と底部全面 微砂粒雲 外淡褐色 欠 層

412 6.4 する 一粗いへラ削り 母含む 内淡褐色

6 t不 12.3 体部はゆるく内管しな 体部ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁一部 床面

4.2 がら立ちあがり口縁部 底部回転糸切り後底部 外明褐色 欠

431 6.5 で外轡する 周辺と体部下端手持 内明褐色

430 底部やや上げ底気味 へラ削り

体部下端やや肥厚

7 I不 12.1 体部はわずかに外腎し 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 微砂粒雲 優 う生 覆土上

3.85 ながら立ちあがる 底部回転糸切り後底部 母含む 外暗褐色 層

402 6.8 底部はやや上げ底 周辺と体部下端一回転 内暗褐色

ヘラ削り

8 工手 12.6 体部は直線的に立ちあ 体部ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 7f 覆土上 底部外面

4.2 がる 底部回転糸切り後体部 外褐色 層 刻書土器

409 7.0 下端と底部周辺一手持 内薄褐色 焼成前

へラ削り 「一」

底部焼成前の刻書あり

9 I手 11.8 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 7.¥欠 覆土上

3.8 がり口唇部でやや外反 底部回転糸切り後軽く 微砂粒を 外明褐色 層

408 6.5 する 手持へラ削り 含む 内明褐色

底部周辺と体部下端

手持へラ削り

10 I不 12.3 体部は下端で内管し口 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 ys欠 床面

4.1 縁まで直線的に立ちあ 底部回転糸切り 微砂粒を 外淡褐色

447 6.1 がる 体部下端手持へラ削 含む 内淡褐色

り
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青三 外 面 内 面 層位

11 J1- l3.0 体部は内轡して立ちあ 体部下端ーへラ削り 内外面ロクロナデ 密 俊 )4 覆土上

がり口唇部で外反する 微砂粒を 外簿褐色 層

401 合む 内薄褐色

12 E手 11.0 体部ゆるく内管して立 体部ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 )4 内置に墨

3.4 ちあがり口唇部でやや 底部糸切り後体部下端 体部に墨痕あり 微砂粒雲 外褐色 痕あり

418 6.5 外反する と底部周辺一回転へラ 母含む 内褐色

削り

13 E干 体部外面墨書 覆土上 墨書

層 字体不明

402 体部外面

608 

14 I手 底部に墨書 底面に墨書 上層 墨書土器

435 体部下端と底部全面 底部外面

604 一手持へラ両日り 「忠」
607 底部内面

字体不明

B号祉の

出土遺物

の可製性

も考えら

れる

031 B号祉-竪穴住居壮一(8-68・70・72・73図，図版8-30・31・32)

遺構

形状一方形。規模 3.20 mX 3.70 m。主軸方向-N-33"-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一緩

やかな傾斜，30cm。壁溝一東側は明僚に検出。西側は一部それらしきものがAの床を切って認められ

た。幅・深さ(東側)は 7'"'"'15 cm・ 7'"'"'29 cm。床面一重複部分は貼床。東側はハードロームの堅固

な床。柱穴一無。ピット 2個。壁溝内に小ピット 19個あり。備考一西側壁は不明で一部壁溝らしきも

のによって推定。南東隅寄りの東壁下に粘土塊存在。

カ マド

大きさ 110 cm X 100 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一半円形。 30cmx90 cm。袖部一右幅 25

cm，左幅 35cm。焚出部一半円形。長さ 25cm。燃焼部 40 cmx45 cm。煙道部 60cm。昇角25。

'"'"'45" 0 屈曲的に立ち上がる。天井部一後面の一部遺存。備考一煙道口に支脚直立。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品(鎌 1点)である。土器は多量に出土しているが，いずれも破片もしくは

破片品であり，小破片が大半を占めている。大半は埋土中から出土しており，土師器杯の出土が顕著

である。また，大部分が小破片であるが，墨書土器の出土が多い。鎌 1点 (8-73図20)は埋土上部

から出土している。なお，遺物番号の記載の不備や，一括して取り上げた遺物については，その帰属

が明確でないため，別に 8-73図に示したが，これらのうち，坪類，特に墨書土器，内黒土器等はB

号祉に帰属すエ可能性が強く考えられる。
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031B号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 甑 口径 29.8 口縁部で外反し，口唇 ロ縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 細かい長 焼成 % カマド

器高 17.3 部を上方へつまむ 体部ー叩き目 体部ーナデ 石粧 外暗褐色 内B

499 底径 最大径口縁部 内暗褐色

41 

2 杯 12.6 体部はゆるく立ちあが 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁体部 499-40 

499 4.35 り中位より若干外反す 底部回転糸切り後体部 微砂粒を 外明褐色 %欠 カマド

40 6.9 る 下端と底部周辺手持 含む 内明褐色 内B

44 へラ削り 44カマ

46 ド内包)

46カマ

ド内ー

括

3 t手 11.8 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 u欠 覆土上

4.7 がり口唇部で外反する 底部回転糸切り後体部 微砂栓を 外 褐 色 層

464 6.0 下端と底部周辺手持 含む 内褐色

へラ削り

4 杯 11.6 体部はゆるく立ちあが 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 良 口縁%欠 ピット 墨書土器

4.0 り，口唇部で外反する 体部下端と底部一手持 細かい長 外赤褐色 2-2 体部外面

479 底部やや凸底 へラ削り 石粒含む 内淡褐色 字体不明

621 底部に墨書

5 I手 11.95 体部は直線的に立ちあ 体部所々にスス付着 全面ロクロナデ 密 優 覆土上

4.0 がる 体部ロクロナデ 微砂粒を 外褐色 層

464 6.8 ややあげ底気味 底部回転糸切り後底部 含む 内掲色

周辺と体部下端一手持

へラ削り

6 I手 12.0 体部はゆるく立ちあが 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 ロ縁y:!残 床面 墨書土器

3.9 り，口唇部で外反する 底部回転糸切り後底部 細かい長 外明赤褐色 体部外面

492 底部ややあげ底気味 周辺と体部下端回転 石粒含む 内明赤褐色 字体不明

622 へラ削り

体部に墨書

7 t手 13.0 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面へラ磨き 微砂粒を 口縁y:! 内黒土器

4.3 がり口唇部でわずかに 体部下端と底部全面 内黒 含む 外褐色 底部y:!

479 7.0 外反する 一手持へラ削り 内黒色

8 t不 体部に「忠jの墨書 やや密 優 上層3 墨書土器

長石粒雲 外淡褐色 コー 「忠」

606 母粒含む 内淡褐色 ナー

9 t干 体部は直線的に立ちあ 体部に「忠」の墨書 やや密 優 覆土上 墨書土器

がる 長石粒雲 外淡褐色 層 「忠」

614 母末含む 内淡褐色

10 宮司、 体部に墨書 密 優 覆土上 墨書土器

長石粒雲 外淡褐色 層 「レ」

612 母末若干 内淡褐色

含む

11 ま平 体部に墨書 密 優 覆土上 墨書土器

長石粒雲 外明褐色 層 字体不明

511 母末含む 内明褐色

618 

12 I不 口縁部で肥厚 体部に墨書 細かい長 覆土中 墨書土器

石粒雲母 外明赤褐色 層 体部外面

619 未若干含 内明赤褐色 字体不明

む

13 Z手 体部に「忠Jの墨書 密 良 墨書土器

体部ーロクロ整形によ 細かい長 外淡褐色 「忠J?
479 るナデ 石粒雲母 内淡褐色

621 末含む

13 E手 口唇部断面球形でゆる 体部ーロクロ回転によー やや密 覆土上 墨書土器

〈外反する るナデ 長石粒雲 外明褐色 層

402 体部に墨書 母末含む 内明褐色

ω8 
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

14 I手 体部に墨書 密 優 覆土上 墨書土器

外淡赤褐色 層 「忠」か?

613 内淡褐色
トー一一

墨書土器|15 I干; 体部上位で外替する 体部に「忠」の墨書 やや密 覆土上

長石粒若 層 「忠」

616 干雲母末

含む

16 I手 体部に墨書 やや密 優 覆土上 墨書土器

細かい長 外明褐色 層 体部外面

615 石粒雲母 内明褐色 字体不明

末含む

17 I手 体部に墨書 密 優 覆土中 墨書土器

長石粒若 外明褐色 層 「寺 l
602 干雲母末 内明褐色

含む

18 t手 底部回転糸切り後体部 全面丹が付着 密 優 覆土上 墨書土器

下端と底部周辺一回転 細かい長 外淡褐色 層 体部外面

511 へラ削り 石粒雲母 内淡褐色 字体不明

末含む

19 I手 底部回転糸切り後底部 密 覆土支 墨書土器

周辺一手持へラ削り? 細かい長 外明赤褐色 層 体部外面

609 体部に墨書 石粒若干 内明赤褐色 字体不明

含む

20 f手 体部下端と底部一手持 密 優 覆土上 墨書土器

へラ削り 細かい長 外淡褐色 層 底部外面

617 底部に墨書 石粒雲母 内淡褐色 字体不明

末含む

21 E手 底部はややあげ底気味 底部に墨書 密 優 墨書土器

体部下端と底部手持 微砂粒を 外褐色 底部外面

601 6.7 ヘラ削り 含む 内薄褐色 字体不明

22 主手 体部に「丈」と他一字 体部に墨痕 やや密 優 上層 墨書土器

墨書 細かい長 外淡褐色 体部外面

503 体部ーロクロ回転によ 石粒雲母 内淡褐色
「丈口」
一字不明

606 るナデ 末含む 内面墨痕

031号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 饗 口径 15.4 体部がやや張り，口縁 頚部接合痕明瞭に残 口縁部横ナデ 密 焼成 %残 覆土中
器高 8.4 はゆるく「く」字状に外 る 体部一縦位ナデ 細かい長 外赤褐色 層

543 底径 反し，口唇部を外笥さ 口縁部検ナデ 口縁部の一部に煤 石粒含む 内黒褐色
せてつまむ 体部縦位へラ削り 付着

2 要 15.8 口縁はゆるく「く」字状 口縁部一横ナデ 全面横ナデ 密 %残 覆土中
5.4 に外反し，口唇部を上 体部一縦位へラ削り 細かい長 外暗赤褐色 層

514 方へつまむ 石粒含む 内暗赤褐色

3 婆 13.2 体部は球形に近く，口 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 優 % 柱穴
11.3 縁部は「く」字状に外反 体部上半縦位へラ削 体部ーナデ 細かい長 外暗褐色 ピット

499 6.9 する り 石粒多く 内暗褐色 2-2 
頚部と底部周辺肥厚， 下半横位へラ削り後 合む
器形のゆがみが大きい ナデ

底部へラ削り

4 I手 11.0 体部は内毎して立ちあ 体部一手持へフ削り 全面ナデ 密 優 ya 覆土中
がる 砂粒含む 外褐色 層

540 
内褐色

F
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法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

5 庁、 13.0 体部は下半でわずかに 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 )i残 ピット 墨書

3.6 内管し，口縁部でやや 体部下端と底部一手持 細かい長 外赤褐色 底部外面

497 外反する へラ削り 石粒含む 内赤褐色 字体不明

610 器肉やや薄い 底部に墨書

6 I手 12.0 体部は下端で内管し， 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 y，; ピット

3.4 口縁部まで直線的に立 底部回転糸切り後底部 外薄褐色

499 7.0 ちあがり，口唇部でや 周辺と体部下端一回転 内薄褐色

や外反する へラ削り

7 I手 13.0 体部は下端で内轡し口 体部ロクロナデ 口縁部一部油煙付 密 優 % カマド 灯明皿と

3.9 縁部まで直線的に立ち 体部下端と底部一回転 着 外褐色 内 して使用

499 7.4 あがる へラ削り 全面ロクロナデ 内褐色 t;ρ 

21 

8 I手 15.6 体部はゆるく内毎して 体部ーロクロナデ 全面へ7削り 密 優 )4 543覆

543 3.9 立ちあがり口唇部でや 体部下端手持へラ削 外明褐色 土中層

503 や外反する り 内黒色 503覆

517 土上層

151 517覆

土上層

9 I不 12.0 体部はゆるく内管しな 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 良 口縁泌欠 ピット 墨書「忠」

4.9 がら立ちあがり，口唇 底部回転糸切り後体部 ロクロ目強し 長石粒雲 外赤褐色 体部外面

498 6.5 部でやや外反する 下端と底部全面手持へ 母含む 内淡褐色

611 体部下端器肉肥厚 ラ削り

体部に墨書

10 I手 11.0 体部は直線的に立ちあ 体部一ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 口縁一部 床面 墨書「忠」

3.7 がり口縁部でわずかに 底部回転糸切り後体部 砂粒含む 外淡褐色 欠 体部外面

603 6.6 外反する 下端と底部周辺一手持 内明褐色

へラ削り

体部に「忠」の墨書

11 I手 14.5 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面へラ磨き 密 優 ピット 内黒土器

4.8 がり口唇部でやや外反 底部回転糸切り後底部 内黒 微砂粒雲 外薄褐色 刻書(印)

499 7.5 する 周辺と体部下端一回転 母粒含む 内黒色 焼成後

へラ削り 底部外面

焼成後底部に刻書(印) 「女」

12 t不 14.8 体部は下端でゆるく内 体部ーロクロナデ 全面へラ磨き 密 優 % 531 内黒土器

531 4.2 管し口縁へ直線的に立 体部下端と底部全面 内黒 微砂粒を 外淡褐色 中層

538 8.6 ちあがる 一手持へラ削り 含む 内黒色 538覆

534 口唇部でやや外反する 土下層

514 534覆

土中層

514覆

土中層

13 t手 体部はゆるく内脅して 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 覆土上

立ちあがる 底部回転糸切り後底部 外淡褐色 層

439 6.4 周辺と体部下端一回転 内淡褐色

411 ヘラ削り

14 rr; 体部 ロクロ回転によ 密 優 覆土中 墨書

るナデ 長石粒雲 外淡褐色 層 体部外面

516 体部に墨書 母末含む 内淡褐色 字体不明

620 「園」か?

15 I手 体部はゆるく内骨しな 体部に墨書 密 良 上層 墨書

がら立ちあがり口縁部 外褐色 体部外面

503 でわずかに外反する 内褐色 字体不明

ω6 

16 t手 体部は内管して立ちあ 体部一全面へラ削り やや密 優 ピット 墨書「圃j

がる 体部に墨書厄rU.J 砂粒多く 外淡赤褐色 体部外面

605 含む 内淡赤褐色

17 杯 底部に墨書 密 優 ピット 墨書

底部全面一手持へラ削 細かい長 外淡褐色 底部外面

623 り 石粒含む 内淡褐色 字体不明
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法 量 特 徴
番号 名称

18 

624 

19 

202 

20 

203 

21 

201 

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I手 底部周辺一手持へフ削

り

底部に墨書

刀子 現存長 6.4 折れ重なって銭ついて

幅 1.0 いる

厚 0.35 

鉄製品 現存長 5.5 鎌若しくは手鎌の端部

鎌 ? 幅 2.6 と思われるが，両側で

厚 0.25 器厚を減じている

鉄斧 現存長 7・4 有袋式無肩

幅 3.7 刃角44"

厚 0.3 銃化が激しい

032号祉 竪穴住居壮一(8-74~76 図，図版 8-32 ・ 33)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

*、 優 覆土中 墨書

細かい長 外褐色 層 底部外面

石粒雲母 内 字体不明

末を含む

身一部残 A号祉遺

存 物

端部のみ 上層 B号祉遺

残存 物

刃部及び 上層 A号祉遺

袋部一部 物

欠損

形状一方形。規模-4.75mx4.50 m。主軸方向 N-470-WQ カマドの位置 北西壁中央部。壁十ほ

ぼ垂直，28 cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 15------25cm・ 5------11 cm。床面-10------15cmの厚きで貼床。

ほぽ平坦。堅固。柱穴-4個。壁溝内に小ピット 23個あり。北及び南コーナー下層から床直上にかけ

て投棄されたと思われる木炭，焼土を検出。

カマド

大きさ-120cmX 100 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み 半円形。 50cmx95 cm。袖部左右各

25 cm。焚火部ーなし。燃焼部一不明。煙道部一長さ不明。昇角 50。前後。響曲的に立ち上がる。天井

部ーなし。

遺物

出土遺物は土器，土製品，鉄製品，鉄津である。土器は住居壮一面に，埋土上部から下部にかけて

大半が出土しているが，いずれも破片ないしは破損品で，小破片が多い。また墨書土器の小破片が顕

著である。土製品は支脚の破片が 2点，カマド内から出土している。鉄製品は錨が 1点，埋土下部か

ら出土し，鉄津は 4点埋土上部から下部にかけて出土している。

032号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 4焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I I不 口f圭 14.0 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 焼 成 優 y3 444 

器高 3.7 がり口唇部で肥厚 体部下端と底部全面 砂粒含む 外褐色 下層

444 底径 6.0 手持へラ削り 内褐色 445 

445 下層

2 杯 13.0 体部はゆるく内轡して 体部ロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 y3 覆土

5.1 立ちあがる 底部回転糸切り後体部 微砂粒を 外薄褐色 上層

503 6.2 口唇部と底部でやや肥 下半と底部周辺一手持 含む 内薄褐色

厚 ヘラ削り
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法 量 特 徴 位麗
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

3 Z平 14.6 体部は内毎しながら立 体部ーロクロナデ 全面へラ磨き 密 口縁%以 412床 内黒

4.3 ちあがり口唇部でゆる 底部回転糸切り後体部 内黒(とんでいる) 微砂粒を 外薄褐色 上 503覆

412 6.0 〈外反する 下端と底部周辺回転 合む 肉薄褐色 土上層

503 へラ削り

4 t手 12.8 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロナデ 全面ロクロナデ 密 優 % カマド

(3.6) 古tる 体部下端と底部一手持 微砂粒を 外褐色 左脇

401 (5.7) 体部下端でやや肥厚 へラ削り 含む 肉薄褐色

5 Z手 14.0 部分的にナデ 粗 優 % 床面

外褐色

418 内褐色

6 Z手 体部に墨書 密 小破片 覆土中 墨書又は

体部下端と底部全面 微砂粒を 外褐色 層 墨痕

601 一手持へラ削り 含む 内褐色 体部外面

「冊J

7 王ヰ 口唇部で肥厚 体部に墨書 密 上層 墨書

微砂粒を 外薄褐色 r.J Jか?

602 含む 肉薄褐色 体部外面

8 I手 口唇部で肥厚 体部に墨書 密 優 覆土中 墨書

微砂粒を 外薄褐色 層 体部外面

ω5 含む 内褐色 字体不明

9 ま手 体部に墨書 密 優 中層 墨書

破片 微砂粒を 外褐色 体部外面

ωl 含む 内褐色 字体不明

10 t不 体部に墨書 密 優 墨書

微砂粒を 外薄褐色 体部外面

回2 合む 内薄褐色 字体不明

r*Jか?

11 E手 体部に墨書 墨書

体部外面

ω2 r f-J 

12 ま手 体部は内笥しながら立 体部に墨書 r.J? 密 優 上層 墨書

ちあがり体部中位でや 微砂粒石 外褐色 体部外面

ω2 や外轡する 英含む 内褐色 「骨J
口唇部やや肥厚

13 主手 体部に墨書 密 優 上層 墨書

体部下半一手持へラ削 微砂粒を 外褐色 体部外面

ω2 り 合む 内褐色 字体不明

14 王ヰ 体部に墨書 体部に墨書か墨痕 密 優 上層 墨書

微砂粒を 外 褐 色 体部外面

ω2 含む 内褐色 字体不明

内面は墨

痕の可能

性

15 t手 体部に墨書 体部に墨書文は墨 密 覆土中 墨書

痕 微砂粒を 外 褐 色 層 体部外面

ω4 含む 内褐色 字体不明

内面は墨

痕か?

16 Z手 底部全面と体部一手持 全面へラ磨き 密 覆土中 墨書

破片 ヘラ削り 微砂粒を 外薄褐色 層 体部外面

ω3 含む 肉薄褐色 字体不明

17 I手 底部に墨書 密 中層 墨書

破片 微砂粒雲 外褐色 底部外面

ωl 母含む 内褐色 字体不明

18 町、 底部全面手持へフ削 底部に墨書 密 中層 墨書

破片 り 徴砂粒を 外褐色 底部内面

ωl 含む 内褐色 字体不明
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法 量 特 徴

番号 名称
外 面 内 面

19 

462 

20 

507 

口径・器高・底径 器 再三

皿 13.3 体部はやや外骨しなが 体部一ロクロナデ 全面ロクロナデ

2.4 ら立ちあがり口唇部で 体部下端と底部全面 朱塗り

5.0 は水平近く開く 十手持へラ削り

底部やや上げ底

局台付 体部はややゆるく立ち 底部回転糸切り後底部 全面へラ磨き

皿 あがり高台部は「八j字 周辺回転ヘラ削り 内黒(とんでい

7.2 状に開く 体部ロクロナデ る?)

高台部内外面ロク

ロナデ

033号祉-竪穴住居社一(8 -77"'79図，図版8-33・34)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 y:i カマド 内面

微砂粒雲 外明褐色 内 朱塗り

母含む 内

密 優 予言 覆土中 内黒土器

微砂粒雲 外褐色 層

母含む 内褐色

形状一方形。規模-3.50m X 3.45 m。主軸方向-N-250- E。カマドの位置一北壁中央部やや東

寄。壁一ほぽ垂直， 57 cm。壁溝一全周。幅・深さは 7'"'-'18 cm・-4'"'-'5cm。床面ーハードローム層最

上部に構築。ほぽ平坦。ハードロームを多量に混入する土壌が 5cm程度の厚さでみられ，ーたん素

掘りで掘り込んでから掘り上げたロームで床を平坦にしているものを考えられる。柱穴-4個。備考

一東壁，南東コーナー寄の壁上から住居社中央部に粘土の流入あり。

カマド

大きさ 110 cmx90 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み 45 cmx90 cm。袖部一左右各 20cm。

焚出部一半円形。長さ 20cm。燃焼部 40 cmx50 cm 以上。煙道部一75cm。長さ 450'"'-'700
0 IくJ字

形に立ち上がる。天井部一後面の遺存良好。前面の一部遺存。備考一器掛け口径 30cm前後。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片もしくは破損品であり，小破片が多い。

033号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 音色 外 面 内 面 層位

1 要 口径 18.0 体部はあまり張らず， 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 組 焼成優 ys 東側表

器高 10.4 体部上位で内屈し，口 体部一上方向へラ削り 体部一荒いナデ 砂粒石英 外濃暗褐色 面30cm

409 底径 縁部で「く」字状に外反 体部下位ー左から右方 下位ーへラナデ が多量 内薄褐色 外

し口唇部を上方へつま 向ヘラ削り (ササラ状に近p)
む

器肉体部下位で薄い

2 褒 10.2 底部へフ削り(剥離 1と同一

しており一部残存) 個体と考

409 えられる

3 王手 11.2 体部はゆるく内毎して 口縁部ー横ナデ 全面ナデ?一部へ 密 良 口縁一部 カマド 灯明皿に

3.4 立ちあがる 体部~底部一手持へラ ラ磨き? 微砂粒を 外薄褐色 欠損 内 使用した

413 丸底 器肉体部下半肥厚 削り 油煙ほぽ全域にわ 合む 内薄褐色 ものと思

底部丸底 たり付着 われる

4 王ヰ 14.0 体部は内脅して立ちあ ロ縁部横ナデ 口縁部横ナデ 密 優 x; 覆土中

3.6 がり口唇部で器肉が減 体部ーへラ削り後へラ 体部一全面へラ磨 微砂粒を 外明褐色 層

406 厚する ナデ き 含む 内褐色

底部一手持へラ削り

-379 



034号祉

遺構とならず欠番とした。

035 (A)号祉-竪穴住居壮一(8-80・81・83・84図，図版8-34・35)

遺構

形状一方形。規模-3.85m X 3.30 m。主軸方向-N-220-W。カマドの位置一北東コーナー上。壁

一緩やかな傾斜。 18cm。壁溝一全周，幅・深さは 10cm・-5"-'6cm。床面一ソフトローム層に構

築。ほぽ平坦。軟。柱穴-4個。他に壁溝内に小ピット 8個あり。備考-035B号祉の南側を切り，貼

床し構築している。

カマド

大きさ-125cmx 100 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一壁隅利用。 35cmx75 cm。袖部一左右

各 30"-'35cm。焚出部一半円形。長さ 25cm。燃焼部-40cmx40cm。煙道部-60cm。昇角平均

200。階段状に立ち上がる。天井部一後面は崩落。備考ーカマド下全面に埋土施設。

遺 物

出土遺物は土器と鉄製品(鉄鍛1点)である。土器は出土量は多いが，いずれも破片ないしは破損

品であり，小破片が多い。土師器邦が顕著。

035A号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

長頚瓶 口径 内面に細かい凹凸を持 自然紬がかかる ロクロ痕 密 焼成優 肩部y.i カマド

(A) 器高 つ 凹凸あり 小磯含む 外緑濁色 上面

439 底径 頚部取付は 3段 ~灰色

内灰色

2 I手 13.7 底部は偏平で，体部は 底部残存部全面及び体 やや密 やや良 12弱 覆土上

(A) 4.2 ほぽ直線的に立ちあが 部下端手持へラ削り 外暗褐色 層

404 7.5 り口唇部で肥厚する 底部に「レJのへラ書 内暗褐色 カマド

403 口径と底径の差は小さ きがある 前
L、

3 王平 13.1 底部は上げ底状で体部 底部回転糸切り後底部 やや密 やや良 口縁y.i欠 覆土中

(A) 4.1 はほぼ直線的に立ちあ 周辺及び体部下端一手 外淡褐色 層

404 6.5 がり口縁部で肥厚する 持へラ削り 内明赤褐色

405 口径と底径の比は約

406 2 : 1である

4 ま平 12.9 底部は偏平で体部はほ 底部回転糸切り後底部 やや密 優 底部完 覆土上

(A) 4.1 1;1.'直線的に立ちあがり 周辺及び体部下端手 外淡赤褐色 口縁% 層

402 6.1 口縁部でやや外反する 持へラ削り 内淡赤褐色 カマド

口径と底径の差はやや 右

大きい

5 杯 13.5 底部は上げ底状で体部 底部回転糸切り後底部 体部に油煙が付着 やや密 優 口縁~欠 中層 灯明皿と

(A) 4.4 はやや内管して立ちあ 周辺及び体部下端一手 する 外淡赤褐色 して使用

417 6.1 がり口縁部で外反し肥 持へラ削り 内淡赤褐色 されたも

厚する のと恩わ

口径と底径の差は大き れる

u、
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法 量 特 徴
番号 名称 胎土 焼成・色調

口径・器高・底径 器 青芸 外 面 内 面

6 坪、 12.2 底部は偏平で体部はや 底部全面及び体部下半 優

(A) 4.3 や内轡し立ちあがり， 手持へラ削り 外赤褐色

438 6.0 口唇部で肥厚し外反す 内赤褐色

る

口径と底径の比は約

2・1である

7 不 底部は上げ底状で体部 底部回転糸切り痕のみ 密 優

(A) は内轡して立ちあがる 残る 微砂粒を 外褐色

430 6.0 体部下端一手持へラ削 含む 内褐色

り

8 鉄鍛 5.8 雁股鍛

8-85 4.4 
図9 0.55 
201 

035 (B)号壮一竪穴住居壮一(8-80・82・83・85図，図版8-34・35)

遺構

位置

遺存度 出土 備考
層位

底部完 下層

口縁ys

図の部分 中央部

フ'dEフJf;シZ 下層

茎欠損 中層 8-85図9

(床上 のB号祉

7 m) 挿図は誤

り.A号

社より出

土の遺物

である

形状方形。規模~2.45 m X 2.50 mo 主軸方向~N~0'30/~W。カマドの位置北壁中央部。壁一ほ

ぼ垂直，50 cm。壁溝全周。幅 ・深さは 15，，-，20cm・-3"-'4cm。床面ハードローム層に構築，ほ

ぽ平坦。ハードロームブロック ・暗褐色土 ・褐色土の混合土で貼床する。柱穴一住居社外に 4個。他

に小ピット 1個あり。備考南側の一部を 035A号祉に切られている。

カマド

大きさ~95 cmx75 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一半円形。 25cmx65 cm。袖部，焚出部，

燃焼部，煙道部一共に不明。天井部一後面の崩落著しい。

遺物

出土、遺物は少量の土器のみである。いずれも，破片ないしは破損品で，そのほとんどは，埋土中か

らの出土である。

035B号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 罪主 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 24.0 肩の張りが弱く口唇部 残存部全面にナデが行 残存部全面にナデ 粗 焼成優 ys 中層

器高 は大きく外反し，肥厚 なわれる が行なわれる 石英雲母 外 褐 色

411 底径 して外側に凹面をつく 粒含む 内褐色

る

2 斐 16.0 屑は張らず，口縁部は 口縁部にナデが行なわ 口縁部にナデが行 密 外暗褐色 :ぅ4 南側壁

外反し立ちあがる れ胴部に縦位へラ削り なわれ.H同部にへ 内暗褐色 上

445 がなされる ラナデがなされる
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番号

3 

410 

4 

412 

514 

429 

410 

5 

407 

6 

601 

7 

601 

8 

411 

法 量
名称

特 徴

口径・器高・底径 器 斉3 外 面 内 面

I不 14.5 広い底部から直線的に 底部中央部はへラ削り 全面に朱が塗られ

3.6 立ちあがる され周辺部は回転へラ る

7.4 削りが行なわれる

底部に「芋」の刻書が

あり，全面に朱が塗ら

れる

E手 14.4 広い底部から直線的に 底部は全面手持へラ削 全面に丹が塗られ

3.8 立ちあがる りされる る

8.0 全面に朱が塗られ，底

部に「排」のへラ書き

がある

杯 12.0 底部は偏平で，体部は 底部残存部及び体部に

3.8 内脅して立ちあがり， 手持へラ削りを行なう

5.5 口縁部下で肥厚する

杯 11.9 底部はやや丸味をも 体部及び底部全面を手

3.9 ち，体部は直線的に立 持へラ削りする

6.6 ちあ由主る 体部に「延忠Jの墨書

が見られる

杯 口径部は直線的に立ち 体部に墨書が見られる

あがる

脚付盤

(脚部)

」ー

036号祉-竪穴住居壮一(8 -86"'88図，図版8-36)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 優 口縁一部 表面 内外朱塗

外赤褐色 欠 り

内赤褐色 焼成後刻

書

底部外面

「宇」

密 優 口縁x欠 412覆 内外面朱|

外赤褐色 土上層 塗

内赤褐色 514 底部外面

一括 焼成後

429覆 刻書 r#J

土中層

410 

表面

密 優 口径x 覆土上

微砂粒を 外淡褐色 底径% 層

含む 内淡褐色

密 優 }f 北東側 墨書

外淡褐色 壁上面 「延忠」

内淡褐色 底部外面

密 優 破片 北東側 墨書

外淡褐色 壁上面 体部外面

内淡褐色 字体不明

粗 優 }f弱 中層 須恵器

石英雲母 外青灰色

粒含む 内青灰色

形状一方形。規模-3.50m X 3.35 m。主軸方向-N -58030'-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一立

ち上がりはほぼ垂直。 20cm。壁溝一全周。幅・深さは， 10，，-，15 cm・-2"-'3cm。床面-5"-'8cm程

の貼床。柱穴-4個。

カマド

大きさ-100cmx70 cm。構材一白色粘土。壁への切込み一三角形。 20cmx85 cm。袖部一右幅 55

cm。焚出部ーなし。燃焼部一大きさ不明。火床の遺存良好。煙道部一不明。天井部一後面は崩落。備

考一左脇は破壊されて消失。

遺 物

出土遺物は中量の土器と鉄製品である。土器はいずれも破片ないしは破損品で，小破片が多い。土

師器皿の墨書土器が多い。大部分が埋土中からの出土である。鉄製品は万子破片 1点が埋土中から出

土している。
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036号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

両台付 口径 台部は太く，端部は偏 胴下部から台部にかけ ロクロ痕

長頚瓶 器高 平である て一部灰粕が認められ

410 底径 8.5 台上部に稜をもっ る

2 t不 13.2 口縁部で肥厚し外反す 底部を回転糸切りした

3.9 る 後底部周辺及び体部下

印4 5.9 口径と底径の差は大き 端を手持へラ削りする

~， 体部に墨書が見られる

3 I手 12.8 体部は内管気味に立ち 底部を回転糸切りした 一部に墨の付着が

4.5 あがり口縁部で肥厚し 後，底部周辺及び体部 見られる

407 6.6 外反する 下端を手持へラ削りす

口径と底径の比は約 る

2 : 1である

4 局台付 台部は細く外反して貼 底部は回転へラ削りが t手部はへラ磨きさ

王手 り付けられ端部は丸味 なされる れ，墨色処理が行

409 7.0 をもつ なわれる

5 高台付 13.3 台部は内管ぎみに開 底部を糸切りした後全 全面にへラ磨きが

皿 3.05 き，端部は丸味を持つ 面回転へラ削りし，体 行なわれる

602 6.9 部下端を回転へラ削り

する

体部に墨書が見られる

6 局台付 13.35 台部は外反し，端部は 底部及び体部に墨書が 底部から体部にか

皿 2.7 丸味を持つ 見られる けて墨痕が残る

ωl 6.0 体部は僅かに内毎し大 硯として使用か

きく聞き口縁部が肥厚

する

7 皿 口縁部でやや外反 体部に墨書が見られる 黒色処理されへラ

磨きが行なわれる

604 

8 皿 口縁部でやや肥厚する 体部に墨書が見られる 一部に墨痕が残る

ω5 

9 皿 体部に墨書

切3

ω6 

10 高台付 台部は外反して聞き， 底部を回転糸切りした 底部内面に「冊」

皿 端部はとがる 後，底部周辺を回転へ -の墨書が見られる

ω2 6.7 ラ削りする

037号祉一竪穴住居壮一(8-89--""'91図，図版8-37)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼成良好 中層 灰柚陶器

長石粒含 外青灰色

む 内灰色

密 優 % 覆土中 墨書

外薄褐色 層 体部外面

内薄褐色 字体不明

密 良 全体~残 覆土中

外暗茶褐色 存 層

内暗茶褐色

密 良好 覆土中 内黒土器

外淡褐色 層

内淡褐色

密 優 上層 墨書

外 褐 色 「俳」

内褐色 体部外商

密 優 上層 墨書

外薄褐色 体部外面

内薄褐色 字体不明

底部外薗

「園j?

密 優 覆土中 内黒土器

外褐色 層 墨書

内褐色 体部外面

字体不明

密 良好 覆土中 墨書

外暗褐色 層 体部外面

内暗褐色 「骨」か?

内面墨痕

墨書

体部外面

字体不明

密 優 上層 墨書

外薄褐色 底部外面

内薄褐色 「骨」

形状一方形。規模-3.00m X 2.85 m。主軸方向-N-5r-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一ほぽ

垂直， 23cm。床面ーソフトローム層に構築。中央部一部貼床。ほぽ平坦，堅固。柱穴一各コーナー外

側に柱穴状のピット 4個。他に壁溝内に小ピット 5個あり。備考ーカマドを有する東壁両コーナーが

突出する。

カマド

大きさー100mx75 cm。構材一暗褐色土を含む砂質粘土。壁への切込み一三角形。 30cmx90 cm。

袖部一不明。焚出部ーなし。燃焼部一長さ不明。幅 60cm以下。煙道部一不明。天井部ーなし。備考
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一火床下に埋土施設。

遺 物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片であり，大半が小破片で、ある。埋土上部から大部

分が出土しており，器形をうかがい得るものには土師器坪が多い。

037号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 王手 口径 12.0 体部はやや内管気味に 底部全面及び体部下端 密

器高 4.4 立ちあがり，口縁部で を手持へラ削りする 微砂粒を

415 底径 5.9 肥厚し外反する 含む

口径と底径の比は約

2 : 1である

2 I手 12.0 体部は若干内脅気味， 底部残存部全面及び体 黒色処理される 密

3.8 口縁部で肥厚し外反す 部下端を手持へラ削り 微砂粒を

414 5.0 る する 含む

口径と底径の差は大き

、u、

3 t手 11.8 体部はやや外轡気味に 底部を回転糸切りした 密

3.8 開き，ロ唇部は肥厚す 後底部周辺及び体部下 砂粒雲母

415 6.7 る 端を手持へラ削りする

419 口径と底径の差は小さ

しミ

4 I手 12.0 体部はほぼ直線的に立 体部下端を手持へラ削 密

ちあがる りする 微砂粒を

413 口唇部は若干肥厚する 体部に墨書 合む

5 t手 底部は上げ底状を呈 底部を回転糸切り後底 密

し，体部はほぼ直線的 部周辺及び体部下端を 砂粒雲母

417 6.0 に立ちあがる 手持へラ削りする 空竺

038号祉-竪穴住居壮一(8 -92"-'94図，図版8-38・39・40)

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼成優 % カマド

外褐色 上面右

内褐色

優 口縁% 上層カ 内黒土器

外薄褐色 底部% マド前

内墨色

優 yz 415 

外褐色 カマド

内褐色 上面右

419カ

マド内

優 口縁% 上層 墨書

外褐色 体部外面

内褐色 字体不明

優 カマド

外薄褐色 上面

肉薄褐色

形状一方形。規模-3.10mx3.00 m。主軸方向-N-240-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほぽ

垂直， 52 cm。壁溝一西壁一部を除き全周。幅・深さは 10........20cm・-3........5 cm。床面一ハードローム

層に構築。ほぽ平坦。やや軟。一部貼床する。柱穴-4個。備考-南東コーナーに粘土塊存在。

カマド

大きさ-80cmx50cm。構材一褐色土。壁への切込み-5cmx6cm。備考一火床不明瞭。

遺 物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(鉄斧 1点)及び鉄津(1点)である。 土器はいずれも破片で小破

片が大部を占める。埋土中からほとんど出土しており，器形をうかがえる程のものは，土師器及び須

恵器の邦が多い。鉄津は埋土上部から出土している。
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038号社遺物一覧表

番号

1 

403 

2 

402 

3 

411 

4 

404 

5 

408 

6 

503 

7 

201 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I不 口径 15.0 底部は丸底状で，体部 体部及び底部にへラ剖 口縁部を横ナデ

器高 3.8 は内湾し大きく開き口 り後:ナデを行二なう し，体部以下にナ

底径丸底 縁部は肥厚する 口縁部を横ナテーする デを全なう

口径と底径の差は大き 黒色処理

¥" 

I不 15.0 体部は内管気味に大き 口縁部を横ナデし，体 口縁部を横ナデ

3.2 く開く 部にへラ削り後ナデを し，体部にへラ磨

行ニなう きを行なう

可L 13.0 底部はほぼ偏平で，体 体部はへラナデされ， 全面に細かいへラ

3.0 部は直線的に立ちあが 朱が塗られる 磨きがなされ，朱

る が塗られる

界 12.0 体部は内管気味に立ち 底部を回転糸切りした 全面黒色処理され

4.3 あがり，口縁部でやや 後，底部周辺及び体部 へラ磨きが行なわ

6.5 外反する 下端を手持へラ削りす れる

口径と底径の差は小さ る 口縁部に灯明芯痕

しミ 口縁部に灯明芯痕と思 と思われる油煙が

われる油煙が付着する 付着する

体部に墨書がみられる

I平 11.0 底部は上げ底状を呈す 底部残存部全面及び体

3.3 体部は直線的に立ちあ 部下端を手持へラ削り

力tる する

I不 12.0 底部は丸味を呈す 底部残存部全面へフ削

3.8 体部は僅かに内管気味 りを行なう

に立ちあがり口縁部は

外反する

鉄斧 現存長 9.1 有袋式無屑

騒 3.6 刃角24。

厚 0.25 

039号壮一竪穴住居壮一(8-95~97 図，図版 8-39 ・ 40)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土
層位

密 焼 成 良 }看残 上層

細かい長 外暗褐色

石粒含む 一部黒褐色

内

密 良好 yz残 覆土下

若干細か 外淡褐色 層

い長石粒 内淡褐色

合む

やや密 良好 ys残 上層 内外

細かい長 外赤色塗彩 朱塗り

石粒多く 内赤色塗彩

含む

密 優 ys 覆土上 内黒土器

微砂粒を 外薄褐色 yz 層 灯明血と

合む 内薄褐色 して使用

か

密 良 yz欠 下層 須恵器

細かい長 外淡青灰色

石粒含む 内淡青灰色

密 良 J4残 上層 須恵器

長石粒多 外淡青灰色

く含む 内淡青灰色

ほぽ完形 下層

形状 方形。規模-2.95mx2.75 m。主軸方向-N-190-W。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほぽ

垂直，23 cm。壁溝一酉壁のみ有。幅 ・深さは 15cm・-4cm。床面 ソフトローム層に構築。堅固。

柱穴 3個。他に小ピット 1個あり。備考北西コーナーは撹乱をうけている。

カ マド

大きさ-100cm X 95 cm。構材褐色砂質粘土。壁への切込み 半円形。 35cmX 105 cm。備考一削

平著しく詳細不明。火床は良く焼けていた。

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品(鉄斧 1点)及び鉄津(1点)である。土器はいずれも破片で小破

である。鉄津はともに埋土上部から出土している。
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039号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 1f~ 外 面 内 面

I I手 口径 体部に墨書が見られる へラ磨きが施され

器高 る

ω1 底径

040号祉-竪穴住居壮一(8 -98""' 100図，図版8-41) 

遺構

位置
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

層位

密 焼成優 カマド 墨書

微砂粒を 外褐色 内 体部外面

含む 内褐色 字体不明

形状一方形。規模-4.35m X 5.05 m。主軸方向-N-520-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一ほぽ

垂直， 65 cm。壁溝一全周，幅・深さは 15""25cm・-8""11cm。床面一ハードローム層に構築。堅

固。 5""15 cmの厚さで暗褐色土を褐色土で貼床する。柱穴-4個。他にピット 1個あり。壁溝内に小

ピット散在。備考-中央部対面上に粘土塊存在。

カマド

大きさ-105cmX 100 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形。 20cmx80 cm。袖部一不明。

焚出部ーなし。燃焼部-60cmx70 cm。煙道部-70cm。昇角 800""550
"，，350，，，，65。と変化して立ち上が

る。天井部-不明。備考一天井は崩落流出のため不明瞭。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品である。土器は出土量多いが，いずれも破片ないしは破損品で，小破片が

大半を占める。須恵器坪の小破片が顕著である。埋土中から大部分が出土している。鉄製品は万子の

破片 1点であり，埋土の上面からの出土である。

040号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

聾 口f圭 23.5 底部は小径で胴部は中 口縁部を横ナデし，胴 頚部以上を横ナデ 粗 焼成優 口縁部 446カ

446 器高 31.9 央上位に最大径を持 上部はへラ削りを行な し胴部及ぴ底部に 小石の粒 外暗茶褐色 底部 マド内

451 底径 7.7 ち，張りは強くない う ヘラによるナデつ が多くや 内 胴部 451 
445 口縁部は大きく外反し 中部以下には縦位のへ けが行なわれる や粗 ~残存 カマド

434 端部でやや外反をゆる ラナデが見られる 左袖

431 め外側で凹面をつくる 445カ

424 受口状を呈する マド内

435 434覆

504 土上層

431覆

土中層

424覆

土中層

435覆

土中層

504覆

土上層

2 t手 12.8 体部はほぼ直線的に立 口縁部は横ナデされ体 残存部全面にへラ 密 優 ys 覆土上 内外朱塗

ちあがる 部はへラ削りが行なわ ナグが行なわれ朱 外赤褐色 層

503 れる が塗られる 内赤褐色

残存部全面に朱が塗ら

れる
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法 量 特 徴
番号 名称 胎土

3 

408 

403 

4 

505 

5 

414 

口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面

I手 底部は若干上げ底状で 底部を回転へラ切りし 密

周辺部が肥厚し体部は た後底部全面及び体部

8.2 ほぽ直線的に立ちあが 下端を回転へラ削りす

る る

杯 底部は上げ底状で体部 底部を回転へフ切りし 密

は直線的に立ちあがる た後底部全面及び体部 長石石英

8.5 下端を手持へラ削りす 粒多し

る

高台付 台部は低く端部はやや 底部全面に回転へラ削 粗

盤? 丸味を持つ りが行なわれる 長石石英

12.4 底部は厚い 粒多く含

む

041 A号祉-滑石製模造品工房壮一(8-101・102図，図版8-42)

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

優 底部完 408覆 須恵器

外灰褐色 土下層

内灰褐色 403覆

土中層

不良 底部完 覆土上 須恵器 l 

外灰褐色 層

内灰褐色

不良 底部.%' 覆土中 須恵器

外暗灰褐色 層

内暗灰褐色

形状一方形。規模-4.30m X 3.95 mo (主軸方向-N-400-E)。炉-検出来なかった。壁一立上りほ

ぼ垂直， 40.........50 cm。壁溝一全周。幅・深さは 7.........18cm・-1.........2cm。床面一堅固。ハードローム。柱

穴-4個。備考一柱穴が北側にやや片寄って存在している。炉は検出されなかった。あるいはB号杜

に切られた部分に存在した可能性も考えられる。

遺 物

出土遺物は少量の土器と滑石製品等である。土器はいずれも破片であれ大部分が小破片である。

滑石製品等は住居牡全面にわたり，埋土上部から床面上にかけて出土しているが，臼玉，剣形等の未

成品は数点で，ほとんどが剥片であった。

041A号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口筏・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 査 口径 7.8 胴中部上位に最大径を 残存部は全面にハケナ 日縁部はハケナデ
(A) 胴最大14.0 持ち，肩が張り頚部下 デの後磨きが行なわ の後磨きが行なわ
418 で肥厚する れ，朱塗りが施される れ朱彩が施される
415 口縁は外反する 胴部はへラナデが

行なわれる

041 B号祉-竪穴住居壮一(8-103........105図，図版8-42) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

敏密 焼成 口縁~胴 418覆 朱塗り

微砂粒多 外暗赤褐色 下部まで 土下層

く含む 内暗赤褐色 約ys残 415覆

土中層

形状一方形。規模-3.00m X 265 m。主軸方向-N-380-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ

垂直， 53cm。壁溝一全周，幅・深さは 10.........15cm・ー2.........6cm。床面ーハードローム層に構築。 A号

杜との床面高低差 20cm。柱穴ーカマドの対面に 1個。備考-A号祉を切っている。

カマド

大きさ-90cmx90 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一底皆目のみ切込む。 50cmx70 cm。袖部
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-右幅 30cm，左幅 40cm。焚出部ーなし。燃焼部一長さ 50cm，幅不明。煙道部-65cm。昇角 70。

"'400。煙道口に段あり。天井部一後面の遺存良好。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器のみである。須恵器杯 1点を除き，いずれも破片ないしは破損品で，小

破片が大部分を占める。器形をうかがえる程のものは図示した須恵器坪のみである。

041B号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土 焼成・色調

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 t手 口径 14.6 底部は内面に大きな凹 底部を回転へラ切りし 徹密 焼成不良

器高 4.15 凸を持つ，体部はほぼ た後底部全面及び体部 微砂位多 外黒褐色

410 底径 8.9 直線的に立ちあがる 下端を手持へラ削りす く含む 灰黒褐色

口径と底径の差は小さ る 内灰黒褐色

p 

2 主ヰ 底部を回転へラ切りし 徹密 良好

た後底部全面及び体部 石英等を 外灰色

404 6.0 下端を手持へラ削りす 多量に混 内灰色

る 入する

042号祉-滑石製模造品工房社ー(8-106........111図，図版8-43・44・45)

遺構

位置

遺存度 出土 備考
層位

完形 覆土下 須恵器

層

底部から 覆土上 須恵器

体部のー 層

部残存

形状一方形。規模-6.85m X 6.90 m。炉一中央部東寄り。壁一ほぽ垂直， 30cm。壁溝一全周。幅・

深さは 10"，20cm・-5-10cm。床面ーハードローム上面を掘り込んだあと，凹凸面を暗褐色土，ソ

フトロームで埋め，平坦にしている。柱穴一主柱穴4個"'6個。他にプラン内に小ピット多数。壁溝

内にも小ピット多数あり。備考一東側は溝 (012号牡)が走り切られている。炉は，径 32"'37cmで

深さ 4cm程である。南コーナーの方形ピットは径 80x90cm，深 45cm程である。埋土中から滑石

片，臼玉未製品等多数出土。埋土下部から床面にかけて投棄されたと思われる焼土プロックが多数検

出された。

遺 物

出土遺物は土器，滑石製品等である。土器は，小形の柑 1点を除き，いずれも破片ないしは破損品

で小破片が多い。出土量はそう多くなく，埋土中から床面にかけて出土しているが，いずれも住居廃

絶後に投棄されたものと思われる。滑石製品は，有孔円板，臼玉等の未製品が若干と臼玉の未成品，

製品，剥片類が出土している。これらは，埋土の上部から床面上にかけて出土しており，未成品等が

集中して出土する個所も認められた。その他，鉄製品(鉄鉄)が 1点埋土中から出土しているが，本

社に伴うものかどうかは不明である。

-388-



042号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 月1 口f圭l3.6 体部は内脅気味に開き 全面にへラ削りが施さ 残存部全面に朱が 徹密 焼成良好 )4残 447 朱塗り

器高 口唇部はとがる れる 塗られる 微砂粒を 外赤褐色 床面南

447 底径 残存部全面に朱が塗ら 含む 内赤褐色 コーナ

446 オLる 一方形

ピット

中

446 

床面

2 坪〈 13.2 底部は丸底状で体部は 体部から底部まてeへラ 全面に朱が塗られ 粗 良好 )，5残 461ピ 朱塗り

4.6 内管気味に聞く 削りが成される る 砂粒含む 外赤褐色 ット中

461 全面に朱が塗られる 内赤褐色 454 

454 床面

3 I不 13.6 同上 向上 向上 朱塗り

406 

408 

4 官昆 14.4 体部は内轡気味に開き 残存部全面へラ削りを 残存部全面に朱が 砂粒含む )，5 朱塗り

5.9 口縁部は内傾する 行ない朱が塗られる 塗られる 外暗茶褐色

内赤褐色

5 現 16.8 体部は内望号気味に開 残存部全面へフ削りさ 残存部全面に朱が 微砂粒を 良好 %残 406 朱塗り

406 き，口縁部は直立する れ朱が塗られる 塗られる 含む 外暗茶褐色 周溝上

410 内暗褐色
南側
410 

449 周溝上
南側
449 
上層南
西コー
ナー

方形ピ
ット中

6 域 14.8 底部は丸底で体部は内 全面にへフ削りが行な 全面に朱が塗られ 鰍密 良好 )4残

5.8 轡気味に開き上方へ向 われ朱が塗られる る 微砂粒を 外暗茶褐色

かい肥厚する 含む 内赤褐色

口縁部は直立する

7 椀 9.25 底部体部とも不規則に 体部上半は指による磨 底縁にクシ状工具 荒い砂粒 完形 覆土中

4.8 ゆがむ きがなされ，下半にク 痕を残す 含む 外暗褐色 層

416 4.8 底部周辺で器厚を増し シ状工具痕が見られ， 内黒褐色

口縁部に向かい減厚す 下端をへラ削りする

る 底部にクシ状工具の整

形痕を残す

8 角界 f朱が塗られる へフ削り 鰍密 良好 xo残存 外面朱塗 |
脚部 15.8 微砂粒を 外赤褐色

合む 内黄褐色

9 鉄鉄 現存長根l.9 尖根 茎(箆被)

茎3.8 腸扶の返りは著しく鈍 途中で欠

幅根0.95 化 損
茎0.45 根は片丸造り

厚 根0.3

茎0.35

滑石製模造品 10~15は有孔円板の未成品及び同破片， 17・19・20は剣形等の剥片か，両面研磨， 18 ・ 21~28は偏平な板状剥片で，平坦面は研磨されている，
等 29~99は形割未成品であり， 4~6 角形のものが多い。上下両面研磨の擦痕があり ， なかには切載不十分なものも認められる。 100~201

は形容j未成品に穿孔が実施されたものである。形割未成品に穿孔だけがなされたもの，その段階で破れてしまったもの，穿孔後ににか内

縁が研磨され丸味をもっているもの等がある。 202~212は仕上げ研磨がなされた完成品である。研磨による側面の擦痕は上下面に対して
直交している。 213~215は剥片剥離の際の砕石である

043号祉 竪穴住居壮一(8~1l2~1l4 図 ， 図版 8 ~46) 

遺構

形状 方形。規模-4.10m X 3.90 m。主軸方向 N-1T-W。カマドの位置一北壁中央部。壁緩や

かな立ち上がり。 30cm。壁溝 北西コーナーを除き全周。幅・深さは 15cm・ 15-23 cm。床面一ハー
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ドローム層に構築。堅固。 10cmの厚さで貼床する。柱穴-4個。他に壁にかかって 5個柱穴となり

そうなピットあり。壁溝内に小ピット 13個。備考ーカマド前の床面が焼けていた。

カマド

大きさ-125cmX 120 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一深い三角形。 55cmx105cm。袖部，

焚出部一不明。燃焼部一70cmx60 cm。煙道部-60cm。昇角 500"，400。逆に屈曲して立ち上がる。天

井部一後面崩落。備考一煙道口に支脚直立。

遺物

出土遺物は土器，鉄製品，鉄津，絹雲母片岩である。土器は多量に出土しているが，いずれも破片

ないしは破損品で，小破片が大部分を占めている。埋土上部から下部にかけて大半が出土している。

鉄製品は万子の破片 1点が埋土中から出土し，鉄棒は 2点あり，1点は埋土上部，他の 1点は床面から

出土している。絹雲母片岩は 3点出土し，埋土上部から中部にかけて各々出土している。

043号杜遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

要 口径 20.0 肩は張らず，口縁部は 口縁部は横ナデされ胴 口縁部は横ナデさ

器高 外反する 部は縦位へラ削りが施 れ胴部は横ナデ後

437 底径 きれる ナデが行なわれる

2 要 15.9 肩はあまり張らず口縁 口縁部は横ナデされ胴 口縁部は横ナデさ

5.1 部は外反し端部は偏平 部は縦位へラ削りが行 れ胴部は横位へラ

424 に近い なわれる 削りが行なわれる

408 

3 t手 13.85 体部は内脅気味に開き 体部下端に手持へラ削

417 口縁部は外反する りが見られる

508 
421 

4 I手 13.2 底部はほぼ偏平で体部 底部を糸切りした後底 全面黒色処理され

431 4.1 は内管気味に開く 部全面及び体部下端を へラナデが行なわ

409 5.1 口径と底径の差は大き 手持へラ削り れる

504 、回、

487 

5 ~f 体部は直線的に開く 墨書が見られる 黒色処理される

601 

6 高台付 14.35 体部はほぼ直線的に大 底部全面に回転へラ削 全面黒色処理され

448 皿 2.5 きく開き口縁部で若干 りが施される へラナデが行なわ

462 肥厚する れる

451 

044号祉-竪穴住居壮一(8 -115'" 117図，図版8-46) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

徹密 焼成良好 ~残 覆土上

微砂位多 外褐色 層

く含む 内褐色

鰍密 良好 口縁~頚 424覆

微砂粒を 外暗褐色 部約~残 土中層

合む 内暗褐色 408覆

土中層

敏密 ~残 417覆

微砂位を 黒褐色一部 底部は欠 土上層

含む 褐色 損する 508覆

土上層

421覆

土中層

鰍密 ~残 431覆 内黒土器

微砂粒を 外褐色 土下層

含む 内黒色 469 

504覆

土上層

487 

床面

撤密 内黒土器

微砂粒を 外淡褐色 墨書

含む 内黒色 体部外面

字体不明

直!ilJか?

鰍密 口縁%欠 448覆 内黒土器

微砂粒を 外褐色 損 土中層

含む (やや暗い) 高台部欠 462覆

内黒色 損する 土中層

451覆

土下層

形状一方形。規模ー2.85m X 3.05 m。主軸方向-N-240-W。カマドの位置ー北壁中央部。壁一ほぽ
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垂直， 23 cm。壁溝一全周。幅・深さは 10------15 cm・←4-10cm。床面ーハードローム上層部に構築。

壁周辺に行く程厚く貼床する。中央部床面には白粘土を使用。柱穴-3個。他に壁溝内に小ピットあ

り。備考ーカマド右側部と床面中央部に揖乱墳あり。

カ マド

大きさ-85cmx85cm。構材一砂質粘土。壁への切込み 煙道口のみ切込む。 15cmx75cm。袖部

一右幅不明，左幅 30cm。焚出部ーなし。燃焼部一大きさ不明。火床の遺存良好。煙道部一詳細不明。

埋土施設あり。天井部ーなし。備考一右脇に擾乱受ける。火床は良く焼け，上面に支脚とおぼしき真

赤に焼けた粘土塊が存在した。

遺物

出土遺物は土器，石製品(砥石 1点)，土製品(支脚 1点)等である。土器は中量で土師器坪 1J点を

除き，いずれも破片ないしは破損品である。大半が埋土中から出土しており，住居廃絶後に投棄され

たものである。支脚はカマド内から出土している。その他に雲母片岩が埋土下部から 1点出土してい

る。土器は内黒の土師器杯が多い。

044号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 褒 口径 20.8 胴部は最大径を上部に 口縁部は横ナデされ上 口縁部は横ナデさ 密 焼成 口縁%周 420上層

420 器高 有す 部に指頭圧痕と思われ れ頚部以下に横位 長石の細 外暗褐色 胴%底部 412中層

412 底径 肩は張りが弱い る痕跡あり のへラナデが行な 粒を含む 内暗褐色 全欠損す 414上層

414 口縁部は外反し端部が 頭部から胴中部下位ま われる る 501上層

肥厚する で下方への縦位へラ削 胴部に輪積痕を残

りを行ない胴下部に検 す

位へラ削りを施す

2 壷

460 

3 t手 14.6 底部は偏平で体部は内 底部全面及び体部下端 全面黒色処理され やや粗 優 %11司~シZ 中層 内黒土器

4.65 重苦気味に開き口縁部で に手持へラ削りが施さ へラ磨きが行なわ 若干砂粒 外薄褐色

401 6.6 肥厚する れる れる を含む 肉薄褐色

口径と底径の差は大き

~ ， 
4 Z手 14.0 底部は上げ底状を呈し 底部全面及ぴ体部下端 密 良 yz 431カ

4.7 体部は内湾気味に開き に手持へラ削りを施す ，小砂粒含 外茶褐色 マド上

431 6.2 口縁部で肥厚する む長石金 内茶褐色 433カ

口径と底径の差は大き 雲母 マド内 1

~， 

5 t手 17.0 体部はほぼ直線的に開 底部残存部及び体部下 全面黒色処理され やや粗 優 口縁7.i 414 内黒土器

5.8 き口縁部で肥厚し外反 端に手持へラ削りを施 へラ磨きが行なわ 石英粒含 外明褐色 底部~ 上層

414 7.0 する す れる む 肉薄褐色 415 

415 口径と底径の差は大き 中層

しミ

6 主手 17.0 体部はほぼ直線的に開 体部下端に手持へラ削 残存部は全面黒色 密 優 口縁~ 502上層 内黒土器

5.0 き口縁部は肥厚する りが行なわれる 処理されへラ磨き 外明褐色 4265 E 

426 8.4 が行なわれる 内明褐色 C中床

411 面

4ll下層

7 向台付 台部は外反L端部に平 底部を手持へラ削りし I手部残存部全面黒 やや粗 優 内黒土器

E手 面を持つ た後横ナデを加える 色処理されへラ磨 外明褐色

9.2 きが行なわれる 内黒色
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法 量 特 徴
番号 名 称 胎土 焼成・色調

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

8 砥石 現存長 7.0 小孔を有す手持ち砥石 上下 2面使用

幅 3.1 である

101 厚 1.5 

045号祉-滑石製模造品工房壮一(8-118'"'-'123図，図版8-47'"'-'50) 

遺構

位置

遺存度 出土 備考
層位

覆土下

層

形状一方形。規模-8.20m X 7.95 m。主軸方向-N-660-E。炉の位置一東壁側中央部。壁一ほぽ

垂直， 40 cm。壁溝一全周(南側コ・ーナ々は撹乱)幅・深さは 10"-'20cm・-5cm。床面一ほぽ平坦。

部分的に貼床する。柱穴-4個，他にピット 4個あり。支柱穴か。備考一南側コーナーに 042号牡と

同様の方形ピットを検出(内部から高坪・臼玉・滑石・木炭片等が出土)。規模は 90x90cm，深さ 40

cmを呈す。炉は径 60x80 cm，深さ 10cm。埋土中に木炭片や焼土フゃロツグが多く検出された。

遺物

出土遺物は土器，滑石製品，鉄製品，鉄津等である。土器は出土量はやや多いが，いずれも破片ない

しは破損品であり，小破片が大半を占める。住居壮一面に散在し，埋土上部から床面上にわたって出

土している。土師器高坪の出土が顕著である。滑石製品は，円板，剣形，匂玉類の成品及び未成品が

若干出土した他は，臼玉の未成品が大半を占める。臼玉未成品は穿孔前のもので，穿孔された段階の

ものは 1点のみ，また，製品は 4点であった。出土状態は住居壮一面に，埋土の上部から床面上にか

けて出土しているが，臼玉は所々に集中して出土する傾向がうかがわれた。鉄製品は鉄鉱が 2点埋土

下部から，鉄津は埋土上部から 1点出土している。

045号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

査 口f圭 18.0 口縁部は外反し上部に 口縁上部に績ナデされ 残存部全面に横ナ やや粗 焼成優 う4 中層

器高 粘土帯を貼り付けた複 下部はナデが行なわれ デが成される 外薄褐色

453 底径 合口縁である る 内明褐色

2 小型士甘 6.4 底部は偏平で厚〈胴部 胴部及び底部にへラナ 全面にナデが行な 粗 良 ほぽ完 中層

6.2 は中位に最大径を持ち デが行なわれる われる 外薄褐色

462 2.6 強く張る 肉薄褐色

頚部で強く屈曲し口縁

部は外反する

3 小形鉢 9.7 底部はやや丸味を持つ 口縁部を横ナデし体部 全面へラナデを行 やや組 良 ほぽ完 床面

体部はほぼ直線的に開 はナデをf子なう なう 外薄褐色

404 く 内一部黒色

4 高t平 12.7 体部は内管して開く 口縁部は横ナデされ体 口縁部は横ナデさ 粗 良 % 419 

部はへラナデが行なわ れる 外茶褐色 下層

419 れる 内茶褐色

418 

5 高年 13.8 体部は下位で肥厚し外 朱塗りの痕が残る 粗 良 口縁一部 下層 内面朱塗

側に弱い稜をつくり内 外茶褐色 欠

460 笥して聞く 内茶褐色
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育主 外 面 内 面 層位

6 高I不 15.0 体部は下位で軽く折れ 口縁部を横ナデし体部 口縁部を横ナデし やや粗 良 ほぽ完 上層 朱塗り

内毎気味に開き，口縁 以下にへラ削り後へラ 体部及び底部をへ 外赤色

461 部で肥厚する ナデを行なう ラナデする 内赤色

残存部全面に朱が塗ら 界都全面に朱が塗

れる られる

7 高t手 14.3 体部は下位外側に強い 残存部は全面へラ削り 係部は全面へラナ 密、 優 ほIf完 下層 朱塗り

稜を持ちほぽ直線的に 後へラナデが行なわれ デされ朱が塗られ 外赤色

456 開く る る 内赤色

稜部以上に朱が塗られ

る

8 局t手 16.0 体部は下位に強"稜を 口縁部を横ナデし体部 日縁部を横ナデし やや粗 % 下層

有し内管気味に開き口 以下にへラ削り後ヘラ 体部及び底部をへ 石英粒含 外薄茶褐色

443 縁部で外反する ナデをf子なう ラナデしている む 内薄茶褐色

9 高t手 12.5 体部は下位で折れ外側 係部口線を横ナデし体 派部は全面にへラ やや粗 優 口縁一部 ピット 朱塗り

499-6 9.9 に稜を持ち直線的に開 部をヘラナデする ナデが行なわれ朱 脚部薄褐色 脚部一部 内

10.0 く 脚部は縦位へラ削りを 塗りされる 脚部内面以 欠損

脚部は下方へ直線的に 行なう 外朱塗り

開く 全面に朱が塗られる

裾部はほぼ水平となる

10 高I手 脚部は中位にふくらみ 脚部から裾部まで縦位 脚部内側全面にナ やや粗 優 脚部% 下層

を持ち下方へ大きく開 へラ削りが行なわれる デを行こなう 外褐色

473 11.7 く 内黒色

裾部で更に開き先端部

は上方を向く

11 高原 脚部は下方へほぽ直線 残存部全面にナデを行 裾部にへラナ 7を 密 優 脚部% ピット
499-7 的に開き裾部は長く水 なう 行なう 外明褐色 内

11.8 平近くまで開く 内明褐色

12 局 I手 脚部はほぼ直線的に下 密 優 脚部 下層

方へ開き裾部で更に開 外薄褐色 ほIf完

443 12.2 き先端部は上方を向く 内薄褐色

滑石製模造品 13は有孔円板? 14は剣形. 15は勾玉の各々来製品である。 14は中央部から両下端にかけて稜をもち三面研磨，裏面も研磨されておりあ

等 るいは完成品とも思われる。 16はこれらいずれかの破片である。 17は大形の. 18・19・22はやや小形の偏平な剥片である。 20・21・24は断面

不整三角形の剥片. 23は厚みのある剥片である。 25 ・ 26は，偏平な板状小規l片であるいは臼玉の形容j未成品の前段階のものか。 28~211は

臼玉の形割未成品である。 4 角~8 角の稜をもつものがあり，大きさも 0.7口n前後のものと lαn前後のものとがある。 212は穿孔されたも
ので 1 孔は貫通し，もうー孔は中途でせまっている。 213~216は完成品である。

046号祉-竪穴住居壮一(8-124・125図，図版8-51) 

遺構

形状一方形。規模 3.00 m X 3.25 m。主軸方向 N-530-W。カマドの位置-北西壁中央部。備考一本

社は，床面直上まで重機で削平されていたため，わずかに規模・形状等が把握出来た程度である。

393 



カマド

削平著しく詳細不明。痕跡のみ。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも破片ないし破損品で，小破片が大部分を占めてい

る。カマド内から杯の小破片が2点出土した他はすべて埋土の上部から下部にかけて出土したもので

ある。器形をうかがえる程度のものは土師器杯だけである。

046号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

t手 口径 12.0 体部はやや内轡気味に 底部残存部及び体部下 ロクロナデ 小砂粒含

器高 3.8 開き口縁部は外反する 位に手持へラ削りを行 む

501 底径 5.0 口径と底径の差は大き なう

し当

1 tT- 12.0 底部は平らで外面にへ 底部は回転へラ切り痕 ロクロナデ 小砂粒長

403 4.0 ラ切り時の凹凸が残る のみ残す 石を多く

404 6.5 体部はほぼ直線的に立 含む

501 ちあがり口縁部で外反

する

口径と底径の差は小さ

1担、

3 t手 12.0 底部はほぼ偏平で体部 底部を回転へラ切りし ロクロナデ 小砂粒長

406 3.9 は直線的に立ちあがり た後底部全面及び体部 石を含む

407 7.0 口縁部で肥厚する 下端を手持へラ削りす

501 口径と底径の差小さい る

047 A号祉-竪穴住居壮一(8-126~129 ・ 135 図，図版 8 -51~54) 

遺構

位置

焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

燐 成 良 J..:i 表面

外茶褐色 上層

内茶褐色

良 %強 403 

外暗褐色 上層

内暗褐色 404 

下層

501表

面上層

良 % 406 

外茶縄色 上層

内茶褐色 407 

上層

501表

面上層

形状一方形。規模-4.24m X 4.10 m。主軸方向-N-290-W。カマドの位置ー北西壁北コーナー。壁

一ほぽ垂直， 38cm。壁溝一無。床面一平坦。中央部を円形の大形ピット(径1.3x 1.6 m，深さ 60cm)

により切られている。 047D号牡を切っている。

カマド

大きさ-65cmx65cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一壁隅利用。 30cmx60cm。袖部一不明。

焚出部ーなし。燃焼部，煙道部一不明。天井部一後面崩落。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片もしくは破損品である。
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047A号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

1 t手 口径 13.0 底部は偏平で体部はほ 底部は回転糸切り痕の ロクロナデ 細砂粒含 焼成良 yz 
器高 4.4 ぽ直線的に聞き，口縁 み有し，体部下端に手 む 外暗褐色

409 底径 6.2 部でやや肥厚する 持ちへラ削りを行なう 内

2 I手 13.2 底部は上げ底状で体部 底部を回転糸切りした ロクロナデ 細砂粒含 良 %強
4.0 はほぼ直線的に開く 後，底部周辺と体部下 む 外暗褐色

411 5.4 口縁部で若干外反する 端を手持ちへラ削りす 内暗褐色

口径と底径の差は大き る
u、

3 I不 13.6 底部は上げ底状で体部 底部を回転糸切りした ロクロナテ. 砂粒長石 良 % 410 

4.3 はやや内脅して立ちあ 後底部ほぽ全面と体部 を含む 外茶褐色 596 

410 5.8 がる 下端を手持ちへラ削り 内茶褐色 床面

596 口縁部で若干外反する する

口径と底径の差は大き

し〉

047 B号祉一円形ピットー(8-128・130図，図版8-53・54)

遺構

形状一不整円形。規模一径1.35x1.65 m。深さ， 1.0 m。備考一ほぽ垂直に掘込まれている。 047D 

号祉を切っている。掘立柱建物牡の柱掘り方に類似する。

遺物

出土遺物は若干の土器である。埋土中部から完形の土師器坪 1点が出土したほかは，小破片である。

047B号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 I不 口径 13.2 底部は偏平で体部はほ 底部全面及び体部下端 細砂粒長 焼成優 信フ士tJEノ~ 中層
器高 3.7 ぽ直線的に開き，口縁 を手持ちへラ削りする 石含む 外暗褐色

401 底径 5.0 部で外反する 内暗褐色

口径と底径の差は大き

しミ

047 C号祉円形ピット (8-128図)

遺構

形状一不整円形。規模一径1.20x 1.40 m。深さ1.0m。備考 ほぽ垂直に近い掘込み。 047D号祉を

切っている。掘立柱建物牡の柱掘り方に類似する。

047 D号祉-竪穴状遺構一(8-128・131図，図版 8-51・53)

遺構

形状不整楕円形。規模一径約 7.0x8.0m。深さ約 70cm。備考立上りはゆるやかで，底面及び

底面周辺に浅く不整形な凹みが存在している。 047A・B・C号牡に切られている。 047G号牡との関
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係は土層断面や調査時の観察では新旧区別が全く出来なかった。また，各々の埋土中から出土した土

器が 1点接合することからも G号牡は本社に伴なうものとも考えられる。

遺 物

出土遺物は土器と鉄津である。土器はいずれも破片ないしは破損品であり，小破片が大部分を占め

る。すべて埋土中からの出土である。

047D号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 t手 口径 12.6 底部は上げ底で体部は 底部は回転糸切り後全 ロクロナデ 細砂粒を

574 器高 4.3 内管気味に立ちあがり， 面手持ちへラ削りする わずかに

572 底径 4.8 口縁部はやや肥厚する 含む

575 口径と底径の差は大き

し3

047 E号祉-竪穴状遺構一(8-128・132図，図版 8-51・53・54)

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼成優 % 574 

外褐色 下層

内褐色 572 

下層

575 

下層

形状-楕円形。規模-6.3x4.8m。深さ， 70cm，壁一ゆるやかに立上り傾斜する。底面一ほぽ平

坦。備考-底面及び壁に小ピットあり。 047F号祉を切っている。 047D号牡とは新旧関係不明。

遺 物

出土遺物は土器と鉄津である。いずれも破片ないしは小破片で，埋土中から出土している。

047E号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 王手 口径 15.2 底部は上げ底状で体部 底部を糸切りした後， 全面を黒色処理す 細砂粒を 焼成優 % 429 内黒

器高 4.9 は若干内毎気味に立ち 底部周辺及び体部下端 る 合む 外褐色 床面

429 底径 6.0 あがり，口縁部でやや を手持ちへラ削りする 黒褐色 431 

431 外反する 内褐色 床面

口径と底径の差は大き 黒褐色
、、

2 Eヰ 底部全面及び体部下端 残存部全面へラ磨 小砂粒， 優 床面 内黒

を手持ちへラ削りする きされ，黒色処理 小石を含 外明褐色 墨書

438 7.0 体部に墨書が見られる がなされる む 内 体部外面

字体不明

3 高台付 13.2 台部は低く端部はやや 底部全面及び体部下端 全面へラ磨きを行 小砂粒長 優 y2強 561 

561 皿 1.9 丸味を持つ に回転へラ削りを行な なう 石を含む 外明褐色 中層

545 6.6 体部は大きく開き，口 う 内明褐色 545 

598 縁部は外反する 上層

534 598 S 

EC中

432 S 

EC中

-396-



047 F号祉-竪穴住居壮一(8-127・128・133・135図 ， 図版 8-51・52・53・54)

遺構

形状一不整方形。規模 北壁 5.20m。主軸方向 N-100-E。カマドの位置一北壁中央部やや右寄

り。壁一削平のため不明。壁溝一無。床面一凸凹がはげしい。柱穴一検出されず。備考 南側大半を 047

Eによって切られているためプランは不明瞭。

カマド

大きさ 75 cmx60 cm。構材砂質粘土。壁への切込み浅い三角形。 20cmX 70 cm。袖部不

明。焚出部 なし。燃焼部，煙道部一不明。天井部ーなし。備考一削平著しい。

遺物

出土遺物は土器である。いずれも，破片ないしは破損品であれ小破片が大半を占める。出土量は

そう多くなく ，埋土中及びカマド内からの出土である。出土遺物の中に， 1点，銅津の付着した土師

器杯の破片が出土している (8-133図， 3)。口縁から底部にかけて径 7cmx8 cm程の範囲が，黒

焦げ状になり ，その中に 5'""6点，径 1mm前後の緑青が付着しているものである。坪は全体に高熱を

うけており，変色している。増塙として用いられたものと考えられる。

047F号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

l E手 口径 14.0 体部は内轡し開き，口 体部下端にへラ削りが 密 焼成優 }:; 

器高 縁部で肥厚し外反する なされる 外褐色

443 底径 内灰褐色

2 勾t 13.0 体部はやや内管し立ち 底部残存部及び体部下 密 良 口縁部% 448 墨書

4.0 あがり，口縁部が肥厚 端を手持ちへラ削りす 外薄黄褐色 底部}:; カマド 体部外面

448 7.0 する る 内薄黄褐色 内(め 「品j?

452 体部に墨書が見られる 452 
カマド

内(F)

3 坪: 12.8 底部から内毎気味に立 底部を回転糸切り後， 溶けかたまった銅 密 良 }:;残存 土師器と

3.6 ちあがる体部は口縁部 周縁及び体部下端を手 が付着 微砂粒 外 灰 色 考えるが

443 6.0 で外反する 持ちへラ削りする 内暗灰色 柑禍とし

て使用さ

れたため

にあるい

は変色し

たものと

も思われ

る

4 局台付 13.6 体部はほぼ直線的に関 底部全面及び体部下端 全面へラ磨きを行 細砂粒を 1憂 口縁y3欠 451 
446 皿 き，口縁部は肥厚する を回転へラ削りを行な なう 合む 外 褐 色 カマド

451 う 内褐色 内(F)

456 456 
450 カマド

453 内(F)

450 
カマド

内(F)

446 
カマド

内(F)

453 
カマド

内(F)
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047 G号壮一竪穴状遺構一(8-128・134図，図版 8-51・53・54)

遺構一方形。規模-2.8x2.1m。壁一立上りやや傾斜する。 70cm。底面一ほぽ平坦。堅固。備考一柱

穴とも考えられる小ピットが四隅に近く所在する。 D号杜とは別に遺構番号を付したが，新旧は区別

し難く， D号牡と付随する可能性もある。

遺物

出土遺物は土器である。いずれも破片であり，小破片が多い。

047G号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 官Z 外 面 内 面 層位

I不 口径 13.0 底部は偏平で，体部は 底部全面及び体部下端 細砂粒長 焼成優 ya 415床面
415 器高 4.8 ほ[1'直線的に立ちあが を手持ちへラ削りする 石を含む 外明褐色 413床面
413 底径 6.2 る 内明褐色 555中層
555 日縁部で若干外反する 536 
536 口径と底径の比は約 556中層
556 2 : 1弱である

047号祉出土遺物 (8-135図)

ここに記載する遺物は，調査時の手違いにより帰属の不明確なもののうち，墨書土器，鉄製品につ

いて記載したものである。

047号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 商 内 面 層位

1 右 口径 体部はやや内管し開き 体部に墨書が見られる 密 焼成良 表面 墨書

器高 口唇部で肥厚する 長石粒を 外褐色 体部外面

ω9 底径 合む 内褐色 「骨」又

は「朴」

2 杯 口縁部は肥厚しやや外 体部に墨書が見られる 密 良 下層 墨書

反する 長石粒を 外淡褐色 体部外面

ω8 含む 内淡褐色 r.J 
3 王司、 体部は内脅し聞き，口 体部に墨書が見られる 密 良 中層 墨書

縁部は外反し肥厚する 長石粒を 外褐色 体部外面

607 含む 内褐色 字体不明

「園」か?

4 t手 やや内管した体部片 体部に墨書が見られる 密 良 下層 墨書

長石粒を 外 体部外面

ω1 含む 内 字体不明

5 I干 口唇部が若干肥厚する 体部に墨書が見られる 密 良 下層 墨書

雲母片， 外明褐色 体部外面

611 長石粒を 内明褐色 字体不明

含む

6 王ヰ やや内費した体部下位 下端にへラ削りが見ら 密 良 上層 墨書

の破片 れる 長石粒を 外淡褐色 体部外面

606 体部に墨書が見られる 含む 内淡褐色 字体不明

7 皿 口唇部が肥厚する 体部に墨書が見られる 密 良 墨書

長石粒を 外明褐色 体部外面

618 含む 内明褐色 「俳」か

8 右 底部は偏平で体部は直 底部残存部にへフ削り 残存部は黒色処理 密 良 墨書

線的に開く が行なわれる され，へラ磨きが 小石長石 外明補色 体部外面

605 体部はへラナデされ墨 行なわれる 粒を含む 内黒色 字体不明

書が見られる
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法 量 特 徴
番号 名称 胎土 焼成・色調

9 

602 

10 

ω4 

11 

598 

12 

201 

13 

201 

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I手 14.0 底部は下げ底状と思わ 口縁部及び体部上半は 全面にへ7 ナデが 密 優

れる 横ナデされ，体部下半 行なわれる 外明褐色

体部は直線的に大きく はナデが行なわれる 内明褐色

開き口縁部でやや肥厚 体部に墨書が見られる

し外反する

I干、 局台付杯の底部破片で 底部にへラ削りが成さ 密 良

ある れ墨書が見られる 外明褐色

内明褐色

I手 台部は薄く低い 底部は回転ヘラ削りが 残存部はへラ磨き 密 優

外反し端部はとがる 成される され黒色処理が成 外明褐色

7.0 きれる 内明褐色

鎌 現存長 5.6 基端部は折り返しを有

幅 3.1 する

厚 0.45 

鎌 6.65 基端部に折り返しを有

2.5 する

0.35 

049 A号祉一滑石製模造品工房壮一(8-136~141 図，図版 8-55 ・ 56 ・ 57)

遺 構

位置

遺 存 度 出土 備考
層位

約!長残 墨書

体部外面

字体不明

中層 墨書

体部外面

字体不明

内黒

基部のみ 下層

残存

基部のみ 下層

残存

形状方形。規模-6.00m X 6.l0 mo (主軸方向 N-440
- Eo)炉の位置一北東壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直， 45 cm。壁溝一全周。幅・深さは 10，....，_，15cm・-4，....，_，10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴一主柱穴 4

個。他に小ピット 9個。壁溝内に小ピット多数あり。備考一炉は径 70x77 cm，深さ 6cm程で良く

焼けている。南側コーナー及び南西壁中央部直下に各々方形ピットあり。南側コーナーピット (B)

は57x65cm，深さ 25cm，南西壁中央部のピット (A) は 64x58 cm，深さ 30cm程である。とも

に，滑石片，臼玉未成品等出土。なお，本住居牡は，住居牡一面に焼土，木炭が多量に散在しており，

火災を受けたものと考えられる。また， 049 B号祉が中央部を切って構築している。

遺 物

出土遺物は土器と滑石製品等である。土器は出土量はそう多くなく，坪 2点を除き，いずれも破片

ないしは破損品である。埋土中央部をB号牡に切られていることもあってか，壁周辺からの出土が多

い。滑石製品は，円板，剣形，勾玉等の未成品が 10数点，管玉破片 2点の他は臼玉である。臼玉は少

量であるが，未成品の出土量に比して製品の出土量が多い。剥片は臼玉未成品にちかい大きさのもの

を含め出土量は多い。この他に，円形を呈する偏平な砂岩質の瞭が出土している。表面には若干擦痕

状のものが認められる。
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049A号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 壷 口径 偏平な底部を有し，胴 頚部以上は横ナデさ 頚部以上は横ナデ 密 焼成優 口縁部残 カマド 朱塗り

477 器高 部は中位に最大径を持 れ，胴上半はナデ下半 され，丹が塗られ 長石粒雲 外 頚部より 中

底径 ち強く張る はへラ削り後ナデを行 る 母片含む 内 下完

類部で屈曲し口縁部は う 胴及び底部はナデ

やや内毎し開く 底部は全面へラ削り後 が行なわれる

ナデを施す

全面に丹が塗られる

2 柑 6.2 底部は偏平で厚く，胴 口縁上部は横ナデされ 密 優 503上層

503 8.8 部はやや上位に最大径 以下胴部下端までへラ 外淡褐色 499-31 
499-31 4.2 を有し，強く張る 削り後ナデが行なわ 内淡褐色 Nu2 Pit 
469 口縁部は長く外反して れ，底部はへラ削りさ 469床面
470 立つ れる 470床面

3 椀 8.1 底部は小径で上げ底状 口縁部から胴上部まで 口縁部は横ナデさ 密 優 床面焼

5.3 を呈す 横ナデし，胴中部以下 れ胴部及び底部は 組砂粒を 外褐色 土

461 3.0 胴部はやや上位に最大 底部までへラ削りが行 へラナデが行なわ 含む 内褐色

径を持ち，強く張る なわれる れる

口縁は短く外反する

4 I手 12.3 底部は不規則にゆが 底部はへラ削りが行な 口縁部は横ナデき 荒い砂を 良 完形 床面

4.5 む，体部は大きく内管 われ体部は横方向のへ れ以下は横方向の 含む 外暗褐色

478 3.0 して立ちあがり口縁部 ラ削りが成される へラ削り後ナデが 内暗褐色

で強く外反する 口縁部は横ナデされる 施される

5 土手 10.0 底部は上げ底状を呈す 底部は全面へラ削りさ 全面へラ削り後ナ 徽密 良 年フ士~~ 401-3 朱塗り

401(3) 4.2 体部は内轡し開き口縁 れる ア 粗砂粒を 外褐色 下層

444 2.5 部下で内管を強める 体部は手持ちへラ削り 全面に朱が塗られ 含む (やや赤み) 444 

403 口径と底径の差は極め され，口縁部は横ナデ る 内褐色 下層

て大きい 体部から口縁部まで丹 403 
が塗られる 中層

6 I手 9.3 体部はやや内脅して大 底部全面を手持ちへフ 全面に朱が塗られ 荒い砂粒 良 信7'GlIlシg 南西方 朱塗り

2.5 きく開く 削りしている る 石英多量 外赤褐色 形ピッ

499-10 3.8 口径と底径の差は極め 体部から口縁部まで全 に含む 内赤褐色 ト内

て大きい 面手持ちへラ削り後へ

ラナデされている

全面に丹が塗られる

7 高I不 14.1 体部は内轡し大きく開 稜上部にへラ削り後ナ 残存部全面横ナデ 微砂粒を 良 王手部残存 502 内黒

き中位で器厚を減じ外 デを行なう され黒色処理され 合む 外暗褐色 上層

面に稜をつくる口縁部 口縁部は横ナデしてい ている 内暗褐色 404 
付近で外反する る 上層

以外の部分はへラ削り 441 

が施される 下層

8 高原 13.8 体部下端に稜を有し内 口縁部に横ナデが見ら 口縁部を横ナデし 荒い砂を 良 口縁一部 下層

444 管して立ちあがり口縁 れ体部は横または斜位 ている 含む 外褐色 信Y企c
(3) 部端で外反する のへラ削り後へラナデ 体部及び底部にへ 内褐色

を施す ラ磨きが成される

脚部は縦位へラ削り後

へラナデが行なわれる

9 局t手 脚部は右部との接合点 脚部に縦方向へのへラ I手部はへラ削り後 荒い砂を 優 図の部分 下層

へ向い大きく外反し接 ナデが見られる へラナデされる 含む 外赤褐色 館フ主ロ， 

408 4.6 合点で水平に突出する 内赤褐色

08 

滑石製模造品 10・11・75は円板， 12・13は剣形， 14は勾玉の各々未成品で両面や側面が研磨されている。 15・ 17・ 18は偏平な板状の~J片で両面に擦痕がみら

等 れる， 16は断面三角形の剥片である。 19~43は形割未成品。 44~49は穿孔が実施されたもの。 50~69は完成品である。 70・ 71は管玉の破片

でともに滑石製で完成品の破片である。 72・73は虫剤j片， 74は径4.0X4.化m，厚さ0.6佃程の偏平な円板状の石であり部分的に擦痕状のもの

が認められる，砥石として使用されたものか。

049 8号祉-竪穴住居祉ー(8-142~144 図，図版 8-55 ・ 56 ・ 57)

遺構

形状一方形。規模-3.80m x 39.6 m。主軸方向-N -35030'-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 38cm。壁溝一不明。床面-049A号祉上に構築。貼床多少の凸凹あり。柱穴一不明。備考-049
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A号祉を切り，全体をその埋土中に構築している。

カマド

大きさ-125cmx 120 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み 煙道部のみ 35 cmx45 cm。袖部一右

幅 40cm，左幅 45cm。焚出部，燃焼部，煙道部一不明。天井部 なし。備考 中央に支脚直立。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品，鉄淳である。土器は出土量多く，土師器坪の完形品や大形破片の出土が

顕著である。埋土上部から床面上にかけて出土しており，北壁側に多く散在していた。鉄製品は鎌 1

点、と鉄片 1点で，ともに埋土下部から出土している。鉄淳は 3点，埋土下部からの出土である。

949B号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 障位

1 要 口径 23.2 胴部は最大径を上位に 口縁部は横ナデされる ロ縁部は横ナデさ 密 焼成優 490カ

490 器高 持つ 頚部下をへラ削り後へ れ，胴部はへラナ 外赤褐色 マド中

484 底径 張りは弱く，口縁部は ラナデし以下胴部は縦 デが施される 内赤褐色 484カ

485 外反し端部は平面をつ 位へラ削りが行なわれ マド中

くる る 485カ

マド中

2 護 底部は上げ底状を呈す。 底部全面にへラ削りを 底部はナデが行な 密 良 底部完 中層 土師質

胴部は内費気味に立ち 行なう われる 砂粒を含 外褐色 須恵器

449 13.6 あがり器厚を減じつつ 胸部は縦位のへラ削り 胴部下端は横位の む 内褐色

上方へ向う を行ない，底縁に横位 それ以上には斜位

のへラ削りを施す のナデが行なわれ

る

3 Eヰ 12.0 底部はほぼ偏平で体部 底部は回転へラ切り後 全面にロクロナデ 粗砂粒を 良 dフ~Jf:ノノ カマド

3.7 は内轡して立ちあが 全面手持ちへラ削りを が見られる 含む 外褐色 中

479 6.4 り，口縁部で若干肥厚 施す (やや赤み)

(3) し外反する 体部から口縁までロク 内褐色

口径と底径の差はやや ロナデが見られる (やや赤み)

小さい

4 E手 12.8 底部は上げ底状を呈 底部は左回りの回転へ 全面にロクロナデ 微砂粒を 良 ほ1;):'完形 480カ

3.7 し，内面に大きな凹凸 ラ切り痕を有す が見られる 含む 外暗黄褐色 マド中

480 6.2 が有る 体部はロクロナデが見 内暗黄褐色 487カ

487 体部はほぼ直線的に開 られる マド中

き口縁部は外反する

口径と底径の比は約

2 : 1である

5 主主、 11.9 底部は平らで内面中央 底部は回転へラ切り後 徽密 良 tフロ"Jf:ノ/ 中層

3.5 がくぽむ 全面手持ちへラ削りが 粗砂粒， 外底部暗褐色

455 6.0 体部は若干内脅し立ち 施される 石英を多 一部明茶褐色

あがり口縁部はやや外 量に含む 内 暗茶褐色

反する

口径と底径の比は約

2 : 1である

6 I不 12.2 底部は偏平で体部はほ 底部は全面手持ちへラ % 492カ

492(2) 3.4 ぽ直線的に開き口縁部 削りを施す マド中

487 5.2 で外反する 体部上位まで手持ちへ 487カ

449(2) 口径と底径の差は大き ラ削りを行なう マド中

486 し、 以上にロクロナデが見 449 
られる 中層

486カ

マド中
L一一
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法 量 特 徴
番号 名利; 胎土 焼成・色調

口径・器高・底径 器 時多 外 面 内 面

7 t手 12.0 底部は若干上げ底状を 底部は回転ヘラ切り後 全面ロクロ痕が見 密 良

3.8 呈す 手持ちへラ削りが成さ られる 微砂粒を 外暗黄褐色

446 6.8 体部は直線的に立ちあ れる 合む 内暗黄褐色

がり口縁付近から外反

する

口径と底径の差は小さ

し当

8 I手 12.4 体部は内毎して立ちあ 底部残存部に手持ちへ 残存部全体にロク 組砂粒を 良

がり口縁部は肥厚しゃ ラ削りが施される ロナデが見られる 含む 外褐色

415 や外反する 内褐色

(2) 

9 f手 13.0 体部は直線的に大きく 残存部全面にロクロナ 残存部全面にロク 微砂粒を 良

開き口縁部で肥厚する デが見られる ロナデ 含む 外暗褐色

451 内暗褐色

411 

10 I手 底部はやや上げ底ぎみ 底部は回転へラ切り痕 残存部全面ロクロ 微砂粒を 不良

493 で体部は内管して立ち を有す ナデが見られる 含む 外黄褐色

494 6.4 あがる 体部はロクロナデが見 内黄褐色

499 られる

11 I手 11. 4 底部は上げ底状を呈 底部に回転糸切り痕を 全面にロクロナデ 鰍適 良

503 4.3 し，中央部で肥厚する 有す が見られる 微砂粒を 外暗灰褐色

496 5.6 体部はほぼ直線的に立 体部にロクロナデが見 含む 内暗灰褐色

499 ちあがり口縁部でやや られる

485 肥厚する

口径と底径の比は約

2 : 1である

12 町、 11. 7 底部はやや上げ底ぎみ 体部は糸切り痕を有 全面にロクロナデ 密 良

3.8 である し，一部にススが付着 が見られる 微砂粒を 外暗褐色

411(2) 5.8 体部は直線的に開く している 合む 内暗褐色

426(4) 口径と底径の比は 2: 体部にはロクロナデが

1である 見られる

13 I手 11. 9 底部は偏平である 底部は回転糸切り後全 全面にロクロナデ 微砂粒を 良

(8) 3.6 体部はやや内脅して開 面回転へラ削りされる が見られる 含む 外口縁底部暗

426 5.2 き口縁部で内管を強め 褐色一部褐色

509 る 内淡褐色

463 口径と底径の差は大き

503 L、

14 局台f寸 14.2 台部は外反し端部はや 全面にロクロナデが見 全面にロクロナデ 密 優

(8) 1ヰ 6.4 や丸味を持ち，比較的 られる が見られる 外暗赤褐色

447 7.8 高い 黒色処理されてい 内黒黄褐色

底部はゆがみが大きい る

体部は直線的に立ちあ

がり口縁部は肥厚する

050号祉 滑石製模造品工房社一(8 -145"-' 163図，図版8-58"-'65) 

遺構

位置

遺存度 出土 備考
層位

ya残存 中層

)1I残存 中層

Ys~)1Í残 451 

存 中層

411 

中層

y.i残存 493カ

マド中

494カ

マド中

499カ

マド中

口縁y.i欠 503上層

496カ

マド中

499カ

マド中

495カ

マド中

%残存 411 

中層

426 

中層

口縁一部 426 
フ由ロ 中層

509 

463 

床面

503 

上層

7完全c 中層

形状 方形。規模-9.35cm x 9.30 mo (主軸方向 N -340
- Eo)。炉の位置一北壁中央部寄。壁一ほ

ぼ垂直， 58 cm。壁溝一全周。幅・深さは 15，....._，20cm・-5，....._，10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 主柱穴 4

個，支柱 2，....._， 4個。他に小ピット 15，....._，17個，壁溝内に小ピット多数あり。備考一北壁直下に 3個(ピッ

トA，....._，C)，南西壁東コーナーに一個(ピット D)の方形及び円形のピットが存在した。 A，B， Dピッ

トからは多量の滑石細片及び臼玉未成品，有孔円板等が出土している。なお，本住居祉は全面にわた
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り焼土，木炭が散在しており，火災をうけたものと考えられた。また，本社は，南西壁をT・F45号

墳周溝に切られている。

遺 物

出土遺物は土器，土製品，滑石製品，鉄製品，鉄津等である。土器は出土量多く，完形，破損品，

大形破片等も顕著である。これらは埋土下部から床面上及びピット内から出土している。北壁中央部

直下の床面直上から査，要， :f:甘，砥石等がまとまって出土し，警の中には，さらに増が 1個入って出

土している (8-150図)。土製品は土玉 9個で，埋土中~下部で4点，床面上から 3点，ピット内か

ら2点各々出土している。滑石製品は，原石，円板，剣形，勾玉類の未成品が 100点近く出土してい

る。臼玉は未成品が 850点余，成品が 43点出土しており，未成品のなかでは穿孔前のものが 550点，

穿孔した段階のものが 300点余を各々数える。剥片類は，円板，剣形，匂玉等の未成品よりもやや小

さめのものが 100点余，臼玉以下の大きさの剥片はぼう大な量にのぼる。石製品は他に，砥石 1点，

棒状の石製品 1点がある。鉄製品は，鉄鉱3点が床面から 2点、，埋土下部から 1点，鉄津は 2点が埋

土上部と下部から各々出土している。

なお，臼玉の完成品が西壁北側直下の壁下部から床面上にかけて集中して出土し，なかにはひもでく

くられていたかの状態で出土したものも認められた。

050号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

壷 口径. 16.0 底部は偏平で小径であ 口縁及び頚部を横ナデ 口縁部から頚部に 密 焼成良 口縁及び 床面

器高 29.8 る する かけて横ナデさ 外肩部yz黒 胴下部を

418 底径 6.5 胴中部は最大径を有し 胴部は全面へラナデさ れ，更に口縁部下 色他暗掲色 それぞれ

胴の張りは強い れる 位から頚部まで横 内褐色 一部欠く

頚部で屈曲し口縁部は 方向のへラ磨きが

外反し，端部で外反を 見られる

強める 胴及び底部はへラ

ナデされる

2 整 復冗口径 18.8 底部は小径で上げ底状 頭部以上は横ナデ，し 頚部以上は外面同 密 良 口縁約% 409 

409 21.6 を呈す かしへラ当て痕も認め 様である 長石の細 外晴褐色 体部% 521 

521 5.8 胴中部に最大径を有し られ丁寧なへラナデの 胴及び底部はへラ 粒を含む 内暗褐色 底部全周 499~14 

制 14 張りは強い 可能性もある ナデされる 床面

頚部で屈曲し口縁部で 胴部はへラナデされて

外反を強める いる

3 窪 22.5 底部は小径で上げ底状 頚部以上は横ナデ後へ 頚部以上は横ナデ 密 良 胴下部一 479 

22.2 を呈す ラナデされ，胴部はへ 後へラナデきれ， 砂粒を含 外暗褐色 部を欠損

479 胴中部上位に最大径を ラナデされる 胴及び底部はへラ む 内暗褐色 する

有し張りは強くない ナデされる

頭部でゆるく屈曲し口

縁はやや外反して立ち

あがる

口縁は底部に対し平行

でない

4 要 14.0 頚部で強く屈曲し外反 口縁部は横ナデされる 残存部全面横ナデ 密 優 )4 

する口縁は肥厚する 頚部以下はへラ削りが される 外暗褐色

端部で器厚を減じ外反 施される 頚部にススが付着 内黒褐色

を強め，内面に小さな している

稜をつくる
」一一一
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

5 柑 10.4 底部は上げ底を呈す 頚部以上はナデが行わ 頚部以上はへラナ 密 優 フ由ロ 499-37 

11.6 胴中部上位に最大径を れ服部は全面へラ削り デが行われ，胴上 砂粒含む 外暗褐色 479 
499-37 4.0 有し張りは強く頚部で 後へラナデされ，底部 半部はナデが見ら 内

479 屈曲し，口縁はやや内 はへラ削りが施される れる

管して開く 胴下半以下はへラ

ナデされる

6 査 5.7 底部は偏平で器厚が厚 日縁から頚部下までへ 口縁部及び頚部を 鰍密 優 口縁一部 下層

6.7 し五 ラナデし，以下胴部を へラナデし以下底 外明褐色 欠

487 3.9 胴上部に最大径を有し へラ削りし，底部はへ 部までナデを行う 内明褐色

張りは強い ラナデされる

頚部で強〈屈曲し，口

縁部は外反し肥厚する

7 壷 12.4 底部は小径で上げ底を 胴部以上は全面へラナ 頚部以上はへラナ 密 良 口縁のy:i 下層 朱塗り

14.6 呈す デされる デされ，丹が塗ら 長石の細 外暗褐色 欠損

482 3.3 胴中部に最大径をもち 全面に朱が塗られる れる 粒を含む 内暗褐色

強く張る 胴及び底部はナデ

頚部で強く屈曲し外反 が行われる

する口縁は外側に凹面

をもちそこから外反を

ゆるめて立ちあがる

8 鉢 12.4 底部は偏平で台状を呈 口縁部はナデが行われ 全面へラナデが行 密 優 y:i 下層

5.6 す る われる 砂粒含む 外暗褐色 床面

499 5.0 底部中央で器厚を減じ 体部はへラ削り後縦位 内暗掲色

る のへラナデが行われ，

体部は直線的に開き， 底部は全面へラ削りが

口縁部でやや肥厚する なされる

9 高t干 17.3 体部下位で鋭く折れい 口縁部に横ナデが行わ 口縁部を横ナデ 密 口縁y:i欠 中層

く分外反をゆるめて開 れ，体部から脚上部ま し，体部をへラ磨 砂粒含む 外褐色

481 き口縁部で肥厚し大き で縦ナデが施される きする 内褐色

く外反する 体部にへラ傷が認

やや雑な作りである められる

10 品I手 16.0 体部は下位で鋭く折れ 口縁部は横ナデが行わ 口縁部は横ナデさ 密 優 口縁一部 床面

外反をゆるめやや内管 れる れ，以下体部及び 砂粒含む 外明掲色 欠

498 気味に聞く 体部はへラ削り後へラ 底部はへラ磨きさ 内明褐色

ナデが施される れる

11 局 t手 16.5 体部は下位で鋭く折れ 口縁部は横ナデが行わ 口縁部は横ナデさ 粗 良 口 縁 % 床面

外反し開く れる れ，体部及び底部 砂粒含む 外赤褐色 y2 
4ω9 体部以下は縦位のへラ はヘラ磨きされて 内黒褐色

ナデが施される いる

12 員 I平 16.8 体部は下位で折れ若干 口縁部を横ナデし，体 口縁部を横ナデし 密 良 下層 図の部分

外反をゆるめ開き口縁 部を横位へラ削りする 以下をへラナデし 細砂含む 外赤褐色 とフ土c
482 部で肥厚する ている 内赤褐色

やや雑な作りである

13 高I手 11. 7 1手部は内管気味に開く 杯部口縁を横ナデする 係部は口縁に横ナ 密 優 口縁一部 床面

脚部はあまり開かず下 杯部はへラナデされ脚 デが見られ，以下 外褐色 残

499-36 方へ向い，裾部で大き 部は縦位へラ削りが行 はへラナデされる 内褐色 体部%

く聞く われる 裾部にへラナデが 脚%

行われる

14 高原 脚部は下方へ向いやや 脚部は縦位へラ削りを 裾部にへラナデが 密 優 %欠 床面

脚部 大きく開き裾部で屈曲 施し，裾部に横ナデが 見られる 砂粒を含 外明褐色

498 16.0 し更に強く聞く 見られる む 内明褐色

15 土玉 径 2.3 扇球状を呈す フ出CJ帆1ノ 中層 図は縮尺

孔径 0.5 y2 

301 0.35 

16 土玉 径 3.3 球状を呈す 完形 下層 図は縮尺

子L径 0.7 やや大型 y2 

1051 0.55 
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法 量| 特 徴

|胎土l焼成十存性叫備考
番号名称

器 形 外 面 内 面

滑石製模造 17~24は原石であるが， 17 ・ 18 ・ 21~22はやや偏平で荒割過程のものとも考えられる， 17は一端に削りが認められる ， 25~39は有孔円板の

品 ・臼玉等 未成品と恩われる。 25 ・ 26 ・ 30 ・ 31は両面研磨され，側面と切裁面が丸味を帯び，研磨も認められる。 29 ・ 32~39はさらに穿孔された段階の

ものと考えられるが， 34を除き，いずれも破片であり，あるいは意識的に切断されたものか。 27・28は穿孔は認められないが，これらと同

様のものである。 40~65は両面研磨された偏平な板状剥片で大形の丸味をもったものである。これらの側面はやや荒い切断面を呈してい
る。有孔円板の未成品とも思われる。

66~78は剣形品の未成品であり，両面はもとより側面研磨の段階のものである。 72 ・ 73は穿孔されたもの， 74~78は破損品であろう。 81~87

は板状の剥片で，両面ないしは片面に擦痕も認められるもので，剣形未成品の形割工程の段階のものとも考えられる。 79・80は荒割り過程

のものか。 88~90 ・ 93~95は勾玉未成品で両面研磨と側面の切断による形の作り出しの過程のものと思われる。 88は側面研磨の段階のもの

である。 97~172は両面ないしは片面に研磨擦痕が認められ，石製模造品の未成品より小さく臼玉未成品より大きな偏平の剥片類である。

97~115 ・ 116~172は平面形が正方形に， 116~161 ・ 182は長方形に各々近いものである。 173~181， 183~ 196， 1076~ 1130は模造品あるい

は臼玉製作の過程での破片と恩われる。

197~739は臼玉の形割未成品， 740~1032は穿孔されたもの， 1033~ 1075は完成品である。

1131は径12.1cm x 6 . 5cm，厚さ1.9cmの楕円形を呈する偏平な傑を使用した砥石である。 1132は棒状石製品で一端がやや尖っている。長さ

3.2cmで径O.5~0. 6cmo 

051号壮一滑石製模造品工房社一(8-164~169 図，図版 8-66 ・ 67 ・ 68)

遺構

形状一方形。規模-6.95mX 6.70 mo (主軸方向 N-560
- Eo)。炉の位置一東壁中央部寄。壁一ほ

ぽ垂直，46 cm。壁溝一南コーナーを除き全周。幅・深さは 15cm・ 2"，  10 cm。床面 ハードローム

を掘り込み，貼床している。コーナー近くは 4"'5cm 高い。柱穴一主柱穴 4個。他にピット 13個，

壁溝内に小ピット多数あり。備考 北壁及び南壁直下に各々 2個づっ円形ピットが存在している。こ

れらは各々対称的な位置に所在している。また，南西隅には方形ピットも存在するが，これは埋めら

れ，その後に円形ピットが設けられている。円形ピットのうち，南壁下に存在するものは，埋土中か

ら滑石細片，臼玉未成品， 有孔円板等が出土している。

なお，本住居社は全面に焼土 ・木炭(炭化材)が検出され，火災を受けたものと考えられた。木炭，

焼土は埋土下部から床面直上(一部は床面)にわたっていた。

遺 物

出土遺物は土器，土製品，滑石製品，鉄津等である。土器は出土量多いが，いずれも破片ないしは

破損品である。埋土上部から下部にかけて大半が出土しており ，また，壁周辺に多く 散在していた。

土製品は土玉 2点，棒状土製品 2点である。滑石製品は，有孔円板，剣玉，匂玉等破片及び未成品，

臼玉未成品，同完成品，管玉等であるが，総数 50点余と少ない。 他に，敵石 1点、が出土している。鉄津

は埋土上部と中部から各々 1点づっ出土している。

051号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 斐 口f圭 15.5 胴中部上最大径を有 口縁部を横ナデする 口縁部から頚部ま 密 焼成良 口縁一部 422 

器高 24.5 し，張りは強い 頭部下より胴下端残存 でを横ナデする 長石粒 外暗褐色 分 下層

422 底径 頚部で強く屈曲し口縁 部まで上方への斜位の 口縁中位から胴部 ロームを 内暗褐色 胴下半乃 426 

426 は外反する へラナデを行なう 下端残存部まで横 含む 底部全周 下層

方向のへラナデを

1Tなう

405 



法 量 特 徴 位霞

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

2 宜世E 15.0 頚部で強く屈曲し肥厚 残存部全面横ナデさ 残存部全面横ナデ 密 優 % 499-11 
する れ，スス付着か溜めら される 砂粒を含 外暗褐色

499-11 外反する口縁部は端部 れる む 内暗褐色

で外反を強める

3 聾 23.8 偏平な底部を持ち，胴 口縁部は横ナデされ頚 口縁部は横ナデさ 密、 良 口縁一部 404中層
404 27.1 部は上部に最大径を持 部下より胴下部までへ れ頚部から底部ま 外灰褐色 体部7害l402中層402 

11.8 ち張りは強くない ラナデされる で横方向のへラナ 内灰褐色 底部yz 412中層412 
408 

頚部で屈曲し外反する デが行なわれる 遺存 408中層406 
510 口縁は折り返され肥厚 406中層511 
411 している 510下層
409 

511土手403 
414 

中心部503 
4ll中層

4 聾 14.1 底部の器厚は厚い 口縁部は横方向への雑 全面雑なへフナデ 密 良 口縁x 472中層

472 19.2 胴上部に最大径を有 なへラナデを行ない， が行なわれる 長石の細 外黒褐色 胴中位yz 403中層
403 し，頚部で軽く屈曲し， 頚部及び胴部は縦位へ 粒ローム 内暗褐色 473中層

473 口縁は内傾して立ちあ ラ削り後へラナデがさ 粒を含む 土手の中

404 がる れる 404中層

434 434下層
426 426下層
501 501上層

5 壷 底部は上げ底を呈す 胴上半は斜位のへフ削 胴上半はナデが行 密 優 図の部分 下層

胴中部に優大径を有 り後へラナデされ下半 なわれ下半及び底 砂粒含む 外暗褐色 完7士Eョ，

421 3.6 し，胴の張りは極めて は横デ，位さへラ削り後へラ 部はへラナデが成 内黒褐色

強い頚部で強く屈曲す ナ れる きれる

る 底部は全面ヘラ削りさ

れる

6 E平 10.4 底部は上げ底を呈し， 口縁部を横ナデしてい 口縁部は横ナデさ 密 優 ya 474 

3.2 体部はほぼ直線的に大 る体部は横位へラ削り れ体部から底部ま 外明褐色 床面

474 2.9 きく開き，口縁部で外 後へラナデを施す でへラナデされる 内上半黒褐色 436 
436 反をゆるめ立ちあがる 底部は全面へラ削り後 下半明褐色 下層

口径と底径の差は極め へラナデされる

て大きい

7 t平 12.0 底部は丸底状を呈す 体部はへフ削り後へラ 全面へラナデされ 密 優 ya 下層

5.0 体部は内脅して開き立 ナデされる る 砂粒を含 外明褐色

482 ちあがる む 内明褐色

8 I手 12.2 上げ底状を呈す底部か 口縁部は横ナデされ体 口縁部は横ナデさ 粗 良 口縁部ー 439 

439 4.2 ら体部は内毎して立ち 部はへラ削り後へラナ れ体部及び底部は 砂粒含む 外明褐色 部欠損 表面

457 4.9 あがり，そのまま口縁 デが行なわれる へラナデされる 内明褐色 457 
477 部に至る 底部は全面へラ削りが 下層

~05 施される 477 

焼土中

505 
上層

9 高杯 15.4 体部は下位で折れ外反 回線以上を横ナデし， 全面へラナデされ 密 優 中層 朱塗り

をゆるめやや内管して 以下をへラ削り後へラ る 砂粒含む 外赤褐色

445 立ちあがる ナデしている 全面に丹が塗られ 内赤褐色

口縁部下外側に凹線を 残存部全面に丹が塗ら る

めぐらす れる

脚部内側原底部外面に

突起を有す

10 員 t平 17.1 体部は下位で折れ外反 口縁部は横ナデされ， 全面にへラ磨きが 密

をゆるめほぽ直線的に 体部から脚部にかけて 施される 砂粒を含 外赤褐色

431 開く 縦位へラ削り後へラナ む 内赤褐色

脚部内側杯底部外面に デが成される

突起を有す

11 高杯 17.5 体部は下位で折れ外反 口縁部は横ナデされる 全面へフ削り後軽 密 良 437 

をゆるめほぽ直線的に 体部及び脚部は斜位へ くへラナデが成さ 砂粒 外黒褐色 下層

437 立ちあがり口縁部でや ラ削り後軽くナデられ れる 内黒褐色 426 

426 や外反を強める る 下層
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底f壬 器 形 外 面 内 面 層{立

12 高I不 15.7 体部は下位で折れ外反 凹線以上は横ナデされ I子部全面へ7 ナデ 密 良 口縁%欠 440 

11. 4 をゆるめやや内管して 凹線以下体部は斜位へ が見られる 砂粒を含 外明褐色 下層

440 12.1 立ちあがる ラ削り後ヘラナデ 脚部内側に輪積痕 む 内明褐色 444 

444 口縁部下外側に凹線を 脚部は縦位へラ削り後 を残す 下層

めぐらす へラナデ 裾部はへラナデさ

脚部は下方に大きく開 裾部はヘラ削り後へラ れている

き，裾部で更に水平近 ナデが行なわれる

くまで開く

13 高 I手 15.0 I手部と脚部の接合点で 口縁部から体部中位ま 全面へラナデが行 密 優 % 床面

肥厚し外側に稜を作る で横ナデされ，体部下 なわれる 砂粒含む 外明褐色

417 体部はやや内脅し大き 半から脚上部までへラ 内明褐色

481 く開く 削り後ナデられている

14 同f手 14.0 体部は下位でやや折れ 口縁部は横ナデされ， 密 優 予4 床面

外反をゆるめ，ゆるや 体部はへラ削り後へラ 砂粒含む 外黄褐色

481 かに内毎して立ちあが ナデされる 内赤褐色

る

15 局台付 体部は鋭く折れ外反を 派部は荒いへラ削りが I手部全面へラナデ 密 優 ys 下層

I手 ゆるめ開く なされ脚部は縦位へラ され脚部内面に輪 砂粒を含 外明褐色

423 11. 0 脚部は下方へ大きく関 削りが見られ裾部はへ 積痕を残す む 内明褐色

き，裾部は水平近く大 ラナデが行なわれる

きく開く

16 敵石 現存長10.3 先端部に敵いた痕跡を 一部~J離 下層 硬質砂岩 l

幅 9.0 持ち他は全面磨ってい 部有り

101 厚 6.2 る

滑石製模造 17・18は有孔円板未成品. 18は破損したものか，ともに両面及び側縁研磨。 19~22は剣形未成品。 20~22は中央部に稜をもつが欠損。 23は|
品・臼玉等 勾玉，先端欠損。 24~29は偏平な大形の剥片である。 34~53は臼玉の形割未成品。 30~33 も同様か。 54~57は穿孔されたもの。 58~65は

完成品。 66・67は滑石製管玉。 68・69は土玉。 70・71は土製品。

052号祉-竪穴住居壮一(8-170・171図，図版8-69)

遺構

形状一隅丸方形。規模-5.30m X 4.85 mo (主軸方向-N-25'-W)。炉の位置 プラン中央部。壁

一ほぽ垂直， 43 cm。壁溝一無。床面一中央部はハードローム面・壁周辺はソフトローム面に構築。やや

傾斜。一部堅固。柱穴一主柱穴4個。他にプラン内部にピット 16個。壁柱穴多数あり。備考 黒色土

が上部から中央床直上までレンズ状に堆積しており，特に土師器がその中から出土している。弥生式

土器は床面及びピット中から小破片が数点づっ出土しており，住居牡プラン等と合せ，本社は弥生時

代後期のものと考えられる。おそらし 055号祉等と同じく，住居廃絶後永い期間完全に埋没しないま

まになっていたところに，土師器が投棄されたものと考えられる。

遺 物

出土遺物は土器，滑石剥片，土製品(土玉 2個)，である。土器は住居牡中央部埋土中から大部分が

出土しており，いずれも破片ないし破損品である。埋土中から出土している土器はすべて土師器で，

これらは埋土上部から住居社中央部の床面近くまでレンズ状に堆積していた黒色土中から出土してい

る。床面及び南側のピット内からは弥生式土器の破片が数点出土している。土玉 2個及び滑石剥片少

量は土師器同様黒色土中かちの出土である。
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052号杜遺物一覧表

番号

497 

2 

回8

491 

3 

457 

505 

4 

407 

408 

5 

425 

6 

508 

7 

490 

489 

8 

488 

9 

422 

489 

487 

10 

403 

11 

491 

法 量
名称

特 徴

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

壷 口f圭 底部は偏平で胴部はや 底部に木葉痕を残す 残存部全面ナデが

器高 や外反ぎみに開く 胴部下端に縄文が見ら 行なわれる

底径 10.0 れる

聾 16.0 頭部で肥厚し屈曲する 残存部全面横ナデされ 残存部全面へラナ

口縁部は外反し端部で る デされる

外反を強める 頚部下に籾痕があ

る

聾 16.0 頭部は肥厚し強く屈曲 口縁部は横ナデされ， 残存部全面へラナ

する 頭部から胴部にかけて デが行われる

口縁部は外反する へラ削りがみられる

聾 17.0 頚部は急激に肥厚し強 口縁部から頚部にかけ 口縁部から頭部ま

く屈曲する て横ナデされ，頭部か でを横ナデし，頚

口縁は外反する ら胴部にかけては斜位 部から胴部にかけ

のへラ削りがみられる てへラナデしてい

残存都にススの付着が る

みられる

聾 17.0 頭部で強く屈曲し，口 口縁部は横ナデされ， 口縁部から頚部に

縁部は肥厚し外反する 頚部以下にはへラ削り かけてへラナデさ

後へラナデが行われる れ，頚部から胴部

にかけてへラ削り

がみられる

高士手 体部は下位で急激に器 口縁部はへラナデき 係部口縁はナデが

厚を減じ外側に稜を作 れ，体部から脚部にか 行われ，体部及び

る けてへラナデする 底部はへラナデき

更にやや内毎して聞く 残存部全面に丹が塗ら れる

れる 残存部全面に丹が

塗られる

高原 15.8 体部は下位で鋭く折 残存部全面へラ削り後 口縁部は横ナデき

れ，直線的に開く へラナデが行われる れ，以外は全面へ

脚部径は小さい ラ削り後へラナデ

される

蓄量tヰ 脚部は下方へ向い開 脚部から裾部まで縦位 脚部内面は縦位へ

脚部 き，裾部で更に大きく のへラ削り後ナデられ ラ削りされ裾部は

11.5 開く る へラ削り後ナデら

れる

事主t平 17.2 体部は内管して大きく 残存部全面にへラナデ 口縁部は横ナデき

聞く が行われる れ，以外は全面へ

脚部接合部径は小さい ラナデが行われる

聾 14.8 平坦な底部で胴は最大 口縁部は横ナデされる 全面横ナデされる

16.4 径をやや上位にもつ 胴は上・中部を縦位へ

8.2 頚部で強〈屈曲し「くJラ削りし"下部を横位

字状を示す口縁は端部 ヘラ削りとする

で立ちあげ，外側に外 底部はへラナデしてい

傾する面をつくる る

要 残存部全面へラ削り後 残存部全面ヘラナ

へラナデされる デされる

053号祉一竪穴住居壮一(8-172・173図，図版8-70)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

鰍密 焼 成 良 % 南側ピ 弥生式土

微砂粒を 外暗褐色 ット内 器

含む 内明褐色

密 優 J4 508 

砂粒を含 外暗褐色 下部

む 内暗褐色 491 

中層

密 優 ~ 上層

砂粒を含 外暗褐色

む 内明褐色

密 優 ~ 407 

砂粒を含 外暗褐色 中層

む 内褐色 408 

上層

密 優 ~ 上層

砂粧を含 外暗褐色

む 内暗褐色

密 ~ 下部 朱塗り

砂粒を含 外丹塗り

む 内丹塗り

粗 口縁一部 490 

砂粒を含 外明褐色 欠 中層

む 内明褐色 489 

中層

密 優 脚部一部 488 

砂粧を含 外明褐色 欠

む 内明縄色

密 優 体部一部 422 

砂位を含 外明掲色 欠 中層

む 内明褐色 489 

中層

487 

密 普通 口縁部u中層

砂粒含む 外暗褐色 胴部J1!残

内暗褐色 存

底部完存

密 優 中層

砂粒を含 外暗褐色

む 内暗褐色

形状ー楕円形。規模-4.40m x 3.50 mo (主軸方向-N-20-E)。炉の位置ープラン中央部。壁一ほ

ぽ垂直.50cm。壁溝一無。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個?，他に小ピット 5個。壁柱穴多数あり。備考

一炉は径 110x105 cm程で不整形，深さ 7cm。本社は焼土と木炭細片が床面一面に散在していた。
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火災をうけたものと思われる。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と土製品である。土器はいずれも弥生式土器の胴部小破片で埋土中から

の出土である。土製品は同一個体と考えられる紡錘車の破片 2点であり，埋土中からの出土である。

053号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

I 紡錘車 厚 1.1 小円形の刺突が施され

る

301 

2 紡錘車 厚 1.0 小円形の刺突が施され

る

302 

054号祉-竪穴住居壮一(8-174・175図，図版8一70)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

YJ 上層

% 表面

形状一隅丸長方形。規模-4.00m X 4.60 mo (主軸方向-N-8.50-E)。炉の位置一中央部。壁一緩

やかな傾斜， 15 cm。壁溝一無。床面一ソフトローム層に構築。軟弱。北側部分は一部分貼床する。柱穴

-4個。他にピット 1個あり。備考一炉は径 58x53cm程で不整形。深さ 14cm。焼土に混在して木

炭粒が存在。なお，本社は床面上に焼土が一面にわたって存在しており，また床面の一部はうすく焼

けていた。焼土の存在に対して木炭はほとんどない。火災をうけたものか。

遺 物

出土遺物は少量の土器と石製品である。土器はいずれも小破片であり，埋土下部から床面上にかけ

て出土している。縄文式土器 1点を除き，いずれも弥生式土器である。

054号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 jf3 外 面 内 面 層位

I 深鉢 口径 撚紋文 密 焼成優 小破片 床上18 縄文式土

器高 砂粒含む 外褐色 αn 器

402 底径 内淡褐色

2 宣 口縁部で外反し端部が 櫛描き文を持つ 密 優 小破片 下層 弥生式土

口縁部 肥厚する 口唇部ー斜縄文回転 砂粒含む 外黄褐色 器

411 破片 内黄褐色

3 査 底部は偏平で器厚を増 底部は全面ナデられ胴 残存部全面にナデ 粗 優 % 床面 弥生式土

している 部下端もナデが見られ が見られる 砂粒含む 外明褐色 器

408 底部 5.7 る 内黒褐色

4 壷 底部はやや丸味を持ち 底部はナデられるが木 風化が激しい 壁に 弥生式土

器厚が増す 葉痕を残す 掛って 器

403 底部 6.0 胴部下端は指でナデら 下層

れている

5 砥石 現存長 8.0 盤状を呈し側面は丸味 両面及び側面がすれて 破片 床面 砂岩

幅 6.0 を持つ いる

101 1)，: 2.4 砥石としたものか
しー
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055号壮一竪穴住居壮一(8-176・177図，図版8-71・72)

遺構

形状一隅丸方形。規模-5.75m X 5.90 m。主軸方向-N-600-W。炉の位置一中央部。壁 ほぽ垂

直， 46cm。壁溝一無。床面ーノ¥ードローム層に構築。ほぽ平坦。堅固。柱穴-4個。他にピット 3個，

壁柱穴多数あり。備考一炉は130x100 cm程で楕円形を呈する。深さは約 7cm。底面は良く焼けてい

た。炉の上部から周辺中央部にかけて木炭粒と灰が多量に存在した。また，西側には焼土と木炭が検

出されている。なお，埋土上部の黒褐色土層から土師器が出土している。おそらく，住居廃絶後埋没

しきっていなかったものと思われる。

遺 物

出土遺物は土器と土製品及び石製品である。土器は少量の弥生式土器と土師器である。弥生式土器

はいずれも小破片で，壁周辺の床面等から出土している。土師器は埋土上部から中央部下部にかけて

堆積する黒褐色土中からの出土であり， 052号住居牡と同様の出土状況を示している。土製品は紡錘車

の破片 1点。石製品は黒曜石が2点，床面と埋土中，他に絹雲母片岩が2点床面と埋土中から各 1点

づっ，滑石の小剥片が2点黒褐色土中から出土している。

055号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 商 内 面 層位

要 口径 口縁部小破片 ススが付着している 徽密 焼成優 中層 弥生式土

器高 外褐色 器

423 底径 内褐色

2 聾 壷 頚部小破片 スス状附着あり 密 優 床面 向上

結節縄文 砂粒 外黒褐色

514 内褐色

3 饗 胴部破片 斜縄文 粗 良 床面 向上

風化が激しい
砂粒含む 外褐色

443 内黄褐色

4 葱 胴部破片 ススが附着している 密 優 507覆 向上

ω7 撚糸文 砂粒含む 外黄褐色 土下層

407 Rか? 内褐色 407 

409 上層

409 

床上

5 饗 胴部破片 スス状附着物有 細砂粒多 床面 向上

斜縄文 量含 外黒褐色

421 内茶褐色

6 要 胴部破片 ススが附着している 密 優 床面 向上

斜縄文 砂粒含む 外暗褐色

422 内暗褐色

7 要 胴部破片 スス状附着物有 密 優 床上 同上

斜縄文 細砂粒多 外褐色

408 量含 内褐色

8 聾 底部破片 斜縄文 密 優 ち毛 表面 同上

砂粒含む 外褐色

510 9.0 内黒褐色

9 要 底部破片 斜縄文 粗 良 うも 西側壁 向上

砂粒含む 外縄色 上面

510 8.0 内褐色
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法 量 特 徴
番号 名称

10 

301 

11 

432 

12 

418 

417 

416 

13 

431 

口径・器高・底径 器 汗三 外 面 内 面

土製 径 6.0 小円形の刺突が施され

紡錘車 厚 2.6 る

墾 口f圭 14.0 胴中部上位に最大径を 口縁部にナデが見られ 口縁部をへラナデ

器高 有し，胴の張りはやや 頚部下より胴上部まで し胴部を荒いへラ

底径 強い を斜位のへラ削りと ナデとしている

頚部で強く屈曲し口縁 し，胴中部以下を横位

部は肥厚し外反する ヘラ削りしている

局 I手 16.0 体部は下位に稜を有 口縁部にナデを行ない 口縁部にナデを行

し，ほぽ直線的に開く 体部にへラナデを施す ない体部にへラナ

デを施す

高I手 脚部は下方に開き裾部 脚部及び裾部にヘラ削 裾端部を横ナデと

3.8 でなだらかに大きく開 り後ナデが行なわれ端 し以外はナデが見

11.8 く 部を横ナデとする られ脚部に輪積痕

端部で肥厚する を残す

056号祉-竪穴住居壮一(8-178~180 図，図版 8 一73)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出士 備考
層位

破片 301 向上

密 優 ya 上層 土師器

砂粒含む 外明褐色

内褐色

密 優 % 418 土師器

砂粒含む 外明褐色 中層

スコリア 内明褐色 417 

中層

416 

中層

密 優 )4 上層 土師器

細かい長石 外赤褐色

粒，石英粒， 内赤褐色

雲母片を含

む

形状一方形。規模-4.40m X 4.40 m。主軸方向 N-26030'-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 35 cm。壁溝一全周。幅・深さは 10-----20cm・-3-----10 cm。床面一ほぼ平坦。柱穴-4個。他

に壁溝内に小ピット多数あり。備考 壁直下に投棄されたと考えられる焼土が多量に存在した。

カ マ ド

大きさ-105cmx85 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一浅い三角形。 20cmx90 cm。袖部一右

幅 35cm，左幅 25cm。焚出部ーなし。燃焼部 50 cmx50 cm。煙道部-35cm。昇角 100-----500。湾曲

的に立ち上がる。天井部ーなし。備考一火床は良く焼けている。

遺物

出土遺物は少量の土器と石製品である。いずれも，破片ないしは破損品であり，小破片が大半で、あ

る。埋土中から大部分が出土している。石製品は滑石製紡錘車 1点であり，床面直上から出土してい

る。

056号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 費 口径 23.0 胴上部に最大径を有す 口縁部から頭部下まで 口縁部は横ナデさ 密 焼成良 胴中位
器高 頚部は強く屈曲し，口 横ナデする れ，頚部下にへラ 長石，石 外明灰褐色 ~口縁の

507 底径 19.0 縁部は肥厚し外反する。 頚部から胴中位までへ 削りが見られる 英粒を多 内明灰褐色 み遺存
端部を垂直近く仕上げ ラナデし以下は縦位の 胴部はナデが行わ く含む
外側に凹面を作る 細かいへラ削りかへラ れる

磨きが成される

2 t手 14.5 底部は上げ底状で体部 口縁部横ナデされ体部 へラ磨きが行なわ， 密 良 )4残 中層
4.7 は内管して立ちあがる。 は横位へラ削りが成さ れる 細かい長 外暗褐色

415 外側口縁部下に稜を有 れる 石粒，雲 内明褐色
す 底部残存部は手持ヘラ 母末含む

削りが施される
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057号祉-竪穴住居牡一(8-181-----183図，図版8-73) 

遺構

形状一方形。規模-3.50m X 3.50 m。主軸方向一N-590-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 22cm。壁溝一全周。幅・深さは 5""'-'10cm・-5cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。壁溝内

に小ピット多数あり。備考 中央部は後世の墓坑によって撹乱を受けている。

カマド

大きさ-95cmx90cm。構材一砂質粘土。壁への切り込み一煙道部のみ切り込む。 20cmx90cm。

袖部一右幅 20cm，左袖 30cm。焚出部一長さ 20cm。燃焼部一50cmx55 cm。煙道部一50cm。昇

角550""'-'60。ほぼ直角的に立ち上がる。天井部ーなし。備考一火床，煙道部に埋土施設。

遺 物

出土遺物は少量の土器と鉄津 1点である。土器はいずれも破片で，小破片が大半を占める。埋土中

及びカマドからの出土が大部分である。鉄津はカマド上面からの出土。

057号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I 斐 口径 13.0 頚部で屈曲し，口縁部 残存部はへラナデされ 残存部はへラナデ

器高 は外反する る される

503 底径 先端部を肥厚させ外側

に凹面をつくる

2 聾 底部はやや丸味を帯び 縦及び横方向のへラ削 残存部全面にへラ

る りが施される ナデが行われる

419 5.6 底部残存部にへラ削り

がなされる

3 I手 体部はやや内毎して立 体部はへラ削りされ墨

ちあがる様子である 書がみられる

ω1 

4 高台付 台部は低くやや内管し 底部を回転糸切りした 残存部全面へラ磨

t手 て開く 後高台を貼り付ける きがなされ，黒色

424 8.0 処理される

058号祉

遺構とならず欠番とした。

059号祉-溝状遺構一(8-184・185図，図版8-74・75)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成優 y.i 上層

砂粒含む 外褐色

内褐色

密 優 図の部分 壁にか

砂粒含む 外黒褐色 ~欠 けて出

内暗褐色 地

北側壁 墨書

上面 体部外面

字体不明

徹密 優 y.i カマド 内黒

微砂粒を 外明褐色 内

含む 内明褐色

幅 3.7m前後，深さ1.1m程の溝である。低面は二段になり，幅1.5""'-'1.7 m程で， 45""'-'50 cm程

の浅い掘り込み，さらに南側が幅 2.0""'-'2.2m 程で，深さ1.1m程の深い掘り込みを呈している。台

地南側を画するかの知く，ほぽ東西に走っており，長さ約 170m程を検出した。東側は谷へと落込ん

でいる。埋土は暗褐色土を主体とするものであった。出土遺物は古墳時代及び平安時代の遺物が出土
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し，これは本遺跡各期の遺物である。時期 ・性格等不明。

遺物

出土遺物は土器の他，蔽石 1点，雲母片岩 1点，滑石剥片 1点，金銅製耳飾 1点，鉄製品 1点があ

る。土器は出土量が多いが，いずれも破片ないしは破損品で，小破片が大半を占める。

059号牡遺物一覧表

番号

I 

443 

448 

2 

438 

3 

601 

4 

434 

5 

504 

6 

450 

7 

417 

8 

101 

9 

20 

10 

201 

法 量 特
名称

口径・器高・底径 器 形

墾 口径 14.6 胴部中位に最大径を持

器高 ち，胴の張りは弱い

底径 頚部で屈曲し口縁部は

外反する

口唇部で肥厚する

長頚瓶 胴は張りが強い

I不 16.8 体部は少し内脅しなが

ら立ちあがり口縁部で

外反する

皿 8.4 底部は若干上げ底状で

l.8 体部は直線的に開き口

縁部で肥厚する

町、 14.0 体部は内脅して聞き口

3.5 縁部で折れ外反をゆる

め立ちあがる

椀 12.2 体部は内管が強〈丸味

6.3 を持つ

頚部で屈曲し口縁は外

反し厚い頚部外面に鋭

い回線をつくる

高.q;、 脚部は下方へ向い大き

く開く

磨石

金銅製 一部切れた環状を呈し

耳飾り 断面は円形である

鉄製品 現存長12.7 断面が方形の棒状を呈

幅 0.7 す

厚 0.55 中途で折れ曲るが2次

的なものかどうか不明

060号土止-溝状遺構一(8図)

遺構

徴

外 面

口縁部から頭部まで横

ナデされる

胴上半は縦位へラ削り

が成され下半は斜位の

へラ削りとなる

体部に If-Jの墨書

ロクロ痕がみられる

底部に回転糸切り痕を

残す

体部はロクロナデのみ

である

口縁部は横ナデされる

体部はへラ削りの後ナ

デが行われる

残存部全面朱が塗られ

る

口縁部は横ナデされる

体部は横位及び斜位の

ヘラ削りが施される

全面に朱が塗られる

残存部全面をへラ削り

後へラナデし朱を塗る

位箇

始土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
内 面 層位

残存部は全面横ナ 密 ;焼成良 口縁部y.i 443 

デされる 砂粒含む 外褐色 胴部y.i 中層

内黄褐色 底部全周 448 

欠損 中層

ロクロ痕 密 良 }五 中層 灰粕陶器

外濃緑色

内灰黒色

磨きの後内墨 上層 内黒

外貨褐色 墨書

内褐色 体部外面

r f-J 

全面にロクロナデ 良 口縁y.i 中層

が見られる 外赤褐色 底部%

内 約y.i残

残存部全面に横ナ 細かい長 良 う4 朱塗り

デが見られる 石粒石英 外赤色

朱が塗られている 粒含む 内赤色

口縁部は横ナデさ 長石石英 良 y.i残 上層 朱塗り

れ体部は横及び斜 粒含む 外赤色

{立のへラ削りが行 内赤色

なわれる

全面に朱が塗られ

る

原部残存部はへラ 良 図の部分 上層 朱塗り

削り後ナデが行な 外赤色 'フ三G

われ朱が塗られる 内

脚部内側は輪積痕

が残る

硬質砂岩 震土上

か 層

上層 用途不明

049号住居杜及びTF 45号墳を切って走っている浅い溝である。幅 50------100cm程と一定でな く，

深さは 30cm------50 cm程である。埋土は暗褐色土で軟かい。埋土からみて後世のものと思われるが。
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時期，性格不明。

061号壮一竪穴住居壮一(8-186・187図，図版8-76) 

遺構

形状一方形。規模-4.05m X 3.25 m。炉の位置一床面中央部。壁一ほぽ垂直，16cm。壁溝一無。床面

一ほぽ平坦。中央部床面の遺存は良好。柱穴-4個。備考一床直上に一面に焼土が検出され，その面

に遺物の出土も多しユ。炉は中央部にわずかに認められたが，調査の手違いから焼土と伴に除去してし

まった。削平のため上部を消失しているが，床直上の焼土の状態からみて火災にあったものと考えら

れる。

遺物

出土遺物はごく少量の土器のみである。いずれも破片ないし破損品であり，小破片が大部分である。

061号牡遺物一覧表

番号

l 

403 

503 

2 

402 

3 

404 

法 量 特 徴
名 称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I手 口径 17.0 体部はやや内笥して開 残存部全面へフ磨きが 残存部全面にへラ 密

器高 き口縁部は強く折れ内 施される 磨きが施される 砂粒

底径 傾する

ま不 14.0 底部は偏平で体部は内 底部は全面へフ削りさ 全面にへフナデを行 徽密

5.25 管気味に開く れる ない朱が塗られる 微砂粒

5.4 体部はへラ削りの後丁 中央部から口縁に

寧なへラナデが行なわ かけて 4条ほど暗

れる 文風のへラナデが

体部に朱が塗られる 認められる

椀 14.0 底部は丸底状で体部は 口縁部は横ナデされ体 口縁部は横ナデさ 密

6.9 内管し上位に向い肥厚 部から底部までへラ削 れる 砂粒を含

丸底 し口縁部で器厚を減じ り後ナデが行なわれる 全面に朱が塗られ む

外債uに凹面をつくる 全面に丹が塗られる る

062号祉-竪穴住居牡一(8-188・190図，図版8-76・77・78)

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼成優 y:i 403 
外黒褐色赤褐 燐土上
内色のまだら 503 

床面

優 % 402 朱塗り

外外面を

除いて丹彩

内底面を除

いて黄褐色

不良 y:i 周溝上 朱塗り

外丹塗

底部褐色

内

形状一方形。規模-4.10m X 3.60 m。炉の位置一床面中央部。壁一ほぼ垂直22cm。壁溝一無。床面一ほ

ぽ平坦。全面をハードブロックで堅固に貼床する。柱穴-4個。備考-炉は床面中央部に径 67x45cm 

程で存在したが，調査の手違いから他の焼土・木炭等と共に除去してしまった。床直上から床面にか

けて焼土と木炭が多量に検出され，特に壁周辺は顕著であった。火災を受けたものと思われる。

遺物

出土遺物は土器と鉄製品 1点である。土器は多量に出土し，完形品や，破損品，大形破片が多い。

一部欠損する破損品等は，重機の圧力によって破れたものが多く，大半は完形品であったものと思わ

れる。要類の出土量が多い。埋土の上部から床面にかけて出土しているが，床面上のものが大半であ
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る。鉄製品は形状不明の破片であるが，埋土下部から出土している。

062号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

1 要 口f圭 17.0 底部は上げ底状を呈す 口縁部は横ナデされる 口縁部は横ナデさ 密 焼 成 良 口縁端)1; 481 

481 器高 25.9 胴中部下位に最大径を 胴部は上・中部ともへ れ胴部から底部ま 砂粒を含 外暗褐色 胴一部欠 床面

455 底径 8.2 有す ラナデされ下部は荒い ではへラナデが行 む 内暗褐色 f員 451 

755 頚部で屈曲し口縁部は ハケ状工具によるナデ なわれる 床面

454 外反する が行なわれる

2 斐 15.5 底部は器厚が厚く台状 口縁部は横ナデとし頚 口縁部を横ナデし 密 胴部を部 401 

29.8 を呈す 部から胴部までへラナ 頚部から底部まで 長石，石 外黒褐色 分的に欠

401 7.0 胴中部に最大径を有し デとしている ヘラナデしている 英の細粒 暗褐色 損する

張りはやや弱く長胴ぎ を含む 内暗褐色

みである

頭部で屈曲し口縁部は

外反する

3 翠 底部は偏平で厚い 口縁部は横ナデされ胴 全面に横ナデされ 磨滅が激 優 ほぽ完形 422 

胴部は中位に最大径を 部は縦及び斜位のへラ る しいので 外黒褐色 床面

422 有し張りは強い 削りが施され下端に横 胴部にへラ状工具 良くわか 内黒褐色 押しつ

頚部で屈曲し口縁部は 位へラ削りを行なう 痕が残る らない ぶした

外反する 底部は全面へラ削りが 状態

成され底部から胴部に

かけて 2;欠焼成の痕跡

が見られる

4 聾 15.6 口縁部は「く」字状に外 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 密 良 胴中位の

藷
401 430 26.3 反し，口唇部をややっ 頚部~肩←斜位のへラ 体部へラナデ 石英，長 外黒褐色 一部を欠 411 

412 426 6.6 まみあげる ナデ 石粒及び 暗褐色 t~する
44215 0 

430 

4ll 428 体部はほぼ球形 肩ーへラ削り後横方向 ローム含 内暗褐色
426 
428 

415414 最大径体部中位 雑なへラ磨き む iii震富
420 413 
。28
5 要 15.5 底部は肥厚し台状を呈 口縁部は横ナデした後 頭部屈曲部以上を 密 口縁部% 441中層

441 18.7 す ヘラナデし胴部はへラ 横ナデし，胴部か 砂粒を含 外 褐 色 体部% 471 

471 7.5 胴中部に最大径を有す ナデをfi'なう ら底部までへラナ む 暗掲色 底部全周 ピット

403 る 頚部にへラ当て痕が明 デを行なう 内黒褐色 遺存 。 ~1

421 頭部で屈曲し口縁部は 瞭に残る 403上層

404 外反する 421上層

404上層

6 士宣 底部は偏平で厚く台状 胴部にヘラナデを施す 胴部から底部まで 密、 良 口縁部
468上面層層層

468 24.0 を呈す 2次焼成の可能性を有 ヘラナデが行なわ 砂粒を含 外暗褐色 網の部YJ 465上
443上443 7.2 胴部は中位に最大径を す れる む 内暗褐色 欠損する 451床451 

438 有し強く張る

444463782804床床中中面上層層465 
462 
470 
484 4 cm 

7 饗 12.0 頚部で屈曲し口縁は肥 頚部屈曲部以上にはへ 頚部屈曲部以上に 砂粒多く 良 )1;残 中層

4.1 厚し外反するが端部で ラナデが行なわれ以下 は横ナデが行なわ 含む 外赤褐色

459 急激に減厚する にはナデが行なわれる れ以下にはヘラ削 内赤褐色

りが成される

胴部に接合痕が見

られる

8 要 13.3 屑の張りは強くなく， 口縁部は横ナデされ， 頚部屈曲部以上は 密 良 %欠 481床面

481 頚部は肥厚し屈曲する 頭部から胴部にかけて 横ナデされ以下胴 外明褐色 477下層

477 口縁部はやや外反し端 へラ削りが行なわれる 部はナデが行なわ 内明褐色 491下層

491 部は細い れる 焼土上

床上3佃

9 椀 12.0 胴部は半位に最大径を 口縁部は横ナデされ， 口縁部は横ナデさ 密 良 %残 460 朱塗り

6.5 有し頚部で屈曲し口縁 胴部は横位へラ削り後 れ胴部はナデが行 細かい長 外丹塗 下層

460 部は直立する ナデが行なわれる なわれる 石粒多く 内丹塗 463 
463 残存部全面に丹が塗ら 胴中位以上に朱が 含む 床面

れる 塗られる

戸同
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 ~ 外 面 内 面 層位

10 査 9.0 屑が強く張り頚部で屈 口縁部から頚部屈曲部 残存部全面ナデを 密 優 胴下半を 上層 朱塗り

11.3 曲し口縁部はほぼ直線 までへラ削り後へラナ 行なう 外赤色塗彩 欠く

432 的に開き立ちあがる デを行ない胴部はへラ 頚部屈曲部以上に 外面及び内 他は完形

ナデが成される 朱が塗られる 面頚部上

残存部全面に朱が塗ら 内胸部淡褐色

れる

11 I手 15.4 底部は丸く中央で肥厚 口縁部は横ナデされ体 口縁及び体部を横 密 優 a7tE ， 床面 朱塗り

6.4 する 部上半はナデが行なわ ナデし底部はへラ 細かい長 外赤褐色

423 体部は内脅し立ちあが れる 削り後ナデを行な 石粒，石 内赤褐色

り口縁部で外反する 体部下半及び底部はへ う 英粒を含

ラ削り後ナデが行なわ 全面に朱が塗られ む

れる る

全面に朱が塗られる

12 I手 13.8 底部は偏平で薄い 底部は全面へフ削りさ 全面にナデが行な 密 良 口縁部7.i 454床面 朱塗り

454 6.2 体部は内管し開き口縁 れ，体部はへラ削り後 われ朱が塗られる 長石粒含 外赤褐色 残 45S中層

455 4.8 外側に凹面を持つ ナデられる む 内赤褐色 456下層

456 口縁及び体部は朱が塗

られる

13 r(': 12.8 体部は内管して開き， 体部中位以上はへフ削 全面を横ナデし朱 密 優 7.i現存 中層 朱塗り

5.4 口縁部でやや内傾する り後横ナデされ以下は が塗られる 細かい長 外赤色

402 斜位へラ削りが施され 石粒含む 内赤色

る

残存部全面に朱が塗ら

れる

14 I手 15.0 底部は上げ底状で体部 口縁部は横ナデされ， 全面を横ナデし朱 密 優 企y土G 床面 朱塗り

6.6 は内脅し開き口縁部で 体部はへラナデが行な が塗られる 外赤褐色

446 内傾する われる 底部にススが附着 内赤褐色

底部は全面にへラ削り する

を施す

口縁部から体部まで朱

が塗られる

15 I不 14.4 底部は丸底状で体部は 口縁部は横ナデされる 体部中位以上を横 密 優 口縁一部 床面 朱塗り

5.3 内腎して大きく聞き口 体部及び底部はへラ削 ナデする 細かい長 外淡赤褐色 フ信bE， 

452 縁部は屈曲しやや内傾 り後へラナデされる 以下はへラ削り後 石粒若干 内淡赤褐色

して立ちあがる 全面に朱が塗られ一部 ナデを行なう 含む

ススが附着する 全面に朱が塗られ

焼成前のへラ記号が見 一部ススが附着す

られる る

16 t手 14.0 底部は上げ底状で体部 ロ縁部から体部上位を 口縁部は横ナデし 密 ほぼ完 床面 朱塗り

6.4 は内管し開き口縁部で 横ナテ.し以下体部をへ 以下はへラナデさ 長石粒， 外淡赤褐色

447 4.5 内傾する ラ削りする れる 雲母末含 内赤色

底部以外は朱塗りされ 全面に丹が塗られ む

る る

ススの附着が見ら

れる

17 I手 13.8 底部は丸味や持ち肥厚 口縁部は横ナデされ体 全面にナデが行な 密 良 y:!残 481 朱塗り

481 5.5 している 部から底部まではへラ われ朱が塗られる 細かい長 外赤褐色 床面

755 体部は内脅して開き口 削り後ナデられる 石粒含む 底部附近黒色 755 

454 縁部は屈曲して内傾す 全面に朱が塗られる 内赤褐色 454 

455 る 床面

455 
中層

18 E手 16.0 体部は内毎して聞き口 体部上位以上は検ナデ 残存部全面に朱が やや粗 優 ~残 床上 朱塗り

6.2 縁部は屈曲して内傾す され，以下はへラ削り 塗られる 細かい長 外赤色 5ω 

480 る 後ナデが行なわれる 石粒含む 内赤色

残存部全面朱が塗られ

る

19 主平 12.8 底部は丸味を持ち，体 体部上位は横ナデされ スス附着 密 良 % 中層

4.7 部は内轡して立ちあが 下位から底部にかけて 体部下位一横ナデ 細かい長 外淡赤褐色

478 る ナデ 底部にかけてはナ 石粒含む 内淡赤褐色

体部中央でーたん強く デ

屈曲して内傾し，口縁

部で外反する

-416-



063号祉

遺構とならず欠番とした。

064号祉 竪穴住居牡 (8-191図，図版 8-79) 

遺 構

形状一方向。規模-3.50m X 3.40 m。炉確認出来ず。壁立上りほぼ垂直。大半削平のため消失。4

cm。壁溝一無。床面ーソフトローム層に構築。軟弱。柱穴 4個。備考本社は古墳 (TF 050)の

封土下に存在した。中央部は後世の墓坑のため撹乱。木炭，焼土が北壁側及び南側に広く存在し，特

に南側は厚く焼土が堆積していた。

遺物

出土遺物は若干の土器のみであり，いずれも 062号祉とほぼ同時期と思われる土師器の小破片である。

065号壮一竪穴住居祉一(8-192~194 図，図版 8-79)

遺構

形状方形。規模 5.05m X 5.00 m。主軸方向-N-330-W。カマドの位置北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 30 cm。壁溝全周。幅 ・深さは 10-------25cm・ 10 cm。床面一ほぽ平坦，堅固。ハードロー

ム ・小ブロックの混入土で貼床する。柱穴-4個。備考一本社は西側 ・南側コーナーを最近世の墓墳

によって撹乱を受けている。

カ マ ド

大きさ 125 cm x 115 cm。構材砂質粘土。壁への切込み三角形。 30cmx95 cm。袖部左右各

30cm。焚出部一不明。燃焼部-60cmx 70 cm。煙道部-40cm。昇角 250-------550

0 rく」字形に立ち上が

る。煙道口に段あり。天井部一後面崩落。

遺 構

出土遺物は土器，土製品(支脚 1点)，青銅製品(帯金具一丸柄 1点)，鉄淳(3点)である。土器

は出土量のわりには，いずれも小破片のみである。支脚はピット内から，鉄津は埋土上部からの出土

である。なお，土器には灰粕陶器(平瓶か細頚瓶)の小破片と自然柏のかかった長頚瓶の小破片が各

1点づっ出土している。

065号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 罪主 外 面 内 面 層位

l 王平 口径 14.0 体部はやや内轡し立ち 体部下端にへラ削りが 密 焼成優 ys 上層 須恵器

器高 あがり口縁部でやや肥 見られる 外灰青色

417 底径 厚し外反する 内

巧
，

a
T
E
i
 

a性



法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 ~ 外 面 内

2 t手 底部は偏平で中央で肥 底部全面にへラ削りを

厚する 施す

440 8.0 体部は直線的に立ちあ

がる

3 青銅製 長 2.3 半円形の飾金具である

帯金具 幅 3.65 下辺に長方形の垂孔を

204 高 0.75 有する

3本の鋲を有する

066号祉-竪穴住居壮一(8-195~197 図，図版 8 -80) 

遺構

位置
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

面 層位

やや粗 優 ~ 床面 須恵器
石英粒含 外黒褐色

む 肉薄褐色

完存 床面 丸簡の表

金具

形状 方形。規模-5.80cm x 6.00 cm。主軸方向-N-15・30'-W。カマドの位置一北壁中央部。壁

一ほぽ垂直， 45cm。壁溝一全周，幅・深さは 10"-'18 cm・-3"-'10cm。床面一ほぽ平坦，堅固，壁周

辺部を厚く貼床する。柱穴一主柱穴 4個。他に支柱?等ピット 6個，壁溝内に小ピット多数あり。備

考一南西コーナーの埋土下部に砂質粘土，南東コーナーの埋土中部に焼土ブロックが存在。投棄され

たものと考えられる。

カマド

大きさ-95cmx95cm。構材一褐色土を含む砂質粘土。壁への切込み一煙道口のみ切込む。 30cmx

85cm。袖部一左右各 25cm。焚出部ーなし。燃焼部-60cmx60cm。煙道部一55cm。昇角 500"-'750

"-'250"-'75。と階段状に立ち上がる。天井部一後面崩落。備考ーカマド下に埋土施設。

遺物

出土遺物は土器，石製品，銅製品(帯金具 2点)，鉄津等である。土器はカマド内から出土した小形

聾 1点を除き，いずれも破片ないしは破損品である。大半が埋土上部からの出土である。土師器坪は

丸底風のものがみられ，また，須恵器の出土が顕著であった。石製品は石鍛1)点の他小礁が 3点であ

り，埋土上部からの出土である。鉄津は 6点あり，埋土の上部から中部にかけて出土している。

066号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

聾 口径 胴上部に最大径を有す 底部に木葉痕を残す 底部にへラナデが 密 焼成優 443カ

器高 長胴の聾と恩われる 胴部は丁寧なへラナデ 見られる 粗砂粒を 外暗赤褐色 マド内

443 底径 8.4 底部は偏平である が施される 含む 肉薄褐色 449 

449 

2 奮 14.0 胴はあまり張らず，頚 口縁部から頚部まで横 輪積痕を残す 密 優 口縁y.欠 中層

部で強く屈曲し，口縁 ナデし胴部上半は斜位 砂粒を含 外暗赤褐色

440 部は大きく外反する のへラ削り，下半は横 む 内淡黄褐色

口唇部を垂直に立ちあ 位のへラ削りが施され

げ外面に凹面をつくる る

胴部は薄い

3 聾 16.0 胴の張りは強くない 口縁部から頚部まで横 口縁部から頚屈曲 密 優 ~ 下層

頚部で屈曲し口縁は外 ナデし，胴部にはへラ 部まで横ナデされ 若干の砂 外黒褐色

402 反し肥厚する 削り後へラ磨きがなさ 屈曲部下にへラ削 粒を含む 内黒褐色

頚部下に稜を有す れる りが行なわれる

-418-



法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青手 外 面 内 面 層位

4 窪 16.6 屑はあまり張らず，頚 口縁部は横ナデされ， 密 優 口縁部% カマド

部下に稜を有す 胴部は縦位へラ削りが 砂粒若干 外薄黄褐色 残存 内

442 頚部で屈曲し口縁部は 行なわれる 含む 内淡黄褐色

外反して立つ 輪積痕を有す

5 褒 18.0 体部が張り，口縁部が 口縁部は横ナデされ体 口縁部税ナデさ 密 良 カマド

14.2 外反する 部上は縦方向へラ削 れ，体部は横方向 外黒褐色 内

441 9.6 り，下は横方向へラ削 へラナデが行なわ 内黒褐色

442 りが行なわれる れる

6 斐 15.8 底部は平坦，胴は最大 口縁部は横ナデされ， 口縁部は横ナデさ 密 普通 上半の約 442カ 二次焼成

442 9.2 径を中部に持ち強く張 胴部は縦位へラ削りが れ，胴及び底部は 砂粒含む 外暗褐色 J1欠損 マド内 を受けた

445 13.7 る 行なわれる ヘラナデが行なわ 内暗褐色 445カ 可能性を

446 頚部で肥厚し屈曲する れる マド内 有す

口縁部は外反して立つ

7 要 13.4 底部は丸底状で，胴上 頚部以上を横ナデし胴 頚部屈曲部以上は やや密 良 完形 カマド 器面の荒

13.5 部に最大径を持つ 上半に横位へラ削りを 横ナデし，胴及び 長石粒多 外褐色 内 れ激しい

442 7.8 頚部で屈曲し口縁部は 施し，下半及び底部に 底部はナデを行な く含む 内黒色

外反する 荒いへラ磨きを行なう う

端部を肥調させる

8 I手 13.6 底部は丸底で体部は内 口縁部は横ナデされ， 全面にへラ磨きが 密 良 yz欠 カマド

4.4 管して開く 体部及び底部はへラナ 施される 外暗赤褐色 内

443 デが行なわれる 口縁部にススが付 内明褐色

着する

9 I手 12.8 底部は丸底状を呈し， 口縁部は横ナデされ， 全面にナデが行な 密 良 yz欠 415 

415 4.0 体部は内管し開く 体部へラ削りが施され われる 外明褐色 上層

412 器厚差による外面に数 る 内明褐色 412 

421 段の軽い稜をつくる 上層

421 

上層

10 主手 11.0 底部は丸底と思われ， 口縁部は横ナデされ， 口縁部は横ナデ やや密 良 %欠 401 

4.6 体部は内管し開き，口 体部から底部までへラ し，体部以下はナ 雲母片， 外淡褐色 中層

401 縁部下で肥厚し外側に 削りが行なわれる デが行なわれる 長石粒若 (一部黒色) 402 

402 軽い稜をつくる 干含む 内淡褐色 下層

11 E手 13目。 底部は若干上げ底状で 底部は回転へラ切り後 密 優 ys残 上層 須恵器

4.3 体部はやや内毎し立ち 全面に手持ちへラ削り 長石粒含 外灰褐色

416 8.4 あがる を行なう む 自然柚がかか

口径と底径の差は小さ 体部に自然粕がかかる る

し当 内青灰色

12 I手 13.6 体部はやや内毎ぎみに 底部残存部及び体部下 長石粒含 良 yz残 上層 須恵器

3.7 立ちあがる 端に手持ちへラ削りが む 外青灰色

419 8.2 口径と底径の差は小さ 施される 内青灰色

し五

13 杯 13.8 体部は直線的に立ちあ 底部全面をへフ削り 底部と口縁部が磨 密 良 J1 上層 須恵鴇

5.2 がり口縁部で肥厚する し，体部下端もへラ削 滅 粗砂粒を 外青灰色

418 7.0 口径と底径の比は約 りを施す 合む 内青灰色

2 : 1である

14 I手 13.0 底部は偏平で中央で器 底部全面及び体部下端 磨滅が激しい 大粒の石 良 yz残 上層 須恵器

4.0 厚を減じる を手持ちへラ削りする 英粒多く 外青灰色

418 7.6 体部は若干内脅し立ち 含む 内青灰色

あがり口縁部はやや外

反する

口径と底径の差は小さ

し〉

15 局台付 台部は低く外反し，端 底部に回転へフ削りを 密 優 上層 土師質

盤 部は丸い 施す 外暗黄炭色 須恵器

425 11.0 底部は偏平で器厚は厚 台部周辺体部にへラ削 内暗黄炭色

し当 りがなされる

16 銅製 長 1.7 中央部に稜をもっ 3本の鋲を有する 完存 上層 鍔帯の猪

帯金具 幅 1.95 が根本を残し欠損 目状金具

207 厚 している

17 銅製 4.5 両側部に穿託される 完存 上層 飾り金具

帯金具 2.35 か?

207 0.1 

419 



067号祉一滑石製模造品工房壮一(8 -198.....__205図，図版8-81・82・83・84)

遺構

形状一方形。規模-7.25mx6.65 m。炉の位置一中央部北東壁寄り。壁 ほぽ垂直， 30cm。壁溝一全

周，幅・深さは 10，，-，12cm・-6"-' 12 cm。床面一ほぽ平坦。全面にわたり貼床する。柱穴 主柱穴 4

"-'6個。他にピット 11"-' 13個，壁溝内に小ピット多数あり。備考一炉は径 70cm，深さ 3cm程で，

掘込み浅く，余り焼けていなし)(調査時の手違いにより図示出来ず)。南西壁中央部から周辺にかけて

は長さ約 4m，幅1.5"-'1. 7 m，にわたり， 10 cm程床面が高くなり，テラス状を呈していた。このテ

ラス状の高まりは暗褐色土とロームの貼床であり，滑石細片，臼玉未成品等がその上面から多量に出

土している。また，南西コーナーと南東コーナーに各々方形及び円形のピットが検出されている。南

西コーナーのピットは径 75x85 cm，深さ 28cm程で，埋土下部から臼玉未成品，滑石細片等が出土

している。南東コーナーの円形ピットは径 75x80 cm，深さ 50cmで，底面は二段となっている。

なお，本住居社は下層から床面にかけて全面にわたり木炭及び焼土が多量に検出され，火災をうけ

たものと考えられた。

遺 物

出土遺物は土器，土製品(土玉 1点)，滑石製品，鉄製品等である。土器は饗，査，柑，高土手等完形品

や破損品，大形破片が多い。出土状況は埋土上部から下部及び床面上にわたって出土している。滑石

製品は有孔円板未成品及び同破片 5点の他原石，剣形等模造品の未成品と考えられる大形剥片，臼玉

等である。臼玉は未成品が約 230点，完成品が 64点を数える。臼玉未成品は南側のテラ状の部分から集

中して出土し，完成品は北東隅の柱穴周辺の床面上に集中していた。あたかも，ひもでくくられていた

状態を呈すものも多く，あるいは，ひもで通し，柱に一括してかけてあったものが火災をうけ，落下

したかのようであった。鉄製品は鎌 1点が埋土中部から，形状不明の鉄片 1点が埋土下部から各々出

土している。

067号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 査 口径 12.2 底部周辺が肥厚し上げ 口縁肥厚部に横ナデを 口縁部を横ナデ 密 焼 成 良 胴部中位 上層

器高 20.6 底となり台状を呈す ffなう し，頚部から底部 外暗縄色 7.i欠損 下層

424 底径 6.4 胴中部で強く張り頚部 頚部及び胴上半をへラ までへラナデを行 内暗褐色

で屈曲し口縁部は外反。 ナデし，胴下半をへラ なう

折り返しの複合口縁 磨きする

底部に木葉痕を残す

2 壷 底部は偏平で肥厚し， 口縁部を横ナデし，胴 口縁部を横ナデ 密 良 口縁部 440下層

440 台状を呈す 部はへラナデを行なう し，頚部から底部 外暗褐色 ~体部の 406上層

406 6.6 胴中部に最大径を有す 胴上半と下半ではナデ までへラナデをf子 内暗褐色 全体の約 417上層

417 口縁部は「く」の字状 の方向を異にする なう ~ 下層

414 に外反する 底部はへラナデが行な 414上層

416 われる 下層

455 416上層

503 455 -

503 S E 

C焼土中

420 -



法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

3 窪 14.0 胴中部に最大径を有す 口縁部から頚部下まで 頚部屈曲部以上は 密 良 口縁部の 426 

426 16.0 張りは強くなく頚部で 横ナデされ頭部から胴 横ナデされ胴部は 砂粒金雲 外 褐 色 一部と胴 上層

425 屈曲し口縁部は外反す 部までハケ状工具によ ナデが行なわれる 母粉を多 内褐色 部の一部 427 

427 る る縦位のナデが行なわ く含む と底部全 上層

れる 周を欠損

する

4 n 底部は肥厚し台状を呈 胴はへラナデされる 胴及び底部にへラ 密 胴下半~ ピット

17.2 す ナデが行なわれる 砂粒含む 外黒褐色 底部全周 10~③ 

475 7.6 胴部下位に最大径を有 輪積み痕を有す 内暗褐色 遺存

し張りは弱い

5 護 12.6 底部は僅かに下げ底状 口縁部は横ナデされ， 口縁部は横ナデさ 'プdEフ 上層

10.5 を呈し胴は上部に最大 胴部から底部までへラ れ，胴部から底部

419 6.0 径を持ち強く張る 削り後へラナデが行な にかけてへラナデ

頚部で屈曲し口縁部は われる が行なわれる

外反し立ちあがる

6 査 底部は平底状で肥厚す 底部は全面へラ削りを 残存部全面にへラ やや粗 良 図の部分 床面

る 施し，H同部はへラ削り 削りを施す 長石粒含 外黒褐色 ほぽ完

456 60.0 1問中部で強く張る 後ナデが行なわれる む 内黒褐色

7 小形斐 8.0 底部は丸底状を呈し， 口縁部にへラナデを行 口縁部は横ナデす 粗 良 床面

8.7 体部は最大径を上位に なう る 石英を含 外灰褐色

450 持つ 体部及び底部はへラ削 体部上半はナデ む 内灰褐色

口縁部は外反する り後へラナデを行なう 下半及び底部はへ

ラナデを行ニなう

8 小形~ 10.2 底部は偏平で厚い 口縁部は横ナデされ， 口縁部は横ナデさ やや粗 良 完形 上層

7.9 胴部最大径を上部に有 胴部及び底部はへラ削 れ，胴部及び底部 砂粒を合 外 褐 色

412 3.0 す り後へラナデが行なわ はへラナデが行な む 内黒褐色

頚部で屈曲し口縁部は れる われる

外反する

9 無頚査 4.8 底部はやや上げ底状を 胴部全面にへラナデを 口唇部をへラ削り やや粗 優 胴部一部 床面

6.4 呈し，胴中部に最大径 行なう し，以外にはナデ 外黒褐色 欠損

451 2.5 を持つ を行なう 内黒褐色

10 増 11.9 底部は上げ底状で体部 ロ縁部は横ナデされ， 口縁部はへラ磨き 密 優 口縁一部 上層

10.7 は最大径を中位に持ち 体部はへラ磨きが施さ が施される 雲母粒含 外明褐色 欠

411 2.7 強く張り出す れる む 内明褐色

口縁部はやや内脅して

開く

外側に回線を有す

11 査 10.0 底部はやや上げ底状を 口縁上部を横ナデし， 口縁部を横ナデ 粗 優 口縁yz欠 上層

12.4 呈す ロ縁下部から体部まで し，体部及び底部 外明褐色

419 3.6 体部中位に最大径を有 をへラナデしている にナデをf子なう 内明褐色

し，口縁部は内密して

開く

12 査 13.3 体部は直線的に開く 残存部は全面横ナデ後 残存部は全面横ナ 密 優 ys欠 上層 朱塗り

ナデられ，朱が塗られ デされ，朱が主主ら 外丹塗り 下層

439 る れる 内丹塗り

13 局町、 15.8 体部は内轡し大きく開 口縁部は横ナデされ， 口縁部は横ナデさ 組 良 口縁~欠 床面

き口縁部で外反する 体部はへラナデが行な れ，体部及び底部 外褐色

459 われる はへラナデが行な 内褐色

体部下端から脚部には われる

へラ削りが施され，部

分的にへラナデが見ら

れる

14 高町、 脚は下方へ聞き裾部は 脚部は縦位へラ削り 脚上部にしぼりが やや粗 優 脚部裾部 上層

脚部 大きく開く し，裾部はへラナデを 見られ，頂部に突 外褐色 ~欠
430 12.8 f子なう 起を有す 内褐色

脚下半から裾部ま

でナデが行なわれ

る
一 」
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

15 高王平 11.8 体部はやや内管ぎみに 口縁部は横ナデされ， 杯部全面へフ磨き 粗 良 中層 内黒

大きく脚部は下方へ大 体部はへラナデが行な され，黒色処理さ 外暗褐色

449 きく開き，裾部は短か われる れる 内暗褐色

し〉 脚部にへラ削り後へラ 脚部はナデが行な

ナデが施される われ，裾部にへラ

削りが施される

16 土玉 現存径 2.6 球状を呈す 一部欠損 図は縮尺

孔径 0.75 )1; 

301 0.6 

滑石製模造 17~21はいずれも両面研磨の上穿孔が認められるものである， 18を除いてはいずれも側面の一端が破れているものであり，破損品と恩わ

品・臼玉等 れる，小形であるが有孔円板の未成品か。 22~39は両面研磨の擦痕が認められる偏平な板状の剥片である。 40~56はやや小形のもの。 57. I 
59~62はあるいは砕片か。 58は原石から荒割り段階のもの。 63~140は臼玉の形割未成品である。 050号右上等で多量にみられた側面を 6~8 I 
角に切削したものに比して，ていねいな切削のない 4~5 角のものがやや多い。14l~291はこれらに穿孔をしたものである。破片が多い。

292~355は完成品である。

068号祉-竪穴住居社一(8-206'"'-'208図，図版8-85・86)

遺構

形状 方形。規模-3.80m X 3.10 m。主軸方向-N-370-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 20 cm。壁溝一全周，幅・深さは 10，，-，20cm・-8，，-，10cm。床面ーハードローム層に構築，ほ

ぽ平坦，堅固。ソフトロームと暗褐色土で貼床する。柱穴-4個。

カマド

大きさ-120cm X 80 cm。構材一暗褐色土，粘土。壁への切込み一半円形。 30cmX 110 cm。袖部一左

右各 40cm。焚出部ーなし。燃焼部，煙道部一不明。天井部一後面崩落。備考ーカマド下全面に埋土

施設。

遺 物

出土遺物は土器と土製品(支脚 1点)等である。土器は，出土量やや多いが坪 1点を除いては，い

ずれも破片ないしは破損品であり，土師器坪の出土が多い。支脚はカマド内から出土しており，他に

カマド内から絹雲母片岩が 1点出土している。

068号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

鉢 口径 22.0 口縁部から体部にかけ へラ磨き 密 焼成優 ys 422痩

器高 てへラ磨き 外薄褐色 乱孔中

422 底径 内一部黒色 l 430 

430 中層

2 士手 13.7 底部は偏平で体部はゆ 底部全面及び体部下端 全面へラ磨き 密 優 %残 上層 内面へラ

4.9 るやかに内管して立ち を手持ちへラ削りする 外明褐色 磨きが施

501 6.3 あがり口縁部でやや外 内明褐色 されてお

反する りおそら

口径と底径の差は大き く内黒処

し当 理された

も ので

あったと

考えられ

る
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 ~ 外 面 内 面 層位

3 I手 14.0 底部は上げ底状を呈 底部全面及び体部下端 全面に~ラ磨きを やや粗 優 )4 436 向上

404 4.9 し，体部は内毎して立 を手持ちへラ削りする 施す 石英を含 外燈褐色 床面

436 6.2 ちあがり口縁部でやや む 内燈褐色 439 

439 肥厚する 下層

口径と底径の差は大き カマド

し3 内

4 I手 13.9 底部は偏平で体部はほ 底部全面及び体部下端 全面を軽くへラ磨 密 優 完形 下層床 内黒

4.2 ぽ直線的に開き，ロ縁 を手持ちへラ削りする きしている 雲母を合 外 面下向

408 7.2 部で肥厚しやや外反す 黒色処理を行なう む 内 き

る

口径と底径の差はやや

小さい

5 I不 13.9 底部は偏平でやや厚く 底部全面を手持ちへラ 全面軽くへラ磨き 密 優 床面下 内黒

4.5 体部は若干内脅し開 削り後へラナデし，体 する 雲母を含 外暗褐色 向き

420 6.3 き，口唇部が肥厚する。 部下端を手持ちへラ削 黒色処理を行なう む 内暗褐色

口径と底径の差は大き りする

p 

6 I干 14.0 底部は偏平で体部は内 底部残存部及び体部下 全面へラナデさ 密 優 )4 501 内黒

4.6 管し開き口縁部で外反 端を手持ちへラ削りし れ，黒色処理が行 雲母を含 外暗褐色 上層

501 6.6 する ている なわれる む 内黒色 506 

506 口径と底径の差はやや 西側周

大きい 溝上

7 I不 17.0 底部は偏平で体部はや 底部を回転糸切りした 全面にへラ磨きを 密 優 ys 上層 内黒

5.0 や内管して開き，口唇 後底部周辺と体部下端 行なう 外黒褐色 床上

423 7目2 部で肥厚し外反する を手持ちへラ削りする 黒色処理される 内黒掲色 10αn 

口径と底径の差は大き

し当

8 E手 13.0 底部は上べ底状を呈 底部を糸切りした後底 密 優 J.:i カマド

4.4 し，中央で器厚を減じ 部周辺及び体部下端を 雲母を含 外褐色 内

444 7.0 る 手持ちへラ削りする む 内褐色

体部は内脅し立ちあが

り口縁部で肥厚し外反

する

口径と底径の差は小さ

u、
9 I手 13.0 底部は偏平で体部は内 底部を回転糸切りした 体部下位から底部 やや粗 優 J.:i 床面 墨書

4.0 号して開き，口唇部が 後底部周辺及び体部下 にかけて墨痕が残 外 褐 色 体部外面

601 5.8 肥厚する 端を手持ちへラ削りす る 内褐色 「叶J
口径と底径の差は大き る 内面に墨

し〉 体部に墨書が見られる 痕が一面|

に残り墨

査として

使用され

たものか

10 土手 底部は中央でやや上げ 底部を回転糸切りした後 やや粗 優 i下層床 墨書

底状となる 底部周辺及び体部下端を 石英を合 外褐色 面下向 字体不明

403 5.8 手持ちへラ削りする。 む 内褐色 き

体部に墨書が見られる

11 I手 ほぽ直線的に立ちあが 体部に墨書が見られる 密 優 破片 墨書

り口縁部端で肥厚しゃ 外褐色 体部外面

ω4 や外反する 内褐色 字体不明

12 勾t 下半を手持ちへラ削りす 密 優 破片 床面 墨書

る 外褐色 16cm 体部外面

ω2 墨書が見られる 内褐色 433よ 字体不明

り抽出

13 杯 体部は内管して開き口 体部に墨書が見られる 残存部はへラ磨き 密 下層 墨書

縁部は肥厚し端部で外 が成される 雲母を含 体部外面

603 反する む 内褐色 字体不明

14 椀 12.3 底部は低い台状を呈し 底部全面に回転へフ削 密 良 口縁部)4 434 緑粕陶器

3.9 厚い りが行なわれる 外淡黄緑色 欠損 刻書

434 6.2 体部は内管気昧に開き 体部に r.Jの焼成後 内淡黄緑色 焼成後

口縁部が外反する の刻書がある r.J 
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069号祉

遺構とならず欠番とした。

070号祉-滑石製模造品工房社-8 -209~226 図，図版 8 -87~93) 

遺構

形状一方形。規模-7.75mX 7.65 m。主軸方向-N-220-E。炉の位置一中央部北壁寄り。壁 ほ

ぽ垂直。 42cm。壁溝一全周。幅・深さは15，...，_，20cm・-3，...，_，1cm。床面一ほぽ平坦。壁周辺は一部貼床

する。柱穴主柱穴 4個。他に小ピット 11個。備考一北壁下に浅い方形状のピット 2個 (P-B

c) ，西コーナー近くに楕円形小ピット 1個(P-D)。南壁下中央部に周囲方形，中心部円形のピッ

ト1個 (P-A)が各々存在した。このうち， P-Bは径 135cm x 65 cm， P -Cは径 95cmx40 cm 

程で，深さはともに 6，...，_，8cm程で浅く，両者とも上部に部分的に貼床が認められた。また， P-Dは

P-Cの西側に位置する径 40x35cm，深さ 25cm程の楕円形のピットである。このピットの中には

大形の置砥石が置かれ，その東側 60，...，_，80cm程のところには滑石製模造品(円板，剣形品)の未成品

(研磨工程のもの)があたかも置かれていた状態で検出された。(8ー211図)。

また， P-Aは南壁下中央部に，存在する径 3.0m X 1.6，...，_， 1.8 m，高さ7，...，_，8cmの不整方形を呈するテ

ラス状遺構の中央部西寄りに位置し，径 120mx85 m，深さ 5，...，_，6cmの方形ピットの中にさらに径

65x 75 cm，深さ 58cm程の不整円形のピットが所在するピットである。そして，このテラス状遺構

の上面及びピット中からは臼玉未成品，有孔円板未成品等々が多量に出土している。

なお，炉は径 54x63cm，深さ 5cm程のもので，焼土はあまり認められなかった。

また，本社は下層から床面上にかけて木炭，焼土が多量に出土しており， 067号牡同様火災をうけた

ものと思われる。なお，滑石製品等の遺物は埋土上部から床面に致るまで全面にわたって出土してお

り，木炭，焼土の出土状況と合せると不自然な出土状態を示すものといえる。これは 050，067号社

等々，同様であるが，あるいは，火災になったため，その消火活動の中で埋没していったものとも考

えられる。

遺物

出土遺物は土器，土製品(土玉 1点)，滑石等石製品，鉄製品である。土器は出土量はやや多いが，

いずれも破片もしくは破損品であり，小破片が大部分を占める。柑や査，高邦が顕著である。これらは平

面的には散在し，埋土中からの出土が大半を占める。土玉は埋土中部からの出土である。滑石製品は，

有孔円板，剣形，勾玉等石製模造品の出土量も多い。臼玉は未成品が 820点以上にのぽり，完成品は約

50点程である。他に原石，大形の剥片，管玉未成品がある。滑石類のうち臼玉は南壁周辺，中央部か

ら東側にかけて集中する傾向がうかがえるが，これらは埋土上部から下部及び床面上にわたっている。

また，北壁西側直下には円板，剣形等未成品が 20数点集中し，その西側約 70cmの地点の小ピット

中には大形の砥石が置かれていた (2-211図)。さらに，西壁中央部からやや北寄りの壁直下からは
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臼玉の完成品が集中して検出されている。鉄製品は鉄片が2点埋土上部から出土している。

070号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 1f3 外 面 内 面 層位

I 小形斐 口径 8.4 底部はやや上げ底状を 口縁部から体部までへ ロ縁部は横ナデさ やや密 焼成やや良 ほぽ完形 中層 朱塗り

器高 9.5 呈し，胴部上位に最大 ラナデが行なわれ朱が れ丹が塗られる 細かい長 外黒褐色 口縁部x
418 底径 3.3 径を持つ 塗られる 体部及び底部はへ 石粒を含 内黒褐色 欠

頚部で屈曲し口縁は外 ラ削りがなされる む

反する

2 台付窪 9.4 器厚の薄い胴部は中位 へラ削り後ナデ 口縁部は横ナデさ 密 良 口縁部光

胴部最大径 に最大径を持ち強く張 れ，胴及び底部は 長石石英 外褐色 残存

425 13.6 る ヘラ削りの後ナデ 粒雲母片 内明褐色 台部欠損

口縁部は短かくわずか が行なわれる を含む

に外反して立ちあがる

3 査 底部は上げ底状を呈し 体部はへラ削り後ナデ やや密 良 頚部より 下層 外面朱塗

体部ぞ位に最大径を持 が行なわれ朱が塗られ 細かい長 外褐色 上を欠く

416 3.6 ち強く張る る 石粒を合 内褐色 ほかは完

む 形

4 t 宣E 底部は丸底で体部中位 器面の剥離が著しく， やや密 良 口縁部欠 床面 外面朱塗

に最大径を持ち，偏平 二次焼成を受けている 細かい長 外赤褐色 損

417 な体部である 朱塗り 石粒を含 内赤褐色 頚部より

む はずれる

5 柑 12.7 口縁部は「く」字状に外 日縁部中位に回線をめ 口縁と体部の境に 密 良 ほぽ完形 下層

18.5 反し，直線上に開く， ぐらす 稜をみられる 砂粒含む 外赤褐色

415 3.6 体部はやや偏球状に内 口縁上部横ナデ 口縁部横ナデ 内赤褐色

495 傾し底部はあげ底 口縁中位~体部全面へ 体部全面ナデ

ラナデ

6 局杯 20.0 体部は下位で軽く折れ 杯部に細かいへラ やや密 良 口縁部約 上層

外側に稜を作り，ほぽ 削りが行なわれる 細かい長 外淡褐色 ?{o残

435 直線的に開く 石粒を多 内褐色

く含む

7 局杯 17.0 体部は下位で折れ外側 口縁部は横ナデされ体 勾〈部口縁は横ナデ やや密 良 口縁部約 下層

に稜を作りやや内湾し 部から脚部までへラ削 され体部及び底部 細かい長 外明褐色 yz残
429 て開く り後にナデが行なザれ はナデが行なわれ 石粒を含 内明褐色

る る む

8 高原 17.0 体部は内轡して開き口 残存部全面にへラ削り 町、部全面に朱が塗 やや密 やや良 I手部完形 下層 朱塗り

縁部下でやや肥厚する が施され，朱が塗られ られる 細かい長 外赤褐色 脚部以下

426 る 石粒比較 内赤褐色 欠

的多く含

む

9 両町、 18.0 体部は下位で軽く折れ 口縁部を横ナデし体部 器面の荒れが激し やや密 良 口縁部ya 中層

ほぽ直線的に聞く 以下をへラ削りしてい
、"

細かい長 外褐色 残

428 る 石粒を含 内 褐 色

む

滑石製模造品 10~12は原石。 13 ・ 14は剣形品等の荒割り段階のものか。 15・ 16は側面に切削が一部入っている，小形の直方体状のものである。 17・ 18は側

-臼玉等 面仕上げ段階の管玉未成品。 19~33・ 35~52は有孔円板未成品。 19~33・35は両面研磨されるも側面は荒割切裁のものである。 36~46は側

面切削し，一部研磨痕の認められるもので， 47~52は次いで穿孔されたものである。 34は一端が切削により小さく突出したもので，この

突出した部分は臼玉の形割未成品と形状，大きさがほぼ同じである。 53~63は剣形未成品。 53~55は側面切削， 56~63は両面及び側面研

磨工程のものである。 64~74は両面研磨されたものは， 70は勾玉未製品だが，他は明確でない。 75~127は円板，剣形等滑石製模造品未製

品より小さし臼玉の形割未成品より大きな偏平和l片で，両面及び片面に研磨擦痕が認められるものが多い。 128~149は臼玉の形割未成

品と大きさが同じかそれ以下のもので不定形な偏平剥片であり，砕片か。 150~470は臼玉の形割未成品。 471~974はこれに穿孔を加えた
もの。 975~1021は完成品である。

1024 ノj、形 現存長 9.6 小破片 手持ち砥

砥石 幅 2.6 石として

104 使用か

1025 砥石 現存長22.7 上面使用 ピット 砂岩質

幅 13.5 中 置き砥石

102 厚 12.9 
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071号祉-竪穴住居壮一(8-227・228・図，図版 8-94) 

遺構

形状一方形。規模 3.00 m X 3.30 m。壁一削平及び擾乱により立上りがわずかに確認出来る程であっ

た。 12cm。壁溝無。床面 南西側は堅いロームの貼床が遺存する。その他の面は，電柱の支え坑や

木の根他の擾乱が著しく不明。柱穴 4本。備考埋土下部から床面上にかけて木炭，焼土が全面に

わたって検出された。火災にあったものと考えられる。なお，炉は撹乱等から検出出来なかった。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と臼玉 2点である。土器はいずれも小破片で埋土中からの出土である。

071号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 要 口径 胴上部に最大径をも 残存部全面ナデを行な

509 器高 ち，下位で器厚を減じ う

504 底径 る

502 張りはあまり強くない

2 只、 14.8 体部は内管気味に大き 残存部全面へラ削り後 残存部全面へラ削

く開き口縁部はほぼ直 ナデが行なわれる り後ナデが行なわ

401 立し，外面に細かい凹 れる

445 線を作る

072号祉

風倒木痕であり省略した。

073号祉-竪穴住居壮一(8-229~231 図，図版 8 -95) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土

層位

粗砂粒を 焼 成 優 y.i 509 
含む 外明黄褐色 不明

内明黄褐色 504覆

土上層

502覆

土上層

密 優 y.i 
外黒褐色

内黒褐色

形状一方形。規模-2.80m X 2.55 m。主軸方向-N-180-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 37 cm。壁溝一無。床面ーハードローム層に構築，ほぽ平坦，貼床。柱穴-3個。

カ マ ド

大きさ-100cmx90 cm。構材一暗褐色土を含む砂質粘土。壁への切込み一三角形。 45cmx90 

cm。袖部一左右各 30.......，35cm。焚出部ーなし。燃焼部-60cmx55cm。煙道部-70cm，昇角 700.......， 0。

""""50。と階段状に立ち上がる。煙道口に埋土を補填している。天井部一後面の遺存良好。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片ないしは破損品であり，小破片が大半を占める。

土師器坪及び皿の他，土師器聾等があるが，いずれも小片で器形をうかがい得ない。
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073号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器商・底径 器 形 外 面 内 面

1 t不 口径 14.0 底部はやや上げ底状を 底部全面及び体部下端

器高 4.1 呈九 を手持ちへラ削りする

419 底径 6.4 口唇部で肥厚する

口径と底径の差は大き

し〉

2 E手 12.8 底部は上げ底状を呈 底部を回転糸切りした

506 4.2 し，口縁部は肥厚し外 後底部周辺及び体部下

405 5.0 反する 端を手持ちへラ削りする

406 口径と底径の差は大き
504 ~> 

501 

3 皿 15.0 台部は外反し聞き，端 底部を回転糸切りした 全面にへラ磨きを

ω1 

2.8 部は丸い 後底部周辺から体部下 施す

7.0 底部は中央で肥厚し， 端まで回転へラ削りす

体部は直線的に大きく る

聞き，口唇部は肥厚し

外反する

074号祉-竪穴住居壮一(8ー232'"'"'234図，図版8-95)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

やや粗 焼成優 口縁%欠 カマド

外明褐色 内

内明褐色

やや粗 優 口縁J'!3欠 506 

石英を含 外 褐 色 カマド

む 内褐色 右側上

405上層

406不明

504 

壁側東

床面

501土

手の上

密 優 不明 墨書

外明褐色 体部外面

内明褐色 「骨jか

形状一方形。規模-3.80m X 3.80 m。主軸方向-N-180-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほぽ

垂直， 20cm。壁溝一全周。幅・深さはlOcm・-8'"9 cm，床面一ハードローム層に構築，堅固。中

央部に焼土と山砂が床面についた状態で分布。柱穴-4個。他に壁溝内に小ピット 1個あり。備考ーカ

マド右側から床面中央にかけて揖乱をうけている。

カマド

大きさ-105cm X 100 cm。構材一褐色土を含む砂質粘土。壁への切込み一三角形。 70cmX 130 

cm。袖部一不明。焚出部ーなし。燃焼部-70cmx70cm。火床遺存。煙道部-55cm。昇角 500
"，15。

"'70。と階段状に立ち上がる。天井部一後面の一部遺存。備考一右側は揖乱を受ける。

遺物

出土遺物は少量の土器と鉄製品等である。土器は土師器聾及び坪であるが，杯の数点を除いていず

れも破片である。鉄製品は万子 1点，鉄鉱2点，鉄片 1点、が各々出土している。いずれも埋土中から

出土したものである。他に，小磯や小石が6点埋土中部から床面にかけて出土している。

074号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

鉢 口径 20.6 口縁部はやや内傾して 残存部全面にへラ 密 焼成優 床面 内黒
器高 立ちあがる 磨きが行なわれ， 外暗黄褐色

412 底径 黒色処理される 内暗黄褐色
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番号

2 

426 
436 

3 

432 

429 

4 

407 
408 

401 

5 

432 

429 

6 

203 

7 

201 

8 

202 

法 量 特
名称

口径・器高・底径 器 形

E手 16.8 底部は上げ底状を呈

3.8 し，体部は内脅して開

9.2 き，口縁部で外反する

口径と底径の差は小さ

~> 

t手 13.2 体部は直線的に立ちあ

がり，口縁部で肥厚す

る

I手 14.0 体部はほぼ直線的に立

ちあがり口縁部で外反

する

聾 底部は中央でくぼみ，

胴部は不規則に器厚を

7..0 減じる

鉄鉄 現存長11.6 広根

幅 8.7 腸扶の返りは強い

厚 1.05 両丸造りである

万子 現存長身3.6 聞は峰部のみに見られ

茎1.4 る

幅 身1.0

茎0.7
厚 身0.4

茎0.3

鉄製品 現存長13.5 断面が長方形の棒状製

幅 1.1 品
厚 0.5 

075号祉一溝状遺構ー(8図)

遺構

徴 位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
外 薗 内 面 層位

底部全面及び体部下端 密 優 口縁% 426カ

を手持ちへラ削りする 外赤褐色 底部% マド内

内赤褐色 436カ

マド内

体部下端に手持ちへラ削 密 優 底部欠 432カ

りが行なわれる 外赤褐色 ~ 7 ド内

内赤褐色 429カ

マド内

底部残存部全面及び体 密 優 % 407 
部下端に手持ちへラ削 外淡黄褐色 下層

りが行なわれる 内淡黄褐色 408 
下層

401床

上 l佃

左カマ

ド

密 優 432カ

微砂粒を 外赤褐色 マド内

含む 内淡黄褐色 429カ

マド内

茎欠損

身茎のニ 床面上

部のみ残 3佃

存

両端部欠 用途不明

損

遺跡の北側台地の中央部付近を縦断する溝である。幅1.0mから1.5m程で，深さは 30"-55cm程

である。概して浅い。埋土は暗褐色土を主体とした土で，軟かいυ042号住居祉を切っている。埋土等

からみて奈良・平安期の住居祉等遺構より後の時代のものと思われるが，性格等不明である。

遺 物

出土遺物は少量の土器の他，磨製石斧破片 1点，滑石剥片3点，鉄津3点がある。土器は土師器及

び須恵器の聾，邦等の小破片である。

075号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器商・底径 器 形 外 函 内 薗 層位

主事 口径 14.0 底部は偏平で，体部は 底部を回転糸切りした 密 優 ~ 

402 器高 4.6 若干内管し立ちあがり 後周辺及ぴ体部下舗を 外明褐色

406 底径 6.0 口唇部で肥厚する 手持ちへラ削りする 内明褐色

405 口径と底径の差は大き

3畑、
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番号

2 

101 

法 長閏王 特 徴

名称
口径・器高・底径 器 持3 外 面 内

磨製 現存長 8.4 丁寧に磨かれている

石斧 幅 4.2 

厚 2.7 

076号祉 竪穴住居壮一(8-236~238 図，図版 8 -97) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

口縁%弱

底部完

形状一方形。規模-2.10m X 2.20 m。主軸方向-N-44'30'-E。カマドの位置 東側コーナー。壁一ほ

ぼ垂直，35 cm。壁溝一無。床面 ほぽ平坦，堅固。カマド前庭部は，ハードローム粒と灰・カマド砂

の混合土で厚く貼床する。柱穴-2個。備考 西側を大形のピット 2個により撹乱されている。

カ マ ド

大きさ-80cmx75 cm。構材砂質粘土。壁への切込み壁隅利用。 40cmx75 cm。袖部一左右各

20 cm。焚出部一半円形。長さ 20cm。燃焼部 40 cmx45 cm。煙道部 35 cm。昇角 50'煙道口に

埋土し段をつくる。備考一火床は深く ，底面が良く焼けていた。

遺物

出土遺物は本住居祉の北側を切っているピット状遺構の埋土中の遺物を含めて，土師器杯の小破片

が数点と棒状鉄製品(破片) 1点のみである。

076号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 非3 外 面 内

1 鉄製品 現存長 8.1 断面が楕円形を示す俸

状製品

201 

077号祉 製鉄牡 (8-239~241 図，図版 8 -98~99) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

用途不明

長径 2.30m，深さ 45cm程の楕円形を呈する遺構である。南側を深い楕円形ピットによって切ら

れている。底面はやや凸凹があり ，東側がやや凹んでいる。

埋土中から底面にかけて多量の鉄津，章蒲の羽口破片，木炭，焼土が出土した。鉄淳は椀形を呈する

大形のものも認められた。

077号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

章蔚 口径 円筒状を呈す やや密 焼 成 良 301 
羽口 器高 長石粒合 外

301 底径 む 内
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078号祉-竪穴住居壮一(8-242・243図，図版8-99)

遺構

形状一不整方形，規模-3.70mX 450 mo (主軸方向-N-1T-W)。炉の位置-中央部北寄り。壁一削

平及び耕作によりわずかに遺存。 28cm。壁溝 無。床面一ソフトローム層に構築。南側コーナー及び

西壁側に一部貼床する。柱穴-4個。備考一炉は径 70x75 cm，深さ 4-----5cm。底面は焼けており，

また木炭粒も遺存した。なお，本社は埋土下部から床面にかけて木炭，焼土が全面に散布していた。

また，南壁及び北東コーナーには床面上に焼土がブロック状に所在していた。火災をうけたものとも

思われる。

遺物

出土遺物は弥生式土器の小破片数点。と縄文式土器 1点のみである。弥生式土器の小破片は床面上及

び北東壁及びピット内から出土している。

078号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土 焼成・色調

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

深鉢 口径 深鉢 複節 細砂粒若 焼成

口縁部 器高 干含 外赤褐色

402 破片 底径 斜縄文 内

404 

2 壷形 査頚部 櫛錨文 細砂粒多

頚部 量含 外赤褐色

405 破片 内淡茶褐色

079号祉-滑石製模造品工房壮一(8-244・245図，図版8-100・101)

遺構

位置

遺 存 度 出土 備考
層位

縄文式土

器

壁中部 弥生式土

器

形状一方形。規模-6.20m X 5.90 m。炉一検出されず。壁一ほぽ垂直。 47cm。壁溝一全周幅・深さ

は15cm・-4-----7cm。床面一ハードローム層に構築。かなり凸凹があり，北西が低い。柱穴一主柱穴

4個。他に小ピットが3個。四隅には内側の主柱穴より大きなピットが4個所在する。備考一本社は

炉が検出されなかった。四隅のピットのうち南東壁北隅のものは，径 61cm，深さ 50cm，同南隅の

ものは径 93x81 cm，深さ 47cmを各々呈し，ともに埋土中から土器片等が出土している。北西壁両

隅のものは，北隅のものが径 33x37cm，深さ 38cm，南隅のものが径 52x42cm，深さ 25cm程を

各々呈し，ともに主柱穴及び南東壁のものに比べ浅い。なお，本社は，壁周辺の床面上に木炭及び焼

土が検出され，さらに北西壁際には焼土がプロック状に堆積していた。しかし，床中央部には木炭，

焼土は全く認められず，焼土の堆積の状況及び焼土下の床面の状況からみて，これら焼土・木炭は火

災をうけたものでなく，投棄された可能性が強いと思われる。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品，石製品等である。土器はほぼ完形の聾 1点を除き，いずれも破片
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ないしは破損品である。高杯の破片が顕著であった。これらは埋土下部から床面上及びピット内から

大半出土している。土製品は土玉 1点であり埋土中からの出土である。石製品は同一個体の砥石が4

点床面から出土している。他に，滑石剥片が少量，埋土下部から床面上にかけて出土し，滑石製円板

未成品が同じく床面から 1点出土している。

079号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 再三 外 面 内 面 層位

1 聾 口径 17.5 底部は上げ底で台状を 口縁は横ナテ・かへラに 口縁部は横ナデか 密 焼 成 良 屑部一部 床面

器高 28.8 呈す よる丁寧なナデと恩わ ヘラによる丁寧な 砂粒を含 外黒褐色 を欠くが 焼土上

403 底径 8.9 胴部やや下位に最大径 れ，胴部は斜位のへラ ナデと恩われ，胴 む 内黒褐色 ほぽ完形

を有し肩は張らず頚部 ナデが行なわれる 及び底部はへラナ

で屈曲し口縁部は外反 デが行なわれる

する

2 要 12.6 胴部はやや屑が張り頚 口縁部を横ナデし頚部 口縁部は横ナデを やや粗 やや良 ya欠 Pit6 

8.5 部で屈曲し，口縁部は 以下にナデを行なう 行ない，胴部はへ 細かい砂 外暗褐色

424 外反する ラ削り後ナデを行 粒多く含 内緒褐色

なう む

3 壷 底部はほぼ平らで胴中 胴部はへラ削り後丁寧 胴部から底部まで 密 優 Pit6 朱塗

8.3 部に最大径を有し偏平 なへラナデが行なわれ ナデが行なわれ頚 外赤色塗彩

422 4.0 ぎみである 丹が塗られる 部に朱が塗られる 内

4 t手 13.0 底部は偏平で小径であ 底部全面及び体部下位 全面にナデが行な やや密 良 y.残 床面 朱塗

4.7 る に手持ちへラ削りが行 われる 砂粒長石 外赤褐色

402 2.6 体部は内脅し聞き，口 なわれる 全面に朱が塗られ 粒含む 内

縁部は外側下位に回線 全面に丹が塗られる る

を持ち内側に細かなく

ぼみをつくる

5 t不 7.4 口縁部下に稜と細い凹 口縁部は横ナデされ， 残存部全面にナデ やや密 良 体部のみ

2.8 線を持つ 体部にへラナデを行な を行なう 長石粒含 外暗褐色 信Y金c
405 う む 内暗褐色

6 局 I手 13.6 体部は下位で肥厚し折 残存部全面へフ削り後 t不部全面にへフナ 密 良 I干部完 405 朱塗

3.6 れ，外側に稜を持つ ナデが行なわれ丹が塗 デが行なわれ朱が 細かい長 外暗赤褐色

405 上位は外反して開く られる 塗られる 石粒若干 内暗赤褐色

含む

7 高t手 14.2 体部は下部で強く折 体部はへラ削り後荒い 杯部は全面にナデ やや密 良 床面

5.2 れ，直線的に開く へラナデが行なわれる が行なわれる 長石粒，石 外暗褐色

401 英粒，雲母 内暗褐色

片含む

8 高原 14.4 体部は外側下位に稜を 体部はへラ削りの後ナ t手部は全面にナデ やや組 良 裾部及び 床面

9.4 持ち内毎して開く デが行なわれる が行なわれる 長石粒， 外赤褐色 脚の一部

404 胴部は下方に向い小さ 脚接合部は横位のへラ 石英多く 内赤褐色 を欠くほ

く開く 削りが行なわれ脚部は 合む か完

縦位へラ削りがなされ

る

9 高杯 脚裾径13.0 体部は下位で折れ立ち 体部はナデが行なわれ I不部は全面へラナ やや密 良 脚より下 Pit 5 

10.0 あカまる 脚部は縦位へラ削りを デされ裾部にナデ 長石，石 外明褐色 eフとc
426 脚部は下方に大きく開 施し，裾部にはハケ状 が行なわれる 英粒含む 内明褐色

き裾部で更に開く 工具のナデが見られる

10 、、、 ーー 3.6 底部はほぼ偏平で厚い 底部も含め全面へラ削 全面にへラ削りを やや密 良 y.残 中層

チュア 2.2 口縁部下でやや内毎し りを行なう 行なう 長石粒，雲 外暗褐色

410 土器 2.0 ふくらみを持つ 母片含む 内暗褐色

11 砥石 現存長26.2 大形。 表裏両面使用 砂岩質

幅 26.8 偏平で中央に向けてや

101 厚 4.4 や薄くなる
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080号壮一製鉄壮一(8-246図，図版8-102) 

遺構

不整円形を呈する径 88cmx72cm，深さ削平面から 13cm程の遺構である。 077号祉の西側に隣

接して所在する。本社の東側， 077号牡との中間には掘立柱の柱掘り方に似た深いピットが所在する

が，このピットを切って本社は構築されている。

埋土中から鉄津少量と章肩羽口の小破片 2点が，焼土粒，木炭粒等と共に検出されている。

081号祉-製鉄社一(8-247・248図，図版8-103) 

遺 構

径82cmx88 cm程の不整円形を呈する遺構である。深さは削平面から 8cm程と浅いがソフトロー

ムを掘り込んでいる。中央部が南側から北側にかけてわずかに凹んでいる。西側の壁にかかって径 20

cm，深さ削平面から 25cm程の小ピットが所在するが，土層断面や鉄津の出土状況からみて本社の

廃絶後のものと考えられる。

本社は削平のため，わずかに 8cm程を残すのみであったが，遺物は多量の鉄津が一括してほぽ本

祉を充満するかのように集中して出土しており，木炭，焼土も認められた。

082号祉-製鉄社ー(8-249・250図，図版8-103) 

遺 構

径 83cmx75cm程の不整円形を呈する遺構である。深さ削平面から 18cm程で，底面は中央部が

浅い凹み状を呈する。南側の 400号掘立柱建物祉の柱掘り方を切っている。この柱掘り方と重複する

部分に径 20cmx 15 cm程の小ピットが認められるが，本社に伴うかどうかは明確にし得なかった。

遺物は削平面から底面に至るまで鉄津が充満しており，また木炭や焼土も認められた。

083号祉-製鉄社ー(8-251・252図，図版8-104) 

遺構

082号祉の東側 2.8cm程の所に所在する。径 72cmx68 cm程の不整円形を呈する遺構である。

深さは削平面から約 15cmで，底面はやや凸凹がある。

遺物は北東側に集中し多量の鉄津が出土し，さらに，章請羽口の破片や木炭，焼土が共に検出されて

いる。

084 A号祉-竪穴住居壮一(8-253・254・256図，図版8-104・105)

遺構

形状一方形。規模-4.05m X 4.10 m。主軸方向-N-59・-w。カマドの位置-西壁中央部。壁一不
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良。 20cm。壁溝無。床面一本社はB号杜のカマドを破壊し，B号牡との重複部分を 10cm前後の厚

さで貼床する。柱穴 2個。備考-B号祉を切り， c号祉に切られている。

カ マド

大きさ 130 cm X 105 cm。構材一暗褐色土 ・粘土。壁への切込み一浅い半円形。 20cmX 105 cm。

袖部一右幅 50cm，左幅 30cm。焚出部ーなし。燃焼部一不明。煙道部 45cm。昇角 350~550。屈曲

的に立ち上がる。天井部ーなし。備考一煙道口に支脚直立。カマド下全面に埋土施設。火床の底面は

余り焼けていないが，燃焼部壁は強く火をうけている。

遺 物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片ないしは破損品であり，小破片が多い。墨書土器

が顕著である。これらは，埋土中からの出土であり，住居廃絶後に投棄されたものである。

084A号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 苦手 外 面 内 面 層位

1 斐 口径 13.0 胴部は中央に最大径を ロ縁部はナデが行なわ 口縁部はナデが行 密 焼成優 y:i欠

器高 持ち，張りはやや弱い れ胴は中部まて*縦位へ なわれ胴部にはへ 雲母粒含 外薄褐色

406 底径 頚部で肥厚し，口縁部 ラ削りされ下部は斜位 ラナデが行なわれ む 内明褐色

は外反する のへラ削りが行なわれ る

口縁部端で外反をゆる る

め肥厚するため外側に

凹面をつくる

2 委 台部は低く厚い，端部 徽密 良 口縁部ー 土師質

は偏平である 外明黄褐色 部欠 須恵器

417 胴部は上位に最大径を 内明黄褐色

有し，肩の張りがやや

強い

ロクロ成形される

3 長頚瓶 底部は偏平で体部はや 器面の荒れが激しい 窓、 優 76' 灰粕陶器

( ?) や内管する 外 E音褐色

417 15.0 内暗褐色

4 杯 13.2 底部は内面に凹凸を持 底部を回転へラ切りし 底部に の やや粗 やや良 口縁yz 覆土上 墨書

3.8 つ た後底部周辺と体部下 墨書が見られる 外赤褐色 底部完 層 体部外面

ωl 8.0 体部は内脅して聞き， 端を回転へラ削りする 内 r ft J 
口縁部で肥厚し外反す 体部に rf干」の墨書 内面

る が見られる r ft J 
口径と底径の差は小さ

1" 

5 勾t 11.8 底部はやや上げ底状で 底部全面及び体部下端 密 口縁部% 墨書

3.8 体部は内望号し立ちあが を手持へラ削りする 長石粒若 外淡褐色 欠 体部外面

ω2 6.3 り，口縁部で肥厚し外 体部に 2文字の墨書が 干含む 内 底部完 「猪回」

反する 見られる

口径と底径の差はやや

小さい

6 I不 杯部は底部全面及び体 やや粗 良 墨書

部下端を手持ちへラ削り 外褐色 体部外面

401 7.3 する 内褐色 字体不明

体部と底部に墨書 底部外面

「寺WJ文
は「寺園J

7 高台付 台部は厚くやや内湾ぎ 不底部は全面回転へラ E宇部はへラ磨きが 密 良 墨書
，j;手 みに開く 削りが行なわれ，墨書 行なわれる 長石粒石 外明褐色 底部外面

424 7.4 端部は丸みを持つ が見られる 英粒含む 内明褐色 字体不明

なお，本社の埋土中からは，他に二彩の規の破片が約y:i個体分出土している。口縁部外反するもので，内面口縁部に緑色の文様が一部認められる。胎

土は淡黄色できめ細かい。色調は内外淡黄緑色で焼成はやや甘い。外面は粕の剥離が著しい。
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084 B号壮一竪穴住居壮一(8-255"""257図，図版8-105) 

遺 構

形状一方形。規模-2.90mx2.90 m。主軸方向-N -62030'-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直， 40cm。壁溝一無。床面一ほぽ平坦。備考一西側上部をA号祉に切られ，さらに北側をC号祉

に切られている。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも，破片ないしは破損品である。土師器邦の破片がやや

多い。

084B号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 t手 口径 11.6 底部はやや下げ底状で 底部は全面に手持ちへラ

器高 3.6 体部は若干内管ぎみに 削りが行なわれ，体部下

414 底径 7.0 立ちあがり口唇部でや 端にへラナデが行なわれ

や肥厚する る

口径と底径の差は小さ
、、

2 t不 12.4 底部はやや上げ底状で 底部全面及び体部下端

3.8 体部はほぼ直線的に立 に手持ちへラ削りを行な

ω3 6.4 ちあがる う

口縁部が僅かに外反す 体部に [1千J底部に「寺」

る の墨書が見られる

口径と底径の比は 2: 

1である

3 t手 14.0 底部は偏平で体部はや 底部を回転糸切りした

3.7 や内管して開き，口縁 後底部周辺と体部下端

428 7.0 部で肥厚する を回転へラ削りする

口径部で肥厚する

口径と底径の比は 2: 

1である

4 t手 15.0 体部はやや内脅して立 体部下端に回転へラ削 黒色処理される

ちあがり口縁部端で外 りが行なわれる

427 反する

5 高台付 高台は薄く，やや外反 杯底部に回転へラ削り 底部が磨滅し，研

t手 しており，端部はやや が行なわれる 磨された如くなめ

416 9.0 丸味を持つ らかである

084 C号祉-竪穴状遺構一(8-258図，図版8-105) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

やや粗 焼成優 口縁~欠

石英粒含 外薄褐色

む 内薄褐色

密 良 口縁部一 墨書

砂粒を含 外明黄褐色 部欠 体部外面

む 内明黄褐色 [1t J 
底部外面

「寺」

密 優 口縁%

外明褐色

内明褐色

底部~

密 優 x 内黒

外褐色

内黒色

密 優 図の部分 須恵器

石英，長 外青灰色 信Y士15 硯として

石粒含む 内青灰色 使用か?

形状一楕円形。規模-2.4mX 1.78 m。深さ 70cm。底面一周辺部高く，中央部がやや深い。壁面は

ゆるく傾斜している。備考-A・B号住居杜を切っている。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも小破片である。
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084C号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

備考番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

1 両台付 口径 台部はやや内管ぎみに I不底部は回転糸切り後 係部はへラ磨きさ 密 焼成良 内黒

I干 器高 開く，端部は丸味を持 周辺部を回転へラ削り れ黒色処理される 長石粒含 外淡褐色 墨書

409 底径 5.9 てコ する 台部内側に墨痕が む 内 (内黒) 体部外面

体部及び台部外側に墨 見られる 底部外面|

書が見られる 字体不明

2 高台付 台部は外反し開き端部 台部内側に墨書が見ら 黒色処理され，へ 内黒

tj: はとカ1る れる ラ磨きが行なわれ

l_301 る
」

085号祉-製鉄壮一(8-259図，図版8-106) 

遺構

長楕円形を呈する遺構で長径 130cm (?)，短径 40.....，__60cm程のものと思われる。 150号及び 200

号掘立柱建物祉の柱掘り方に西側及び南側を切られており，不明な点が多い。深さは削平面より 20 

.....，__25cmで，ソフトロームを掘り込んでいる。底面は浅い凹みが 2か所にあり，東側は径 20cmx30 

cm，深さ 30cm程の小ピットや浅い凹みが認められる。

遺物は鉄津が多く出土し，木炭，焼土が混在した。

086号祉-製鉄社一(8-260・261図，図版8-106) 

遺構

085号祉の北西約 2mの所に所在する。径 120cmX 80 cm程の楕円形を呈する遺構であるが，北

西側及び南側を 150号及び 200号掘立柱建物祉の柱掘り方に切られている。深さは，削平面から約 10

cmで，底面に北東側には径 18cm，深さ 10cm程の小ピットが検出され，南側は浅く凹み，さらに

なかに小ピットが2個認められた。南側は柱掘り方に切られているため，浅い凹み及び小ピットにつ

いては不明な点が多い。

遺物は多量の鉄津と木炭・焼土が北側に集中して出土している。

100号祉-掘立柱建物壮一(8-262・263図，図版8-107) 

遺構

遺跡の南西部， 250号建物祉の東 5mの位置に所在する。桁行を北東から南西にもつ 3間(6.3m) X 

2間 (4.2m)の建物牡である。柱間寸法は桁行，梁間ともに各 2.1mである。主軸方向は N-29。

30'-E。掘り方はほぼ円形を呈し，径 95.....，__110cm，深さ 45.....，__75cm程で四隅のものは他より 15.....，__25

cm程深くなっている。なお， 011号住居祉を切っている。
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150号壮一掘立柱建物壮一(8-262~265 図・図版 8 -108) 

遺構

遺跡の南西部にあり，掘立柱建物社群の最も南に位置する建物杜である。 250号建物牡の南 15mの

地に所在する。
もや

桁行を北西から南東にもつ 5間(11.1m) X 4間 (9.6m)の二面痛の建物牡である。身舎は 5間 (9.

6m) x 2間 (4.8m)である。柱間寸法は，身舎梁間及び廟の出ともに 2.4mで，桁行は 2.4m及び 2.

1mである。掘り方は円形ないし楕円形を呈し，身舎掘り方は径 110，，-，140cm，深さ 93"-'110 cm程で四

隅のものがやや深い。廟は大きさ，深さともに一回り小さい。また，各々の柱の掘り方には柱痕跡を

とどめる柱穴が認められた。

なお，本社は 200号建物社と重複しているが，新旧関係は明らかにし得なかった。

200号壮一掘立柱建物牡一(8-262~264 ・ 265 図，図版 8 -108) 

遺構

150号建物牡と重複する建物社である。

桁行を北西から南東にもつ 3間 (5.1m) X 2間 (3.6m)の建物社で，主軸方向は N-590-W。柱間

す法は桁行1.8m及び1.5m，梁間1.8mである。掘り方は円形及び楕円形を呈し，径 90，，-，110cm， 

深さ 40"-'52cm程である。

085・086号祉を切っている。

250号祉-掘立柱建物壮一(8-262~266 図，図版 8 -107・108)

遺構

100号祉の西 5mに所在する。

桁行を北東から南西にもつ 5間 (6.9m) x 4間 (6.0m)の四面廟の建物祉である。身舎の柱間寸法

は，桁行1.5m及び1.2m。梁間1.5mであって，廟の出は各面ともに1.5mである。主軸方向は N

-350-E。掘り方は身舎，廟とも円形ないし楕円形を呈し，径 80cm前後のものが多い。深さは 30

"-'70 cmと幅をもつが，概して身舎の掘り方が深く，またともに四隅のものが深い。

300号祉-掘立柱建物壮一(8-262~267 図，図版 8 -109) 

遺構

遺跡のほぼ中央部に所在し， 100"-'250号建物祉等から 35cm程北東の地に位置する。

桁行を北東から南西にもつ 5間 (9.3m) x 4間 (7.8m)の四面廟の建物祉である。身舎は桁行3間

(6.3 m) X 2間 (4.9m)で，柱問寸法は桁行 2.1m，梁間 2.4mである。廟の出は各面ともに1.5mで

あり，四隅の各面の柱問寸法が1.5mである他は身舎の掘り方に各々対応する。また，北東面の中間
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の掘り方だけが若干東側にずれている。身舎，廟とも掘り方は円形ないしは楕円形を呈する。大きさ

は身舎が径 100"-'135 cm，府が 70"-'100 cmで，身舎がかなり大きく，深さも，身舎 65"-'85cm・廟

30"-'45 cm程と同様である。また，身舎の四隅の掘り方は他に比して深くなっている。

350号壮一掘立柱建物壮一(8-262~268 図，図版 8 -109) 

遺構

遺跡の中央部に所在し， 300号建物社の南東 8m程に位置する。

桁行を北東から南西にもつ 3間 (5.4m) X 2間 (3.6m)の建物祉である。主軸方向はN-2T-E。

柱問寸法は桁行，梁間ともに各1.8mであるが，北側梁間掘り方はやや外側にずれている。掘り方は

不整円形を呈し，径 45"-'55cmと小さく，深さは 50"-'60cmのものである。なかには径 15，，-，20cm 

の柱痕跡をとどめる柱穴があった。

400号壮一掘立柱建物社一(8-262~270 図，図版 8 -110) 

遺構

遺跡のほぼ中央部にあり， 350号建物祉の南 4.5m程に位置する。

桁行を北西から南東にもつ 7間 (17.4m) X 2問 (2.7m)の建物社である。主軸方向はN-50。

30'-W。柱間寸法は桁行が 2.1m及び 2.4m並びに 2.7mで梁間は1.35mである。掘り方は不整円

形を呈し，径 80"-'90cm，深さ 55"-'68cm程である。また，柱痕跡(径 22cm前後)をとどめる柱

穴も認められた。

450号土止-掘立柱遺構一(8-262~270 図，図版 8 -111) 

遺 構

300号建物祉の北東側1.5m に隣接して検出された桁行2間 (4.2m) X梁間 2間 (3.9m)の建物祉

とも考えられるが，掘り方の配例からすると菱形プランを呈する。掘り方は不整円形を呈し，径 75 

"-' 100 cm，深さ 45"-'60cm程であり，他の掘立柱建物の柱掘り方と同じである。また，なかには柱痕

跡をとどめる柱穴もある。柱掘り方はこの 6個以外には検出されず，掘り方，規模等から何らかの掘

立柱遺構と考えられる。なお，柱間す法は桁行 2.1m，梁間 2.1m及び1.8m程である。主軸方向はN

-530-E。

500号壮一掘立柱建物壮一(8-262~271 図，図版 8 -111) 

遺構

100号建物牡の北東約 6m の地に所在する。

桁行を北東から南西にもつ 2間 (4.2m) X 2間 (4.2m)の建物社と考えられるが，他の建物社の柱
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掘り方と比べ浅い。主軸方向はN-280ーE。柱間寸法はともに 2.1m程である。掘り方は円形ないし

は楕円形を呈し，径 30x50cmのものから，径 90cm程のものまでやや不整いである。深さも，削

平面から 23.........38cm程で，ソフトロームを主体とした掘込みで浅い。

掘立柱建物土止ピット内出土遺物 (8-271図)

8棟の掘立柱建物杜のうち， 100， 150， 200， 300， 350， 400の6棟の柱穴埋土中から各々土師器及

び須恵器が数点づっ出土している。これらは 8-271図に図示した 300号社及び400号祉の柱穴内か

ら出土した皿2点を除き，いずれも小破片であった。

300・400号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 高台付 口径 15.2 台部は外反して外側に 底部を回転糸切りした へラ磨き 密 焼 成 良 口縁~残
皿 器高 2.9 稜を有す 後全面回転へラ削りす 長石，石 外淡赤褐色 底部%残

底径 6.7 端部は尖っている る 英位含む 内淡赤褐色

体部は直線的に開き， 体部全面はロクロナデ

口縁部で肥厚し外反す きれる

る

2 高台付 14.9 台部は外反している 体部に墨書が見られる へラ磨き やや粗 良 完形 墨書

皿 3.0 内側に稜を持つ 体部下端と底部は手持ち 長石粒含 外淡赤褐色 体部外面

6.5 先端は尖る ヘラ削りされ，体部上位 む 内淡赤褐色 「骨J
体部は内毎して聞き， はロクロナデ

口縁部でやや外反する

遺跡内出土遺物 (8-272図)

試掘調査や遺構検出作業の段階で暗褐色土等遺物包含層及び表土中から検出された遺物は土器を主

体として出土量は多いが，破片が大半を占めている。この中で，大形の破片や完形に近いもの及び墨

書土器について図示すると以下の通りである。

Loc 20遺跡内出土遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l ま不 口径 12.8 体部はやや内骨ぎみに 底部残存部及び体部下端 黒色処理されへラ 密 焼成優 ~ 覆土上 内黒

03崎02 器高 4.6 開き，口縁部で若干外 を手持ちへラ削りする 磨きが行なわれる 若干細砂 外茶褐色 層 墨書

底径 5.2 反して肥厚する 体部に墨書が見られる 位含む 内茶褐色 体部外国

底径と口径の差は大き 字体はうすく不明 字体不明
u、

2 t手 底部は上げ底状を呈 底部を回転糸切りした 密 優 覆土上 墨書

仰制l し，体部は内毎する 後底部周辺及び体部下 細かい長 外淡褐色 層 体部外面

端を手持ちへラ削りする 石粒わず 内淡褐色 字体不明

かに含む

3 I手 口縁部はやや外反し口 体部に墨書が見られる 密 優 覆土上 墨書

ωl 唇が肥厚する 外赤褐色 層 体部外面

内赤褐色 字体不明

「骨」か

? 
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 晋手 外 面 内 面 層位

4 王手 口縁部端で肥厚し外反 体部に墨書が見られる 密 優 覆土上 墨書

する 細かい長 外明赤褐色 層 体部外面

034 石粒わず 内明赤褐色 字体不明

601 かに含む

5 t不 12.6 やや丸底に近い底部か 口縁部は横ナデされ， 口縁部及び体部は 長石，石 良 %残存

ら体部は大きく内湾し 体部及び底部全面は手 横ナデきれ底部は 英粒含む 外暗褐色

3.9 て立ちあがる 持ちヘラ削りが行なわれ ナデが行なわれる 内精褐色

る

6 t手 12.5 体部はゆるく内管する へラナデが行なわれる ヘラ磨きが行なわ 長石粒若 良 墨書

体部に墨書有り れる 千含む 外暗褐色 体部外面

ω4 内淡褐色 「成」

7 胃、 13.2 上げ底状の底部から屈 底部は回転糸切り痕の 長石，石 良 dプbEπ11:ノノ 表採

6.4 曲ぎみに立ちあがる み残り，体部下端に手 英粒含む 外明赤褐色

4.3 体部はやや内管し伸び 持ちへラ削りが行なわれ 内明赤褐色

口縁部で外反する る

8 I不 12.4 若干上げ底状の底部か 底部全面及び体部下端 口縁部に油煙が付 長石粒含 やや不良 。7じIDノ 表採 灯明皿と

6.0 ら内毎して立ちあがる を手持ちへラ削りする 着する む 外淡赤褐色 して使用

597 4.1 体部はゆるやかに内毎 口縁部に油煙が付着す 内淡赤褐色 色、

を続け伸び，口縁部で る

肥厚しやや外反する

9 主耳、 12.4 上げ底状の底部から内 底部を回転糸切りした 密 優 底部完存 表採 墨書

7.1 管して立ちあがる。体部 後周縁及び体部下端を 長石粒含 外淡赤褐色 口縁部y:i 体部外面

ω8 3.4 はほぼ直線的に伸び， 手持ちへラ削りする む 内淡赤褐色 残存 「富」

口縁部で肥厚する 体部に墨書が見られる

口径と底径の差は小さ

~， 

10 I手 体部に墨書が見られる へフ磨きが行なわ 密 良 口縁部破 墨書

れる 微砂粒若 外淡褐色 片 体部外面

601 干含む 内褐色 字体不明

11 I手 体部に墨書が見られる 密 良 口縁部破 墨書

外淡褐色 片 体部外面

611 内淡褐色 r 1-Jか
つ

12 I手 体部に墨書が見られる 密 良 口縁部破 墨書
微砂粒若 外赤褐色 片 体部外面

506 干含む 内赤褐色 「寺」

13 I不 口縁部でやや外反する 体部に墨書 E見られる 密、 良 口縁部破 表採 墨書

微砂粒若 外淡赤褐色 片 体部外面

ω6 干含む 内淡赤褐色 字体不明

「回」か?

14 tT- 体部はほぼ直線的に伸 体部に墨書が見られる 密 良 口縁部破 表採 墨書

ぴ口縁部で肥厚し外反 長石粒含 外淡褐色 片 体部外面

ω7 する む 内淡褐色 字体不明

15 杯 口縁部で外反する 体部に墨書が見られる 密 良 口縁部破 墨書

微砂粒若 外褐色 片 体部外面

ω7 干含む 内褐色 字体不明

16 土手 口縁部で肥厚，外反す 体部に墨書が見られる 密 口縁部破 墨書

る 微砂粒若 外淡赤褐色 片 体部外面

612 干含む 内淡赤褐色 字体不明

「骨」か
フ

17 杯 口縁部で外反する 体部に墨書が見られる 密 良 口縁部破 墨書

長石粒微 外暗褐色 片 体部外面
610 砂粒多く 内暗褐色 「仲J

含む

18 t手 体部に墨書が見られる 密 良 体部破片 表採 墨書

微砂粒若 外淡褐色 体部外面
印8 干含む 内淡褐色 字体不明

「園」か
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

19 I不 体部は内湾して立ちあ 体部に墨書が見られる 密 良 体部破片 墨書

がる 微砂粒若 外暗褐色 体部外面

610 干含む 内暗褐色 字体不明

20 t手 体部は内轡して立ちあ 体部に墨書が見られる 密 良 体部破片 墨書

力1る 長石粒若 外淡赤褐色 体部外面

602 体部下端は肥厚 干含む 内淡赤褐色 字体不明

21 I不 体部は内管して立ちあ 体部に墨書が見られる ヘラ磨き 密、 良 体部破片 表採 墨書

がる 体部下端はへラ削り 微砂粒若 外淡赤褐色 体部外面

606 体部上位は横ナデ 干含む 内淡赤褐色 「冊J

22 I平 底部は上げ底状で，体 体部に墨書が見られる 密 良 表採 墨書

部はゆるやかに内管し 底部は回転糸切り後底 若干の細 外明茶褐色 底部外面

603 6.4 ながら立ちあがる 部中央をへラ磨きし底 砂粒含む 内 「宗」

部周辺と体部下端をへ

ラ削りしている

23 荷台付 台部は外反ぎみに開き 体部下端はロクロナデ 底部に墨書が見ら 密 良 墨書

I不 端部は丸味をもっ れる 砂粒含む 外淡褐色 底部外面

609 (皿)? 内 「骨卜」

24 E平 14.0 体部は直線的に伸び口 底部を回転へフ切りし 密 良 口縁部yz表採 須恵器

3.6 縁部で外反する た後底部全面及び体部 長石粒， 外灰褐色 残存

512 8.8 下端を回転へラ削りす 石英粒含 内灰褐色 底部完存

る む

25 I不 11.8 体部は直線的に伸び， 底部をへラ切りした後 長石粒含 優 )4残 表採 須恵器

3.8 口縁部で外反する 底部全面を手持ちへラ削 む 外青灰色

507 8.9 りしている 内青灰色

26 手ずく 4.9 底部は薄く凹凸を持 口縁部は横ナデされ， 口縁部は横ナデき 長石粒含 良 yz残
ね土器 7.6 ち，体部は内轡し，口 体部は荒いナデが行な れ，体部及び底部 む 内外面共赤

599-16 6.5 縁部で内傾する われる はナデが行なわれ 褐色及び黒

る 色
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Loc 29遺跡



9. Loc 29遺跡の調査 (9-1 '""'-'37図，図版 9-1'""'-'6)

(1) Loc 29-33 A・B遺跡の立地

成田ニュータウン区域内の北側に位置する標高 33'""'-'35m を測る幅広の台地上に所在する。この台

地の西側は印膳沼に向けて開析する小支谷が南西から入り込み，東側は根古名川に開析する谷が南及

び北側に各々入り込んでいる。そして，その分水界にあたる台地のほぼ中央部に前方後円墳の天王塚

古墳が存在しており，当初分布調査の段階ではこの古墳を境に南西に 3地区 (Loc28'""'-'30)北東に 3地

区(Loc31'""'-'33)が設定されていた。すなわち，古墳の南に東西に県道が走るが，その古墳と県道との

聞のほぼ平坦な分水界の区域を Loc30，県道南側のうち西部分を Loc29，東部分を Loc28と呼ん

だ。また，古墳の北東側には，通称六角堂と称する小字があり，その西部分を Loc32，東部分を Loc

33と呼んでいた。このうち， Loc 28， 29は印膳沼に向けて開析する小支谷に面した同一台地上の連

続した位置にあわ調査時点では同一遺跡として把握し， Loc 29を代表として呼称した。また， Loc 

33は根古名川に向けて開析する谷に面した台地上に所在しているが，中央部に北側から浅い谷が遺跡

を二分する形で入り込んでいるため，さらに， Loc 33の西側を Loc33A，東側を Loc33Bとして区

別した。なお， Loc 31は古墳の東側に当たるが，急斜面に続く谷水田となるため調査対象から除外し

T?  ，，-。

(2) Loc 29-33 A・B遺跡の調査前の所見と調査の経過

Loc 29遺跡は，畑が大半を占め，西半分の当初 Loc29と呼んだ地区に土器片の散布が多く，東半

分の Loc28と呼んでいた地区には遺物の散布は少なかった。これは，調査の結果とも合致するもの

であった。

Loc 30遺跡は，畑であったが，土器片等遺物の散布は少なしまた，古墳に関連する埴輪等の遺物

も採集されていない。

Loc 32遺跡は畑であったが，土器片等の遺物はごくわずかであった。

Loc 33A遺跡は畑であり，台地端部においてわずかな土器片が採集されていた。

Loc 33B遺跡は一部の畑と雑木林であり土器片等はほとんど認められていなかった。

これら遺跡の調査は，成田ニュータウン全体の調査期間との関係から，成田ニュータウン調査班の

手で実施することが出来ず空港調査班の協力を得て昭和 46年 6月から 7月まで2か月間実施した。調

査の順序は， Loc33A，Loc33B，Loc32，Loc30，Loc29の順序である。いずれも，調査前の遺物散布

状態を参考に，各地区の全体を覆う平行ないしは交差トレンチを設定し，そのトレンチにおける調査

結果に基づき重機による表土層の全面排土を行い，遺構の検出に努めた。
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(3) 遺構と遺物

竪穴住居牡等 23軒と掘立柱建物牡 1棟が確認されている。これは，耕作による揖乱，削平が著し

く，住居牡床面から表土までの深さがなく，遺構の破壊されているものが多かった。また重複してい

る遺構も多くみられた。遺構，遺物の概要は以下の通りである。

001号祉一竪穴住居壮一(9-1"-'3図，図版9-2) 

遺構

形状一方形。規模 4.15 mX 3.80 m。主軸方向-N -15030'-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 18'"'-'40cm。東壁南側は不明確。壁溝ーカマドの東側から北東コーナーにかけて不明確。幅20

'"'-'25 cm，深さ 10cm。南西コーナーは 38cmと幅広にめぐっている。床面一ほぽ平担。柱穴 4本。

南壁部に張り出し部があり，出入口かもしれない。備考遺物はカマド周辺部 7ヶ所から検出。南西

コーナーから南壁にかけて土器片，鉄，万子出土。壁外からも若干出土。

001号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位誼

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 存主 外 面 内 面 層位

1 要 口径 20.2 胴の張る窪 口縁部ーナデ整形 口縁部ーナデ整形 密 焼成良 % 

器高 28.4 胸部丁寧なへラ削り 胴部一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色

507 底径 8.8 後へラナデ 整形 含む 暗褐色

底部一手持ちへラ削り 内褐色

腹部一部暗褐色

2 壷 19.0 胴の張る要 口縁部ーナデ整形 口縁部ナデ整形 密 良 % 朱塗り

頚部長さ 4.7 胴部ナデつけ 胴部手持ちナデ 微砂粒を 外ベンガラが

506 胴最大径12.6 含む 所々 に痴跡を残

す

内褐色

暗褐色の中間

3 柑 9.1 口頚部で「く」の字に折 口縁部~胴部手持ち 口縁部手持ちの 密 良 頚部及び 朱塗り

頚部長さ 4.7 れる柑 の丁寧なナデ整形 丁寧なナデ整形 微砂粒を 外赤褐色 上胴部

506 胴最大径12.6 口縁部に沈線が一周す 朱塗り 胴部ーナデ整形 合む 全面にベンガラ 口縁ほぽ

る ベンガラが頚部か を塗っている 完存

ら垂れている 内

口縁部ー朱塗り

4 I手 13.0 椀に近い形状 手持ち検位へラ削り 回転ナデ整形 密 良 口縁x残 朱塗り

内傾気味に立ちあがる 朱塗り 朱塗り 微砂粒を 外赤褐色 存

506 含む 一部暗褐色

内赤褐色

5 I手 16.0 内傾気味にひらがり口 へラ削り後へラナデ 口縁部ーナデ 密 良 60%残存 朱塗り | 
6.2 縁部で垂直に立ちあが 朱塗り 底部ーへラナデ 微砂粒を 外暗赤褐色

507 6.3 る 底部一全面手持ちへラ 朱塗り 含む 内暗褐色

削り

6 杯 14.5 口縁部で垂直に立ちあ 口縁部ーナデ 口縁部ーナデ 密 良 90%残存 朱塗り

5.3 がる 胴部丁寧にへラ削り 底部へラナデ 微砂粒を 外赤褐色 内面暗文

506 蓋に似た形 底部一手持ちナデ整形 体部~底部ー暗文 含む 内赤褐色

朱塗り 朱塗り 一部褐色

7 高杯脚 高杯の脚 縦位へラ削り整形 手持ちナデ整形 密 良 外面朱塗

13.1 長い 朱塗り へラ手持ち回転で 微砂粒を 外褐色 り

403 えぐりだしている 含む 赤褐色

時計逆回り 内褐色

8 蓋 (14.2)13.1 須恵器の蓋部 ロクロ引き整形 ロクロ引き整形 密 良 口縁%残 須恵器

ロ縁部が垂直に立ちあ (ロクロ回転方向 微砂粒を 外暗灰色 存

503 ヵtる 一二時計逆まや旦含む し型暗灰色
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面

9 墾 20.6 口唇部が立ちあがり胴 口縁部ナデ整形

現存高 6.5 の張る聾 胴部一丁寧な手持ちナ

501 デつけ

元々は朱塗り

10 ~ 23.0 口唇部が立ちあがり胴 口縁部ーナデ整形

現存高19.3 上端の張る斐 肩部一手持ちの丁寧な

511 ナデ整形

胴部ー粗雑な縦位手持

ちへラ磨き様整形(光

沢あり)

11 甑 胴部れら底にかけてす 胸部一丁寧な手持ち縦

現存長16.1 ぽまる 位ナデ整形

512 11. 9 下腹部ー横位へラ削り

整形その後によ部を丁

寧なナデ整形している

12 斐 17.8 小形の斐 口縁部 ロクロ使用回

現存長 5.4 転ナデ整形

502 胴部手持ちへラ削り

整形

朱塗り現在わずかに残

存が認められる

13 斐 17.4 最大径が口縁部?の~ 口縁部ーロクロ使用回

現存高 5.9 転ナテ.整形後縦位にへ

504 ラ削りを』包している

14 査 25.2 大形の須恵器の楚 全体にロクロ回転整形

現存高 9.1 口縁部が肥厚する 輪積み成形のための

404 痕?

15 甑 31. 4 口縁部が折れ，下腹部 口縁部 ロクロ回転ナ

現存高19.0 に向ってくぽまる デ整形

512 叩き目

16 I不 14.0 半円形状の午 手持ち横位へラ削り後

3.6 底部から口縁にかけて へラナデ

401 大きく広がる 底部墨書「丈」

17 I不 ロクロ回転整形

現存高 2.9 体部下端一回転へラ削

502 7.6 り

底部一ロクロ回転へラ

切り

18 鉄器

201 

19 鉄器

403 

002号祉-竪穴住居壮一(9-4・5図)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考

内 面 層位

口縁部ーナデ整形 帝且 良 口縁){i周

胴部ナデ 長石，石 外赤褐色 価界

英粒微砂 褐色の中間

粒含む 元来ベンガラ

が全面に塗っ

てあった

口縁部ナデ整形 密 良 YJ 
胴部一手持ちナデ 微砂粒含 外主に褐色

整形 む 暗褐色の中間

長石，石

英，雲母

粒

胴下部一手持ちナ 密 良 腹底部%

デ整形 微砂粒含 外褐色 残

底上部一手持ちへ む 内褐色

ラ削り 長石，石

英，雲母

粒多し

ロ縁部 ロクロ使 密、 良 ){i周残

用回転ナデ(朱塗 微砂粒を 外褐色

り) 含む 内赤褐色

頚部 ロクロ使用 褐色

回転へラ削り

胴部一丁寧な手持

ちナデ整形

ロクロ使用回転ナ 密 良 ys残

デ整形 微砂粒を 外褐色

合む 内褐色

暗褐色

ロクロ回転整形 ~.E! 良好 ){i残 須恵器

(ロクロ回転方向 微砂粒含 外暗灰色

一時計逆まわり) む 内暗灰色

長石，石

英粒

口縁部ーロクロ回 括主密 良 yz残 須恵、器

転ナデ整形 微砂粒を 外灰色

胸部手持ちナデ 含む 内灰色

ヘラ磨き 密 良 90%残 墨書

微砂粒を 外褐色 底部外面

含む 内褐色 「丈」

ロクロ回転方向 す且 良 底部yz残 須恵器

つ 長石，石 外稽灰色

英粒多し 内暗灰色

形状 方形。規模-3.80m X 3.75 m。主軸方向-N-34'-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 19""'-27cm。壁溝一北西壁中央部，南東壁中央部は不明。カマド下はない。カマド右の周溝はピッ

ト様になっている。幅 12""'-20cm，深さ 6""'-12cm。床面 ほぽ平担。柱穴 3個。備考一遺物は南西

445 



壁中央と西側コーナー壁外から土器片出土。

002号杜遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 甑 口径 21.3 饗のような器形を呈す 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部ーロクロ回

器高 23.1 る デ整形 転ナデ整形

404 底径 7.4 口縁部は復合口縁であ 胴部丁寧な手持ち横 胴 部 朱 塗 り 痕 あ

る 位へラナデ整形 り

003 A号祉-竪穴住居壮一(9-6・7図，図版9-2) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成良 %残
外赤褐色及び

暗褐色・暗褐

内褐色・暗褐

色及び赤褐色

が入りまじる

形状一方形。規模-6.75mx6.70 m。主軸方向 N-380-W。カマドの位置一北西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。壁溝一幅 10'"'-'25cm。北コーナーでは 45cm位と幅広くなっている。床面-B号祉を切って

構築されている。備考一遺物は床面中央部，西コーナー焼土内，南東壁中央周溝内，北東壁中央部周

溝内から出土。

003 B号壮一竪穴住居壮一(9-6・7，図版9-2) 

遺構

形状一方形。規模-7.10mX 7.20 m。主軸方向-N-51'-W。壁一ほぽ垂直。壁溝ーなし。床面ープ

ランの全容をA号壮によって切られているため不明。柱穴-1個。備考一遺物は南東壁中央部，東側コ

ナー，北コーナーから出土。

003A・B号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 饗 口径 13.2 口頚部から円形状に外 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部ーロクロ回 密 焼 成 良 J.-:i残
現存高 6.5 反する小形饗である デ整形 転ナデ整形 砂粒多し 外褐色暗

405 底径 胴部ー縦位手持ちへラ 胴部一手持ち横位 褐色の中間

削り整形 ナデ整形 内暗褐色

一部黒色

2 手づく 8.8 手づくね土器 手づくね土器 手持ちナデ整形 密 良 ほ11完形

ね土器 5.8 微砂粒を 外褐色

401 4.4 含む 内褐色

3 E手 11.4 口縁部のやや内管ぎみ 口縁部ーロクロ回転ナ 体部丁寧なナ 調量密 良 J.-:i残

の杯 ア デ，へラナデあり 外褐色

406 体部一手持ち横位ヘラ 暗褐色

削り後へラナデ 内褐色

暗褐色

4 I手 12.5 椀に近い杯 口縁部ーロクロ回転ナ ロクロ使用回転ナ 徹密 良 ほぽ完形

3.9 口縁部の立ちあがりが ア 7 外褐色暗褐色

402 ほとんど認められない 体部~底部一手持ちへ 内暗褐色

ラ削り

5 主手 16.1 口縁部の立ちあがる尿 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部ーロクロ回 被密 良 ほ11完形 内黒土器

5.6 デ整形 転削り整形 外暗褐色

404 体部一横位手持ちへラ 体部ーへラ磨に 内暗褐色

削り 黒色処理を施した 黒色

へラナデ 痕あり
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法 量 特 徴

番号 名称
持長 外 面 内 面

6 

506 

7 

202 

8 

201 

口径・器高・底径 器

主手 20.8 椀に近い杯 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部ロクロ回

口縁部の立ちあがりが ア 転ナデ

ほとんど認められない 体部一横位手持ちへラ 体部一横位手持ち

削り へラ整形

ヘラナデへラ磨き

鉄器

鉄器

005号祉-竪穴住居壮一(9-8・9図，図版9-3) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 良 J.:i残

外暗褐色

内暗褐色

形状一方形隅丸方形に近い。規模-6.50m X 6.10 m。主軸方向-N-500-E。カマドの位置-北東壁

中央部右寄り。壁一ほぽ垂直。 12-----41cm。西側コーナーは撹乱されて不明。壁溝ーカマドの右側は存

在しない。西側コーナーは不明。幅 10-----30cm，深さ 4-----5cm。床面一ほぽ平担。柱穴一本社に伴う

ピットは住居社内に 2個，壁および壁外に 4個検出されたが主柱穴は不明。備考一遺物は住居祉の南

東側から出土。

005号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土

口径・器高・底径 器 非主 外 面 内 面 層位

1 甑 口径 20.9 胴の張りのない甑 口縁部ーナデ整形 口縁部ナデ整形 密 焼成良 %残

現存高 9.4 口縁部がやや外反する 胴部一縦位のへラ削り 胴部丁寧な縦位 微砂粒を 外褐色

502 底径 後全体に縦位に刷毛状 ナデ整形 含む 内褐色

のままに整形している

2 甑 底面から胴部に広がり 縦位へラ削り整形後ナ 手持ちナデ整形 粗 良 J.:i残

ながら立ちあがってい デ整形 長石，石 外 褐 色

504 11.8 る 英を多量 内褐色

に含む 暗褐色

3 饗 最大径が胴下部にある 胴下半部手持ち縦位 丁寧な手持ちナデ 密 良 ~残 二次焼成

12.2 半円形状を呈する へラ削り整形 整形 微砂栓を 外褐色赤 を受け剥

402 6.2 胴下部一横位手持ちへ 含む 褐色の中間 離著しい

ラ削り 内暗褐色

底部一手持ちへラ削り

一部指頭による手持ち

回転ナデが認められる

4 t手 12.1 口縁部が内毎する杯 口縁部一手持ち回転へ へフ磨き 鰍密 良 ほぽ完形 内外面共

4.6 ラ削り整形 微砂粒を 外 黒 色 黒色

404 体部一主として横位へ 含む 内黒色

ラナデ整形

5 t手 13.8 向上 口縁部一横位手持ちへ 手持ちへラ磨き 徹密 良 ys残 内外面共|

3.9 ラ磨き光沢あり 光沢あり 微砂粒を 外 黒色

体部一手持ちへラ磨き 含む 内黒色暗

光沢あり 褐色中間

6 椀 ? 底部が凹んでいる 胴下部一手持ちへラ削 細かいへフ磨き 密 良 底部完存 内黒土器

黒色土 り整形 光沢あり 雲母粒を 外 褐 色

501 器 7.2 底部一手持ちへラ削り 含む 一部暗褐色

内黒色
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面

7 砥石 表面磨滅

二条の刻みがある
印4 縦位の刻みは新しいも

の

8 鐙付童 ロクロ使用

(3.4) つまみに近い部分回転

504 へラ削り

銃高 2.5 

9 I不 7.0 ロクロ使用の町、 体部一ロクロ整形

3.6 底部から口唇部まで直 体部下端手持ちへラ

504 9.8 線的に立ちあがる 削り

底部一回転糸切り後手

持ちへラ削り

006号祉-竪穴住居壮一(9-10・11図)

遺構

位置
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

内 薗 層位

粘板岩

ごく一部に朱塗り 密 良 口縁のみ 須恵、器

らしきものが認め 雲母粒 外白灰色 欠失

られる 内白灰色

ロクロ回転方向

一時計逆まわり

密 良 底部yz残 須恵器

長石石英 外青灰色

の小粒若 内青灰色

干

形状一方形。規模 5.55 m X 4.80 m。主軸方向-N-620-E。カマドの位置一東壁中央部右寄り。壁

一ほぽ垂直。 35cm。東壁は低い。壁溝ーカマドを中心にして全周。幅 15，，-，25cm，深さ 1"-'4 cm。床

面一ほぽ平担。柱穴-3個。その他のピット 6個。

006号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 婆 口f圭 23.4 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部ーナデ整形 口縁部ーナデ護形 いくぶん粗 焼 成 良 頚部上腹

現存高13.3 がる胴の張る褒 胴部丁寧な手持ちナ 胸部一丁寧な手持 長石，石 外褐色及び 部それぞ

506 底径 デ整形 ちナデ 英粒，雲 暗褐色と褐色 れYJ残
母微粒目 の中間

立 内褐色と暗

褐色の中間

2 甑 胴がやや張る斐 胴部縦位へラ削り 手持ち横位ナデ整 粗 良 中腹部破

形(へラ?) 微砂粒を 外褐色暗 片

403 含む 褐色の中間

内褐色

3 襲 底部から胴部にかけて 胴下部ー縦位のへラナ 手持ちナデ整形 粗 良 底部%残

(3.4) 広がる ア 長石，石 外褐色暗 の破片

403 8.5 表面全体に剥離してザ 英粒多量 褐色の中間

ラザラしている に含む 内褐色

4 t手 11.0 口縁部が直線的に内轡 口縁部ーロクロ回転ナ 横位手持ちへフ磨 鰍密 良 口縁部中 内黒土器

する邦 デ整形 き 微砂粒を 外 口縁褐色 心の破片

503 体部一手持ち横位へラ 含む 褐色暗褐色 u残

ナデ 内暗褐色

黒色

5 I手 13.40 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部ーロクロ回転へ 主に横位へラ磨き 紋密 良 口縁部中

がる ラ磨き 微砂粒を 外口縁暗褐色 心破片%

502 体部手持ち横位へラ 含む 褐色暗褐色

削り後へラナデ 内暗褐色

6 椀 11.90 底部が平坦な椀 口縁部ーナデ整形 手持ちナデ整形 鰍密 やや優 口縁わづ 内外面共

(黒色土 4.5 体部手持ち横位へラ 微砂粒を 外 黒 色 か}{o残 に黒色

404 器) ナデ 含む 内黒色 底部完存

底部縦位へラ削り 腹部yz
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007 A号土止-竪穴住居壮一(9-12~14 図，図版 9 -3) 

遺構

形状方形。規模-4.15m X 1.90 m。主軸方向-N-90-W。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほぽ

垂直。1O~27cm。壁溝 なし。床面 住居土止の南側をB，C， D，号祉によって切られている。柱穴

-4個。その他のピット 1個。北側に 2本， c号牡内に 1個， B号社内に 1個検出。備考 カマドの右

より坪出土。

007 B号祉-竪穴住居壮一(9-12~14 図，図版 9 -3) 

遺構

形状一方形。規模-3.60m X 2.40 m。主軸方向 N-50-W。カマド なし。壁ほぽ垂直。 55

cm。南壁は低く 15cm程である。壁溝 幅 15cm，深さ 5cmo C， D号土止に切られている他は一定

の幅でめぐっている。床面一ほぽ平担。住居杜の西側をC，D号祉によって切られている。柱穴 3 

個。その他ピット 2個。柱穴は東壁沿いに 2個と南西コーナーのものがC号牡内に検出された。備考

一遺物は南東コーナーおよび南壁下より出土。

007 C号祉-竪穴住居杜 (9 -12~14 図，図版 9 -2) 

遺構

形状一方形。規模-5.45m X 5.10 m。主軸方向-N-10--W。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほぽ

垂直。 19~33 cm。南西コーナーおよびD号祉によって切られる。北東コーナー付近は不明。壁溝南

西コーナー，北東コーナーは不明。幅 25cm。深さ 7~15 cm。床面一ほぽ平担。カマドの右から北東

コーナーにかけてD号祉によって切られる。 A号杜の南西隅， B号祉の西壁を切る。

007 D号祉-竪穴住居壮一(9-12~14 図，図版 9 -3) 

遺 構

形状一方形。規模-2.75mX 2.10 m。主軸方向 N-80-W。カマドのォ置 北壁中央部。壁一ほぽ

垂直80~85cm。壁溝ーなし。床面 ほぽ平担， B， C号牡を切ってA号社内に構築されている。柱穴

検出されず。

007号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 護 口f圭 18.0 ロ縁部が短かく外反す 口縁部ーナデ整形 口縁部ナデ整形 密 焼成良 口縁中心

器高 (9.4) る 胴部一手持ちへラ削り 手持ちナデ 微砂粒を 外褐色暗褐色 の破片ys
底径 口唇部に沈線がめ ぐる 後ナデ 含む さらに黒色褐色 残

赤褐色の中間色

混る

内褐色暗

褐色の中間
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法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 青3 タト 面 内 面 層位

2 婆 26.0 口頚部から小さく屈曲 口縁部ナデ 口縁部←ナデ整形 粗 やや優 口縁付近
(7.0) し口縁部となり，すぐさ 胴部丁寧な手持ちナ 胴部手持ち横位 大粒の砂 外褐色暗 破片%残

ま立ちあがる大きな斐 ア ナデ 粒多し雲 褐色の中間

であろう 母 内明暗褐色

3 饗 12.0 口縁部が半円状に外反 口縁部 ナデ整形，ー ベニガフを塗る 密 良 口縁%残 朱塗り
(3.7) する 部分口縁を作り出した 朱は大半剥離 微砂粒を 外赤褐色

口頚部と胴部の聞に稜 時の指頭痕あり 含む 内黒色

が形成されている 胴部一手持ち縦位ヘラ

削り

朱塗り

4 婆 10.6 胴部が最大径であり内 口縁部ーナデ 口 縁 部 ナ デ 密 良 口縁)I:i残

(4.8) 傾気味に立ちあがる 表面がいくぶん剥離し 胴部一手持ちナデ 砂粒多い 外暗褐色

410 深鉢に近い器形である ている 内黒色に

近い暗褐色

5 窪 底部から上方にやや広 へ7ナデ整形 粗なナデ整形 密 良 底部及ぴ
(8.8) がりながら立ちあがる 微砂粒を 外明暗褐色 胴部完存

406 7.5 合む 褐色が混じる

内褐色暗褐

色混じる

6 饗 底部がやや丸い 胴部一手持ち横位へラ 胴部一手持ちナデ 密 良 底部中心

(5.6) 削り 底部一手ずくねの 微砂粒を 外暗褐色 底部完存

410 6.0 底部手持ちへラ削り まま凹凸している 含む 内上部暗褐色

下部褐色暗褐

色の中間

7 宜土E 20.4 口唇部に沈線がめぐる ロクロ使用 ロクロ使用 密 優 口縁y，; 須恵器

口縁部に至りやや立ち 雲母粒 外灰色

あがる 内灰色

8 甑 35.0 口唇部が肥厚し口縁部 口縁部 ロクロ回転ナ 口縁部 ロクロ回 やや粗 優 口縁)I:i残 須恵器

(9.2) が外側に折れる ア 転ナデ 微砂粒を

403 須恵器であり叩き目が 口頚部叩き整形後ロ 胴部雑なナデ整 含む

特徴的 クロ回転ナデ 形

胴部一叩き整形後ロク

ロ回転ナデ

9 皿 37.0 口唇部に沈線がめぐる ロクロ回転ナデ ロクロ回転ナデ 密 良 口縁ys残
(5.5) 微砂粒を 外黒色ないし

含む 黒に近い褐色

内褐色

10 I干 12.0 底部から口縁部に向け 体部手持ち横位へフ 口縁部ーロクロ回 密 良 y，;残 墨書土器

36.5 て直線的に広がるが口 削り 転ナデ 微砂粒を 外褐色 底部外面

6.0 縁部付近でやや内傾す 底部一手持ちへラ削り 体部ー細かい手持 含む 内褐色 字体不明

る 底部墨書 ちへラ削り整形?

底部はあげ底をなす

11 I手 12.0 底部から口縁部に向け ロクロ使用整形 ロクロ使用 密 良 %残

4.4 て内傾気味に立ちあが 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外掲色

402 7.8 り口縁部付近でやや外 削り 含む 内褐色

反する 底部一回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

12 t手 12.6 底部から直線的にひろ ロクロ回転へラ削り整 ロクロ使用 密 良 底部% 朱塗り

4.3 がる ID 雲母微粒 外赤褐色 口縁y，;

511 6.8 整形痕が残り凸凹が著 底部回転へラ切り後 含む 褐色の中間

しい へラナデ 内暗褐色

この部分成形時の輪積 褐色

ちあとがみえる

13 I手 14.2 底部から口縁部に直線 ロクロ回転整形後磨き ロクロ整形後磨き 密 良 %残 朱塗り

8.4 的にひろがる 底部ー静止糸切り後周 を加えている 微砂粒を 外黒に近い暗 底部完存

402 4.25 辺部回転へラ削り 光沢あり 含む 褐色及び黒色が 口縁%残

ロクロ回転方向 混る

一時計まわり 内暗褐色

14 I手 13.0 底部から口縁部に直線 体部下端一手持ちへラ ロクロ使用 密 優 %欠 須恵、器

3.7 的にひろがる 削り ロタロ回転方向 微砂粒を 外青灰色

406 6.7 口縁部がやや肥厚する 底部ーへラ切り後周辺 時計まわり? 含む 内青灰色

手持ちへラ削り
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法 m: 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器商・底径 器 形 外 面 内 面 層位

15 .tf、 底部から口縁部に直線 体部 ロクロ使用 ロクロ使用 やや粗 優 底部完存 須恵器

(3.9 的にひろがる 体部下端一手持ちへラ ロクロ回転方向 微砂粒を 外灰色

つ 7.8 削り 一時計まわり 含む 内白灰色

底部へラ切り後全面

手持ちへラ削り

16 t不 14.8 やや上げ底より体部は 体部ーロクロ使用整形 ロクロ回転ナデ整 粗 良 ~残

5.0 屈曲しながらひらく 体部下端ーロクロ回転 青5 微砂粒を 外赤褐色 底部完存

404 6.9 へラ削り整形 ロクロ回転方向 合む 灰褐色 ロ縁YJ残
底部全面回転へラ削 一時計まわり 内赤褐色

り 灰褐色

17 町、 やや上げ底 体部下端一手持ちへラ ロクロ回転ナデ整 密 良 底部完存 墨書土器

削り 青5 微砂粒を 外褐色 体部外面

ω2 6.3 底部一回転糸切り後周 含む 内褐色 字体不明

辺手持ちへラ削り

墨書

18 E干 体部下部ーロクロ回転 底部ーロクロ回転 密 良 底部完存 曇曾土器

ナデ ナデ 微砂粒を 外褐色暗 体部外面

7.0 体部下端回転へラ削 含む 褐色の中間 咽」

り 内褐色赤

底部一回転糸切り後周 褐色の中間

辺回転へラ削り

19 甑? 底部に焼成後の穿孔が へラ削り? へラ削り，へラナ やや粗 良 底部外面

認められる 底部木葉痕 デ整形 長石，石英 外褐色 木葉痕

511 4.0 底部に焼成後の穿 粒，雲t母 内褐色

孔あり 微粒含む

20 局台の 15.0 脚端が垂直に折れ外面 ロクロ使用 ロクロ使用 級密 優 脚下泌周 須恵器

脚 に沈線がめぐる 微砂粒を 外灰色 残

含む 内灰色

21 血 l3.0 ロクロ使用の皿 底部一回転糸切り後低 ロクロ回転ナデ後 7割残

2.3 (回転糸切り) い台をロクロ回転で{乍 ヘラ磨きが施して 外褐色

7.2 体部が外側に反ってい り出す ある 内褐色

る 朱が残る

底部外縁部一横ナ

ア

ロクロ回転方向

一時計まわり

22 皿 13.0 両台付皿であり口唇部 ロクロ整形 細かいへラ磨き整 鰍密 良 7習l残 墨書土器

l.9 付近では立ちあがりが 体部一回転へラ削り 形 微砂粒を 体部外面

404 6.4 まったく認められない 体部外面墨容 合む r+J 
底部一回転へラ削り

台の内側をへラでえぐ

りとっている

23 E平 底部破片のみ 体部下端一手持ちナデ ヘラ磨き 密 良 底部J;，;残 墨書土器

整形 底部墨書 微砂粒を 外 底部内面

ω3 7.0 底部ーへラ状のもので 含む 内褐色 字体不明

整形

24 勾C 手持ちへフナデ整形 墨書土器

底部 墨書 底部外面

ω4 破片 字体不明

25 鉄器

201 

26 鉄器

201 

008 A号祉-竪穴住居牡一(9-15・16図，図版 9-3) 

遺構

形状一方形。規模-3.70mx3.90 m。主軸方向-N-80-E。カマドの位置-北壁中央部右寄りに

可
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カマドの右袖検出。壁一ほぽ垂直。高さ4ト 50cm。壁溝一北壁中央から北西コーナーにかけて不明。幅 20

""'-'30 cm，深さ 3""'-'11cm。床面一ほぽ平担。 B号杜の南東部を切って構築。柱穴-4個。備考一遺物

は北西コーナーから B号牡床面上のものと思われる坪，土器片を検出。カマド右袖より遺物出土。な

お，A号祉の南西側にA号牡より一段高い床面様を検出したが住居祉であるか不明。

008 B号祉 竪穴住居社一(9-15・16図，図版9-3) 

遺構

形状一方形と思われる南西コーナーのみ検出され、北側不明。南東部分をA号祉によって切られて

いる。壁一ほぽ垂直。 27cm。壁溝なし。床面 ほぽ平坦。南西コーナーのみ検出。柱穴 1個のみ検出。

008 C号祉-竪穴状遺構一(9-15・16図，図版 9-3) 

遺構

不整方形と思われる西側のみ確認，A号祉に切られている。詳細不明。

008号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 費 口径 13.0 口縁直下で外反し短く 口縁部ハケ目 口縁部ーナデ 密 焼成良 口縁x残

器高 立ちあがる器形 胴部手持ち縦位へラ 胴部丁寧なナデ 微砂粒を 外褐色

底径 口縁部に最大径がある 削り 含む 内赤褐色

褐色の中間

2 Jf 12.0 内傾気味に立ちあがる 体部 ロクロ使用 ロクロ回転ナデ整 頼主密 良 x残

4.1 が口縁部近くで外反す 体部下端一回転へラ削 形 微砂粒を 外褐色 口縁ys残
6.8 る り ロクロ回転方向 合む 内褐色

底部回転糸切り後周 一時計まわり

辺回転へラ削り

3 I不 11.8 内傾気味に立ちあがる 体部 ロクロ使用墨書 ロクロ使用 密 良 90%残 墨書土器

3.55 底部に凹みがある 体部下端一回転へラ削 ロクロ回転方向 微砂粒を 外褐色 体部外面

401 7.5 り 一時計まわり 合む 内褐色 「亡口」

底部 回転糸切り後周 字体不明

辺回転へラ削り

4 J不 平坦な底部から胴部に 体部ーロクロ回転ナデ ロクロ回転ナデ整 客、 良 底部付近 墨書土器

やや広がる 整形 形 微砂粒を 外 褐 色 の破片 体部外面

603 9.0 体部下端一手持ちへラ 回転へラ削り 含む 内褐色 「仁固」

削り 糸切り

底部回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

5 t不 18.0 直線的にひろがる杯 ロクロ使用 ヘラ磨き光沢あり 密 良 破片 内黒土器

墨書「武j 内黒 微砂粒を 外褐色 墨書土器

602 含む 内口縁黒褐色 「武」

以下黒色

6 I手 14.4 底部から口縁部に内傾 体部ーロクロ使用 へラ磨き光沢あり 密 良 》ぎ残 内黒土器

4.8 気味に立ちあがり口縁 体部下端回転へラ削 内黒 微砂粒を 外褐色及び 口縁ys残
403 8.0 部でわずかに外反する。 り 含む 赤褐色中間黒

口縁部で肥厚する 底部一回転糸切り後周 色混じる

辺回転へラ削り 内

7 荷台付 19.0 直線的にひろがる 体部 ロクロ使用 ロクロ使用整形後 鰍密 やや優 %残 局台部を

I不 7.35 口縁部内側に沈線がめ 朱が残存する 朱塗り 微砂粒を 外黒に近い 欠く

402 ぐる 底部一回転へラ切り後 含む 暗褐が混じる 内外朱塗

回転へラ削り 内

8 蓋 14.4 ロクロ使用 ロクロ使用 やや粗 良 脚下泌残 須恵器

微砂粒雲 外明灰色

母を含む 内明灰色
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009 A号土止 竪穴住居壮一(9-17・18図)

遺構

形状一方形。規模 3.25 m X 3.50 m。主軸方向-N -79'30'-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 17cm。北東部，北西部は撹乱を受け，東壁は重複のため不明瞭。壁溝 北西部分及び北東コー

ナーから東壁にかけては不明。幅 20"'-'25 cm，深さ 7cm。床面一ほぽ平坦。 B号祉の西壁を切って構

築。柱穴ーピットは 6個検出されたが，いずれが主柱穴となるか不明。備考 カマド内及び北壁より

遺物出土。

009 8号祉-竪穴住居壮一(9-17・18図)

遺 構

形状一方形。南壁に突出部を持つ不整方形。規模-3.20m X 2.95 m。主軸方向-N-83'-E。カマ

ドの位置一東壁中央部。壁 ほとんど無い。壁溝 なし。床面 ほぽ平坦。 A号祉によって西側を切

られている。柱穴ーピットは 3個検出されたがいず、れを主柱穴とするか不明。備考遺物はカマドよ

り出土。

009号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 16.4 器厚が薄い土器 口縁部ーナデ整形朱塗 口縁部ーナデ朱塗 密 焼 成 良 図の部分

器高(10.4) 屈曲しながら外反する り り 外暗褐色 。7G

401 底径 口縁部，口唇部で垂直 胴部手持ち縦位へラ 胴部 ロクロ回転 内暗褐色

に立ちあがる 削り へラ削り

胴はやや張る

2 婆 19.0 口頭部で逆「く」の字に 日縁部ーナデ整形 ナデ整形 密 良 YJ残
(5.7) 折れ口縁部で短かく立 ベンガラが少量付着し 長石石英 外 褐 色

402 ちあカfる ている 雲母多量 内褐色

凸凹している に含む

3 甑 28.0 胴の張りが少なく口頭 叩き目の後ナデ ナデ整形 密 やや優 ya残
(7.7) 部を区別しえない器形。 微砂粒を 外暗褐色

402 口縁部で垂直に立ちあ 含む 内暗褐色

がる

4 E手 12.0 底部から直線的にひろ 体部ーロクロ使用整形 ロクロ使用 密 良 口縁ya残
4.35 がる界 体部下端手持ちへラ ロクロ回転方向 微砂粒を 外褐色暗 底部均残

502 7.0 削り 一時計まわり 合む 褐色中間

底部一回転糸切り後周 内褐色暗

辺手持ちへラ削り 褐色中間

5 勾t 14.0 底部から内傾気味にひ 体部ーロクロ使用 ロクロ使用整形後 密 良 底部完存

4.6 ろがる王手 体部下端一回転へラ削 へラ磨きも加える 微砂粒を 外 褐 色 口縁YJ残
7.4 り ロクロ回転 含む 内褐色

底部回転糸切り後回 ー時計まわり

転へラ削り

6 王手 14.5 底部付近で内傾し口縁 体部ーロクロ回転ナデ ロクロ使用 密 良 口縁ya残
3.7 に近づくと一転して大 整形 ロクロ回転方向 微砂粒を 外赤褐色

402 6.8 きく外反する 体部下端ーロクロ回転 一時計まわり 含む 褐色中間

へラ削り 内赤褐色

底部一回転糸切り後周 褐色中間

辺回転へラ削り

底部外面に墨が広く付

着

内
〈
d

F
h
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法
番号 名称

量 特 徴

口径・器高・底径 器 時三 外 面 内 面

7 I手 15.0 底部から直線的に広が 体部ーロクロ使用 ヘラ磨き

4.5 る 体部下端回転へラ削 内黒

8.0 口縁部で肥厚する り ロクロ回転方向

底部ー回転糸切り 時計まわり

8 t手 15.0 口縁部でやや外反する 体部ーロクロ回転ナデ ロクロ使用回転ナ

6.1 整形 デ整形

7.2 体部下端手持ちへラ ロクロ回転

削り 一時計まわり

底部周辺手持ちへラ

削り

9 R、 やや上げ底である 体部ーロクロ回転ナデ ロクロ回転ナデ

(1.8) 体部下端手持ち横位 ロクロ回転

501 5.0 へラ削り 一時計まわり

底部一焼成前のへラ刻

文あり，全面手持ちへ

ラ削り

010号祉-竪穴住居壮一(9-19・20図，図版9-3) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 良 口縁u残 内黒土器

微砂粒を 外褐色

含む 内内黒

密 良 口縁泌残

微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

密 良 底部完存 底部外面|

微砂粒を 外褐色

含む 内褐色 刻文あり

「メ」

形状一不整方形状の竪穴遺構であるが，住居牡かどうか不明。規則一東西 4.96mのみ計測。壁一ほ

ぽ垂直。遺構内に方形のピット 7個が存在する。

010号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 彩 外 面 内 面

斐 口径 10.0 胴部が最大径である 口縁部ーナデ整形 口縁部ーナデ整形

器高 11.45 胴上部でやや張る小形 胴部へラ手持ち縦位 胴部丁寧な手持

403 底 径約5.5 の葱 整形 ちナデ整形

底部手づくね

表面いく分剥離してい

る

2 甑 24.6 口縁部が最大径である 口縁部ーナデ整形 へラナデ

24.3 胴上部でやや張る 胴部ーへラ削り整形

401 9.4 朱が残存する

3 椀 11.0 底部より内毎しながら ロ縁部ーロクロ回転ナ

6.9 立ちあがり口縁部で内 デ整形

ワ 傾する 体部~底部手持ちへ

ラ削り

4 椀 17.0 内管して立ちあがり口 口縁部 ロクロ回転整 ナデ

7.4 縁部でほぼ直立する 形ナデ

つ 体部~底部一手持ち横

位へラ削り

磨耗している

5 砥石

121 

012号祉-竪穴住居壮一(9-21・22図，図版9-4) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼成良 %残

微砂粒を 外赤褐色

含む 暗褐色中間

内褐色

密 良 口縁yz残
微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

密 良 yz 内外面朱

外赤褐色 塗り

褐色

内赤褐色

褐色

密 良 う4
外褐色

一部黒色

内褐色

形状一方形。規模-4.00m X 4.60 m。主軸方向-N-640-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほ
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ぽ垂直。 28"-'36cm。壁溝一全周。幅 20，，-，30cm，深さ 6"-'9cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。

012号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 膏会 外 面 内 面 層位

1 饗 口f圭 15.0 口頭部が肥厚気味に.lL 表面の剥離著しい 口縁部ナデ整形 密 焼 成 良 口縁約xi
器高 (7.2) ちあがり口縁部が外反 胴部一手持ナデ 微砂粒を 外褐色と暗 周残存

408 底径 する 合む 褐色の中間

内 」

2 斐 14.6 口頭部から口唇部に近 口縁部一ナデ整形 口縁部ナデ整形 密 良 口縁部約

(6.3) しミ 腕部手持ち縦位へラ 胴部ナデ? 微砂粒を 外褐色 ys周残存

401 半円形状に外反する 削り 含む 内暗褐色

3 ま司、 11.0 口縁部と胴部の差が少 主として横位の手持ち 口縁部←横位へラ 密 良 約xi残存

2.8 ない へラ削り 磨き光沢あり 砂粒多し 外口唇部暗褐

409 偏平な形状を呈する 底部へラ磨き 微砂粒を 色(赤褐色のと

口縁部が外反する 含む ころもある)他

は褐色

内口唇部暗褐

色他は褐色 」

4 t不 11.2 やや底部を中心に磨耗 口縁部 ロクロ回転ナ ロクロ回転ナデ整 鰍密 良 約)':3残存

3.4 している 7 青ラ 微砂粒を 外口唇部黒色

底部ー剥離ひどい 内黒 合む 他は主として褐

色

内黒色

5 町、 11.2 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部回転へラ磨き ロクロ回転ヘラ磨 徽密 良 約xi残存 内黒土器

3.7 がる器形 光沢あり きか?光沢あり 微砂粒を 外褐色

403 5.4 胴上部 ロクロ回転ナ 内黒 含む 内黒色

デ整形

下部一手持ち横位へラ

両日り

6 I手 10.5 半円形状であり椀に近 口縁部 ロクロ回転ナ ロクロ回転ナデ 密 良 口縁部わ

4.9 い器形 ア 底部一手持丁寧な 微砂粒を 外口唇付近は ずか欠失

402 胴部手持ち横位へラ ナデ 合む 黒色に近い暗褐 している

削り 色他は褐色

底部中心に磨耗してい 内口唇部は主

る
に黒色他は褐色

7 勾: 10.5 底部表面すりへって ロ縁部ーロクロ回転へ ロクロ回転ナデ整 密 良 約%残存

4.5 滑らかになっている ラ磨き 形 微砂粒を 外上部は赤褐

410 胴部横位手持ちへラ 含む 色と暗褐色褐色

削り後上部はへラ磨き あり下部は均一

を加えベンガラを塗っ に褐色

ている 内

8 王手 13.0 口縁部が短かく内傾す 口縁部ーロクロ回転ナ ナデ随意に走る 徹密 良 約%残存

(4.3) る デ整形 微砂粒を 外明褐色

501 椀に近い器形の I干、 胴部手持ちへラ削り 含む 内明褐色

後へラナデ

9 杯 11.4 ゆるやかに内傾気味に 口縁部ーロクロ回転ナ ロクロ回転ナデ整 鰍密 良 約%残存

(3.3) 立ちあがる デ整形 青5 微砂粒を 外赤褐色及び

409 胴部一手持ち横位へラ 含む 意褐色と暗褐色

削り後へラナデ の中間

内赤褐色

10 Eヰ 10.4 半円形状の器形を皇す 口縁部 ロクロ回転ナ ナデ 密 良 ほぽ完形 内黒土器

(3.7) るI不 ア 内黒 微砂粒を 外口唇部付近

501 胴部一表面すりへって 含む 褐色及び暗褐色

いる手持ち横位へラ削 下部は主に褐色

り. ~印l離著しい 内

11 E不 11.8 同上 口縁部 ロクロ回転ナ へラ磨き光沢あり 密 やや優 口縁附近 内黒土器

(3.7) ア 内黒 砂粒多し 外暗褐色と )':3残存

405 胴部手持ち横位へラ 微砂粒を 黒色の中間

削り 含む 内黒色

12 E手 13.0 向上 口縁部一ロクロ回転ナ へラ磨き 鰍密 良 口縁部xi 内黒土器

(3.9) デ整形 内黒 微砂粒を 外暗褐色 周残存

501 胴部一手持ち横位へラ 含む 内赤褐色

削り

刻文しているようだ
」 一一
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番号

13 

301 

14 

302 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 育長 外 商 内

土玉 2.8 手押しが施され指紋が

高 2.4 残し凹凸が激しい

内穴径 0.4

土玉 2.5 一部欠損

高 3.3 

内穴径 0.5

013号祉 竪穴住居牡 ( 9-23・24図，図版9-4) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

密 良好

外茶褐色

内

密 良好

外茶褐色

内

形状 隅丸方形状である。規模 4.65 m X 4.90 mo主軸方向-N-70-E。カマドの位置-北壁中

央部。壁 ほぽ垂直。 20---...，32cm。壁溝一部分的に不明瞭な部分はあるが全周。幅 15---...，20cm，深さ 3

---...，11 cm。床面。南壁下に 2か所撹乱がある。ほぽ平坦。柱穴-4本。壁溝内に直径 5---...，15cmのピッ

ト6個検出。備考 遺物は南壁際より少数出土。カマドの両脇にピッ ト様の落ち込みあり。

013号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I I不 口径 体部墨書

器高

601 底径

2 fI'、 底部が凹んでいる 体部ーロ クロ使用

体部下端一回転へラ削

506 8.2 り?

底部一回転へラ切り後

周辺回転へラ削り

3 蓋 15.8 口縁部が直線的に折れ ロクロ使用 ロクロ使用

る器形 口縁部ーロクロを

505 回転させへラでえ

ぐりだしている

4 盤 22.8 口縁部が短く折れる器 ロクロ使用 ロクロ使用

汗三

506 

5 土錘 径 5.3 縦位のへラ削り

高 5.3 

301 円穴径 l.2

014号祉 竪穴住居杜一(9寸 5・26図，図版9-4) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼成 小破片 墨書土器

外 体部外面

内 字体不明

やや粗 優 底部の破 須恵器

微砂粒を 外黄色か 片%

含む かった灰色

内黄色か

かった灰色

密 優 破片 須恵器

微砂粒を 外暗褐色 口縁部泌

含む 口縁部暗灰色 残

内暗灰色

密 優 破片 須恵器

微砂粒を 外灰色 ?{o残

含む 内明色

口縁部白色

多量の小 良好 ほぽ完形

石を含む 外茶褐色 口E口3 

内

形状 方形。ほぽ正方形である。規模-6.90m X 7.00 m。主軸方向-N-700
- E。カマドの位置一東

壁中央部。壁 ほぽ垂直。南西部分は撹乱をうける。 15---...，20cm。壁溝一南西側は不明。ほぽ全周。 幅

10---...，15 cm，深さ 5---...，8cm。床面 ほぽ平坦。 、柱穴-3個。その他のピッ ト18個。うち壁柱穴7個。
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014号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 タト 面 内 面 層位

l 墾 口f圭 14.7 口縁部が外反する小形 ロ縁部ーロクロ回転ナ 口縁部 ロクロ回 密 ;焼成良 朱 塗 り

器高(10.8) の斐 デ整形 転ナデ 砂粒多し 外黒色 (両面)

501 底径 胴部一手持ち縦位へラ 胴部手持ちへラ 微砂粒を 内赤褐色

削り後へラナデ 横位ナデ整形 含む

2 I干、 13.6 口縁部が短く外反する 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部 ロクロ回 徽密 良 完形 朱塗り

6.2 Eヰ デ整形 転ナデ整形 微砂粒を 外赤褐色 (両面)

401 丸 椀に近い器形を呈する 胴部ーへラ削り整形 胴部一丁寧な手持 含む 内赤褐色

ちナデ整形 粘土精製

3 f不 15.0 口縁部の内傾する界 口縁部ーロクロ回転ナ 丁寧なナデ整形 密 やや優 7:2強残存 朱塗り

5.4 椀に近い器形を呈する デ整形 砂粒微砂 外上部赤褐色 (両面)

402 5.0 胴部一手持ち横位へラ 粒を含む 下部褐色

削り 内褐色と赤

下部一手持ち横位へラ 褐色の中間

自リり

底部一手持ち横位へラ

削り

4 局王手 12.0 口縁部が内傾する王手と 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部ーロクロ回 徽密 良 % 朱 塗 り

脚部が貼付したもの ア 転ナデ 微砂粒を 外赤褐色 脚部欠く (両面)

胴部ーへラ削り，接続 胴部丁寧なナデ 含む 内赤褐色

部へラで削っている痕 粘土精製

底部一時計逆回りにへ

ラでえぐりだしている

5 局主手 脚裾部が大きく広がる ロクロ回転ナデ整形 ヘラでえぐりだす 鰍密 良 y，; 朱塗り

脚部? 現存高 3.3 高坪〈 ロクロ回転ナデ整 微砂粒を 外赤掲色 (外面)

底径 11.1 形 合む 内赤褐色

6 土垂 径上 4.4 縦位及び斜位のへラ削 若干の砂 良好 完形

中 4.3 り調整を施す 粒を含む 外茶褐色

303 下 2.6 内

高さ 6.9 

円穴径 0.8

7 土垂 径上 3.8 斜位のへラ両日り調整を 若干の砂 良好 完形

中 4.2 施す 粒を含む 外茶褐色

304 下 3.8 内

高さ 6.8 

円穴径 0.9

8 土垂 3.8 横位及び斜位のへラ削 密 良好 完形品

3.6 り調整を施す 外褐色 100% 

304 3.8 内

6.0 

9 土垂 孔径上 0.9 手づくね 完形品

下 0.8 上孔 ・下孔とも使用に 外褐色

303 腹径 4.2 より V字の凹みができ 内

高さ 7.0 ている

10 土垂 0.7 手づくね 密 完形品

0.9 軽くナデたところあり 外褐色

304-2 4.2 使用のためV字状の凹 内

6.7 み有

11 土垂 l.0 手づくね成形後軽く横 密 Y白E血n;ノ口口口

0.8 ナデしたところあり 外褐色

304-1 4.2 各所に使用のためのV 内

6.0 字状の凹みあり

12 土玉 径 3.0 密 良好 白ヌE血7T:ノロロロ

高 2.8 外褐色 100% 
305 円穴径 0.8 内

13 土玉 2.6 全体に赤色塗料を施し 若干の砂 良好 完形品

2.6 た痕あり 粒を含む 外 褐 色 100% 

207 l.0 内

0.6 

14 土玉 3.0 

2.8 

304 2.8 

0.7 

ウ
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

15 土玉 3.1 密 良好 完形品

2.7 外褐色

306 0.7 内

16 土玉 2.8 
2.6 
0.5 

17 土玉 2.8 密 良好 %残存

外褐色

304 0.6 内

18 土玉 3.0 密 良好 完形品

2.7 外褐色

305 0.6 内

19 土玉 2.8 全体に赤色塗彩を施し 密 良好 完形品

2.2 た痕あり 外茶褐色

306 0.7 内

20 土玉 3.0 若干の砂 良好 %残存

2.9 粒含む 外褐色

304 0.8 内

21 土玉 2.5 
2.5 
0.6 

22 土玉 2.5 密 良好 完形品

2.6 外茶褐色

304 円穴径最大 内

0.7 
最小 0.5 

23 土玉 2.9 

0.6 

24 土玉 2.75 
2.7 
0.5 

25 土玉 3.0 
2.7 
0.6 

26 土玉 孔径上0.75 手づくねていねい フa企~Jf島Z色F 

下0.6 使用のための凹み有 外 褐 色

207 高 2.6 内

最大腹径

2.8 

27 土玉 2.7 
2.4 
0.5 
0.8 

28 土玉 孔径上 0.8 手づくね

下 0.6 上から下へ孔をあけ下

高 3.6 孔周囲を整形したもの

最大腹径

3.2 

29 土玉 2.8 手づくね 良好 完形品

2.5 上からも下からも孔を 外褐色

上下 0.9 あける 内

中 0.7 

30 土玉 上 0.8 手づくね

下 0.6 上下孔とも使用のため

高 2.8 の凹みができる

最大腹径

2.95 
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

31 土玉 上 0.9 

下 0.8 

高 2.7 

最大腹径

2.85 

32 土玉 径 2.5 手づくね 良好 7'GJfπコ4ンロ口ロ

高 2.5 使用のための凹みあり 外褐色

内

33 土玉 上 0.7 手づくね

下 0.6 両側から穿孔

高 2.8 

最大腹径

2.8 

34 土玉 上 0.7 手づくね

下 0.7 

高 2.2 

最大腹径

2.7 

015号土止 竪穴住居牡 (9 -27~29 図，図版 9 -5) 

遺構

形状一方形。規模 7.40 m X 7.10 m。主軸方向-N-350-E。カマドの位置一北東壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 38.......__48cm。東，西コーナーに撹乱を受け部分的に不明。壁溝一東西コーナー撹乱あり不明。

幅 15.......__20cm，深さ 6.......__7cm。床面 ほぽ平坦。柱穴-4個。その他のピット 1個。備考床面中央

部に焼土及び焼土塊を検出。西側コーナー撹乱横より六文銭出土。近世の墓穴か。東側コーナー上の

土墳のまわりは 4.......__5cm程粘土で固めである。本社は特異なケースで南東壁の壁溝より中央に向かつ

てそれぞれ 4本ずつ溝状のものが張り出している。溝内にピット様の孔を有するものあり。カマドの

左側より坪が出土。

015号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

I 整 口径 20.0 口頭部から「く」の字状 口縁部ーナデ整形 口縁部ーナデ整形 やや粗 焼 成 良 口縁を中

器高 (6.4) に外反する斐 胴部一手持ち縦位へラ 胴部一丁寧な手持 微砂粒砂 外 褐 色 心にした

409 底径 口縁部が肥厚する 削り ちナデ 粒を含む 内褐色 破片

口縁部ほ

fl'完存

2 E霊 14.0 口縁部直下で「く jの字 ナデ整形 手持ちナデ整形 やや組 良 口縁部破

状の折れる費 表面剥離が著しい 微砂粒を 外褐色 片~残

含む 内褐色

3 斐 23.0 口縁部が外反気味に広 口縁部ーナデ整形 横位のへラ磨き光 密 良 口縁部附

力tる 胸部一縦位手持ちへラ 沢あり 微砂粒を 外褐色 近の破片

胴の張りの少ない土器 削り整形 合む 内褐色 y，残

4 斐 9.5 焼成後意図的に底に孔 口縁部ーナデ整形 口縁部一手持ナデ， 密 良 ys残 内外面朱

をあけている 胴部一手持ち横位へラ 胴部←手持ちの粗 微砂粒を 外上部赤褐色 塗り

406 口縁部が短く立ちあが 削り 雑なへラ横位削り 含む 下部淡暗褐色

り胴が張る土器 内上部赤褐色

査に近い器形 下部褐色

円
吋
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

5 壷 7.8 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部ーロクロ使 密 やや優 ほぽ完形

16.9 がり胴部内半円状を呈 デ整形 用 砂粒微砂 外底部中心 口唇わず

423 する 胴部←手持ちへラ削り 胴部手持ちへラ 粒を含む に褐色他は褐 かに欠く

整形 ナデ? 色暗褐色黒色 のみ

底部一手持ち丁寧なナ 内暗褐色

デ整形

6 椀 24.4 口縁部が屈曲気味に外 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部ロクロ回 密 良 口縁部%。

8.3 反する椀 デ(ハケ目様)整形 転ナデ整形 砂粒多し 外 欠

422 胴部丁寧な手持ち横 胴部一手持ち丁寧 微砂粒を 赤褐色一部黒色

位のへラ削り後荒いへ なナデ整形及びへ 合む 内大半が赤縄

ラナデ ラナデ 色一部褐色及び

口唇附i腸色

7 高原脚 脚がやや長い高杯の脚 手持ち縦位のへフ削り へラで回転させて 密 良 底部約)i 朱塗り

(9.2) 部 ナデ整形 えぐりだしている 微砂粒を 外赤褐色 周残存 外面

507 9.8 ナデ整形 含む 内

8 I不 12.0 口縁部が短く内脅する ロクロ使用 やや粗 優 ほぽ完形 須恵器

3.75 ロクロで内面と外面上 長石，石 外濃黒灰色

411 6.8 部を整形したあと底部 英粒，微 内濃黒灰色

を上にしてへラのよう 砂粒を含

なもので底部からロク む

ロ整形をしている

底部全面・体部下端

回転へラ削り

ロクロ回転方向

時計回り

9 !:r- 14.5 外面底部に〆印の焼成 口縁部ーロクロ回転ナ ロクロ回転ナデ整 徹密 良 約72残存 内外共に

4.1 前の刻文あり ア 形後中心からほぼ 微砂粒を 外黒色に近い 黒色処理

405 丸底 椀に近い器形の杯 体部一手持ち横位へラ 放射状に暗文を施 含む 暗褐色(ー部黒 底部刻文

削り後積位の細かいへ す 色) 焼成前

ラ磨きを施す 内黒色に近い
「メ」

下部一手持ちへラ削り 暗褐色と黒色

後に横位のへラ削りを
(墨付

加える

10 王手 10.2 口縁部が逆「く Jの字状 口縁部検位へフ磨き 横位のへラ磨き 鰍密 良 完形 両面黒色

4.1 に折れる 体部一手持ちへラ削り 縦横無尽のへラ磨 微砂粒を 外主に黒色に 処理

411 丸底 後に縦横無尽にへラ磨 き 含む 近い暗褐色ない

きを施す し黒色底部は褐

色と暗褐色の中

間

内黒色に近い

赤味おびた暗褐

色

11 王手 13.4 口縁部が直線的に内傾 口縁部 ロクロ回転ナ 細かいへラ磨き光 級密 良 完形に近

4.0 する デ整形 沢あり 微砂粒を 外口唇部黒色 し当

417 丸底 体部一手持ち横位へラ 含む 他は褐色

削り後軽いへラナデ 内褐色と暗

褐色の中間

12 王手 12.7 口縁部が立ちあがる 口縁部一ロクロ回転ナ ヘラナデ 密 良 72残存

4.2 デ整形 微砂粧を 外口唇部暗

414 丸底 体部は主として手持ち 合む 褐色他は褐色

横位へラ削り後へラナ と暗褐色

ア-. 内ほIl暗褐

色

13 主平 10.3 口縁部が逆「く」の字状 口縁部ー横位の手持ち 口縁部一手持ち横 鰍密 良 ほぽ完形 内黒土器

4.4 に内管する 細かいへラ磨き 位へラ磨き 微砂粒を 外主として黒

410 丸底 体部一横位の手持ちへ 胴部一丁寧で細か 含む 色に近い暗褐色

ラ削り後かなり縦横に いへラ磨き 他は暗褐色赤褐

へラ磨きを加えている 色黒色が混る

内黒色に近い

暗褐色

14 王手 13.4 口縁部が垂直に立ちあ ロ縁部一ロクロ回転ナ 丁寧なナデとへラ 綴密 良 信フ士i5宜ID

4.9 がる デ整形 ナデ調整 微砂粒を 外褐色

410 丸底 体部一手持ち横位へラ 含む 内褐色

削り後へラナデ調整
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法 豆目 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土

口径・器高・底径 器 汗長 外 面 内 面 層位

15 耳、 13.1 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部ーロクロ回転ナ 丁寧なナデ 徽密 良 90%残存

420 4.65 がる デ整形 微砂粒を 外口唇付近は

421 丸底 体部一丁寧なへラナデ 含む 暗褐色と褐色の

413 中間で他は褐色

に近い暗褐色

内

16 E平 13.0 口縁部が短く立ちあが 口縁部ーロクロ回転ナ 丁寧なナデ 密 良 %残存 内黒土器

4.2 る デ整形 微砂粒を 外黄色が

411 丸底 椀に近い形状 体部手持ち横位のへ 合む かった暗褐色

ラ削り後軽いへラナデ 内黄色が

ロクロ回転方向 かった暗褐色

時計逆回り

17 I不 11.3 口縁部が逆「く Jの字状 口縁部ーロクロ回転ナ 細かいへラ磨き整 頼主密 良 完形 内黒土器

4.6 に折れる デ整形後に横位のへラ 形 微砂粒を 外暗褐色

417 丸底 磨き? 含む 内暗褐色

体部一手持ちへラ削り

後に縦横にへラ磨き

18 勾t 13.4 口縁部が直線的に内脅 口縁部 ロクロ回転ナ ロクロ回転ナデ整 級密、 良 完形

4.0 する デ整形 形 微砂粒を 外褐色及

丸底 体部手持ち横位のへ ヘラナデ 含む び暗褐色

ラ削り 内褐色及

底部一手持ちへラ削り び暗褐色

後荒いへラナデ

表面がかなりすりへつ

ている

19 I手 12.7 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部 ロクロ回転ナ ヘラ磨き 鰍密 良 ほぽ完形

4.7 カまる デ整形 微砂粒を 外暗褐色

412 丸底 椀に近い器形である 体部一手持ちへラ削り 含む 内褐色と暗

整形後ナデ 褐色の中間及

び暗褐色

20 I不 13.1 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部横位へラ 鰍密 良 完形 黒色処理

4.3 がる デ整形後へラ磨きを横 磨き 微砂粒を 外

423 丸底 位に施す光沢あり 胴部ー縦横無尽の 含む 内暗褐色

体部へラ削り，底に へラ磨き

近い部分は横位に他は

円周にそって削る後へ

ラナデ

表面はすりへっている

21 工手 13.6 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部 ロクロ回転へ 細かいへラ磨き光 頼主密 良 約y:1残存

4.3 カfる ラ削り 沢あり 微砂粒を 外褐色

405 体部手持ちへラ削り 含む 内褐色

後軽くへラナデ

22 f手 13.2 口縁部が内轡気味に立 口縁部ーロクロ回転ナ ヘラ磨き(底部付 密 良 口縁部% 内黒土器

4.9 ちあがる デ整形 近は縦横随意に， 微砂粒を 外黒色に近 欠

418 丸底 体部一手持ちへラ削り 口縁に近い部分は 含む い暗褐色大半

上部は横位下部はすり 口縁に沿って横位 はすりへって

へっている に) 褐色を呈す

内黒 内

23 I不 12.6 口縁部が垂直に内脅す 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部ロクロ回 徽密 良 ほぽ完形 内外面黒 l

4.3 る デ整形 転ナデ整形 微砂粒を 外主に黒色 色処理

421 丸底 体部一手持ち横位のへ 胴部 ロクロ回転 含む ないし黒色に 暗文

ラ削り後へラ磨きを施 ナデ整形後底中心 近い暗褐色

していたと思われる から放射状にへラ 内全体に黒

所々光沢あり 磨きを施す，磨い 色に近い

た個所のみ放射状

に光沢あり

24 E手 12.9 口縁部ーロクロ回転ナ ロクロ回転ナデ整 持主密 良

4.05 デ整形 形 微砂粒を 外口唇部暗褐色

419 丸底 体部一手持ちへラ削り 丁寧なナデ 含jJ 他は暗褐色と褐

後荒いへラナデ 色及び赤褐色が

混る

内
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 青手 外 面 内 面

25 t手 14.1 口縁部が内管気味に立 口縁部 ロクロ回転ナ 口縁部ロクロ回
4.6 ちあがる デ整形 転ナデ整形

404 丸底 体部横位へラ削り 胴部一縦横随意の

へラ磨き

26 甑 孔が一つの甑 ロクロ回転ナデ整形 ロクロ回転ナデ整

下部手持ち横位へラ 形
413 9.0 削り

27 紐付蓋 つまみ両 0.8 ロクロで体部を引き上 ロクロ回転方向

1.8 げた後つまみ(宝珠) 一時計図り
413 をつけている 宝珠をつけてからその

周りをロクロ回転ナデ

を施している

28 皿 11.6 大きく外反する浅い皿 ロクロ使用 ロクロ使用
2.45 で底部はやや上げ底状 底部糸切り

508 5.6 をなす ロクロ回転方向

時計回り

016 A号祉-竪穴住居壮一(9-30・31図，図版9-6) 

遺構

位置
胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

層位

密 良 %残存

微砂粒を 外口J唇部暗

含む 褐色と赤褐色

の中間他は褐

色

内明褐色

鰍密 良 底部破片 須恵器

微砂粒を 外 底部)4周

含む 黒色及び灰色 残存

内

黒色及び灰色

やや粗 優 宝珠を中 須恵器

微砂粒を 外灰色 心とした

含む 内灰色 破片

黒色や褐色

付着物がついて

いる

徽密 良 約y:!残存

微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

形状一方形。規模-5.20mx5.10 m。主軸方向一N-140-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 40------46cm。壁溝一ほぽ全周。幅 15cm，深さ 4------10 cm。床面一ほぽ平坦。 B祉の東側コー

ナーを切って構築。柱穴-4個。その他のピット 2個。備考一床面中央部より木炭を検出し、更に東

側に炭化物出土。北西コーナーの柱穴付近より粘土塊出土。本社は 15号牡と同様，西壁より 3本，東

壁より 2本の溝状のものが中央に向って張り出している。

016 B号壮一竪穴住居社一(9-30・31図，図版9-6) 

遺構

形状一方形。規模-3.05mx2.75 m。主軸方向-N-190-E。カマドー東側半分をA号杜によって

切られているため不明。壁一ほぽ垂直。 10cm。壁溝一北西壁及び南西壁にはあるが，南東壁には存在

しない。幅 10------15 cm，深さ 5------6m。床面一ほぽ平坦。東側大部分をA号杜によって切られてい

る。柱穴-3個。 A号祉に切られた部分は不明。

016号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器商・底径 器 形 外 面 内 面 層位

要 口径 32.0 口頭部が垂直に立ちあ 口縁部ーナデ整形 口縁部ーナデ整形 やや鰍密 焼成やや不良 口縁附近

器高(12.3) がった後外反する 胴部一手持ち横位へラ 胴部一手持ちナデ 微砂粒を 外黒色 の破片

501 底径 器厚は徐々に減ずる 削り後ナデを加えてい 整形だいたいは横 含む 一部褐色 約~残

ると思われる 位 内口唇部褐

色及び黒色頚

部下は褐色
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面

2 聾 15.7 口縁の比較的小さな斐 口縁部ーナデ整形

(12.2) 口頚部がやや外反する 胴部手持ちナデ整形

501 (主に横位)

401 

3 奮 14.5 口縁部が肥厚し口唇部 口縁部ーナデ整形

(8.4) 近くで外に折れる 胴部手持ち縦位へラ

401 削り整形

4 聾 15.0 最大径を胴上半にもつ 口縁部ナデ整形

(9.3) 聾 胴部手持ち横位のへ

切1 ラ削り後縦位にナデ整

形をしていると恩われ

る

5 要 平底から球形の胴部と 表面全体に薄く剥離し

(9.2) なる ている

501 7.7 

(502) 

6 甑 21.0 口縁部がわずかに外反 口縁部ー全面回転ノ、ケ

19.3 し胴下部でわずかに肥 メ整形

501 9.0 厚する甑 胴部一手持ち縦位へラ

削り整形

7 (高年) 脚部の立ちあがりが少 縦位へラ削り後全体に

脚部 (4.0) なく脚裾部が係部から 縦位にナデを施す

504 脚底 12.0 直線的に広がる 朱塗り

8 I手 13.2 底部から直線的に広が 体部ーロクロ使用

4.65 る 底部一手持ちナデ整形

402 6.3 糸切りのまま

ロクロ回転方向

時計回り

9 t手 13.3 上げ底より器厚を減じ ロクロ使用(時計回り)

3.9 ながら直線的にひらく 底部回転糸切り

403 7.0 

10 高台付 やや局い局台をもっ ロクロ使用

杯 (3.9) 

404 

11 万子 長 6.6 

幅 0.8 

201 厚 0.3 

018号祉-竪穴住居壮一(9-32・33図)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
内 面 層位

口縁部ーナデ整形 外大半は淡 口縁約)1!

胴部手持ち丁寧 暗褐色禍色の 周残

なナデ整形 ところと赤褐

色のところも

ある

口縁部一ナデ整形 密 良 口縁と上

胴部一手持ち横位 微砂粒を 外 腹部の彼

ナデ 含む 内口唇附近補 片
色頭部下は褐色 口縁部%
及び暗褐色一部 周残
黒色

口縁部ーナデ整形 敏密 良 頚部と上

胸部一手持ちナデ 微砂粒を 外暗褐色 腹部の破

含む 内晴褐色 片

各)1!周残

存

手持ちナデ? やや粗 良 底部中心

部分的に剥離が著 長石，石 外褐色 に残存

しい 英粒多量 内褐色

に含む

口縁部一ロクロ回 鰍密 良 %残存

転ハケ目整形 微砂粒を 外主として

胴部ー下から上へ 含む 暗褐色部分的

の縦位へラ磨き に褐色

底部手持ち横位 内暗褐色と

のへラ削り 褐色が混る

密 良 脚底部約 朱塗り

微砂粒を 外赤褐色 xi残存

含む 内暗褐色

及び褐色

ロクロ使用 密 良 信Y金~宝H島~

微砂粒を 外明暗褐色

含む 及び暗褐色

内褐色及び

暗褐色一部赤

褐色を呈す

ロクロ使用 密 良

砂粒多し 外 褐 色

内暗褐色

ロクロ使用 密 良

底部裏側手持ち 砂粒多し 外 褐 色

円形のナデ整形 微砂粒を 内褐色

含む 及び暗褐色

形状一方形。規模-6.70mx5.20 m。主軸方向-N-130-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一東

側ほぽ垂直。 50cm。南側はほとんどない。壁溝一南側には溝は検出されなかった。幅 15'"'-'30cm，深

さ8-....10cm。床面ーカマド周辺から中央部にかけて広く撹乱されている。柱穴-2個。その他のピッ

ト2個。西側不明。備考-遺物はカマド内，西寄り中央部より検出。
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018号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 青5 外 面

1 婆 口径 23.0 口縁が「く jの字状に屈 口縁部ナデ整形

器高(13.4) 曲する 胴部手持ちナデ整形

405 底径 最大径が胴部にある

2 斐 22.2 口縁部が「く」の字状に ナデ整形

(5.4) 屈曲する

3 E聖 12.8 口縁部が短く立ちあが 口縁部ーナデ整形

(4.1 る小形の婆 胴部ー横位手持ちへラ

削り

4 斐 7.4 口縁部で短く立ちあが 口縁~胴部ーナデ整形

(4.8) る小形の饗 胴部下半一手持ち横位

へラ削り

5 斐 11.2 口縁部が外反し底部が 口縁部ーナデ整形

4.3 凹んでいる 底部一手持ち主に横位

へラ削り

6 E手 13.8 口縁部が大きく広がる 体部 ロクロ使用

4.0 体部下端一手持ち横位

7.8 へラ削り

底部ー全面回転へラ削

り

020号祉-竪穴住居祉一(9-34・35図)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
内 面 !画位

口縁部ーナデ整形 やや組 焼成良 口縁%残

口縁部下半以下 長石，石 外褐色

手持ちナデ形 英大粒 内褐色

口縁部上半ーナデ 密 良 口縁ys
整形 砂粒霊長弘 外褐色

口縁部中央一回転 微砂粒長 内暗褐色

整形 石，石英

ロ縁部下半横位 大粒若干

手持ちナデ

ナデ整形 密 良 口縁%残

微砂粒を 外暗褐色

合む 内暗褐色

ナデ整形 客、 良 %残

微砂粒を 外暗褐色

合む 内褐色

口縁部ーナデ整形 密 良 )1;残

底部ーへラナデ 微砂粒を 外褐色

合む 内褐色

ロクロ使用 やや粗 優 口縁~残 須恵器

ロクロ回転方向 微砂粒を 外灰色

一時計逆回り 合む 内灰色

形状一長方形状であるが住居牡かどうか不明。二軒の切り合いか。規模 5.50 m X 4.35 m。遺構内か

ら内耳鍋の出土があり ，中世の竪穴状遺構か。

020号祉遺物一覧表

番号

1 

2 

法 量 特
名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面

鉢 口径: 32.8 口縁部で折れるように ナデ整形

器高 (4.5 屈曲する斐の口縁部で

底径 ある

内耳鍋 31.1 内耳か，内面に突起が ナデ整形

4.9 認められる

26.8 

021号祉 欠番とする。

022号祉-竪穴住居牡 ( 9ー36・37図)

遺構

徴 位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
内 面 層位

全体に粕がかかっ 鰍密 焼成優 口縁付近

ている 微砂粒を 外暗褐色 の破片;{o

光沢あり 合む 内暗褐色 残

ナデ整形 密 良 }{o 

微砂粒を 外明暗褐色

合む 内暗褐色

形状不整方形。規模 3.20m X 2.95 m。主軸方向-N-60-W。カマドの位置北壁寄中央部。

壁 ほぽ垂直。 27"-'47cm。壁溝北壁，南西コーナー付近には検出されない。幅 15cm，深さ 3"-'10

cm。床面一ほぽ平坦。柱穴一不明。住居牡内にピットは 3個検出されたが本社に伴うものではない。

備考 中央部南東コーナー寄りで坪出土。
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022号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 育長 外 面

l 工手 口径 12.4 椀に近い器形 口縁部ーロクロ回転ナ

器高 5.0 デ整形

底径 6.3 腕部へラ削り整形

朱塗り

2 両台付 しっかりした高台であ 底部回転へラ削り

t手 る

底部 6.2 体部をロクロ整形した

後台部を貼付

023号祉-掘立柱建物社 (9 -36図)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
内 面 層位

まだらに光沢あり 密 焼成良 口縁)4残 外面朱塗

微砂粒を 外褐色赤褐色 り

合む 穴のみベン

ガラ塗る

内褐色

ヘラ磨き光沢あり 密 良 局台部破

ロクロ使用 微砂粒を 外褐色 片

ロクロ回転方向 含む 内明褐色

一時計回り

桁行を北東から南東にもつ 2間 (4.2m) X 1間 (2.1m)の建物牡と考えられる。 022号住居牡を切っ

ている。東側には柱掘り方とも考えられるピットが続くが，ピットの配置からみると，本社とは別のも

のである。主軸方向はN-300-E。
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Loc 30遺跡



10. Loc 30遺跡の調査 (10-1~10 図，図版 10- 1 ) 

5軒の住居祉を確認した。 Loc29遺跡と同じく，表土から浅い位置で検出されている。いずれも真

間~国分期の住居社で，小規模でトまばらな存在を示しており，住居土止に伴う遺物は僅かである。また，

Loc 29遺跡へと続く県道に近い位置で掘立柱建物牡らしき遺構も認め られたが明らかにし得なかっ

た。調査結果からみて本遺跡は Loc29遺跡と連続した一連の集落遺跡である可能性が強い。なお，

トレンチの一部で，天王塚古墳の周溝を検出した。現存する墳丘から若干離れており，検出した部分

での幅は約 2.6m，深さは，表土上面から約 0.9mを測る。また，住居杜の l軒がこの周溝埋土の上

に構築されている。

001号壮一竪穴住居壮一(10-1・2図)

遺構

形状一方形。不整方形である。規模-2.40mX 2.45 m。主軸方向-N-3f-W。カマドの位置-北

壁中央部。壁 ほぽ垂直。 13~20 cm。南壁中央部突出部分あり。西壁から南西コーナーにかけて撹乱

を受け欠損。壁溝ーカマドを中心に全周。南西撹乱部は不明。幅 5~10 cm，深さ 3~6cm。床面一ほ

ぽ平坦。柱穴-4個。

001号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

l I手 口f圭 11.8 底部が凹んでいる ロクロ整形 ロクロ整形

器高 4.2 内傾気味に立ちあが 体部下端回転へラ削

101 底径 7.0 り，口縁近くでわずか り

に外反する 底面一糸切り後周辺部

回転へラ削り

2 坪: 13.4 ゆがみの顕著な杯 ロクロ整形 ロクロ整形

4.3 底面全面へラ削り

101 7.3 体部下端回転へラ削

り

3 I干、 14.2 底部から直線的に立ち ロクロ整形 同左

3.8 あがる 底部ーへラ削りが顕著

901 9.2 ロクロ痕が残置してい であり平坦

る

002号祉-竪穴住居祉一(10-3・4図，図版 10-1) 

遺構

位置

胎士 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

砂粒含む 焼成良好 y2残
外淡赤褐色

内淡赤褐色

砂粒含む 良好 y2残

外

黒褐色内

黒褐色

密 良好 口縁?i残 須恵器

若干小石 外 灰 色

を含む 内灰色

形状方形。不整方形。規模-3.45m X 3.95 m。主軸方向-N-250
- E。カマドの位置北壁。壁

一ほ ぽ垂直。 15~25 cm。壁溝ーカマド周辺部は撹乱のため不明。南東コーナーは不明。幅 20~28

cm，深さ 2~5cm。床面一ほぽ平坦。柱穴一不明。住居社内ピ ッ ト 1 個，壁柱穴 4 本。備考一北壁は

大きく擾乱を受けている。遺物は北西コーナー付近より;爪土器片等，南東コーナーより聾片出土。
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いずれも床面よりやや浮いた位置。

002号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・鱒高・底径 器 形 外 面

l 聾 口径 19.8 口縁部で垂直に立ちあ 口縁部一横ナデ

器高 がるが口唇部に沈線が 胴部ーナデ整形

503 底径 めぐる

2 杯 12.0 底部から口縁部に内傾 口縁部ー横位へラ削り

4.1 気味に立ちあがる 体部下端一回転へラ削

503 6.0 り

底部回転糸切り

3 t手 12.2 内傾気味に立ちあがる 口縁部ー横位へラ削り

4.4 が口縁部でわずかに外 底部一全面へラ削り

503 6.0 反する 体部ー墨書「尺」

朱塗り

4 t手 12.3 内傾気味に立ちあがる ロクロ整形

が口縁部でわずかに外 体部に墨書あり

601 反する

003号祉-竪穴住居壮一(10-5・6図)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
内 函 層位

口縁部一横ナデ 密 焼成良

若干の砂 外

粒を含む 内

同左 若干の小 良好 J4残

石を含む 外茶褐色

内茶褐色

同左 若干の砂 良好 体部から 体部外面

粒を含む 外褐色 口縁部に 墨書「尺」

内褐色 かけてJ4

欠損する

70% 

ロクロ整形 若干の砂 良好 体部~口 墨書

粒含む 外褐色 縁%残 体部

内褐色 r-l-J 

形状一方形。不整方形。規模-1.65mx2.00 m。主軸方向-N-8a-W。壁一東壁は揖乱をうけ

る。壁の状態は不良。 25----30cm。壁溝ーなし。床面一ほぽ平坦。柱穴一不明。ピット様のものが南東

コーナーに 1個検出されたが浅い。

003号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 ~ 外 面 内 面

1 要 口f圭 22.6 口縁部で「く」の字状に 口縁部一横ナデ整形 口縁部ー横ナデ整

器高 (7.7) 折れ外反するが口唇部 胴部ーナデ整形 形

底径 が垂直に立ちあがる 胴部ーナデ整形

2 喪 20.0 1と同じような器形 口縁部横ナデ楚形 口縁部ナデ整形

(9.4) 口唇部の立ちあがりが 胴部縦方向のナデ 胴部ナデ整形

やや顕著

3 費 1ι同じような器形 口縁部ー横ナデ整形 口縁部ーロクロ整

口唇部の立ちあがりが 形

目立つ 胴部ーナデ

004号祉-竪穴住居壮一 (10-7・8図，図版 10-1) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

長石，雲 焼成良 口縁泌残

母を含む 外淡黒褐色

内淡黒褐色

長石，雲 良好 口縁}ぜ残

母を含む 外淡褐色

内淡栂色

長石含む 良 口縁M残

外褐色

内褐色

形状一不整方形。規模ー4.40mx4.70 m。主軸方向-Nー13・-E。カマドの位置一北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 10----25cm。壁溝一北東コーナー，北西コーナー，東壁，南壁に部分的に壁溝を欠く。床

面ーほぽ平坦。柱穴-4個。その他のピット 3個。備考一遺物はカマドi前の落ち込みより聾，東壁

中央部から邦，南東隅の柱穴南側より杯，南壁中央から坪出土。
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004号牡遺物一覧表

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

201 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面

斐 口径 12.4 胴上半に最大径を有し 口縁部横ナデ整形 口縁部横ナデ

器高 (97) 口頚部で「く」の字状に 胴部縦 ・斜方向のナ

底径 折れ外反する。口縁部で 7 

垂直に立ちあがる

~ 11. 0 胴上半に最大径を有し 口縁部を横ナデした後 一様にナデ整形

11.6 口頭部で折れ外反する。 胴部一様にへラナデを

4.4 口縁部外面に沈線がめ 施し，胴下半部にはへ

ぐる ラ削り

斐 10.8 口縁部はわずかに外反 口縁部は横ナデ整形後 口縁部一横ナデ

する 肩部から胴部にかけて 口頭部 ・胴部横

口唇部近くでしまる ヘラ削り ナデ

警 直線的な胴下半部の立 器面には叩き目を施し ヘラナデ

ちあがりである 部分的にナデ整形

17.0 底部は凹んでいる 底面 ・縁近くはへラ削

り

工手 12.0 直線的に立ちあがる ロクロ整形 ロクロ整形

3.8 底部一回転糸切り後体

7.0 部下端をロクロ回転利

用のへラ削り

E平 12.3 内傾気味に立ちあがり ロクロ整形 ロクロ整形

3.8 口縁部近くでわずかに 底部ーへラ削り

7.0 外反する

工手 14.2 直線的に立ちあがる ロクロ整形 内黒

口唇部近くで短く外反 一様にへラ磨きを

する B包している

鉄器 現存長 5.5

幅 2.6 

厚 0.4 

005号壮一竪穴住居祉一(10-9・10図，図版 10-1) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

厳選され 焼成良 ys残

た地土を 外黒褐色

用いてい 内黒褐色

る

長石含む 胴部y3欠

外赤褐色 損

内赤褐色

若干砂粒 口縁y3残

合む 外黒褐色

内黒褐色

紋密 良好 底部ズ残 土師質

微砂粒を 外黒色 須恵器

合む 内黒色

徽密 y3残

微砂粒を 外黒褐色

含む 内黒褐色

良 y3残

外淡褐色

内淡褐色

徽密 きわめて良好 口縁ys残 内黒土器

微砂粒を 外淡褐色

合む 内淡褐色

形状一方形。北東壁がやや広がる。 規模-3.45mx3.50 m。主軸方向 N-41'30'-E。カマ ドの位

置 北東壁中央部。壁一ほぽ垂直。25""'35cm。壁溝 カマドの手前で切れる。幅 10""'30cm，深さ 5

"'" 7 cm。床面 ほぼ平坦。天王塚古墳の周溝を切って構築されている。 柱穴 4個。その他 1個。

005号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 官主 外 面 内 面 層位

1 整 口径 12.5 胴中部に最大径を有し 口縁部ーロクロ整形 口縁部ーロクロ整 徽密 焼成良好 完形 外面

器高 14.8 口頭部で「く」の字状に 胴上肩部に若干の稜を 形 砂粒含む 外赤褐色 朱塗り

401 底径 6.7 外反する 認める，その部分より 内面はナデ整形 内赤褐色

口唇近くで垂直に立ち 下面には縦位のへラ削

あがる りを施している

口縁部 ・胸部には赤色

塗彩を施す

2 鉢 28.5 底部から内傾気味に立 胴部は一様に叩き目を 内面一様にナデ整 砂粒長石 良好 口縁胴部 土師質

17.0 ちあがり口縁部で大き 施し，下半部には横位 形 含む 外 黒 色 y，; 須恵器

14.0 く外反する のへラ削り ，中部は叩 口縁部 ロクロ整 内黒褐色 底部完存

き目上にナデ整形 % 
口縁部はロクロ水引き

整形
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法 2 主 特 徴 位世

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 進 存 度 出上 備考
口径・罷iDi・底径 器 持長 外 面 内 面 周{立

3 I不 17.4 内傾気味に立ちあがる 一様に横位のへラ削り 横ナデ 若干砂粒 きわめて良好 口縁泌

(4.2) 椀に近い器形 含む 外赤褐色

内赤褐色

4 I不 11.8 直線的に立ちあがる ロクロ整形 横ナデ 長石含む 良好 口縁%残 須恵、器

(4 3) 口縁部でやや肥厚する 外淡灰色

内淡灰色

ワ白
巧

ra
A
性



Loc 32遺跡



11. Loc 32遺跡の調査 (11-1 ------6図，図版 11-1) 

トレンチにて 2軒の住居祉を確認した。表土から 1mをこえる深さで検出され，規模も大きい。

001号壮一竪穴住居社一(11-1・2図，図版 11-1) 

遺構

形状 方形。規模-4.30m X 3.90 m。主軸方向-N-260-W。カマドの位置一西壁中央部と北壁中

央部。壁一ほぽ垂直。壁高 33------37cm。東壁中央部から北東コーナーにかけて不明。西側カマドの北

側不明。床面 ほぽ平坦。柱穴-5個。備考一遺物は西側カマド前庭部より聾片，同北側より坪，饗，

中央部より 1点東壁下より坪 1点，北西隅柱穴と北壁中央柱によりそれぞれ 1点出土している。北壁

中央部のカマドは廃棄されたもの。(第 1次構築)

001号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 護 口径 3l. 2 口縁部で大きく外反 口縁部ー績ナデ 口縁部ー横ナデ 細かな石英 焼成良好 口縁部~

器高 (5.3) し，口唇部近くで外反 胴部ーへラ削りと思わ 胴部ーへラナデつ ，長石，雲 外赤褐色 残

底径 気味に立ちあがる れる け 母を多量に 内

含む

2 褒 26.0 向 上 口縁部ー横ナデ 口縁部一績ナデ 雲母の細 良好 口縁部~

(7.2) 胴部ーへラ磨き 胴部へラナデつ かい粒子外黄褐色 残

け を多量に 内

含む

3 要 2l.5 口縁部で「く」の字状に 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 石英，長石 良好

(5.6) 屈曲し口唇近くで逆に 胴部ー縦位へラ削り 胴部ーへラナデつ 雲母の大 外赤褐色

外反気味に立ちあがる け きな粒子 内

を多量に

含む

4 高台付 高台のみ貼付 表面に自然紬 底部破片 灰粕陶器

長頚瓶 内外面ともに横ナデ

5 I手 13.5 平底で口縁部の下に稜 ロクロ整形 衡ナデ y.i 
3.5 をもつ 底部へラ削り

8.0 横位(左→右)のへラ削

り

6 F手 12.4 直線的に立ちあがる， ロクロ整形 口縁部ーナデの後 長石の粒 良好 !;f残

4.2 紐積みロクロ整形であ 底部全面 ・体部下端 へラ磨き 子を多量 外赤褐色 底部あり

7.8 る 一手持ちへラ削り 他はへラ磨き に含む 内

外商にロクロ痕が残っ

ている

7 E干 13.6 内傾気味に立ちあがる ナデ ヘラ磨き 細かい石英 良好 !;f残

4.3 紐積みロクロ整形であ 底部一回転へラ切り後 ，長石，雲 外黒褐色

6.4 る 周辺部回転へラ削り 母の粒子を 内

体部下端回転へラ削 多く含む

り

8 E司、 15.0 内傾気味に立ちあがり 体部ーナデ ヘラ磨き 細かい雲 良好 泌残存

4.3 口縁部で短く外反する ロクロ自を若干残して 母の粒子 外黒褐色

8.0 いる を若干含 内

底部会面 ・体部下端 む

一手持ちへラ削り

F
h
d
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 苛会 外 面 内 面

9 I手 15.8 内傾気味に立ちあがる 体部ーナデ へラ磨き

5.0 ロクロ目をわずかなが 黒色処理

8.2 ら残している ロクロ回転 (R)
体部下端一回転へラ削

り

底部一回転糸切り後回

転へラ削り

10 I不 外反気味の口縁 体部墨書

601 

11 f不 やや上げ底 体部墨書

(2.1) 底部ー回転へラ削り

603 6.4 体部下端←手持ちへラ

削り

12 I不 やや上げ底 体部下端一手持ちへフ 底部に墨書

(1.1) 削り

602 6.6 底部 回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

002号壮 竪穴住居壮一(11-3'"'-'5図，図版 11-1) 

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

細かい長石 良好 口縁一部 内黒土器

，雲母を少 外茶褐色 欠

量含む 内黒色

細かい長 良好 口縁部破 墨書土器

石，雲母を 外茶褐色 片 体部外面

少量含む 内 字体不明

石英，長 良好 底部破片 墨書土器

石，雲母 外茶褐色 体部外面

の粒子を 内 字体不明

若干含む

長石，雲 良好 墨書土器

母を少量 外茶褐色 底部内面

合む 内 「園」

形状一方形。規模-7.70mx7.60m。主軸方向 N-35"-W。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。43'"'-'47cm。壁溝一南西側は撹乱のため不明。幅 15cm，深さ5'"'-'7cm。床面一ほぼ平坦。柱

穴-3個。備考一遺物はカマドの周辺部にまと まって出土。

002号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
備考 |番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 26.1 胴上半に最大径を有す 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 石英，長 焼成良好

器高 34.6 口頚部で「く jの字状に その他の部分ー縦位の 他の部分ーへラナ 石，雲母 外口唇部附

底径 9.3 外反する へラ削りを施した後縦 7 を多量に 近は明褐色他

位のへラ磨きを行って 含む は暗褐色

いる (あまり精製 内

へラ磨きが綿密なため された粘土

に表面にはよくあらわ ではない)

れていない

2 褒 平底の底部から大きく へラ削り後にへラ磨き へラナデ 大きな石 良好

(4.9) 外反して立ちあがる をf子っている 英，長石 外黒褐色

8.0 を多量に 内

合む

3 要 14.6 向上 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 石英，長石 良好

(18.7) 小形の斐 胴部ーへラ削り(上部 胸部ーへラナデ ，雲母の細 外黒褐色

406 は縦位，下部は斜位) かい粒子を 内

含む

4 E聖 16.2 底部に木葉痕が残る 口縁部ー横ナデ 日縁部一横ナデ 細かい長 良好 半分欠

17.2 胴部ーへラ削り(上部 服部へラナデ 石，石英， 外黒褐色

7.2 は斜位，下部は横位) 雲母の粒 部分的に赤褐

子を含む 色を呈す

内

5 褒 16.0 最大径を胴部にもつ小 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ 石英，長 良好 胴半分欠

18.4 形婆 胴部一縦位のへラ削 胴部ーへラナデ 石等の細 外黒褐色

8.0 り，その後に部分的に かい粒子 内

叩き状の調整を行って を少量含

いる(棒状工具を使用) む

-476-



法 量 特 徴 位置

番号名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 !曹位

6 要 平底の底部からほぼま量 へラ削り(上部は縦位， へラナデ 石英，長石 良好 上半分欠

(9.9) 直に立ちあがる 下部は横位) ，雲母の細 外赤褐色

6.6 かい粒子を 内

含む

7 斐 14.7 内{頃気味に立ちあがる 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ 石英，長石 良好 口縁部の

(6.2) 鉢に近い器形 胴部へラ削り(方向 胴部一へラナデ の細かい粒 外黒褐色 み残存

不明) 子を多量に 内

含む

8 翌主 12.8 胴上半に最大径を有 口縁部一様ナデ 口縁部ー横ナデ 石英，長 良好ではない 口縁部が

12.1 し，口縁部で仇に |胴部ー下半分に横位 胸部ーへラナデ 石，雲母 外黒色を呈 欠損

6.9 外反する 縦位のへラ削りが部分 を多量に すが部分的に 一部残存

，的に認められる 含む 赤褐色を呈す

器面が剥落しているた 内

めよくわからないが，

へラ削りの後にへラ磨

きをしているようであ

る

9 I不 12.3 内傾気味に立ちあがる 体部へラ削り調整 口縁部付近は黒色 若干の砂 良好 体部から

4.2 まだらに黒色化を呈す 化を呈す 粒を含む 外黄褐色 口縁部に

7.2 底部ーへラ削り調整 内口縁部 かけて%

(切り離し技法不明) 附近は黒色 欠損

10 E手 12.5 内傾気味にひろがり口 体部ー横位へラ削り 体部一横位へラ削 若干の砂 ほぽ完形

3.8 縁部近くで外反する 底部一回転糸切り後へ り 粒を含む 外赤褐色

6.7 ラ削り調整 内

11 勾: 13.0 同上 ロクロ整形 ロクロ整形 砂粒含む 完形

4.0 体部下端から底部にか

6.3 けてへラ削り

遺跡内出土遺物 (11-6図)

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 護 口f圭 24.2 口縁で大きく外反し， 口頚部ー横位ナデ へラ削りの押え後 細砂粒を 焼成良好と 口頭部肩 須恵器

器高 口唇近くで垂直に立ち 肩部以下平行叩き 回転ナデ整形 多量に合 はいえない 部以下欠

底径 あ由主る む 外青灰色 損

内

ウ
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Loc 33A遺跡、



12. Loc 33 A遺跡の調査 (12-1~ 9図，図版 12-1~ 3) 

台地北端において 3軒の住居祉が確認された。 2軒は鬼高期， 1軒は国分期のものである。他に遺

構が検出されなかったのは，台地中央部がおそらく六角堂の建立に伴なってか，かなり多量の削平を

行なわれたからとも思われる。これには，ローム層上部が存在しなかったことも根拠の一つである。

現在では Loc32と比較し， 2m近い落差を示しているが，あるいは，ほぽ同じ標高をもっていたか

とも思われる。この地区でも，鬼高期の住居祉は重複している。

001号祉竪穴住居牡 (12-1・2図，図版 12-2) 

遺構

形状一東西方向に長い方形。規模 3.10 m X 2.60 m。主軸方向-N-83"-E。カマドの位置一北東

コーナー。壁一ほぽ垂直。壁高 37~47 cm。壁溝撹乱を受けた南東コーナーは不明であるが全周と

推定される。幅 10cm，深さ 8~9cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 6個。その他のピット 3個。ピッ ト

はすべて壁外に住居祉をとりまくように位置する。

001号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 彩、 外 面

I 婆 ロf圭 13.5 胴下半部に最大径を有 口縁部ー横ナデ整形

器高 13.65 する 胴部斜方向へラ削り

401 底径 5.4 

2 上手 12.3 平底に近い底部であ 口縁部ーロクロ回転ナ

3.45 り，口縁部に内傾気味 ア

402 に立ちあがる 体部手持ちへラ削り

整形

3 主手 7.0 直線的に立ちあがる ロクロ整形(時計四り)

3.7 ロクロ痕が残っている 体部下端ーロクロ回転

406 8.6 へラ削り

底部ー全面回転へラ削

り

4 工手 14.2 上げ底よりやや外反気 ロクロ整形

3.75 味に立ちあがる 体部下端一回転へラ削

405 9.5 り

底部一静止糸切後周辺

回転へラ削り

002 A号祉-竪穴住居壮一 (12-3・4図)

遺 構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
内 面 層位

口縁部ーナデ整形 密 焼 成 良 口縁)4残

微砂粒を 外褐色

合む 内褐色

口縁部ーロクロ回 密 良 ほぽ完形

転ナデ 微砂粒を 外褐色

へラ磨き 含む 内褐色

口縁ー油煙付着 密 やや不良，生焼 底部%残 須恵器

微砂粒を 外明灰色 口縁)4残

合む 内明灰色

ロクロ整形 やや車E やや不良 80%残 須恵器

微砂粒を 外褐色及び

含む 明灰と暗褐色

が混る

内褐色

一部明青灰色

形状一方形。規模 4.50 m X 4.70 m。主軸方向 N-ll"-W。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほ

ぽ垂直。 21~38 cm。壁溝一全周。 幅 15cm，深さ 5~6cm。床面一ほぽ平坦。 B住居牡の北側カマド

付近を切って構築されている。柱穴 3個。備考一遺物はカマドの右側に土器 1点を検出したのみ。
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002 B号祉-竪穴住居壮一(12-3・5・6図)

遺 構

形状一方形。規模-7.10mx7.20m。主軸方向-N-140-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 60.......，70cm。東壁は非常に低い (6cm程度)。壁溝一全周。幅 5.......，20cm，深さ 3.......，8cm。床

面一ほぽ平坦。北側カマド付近をA号牡によって切られている。柱穴-6本。備考一遺物はカマドの

左側から聾，南壁寄りに坪片など出土。

002号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 窪 口径 12.8 口縁部が半円状に外反 口縁部ーロクロ使用 口縁部 ロクロ回

器高 し，口縁部でやや肥厚 胴部一手持ち縦位のへ 転ナデ

404 底径 する ラ削り 胴部一丁寧なナデ

2 甑 底部から胴上半部に向 手持縦位のへラ削り 手持ち縦位のへラ

かつて広がりながら立 底部←手持ち横位のへ 削り

402 9.0 ちあがる ラ削り わずかながら光沢

あり

3 t手 13.6 口縁部に職って内傾気 体部 ロクロ回転ナデ ロクロ回転ナデ

味に立ちあがる 底部一手持ちへラ削り

406 

4 手づく 3.4 底部から垂直に立ちあ 円周の半分ほどに条痕 ナデ整形

ね土器 3.9 がる がついている

406 3.0 他の部分はナデ

003号祉-竪穴住居壮一(12-7 ~ 9図，図版 12-2 ~ 3) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成良 %残

砂粒含む 外黒褐色

内黒褐色

密 良 底部%周

外褐色 残

内褐色

密 良 );3残

砂粒を若 外赤褐色

干含む 内赤褐色

密 良 );3残

砂粒含む 外褐色表面

は赤色塗彩さ

れていた棟で

ある

内

形状方形。規模-6.65m X 6.55 m。主軸方向-N-150-E。カマドの位置北壁中央部やや右寄

り。壁一ほぽ垂直。 44.......，65cm。壁溝 南東コーナーを除いて存在。幅 15.......，20cm。深さ 4.......，6cm。床

面一ほぽ平坦。柱穴-4個。その他のピット 3個。備考ーカマドの右脇及び南東コーナーから東壁に

沿った地点より遺物を検出。

003号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 斐 口径 21. 7 口頭部のしまった壷に 口縁部ーナデ整形 ナデ 長石，石 焼成 %残

器高 37.0 近い器形 胴部下半縦位のへラ ヘラナデ? 英大粒砂 外褐色

403 底径 8.5 ナデ 粒多し 内褐色

底部一手づくね

2 き豊 14.0 胴部中頃に最大径を有 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横位の細 密 良 口縁);3残

(7.9) し，口頚部でしまりわ 胴部一手持ちへラ磨き かいへラ整形 微砂粒を 外赤がかった

ずかに外反する わずかながら光沢あり 胴部一手持ちナデ 含む 暗褐色

内暗褐色
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 I自位

3 窪 13.3 同よ 口縁部横ナデ ナデ整形 やや粗 良 胸部yz欠
18.15 小形のかめ 胴部一手持ちへラ削り 長石含む 外赤褐色

411 7.6 整形 砂粒多し 褐色の中間

表面いくぶん剥離して 内黒色に

いる 近い暗褐色

4 斐 13.0 ロ縁部がわずかに外反 口縁部ー横ナデ整形 ナデ整形 密 良 口縁~残

(3.8) する 胴部一手持ちへラ縦位 微砂粒を 外 褐 色

最大径は胴部 整形 含む 内暗褐色

5 斐 13.8 頚部で「く Jの字状に折 口縁部横ナデ整形 ナデ整形 密 良 口縁~残

(4.7) れ外反する 胴部手持ちへラ縦位 微砂粒を 外 褐 色

内側に稜を有京 整形 含む および黒色

内褐色

6 婆 12.4 内傾気味に立ちあがり ロ縁部ー横ナデ 口縁部ーナデ 密 良 上半分中

口縁部が短く外反する 胴部一手持ちへラ削り 底 部 か ら 上 部 へ 微砂粒を 外 心に遺存

(主に斜行) 向って手持ち縦位 含む 内主に褐色 している

底部へラ削り後縦位 のナデ 黒色

に荒くへラ削り(磨

き?)を加えている

7 甑 23.6 最大径が口縁部にあ 口縁部横ナデ 口縁部ーナデ整形 密 良 口縁YJ残
(9.5) り，胴張りがない 胴部一手持ち縦位へラ 胴部手持ち横位 微砂粒を 外褐色

削り後，一部横位にも のへラ削り整形 合む 内褐色

ナデ (丁寧である)

8 甑 25.0 最大径が口縁部にあ 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 良 口縁~残

(9.4) り，底部に向ってすぽ 胴部手持ち縦位ヘラ 外褐色

まる器形 削り整形 及び黒色

内褐色暗褐色

黒色混り合う

9 甑 23.2 最大径が口縁部にある 口縁部横ナデ整形 口縁部横ナデ やや粗 良 ほぽ%残

19.0 胴下部でやや張る 胴部へラ削り整形 胴部縦位手持ち 微砂粒を 外褐色 存

413 7.9 口縁部でやや肥厚する へラ削り 含む 一部黒色

内褐色

10 工手 14.9 内傾気味に口縁部が立 口縁部ナデ ナデ整形 やや鰍密 良 ほぽ完形 内黒土器

4.1 ちあがる 体部一細かい横位の手 内黒 微砂粒を 外黒色に

412 持ちへラ削り整形 合む 近い暗褐色

わずかに光沢あり 内暗褐色

一部黒色

11 I手 15.3 短い口縁部 口縁部横ナデ 横ナデ整形 密 良 う4欠
5.2 境に近い器形 体部一手持ちへラ削り 微砂粒を 外褐色靖褐色

405 含む がまだらにま

406 ざる

内褐色

12 杯 15.3 内傾気味に口縁部が立 口縁部横ナデ整形 ナデ整形 密 良 %残 内黒土器

4.6 ちあがる 体部一手持ちへラ削り 微砂粒を 外黒色

整形 含む 内暗褐色

13 主手 14.8 底部から口縁部まで内 口縁部一横ナデ整形 ナデ整形 鰍密 良 %*3 内黒土器

4.3 傾気味に直線的に広が 体部一手持ちへラ削り 微砂粒を 外赤褐色

407 る 整形 含む 内褐色暗褐色

がまだらに混

る

14 王耳、 13.0 口縁部が内傾気味に立 口縁部ーナデ整形 細かいへラナデ整 密 良 %残

4.8 ちあがる 体部手持ちへラ削り 持長 微砂粒を 外 褐 色

410 整形 合む 内褐色

15 I不 13.2 底部が平底状をなし， 口縁部ー横ナデ整形 口縁部ー横ナデ 密 良 ~欠
4.0 口縁部はやや内望号気味 体部ーいくぶん摩耗し 微砂粒多 外

402 ている し 内褐色及

び褐色と赤

褐色の中間

16 工手 11.6 口縁部が内傾気味に立 口縁部横位へラ磨き 主に横位のへラ磨 密 良 YJ残
4.3 ちあがる 体部一手持ち横位ヘラ き 微砂粒を 外明暗褐色

削り 含む 黒色

内黒色
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法 R 昌三 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底f圭 器 青5 外 面 内 面 層位

17 王手 13.2 向上 口縁部ーへラ磨き ヘラ磨き 密 良 口縁均残 内黒土器

4.0 体部手持ち横位へラ 内黒 微砂粒を 外暗褐色

410 削り 含む 内黒色

18 I不 13.7 向上 口縁部横ナデ整形 細かいへフ磨きを 徽密 良 ほとんど 内黒土器

4.3 体部横位手持ちへラ 力日えている 微砂粒を 外晴褐色 完形

406 削り後荒いへラナデ 内黒 含む 内明暗褐色

及び暗褐色

19 I手 13.2 向上 口縁部ーへラ磨きを加 ヘラ磨きを力日えて 徽密 良 ほぽ完形 内黒土器

4.4 える いる 微砂粒を 外黒色

407 光沢あり 内黒 合む 内黒色

20 I不 13.6 向上 口縁部ーナデ整形(ー 横ナデ整形 密 良 口唇y.欠 内黒土器

4.6 底部が平底状を呈す 部墨が付着している) 内黒 きめこま 外褐色暗褐

403 体部一手持ちへラ削り 台、、、 色黒色が混じ

整形後へラ磨きを施し る

ている 内黒色

光沢あり

21 I不 12.9 口縁部が内傾気味に立 口縁部ーナデ整形 横ナデ整形 密 良 復元完形

4.95 ちあがる 体部一手持ちへラ削り 砂粒含む 外赤褐色

404 整形 内褐色靖褐

表面わりに滑らか 色が混じる

22 t平 11.5 口縁部が外反気味に立 ロ縁部一回転ナデ整形 口縁部一回転ナデ 密 良 9割以上

5.1 ちあがる 体部一手持ちへラ削り 胴部ーへラ磨き様 微砂粒を 外褐色 残

の細かい整形を施 合む 赤褐色

す 内明暗褐色

23 I不 19.8 口縁部が内傾気味に立 口縁部ー冗来は内面と 全体にへフ磨きを やや粗 良 %残 内黒土器

6.8 ちあ古fる 同様横位のへラ磨きを 力日える 微砂粒を 外褐色暗褐色

413 帯状の口縁である 力日えている いく分光沢あり 含む 黒色が混じる

口縁部の下部にへラ磨 内黒 内黒色

き痕や光沢を認める

体部一手持ちの主に横

位のへラ削り整形後荒

いへラナデ

24 鉄器 現存長10.0 蹄鉄の破片

幅 2.7 
201 
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Loc 33B遺跡



13. Loc 33 B遺跡の調査 (13-1 "'-' 18図，図版 13-1 "'-' 2 ) 

10軒の住居祉が確認されている。各遺構・遺物については以下の通りである。

001号士止 竪穴住居壮一(13-1・2図，図版 13-1) 

遺構

形状 方形。規模 5.15 m x 5.15 m。主軸方向-N-30'-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 30"，-，55cm。壁溝 カマド下を除き全周。幅 15"'-'20 cm，深さ 6"'-'8cm。床面 ほぽ平坦。柱

穴-4個。備考ーカマド右側より杯出土。

001号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

t手 口径 15.4 口縁部が内傾気味に立 主として横位の手持ち へラ磨き?

器高 3.9 ちあがる へラ削り後へラナデ 光沢あり

401 底径

2 王手 10.8 口縁部が大きく内傾す ロクロ使用 ロクロ使用

(3.7) る 体部下端ーロクロ回転

へラ削り

3 鉄器 全身 (7.5) 刃部と中茎の一部

万子片 幅 2.5 

201 

002号祉-竪穴住居杜一(13-3・4図，図版 13-1) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

徽密 焼 成 良 ほぽ完形

微砂粒を 外褐色

含む 内褐色

密 良 xi残 須恵器

微砂粒を 外青灰色

合む 内青灰色

一部に木

質付着

形状一方形。規模 4.80 m X 5.20 m。主軸方向-N-45'-W。カマドの位置-北西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 30"，-，40cm。壁溝ーカマドの手前で切れている。カマドと反対側の壁中央部擾乱のため不明個

所あり。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考一遺物はカマド右側より坪 1点出土。

002号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 函 層位

E手 口径 12.0 口縁部の内面が肥厚 口縁部ー横ナデ ヘラ磨き 密 焼 成 良 日縁M残

器高 (6.1) し，逆に外面が帯状に 底部横位へラ削り整 微砂粒を 外褐色

302 底径 凹む 時多 含む 内褐色

2 I手 10.0 口縁部がやや肥厚する 全体に器壁が剥離して 丁寧なナデ整形 やや粗 良

3.65 椀に近い形 いる 微砂粒を 外赤褐色

402 朱塗り 含む 褐色の中間

内赤褐色

褐色のぞ間

3 鉄器 現存長 7.5 鎌の破片か 小破片

幅 4.5 

201 厚 0.4 

一一一 一一
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003号壮一竪穴住居壮一(13-5図)

遺構

002号住居牡の北側に隣接して所在する。径 3.0x3.2cm程の方形プランを呈する住居祉である。北

壁ほぽ中央部にカマドをもっ。調査時の手違いにより，平面図なし。

003号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 函 内 面

1 窪 口径 頚部は「く」の字形を塁 頭部一横ナデ 頚部まで横ナデ

401 

底径 7.0 する

器高(15.4)

004号壮一竪穴住居壮一(13-6・7図，図版 13-1) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成良 胴部 7害j

外褐色赤 底部完存

褐色の中間

内褐色

一部暗褐色

形状一方形。規模 3.70 mX 4.35 m。西側広がりをもっ下整方形。主軸方向-N-210-W，。壁一ほぽ

垂直。 22.--..，25cm。壁溝ーカマドの手前で切れている。幅 12.--..，15cm，深さ 1.--..，2cm。床面一ほぽ平

坦。柱穴 4個。その他のピット 6個。うち壁柱穴 3個，支柱穴 3個。備考一中央部より饗片出土。

004号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

聾 口径 16.2 胴部に最大径を有する 口縁部ーナデ 口縁部ー横ナデ やや組 焼 成 良 %残

器高 6.9 口縁部が大きく外反す 胴部手持ちの丁寧な 胴部一手持ちナデ 砂粒含む 外褐色

401 底径 る ナデ 内褐色

2 整 15.0 向上 口縁部ー刷毛ナデ整形 口縁部ナデ整形 密 良 口縁部完

(7.5) 1にくらべやや小形 胴部ー粗雑な主に横位 胴部一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色

のへラ削り 横位整形 合む 内褐色

3 要 15.6 口縁部に最大径を有す 口縁部ー横ナデ整形 口縁部ーナデ整形 密 良 13残 二次的に

(8.2) る小形の斐 胴部一丁寧なへラ削り 胴部一手持ち横位 微砂粒を 外褐色 火を受け

404 のへラ削り 含む 内赤褐色 る

4 整 23.0 口縁部が最大径であり 口縁部一横ナデ整形 口縁部ーナデ整形 やや組 良 口縁約y.
(12.3) 胴の張りが少ない 胴部手持ち斜行のへ 胴部ーナデ整形 砂粒多し 外暗褐色 周残

403 ラ削り 内黒色

5 t手 12.8 内傾気味に立ちあがり ロクロ回転ナデ ロクロ整形 密 良 約y.残 体部外面

3.8 口縁部近くでやや外反 体部下端 ロクロ回転 微砂粒を 外褐色 口縁部泌 墨書

601 7.0 する へラ削り 含む 内褐色 残 字体不明

底部一回転へラ削り

6 t手 15.2 向上 ロクロ回転ナデ ロクロ回転ナデ後 密 良 約%残

4.4 体部下端一手持ちへラ ヘラ磨き 微砂粒を 外褐色 口縁約泌

9.0 削り 含む 内褐色 周残

底部一手持ちへラ削り

7 皿 14.8 直線的にひろがる皿 ロクロ回転ナデ整形 ロクロ回転ナデ 密 良 約yz残
2.2 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外掲色 口縁部ys
7.2 り 含む 内褐色 残

底部一回転純切り後周

辺回転へラ削り

(時計まわり)
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005号壮一竪穴住居壮一(1ト 8・9図，図版 13-1) 

遺構

形状一方形。規模-3.20mX 2.60 m。南西コーナーは撹乱を受けている。主軸方向-N-50-W。

カマ ドの位置一北壁中央部。壁 ほぽ垂直。 5，，-，20cm。壁溝 南西コーナーは撹乱のため不明。カマ

ドの北側は検出されない。 幅 10"-'25cm，深さ 1"-'14 cm。床面一ほぽ平坦。柱穴一不明。住居社内よ

りピット 2個検出されたが主柱穴であるかは不明。備考遺物は，カマ ドの火床の部分よ り出土。

005号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 非長 外 面 内 面 層位

l 要 口f圭 12.5 比較的胴の張りの少な 口縁部ー横ナデ整形 口縁部ーナデ整形 密 焼成良 口縁及び

器高 (7.0) い胴長の褒 胴部一手持ち縦位へラ 胴部一手持横位の 微砂粒を 外褐色暗 上腹部%

底径 削り 丁寧なナデ整形 含む 褐色の中間 残

内褐色

2 甑 底部から胴上半に向っ 手持ち縦位のへラ削り 手持ナデ整形 密 良 }ぎ残

(9.2) て次第に広がる 微砂粒を 外暗褐色

9.9 含む 内暗褐色

3 I不 13.4 口縁部がやや肥厚し， ロクロ使用 ロクロ整形 密 良 !4残

4.2 内傾気味に外反する 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色赤

401 6.1 削り 含む 褐色の中間

底部一回転糸切り後周 内褐色

辺手持ちへラ削り

ロクロ回転方向

一時計回り

4 上手 13.3 口縁部やや肥厚する ロクロ使用 ロクロ整形 密 良 YJ残
4.0 内傾気味に立ちあがる 底部一回転糸切り後周辺部 微砂粒を 外赤褐色 底部完存

401 6.0 手持ち回転ヘラ削り 含む 褐色の中間

体部下端一手持ちへラ 内赤褐色

削り 暗褐色中間

ロクロ回転方向

持計回り

5 王子 13.4 内傾気味に立ちあがり ロクロ使用 ロクロ整形 密 良 口縁YJ
4.0 口唇部で肥厚し外反す 体部下端 ・底部全面 微砂粒を 外褐色 底部%

401 8.6 る 手持ちへラ削り 含む 内褐色

ロクロ回転方向

一時計四り

6 勾t 12.7 内傾気味に立ちあがり ロクロ使用 ロクロ整形 密 良 %残

4.25 ロ縁部でわずかに肥厚 底部全面及び体部下端 微砂粒を 外褐色暗褐色

401 5.6 する 一手持ちへラ削り 含む 赤褐色の中間

ロクロ回転方向 内赤褐色暗褐

時計回り 色黒色等まじ

る

7 町、 12.8 内傾気味に外反し口縁 ロクロ使用 ロクロ整形 密 良 完形

部でわずかに肥厚する 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外褐色

401 6.0 削り 合む 内褐色

底部全面手持ちへラ

削り

ロクロ回転方向

一時計回り

8 局台付 14.4 高台が堅固にできてお ロクロ整形 ロクロ整形 密 良 %残
I手 5.4 り，体部は内傾気味に 底部一回転糸切後周辺 高台内側糸切り 微砂粒を 外褐色

601 6.3 立ちあがる 回転へラ削り 痕が残る 含む 内褐色

ロクロ回転方向

一時計回り

9 f手 12.8 直線的に立ちあがるが ロクロ整形 ロクロ整形 密 やや優 口縁ys 須恵器

3.8 外面ではややふくらむ 底部 ・底部周辺部 ・体 微砂粒を 外黄色が 底部%

9.8 部下端一回転へラ削り 含む かった明灰色

ロクロ回転方向 内黄色が

一時計四り かった明灰色
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面

10 li- 底部は円味をもっ ロクロ整形

底部全面一回転へラ削

10.0 り

ロクロ回転方向

一時計四り

11 主手 平底からやや外反する ロクロ整形

体部をもっ 体部下端・底部全面

7.8 ロクロ回転へラ削り

ロクロ回転方向

時計回り

12 紐付蓋 ロクロ使用により作成 ロクロ整形

宝珠は体部整形後貼付 宝珠部一ロクロ回転へ

したもの ラ削り

ロクロ回転方向

時計回り

13 皿 13.0 ロクロによりf乍られて ロクロ整形

おり体部は大きく外反

401 する

006号祉-竪穴住居壮一(13-10図)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出士 備考
内 面 層位

ロクロ整形 やや粗 優 底部y，;残 須恵器

長石，石 外灰色

英 内灰色

ロクロ整形 密 優 底部%残 須恵器

微砂粒を 外明灰色

含む 内明灰色

ロクロ整形 いくぶん組 やや優 宝珠を中 須恵器

長石，石 外黒灰色 心とした

英 内黒灰色 破片

こまかいへフ調整 密 良 口縁%強 カマド 一次焼化

微砂粒を 外褐色 残 受ける

含む 内赤褐色

形状一方形。規模-6.10mx6.70 m。主軸方向-N-590-E。カマドの位置-東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 45"-'65cm。壁溝ーカマドの右側は揖乱を受け不明。南壁中央部から南西コーナーにかけて検

出されず。幅 20cm，深さ 4，，-，5cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。

007号祉-竪穴住居牡一(13-11・12図，図版13-1) 

遺構

形状一方形。規模-3.50m X 2.90 m。主軸方向-N-96.50-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 12，，-，22cm。壁溝一東壁南側半分から南東コーナー及びカマドの北側は不明。幅 10，，-，18cm， 

深さ 3"-'5cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-3個。備考一遺物はカマドの北側袖，煙道部より出土。

007号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

要 口径 13.6 胴中部に最大径を有 口縁部ーナデ整形 口縁部一ナデ 密 焼 成 良 口縁%欠

器高 16.7 し.rく」の字状に外反 胴部手持ち縦位へラ 胴部一丁寧な手持 微砂粒を 外褐色 胴下半の

402 底径 7.7 する 削り ちナデ整形 合む 内褐色 底部%欠

口縁部はやや肥厚する 胴下部ー斜行手持ちへ

ラ削り

2 窪 22.4 口唇部近くで立ちあが ナデ整形 ナデ整形 密 良 口縁のみ

(3.1) る 微砂粒多 外褐色 残

し 内褐色 口縁完

3 饗 23.0 口縁部が帯状に肥厚す 口縁部一ナデ整形 口縁部ーナデ整形 密 良 口縁附近 土師質

(8.6) る 胴部一叩きによる整形 胴部一手持ち横位 微砂粒を 外貨褐色 の破片 須恵器

のナデ 含む 内褐色 口縁約74
残

4 王手 12.3 内傾気味に外反する ロクロ ロクロ整形 密 良 完形品

4.0 底部全面・体部下端 砂粒少含 外 褐 色

401 6.0 一手持ちへラ削り む 内褐色
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008号祉-竪穴住居牡一(13-13・14図，図版 13← 2) 

遺構

形状 西側半分が大きく広がる不整方形。規模 3.25 m X 3.80 m。主軸方向-N-880-E。カマド

の位置一東壁中央部。壁一ほぽ垂直。 23，...，_，27cm。壁溝ーカマド下及び北東コーナー付近は存在しな

い。南壁は撹乱を受けて不明。幅 8，...，_，20cm，深さ 2，...，_，6cm。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。その他の

ピット 1個。備考 北西コーナーの焼土中及びカマド右袖より遺物出土。

008号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 護 口f圭 10.3 底は角ばった円形であ 口縁部ナデ整形 口縁部ーナデ整形 徽密 焼成良 約70%残 小形品

器高 9.3 る 胴上部ー縦位へラ削り 胴部手持ちナデ 微砂粒を 外

底径 7.0 口縁部は帯状に肥厚す 下部ー横位へラ削り 底部一手づくねの 含む 内

る 底部手持ちへラ削り・ 指あと有り

2 I手 13.0 内{頃気味に外反する ロクロ使用 ロクロ使用 密 良 口縁部y:i

2.3 口縁部がやや肥厚する 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外暗褐色 周残

4.6 削り 合む 内褐色 底部完

底部一回転糸切り後周

辺手持ちへラ削り

3 I手 12.5 内傾気味に立ちあがる ナデ整形 主に横位のへラ磨 密 良 J-f残存 内黒土器

4.55 底の深い器形 体部下端一手持ちへラ き光沢あり 微砂粒を 外 褐 色

6.8 両日り 内黒 合む 内黒色

底部←回転糸切り後周 ロクロ回転方向

辺手持ちへラ削り 時計回り

4 I手 12.4 内傾気味に外反する ロクロ整形 ロクロ使用 密 良 約J-f残

3.8 底部が凹んでいる 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外黒色 口縁約y:i

401 6.5 削り 含む 一部褐色 周残

底部一回転糸切り後周 内褐色 底は完存

辺手持ちへラ削り

ロクロ回転方向

一時計回り

5 f干 12.8 内傾気味に外反する ロクロ整形 ロクロ整形 密 良 約%残

4.1 器全体がゆがんでいる 体部下端回転へラ削 微砂粒を 外褐色

5.6 り 含む 内褐色

底部一回転糸切り後周

辺回転へラ削り

ロクロ回転方向

時計回り

6 I手 12.8 内傾気味に外反する ロクロ整形 ロクロ整形 密 良 約J-f残 墨書土器

4.0 体部下端回転ヘラ削 微砂粒を 外 褐 色 体部外面

602 6.7 り 含む 内褐色 「行」
底部一回転糸切り後周

辺回転へラ削り

ロクロ回転方向

一時計逆回り

7 I手 14.1 内傾気味に外反する 体部下端手持ちへラ ロクロ整形 密 良 口縁泌欠 内黒土器

4.4 削り 微砂粒を 外褐色

7.6 底部一回転糸切り後周 含む 内褐色

辺手持ちへラ削り

ロクロ回転方向

時計逆回り

8 t不 14.4 内傾気味に立ちあがる ロクロ整形 ヘラ磨き 密 良 約%残 内黒土器

4.8 体部下端手持ちへラ 内黒 微砂粒を 外褐色と口

402 7.0 削り 含む 縁附近黒色

底部全面一手持ちへラ 内黒色

削り

ロクロ回転方向

時計回り
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 昨長 外 面

9 皿 12.6 直線的にひろがり厚手 ロクロ使用

2.3 である 底部全面・体部下端

4.6 小形の皿 一手持ちへラ削り

ロクロ回転方向

←時計回り

10 すり石 厚さ中心 周縁を叩いている

4.1 摩滅している

直径 9.8 

009号祉-竪穴住居壮一(13-15・16図)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
内 面 層位

ロクロ使用ナデ 密 良 約90%残
砂粒ほと 外褐色 口縁一部

んど石 内褐色 欠

口縁部ひ|

びいって

いる

形状一方形。規模-3.90m X 4.05 m。主軸方向-N-90-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 10--.....35cm。壁溝ーカマドの手前で切れる。幅 15--.....25cm，深さ 5--.....10cm。床面一ほぽ平坦。

柱穴-4個。備考ーカマド前底部の焼土内，住居社中央部，南西コーナー付近から遺物出土。

009号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

斐 口径 12.0 胴部に張りはなくほぼ 口縁部一横ナデ 口縁部ーナデ整形 やや粗 焼成良 口縁~残

器高 直立し，頚部で内側に 胴部ー斜位手持ちへラ 胴部ーロクロ回転 小石が混 外明暗褐

402 底径 著しく肥厚し口唇は外 削り ナデ じる がかった褐

反する 内褐色

2 甑 37.0 口縁部が鋭角的に折れ ナデ整形 ナデ整形 やや組 優 口縁泌残 須恵器

る 叩き目 輪積み痕 外灰色

断面が帯状を呈する 内灰色

最大径が口縁部にあ

り.H悶の張りのない器

形

3 t手 12.0 口縁部が帯状にナデつ 口縁部を中心に付着物 ロクロ回転ナデ後 密 良 口縁~残

けである がある 横位のへラ磨き， 微砂粒を 外褐色

光沢あり 含む 内褐色

4 I不 10.9 内傾気味に立ちあがる ロクロ回転ナデ整形 ロクロ回転ナデ 密 良 口縁%残

4.1 l 底部ー全面手持ちへラ 微砂粒を 外褐色

5.9 削り 含む 内掲色

体部下端手持ちへラ

削り

5 I不 13.4 直線的にひろがる ロクロ使用 ロクロ回転ナデ 密 良 底部~残

3.3 体部下端手持ち横位 微砂粒を 外暗褐色

7.4 のへラ削り 含む 内褐色黒

底部手持ちへラ削り 灰色が混る

6 王手 12.0 直線的にひろがる底の ロクロ使用 ロクロ使用 やや粗 優 口縁~残 須恵器

4.2 深い器形 体部下端一手持ち横位 微砂粒を 外灰色

403 6.8 口縁部がわずかに肥厚 のへラ削り 含む 内灰色

する 底部へラ切り後手持

ちへラ削り

7 すり石 摩耗

101 
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010号土止 竪穴住居壮一(13-17・18図，図版 13-2) 

遺構

形状 方形。規模-5.70mX 6.20 m。主軸方向 N-130-W。カマドの位置一北壁中央部。東壁中

央部の2か所。壁 ほぽ垂直。 28'"'-'35cm。壁溝一両カマド下を除いて全周。幅 10'"'-'2 0 cm，深さ 5'"'-'10

cm。床面 ほぽ平坦。柱穴-4個。その他のピッ ト1個。備考遺物は北東柱穴付近及び南東柱穴

脇，南西コーナー付近から出土。

010号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

1 Z車 口径 13.6 胴部に最大径を有し 口縁部ー横ナデ整形 口縁部ナデ 密 焼成良 ほぽ完形

器高 11.5 「く」の字状に小さく外 胴上部斜位手持ちへ 胴部手持ちナデ 微砂粒を 外

401 底径 6.4 反する小形の警 ラ削り 含む 内

底部裏面が凹んでいる 下部一横位手持ちへラ

削り

底部手持ちへラ削り

2 斐 13.2 口縁部に最大径を有 日縁部横ナデ 口縁部ーナデ整形 密 良 約}昔残

9.55 し，胴上半でやや張る 胴上部手持ち縦位の 胴部一手持ち丁寧 微砂粒を 外暗褐色

5.8 へラ削り なナデ 合む 内褐色一部

下部手持ち横位のへ のみ暗褐色

ラ削り

底部一手持ちへラ削り

3 斐 底部が丸味をもってお 手づくねのまま手持ち 手持ちのナデ 密、 良 底部のみ

(5.9) り平らでない のナデを力日える 微砂粒を 外褐色及 破片

6.2 含む び暗褐色

内褐色

4 甑 27.6 口縁部に最大径を有し 口縁部ーナデ整形 口縁部ーナデ整形 客、 良 約%弱残

24.7 胴下半でやや張る 胴部ー縦位手持ちへラ 胴上部一横位手持 微砂粒を 外褐色

402 8.4 削り整形後横位ナデ整 ヘラナデ整形 合む 内褐色

形を加えている 下部一手持ちナデ

5 甑 24.2 口縁部に最大径を有 口縁部ーナデ整形 口縁部ーナデ整形 やや粗 良 上部約泌

(14.4) し，口縁部直下で稜を 胴上部横位の手持ち 胴部一横ナデ後縦 微砂粒を 外暗褐色 残

402 成し直線的に底部に至 ヘラナデ整形 位のへラ磨きを粗 合む 内褐色

る 下部縦位手持ちへラ 雑に加える

削り整形

6 甑 32.2 輪積痕が残る 口縁部ーナデ整形 ，口縁部ナデ整形 やや粗 良 口縁上腹 土師質
(17.7) 口縁部に最大径を有し 胴部叩き文様下部で 胴部一手づくねの 微砂粒を 外褐色 部約73残 須恵器

直線的に底部に向う は磨耗 後簡単な横位のナ 合む 内上部暗褐色

デ? 下部褐色

7 I手 12.2 口縁が「く」の字に轡曲 口縁部横位のへラ磨 全面に磨きを加え 密 良 ほぽ完形

8.0 するま不で，底は丸味を きをh日えている る 微砂粒を 外暗褐色 口縁一部

405 丸底 もつ 体部ー主に横位のへラ 合む 内暗褐色 欠

削り と褐色がま

だらに混る

8 E手 12.5 口縁部が短く外反気味 口縁部ーロクロ整形 ロクロ整形 客、 良 約!f弱残

3.9 に折れる 体部手持ち横位のへ 微砂粒を 外褐色 ロ縁73残
丸底 ラ削り 含む 内褐色

9 勾t 12.6 口縁部が内傾気味に立 口縁部 ロクロ回転ナ ナデ整形後粗雑な 密 良 約73残
3.8 ちあがる ア ヘラ磨き 微砂粒を 外明暗褐色 口縁約xi

体部一手持ちへラ削り 含む 内褐色 周残

底部中心に

暗褐色

10 月t 12.8 口縁部が直線的に内傾 体部手持ちへラ削り 剥落 密 良 70%残

4.8 する 微砂粒を 外褐色及

丸底 合む び暗褐色

内褐色及

び暗褐色
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

11 t平 11.4 口縁部が垂直に立ちあ 口縁部ーロクロ回転ナ ナデ整形 密 良 口縁%周

4.3 がる デ整形 微砂粒を 外褐色及 残

丸底 体部手持ちへラ削り 含む び暗褐色

主として横位 内暗褐色

12 t手 21.8 内傾気味に立ちあがる 口縁部ーロクロ回転ナ 口縁部ーロクロ回 密 良 8害l残
8.0 口縁部外面にナデ整形 デ整形 転ナデ 微砂粒を 外褐色及

404 され，帯状に凹んでい 体部ーへラ削り整形 胴部へラ磨き 含む び暗褐色

る 内褐色及

び暗掲色
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Loc 39遺跡



14. Loc 39 (八代玉作)遺跡の調査 (14・14-1~88 図，図版 14- 1 ~48) 

(1) 立地

本遺跡は，成田ニュータウン区域内の北側に位置し，成田市八代字花内を旧地籍とする。この地は，

昭和 37・38年に発掘調査され，古墳時代の玉作工房社の検出された著名な八代玉作遺跡であり，千葉

県指定の史跡として指定された区域に隣接する西側一帯にあたり，印幡沼を見下す東岸の台地上にあ

る。

この台地は標高 35mを測り，東側は根古名川へと続く浅い谷が入りこみ，西側は印据沼へ向かつ

て急崖をなしている。東側の谷との比高は約 20m，西側の印膳沼との比高は 30m を測る。台地上

は，ほぽ平坦であるが，東側からはほぼ調査区域の中央辺りまで浅い小支谷が進入している。地上

の景観は主に畑地と山林によって構成されており，谷底地は谷津田が形成されている。表面採表では，

畑地から土師器，管玉類、の剥片等の散布が認められ，また，縄文式土器の破片もほぼ全面にわたって

散布しており，さらに，台地北側には八代 7号墳も所在していた。

(2) 調査の経過と概要

発掘調査は昭和 46年8月7日から 8月25日まで実施した。遺跡は古墳時代の玉作遺跡として重視

されていたので，調査は主として玉作関係の遺構・遺物の分布状態を知ることを目的とした。

調査対象区域は約 11，600m2であり排土量の尼大な地区で，諸般の事情もあって重機を使用し表土

の除去を試みた。結果的には，縄文時代の遺構も確認され，やや削り過ぎたところもあったが，概し

て遺構の遺存状態は良好であった。

検出した遺構は縄文時代の住居牡，古墳時代の玉作工房社及び住居牡で 41軒である。これらの遺構

の分布は調査区のほぼ中央部に進入する小支谷を境として北側と南側に認められ，西方には遺構の検

出されない部分が認められた。また，本遺跡は当初 No.38及び No.39の2地区に分けられていたが，

隣接する一連の遺跡として把握し， Loc 39遺跡を代表して使用し，調査を行った。

なお，本遺跡、の報文中，出土遺物のうち，管玉類について分類，用語等は「下総国の玉作遺跡J(寺

村光晴編，千葉県教育委員会，昭和 48年3月発行)等を参考とした。

(3) 遺構と遺物

検出された遺構は縄文時代の住居社6軒， 古墳時代の住居杜 23軒(うち玉作工房社と考えられる

もの 7軒)，所属時期を明確にし得ない住居牡 11軒である。各遺構，遺物については次のとおりであ

る。
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001号壮一竪穴住居壮一(14-1・2図，図版 14-3) 

遺構

形状 方形。規模-4.80m X 4.64 m。炉の位置 中央部西寄。壁一ほぽ垂直。 16cm。壁溝一無。床

面ーノ¥ードローム層中に構築。平坦。柱穴-4個。備考一炉は径 80cm x 30""-'50 cmの楕円形を呈し，

浅く凹んでいる。底面は良く焼けている。住居牡埋土中から焼土が多量に出土している。

遺 物

出土遺物は土器，管玉未成品，剥片，砥石(1点)である。土器は図示した斐 1点を除き，いずれ

も小破片で少量で〉ある。管玉未成品は側面打裂工程のもの 1点のみである。剥片は埋土中及び床面か

ら5点、が出土している。管玉未製品及び剥片の石質は主として淡緑色を呈する疑灰質のものであり，

八代玉作遺跡の玉類の石質と同様のものである。以下，玉類の石質については，記述のない場合は淡

緑色の凝灰質のものである。

001号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 斐 口径 15.1 最大径を中位よりやや 口縁部はノ、ヶ目の後横 口縁部ノ、ヶ自の後 細砂粒を 焼成優 胸部上半
402 器高 18.4 上方に持つ腕部にやや ナデ 端部を横ナデ 合む 外黒茶褐色 を%欠く
504 底径 5.2 短かい外襲撃する口縁部 胴部はハケ目，中・上 胴部はナデ 内
502 を有する 位をさらにヘラ削り 底部はハケ目
403 底部はハケ目により調

達

2 (1004)は管玉側面打裂未成品。長さ3.&m，幅1.lcm，厚さ1.Ocmo 中層出土。

3 (101)は砂岩質の砥石である。断面V字状に浅い溝が走る。溝を除いては擦痕なし。長さ5.2cm，幅4.Ocm，厚さ3.Ocm。上層出土。

002号祉-竪穴住居壮一(14-3・4，図版 14-3) 

遺構

位置

出土 備考
層位

402中層 全体に作

504表面 り粗雑

502覆土 頚部のハ

上層 ケ目他の

403中層 部分より

細かい

形状長方形。規模 3.60m X 2.40 m。炉無。壁ほぽ垂直。 8cm。壁溝無。床面ハードロー

ム層中に構築。ほぽ平坦。柱穴-3個。備考一北東壁の一部が揖乱されている。北西コーナ一部分の

柱穴はこの撹乱のため確認出来なかった。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。図示した境 1点を除き，いずれも小破片である。

002号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 理匝 口径 13.3 半球形の腕 ヘラ磨きに近いナデが 全面をナデる 細砂を少 焼成優 yz遺存 中層 内外朱塗

器高 f子なわれる 量合む 外灰黄褐色 り(外面

407 底径 6.0 粘土のキ 暗赤色 底部を除

メは細か 内 く)

~， 
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003号祉 玉作工房壮一(14-4 ~ 6図，図版 14-4・5) 

遺構

形状一正方形に近い整った方形プラン。規模 5.90 m X 5.60 m。炉の位置一中央部北寄。壁 ほぽ垂

直。 34cm。壁溝一無。床面一ハードローム層中に構築。堅固。平坦。柱穴-4個。その他にピット 1

個あり。備考一北壁部分は 004号杜により十部切られている。炉は 60x50cm程の円形プランで，深

さは約 6cm程である。底面が強く焼けている。炉の北西側に径 80x45cm程の楕円形プランで，深

さ 20cm程の浅いピットが所在するが出土遺物はなく，本社に伴うものかどうか明確にし得なかっ

た。

遺 物

出土遺物は土器と管玉未成品，原石，剥片， 屑石等である。土器はいずれも破片ないしは破損品であ

り，警の出土量が多い。管玉未成品は滑石製のものが 1点出土している。滑石は他に，剥片が 1点出

土しているのみである。管玉類、は埋土下部から床面上にかけて多く出土しており ，特に西壁南側隅近

くの床面上に未成品等が一括して出土した。

003号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称
口径・器高・底径!

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
器 官会 外 面 内 面 層位

1 古宜E 口径 14.1 最大径を略中位に持つ。 口縁部ノ、ヶ目の後部分 口縁部ノ¥ケ自の後 細砂をわ 焼成やや不良 胴部中位 424下層 外面磨滅

424 器高 球形の胴部に外望号する 的に横ナデ 軽い横ナデ ずかに含 外灰褐色 口縁部の 427中層 剥落顕著

427 底径 口縁部を有する 胴部はハケ目の後中位 胴部は全面をハケ む 内 破片 428下層

428 以下をへラ状工具によ 目により仕上げ 黄灰色の

りナデ 粘土ダマ

が目立つ

2 饗 19.5 あまり外方に関かない 口縁部内外は横ナデ 胴部一横ナデ 微細砂粒 優 胴~口縁 422下層

胴部に比してやや小さ 胴部へラ状工具による を合む 外灰茶褐色 部光局程 423下層

422 な口縁部を有する ナデ，所々ハケ目が残 内灰茶褐色 の破片

423 る

3 護 16.2 無花果状の胴部に「く J口縁部~頚部はハケ目 横方向のへラ削り 微細砂粒 優 胴部中位 431上層

431 の字の外望号する口縁部 端部は横ナデ により仕上げる を比較的 外明茶褐色 は ys周 422下層

422 を有する 胴部はナデ が，ハケ目，ナデ 多く含む 灰褐色 (上位以 420下層

420 の残る部分がある 内断面は茶褐色 上は}5')

明茶褐色リ灰褐色 遺存

4 婆 14.2 略中位に最大径を持つ 口縁部ノ、ヶ自の後横ナ 口縁部は横方向の 微細砂を 優 口縁%周 401下層 二次的に

401 腕部に「く J字状に外賓 ア ハケ目，止めなが 含む 外灰茶ー 胴部%周 501覆土 被熱する

501 する口縁部を有する 胴部は全面をハケ自に ら連続的に施す後 茶灰色 上層

504 より仕上げる 軽い横ナデ 内灰茶 504覆土

407 体部はナデ 茶灰色 上層

506 407下層

506覆土

上層

5 斐 18.0 「く」字状に外轡する口 口縁部内外は横ナデ 胴部は横ナデ 長石を主 優 口縁部% 410下層

410 縁部であるが中程の器 胴部はナデ 体とする 外灰茶ー 周遺存 501覆土

501 厚がやや大きい 微細砂を 茶褐色 上層

407 含む 内灰茶ー 407下層
412 茶褐色 412中層

6 斐 14.8 口縁部破片 ハケ目の後，口縁部は 口縁部はハケ自の 微細砂を 優 口縁部% 下層

横ナデ 後横ナデ 合む 外灰褐色 周破片

416 胴部はナデ 胴部はナデ，部分 内灰褐色

的にへラ削り
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

7 壷 20.2 外管する複合口縁 縦方向のへフ磨き 縦方向のへフ磨き 微細砂を 口縁部ya 下層 内外朱塗
複合帯直下に部分的に 端部にハケ目が残 含む 外黄灰褐色 遺存

407 ハケ白が残る る 内黄灰褐色

8 小形土器 4.6 口縁部は全体が磨滅欠 外面は磨滅して不明 全体をナデ 細砂を含 不良 口縁端部 下層

2.3 損するが原形と大差は 瞭，わずかに縦方向の む 外黄灰褐色 が磨滅
429 3.7 ないと恩われる 稜が残るのでへラ状工 内黄灰褐色 他は完形

内面にマキアゲ痕が残 具による縦方向のナデ

る が考えられる

9~22. 23は管玉未成品である。 9~16は形割未成品. 17~21は一部側面打裂のものである。 23は滑石の管玉穿孔未成品である。両面から穿孔がみら
れる。 22は滑石の剥片である。

004号祉-竪穴住居壮一(14-7・8図，図版 14-6) 

遺構

形状一長方形。南壁がややふくらむ。規模-6.62m X 4.10 m。炉の位置一中央部南寄。壁一ほぽ垂

直。 22cm。壁溝一無。床面一ハードローム層上部に構築。やや凸凹がある。 003号祉との重複部分は

貼り床。柱穴一無。備考一削平のため，床面と壁がわずかに残るのみであった。西側の大形ピットは

本社より新しいものである。中央部の深いピット及び東側の浅いピットは明確にし得なかった。003号

祉の西壁を一部切って構築している。

遺 物

出土遺物は少量の土器と管玉未製品(1点)及び剥片(10数点)である。土器はいずれも破片ないし

は破損品で，墾の小破片が多い。剥片は埋土下部からの出土が多い。

004号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

l 台付聾 口径 9.2 台付要台部の破片 内外ハケ自により仕上

器高 5.9 底部破損面が磨滅して げる

411 底径 おり器台に転用されて

いた可能性がある

2 台付聾 8.7 台付饗台部の破片 内外ハケ目 上方は縦にナデる

体部とはホゾ組で接合

502 される

3 管玉 長さ 3.3 横長剥片のうち一端が

形割 幅 1.1 残ったままのものであ

1005 未成品 厚 0.9 る

005号祉-玉作工房社一(14-9 ~11 図，図版 14一 7~9) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

粘土のキ 焼成 台部 床面

メは非常 外灰茶褐色

に荒い 内灰茶縄色

微細砂を 優 台部破片 覆土

若干含む 外灰茶褐色 上層

内灰茶褐色

下層

形状一方形。正方形に近い整ったプランである。規模-6.98m X 7.20 m。炉の位置一中央部北西寄。

壁一ほぽ垂直。 44.5cm。壁溝一無。床面一ハードローム層中に構築。堅固。ほぽ平坦。柱穴ー 4個。

ともに深く，四隅に配置されている。備考一南コーナーに径 90cmx65 cm程の長方形状のピットが

所在する。このピットは両脇が各々長方形状に一段低くなり，さらに中央部な底面円形を呈して，深
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くなっている。両脇のテラス状の部分は北東側が径 40x10 cm，深さ 10cm程，北西側は径 36x13 

cm，深さ 34cm程である。中央部は底面が径 30x25 cm程で，深さ 60cm程である。炉は図示した

他は，東側コーナー寄りに 2か所，焼土が認められたが，明確には把握し得なかった。

遺 物

出土遺物は土器と管玉類である。土器は多量に出土しているが，いずれも破片ないしは破損品であ

る。大形の破片や破損品が多く，警の出土が多い。管玉類は，総数約 40点と少ない。内訳は管玉未製

品等 34点と滑石製の管玉完成品，意思l片6点である。これらはすべて，埋土下部から床面上にかけて出

土している。

005号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

I 斐 口f圭 15.6 中位に最大径を持つ球 口縁部はハケ目の後横 口縁部横ナデ，下 微細砂を 焼成優 胴部中位 446 胴部内面

器高 形の胴部に「く」の字に ナデ 位にハケ目残る 含む 外黒茶褐色 以上遺存 447 の調整非

446 底径 外望号する口縁部を有す 胸部はハケ目，下位は 胴部は丁寧にナデ 内黄茶褐色 (復元実測) 下層 常に丁寧

447 る 横にへラ削りを加える

2 斐 12.8 胴部中位からわずかに 口縁部横ナデ 全面をナデる 微細砂を (憂 1同部中位 胴部内面

508 下に最大径を持ち，直 胴部はハケ目，中位以 口縁端部にハケ目 合む 外暗黒褐色 以上% 接合痕有

464 線的に開く「く Jの字の 下はナデを加える部分 残り中位との境は 内黄茶褐色 口縁J;，i遺 り

510 口縁部を有する あり 鈍い稜が形成され 存

485 る (復元実測)

3 斐 17.1 「く」の字状の口縁部破 全面にハケ目 口縁部は横にハケ 微細砂を 優 均残存 体部との

422 片 口縁部は横ナデを加え 目，端部に横ナデ 含む 外灰茶褐色 接合部や

483 内面胴部との境は明瞭 る (外面と対応す 内 や器厚あ

425 な稜が形成される る) り

内面ナデ，へラ削

りを加える部分あ

り

4 饗 19.0 やや縦長の鯛部にやや 全面をハケ目 口縁部は横にへラ 微細砂を 優 腕部上部 外面中位

直線的に外方に開く 口縁部は横ナデを加え 削り 含む 外茶褐色 一口縁部 煤の付着

438 「く」の字の口縁部を有 る 胴部はナデの後部 内赤茶褐色 破片 あり

426 する 分的に横にへラ削

りする

5 要 16.4 胴部から直線的に開き 口縁部は横ナデ 口縁部はハケ自の 微細砂を 良 胴部上部
接胸合部痕内有面

端部に至りわずかに外 胴部はハケ目 後横ナデ 含む 外茶褐色 口縁12周
441 轡する「く」の字の口縁 胴部はナデ 黄褐色 破片 り

411 部を有する 内灰暗褐色

6 饗 17.4 外望号するがあまり外方 口縁部はハケ自に横ナ 口縁部はハケ自の 微細砂を 優 口縁部破

に開かない口縁部を有 デを力日える 後横ナデ 含む 外茶褐色 片

408 する 胴部はハケ目 胴部はナデ 内黒茶褐色 (約%周か

409 日縁端部かなり上下に ら復元)

歪む

7 護 14.5 「く」の字に外方に開く 口縁部横ナデ，下位は 口縁部ノ、ヶ呂の後 微細砂を 優 口縁部YJ
口縁部を有する その後:ハケ目を力日える 横ナデ 含む 外茶褐色 周破片

477 胴部ノ、ヶ自の後所々に 胴部はナテ・の後へ 内茶褐色

ナデを加える ラ削りする

8 斐 13.2 外面，口縁，胴部はな 口縁部はハケ目に横ナ 口縁部は横にへラ 微細砂を 優 %遺存 ノ、ヶ目

めらかに連続し，外轡 デを力日える 削り 含む 外灰茶褐色 (復元実測) 16本/cm
433 する 胴部はハケ目 胴部はナデ 内 と細かい

432 内面には明瞭な稜が形

成される

9 要 14.5 肥厚し外望号ナる口縁部 口縁部内外面はハケ目 ナデを主にし， 細砂粒を 優 %~YJ残 内面に接 |

450 径は体部最大径を上回 の後横ナデ 所々にへラ削りを 含む 外明灰黄褐色 存 合痕残る

447 る 胴部はハケ日により仕 力日える 内 (復元実測)

451 上げる (外商黒褐色)

-501-



法 量 特 徴 位置
番号 名称

口径・器高・底径
胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

器 再三 外 面 内 面 層位

10 斐 10.6 ずんぐりとしたやや粗 口縁部はハケ自の後横 口縁部はハケ目の 微細砂を 優 ys残存 胴部内面

12.8 雑な作りで，胴部下位 ナデを加え，胴部中位 後横ナデ 含む 外明灰褐色 (復元実測) 下位に接
501 5.4 は屈曲している 以上は磨きに近いナ 内面はナデ 内 合痕残る

461 デ，下位はへラ削りと

ナデにより仕上げる

11 壷 17.0 複合口縁を有する口縁 複合体の部分はハケ目 ノ、ヶ目の後へフ磨 微細砂を 優 口縁部破 内外面朱
421 部破片 の後横ナデ，以上の部 きに近いナデを加 多量含む 外灰茶褐色 片端部% 塗りの可

424 複合帯の幅は比較的せ 分はハケ目の後へラ磨 える 内 周欠く 能性あり

425 まく内面，口縁，胴部 きに近いナデが施され 胴部はへラ削りが

の境は明瞭な稜が形成 る 認められる

される

12 宜宜E 16.5 やや偏平な球形の胴部 全面を縦にへフ磨き 口縁部は縦にへフ 砂粒を含 良 口縁部径 450下層 胴部内面

450 に直線的に開く口縁部 口縁部はハケ目の残る 磨き む 外明灰黄褐色 若干の増 454下層 に接合痕

454 を有する 部分あり 胴部はナデ 内 減がある 460下層 有り

460 口縁部との接合部 物と認め 479床面 内外朱量産

479 はへラ削りを加え られる り

る

13 壷 球形の胴部に内管気味 全体をへラ磨き 口縁部へフ磨き 砂粒含む 良 ~残存 外面と口

に開く口縁部を有する 頚部ハケ目の残る部分 胴部はナデ 粘土ダマ 外黄灰褐色 縁部内面

471 端部欠損 あり 頚部はへラ削りを が目立つ 内暗赤色 は赤彩

力日える

14 鉢 16.0 半球形の鋼部に連続的 全体をへフ磨きするが 全体をへラ磨きす 極微細砂 優 胴部半欠 外面底部

9.9 に外方に開く口縁部を 頚部にハケ目が残る る を含む 外灰茶褐色 (復元実測) を除き朱

482 4.9 有する 口縁部は横にハヤ 内 塗り

目が残る

15 鉢 12.8 胴部から複合口縁部ま 複合帯はハケ自の後横 口縁部は横にハケ 若干の砂 胸部を少 二次的に

420 410 6.9 で内管気味に立ち上が ナデ 自 粒を含む 外明黄茶褐色 々欠く 被熱

401407 2.4 る 胴部は横にへラ削りす 胴部以下は磨滅す 内

加7505 底部外面は窪んでいる る るが，ナデ，ハケ

目により調整され

るのがわかる

16 柑 15.8 偏平な半球形の胴部に 内外全面を縦にへフ磨 大砂粒を 優 底部わず 内外朱塗

10.4 アンノfランスとも思、え きするが外面口縁，胴 わずかに 外明灰褐色 かに欠き l り

449 1.8 る巾の口縁部が付く 部の境は横にヘラ磨き 含む 内断面暗赤色 他yz残 外面*，J落
447 内面境に明瞭な稜 して仕上げる 目立つ

17 小形土器 6.6 小形のコップ状の土器 口縁部は横ナデ 口縁部はハケ自の 細砂粒含 良 胴部中ー

外面は口縁，胴部の境 胴部上位はハケ目 後横ナデ む 外灰褐色 口縁部yz
508 が明瞭でないが内面に 中位以下はナデにより 胴部はナデ 内 周

は稜がある 仕上げる

18 両1'1' 12.0 棒状の柱状部を有し， 全面を縦にへラ磨きす 脚端部外面を含め 極微細砂 優 ys残存 外面朱塗

裾部との境には鈍い稜 るが，脚端部には及ば てナデる，ハケ目 を含む 外黄茶褐色 (復元実測) りわずか

402 がつき円孔が3個穿れ ずナデたまま 部分的に残る 内 に残る

ている 町、部内面

にも赤彩

あり

19 品 E手 15.8 端部に向かつてフッパ 縦へフ磨き 横方向のハケ目 微細砂を 優 脚部破片 外面朱塗

410 状4こ開く中程に 3個の 裾は横ナデを加え 若干含む 外黄茶褐色 端部は殆 り

411 円子L，端部は上方にめ る 内 んど欠損

501 くれる様になる (復元実測)

20 器台 7.4 受部破片 全面横ナデによるハケ 全面をへラ磨きす 微細砂を 優 器台坪部 内外朱塗

端部下でわずかに外管 目の残る部分あり る 含む 外黄灰色 破片口縁 り

403 気味に屈曲する 内暗褐色 部欠く

(復元実測)

21 器台 7.2 脚中位以下を欠損する 受部，脚部全面をへラ 脚部内面はナデ 砂粒含む 優 脚部中位 脚部外面

中位で周曲する受部を 磨きする 上方は軽いへラ削 外黄灰色 以下を欠 受部内外

421 有する りを力日える 内暗赤色 く 面朱塗り

3個の円孔の径やや大

きい

22 器台 12.4 脚部破片 中位以下を縦のハケ目 ナデによる 細砂を多 優 脚部泌欠 脚端は平

479 全体に内側にふんばる 上方をへラ削りする 量に含む 外暗赤褐色 (復元実測) らで潰れ

458 様な形態である 内 た様にな

457 円子L3個あり る

23は管玉，形容J未成品。 24~31は側面打裂及び研磨工程の未成品である。 32は研磨工程のほぼ終了段階のものである。 33は滑石製で側面研磨の偏平な

直方体を呈すものである。 34~37は同じく滑石製で，管玉の完成品である。 38は偏平な滑石剥片である。
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006号祉-竪穴住居壮一(14-12・13図，図版 14-9) 

遺構

形状 隅丸方形。やや小判形に近い。規模 4.65 m X 3.80 m。炉の位置一中央部やや東寄り。壁一ほ

ぽ垂直。 16.5cm。壁溝一無。床面ーハードローム層中に構築。堅固。ほぽ平坦。柱穴一中央部北東壁

寄りと南東壁寄りの深いピットの他はやや小さな壁柱穴が認められる。備考一炉は径 80x50 cm程の

楕円形プランで，深さ 5m程のものである。底面は余り焼けていないが，灰が多量に充満していた。

縄文式土器の破片が出土しているが，埋土中からの出土である。時期は出土土器からみると晩期安行

IIIa期のものとも思われるが不明確で、ある。。

遺物

出土遺物はごく少量の縄文式土器のみである。いずれも小破片であり，埋土中からの出土である。

1・2は堀之内式土器， 3・4は安行IIIa式， 5・6は安行II式併行のものと思われる。

007号祉 玉作工房社一(14-14・15図，図版 14-10・11)

遺構

形状一不整方形。規模-4.60m X 5.30 m。炉の位置一中央部及び中央部北西寄り。壁一ほぽ垂直。 24

cm。壁溝 東・西壁一部と南壁を欠く。床面一ほぼ平坦。ハードローム層中に構築。柱穴 2個。北

西及び南東隅には認められなかった。備考一炉は中央部のものが径 50x45 cm，深さ 4.5cm，西寄り

のものが径 75x60cm，深さ 11cm程である。

遺物

出土遺物は土器と管玉類である。土器は出土量に比して破片や破損品が多く出土しているが，埋土

中からの出土が大半を占めている。管玉類は原石が5個，埋土中~下部にかけて出土しているほか，

未成品 6点，完形品(あるいは仕上げ工程品)破片 1点，剥片 2点である。未成品，剥片は床面及び

周溝中から出土している。

007号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 時5 外 面 内 面 層位

1 窪 口f至 15.1 胴部中位やや下方に最 口縁~胴部はハケ目 口縁部はハケ目の 細砂粒を 焼成優 胴部若干 4ll下層 一次的に

器高 5.7 大径を持ち，口縁部は 口縁部は横ナデを体部 後ナデ 比較的多 外 を欠くが 413下層 被熱

411 底径 19.0 外笥気味に「く」の字状 下部は横にナデ 胴部はナデ 量に含む 内茶褐色 略完形

413 に広がる 底部はへラ削り 粘土ダマ

になり含

まれる

2 斐 15.1 胴部下位に最大径を持 全面にハケ目を施した 口縁部は横ハケ目 長石，石 優 胴部を部 下層 底部外面

21. 7 ち，比較的なめらかに 後口縁部は横ナデ，胴 の後横ナデ 英を主体 外黄灰色 分的に欠 は一定方

410 6.2 連続する 部は縦にナデ，底部は 体部以下はナデ とする細 暗茶褐色 くが略完 向の軽い

日縁部はi;Jの字状に 横方向のナデを加える 砂を含む 内黄灰色 形 ヘラ削り

外反 暗茶褐色
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法 量 特 徴 位置

番号 名称
口径・器高・底但

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
器 非主 外 面 内 面 層位

3 婆 14.5 やや上下に長自の胴部。 胴部上位以上はハケ目 口縁部は横にへラ 微細砂を 優 体部中位 502 
外轡気味に大きく外方 口縁部は横ナデを加え 削り 含む 外暗灰~ 以上労司 上層

502 に開く口縁部を有する る 胴部はナデ 灰黄褐色 遺存 503 
503 中位以下はナデと削り 内暗灰~ 上層

灰黄褐色

4 整 12.8 わずかに凹底となる球 全面にハケ目，口縁部 口縁部はハケ目の 長石，石 優 体部若干 下層 組雑な作

13.0 形の胴部に内管気味の は後に横ナデを加える 後横ナデ，以下を 英粒を主 外暗茶褐色 欠くが略 り

412 3.8 短かい口縁部が付く 底部は軽いへラ削り， ナデ 体とする 内 完形 内面体部

周囲をナデ 接合痕残る 砂粒を比 に炭化物

較的多量 付着

に含む

5 斐 12.8 体部最大径を上回る口 全面をへラ磨きする 口縁部はへラ磨き 細砂を合 優 胴部上半 上層 口縁部内

縁径を有し，口縁，胴 口縁部にはハケ目が残 胴部はナデ む 外灰茶褐色 口縁部% 外体部外

504 部境にへラ状工具の刺 る 接合痕残る 内 周位の破 商朱塗り

突による文様がある 片

6 小形整 7.5 中位よりやや上方に最 口縁部横ナデ 横にナデ 細砂を含 優 口縁部若 中層 やや作り

7.3 大径を持つ胴部と「く」 胴部以下はナデ む 外灰茶褐色 干欠く部 が組雑

404 3.6 の字状に開く口縁部か 口縁部，体部上位にハ 内灰茶褐色 分がある

ら成る ケ目が残る ほf:f完形

7 局I手 7.2 脚部の破片でわずかに 縦方向のへラ磨き ナデ 砂粒を僅 優 脚部%周 床面

内脅し，ふんばる様な わずかに残る杯部 かに混ず 外暗黄茶灰色 程の破片

415 形態を有する はへラ磨きする る 灰褐色

内暗黄茶褐色

灰褐色

8 護 24.5 大形の斐，口縁部破片 全面ハケ目 全面をナデる 微砂粒を 優 口縁部y:; 501上層

501 直線的な開き方をする 端部は横ナデする1 横ハケ目が残る部 僅かに含 外灰茶褐色 周遺存 507 

407 が上方に至りやや外方 分あり む 内灰茶褐色 504上層

504 に屈曲している

9 壷 15.4 複合得を含め，外上方 複合体は横ハケ目，以 全面をへラ磨きす 微細砂を 優 口縁部全 下層 内外朱塗

にラッパ状に開く口縁 下は縦ハケ自の後を縦 る，ハケ目残る部 僅かに含 外口縁部黄灰色 周のみ遺 り

414 部 にへラ磨きする 分あり む 体部は茶褐色 存

胴部に指オサエ痕 内

あり

10 査 17.0 複合帯外面に端面が形 複合体の部分は横にハ ヘラ削り文はハケ 微細砂を 良 口縁部全 床面

成され稜が出来ている ケ目後へラ状工具によ 自の後をヘラ磨き 含み粘土 外明黄灰色 周

401 るナデ，以下は縦のハ に近いナデを加え が小さな 内明黄灰色

ケ目後を縦のへラ磨き る ダ7 にな

的なナデを加える る

11 甑 19.0 鉢形の胴部に内管気味 全面をハケ目により仕 口縁部ハケ目，以 長石，石 胴部口縁 503上層 全体に雑

503 15.8 に上方に立ち上がる口 l上げ，口縁部内外は横 下をナデ 英粒含む 外茶褐色 部}看周遺 507 な作り

507 6.3 縁部が付く ナデを力日える 底部にハケ目残る 細砂を含 内茶褐色 存 504上層 二次的に

502 底部にー孔が焼成前に む 被熱

あけられる

12 柑 12.2 やや偏平な胴部に内笥 底部はナデ 口縁部は縦にへラ 微細砂を 優 口縁部を 405 口縁部内

14.7 気味に外方に立ち上が 口縁，胴部は全面を縦 磨き 合む 外灰黄褐色 若干欠く 下層 外

405 2.2 る口縁部を有する にへラ磨きする，部分 体部以下はナデ (赤彩は暗赤色) が略完形 407 胴部外面|

407 底部窪む 的にハケ目残る 内灰黄褐色 下層 朱塗り

(赤彩は暗赤色)

13 局I干、 10.5 脚部破片 縦にへラ磨き，端部は 上位はナデ，下位 砂粒を僅 1憂 脚部 床面 外面朱塗 l

直線的に裾部に至り， ハケ目残る はナデ，ハケ目が かに含む 外明灰褐色 り

402 端部に至り外笥気味に 各所に残る 内

開く

14 器台 9.8 丸味を持つ受部とラッ 全体をへラ磨きする 受部はへラ磨き 細砂を僅 優 杯部は端 403 受部内外

パ状に開く脚部を有す 脚部は横にハケ目 かに含む 外灰黄褐色 部を欠く 下層 脚部外面

403 る で端部は横ナデを 内灰黄褐色 部分もあ 505 朱塗り

505 円孔が 3個あけられて 力日える り復元 床面 精微な作

いる 脚部は完 り

罪主

15 土玉 径2.2X2.3 009号右上

出土

302 (007号泣出

土は誤り)

16~22は管玉類である。 16~17は形容j未成品. 18~21は側面打裂未成品. 22は仕上げあるいは完成品破片である。
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008号土止

遺構とならず欠番とした。

009号祉 竪穴住居社一(14-16・17図，図版 14-12)

遺 構

形状方形。整ったプランである。規模-6.10m X 6.75 m。炉一無。壁 ほぽ垂直。残存高 9.9cm。壁溝

一無。床面一ハードローム層中に構築。撹乱を著るしくうけており、不明瞭な部分が多い。柱穴-3

個。北東隅には検出されなかった。備考 南東隅の柱穴よりやや壁際に、浅いピットと深いピット 2

個が所在する。本社は北西隅南寄りと、南東隅に投棄されたと考えられる焼土が所在した。特に、南

東隅のものは厚く堆積しており、南東隅に近い深いピットを覆っていた。このことから、この深いピッ

トは本社に伴うものと思われるが性格不明である。

遺物

出土遺物は土器と土玉(2点)及び玉類等である。土器は出土量はやや多いが、いずれも破片ない

しは破損品であり、窒の小破片が大半を占めている。なお、縄文式土器の小破片も若干出土した。土

玉は床面と埋土下部から各々出土している。玉類等は管玉未成品 6点の{也、円板状剥片数点である。

これらは剥片 1点を除いてはすべて埋土中~下部にかけての出土である。他に、絹雲母片岩の小破片

が2点出土している。

009号杜遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土 焼成 ・色調

口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面

1 婆 口f圭 14.5 「く」の字状の口縁部の 縦方向のハケ日後を横 横ナデの後軽いナ 微細砂を 焼成優

器高 破片 ナデ ア 含む 外黒茶褐色

417 底径 胴部は同様に横方向に 体部はナデだが口 内

511 ナデ 縁直下をヘラ削り

する

2 局 I不 8.8 端部に向ってわずかに ヘラ磨き 横ハケの後ナデ 微細砂を {憂

(又は 内轡気味に開く 合む 外灰茶褐色

501 器台) 円子L3個外方から穿孔 内

される

3~8 は管玉未成品。 3 は形割未成品， 4~8 は側面打裂を開始したものである。 9 は偏平で円板状を呈する剥片である。

010 号壮一玉作工房社一(14-18~21 図， 図版 12~15)

遺 構

位置

遺 存 度 出土 備考
層位

417下層

511覆土

上層

脚部破片 501 内外朱塗

南コー り

ナー

形状一方形。整ったプランである。規模-5.70m X 5.20 m。炉の位置一中央部北西寄り。壁一立上りほ

ぼ垂直。 26.5cm。壁溝一無。 床面ーハードローム層中に構築。堅固。 柱穴-3個。備考 床面上には

多量の焼土及び炭化材が認められた。火災にあったものと考えられる。南壁中央部は径1.5mX 1.2 m 

の方形の大形ピットにより撹乱されていた。炉は径 52cmx36 cm程で、底面が強く焼けていた。
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遺物

出土遺物は土器と管玉類である。土器は出土量はやや多いがいず、れも破片ないしは破損品であり、

要、査の小破片が多い。埋土下部から床面上にかけて大半が出土している。管玉類は原石、管玉未成

品、剥片である。原石は 4点埋土下部から底面上にかけて出土している。管玉未成品は図示したもの

の他、荒割工程の未成品も認められる。剥片及び屑片の出土も多い。これらは埋土下部から床面上に

かけての出土である。なお、西壁南コーナー寄りの壁直下の床面上からは原石、管玉未成品、剥片が

まとまって出土している。

010号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称 胎土 焼成・色調

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 要 口径 17.4 球形の胴部からなめら 口縁部横ナデ 口縁部横ナデ，凹 砂粒をや 焼成優

器高 かに連続する口縁部は 胴部上位はナデ，以下 凸目立つ や多く含 外灰黒色

417 底径 外笥し外方に開く を横にへラ削りする 胴部ナデ む 明灰褐色

504 接合痕顕著に残る 内灰褐色を

基調とする

2 壷 14.6 わずかに凹底となる球 複合体は横ハケ目の後 口縁部ハケ自の後 砂粒を比 優

30.5 形の胴部に直線的に開 ナデ，以下はハケ目だ ナデ，以下ナデに 較的多量 外黄茶褐色

401 8.0 く複合口縁を有する が頚部~胴部上位は磨 よる接合痕残る に含む 内

410 きに近いナデ

体部下位は削りを加え

る

3 壷 10.5 小形の査の口縁部 ノ、ヶ自の後を横ナデす 横方向のハケ目 微細砂を 優

「く」の字状に外反する る 胴部はナデ かすかに 外黒灰色

407 口縁部で，内面体部境 胴部はナデだがハケ目 接合痕残る 含む 内

は明瞭な稜がある が残る

4 甑 24.0 鉢形の胴部に外方に広 内外全面をハケ目で仕 微細砂を 優

501 がる複合口縁部を有す 上げ外面の凹む部分に 合む 外茶褐色

506 る はハケ目が及ばない 内

410 鈍い端面を作り出す

5~23は管玉未製品である。 5~22は側面打裂工程に入った段階の未成品と考えられ， 23は一部研磨痕跡か1認められる

011号祉

遺構とならず欠番とした。

012号祉

遺構とならず欠番とした。

013号祉-竪穴住居社ー(14-22・23図，図版 14-15)

遺構

位置

遺 存 度 出土 備考
層位

口縁~周 417下層 胴部凹凸

体部%周 504覆土 が目立ち

上層 粗雑な作

り

口縁部複 401 底部外面

合帯%周 下層 はナデ

はがれて 410 
いる 床面

口縁部~ 407 

周遺存 下層

ロ縁M周 501覆

破片 土上層

506覆

土上層

410 

床面

形状一方形。規模-5.40m X 5.20 m。炉の位置ー中央制七寄り。壁一ほぽ垂直。 19.5cm。壁溝一無。

床面ーハードローム層中に構築。堅固。柱穴-4個。その他にピット 5個あり。備考一遺存状態の良
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い住居社。西コーナーは 014号祉を切っている。炉は径 50cmx38 cm程で良く焼けており、灰が多

量に存在した。南東隅には 009号牡と同じく柱穴とほぼ同じ大きさで、やや浅いピットと深いピット

が所在する。また、壁に沿って、 6"-'14 cm位の深さの小ピットが3個認められた。

遺物

出土遺物は数点の土器と滑石製模造品類、砥石(1点)である。土器はいずれも土師器の小破片で

あり、床面から出土している。滑石製品類は有孔円板未製品 2点 (1・2) であり、埋土中部から出土

している。砥石(3 )は破片であるが、二面に擦痕が若干認められる。砂岩。

014 号祉-玉作工房社一(l4~24 ・ 25 図，図版 14~16)

遺構

形状一不整方形。規模-6.80m x 5.80 m。炉の位置一中央部及び中央南西寄り。壁一ほぽ垂直、15cm。

壁溝一無。床面 ほぽ平坦。柱穴 4個。備考-013号祉により北東コーナ一部分を切られている。備

考一南壁及び東壁は削平のため不明。中央部の炉は径 74x62cm程で、深さ 4"-'9cm。南西寄りのも

のは径 36"-'34cm程で、深さ約 6cmである。

遺物 (14-25図)

出土遺物は土器と管玉類，砥石，麿石である。土器は土師器の小破片少量と縄文式土器の小破片で、

ある。土師器及び縄文式土器ともに埋土中及び床面上からの出土で，縄文式土器小破片の出土量が多

い。管玉類は形割未製品及び一部側面打裂のもの(1"-'3)の他剥片等が少量出土している。砥石(4 ) 

は粘板岩質のもので両面に擦痕が認められる。麿石(5 )は円瞭状のもので，縄文式土器と伴出して

いるものと同様のものである。

015号祉 竪穴住居壮一(14~26~30 図，図版 14-16~20)

遺構

形状-楕円形。規模-7.30mX 7.50 m。炉の位置-中央部南西寄り ・中央部南東寄りに 2か所。壁一立上

りほぼ垂直。残存高，9cm。壁溝一無。床面一ほぽ垂直。柱穴-14個。四角形に配されている。備考 南

側の壁は撹乱のため不明であるが，楕円形ないしは円形プランと思われる。北側の壁下に、約半周程、

床面より一約 10cm前後高いテラス状の遺構を具備している。このテラス状の遺構上からは粗製の深鉢

形土器が数個体並べられた状態で出土し，また，焼土が厚く堆積しており，獣骨の小破片も出土して

いる。炉は 2か所とも掘り込み深く良く焼けており，焼土も厚く堆積していた。南西側の炉からは獣

骨の破片が出土している。また，南西側炉の北側床面上には径 80x70 cm程のブロック状の粘土が存

在し，この粘土の中央部はやや赤く焼けていた。

遺物 (14-27"-'30図)

出土遺物は縄文式土器と土製品及び石製石である。縄文式土器は多量に出土しているが，いずれも
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破片ないしは破損品で，大形の破片や破損品の出土が顕著である。これらは，埋土下部から床面にか

けて住居壮一面から出土している。なお，住居牡上部が削平されたため，結果として破損品あるいは

破片となった可能性も考えられる。

さて，出土土器については，後期の掘之内 I式土器 (14)や安行 I式土器 (15)が若干混在してい

た他は，すべて晩期初頭の安行IIIa式土器(1 ~ 13， 16~41) として把握されるものであった。なお，

台付鉢の脚部と考えられる破片 (12) やミニュチュア土器 (13) の出土もみられる。また，胴下半部

に縄文の施こされた深鉢形土器のうち， 31は37，38等と共にテラス状の遺構上に並べて置かれた状態

で出土している。

次に，土製品は耳栓状土製品 1点，土製円板 1点，その他l点の計3点、が埋土中から出土している。

石製品は石皿 (43)，麿石 (44・45)，敵石 (46)，麿製石斧，石剣等が出土しているが，敵石 l点、を除

いてはいずれも破片である。これらは，埋土中から床面上にかけて出土している。

016号祉-竪穴住居牡一(14-31・32図，図版 14-20)

遺 構

形状一不整方形。規模 4.50 m X 5.30 m。炉の位置 中央部西寄り。壁一ほぽ垂直。 7cm。壁溝

無。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考一削平により，壁の立上りをわずかに残すのみであった。

炉は径 78cmX 48 cm 程で，深さは 3~4 cmと浅い。縄文式土器の出土量が多いが，土師式土器(五

領~和泉期)出土の住居杜と考えられる。

遺物

出土遺物は土器である。土器は縄文式土器，弥生式土器，土師器であり，埋土下部から床面上にかけ

て一面に散在していた。このうち，土師器及び弥生式土器はごく少量で、いずれも小破片であり，縄文

式土器はすべて小破片であるが多量に出土していた。

016号枇遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 育会 外 面 内 面 層位

l 深鉢 口径i 底部が低い台状を量 胴下半部は縄文 密 焼成良好 底部% 床面 底部木葉

器高 し，外側にやや突出て 底部は木葉痕 外 痕あり

413 底径 いる 内

017号祉

遺構とならず欠番とした。
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018号士止-竪穴住居壮一(14-33・34図，図版 14-21・22)

遺構

形状一不整方形。規模 5.78 m X 6.08 m。炉の位置一中央北西寄り。壁 ほぽ垂直。 14cm。壁構

一無。床面 ハードローム層中に構築され，部分的に凹凸がある。堅固。柱穴-4個。備考 削平の

ため，壁は立上りをわずかに残すのみである。南壁はやや他の 3壁に比してゆがみがある。炉は径 72x

60 cm程の楕円形で、深さ 5cm程である。土師器及び管玉製作過程での剥片を出土する住居祉であ

る。

遺物 (14-34図)

出土遺物は土器と石製品，剥片等である。土器は土師器の小破片がごく少量と縄文式土器がやや多く

出土している。これら土器はすべて埋土中からの出土である。石製品は管玉製作に伴うと思われる砥

石 1点と管玉製作過程での剥片少量である。これらは埋土下部から床面にかけて出土している。 他

に，縄文時代の石斧，凹石，石剣片等がある。

1・2は加曽利B1式土器，3は加曽利BII式土器， 4~8 は安行II式土器， 9 ~13 は姥山 II式土

器，14~19 は前期式土器である。 20 ・ 21 は磨製石斧であり、 20 は先端部， 21は基部及び先端部を欠

損。 22は凹石。 23は破片であるが石剣と思われる。きれいに磨かれている。 24は砥石である。 3面に

擦痕が認められる。砂岩質。

019号祉

遺構とならず欠番とした。

020 A号壮一竪穴住居祉一(14-35・36図，図版 14-23)

遺構

形状正方形。規模-5.20m X 5.20 m。カマドの位置北壁中央部。壁ほぽ垂直。 30cm。壁溝 南

コーナーに一部あり。幅 ・深さは 16cm・ 5.5 cm。床面 ハードローム層中に構築。堅固。ほぽ平

坦。柱穴 4個。備考 020 B号祉の東コーナーを切って構築された住居祉である。カマドは削平のた

め、痕跡を残すのみであった。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製支脚破片 1点である。土器はいずれも破片で、大半が小破片である。

埋土下部から床面上にかけて散在していた。支脚は床面上から出土している。
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020A号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 官会 外 面 内 面

l 要 口径 17.5 偏平な球形の胴部に連 口縁部内外ー横ナデ 体部ーナデ

器高 続に屈曲外轡する口縁 胴部は横にへラ削り

402 底径 部を有する

3 饗 13.6 口縁部と体部はくぴれ 口縁部内外面横ナデ 体部ナデ

る様になめらかに連続 体部は縦にへラ削り

401 する

2 t平 14.9 浅い球形の体部にわず 口縁部←横ナデ 口縁部は横にへラ

かに稜を形成し，口縁 体部は横にへラ削り 磨き

401 部が外方に立ち上がっ 体部は放射状にへ

ている ラ磨きする

020 B号壮一玉作工房牡一(14-35・37図，図版 14-23)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

ややキメ 焼成良 外面剥

の荒い粘 外暗灰茶褐色 落

土の細砂 内

を含む

細砂を多 良 口縁泌周 床面

量に含む 外暗茶褐色 破片

内

細砂を含 良 底部・口 床面

むややキ 外灰黄褐色 縁を若干

メ荒粘土 内 欠く

」ー

形状一方形。規模-7.66mx8.40 m。炉の位置一中央部北東寄り。壁一ほぽ垂直。24cm。壁溝-020A 

号牡との重複部分と南西壁の一部欠く。幅・深さは 20'""'-'30cm・-10cm。床面一ハードローム層中に

構築。ほぽ平坦。柱穴 4個。その他にピット 1個あり。備考-020A号牡により東コーナーが大きく

切られている。炉は径 88cmx50 cm程の楕円形を呈し，深さは 4.5cm程である。

遺物 (14-37図)

出土遺物は，数点の土器と管玉未成品，剥片である。土器はいずれも土師器の小破片である。管玉

未成品は形割工程未成品と側面打裂工程のものがある(1 '""'-' 5 )。未成品・剥片は北及び南隅の周溝内

及び床面上から各々数点づっ出土しているのみである。

021 A号祉-竪穴住居牡(14-38・39図，図版14-23)

遺 構

形状-不整長方形。規模-6.20m x 4.55 m。炉一無。壁一立上り，ほぽ垂直。削平のため低く 15

cm。壁溝ー無。床面一粘質性の暗褐色土層。ほぽ平坦。柱穴-4個。備考-021B号牡と一部重複し

ているが，新旧関係については明確にし得なかった。本住居牡は不整長方形プランを呈するが，柱穴

は南東側にやや寄って 4個所在し，プランに対して片寄りがみられる。南西隅には径 40x35cm程の

ピットがみられる。柱穴と比較し，径 40x35cmとやや大きく，深さは柱穴とほぽ同じで約 31cmを

測る。

遺 物

出土遺物は若干の土器のみである。いずれも土師器の小破片で，埋土中からの出土である。
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021 B号祉-竪穴住居壮 (14-38・39図，図版 14-23)

遺 構

形状不整方形。規模-4.20m X 5.10 m。炉一無。壁立上りほぼ垂直。 13.5cm。壁溝無。床面

一粘質性の暗褐色土層。ほぽ平坦。柱穴-4個。その他にピット 2個あり。備考-021A号杜と重複し

ているが，新旧関係は明確にし得なかった。中央部南東寄りに所在するピットは，径約 70cmで円形

を呈し，深さ 65cm程の大きく，深いピットである。埋土中から窒(2点)，高午(1点)の破片及

び凝灰質の剥片が各々出土している。南西隅にも深さ約 55cmのピットが 1個所在する。ともに性格

不明。

遺物

出土遺物は少量の土器と若干の剥片である。土器はいずれも破片ないしは破損品であり ，埋土下部

から床面及びピット内から各々出土している。剥片は埋土下部から床面にかけて出土しているが，土

器とともに住居廃絶のものと考えられる。

021A・B号牡遺物一覧表( )内は出土住居牡

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 時5 外 面 内 面 層位

I 斐 口径 14.7 球形の胴部に外方に屈 口縁部は横ナデ，ハケ 口縁部は磨滅する 白色の極 焼成良 胴部中位 402 胴部に 2
(B) 器高 曲する口縁部は，つま 目残る部分あり がハケ目が認めら 微砂を大 外黄暗茶褐色 %周のみ Pit内 筒所焼成

402 底径 むように外面に端面が 胴部は全面にハケ目が れる 量に含む 内 遺存 後の穿孔

形成される 施される 胴部上位をへラ削 あり

り，以下をナデ

2 査 9.0 球形の胴部にわずかに 全面を縦にへラ磨き 口縁部は横ナデの 細砂を多 優 胴部中位 403 内面に接

(B) 外壁雪する「く」の字状の 口縁部には横ナデ 後へラ磨き く含む 外明黄褐色 以上%周 Pit内 合痕

403 口縁部を有する 胴部にはハケ目が残る 胴部は上方をへラ 内 遺存

削り，下方をナデ (復元実測)

3 査 2筒所で屈曲させて複 内外をへラ磨きにて仕 微細砂を 良 口縁y.周 412 
合帯を形成する 上げる 含む 外暗黄褐色 遺存 Pit内

412 端部を欠損する 内 (復元実測)

4 高町、 裾がラッパ状に開く 縦にへラ磨き，ハケ目 上方をへラ削り 細砂を合 優 脚部破片 401 
(B) をわずかに残す部分あ '下方をナデ(ハケ む 外赤茶褐色 相欠lPit内
401 11.2 り 日がわずかに残る 内上の方は黒色

部分有り)

022号壮一竪穴住居壮一(14-40図，図版 14-24)

遺構

形状一方形。規模 6.10 m X 6.48 m。炉の位置一中央部西寄り。中央部南西寄り。中央部南寄り。三ヵ所P

壁立上りほぼ垂直。 27.8cm。壁溝無。床面 ハードローム層中に，構築。やや凹凸あり堅固。柱穴

-4個。その他にピット 1個あり。備考北西壁西コーナーは 023号祉に切られている。南西隅は撹

乱をうけ不明。床面上に焼土と木炭細片が散在していた。炉は小さく，底面はあまり焼けていない。

南西壁南寄りに径約75x70 cmの不整円形を呈し，深さ 55cm程のピットが所在する。このピット内

からは，土師器聾等の小破片が数点出土している。
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遺 物

出土遺物は少量の土器と剥片である。土器はいずれも破片であり，大半が土師器饗，査類の小破片で

ある。南東隅近くのピット内から数点出土している他は，埋土下部からの出土である。剥片は淡緑色

凝灰岩の管玉製作工程での小剥片で6点が埋土中から出土している。いずれも住居廃絶後に投棄され

たものである。

023号壮一竪穴住居壮一(14-41・42図，図版 14-24)

遺構

形状一方形。規模-6.54mx6.70 m。主軸方向ーN-3T-W。カマドの位置一北壁中央。壁一ほぽ垂

直。 21cm。壁溝一無。床面ーハードローム層中に構築。ほぽ平坦。柱穴ー4個。備考-022号牡の西

コーナーの一部を切って構築。壁に近い床面上に焼土がプロック状に堆積していた。

遺 物

出土遺物はごく少量の土器と土製支脚である。土器は手担土器2点の他はすべて小破片であり，土師

器及び縄文式土器が少量出土している。土師器は他のカマドを備えている住居杜のものと同様の小破

片である。支脚は破片 1点が床面から出土している。

023号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器商・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 手捜ね 口径 6.2 全体を手担ねで成形し 底部から上方に放射状 微砂粒を 焼成不良 完形 401 
土器 器高 5.0 偏平なコップ状に仕上 に指でオサエ，ナデ上 含む 外茶褐色 床面

401 底径 3.6 げる げている 内

口縁部高低目立つ

2 手控ね 7.3 上記のものよりさらに 微砂車立を 不良 口縁部半 402 

土器 3.1 偏平 含む 外茶褐色 周欠く 床面

402 4.0 成形調整は共通，同時 内

に製作されたものだろ

う

024号祉-竪穴住居牡一(14-43・44図，図版 14-25)

遺構

形状ー不整方形。規模ー6.50mx6.10 m。炉の位置-中央部南東寄り。壁一ほぽ垂直。13.5cm。壁溝

一無。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。その他にピット 1個あり。備考一炉は径64x46cm程で楕円形

を呈し，深さ約 2cmとわずかに凹んでいる程度である。中央部北壁側に長方形プランの浅い小ピッ

トが所在するが，本社のものか不明。なお，出土遺物は鬼高期の土師器が多く出土しているが，本住

居牡は，鬼高期以前の住居牡と思われる。

遺物

出土遺物は土器と石製品である。土器は土師器がやや出土量が多く，他に縄文式土器が少量出土

している。いずれも破片であり，大半が小破片である。住居壮一面に散在し，埋土下部からの出土が
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多い。石製品は砥石 1点、が床面上から出土している他に，縄文時代のものと考えられる凹石が 1点埋

土下部から出土している。大部分が，住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。

024号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 褒 口f圭 14.0 縦長の胴部にくびれる 口縁部内外横ナデ 粗 焼成 ↑憂 %欠損

器高 様に連続する外脅する 胸部内外横ナデ 石英粒含 黄褐色のやや

446 底径 口縁部が付く む 黒味を帯る

2 斐 10.8 コップ形の小形の斐 ロ縁部内外を横ナデ 砂粒含む 優 7;i残

巾の狭い口縁部は小さ 胴部外面はへラ削り， 外茶褐色

401 く外轡している 内面はナデ 内

3 I不 15.1 下記3同様だが，稜は 口縁部は横ナデ ナデ 砂粒含む 優 7;i残 二次的に

ごく鈍いものとなって 体部はへラ削り 外赤褐色 被熱

407 いる 内

4 勾t 13.4 須恵器(.l不蓋)模倣の杯 立ち上がり内外を横ナ 砂粒含む 優 ロ縁部

体部と口縁部の境には デする 外赤褐色 少々欠く

406 4.3 鈍い稜が形成される 体部外面はへラ削り， 内 が略完形

内面は磨滅して不明

5 主手 15.3 須恵器(原身)模倣の町、 へラ削り 横ナデ 微砂粒含 i憂 7;i欠損

3.3 立ち上がりの部分を欠 磨滅する む 外暗茶褐色 復元

403 演する 内

6 E手 5と同様の杯 立ち上がりは内外面横 立ち上がりは横ナ 砂粒含む 優 7;i残

口縁端部を欠く ナデ デ，以下磨滅して 外暗褐色

403 体部はへラ削り 不明瞭 内

025号土止 竪穴住居牡 (14-45・46図，図版 14-25・26)

遺構

形状一方形。正方形に近く，整ったプラン。規模-6.10m X 6.30 m。主軸方向-N-55'-E。カマド

の位置一東壁中央やや北寄り。壁 立上り垂直。 17.5cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 24cm・-10cm。

床面粘土質の暗褐色土層中に構築。撹乱著しく保存状態不良。柱穴 4個。備考 カマドは大きさ，

1.40x 1.00 m程だが，上部は削平のため消失。砂質粘土で構築されている。 火床はあまり焼けていな

しユ。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片ないしは破損品であり，大半が小破片で、ある。 聾2点

及び甑 1点が床面上から出土したほかはすべて埋土中からの出土である。

025号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 饗 ロf圭 17.0 最大径を胴部下位に持 口縁部内外を横ナデ 体部上位接合痕残 細砂粒多 焼成優 体部7;i

器高 ち外脅する口縁部と 胴部は外面へラ削り， る く含む 外赤褐色 口縁7;i 床面

401 底径 は， くびれるように連 内面磨滅し不明瞭 内 欠損

続する
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

2 饗 14.0 1と同様の特微を有す 口縁部内外を横ナデ

る口径， t圭はやや4、さ 胴部は外面へラ削り，

403 ~ > 内面をナデ

3 蔓 11.5 上記の饗と同様 向上

口縁径はさらに小さい

501 

4 甑 25.2 口縁部は外方に短かく 口縁部内外を横ナデ

25.8 屈曲する 体部は縦にへラ削り，

402 7.3 内面はナデ

5 t手 13.5 偏平な球形を呈し， .!!宛 口縁部内外を横ナデ 放射状の暗文が施

4.3 に近い 体部・底部をへラ削り される

505 する

6 t手 11.3 須恵器(杯身)模倣の不 立ち上がり内外を横ナ 体部はへラ磨き

立ち上がりは内傾，内 ア

505 費している 体部はへラ削り

026号牡-竪穴住居壮一(14-47"'-'49図，図版14-27・28)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

長石粒含 優 口縁%残 床面 器厚やや

む 外茶褐色 大きい

内

長石粒を 優 口縁%残 覆土

少々含む 外赤褐色 上層

内

微砂位を 優 底部%残 床面

含む 外茶褐色

内

長石粒を 優 口縁%欠 覆土

含む 外黒褐色 上層

内

小粒石が 優 %残 覆土

散在して 外黒褐色 上層

いる 内

形状一楕円形。規模-5.20m X 5.68 m。炉一無。壁一立上り，ほぽ垂直。削平のため残存壁高約 10

cm。壁溝一無。床面一粘土質の暗褐色土層に構築。遺存状態良好。柱穴一壁柱穴7個。径 20......__25cm 

だが，深さ 30......__40cmとやや深い。

遺物 (14-48・49図)

出土遺物は土器と石製品である。土器は縄文式土器で出土量はやや多いが，破損品 2点を除き，い

ずれも小破片である。これらは住居壮一面に散在し，埋土下部からの出土が大半を占める。土器の様

相は加曽利B式土器(1， 4......__20)から安行 I・II式土器(2， 21......__24)の出土量が多いが，他に掘

之内式土器(3)と晩期安行IIIa式土器仰の小破片が少量出土しており，これらはすべて混在した状態を

呈し，床面上から出土した少量についてもほぼ同様であった。石製品は，石斧破片 1点及び石皿破片

1点。6)が埋土中から各々出土している。

027号祉-竪穴住居牡一(14-50・51図，図版14-29・30)

遺構

形状一方形。規模-6.58m X 5.60 m。炉の位置一中央部北西寄り。壁一立上り，ほぽ垂直。残存部高さ

10cm。壁溝一無。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個と思われるが，その他にピット 5個あり。備考一削平

と揖乱のため，東コーナーは確認出来なかった。炉は径 58x50cm程で浅い。縄文式土器が出土して

いるが時期を確定し得ない。

遺 物

出土遺物は少量の土器と石製品である。土器はいずれも縄文式土器の小破片であり，埋土中から

の出土である。加曽利BII式(1"""__4)，安行I式 (5"""__ 8)の他，安行IIIa式(9・10)及び組製土
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器(11-----13)が混在して出土している。加曽利B式及び安行 I式の出土量がやや多い。石製品は磨石(15)

が1点床面から，石剣の破片(1点)が埋土中から各々出土している。

028号祉

遺構とならず欠番とした。

029号祉-竪穴住居社一(14-52・53図，図版 14-29・30)

遺構

形状楕円形。規模-4.00m X 3.20 m。炉の位置一中央部北寄り。壁立上り，ほぽ垂直。残存部高さ

11.5 cm。壁溝無。床面一ハードローム層に構築。遺存状態良好。柱穴ーピットが壁際に 7個所在

し，これは壁柱穴と考えられる。他に，内側に 3個存在し，深さは壁柱穴とほぼ同様であるが， 3個

ともに柱穴かどうかは不明。炉は径 40x32cm程で，深さは約 6cmを測り，明瞭であった。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品である。土器はいずれも縄文式土器の小破片であり，加曽利B1 

式 (1-----5)，安行 I式(6)，姥山11・III式(7 -----11)がある。これらは，埋土中から混在して出土して

いる。土製品は土偶の小破片(足の部分) 1点であり，南東部の壁柱穴内から出土している。

030号祉-竪穴住居壮一(14-54・55図，図版 14-31)

遺構

形状一隅丸長方形。規模-6.30m X 5.00 m。炉の位置 東コーナーに焼土が認められたが，床面はほ

とんど焼けておらず，深さもなく，炉かどうか明確にし得なかった。壁一立上りはほぼ垂直。高さは

残存部で 16.5cm。壁溝一無。床面一ハードロームの層中に構築。やや凹凸あるも堅固。柱穴ーピット

は3個検出されたが，中央部のピットは径約 90cm，深さ約 100cmで，他の 2個と比較し，大きく，

深い。すべて柱穴となるかどうか不明。備考一西側及び南側壁は削平のため把握出来なかった。また，

西側は一部揖乱をうけている。縄文式土器のみが出土しているが，時期を確定出来ない。

遺物

出土遺物は少量の土器である。土器は縄文式土器の小破片であり，称名寺式(1)，掘之内 I式(2)，加

曽利BII式 (3-----9)，安行 I式 (10-----15)，安行11式(16-----19)，姥山111式 (20・21)の各々が混在し

て出土しているが，加曽利BII式及び安行 I式土器の出土がやや多い。

031号祉

遺構とならず欠番とした。

515 -



032 号祉-竪穴住居壮一(14-56~58 図，図版 14-32 ・ 33)

遺構

形状一楕円形。規模-5.10m X 4.44 m。炉の位置一中央部西寄り。壁一立上り，ほぽ垂直。 24cm。壁

溝一無。床面一ほぽ平坦。壁柱穴一壁に沿って径 15"-'20cmの小ピットが 13個めぐっており，壁柱

穴と考えられる。備考一炉は径 68x42cm程でよく焼けている。北西側壁直下に径約 65x50cm，深

さ約 20cmの楕円形のピットが保存する。

遺 物

出土遺物は土器と土製品である。土器はいずれも縄文式土器であり，大形の破片 1点の他はいず

れも小破片である。称名寺式(3)，掘之内 I式(1・ 2， 4 "-'18)，加曽利B式 (19"-'26)，安行式組製

土器(21)の各々が混在しているが，掘之内式土器が主体で，加曽利B式土器が少量，称名寺式及び安行

式は各 1点である。土製品は北西部の壁直下の楕円形，ピット部から出土した動物形土製品 1点(図

版 14-32)である。この動物形土製品は胴部と両足基部を残すのみで，他は欠損していた。

033 A号祉-竪穴住居牡一(14-59・60図，図版 14-34)

遺構

形状一方形。規模 4.20 m X 4.24 m。炉-無。壁一立上りほぼ垂直。残存高， 15 cm。壁溝一無。床

面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考-033B号牡の東コーナーを切って構築。南壁は削平により消滅。

遺物(14-60図)

出土遺物は少量の土器である。土器は縄文式土器と土師器が出土している。いずれも埋土中からの

出土で，掘之内式土器の大形破片を含む縄文式土器が大半を占めている。土師器は若干の小破片であ

る。

033 B号祉-竪穴住居祉一(14-59・60，図版 14-34)

遺構

形状一不整方形。規模-3.94m X 4.90 m (推定)。炉無。壁一立上り， ほぽ垂直。残存高， 16 

cm。壁溝一無。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。その他にピット 1個あり。備考-033A号牡により東

コーナ一切られている。南コーナーの壁は撹乱のため不明。

遺物(14-60図)

出土遺物は少量の土器である。土器はいずれも小破片で縄文式土器と土師器が出土している。

なお， A・B号祉については調査の手違いから出土遺物の大半が一括してしまっており出土遺物に

ついては不明な点が多い。埋土中から磨製石斧の破片(2)も1点出土しているが，出土位置については

不明である。
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034号祉一竪穴住居壮一(14-61図，図版 14-34)

遺構

形状一不整長方形。規模 3.85m X 5.00 m。炉無。壁立上り，ほぽ垂直。残存高， 12.5 cm。壁

溝東壁一部撹乱あるも全周と思われる。床面 ハードローム層中に構築。堅固。柱穴-4個。やや

西側に寄る。備考 削平のため，住居祉の大半が削平されているが，壁溝が明瞭に存在しており，本

遺跡では珍らしい例である。

遺物

出土遺物は若干の土器と鉄製品である。土器は土師器の小破片で，埋土中からの出土である。鉄製

品は 2点が床面から出土しているが種別は不明。

035号壮一竪穴住居牡一(14-62・63図，図版 14-35)

遺構

形状一方形。正方形に近い整ったプランである。規模-5.40m X 5.66 m。主軸方向-N-450-W。カ

マドの位置北西壁中央部。壁一ほぽ垂直。 25cm。壁溝一無。床面ハードローム層中に構築，堅

固。ほぽ平坦。柱穴-4個。その他にピット 1個あり。備考一床面上に投棄されたと考えられる焼土

の小ブロックが数個認められた。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品及び剥片である。土器はいずれも破片ないしは破損品であり，埋土

中から出土している。土製品は支脚の破片であり，剥片は淡緑色の凝灰岩のもの 1点である。ともに

埋土中からの出土である。

035号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土

口径・器高・底径 器 汗芸 外 面 内 面 層位

1 要 口f圭 15.0 胴部中位に最大径を持 口縁部内外を横ナデ 胴部はナデ 微砂粒を 焼成優 胴y:!残 402 

402 器高 23.0 つやや丸味のある胴部 胴部はへラ削りの後ナ 多量に含 外全体に黒褐色 カマド

404 底径 10.0 に段により画された外 デを加える む 内胴は赤褐色 左中層

505 脅する口縁部が付く 404下層

505下層

2 饗 胴部中位上方に最大径 胴部はナデを基調とし 胴都はナデ 良 胴y:!残 カマド

を持つ 部分的にへラ削りを加 わずかに残る口縁 外赤褐色 左中層

401 7.5 口縁部を欠損する える 部は内外を横ナデ 内

底部はへラ削り する

3 き喜 16.0 胴部中位上方に最大径 口縁部内外は横ナデ 粗 優 口縁だけ 下層

16.8 を持つ 胴底部はへラ削り，内 微砂粒を 外赤褐色 がほとん

407 9.0 口縁部との境にはわず 面はナデ 多量に含 内 ど残って

かな段が認められる 接合痕有り む いない

4 甑 該当期の長胴聾と同じ 胴部中位はナデ，下位 全面をナデ 微砂粒含 優 胴%残 401 

401 11.0 形態を取る無底形の斐 は縦方向のへラ削り む 外赤縄色 カマド

407 である 内 左中層

502 胴部中位以上を欠く 407下層

506 502下層

506中層
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倣する，以下， 5・6・

7は須恵器(保身)模倣

の17-

法 量
番号 名称

口径・器高・底径

5 t手 13.5 

403 

6 t手 12.8 

4.5 

505 

7 t平 13.7 

505 

外管内傾する立ち上が

りを有する

特 徴

器 形 タト 面

?と同様の杯とは異なり， 口縁部内外を検ナデ
これは受部まで模倣する

体部以下をへラ削りす
以下， 5・6・7は須恵器(杯身)
模倣の杯 る

外管内傾する立ち上が 口縁部内外を横ナデ

りを有する 体部以下をへラ削りす

る(磨滅して不明瞭)

同上 口縁部内外を横ナデ

体部以下をへラ削り

内 面

体部以下をへ7磨

きする

体底部をへラ磨き

する

体部以下放射状の

へラ磨き

036 A号祉-竪穴住居牡一(14-64~66 図，図版 14-36 ・ 37)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

微砂粒を 底部%残

含む 外黒褐色 口縁泌残

内

微砂粒が 優 %残 下層

散在する 外茶褐色 口縁x残

内

白い粒が 優 全体yz残 下層

散在して 外赤褐色 底部を復

いる 内 元してい

る

形状一方形。規模-4.70mx4.80 m(推定)。炉の位置一中央部。壁一立上りほぼ垂直。 22cm。壁溝

無。床面一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考 36 B・C号牡と重複しているが，新旧関係は明確にし得

なかった。炉は径 7cm前後，深さ 6.......7cmで良く焼けていた。弥生期の住居牡か。

遺物

出土遺物は少量の土器である。土器は縄文式土器，弥生式土器，土師器がある。弥生式土器の大形

破片 1点を除いては，いずれも小破片である。埋土中からすべて出土している。

036 B号祉-竪穴住居壮一(14-64・66図，図版 14-36・37)

遺構

形状一方形。規模-4.28mx4.78 m(推定)。炉無。壁一立上り，ほぽ垂直。残存高， 9cm。壁溝

一無。床面一ほぽ平坦。柱穴一東壁にそって 3個。西壁にそって 2個，内部に 3個のピットを囲む範

囲を本住居牡の規模と想定すると 8個のピットを柱穴として考えることも出来る。備考 36 A・C号

祉と重複し，さらに撹乱や，削平のため不明な点が多い。東壁に沿う 3個のピットは壁柱穴として把

えると，北隅もそのピット周辺に想定出来る。住居北東側から南側の壁にかけての床面上に多量の焼

土がブロック状に存在した。

遺 物

出土遺物は少量の土器のみである。縄文式土器と土師器があるが，いずれも小破片である。

036 C号祉-竪穴住居壮一(14-64・66図，図版 14-36・37)

遺構

形状一方形。規模-6.10mX 4.30 m(推定)。炉一無。壁一立上り，ほぽ垂直。残存高， 13 cm。壁溝

一無。床面一ほぽ平坦。柱穴一南側に 5個，北西側に 1個の計6個のピットが検出されているが，こ

れらをすべて柱穴とすると，やや南側に片寄った配置となる。備考 036 A・B号牡と重複しており，
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また，削平著るいしため，不明確な部分が多い。南側の 5個のピットは各々対称的に配置されてお

り，あるいは，この 5個のピットをもっ住居杜をさらに想定することも可能であるが，各々床面レベ

ルも大差なし 036A・B号牡との新旧関係も不明確である。

遺物 (14-66図)

出土遺物は若干の土器のみである。縄文式土器と土師器の小破片が埋土中から出土している。

なお， A・B・Cの3住居祉の出土遺物については調査の手違し功〉ら，大半が一括されており，不

明な点が多い。土師器はごく少量で、いずれも小破片である。縄文式土器は掘之内 I式(1"-'3)，加曽

利B1・II式(4 "-' 18) ，安行 I式 (19"-'26)，安行II式 (27"-'31)，安行IIIb式 (32"-'34)，姥山II式

(35)等がある。

037号祉-竪穴住居壮一(14-67・68図，図版)

遺構

形状不整方形。規模-6.65m X 6.20 m。炉の位置一中央部南西寄り。壁立上り，ほぼ垂直。残存

高， 19 cm。壁溝一北壁に一部あり。幅・深さは 10"-'15 cm・-6cm。床面一ほぽ平坦。柱穴径 15

"-'25 cmのピットが 7個存在し，各々同様の深さをもっている。中央部より西側の 4個は対称的に整

然とした配置となっている。備考一柱穴が北側に片寄った不自然な形態の住居牡である。炉は径 78x64

cm程で，深さは約 5cmである。南東コーナ一周辺に焼土がブロック状に投棄されていた。弥生期

の住居牡とも考えられる。

遺 物

出土遺物は少量の土器，土製品，石製品，剥片である。土器は縄文式土器，弥生式土器であるが，

いずれも小破片で埋土中からの出土である。弥生式土器は査形土器の口縁部破片(1)と頚部破片(2)等が

ある。底部木葉痕の土器(3)も認められる。土製品は土偶の破片(4)1点が埋土上部から，石製品はたた

き石(5)及び磨石(6)，石鍛が埋土中及び床面から各々出土している。剥片は管玉製作過程での小片であ

るが，埋土下部及び床面から 1点づっ出土している。

038号壮一竪穴住居壮一(14-69・70図，図版)

遺構

形状一不整方形。規模-3.50m X 2.80 m。炉の位置一中央部。壁 立上り，ほぽ垂直。残存高， 12 

cm。壁溝一無。床面一ハードロームを切り込んで構築。堅固。周辺部にやや凹凸がみられる。柱穴-4

個。四隅に対称的に配置されている。備考炉は径 52x50cm深さ 7cm程で，かなり良く焼けてい

た。土器は縄文式土器のみ出土しているが，時期を確定し得ない。

遺 物

出土遺物は埋土上部から縄文式土器の小破片が少量出土したのみである。安行 I式(1・ 2)，安行

II式 (3"-'7)，姥山II・III式(8・9)がある。

519 -



039号祉-竪穴住居牡一(14-7!-.......73図，図版 14-39・40)

遺構

形状一不整長方形。規模-7.15mx5.10m。炉の位置一中央部北寄り。壁一立上り，ほぽ垂直。残存

高， 16.5 cm。壁溝一無。床面一ほぽ平坦。柱穴-6個。中央の 2個が内側に配置されている。備考一炉

は径 80x46cm程で楕円形を呈し，約 6cmの深さで，良く焼けている。

遺物 (14-72図)

出土遺物は土器，管玉類及びその他石製品等がある。土器は若干の土師器小破片のほか縄文式土器

が大半を占めており，いずれも埋土中から混在して出土している。管玉類は管玉未成品 4点(1

-----4 )，原石6点の他剥片が少量埋土中部から床面にかけて出土している。その他石製品等は砂岩質の

砥石破片帥 1点の他，凹石ω，磨石倒，独鈷石(両先端を叩き石として使用)仰:)，石鍛，黒曜石剥片

がある。縄文式土器は後期から晩期にかけての土器であり，称名寺式(5)，掘之内 I式 (6・7)，加曽

利B1・II式 (8-----14)，安行 I式(15-----21)，安行II式・ IIIa式 (22-----29)，姥山II式 (30-----35)，姥

山田式 (36-----40)の各々が出土している。

040号祉-竪穴住居壮一(14一74図，図版 14-41)

遺構

形状-不整円形。規模一(推定)6.30 mX (推定)6.20 m。炉の位置一中央部。床面一ほぽ平坦O' 柱

穴-壁に沿って 12個のピットがめぐり，これらが柱穴と考えられる。内側にさらに 3個ピットが検出

されている。備考 削平のため，壁はわずかに立上りを残すのみであった。南側から西寄りにかけて壁

柱穴は1.5-----2.0mの間隔となれこの部分だけが他より広くなっている。上部を削平のため消失して

いるが入口を想定することも可能か。炉は径1.0x0.6 m程の楕円形プランを呈し，掘り込みは，わず

かに凹む程度である。住居牡プランからみると縄文時代の住居牡と思われる。

遺物

出土遺物なし。

041号壮一竪穴住居牡 (14-75図，図版 14-41)

遺構

形状一隅丸長方形。北壁がやや胴張り。規模-6.08mx4別 m。炉の位置-中央部北西寄り。壁一ほぽ

垂直。 54cm。壁溝一無。床面。ほぽ平坦。ハードローム層中に構築。堅固。柱穴一主柱穴 4個。長方

形ないし長円形プランを呈す。他に小ピット 6個。備考本社の掘り込みは，ソフトローム上層の黒

褐色(腐植)土層より認められる。壁高もあり，床面の保存状態良好。炉は 2か所とも良く焼けてい

た。出土遺物は埋土中から縄文土器が出土しているが，住居牡プラン及び柱穴の形態等は弥生期のも

のに類似している。
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遺物

出土遺物は縄文式土器(掘之内式)の小破片 11点が埋土中から出土したのみである。

042号祉 竪穴住居牡 (14-76・77図，図版 14-42・43)

遺構

形状 不整隅丸方形。規模 4.62 m X 3.46 m。炉の位置一中央部北寄り。壁一ほぽ垂直。 49.5cm。

壁溝無。床面 ハードローム層中に構築。ほぽ平坦。堅固。柱穴 4個。その他にピット 2個あり。

備考 041号牡と同様に黒褐色(腐植)土層よりの掘り込みが認められた。北西壁がやや変形している

が，他の 3壁は胴張りのプランを呈する。炉は良く焼けていた。縄文式土器のみを出土しているが，

時期を明確にし得ない。

遺物 (14-77図)

出土遺物はごく少量の土器が埋土中から出土したのみである。土器は縄文式土器の小破片で，称名

寺式(1)，掘之内 I式(2)，加曽利B式(3)，安行凹式(4)，姥山III式 (5・6)がある。

043号祉竪穴住居祉 (14-78・79図，図版 14-42・43)

遺構

形状隅丸方形。規模-4.22m X 4.04 m。炉の位置 中央部北寄り。壁一ほぽ垂直。68cm。壁溝一北・

東壁下不明。幅・深さは 22cm・-6cm。床面ハードローム層中に構築，堅固。平坦。柱穴西，

東隅に 2個ピットが検出されたが，やや浅い。備考一地山の傾斜及び東・北壁部分擾乱のため不明。

炉の部分は白色粘土で構築しており，良く焼けていたO 東隅ピット内にも白色粘土がみられた。

遺物 (14-79図)

出土遺物はごく少量の土器と淡緑色を呈する細粒凝灰岩の原石数点である。土器は手控ね土器破片

1点、の他縄文式土器の小破片で、ある。縄文式土器は堀之内式(1・2)，加曽利B式 (3'"'"'6)，安行

II式(7)，姥山田式(8'"'"' 10)がある。これらはいずれも埋土中から出土している。
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Loc39遺跡内出土遺物 (14-80"'88図，図版 14-44"'48)

本遺跡の調査において検出された遺物は，前述した遺構内から出土した遺物の他にも遺物包含層や

削平面において採集された多量の土器や石製品等がある。これらのうち，最も多いものは縄文式土器

の破片とそれに伴なうと思われる石器類である。本項では，これらについて特徴あるものを掲載した。

なお，縄文式土器は中期の阿玉台式土器 (14-80図1)の破片数点が採集されている他は，すべて後

期から晩期にかけてのものであった。後期の土器は掘之内 I式土器(14-80図2"'11)，加曽利B1式

(14-80図12'"19， 14-87図 1) ，加曽利 BII式(同図 20"'24，14-81図 1'" 11)，曽谷式(同図

12"'20) ，安行 I式(14-82図1"'22， 14-83図1"'9)，安行11式(14-83図10"'15，20， 22， 14-84 

図8'" 11， 13'" 15)があるが，加曽利B1・11式及び安行 I・11式土器が主体となっている。晩期の

土器は安行IIIa式 (14-83図 16"'19，21， 14-84図1'" 7， 12， 16"'19， 22"'24， 14-85図1'" 19， 

14-86図1・2)，姥山11式 (14-86図3"'8)，姥山田式 (14-86図9"'12)，前浦式 (14-86図，

13・14)，大洞 C1式がある。このうち，安行IIIa式土器が多量に採集されており，姥山II・III式がそ

れに次くV前浦式はごく少量で，大洞C1式は 1点のみであった。

土製品は木菟土偶の頭部破片と脚部破片 (14-87図3・4)が各 1点ある。

石製品は磨製石斧 (14-87図5"'7)，敵石(同図 10'"17)，磨石(同図 18"'22)，石皿(14-88図

1・2)，凹石(同図 3)，石剣(同図 6・7)，その他破片(14-87園 8・9，14-88図4・5)等

がある。

また，管玉類は荒割工程の未成品(図版 14-47)形割工程及び側面打裂工程の未成品(図版

14-48)，や剥片等が多数採集されている。
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Loc 40遺跡



15. Loc 40 (八代・外小代)遺跡の調査 (15図， 15-1 "-' 194図，図版 15- 1 "-'50) 

(1)立地

本遺跡は成田ニュータウン敷地内の北端，成田市八代字外小代に位置する。この地は，西側の印膳

沼，東側の小橋川によって形成された樹枝状台地が最も狭く， くびれ状になった地域にあたる。遺跡

の所在する台地は，この樹枝状台地のうち，東側の小橋川に向けて開析する支谷に面する舌状台地で、

遺跡は標高約 33.9m を測るその基部付近に立地している。東側の支谷の谷津田面との比高は約 20m，

西側の印膳沼とは約 29mである。

なお，本遺跡の南西約 500mの地には Loc39 (八代玉作)遺跡があり、同じく、南西約 200m に

は八代古墳群の大半が所在し、各々同一支谷に面している。

台地上の景観は、畑地と山林であった。

(2) 調査の経過と概要

発掘調査は昭和 46年 7月 21日から同年8月26日まで実施した。この 7月下旬から 8月下旬にかけ

ての期間は、成田ニュータウン予定地区内の埋蔵文化財調査の最終期間にあたり，前述した Loc39遺

跡と合せ，本遺跡の調査が最後の調査となった。遺跡は分布調査の段階で縄文式土器や土師器、須恵

器と共に管玉未成品や、剥片等が採集されており， Loc 39遺跡と同様古墳時代の玉作遺跡としての可

能性が強く考えられた。このため，本遺跡における調査は玉作関係の遺構，遺物の分布状態を知るこ

とに重点を置いた。

ところで、調査対象地域は約 11.600m2 あり，期間的な問題や，また，遺跡の所在する台地中央部

平坦面は畑耕作により削平され，15"-'20 cmの耕作土の下がすぐにソフトローム層になっているとい

う状態でもあったため，止むを得ず重機を導入し表土層の除去を行い，ソフトローム面で遺構を検出

することとした。

この結果，90余にのぼる竪穴住居杜等が検出された。このため，途中で千葉ニュータウン文化財調

査班，空港内遺跡調査を担当している文化財調査 2班の援助をうけ， 8月 26日までに，竪穴住居牡 84

軒，玉作工房社8軒，掘立柱建物牡6棟，古墳3基を調査した。これら遺構の時期は弥生時代後期，

古墳時代前期，奈良~平安時代にわたっていた。本遺跡の調査は当初予想した以上のものがあり，奈

良~平安時代の住居牡カマドの精査や掘立柱建物祉の確認等十分が調査が出来なかった点も否めない。

(3) 遺構と遺物

検出された達封書は竪穴住居祉等84軒，玉作工房牡8軒，掘立柱建物牡6棟，古墳3基である。このう

ち古墳3基については，前回報告済である。竪穴住居祉等 84軒の遺構は，弥生時代後期 15軒，古墳

時代前期 22軒，奈良~平安時代 37軒，時期不明 10軒，玉作工房牡8軒は古墳時代前期，掘立柱建物
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社6棟は奈良~平安時代のものと各々思われる。各遺構及び遺物については以下の通りである。

001号祉-竪穴住居壮一(15-1・2図，図版 15-3)

遺構

形状一方形。規模-5.50m X 5.80 mo (主軸方向-N-360-Eo)炉の位置-北西壁中央部。壁一北側

壁は削平のため不明。 10........25cm。壁溝ーなし。床面一堅織。ほぽ平坦。柱穴-4個。その他のピット

1個。備考-東壁中央部直下に径 58x72cm，深さ24cm程の楕円形のピットが存在する。炉は径 68x

73cm，深さは 10cm程で，よく焼けていた。南東壁柱穴付近から投棄されたと思われる木炭が出土。

本社は耕作による擾乱を著しく受けている。このため，出土遺物は各時代のものが混在しており，時

期を明確にし得ない。只，住居社形態等から判断すると本遺跡で検出されている弥生時代のものに類

似する。

遺物

出土遺物は土器と管玉未成品である。土器は出土量はやや多いが，いずれも小破片であり，弥生式

土器，土師器，須恵器がある。これらは撹乱のため混在して出土している。管玉未成品類は、管玉未

成品一点と剥片若干，原石3点が埋土下部から床面上にかけて出土している。管玉未成品(15-2図1) 

は長さ 2.6cm，幅 0.9cm，厚さ 0.6cm程の形割りの段階のものである。石質は淡緑色を呈す細粒凝

灰岩。

002号壮一竪穴住居壮一(15-3図，図版 15-3)

遺 構

形状一隅丸方形，小判形に近いものである。規模ー5.00m x 4.30 m。炉の位置-東壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。削平面より，深さ 20cm。壁溝ーなし。床面ーハードロームを 5........6cm掘り込み，その上に

暗褐色土+ソフトロームの貼り床を中央部を中心に 2""""4 cmの厚さで設けている。ハードローム上

部が床面となっているところも見られる。ほぽ平担。柱穴-4個。長方形に近い楕円形プランを呈す

るものがある。また，壁直下に小ピットが 19個めぐっている。備考-炉は径 80x65cm，深さ 15cm

程で，床面は良く焼けていた。南壁中央部直下に径 75x45cm程の浅いピットが存在する。出土遺物

やプラン等からみて本遺跡で検出されている弥生時代後期の住居祉と同様のものと考えられる。

遺物

出土遺物は土器のみである。土器は弥生式土器と土師器である。弥生式土器の出土量は多いが，い

ずれも小破片である。埋土中及び床面から混在して出土している。
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003号祉 竪穴住居壮一(15-4図，図版 15-3) 

遺 構

形状一隅丸方形。やや小判形に近い。規模 3.65 m X 3.10 m。炉ーなし。壁 削平，撹乱のためほとんど

ない。 1....，_，10cm。壁溝 なし。床面ーハードローム上面に構築。堅固。中央部は撹乱あり。柱穴-4

個。備考一上部削平をうけ，また耕作による撹乱も著るしい。プランや出土遺物から弥生時代後期の

住居杜と考えられる。

遺物

出土遺物は数点、の土器のみである。いずれも弥生式土器と思われる警の小破片であり，床面から 1

点出土した他は埋土中からの出土である。

004号土止 竪穴住居壮一(15-5 ~ 7図，図版 15-4) 

遺構

形状一不整方形。規模 3.10 m x 2.35 m。主軸方向-N-1T-E。カマドの位置-北壁中央部。壁

西壁は削平のため低く，立上りはほぼ垂直。東壁はゆるやかに立ち上がる。 13....，_，23cm。壁溝ーカマ

ド下を除き全周。幅 15cm，深さ 10cm。床面一ほぽ平坦。中央部は大きく撹乱を受けている。柱穴

一検出されず。

カ マ ド

大きさ 90x90 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み半円形。 50x85cm。袖部両袖とも不明。

焚出部ーなし。燃焼部-40x40cm (推定)。煙道部一響曲。 65cm。昇角 200""'_'550。天井部一後面遺

存。

遺物

出土遺物は，土器，石製品，鉄製品等である。土器は出土量はやや多いがいずれも破片ないしは破

損品であり，小破片が大半を占める。埋土中及びカマド内から大部分が出土しており，警の破片が顕

著である。石製品は紡錘車が 1点埋土中部から出土している他は，時期を異にする管玉製品 1点，原

石2点が埋土中から出土している。鉄製品は万子 1点である。

004号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

l 斐 口f圭 20.7 屈曲ぎみに強く外反す 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 口縁~屑 カマド

器高 6.5 る口縁部はわずかに内 胴部ー縦位へラ削り 胴部ナデつけ 微砂粒を 外褐色 にかけて 内

417 底径 笥して口唇に至る 合む 内暗褐色 % 

胴蔀はゆるやかに内管

してやや張りをもって

下がる
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

2 甑 25.2 屈曲ぎみに強〈外反す 口縁部ー横ナデ 横ナデ
412 (12.0) る口縁部は口唇部が内 把手ーへラ削り402 
401 望号し，端部は上方に 胴部一縦位へラ削り403 
509 尖って終わる

頚部に二個の把手を持

つ

胴部はわずかに張りを

もって内毎しつつ下が

る

3 墾 22.1 強く屈曲して凸帯状と 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ

426 (14.2) なる口縁部をもち口唇 胴部ー叩き目 胴部ー横位へラナ

427 端部は角ばって終わる アー・

402 胴部はゆるやかに内脅

504 して張りをもって下が

る

4 杯 12.8 口縁部で外反し肥厚す ロクロ目 ロクロ目

4.3 る 体部下端一手持ちへラ

404 6.4 削り

406 底部一全面手持ちへラ

削り

5 主手 口縁部でわずかに肥厚 ロクロ目 ロクロ目

(3.8) し丸みを持つ
602 

6 血 12.9 上げ底状となる底部か ロクロ目 ロクロ目

425 2.1 らゆるい角度で屈曲ぎ 底部一回転糸切り離し

426 6.5 みに立ちあがる体部 (無調整)

501 は，中位にわずかな稜

を形成した後強〈外反

してひらき口縁に至る

7 管玉 長さ 3.9 一部側面打裂工程に

未成品 幅 1.2 入っている段階のもの

1002 厚 1.2 である

8 万子 6.0 刃部先端と茎部を欠損

0.8 

201 0.25 

005号祉-竪穴住居牡一(15-8 ........10図，図版 15-4) 

遺構

位置
胎土 焼成・色調 遣存度 出土 備考

層位

組 良 口縁~胴 412中層

微砂粒を 外暗褐色 部にかけ 402中層

合む 内褐色 て~程残 カマド

存 斜め右

401中層

カマド

斜め右

403中層

印9下層

密 良 口縁~胴 426 土師質

微砂粒を 外明褐色 上半にか カマド 須恵器

合む 内明褐色 けて% 右側

晴褐色 427 
カマド

右側

402中

層カマ

ド斜め

右

504 
中層

粗 良 口縁~体 404 
微砂粒を 外褐色 部にかけ 中層

含む 内褐色 て%程残 406 
存 下層

密 良 日7よ 墨書土器

微砂粒を 外明褐色 り抽出 体部外面

含む 内明褐色 中層 「佐」

粗 良 ~ 425カ

微砂粒を 外暗褐色 マド右

含む 内褐色 側

426カ

マド右

仰l
501 

下層

下層

埋土中

形状一方形。東西に長いプランである。規模-3.70mx2.90 m。主軸方向-N-40-E。カマドの位

置-北壁中央部。壁一立上り，ほぽ垂直。 5'""8cm。壁溝ーカマド下を除き全周。幅 15'""20cm，深さ

6'""10 cm。床面一貼り床。柱穴-西側に 3個，南東側に 2個，南壁中央部直下に 1個各々ピットが存

在するが，東側は不自然な配置である。備考-北壁がやや広く，隅が突出するプランである。

カマド

大きさ -140X 110cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一三角形。 55X 100 cm。袖部ー基
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部のみ。左幅 25cm。右幅 30cm。焚出部不明。燃焼部 75x60 cm。煙道部一屈曲(裏込め土)。

40cm。昇角-250"-'400 天井部全面崩落，流失。

遺物

出土遺物は土器と石製品である。土器は出土量が多いが，:f不1点、を除き，いずれも破片ないしは破

損品であり，大半が小破片である。護の小破片が多い。石製品は紡錘車 1点、の他，管玉未成品が 1点

混在して出土した。

005号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 官会 外 面 内 面 層位

1 斐 口t圭 28.6 強く外反する口縁部は 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ 事H 焼 成 良 ロ縁~屑 カマド 土師質

器高 (5.4) 受け口状となる 胴部一格子目状の叩き 胴部ーナデ 微砂粒を 外明褐色 にかけ% 附近ー 須恵、器

510 底径 含む 内明褐色 程残存 括

2 I手 2l. 5 わずかに内管気味に伸 ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁~体下層

(4.8) びる体部は口縁部で軽 微砂粒を 外赤褐色 部にかけ

436 く外反して終わる 合む 内褐色 ys程残存

3 I手 15.9 上げ底状の底部から内 ロクロ目 ロクロ目 キE 良 完形品 床面

5.0 轡気味に立ちあがり， 底部回転糸切り離し 微砂粒を 外暗褐色

404 7.6 口唇部で軽く外反する (無調整) 合む 内褐色

4 皿 13.6 中位外面にゆるい凸面 ロクロ目 ロクロ目 空E 良 体部7f程 床面 墨書土器

2.6 を形成する 底部一回転糸切り離し 微砂粒を 外褐色 残存 体部外面

425 6.5 (無調整) 合む 内褐色 字体不明

5 品台付 高台部ーロクロ目 丁寧なへラ磨き 密 良 脚部のみ よ層

土手 (l.8) 底部一回転糸切り痕 微砂粒を 外褐色 残存

622 6.8 含む 内褐色

6 石製 径 4.9 円板を呈す 表面

紡錘車 厚 l.3 

101 子L径 0.7 

7 管玉 長 5.4 打割工程の未成品であ 下層 細粒凝灰
未成品 幅 l.5 る 岩

102 厚 l.15 

006号壮一竪穴住居壮一(15-11-----13図，図版 15-5) 

遺構

形状方形。規模-3.40m X 3.60 m。主軸方向 N-77.50-E。カマドの位置一東壁中央部。壁 削

平および撹乱のため，北壁ほとんどなし。他はハードロームで立上りほぼ垂直。 5"-'20cm。壁溝一北

壁は不明。全周。床面 ハードロームを 20"-'30cm掘り込み堅固。ほぽ平坦。部分的に貼床(特に南

側壁溝際)5"-'10 cm。柱穴-4個。位置は不均衡。

カマド

大きさ-100x100 cm。構材一粘土(砂質)。壁への切込み 三角形。 25x40cm。袖部一両袖幅 25

cm。高さ 25cm。焚出部 なし。燃焼部-45x40cm。煙道部一「く」字。 35cm。昇角一300"-'500。天
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井部 消失。備考ーカマド下全体に掘り込みあり。火床はあまり焼けていない。

遺 物

出土遺物は土器，土製品，石製品がある。土器は出土量多く，土師器杯等の完形品や破損品が顕著

である。土製品は土玉 L点がカマド内から出土している。石製品は石鍛1点，滑石製管玉未成品 1点

が埋土上部から出土しているが，混入したものと思われる。なお，完形の長頚瓶 1点(図版 15-5 

(401))が床面から出土している。

006号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 罪主 外 面 内 面 層位

1 婆 口径 23.4 屈曲して外反する口縁 口縁部一横ナデ 粗 焼 成 良 口縁~胴 405 土師質
器高 (9.5) 部は口唇部がわずかに 胴部ー叩き目 微砂粒を 外明褐色 部にかけ 下層 須恵器

405 底径 内傾して立つ 含む 内褐色 %程残存 404 
404 胴部は内脅しつつわず 下層

かに張りをもって下が

る

器厚は薄く一定してい

る

2 t手 13.8 体部は外反しながら立 ロクロ目 ロクロ目 密 良 tフG主n;巴ノノ 床面

4.5 ち上がり，口縁部でき 底部ー全面へラ削り後 微砂粒を 外赤褐色

402 8.2 らに軽く外反して終る ナデ 含む 黒色

内赤褐色

3 I手 12.8 上げ底状で内面がゆる ロクロ目 ロクロ目 密 優 zフiCJfノノ カマド 口縁部内

3.9 やかな凹凸面となる底 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色 内 外面にー

425 6.1 部から強く内管気味に 削り 合む 内明褐色 部油煙付

立ちあがる体部は，わ 底部一手持ちへラ削り 着

ずかな内管を続けて伸

び，口縁部で軽く外反

する

4 I手 15.0 わずかに上げ底状とな ロクロ目 ロクロ目の後雑な 密 良 ほぽ完形 カマド

4.5 る底部から屈曲ぎみに 体部下端手持ちへラ 磨き 微砂粒を 外 ロロロ 内

512 6.7 立ちあがる体部は，ゆ 削り 含む 内

るやかな内笥をたもっ 底部手持ちへラ削り

て伸び，口縁部で軽く

外反して終わる

5 I不 14.6 上げ底状の底部から強 ロクロ目 ロクロ目 密 良 % 床面

4.4 く内管気味に立ちあが 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色

402 6.6 る体部は，ゆるやかな 削り 含む 黒色

内笥を続けて伸び，口 底部一手持ちへラ削り 内縄色

縁部で軽く外反して終 明褐色

わる

6 t手 12.6 上げ底状の底部から強 ロクロ目 ロクロ目 密 良 若干欠損 下層 墨書土器

4.3 く肉湾気味に立ちあが 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外明褐色 するがほ 体部外面

601 5.6 る体部は，わずかな内 削り 含む 内明褐色 ぽ完形品 「寺jか?

湾を保って伸び，口縁 底部ー左に回す手持ち 体部内面

部で軽く外反する へラ削り 字体不明

7 t不 上げ底状の底部から鳳 ロクロ目 ロクロ目 密 良 下層 墨書土器

2.8 曲して立ちあがる 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外 体部外面

403 8.0 削り 含む 内 字体不明

底部一手持ちへラ削り

8 f手 18.1 わずかに上げ底状とな ロクロ自 雑なへラ磨き 徽密 優 口縁~体 床面 墨書土器

5.4 る底部から強く内管気 体部下端手持ちへラ 微砂粒を 外褐色 部下半に 体部下位

602 7.3 味に立ちあがる体部 削り 含む 内褐色 かけては 外函

は，ゆるやかな内毎を ya程残 「口水」
続けて伸び，口縁部で 底部は半

軽く外反して終わる 分程残存

9 t手 わずかに内笥気味に伸 ロクロ目 雑なへフ磨き 密 良 上層 墨書土器

(3.8) びる体部は，口縁部で 微砂粒を 外明褐色 体部外面

604 外反して終わる 含む 内明褐色 字体不明
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 罪長 外 面 内 面 層位

10 t手 ロクロ目 ロクロ目 密 良 破片 下層 墨書土器

(4.4) 体部墨書 微砂粒を 外明褐色 511よ 体部外面

606 含む 内 り抽出 字体不明

11 主手 ロクロ目 雑な磨き 密 良 破片 504の 墨書土器

(3.7) 微砂粒を 外 中から 体部外面

ω3 含む 内褐色 抽出 「日下」

12 高台付 14.6 口縁部で軽く外反する ロクロ目 ロクロ目 密 良 ロ縁を若 中層 墨書土器
王ヰ 4.9 体部墨書 微砂粒を 外赤褐色 干欠損す 413よ 体部外薗

605 7.4 含む 内赤褐色 るがほぼ り抽出 「界」

完形品

13 局台付 13.1 端部が尖りぎみとなる ロクロ目 雑な磨き 密 良 口縁~体 カマド

皿 2.5 低い高台をもっ 底部一回転糸切り離し 微砂粒を 外明褐色 部にかけ 内

429 7.8 体部はわずかに外反し 後手持ちへラ削り 含む 内明褐色 .!4程欠損

て伸び口縁に至る する

底部と高台の境がない

14 石製品 1.95 全長の約Jt3の部分に溝 上層 滑石片石

管玉 0.65 状の凹みが全周する。

102 未成品 0.6 鋭い刃物で切断するか

(? ) の如くである。あるい

は臼玉状のものを作り

出すための過程のもの

か?

側面は研磨されている

が，未だ6面体を呈し

ている

007 A号祉-竪穴住居牡一(15-14"-'15図，図版 15-6) 

遺構

形状隅丸方形。やや胴張りのプラン。規模-5.95mx4.75 mo{主軸方向-N-230-E)。炉の位置

中央部北寄り。壁一ほぽ垂直。削平のための壁高は低い。 15------30cm。壁溝ーなし。床面ーハードロー

ムを 4------5cm掘り込み構築。ほぽ垂直。堅固。柱穴 4個。四隅に近く対称的に配置されている。 3

個は長方形に近い楕円形プランを呈している。備考-北東隅を 007B号社に切られている。炉は，径

58x50 cm程で，底面のハードロームがよく焼けている。弥生時代後期の住居社。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。土器はいずれも弥生式土器の小破片であり，埋土下部から床面

にかけて出土している。

007A号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 費 口径 外方に張り出しをもっ

付加条縄文R〈ti; ナデ良好に残る 密 焼成 下層

(底部) 器高 (4.0) 底部である 細砂粒を 外暗褐色

403 底径 12.5 含む 内明褐色

にLl~ を二本巻きつ

けている

底部木葉痕あり

2 聾 外方に張り出しをもっ RLの単節回転圧痕文 へラナデ 密 下層 底部木葉

(底部) (3.8) 底部である 底部ー木葉痕 微砂粒を 外晴赤褐色 痕

410 6.7 含む 内明赤褐色 l

噌

E
A

n毛
U

F
h
d
 



法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 1f3 外 面 内 面 層位

3 護 わずかに外方へ張り出 ナデ 細い小石 下層 底部木葉

(底部) (2.7) す底部をもっ RくLP の回転圧痕 を多量に 外褐色 痕
404 7.6 文 L\~ 含む 内暗褐色

4 墾 外方へ張り出す底部を

Rくti;
密 中層 底部木葉

(底部) (2.2) もつ にL1~ の 細砂粒を 外暗褐色 痕
405 7.4 多量に含 内赤褐色

二本巻きか? む

5 窪 外方に張り出しをもっ LRの付加縄文の回転 へフナデ 微砂粒を 下層 底部木薬

(底部) l.8 底部である 圧痕 含む 外赤褐色 痕

401 5.3 端部一へラ様工具によ 内暗褐色

る削り

6 饗 突き出して外方に張り 底部ー木葉痕 へフナデ 密 (床面 底部木葉

(底部) (2.0) 出しをもっ底部である 微砂粒を 外黒褐色 痕

411 4.4 含む 内黒褐色

7 斐 細砂粒多 下層

口縁部 付加縄文 ラ 量含む 外白っぽい褐色

507 破片
R二本巻 錨文

内明褐色

口唇共

8 婆 付加縄文 A種 細砂粒多

口縁部 量含む

破片

口唇共 Rll 付加

9 窪 横ナデ 細砂粒多 下層 表 面 に

口縁部 付加条縄文 量含む 外淡褐色 タール状

507 破片 内淡褐色 付着物有

結節縄文

口唇部共

10 饗

L{I 

斜縄文 細砂粒若 下層 スス状付

口縁部 口唇部共 干含む 外黒褐色 着物有

507 破片 内黒褐色

11 饗 斜縄文 細砂粒多 下層 穿孔 2

口縁部 Lll: 量含む 外褐色

511 破片 内淡褐色

12 聾 結節縄文 (S字状) 細砂粒多 下層

頚部~ 量含む 外淡褐色

507 胴部 内縄色

破片

13 墾 付加条<L 1~ 細砂粒若 上層 スス状付

口縁部 R(2本) 干含む 外黒褐色 着物有

501 直下破 内黒褐色

片

14 聾 結節縄文 (S字状) 横ナデ 細砂粒多 中層A 外面に

類部 量含む 外黒褐色 タール状

406 ~胴部 内淡茶褐色 の付着物

(A) 破片 有

交互

斜原体縄文Rji; : 多条

15 聾 結節縄文 へラ描文 横ナデ 細砂粒若 上層

頚部
斜縄2体Rli

干含む 外褐色

503 破片 内褐色

16 窪 結節縄文 (S字状) 横ナデ 細砂粒多

外淡褐色|

下層A 外 面 に

頚部 量含む タール状

402 ~胴部 内淡褐色 の付着物

破片 有

17 墾 結節縄文 (S字状) 細砂粒多 上層 スス状の

上胴部 斜縄文Rl}' と Ll~ 量含む 外黒褐色 付着物有

502 破片 とを交互に回転させ羽 内褐色

状となす

円

Lqa 
F
h
d
 



法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 青長 外 面 内 面

18 婆

斜縄文(~頚部

503 ~胴部

破片 結節縄文

19 斐 櫛描文(兼状)

頭部 撚糸文 (L)
501 ~胴部

破片

20 婆
斜縄文L(! と頚部

~胴部 斜縄文R(~ とを交互破片

に回転させ羽状とする

21 斐
斜縄文L(1 と胴部

501 破片
斜縄文R(~ とを交互

に回転させ羽状とする

22 要
斜縄文L(1 と

胴部

408 破片
回転 R (~を交互に

(A) 

23 斐 斜縄文Lmと

胴部

507 破片 Rll: を交互に

回転羽状をなす

24 E重 斜縄文Rliを回転さ
胴部

2子Lliがみえる501 破片

25 護

胴部 斜縄文R\~ 
511 破片

26 婆 斜縄文R\~ もしくは
胴部

511 破片

大差なし Rく

27 墾

R (~斜縄文』同部

510 破片

28 斐
斜縄文R (~胴部

505 破片

29 き書
斜縄文L(! 腕部

破片

30 斐

斜縄文R(~ 胴部

503 破片

31 饗

斜縄文R(~底部付

508 近破片

007 B号壮一竪穴住居壮一(15-14・16・17図，図版 15-6) 

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

細砂粒若 上層

干含む 外褐色

内褐色

細砂粒若 上層 スス状付

干合む 外黒褐色 着物有

内茶褐色

細砂粒若 上層 スス状付

干含む 外黒褐色 着物有

内茶褐色

細砂粒多 下層

量含む 外淡茶褐色

内淡茶褐色

細砂粒多 下層 スス状付

量含む 外黒褐色 着物有

内褐色

細砂粒多 上層 スス状付

量合む 外黒褐色 着物有

内茶褐色

細砂粒多 下層 スス状付

量含む 外黒褐色 着物有

内茶褐色

細砂粒多 下層 スス状付

量含む 外黒褐色 着物有

内茶褐色

細砂粒若 下層 スス状付

干含む 外黒褐色 着物有

内茶褐色

細砂粒若 上層

干含む 外淡褐色

内褐色

細砂粒多

量含む 外褐色

内褐色

細砂粒若 上層

干含む 外黒褐色

内黒褐色

下層

外茶褐色

内黒褐色

形状一方形。規模-3.3mX 2.75 m。主軸方向-N-1090-E。カマドの位置 東壁中央部。壁一ハー

ドローム層中に構築。ほぽ垂直。 10'"""'-'20cm。壁溝ーカマド下を除き全周。幅 15'"""'-'20 cm，深さ 6'"""'-'9

cm。床面ーハードロームを 7'"""'-'10cm掘り込んだ上にロームブロックとソフトローム(暗褐色土混在)



で 5"-'6 cm貼り床している。ほぽ平坦。堅固。柱穴-4個。ともに浅い。備考-007A号祉を一部

切って構築している。

カマド

大きさ-80x90cm。構材一良好な白色粘土(砂質)。壁への切込み一深い半円形。 55x80 cm。袖部

一不明。焚出部一半円形。 20x40cm。燃焼部一壁外。 60x65cm。火床遺存。煙道部一直線的。 30

cm。昇角一550。天井部ー後面一部残存。備考一燃焼部下に裏込めあり。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品である。土器はいずれも破片であり，大半が小破片である。埋土中

から大部分が出土している。土製品は支脚の破片 1点がカマド内から出土している。

007B号社遺物一覧表

番号

1 

402 

2 

404 

3 

416 

法 量
名称

特 徴

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

要 口径 21.0 口縁部は屈曲ぎみに強 口縁部一横ナデ 口縁部一横ナデ

器高(11.2) く外反する 胴部ー縦位へラ削り 胴部ーナデ

底径 胴部はわずかな張りを

もち，ゆるやかに内毎

気味に下がる

甑 口縁部からほぼ直線的 器面が荒れていてはっ 口縁部一横ナデ

(2.0) に下がり胴長である きりとしないが上半は 胴部ーナデ

(7.2) 口縁に一部外反して， ナデ，下半は横位へラ

内面に段をもっ部分が 削りを施したものと思

あり，片口状に近い われる

t手 14.8 外面がわずかに凹面と ロクロ目 磨き

4.3 なる底部から強く内脅 体部下端手持ちへラ

4.9 気味に立ちあがる体部 削り

は，ゆるやかに内毎を 底部一回転糸切り離し

続けて伸び口縁部で軽 痕無調整

く外反する

008号祉一竪穴住居牡一(15-18----20図，図版 15-6・7)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

組 焼成良 胴y.i残存 下層

外赤褐色

内赤褐色

密 y.i残存 中層

i微砂粒を 外暗褐色

含む 内赤褐色

徹密 優 )1!残存 床面 内黒

微砂粒を 外明褐色

含む 内赤褐色

形状一方形。東西に長いプラン。規模-5.20m x 4.30 m。主軸方向-N-21"30'-E。カマドの位置

一北壁中央部右寄りも壁一ほぽ垂直。 15，，-，20cm。壁溝一南壁側は他よりやや浅い。カマド東側が一部

切れている。幅 15cm，深さ 4"-'10 cm。床面ーハードロームを掘り込んだあと，暗褐色土とロームの混

在土で貼床している。カマド前面は特に堅徴。柱穴一主柱穴は四隅の 4個か。他に，小ピット 3個存

在。北側の主柱穴が深い。備考一北東側の床面上とカマド前面の埋土下部に投棄された焼土がブロック

状に存在した。

カマド

大きさ-95x130cm。構材一不良な粘土(砂質)。壁への切込み一三角形。 35x85cm。袖部一左幅

40cm。右幅 30cm。焚出部一半円形。 20x50 cm。燃焼部-50x65cm。火床遺存。煙道部「く」

字状。 30cm。昇角一200"-'450。天井部一全面消失。

-534ー



遺 物

出土遺物は土器，土製品，鉄製品等である。土器は出土量はやや多いが，いずれ破片ないしは破損

品であり，大半が小破片である。大部分が埋土及びカマド内から出土している。土製品は紡錘車 1点

が床面から，鉄製品は 2点でともにカマド前から出土している。他に，管玉類の原石が2点，剥片 1

点が埋土中に混入していた。

008号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 商 層位

l 聾 口径 21.6 屈曲ぎみに強く外反す 口縁部一機ナデ 口縁部一横ナデ 密 焼成良 x 426 

426 器高 (9.9) る口縁部は口唇部で肥 胴部一縦位へラ削り 胴部横位へラ削 外暗褐色 たき口

510 底径 厚し，端部は上方に尖 り 内褐色 カマド

429 りぎみに終わる 内

胴部はわずかに内管し 510 

て下がる カマド

内一括

429 

床面東

債q

2 要 29.2 屈曲して外反する口縁 口縁部一横ナデ 横ナデ 密 優 u 430 土師質

(7.2) 部は口唇部外面にゆる 胴部一格子目の叩き目 微砂粒を 外明暗褐色 カマド 須恵器

430 い凹凸面をもち，わず 含む 内褐色 内床面

かに外傾して立つ

端部は角ばって終わる

3 まヰ 12.8 外面がゆるやかな凹面 ロクロ目 ロクロ目 密 良 % 下層

4.0 となる底部から強く内 体部下端一手持ちへラ 微砂粒含 外褐色

416 5.5 脅気味に立ちあがる 削り む 内明褐色

口縁部で肥厚して外反 底部全面手持ちへラ

する 削り

4 I手 14.6 わずかに上げ底状とな ロクロ目 ロクロ目 密 良 % 
4.2 る底部 体部下端一手持ちへラ 微砂粒含 外赤暗褐色

418 5.4 体部はわずかに内胃気 削り む 内明褐色

味に伸び口縁に至る 底部一手持ちへラ削り

5 ま不 14.9 上げ底状の厚い底部か ロクロ目 ロクロ目 密 良 体部若干 周溝上

5.2 ら器厚を減じて強く内 底部一回転糸切り離し 微砂粒含 外赤褐色 欠損する カマド

423 7.6 管気味に立ちあがる 体部下端に余った粘土 む 内赤褐色 が完形近 右脇

をナデつけている 器商荒れ形は し通

っきりしない

6 皿 13.0 体部はほぼ直線的にひ ロクロ目 ロクロ目 密 良 ~ 中層

2.3 らき口縁部で外反する 底部一回転糸切り離し 微砂粒含 外黄褐色

412 6.9 む 内暗褐色

赤彩の痕跡

を残す

7 台付土 底部は強く外方へ張り 底部全面ー横ナデ J1i 下層 高台付坪

器の台 出している 外褐色 又は皿

415 部 12.1 内

8 手鎌 4.8 一端に穿孔している カ7 ド

( ?) 1.7 欠損しており，また鋳 前

202 0.2 が著しく不明確である

孔径 0.25 が，手鎌の端部と恩わ

れる

9 万子 7.25 峰が厚い カマド

1.0 関は刃部のみ 前

201 0.5 
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009号祉-竪穴住居壮一(15-21・22図，図版 15一7)

遺構

形状一隅丸長方形。規模-7.00mx8.25 m。炉の位置一中央部。壁一ほぽ垂直。 30'"'-'50cm。壁溝ーな

し。床面ーハードローム層中に構築。撹乱をうけている個所が多い。柱穴一北壁北隅は撹乱のため，

柱穴の所在不明。他は 8個。深さは一定していない。備考-010号牡の，北東側を切って構築してい

る。中央部の炉は径 72x57cm程で，深さ約 10cm。底面はよく焼けている。時期を明確にし得ない。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品，管玉類である。土器は，土師器であるが，いずれも小破片で，埋

土上部から下部にかけて出土している。土製品は土玉が 1点埋土中部から出土している。管玉類は原

石，管玉未成品，剥片が少量出土し，その大部分は埋土上部から中部にかけ，住居祉一面に散在して

いた。

009号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面

l 皿 口径 外面に「日下Jの墨書

器高

601 底径

010号祉-竪穴住居牡一(15-21図，図版 15-8) 

遺物

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
内 面 層位

小破片 撹乱層 墨書土器

体部外面

「日下」

形状一隅丸方形。規模一東西 3.1m。炉-不明。壁一ローム層への切り込は極めて浅い。残存高 10

cm。壁溝ーなし。床面ーやや軟弱。北側は 009号祉に切られており不明。柱穴-遺存する床面にて 2

個検出されているが，ともに浅い。備考-北東側を 009号祉に切られているため，プランや規模等不

明な点が多い。出土遺物から，弥生時代後期の住居祉と思われる。

遺 物

出土遺物は数点の土器と小磯 1点である。土器はいずれも弥生式土器の小破片であり，埋土中から

の出土である。小傑は床面から出土している。

011号祉一竪穴住居牡一(15-23----25図，図版 15-8) 

遺構

形状一不整方形。規模-3.80m X 4.25 m。主軸方向-N-80-E。カマドの位置-北壁中央部。壁

一立上りほぼ垂直。 7'"'-'27cm。壁溝ーカマド下を除き全周。幅 10-15cm，深さ 2'"'-'7cm。床面一ハー

ドロームを掘り込み，ソフトロームと暗褐色土の混在土で 3'"'-'4cmの厚さで貼床している。柱穴-4

個。備考一南北にやや長い不整方形プランの住居社で北東隅がやや突出している。床面北側に木炭が
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散在し，中央部には焼土がブロック状に投棄されていた。

カ マド

大きさ-1l5x130cm。構材一不良な粘土(砂質)。壁への切込み 深い三角形。 70xlOOcm。袖部

十両袖幅 25cm。高さ 20cm。焚出部不明。燃焼部壁外。 40x70 cm。煙道部直線的。 25cm。

昇角 550。天井部前面構架材遺存良好。

遺物

出土遺物は土器，土製品，鉄製品等がある。土器は出土量が多く ，完形品や大形の破片及び破損品

が顕著であり，特に土師器坪が多い。土師器坪は大半が色調，焼成，胎土が近似する。これらはカマド前

方の床面上に多く認められた。土製品は支脚の破片が 1点カマド内から出土し，鉄製品は万子 1点が

埋土下部から出土している。他に，管玉未成品，原石，剥片類が若干混在して出土している。

011号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 E手 口径(13.3) わずかに上げ底状の底 ロクロ目 ロクロ目 密 焼成優 yz 下層

器高 (3.6) 部から屈曲して立ちあ 体部下端一手持ちへラ 微砂粒合 外明褐色

513 底径 (7.3) がる体部は，大きく外 削り む 内明褐色

反し，口縁に至る 底部全面手持ちへラ

削り

2 E手 12.6 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 優 口縁一部 床面

3.4 みに立ちあがる体部 底部ー全面手持ちへラ 外暗褐色 欠損 周溝上

414 12.8 は，口縁部で軽く外反 削り 内褐色

する

3 I手 13.0 厚い上げ底状の底部か ロクロ目 ロクロ目 密 優 完形品 カマド

3.6 ら屈曲ぎみに立ちあが 体部下端一手持ちへラ 微砂粒含 外暗褐色 内

434 7.1 る体部は，わずかに内 削り後ナデ む 内暗褐色

費気味に伸び口縁部で 底部一全面手持ちへラ

やや肥厚して外反する 削り後ナデ

4 勾t (12.8) 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 密 良 完形品 床面

4.1 みに立ちあがる体部 底部回転糸切り離し 砂粒がか 外赤褐色

416 (6 5) は，ほぽ直線的に伸び 後手持ちへラ削り なり浮き 内褐色

口縁部でさらに軽く外 出ている

反して終わる

5 ま不 14.1 上げ底状となる底部から ロクロ目 ロクロ目 密 良 口縁一部 床面

3.7 屈曲して立ちあがる体部 底部一回転糸切り後周 微砂粒含 外赤褐色 欠損

416 7.2 は，ほぽ直線的に伸び，口 辺手持ちへラ削り む 内赤褐色

419 縁部でさらにわずかに外

反して終わる

6 杯 (15.8) 薄い器厚でわずかに内管 体部ーロクロ目 ロクロ目 事E 良 % 床面

5.0 気味に伸びる体部は，口 体部下端一回転へラ削 外暗褐色

419 (6.2) 縁部で軽く外反する り 内褐色

7 勾: (13.1) 平坦な底部から屈曲ぎ ロクロ目 ロクロ目 底部及び胴下半 y. 表面

3.9 みに立ちあがる体部 体部下端手持ちへラ 明褐色

501 (6.1) は，わずかに器厚を滅 削り 胴上半明褐色

じつつ直線的に伸び口 底部一手持ちへラ削り 胴上半明褐色

縁に至る

8 王手 (14.0) 平坦な底部から屈曲し ロクロ目 ロクロ目 密、 優 ya 中層

(3.8) て立ちあがる体部 底部一回転糸切り 微砂粒含 外褐色

508 (8.6) (無調整) む 内明褐色
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 罪主 外 面 内

9 庁、 13.6 上げ底状となる底部か ロクロ目 ロクロ目

3.6 ら屈曲して立ちあがる 底部回転糸切り

416 6.6 体部は，ゆるやかに内 (無調整)

湾気味に伸び口縁部で

軽く外反する

10 旬、 (14.2) わずかに内轡気味に伸 ロクロ目 ロクロ目

(3.8) びる体部は口縁部で軽 底部回転糸切り

403 (7.0) く外反して終わる

11 I手 (14.9) 上げ底状の底部から屈 ロクロ目 ロクロ目

403 (4.3) 曲して立ちあがる体部 底部一回転糸切り

419 (7.0) は，直線的に開く

517 

12 I手 (13.3) わずかに内管気味に伸 ロクロ目 ロクロ自

(3.8) ぴる体部は，口縁部で

503 軽く外反して終わる

13 皿 13.3 上げ底状の底部から浅 ロクロ目 ロクロ目

2.1 い角度で立ちあがる体 底部一回転糸切りの後

418 7.7 部は口縁部がさらに外 周辺部回転へラ削り

反する

14 高台付 12.8 厚い底部は端部が外方 ロクロ目 磨き

皿 2.4 にひらき高台状となる 底部一回転へラ削り

415 6.8 体部は外面がゆるやか

な凹凸面となり口縁に

至る

15 t手 体部下端手持ちへラ ロクロ目

(底部) 削り

601 (6.7) 底部全面手持ちへラ

削り

012号祉-竪穴住居祉一(15-26・27図，図版 15-9) 

遺 構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
面 層位

密 良 口縁一部 床面

砂粒多し 外明褐色 欠損のみ

内明褐色 ほぽ完形

密 優 73 中層

微砂粒含 外明褐色

む 内明褐色

粗 良 うも 中層

外赤褐色

内赤褐色

密、 良 % 上層

微砂粒含 外褐色

む 内明褐色

完形品 床面

外暗褐色

内褐色

徹密 優 口縁% 下層

微砂粒含 外明褐色 底部完形

む 内明褐色

密 良 床爾 底部内面

微砂粒含 外明褐色 焼成前

む 暗褐色 刻書「大」

内暗褐色

形状不整方形。規模 3.90m X 3.55 m。炉ーなし。壁一立上りほぽ垂直。 10'""'-'13cm。壁溝な

し。床面一撹乱かひどく明確で、ない。柱穴-4個。ともに浅い。備考一耕作による擾乱が著しし

また，削平されてもいるため，北東隅周辺はプランが不明確である。

遺 物

出土遺物は若干の土器と管玉製作の原石である。土器は図示した 1点を除き，いずれも小破片であ

り，埋土中から出土している。原石は 2点出土し，いずれも埋土中からの出土である。

012号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 壷 口径 13.9 頚部で強く屈曲してわ 口縁部縦位刷毛目後 口縁部一横位刷毛 長石粒を 焼 成 良 体部上部 ピット

器高(12.1) ずかに外反して伸びる ヘラ磨き 目及び木口状工具 含む 外灰，茶，黒 口縁部 内北側

506 底径 口縁部 体部一縦位刷毛目後へ によるナデの後へ 砂を混入 まだら有り %遺存

体部はゆるく内管気味 ラ磨き ラ磨き 内赤褐色 復元実測

に強く張り出し球形状 頚部一指の圧痕残

となるものと思われる る
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013 号祉一竪穴住居牡一 (15-28~30 図，図版 15ー← 9 ) 

遺物

形状一隅丸方形。やや胴張りのプラン。規模-6.00m X 5.50 m。炉の位置 中央部西寄り。壁一ほぽ垂直

62 cm。壁溝無h 床面一ほぽ平坦。ハードローム面に構築。堅固。柱穴北西隅近くに小ピット 1個

所在する。北側の 2個の柱穴はやや横長の長円形プランである。備考一炉は径 62x54cm，深さ 10cm程

のものであり，内部には焼土ブロックが混った黒色有機質土が充満していた。底面のハードロームは

赤く焼けていた。弥生時代後期の住居杜と思われる。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品及び石製品である。土器はいずれも破片である。弥生式土器の破片

が埋土下部から床面上にかけて出上し，他に土師器の小破片が埋土上部から若干混在して出土してい

る。土製品は弥生式土器に伴う紡錘車の破片 1点で，床面から出土している。石製品は石斧の破片が

1点埋土上部から検出されている。

013号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

斐 口径 突出ぎみとなる厚い底 胴部下位 L R( 2段) ナデ 焼成 下層 底部木葉

器高 (9.7) 部をもつ に無節R(1段)を 1条 痕

401 底径 6.7 付加した単節斜縄文の 弥生式土

聞に RLの単節斜縄文 器

を施す

底部ー木葉痕

2 I手 ほぽ平坦な底部から強 ロクロ目 ロクロ目 密 良 胴部x残 土師器

(2.5) く内脅して立ちあがる 体部下端回転へラ削 雑なへラ磨き 外明褐色 存

427 6.8 体部である り 内赤褐色

底部全面回転へラ削

り

014号祉-竪穴住居社 (15-31・32図，図版 15-9) 

遺物

形状一隅丸方形。規模-4.25m X 4.05 mo (主軸方向-N-10-Wo)炉の位置一中央部北寄り。壁一立

上りほぼ垂直。 13cm。壁溝 無。床面 ハードローム層を掘り込み構築，やや凹凸がある。中央部は

撹乱をうけている。柱穴-4個。 1個を除き，長方形に近い楕円形プランの柱穴である。壁際に 17個

の浅い小ピットがめぐっている。備考炉は径 58x56cm，深さ約 3cmで，掘り込みは浅い。一部

損乱をうけているが，底面は良く焼けている。弥生時代後期の住居牡と思われる。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と土製品である。土器はいずれも小破片で，埋土中から床面上にかけて

散在していた。いずれも弥生式土器の饗形土器小破片である。土製品は土玉 1点が床面から検出され

ている。
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014号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 m 外 面 内

要 口径 底部はわずかに外方へ L l~ 2本巻 ナデ
底部 器高 (2.2) 張り出す 付加条縄文

402 破片 底径 7.6 

2 聾
斜縄文R(t 横ナデ

胴部

401 破片

3 土玉 2.75 

2.75 

301 子L径 0.5 

015号壮一竪穴住居壮一(15-33・34図，図版 15-10)

遺 物

位置
胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

面 層位

密 焼成良 床面 底部木葉
小石多量 外明褐色 痕
に含む 内明掲色 @ 

弥生式土

器

細砂粒多 下層 弥生式土
量含む 外茶褐色 器

内茶褐色

床面

形状一隅丸方形。やや胴張りで小判形に近い。規模-5.40m X 4.30 mo (主軸方向-N-70-Wo)炉

の位置一中央部北寄り。壁一立上りほぼ垂直。10m。壁溝一無。床面一竪撤。ほぽ平坦柱穴-4個。北

東隅の 1個を除く柱穴には重複の痕跡が認められる。備考一柱穴からみて，あるいは家の建て替えが

行なわれた可能性も考えられる。炉は径 60x43cm，深さ 5cm程で良く焼けていた。弥生期の住居社。

遺物

出土遺物は数点の土器と石製品である。土器はいず、れも弥生式土器の小破片であり，埋土中に散在

していた。石製品は砥石の破片 1点であるが削平面で検出されたものであり，本社に伴うものかどう

かは明確にし得なかった。

015号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器商・底径 器 形 外 面 内 面

砥石 最大 7.8 小形の砥石で四面を使

中 4.0 用している

101 厚 2.5 

2 

016 A号祉-玉作工房社一(15-35・37・38・39図，図版15-10・11)

遺物

位置

焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

表面 砂岩質 i 

1と同一

のもの

挿図誤り

形状一方形。規模-7.30mX 7.60 m。壁一立上りほぼ垂直。残存高 8cm。壁溝一無。炉一無。床面

ーハードローム上面に構築している。掘立柱建物社やそれに類似する大形のピット及び耕作等による

擾乱が著しい。 B号祉と重複する部分については貼り床している。柱穴一南側隅に小ピットを検出し

た他は不明。備考-016B号祉の南側を切って構築している。 350号掘立柱建物祉に北東側を切られて
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いる。撹乱が著るしい。

遺物

出土遺物は土器，土製品，石製品等である。土器は小形の柑 1点を除き，いずれも破片であり，大

半が小破片である。薯，査類が多い。埋土下部から床面にかけて出土している。土製品は土玉 3点と

勾玉 2点である。土玉 1点が埋土下部から出土した他はすべて床面から出土している。石製品は管玉

類で，形割及び側面打裂工程の末成品や研磨及び穿孔工程の管玉未成品，さらに剥片類が床面上から

多量に出土している。この他に，勾玉が 1点，砥石，蝶等が出土している。

016A号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面 層位

1 斐 口f圭 19.0 口縁部 縦位刷毛目 横位刷毛目 長石粒の 焼成良好 口縁部x床面

器高 (3.5) 上位は刷毛目後軽い横 目立つ砂 外面暗褐色基 のみ遺存

406 底径 ナデ 粒を含む 調，端部と内

面は淡褐色

2 査 14.2 口縁部はわずかに外反 口縁部縦位刷毛目→ 口縁部ー横位刷毛 堅鰍 良好 体部~口 下層 外面朱塗

(11. 5) して伸び体部は内管し 横ナデ→縦位へラ磨き 目→償位へラ磨き 徒砂粒少 外黄褐色 縁部Ji砂 り

413 て強い張りをもっ 体部上位に刷毛目を 体部ーナデ，指の 量含む精 口縁部外面 損

残し他はへラ磨き 圧痕を残す 良粘土 赤彩痕残り (復元実測)

暗赤色

3 壷 17.7 複合口縁(有段)となる 口縁部ー縦位刷毛目 口縁部ー横位刷毛 微砂粒を 器厚が大きい所 頚部~口 床面 刷毛目

口縁部 (7.8) 口縁部と直線的に下が (上位は刷毛目後横ナ 目の後横ナデ 合み非常 はややしまりを 縁部のみ 12本/cm
401 る頚部 デ) 頚部横位刷毛目 に精選さ 欠くが全体に火 遺存

有段部ー横ナデ れた感じ が回り堅徹に焼

頚部刷毛目の後磨き がする
成されている

様のナデ
明黄褐色を基調

とする.口縁部

外面は薄暗赤色

を呈する部分が

あり赤彩してい

る可能性有り

4 壷 10.8 口縁端部に面を作り出 口縁部細かい縦位刷 口縁部ー横位刷毛 やや大粒 体部上位 上層

口縁部 (30.9) す 毛日後横ナデ 目 の砂粒を 以下欠損

511 頭部横ナデ 頚 部 下 指 の 圧 痕 少し多目

体部上位一縦位刷毛目 を残す に含む

体部上位ナデ

5 小形斐 体部ナデ 体部ナデ 細砂粒を 底部破片 覆土中

(2.8) 体部下端軽いへラ削 下位~底部ー木口 少量含む 外黒灰色

514 3.5 り 様の工具によるナ 内灰褐色

底部一同一方向に走る ア

ナデ様の擦痕

6 増 9.2 底部にわずかに凹む面 口縁部縦位刷毛目後 口縁部ー横位刷毛 堅徽 器厚が小さく全 信jGJfJノ 床面 内外面

4.9 をもつ へラ磨き 目後ナデ 砂粒を多 体に火が困って 朱塗り

404 2.2 頭部にへラ様工具によ 体部一磨き(わずかに 体 部 ナ デ ( わ ず 量含む いる

る沈線を一条めぐらせ 横位刷毛目を残す) かに刷毛目を残 黄褐色で内外面

る 底部一磨き す) は暗褐色

赤彩の残は非常

に良い

7 土玉 径2.9X2.7 完形 下層

301 

8 土玉 径3.1X3.0 zフ企t;胃Jf:ノノ 下層

301 

36 土製 長 4.6 一端に穿孔する「く J字 完形 床面

勾玉 。面 1.4 状を呈す 外褐色

304 厚 1.6 
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法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考口径・器高・底径 器 非5 外 面 内 面 層位

37 勾玉 2.0 完形 床面 メノウ製
。目9

1106 0.3 

38 土製 2.6 一端に穿孔する 完形 床面
勾玉 0.8 一部欠損

302 0.8 

39 砥石 10.2 表裏2面使用 表面 砂岩
6.8 

103 7.1 

40 砥石 9.0 破片 粘板岩

4.0 一面に擦痕がある

1.0 

41 砥石 4.7 床面 砂岩

7.2 

1341 2.8 

42 磨石 7.2 両側面に磨面 床面 様
10.0 

1337 5.5 

016A号社出土玉類等一覧表

番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考

9 管玉未成品 4.1 1.8 1.2 細粒凝灰岩 形 割 工 程

10 11 3.7 1.2 11 H 

12 11 3.1 1.0 11 11 

13 11 2.8 1.2 1.0 11 11 

14 11 6.0 1.0 11 11 

15 11 5.8 1.3 0.7 11 一部側面打裂

16 11 5.4 1.8 0.9 11 11 

17 11 3.6 1.3 0.6 11 11 

18 11 3.7 1.2 1.1 11 側面打裂工程

19 11 2.8 0.9 0.7 11 11 

20 11 3.6 1.2 1.1 11 11 

21 11 3.0 1.5 1.6 刀 11 

22 11 2.7 0.9 0.7 11 11 

番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考

23 管玉未成品 2.3 0.9 。ー7 11 側面打裂工程

24 11 2.4 1.2 0.9 細粒凝灰岩 11 

25 11 2目7 0.9 0.8 11 11 

26 11 2.8 0.9 0.9 11 11 

27 11 3.5 1.2 0.7 11 汗両長 露 工 程断切

28 11 1.9 0.7 。.6 滑石片岩 研 磨 工 程

29 11 2.0 0.6 0.5 11 11 

30 11 2.2 0.6 0.2 11 部 穿 孔

31 11 1.7 。.6 0.4 11 11 

32 11 2.2 0.8 0.7 細粒凝灰岩 両 領u 穿 子L

33 11 1.3 0.6 0.5 滑石片岩 11 

34 剥 片 0.9 1.0 1.3 細粒凝灰岩 形断割さ工れ程た端に部おかける切

35 剥 片 3.2 1.9 0.3 11 11 

016 B号祉-竪穴住居壮一(15-36図，図版 15-10・11)

遺 物

形状一方形。規模一7.2mx6.5 m。炉の位置中央部北寄り。壁一立上りほぼ垂直。残存高 16cm。壁

溝一無。床面一ハードローム層中に構築。ほぽ平坦。堅固。柱穴一北側に主柱穴と考えられるピット

が2個存在する。南側は南西隅近くに掘立柱建物牡柱掘り方に類似する大ピットが存在するほかは不明。

備考-016A号祉に南東側壁上部を切られている。また，東壁を 350号掘立柱建物牡に切られている。

炉は径 60cm程でほぼ円形を呈す。深さ約 4cm。 時期不明。
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遺物

出土遺物は数点の土器のみである。いずれもごく小さな破片である。

016 C号祉-竪穴住居壮一(15-36図，図版 15-10・11)

遺 物

形状一不明。規模一不明。炉-無。壁一立上りほぼ垂直。残存高 5cm。壁溝一無。床面ーソフトロー

ム層中に構築。ほぽ平坦。柱穴一南西隅近くに小ピット 1個存在する。備考一南西隅周辺を除き，大

部を 016B号祉によって切られてしまっている。 時期不明。

遺 物

出土遺物は数点の土器のみである。いずれもごく小さな破片で埋土中に散在していた。

017号祉-竪穴住居壮一(15-40・41図，図版 15-11)

遺物

形状 隅丸方形。規模-5.55m X 5.40 m。炉の位置一中央部北寄り。壁一立上りほぽ垂直。 30cm。

壁溝 無。床面一ハードローム層中に構築。ほぽ平坦。堅固。柱穴一南東隅は本住居社より新しい大形

ピットにより切られているため不明であるが，四隅に配置されていたものと考えられる。長円形ない

しは楕円形のプランを呈する。南壁中央部下のやや浅いピットは外側に向って傾く。備考一大形ピット

4個や耕作より撹乱が著しい。炉は径 68x78cm，深さ 9cm程で，底面のロームは良く焼けていた。

弥生時代後期の住居祉と思われる。

遺 物

出土遺物は数点の土器と管玉末成品，剥片である。土器はいずれも小破片であり，埋土下部から床

面上に弥生式土器3点が検出されている。管玉末成品 2点及び剥片は削平面で検出されたものである。

017号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

要 口径 底部はわずかに外方へ 下層

底部 器高 1l.6 張り出す

401 底径

2 斐 櫛目文，結節縄文 細砂粒多 床面 スス状付

頭部胴

斜縄文RH
量含む 外淡茶褐色 着物有

403 部破片 内淡茶褐色

3 聾 結節縄文 細砂粒若' 床面

頚部
斜縄文R(; 干含む 外茶褐色

402 破片 内茶褐色

4 管玉 長 2.4 形割工程の未成品であ 削平面 淡緑色の

未成品 幅 l.0 る 細粒凝灰

102 厚 0.8 岩

5 管玉 3.0 形割工程の未成品であ 削平面 滑石

未成品 l.2 る

101 0.7 

一一一
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018号祉-玉作工房牡一(15-42""'-'47図，図版 15-12・13)

遺構

形状一方形。正方形に近い整ったプラン。規模-6.00m X 5.90 m。炉の位置一中央部南西寄りコー

ナー。壁一ほぽ垂直。 50cm。壁溝一揖乱のため南・北壁の一部を欠くが全周したものと思われる。幅・

深さは， 10"，，-，12 cm・-10cm。床面ーハードローム層下部に構築， ソフトロームと暗褐色土で貼り床し

ている。柱穴-4個。備考一南東隅に径 60x55cm程の方形ピットが所在する。深さは西側が約 45

cm，東側が約 49cmで，東側のピットが新しい。炉は径 50x40cm程で，掘り込みはほとんどなく，

厚さ 1""-'2cm程ロームが焼けていた。なお本社は埋土下部から床面上にかけて，住居壮一面に炭化

材，焼土が存在し，炭化材も大形のものが認められ，周辺部には特に多く存在した。火災をうけたも

のと考えられる。また，北壁中央部西寄りと南壁中央部西寄り，周辺部が溝状に擾乱をうけ，さらに，

掘立柱建物社 (400号社)と考えられる砂質粘土等で埋込れている大形ピットによっても撹乱されて

いた。 019B号牡と南東隅がわずかに重複するが，新旧関係については明確にし得なかった。

遺物

出土遺物は多量の土器と土製品，管玉類，石製模造品である。土器は警の出土が多く，他に増，高

坪，器台がある。これらの大半は東壁，南隅直下の床面上から重なりあって一括して出土しており，

あたかも上部から落下した状態を呈していた。なかには，板状の炭化材の上に検出されたものもあり，

火災にあい，棚等に置かれてあったものが落下したかの如くであった(15-45図)。土製品は土玉 3点

であり，埋土上部から 1点，床面から 2点が出土している。管玉類は原石，未成品，剥片が多量に出

土しており，なかでも，北壁西側寄り直下の床面上からは形割工程の未成品が一括して検出された

(15-43図)。石製模造品は滑石製の両面研磨工程の円板未成品，穿孔工程未成品計8点，勾玉 1点が西

壁南隅直下の床面上から管玉未成品等と伴出した (15-44図)。

018号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

要 口径 18.9 体部が強く張り出し中 縦位刷毛目痕 口縁部一横位刷毛 粘土ダマ径 焼成 体部を部 床面直 刷毛目

器高 24.4 位で最大径となり球形 体部下端横位へラ削 目 約2皿前後 外約%黒まだ 分的に欠 上 8~9本/ロE

414 底径 6.5 を呈する り 体部一丁寧なナデ のものが多 ら，断面は茶褐 くが完形

底部は小さくやや突出 底部一木業痕へラ削り (上位にわずかな ¥l 色 であった

する 刷毛目痕を残す) 細砂粒含む 内約%黒まだ ものと思

ら われる

2 斐 17.5 口縁部は「く」字状に外 口縁部縦位刷毛目→ 口縁部一横位刷毛 徽密 優 底部~体 床面直 体部下位

(21.6) 反する 横ナデ 目 長石を含 外赤褐色を基 部下半% 上 に使用に

403 体部は強い張りをも 体部ー刷毛目(頚部近 体部丁寧なナデ む細砂粒 調とし，表体部 を欠くが よる磨滅

ち，中位で最大径とな くは縦位，他は斜位) (所々巻き上げ痕 を多量含 下~口縁部にか 完形であ あり

る を残す) んでいる けてy，黒色 ったと恩

底部は小径と思われる われる

3 整 18.6 体部は強い張りをも 縦位刷毛目 口縁部ー横位刷毛 微 良 口縁部体 床面直

21.0 ち，中位で最大径とな 体部下端へラ削り 目(右→左回り) 長石粒含 外黒色赤褐色 部を一部 上

412 5.6 る 底部細かいへラ削り 体部ーナデ む 内
欠くが完
形であっ

底部は小さく平坦であ たと恩わ

る れる
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 背3 外 面 内 面 層位

4 葱 20.6 口縁部は「く」字状に外 口縁部一縦位刷毛目→ 口縁部一横位刷毛 鰍密、 {憂 口縁部体 床面直 刷毛目

2l.3 反する 横ナデ 目(磨滅あり) 細砂粒含 内外器表断面共 部を一部 上 9~lO本/伺

404 7.2 体部は強い張りをも 体部ー縦位刷毛目 体部一丁寧にナデ む 黄赤褐色を基調 欠くが完 体部中位以

ち，中位で最大径とな 底部ー木葉痕周辺へラ
とする，下半% 形であっ 下に広範囲

る 削り
黒色，三次的に たと思わ に使用によ

底部は台状となり平坦
火を受けピンク

れる る磨滅があ

である
に変色する部分

る
がある

5 饗 20.6 口縁部は「く」字状に強 口縁部一縦位刷毛目後 口縁部横位刷毛 長石粒を 底部~口 ピット 刷毛目

22.0 く外反する 横ナデ 日 含む 外明赤褐色 縁部YJ欠 内 9本/cm

416 7.3 体部は強く張り出し， 体部ー斜位刷毛目 頚 部 指 の 圧 痕 残 断面は黒褐色 体部下位

中位に最大径をもっ 底部木葉痕 る 内明赤褐色 は使用に

底部は平坦で台状に突 体部ーナデ よる磨滅

出する

6 窪 13.5 口縁部は「く」字状に外 口縁部ー縦位刷毛目 口縁部一横位刷毛 長石粒を 全体の約 床面直

404 17.7 反する (磨滅あり) 自 含む 全体が火熱を受 %欠く底 上

405 5.8 体部は中位下方に最大 体部 制 毛 目 体部ナデ け靖赤褐色が主 部以外は

406 径をもちゃや下ぶくれ 底部ー木葉痕 全周せず

となる

底部は台状となり平坦

である

7 婆 15.8 口縁部はなめらかに強 口縁部一縦位刷毛目後 l口縁部ー横位刷毛 細砂粒合 体部のー 床面直 体部の中

405 22.4 く外反する 横ナデ 目 む 外黄褐色 部を欠く 上 位下方に

406 6.8 体部は中位に最大径を 体部ー縦位刷毛自→へ 体部ナデ，中位 内黄褐色 が完形で 使用によ

407 もつ ラ状工具による磨きに に巻き上げ痕を残 あったと る磨滅あ

主体 底部は低く突出する 近いナデ す 思われる り

底部ー木葉痕

8 護 14.4 頚部になめらかな曲線 口縁部ー縦位刷毛目→ 口縁部横位刷毛 微砂粒合 外赤茶褐色を 口縁部を 床面直 刷毛目

16.5 を形成して外反する口 口唇部横ナデ 目→口唇部横ナデ む 基調とする 一部欠く 上 13本/cm

409 5.4 縁は直線的に伸びて終 体部ー斜位刷毛目→ナ 頚部一部分的に削 体部外表%灰褐 ば完形で

わる ア り 色 あったと

体部中位上方に最大径 体部下端縦位刷毛目 体部ー木口状工具 思われる

をもつ (部分的にへラ削り) によるナデ(左へ)

底部は平坦である (右→左へ)

底部一細かいへラ削り

9 増 15.6 わずかに凹む底部であ 口縁部横位刷毛日後 口縁部横位刷毛 微砂粒含 優 完形 ピット 断面明灰

6.7 る へラ磨き 目後へラ磨き む 外赤褐色 内 褐色

418 4.1 頚部でわずかにくびれ 体部ー縦位刷毛目後へ 体部一暗文風のへ 内赤褐色

た後わずかに内管して ラ磨き(暗文風の部分 ラ磨き

立つ口縁をもっ あり)

10 士甘 12.1 凹む底部をもっ 口唇部一横位刷毛目→ 口縁部ー横及び斜 徽密 良 体部% 下層

6.0 内面に稜，外面に沈線 横ナデ 位刷毛目→ナデ 砂粒を多 外明灰褐色 口縁部ys
401 2.1 をもって口縁部と体部 口縁部ー縦位刷毛目 体部ーナデ 量に含む を基調とする のみ遺存

が区画される 下位一刷毛目後へラ削 内外面底部に

り 黒まだら有り

体部ーへラ磨き(半周

へラ削りを方包す)

11 増 (12.4) わずかに凹む底部をも 口縁部ーへフ磨き 口縁部一横位刷毛 徽密 外赤褐色 体~口縁 床面

5.3 つ 体部ー斜位刷毛日後へ 目後へラ磨き 微砂粒含 断面は赤黄褐色 部}ぜを欠 6~7本/ロn
415 2.5 頚部はへラ状工具によ ラ磨き 体部ーへラ磨き む 内口縁部に く

る沈線様の段を形成す 黒色有り

る

口縁部はわずかに内毎

して立ちあがる

12 局主手 14.6 不部 へフ磨き(口縁部にわ ヘラ磨き 微砂粒を 良好 原部ysの 床面直 内外面
(3.1) ずかな刷毛目痕を残 少量含む 東褐色を基調とす み遺存 上 朱塗り

406 す) る，赤彰暗赤褐色
(復元)

二位的に火熱を受

りてピンク色に変

色している

iff.彰，暗赤褐色

13 局杯 15.3 11-、部 ヘラ磨き へラ磨き 微細砂粒 良好 I干、部のみ 床面直 411と近
(4.9) 尖りぎみとなる杯底部 下位に工具不明の圧痕 を含む 外明灰を基 遺存 上 似する形

417 からゆるやかに内脅し を残す として赤褐色 態
て伸び口縁に至る 内赤褐色 内外面

朱塗り

F
h
d
 

4
4
 

F
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d
 



法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

14 高杯 14.5 I手部 へラ磨き(口縁部にわ へ7磨き 微細砂粒 良好 t干吉sYz ピット 内外面
4.4 尖りぎみの底部からゆ ずかな刷毛目痕を残 を少量含 外暗褐色を (復元実測) 内 朱塗り

414 るやかに内管気味に伸 す) む ベースとする

び，口縁部下位にごく 赤彩暗赤褐色

わずかな稜をもち口縁 外赤彩暗赤褐色

に至る

15 高I手 14.9 不部はゆるやかに内轡 杯部ーへフ磨き 界都ーヘラ磨き 細砂粒含 良好 完形 下層 41J・417・406
10.1 気味にひらく 脚部縦位へラ磨き 脚部ー横位刷毛目 む 外脚部の半分， と口怪が近似

408 10.2 脚部との接合部に粘土 ヰ部は二(j(的究熱 l，製作技法

が余る を受けピンク・暗 も同一ι哩わ
罪褐色に変色して れる

脚部はゆるやかに外反
いる 坪部内外面，

して裾が広がる 内本来は茶褐色 脚部外面朱壷
等間隔に三個の円窓を をベースとしてい り

穿つ た物と思われる

16 員 E千L (11. 9) 杯部はゆるやかに内管 係部ーへラ磨き(わず 杯部ーへラ磨き 細砂粒を 優 脚部大半 床面直 内外面
(9.5) 気味にひらく かに刷毛目を残す) 脚部斜位刷毛 含む 明庇褐色を基調と 欠く 上 朱塗り

410 (8.2) 脚部は三個の円窓を外 脚部一縦位へラ磨き 目，裾部は横ナデ II干が火熱を受付

側から穿つ (裾部に刷毛目がわず によって刷毛目が ピンク~赤褐色
この部分は磨滅が

かに残る) 消える
はげしく赤彰カ磯
らない，赤彰部分

は暗褐色

17 器台 6.6 ゆるやかに内管気味に 器受部~脚部へラ磨 器受部へラ磨き 微砂粒を 小形の器形のため 脚端部を 床面直 器受部内
6.7 口縁に至る き 含む か全体にムラなく 部分的に 上 外面，脚

413 9.1 小さな器受部は中央に 裾部にわずかな縦伽t 良好に焼き上がる
欠く略完 部外面

明るい灰褐色を基
やや斜めに穿たれた孔 毛目痕を残す

調とする 形 朱塗り
をもつ 時部内外面.脚部
脚部はゆるやかに外反 外面は事帯され

して裾がひらく 暗赤褐色

等間隔に三個の円窓を 断面灰色

もつ ヰ部に黒まだら有
り

018号社出土玉類等一覧表

番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考 番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考

18 管玉未成品 5.3 2.7 1.4 細粒凝灰岩 形割工程未成品 38 月管玉品未成 2.8 1.0 l.4 1/ 側面打裂工程

19 11 3.0 1.2 1.1 11 11 39 11 3.1 0.9 l.4 1/ 11 

20 11 2.6 0.8 1.1 11 11 40 11 3.9 1.3 1.1 1/ 1/ 

21 11 3.7 1.0 11 11 41 1/ 3.5 1.0 1.4 11 11 

22 11 2.8 1.2 0.9 月 11 42 11 1.3 1.2 0.8 11 11 

23 N 4.1 1.1 1.2 11 11 43 11 2.8 0.4 0.4 11 研磨工程未成品

24 11 4.8 1.9 1.4 11 11 44 11 0.9 0.7 0.8 H 上穿孔工部程未欠成損品

25 11 1.6 1.2 11 H 45 1/ 2.1 0.9 0.7 1/ ノF

両 但リ 穿 子L

26 11 2.9 1.5 1.6 11 11 46 剥 片 0.6 1.0 0.7 1/ 形端割部工の程小で剥切片断であしたろ両う

27 11 3.7 1.2 11 11 47 11 0.7 1.0 1.1 1/ 1/ 

28 11 3.2 1.1 1.2 11 11 48 勾 玉 0.8 1.8 0.5 滑石片岩

29 11 3.1 1.1 11 N 49 石円製模造板品 0.3 1.6 1.4 11 

30 11 2.6 1.1 0.9 1/ 月 50 11 1.3 1.4 0.3 11 

31 11 3.1 1.7 1.4 11 11 51 月 0.2 1.3 1.2 1/ 

32 11 3.3 0.9 0.7 1/ 側面打裂工程未成品 52 11 0.2 1.4 1.2 11 

33 刀 3.5 1.1 0.7 1/ 11 53 11 0.3 1.4 1.2 1/ 

34 1/ 2.3 l.3 1.1 1/ 11 54 1/ 0.3 1.6 1.5 11 

35 1/ 2.6 1.3 0.9 ノf 1/ 55 1/ 0.2 1.4 1.3 11 

36 H 3.2 1.3 0.6 11 1/ 56 11 0.2 1.2 l.2 11 有孔

37 11 1.6 1.9 1.7 1/ 
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019 A号壮一竪穴住居牡一(15-48図，図版 15-14)

遺構

形状-南東コーナーのみ遺存するが，隅丸方形プランと思われる。規模-不明。壁一立上りほぼ垂

直。 lOcm。壁溝一無。床面一ハードローム上面に構築。貼り床。軟弱。柱穴-不明。備考一住居牡の大

半を 019B・C号杜に切られており，南東コーナ一周辺を残すのみであった。時期不明。

遺物

出土遺物なし。

019 B号祉-玉作工房壮一(15-48"'50図，図版 15-14'"16) 

遺構

形状一方形。規模-7.45mx7.20 m。炉の位置一中央部南側。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝一北側大

部分は不明。幅・深さは 15cm・-7cm。床面一ハードローム層中に構築。部分的に貼り床してい

る。柱穴一北東及び南東隅に 2個。北東及び南西隅は不明確。備考一南東及び南西隅に不整形なピッ

トが存在する。南東隅のものは径 120x60cm程で 2段になり，西側は約 35cm，東側は約 75cmの

深さのピットである。東西隅のものは径 80x55 cm程で，深さは約 15cmと浅い。炉は径 60x30cm 

程のものと 55x40cm程のもので，ともに浅く，西側の炉の底面のロームが良く焼けていた。なお，

埋土下部から床面にかけては投棄されたと思われる木炭・焼土がプロック状に存在した。また，本社

は，掘立柱建物社と思われる大形のピット 7個により撹乱をうけていた。 018・019A・C号祉と重複

している。 018号祉との新旧関係は不明で， 019 A号牡を切り， 019 C号祉に切られている。

遺物

出土遺物は土器と管玉類及び石製模造品である。土器は薯，査，高坪，柑，器台等であるが，量は

そう多くはない。小破片が大半を占めている。床面出土のものが多い。管玉類は管玉未成品や原石，

剥片等が多量に出土しており，床面上に散在するが，特に東隅周辺から，集中して出土している。石

製模造品は滑石製の臼玉，小円板が各 1点，小剥片が数点出土したのみである。

019B号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

聾 口f圭 18.5 体部中位よりやや上に 口縁部内外面ー横ナデ 体部中位まではナ 微砂粒を 焼成 体部)4口 中層 頭部外面

器高 26.2 最大径をもっ 体部は縦の刷毛目に縦 デ，下端は刷毛目 含む 外 灰茶 縁部若干 を除き刷

434 底径 6.7 球形の体部に「く」の字 のナデを加える ~灰黄褐色 を欠く 毛目は深

状の口縁部を有し，端 凹み底の底部は一定方 内 、u、
部外面に端面を作り出 向の軽いへラ削りで仕

す 上げる

2 費 13.1 外轡する「く」の字状口 全面をへラ磨きに近い 口縁部ー横ナデ 堅鰍 口縁部Ji 上層

(4.7) 縁の破片 ナデにより仕上げる 体部上位は横にへ 長石粒を 外暗褐を

419 ラ削りする 含む 基調とする

他はナデ が赤褐色
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法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 ID 外 面 内 面 層位

3 宣土 12.1 頭部で「く」字状に強く 口縁部一横ナデ 口縁部横ナデ 長石粒の 良 完形 床面 底部外面

14.2 外反し複合口縁ιな 頚部ー縦位刷毛目後横 頭部一横位刷毛目 目立つ細 外黄掲色 に黒まだ

405 る。外面は完全に倭合 ナデ 体部上端押圧痕 砂粒を混 内黄褐色 ら有り
されず継ぎ目が溝状に 体部上位ー縦位刷毛目 体部~底部ーナデ ずる 刷毛目

なって残る 体部中位~下位一へラ 14本/αn
体部は中位下方で最大 状工具による磨き様の

径となりわずかに下ぶ ナデ

くれとなる 底部ーごく軽いヘラ削

底部は凹み底である り

4 増 9.6 小さな凹み底の浅い体 口縁部は刷毛目の後を 全面をナデ 堅鰍 口縁部y:3 床面

5.5 部からくびれる様に連 横ナデ 微細な雲 外灰黄褐色 体部%遺

403 2目。 続する口縁部が付く 体・底部はへラ磨き 母片を 内 存

内面には口縁，体部境 口縁・体部境は横にへ 少々含む

に稜が形成される ラ状工具でナデつけて

仕上げる

5 民E平 15.0 浅い，内管気味に開く 内外面をへフ磨きする 細砂粒を 茶掲色を基調とし I不}昔弱遺 床面 内外面

(4.9) 杯部の破片 含む 外暗褐色 存 朱塗り

512 脚部とホゾ組みして接 内暗褐色

合タイプ

6 高t干 13.6 やや浅めの杯部と裾の 全面をへラ磨き I不部は縦にへラ磨 細砂粒を 脚中径以 床面 I干、部内外

9.8 聞きの大きくない脚部 口縁部に横ナデ きが行われ，端部 含む 外黄褐色 下半欠 面脚部外

407 9.3 とからなる 脚端部に刷毛目の残る に刷毛目が残る 内 面

508 脚部には円孔がない 部分がある 脚部はナデ，刷毛 朱塗り

目を部分的に施す

7 高E平 15.6 中膨らみの柱状部に球 t不部は横にへラ磨き， 杯部は斜めにへラ 微砂粒を 優 脚裾以下 床面 t不部内外

(14.8) 形の派部を有する 刷毛目と横ナデ痕残る 謄き 含む 外茶褐色 を欠く 面脚部外

412 柱状部は段が付いて裾 柱状部裾部はナデ 脚部はナデと刷毛 内茶褐色 他は略完 面

部と画される 目 7f3 朱塗り

8 器台 9.6 受部，脚部共直線的に 受部・脚部一全面へラ 受部はへラ磨き 長石粒を 明茶褐色を I手部Mを ピット 受部内外

7.8 外方に大きく聞く 磨き 脚部は横の刷毛目 含む 基調とする 欠く 内 脚部外面

436 11.6 貫通孔はえぐる様にあ 後上位を縦位へラ 外赤褐色 朱塗り

けられ，脚部に円孔は 削りする 内赤褐色

ない
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019B号牡出土玉類等一覧表

番号

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考 番号 名 称

管玉未成品 5.4 1.6 細粒凝灰岩 形容j工程未成品 33 管玉未成品

11 4.9 0.9 11 側面打裂工程未成品 34 1/ 

ノ/ 3.7 1.7 11 形割工程未成品 35 11 

刀 5.4 1.5 11 11 36 11 

IJ 4.0 1.1 11 11 37 JJ 

IJ 4.2 1.3 IJ 11 38 1/ 

11 3.8 1.1 11 11 39 IJ 

11 3.5 1.1 11 側面打裂工程 40 1/ 

11 3.7 0.9 11 11 42 1/ 

IJ 4.3 1.5 0.6 11 11 42 1/ 

1/ 4.2 1.3 0.6 IJ 1/ 43 IJ 

1/ 3.8 1.4 1.6 IJ JJ 44 IJ 

IJ 3.4 1.5 1.4 11 11 45 IJ 

ノ/ 3.1 1.6 1.2 1/ IJ 46 剥 片

11 3.4 1.7 1.3 11 " 47 1/ 

IJ 3.1 1.2 1.2 11 " 48 11 

JI 3.4 0.7 0.7 11 IJ 49 1/ 

JJ 2.9 0.9 0.7 IJ IJ 50 剥 片

11 5.8 1.3 1.6 11 1/ 51 JJ 

IJ 3.8 0.7 0.3 滑石片岩 1/ 52 IJ 

11 2.6 0.9 0.7 細粒凝灰岩 1/ 53 1/ 

IJ 2.3 0.6 0.5 細粒凝灰岩 側面打裂工程未成品 54 剥 片

IJ 2.2 0.8 0.6 11 IJ 55 11 

1/ 1.4 0.7 0.6 1/ 研(先磨工端程欠未成損品) 56 臼 玉

11 1.5 0.7 0.8 1/ IJ 57 IJ 

019 C号壮一竪穴住居壮一(15-51・52図， 図版15-14・16)

遺 構

長さ 幅 厚さ 石 質 備 考

2.1 0.7 0.4 滑石片岩 穿孔工程未成品

1.8 0.6 0.6 細粒凝灰岩 IJ 

1.5 0.7 0.4 " 11 

3.3 1.0 0.7 滑石片岩 1/ 

2.4 0.7 0.3 JI IJ 

2.2 0.7 0.4 " 11 

1.5 0.6 0.3 11 IJ 

1.6 0.6 0.6 細粒凝灰岩 IJ 

1.1 0.6 0.3 滑石片岩 " 
1.0 0.5 0.5 H IJ 

1.2 0.8 0.7 IJ IJ 

2.3 0.5 0.4 JI フ信包E 成 口口口

7.7 2.2 1.9 細粒凝灰岩 穿孔工程未成品

0.7 2.5 0.5 IJ 

1.9 0.9 0.2 滑 石

1.2 1.2 1.0 細粒凝灰岩

1.3 l.3 0.9 H 

0.7 l.1 l.2 細粒凝灰岩

2.2 l.4 l.4 11 

2.4 1.3 l.1 11 

0.7 l.0 0.7 IJ 

0.4 0.7 0.4 細粒凝灰岩

0.3 0.7 0.6 11 

0.2 l.1 l.0 滑石片岩

0.1 0.7 0.7 1/ 

形状一方形。規模-3.50m X 3.35 m。主軸方向 N-920-E。カマドの位置一東壁中央部。壁一ほぽ

垂直。35cm。壁溝ーカマ ド下を除き全周。幅 ・深さは15cm・-10cm。床面一ハードローム層中に

構築。貼り床。柱穴一主柱穴不明。西壁中央部及び北壁，南壁西側隅近く に小ピットが3個所在するが，

ともに浅い。 備考-019A号牡及び019B号杜を各々切っている。

カマド

大きさ-13.5x 105 cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一半円形。120x46cm。炉床一掘り込み約

10 cm。

遺物

出土遺物は土器と土玉である。土器はいずれも破片ないし破損品である。内黒の邦の出土が顕著で

ある。
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019C号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 ID 外 面 内 薗

l 要 口径 21.9 口縁部は小さく外反す 口縁部内外面は横ナデ 体部ー横ナデ

器高(16.4) る 体部←上位が縦，中位

424 底径 が横にへラ削り

425 

2 要 21.0 日縁部破片 体部は縦にへラ削り

(4.8) 端部が外につまみ出さ

425 れている

504 

3 斐 17.9 頚部下に段が出来てい 口縁部横ナデ 口縁部ー横ナデ

(4.6) る 体部縦にへラ削り 体部ナデ

425 也

506 

4 t手 13.1 内管気味に立ち上がる 口縁~体部は横ナデ 全面横ナデ

5.0 体部で，口縁端部は小 体部下位は横に手持ち

423 さく外方に開いている へラ削り

底部ー全面手持ちへラ

削り仕上げ

5 t手 14.0 底部から内轡気味に立 底部一糸切り痕を残さ 黒色処理

4.1 ち上がり口縁部に至り ず全面を手持ちへラ削 底部は一定方向

418 5.5 外反気味に開いている りする に，他は横にへラ

体部下位←手持ちへラ 磨き

削り

6 只、 14.0 5と同じ特徴をもっ 口縁~体部横ナデ 調整 5と同一

4.2 体部下位は横に連続す

506 5.5 るように止めながら手

持ちへラ削り

底部一糸切り痕を残

し，周辺を手持ちへラ

削りする

7 t手 13.7 内笥気味に立ちあがる 口縁~体部中位は横ナ 黒色処理される

4.9 椀に近い形態である ア 横にへラ磨き

506 5.2 体部下位をへラ削り

底部は糸切り痕を残し

周辺をわずかに手持ち

へラ削り

8 I不 14.1 形態は 7の杯に近い， 調整 7と同一 調整 ?と同一

4.4 ややこちらの方が浅

506 6.5 く，口縁部は直線的で

ある

9 土玉 2.0 

2.3 

303 孔径 0.5 

10 土玉 2.8 一部欠損

3.0 

301 孔径 0.5 

一B

11 土玉 2.5 

2.5 

302 子L径 0.8 

020号壮一竪穴住居杜ー(15-53図，図版 15-16)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

細砂粒を 焼成 口縁~体 425 

多量含む 外茶褐色 部ys周の 床面

内茶褐色 破片 424 

上層

密 良 %残存 425 

外 床面

内 504 

中層

密 良 y. 425 

外 床面

内 506 

下層

密 良 13 下層

外ー

内

砂粒を含 体~口縁 床面 内黒土器

む 部yz欠く

口縁~体 下層 内黒土器

部をy.欠

く

精良 体部% 下層 内黒土器

ほとんど 外淡黄褐色 底部若干

砂粒を含 内 遺存して

まない いる

体部ys 下層 内黒土器

底部y.の

み遺存

下層

床面

下層

形状一方形。正方形に近い形である。規模-3.40 m x 3.40 m。炉の位置一中央部。壁一立上りほぼ

垂直。 10cm。壁溝無。床面 ハードローム上面に構築。柱穴一主柱穴 4個。他に浅い小ピット 1個

あれ支柱穴か。備考炉は径 48x32cm程で，深さは 2cm程で，わずかに凹む程度である。時期

を明確にし得ない。
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遺物

出土遺物は数点の土器と剥片 1点が埋土中から出土したのみである。土器は土師器と思われるが，

いずれも小破片である。

021号祉-竪穴住居壮一(15-54・55図，図版 15-16)

遺構

削平及び揖乱のため，形状，大きさ等全く不明であるが，ハードロームの床面とその上部にプロッ

ク状に散在した焼土及びピットの存在から住居社を想定した。古墳時代前期の住居祉が考えられるが，

時期を明確にし得ない。

遺物

床面と想定される面から査の破片や奮の小破片，管玉未製品，剥片等が若干検出された。

021号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 壷 口径 13.8 外反気味に聞き，複合 複合帯は横ナデの後磨 横の刷毛目の後ナ 糟良 焼成 口縁部体 床面

器高 (5.7) 口縁を有する きに近いナデを加え， デ，さらに磨きに 微細砂を 茶褐色を基 部最大位

401 底径 壷口縁部破片 以下は縦の刷毛目の後 近いナデを加える 含む 調とする のみ完存

削りに近いナデを加え 体部は横に刷毛目

る

体部は刷毛目の後を磨

きに近いナデを加える

2 壷 体部~底部破片 体部中位は刷毛自の後 刷毛目 体部大半 削平表 021-401 

(13.5) 底部はわずかに膨らん 磨きに近いナデ，以下 部分的にナデを加 以下遺存 面 と同一個

501 7.5 でいる はへラ削りの後磨きに える 体と恩わ

近いナデを加える れる

底部は小刻みにへラ削

りして仕上げる

3 重 結節縄文 細砂粒若 削平表 スス状付

ロ縁部
斜縄文L11 子含む 外黒褐色 面 着物有

502 破片 内黒褐色

4 管玉 長 3.8 側面打裂工程の未成品 細粒凝灰

未成品 幅 1.1 である 岩

101 厚 0.8 

022号祉-竪穴住居壮一(15-56.........58図，図版 15-17)

遺構

形状一方形。規模-3.00mx3.10 m。主軸方向-N-100-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 48cm。壁溝一全周。幅・深さは 10........15cm・ー7cm。床面一ハードロームを掘込み貼り床して

いる。柱穴一南壁中央部直下に 1個。小ピットあり。備考-西壁北側は楕円形ピットに揖乱されてい

る。

カマド

大きさ-100x90cm。構材一砂質粘土。壁への切込み一四角形。 60x90cm。袖部一両袖幅 20cm。

焚出部ーなし。燃焼部-50x50cm。煙道部一緩やかな脅曲。 65cm。昇角 250""""400。天井部一後面遺

唱
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存。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品等である。土器はいずれも破片ないしは破損品である。大半が埋土中

及びカマド内からの出土である。土製品は土玉 1点に動物形土製品 1点である。

022号祉遺物一覧表

番号

504 

502 

506 

508 

2 

506 

508 

3 

404 

4 

508 

5 

409 

6 

405 

7 

601 

8 

301 

9 

302 

法 量
名 称

特 徴

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

~ 口径 19.8 口縁部破片 口縁部ー横ナデ 口縁部一横ナデ

器高 (8.1) 端部は直下に段を形成 体部ナデ 以下の部分は磨滅

底径 し短かく外方につまむ 割れ口近くはへラ削り して不明瞭

様に屈曲させている

饗 19.9 口縁，腕部の境はへフ 口縁部一内外を横ナデ

(5.4) 削りにより，明瞭な段 体部ー縦にへラ削り

が形成される

外轡する口縁端部には

端面が作り出される

聾 斐の底部破片 内外共調整がはっきり

(6.0) しない

8.4 体部はナデ

査 11.5 「く j字状を呈する 内外を横ナデする

(4.0) 口縁部破片

t手 14.9 偏平でむしろ盤に近い 内外面をへラ磨きし光

3.5 内面，体部，底部境に 沢を持つ

(6.1) 段が付く

I手 11.8 内管気味に立ち上がる 口縁~体部中位一横ナ 全面横ナデ

4.2 体部を有し，口縁部は ア

7.2 外方に小さく開く 体部下位横位手持ち

底径と口径の差はあま へラ削り

り大きくない 底部一回転糸切り後周

辺を手持ちへラ削り

t干 11.9 6の不と同ーの特徴を 調整 6と同一

4.1 有する

7.1 底部外面に「本」の墨書

有り

土玉 2.9 

3.0 

孔径 0.4 

動物形 3.4 頭か?

土製品 径 2.8 冒と思われる部分は貫

通している

023号祉-竪穴住居壮一(15-59・60図，図版 15-17)

遺構

胎土 焼成・色調 遺存度
位置|

出土 備考
層位

粗 焼成 口縁% 504上層 内面磨滅

雲母粒を 外淡黄褐色 胴7.i残存 502上層
含む 内 506中層

508下層

微白石粒 良 口縁%残 506 
含む 外暗赤褐色 中層

内 508 

下層

組 良 底部% 周溝上 f乍りがか

外 カマド なり悪い

内 左

密 良 口縁から 下層 器面は7記

外 肩にかけ れている

内 %遺存 (混入品と

思われる)

級密 良 口縁7.i残 カマド 内外朱塗

外赤褐色 内 り

内

密 良 口縁~胴 周溝上

外 部にかけ カマド

内 ては%程 左脇

残存

密 良 口縁半分 床面 墨書土器

外 欠領する 底部外面

内 「本」

中層

中層 外面朱塗

り

形状-不整方形。規模 3.05 m X 4.00 m。炉 無。壁一立上りほぽ垂直。 20cm。壁溝一無。床面一ほ

ぽ平坦。柱穴-3個。北東隅は不明確。備考一東壁中央部直下に白粘土がブロック状に存在し，また

西壁側に焼土が若干検出された。時期不明。
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遺物

出土遺物は数点の土器と原石(1点)，剥片(1点)である。いずれも埋土中及び削平面で検出され

たものである。土器は古式土師器と真問~国分期の土師器，須恵器が混在していた。

023号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 背手 外 面 内 面 層位

I 士主E 口径 凹み底の土師器，査破 』阿部刷毛目 ナデ 密 焼成良 表面 古式土師

底部 器高 2.0 片 底部ー刷毛目(ナデを 外 器

502 底径 6.4 刷毛目を施すことから 力日えている 内

古い時期のものの混入

Ip 

2 胃、 19.2 直線的に聞く体部を有 口縁~体部中位横ナ 全面を横ナデする 徽密 優 口縁~底 床面 須恵器

4.6 する ア 外 部にかげ

401 8.1 体部下端横に手持ち 内 %残存

へラ削り

底部ー全面手持ちへラ

削り

3~9 は淡緑色を呈する細粒凝灰岩の管玉未成品である。側面打裂工程の未成品であるが，本社から出土のものではなし所属不明。

024号祉 竪穴住居牡 (15~61~63 図，図版 15~17) 

遺構

形状方形。規模 2.85m X 2.60 m。主軸方向 N-4030'-E。カマドの位置北壁中央部。壁立上

りほぼ垂直。 14cm。壁溝 カマド東側が切れる。幅・深さは 14"--"24 cm ・ ~8cm。床面一貼り床。柱

穴-2個。備考 北西隅及び南西隅を大形のピットにより撹乱されている。

カ マド

大きさ 75x 100 cm。構材一一部良好な白色粘土。壁への切込み一浅い三角形。15x40cm。袖部一左

幅 30cm。右幅 15cm。焚火部ーなし。燃焼部 40x55 cm。煙道部一直線的。 30cm。昇角一350。天

井部一後面遺存。

遺物

出土遺物は少量の土器のみである。いずれも破片で，小破片が大部分を占める。埋土下部とカマド

中から出土している。

024号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 苛会 外 面 内 面 層位

l 斐 口f圭 21.8 端部に至り上方に短か 口縁部内外を横ナデ 体部はナデにより 密 焼 成 良 口縁~胴 401 
器高(15.7) く屈曲する口縁部 胴部ー縦にへラ削り 仕上げている 微砂粒を 外晴褐色 中位にか 下層

401 底径 合む 内明褐色 けてy3程 503 
503 残存する 上層

3G 
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025号壮一竪穴住居壮一(15-64・65図，図版 15-18)

遺 構

形状一隅丸長方形。規模-6.50m X 5.65 m。炉の位置一中央部北寄。壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝一東

壁に検出される。幅・深さは 10---....20cm・-21cm。床面一ハードローム層中に構築。薄く貼床する。

堅固。特に炉周辺は堅い。柱穴-4個。備考一炉は径 90x85cm程で，掘り込みは浅い。底面のハー

ドロームがかなり焼けている。古式土師器が出土しているが，弥生期の住居祉と考えられる。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と石製品及び鉄製品等である。土器は弥生式土器及び古式土師器の破片

で，大部分が小破片である。埋土中から出土している。石製品は砥石 1点，醸片 1点、の他，管玉製作

過程の剥片 2)点が埋土中及び床面から各 1点出土している。鉄製品は万子の破片 1点である。

025号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I 査 口径 球形の体部に「く」字状 全面をへラ磨き(底部 口縁部ーへラ磨き

器高(22.0) の口縁部がつく はへラ削り)する 体部一木口のよう

508 底径 (6.5) 体部に粘土紐巻き上げ な工具で横にナデ

506 の凹凸あり ている

2 柑 わずかに凹み底で浅い 刷毛自の後をへラ磨き 口縁部ー刷毛目

(5.0) 増 以下をへラ磨き

506 (4.0) 口縁.n同部境に鈍い稜

が形成される

鉢に近い形態

3 砥石 3.6 

3.1 

1003 1.7 

4 円様 3.6 

破片 3.2 

1002 

5 万子 長 刃部破片

幅 1.9 
201 厚 0.3 

026 A号祉-竪穴住居壮一(15-66"-'69図，図版 15-18・19)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼 成 良 口唇部体 508 

細砂粒を 外黄褐色 部yz底部 下層

比較的多 内 中央欠〈 506 

量に含む 下層

密 良 体部以下 下層 胴部上位

微砂粒を 外 %遺存 に黒まだ

含む 内 ら有り

床面 砂岩

覆土中

床面

形状一方形。規模-5.30m x 6.30 m。主軸方向-N-210-E。カマドの位置一北壁中央部東寄。壁一ほ

ぽ垂直。 20cm。壁溝一東壁及び西壁下不明。幅・深さは 10---....15cm・-10cm。床面ーハードローム

上面に構築。ロームブロックと暗褐色土，ソフトロームで貼床している。堅固。柱穴-4個。備考-026

B・C号牡を切って構築している。南西隅に所在する大形の方形ピットは本住居牡より新しい。東壁

の大半は撹乱のため不明。西壁北半はB号社埋土中に構築されており，壁溝確認出来ず。カマドは長

さ1.25，幅1.65m程で砂質粘土を構材としている。壁への切込みはやや深く，半円形を呈している。

火床は掘込み深く，底面及び周辺が良く焼け，灰がかなり厚く堆積していた。
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遺物

出土遺物は土器と土製品，鉄製品である。土器は出土量はやや多いが，いずれも破片ないし破損品

である。埋土下部から床面にかけて出土している。緑柚陶器の破片が 2点出土している。土製品は土

玉 2点である。床面から出土している。鉄製品は鉄鍛1点である。

026 B号壮一竪穴住居牡一(15-66図，図版 15-18・19)

遺構

形状一方形。規模-5.65m X 5.70 m。主軸方向-N-OS-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 57cm。壁溝ーカマド東側を欠くがほぼ全周。幅・深さは 10，.-.，._20cm・ 14 cm。床面一ハード

ロームを深く掘込んだ後やや厚く貼床している。柱穴 主柱穴 4個。その他，南壁中央部直下に 1個

所在する。南西及び南東隅の柱穴は浅いピットが各々重複している。備考 026 C号祉の大半と 026D 

号祉の北東隅を切り， 026 A号祉には南東隅を切られている。カマドは1.25mX 1.0 m 程で白色粘土

を構材としている。壁への切込みは浅い半円形を呈し，煙道の角度は約 490。火床の掘り込みは 13cm

位で，底面は良く焼けていた。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品，鉄製品である。土器は大半が小破片でトあるが，須恵器の出土が顕

著である。土製品は土玉 1点，鉄製品は鉄片 1点である。ともに，埋土下部から出土している。

026A・B号祉遺物一覧表( )内は出土住居社

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 膏手 外 面 内 面 層位

I 斐 口径 33.9 長胴，頚部で強く屈曲 磨滅して不詳 磨滅して不詳では 粗 焼 成 良 胴部y.i 上層

(B) 器高(18.9) し口縁は大きく外反し あるが接合点及び 小石粒が 外赤褐色 カマド

433 底径 肥厚する へラ状工具痕が認 多量に混 内 左

端部で器厚を急減さ められる 入

せ，外側に垂直な面を

つくる

2 斐 14.0 肩はあまり張らず，頚 頚部下より下方へ，縦 頚部下にヘラ状工 粗 良 口縁部y.i 上層

(4.2) 部で屈曲し外反する口 位のへラ削り，以上は 具痕 微砂粒を 外明茶褐色 3G 

503 縁部は端部で外反をゆ 横ナデ 全面横ナデ 含む 内

るめ減厚し外側に凹面

をつくる

3 I手 32.7 体部はやや内管し，口 横位~斜位のへラ削り 激しく磨滅してい 密 良 口縁% 427 

(B) (6.6) 縁部でやや肥厚する 後ヘラ磨き る 外赤褐色 床面

427 へラ状工具痕が見 内 408張

408 られる 床の下

4 I手 (22.5) 体部はほぼ直線的に立 淡緑色の柚が塗られて 外面同様に紬が塗 鰍密 優 y.i 床面 緑粕陶器

(4.1) 上がり内部の口唇直下 し〉る られている 外

515 をややくぽませている 内

5 I不 12.1 体部は直線的に立ち上 底部全面及び体部下端 全面横ナデ 密 良 口縁部yz下層

ω 4.0 ヵtる に手持ちへラ削り，以 内外面とも磨滅が 外明赤褐色 残

418 6.5 口縁部は若干肥厚，底 上には横ナデ 激しい 内

部中央でやや肥厚する

6 杯 13.1 体部は若干内毎し，口 底部は糸切り後周辺を 全面横ナデ 密 良 口縁部ー 下層

ω 4.2 縁部はやや肥厚する 手持ちへラ削り 外赤褐色 部破損

403 5.5 口径と底径の差が大き 体部は下端に回転へラ 内 ほぽ完形
L、 削り，以上の横ナデ部 品

にへラ状工具痕が見ら

れる
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法 量 特 徴 位置
番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 膏手 外 面 内 面 層位

7 I手 14.1 体部は直線的に立上が 底部及び体部下端に手 ヘラ状工具痕が見 密 良 口縁部ys 床面

4.7 る 持ちへラ削り られる 白石粒子 外褐色

517 7.4 口径と底径の比はほぼ が目立つ 内
yz 

8 I不 13.1 口縁部端で外反 体部は横ナデ後中央部 全面横ナデ 密 良 口縁~底 上層

(4.3) 以下手持ちへラ削り 外 部にかけ

517 内明褐色 x残

9 t手 12.3 口縁部で外反する 体部下端及び底部周辺 全面横ナデ 鰍密 良 x残 床面

ω 5.2 口径と底径の差は大き に手持ちへラ削りが施 外黄褐色

415 (4.6) し通 される，以上は横ナデ 内黄褐色

底部はへラ削りと恩わ

れるが不鮮明

10 I手 体部は直線的に外反 底部一回転糸切り後周 全面に磨き 密 良 底部 下層 墨書

(2.6) 辺回転へラ削り 外褐色 底部外面

602 7.6 体部下端回転へラ削 内褐色 字体不明

り

11 t手 14.4 体部はゆるやかに立上 底部は回転糸切り痕を 全面横ナデ 密 良 x残 上層

3.8 り口緑部端でやや肥厚 有す 外赤褐色

517 (6.0) し外反する 体部下端及び底部周辺 内明褐色

口径及び底径の差は大 に余った粘土をナデつ

きし、 けている

以上は横ナデ

12 t手 14.3 体部は若干内笥ぎみに 底部回転糸切り後，局 全面横ナデ 密 良 口縁部が 下層 墨書

2.9 ゆるやかに立上札口 辺及び体部下端に手持 外明褐色 若干欠損 体部外面

413 6.4 縁で外反しやや肥厚す ちへラ削り，以上は横 内明褐色 するが完 字体不明

る ナデ 形に近い

口径と底径の差は大き 表面に墨痕が見られる

し〉

13 I手 12.7 体部はやや内管し，口 底部及び体部下端に手 内黒及び磨きが施 密 良 口縁部% 床面 内黒

4.5 縁部で若干外反する 持ちへラ削りが成され される 外淡黄褐色 残

513 (5.9) 体部の器厚は厚い る，以上は横ナデ 底部の磨きは不定 内 内黒 底部ほと

口径と底径の差は大き 口縁部に内黒がみられ 方向 んどなし

いと思われる る

磨滅が激い当

14 I手 12.9 体部はやや内脅し，口 底部は全面手持ちへラ 内黒が施され，底 粗 良 口縁部x422 内黒

ω 4.4 縁部は肥厚し外反する 削り 部から立上りにか 外赤褐色 欠 中層

422 5.8 口径と底径の差は大き 体部下端に手持ちへラ けて 5回の磨きが 内 ほぽ完形 409張

409 1，> 削りが行われ，以上は なされる 品 床の下

522 横ナデ 口縁部付近も磨か 522 

れる 床面

15 rr; 12.4 体部は若干内管し，口 底部一手持ちへラ削り 横ナデの上に内黒 組 良 ya口縁欠 520 内黒

520 4.5 縁部で外反する 体部下端に手持ちへラ し磨かれた模様 微砂粒が 外明茶褐色 く 覆土中

518 6.4 口径と底径の比はおよ 削り，以上に横ナデ， 底部は 6回位に渡 少し目立 内 %残 518 

502 そyz 一部内黒が口縁表面及 る磨きが成された つ 床面

~ 模様 502 

上層

16 I手 14.4 体部はほぼ直線的に立 底部及び体部下端は手 かなり表面が荒れ 密 良 ya残 床面 内外朱塗

(B) 3.7 上る 持ちへラ削り，以上は ているが全面に横 外赤褐色

518 9.5 口径と底径の差は小さ 横ナデされ更にナデつ ナデと恩われる 内赤褐色

し当 けられている

17 t手 12.8 体部は直線的に立上が 底部は全面手持ちへフ 全面検ナデ 密 良 口縁~底 床面 内外朱塗

(B) 4.0 る 削り 外明褐色 部にかけ

518 7.9 底部は中央でややくぽ 体部下端は手持ちへラ 暗褐色 て%残

む 削り 内明褐色

口径と底径の差は小さ

1，> 

18 E不 体部外面に墨書 全面横ナデ 密 良 口縁 床面 墨書土器

ロ縁部 (3.3) 外明褐色 513よ 体部外面

604 内明褐色 り抽出 字体不明

19 町、 体部外面に暴書 全面横ナデ 密 良 体部片 中層 墨書土器

体部 (4.0) 外褐色 506よ 体部外面

ω3 内掲色 り抽出 字体不明
」ーーーー
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

20 主手 底部外面に墨書 ナデ 密 良 底部破片 上層3G 墨書土器

(1.1) 外明褐色 503よ 体部外面

601 (1.5) 内明褐色 り抽出 字体不明

21 皿 体部はゆるやかに立上 底部は回転糸切り後周 全面横ナデ 密 良 底部のみ 下層

ω (1.3) がる模様 辺を手持ちへラ削り 外赤褐色

407 5.5 底部はややくぽむ 体部下端に回転へラ削 内

り，以上は横ナデ

22 品台王手 台部はやや内管ぎみに 底部に回転糸切り痕を 全面ナデ 密 良 yz 下層

ω (1 5) 聞く 有し，台部及び体部は 外赤褐色

419 (6 7) 先端部は丸まっている 横ナデとみられるが器 内赤褐色

面の荒れが著しい

23 盤 (19.1) 体部は非常にゆるやか 鉦方向から体部中央ま 全面を横ナデ y.残 床面 須恵器

(B) (2.0) に開き，口縁部は直線 でへラ削り 外灰色

428 的に外反 口縁部までは横ナデが 内灰色

全体に偏平である 成される

24 童 14.4 鐙はボタン状で中央が 鉦および体部周辺は横 全面を横ナデ 徽密 優 若干欠損 下層 須恵器

(B) 3.2 凸出している ナデ 外灰色 するがほ

429 体部はゆるやかに関 体部中位をへラ削り 内灰色 ぽ完形

き，口縁部で大きく外 し，更に口縁部まで横

反しほぽ垂直に立上げ ナデ

ている

25 重 14.3 鐙はボタン状で中央が 鐙は横ナデ，更に体部 全面を横ナデ 徽密 (憂 自プE由刀アロ口ロ 下層 須恵器

(B) 3.7 凸出している 中位までへラ削りし， 外暗色

430 体部はゆるやかに開 口縁部まで横ナデ 内暗色

き，口縁部はほぼ垂直

に立上る

26 童 17.3 体部はやや内管しなだ 淡緑色の柚が部分的に かえりの部分に淡 密 優 y:i 402床面 灰粕陶器

402 3.2 らかに聞き，口縁部は 付着 緑色の紬が見られ 外 紐部欠損 401 壁

401 垂直 る 内 516床面
516 内面にかえり痕跡が見

られる

27 局台付 台部は低く，中央でや 淡緑色の粕が全体を覆 外面同様に紬に覆 徽密 優 401壁 緑粕陶器

ω 域 (3.0) ゃくぽむ つ われる 外 406 
401 8.8 体部はゆるやかに開く 内 下層

406 

28 土玉 2.1 床面

2.6 
301 子L径 0.6 

29 土玉 2.5 下層

2.6 
303 子L径 0.6 

30 土玉 2.0 床面

ω 2.1 
302 子L径 0.6 
A 

31 鉄鍬 8.8 広根鍬 ピット
(A) 根 3.6 上
202 茎 0.5 

厚 0.5 

32 砥石 長 5.2 覆土中
1026 幅 4.8 
(B) 厚 0.8 

ウ
tr

D
 

F
D
 



026 C号祉一竪穴住居壮一(15-66図，図版 15-18・19)

遺 構

形状一方形。規模一北東壁の長さ 5.50m。炉不明。壁一立上りほぽ垂直。 15cm。壁溝一無。床

面ーノ¥ードローム上面ゐ構築ほぽ平坦。柱穴一無。備考ープランの大部分をA・B牡によって切られ

ている。出土遺物からみて，古墳時代前期の玉作関係の住居牡と考えられる。

遺物

出土遺物は数点の土師器小破片と少量の管玉類である。管玉類は管玉未成品，剥片の他碧玉質の勾

玉未成品と思われるもの 1点が出土している。

026 D号壮一竪穴遺構一(15-66図，図版 15-18・19)

遺 構

形状一方形。規模-2.80m X 2.70 m。炉一無。壁一ほぽ垂直。 65cm。壁溝一無。床面一ハードロー

ム下部に構築。ほぽ平坦。堅固。柱穴-4個。備考ー北東コーナーをB号祉によって切られている。

小形の竪穴遺構で、あるが，掘り込み深く，柱穴も深く堅固である。時期不明。

遺 物

出土遺物なし。

026C号社出土玉類等一覧表

番号

I 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考 番号 名 称

管玉未成品 3.9 1.3 l.l 細粒凝灰岩 形容j工程未 成 品 9 管玉未成品

N 3.0 1.5 l.l 1/ " (一部側面打裂工程) 10 N 

1/ 3.1 0.9 0.6 1/ // 11 H 

// 2.2 0.9 // /1 12 1/ 

1/ 3.5 1.7 1.6 /1 1/ 13 1/ 

1/ 6.3 1.9 1.6 1/ 側面打裂工程未成品 14 勾玉未成品

H 3.1 1.4 1.1 1/ /1 15 磨 石

1/ 2.8 1.3 1.1 /1 1/ 

027号祉

遺構とならず欠番とした。

028号壮一竪穴式住居牡一(15-71'"'-'73図，図版 15-20・21)

遺構

長き 幅 厚さ 石 質 備 考

2.6 0.9 1.0 細粒凝灰岩 側面打裂工程未成品|

2.7 1.0 0.8 1/ 1/ 

2.3 1.5 1.0 /1 1/ 

1.9 1.0 /1 穿孔工程未成品

2.7 1.2 1.2 1/ /1 

5.1 2.1 0.7 碧玉質

9.1 7.0 5.0 埋一端土下を部欠かくら出土

形状一方形。規模-7.90mx6.80 m。炉の位置一中央部北寄。壁一ほぽ垂直。 38cm。壁溝一無。床

面一ハードローム上部に構築。ほぽ平坦。堅固。柱穴-主柱穴 4個。南東隅近くの大形ピットとやや

小形の浅いピットは本社に伴うものかどうか不明。備考一南壁直下の南東隅寄りに径 85cmx60 cm， 

深さ 40cmの方形ピットが存在する。木炭の小破片が住居牡北側に散在し，焼土は住居壮一面にみら
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れ，下層から床面上にかけて厚く堆積していた。あるいは，火災にあったものとも思われる。炉は径

92 cmx70 cm程で，深さは約 10cmであった。底面はあまり焼けていない。なお，本社は 150号祉

掘立柱建物祉の柱掘り方により北側が撹乱されていま。

遺物

出土遺物は土器，鉄製品，銅製品，管玉未成品等である。土器は饗，高坪，器台等で完形品や破損

品，大形破片が多い。特に，南東隅には饗，高坪，器台が一括して出土している (15-72図)。鉄製品

は万子 1点，銅製品は鋼鉄1点である。管玉未成品等は，形割工程の未成品及び剥片 5点が埋土下部

から床面上に散在していた。

028号枇遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 官名 外 面 内 面 層位

1 窪 口径 19.9 4の聾と形態的には同 4と同一 長石粒の ιy土"官1f3ノ ピット 非常に精

器高 25.9 ーの特徴を有する 目立つ細 体部下半赤褐色 内 微な作り

421 底径 8.5 体部外商上位にへラ状 砂粒を含 体部中位灰褐色

工具による刺突文が部 む 内外面略同色

分的に認められる

底部木葉痕残る

2 護 17.0 凹み底の球形の体部に 口縁部ー横ナデ 口縁部横ナデ 長石粒を 口縁部y:i 床面

19.4 外脅する「く」の字状の 体部ーナデ 以下は丁寧にナデ 含む 体部一茶褐色 体部下半

408 5.4 口縁部を有する 底部不明瞭 口縁部内面 以下%欠

端部は工具不明の押圧 は暗褐色 く

痕が全周する

3 費 16.0 やや縦長の球形の体部 全面に刷毛目を施す 口縁部・体部上位 微砂粒を 体部中位 403中層 内面底部

403 28.7 に外費する「く j字状の 口縁部上位は横ナデを は刷毛目，以下は 含む 口縁~体部 % 407中層 外面中位

405 6.7 口縁部を有する 加える ナデ 黄褐色 口縁部% 505上層 に炭化物

407 体部との境内面に明瞭 底部はへラ削り 体部黒灰色 を欠く 1G の付着す

な稜が形成される 体部~底部 る婚分あ

赤褐色 り

内外略同様

4 聾 17.5 凹み底を有する 口縁部内外横ナデ 口縁部直下は木板 長石粒を 口縁，体 床面 底部に二

20.5 球形の体部に鈍い端面 体部一磨きに近いナデ の木口部分でナ 合む 外赤褐色 部を部分 次的に被

409 5.3 を有する口縁部が付く 底部ーナデ デ，以下はナデ 内赤褐色 的に欠く 熱する

内面，口縁，体部境に 略完形

は明瞭な稜を有する

5 窪 14.7 中位よりやや上方に体 全面を磨きに近いナデ 口縁部は磨きに近 鰍密 体部中位 中層 体部下位

(12.2) 部最大径を持つ を施す いナデ 微細を含 外茶褐色 以上の破 は二次的

402 端部に鈍い端面を作り 体部はナデ む 内 片 に被熱

出す

6 饗 11.6 口縁，体部最大径が略 口縁~体部最上位を横 口縁部は刷毛目の 微細砂を 体部下位 401 
(10.0) 同じで底部を欠くが， ナデする 後横ナデ 含む 外灰茶 以上%周 床面

401 無花果状の体都を有す 体部上位横ナデ，中位 体部はナデ 内 遺存する 404 
404 るものと思われる 以下は横にヘラ削りす 床面

「く jの字状の口縁部に る

は端面が作り出される

7 器台 10.3 士甘形土器の底部を裁断 受部はへフ状工具によ 内面は全面をナデ 器表にひ 脚部%欠 中層
14.3 し伏せた様な形態をし り磨きに近いナデ るが脚部は木板の び目が目 外茶褐色 I手部%欠 西北の

417 14.7 た粗製の器台，受部は 脚部もナデ 木口部分によるナ 立ちあま 暗褐色 間周溝

偏球形で端部を作り出 デであろう り良い土 内茶褐色 上
している でない 暗褐色

直線的に開く脚部は端 長石粒の

部が平坦で内面に粘土 多い砂粒

が余る を含む
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法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

8 士甘 17.3 鉢形の体部にへラ先に 内外全面をへフ磨き

(8.2) よる沈線で区画される

421 内管気味に立ち上がる

口縁部を有する

9 高杯 裾部の破片 全面を縦にへフ磨き 端部は横ナデ，他

(8.3) 外方に大きく広くラッ 端商は横ナデ の部分は軽いへラ

407 24.5 パ状に開く端部は垂直 削りの後全面を磨

に近い端面を作り出す きに近いナデを加

上位に円孔 3個あけら える

れる

10 高原 径の太い柱状部にラッ f手部，脚部共に縦にへ 横にナデ

(6.8) パ状に開く裾部を有す ラ磨きする

414 14.8 る

415 脚部破片で外傾する端

面が作り出され円孔が

3個あけられる

11 器台 17.6 器台に載った状況を形 受部以上の内外と脚部 脚部内面はナデ

14.6 骸化させた，所謂「結合 外面及び全面をへラ磨

406 13.8 土器」と称されるもの きする

である

士甘の口縁に当る部分の

下位に 2個 1組の円孔

が3組ある

受部は直線的で浅い

12 器台 7.6 外傾する丸味を持った 全面を縦にへラ磨きす 受部はへラ磨き

7.8 端面を有する る 脚部はナデるが上

404 11.5 ラッパ状に開く脚部に 方に軽いへラ削り

415 血状の受部を有する を加える

大きめの円孔が 3個脚

部にあけられる

13 器台 7.4 浅い皿状の受部に端面 受部，脚部全面をヘラ 受部へフ磨き，端

8.2 を有する脚部が付く 磨きする 部は刷毛目が先行

405 13.4 円孔はかなり高い位置 する

にあけられる 脚部は磨きに近い

貫通孔は楕円形をして ナデを施すが，端

し当る 部は横ナデを加え

る

14 管玉 長 2.2 形割未成品

未成品 申園 1.3 

1004 厚 1.0 

16 fo鍬 3.5 

根 1.2 

1007 茎 0.4 

0.45 

15 

17 万子 5.1 切先部のみ

1.8 

201 0.4 

029 号祉-竪穴式住居牡一(15-74~77 図，図版 15-22)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

長石粒を 体部%遺 ピット 内外面朱

含む 外灰褐色 存 内 塗り

暗赤色

内灰褐色

暗赤色

徽密 脚部被片 中層 外面朱塗

微細砂を 外茶褐色 り

含む 内

堅徽 良 杯部を欠 北側ピ 外面朱塗

微細砂を 外明灰褐色 く ット側 りされて

少量含む を基調とする 414床面 し当Tこカ〉

内 北側ピ

ツト側

415床面

良好 口縁を 中層 貫通孔は

外明灰褐色 少々欠く ない

を基調とする 略完形 脚内面を

赤褐色 除き朱塗

内赤褐色 りされる

細砂粒を 口縁端部 505上層

含む 外茶褐色 を欠く略 404床面

脚内面は 申フEπ配ノ

灰黒色

堅鰍 良 不部端部 中層 受部内外

微砂粒を 外灰褐色を を若干欠 脚部外面

含む 基調とする くが略完 朱塗り

赤褐色 青3

内黒色

~暗褐色

下層 細粒凝灰

岩

下層

16と重複

挿図誤り

上層

南壁側

形状一方形。規模-3.60m x 3.40 m。主軸方向-N-9'-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 30cm。壁溝-北壁・西壁を欠く。幅・深さは 10cm'" 15 cm・-5cm。床面一ハードローム層

中に構築。ほぽ平坦。柱穴一南壁中央部直下と北西隅に検出されたが，北西隅のピットはやや広く，

埋土中に土器片が混在していた。柱穴となるかどうか不明。備考-030号祉及び200号掘立柱建物祉を
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切っている。カマドは 1.10x 1.0 m程の大きさであるが，その大半が 200号掘立柱建物祉の南東隅の

柱掘り方を切り，その上部に構築していた。構材は砂質粘土を使用している。火床は約 15cm程の深

さで，よく焼けていた。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品，石製品等である。土器はいずれも破片ないしは破損品であり ，土

師器坪の出土が顕著である。土製品は紡錘車 1点、，石製品は砥石 1点、である。他に絹雲母片岩の小塊

が 2個床面から出土している。

029号牡遺物一覧表

番号

1 

406 

2 

401 

3 

601 

4 

602 

5 

402 

501 

502 

6 

404 

502 

7 

301 

8 

1002 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 彩 外 面 内 面

王手 口f圭 14.9 口縁径が底径の 2倍を 口縁~体部は横ナデ 全面を横ナデ

器高 5.1 超える 底部は回転糸切り痕を

底径 6.8 底部はわずかに上げ底 残す

気味

耳、 13.5 直線的に開く体 ・口縁 口縁~体部横ナデ 全面を横ナデ

3.8 部を有する 底部は回転糸切りの後

(7.0) 周辺を手持ちへラ削り

士手 13.4 平坦な底部から立ち上 口縁~体部中位を横ナ 全面を横ナデ

4.6 がる体部はやや内轡気 ア

5.7 味だが，口縁部は小さ 体部下端一手持ちへラ

く外方に轡曲する 削り

底部は切放し技法不

明，全面手持ちへラ削

りして仕上げる

品台付 15.2 ややかさが深く厚くに 底部外面に糸切り痕を

胃、 5.1 ぶい作りで，たけの高 残す

8.6 い高台が付けられてい 他は全面を横ナデする

る

椀 16.4 浅い丸底の体部は鈍い 内外全面を略横方向の

7.0 稜を持つ ヘラ磨きにより仕上げ

屈曲部で口縁部と画さ る

れる 器厚は全体に 3皿前後

内面はこれに対応しく と薄い

ぽむ

羽釜 羽釜の鍔の部分の破片 横ナデ

(4.6) 

土製紡 径 3.6 

銭車 高 2.6 

孔径 0.5 

砥石 10.2 

6.3 

2.6 

030号祉 竪穴住居壮一(15-74・78図，図版 15-22)

遺 構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

きめこま 焼 成 良 底部J-;;残 ピット

カ〉し3 外黄褐色 口縁J-;;残 内

内黄褐色

微白石粒 底部7f残 周溝上

含む 外赤褐色 口縁部7f

内赤褐色 残

微砂粒が 良 口縁y.欠 墨書

目立つ 外赤褐色 体部外面

内赤褐色 「固井」

底部外面

「石囲J?

きめこま 良 脚部ほと 墨書
台、、、 外黄褐色 んど残っ 体部外面

内黄褐色 ている 「俳J?
受部J-;;残

細砂を合 80%遺存 402 内外面朱

む 灰黄褐色を 周溝上 塗り

基調とする 501表面 (混入品)

外暗褐色 502床面

内暗褐色

微石粒子 良 口頭部の 502 

雲母粒含 外暗褐色 「とってj 床面

む 内暗褐色 の所が残

存J-;;

床面 面取をお

外暗褐色 こなって

内暗褐色 いる

床面 砂岩質

形状方形。規模 3.85m X 4.10 mo (主軸方向-N-550
- E)。炉無。壁一ほぽ垂直。30cm。

壁溝 無。床面ーハードローム層中に構築。やや凹凸がある。柱穴不明。南東隅近くに小ピッ ト2

個あり。備考-Y-21号墳周溝及び 200号掘立柱建物牡 ・029号住居牡により大半を切られている。
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遺物

出土遺物は，土器と土製品，石製品等である。土器は少量であるがほぽ完形のものや破損品，大形

破片が顕著である。埋土下部から床面にかけて多く出土している。土製品は土玉 2点，石製品は敵石

2点の他，管玉未成品が 2点，剥片 3点が埋土下部から床面上にかけて出土している。

030号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

l 要 口径 19.3 体部中位に最大径を持 底部は調整せず，外面 口縁~体部上位を

器高 23.0 つ球形の体部に，器厚 は全面を刷毛目，口縁 横方向の刷毛目，

407 底径 6.4 の大きな外脅する「く」 部に横ナデを加える 以下をナデ

の字状の口縁部がつく

2 柑 13.8 最大径を中位やや下方 底部を軽いへラ削りで 口縁部はへラ磨

15.1 に持つ偏球形の体部に 仕上げる他全面へラ磨 き，軽いへラ削り

411 3.1 直線的に開く口縁部を きする が先行するらしい

502 有する 口縁部はおもに縦，体 体部以下は全面を

部はおもに横方向のへ ナデ

ラ磨き

3 柑 15.1 小形丸底柑を偏平に押 口縁部はナデるがわず 口縁部横方向に制

5.2 し潰した様な形態をし かに削り及び刷毛目が 毛目，部分的にナ

402 2.2 ている 残る デを力日える

棒状工具による沈線で 体部は横方向の刷毛目 以下はナデ

区画されている の後を部分的にナデ

口縁部は複合口縁を意 小さな凹み底となる底

識するものだろうか 部はナデて仕上げる

4 柑 14.5 形態的には 3と同様だ 内外全面をへラ磨きす

6.0 が，こちらは口縁部全 るが外面口縁端部，複

関2 1.5 体が明らかな複合帯と 合体直下の体部，内面

なっており幅も広い 口縁部には刷毛目が

小さな凹み底を有する 残っている

5 柑 10.9 3を2回り程小形にし 内外全面を横方向のへ

4.2 た形態である ラ磨きで仕上げる

410 1.8 

6 土玉 2.0 

2.1 

301 孔径 0.5 

7 土玉 2.4 

2.3 

302 孔径 0.6 

8 管玉 長 2.5 形割工程の未成品

未成品 幅 0.9 

1007 厚 0.7 

9 管玉 2.4 研磨工程未成品

未成品 0.6 片側穿孔過程

1003 0.6 

10 敵石 5.7 両端と側面中央部に敵

3.0 痕あり

1005 3.0 

11 敵石 4.4 同上

3.0 

1006 

031 A号祉-竪穴式住居壮一(15一79・80図，図版 15-23)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

微砂粒を 焼成全体に焼 口縁部y.i 下層

含む けしまりを欠く 体部y.i程
外灰黒色 欠く

内断面灰茶

細砂粒を やや焼しま 口縁部大 開2床面

多量に含 りを欠く 半欠く 411中層

む 外明黄灰色 端部13.9
内体部，下部 仰に復元

に黒まだらあり したが若

干前後す

る

やや多目 やや焼きし ~欠 床面 内外面朱

に細砂粒 まりが悪い 塗り

を含む 部分がある

外暗黄褐色

内暗黄褐色

砂粒をわ 焼きしまり J1!周弱遺 床面 内外面朱

ずか含む やや悪い 存 塗り

外暗貧褐色

内暗賞褐色

砂粒を含 壁鰍 体部若干 中層 内外面朱

む 外明茶褐色 欠くが略 塗り

内明茶褐色 完形

床面

下層

下層 淡緑色の

細粒凝灰

岩

床面 滑石片岩

下層

ピット

内

方形プランの住居祉と想定されるが，北側をYー 21号墳周溝に切られ，西側は削平や耕作による撹

-562-



乱のため，南東隅が遺存するのみであった。南東隅の部分には幅 15cm，深さ 7-----8cmの壁溝がめぐ

る。壁はわずかに立上りが 10cm程確認出来たのみである。床面はハードローム面で堅固。柱穴と考

えられるピットが 1個認められた。 031B号牡を切っている。

出土遺物は明確でないが， 031 B・C号牡と時期的に大差ない頃のものと考えられる。

遺物

出土遺物は古式土師器の小破片数点が出土したのみである。

031 B号祉-竪穴式住居壮一(15-79・80図，図版 15-23)

遺構

形状一方形と推定される。規模一東壁は 5m程と想定される。炉-不明。壁一立上りほぼ垂直。 12

cm。壁溝無。床面ハードローム上に構築。ほぽ平坦。堅固。柱穴小ピット 4個存在するが，や

や不規則な配置である。備考一北側を 031A号杜に切られている。南東隅が 031C号牡と重複してい

る。新旧関係は明確にし得なかった。西側は耕作による削平により遺存しなかった。

出土遺物は少量。古式土師器の小破片等が若干検出されたのみであるが，031C号祉と同様古墳時代前

期の玉作関係の住居牡等とほぼ同時期のものと思われる。

遺物

出土遺物は少量の土器と管玉未成品，剥片である。土器のいず、れも古式土師器の小破片で、埋土中か

ら出土している。管玉未成品，剥片は数点、が床面から出土したのみである。

031 C号祉-竪穴住居社一(15-79図，図版 15-23)

遺構

形状 方形。規模7.35m X 7.50 m。炉の位置一中央部北寄りに 2個あり。壁一ほぽ垂直。 23cm。壁

溝一無。床面ーノ¥ードローム層中に構築。ほぽ平坦。柱穴-3個。北東隅はY-21号墳周溝に切られ

ているため不明。恐らく，四隅に所在したものと思われる。備考-031B号牡と切り合っているが新旧

関係は不明。北東隅から南西隅にかけてY-21号墳周溝によって切られ，また，中央部から南東隅に

かけては 300号掘立柱建物祉の柱掘り方により切られている。炉は北側のものが径 60x40cm程で，

西寄りのものは径 100x70 cm程である。西寄りの炉は底面が良く焼けていた。なお，本社は，床面上

に，焼土及び木炭がブロック状に散在していた。

遺物

出土遺物は土器，土製品管玉未成品，剥片である土器は古式土師器であるが少量でいずれも破片な

いし破損品である。土製品は土玉 1点で床面から出土している。管玉未成，剥片は埋土下部から床面

にかけて若干出土したのみである。
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031A・B・C号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

壷 口径 凹み底を有する 体部はナデ，部分的に ナデ 細砂粒含 焼成ややし 底部破片 下層

器高 (5.3) 球形の体部となるか? 削りを加える 部分的に軽い削り む まりが悪い y:;周遺存

403 底径 5.1 底部は小さく削りを加 を加える部分あり 外赤茶褐色

える 内赤花褐色

2 小形斐 10.3 偏球形の体部に径の大 体部下位をへ7削りす ナデ 細砂粒含 堅鰍 体部中位 周溝内

(6.3) きな開きの小さな口縁 る，他ナデ 体部最上位に平行 む 外灰茶褐色 以上%周

512 部がつく な条痕が残る 内灰茶褐色 遺存

刷毛目の可能性あ

り

3 小形土器 平底のコップ形の土器 欠損部付近は横ナデ 刷毛目を残し乍ら 長石粒を 堅鰍 口縁部欠 中層

(4.4) 口縁部を欠失する 以下は縦方向の刷毛目 木板の木口部分で 含む 外茶褐色

408 3.9 底部は軽くナデ 全面をナデる 内茶褐色

4 士甘 14.3 凹み底の浅い体部に， 口縁部横ナデの後部分 口縁~体部上位を 細砂粒合 ややしまり y:;周遺存 中面

5.3 内面体部境に明瞭な稜 的にへラ削り，刷毛目 横ナデ，以下は磨 む をタごく

504 3.0 を持つ口縁部を有し， を残す きに近いナデで仕 外灰茶褐色

増形土器を偏平に押し 体部は粗雑なヘラ磨き 上げる 内灰茶褐色

潰した様な形態である 凹み底の底部はナデ

5 高E干 15.5 高I不，t手部破片 方向は判然としないが 砂粒をほ 極めて堅徽 y:;周遺存 中面

(5.2) 柱状部から外方に外轡 内外全面をへラ磨きす とんど含 に焼けしま

506 して開く底部に，わず る まず る

かに内管気味に外方へ 内面に刷毛目の残る部 外茶褐色

開く体部・口縁部を有 分あり 内茶褐色

する

6 両派 わずかに中膨らみの柱 へラ磨きを全面に施す 柱状部はへラ削り 細砂粒含 ややしまり 脚部破片 下層

10.4 状部は段により裾部と 裾部はナデ，刷毛 む を欠く

402 明瞭に区画される 目が残っている 外黄茶褐色

柱状部は中空で，上方 内黄茶褐色

がややすぽまる

7 蓋 11.5 須恵器杯蓋の破片 天井部%を回転へラ削 全面を横ナデして 長石，石 堅徽 体~天井 周構内

5.2 もう少々径が大きくな りロクロ右回転 仕上げる 英を含む わずかに青 ys遺存

511 るものか 以下口縁部まで横ナデ 味を帯びる

口縁部内面に内傾する 灰色

鈍い端面を作り出す丸

味を持つ天井部に鈍い

稜で画される

内管気味の体・口縁部

が付く

8は滑石片岩の管玉側面切削未成品，長さ2.7αn，幅0伽n，厚さO.5cmo 9は切り子玉の滑石製品である，長さ0.9an，幅0加n，厚き0.7，倒。

032号祉

遺構とならず欠番とした。

033号祉-竪穴式住居壮一(15-81・82図，図版15-24)

遺構

備考

C号社出

土

内外面朱

塗り

外商朱塗

り

須恵、器

古績に関

係する遺

物と考え

られる

形状一隅丸方形。規模 3.70 m X 3.20 m。主軸方向-N-150-W。カマドの位置一北壁中央部。壁

一ほぽ垂直。 22cm。壁溝一南西コーナー，カマド下を欠く。幅・深さは 15，，-，20cm・-10cm。床面

一ほぽ平坦。柱穴-4個。備考-034A号杜を切っている。カマドは1.1x 1.3 m程の大きさである。

火床は 10cm位の深さで，あまり焼けていなしユ。左袖部は崩壊していた。
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遺 物

出土遺物は土器と剥片である。土器はいずれも破片ないしは破損品であり，大半が小破片である。

剥片は管玉製作工程におけるもので，混入品と思われる。 3点が埋土下部から出土している。

033号祉遺物一覧表

法 B回L 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

I 

415 

505 

2 

415 

3 

401 

4 

601 

5 

505 

508 

口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面

登 口径 12.7 胴部最大径を上位に有 頚部以下を縦位のへラ 口縁をナデ

器高 10.1 する 削りの後胴中部以下を

底径 7.1 頚部で屈曲し外反する 横位のへラ削り

口縁は器厚差により外 口縁部はナデ

面に稜を作る 底部をへラ削りしてい

る

甑? 30.2 長胴裂で口縁部下に把 胴部は叩き目後弱いナ 日縁部を横ナデし

(15.0) 手を有する デを行い，抱手部はへ ている

頚部から屈曲し外反す ラ整形されている 口縁部下に胴部と

る ロ縁部は横ナデ の接合痕が見ら

口縁は肥厚し外面に凹 れ，胴部に巻き上

商をつくる げ痕が見られる

t手 12.0 底部は上げ底状にくぽ 底部一回転糸切り後体 全面にロクロ痕が

3.4 む 部下端及び底部周辺を 見られる

7.2 体部はやや内毎気味に 手持ちへラ削り

立上がる

口径と底径の差は小さ

1婦、

好、 12.0 体部はやや内湾して立 底部全面及び体部下端 全面にロクロ痕が

3.5 上がり口縁部は肥厚す を回転へラ削り 見られる

7.2 る 以上はロクロ痕が見ら

口径と底径の差は大き れる

し3 底部に「本Jの墨書が見

られる

町、 13.0 体部は内管気味に立上 底部全面回転へラ削 全面にロクロ痕が

4.5 がる り 見られる

6.2 口径と底径の比は約 体部下端も回転へラ削

2 : 1である りが施される

更に口縁部まではロク

ロ痕が見られる

034 A号壮一竪穴住居牡一(15-83図，図版 15-24)

遺 構

風位

頼主密 焼成優 % 505下層

微砂粒， 外淡赤褐色 415 

石英を含 内暗褐色 カマド内

む

徽密 優 !4強 カ7 ド 土師質

微砂粒を 外赤褐色 内 須恵器

含む 内赤褐色

鰍密 優 底部% 下層

微砂粒， 外明褐色

石英，雲 内明褐色

母を含む

級~ 優 下層 墨書土器

砂粒を合 外明褐色 「本J
む 内明褐色

紋密 優 ロ縁u 508上層

微砂粒を 外明褐色 底部完形 日5下層

合む 内明褐色

形状一方形と推定される。規模一北壁 5.55m。炉の位置一中央部北寄り。壁一立上りほぼ垂直。20

cm。壁溝一無。床面一ソフトローム下部面に構築。柱穴-北側に偏在して 5個小ピットが検出されて

いる。備考一北東隅を 033号祉に南側を 034B号牡に各々切られている。

遺物

出土遺物は古式土師器の小破片若干と管玉製作過程の小剥片若干が床面上から出土したのみである。

034 B 号祉-玉作工房牡一(l5-83~86 図，図版 15-24 ・ 25 ・ 26)

遺構

形状一隅丸方形。規模-6.10m X 6.30 m。炉の位置一中央部北寄り。壁一立上りほぽ垂直。 20cm。壁
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溝 東壁・西壁を欠く。幅・深さは 10'"'-'25cm・ 7cm。床面ーハードローム上に構築。北東壁下は

凹凸あり。柱穴-4個。備考一北東隅に径 70x60cm，深さ 37cm程の楕円形を呈するピットが所在

する。埋土中から土玉や木炭が出土。また，南壁側中央部には 30x85cm，深さ 20cm程の長方形状

ピットが認められたが本社に伴うものかどうかは明確にし得なかった。炉は径 35cm程で，良く焼け

ていた。なお，本牡は 034A号祉を切り，北西隅をY-22号墳周溝に切られている。

遺 物

出土遺物は土器，土製品，管玉類等石製品である。土器は少量で，いずれも破片ないしは破損品で

あり，大部分が小破片である。埋土下部から床面にかけて出土している。土製品は土玉 2点である。

管玉類は原石，荒割工程品，形割工程品のほか，側面打裂工程の未成品が多数出土し，側面研磨及び

穿孔工程のものも若干出土している。剥片類も各工程で生じたと思われる種々のものが多量に出土し

ている。これらの石質は淡緑色の凝灰質のものであるが，ほかに滑石製の管玉未成品が3点，同じく

滑石製の臼玉未成品が2点出土している。出土状況は大部分が床面上である。石製品としては他に砥

石7点と敵石 1点が出土している。砥石は同一個体の破片と思われるものも認められる。なお，玉・

杖用とも思われる大形の管玉状の未成品が2点 (102・103)出土している。

034B号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 青長 外 面 内 面 層位

要 口径 15.4 外脅する小さな口縁部 口縁部ー横ナデ 口縁部は横に刷毛 長石粒の 焼成良 口縁部 床面B

器高 (5.5) を有する斐の破片 体部はナデだが上位を 目，軽い横ナデを やや目立 外暗褐色と ~体部上

404 底径 端部はつまむ様に 木板の木口でナデてい 加える つ細砂粒 なる部分多し 部%遺存

シャープにおさめてい る 体部はナデ を少量含 内 明茶褐色

る む

2 整 19.0 わずかに外反する「く」 残存する体部に刷毛目 右下から左上(反 長石粒の ー良， 堅徹 口縁部% 床面B
(3.6) の字状の口縁部の破片 を残すが，その部分を 時計回り)に抜く 目立つ細 外口縁部外 のみ遺存

403 鈍い端爾を作り出す 含めて横ナデ ように刷毛目後全 砂粒を少 商は 黒褐色

体に軽い横ナデを 量含む 内 明茶褐色

加える

体部はナデとへラ

両日り

3 両 t不 15.5 口縁部破片 細かい斜めの刷毛目の 全面をへラ磨きす 細砂粒を 口縁部の 床面

(3.6) 士甘にしては傾きがきっ 後ナデを加える る 比較的多 外明茶褐色 破片7i
504 すぎるので高杯の口縁 く混ずる 内黒褐色

部マあろう

4 器台 高I不の可能性もあるが へフ磨き 縦方向にナデる 細砂粒を 脚部~残 床面 外面朱塗

(5.7) 一応器台としておいた 円孔は 3個であろう 少量含む 外明黄褐色 り

504 9.2 裾部に至りラッパ状に 明るい薄 内

開く~周位の破片 黄灰色の

キメの細

かい胎土

109 砥石 破片 床面 砂岩質

2面を使用

1075 

110 砥石 7.7 全面を使用 完形 床面 砂岩質

3.2 

10450 2.5 

111 砥石 3.6 破片 床面 砂岩質

3.7 2面使用

1057B 1.8 
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1去 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 持三 外 面 内 面 層位

112 砥石 7.0 破片 床面 砂岩質

3.0 2面使用

1084B 2.2 

113 砥石 6.0 破片 床面 砂岩質

4.0 3面を使用

1005 2.2 

114 砥石 5.0 破片 床面 砂岩質

5.9 2商を使用

1088 3.2 

115 砥石 5.2 破片 床面 砂岩質

4.3 一面に使用痕

1043 厚 l.7 

116 叩き石 12.7 3ケ所に使用痕 床面

‘ 9.3 

1089 6.3 

118 小形土器 8.2 平底の腕形を有する 口縁部ー横ナデ ナデ 砂粒を比 良，堅徽 口縁部を 401下層

4.1 体部ーナデ 部分的に横にへラ 較的多く 外明黄茶褐色 若干欠く 402床面

401 4.0 底部ーナデ 削りを加える 含む 内

119 土玉 2.4 ピット

2.4 内

302 孔径 0.5 

120 土玉 2.1 床面

2.0 

301 孔径 0.6 

034B号祉出土玉類等一覧表 (15-84~86 図)

番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考 番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考

5 管玉未成品 5.8 l.7 細粒凝灰岩 一部側面打裂工程 29 1/ 2.4 0.9 0.9 11 11 

6 11 5.2 l.3 0.7 1/ 1/ 30 1/ 2.9 0.9 0.8 1/ 1/ 

7 11 4.5 l.2 0.8 1/ 11 31 1/ 2.3 0.8 0.7 1/ 11 

8 1/ 4.1 0.1 1/ H 32 1/ 3.6 l.2 0.9 1/ 1/ 

9 1/ 3.1 l.0 l.0 1/ 1/ 33 ノ/ 3.3 l.2 0.8 11 1/ 

10 1/ 4.1 0.9 0.4 1/ 1/ 34 ノ/ 2.6 l.3 0.8 1/ 1/ 

11 1/ 5.1 l.6 1/ 1/ 35 11 2.0 l.5 l.2 1/ 1/ 

12 11 3.2 l.6 11 1/ 36 1/ 2.7 l.0 0.9 1/ 1/ 

13 1/ 3.4 2.0 2.3 1/ 1/ 37 11 2.7 l.7 l.0 1/ 1/ 

14 11 5.1 0.2 11 1/ 38 11 3.4 l.4 l.0 1/ 1/ 

15 11 3.7 l.6 11 1/ 39 11 2.7 0.8 0.8 1/ 1/ 

16 1/ 2.4 l.6 l.5 11 11 40 11 2.8 0.8 0.9 11 1/ 

17 1/ 2.8 l.8 l.7 11 11 41 11 2.5 l.0 0.9 1/ H 

18 1/ 2.7 l.6 l.5 11 11 42 11 3.4 l.0 1/ 1/ 

19 1/ 3.5 l.9 l.3 1/ 11 43 1/ 3.6 l.5 2.0 ノ/ 1/ 

20 11 3.5 l.6 1/ 11 44 11 3.8 l.6 l.1 1/ 1/ 

21 11 3.5 1.1 l.1 1/ 側面打裂工程未成品 45 11 4.1 l.2 l.0 1/ 1/ 

22 H 3.5 l.1 11 1/ 46 11 3.4 0.9 l.1 11 1/ 

23 1/ 4.1 l.0 l.1 1/ 1/ 47 管玉未成品 3.4 0.9 0.9 細粒凝灰岩 側面打裂工程未成品

24 11 2.5 l.3 l.0 1/ 1/ 48 1/ 3.5 l.0 0.9 1/ 1/ 

25 11 3.0 l.5 1/ 11 49 ノ/ 2.5 0.7 0.7 1/ 1/ 

26 管玉未成品 2.8 l.5 0.9 細粒凝灰岩 側面打裂工程未成品 50 ノ/ 3.1 0.9 0.8 11 1/ 

27 11 2.3 l.2 1/ 11 51 11 2.8 0.8 0.7 11 H 

28 1/ 2.3 l.5 l.3 1/ 1/ 52 1/ 2.9 0.8 0.6 11 1/ 
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番号

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考 番号 名 称

11 2.5 0.9 0.7 H 11 80 M 

11 2.6 0.8 0.9 11 JI 81 " 
11 3.0 1.0 1.0 ノy JI 82 11 

" 2.7 0.7 0.8 JI 11 83 11 

JI 2.5 0.7 0.6 JI JI 84 M 

JI 2.7 0.8 0.7 11 H 85 11 

JI 2.6 0.6 0.7 H H 86 JI 

JI 2.5 0.8 0.8 JI H 87 " 
H 2.7 0.7 0.6 H H 88 JI 

JI 2.7 0.8 0.6 JI H 89 JI 

H 2.8 0.8 0.9 JI JI 90 管玉未成品

H 2.6 0.8 1.0 JI JI 91 H 

JI 2.6 0.8 0.8 H JI 92 JI 

JI 2.5 0.8 0.6 JI H 93 " 
H 2.5 0.8 0.6 JI JI 94 " 

管玉未成品 2.2 0.9 0.6 細粒凝灰岩 側面打裂工程未成品 95 JI 

JI 2.6 0.7 0.8 JI 11 96 JI 

11 Z.4 0.8 0.6 11 H 97 11 

11 2.6 0.8 0.5 11 H 98 JI 

11 2.5 0.8 0.7 H " 
99 f1J 片

JI 2.9 0.8 0.7 H H 102 管玉状製品

" 2.6 0.8 0.6 " " 
103 11 

H 2.4 0.8 0.6 JI " 
104 管玉未成品

H 7.7 0.8 0.8 M " 
105 管 玉

JI 2.1 0.9 0.7 JI H 106 管玉未成品

" 2.7 0.9 0.8 " JI 107 小臼 玉円 状板

M 2.3 0.7 0.7 JI " 
108 " 

035号祉-竪穴住居壮一(15-87・88図，図版 15-26)

遺構

長き 幅 厚き 石 質 備 考

2.4 0.7 0.7 " H 

2.5 0.8 0.6 " 11 

2.3 0.7 0.7 JI " 
2.0 0.6 0.7 JI H 

2.2 0.9 0.6 H " 
2.5 0.7 0.6 JI JI 

2.4 0.8 0.6 JI " 
2.1 0.8 0.6 H H 

2.3 0.7 0.5 " H 

2.0 0.7 0.7 H " 
2.1 0.6 0.5 細粒凝灰岩 側面打裂工程未成品

1.8 0.7 0.4 JI H 

2.3 0.7 0.6 " " 
2.4 0.8 0.8 JI " 
1.6 0.6 0.6 " 研磨工程 未成品

1.9 0.7 0.6 JI H 

1.9 0.7 0.6 " H 

1.8 0.5 0.5 " 穿孔工程未成品

1.4 0.6 0.6 M " 
1.6 2.6 2.0 H 

7.7 2.5 2.2 細粒凝灰岩 側面打裂工程未成品

8.3 2.5 2.0 11 H 

2.0 0.6 0.5 滑石片岩 穿孔工程 未成品

1.9 0.6 0.6 JI ほぽ完形品

3.0 0.9 0.4 H 穿孔工程 未成品

0.2 1.0 1.0 " 
0.2 0.8 1.0 " 

形状一不整方形。楕円形に近いプランである。規模-6.80m X 5.35 m。炉一無。壁一立上りほぼ垂

直。 15cm。壁溝一無。床面一ハードローム上に構築。ほぽ平坦。柱穴-4個。備考一住居社内は削平

をうけて浅く，大部分が撹乱をうけている。北側から東側にかけて撹乱坑が入り，さらに， 5個の大

形ピットが壁及び床面を切りこんでいる。北東側中央部に若干炉の痕跡らしき焼土が認められた。大

形ピットに大部分が切られているが，位置から炉の所在の可能性が強いものと思われた。土器は古式

土師器が多いが，弥生期の住居社と考えられる。

遺物

出土遺物は少量の土器と管玉類である。土器はいずれも弥生式土器，土師器の破片ないしは破損品

で，大半が小破片である。埋土中部から床面上にかけて散在していた。管玉類は淡緑色の凝灰質の管

玉来成品，剥片が少量のほか滑石製の有孔円板と勾玉未成品と思われる石製模造品が各 1点出土して

いる。
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035号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 歪 口f圭 体部中位に最大径を持 全面を木板の木口部で ナデ 細砂粒を 焼成 体部下半 402下層

器高(19.4) つ ナデる 木板の木口でナデ 比較的多 外暗褐色 %遺存 503中層

402 底径 5.4 体部中位以下はあまり 底部は小さくへラ削り 自に含む 内 (3 G) 

503 丸味を持たない する

2 宝~ わずかに凹み底となる 磨きに近いナデで仕上 ナデ 組 良 体部下部 下層

(13.2) 底部に球形の体部を有 げ，刷毛自が残ってい 木板の木口部でナ 砂粒を少 外暗褐色 以下遺存

405 8.7 する る デた痕が残る 量含む， 内明灰褐色

粘土その

もののキ

メは比較

的荒目

3 鉢 14.1 無花果形をしている 口縁~体部中位を横に 口縁部横にへラ磨 荒砂を少 優 !4遺存 408下層

8.7 体部下位はくびれる様 へラ磨き き 量含む， 外明黄灰褐色 407床面

408 6.1 に底部に至る 下位は縦にへラ磨き 以下をナデ 粘土がだ 内

407 内脅する口縁部は外面 底部はナデ まになっ

に一条の沈線が走って て多量に

いる 合まれ赤

粗雑な作り 褐色に発

色してい

る

4 局主手 18.5 高原， J手部破片 全面へフ磨き へフ磨き 砂粒を少 良 界部のみ 床面 内外面朱

(6.6) 杯部，体部境に鈍い稜 体・口縁部に刷毛目の 部分的に剥落する 量含むが 外茶褐色 塗り

404 をもつ 残る部分あり 光沢を持っている あまり精 暗褐色

接合部で破t員 良な感じ 断面脚内側

は受けな 内茶褐色

0' 

5 局杯 高原脚部破片 へラ磨き ナデ 砂粒を少 良 脚下半以 402下層 外面と端

402 (3.0) 端部は丸い 量含む， 外茶褐色 下辺 404床面 部内面を

404 15.4 粘土その 暗褐色 4と同一 503中層 朱塗り

503 もののキ 断面脚内側 個体か (3 G) 

メは比較 内茶褐色

的荒目

6 器台 小形の器台受部，脚部 へラ磨き 受部はへラ磨き 長石粒の 脚部最上 中層 外面受部

(2.9) 接合部破片 接合部は横にへラ磨き 脚部はナデ 目立つ砂 外暗赤色 部のみ遺 内面を朱

507 粒を少量 内茶褐色 存 塗り

混ずる

7 ・ 8 は管玉形割未成品。 9 は~J片。 7~9 は細粒凝灰。 10 ・ 11は滑石片岩の石製模造品と考えられる。 10は勾玉未成品(両面研磨)， 11は有孔円板と

思われる。

036号祉一竪穴住居牡 (15-89・90図，図版 15-27)

遺構

形状一方形。規模 2.95m X 2.80 m。炉無。壁一ほぽ垂直。 35cm。壁溝無。床面一ハードロー

ム層中に構築。中央部低くなっている。堅固。柱穴 4個。平面が四角形に近い。備考ープランの中

央部を幅 55cmの撹乱坑が東西に横切り ，北東 ・南東コーナーは大形ピットにより切られている。

遺物

出土遺物は古式土師器の小破片若干と土玉破片 1点及び管玉未成品及び剥片 10数点、である。埋土下

部から床面にかけて出土している。
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037号土止一竪穴住居壮一(15-91・92図，図版 15-27)

遺 構

形状一方形。規模-3.25m X 3.10 m。主軸方向-N-4'-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 30cm。壁溝一南壁，東壁を欠く。床面ーハードローム層中に構築。 3-----10cmの厚さで貼り

床。柱穴-4個。備考 南東隅周辺は削平及び揖乱により不明。北西隅は大形ピットにより切られて

いる。カマドは 80x105 cm程の大きさで砂質粘土で構築している。壁への切込みは深い半円形を呈

する。火床の約 6cmの深さで良く焼けていた。

遺物

出土遺物は土器と土製品等である。土器は出土量少なく小形の聾・邦各 1点を除き，いずれも破片

であり大半が小破片である。土製品は支脚 1点でありカマド内から出土している。他に混入品と思わ

れる管玉未成品，剥片が若干出土している。

037号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

聾 口径 22.3 口縁部は「く」の字状に 器面が荒れている 口縁部より胴上位 組 焼成不良 口縁~胴 411カ

器高 (9.4) 外反し，肥厚してほぽ 口縁部は横ナデと思わ まで横ナデ 微砂粒を 外赤褐色 上半部に マド内

411 底径 垂直近くに立上がる れる 以下は方向を異に 含む 内赤褐色 かけてyz 507カ

507 頚部下より下方向へ縦 するナデが行なわ 程残存す マド内

位のへラ削りを施す れた る

2 斐 (20.4) 口縁部は「く」の字状に 口縁部は横ナデされ， 全面を横ナデ 密 良 口縁~屑 カマド

(5.3) 大きく外反し肥厚させ 頚部下から縦位のへラ 微砂粒を 外褐色 にかけ% 内

507 外側に稜を有す 削りが成される 含む 内褐色 程残存す

口唇の外反をゆるくし る

立上げている

3 警主 18.8 「く」の字状に外反した 全面を横ナデ 全面を横ナデ 密 良 ya残 401床面

(3.9) 口縁部である 微砂粒を 外褐色 505 

401 口唇部下に不規則な稜 含む 内褐色 覆土中

505 を有す

4 墾 (11.3) 「く」の字状に外反する 頚部直下から下方向へ 口縁部から頚部に 密 良 口縁~屑 床面

(4.0) 口縁部を有し，肩の張 縦位のへラ削りがなさ かけては横ナデ 微砂位を 外褐色 にかけて

401 りはない れ，口縁部は横ナデで 以下はナデである 含む 内褐色 J;，i程残存

ある

5 警 9.6 胴部中位に口径とほぼ 底部全面をへラ削り 口縁部から頚部下 組 良 完形品 カマド

7.4 同値の最大径を有す し，頚部以下には横位 にかけては横ナデ 微砂粒を 外 内

408 4.8 口縁部は「く」の字状に のへラ削りを施す 以下にはナデが施 含む 内

外反する 口縁部は横ナデしてい されている

全体に器厚は薄い る

口縁部の余った粘土を

頚部にナデつけている
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

6 鉢? 19.9 胴部はほぼ直線的に開 口縁部は横ナデ 口縁部は横ナデ 密 良 口縁~胴 下層

(7.6) き，ロ縁部は肥厚する 以下はナデが見られ， 以下はナデが行な 微砂粒を 外暗褐色 上半にか

405 胴下端に横位へラ削り われた 合む 内黒色 けys残存

が成される

7 I手 12.9 体部は若干内管気味に 底部に回転糸切り痕を 全面を横ナデ 密 良 口縁~胴 507カ

507 4.4 立上り，口縁部でやや 有す 微砂粒を 外褐色 にかけ若 マド内

409 6.9 肥厚し外反する 体部底辺に余った粘土 合む 内黄褐色 干欠損す 409カ

410 底部は上げ底状に湾曲 をナデつけている るがほぼ マド内

する それ以上口縁部まで雑 完形品 410カ

な横ナデを施す マド内

8 局台付 高台はほぼ垂直に近く ほぽ全面にロクロ使用 体部に灰紬が見ら 徽密 優 上層 灰柚陶器

I不 (2.4) 貼り付けられている のナデつけを施す れる 微砂粒を 外白色

402 7.6 体部はゆるやかに立上 含む 内白色

る様子

底部は非常に厚い

9・10は管玉側面打裂工程未成品。 11・12は形割工程未成品。ともに細粒凝灰岩。 9は長さ2.7cm，幅1.Ocm，厚きO加n，10は2.6cm，1.0cm， 0.7αno 

11は3.9cm，1. 8cm， 1. 7cmo 12は3目9cm，1. 8cm， 1. 9cm。

038 号祉竪穴住居牡一(l5-93~97 図，図版 15-28 ・ 29 ・ 30)

遺構

形状一方形。規模 5.00 m X 5.30 m。主軸方向 N-15'30'-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 60cm。壁溝一全周。幅・深さは 15"'-'20cm・-10cm。床面一ハードローム層中に構築。厚

く貼り床している。柱穴一主柱穴4個。各柱穴とも 2個のピットが重複している。四隅及び壁中央部

に壁柱穴 11個が存在する。

カマド

大きさ-150x150 cm。構材一不良な粘土(砂質)。壁への切込み 深い四角形。 90x120 cm。袖部

一不明。焚出部 不明。燃焼部一不明。煙道部一屈曲。 100cm。昇角一30'"，-，60'。天井部一後面一部遺

存。備考一改修築の可能性あり。

遺物

出土遺物は土器，土製品，鉄製品等である。土器は多量に出土しており，土師器の出土が顕著であ

る。特に北東隅の床面上には完形の土師器が7点重なり合って，あたかも置かれたような状態で検出

された。(15-95図)。土製品は土玉 4点であり，埋土上部からの出土である。鉄製品は万子，釘等 4

点、が埋土中部及び下部から各々出土している。その他，混入品と思われる管玉未成品，剥片，滑石製

小円板が出土している。

038号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 育会 外 面 内 面 層位

斐 口径 24.2 胴中位に最大径を持 口縁部から頚部までを 口縁部から頚部ま 組 焼 成 良 口縁~屑 カマド

器高(11.0) ち，肩の張りは弱い 横ナデし，胴部はナデ でを横ナデし，以 砂粒がか 外赤褐色 にかけM 内
484 底径 頚部で屈曲し外反する が見られる 下にナデを施す なり浮き 内赤褐色 残

口縁は，口唇部下で直 出してい

立し，更に口唇部を外 る

反させる

唱
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 函 層位

2 聾 20.0 胴部はあまり張らず， 口縁部から胴上部まで 口縁部から胴上部 密 良 u カマド

(10.6) 口縁部は大きく外反 横ナデし，以下をナデ までを横ナテ・し， 微砂粒を 外暗褐色 内

490 し，更に外反をゆるめ とする 以下にナデを施す 含む 内暗褐色

立上げ口唇部を肥厚さ

せている

3 費 22.2 肩の張りは弱く，口縁 口縁部から頭部にかけ 口縁部から胴部上 粗 良 y.i カマド

(7.0) 部はほぼ水平近く外反 て横ナデし，以下はナ 位まで横ナデし， 微砂粒， 外赤褐色 内

487 し，口縁部端の外反を デを行なう 以下にナデを施す 長石，雲 内赤褐色

ゆるめて立上げている 母を含む

4 要 10.8 肩は弱く張り，頭部で 口縁部から頚部まで横 口縁部から頚部ま 密 良 y.i 上層

(4.5) 屈曲し口縁部は外反す ナデを施し，頭部下よ で横ナデが見ら 微砂粒を 外暗褐色 (1 G) 

関1 る り縦位のへラ削りをな れ，以下にはナデ 含む 明褐色

口唇都でやや外反がゆ す が行なわれた様子 内暗褐色

るみ立上がる 胴部にススが付着して 明褐色

っくりは丁寧である いるようである

5 聾 25.2 胴長と思われる 胴部は叩き目が見られ 口縁から頚部まで 徹密 優 }li 437 土師質

11.1 頭部で強く屈曲し外反 る は横ナデされ，以 微砂粒を 外褐色 上層 須恵器

437 する 口縁部は横ナデがなさ 下にはナデが行な 含む 内褐色 441 

441 口縁部は肥厚し，外面 れる われた 中層

にやや複雑な凹凸面を

持つ

胴中部上位で軽〈張り

を持つ

6 聾 27.0 長胴で胴部はほぼ垂直 胴部に叩き目が見ら 口縁部は横ナデき 鰍密 優 y.i 上層 土師質

(7.0) にのびる れ，頚部から口縁部ま れ，頭部以下にナ 徴砂粧を 外褐色 須恵器

537 頚部から外反し，口縁 で横ナデが成される デが見られる 含む 内黒色

部で肥厚し外面に突起

帯状にめぐる

7 聾 38.9 胴長と思われる 胴部に叩き目を施し， 口縁部はロクロ目 徹密 優 u 上層 須恵器

(9.5) 胴部はほぼ直線的に若 口縁部にロクロ目が見 が見られる 徴砂粒， 外暗褐色

463 干外反して行き，口縁 られる 以下はナデと思わ 雲母を含 内暗褐色

部で大きく外反し，口 れる む

唇部は極端に肥厚する 指で内面をおさえ

た痕跡あり

8 E手 12.2 底部は丸底に近い 底部一手持ちへラ削り 口縁部から体部ま 組 良 完形品 床面 墨書土器

3.9 体部は大きく内笥気味 後部分的にナデ で横ナデが施さ 微砂粒を 外明褐色 402よ 底部内外

602 (5.5) に立上り，口縁部端を 体部ー横位の手持ちへ れ，体部には粗い 含む 暗褐色 り変更 面「本」

外反させる ラ削り へラ磨きが見ら 内暗褐色

口径と底径の差は大き 口縁部一横ナデ れ，底部はナデが 黒色

、回為 底部外面に「本」の墨書 行なわれた様子で

あり ある

底部にうすく「本J
の墨書が見られる

9 E手 12.1 体部は内管気味に開 底都及び体部一手持ち 全面を横ナデして 密 良 口唇部を 床面 墨書土器

3.9 き，口縁部で器厚を滅 へラ削り いる 微砂粒を 外明褐色 若干欠損 406よ 底部内外

605 じゃや外反させる 口縁部は横ナデ うすく「本」の墨書 含む 暗褐色黒色 するがほ り変更 面「本J
やや丸底風 底部に「本」の墨書あり が見られる 内明褐色 ぽ完形

暗褐色

10 I手 12.5 体部は大きく内毎気味 底部及び体部を手持ち 口縁部から体部ま 密 良 完形品 床面 墨書土器

3.8 に聞き，外面にくぼみ へラ削りし，口縁部は で横ナデが成され 微砂粒を 外明褐色 405よ 底部内外

604 5.6 をつくり口縁部端を外 横ナデを行なう 底部はナデが行な 含む 黒色 り変更 面「本」

反させる 底部に「本」の墨書あり われる 内明褐色

口径と底径の差は大き うすく「本Jの墨書
、旬、 が見られる

11 主事 12.0 偏平の底部をもち，体 底部及ぴ体部は手持ち 口縁部から底部周 密 良 完形品 床面 墨書土器

3.7 部は大きく内毎気味に へラ削り後部分的にナ 辺まで横ナデが成 微砂位を 外明褐色 404よ 底部内外

603 6.8 立上り，口縁部端で外 デが見られる され，更に体部か 含む 暗掲色 り変更 面「本J
反する 口縁部は横ナデ ら底部周辺まで荒 内明褐色

口径と底径の差は小さ 底部に「本」の墨書あり いへラ磨きが見ら 暗褐色

~l れる

底部に「本」の墨書

有り
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 苦手 外 面 内 面 層位

12 I手 13.4 体部はやや内轡気味に 口縁部は横ナデ 口縁部から体部ま 密 良 %の破片 上層

4.4 立上る 体部ー横位の手持ちへ では横ナデされて 微砂粒を 外明褐色

528 (7.8) 口縁部は減厚されてい ラ削り，部分的にナデ し〉る 含む 内明褐色

る られている 底部は不鮮明だが

口径と底径の差は小さ 底部は手持ちへラ削り ナデのようである

し3

13 工不 12.2 底部は厚い 底部一直交する 2方向 口縁部から底部周 密 良 yz程しか 中層

4.4 口縁部で若干外反する へのへラ削り 辺まで横ナデさ 微砂粒を 外明褐色 残存せず 東側

415 (6 0) 口径と底径の比は約 体部 口縁直下までの れ，体部下端から 含む 内明褐色 周溝上

2 : 1である 横位の手持ちへラ削り 底部にかけて荒い

磨きが行なわれた

14 I干、 12.1 底部はやや丸味 底部一回転糸切り後周 全面に横ナデが見 密 良 口唇部を カマド 墨書土器

4.0 体部はやや内轡気味に 辺部を回転へラ削り られる 微砂粒を 外明褐色 若干欠損 内 底部外面

ω6 6.7 立上り，口縁部端で外 体部下端も回転へラ削 含む 内明褐色 するがほ 字体不明

反する りを施す ぽ完形品

口径と底径の差は小さ 以上は横ナデである

1;> 底部に墨書が見られる

15 1不 12.5 底部は若干上げ底状を 底部一回転糸切り痕を 口縁部から底部周 密 良 完形品 床面 墨書土器

4.0 呈し，中心部で器厚を 有し，周辺部に余った 辺までは横ナデが 微砂粒を 外淡明褐色 401よ 底部外面

ωl 7.0 減じる 粘土をナデつけている 見られ，底部中央 含む 内淡明褐色 り変更 「本」
口縁部端を外側に肥厚 体部底縁に手持ちへラ は不明

させる 削りを施し，以上は横

口径と底径の差は小さ ナデである
1;> 底部外面に「本」の墨書

あり

16 坪t 13.4 口縁部は肥厚する 底部一回転糸切り後周 全面横ナデである 密 良 口縁 ys 上層 刻書

3.8 底部はやや上げ底状を 辺手持ちへラ削り 内部底面に「大」の 微砂粒を 外赤褐色 底部完形 底部内面
465 7.3 呈す 体部下端子持ちへラ 焼成後刻書 含む 内 焼成後

口径と底径の差は小さ 削り 「大J
し当 以上口縁まで横ナデ

17 勾t 12.1 底部は上げ底状を呈 底部回転糸切り後周 全面に横ナデが施 泌欠損 549 
3.7 し，口縁部外で外側に 辺部を手持ちへラ削り される 外明褐色 床面

530 6.5 肥厚する 体部底縁に手持ちへラ 内明褐色 530 
549 口径と底径の差はやや 削りを施し，以上は横 下層

小さい ナデである

18 I手 11. 8 底部は若干上げ底状 底部一全面手持ちへフ 全面を横ナデして 密 良 体部は~ 中層

3.9 で，体部は器厚を減じ 削り いる 微砂粒を 外明褐色 程しか残
445 6.7 て行き口縁部で若干肥 体部下端手持ちへラ 含む 内暗褐色 存しない

厚する 削り

口径と底径の差は小さ 以上は横ナデである
し、

19 勾t 11.1 底部はわずかに上げ底 底部ー全面手持ちへフ 全面に横ナデが見 密 良 完形品 カマド

4.0 ぎみで体部はほぼ直線 削り られる 微砂粒を 外明褐色 内
482 5.7 的に開く 体部下端一手持ちへラ 含む 内明褐色

ロ縁部端はやや肥厚し 削りを施す

外反する 以上は横ナデである

口径と底径の比は約

2 : 1である

20 町、 12.4 底部は上げ底状を呈 底部一回転糸切り痕を 全面に横ナデとナ 密 良 若干欠損 中層
3.9 し，口縁部端で外反す 有す デが見られる 微砂粒を 外黒色 するがほ

430 7.7 る 体部下端回転へラ削 含む 明褐色 Il'完形品
口径と底径の差は小さ りが行なわれ，以上は 内暗褐色
し当 横ナデである 明褐色

更に体部下端から中位

にかけてナデが見られ

る
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

21 I不 12.9 底部は上げ底状を呈 底部一回転糸切り痕を 全面横ナデの様子 密 良 %破片 532 
3.9 し，口縁部で肥厚し外 有す である 微砂粒を 外明褐色 下層

532 6.7 反する 体部下端一手持ちへラ 含む 内明褐色 534 
534 口径と底径の比はほぼ 削りが行われた様子で 下層

2 : 1である 以上は横ナデである

22 I不 12.6 体部は器厚を減じなが 底部全面及び体部下端 全面に横ナデが施 密 良 ほIJ:完形 床面

4.5 ら立上がる に手持ちへラ削りが施 されている模様だ 微砂粒を 外明褐色

407 7.0 口径と底径の差は小さ きれている が器面が荒れ不鮮 合む 暗褐色
し通 以上は横ナデである 明 内明褐色

暗禍色

23 I手 12.6 底部は若干上げ底状を 底部全面及び体部下端 全面に横ナデが施 密 良 完形品 床面

4.3 呈し，口縁部で軽く屈 に手持ちへラ削りが成 される 微砂粒を 外明褐色

403 6目7 曲し外反する され，以上は横ナデで 合む 内明褐色

口径と底径の差はやや ある

小さい

24 11- 11.1 底部は若干上げ底ぎみ 底部は全面手持ちへフ 全面を横ナデして 73欠損す 上層 刻書

4.0 口径と底径の差は小さ 削りを行い，体部下端 いる 外明褐色 る 底部内面

466 6.4 L、 は手持ちへラ削りが施 内明褐色 焼成後

される 黒色 I+J 
以上は横ナデである

25 I手 12.5 口径と底径の比は 2: 底部全面及び体部下端 全面にロクロ痕が 鰍密 優 %欠損 西南

4.4 1である を回転へラ削りしてい 見られる 微砂粒を 外暗色 周溝上

472 6.4 る 器面は丁寧に仕上 含む 内暗色

以上口縁まではロクロ げられている

痕が見られる

26 須恵器 13.5 口径と底径の差は大き 底部全面及び体部下端 全面にロクロ痕が 粗 優 yz欠損 カマド 須恵器

t手 4.1 し当 を手持ちへラ削りして 見られる 微砂粒を 外灰色 内

488 5.8 いる 含む 内白色

以上口縁まではロクロ

痕が見られる

27 t手 12.8 口縁部から体部までは 全面に横ナデを施 密 良 x破片残 下層 墨書土器

(3.7) 横ナデが施され， I知」 す 微砂粒を 外明褐色 体部外面

608 の墨書有り 合む 内明褐色 「知」

28 I不 底部一手持ちへラ削り 全面横ナデが見ら 密 良 底部下半 下層 墨書土器

(1.1) 体部下端ーへラ削りさ れ，底部に墨書が 微砂粒を 外赤褐色 分程残 底部内面

609 6.3 れる 見られる 含む 内赤褐色 I+J 

29 j不 底部に回転糸切り痕が 底部・体部とも横 密 良 底部破片 中層 墨書土器|

(1.6) 見られる ナデされており， 微砂粒を 外暗褐色 底部外面|

607 (4.1) 墨書が見られる 含む 内暗褐色 字体不明

30 局台付 13.8 台部は低く直立する 全面にロクロ痕が見ら 全面に紬がかけら 口縁~胴 床面 灰粕陶器

t猪 4.6 端部は偏平である れる れている 外灰白色 にかけて

468 7.2 体部は内脅し開き，口 内灰白色 %欠損

縁部で外反する

31 

欠番

32 土玉 2.1 上層

2.1 

301 孔径 0.5 

33 土玉 2.7 孔の位置が中心よりず 東側

2.6 れて穿れている 周溝内

304 子Lf圭 0.4 

34 土玉 2.8 上層

2.6 

302 孔径 0.6 
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 青三 外 面 内 面 層位

35 土玉 2.9 半分欠損 覆土中

2.9 

303 子L径 0.6 

36 不明 長 20.8 さびの為不明 中層

鉄製品 幅 1.1 

202 厚さ茎 0.8

37 万子 3.8 36と付着 中層

0.8 

202 0.2 

38 釘 4.6 下層

0.6 

203 0.3 

39 万子 5.0 先端部のみ 下層

0.6 

201 0.3 

40~46， 50~51は管玉形容l工程未成品。 47 ・ 48は側面打裂工程未成品， 49は形割工程における打割された端部と思われる。 52は滑石片岩の小円板。

039 A号祉竪穴住居祉一(15-98・99図，図版15-39)

遺構

形状一不整方形。規模-4.50m X 4.00 m。炉一無。壁一立上りほぼ垂直。残存高， 10cm。壁溝一無。

床面一ハードローム上に構築。やや凹凸している。柱穴-3個。北東隅は 039B号牡に切られている

為，不明で、ある。備考-039B号祉により北東側を切られている。耕作による撹乱が著しく，床面の

大半に及んでトいた。

遺 物

出土遺物は土器と管玉未成品及び剥片である。土器は古式土師器の小破片が数点出土したのみであ

る。管玉未成品は形割工程の未成品が若干と剥片が少量床面から出土した。 15-99図 1は長さ 3.0

cm，幅1.1cm，厚さ 0.8cmの断面三角形を呈する淡緑色の細粒凝灰岩の剥片である。

039 B号祉-竪穴住居祉一(15-98・100図，図版 15-30)

遺構

形状一方形。規模-2.00mX 1.95 m。主軸方向 N-390-E。カマドの位置-北東コーナー。壁一ほ

ぽ垂直。 30cm。壁溝一全周。幅・深さは 15-----20cm・-10cm。床面一ほぽ平坦。柱穴一無。備考一小

形の住居祉である。カマドはやや大きなピットや耕作による揖乱のため詳細は不明。構材の白色粘土

や焼土が残存する程度であった。

遺 物

出土遺物は少量の土器である。いずれも小破片で埋土中から床面にかけて散在している。
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039B号祉遺物一貫表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 墾 口径 11.7 屑はあまり張らず肥厚 口縁部から頚部までは 口縁部から胴上部

器高 (4.5) した頚部から器厚を減 横ナデされ，頭部下か まで横ナデされ，

407 底径 じながらゆるく屈曲し ら縦位のへラ削りが行 以下はナデのよう

外反する口縁は端部で なわれる である

垂直近く立上がる

2 窪 平底状の底部から，胴 底部は一方向へのへラ 全面にナデが施さ

底部 (2.4) 部はやや内脅してゆる 削りを施す れている

408 5.0 く開く 胴部下端に横位の手持

ちへラ削りがなされ

る，以上はナデである

ススの付着が見られる

3 I手 13.4 体部全面及び底部に手 全面に横ナデ後荒

(2.3) 持ちへラ削り後荒いナ いへラ磨きが施き

507 デを施す れる

4 長頚瓶 屑は強く張り，頚部は 部分的に紬がかかる 頚部上位の大きく

(9.4) 胴部との接合点直上で 外反した部分に紬

401 減厚し，ゆるやかに外 ts色、色、る

反しながら上方へ向け

て減径する

頭上部で大きく外反し

開き，口縁部へ向う

040 号祉-玉作工房壮一(15-101~106 図，図版 15-31 ・ 32)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 焼 成 良 泌の破片 床面

微砂粒を 外暗褐色

含む 明褐色

内赤褐色

密 良 床面

微砂粒を 外暗褐色

含む 赤褐色

内赤褐色

密 良 )iの破片 床面

微砂粒を 外晴褐色

含む 内淡暗褐色

密 優 下層

微砂粒を 外白色

含む 内白色

形状一方形。規模-5.90m X 6.20 m。炉の位置一中央部北寄り。壁一ほぽ垂直。残存高， 5-10cm。壁

溝一無。床面一ハードローム層上に構築。堅固。柱穴一掘立柱建物祉の柱掘り方に類似する大形のピッ

トによる撹乱が著しく，東側の柱穴と想定されるピットを含めて明確にし得なかった。備考一大形ピッ

トや耕作による擾乱，重機による削平のため，床面及び壁下部をわずかに残すのみであった。炉は径

80x 120 cm，深さ 18cm程で，良く焼けていた。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品及び管玉類等石製品，鉄製品である。土器さいずれも破片である。古式土

師器の他に弥生式土器の小破片が若干混在していた。土製品は土玉3個である。管玉類は形割工程の未成

品及び側面打製工程の未成品が多く，研麿工程及び穿孔工程の未成品も若干認められる。滑石製の管

玉や匂玉も若干共伴している。これらは，埋土下部から床面上にかけて出土しているが，所々集中し

て出土しており，特に北壁西寄りの壁直下床面上からは形割工程の未成品が一括して検出されている

(15-102"-' 105図)。鉄製品は，鉄片 2点が床面上から出土した。
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040号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

備考番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土

口径・器高・底径 器 彩 外 面 内 面 層位

1 Z聖 口径 18.2 偏球形の体部に「く Jの 口縁部は縦方向の刷毛 ロ縁部は横に刷毛 砂粒を多 焼 成 良 体部~底 407床面

401 器高 (24.0) 字状の口縁部が付く 自の後横ナデ 日の後軽いナデを 量に含み 外黒褐色 部YJ欠く 502上層

407 底径 外面下位は粘土が余り 体部は全面を刷毛目， b日える 粘土のキ 口縁部は 504上層

502 その下に刷毛目が認め 部分的に磨滅して刷毛 体部は全面をナ メは少々 赤茶褐色 401床面

504 られる 目が消えている デ，木板の木口部 荒い 内黒褐色

540 底部欠損 でナデる部分あり

2 警E 16.8 わずかに外轡しながら 口縁部ー横ナデ 口縁部横方向の刷 微砂粒を 優 口縁部YJ 上層

(5.9) 開く. ["く」の字状の口 体部は横方向の刷毛目 毛目 含む 外暗褐色 周

502 縁部を有する棄の破片 体部はナデ，最上 黒褐色(口縁部)

位は指押えのよう 内灰褐色

な凹凸が認められ 黒褐色(口縁部)

る

3 Z喜 要形 櫛描文 細砂粒多 小破片 弥生式土

頚部 撚糸文L 量に含む 外黒褐色 器

413 破片 内茶褐色 (混入品)

4 土玉 2.3 床面

2.5 

301 孔径 0.5 

5 土玉 2.2 

2.4 

302 孔径 0.4 

6 土玉 2.3 半分欠損

302 

040号祉出土玉類等一覧表

番号 名 称 長さ 。肩 厚さ 石 質 備 考 番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考

7 管玉未成品 2.4 l.5 l.3 細粒凝灰岩 形割工程未成品 23 管玉未成品 l.9 l.2 0.8 細粒凝灰岩 側面打裂工程未成品 |

8 IJ 3.2 l.1 l.2 11 11 24 11 3.6 l.9 l.3 IJ 11 

9 11 3.0 2.8 0.9 11 11 24 11 2.3 l.1 0.8 11 11 

10 11 4.3 l.2 0.8 11 IJ 26 11 l.6 0.5 0.3 滑石片岩 研磨工程未成品

11 IJ 2.8 l.1 0.4 11 側面打裂工程末成品 27 11 l.8 0.6 0.6 11 11 

12 11 3.0 0.9 0.8 11 11 28 11 2.7 0.5 0.6 11 ノ1

13 11 3.2 l.0 0.8 11 11 29 11 2.1 0.9 0.4 細粒凝灰岩 穿孔工程未成品 |

14 11 3.0 l.4 l.1 11 11 30 管 玉 l.8 0.6 0.5 滑石片岩 IJ 

15 11 2.8 l.5 l.1 11 IJ 31 IJ l.5 0.8 0.8 細粒凝灰岩 部 欠 損

16 11 2.9 l.2 0.6 11 11 32 IJ l.6 0.6 0.5 11 IJ 

17 11 2.6 l.0 0.7 IJ 11 33 IJ l.2 0.7 0.5 IJ 11 

18 11 2.7 l.0 0.5 11 11 34 11 2.5 0.7 0.7 11 11 

19 11 2.2 0.9 0.9 11 11 35 11 l.0 0.5 0.4 滑石片岩

20 11 2.0 l.3 l.0 11 11 36 11 l.9 0.5 0.4 11 

21 11 2.0 0.7 0.4 IJ IJ 37 円板状製品 l.7 2.3 0.4 IJ 

22 11 2.8 0.9 0.7 11 11 38 勾 玉 l.6 0.7 0.4 IJ 
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041 A号祉-玉作工房牡一(15-107・109図，図版15-32'"'-'33)

遺 構

形状一方形。規模 7.70mx7.70m。炉一不明。壁一立上り，ほぽ垂直。 15cm。壁溝一無。床面ーハー

ドローム上に構築。ほぽ平坦。堅固。柱穴-4個。南西隅は大形ピットにより切られ，わずかに下部

が残存する。備考 掘立柱建物祉の柱掘り方に類似する大形のピットにより大半を撹乱され，また，

南東隅は 041B号祉により切り取られている。床面上から多量の焼土及び木炭が検出された。特に西

側が顕著であり，火災にあったものと考えられる。

遺 物

出土遺物は土器，土製品，管玉類等である。土器は少量で柑 1点を除き，いずれも小破片である。

管玉類は，管玉の形割・側面打裂・研麿・穿孔の各工程の未成品及び剥片が床面上から多量に出土し

ている。他に，滑石製の有孔円板が2点，棒状石製品，礁破片各 1点が出土している。

041A号祉遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 増 口径 12.3 肩の張る丸底の底部に 口縁部は刷毛目に横ナ ロ縁部刷毛目に横 鰍密

器高 8.3 直線的に開く口縁部を デを力日える ナデを力日える

411 底径 有する 胴部以下は縦に刷毛目 胴部以下はナデ

体部・口縁部境，内面

に明瞭な稜

041A号社出土玉類等一覧表

番号 名 称、 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考 番号 名 称 長さ 幅

2 土 玉 2.2 2.2 孔径0.5 床面出土 12 管玉未成品 1.4 0.6 

3 1/ 2.6 2.8 孔径0.6 }} 13 管 玉 1.4 0.4 

4 }} 2.7 3.0 孔径0.5 }} 14 }) 1.6 0.6 

5 管玉未成品 3.6 1.4 0.7 細粒凝灰岩 形容j工程未 成 品 15 1/ 1.7 0.7 

6 }} 3.5 1.5 0.7 }} }} 16 剥 片 0.9 0.9 

7 }} 6.2 1.2 1.7 }} }) 17 有孔小円板 1.4 1.4 

8 }} 2.1 1.5 1.5 }} }} 18 }} 3.5 3.5 

9 1/ 1.8 1.0 Q.8 }) 側面打裂工程未成品 19 棒状石製品 0.8 2.0 

10 }} 4.7 1.8 1.2 }} }) 20 磯破片 16 9.8 

11 }} 1.9 。ー7 0.5 }} 研磨工程未成品

041 B号祉-竪穴住居壮一(15-108・110・111図，図版 15-32・33)

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼 成 良 下層 底部に黒

外底部黒斑 斑有り

内 二次的に

口縁部ピンク 被熱

色

厚さ 石 質 備 考

0.5 滑石片岩 研磨工程未成品

0.1 }} 完成品(破損)

0.6 }} }} 

0.6 }) }) 

0.6 }) }} 

0.2 滑石片岩 両面研磨 1子L

0.3 }} 刀 2 子りし
溝状の削痕あ

形状一方形。規模-3.70mx3.25 m。主軸方向-N-go-E。カマドの位置-北壁中央部一ほぽ垂

直。 40cm。壁溝全周。幅・深さは 15cm・-7cm。床面一ほぽ平坦。柱穴 4個。備考西壁中央

部を大形ピットにより切られている。

カマドは 85x130 cm程で砂質粘土で構築されている。火床は掘込みはないが底面が良く焼けてい
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た。燃焼部から煙道部にかけて木炭が検出された。

遺物

出土遺物は土器である。土器は出土量はそう多くないが警の破損品が顕著である。いずれも埋土下

部から床面にかけて出土している。

041B号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 青長 外 面 内 面

1 葱 口径 24.7 口縁部は「く」の字状に 口縁~肩ー横ナデ 口縁部一横ナデ

405B 器高 25.5 外反する 胴部上位ー横位ナデ 体部ヘラナデ

513 底径 口唇部を上方につまみ 胴部中位以下斜位へ

510 上げている ラナデ

最大径体部中位

やや肩部が張る

2 斐 最大径は胴部中位 胴部下位ー縦位へラナ 全面へラナデ痕

(25.7) ア 体部下端に接合痕

514 9.2 底部全面木葉痕

3 E聾 24.7 口縁部「く」の字状に外 胴部上位以下斜位へ 口縁部内外面一横

31. 9 反し，口唇部を上方に ラナデ ナデ

403B 8.5 つまみ上げている 肩~胴部上位一横ナデ 体部全面へラナ

最大径体部上位 7 

頚部と胴部中位で肥厚 体部下端へラ削

する り

底部ーへラ磨き

4 斐 12.3 最大径体部中位 口縁部横ナデ 口縁部一横ナデ

12.0 口縁部は「く」の字状に 胴部上位一削り後磨き 体部と底部ー全面

404 5.5 外反する 胴部中位以下と底部全 ナデ

頚部と体部下端で肥厚 面一ナデ.

5 聾 胴部ー叩き後へフ状工 体部ーへフナデ痕

19.5 具による整形 体部中位に接合痕

406 (16.1) 胴部下端ー叩き後横位

のへラ削り

6 I手 14.5 体部はゆるやかに立上 口縁部横ナデ 体部横ナデ

3.2 がる 体部と底部周辺へラ 底部荒い磨き

401 体部は底部より全面的 削り後ナデ

に肥厚する 底部へラ削り

042号壮一竪穴住居壮一(15-112図，図版 15-33)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

微砂粒を 焼成良 底部なし 405 

含む 外赤茶褐色 床面

内赤茶褐色 513 

下層

510 

下層

雲母を含 良 底部，胴 カマド

む 外赤褐色 部% 内

内赤褐色

微小石， 良 底部一部 床面

雲母を少 外淡黄褐色 欠損

々含む 内淡黄褐色

密 良 口縁部 下層

微砂粒を 外暗褐色 ~胴下半

含む 内明褐色 部にかけ

YJ欠損

密 不良 底部欠損 床面

外黄灰色 胴部)I:i

内黄灰色

密 良 完形品 下層 内面油』厘

微砂粒を 外明褐色 が一部付

含む 内明褐色 着

形状一方形。規模-4.60m X 5.65 m。炉一無。壁一立上りほぽ垂直。 15cm。壁溝一無。床面一凹凸

が激ししヨ。柱穴 3個。備考-043号祉により北東側を切られ，また，東側は撹乱をうけている。この

ため，柱穴の配置からみて北東隅に所在すると思われる柱穴の確認が出来なかった。古墳時代前期の

住居牡と思われるが，明確にし得ない。

遺物

出土遺物は数点の土器のみである。いずれも小破片であるが，古式土師器の類と思われる。
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043 号祉-竪穴住居牡一(15~112 ・ 113 図，図版 15-33)

遺構

形状一方形。規模-5.00m X 5.55 m。主軸方向-N-240-W。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 30cm。壁溝一南東コーナーが撹乱されているが全周と思われる。幅・深さは 15cm・-15

cm。床面ーハードローム層中に構築。貼り床。柱穴-4個。備考 042号祉を切っている。カマドは

100x 160 cm程の大きさで，砂質粘土で構築している。壁への切込みは煙道部のみわず、かに切り込んで

いる。火床はよく焼けており，燃焼部には灰が層をなして堆積していた。

遺 物

出土遺物は少量の土器と土製品，鉄製品等である。土器はいずれも破片であり，大半が小破片であ

る。埋土下部から床面にかけて出土している。土製品は土玉 2点，鉄製品は名称不明の鉄製品 1点が

床面上から各々出土している。他に，混入品と思われる剥片類が若干出土している。

043号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 商 層位

費 口f圭 23.4 「く」字状に外反する口 体部中位より斜位ヘラ 密 焼成良 胸部yz欠 504 

402 器高(30.2) 縁をもつ ナデ 砂粒を含 外黄褐色 損 カマド内

406 底径 最大径は体部中位 口縁~肩横ナデ む 内貧褐色 503床面

408 肩内外面へラナデつ 408 409 

409 け 410床面

410 406 

503 ピット上

504 402床面

2 整 25.2 口縁部は「く」の字状に 口縁部一横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 口縁~屑 410床面
(8.5) 外反し，口唇部に稜を 胴部ーナデ 胴部ーナデ 微砂粒を 外褐色 にかけて 412床面

410 有する 含む 内褐色 %程残

412 

3 整 22.6 口縁部は「く Jの字状に 口縁部内外面一横ナデ 密 優 口縁~肩 414 
(7.3) 外反し，口唇部をゆる 胸部内外面ーナデ 微砂粒を 外明褐色 にかけて カマド

414 く外反させて立上げる 含む 内明褐色 %程残 右側

504 頚部がやや肥厚 黒色 504カ

マド内

4 斐 22.1 口縁部をゆるく外反 口縁部ー横ナデ 口縁部~屑部一横 粗 良 口縁~屑戸 床面

00.0) し，口唇部をやや外反 胸部ーナデ ナデ 内面砂粒 外暗縄色 にかけy.i

411 させて立上げる 胴部ーナデ を含む 黒色 程残

内暗褐色

5 t手 15.4 ゆるやかに外反 口縁部一横ナデ 全面へラ磨き 密 良 % 床面

4.0 体部手持ちへラ削り 微砂粒を 外黒色褐色

417 (8.0) 境に稜を有する 含む 内赤褐色

6 盤 24.0 全面手持ちへフ削り後 全面磨き 密 優 底部%欠 カマド

3.2 磨き 微砂粒を 外濃赤褐色 損 内

505 12.3 含む 内淡赤褐色

7 葦 18.2 天井部が肩より凹んで 体部全面へラ削り 全面横ナデ 徽密 優 % 表面 須恵器

2.0 いる 身受け部ー横ナデ 微砂粒を 外暗灰色

501 含む 内明灰色

8 土玉 2.5 半分欠損

2.4 

302 子L径 0.4 

9 土玉 2.0 床面

2.2 

301 孔径 0.5 
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044号祉-竪穴住居臆 (15-114・115図，図版 15-34)

遺構

形状 不整方形。やや隅丸で東壁が胴張りのプランを呈する。規模 3.50 m X 3.65 m。主軸方向 N 

-22"30'-E。カマドの位置一北壁中央部。壁 立上りほぼ垂直。 15cm。壁溝全周。幅 ・深さは 10

"-"14 cm。床面一ハードロームを掘り込んだ上に，暗褐色土十ロームブロック ・ソフトロームで 20"-"30

cmの厚さで貼り床。柱穴-4個。備考ーカマドは 65x100 cm程の大きさで，砂質粘土で構築され

ている。壁への切込みは煙道部をわずかに切込む程度である。火床はよく焼け灰の堆積がみられた。

遺物

出土遺物は土器と剥片類である。土器は少量で，いずれも破片であった。剥片類は 5点管玉製作過

程でのもので，混入品である。

044号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 き重 口径 19.1 体部はゆるやかに内轡 口縁部内外面横ナデ 頚部内面ー荒い削

器高(22.3) しながら立ちあがり， 胴部上位一削り後ナデ り

413 底径 口唇部をやや外反させ 胴部中位以下荒いへ 胸部全面ナデ

403 てつまみあげる ラナデ

最大径は口縁部

2 斐 10.4 口縁部で「く」の字状に 底部一削り 口縁部横ナデ

8.6 外反する 胴部下半削り 胴部ーナデ

412 5.3 口縁部横ナデ

3 I手 14.1 ゆるやかに外反する体 体部横ナデ 全面横ナデ

4.1 部をもつ 体部下端及び底部全面

40遁 6.9 一手持ちへラ削り

045 A号祉 竪穴住居牡 (15-116図，図版 15-34)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

事且 焼 成 良 %程の破 413 
砂粒，石 外 片 床面

英を含む 内 403 
床面

yz カマド

外赤褐色 内

内赤褐色

徽密 優 YJ欠損 床面 須恵器

外灰色

内灰色

形状 方形。規模一北壁， 2.70m。主軸方向 N-98"-W。カマドの位置一西壁中央部。壁一ほぽ垂

直。 20cm。壁溝 無。床面一ソフトローム下部。やや軟。柱穴一不明。備考-045B号牡に大半を切

られている。カマドは砂質粘土で構築されているが袖部以下不明。出土遺物は僅少で，小破片である

ため明確で、ないが，カマドを保有することや住居牡プラン等から，真間~国分期の住居牡と思われる。

遺物

出土遺物は若干の土器と土製品である。土器はいずれも小破片である。土製品は土玉一点。ともに

埋土下部から床面にかけて散在していた。他に，混入品と思われる剥片数点、が検出されている。

045 B号壮一竪穴住居杜一(15-116・117図，図版 15-34)

遺構

形状一隅丸方形。規模-2.60mX 2.90 m。主軸方向-N-9"-W。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほ
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ぽ垂直。 35cm。壁溝一東壁，西壁の一部，カマドの東側を欠く。幅・深さは 13"-'15 cm・-8cm。床

面一ハードローム層中に構築。貼り床。柱穴-3個。備考-045A号牡を切っている。カマドは 70x80

cm程で，構材は砂質粘土。火床は良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器と土製品等である。土器は少量で邦1点を除き，いずれも破片で，内黒処理を施し

た坪の出土が顕著である。土製品は紡錘車 1点に支脚 2点である。支脚はカマド内から 1点，埋土中

から 1点が出土している。他に，混入品とみられる管玉未成品，剥片が 10数点出土している。

045B号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

要 口径 27.2 口縁部はゆるやかに ロ縁部ー横ナデ 全面横ナデ 密 焼成良 7.i カマド

器高 (4.2) 「く Jの字状に外反し， 体部ーへラ削り 微砂粒を 外褐色 内

507 底径 口唇部内面に凹線をめ 含む 内明褐色

ぐらす

2 聾 18.1 口縁部は「く」の字状に 口縁部一検ナデ 全面横ナデ 密 良 も4 周溝上

(6.0) 外反し，口唇部に回線 体部ー叩き目 微砂粒を 外 B 

409 をめぐらす 含む 内

3 t手 13.2 体部は直線的に立ちあ 体部ー横ナデ 全面磨き 密 良 ~欠損 下層 内黒土器

4.8 がる 体部下端一手持ちへラ 微砂粒を 外黒色

407 6.8 削り 含む 明褐色

底部全面一回転糸切り 内黒色

痕

4 t不 12.7 体部はゆるやかに立ち 体部ー横ナデ 全面磨き 微密 良 ほぽ完形 中層 墨書土器

4.4 あがり，口縁部でやや 体部下端と底部全面 微砂粒を 外明褐色 体部外面

601 5.9 外反する 手持ちへラ削り 合む 内淡明褐色 市圏J?

5 tヰ 12.8 体部全面ー横ナデ 全面磨き 密 良 ~ 床面 内黒土器

4.0 底部周辺へラ削り 微砂粒を 外明褐色

408 5.6 底部一回転糸切り痕 合む 内黒色褐色

6 t手 13.8 体部ー横ナデ 全面横ナデ 密 良 %欠損 カマド 内黒土器

4.7 体部下端手持ちへラ 口縁部を除き磨き 微砂粒を 外明禍色 内

507 5.4 削り 含む 内黒色

底部全面回転糸切り

痕(無調整)

7 土製製 径 6.1 土師器不底部利用の紡 底部外面一回転糸切り 約~ 下層

紡錘車 厚さ 0.9 錘車 痕有す

303 

備 考 備 考

形割工程品か

M 形 割 工程品

側面打裂工程品 研磨工 程品
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046 A号壮一竪穴住居壮一(15-118・119図，図版15-35)

遺構

本社は 046B・C号牡及び 047号社と重複し，さらに削平や耕作による撹乱のため，わずかに西壁

と床面の一部が遺存するのみである。床面はハードローム面で，確認された部分は堅固である。また，

床面上には木炭・焼土が散在していた。 046B・C号杜及び 047号牡との関係は， 046 C号牡に切られ

ている他は明確にし得なかった。只，焼土及び木炭の出土状況からみると， 046 B号社，及び 047号祉

には木炭はなく，あるいは 046B・047号両社にも切られている可能性が考えられる。

遺 物

出土遺物は土器 1点である。床面上から出土している。

046 B号祉-竪穴住居壮一(15-118・119図，図版 15-35)

遺構

本社は北側が 046C号と重複し，東側は 046C号祉に，南側はY-20号墳周溝に各々切られてい

る。このため，西壁及び、北壁の一部を除いて，プランは不明。また，削平と耕作による撹乱のため，

床面と壁下部がわずかに遺存するのみである。床面はハードローム層中に構築しているが，柱穴は確

認出来なかった。南側の古墳の周溝近くの床面上に 2か所焼土がプロック状に認められた。

遺構

出土遺物は数点の土器のみである。いずれも古式土師器と思われるが小破片で埋土中から出土して

いる。

046 C号-竪穴住居壮一(15-118・119図，図版 15-35)

遺構

形状一方形(推定)。規模-北壁， 3.85 m。炉一無。壁 ほぽ垂直。 26cm。壁溝一無。床面ーハー

ドローム層中に構築。堅固。柱穴-3個。南東側は不明。備考一東壁側は削平及び撹乱のため不明。

また，南側はY-20号墳周辺溝に切られている。 046A・B号両社を切っている。

遺物

出土遺物は数点の土器と土製品，管玉等石製品，鉄製品である。土器はいずれも小破片であるが，

古式土師器と思われる。管玉類は未成品若干と滑石製の管玉3点が床面上から出土している。土製品

は土玉 1点で，鉄製品は鎌等であるが，これらは埋土上部からの出土であり出土状況に不明確な点が

ある。他に，砥石 1点、が床面から出土している。
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046A・C号杜遺物一覧表( )内は出土住居社

法
番号 名称

量 特 徴

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 脚付柑 口径 10.8 四つの円孔を持つ低い 全面をへラ磨きする 口縁部は横にハケ

ω 器高 14.1 脚に偏球形の体部 脚部に横方向のハケメ メ後にへラ磨き

401 底径 10.9 体部は内管気味に上方 が残る 体底部もヘラ磨き

に立ち上がる口縁部を だが木板の木口の

有する ナデが残る

脚部内面はノ、ケメ

が残り仕上げに軽

いナデを力日えるか

10 鎌 11. 5 基端部に折返を有する

(C) 3.3 

201 0.5 

11 鉄製品 3.0 留金か

(C) 不明 1.6 時代的には新しいと思

201 0.4 われる

12 鉄製品 6.4 
(C) 不明 3.9 

201 0.8 

13 砥石 5.4 

(C) 4.8 

1005 2.4 

046C号社出土玉類等一覧表

番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考 番号 名 称

2 管玉未成品 3.8 1.2 1.1 細粒凝灰岩 青5 害l 工 程 6 管玉未成品

3 11 4.2 1.6 1.2 11 側面打裂 工程 7 管 玉

4 11 3.2 1.4 1.4 11 11 8 11 

5 11 3.9 1.2 1.2 11 11 9 11 

047号祉-竪穴住居壮一(15-118・120図，図版 15-35)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出士 備考
層位

微砂粒を 焼成 脚部，口 床面 脚部内面を

含む 外明灰褐色 縁部%欠 除き全面を

内明灰褐色 朱塗り

脚部内孔

は内側か

ら穿孔

上層 C号社出

土なれど

出土地不

明

上層 向上

上層 同上

床面

長さ 幅 厚さ 石 質 備 考

2.2 0.9 0.8 細粒凝灰岩 側面打裂工程

2.5 0.6 0.4 滑石片岩 完成品(破損)

2.0 0.6 0.6 11 と7土c 成 日EロZ 

1.9 0.5 0.5 11 11 

一 一一

形状一不整方形。規模-3.70mx3.15 m。炉無。壁立上りほぽ垂直。残存高 9.5cm。壁溝一無。

床面一ハードローム上面に構築。柱穴一不明。備考-046A号祉と重複している。床面上北東寄りに焼

土がブロック状に存在した。

遺 物

出土遺物は少量の土器と剥片 1点である。土器はいずれも破片ないしは破損品である。剥片 1点は

管玉製作過程のものであるが，埋土中からの出土である。

047号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土

口径・器高・底径 器 売3 外 面 内 函 層位

1 蔓 口径 16.2 同一個体と息われるが 口縁部ーノ、ケメを施し 体部から底部の全 砂粒を含 焼成 体部% 501表面

器高(21.3) 遺存部分で接合しな た後，端部のみ横ナデ 面をナデる む 外灰黒色 口縁部~ 502上層

501 底径 6.3 かった (内部も閉じ) (灰褐色)

502 体部は球形，口縁部は 体部一全面にハケメ 内灰褐色

やや聞き方が小さい 底部一中央を一方向

に，周辺は周縁に沿う

ようにへラ削りする
L ーーーーー
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面

2 墾 17.0 木葉痕を残す底部を有 口縁 ・体部全面にハケ 口縁部横にハケメ

501 18.8 す メを方面す を施す

502 6.2 球形の体部に「く」の 口縁端部は繍ナデを加

504 字状の口縁部を有する える

体部外面上位にへラ状

工具による沈刻と刺突

を有する

3 台付葱 14.3 脚部を欠失する 日縁部内外横ナデ，外 体部上位をナデ，

503 (15 1) 体部下位でくびれる無 面にハケメ残る 以下は木板の木口

504 花果形の体部に端面を 体部一上部がハケメ， 部分でナデる

507 作り出す「く」の字状の 以下は木板の木口部で 体部は全面を丁寧

口縁部を有する小形の ナデる にナデる

台付費である

4 柑 14.8 口縁 ・体部境界はへラ 口縁部ーへラ磨き(ハ 口縁部は横方向の

(4.8) 状工具により上方に凹 ケメ残る) ハケメの13<磨きに

503 む沈線を施す 体部ーへラ磨き 近いナデを加える

内面に鈍い稜有り 体部はへラ磨き

5 増 12.8 小形丸底柑と類似性を 内外面ーへラ磨き

4.3 持つ鉢

501 (3.1) 内面及び口縁部境に稜

を持つ，外面はへラ状

工具によりナデを施す

6 鉢 16.4 口縁部・体部境界は， 内外面一横にへラ磨き

(5.2) 接合痕跡を残す 内面のへラ磨きは特に

501 口縁部はゆるい「く jの 丁寧

字状に屈曲する
回E・E・-'-ーー

048号-竪穴住居牡一(15-121・122図，図版 15-36)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 優 底部より 501表面

雲母，微 外黒褐色 口縁部に 502上層

砂粒を含 断面 ・内面 かけ%周 504床面
む 灰褐色 を欠く

長石，砂 予4 503 
粒を含む 外暗灰褐色 上層A

内暗灰褐色 504 
床面

507 

砂粒を含 良 上層A 内外面朱

む 外黄褐色 塗り

(赤彩)

内赤褐色

砂粒を含 良 y3のみ 表面 内外面朱

む 外明灰褐色 塗り

(赤彩)

内明灰褐色

(赤彩)

石英，微 優 xi 表面

砂粒を含 外 灰 色

む (赤彩)

内灰色

形状方形。規模 3.60m X 3.10 m。主軸方向~N~420~W。カマドの位置 北西壁中央部。壁ほ

ぼ垂直。 25cm。壁溝 無。床面ーハードローム層中に構築。貼り床。柱穴 1個のみ確認。 備考-西

側は撹乱のため不明。カマドは 90x 100 cm程の大きさで，砂質粘土で構築している。火床は良く焼

けていた。掘込み 9cm。灰の堆積が認められた。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と管玉未成品，剥片各 1点である。土器はいずれも破片ないしは破損品

であり ，坪を除いてはいずれも窒等の小破片で、ある。管玉未成品，剥片は床面から出土しているが，

いずれも混入品と思われる。

048号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l I干、 口径 14.7 体部は直線的に立ち上 内外商とも横ナデ 密 焼 成 良 xi欠損 カマド

器高 5.0 がり，口縁で少し外反 底部外面に回転糸切り 微砂粒を 外明褐色 内

503 底径 ?声。 する 痕 合む 内明褐色

2 王手 11.5 体部は内望号気味に立ち 内外面とも横ナデ 密 良 ys カマド

3.8 上がり，口縁部でやや 底部外面回転糸切り痕 微砂粒を 外褐色 内

503 外反する 含む 内明褐色

3 I不 体部は内管気味に立ち 内外面とも横ナデ 密 良 y3 表面

(3.0) 上がる 底部外面に荒い回転糸 微砂粒を 外褐色

501 6.0 口縁部は欠損 切り痕 含む 内淡褐色
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049号祉-竪穴住居壮一(15-123・124図，図版 15-36)

遺構

形状一不整方形。規模 3.30 m X 3.00 m。主軸方向-N-340-W。カマドの位置北西壁中央部。

壁一ほぽ垂直。 20cm。壁溝不明。床面一ローム層中に構築。撹乱著しく不明確。柱穴-1個のみ

確認。備考ー住居牡の大部分を溝，ピットその他によって切りとられてプラン，床面等不明確な点が

多い。カマドは 55cmx95 cm程の大きさで，砂質粘土と暗褐色で構築している。火床は良く焼けて

いたが掘り込みはない。

遺物

出土遺物は少量の土器と土製品等である。土器はいずれも破片である。土製品は土玉破片 l点が床

面から出土している。他に，混入品と思われる剥片数点が埋土中及び床面から出土している。

049号社遺物一覧表

番号

I 

507 

2 

3 

501 

506 

4 

408 

5 

406 

6 

506 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 青手 外 面 内 面

斐 口径 20.6 「く」の字状に外反する 口縁部周辺は内外面と

器高(1l.0) 口縁部で，口唇部がや も横ナデ

底径 や外反しながら立ち上 体部上位に内外面とも

がる ナデ

短頚壷 11.3 「く」の字状に外反する 外面全面に粕がかかる 口唇部に粕がかか

(5.8) 口縁部をもち，口唇部 る

に稜を有する

t不 12.8 体部は直線的に立ち上 内外面とも横ナデ

3.7 がり，口縁部でやや外 体部下端一手持ちへラ

5.7 反する 削り痕

底部ー全面に手持ちへ

ラ削りとナデ

I不 13.2 体部は内毎気味に立ち 内外面とも横ナデ

4.5 上がり，口縁部で外反 体部下端と底部周辺

6.8 する 回転へラ削り

底部一回転糸切り痕

t不 体部は直線的に開く 底部全面と体部下端ー ロクロ目が顕著

(2.7) 回転へラ削り

7.0 

高台付 高台部は垂直に開く 内外面に粕がかかる

腕 (3.2) 体制1は内管しながら立

7.7 ち上がる

050号壮一竪穴住居壮一(15-125----127図，図版 15-36)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

組 焼成不良 ?1i破片 カマド

長石を含 外赤褐色 内

む 内赤褐色

微密 優 灰粕陶器

微砂粒を 外灰色 とも恩わ

含む 内明灰色 れるが小

破片のた

め不明

粗 良 y:i弱 501 

微砂粒を 外明褐色 表面

含む 赤褐色 506 

内 床面

密 良 y:i 下層

微砂粒を 外淡明褐色

含む 内明褐色

面英を含 優 床面 須恵器

む 外暗灰色

内灰色

微密 優 小破片 床面 灰柚陶器

微砂粒を 外

含む 内

形状一方形。規模-3.60m X 3.35 m。主軸方向-N-10-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 20cm。壁溝一全周。幅・深さは 12cm"'-'26 cm・-23cm。床面一ハードロームを掘り込ん

だあと，厚さ 5'""'-'10cmにわたり，ロームブロック・ソフトローム，暗褐色土の混合土で貼り床してい

る。平坦。堅固。柱穴-4個。備考ーカマドは 75x150 cm程の大きさで，砂質粘土で構築している。

火床は掘り込み約 19cmで，よく焼けていた。
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遺物

出土遺物は少量の土器と石製品及び鉄製品等である。土器はいずれも破片で埋土中及び床面上に散

在していた。石製品は砥石 1点，鉄製品は万子 1点であり ，ともに床面から出土している。他に，混

入品と思われる管玉製作過程での剥片数点がある。

050号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 商

1 喜善 口径; 15.6 「く Jの字状に外反する 口縁部横ナデ 全面に横ナデ

器高 口縁部を有する 体部一縦位のへラ削り

509 底径 肩部と口縁部が肥厚す

る

2 翠 16.8 口縁部は「く」の字状に 口縁部ー内外面とも横 体部へラナデ

(5.0) 外反し，口縁端部でや ナデ

508 や内脅して立ち上がる 胴部一縦位のへラ削り

3 町、 16.0 体部は内望号気味に立ち 体部下端へラ削り後 全面ナデ整形

504 5.1 上がり，口縁部で大き へラ横ナデ及び磨き 底部内外面に炭化

508 5.8 く外反する 底部全面一手持ちへラ 物付着

509 削り及びナデ

4 局台付 局台部は直線的に外反 全面は丁寧に磨き

可、 (2.2) して開く がかけられている

501 7.6 

5 局台付 高台部は直線的にやや 底部に回転へラ切り痕 全面にへラ磨き

王ヰ (2.5) 外反して聞く

405 6.6 

6 高台付 13.8 局台部はやや外反しな 底部に静止糸切り痕 全面によく磨きが

皿 2.8 がら開く 体部外面と高台部外面 かけられている

510 6.8 体部は直線的に立ち上 にロクロ目顕著

がり口縁部で少し外反

する

器厚はやや厚い

7 局台付 高台部は底部よりつく 体部外面全面と高台部 全面に磨きがかけ

皿 (2.1) り出されており，垂直 外面にロクロ痕顕著 られている

509 6.6 に聞く

底部にへラ切り痕

8 皿 体部外面に墨書を有す

(1.9) る

601 

9 手持ち 最大 6.8 一端に穿孔する

砥石 中 1.9 
1003 孔径 0.5 

厚 1.3 

10・11は滑石片岩の管玉完成品(混入品と思われる)。ともに長さ1.5cm，幅0.3cm程である。

051号壮一竪穴住居杜 (15-128・129図，図版 15-37)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

石英，砂 焼 成 良 口縁から カ7 ド

粒を含む 外黒褐色 胴部にか 内

内赤褐色 けて破片

良 口縁部の カマド

外黄褐色 みX以下 内

内黄褐色

密 良 口縁yz 504下層

外 底部yz 508カ

内赤褐色 マド内

509カ

7 ド内

台部のみ 表面

徽密 良 台部のみ 床面

外赤褐色

内

密 良 %残 カマド

外 内

内

密 良 台部のみ カマド

外赤褐色 内

内

下層 墨書土器

体部外面

字体不明

床面

形状方形。規模 3.20m X 2.75 m。主軸方向-N-900-E。カマドの位置東壁南寄り。壁一立上

りほぽ垂直。残存高 12cm。壁溝一南壁の半分欠く。幅・深さは 5'"'-'10cm・-5cm。床面一ハードロー

ム層中に構築。貼り床。堅固。柱穴-4個。備考南側は削平の為，不明。カマドは 70x95cm程の大き

さで砂質粘土で構築。
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遺物

出土遺物は数点の土器と鉄製品等である。土器はいずれも小破片であり，須恵器坪が顕著である。

鉄製品は 1点名称不明のものが床面から出土している。他に，剥片が数点混在していた。

051号杜遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名 称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 王手 口径 13.5 体部は直線的に立ち上 体部下端と底部回転 体部内外商ともロ

器高 3.7 がる へラ削り クロ目顕著

502 底径 (8.0)

2 土手 13.8 体部ー全面に横ナデ 体部一全面に横ナ

3.9 底部ーへラ削り ア

502 (7.5) 

3 局台付 (14.4) 局台部はやや内毎して 底部一全面にへラ削り

土器の (2.9) 開く 高台部内外面にロクロ

201 底部 器肉は厚い 目顕著

052号祉-竪穴住居牡一(15-130・131図，図版 15-37)

遺構

胎土 焼成・色調 遺 存 度

密 焼成優 7.o程残

微砂粒を 外暗色

含む 内灰色

優 %程残

外濃い褐色

口縁は褐色ぽ

く底部は灰色

を呈す

密 良 %程残

微砂粒を 外暗色

含む 内灰色

位置

出土 備考
層位

カマド 須恵器

内

カマド 須恵器

内

カマド 須恵器

周溝上

形状一方形。規模-3.05m X 3.30 m。主軸方向-N-20-E。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 45cm。壁溝 南西コーナー。東壁一部のみ存在。幅・深さは 10，，-，12cm・-6cm。床面一ハー

ドローム層中に構築。部分的に暗褐色土とロームの混在土で貼り床している。西側は堅固。柱穴一不明。

備考一北側の壁は擾乱のため不明。カマドの下部のみ遺存。カマドは 50x110 cm程の大きさで，砂

質粘土で構築している。壁への切込みはほとんどなく，火床は深さ約 7cmで良く焼けている。また，

灰、炭が残存していた。

遺物

出土遺物はごく少量の土器と土製品及び絹雲母片岩小塊 1点である。土器は坪一点を除き，いずれ

も破片であり，小破片が大半を占める。土製品は坪底部利用の紡錘車 1点であり，網雲母片岩はカマ

ド内から出土している。

052号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

費 口径 21. 7 「く」の字状に外反する ナデ ナデ 密 焼 成 良 下層 土師質

器高 (4.3) 口縁部をもち，口縁部 外赤褐色 須恵器

関2 底径 に稜をもっ 内

器肉は薄い

2 甑 (12.8) 体部はやや内毎しなが 胴下半部ーハケ目 全面にへラ削り 密 良 底部~胴 表面 古式土師

(5.0) ら立ち上がる 外 一部にか 器(混入

501 5.1 底部に穿孔している 内 けて残 品と恩わ

れる)
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・緯高・底径 器 汗長 外 面 内 面 層位

3 工不 14.2 体部は直線的に立ち上 底部全面一手持ちへフ 内外面ともロクロ 良 口縁が% カマド

4.2 がり，口縁部端でやや 削り 整形後丁寧な磨き 外黄褐色 底部ほぽ 内

503 8.2 外反する がかけられている 内 完形

底部にややあげ底

4 E手 12.9 体部は直線的に立ち上 底部全面及び体部下端 密 良 ほぽ完形 下層

4.0 がる 手持ちへラ削り 外淡黄褐色

502 6.7 体部はロクロ整形 内

5 I手 14.4 体部は直線的に立ち上 底部全面に回転糸切り 全面に磨きがかけ 密 良 下層

4.2 がり，口縁部端で少し 痕 られている 石英，砂 外黄褐色

502 8.0 外反する 体部全面にロクロ目顕 等合む 内暗黄茶褐色

体 部下端は外側に広 著

がっている

6 品台付 局台部は外反しながら 品台部内外面と底部会 全面にへフ磨き 鰍密 台部のみ 表面 l勾黒土器

I手 (2.8) 開く 面にロクロ目顕著 外黄褐色

501 7.7 内

7 I不 体部は直線的に立ち上 体部に墨書を有する 墨書土器

(2.4) がる 体部外面

ω2 字体不明

8 皿 底部に墨書を有する 体部内外面全面に 密 良 下層 墨書土器

(l.0) 底部全面回転へラ削り ロクロ整形痕 外赤褐色 底部外面

ω1 5.5 内 字体不明

9 紡錘車 不底部利用の紡錘車か 体部下端 ・底部全面 密 良 下層

(8.0) 一手持ちへラ削り 外白黄褐色

502 子L径 l.0 内

(3.3) 

053号壮一竪穴住居壮一(15-132・133図，図版 15-37)

遺構

形状一方形。規模 3.60m X 3.30 m。主軸方向-N-140-W。カマドの位置北壁中央部。壁立上

りほぼ垂直。残存高 6cm。壁溝一北東コーナー及び北西コーナー欠く。幅 ・深さは 10----....20cm・-8

cm。床面一ハードローム層中に構築。暗褐色土とロームの混在土で貼り床している。中央部は堅いが，

周辺部は軟弱。柱穴 3個確認。備考 北東部を撹乱されている。カマドは 100x150 cm程の大きき

で，砂質粘土で構築。火床は深さ約 4cm。良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器の破片 2点と絹雲母片岩 1点である。床面から出土した土師器室と思われる小破片

1点を除き，削平面で検出されている。

053号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 ID 外 面 内 面 層位

l 斐 口径 2l.0 口縁部外面に 2条の稜 口縁部端にへラ整 粗 焼成良 うも 表面 土師質

器高 (4.3) を有する 形痕 外暗褐色 須恵器

501 底径 口縁部はナデ後磨 内灰褐色

きがかけられてし?
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054号祉 竪穴住居壮一(15-134・135図，図版 15-38)

遺構

形状 方形を呈するものと思われる。規模一西壁 2.82m。主軸方向一不明。カマドー不明。壁一ほ

ぽ垂直。残存高 13cm。壁溝一西壁のみ遺存。幅・深さは 14cm・-5cm。床面一ソフトローム層中

に構築，ほぼ平坦。柱穴 不明。備考 削平のため，壁及び床面の一部を残すのみであった。出土遺

物からみて，国分期の住居牡と想定される。

遺物

出土遺物は土器2点と土玉 2点及び砥石 1点等である。土器は聾の破片 1点が埋土中から出土し，

他の 1点は小破片で、削平面で検出されたものである。土玉 2点は削平面、砥石は埋土中である。

054号牡遺物一覧表

番号

1 

401 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 青5 外 面 内

要 ロf圭 15.7 口縁部は「く」の字状に 口縁部ー横ナデ 全面にナデ

器高 (9.7) 外反し，口唇部を外反胴部上位縦位のへラ

底径 してつまみあげている 削り

胴部中位ー横位のへラ

削り

055号祉-玉作工房壮一(15-136・137図，図版 15-38)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
面 層位

石英粒等 焼成良 口縁ya残 中層

の小砂粒 外赤褐色

も含む 内

形状一不整方形。規模-6.20m X 6.95 m。炉の位置 中央部北寄り。壁 ほぽ垂直。 48cm。壁溝一全

周。幅・深さは 15cm・-l1cm。床面ーハードローム層中に構築。堅固。柱穴一主柱穴 4個。四隅に

対称的に配置されている。他に，主柱穴とほぼ同様のピットが 1個南壁直下西寄りに所在する。備考

一南西隅に径 80x60cm。深さ 30cm程の方形状ピットをもっ。このピット内埋土中からは管玉未成

品等が出土している。炉は径 70x65cm。深さは 3cm程である。なお，本社は 058号祉を切って構

築している。

遺物

出土遺物は土器と管玉類石製品である。土品は出土量はやや多いが，いずれも破片ないしは破損品

であり，大半が小破片である。埋土中からの出土が多い。管玉類は原石が数点の他，形割，側面打裂

工程等の未成品や剥片等が埋土下部から床面上及びピット内から多数出土している。石製品としては

他に砥石が2点出土している。
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055号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称
胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出士 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 窪 口f圭 19.4 球形の体部に「く」の字 口縁部内外面ー横ナデ 体部ー木板の木口 紋密 焼成優 体部中位 424下層 体部外面

424 器高(15.3) 状の口縁部が付く 体部一木板の木口部に 部分で丁寧にナデ 微砂粒を 外赤茶褐色 以上遺存 421床面 炭化物の

421 底径 体部下半接合部にて破 てナデ 接合痕残る 含む 内赤茶褐色 414上層 付着する

414 t員する 口縁直下はさらにナデ 粘土のキ 部分あり

を力日える メも細か

し当

2 要 16.7 体部の割合に小さ目の 口縁部内外横ナデ 体部ナデ 織密 優 口縁~体 504中層

504 (9.2) 「く」の字状の口縁部が 体部一木板の木口部分 接合痕残る 微砂粒を 外黒褐色 部上位% 506下層

506 付く でナデる 含む 部分的に 周残 507下層

507 粘土自体 灰褐色 501 表面

501 のキメは 内断面は 509 

509 細かい 黄灰褐色 Pit内

3 婆 17.4 口縁部破片 ハケメの後横ナデする 横方向のハケメ 長石粒の 良 口縁部破 下層

(5.2) 体部からー胆上方に立 体部ハケメ やや目立 外貨褐色 片

405 ち上がり，中位で外方 つ細砂を 内 M周位の

に開く 含む み残

端部は鈍く丸い 粘土のキ

メはやや

荒田

4 婆 19.6 口縁部破片 ハケメの後横ナデし， ナデ 少量の細 優 口縁部破 423 

505 (3.7) 「く jの字状に外反して 縦方向の磨きに近いナ 砂を含む 外灰褐色 片 中層

423 開く デを加える 粘土のキ 内赤褐色 }イ周位の 505 

505 メやや荒 み残存 中層

目

5 鉢 18.8 境形の球形の体部に内 全面をへラ磨きする， 口縁 部 横 ハ ケ メ 密 優 口縁~体 中層 内外面朱

(8.2) 轡気味に開く口縁部を ハケメの残る部分あり 体部は軽い夕、yチ 長石粒の 外暗赤色 部下部ys 塗り

410 有する でへラ磨きする 目立つ砂 内断面は 残

口縁，体部境はへラ状 粒を多量 赤褐色

工具の先端を利用する に混ずる

ナデ 粘土自体

のキメや

や荒目

6 柑 1l. 4 平底を有する体部に境 口縁~体部中位をへフ 口縁部へフ磨 砂粒を比 優 口縁ys欠 下層 全面朱塗

5.9 堺をへラ状工具の横の 磨き，ハケメの残る部 き，ハケメを残す 較的多く 外黄褐色 り

403 3.6 ナデにより画される 分あり 体部はナデ 含む 内

直線的に開く口縁部が 体部下位ーへラ削り

付く 底部ナデ

7 局土手 17.1 品原， t:不部破片 内外ノ、ケメを施した後 所々に粘 良 I手部%残 425 内外面朱

(4.7) 浅い皿状の尽部 へラ磨きする 土がダマ 外赤彩暗褐色 床面 塗り

423 になって 内断面茶褐色 423 

425 入ってい 中層

る微細砂

を混ずる

055号社出土玉類等一覧表

番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考

8 管玉未成品 4.9 l.5 l.0 細粒凝灰岩 形 害j 工 程

9 11 5.3 1.1 1.3 II II 

10 II 3.9 l.5 2.0 II II 

II II 6.0 l.9 II II 

12 II 3.2 l.7 l.3 I1 側面打裂工程

13 II 2.9 l.7 l.3 II I1 

14 II 3.0 l.1 0.8 II II 

15 II 3.6 2.3 l.4 I1 I1 

番号 名 称 長さ 幅 厚さ 石 質 備 考

16 管玉未成品 2.9 0.8 0.3 細粒凝灰岩 穿 子L 工 程

17 朝l 片 l.4 2.3 2.3 I1 

18 I1 l.4 l.7 l.9 I1 

19 II l.0 l.6 l.6 II 

20 円板状製品 4.9 4.9 l.6 I1 未 成 品

21 砥 石 7.8 4.9 5.6 砂岩質 周溝上から出土

22 礁 片 6.0 6.3 4.3 II ノノ
破 片

23 砥 石 10.9 7.0 5.9 II I1 

司
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056号祉 竪穴住居壮一(15-138・139図)

遺構

形状一方形。規模-2.40mO x 2.60 m。主軸方向-N-42"-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一立

上りほぽ垂直。残存高は 19cm。壁溝 無。床面一ハードローム上面に構築。暗褐色土とロームの混在

土で貼り床している。平坦。軟弱。柱穴一不明。備考一南東側壁は撹乱のため不明。カマドは 50x60cm 

程の大きさで，砂質粘土で構築している。火床は若干焼けている。

遺物

出土遺物は数点の土器のみである。いずれも小破片であり，床面及びカマド内から各々出土してい

る。

056号杜遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 商 内 面

1 I不 口t圭 13.8 体部は内管気味に立ち 口縁部は横ナデ 全面横方向のへラ
器高 (4.1) 上がり，口縁部と体部 体部一全面へラナデ 整形後横ナデによ

501 底径 との境の外面に稜がみ 下端は手持ちへラ削り る整形

られる 調整痕

2 t不 体部下端及び底部全面

(3.3) 一回転へラ削り

501 9.6 

057号壮一竪穴住居壮一(15-140・141図，図版 15-39)

遺構

胎土 焼成 ・色調 遺 存 度
位置

出土
層位

小砂粒を 焼成良 口縁~胴 床面

合む 外赤褐色 J.-3~);，í 

胴下半黒斑

有り

良 底部% 床面 須恵器

外

内暗灰色

形状一方形。 北壁がやや胴張りである。規模-4.60m X 4.20 m。主軸方向 N-71"-W。カマドの位

置一西壁中央部。壁一ほぽ垂直。 30cm。壁溝一全周。幅 ・深さは 10------15cm・-10cm。床面一ハー

ドロームを掘込み，暗褐色土混入ロームで貼り床。ほぽ平坦。中央部堅徴。掘り込み面のレベルは周溝

底面とほぼ同じである。備考 カマドは 110x150 cm程の大きさで，砂質粘土で構築している。火床

はよく焼けている。

遺物

出土遺物は土器と土製品(1点)及び石製品(砥点 1点)である。土器はいずれも破片ないし破損

品であり，埋土下部から床面にかけ散在して出土している。

057号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 要 口径 22.8 口縁部は「く」の字状に 口縁部内外面とも横ナ 頚部内面に横位の 密 焼 成 良 口縁~胴 床面

器高(12.8) 外反し，口唇部をやや 7 へラナデ 外 部y，;残

403 底径 外反させてつまみあげ 胴部内外商ともナデ 内

ている

2 護 23.3 口縁部は「く jの字状に 口縁部内外商とも横ナ 密 良 ロ縁~肩 下層

(7.0) 外反し，口唇部で内管 ア 外 );，i残

410 してつまみあげる 胴部内外面ともナデ 内
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考

口径・器高・底径 器 育長 外 面 内 面 層位

3 工手 14.6 体部は内管気味に立ち 口縁部は横ナデ 全面にナデの後磨 密 良 口縁~胴 下層

3.7 あカfる 体部←へラ剖り後荒い き タト 下半部に

415 磨き 内 かけ~程

残存

4 I不 12.0 体部は内管気味に立ち 口縁部一横ナデ 全面にナデ後磨き 口縁K欠 床面

3.3 あがる 体部ーへラ削り後磨き ほぽ完形

404 7.4 底部周辺ーへラ削り

底部ーナデ

5 I不 20.1 墨書がある 全面に横ナデ 密 良 覆土中 内外朱塗|

(4.9) 全面に横ナデ 外 墨書土器

505 内 体部外面

I t-J又は

I t-J 

6 E手 体部は直線的に立ちあ 底部全面及び体部下端 体部内外面全面と 密 良 底部~胴 床面 内外朱塗

(4.0) がっている 一手持ちへラ削り も横ナデ 外 にかけ泌 刻書土器

401 7.7 内 程残 底部外面

焼成後

「酌

7 土製品 3.4 断面円形の近い 中層

望号曲している

301 千圭 1.8 

8 砥石 9.2 4面使用 砂岩

2.8 

1003 2.3 

058号祉-竪穴住居社 (15-142・143図，図版 15-39)

遺構

西壁と床面の一部が検出された。北西側は 059号牡に，南側は 055号祉に切られ，さらに東側は削

平により床面まで削られているため形状，大きさ等不明である。西壁下には幅 10cm，深さ 6cm程

の壁溝が存在する。床面はハードローム上面に構築している。柱穴と思われるピットが 1個検出され

ている。

出土遺物等から古墳時代前期の住居杜と考えられる。

遺 物

出土遺物は数点の土器と土製品(紡錘車 1点)である。土器はいずれも破片であり，わずかに遺存

した埋土及び床面上から散在して出土した。

058号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 斐 口f圭 18.2 口縁部破片 ハケメの後横ナデし， 横にハケメ 細砂若干 焼成 口縁部

器高 (32) わずかに外反気味に開 磨きに近いナデを加え 中位以下はへラ状 含む 外黒褐色 (完周)

506 底径 く る 工具による磨きに 粘土のキ 内茶褐色

体部以下を欠く 近いナデを行う メは比較

的荒い

2 斐 やや縦長の体部に外反 口縁部一内外を横ナデ ナデ，接合痕残る 細砂粒を 体部中位

(14.6) 気味の「く」の字状の口 体部一中位までをハケ 砂粒の動きが観察 多く含む 内外面共赤 ~頚部遺

502 縁部が付く メ，下位をへラ削りす され，ナデにへラ 茶褐色を基 存

口縁端部，体部下位以 る 削りが先行するの 調とする

下を欠く かも知れない 断面は明褐

色

3 土製 最大径 6.5 床面

紡錘車 最大厚1.5

301 
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059号祉一竪穴住居壮一(15-142・144図，図版 15-39)

遺 構

形状一方形。規模-3.20m X 3.30 m。主軸方向-N-100-E。カマドの位置 北壁中央部。壁一ほぼ

垂直。 32cm。壁溝 西壁。北壁カマド左袖以西のみ検出。幅・深さは 10cm・-4cm。床面一ハード

ローム層中に構築。暗褐色土とソフトロームの混在土で貼り床している。中央部堅固。周辺部軟弱。柱

穴-2個検出。備考一南東部は削平のため壁不明確。 058号杜を切っている。カマドは 60x100 cm程

で，砂質粘土で構築。壁への切込みはほとんどなし。火床は深さ 5cm程である。焼土は少ない。

遺物

出土遺物は数点の土器と土玉 1点である。土器はいずれも小破片でトあり，住居廃絶後に投棄された

ものである。土玉は埋土中上部から出土している。

059号杜遺物一覧表

番号

l 

504 

2 

503 

3 

501 

4 

509 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 青3 外 面 内 面

婆 口径 17.8 口縁部が小さく外反す 胴部上位一斜位のへフ 粗い磨き

器高 (6.5) る 削り

底径

壷? 15.4 口縁は外反し，折り返 口縁部内外面とも横ナ 全面ともへラ削り

(2.9) し口縁 ア

頚部はへラ磨き

t手 12.1 口縁でやや肥厚する 全面にロクロ整形痕 全面ロクロ整形後

(5.0) 丁寧に磨きをかけ

ている

饗 撚糸文L

底部 (2.9) 底部木葉痕あり

060号-竪穴住居壮一(15-145・146図，図版 15-39)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

きめこま 焼成良好 口縁%残 カマド

台、 外赤褐色 内

内

きめこま 良好 口縁% 下層 内外黒色

色、 外黒色

内

きめこま 良好 日縁~ 表面 内黒土器

昔、 外黄褐色

内黒色

砂粒，長 良好 弥生式土

石粒を含 外明茶褐色 器

む 内明茶褐色

形状一方形と想定される。規模一北壁3.65m。炉の位置一中央部南寄り。壁一ほぽ垂直。25cm。壁溝

一北壁、西壁の一部のみ確認。幅・深さは 10'""'"'13cm・-10cm。床面一ハードローム上に暗褐色土混

在のローム土で貼り床。柱穴 3個確認。南東隅は不明。備考一南側壁は削平及び耕作による撹乱の

ため確認出来なかった。炉は径 100x70cm程で，深さは約 9cm。

遺 物

出土遺物は数点の土器と土製品(土玉 1点)及び管玉類である。土器はいずれも小破片で削平面や

埋土中及び床面から 1'""'"'2点ずつ検出されている。管玉類は形割工程未成品や剥片 6点が床面から出

土した他，滑石製の管玉 1点及び同円板 1点が壁直下の埋土下部から各々検出されている。
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060号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器商・底径 器 形 外 面 内 面 層位

1 宝~ 口径 11.9 口縁部破片 縦にナデ 横にナデ 堅徽 焼成 口縁部破 表面 外面朱塗

器高 5.6 微砂粒少 外灰褐色 片 り

501 底径 量含む 内

微小径の

粘土ダマ

が暗赤色

2 高I平又 局杯又は器台の脚裾部 縦方向に磨きに近いナ 全面に横にナデ 微細砂ノj、 良好 脚端部破 表面

は器台 (2.7) 破片 ア 量含む 外黄灰褐色 片

501 (脚部) 9.9 口縁部にハケメ残る 粘土キメ 内

荒

3 土玉 1.8 表面

2.0 
301 子L径 0.5 

4は管玉形割未成品。 5・6は滑石片岩の管玉と小円板。 4は床面， 5・6は壁直下下部出土

061号土止 竪穴住居牡 (15-147・148図)

遺構

形状一不整方形と想定される。規模不明。主軸方向-N -31'30'-E (想定)。カマドの位置北

壁。壁 立上りほぼ垂直。残存高 10cm。壁溝不明。床面一ほぽ平坦。柱穴一不明。備考一撹乱の

ためプラン明確ではない。わずかに南西部壁の一部と床面及び北側にカマドの痕跡を残すのみである。

カマドは径 46x44cm程の火床の一部のみであった。

遺物

出土遺物は削平面で検出された数点の土器の小破片のみである。

061号杜遺物一覧表

法 室 特 徴 位置

備考 |番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土

口径・器高・底径 器 若手 外 面 内 面 層位

I不 口径 内湾気味の体部は口縁 焼成 表面

口縁部 器高 (3.8) 部で肥厚する 外明茶褐色

501 底径 内

2 主手 底部は上げ底状 底部一回転糸切り 砂粒含む 良 表面

体部下端ー調整なし 外赤褐色

501 内 一 」

062号壮一竪穴住居牡 (15-149・150図)

遺構

形状一方形と想定される。規模一不明。カマ ド・炉一不明。壁 立上りほぼ垂直。残存高 5cm。壁

溝一不明。床面 一部のみ確認。柱穴-1個確認。備考南北に走る周溝が住居牡中央部を切り ，ま

た，耕作による撹乱や重機による削平のため壁及び床面の一部が検出出来たのみである。時期は不明。

遺物

出土遺物は数点の土器と土玉 1点及び剥片 1点である。土器はいずれも土師器の小破片でhあり ，床

面上から出土している。土玉は撹乱層中，剥片 1点は床面上からの出土である。これら土玉を除く出
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土遺物は床面まで削平されていたため，本来的に同一個所から出土したものかどうか不明確で、あった。

062号壮遺物一覧表

法 単目 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

1 I不 口径 底部に墨書を有する 底部にナデ

(底部) 器高(l.3) 底部回転糸切り後周辺 立よがり部横ナ

601 底径 (2.6) 及び体部下端手持ち ア

へラ削り

2 土玉 2.0 

2.0 

301 子L径 0.45

3 土玉 0.8 

0.8 

301 孔径 0.15 

063号祉

遺構とならず欠番とした。

064 A号壮一竪穴住居壮一(15-151・152図，図版 15-40)

遺 構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成良 床面 墨書

外 405の 底部外面

内 中より 「帳口J
抽出

中層

中層

形状 方形。規模一西壁。 3.30m。主軸方向 N-20'-E。カマドの位置一北壁中央部。壁 ほぼ垂

直。 20cm。壁溝一酉壁，北壁カマド左袖以西に検出。幅 ・深さは 10'"'-'15cm・ 15 cm。床面ーハー

ドローム層中に構築。柱穴一不明。備考 東側はカマドを含め約半分が撹乱と削平のため不明確で、あ

る。カマドはその痕跡を残すのみであった。 064B号祉を切っている。

遺物

出土遺物は数点の土器と混入品と思われる管玉及び臼玉各 l点等がある。土器はいずれも少破片で

床面から出土している。

064 B号祉 竪穴住居祉一(15-151・152図，図版 15-40)

遺 構

形状 方形と想定される。規模不明。カマド ・炉一不明。壁 立上りほぼ垂直。残存高 8cm。壁

溝一不明。床面一ハードローム上面に構築。柱穴不明。備考 南東部を 064A号祉に切られ，さら

に北側及び東側は耕作による撹乱と削平のため不明確。

遺物

出土遺物は数点の土器と剥片 I点、である。土器は小破片である。剥片は管玉製作過程のもので，床

面から出土している。
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064A. B号社遺物一覧表()内は出土住居社

法 最 特 徴 位置

備考番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土

口径・器高・底径 器 形 外 商 内 面 層位

1 斐 口径 「く」の字状に外反する 口縁部一横ナデ 横ナデ 細砂粒を 焼成良 床面

(A) 器高 口縁部の破片 胴部一縦位のハケメ後 合む 外赤褐色

501 底径 縦位のへラ削り 内

2 角界文 裾部破片 縦位のへラ磨き 横或は斜位のハケ 良 床面 外面丹塗

(B) は器台 端部横ナデ メ 外赤褐色

501 内

3は管玉，長さ3.2cm，幅O.5cmo 4は滑石片岩の臼玉，長さ0.4cm，幅O.6cmo 5 は長さ 6.8cm，幅0.4cm棒状製品で真鎗製と思われる。 3~5 はともに

A号祉出土だが住居社に伴うものではなく耕作等の撹乱により混入したものであろう。

065号壮一竪穴住居杜一(15-153・154図，図版 15-40)

遺構

形状一方形。規模 3.75 m X 3.65 m。炉の位置一中央部西寄り。壁一ほぼ垂直。20cm。壁溝一南壁一

部を欠く。幅 ・深さは 10'""'-'15cm・-8cm。床面ーハードローム上に貼り床。中央部堅く，周辺は軟

弱。柱穴-4個。その他にピット 1個あり。備考 床面上一面に多量の炭化材が検出された。これら

は壁外から中央部に向けて倒れた形のものが多く認められた。炉は 15x27 cm程の範囲が焼けている

程度のものである。

遺 物

出土遺物は僅少の土器と土製品(土玉 1点)管玉未成品等石製品である。土器はいずれも破片ない

しは破損品であり，小破片が大半を占めている。埋土中から床面にかけて散在していた。管玉未成品

等は形割，側面打裂，研磨の各工程の未成品が計4点の他剥片が2点各々床面上から出土している。

他に，砥石 1点、が出土。

065号壮遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 背5 外 面 内 面 層位

護 口径 17.0 縦長の体部に大きく外 口縁部縦方向のハケメ 口縁部ー繍ナデ 長石粒含 焼成良 %遺存 403 体部外面

器高(19.5) 方に開く「く」の字状の の後横ナデ 体部はナデの後部 む 外灰黄茶褐色 床面 上位に黒

403 底径 口縁部を有する 体部ー各方向のハケ 分的にへラ削りす 内灰黄茶褐色 501 まだら有

501 体部中位以上%周遺存 メ，以下は主に縦方向 る 覆土中 り

のハケメを施す

口縁，体部上位のハケ

メと中位以下のハケメ

は工具異なる

2 は径2.7X2.4cm，孔径0.4cmの土玉。埋土下部出土。 3~6 は管玉未成品である。 3 ・ 4 は側面打裂工程， 5' 6は研磨工程の未成品。ともに淡緑色

の細粒凝灰岩。 7は砥石である。両面使用している。床面出土。 3は長さ5.4cm，幅O.9cm，厚さO.&m，4は2.0cm，1. Ocm， O. 5cm， 5は1.9c肌 0.7cm，

0.7cm， 6は2.7cm，O.&m， 0.8cm， 7は長さ10cm，幅5.2cm。

066号士止-竪穴住居壮一(15-155・156図，図版 15-41)

遺構

形状 長方形。形よく整ったプランである。規模 4.05m x 3.50m。主軸方向-N-2030'-E。カマド
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の位置北壁中央部。壁 ほぽ垂直。 37cm。壁溝一全周。幅・深さは 15---...，23cm・-12cm。床面ーハー

ドロームを掘込み，暗褐色土とロームの混在土で貼り床している。貼り床は周辺部厚く，中央部は薄い。

掘込みの面は壁溝底面とほぼ同一である。中央部堅固。周辺部軟弱。柱穴-無。備考ーカマドは 100x

125cm程の大きさで，砂質粘土で構築している。壁への切込みはほとんどなく，煙道は垂直に近い。

火床は深さ約 8cmで良く焼けている。

遺物

出土遺物は僅少の土器である。いずれも破片で埋土中部から床面にかけて散在していた。朱塗りの

土師器坪の出土が顕著である。

066号祉遺物一覧表

番号

l 

501 

2 

404 

3 

4 

401 

5 

406 

6 

402 

7 

407 

8 

403 

法 量 特 徴
名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

斐 口径 21.4 口縁部は「く」字状に外 口縁部内外面とも横ナ 磨滅して不明

器高 (3.2) 反し，口唇部をつまん T 

底径 でいる。やや受口状。

器肉は厚い

要 14.8 口縁部は「く」の字状に 口縁部内外面とも横ナ 体部内面横位へラ

(7.0) 小さく外反する ア ナデ

頚部は肥厚 胴部外面縦位へラ削り

婆 底部全面に木葉痕 底部全面にまきあ

底部 (2.7) 胴部縦位のへラ削り げ痕

7.9 整形後撚糸による施文

t手 13.8 体部は少し内管気味に 底部全面と体部下端 内外面全面に朱彩

4.2 立ちあがる 手持ちへラ削り 体部内外面にロク

8.4 口調整痕

11' 13.3 体部は少し内毎しなが 底部及び体部下端一手 全面にロクロ整形

4.0 ら立ちあがる 持ちへラ削り 後磨きがかけられ

7.8 体部 ロクロ整形痕 ている

I手 14.0 体部はやや外反しなが 底部全面及び体部下端 内外面全面ロクロ

4.6 ら立ちあがり，口縁部 手持ちへラ削り 調整

8.5 でさらに少し外反する 体部に墨付着

I干 14.2 体部はゆるやかに外反 体部下端と底部全面 内外面全面にロク

4.6 している 一回転へラ削り ロ整形痕顕著

8.4 

I手 15.3 体部はほんの少し内毎 底部回転へフ切り後， 体部内外面全面ロ

4.0 気味に立ち上がり，口 全面及び体部下端一回 クロ整形痕顕著

9.1 縁部で肥厚しやや外反 転へラ削り

すち

067号祉-竪穴住居壮一(15-157・158図，図版 15-41)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

焼成 覆土中

外

内

小石，微 良好 胴~口縁 中層

砂粒が多 外赤褐色 3ii残存

量に混入 内赤褐色

白粒子多 良好 弥生式土

量に混入 外赤褐色 器

内 (混入品)

金雲母， 良好 口~体部 床面 内外朱塗

砂粒，石 外赤褐色 y<i欠

英含む 内赤褐色

きめこま 良好 底部% 中層 内外朱塗

台、L、 外赤褐色 口縁残存

内赤褐色

雲母，砂 良好 口縁を3ii 床面 内外朱塗

粒，石英 外赤褐色 部欠損す

含む 内赤褐色 る

白石微砂 底部yz残 床面 内外朱塗

粒含む 日縁残

雲母，微 良好 底部完残 中層 須恵器

砂粒が混 外暗黄褐色

入されて 内底部

いる 暗黒褐色

形状一方形。規模-6.35m X 7.35 m。炉無。床面ーハードローム上に構築。ほぽ平坦。柱穴柱穴

と想定されるピットは 18個存在するが，これらがすべて本社に伴うものかどうかの区別が確認出来な

かった。備考南壁中央部直下の方形ピットは本祉に伴うものである。径 85x138 cm，深さ 27cm程

である。
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遺物

出土遺物は土器と管玉未成品(2点)である。土器は出土量は僅少でト，いずれも古式土師器の小破

片で埋土上部から中部にかけて出土している。管玉未成品も埋土中部の出土である。

067号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土

口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

l 宜t宜 折返し口縁部の破片 口縁部横ナデ ハケメ後横ナデ 上層

折返し部以下縦位ハケ

503 メ

2 費 1< Jの字状に外反する 口縁部ー横ナデ 横ナデ 上層

ロ縁部の破片 胴部ー縦位ノ、ヶメ

502 

3 器台 上下より穿孔 脚部縦位へラ磨き 焼成良 上層 内外朱塗

器受部と脚部の接合部 外茶褐色

502 付近の破片 内

4は管玉の形割工程未成品 5は同じく一部側面打裂を施した未成品である。 4は長さ 2.0cm，幅l.Ocm，厚さO.5cmo 5は3.5cm，l. 3cm， O. 8cm。とも

に細粒凝灰岩。

068号壮一竪穴住居牡 (15-159・160図，図版 15-41)

遺構

形状一方形。 北西隅はやや隅丸プランである。規模-3.30m X 2.90 m。主軸方向 N-3f-E。カ

マドの位置北壁中央部。壁 ほぽ垂直。 20cm。壁溝全周。幅・深さは 10'"'-'15 cm・-8cm。床面

一ハードローム層中に構築。暗褐色土とロームの混在土で貼り床。中央部固く ，周辺は軟弱。カマドは

100 x 105 cm程の大きさで，砂質粘土で構築。火床は良く焼けている。

遺物

出土遺物は土器のみである。出土量は僅少で，いずれも破片ないしは破損品である。 埋土中から床

面及びカマド内に散在して出土している。

068号杜遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 斐 口径i 体部は偏平な底部から 底部一木葉痕 砂粒を多 焼 成 良 カマド

底部 器高 8.3 かなりの肥厚をもって 量に含む 外赤褐色 内

404 底径 (3.1) 内湾し，立ち上がる 内赤褐色

2 主平 13.9 底部は丸味をもち，そ 口縁部内外面を横ナ 口縁部から体部 雲母粒子 良好 % 床面

のまま内管しながら立 ア 一横ナデ を少量含 外赤褐色

403 3.3 ち上がり口縁部で終わ 体部から底部横方向 む 内

る (不定)にへラ削り

3 巧t 15.0 体部は器厚をやや減じ 口縁部から体部 内外 口縁部から体部に 砂粒を含 良好 y3 中層 須恵器

3.0 ながら内毎し立ち上が 面を横ナデ かけて横ナデ む 外灰白色

401 2.9 り，口縁部でやや外反 底部一回転へラ切り 内

気味 (左)
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069号壮一竪穴住居壮一(15-161・162図，図版 15-42)

遺 構

形状一不明。規模一不明。主軸方向一不明。カマドー無。壁一ほぽ垂直。 5cm。壁溝一無。床面一軟

質。備考一住居牡北西側の壁の一部と床面が検出出来たのみである。方形プランを呈すると思われるが，東側

は擾乱と削平により消失していた。床面はローム面に構築。柱穴は小ピットが 15個確認出来たが，こ

れらすべてが本社に伴うものかどうかは確認出来なかった。所属時期不明。

遺物

出土遺物は僅少の土器と土玉 1点である。これらはいずれも住居祉上部の重機による再堆積土と考

えられる土中から出土しており，本社に伴うものかどうか不明確である。

069号牡遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称 胎土

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

聾 口径 15.2 日経径が体部最大径を 口縁部内外商横ナデ 胴部以下をナデ 細砂粒を

器高 13.6 上回る 胴部軽いへラ削りと 比較的多

501 底径 (6.6) 「くJの字状の口縁部に ナデで仕上げる 目に含む

502 は内外面に接合痕が残 底部一磨滅して調整不 粘土のき

される 明 めもやや

口縁部の成形はやや雑 荒目

2 要 15.2 鉢に近い形態 口縁部一内外商を横ナ 胴部はナデ 細砂粒を

501 (10.7) 体部からなめらかにく アー岬 比較的多

502 びれて連続する口縁部 胴部一上位がナデ 自に含む

504 はわずかに外方に開い 中位以下をへラ削りす 粘土のキ

ている る メもやや

荒目

3 土玉 2.7 

2.8 

301 孔径 0.5 

070号祉

遺構とならず欠番とした。

071号祉-玉作工房社ー(15-163""'168図，図版 15-42・43・44)

遺構

位置

焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

焼成優 底部%欠 502 

外黒褐色 体部~欠 床面

断面は暗灰， 口縁部~ 501 

灰赤，褐色を 欠 上層

呈す

内黒褐色

優 体部の下 切2床面 二次的に

外灰褐色 位以下欠 501上層 被熱する

断面晴灰赤禍 損 504 部分あり

色

内暗褐色

床面

形状一方形。規模-7.15mx6.45 m。炉-無。壁一立上りほぽ垂直。残存高 12cm。壁溝一北壁・西

壁の一部残存。幅・深さは 5.......，20cm・-10cm。床面一ハードローム層中に構築。柱穴一主柱穴は 4

個と考えられるが，南東隅周辺は撹乱のため確認出来なかった。北側の 2個の柱穴には，焼けた柱の

残存部と思われる径 13.......，15cm程の木炭が，柱痕跡の上部に直立する状態で検出された。この柱穴は

径 60cm程であるが，中心部に柱の痕跡を示すと思われる暗褐色土主体の土層が径 20cm程の範囲
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で認められ，その周辺はロームブロックや褐色土等で埋込れていた (15-164図)。備考一北西隅と南

壁から東壁にかけて撹乱が著るしく，特に南東側は床面を含め消失していた。北側の床面に焼土や木

炭が検出され，柱穴にみられた木炭等からみても，本社は火災にあったものと考えられる。

遺物

出土遺物は土器，土製品，管玉未成品等石製品である。土器は出土量がやや多いが，破損品や大形の

破片が大半を占めており，床面から大部分が出土している。警，土甘の類が顕著である。土製品は土玉

2個である。管玉未成品は形割工程及び側面打裂工程の未成品が総数 88点以上出土しており ，北壁東

側の直下の床面及び周溝上，北西隅柱穴際，西壁南側直下の床面上等に各々一括して出土している。

他に，敵石が 1点出土。

071号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 官会 外 面 内 面 層位

1 斐 口径; 17.2 くびれるように底部に 口縁~体部中位までハ 口縁部ー外面と同 砂粒を比 焼成優 口縁部% 503床面

501 器高 24.2 至る体部に1<Jの字状 ケメ 様 較的多目 外灰茶褐色 体部yz弱 501上層

503 底径 5.3 に聞く口縁部を有する 口縁端部はさらに横ナ 体部上位はハケ に含有す 内 505床面

505 デを加える メ，以下下位まで る

体部下位一縦にへラ削 木板の木口部分で

り ナデ，下位にハケ

底部磨滅 メの残る部分あり

底部はナデ

2 斐 14.4 丸底の体部に外轡する 全面にハケメを施し， 全面にハケメ 若干の砂 体部%弱 床面 体部二次

14.8 「く」の字状の口縁部を 口縁~体部上位を横ナ 口縁部一横ナデを 粒を含み 外黒褐色 欠 的に被熱

閃4 有する デする カ日える 粘土のキ 暗褐色 台、

内面と外面のハケメの メは細か 内黒褐色

工具は異なる し〉

3 饗 17.3 縦長の体部に略直線的 全面にハケメを施し， 体部最上位に接合 長石粒が 良 体部中位 床面 体部外面に

(18.7) に開く「く」の字状の口 口縁端部のみ軽い横ナ 痕があり，その上 主体の微 黒斑の部分 以上YJの 黒斑有り

408 縁部を有する デを力日える にハケメが残る 砂粒を含 を除き概ね み遺存 体部下位に

(口縁部に関しては内 以下の部分は木板 む 茶褐色 炭化物の付

面も同様) の木口部分でナデ 着が認めら

(ノ、ケメの残る部 れる

分あり)

4 t 宜E 口縁部は屈曲具合から ハケメの後磨きに近い 口縁部一外商と同 長石粒を 良 体部yzと 407床面 口縁部内外

401 (19.4) 複合口縁と推定される ナデを加えている(ハ 様 主体とす 外暗褐色 頚部のみ 501上層 と体部外面

407 体部に円形浮文を有す ケメが消されず各所に 体部一ナデで剥落 る微砂粒 赤彩 遺存 401床面 朱塗り

501 る(2個 1組のものが 残る) が目立つ を含む 内暗褐色 体部はナデ

2箇所であろう)。また 粘土がダ 二次的に被

球形の体部中位には孔 マにかっ 熱する部分

のあいた部分があるが て含まれ あり

人為的なものか不明 る

5 護 14.3 わずかに凹み底となる 口縁部ーノ、ケメを施し 外面と同様 細砂粒を 優 略完形

17.8 偏球形の体部に端部に た後へラ磨きに近いナ 端部は外面もそう わずかに やや黄色味を帯

402 4.7 至りわずかに内管気味 デを加える であるがナデを加 合む ぴた赤茶褐色を

となる直線的に開く口 体部も同様だが下位に える前に横ナデを 粘土のキ 基調とする

縁部を有する ハケメを施して仕上げ 加える メはやや 外面黒斑有り，

る 体部以下はナデ 荒目
晴褐色を呈す

ロ縁，体部境はへラ状

工具で横にナデ

底部一一定方向に軽く

へラ削り
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法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考口径・器高・底径 器 1長ち 外 面 内 面 層位

6 地 11.1 平底で口縁，体部の境 底部を含め内外全面を 優 口縁部若 床面 底部外面
5.4 堺は明瞭でない ナデて仕上げる 外黄灰褐色 干欠 を除き内

401 3.5 内面には明瞭な稜が形 を基調とする 略完形 外朱塗り
成されている 赤彩暗褐色

内暗褐色

赤彩

7 増 8.9 ややくびれるように小 口縁部ーハケメを施し 口縁部はハケメを 細砂粒を 優 口縁部% 床面 底部外面
5.5 さな凹み底に至る偏球 た後，軽い横ナデによ 施し磨きに近いナ 少量混ず 外口縁部暗褐色 欠 を除き内

403 1.8 形の体部に直線的に開 り仕上げる デを力日える る 体部は灰黄褐色 外朱塗り
く口縁部を有する 体部ー磨きに近いナデ 体，底部はナデ

底部一軽くナデて仕上

げている

8 柑 口縁部を欠損する偏平 各方向にハケメ(口縁 全面をナデ キメ細か 体部のみ 床面
(3.8) な半球形の体部で丸底 部に近い部分は縦) 口縁部と接合部に し当 外黄灰白色

405 である 接合痕あり 小径の粘 内

土ダ?を

含む

9 柑 13.2 浅い境形の体部にゆる 口縁部一斜位のノ、ケメ 口縁部一横位ハケ 細砂を含 優 %欠損 覆土 内外朱量産

5.0 く内脅気味に開く口縁 後横ナデ メ後磨き様のナデ む 外赤褐色 り

509 2.0 部がつく 体部一斜位へラ削り 体部~底部ー横ナ 内赤褐色

内面に弱い稜をもち， 底部削りにより凹む ア

底部は中央部が上げ底

となる

10 増 13.3 浅い椀形の体部にゆる 全面をへラ磨きに近い 全面をナデ 細砂を含 優 体部~欠 床面 口縁部内

5.1 く内脅気味に開く口縁 ナデにより仕上げる 口縁端部，口縁， む 外灰賞褐色 面及び外

509 部が付く 口縁部一ハケメ 体部境にハケメが 赤彩 面を朱塗

内面に弱い稜を持ち， 体部下位ーへラ削り痕 残る部分あり 内赤彩 り

外面は棒状の工具で横 が消えずに残る

走する沈線で口縁，体

部を画する

11 柑 10.6 上記10の鉢の径をその 全面をへラ磨きに近い 全面をナデるがハ 微砂粒を 優 %欠損 体部下位

4.9 まま小さくした形態 ナデにより仕上げる ケメが消えず残る 含む 黄褐色基調 に黒斑有

2.0 凹み底を有する 底部にナデ 部分がある り

口縁，体部境はへラ状 ハケメの残る部分があ

工具により横に弱くナ る

デている

12 士手 11.1 やや器局があり，境と 体部中位以下をへラ削 全面をへラ磨きに 細砂粒を 約7fの破 床面

4.3 呼ぶ方が良いかも知れ り 近いナデにより仕 含む 外灰黄褐色 片

407 2.8 ない 体部上位以上の部分は 上げる 微砂粒を 内

凹み底を有する球形の へラ磨きに近いナデを 少量含む

体部はそのまま連続的 力日える(へラ削りをつ

に口縁部に至る ぶす部分あり)

13 高I手 やや柱状部が長目 縦方向にハケメを施し 裾部は横方向のハ 長石の目 脚部のみ 外面朱塗

(胸]部) (6.5) 円孔が3個認められる た後へラ磨きする(ハ ケメ 立つ細砂 外赤彩 (脚端を り(一部

404 10.7 ケメが消えずに残る) 柱状部はナデ(ー 粒を含む 内黄灰縄色 若 干 欠 内面に及

部ハケメの上に及 く) ぶ)

んでいる)

14 土玉 3.5 床面

3.3 

302 孔径 0.8 

15 土玉 2.8 床面

2.9 

301 孔径 0.5 
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071号枇出土玉類等一覧表

番号 名 称 長さ 中冨 厚さ 石 質 備 考 番号 名 称 長さ 極 厚さ 石 質 備 考

16 管玉未成品 5.1 l.0 l.3 細粒凝灰岩 一部側面打裂 63 11 3.4 l.4 0.6 11 11 

17 11 4.4 l.1 l.3 11 11 64 11 3.6 0.8 11 11 

18 11 3.8 l.0 0.7 11 11 65 11 3.4 l.0 11 11 

19 11 3.8 l.4 11 形 割 工 程 66 11 3.8 l.2 11 11 

20 11 3.4 l.6 0.5 11 11 67 H 3.0 l.3 0.9 11 11 

21 11 3.9 l.0 11 11 68 11 4.0 l.2 0.6 11 11 

22 11 4.6 l.5 0.9 11 11 69 11 3.1 l.2 。7 11 11 

23 11 5.4 l.2 0.7 11 11 70 11 3.1 l.3 1.1 1/ 1/ 

24 11 5.2 l.1 l.3 11 11 71 11 3.5 l.3 l.0 11 11 

25 11 3.4 l.2 0.8 11 11 72 11 3.1 0.9 0.8 11 11 

26 11 4.9 l.2 11 一部側面打裂 73 11 2.6 l.2 0.9 11 11 

27 11 3.3 0.8 0.7 11 H 形 割 工 程 74 11 3.2 l.0 0.7 11 11 

28 11 3.7 1.1 0.5 11 11 75 11 3.3 l.1 0.9 11 11 

29 11 3.9 0.9 0.8 11 11 76 I1 3.1 l.3 ノ/ 11 

30 11 3.8 l.2 l.5 11 11 77 11 3.0 l.0 0.7 11 11 

31 11 3.9 l.5 11 11 78 11 2.4 l.0 l.0 11 11 

32 11 3.3 l.2 11 11 79 管玉未成品 2.3 0.8 0.7 細粒凝灰岩 一部側面打裂

33 11 4.1 1.3 11 11 80 11 2.2 0.8 0.7 11 11 

34 11 3.4 0.9 0.7 11 11 81 11 3.1 l.0 0.4 11 11 

35 11 3.8 l.3 0.6 刀 11 82 11 2.8 0.8 11 11 

36 11 3.5 1.1 11 11 83 11 3.3 l.4 11 11 

37 管玉未成品 3.5 l.0 細粒凝灰岩 形 割 工 程 84 11 3.6 l.2 l.1 11 1/ 

38 11 3.4 0.9 0.8 11 11 85 11 2.9 1.1 0.6 11 11 

39 11 3.9 l.3 11 一部側面打裂 86 11 3.4 l.0 0.6 11 11 

40 11 3.2 l.0 0.8 11 11 87 1/ 3.2 l.0 1.1 11 11 

41 11 3.1 l.1 11 11 88 1/ 3.2 l.0 0.9 11 1/ 

42 11 4.3 l.7 0.3 11 再3 割 工 程 89 11 2.9 l.1 0.9 11 11 

43 11 2.7 l.0 0.8 11 一部側面打裂 90 11 2.1 l.0 0.6 11 11 

44 11 4.2 l.2 l.4 11 11 91 11 2.2 1.1 0.8 11 11 

45 11 4.8 l.5 0.8 11 背3 割 工 程 92 11 3.7 l.2 0.9 11 11 

46 11 3.0 l.5 0.7 11 11 93 11 2.3 0.8 0.8 11 11 

47 11 3.5 l.2 11 一部側面打裂 94 1/ 3.9 l.1 0.7 11 側面打裂工程

48 11 2.9 l.0 l.0 11 11 95 11 2.8 0.9 0.7 11 1/ 

49 11 3.3 1.2 0.5 11 11 96 11 3.5 0.9 0.6 ノ/ 11 

50 11 3.0 l.0 0.8 11 11 97 11 3.8 0.9 0.7 11 11 

51 11 3.9 0.9 11 11 98 11 2.3 0.9 0.5 11 11 

52 11 4.0 0.9 1.1 11 ノ/ 99 11 3.1 l.3 0.7 11 11 

53 11 3.1 l.1 0.5 11 11 100 管玉未成品 3.0 0.9 0.7 細粒凝灰岩 側面打裂工程

54 11 3.8 l.2 11 11 101 11 2.9 0.9 11 11 

55 11 3.5 l.1 0.7 11 11 102 11 2.9 l.1 0.8 11 11 

56 11 3.0 l.0 0.9 11 11 103 11 2.9 0.8 0.5 11 11 

57 11 2.9 l.2 0.5 11 11 104 11 2.7 0.9 0.6 11 11 

58 管玉未成品 3.3 1.4 細粒凝灰岩 一部側面打裂 105 11 3.1 l.0 0.7 11 1/ 

59 11 3.1 l.1 11 11 106 11 2.4 0.9 0.7 11 11 

60 11 4.5 l.6 0.6 11 11 107 11 2.5 l.0 0.6 11 11 

61 11 4.8 0.8 0.9 11 11 108 管玉未成品 2.6 0.8 0.5 細粒凝灰岩 側面打裂工程

62 11 4.9 l.2 0.3 11 11 109 11 2.7 0.8 0.6 11 11 
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備 考

ノy

JJ 

JJ 

072号壮一竪穴住居壮一(15-169・170図，図版 15-44)

遺構

備 考

1/ 

JJ 

両端敵石として使用
側面一部に擦痕

形状一楕円形。規模-4.35m X 3.60 m。炉の位置一中央部北寄り。壁一立上りほぼ垂直。残存高 10

cm。壁溝 無。床面ーハードローム。ほぽ平坦。柱穴一主柱穴 4個。南壁中央部直下に存在する外向

きのピットを加えると 5個となる。他に北側に小ピット 2個存在する。炉は径 55cm程の円形を呈

し，深さ 8cm程で良く焼けていた。

遺 物

出土遺物は僅少の土器である。いずれも弥生式土器の小破片であり，埋土下部から床面にかけて出

土している。

072号牡遺物一覧表

法
番号 名称

量 特 徴

口径・器商・底径 器 育長 外 面 内 面

翠 口径 付加条縄文(単節)を結 頭部ーへフ削り

403 器高(1l.0) 束し，そのまま未端を 体部ナデている

404 底径 結いて結節を作り出し

501 ている

2 斐 斜縄文

Lll 403 

1102 

3 斐 底部は外方へ張り出す
斜縄文LI~ 底部

501 破片 底部木葉痕

4 要 底部は外方へ張り出す

底部 (2.2) 

401 6.3 底部木薬痕

5 翌 底部は外方へ張り出す
軸縄LIR〈! ナデである

底部 (2.1) 

501 7.5 底部木葉痕 R<l 
6 費 底部は外方へ張り出す 無文であるが胴部上半 良くナデである

底部 (2.1) には縄文が施されてい

501 5.8 たと思われる

底部木葉痕

073号祉-竪穴住居壮一(15-171・172図，図版 15-45)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

密 焼成 403 スス附着

微砂粒を 外明褐色 404 
含む 内明褐色 床面

(黒斑) 501 
下層

細砂粒若 頚部破片 403 朱塗り

干含 外 褐 色 床面

内褐色

細砂粒若 下層

干含 外褐色

内褐色

細い小石 下層

を多量に 外暗褐色

含む 内明褐色

細しνj、石 下層

を含む 外赤褐色

内赤褐色

細い小石 下層

を多量に 外暗褐色

含む 内明褐色

形状一方形。規模-8.70m X 8.00 m。炉の位置一中央部西壁寄り。壁一ハードローム層中に構築。ほぽ

平坦。 22cm。壁溝一全周。幅・深さは 10"-'15 cm・-6cm。床面一ほぽ平坦。柱穴一主柱穴 4個。四
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隅に対称的に配置されている。北及び南側の中間に支柱穴 2個。他に小ピット 7個存在する。備考一炉

は径 120x80cm程で，深さは約 10cm。良く焼けており ，内部には木炭がやや多く認められた。

遺物

出土遺物は土器と土製品，石製品等である。土器の出土量は多くないが，完形品や破損品，大形の破

片等が顕著でトある。土製品は土錘 1点，石製品は磨石 1点、である。他に，鉄製品が 1点埋土中部より

出土している。

073号祉遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 持3 外 面 内 面 層位

斐 口径 2l.0 復元の具合にもよるで 口縁~体部上位をナデ 全面をナデ 微砂粒を 焼成優 % 509床面 体部中位

501 器高 24.5 あろうが歪みの目立つ 以下の部分はハケメを 含む 外黒褐色 501床面 は炭化物

509 底径 6.5 土器である 施す 粘土のキ 底部赤褐色 510黒土 の付着す

510 ややくびれるように底 誇撃は調整せず メは細い 断面灰黄褐色 る部分や

部に至る縦長の球形の 磨滅する

体部に，外壁雪する「く j 部分があ

の字状の口縁部を有す る

る

端部に工具不明の刻み

日が一周する

2 斐 17.4 やや縦長の体部に端部 口縁部横方向のハケ 口縁部はハケメの 砂粒，長 優 体部上位 510 

(11.8) に刻み目を有する「く j メ 後部分的に縦のナ 石を少量 外黄~暗黄褐色 口縁部破 黒土

505 の字状の口縁部を有す 体部ーハケメを施した デを力日える 合む 内黄~暗黄褐色 片 505 

510 る 後縦にへラ磨きに近い 体部も同様にハケ 中層

刻み目はハケメ工具を ナデを加える メにナデを力日えて

押したものか，間隔は 仕上げる

不揃い

3 E喜 13.3 非常に入念な調整を経 全面をナデる 口縁部内面をナデ 砂粒を含 優 体部光 505 外面全面

16.3 ている 体部はさらに縦方向の 体部一木板の木口 む 外灰色 底部口縁 中層 と内面口

505 4.0 凹み底の球形の体部に へラ磨きに近いナデを 部でナデる 灰黄褐色 部欠く 510 縁部体部

510 内轡気味の小さな「く」 力日える 内灰色 黒土 上位を朱

の字状の口縁部を有す 灰黄褐色 塗り

る

口縁，体部境界は内面

に明瞭な稜を形成する

4 斐 11.1 丸底のやや縦長の体部 口縁部ハケメの後横 口縁部は横ナデ 砂粒を含 優 口縁部% 510黒土

504 14.8 に肥厚し内轡して立ち ナデして仕上げる 端部にハケメを残 む 外暗黄褐色 欠 507中層

505 上がる口縁部を有する 体~底部細かい縦の す 粘土はキ 内暗黄褐色 体部半欠 504床面

507 端部はつまむようにナ ノ、ケメを施すが体部中 体部全面を木板 メはやや 505中層

510 デておりシャープな仕 ~下位に荒い横方向の の木口部でナデ 粗い

上がりである ハケメを加えめいる る

5 聾 凹み底を有する球形の 体部上位は縦に木板の 全面をナデる 粘土のキ 口縁部欠 404 
(7.7) 体部の小形護 木口部でナデ，以下の 接合痕有り メは荒い 外黄灰色 体部も 中層

404 3.4 部分は横にハケメを施 内黄灰色 所々欠く 510 
510 す 黒土

底部に近い部分はハケ

メが細かく 2種類の工

具を使用する

底部はナデ

6 t}ii 10.9 平底で内脅しながら立 口縁~体部中位までは 全面をナデる 砂粒を大 口縁部YJ501床面

501 6.5 ち上がる体部は，口縁 へラ磨きに近いナデ。 底部は喜朗j落著しい 量に含む 外灰黄褐色 周欠 503床面

503 4.5 部に至り直立気味とな 以下底部を含め磨滅し (黒斑) 510黒土
510 る て調整不明瞭だが体部 内灰黄褐色

口縁部内面に端面を作 下位はへラ削り (黒斑)

り出す 底部ーナデによる調整

であろう
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面

7 小形鉢 8.1 わずかにふくらむ底部 内外全面をへフ磨きす 口縁~体部中位は

形土器 3.7 に直線的に屈曲しなが る 略横方向にへラ磨

401 2.9 ら開く体そ口縁部を有 口縁~体部中位は略横 きする

する 方向に，以下はナナメ

底部は一定方向

8 器台 6.7 やや凹凸のある直線的 全面をナデる 受部内面はナデ

6.4 に開く脚部に内管しな 脚端部にハケメを残す 脚部はナデだが先

402 9.1 がら外方に開く受部を 行するへラ削り，

有する ノ、ヶメを残してい

貫通孔は受部，脚部ど る

ちら側からあけるか不

明で径が 9凹ある

脚端部は下方に鈍い面

が形成される

9 小形土器 3.8 すわりがあまり良くな 口縁部は横ナデ 口縁部端部まで横

4.1 い丸底の小形土器 体部中位以下は縦方向 ナデ，以下の部分

403 口縁端部内面に鈍い端 にへラ状工具によるナ は指によりナデて

面を作り出す ア いる

手控ねでなくマキアゲ

による成形であろう

10 土錘 3.3 外面縦位のへフ削り

2.4 

301 子L径 0.65

11 凹み石 長 9.5 

幅 7.5 

101 厚 3.8 

074号祉-竪穴住居壮一(15-173"-'175図，図版 15-46)

遺構

位置

胎士 焼成・色調 遺存度 出土 備考
層位

鰍密 良 フ'三i:Aノノ 床面 内外面朱

砂粒を含 外黄褐色 塗り

む 内黄褐色 底部外面

に黒斑有

り

砂粒を含 完形 床直上

む 外黒灰褐色

灰色

内黄掲色

良 -フロπ"〆ノ 北壁側 朱塗りさ

外灰褐色 ピット れていた

内灰褐色 可能性あ|

り

密 良好 ほぽ完形 床面

外茶褐色 品(95%)

内

床面

形状一隅丸方形。西壁・南壁がやや胴張りのプランである。規模 4.30 m X 3.65 m。炉の位置一中央

部。壁 ほぽ垂直。 42cm。壁溝一無。床面一ハードローム層下部に構築。ほぽ平坦。堅固。柱穴-4

個。他に南東隅近くの壁直下に浅いピットが2個存在する。備考-炉は径 55x40 cm程で，掘込みは

ほとんどないが，底面のロームが 1" ，2 cm程赤く焼けていた。南西側の壁上部を 076号祉により切ら

れている。

遺物

出土遺物は土器と土製品である。土器は弥生式土器で，ほぽ完形の聾 1点を含め破損品や破片等 7

"'8個体分の土器が埋土下部から床面にかけて出土している。土製品は紡錘車2個体2点である。

074号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 窪 口径 19.5 費形
付加条縄文Lくべ 頚部木口状工具に 焼成 501下層

402 器高 22.3 Rく よるナデ 外胴部ス 506中層

501 底径 5.0 にR2本を巻きつけ， 胴部以下ナデ ス付着 402 

506 頭部は木口状工具によ 内 炉の中

るナデ
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法 量 特 徴
番号 名称

口径・盟高・底径 器 青長 外 面 内 面

2 褒 14.0 菱形土器
縄文原体R寸を

口縁部一横ナデ

21. 2 最大径は全身のほぼ中 L 1; 頭部ーへラナデ

401 7.8 位にある 全面に施している 底部周辺ーへラナ

口縁部上端には原体を ア

押捺してキザミをつ

け，口縁下にはへラ先

でナデている

3 費 15.9 要形土器 L<!: 口縁部ー横ナデ

(15.7) 最大径は口縁部
付加条縄文R〈L〈;に

頭部へラナデr 

402 (6 0) R2本を原体とし横田 胴部以下一横ナデ

転により施文

頚部は縄文を施した後

横ナデする

4 費 底部は外方へ強く張り
付加条縄文L1lRR〈く |iに

荒いナデ

(2.1) 出している

501 8.5 R2本巻きつけ

底部木葉痕あり

5 ~ 底部はわずかに外方へ
付加条縄文Rl了1〆 ;r に

ナデている

(1. 7) 張り出している 〈r 

510 6.9 L 2本巻きつけ

底部ナデている，木葉

痕あり

6 費 底部はわずかに外方へ
付加条縄文R<一T/r;に ナデている

(3.7) 張り出している Lくr

403 (6.8) L 2本巻きつけ(軸縄

がほとんどみられな

い]

底部は凸凹，木薬痕あ

り

7 褒 底部は外方へ張り出し
付加条縄文RくL〈iに 荒いへラナデ

(2.8) ている L< ~ 
501 (9.3) L 2本巻きつけ

底部木葉痕あり

8 窪 底部に木薬痕あり 体部から底部にか

(3.7) けてナデ

501 (8.1) 

601 

9 紡錘車 径 4.9 断面が台形をしている 上面に縄文を横位に 4

厚 2.5 団施文

3.3 孔径 0.6 下面に放射状に施文

側面に磨消痕

10 紡錘車 4.4 上下面に放射状に施文

1.8 側面に償位に縄文を施

302 孔径 0.6 文

075号壮一竪穴住居牡一(15-176・177図，図版 15-47)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
憎位

不良 ほぽ完 床面

外黒色

スス付着(赤味)

内黒色

(赤味)

優 ほぽ完 炉の中 成形

外スス付着 粘土細積

内 み上げ法

密 良 底部破片 下層

外

内

密 良 底部 下層

外

内

良 底部 中庖

外

内

密 不良 底部 下層

外

内

密 良 底部 下層

外

内

埋土中

埋土中

形状一胴張り隅丸方形。小判形から楕円形に近いプランである。規模-7.20mx6.35 m。炉の位置

一中央部やや北寄り。壁一ほぽ垂直。30cm。壁溝一無。床面一ハードローム層中に構築。中央部がやや

周辺より低くなっている。堅固。柱穴一四隅に位置するピットは各々対をなしており ，あるいは建替

えしている可能性もある。他に南壁側中央部と四隅の柱穴間及びその周辺に小ピットが存在している。

備考一南壁中央部直下に 90x 70 cm，深さ 12cm程の浅い不整形のピットをもっ。炉は 86x52cm程

の楕円形を呈し，掘り込みは約 9cmで，よく焼けていた。南東隅は撹乱を受けて不明。
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遺物

出土遺物は僅少の土器である。いずれも弥生式土器の小破片であり，床面やピット内から大半が出

土している。

075号社遺物一覧表

法 量 特 徴
番号 名称

口径・器高・底径 器 形 外 面 内

聾 口径 口縁部ー斜縄文回転櫛

器高 描文

506 底径

2 聾 結節縄文 (Lm) 
櫛描文

3 聾
縄文Rく'いjrr にLl~ ナデている

(3.1) L〈i r

7.9 2本巻きつけ(軸縄が

よくみられる)

底部木葉痕

4 窪 縄文，付加条縄文 へラナデ

(1.8) 
RくL〈 r;に L<~2 本

6.4 L< ~ 

が巻きつけられている

076号祉-竪穴住居牡一(15-178・179図，図版 15-47)

遺 構

位置
胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

面 層位

焼成 口縁部 床面

外 破片

内

細砂粒多 類部破片

量含 外茶褐色

内褐色

密 底部

細い小石 外暗褐色

を多量に 内暗褐色

合む

微砂粒を 底部

含む 外暗褐色

内赤褐色

形状一方形。規模-3.55m X 3.35 m。主軸方向-N-690-W。カマドの位置-北壁中央部。壁一ほ

ぽ垂直。 13cm。壁溝一無。床面一ハードローム上面に構築。 074号牡と重複する部分は貼床。柱穴ー南

側中央部に 1個。備考ーカマドは 85x125 cm程の大きさで，白色粘土と砂質粘土で構築している。

火床は深さ 9cm程でよく焼けていた。

遺物

出土遺物は僅少の土器のみである。坪 1点を除き，いずれも小破片である。

076号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

聾 口径 口縁部は肥厚し，内面 内外面とも横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 焼成良 M程の破 カマド

器高(1.7) に 1条，外商に 2条凹 微砂粒を 外褐色 片 内

501 底径 線をめぐらす 含む 内明褐色

2 聾 22.2 口縁部は「く」の字状に 口縁部ー横ナデ 口縁部ー横ナデ 密 良 x程の破 上層

(5.2) 外反，頭部で肥厚する 胴部縦位へラ削り 体部ーナデ 微砂粒を 外赤褐色 片

503 合む 内赤褐色

3 要 14.8 口縁部は「くJ字状にゆ 口縁部一横ナデ 全面積ナデ 密 良 u程の破

(4.1) るく外反し，口唇部は 胴部一縦位へラ削り 微砂粒を 外赤褐色 片

さらに少し外反する 含む 内赤褐色

4 I手 13.5 底部はあげ底になって 底部回転糸切りの後体 体部内外面全面横 密 良 完形品 401 

3.4 いる体部に直線的に立 部下端と底部周辺一手 ナデ 微砂粧を 外褐色 下層

401 ちあがり，口縁部でや 持ちへラ削り 含む 内明褐色 501カ

501 や外反する 暗褐色 マド内

5 I手 14.8 体部は内脅気味に立ち 体部上半ー横ナデ 全面ナデ後荒い磨 密 良 u程の破 内黒

3.6 あがる 下半ーナデ き 微砂粒を 外明褐色 片

含む 内黒色
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番号

6 

7 

8 

9 

601 

10 

11 

法 量 特 徴

名称
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面

I干、 12.5 体部は直線的に立ち上 横ナデ 全面横ナデ

3.5 古tる

E再ト 14.0 体部はほぼ直線的に立 体部外面に墨書を有す 全面横ナデ

3.3 ちあがり ，ロ縁部が少 る

し外反する 横ナデ

体部下端一回転へラ削

り

王手 体部は内管気味に立ち 底部全面回転糸切り痕 全面横ナデ

(l.6) あがる 体部ーナデ

7.1 体部外面に墨書

町、 底部全面一回転へラ削

(l.0) り

6.4 底部にへラ状工具によ

る刻書(?)を有する

杯 あげ底気味の底部 底部外面一回転糸切り 全面ナデ

(l.0) 後周辺手持ちへラ削り

5.2 

局台付 15.5 局台部は少し外反しな 体部全面と高台部にロ 部分的に粕が付着

血 3.0 がら広く ，体部はゆる クロ痕顕著

く立ちあがり口縁部で

外反する

077号士止 竪穴住居壮一(15-180・181図，図版 15-47)

遺構

位置

胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
層位

括主密 良 ~程の破

微砂粒を 外明褐色 片

合む 内明褐色

密 良 K程の破 墨書

微砂粒を 外明褐色 片 体部外面

含む 内明褐色 字体不明

密 良 墨書土器

微砂粒を 外褐色 体部外面

含む 内明褐色 字体不明

下層 刻書

底部外面

焼成前

「人J?

密 良

微砂粒を 外明褐色

含む 内明褐色

級密 良 ズ程の破 灰粕陶器

微砂粒を 外灰色 片

含む 内灰色

形状一胴張り隅丸方形。やや楕円形に近いプラ ン。規模-5.00m X 4.25 m。炉の位置一中央部北寄り。

壁一ほぽ垂直。残存高 13cm。壁溝一無。床面 ほぽ平坦。ハードローム上部面の床。強固。柱穴一主

柱穴4個。南壁側中央部に所在する 1個は支柱穴か。他に， 壁直下に小ピ ットが6個認められる。備

考一炉は 100x80cm程で，深さは約 6cm。良く焼けている。 北東コーナーの壁直下に焼土がブロ ッ

ク状に所在した。

遺物

出土遺物は少量の土器と円操破片 1点、，管玉未成品 1点である。 土器はいずれも弥生式土器の破片

であり ，小破片が大部分である。

077号社遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

l 宝主 口f圭 10.7 頚部から屑部へ半載竹 小石を多 焼成 床面 スス状付

器高(11.2) 管により平行沈線の施 量に含む 外明褐色 着物有

401 底径 文をしている 内

肩部 横ナデ

頚部に煤状付着物あ り

2 'ff 櫛描文 細砂粒若 頚部破片 埋土中 スス状付

干含 外黒褐色 着物有

502 内淡茶褐色

3 査 櫛描文 細砂粒若 向上 埋土中 スス状付

撚糸文 L 干合 外黒褐色 着物有

504 内淡茶褐色
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法
番号 名 称

量 特 徴

口径・器高・底径 器 耳3 外 面 内 面

4 要 付加条縄文軸塚に 良〈ナデている

(5.0) L l~ を2本巻きつけ

406 6.6 る

底部ーへラ削り

5 門機 8.1 

破片 8.0 

1002 厚 4.7 

6 管玉 6.2 側面打裂工程の未成品

未成品 3.0 

1001 厚 l.9 

078号祉遺構とならず欠番とした。

079号壮一竪穴住居牡 (15~182 ・ 183 図，図版 15~48)

遺構

位置

胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考
層位

密 優 底部 床面

小石を多 外褐色

量に含む 内

床面 火成岩

壊土中 淡緑色の

細粒凝灰

岩 1点の

み出土

耕作等に

よる混入

と思われ

る

形状一方形。規模-4.00m X 3.80 m。炉の位置-北西コーナー。壁一ほぽ垂直。 20cm。壁溝一無。

床面一ソフトローム中に構築。やや堅固。柱穴-4個のピットが検出されているが，これらがすべて

柱穴となるかどうか明確にし得なかった。備考一南側をY-22号墳周溝により切られている。炉は

95x90 cm程の不整形なプランで，良く焼けていた。床面上からかなり多くの木炭が出土している。

遺 物

出土遺物は土器と土製品，石製品である。土器は破損品や大形の破片がやや多く， 10数個体の点数

が出土している。いずれも床面からの出土である。土製品は土玉 2点，石製品は形割工程の管玉未成

品が 1点，敵石が 1点、各々床面から各々出土している。他に，本住居牡を切る Y-22号墳周溝内から

剥片 2点と滑石製勾玉 1点，敵石 1点が出土している。

079号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名 称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 斐 口径 17.4 「く」の字状の口縁部を 全体にハケメを施し， 口縁部は横方向の 微細砂粒 焼成優 体部中位 床面 ハケメの

器高 13.0 有する婆の破片 さらに口縁部には横ナ ハケメに横ナデを を多量に 外黄茶褐色 以下欠損 工具 2種

407 底径 デ，胴部中位に横方向 加える 含む 内 類

のへラ削りを加える部 胴部は上位をハケ

分がある メ，以下の部分は

へラ削りして仕上

げる

胴部上位のハケメ

は細かく鋭い

2 要 凹み底を有する斐 底部はへラ削り ナデ 砂粒を含 底部のみ 407 二次的に

(1l.0) 体~底部破片 胴部はハケメを施し中 胴部中位はヘラ削 む 外赤茶褐色 遺存 床面 被熱

407 6.0 ~下位にかけてへラ削 りを'加える 粘土やや 黒色 410 体部外面

410 りする(接合部であろ 荒目 内 床面 煤の付着

う)
する部分

あり
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法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺存度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

3 斐 底部は相当磨滅し，平 口縁部内外を横ナデ 胴部内面はナデ 砂粒を比 優 口縁部 周溝内 古墳牡に

(18.6) 底であった可能性があ 胴部は横にへラ削りす 較的多量 外灰茶褐色 ~体部% 伴う土器

409 る る に含む 内 欠 であろう

4 斐 14.5 やや縦長の球形の体部 底部を含め外面全体を 口縁部は横にハケ 砂粒を含 優 体部若干 403床面 外面白縁

400 16.4 に中位がわずかに肥厚 ハケメにより調整 メ，下位に木板の む 外淡黄灰褐色 欠く略完 404床面 ~体部に

403 5.2 する「く jの字状の口縁 1同部下位はさらに横方 木口部でのナデを 粘土のキ 内赤茶褐色を 形 405床面 黒斑有

404 部が付く粗雑な作りで 向のへラ削りを加える 加える メやや荒 基調とする 400 り，体部

405 大きさの割りに器厚を 胴部は木板の木口 目 中位に炭

有する 部でナデ 化物の付

着する部

分あり

5 斐 14.4 わずかに凹む底部を有 口縁部内外面を横ナデ 胴部上~中位は軽 細砂粒を 優 口縁端部 床面 口縁部内

12.7 する体部は["< Jの字状 (ハケメが消えず残 いへラ削りによ 含む 灰黄褐色を基 体部小々 外を赤

401 5.2 の口縁部と最大径が略 る) り，以下の部分は 粘土のキ 謂とするが二 欠く 彩，体部

等しい 体部はハケメを施す ナデにより仕上げ メはやや 次的火熱でピ は中位ま

口縁端部外面はわずか 下位はナデを加える る 荒い ンク色を呈す で朱塗り

に小さく肥厚する 底部は小刻みにへラ削 ススけて黒色 が認めら

り となる部分あ れる

胴，口縁部接合の不十 り

分なか所あり

6 斐 12.9 わずかに外脅気味の 口縁部は横ナデ，ハケ 横方向にハケメ 砂粒を含 優 体部中位 405 体部二次

7.3 「く」の字状を呈する斐 メ消えず残る 胴部はへラ削りを む 外赤茶褐色 以上)，f遺 床面 的に被熱

405 の口縁部破片 胴部はハケメを施した 行う 粘土自体 内 存 407 
407 後へラ状工具によりナ のキメは 床面

テーを力日える 細かい

7 台付婆 台付王室の台部破片 縦方向のハケメ ナデ，ハケメ残る 細砂粒を 台の部分 床面

(3.9) 端部下面が平坦になっ 部分あり 大量に合 外白黄褐色

406 5.9 ていて内側に粘土がは む 内

み出している

接合部で破損している

8 増 16.6 内管して立ちあがる体 口縁部はハケメの後を 口縁部ナデ，ハケ 微砂粒を 優 口縁部% 床面

7.7 部に，屈曲し立ちあが ナデ メを残す 多量に含 赤褐色を基 周欠

402 4.7 る口縁部を有する 体部は上位をハケメ， 体部以下は軽いへ む 調とする

口縁，体部境界内面は 以下はナデるように横 ラ削りとナデによ 粘土のキ

明瞭な稜が形成され， にへラ削りする り仕上げる メやや荒

粘土が体部側にうすく 底部は周囲に沿うよう しヨ

かぶさるように余って に軽いへラ削りにより

いる 仕上げる

9 柑 15.4 凹み底を有する浅い球 口縁部は横ナデ 外面と同様 細砂粒と 良 口縁，体 床面 内外全面

6.2 形の体部に内管気味に 体部はへラ磨きする， 口縁部横ナデ 若干の砂 黄褐色を基調 部を部分 を朱塗り

405 3.8 立ちあがる口縁部を有 ハケメを残す部分あり 体部はへラ磨きす 粒 を 含 とする，部分 的に欠く する

する 底部はナデ る み，粘土 的に痕跡が認 が略完形 二次的に

口縁，体部境界にへラ 自体のキ められ全面に 被熱する

状工具の横走する沈線 メは細か 赤彩が施され か

が走る ， l ていたものと

予想される

10 柑 8.9 中央がやや凹む平底を 口縁部内外を横ナデ， 長石，石 口縁部ys 床面

4.4 有する体部に，内費気 以下の部分は内外共に 英粒の目 外黒褐色 周

408 4.0 味に立ち上がる口縁部 横方向に比較的強くナ 立つ微細 内断面は灰 体部%遺

を有する デている 砂含む 茶褐色暗褐色 太
口縁，体部境堺外面は

へラ状工具による横方

向のナデにより画さ

れ，内面は鈍い稜が形

成されている

11 t平 10.6 平底の底部から口縁部 口縁部は横ナデ，以下 横方向のナデ 砂粒を含 優 体~口縁 耕作等に
4.0 まで直線的に開く の部分は主に横方向の 体部ぞ位以下は軽 む 外灰黄褐色 部半欠 よる混入

501 4.3 口縁部がやや歪んでお へラ削りにより仕上げ いへラ削りを力日え 内灰黄褐色 品と思、わ‘
りやや粗雑な作りであ る て仕上げる れる
る 底部もへラ削りして仕

端部丸く鈍いおさめ方 上げる

をする
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法 畳 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備 考

口径・穂高・底径 器 青5 外 面 内 面 贈位

12 てずく 2.0 底部ややあげ底気味 斜位のへラ削り 密 良 完形 床面

ね土器 2.0 外茶褐色

306 1.4 内

13 土玉 2.3 床面

2.4 

303 孔径 0.8 

14 土玉 2.3 床面

2.3 

302 孔径 0.6 

15は管玉，側面打裂工程未成品。長さ3.4cm，幅l.伽n，厚さl.lcm。淡緑色の細粒凝灰岩。 16は滑石片岩の勾玉未成品。両面研磨。長さ2.Ocm，幅O.9cm，

厚さO.6cmo 17は磁石。長さ 10.2cm，幅6.9cm，厚さ6.3cmo 床面出土。

080号壮一竪穴住居祉-'(15-184・185図，図版 15-49)

遺構

形状一方形。規模-3.75m X 3.35 m。主軸方向-N-50-E。カマドの位置一北壁中央部。壁一ほぽ

垂直。 23cm。壁溝一北東コーナーのみ検出。幅・深さは 20，，-，24cm・-7cm。床面ーハードローム層

中に構築。ほぽ平坦。柱穴-床面上に 3個，カマド右脇の周溝内に小ピットが 1個検出されている。

配置がやや不自然である。カマドは 105x125 cm程の大きさで，砂質粘土で構築している。火床は掘

り込み約 6cm程でよく焼けており，灰が混在していた。

遺物

出土遺物は少量の土器である。いずれも破片ないしは破損品であり，須恵器町、の出土が顕著で、ある。

080号牡遺物一覧表

法 最 特 徴 位鑑

番号 名祢 胎土 焼成 ・色調 進 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 汗芸 外 面 内 面 風位

I 斐 口f圭 22.7 口縁部は「くJ字状に外 口縁部内外面横ナデ 密 焼成良 K程度の カマド

器高 (6.4) 反し，口唇部をやや外 体部内外商横ナデ 外明褐色 破片のみ 下層

404 底径 反させながらつまみあ 内明褐色 残

げる

2 建 胴部はゆるやかに内轡 胸部全面，底部全面 全面ナデ 密 良 底部yz欠 下層

(5.7) 気味に立ちあがる ーへラ削りとナデ 外暗褐色 損

406 6.7 褐色

内黒色

3 斐 胴部は内望号気味に立ち 全面横位へラ削り 全面ナデ 密 良 yz残 床面

2.9 あカfる 外黒色

501 4.4 暗褐色

内明褐色

4 I手 14.1 体部はわずかに内轡気 体部下端及び底部全面 全面ロクロ痕 密 優 体部は泌 カマド 須恵器

3.8 味に立ちあがる 一手持ちへラ削り 砂粒少量 外暗灰色 欠損 内 刻 書

408 9.4 含む 内暗灰色 底部外面

焼成前

字体不明

記号か

5 t手 14.4 体部は直線的に立ちあ 体部ーロクロ痕 全面ロクロ痕顕著 密 良 底部ほIl' 下層 須恵、器

4.0 がり，口縁部でやや外 体部下端と底部全面 長石，石 外灰，暗灰色 完形だが

401 9.0 反する 手持ちへラ削り 英粒，絹 内明灰色 体部y3残

雲母粒多

し
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法 量 特 徴 位置

備考番号 名称 胎土 焼成 ・色調 遺 存 度 出土

口径・器高・底径 器 育長 タト 面 内 面 層位

6 町、 14.3 体部は少し内轡気味に 体部ーロクロ痕 全面ロクロ痕顕著 組 良 yz残 405 須恵器

4.6 立ちあがり，口縁部で 体部下端と底部ーへラ 長石，石 外暗褐色 中層

405 9.2 少し外反する 削り 英粒，雲 褐色 501 

501 器肉は体部下半が肥厚 母粒多し 内黒褐色 床面

する

7 E手 体部はやや内笥気味に 体部ロクロ痕 全面ロクロ痕顕者 密 良 口縁~底 中層 須恵、器

3.8 立ちあがり，口縁部で 体部下端と底部全面 外灰色 部にかけ 底部外面

405 (9.6) 少し外反する 一回転へラ削り 内明灰色 yz残 に焼成前

底部はややあげ底気味 の刻書帥

「メ」あり

081号士止 (Y-20号墳周溝内)出土遺物 (15-186図)

Y-20号墳周溝内からは時期を異にした各種の遺物が出土している。これは，本遺跡の性格はもと

より耕作等による遺構の揖乱等種々の要因がある と思われるが，出土遺物のなかから若干特徴的なも

のを各々掲載した。

081号牡遺物一覧表

法 量 特 徴 位置

番号 名称 胎士 焼成 ・色調 遺 存 度 出土 備考
口径・器高・底径 器 形 外 面 内 面 層位

I 要 口径 19.6 口縁部破片 ハケメの後横ナデする ノ、ヶメの後軽い横 石英，長 焼成 口縁部破 北東 外面煤が

器高 (39) やや器厚が大きく ，端 ナデを加える 石粒の目 外暗灰色 片 周溝内 薄く付着

503 底径 部に工具不明の刻み目 立つ砂粒 断面茶褐色 する部分

が一周する を合む 内暗灰色 あり

二次的に

被熱する

か?

2 護 19.1 複合帯を有する査の口 複合帯はナデ(ハケメ 横方向のハケメの 紋密 優 口縁部破 南西 外面朱塗

(5.6) 縁部破片 を残す)，以下の部分は 後に軽いナデを加 微砂粒を 外灰黄褐色 片 周溝内 り

501 複合帯は貼り付けによ 縦にハケメ，下位にへ えている 少量含む 内

るものかと思われ端部 ラ状工具による縦方向 粘土のキ

は外面に面を作り出 のナデを力日えている メは細か

し，複合帯との境は明 し当

瞭な稜を形成する

3 査 委文は査の底部破片 底部はナデ へラ状工具による 微砂粒を 良 南東 内外面を

(1.6) 中央をややはずれ，焼 胴部はへラ状工具によ ナデ 含む 外暗赤色 周溝内 朱塗り

505 3.2 成後の穿孔がある りナデている 内暗赤色

径は最もせまいところ

で3mm強ある

4 甑 20.0 鉢形の甑である 複合帯は指によるオサ 全面をナデている 大小の砂 優 体部以上 北東

(11.4) 端部は指によるオサエ エ，一部胴部から連続 粒を含む 外暗黄褐色 yz周遺存 周溝上

402 のためか波を打つよう するハケメが及んでい 内暗黄褐色 (復元実測) 中層

に上下する る

胴部はハケメ

5 甑 2l.0 鉢形の体部に折り返し 底部は円E止を描くよう 口縁部は横にへラ 微細砂を 優 体部以上 北東

11.2 による複合帯の二重口 にへラ削りを行ない， 状工具によるナデ 含みやや 内面・断面灰色 yz欠 周溝上

402 5.2 縁を有する その後でえぐるように (ハケメが消えず 荒目の粘 味のある明茶褐 (復元実測) 中層

体部中位外面は磨滅し 穿孔する 残る) 土 色

ており使用のためと恩 中程に稜が形成される 以下の部分は放射 外面は遺存部が

われる 口縁部は全面をへラ状 状に同様なナデを 明茶褐色・黒斑

工具によるナデ，各所 行う(へラ磨きに
の認もられる部

にハケメを残し，胴部 近い)
分あり

下位に軽いへラ削りを

加える部分がある

-613-



法 量 特 徴 位置
番号 名称 胎土 焼成・色調 遺 存 度 出土 備考

口径・器高・底径 器 青5 外 面 内 面 層位

6 器台 浅い皿状の受部破片 内外全面を丁寧にへラ 徹密 優 杯部のみ 南東

7.7 貫通孔は径 1mm程ある 磨きする 砂壁立をほ 外黄褐色 遺存 周溝上

401 (2.5) 接合部にて破損してい とんど含 内 上層

る まず精良

非常に精鰍な成形・調 な胎土

整を行う

7 聾 台付要の台の部分 内外面をナデ 長石，石 優 台部破片 北西

4.1 端部は下部が面を作っ 英粒を含 外暗灰色 周溝内

502 6.8 ており，内面に粘土が む 内

余っている

8 聾 16.3 体部からなめらかに連 口縁部内外を横ナデ 体部は木板の木口 大小の砂 優 口頚部破 北西

(9.0) 続して外方に開く口縁 体部はナデ 部でナデ 粒を若干 外黒灰褐色 片 周溝内

切2 部は端部が上方に屈曲 合む 内

している

9 長頚瓶 須恵器，長頚査，体頚 淡緑色の柚が厚く付着 検ナデ 砂粒をほ 優 頭部破片 北東

( ?) 1.9 部，接合部の破片 する とんど含 外淡緑色 周溝内

503 淡緑色の自然彩が美し 横ナデにより調整され まず 内明灰色

~， るものであろう

10 高台付 14.5 灰粕陶器 内外全面を横ナデする 淡黄緑色の紬が薄 鰍密 優 u周の破 南東 灰粕陶器

皿 2.6 やや厚い底部からわず くのっている 砂粒含む 外淡黄明灰色軸 片 周溝内 高台は付

504 7.3 かに内脅気味に開く体 内 淡黄緑色 高台であ

部は，口縁端部に至り る

小さく外方に屈曲する。

端部はつまむようにし

てナデているためか

シャープな感じを与え

る

11 管玉 4.1 側面打裂工程未成品

未成品 1.3 

1006 1.2 

12 石製品 長さ 10.1 ほぽ完形か 周溝内 砂岩質

砥石 幅 4.5 2面に使用痕

1004 厚 1.8 

13 12と同一

のもの

1004 挿図誤り

100号祉-掘立柱建物壮一(15-188図，図版 15-50)

遺跡の南東部のゆるやかな傾斜面に所在する掘立柱建物牡である。

桁行をほぽ東西にもつ 3間 (6.9m) X 2間 (4.2m)の建物牡で，柱聞は桁行が 2.4m (両端)及び 2.

1 m (中間)，梁聞が 2.1mである。主軸方向はNー77D-E。掘り方はほぼ円形を呈し，径 75""'100 cm 

程である。いずれもハードロームを深く掘り込んでおり，埋土は大半が暗褐色とロームブロックの混

在土であった。径 20cm程の住痕跡を残す掘り方も認められた。四隅の掘り方は中間のものに比して

15""'25 cm深い。

なお，本社は掘り方が重複するものが3個所認められ，あるいは建て替えしている可能性も考えら

れる。

150号壮一掘立柱建物壮一(15-187・189図，図版 15-50)

遺跡の南西部に位置し， 200号掘立柱建物祉の東約 3mに所在する。
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桁行をほぼ南北にもつ 3間 (6.3m) X 2間 (4.5m)の建物牡であり，柱聞は桁行が 2.1m，梁聞が 2

25mである。主軸方向は N-4030'-E。柱掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 70"-'90cm程

である。いずれもハードロームを深く掘り込んでトおり，四隅の掘り方が中間のものよりやや深い。

200号祉-掘立柱建物壮一(15-187・190図，図版 15-50)

遺跡の南西部に位置し， 150号掘立柱建物祉の西約 3m， 250号掘立柱建物祉の南約1.5m の地に

所在する。

桁行を北々東から南々東にもつ 2間 (3.0m) x 1間 (2.1m)の建物牡であり，柱聞は桁行1.5m，梁

間 2.1mである。主軸方向はN-170
- E。柱掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 70"-'100 cm程

である。 030号祉を切り，さらに南東隅の掘り方は 029号杜カマドにより切られている。

250号祉-掘立柱建物杜一(15-187・191図，図版 15-50)

遺跡の南西部に位置し， 150号掘立柱建物社の北西約 4.5m， 250号掘立柱建物祉の北約1.5mの地

に所在する。

桁行をほぼ南北にもつ 2問 (3.6m) X 1間 (2.7m)の建物牡であり，柱聞は桁行が1.8m，梁聞が 2.

7mである。主軸方向はN-T30'-E。柱掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 60"-'90cm程であ

る。いずれもハードロームを深く掘り込んでおり，四隅のものが中間のものよりやや深い。

300号祉 掘立柱建物壮一(15-187・192図，図版 15-50)

遺跡の南西部に位置し， 150号掘立柱建物祉の西約 12m の地に所在する。

桁行をほぼ南北にもつ 3問 (5.4m) x 2間 (4.2m)の建物祉であり，柱聞は桁行が1.8m，梁聞が 2.

1mである。主軸方向はN-5030'-E。柱掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 70"-'80cmで比較

的整っている。 031C号杜及びY-21号墳を切って構築している。

350号祉-掘立柱建物壮一(15-193図)

遺跡の中央部ほぽ西寄りの平坦部に所在する。

桁行をほぽ南北にもつ 2間 (4.2m) x 2間 (4.2m)の建物社であり，柱聞は桁行，梁間ともに 2.1m 

である。主軸方向はN-100-E。柱掘り方は円形ないしは楕円形を呈し，径 80"-'90cmである。いず

れもハードロームを深く掘り込んでいるが，四隅の掘り方が中間のものよりやや深い。なお， 016 A. 

B号両社を切って構築している。

400号壮一掘立柱建物壮一(1ト194図)

本社は調査時点、では遺跡の西側中央部， 018号， 019号の両社を切っているピット群として検出され
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たものである。調査の過程では掘立柱建物牡として把握されないまま調査を終えたが，整理の過程で

桁行をほぼ東西にもつ 3間 (5.4m) x 2間 (4.8m)の掘立柱建物杜を想定出来たものである。只，

北東隅及び南西隅の掘り方は調査の経緯から未確認でFある。南側の桁行の掘り方 3個は上部を白粘土

が覆っており， 018号祉を切っている北側の 3個はともに砂質粘土が埋土上部に認められている。この

うち， 018号祉埋土中の 2個の掘り方は手違いから明確な平面プランを把握出来なかったが，その位置

や土層の状況が確認されている。また， 019号祉を切る東側の梁間中間の掘り方に対応する西側のもの

は，丁度 018号祉の部分が後世の撹乱をうけていたため，不明確であった。

なお，本社のほかにも，掘立柱建物祉の柱掘り方に類似する大形のピット群が台地のほぼ中央部の

040・041A号牡付近等にも検出されているが，調査時点では明確にし得なかった。
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III 章結 語一

本報告書に収載した15遺跡 (Loc9，9-II， 14， 15， 16， 17， 19， 20， 29， 30， 32， 33A， 33B， 

39， 40)は，縄文時代から奈良~平安時代に至るまでの各時代にわたっているとともに数多くの遺構，

遺物が検出されている。

これらの遺跡を時代別に列記すると，まず縄文時代の遺跡としては， Loc 39遺跡がある。 Loc39 

遺跡は，その一部地域が八代玉作遺跡として県指定されているとおり，管玉類の工房祉の検出されて

いる古墳時代の玉作遺跡でもある。遺構は台地中央部に入り込む浅い谷を挟んで南北に 4~5軒ずつ

の住居祉が検出されており，出土土器の様相からは後期から晩期にかけての遺跡と認められる。特に，

安行IIIa期の住居牡や，前浦式土器の出土は，成田市周辺の地域では，荒海貝塚，台方 ・花輪貝塚，

土室 ・右田遺跡等とともに，晩期の数少ない遺跡のーっとして注目されるところである。

弥生時代では Loc20， 39， 40の3遺跡があり， I公津原」で報告された Loc19-II遺跡と合せて

成田ニュータウン内では 4遺跡に後期弥生文化がみられる。これら 4遺跡で出土した弥生式土器の主

体はいずれも，印揺，手賀沼周辺地域を中心に利根川下流域の下総台地に分布が顕著である，所謂北

関東系土器である。とりわけ， Loc 40遺跡では，台地中央の平担部を中心にして10数軒の住居社が検

出されており，この時期の集落遺跡として好資料を提供するものと思われる。

次に，古墳時代(五領期~鬼高期)では Loc9， 9 -II， 14， 20， 29， 33A， 33B， 39， 40，の 9

遺跡がある。これらを前，中，後の三期に大別すると，まず，前期の遺跡としては， Loc 9， 9-II， 

40の4遺跡があげられる。このうち， Loc 39遺跡は昭和37，38年に調査された花内・玉作遺跡(後

に八代・玉作遺跡と改められている)の県指定区域を除く地区の調査であり， Loc 40遺跡は事前の分

布調査により Loc39遺跡と同様，管玉類を出土することが知られていた。調査結果は，予想通り，

管玉，原石，剥片等多量の遺物を出土する工房牡等の遺構が多数検出された。両遺跡から出土した管

玉類は，昭和37，38年に花内・玉作遺跡として調査された際に出土した管玉類と同じ石質のもので，

製作技法も八代 ・大和田技法(註 1) と呼称される攻玉技術により製作されており，また，なかには

両者とも若干であるが滑石製模造品を伴出するものも認められる。

両遺跡とも出土した五領式土器からみると時間的に大差なく，五領期中葉ないしは後半から終末期

にかけて，ほぽ併行して営まれていたものと考えられる。さらに，重複する工房牡等からみて少なく

とも二時期に分けて考えることも可能かとも思われる。なお，昭和37，38年に花内 ・玉作遺跡として

調査された 3軒の玉作工房祉は今回 Loc39遺跡として調査された五領期の玉作工房牡等と合わせて

考えると，報文(註 2)を読む限りにおいては土器等の出土状況から五領期の所産として把握すべき

可能性が強くうかがわれる。

下総国の玉作遺跡については，寺村光晴氏によりその多くがすでに論及されているところであるが
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(註3)，成田ニュータウン内で調査した古墳時代の遺跡のなかでは，両遺跡が最も古い時期の所産で

あり，成田ニュータウン区域及び周辺の古墳の発生の問題と合せ，今後さらに詳細な検討が待たれる

ところでもある。

以上の Loc39， 40遺跡に続いては Loc9， 9 -II遺跡があげられる。この両遺跡は，直線距離に

して 200m程の地に各々所在するものであるが， Loc 9遺跡は 5軒， Loc 9-II遺跡では14軒の住居

祉が検出されている。時期はともに五領期末頃に中心をおくものと考えられるが， Loc 39， 40遺跡で

みられた，玉作関係の遺物の出土は全くない。 Loc9 -II遺跡においては住居牡5軒が台地先端部に，

9軒が約 30m離れた台地中央部各々別れて所在している。このうち台地先端部の 5軒の住居祉はと

もに火災に遭っており，あるいはこの 5軒が廃絶したあと中央部の住居杜群に移行したとも考えられ，

Loc9遺跡の住居壮群と合せ，この時期の集落構成や古墳との関係など留意されるところである。

中期の和泉期は Loc20遺跡である。この遺跡は，また，奈良~平安時代の遺構群が顕著な遺跡で

もある。 Loc20遺跡ではこの期の石製模造品の工房社が9軒検出されており，滑石質の有孔円板，剣

形品，勾玉，臼玉等が製品，未成品とも多数出土している。この時期の竪穴工房社は相対的に規模が

大きいが，大半が火災をうけて廃絶したとみられ，特に， 050， 067， 070の3祉はあたかもその当時の

ままを示すかの如き状態を呈して検出されており，石製模造品工房の一端をかいま見ることが出来る

好資料といえよう。なお，本遺跡はこれら工房の他に，工房祉の時間とほぽ同時期ないしはそれに続

くと思われる，つまり和泉期末から鬼高期にかけての時期と想定される竪穴住居牡4軒が検出されている。

この061，062， 064， 071号牡の 4軒の住居牡は， 071号牡から臼玉が2点出土した他石製模造品及び剥

片等の出土はない。また，同住居杜はカマドを備えていない段階のものである点留意されるとともに

工房社と関連して把握されるべきものと思われる。なお，本遺跡のほか，成田ニュータウン内における

当該期の住居牡は， I公津原」に報告されている Loc5-II及び Loc19-II遺跡にも認められる。

後期の遺跡は，今回報告した中では， Loc 14， 29， 33A， 33B， 39の5遺跡がある。このうち， Loc 

29"-'33 A， 33 Bの遺跡は調査区域にもよるが，検出されている住居社等遺構の数は少なく，鬼高期で

は比較的新しい段階のものが多く，次の真問~国分期にかけて変遷する遺跡ともいえる。 Loc14遺跡

は調査区域内においては当該期よりも次の真間~国分期に盛行する遺跡である。また，発掘調査は実

施されなかったが，調査区域の北側の台地上一帯においては工事に伴い鬼高期の遺構が多数認められ

ており，鬼高期から続く集落遺跡として把握される。 Loc39遺跡においては，昭和37，38年に調査さ

れた住居社2軒を含めると計6軒の住居祉が認められる。ほかに成田ニュータウン内においては，前

回「公津原」報告の Loc5-II， 19ーII，50， 51遺跡がある。 Loc19遺跡においては当該期の住居

祉が多数検出されているが，出土土器からは鬼高期の古い段階から新しい段階までのかなりの年代

幅をもつものである。また，同遺跡では前代の五領期末ないしは和泉期と思われる遺構，遺物も若干

認められる。また， Loc 51は，当該期の埴輪窯及び工房社の遺跡である。

奈良~平安時代(真間~国分期)に入ると Loc14， 15， 16， 19， 20， 29， 30， 32， 33A， 33 
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B， 40の各遺跡のほか，成田ニュータウン区域においては前回報告されている Loc1， 3， 4， 7， 19~ II 

の遺跡があり，かなりの遺跡増加数である。このうち， Loc 14， 19~ II， 29， 33 A， 33 Bの各遺跡は

前代の鬼高期から継続する遺跡であるのに反して， Loc 1， 4， 7， 15， 16， 17， 20， 40等の諸遺跡は

この時期に入ってから出現し，国分期の段階で終末をむかえる遺跡である。なかでも， Loc 15・

20両遺跡においては，住居祉群とともに掘立柱建物社が多数検出され，また，多量の墨書土器が出土

している。掘立柱建物祉のなかには，四面廟となる建物祉が Loc15遺跡で 1棟， Loc 20遺跡では 2

棟検出されており，また， Loc 20遺跡においては二面廟の建物牡も l棟存在する。墨書土器について

は， Loc 15遺跡で忍保寺，新寺，大/寺，寺， Loc 20遺跡では忠寺，寺，寺返(あるいは寺区)，寺/

成， f弗などの仏教的意味あいをもっ文字を記載したものが認められる。この四面廟の建物社の性格に

ついて，調査者の一人である高木博彦氏は，墨書土器との関連性に着目し，仏教関連の墨書土器を出

土する県下の諸遺跡を比較検討した上，これを「寺」として把握した。そして「寺」という文字の使

用について，日本霊異記に記載されている寺院関係の内容を整理し，そこに寺，山寺，堂の用語に使

いわけがされているのではないかという直木孝次郎氏の指摘を踏えながら，実体としてはより「堂j

に近い存在の「寺jであろうと論じるとともに，忍保寺，延忠(寺)一忠寺及び延忠の墨書からーの

墨書寺名について，忍保，延忠を人名とし，人名のついた寺として考えられている(註4)0 Loc 20遺

跡では，このほか，製鉄関係の遺構が検出され，さらには銅津の付着した土器，皇朝十二銭の一つで

ある「隆平永宝J，銅製帯金具，灰粕及び緑粕陶器等々が出土している。

近年， 8世紀前半~中頃に始まり 9世紀の中頃~後半に終末をむかえる大規模な遺跡の調査例か増

加している。古代東国におけるこれらの遺跡については，計画的に他から移住，形成された集落(開

墾集落等)であると把握され，その消長については古代律令国家の成立 発展 崩壊の過程の中で，

在地の郡司層等地方豪族の動向とからめて位置づけられ検討が加えられてきている(註 5)。

因に，成田ニュータウン区域は古代においては印膳郡八代郷，埴生郡玉作郷，同郡埴生郷の二郡三

郷にまたがり， Loc 3， 4， 29----33 Bの諸遺跡は印膳郡八代郷， Loc 40遺跡は埴生郡玉作郷， Loc 1， 

7， 14， 15， 16， 17， 20の諸遺跡は同郡埴生郡に各々比定される地域に所在している。(註6)。

Loc 15及び 20遺跡もともに 8世紀から 9世紀にかけて主に営なまれた遺跡であると考えらえるが，

ほぽ同時期の Loc1， 14， 16， 17， 40の諸遺跡をはじめ 1軒ないし数軒の住居土止のみ検出されている。

Loc 3， 4， 7等の遺跡や周辺の同時代の遺跡(註7)を含めて今後さらに広範囲な角度から検討が待

たれるところである。

なお，当該時期ないしは以降の時期に関して宝亀五年銘をもっ究鐘がある。この党鐘は工事中に発

見されたため，その出土状況等不明な点が多いが， 4行 20字にわたり「以費亀五年二月十二日肥前国

佐嘉郡椅寺之鐘Jの銘が陽鋳されている。製作時期を銘文中の宝亀 5年の年代にあてるには様式的に

は問題を多く含んでトいるとのことであるが特記されるべき事柄である。(註 8)。

以上，各遺跡を時代毎に概括的に列挙したが，成田ニュータウン区域内に所在が確認された遺跡は
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集落跡のほか古墳が 102基，塚 1基がある。特に古墳については，古くから瓢塚古墳群，天王塚・船

塚古墳群，八代台古墳塚の三群80基余が知られており，本地域はむしろ古墳の群集地として著名で

あった。古墳については 102基のうち 59基を調査し 43基が現状保存されている。調査した 59基につ

いては「公津原」に報告ずみである。

成田ニュータウン区域内において発掘調査された遺跡は先土器時代から奈良，平安時代以降にわ

たっているが，特に古墳時代と奈良・平安時代の遺跡が多い。古墳と集落を中心軸として，これらの

遺跡がどのような歴史的過程のなかで形成され消滅していったものか，出土土器の検討を踏えた時間

的な経緯のなかで，具体的な検討をえて今後の歴史への止場が望まれるところである。

註 1 (1)寺村光晴 f古代玉作の研究』昭和 41年吉川弘文館

(2)寺村光晴編 『下総国の玉作遺跡j昭和 48年千葉県教育委員会

(3)寺村光晴 『古代玉作形成史j昭和 55年吉川弘文館

註 2 大場磐雄，寺村光晴「成田市花内玉作遺跡Jr千葉県遺跡調査等報告書j昭和 39年

寺村光晴 「八代玉作遺跡Jr古代玉作の研究j吉川弘文館昭和 41年

寺村光晴編「八代玉作遺跡Jr下総国の玉作遺跡j千葉教育委員会，昭和 48年

註 3 註 l の(1)~(3)他

註4 高木博彦「墨書土器よりみたる房総古代仏教のー側面JrMUSEUMちば第 10号』千葉県博物館協会昭和 54年

註 5 松村恵司他 f山田水呑遺跡1日本道路公団・山田水呑遺跡調査団，昭和52年

高橋一夫，原島礼二他， I東国集落遺跡の検討Jr古代を考えるJ20，古代を考える会昭和54年

註6 各郷への比定は千葉県資料刊行会発行 『千葉県地名変遷総覧j昭和 47年，によった。

註 7 昭和 年 Loc14遺跡の東側に隣接する囲護台 No.10遺跡の調査が実施され，真問・国分期の住居社32軒，掘立

柱建物社 18棟が検出され， I寺杯」をはじめとする墨書土器も多数出土している。

小川和博，工藤英行「成田市囲護台遺跡群 No.10遺跡調査概要Jr成田市の文化財J7・8合併号，昭和 52年

この遺跡は調査が部分的であるためその全容は現在のところ把握しきれていないが，地形的にみてもかなり広大な

遺跡と考えられる。特に Loc14， Loc 7， Loc 1の各遺跡も地形的には同一台地上に所在するものであり，これらは

同一台地での遺跡群として把握すべきものと思われる。

註8 I公津原j所収
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あとがき

成田ニュータウン区域内の埋蔵文化財発掘調査は、本県が全国に先がけて調査専門職員によるプロ

ジェクトチームとして編成した成田ニュータウン文化財調査班によって実施されたものであり、本県

におけるこの種の調査の初の試みであった。その成果は、昭和 50年 12月に報告書「公津原」として

刊行されたが、諸般の事情で集落跡 15遺跡については未収載となっていた。このため、昭和 53年 11

月から同 56年3月までの期間でこの 15遺跡について整理し、とりまとめ上梓するに至った報告書が

本書である。

時の流れは早いものである。昭和 44年の秋、発掘調査に着手した当時は静かな農村地帯であった成

田ニュータウン建設予定地も、今日では近代的なビルと住宅が建ち並ぶ文字どおりのニュータウンに

変貌している。遠い記憶の糸を辿れば、様々の想いが昨日のように匙ってくる。開発と文化財保護の

狭間で日曜日も返上しての汗と泥に塗れた日々……。そしてわずか 2年の調査ではあったが、その聞

に、古墳 59基、塚 1基、集落跡等 45地区 34遺跡をともかく発掘調査し終えたことは、その良し悪し

は別として、現在からみるとまさに隔世の感がある。また、一方、古墳や住居祉の調査において、当

時としてはそれまでの調査方法からさらに一歩踏み込んだ意識的な調査方法も試みられており、さら

に遺跡 ・遺構 ・遺物の一連のコード化、鉄器等の保存処理、公共座標を使用した遺跡全体図の作成、

なかんずく現地の地域住民を調査補助員とした調査体制等々、様々な意味合いにおいてその後の本県

のこの種の調査の出発点を形作っている。その意味ではこれまで調査の全容が公表されぬままに至っ

たことは調査にたずさわった調査員はもとより本県の埋蔵文化財保護行政の歴史的な経緯にとっても

少なからず気がかりなことであった。しかしながら、千葉県企業庁、千葉県教育庁文化課、千葉県立

房総風土記の丘等各位の御理解、御援助、御協力によりともかく調査終了から約 10年を経て、ここに

本書の刊行にこぎつけたことは調査に従事し、さらに本書の作成に関与してきた者にとってはやっと

肩の荷が下りた思いである。

本書の編集を終えた今、その内容は事実記載を中心とした調査データの提出であるが、収録した 15

遺跡は多くの調査員諸氏により調査されたものであり、整理作業を担当した者としては調査の全容を

把握出来るだけのデータを情報として伝えることが出来たかどうかははなはだ心もとなく、反省の気

持ちで一杯である。不備な点については、調査関係資料が千葉県立房総風土記の丘に保管収納されて

いるので、それらを活用されることを願い御容赦願いたい。

最後に、本務の芳ら、 15遺跡約 600にのぼる遺構についてとりまとめ報告出来たことは、同僚・友
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人・知己等々多くの方々の御援助と図面整理・トレース等整理作業をお手伝いいただいた作業補助員

の皆様方の御協力によるところが大である。記して心から感謝の意を表するとともに、本書の刊行を

もって関係者各位の御労苦が 酬 わ れ る こ と を 願 う 次 第 で あ る 。 ( 天野)
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砥石 (015号址）

現存長 6.8cm 

幅 5.7cm 

厚 4.5cm

備考 3面使用、砂岩質

破損したものを手持ち

砥石として使用したも

のと考えられる。

角を面取りしている。

5 
14090302 

羽口 (090号址）

長 12.3cm

副上端 4.9cm

下端 9.4cm 

備考先端が高熱のためガラス

質を呈している。また、

先端から中位まで青灰色

に変色している。下位は

淡褐色。カマド右側床直

上から出土。

三 ：031601

砥石 (020号址）

現存長 4.5cm 

幅 6.7cm 

厚 5.0cm

備考 4面使用、砂岩質

破損したものを手持ち

砥石と して使用してい

るものと考えられる。

角を面取りしている。

床面出土。

砥石 (050B号址）

現存長 2.7cm 

幅 3.4cm

厚 1.8cm

備考 5面使用、砂岩質

欠損、一端に穿孔、

手持ち砥石。

ロ
□巴

坪 (031号址）

口径 12. lcm 

器高 4.1cm 

底径 6.1cm 

特徴 口唇部が屈曲気味に外反する。

ロクロ目が強い。

体部下端手持ちヘラ削り。

底部は回転糸切りの後、周辺

部手持ちヘラ削り。

墨書、体部外面「忍保寺」

南東壁中央部直下床直上出土。

14⑯5102 

砥石 (065号址）

現存長 4.7cm 

幅 4.5cm

厚 4.2cm

備考 5面使用、砂岩質

欠損、手持ち砥石。

□
 

佳／：000506

こ 6
14125IAJ101 

坪（表採品）

墨書土器、体部外面に勺主J

紡錘車 (125A号址）

径 4.5cm

厚 1.7cm 

備考完形品、安山岩

底面出土。

豆9/［。31603

邦 (031号址）

口径 12.7cm 

器高 4.7cm 

底径 6.9cm 

特徴底径がやや大きい。

体部下端手持ちヘラ削り。

底部回転ヘラ切り後全面手

持ちヘラ削り。

墨書、体部外面「新寺」

床面出土。

補足図 Locl4 •15遺跡出土遺物
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坪 (031号址）

口径 11.8cm 

器高 3.8cm 

底径 5.4cm 

特徴 体部下端をやや深めに手持

ちヘラ削りしている。

底部は回転糸切り後周辺手

持ちヘラ削り。

墨書、体部外面「寺」「大」

カマド上部出土。
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